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舊約 研究 下 


一 本卷 は、 著者 の 舊 約硏究 に關 する 論文に して 詩篇よ 預言 書 に 至る 各 書の 硏究 

に屬 する もの を選擇 奥輯 せる ものである。 各 文に 凡て 一度、 著者に よ. 0 て 主筆せられ 

し  一 r 聖書 之 研究 J に發 表せられし ものである (卷 末の 例外 を 除く r 

一 此の 卷、 篇を 分ち て 「詩爲 硏究， 一、 「錢言 、 傳道之 書 硏究. 一 及び 「預言 書 研究 一. 

と な す 

一 「詩篇 研究」 は 詩篇 各篇の 研究 を 其の 篇 次に 循 ひて 集 輯 したる もの、 「■ 箴言、 

道 之 書 研究」 に 箴言 硏究 及び 庳道之 書 硏究を 併せた る も S である。 「預言 書 研究」 

は 各 預言 書 に関する 硏究を 集輯し たる ものにして、 之 を 日本語 譯 聖書の 噴に 循ひィ ザ 

ャ書 研究、 ュ レ ミ ャ記 硏究、 ュ ゼ キ ュ ダ裤 硏究、 ，タ -ー H だ 書 硏究、 ホ セァ書 硏究、 ァ 

モ ス書 硏究、 ォ バ デャ窨 研究、 ョ ナ書 研究、 " 、パ ク ク書 硏究、 ゼ パ -ー ャ書 硏究、 ゼ 力 

リャ書 研究に 分つ e 


例  言  一一 

一 尙ほ 著者の 文に して 本 卷收錄 の 奮 約 諸 書の 研究に 關聯 する もの は 他に 數 くない 

『講演』、 『成 想』 及び 『時事』 等の 諸 書に 就き 參照 せられん こと を 望む。 

一 本卷 には卷 末に 「第 四 卷內容 年譜」 を附 し、 各 文の 發 表せられし 年月 を 明かに 一 

した。  - 
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善悪の 差別 

詩篇 第 一 篇 

5 いは ひ 

一 、 幸福なる かな、 

惡 しきもの 、謀略に 歩ます、 

つみびと みち 

罪人の 途に 立た す、 

嘲け る 者の 座に 坐らざる 者 は。 

二、 彼 は M ホバ の 法を悅 び、 

日 も 夜 も 其 法に 就て 念 ふ。 

三、 斯 かる 人 は 水流の 邊に植 ゑし 樹の 如し、 

期に 至りて 其實を 結び、 

し 

其 葉 も 亦 湖む ことなし、 

其 作す ところ 皆な 榮 えん。 

四、 惡 しき 人 は然ら す、 

善 の 差別  一二 


風の 吹き 去る 粃 糠の 如し、 

五、 然 れば惡 しき 者 は 審判に 堪 へす、 

人 は 義人の 會に 立つ こと を 得す、 

六、 M ホ バは義 しき 者の 途を 知り 給 ふ、 

され ど惡 しき 者の 途は 滅びん。 

略 註 

此詩 何人の 作と も 知れす、 蓋し 詩篇 全編に 附 する 序言と して 其卷 頭に 加 へられし ものな らん。 

(一) 「幸福なる かな」 詩篇 全編に 涉る主 昔な り、 詩篇 百 五十 編 中幾囘 となく 此 語の 反覆 せらる 

る こと ある も 曾て 一 囘も 「禍 なる かな」 の 文字の 使用 せらる k こと あるな し、 詩篇 は ii^ として 歡 喜の 

譜 なり、 「幸福なる 者」 の 投げし I 徵 なり。 〇 始めに 義人の 何たる 乎を述 ぶ、 詩人 は 臼 ふ 義人 は惡 人と 

與 せざる 者な りと、 卽ち彼 は先づ 消極的に 義人な りと、 彼は惡 人の 計畫に 干から す、 罪人と 途を 偕に 

せす、 祌を 嘲け り 人 を 裁る 者と 席 を 同う せす と、 斯 くも 惡に 近づかざる 彼 は エホバの 法 を 以て 彼の 自 

を 束縛す る 枷な りと は 思 はす、 返て 之 を 悅び日 も 夜 も 之に 就て 念 ふと、 卽ち彼 は 消極的に 義人なる 

のみなら す、 亦 精 極 的に も然 りと なり、 水 邊に植 ゑし 樹の 比喩 は 南方 ユダヤの 乾燥の 地に 在て 何人も 

深く 感 する 所なる べし。 

S 義人 は斯の 如し、 然れ ども 悪人 は然ら す、 彼に^ 固なる 所 あるな し、 故に 彼は粃 糠の 如く 風 


と共に 飛ぶ、 希伯來 語に て 彼 を rash^ と 稱ふは 「不定」 の 意な りと 云 ふ、 惡人 は實に 主義な き、 信仰 

なき、 s 心なき 者な り、 卽ち 今日の 謂 ゆる 俗人な り。 〇 (五) 彼れ 惡人は { 称 刺に 堪 へす、 平和の 日に 

ありて は 彼 は驕り て^を 濶歩 すと 雖も、 一 朝 塞 判の 火の 天より 臨む あれば 彼 は 草花の 熱風に 遭 ふて 枯 

るが 如くに 噎 る、 困難 は 善惡を 識別す るた めの 火な り、 義人の 義も惡 人の 惡も試 鍊の火 を 以て 顯色さ 

る。 〇 惡人は 逆境に 稱 ふる 能 はす、 彼 は亦義 者の 集會の 中に 立って 長く 其 席に 堪 ふる 能 はす、 彼の 主 

張 は 如何に 立派なる も、 根本的に 野卑 醜猥 なる 彼は義 者の 會に 入って 魚の 水中 を 出しが 如き 感 あり、 

彼 は 艱難に 堪 へす、 又義 者の 禍 1^ に堪 へす、 そ は 彼 は 幽暗 を 好む 者 なれば なり。 〇 (六) 義 者の 途は 

エホバ 之 を 知り 給 ふ、 其 作す ところ 皆な 榮 ゆる は 之が 爲め なり、 され ど惡 人の 途は必 す 減 びん、 そ は 

是れ惡 人 自身のへ 叩す る 所の ものにして M ホバ の 知り 且つ 撰び 給 ふ 所の ものに あら ざれば なり。 
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し  あし >ら の は.？ I りごと あゆ  つみびと みち  わ V.-  もの f 

なる かな、 惡 者の 謀略に 歩まず、 罪人の 途に 立たず、 嘲け る 者の 座に すわらざる 者 は。 

のり よろこ  ひる よる  お h 

彼 は M ホバ の 法を悅 び、 日 も 夜 もこれ を 思念 ふ。 

V  ひと みづ の-; 吒.. \れ  •?  き  み  は  しぶ？  な 

斯 かる 人 は 水流の ほとりに 植 ゑし 樹の 如く、 期に 至りて 其實を 結び、 其 葉 も 亦 凋む ことなし、 其 作す ところ 

比ね 榮 えん。 
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悪人 は然ら ず、 風の 吹き 去る 粃 糠の 如し。 

然れば .您 者 は 審判 に堪 へ ず、 罪人 は 義人 の 會合 に 立つ こと を？ おず。 

ヱホ" ^〕1 者の 途を 知り 給 ふ、 され ど惡 者の 途は 滅びん。 

「三 根の 繩は 容易く 斷れ ざるな り」 (傳 道之誊 3 の 十二 ：}、 聖書 は 三 根の 繩 である、 藤史 (過去) と實 

驗 (現在) と资霄 (来 來) との 三 筋の 絲を 以て 絢 はれし 繩 である、 故に 聖書の 註解 は 常に 此三 方面よ 

りしなければ ならない、 書 は 第一 に 之を歷 史的に 研究すべき である、 第二に 之 を實驗 的に 信者の 日 

日の 靈的 生涯に 適用して 解すべき である、 第三に 之 を 未来の 預言と して 觀 察すべき である、 三者 其 一 

に 偏 せん 乎、 或は 我等の 心靈の 要求に 觸れす 或は 事實を 無視し 或は 迷信に 陷ゐ るで あらう、 然れ ども 

歷史 資驗預 一一 E の 三方 面 を 具備して 始めて 聖書の 眞理を 誤 まらす 看取す る 事が 出來 る。  . . 

詩篇 は 其 第三 篇 以下に は 皆 明 に 歷史を 附記せ る も 第 一 第二の 兩篇に は 之を缺 いて 居る、 玆に 於て 

か 舉者は 之に 就て 種 々なる 說を唱 ふるので ある、 或 人 は 曰 ふ是れ ダビ デが其 初め の 詩集 五 十篇 の 序文 

として 記した る ものな らんと、 叉 或 人 は 曰ふソ 口 モ ンが其 父に 對 する 尊敬 を 表せん が 爲め之 を 作りし 

ならん と、 又 或 人 (例へば チ ー ネ 博士の 如き) は 曰 ふ ダビデ 又は ソ n モ ン より 遙か 後世に 至り エズラ 

が ダビデ 全 築の 序文と して 添付した るな らんと、 之 等の 諸 說は何 れも 確賁な る 根據を 有せざる もので 

ある、 然しながら 一事 は 明白で ある、 卽ち 詩篇 第一 第二の 兩篇は 詩篇 全部 又は 其 初の 五十 篇に對 する 

序文と L て 見られ 得べ きものなる 事 之れ である、 此兩篇 は 詩篇 を總 括した る ものにして H ホバ の 律法 


と 約束と を 讚へ たる イスラ H ルの 信仰的 實 験の 記録で ある。 

「幸 幅なる かな」、 此語は 原文に 從ひ之 を 劈頭に 譯 出すべき である、 斯の 如き 語法 は 或は 日本語の 

文法に 逆う であらう、 然しながら 聖書 は 神の 眞理を 表 はさんが 爲に 文法 を破壤 する ので ある、 詩人が 

詩 百 五十 篇の 第一 鍵 を 打つ 時經爾 として 響き 出づる は卽ち 「幸 幅なる 哉」 である、 ー靑 樂 家の 技倆 は 其 

の 力 を 籠め て 叩く 第 一 鍵の 音響 如何に 由て 略々 之 を 察する 事が 出来る、 福音の 第 一 聲は 「幸福なる 哉」 

である、 「惠 まれた る 哉」 である、 山上 之 垂訓 も 亦 さう であった、 「幸 幅なる 哉 心の 貧しき 者 は」 と. 

美 はしき 語で ある、 惠 まれた る 者 は 誰ぞ、 神に 愛せら る、 もの は 何人 ぞ、 之 を 明かに する ものが 卽ち 

一 i 音で ある。 

つ A びと みち  あ f  -r.^ 

「惡 しき 者の 謀に 歩ます 罪人の 途に 立た す 嘲け る 者の 座に 坐らざる 者」、 惠 まれた る 者 は 誰 ぞと言 

ひて 詩人 は先づ 消極的に 之に 答へ たので ある、 聖書に 於て 惡者 又は 罪人に 對 する 者 は 善人に 非す して 

義人で ある、 善人の 語に 墮 落し 易き 意味が ある、 義人と は 唯に 人に 對 して 義を行 ふの みならす 神の 律 

法 を 守り神の 心 を 我心と する 人で ある、 更に 新約に 人り て は 祌と義 しき 關 係に 入りた る 人卽ち 神に 義 

とせられ たる 人で ある、 而 して 彼 は先づ 第一に 罪 を 担 絶す る 者で ある、 初めに 罪 を 拒絶して 然る 後に 

恩惠は 臨む、 先 づ惡と 絶た すして 義人た る 事 は 出来ない、 惠 まれた る 者 は 何よりも 先に 罪 を 自覺し 之 

A 厶厶 △△△ 厶厶 <3A 厶厶 A<J<3 厶厶厶 △<"△<" 厶厶厶 厶<<1 厶 <3<"厶厶<3 

と絕緣 したる 者で ある、 かの 所謂 廣量 大虔 と稱 して 惡 者と I* を 共 にす る 者の 如 き は 神の 恩 惠に與 る 能 

厶厶 <3  <1 厶 <： △ 

はざる 者で ある。 

はか と  みち  ざ  わ 

「惡 者」 「雜 人」 「嘲 者」 とい ひ、 「謀」 「途」 「座」 とい ひ、 「歩ます」 「立た す」 「坐ら す」 

とい ふ、 何れも 同じ 事の 繰返しに 非す して 三 段の 進 步を表 はすので ある、 「惡 者」 と は 英語に て tho 
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wicked 又 は the  ungodly 卽 ち獰惡 叉 は 無神論者 等 の 意であって 凡て H ホバの 心に 逆 ひ 我心 を 行 は 

ん とする 人の 總稱 である、 「罪人」 と は 罪 を習惯 性と して 犯す 人で ある、 「嘲 者」 と は M に 進んで 神、 

正義 等に 對 して 公然 反對を 試む る 者で ある、 又 「謀」 は說 或は 思想で ある、 「途」 は 行で ある、 「座」 

は 之 を 確執す る 事で ある、 而 して 之 等の 區^ に應 じて 動詞に も 亦 三 段の 進歩が ある、 先づ悪 者の 說に 

聽 きて 「歩み」、 次に 與味を 以て 其 前に 「立ち」、 終に 其 座に 「坐り」 込む に 至る、 惡 魔の 人 を 誘 ふ 

^路を 示して 遗憾 なしで ある、 不良少年の 墮 落の 順序 も 亦 之で ある、 扉 は 初より 直に 我等 を 捕 ふる も 

ので はない、 其の 接近し 來るゃ 先 づ香を 以て 之 を覺る 事が 出來 る、 而 して と 絶つべき は 實に此 時で 

ある、 悪者の 謀 に 歩ます 從て 罪人の 途に 立た す 嘲け る 者の 座に 坐らざる 者の みが 神に 惠 まれた る 幸 

幅なる 人で ある。 

「彼 は エホバの 法 を 悅び日 も 夜 も 之 を 忍 ふ」、 之れ 義人の 積極的 半面で ある、 大和 一一；； s 紫に て M ホバ 

の 「のり」 と 言 ひて 其 意義の 弛緩 を 感ぜざる を 得ない、 X 布伯來 語の 「トラ ー」 は 法律で ある 訓誡で あ 

る、 ュホバ の 律法 又は 神の 敎全體 である、 故に 义之を 聖書の 意に 解す る 事が 出来る、 義人 は 唯に 律法 

又 は 聖書 を畏 み 之 を 重ん す るの みな らす之 を 悅び樂 み 日 も 夜 も 之 を 思 ふ 者で ある、 律法を {5^荷と感す 

る 者 は 誰で ある 乎、 其裡に 我等の S§ の赦 さるべき 途が備 へられて あるで はない 乎、 如何なる 書か 羅 Hit 

書 第三 章 叉 は 第 八 章 等に 勝りて 我等の 心の 深き 所に 訴 ふるものが ある 乎、 神の 霄を 正しく 解す る 者に 

取りて は 聖書 ， 】 そ：^取も悅 ぶ べき 寶 である、 彼 は 晝も夜 も 之 を 思 ひ 死ぬ る も 生きる も 之 を 思 は ざ る を 得 

ない、 ^も 商人の 行住坐臥 たぐ 金 を 思 ひ 政治家の 造次 顧沛 にも 政 權を思 ふが 如くで ある、 聖書 は 義人 

の 全 精 祌を惹 く の 力 を 有す る 者で あ る。 


「斯る 人 は 水の 流の ほとりに 植 ゑし 樹の 如く」、 我國の 如く 水 多き 土地に ありて は樹の 繁茂す るが 

爲め 特に 水流 を 要せざる もェ ジ ブト、 パ レ スチナ 南部 又は ァラ ビヤ 等に 於て 樹と稱 すべき もの は 水流 

のほとりに 梳 ゑら る、 $1 橺 である (かの エリコ の 町を稱 して 棕橺の 町と 言 ふが 如し)、 而 して 生命の 

水に 根ざせる 義人 を譬 ふるに 最も 適當 なる もの は 此棕橺 の 木で ある。 

「期に 至りて 其實を 結び」、 神の  一一：  一 G を 悅び晝 も 夜 も 之に 親しむ 者 は 厘々 隱退的 信仰 を 以て 謗らる、 

然れ ども 見よ 時 至れば 神の 言 は 彼等 を 動かして 實を 結ばし める ので ある、 聖書 は 人 をして 活動的なら 

しむ、 聖書に 親しみて 人 は 福音の 爲に 叫ば ざらん と 欲する も 能 はない ので ある、 十字架の 福音 は 個人 

を 動かし 家庭 を 動かし 社會を 動かし 全人 類 を 動かす、 近 骨の 大法 现舉 者ジ H  ！ ムス. マツ キント ッシ 

曰く 「過小 百年 間の 世界 を 改善した る もの は 人 は 信仰に 由て 義 とせら るとの 幅 音で ある」 と、 然り 

社會を 改善す るの 力に して 神の 言に 勝る もの はない ので ある、 かの 徒らに 實行々 々と 叫び 改良々 々と 

高ぬ して 神の 言 を 輕んじ 十字架 又は： 冉臨等 を 嘲る 敎會が 最も 實を 結ばざる 腐敗した る敎會 である、 之 

に反して 最も 善行に 富む 者 は 誰ぞ、 純に 神の 首 を 信じ 之 を 悅び之 を 樂み晝 も 夜 も 之 を 思 ふ 信者で は 

ない 乎、 故に 先づ架 書を與 へよ、 然 らば 架 書が 個人 を 救 ひ 社會を 救ひ國 {X, を 救 ふで あらう。 

「其 葉 も 亦 湖む ことなし」、 旣に實 を 結ぶ と 言へば 足る、 何故 葉にまで 雷 及す るので ある 乎、 之れ 

或は 意味な き 詩人の 首で ある 乎、 否な 思想の 簡潔なる 發表 にして 聚 書の 言の 如き はない、 聖書に は 一 

の贊語 をも存 しないの である、 故に 葉 も亦调 ますと 言 ひて 決して 無意義で はない、 葉は樹 の外觀 であ 

る、 水流の ほとりに 楠 ゑし 樹の 唯に 實を 結ぶ の み な らす其 葉 も 亦 常 に 光澤 を帶び て 載々 しきが 如く 祌 

の 言 を 悅び晝 も 夜 も 之 を 思 ふ 人 はいつ 迄も老 ゆる 事 を 知らないの である、 顏齡六 七十に して 尙ほ靑 春 
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の 澄 綱た る 生 氣を失 はす 歡 喜に 充ち て 生活す るので ある。 

「其 作す ところ 皆榮 えん」、 人 は HI ふ iffil 曰の みに 親む が 如き 者 は失肷 せんと、 然れ ども 聖書 は 曰 ふ 

「斯 るん は 成功 せん」 と、 何れが 果して 眞 である 乎、 乞 ふ事實 をして 之を證 明せ しめよ、 古來 世界 を 

it かした る 者に して 十字架に つけられ たる ィ H ス キリストの 如き はない、 ナボ レ ォ ン其晚 年に 及び 歎 

じて 曰く 「今や 余の 爲 めに 死 せんとす る 者 一 人 も あるな し、 然るに ナザ レのィ H ス の爲に は尙ほ 幾千 

萬の 人が 其 生命 を獻 ぐるので ある」 と。 

「惡 しき 人 は然ら す、 風の 吹き 去る 粃 糖の 如し」、 ユダヤに ありて は 穀<13？ を 風當り 良き 高地に 造り 

其 所 にて 繁を 以て 粃糠を 除く、 而 して 粃糠は 强風吹 き 來れば 忽ち 散亂 して 跡 を 止めざる に 至る、 神の 

1 一一；：： に從 はざる 人 は 正に 其 如くで ある、 彼等 は |3 く 得意の 境に 在りと 雖も 一 朝 例へば 經^ 界の 大風 吹き 

寄せん 乎、 忽焉 として 轉覆 する を 免れない ので ある、 之れ 多くの 人の 自ら 實驗 して 知る 處 である。 

「されば 惡者は * 刺に 堪 へす、 5§； 人 は 義人の 會 合に 立つ 事 を 得す」、 神 は 常に 審判 を 下し 給 ふ、 今 

の 戰爭の 如き.^ 確かに 神の 大. 藩 判の 一 である。 而 して 神の 言に 其 根 を 卸して 深く 生命の 水 を 味 ふ 者 

は假八 P 大なる 審判に 遭遇し 淚を 流して 悲む事 ありと 雖も 更に 新なる 希 は, - を瘦 得する に 反し、 惡 者に 取 

て は. 港 1： 卽ち 最後で ある、 彼等 は 倒れて また 起つ 事が 出来ない、 彼等 は叉義 しき 人の 會 合に 立つ 事が 

來な い 、 其處 に 言 ふ ベ からざる 不調和 を 感じ 之に 堪へ すして 自 ら 退去す る の で あ る。 

ひお しながら 比處に 謂 ふ 「審判」 と は 果して 何で ある 乎、 英語に て the を 冠す るき 判で ある、 卽ち或 

る 特^の 審判 最後の 判で ある、 凡ての 人の 檢 さるべき 其 審判で ある、 悪者 は 或は 此 世の 判に 堪ふ 

るで あらう、 然れ ども 最後の 審判に は堪 ふる 事が 出来ない、 叉 其 時 義人の 鎗 合の 中に 立つ 事が 出来な 


い、 人生 何の 不幸 か 之に 勝らん やで ある" 

「エホバ は義 者の 途を 知り 給 ふ、 され ど惡 者の 途は 滅びん」、 「知る」 と 言 ひて 單に 上より 見て 之 

を 知り 給 ふの みで はない、 其途を 助け 之 を 支へ 之 を 成功せ しめ 給 ふの 意で ある、 義者は 決して エホバ 

の 助け を 失 はない、 然れ ども 惡者は 自ら 神に 反く、 故に 其途は 滅亡の 他に ない。 

詩篇 第 一 篇の此 短き 六 節の 間に 義人と 惡 者との 區別は 最も 明白に 敎 へらる、 永遠の 智者より 出づる 

に 非 すん ば 到底 此 意味深長の 言 を 作す 事 は 出来ない、 恰も 街路に 横 はる 一 片の 石塊の 取りて 之 を碎き 

顯微鏡 下に 之 を 照す 時 は 其 中に 大學 者の 一 生の 研究に 値すべき 眞理を 含む が 如くで ある、 神の 造りし 

もの は 小な りと 雖 もみな 永遠の 眞理を 含む ので ある。 (藤 井武 筆記〕 

詩篇 第 トニ 篇 

毒舌 絶滅の 祈 禱 

一 、 助けよ H ホバ よ、 仁慈 は 絶え、 

誠實は 人の子の 巾より 失せたり、 

二、 人 は 各自、 虚を 以て 其 隣人と 相 語， り、 

なめら  くちびる ふ .u-.. 一、 ろ  b のい 

滑 かなる 辱と 甙心を 以て  一一 ：ー2 ふ 。 
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三， エホ. パ のす ベ て^かなる 昏と 

ほろぼ 

火 雷 を 吐く 古と を 滅し給 はん こと を、 

E、 彼等 は闩 ふ、 我等 は 舌 を 以て 勝たん、 

.忖 は 我 有な り、 謹 か 我等に 主た らん やと。 

五、 苦しむ 者 掠められ 貧しき 者 歎く が 故に 

我れ 今 起たん と H ホバ言 ひ 給 ふ、 

我 は 其 慕 ひ 喘ぐ 平 嵌に 彼 を 置かん と。 

六、 M ホパの 雷 は雜な き ず な り , 

ろ  い i  ころが；！ 

爐 にて 鍊られ たるお 銀な り、 

七次淸 めら れ たる C 銀な り、 

七、 H ホバ ょ爾は 彼等 を 護り 給 はん、  . 

雨 は 彼等 を 永 へ に此 f より 免れし め 給 はん。 

八、 人の子の 中に 汚， の 崇めら る、 時に、 

惡人は 此所ゃ 彼 所 に 歩むな り 。 

略 註 

社 <& は 腐敗 を 極め、 仁愛と 誠 實とは 其 跡 を 結ち たり、 詩人 は 堪えられす なりて 神に 向 ひて 叫びて 


言へ り、 「助け 給へ」 と" 

S 人の 心に 誠實 絶えて 彼等 は 各自、 空虚の 人と なれり、 彼等 は 語るべき の 誠實を 有せす、 故に 虛を 

以て 相 語るな り、 虚偽 を 以てする は 勿論な り、 すべての 事 悉く 虚 なり、 虛禮 なリ、 無意味な り、 語る 

にあら す、 飾るな り、 言 あり 曰く 「言語 は 3M 實を掩 ふための 技術な り」 と、 人心の 腐敗 其 極に 達して 

其 言語 は單に 修飾の 術た るに 至る。 

「滑 かなる 臂と武 心」、 阿諛と 暖昧、 眞實は 如何なる 場合に 於ても 語る ベから すと 做す、 實に 堪え 

難き は斯 かる 社 會の狀 態な り、 然 かも 人 はこれ を 避けん とせす、 交際 を 求む ると 稱 して 却て 身 を其屮 

に投 するな り、 誠に 預言者 M レ ミヤの 一一 目 ひしが 如し、 

汝等は 各自 其 隣人 を 欺き、 ta っ誠實 をい はす、 其 舌に 謊を 語る こと を敎 へ、 惡を爲 すに 疲る。 

と (耶利 米 亞記九 章 五節〕。 

社 會は紊 れて斯 の 如し、 故に 詩人 は 祈願 を 述べて 曰 ふ rH ホバ の 阿諛の-香と 高言の 舌と を 絶ち 給 

はんこと を」 と、 阿る 者 は 誇るな り、 阿諛の # に 同時に 叉 高言の 舌 あり、 同じく 空虚なる 心より 發 す- 

誠實の 語るべき なし、 故に 教の 如くに 響き、 大風の 如くに 鳴るな り、 希 ふ H ホバの 之等兩 つながら を 

筢ち給 はんこと を、 と。 

5 卑劣なる 彼等 は 曰 ふ 「我等 は 舌 を 以て 勝たん」 と、 彼等 は 正々 堂々 義を唱 へ、 理に訴 へて 勝たん 

と はせ す、 誹 幾、 毒舌 を 弄して 人を斃 さんと 計る、 彼等に 武士の 勇氣 なし、 君子の 公明な し、 

彼等に た f 蛇の Hn あるの み、 或 ひ は 敎會に 隱れ、 或 ひ は 文壇に 潜み、 匿名 を 以て 批評の 矢 を 放ちて 公 

人 を 傷く る を 以て 樂 となす、 彼等 は 曰 ふ 「ほ：： (或は 筆) は 我 有な り、 誰か 我に 主た らん や」 と、 卑怯 
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たる 彼等 は 责任を 以て 語る の 勇氣を 有せす、 唯 言語 は 彼等の 有な りと 稱し、 之 を 束縛す る 者な しと？？ 

へて、 氣儘勝 乎に 之 を 弄するな り、 然り 人の 作りし 法 は 緩慢に して、 言語の 賨任を 問 ふに 足らす、 

然 れ ども 「すべて 人の 言 ふ 所の 虚しき  一一 一一 c は容 刺の ほに 之 を 評へ ざる を 得す」 と キリスト は 曰 ひ 給へ り 

(馬 太傳 十二 章 三十 六 節〕、 言語 はまこと に 人のお にあら す、 神 はまこと に 之 を 生り 給 ふ、 而 して 人の 虚 

これ  かれ  ほろぼ 

言 を 吐く 者 あれば 彼 は 此をも 彼 を も 狨し給 ふ (Ms 林 多 前書 六 章 十三 節)。 

^詩人 は 虚偽の 社 會に 堪えすな りて、 阿諛と 高言との 絶た れんこと を 祈りし に、 神 は 之に 應 へて 口 

ひ 給へ り。 〇 「苦しむ 者 掠められ」 と は 暴 主の き 制に 遭 ふて 其 所有 を 掠めら るとの 意に 非す、 叉は稅 

吏の 誅 求に 遇 ふて 其 牧人 を 掠めら る、 の 意に あらす、 佞人の 毒 や：！ に 由て 其 平和と 名譽 と、 時には 其 地 

位と を 奪 はる k の 意な り、 誹謗 は 最惡の K 制な り、 之を訴 ふるの 有司 あるな く、 之 を 裁く の 法律 ある 

なし、 佞人の 毒 にか， - りて 其 災害 は 强盜の 毒刃に か k るよりも 甚だし。 〇 「貧しき 者 歎く が 故に」 

普通の 意味に 於ての 貧者に 非す、 「貧しき 者 は 幅な り」 と キリストが 首 ひ 給 ひし 其 意味に 於ての 貧者 

なり、 惡に遭 ふて 惡に抗 せざる 者な り、 暴 人の 蹂躪に 己が 身を委 ぬる 者な り、 誹識讒 誇に 其 名 を 傷け 

られ ながら 敢て辯 明 を 試みざる 者な り、 謂 ふ 所の 心の 貧しき 者に して、 暴 を 以て 暴に 報 ひんと する 復 

||3 の 念を懊 かざる 者な り。 〇 「歡 く」 は 歎願の 意な り、 人に 訴 ふる も 聽 かれざる が 故に 神に 向て 歎き 

叫ぶな り、 而 して 神 を 動かす の 力に して 貧者の 歎颇の 如き はなし、 世の 法律に 訴 ふる も 益な き 時 は、 

神の 聖 座に 訴 へて 效 あり、 而 して 佞人 跋 雹の 時に 際して、 我等に 此 最後の 手段 存す、 感謝すべき にあ 

らす や。 

「我れ<^起たんと^^ ホバ 言ひ給ふ」 犬なる 「我」 と强き 「今」、 萬 軍の エホバ、 沈默を 守りて 今 


に 至りし と雖 も、 無辜の 叫號の 聲に應 じて 今 起ち 給 はんとな り、 昔し は イスラ H ルの 子孫 エジプトに 

在りて 其 課せられし 勞 役の 故により て 歎き 號 ぶの 聲祌に 達しければ、 神 その 長 呻 を 聞き、 イスラ エル 

の 子孫 を眷み 給へ りと あり (出 埃 及 記 二 章 サ三節 以下：)、 而 して 今や 之と 等しく、  莨に 神 を 愛する 者の、 

或 ひ は 文明 を 誇る 社會に 在りて、 或は 神聖 を 街 ふ 敎會の 中に 在りて、 俊才の 饞誣に 遭 ふて 歎き 號 ぶの 

聲 神に 達しければ、 神 は 叉 彼 を 救 はんとて 今 叉 起ち 給 はんとな り、 エホバ はまこと に 滑 かなる 脣と 

0 を 語る 舌と を 1^ り 棄て給 ふべ し、 龜 佞の 除かる.^ 時 は必す 到る、 彼の 舌 は 彼の 有に して 彼の 有に 

あらす、 舌 も 亦 H ホバの 有な り、 彼 は 永久に 其大言 放 語す る を 許し 給 はざる なり。 

鹿の 溪ぉを 慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我が 靈魂は 繭 を 慕 ふなり と 詩人 は 曰へ り (第 四十 ニ篇 一節〕、 信者の 慕 ひ 

喘ぐ 者 は 平和な り、 佞 辯の 行 はれざる 所、 平和の 充ち 溢る i 所な り、 然るに 禍 ひなる 哉、 彼 は 今メセ 

クに 宿り、 ケ ダルの 傍に 住めり (本卷 「詩篇 片々」 のうち 「詩篇 第 百 二十 篇 五節」 を 見よ〕、 毒舌の 中に 宿り、 

侯 口の. "傍に 住めり、 其 時 彼 はまこと に 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如くに 聖者の 平 康を慕 ふなり、 而 して 神 

は 彼の 歎願に 聞きて、 彼 を 其 慕 ひ 喘ぐ 平康に 置き 給 はんとな り、 大 なる 哉此恩 惠！ 而 かも 期 到りて 

神 は 必す此 恩惠を 我等に 施し 給 ふ、 曾て は 邪智侯 辯の 過 中に 漂流して 據 るに 家な く、 立つ に 所な かり 

し 者 も 今 は r 娃 婦バビ ン」 の 手 を 離れて、 眞愛 自由の 平庞に 在り、 神が 時には 我等 を讒 害、 毀 誇、 

幾詐、 詭譎の 中に 置き 給 ふ は 我等 をして 永へ に 平和の 水 濱に憩 はせ 給 はんが 爲め なり、 佞人 も 亦 用な 

くして 世に 遣 さる、 者に 非す、 彼が 社 會を紊 し 友 围を亂 る は 彼に 由り て 平康の 一 暦 慕 はしくな らんが 

爲 なり。 

ホバ は詩人の祈願を聞き給へり、 彼 は！！^ n 讒 や：： を 絶たん と吿げ 袷へ り、 玆に 於て か 詩人 は 絡え 
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たんと せし 彼の 希望 を 復興し、 M ホバ の 誠實を 讚へ て 曰へ り。 

「エホバの 一一 ：ーロ は 純 精の 言な り、 爐 にて 鍊られ たる， H 銀の 如し、 七 次 煉られ たる 白銀の 如し」 と、 人 

の 言の 虚偽の 首にして 汚據の 如く 泥土の 如くなる に 較べて 云 ふ、 實に 人の 聲に 慣れて 時に 神の 言 を 耳 

にして 我等に 此感 なくん ば あらす、 唯に 其稱讚 阿諛の 言に 止まらす、 其 哲畢の 雷 も、 科 學の首 も、 悉 

く  H;i! れ 汚據、 泥土た るの 感 なくん ば あらす、 而 してんの  一一 一一 口に 較ら ベて 神の 言 の み 惟り 純金 の 曾な る を 

覺ゅ、 然り、 然り、 否な、 否な と、 形容 を 要せす、 修飾 を. せす、 直に 心 靈の奧 底に 達す、 恩 惠に富 

み、 光明に 富み、 正義 溢る， 赏に人 は 各自 虚を W て 其 隣ん と 相 語りつ. 1 ある 間に、 神の みは 惟り 實を 

以 て 我等と；？^？り給 ふ、 此.^ -偽 空言 の 世に 在りて 神の 首 の み 惟り 眞實 の 言な り、 故 に 言 ふ 

雨の  一一； 一 n は S 呉理 なり 

と 「約 十七 章 十七 節)、 信仰の 耳を^け て 時に H ホバ の 言に 接して 此 確信の 益 々強く せらる、 を 覺ゅ。 

G,H ホバの 言 は 欺かす、 彼 は必す 彼等 を 護り 給 ふ、 彼に 號び 求む る 者の 聲を 聞き 給 ひて 謗る 者." g い 

る 者の 舌より 彼等 を 護り 給 ふ、 H ホバ は 又 彼等 全體を 護り 給 ふに 止まらす、 更らに 彼等 各自 卽ち 「彼」 

を 助け 給 ふ、 ュ ホバ に龥び 求む る 者 は 之 を 瞳の 如くに 護り て 其 翼の 蔭に 匿し 給 ふ (笫 十七 篇八 節)、 而し 

て 彼 を 助けて 永へ に此 卑劣の 徒より 免 かれしめ 給 ふ、 蛇の 毒 古 は 其 威 を 逞しう する も、 そ は 永久に 神 

の 僕 を 害 ふ 能 はざる なり。 

ゆ 神の 僕 は 安全な り、 然れ ども 讒誣の 徒の 此 世より 絡 ゆる 時 は あらざる べし、 人の子の 中に i^. まの 

徒の + めら る、 時に 惡人は 到る 所に 跌扈 するな り、 彼等が 政治家と して 尊 まれ、 牧師 神學 者と して 崇 

めら る、 時に、 佞人 は 政界に 跋 凰し、 奸物は 敎會に 横行す るな り、 是れ 悲しむべき 事實 なり、 然れど 


も 止む を 得ざる なり、 令 は 末の 揪 なり、 麥と稗 子と が 同時に 同所に 生 ゆる 季 なり、 神に 在りて は 稗 子 

ねき あつ  やきす つ  かりいれ 

を拔 集めて 之 を 燃 棄るは 容易な り、 然れ ども 牧稽 の季 まで 彼 は 此事を 爲し給 はざる べし、 而 して 其 時 

に 至れば 

彼れ 其 使 等 を 遣 はして 其國の 中より すべて 躓 li となる 者、 义惡を 行す 人を斂 めて、 之 を爐の 火に 

投入るべし、 其處 にて 哀哭 切齒 する こと あるべし、 此時 義人 は 父の 國に 於て 日の 如く 輝かん 

と あり (馬 太傳 十三 章 四十 一節 以下 ：}、 義人 は 今 は 神の 守護 を 以て 足れり とすべし、 惡 人の 絕滅は 之を來 

世に 於て 期せざる ベから す。 

然 らば 荒べ よ 高ぶる 舌よ、 汝の 毒箭を 放てよ、 

彼れ その 翊を もて 汝を庇 ひ 給 はん、 

汝、 その 翼の 下に 隱 れん、 

其眞實 は 盾な り乂 干な り、 

夜 は 驚かさる k こと あり、 

晝は飛 來る矢 あり、 


千 人 は汝の 左に 仆れ、  - 

萬 人 は汝の 右に 幾る、 

然れど その 災害 は汝に 近づく 事な からん 

つるぎ  と 

と H ホバ言 ひ 給へ り (笫 九十 一 篇四節 以下〕、 護 者と 佞人と は劍の 如く 己が 舌 を 磨ぎ、 其 弓 を 張りて 矢 を 
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放つ が 如くに 毒 首 を 放っと 雖も、 我等 は H ホバに 在りて 安し、 我等 は 彼に 依りて 勝たん (第 六十 四篇 一二 

節 以下 ，」。 

約 說 

：;^ 人 跋扈して 詩人 神に 救助 を 求む 第一、 二 節。 

彼等の 世より 絕 たれん こと を 祈る— 第三、 節。 

きた 

祈禱の 聲に應 じて 神の 言 臨る 第五 節。 

神の 言に 接して 讚美の 聲揚る 1 第 六 節。 

更らに 進んで 援助 到來の 確信 生す- 第 七 節。 

惡人は 依然として 横行すべし、 然 かも 義人 は 彼等の 中に 在りて 安全な り 第 八 節。  - 

再 ^ 

叫 號の聲 h 第一、 二 節 

祈禱の 整-— 第三、 四 節 

感 應の聲 第五 節 

S 芊 美の 聲- 第 六 節 

確信の 聲 第 七 節 

覺 悟の 聲 第 八 節 . . 


詩篇 第 十八 篇 

此編を 解す るに 先づ 詩篇の 本文 を精讀 する を耍す 

詩篇 第 十八 篤 は 五十 節より 成る 長い 詩で ある。 之と 同じ 者が サム H ル 後書 二十 二 章に 載せて ある。 

ダビデ 王の 作に して、 彼が 己が 生涯 を囘 顧して、 追想 を 述べた ものである は 疑 ひない。 彼 は 軍人な り 

しが 故に、 彼の 言辭 に血腥 きもの ある は 免 かれない。 H ホバの 救 は 主として 戰 場に 於て 彼に 臨んだ。 

汝 また 我が 敵の 背 を 我に 向けし め 給 へ り 

彼等 叫び たれ ども 救 ふ 者な く 

H ホバ に對 ひて 叫び たれ ども 答へ 給 は ざり き。 

我れ 彼等 を 風の 前の 塵の 如くに 搗碎き 

ぎの 泥の 如くに 彼等 を打棄 たり (叫 〇ー 四 二 節) 

と。 此は 基督 信者に 取り 決して 美 はしき 讚美の 言辭 でない。 然れ ども 其內 にも 亦 信仰の 意 を 留めざる 

に 非す。 「汝、 M ホバの 神、 贲祌が 私の 敵の 背 を 私に 向けし め 給へ り」 と 云 ふので ある。 私が 私の 强 

敵に 勝った ので はない、 貴 神が 私 をして 彼に 勝た しめ 給うた ので あると 云 ふので ある ゥ 殊に 著しき は 

第三 十五 節の 言で ある。 
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詩 ^ 究  二  o 

汝の謙 我を大 ならしめ 給 へ り 

と。 謙卑 又は 謙遜と 云へば 弱 い 人間に 限る 德 である やうに 思 はる、 が、 「神の 謙遜」 と 聞いて 我等 は 

驚かざる を 得ない。 然し 乍ら 神 は 誠に 謙遜で あり 給 ふ。 彼が 謙遜の 模範で ある。 强き 神の 子と 呼ばる 

る主ィ H ス キリスト は 御自身に 就て 言 ひ 給うた 「我 は 心 柔和に して 謙遜 者な り」 と。 神が 謙遜 者で あ 

れば こそ 私の 如き 卑しき 者 を 眷顧給 ひて 之に 救 を 賜 ふので ある。 若し 神が 此 世の 所謂 大ほ大 の 如く 

に 尊大 で あり 袷 ふなら ば 彼 は 決して 私 如き 低き 賤 しき 者 を 顧み 給 は ない。 「汝の 謙 遞我を し て 大な ら 

しめ 給へ り」 と 言 ふ。 此 一 首 丈け で此 一 篇 にいと も 贵き眞 珠の惯 値が ある。 

更 らに乂 貴き は 二 五— 二 七 節で ある。 人の 神 は 其 人の 如しと 云 ふので ある。 憐愁 ある 者 は 憐愍 ある 

神を拜 し、 潔き 人 は 潔き 神 を 求む。 之に 對し 僻む 者 は 神 を 僻む 者と して 見る。 此は單 に祌は 人の 心の 

反映に 過す と 云 ふので はない、 人 は 自己に 無き もの を 神に 於て 見る 能 はすと 云 ふので ある〕 祌に赦 さ 

れんと 欲せば 先づ人 を赦さ るべ からす。 神に 降 まれん と 欲せば 先づ 人を憐 まざる ベから す。 ィ エス 

は敎へ 給うた 「矜恤 ある 者 は 福な り 其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也」 と、 人に 小なる 矜恤を 施して 祌に大 

なる 矜恤を 施さる。 


『諸の 天 は 神の 榮光 を顯 はし』 


詩篇 第 十九 篇 

もろ/ ゝ 

一 、 諸の 天 は 神の 榮光 を顯 はし 

おほそら  P 

穹蒼は その 手の ェを 示す。 

こ G ひ こ i  .fl の ひ 

一 一、 此日言 語 を 彼 日に 傳 へ 

此夜 智識 を 彼 夜に 送る。 

三、 語らす 言 はす 其聲 聞えざる に 

g:、 其 昔 響 は 全地に 遍く 

其 言辭は 地の 極にまで 及ぶ。 

かしこ 

祌は彼 處に帷 幅 を 日の ために 設け 給へ り、 

五、 日 は 新郎が 祝 ひの 殿を屮 I るが 如く、 

fS,  士が銃 ひ 走 る を悅 ぶに 似たり。 

はて 

六、 共 出立つ や 天の 涯 よりし、 

其 運り 行く や 天の 極に 至る、 

物と して そ の 和煦を 蒙ら ざ る はなし。 

七、 エホバ の 法 は 完全く して 靈魂を 活き復 らしむ。 

H ホバ の證詞 は確實 くして 愚者 を智 からしむ。 

『諸の 天 は 神の 榮光を ft はし』 


八、 ュ ホバ の 訓諭 は 直く して 心を欣 ばし む U 

エホバ の誡 命は聖 くして 眼 を 快 明かなら しむ。 

九、 エホバ を 惶み懼 る &道は 潔くして 世 々絶る ことなし。 

エホバ の 蕃判は 驚實 にして 悉く 正し。 

十、 是を 黄金に 較 ぶる も、 

多くの 純 精 金に 較 ぶる も、 

. 彌 優りて 慕 ふべ し。 

Eli! を 蜜に 比ぶ る も、 

絲の巢 の 滴瀝に 比ぶ る も、 

い や ま さ 

彌 優りて 甘し。 

しもべ  い i しめ 

十 一 、 雨の 僕は是 等に 由り て徴 戒を受 く、 

是等を 守らば 大 なる 報赏ー あらん。 

十二、 誰か 己の 過失 を 知り f んゃ、 

願く は 我 を隱れ たる 愆 より 解放ち 給 へ 、 

十三、 願く は 雨の 僕 を 引止めて 故意なる 靠を 犯さし めす、 

それ を 我が 主たら しめ 給 ふ 莫れ。 

然れば 我は玷 なき 者と なりて、 


とが 

大 なる 愆 より 免 かる k を 得ん。 

あがな ひ if し 

十四、 M ホバ よ、 我が 磐よ、 我が 蹟 主よ、 

我が 口の 首、 我が 心の 思念 をし て 

雨の 前に 悅 ばる k こと を 得しめ 給 へ。 

略 註 

ダビデの 歌と して 記さる、 牧羊の 業 を 執りし 彼が 獨り 曠野に 在て 天 を 仰ぎ 己が 心に 鑑みて 此歌を 作 

りしとの 傳說 は： t^l だ 受領し 易き ものな り。 〇 始めに 造化に 顯 はれた る 神の 偉業 を 讚し (一節より 六 節 

まで)、 次に 其 法に 示された る 其 威 德を頌 し (第 七 節より 第 十 節まで〕、 終りに 其 援助 を 得て 心を聖 

うせん こと を 祈る (第 十 一 節より 第 十四 節 迄)、 其 造化の 偉業 を 讚す る や 祌を籲 び まつる に 神 

の 名 を 以てし、 其德を 頭め まつる や エホバの 聖名を 以てす、 エル は 力の 祌 にして エホバ は 恩惠の 神な 

り、 而 して H ホバの 律法 は 素と 其 恩惠に 出で しもの なり。 〇$;:: 學者 カント 曰く 「我が 上の 星の 空 天と 

我が. 衷の 道徳の & と は是れ 伎に 新ら しき 且彌增 さる 敬虔の 念 を 以て 我が 心を充 たす 一 一つの ものな り」 

と。 〇 (： 一 ) 「諸の 天」 は 諸の 天體を 指して 云 ふなり、 所謂 「天の 諸 軍」 なり、 他の 國民は 擧て之 を 

神と して 崇めし 時に ヒ ブライ 人の みは 之 を 神の ェと 做し、 神の 榮光 を顯 はす ものと なせり。 〇 (二〕 

「一 iln1l」 は ^Ik なり、 「智識」 は說敎 なり、 日 は 日に 次ぎて 讚美の 言語 を發し (俾 へと 譯 せられし 原 

語の 意義 は是れ なり)、 夜 は 夜に 對 して 智識 を演 ベ、 以て 神の 威稜を 永遠に 傳ふ。 〇 (三、 ra) 字宙 

csa の 天 は 神の 榮 光な 顛 はし』  ニー 一一 


に聲 なし、 而 かも 之に 雷 露の 音響の 如き もの ありて 其 敎訓を 全地に 傅 達す。 〇 (叫、 五、 六) 天體巾 

あ. り 

特に 日 (太陽) の 莊厘を 歌 ふ、 彼れ (太陽) は 神の愛 子な り、 神 は 彼のた めに 帷幄 を 設け 給へ り、 彼 

は 新郎の 如し、 勇士の 如し、 天涯 を 走る 走 使の 如し、 到る 處に和 煦の恩 惠を分 施す。 〇 (七— 十) 然 

れ ども 更に 頌 讚すべき は 宇宙に 顯 はれた る 神の 機巧に 非す して 聖書に 示された る 彼の 聖旨な り、 神 は 

みづ から  • 

此場 八；： に 於て は 契約の 神、 卽ち H ホバ として 自身 を顯 はし 給 ふ、 その 聖 S3 の 法と して 布 かる、 や、 完- 

全 にして 靈魂を 活かす の 力 あり、  證詞 として 立つ や、 確實 にして 迷 者の 思 意 を 確かむ るに 足る、 訓諭 

として 傳 へらる、 や、 之に 服從 して 心に 歡喜 あり、 誡命 として 示さる、 や、 純淸 にして 之 を 仰いで 眼 

光明 かなり 云々、 エホバの 法を稱 へし官 辭 にして 之に 優りて 莊麗 なる はなし。 〇( 十一— 十四) エホ 

と が 

バ の 法に 則りて 大 なる 報 莨 あり、 是れ r 隱れ たる 慰」 を顯 はす 者、 之に 由り て 人 は 始めて 己の 過失 を 

際り 得るな り、 最も 恐るべき は 「故意の 罪」 なり、 若し 之 をして 「我が 主たら しめ」 ば、 卽ち 我れ 若 

し 其 支配す る 所と ならば、 我 は 終に .「 大な る愆」 を 犯す に 至らん、 r 大 なる 愆」 と は 何ぞ、 他な し、 

祌を 背き 去る こと 是 なり (ィザ ャ書ー の 三)、 此罪を 犯して 我 は 沈淪の 子と 化するな り、 故に M ホバ よ、 

我が 隠るべき 磐よ、 我が 罪の 贖 主よ、 我が 全身 を 潔ら かなる 者と なして、 我が 口 も 我が 心 も、 爾の 

意に 適 ふ ものと ならしめ 給へ。 


詩篇 第 十九 篇 の 研究 


詩篇 第 十九 篇は同 第一 一十三 篇 と共に 牧羊者の 歌た る こと 明， n である、 我阈 にあり て は 牧羊者の 生涯 

を 知る^ 困難なる も 彼等 は 夜々 人な き 山中に た 羊 を 友と して 宿り 天 を 仰ぎつ k 默 想に 耽る ので ある、 

殊に シリア 地方に 於て は大 氣澄徹 天空 晴 明の 季節 甚だ 長き が 故に 蒼 弯を窺 ふに 最も 適當 である、 され 

もろ- \  ュ そら  わざ 

ば rH ホバ はわが 牧者な り 云々」 と 歌 ひし 詩人が 「諸の 天 は 神の 榮光 を顯 はし 蒼 弯は其 乎の ェを 示す」 

と 謳うて 少しも 不思議 はない、 後年べ テレ へ ム の 空に 天軍 現 はれ 天使と 共に 祌を 讚美して 「天上に は 

榮光 神に あれ 云々」 と 歌 ひし 時 最も ni- く 其 聲を聽 きし 者 も 亦 「野に 居りて 夜間 其 群 を 守り」 たる 牧羊 

者であった、 詩篇の 作者に 就て 明， H ならざる もの 少 からすと 雖も第 十九 篇が 牧羊者 ダビデの 歌た る 事 

は 疑 を { 件れ ない ので ある。 

詩篇 第 十九 篇の 前半 は 天然 を 歌 ひ 後半 は 神の 律法 を 歌 ふ、 故に 此詩は 同じ 詩人の = より 出で たる も 

の に 非す し て ニ箇の 詩 を 接合 した る な りと 言 ふ 者が あ る、 然しな が ら 之れ 擧者 の 机上の 論で ある、 天 

然と Si 法と は 共に 決して 矛盾す る もので ない、 其 最も 良き 證明は 哲舉者 力 ン 卜の 墓碑に 刻まれし 彼の 

有名なる 言で ある、 曰く 「我が 頭上に は 列 星の 閃く あり、 我が 心中に は 道德の 輝く あり」 と、 知る ベ 

し蒼^^-の諸星と胸裏の律法とは均しく我を導く同 一 の 威力なる 事 を、 道 德哲學 者 力 ン ト之を 歌 ひ 牧羊- 
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詩人 ダビデ 亦 之 を 歌 ふ、 天然と 律法と は 決して^ 物で はない。 

「r おの 天 は 神の 榮 光を顯 はし 寫蒼は 其 手の ェを 示す」、 夜の 歌で ある、 「諸の 天」 と は 天體の 全部 

星座の 一切 を 指す、 牧羊者 は 澄み 亙りし 寫蒼を 仰いで 歎じて 曰うた ので ある 「天 界全體 が 神の 榮光を 

顯 はし 大空に 輝く 森羅萬 象が 其み わざ を 示す」 と、 誠に 天に 顯 はれた る 祌の聖 業 を 知る は 造化の 偉大 

と 我等の 生涯の 微小と を 學ぶ爲 めに 最も 必要で ある、 此點 より 見て 天文 擧は 福音 研究の 大 なる 準備で 

ある、 神を舉 ばんと 欲する 者 はまた 深遠なる 知識と 優美なる 文才と を 兼ねた る 英國の 天文 學者プ 卩ク 

タ ー 又は 佛國の それなる フ ラメ リオン 等の 著書に よりて 造化の 宏大 無 邊を學 ぶべき である、 世に 太陽 

の 大さを 知る 者 架して 幾人 ある 乎、 其 容積より すれば 地球の 六 百 萬 倍にして 若し 地球の 中心 を 太陽の 

巾 心に 重ねん に は 地球より 月までの 距離 は 太陽の 表面までの 半に 過ぎす とい ふ、 夜々 我等の 頭上に 輝 

く 星 中 最も 近き 者と 雖も其 光の 我等に 達する 迄に は 一 秒 時間 十八 萬 六 千哩の 速度 を 以て 尙ー 一十 六 年 

を 要し、 其 遠き ものに 至て は アダム、 H バの 時代に 消え失せ たる 光が 渐く 現今 我等の 眼に 映じづ k あ 

るので ある、 又 太陽系 全 體 が  一 Rig 卜 一 一 萬 六 千哩の 速度 を 以て 一 の 星の 周 園 を廻轉 しつ k ありて、 

而も 之 等の 星の 相互の- U 地に 何等の 變化を も 及ぼさない、 其 他 或は 星の 数に 就て は 如何、 嘗て エホバ 

或 夜 ァプラ ハ ムを 外に 携へ 出し 「天 を 望みて 星 を數へ 得る か を 見よ、 汝の 子孫 は斯の 如くなる べし」 

と 約束し 給うた、 然るに 天文 擧者屮 聖書 を 嘲りて 口 ふ 者が ある、 「古來 星の 數は厦 々數 へられたり、 

最も 古き ヒバ— カス の 目 錄には 干 〇 八 トを算 したる が 其 後人の 數へ 得る 星 は 六 干 〇 四十 八と 定められ 

たり」 と、 然れ ども 近來 望遠鏡 殊に 分光 鏡の 進歩に より 寫眞 器に 映す る 星の 數は 三千 萬に 達し 尙幾 

何を增 すか を 知る 事が 出来ない、 而も 其恆 星の 周 圍に义 幾千の 遊星が ある、 加 之 更に 之 等 無數の 星が 


各々 相 異なる 榮光を 有する ので ある、 「此 星と 彼 星と 榮光を 異にす」 とパゥ a の HI ひしが お-くで ある、 

赤き 星 あり 靑き星 あり 黄なる あり 藍なる あり、 幼き あり 若き あり 老いた る あり 消えん とする あり 人 

各々 其 天賦の 才を 異にする が 如く 义 ルビ ー と ダイヤ モ ンド とジャ スパ ー と 珠玉 各々 其 榮光を 異にする 

が 如く 幾千 萬の 星み な 其 榮光を 異にする ので ある。 

天界の 宏大 無邊、 其榮 光の 燦爛 微妙 正に 斯の 如くで ある、 然 らば 之 を 造りし 神の 偉大と 其榮 光と は 

果して 如何、 而 して 我等 は キリスト を 信じて 斯る 神の 子と せられた ので ある、 神の 子！ 天地 萬 物 を 

造りし 神の 子！ 其 如何に 偉大なる 事實 なる か を 思へ、 凡ての 天體と 蒼弯に 輝く 森羅萬 象と を 造りし 

神 を 父と 仰ぎて 我等 は此 無限の 世界の 屮に 生存し つ k あるので ある。 

「比： ui:T 語 を 彼 日に 傅 へ 此夜 知識 を 彼 夜に 送る、 語らす 首 はす 其聲 聞えざる に 其 音響 は 全地に 遍く 

其 一一 一一 n 辭は 地の 極にまで 及ぶ」、 親の 學 びし 所 を 子に 傅へ 子 は 更に 之 を 孫に 傳 ふとい ふが 如し、 「此 日」 

とい ふ も 主として 夜の 幅 音で ある、 而 して 星の 我等に 傳 ふる 福音 は 時間 的 さ 間 的に 無限で ある、 然し 

乍ら 其 音響 は 如何にして 進む 乎、 彼等 は 說敎師 の 如くに 口 を 開かない、 其 他 何等の 運動 を も 試みない. 

彼等 は 毎夜 靜 かに 蒼 穹に其 姿を顯 はし 語らす 言 はす 默 然として た f 東より 西へ 進む のみで ある、 斯の 

如き を 繰 返す 第 千年 叉 千年、 何人の 己 を 顧みざる を も 憂と しない、 誠に 若 言說は 銀に して 沈 默は金 

ならば 沈默 中の 最大 雄 辯 は 神の 造りし 天然 殊に 星の 傳 ふる 福音で ある、 曾て 米國の 富豪 ヮナメ ー 力 ー 

翁の 第 八十 囘の 誕辰に 當り 翁の 許に 來 りて 米國 人に 何 を敎 ふべき 乎 を 尋ねし 人が あった、 其 時 翁 は 一 

冊の 新約聖書 を 手に しつ &答 へて 曰うた 「他な し、 た 虽の 如く なれ」 と、 卽ち默 して 輝くべし との 

意で ある、 實に 深き 眞理 である。 
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「神 は 彼處に 帷幄 を リの爲 に 設け 給へ り」、 以下 晝の 歌で ある、 詩人が 朝日 を 歌うて 「神 は 太^の 

爲に幕 を 張り 給へ り」 と 言 ひし を捉 へ て ダビデ は 地球の 廻轉を さへ 知らす と 一一： n ふ 者が ある、 然れ ども 

注意せ よ、 ダビデ 時代の 人 は 天文の 知識に 於て 決して 現代の 普通人よりも 劣らなかった ので ある、 彼 

等の 11 に 用 ゐられ たる 曆の 如き は 大體に 於て 誤 まらざる ものであった、 何の 星が 何時 何 處に顯 はる 、 

か を 彼等 は 能く 研究して 居った ので ある、 勿論 我等 は 詩篇の 中に 天 文 學を學 ぶ 事 は 出来ない、 然しな 

がら 彼等の 知識の 決して 笑 ふべき ものに 非 ざり し 事 は 之 を 記憶すべき である- リ 

「：= は 新郎が 祝 の 殿 を- S づ る が 如く 勇士が 競 ひ 走る を悅 ぶに 似たり、 其 出で 立つ や 天の 涯 より し 其 

運り 行く や K の 極に 至 る」、 日 3； を譬 へて 新郎の 新婦 を迎 ふるが 如く 選手の 競走に 臨む が 如 しとい ふ、 

眞に適 S- である、 男 兒靑春 一 一十 有餘其 の 心身 正に 發達 の 極に 達して 今や 美しき 新 51 を娶 らん とす る 時、 

又は^ 漢七 尺の E 軀を 提げ 威容 堂々 競走 場 裡に現 はる k 時 確かに 旭日の 美 觀をー ^驚せ しむる ものが あ 

る、 |^^;;は1|«て冬の朝海岬上ょり日£を&^"みし事ぁる乎、 偉大なる もの は實に 日出で ある、 其の 水平 

線 上に^ づ るに 先 だち 東天 漸く 紅 を呈し 光景 刻々 變 化する 間に 巨人 はま づ其頭 を 擦げ やがて 其 全身 を 

波 上に 現 はせば さながら」：： £ の 間に 大水 晶を 載せた るの 觀が ある、 而 して 後ん f や 離れん とする が 如くに 

して 離れざる 事 少時、 其 間 恰も 太陽と 地球と 相 牽き相 追 ふが 如くで ある、 而 して 其の 遂に 斷然 袂を训 

つや 卽ち 堂々 として り來 る、 其 壯其美 之を實 見せす して 味 ふ 事が 出來 ない、 日沒 も亦然 り、 一夕 武 

蔵 野に 出で て 富士と 函嶺 山脈との 間に 沈み 往く 夕陽 を 望み 見よ、 偉大なる 日輪の 一 日の 勞働を 終へ て 

今し も 其 姿 を 西 山の 後に 沒 する 時 苟も 詩想 ある 者 は 我 知らす グ ー ドバ ィを唱 へ 或は 雙 眼に 淚を泛 ベ て 

又 明日の： 冉會を 期す るので ある、 而 して 詩篇 第 十九 篇は斯 の 如き 時に 之 を讀み て 初めて 其 精神 を 解す 


る 事が 出来る、 詩人 ワルト . ホイットマン 日く 「書 は 之 を讀む 場所に よりて 其 價値を 異にす」 と、 汝 

の 陰 な る 書齋を 出で 洋上 又は 野外に 於て 日出 日 沒の壯 觀に對 しつ & 之 を讀む に 非 ざれば 此詩を 味 ふ 

事 は 出来ない。 

「物と して その 和煦を 蒙らざる はなし」、 偉大なる 太陽、 男士の 如く 巨人の 如く 其 威力 を 以て 四邊 

を壓 する 義の 太陽で ある、 然しながら 彼 は 同時に 父恩澤 淋漓たる 惠の 太陽で ある、 物と して 彼の 和煦 

を 蒙らざる はない、 彼 は 燒盡す 火で はない、 彼は嚴 にして 亦 優で ある、 而 して 玆に 天然 を 以て 示さる 

る大 なる 幅 昔が ある、 我等 も 亦 キリストの 靈を 受けて 彼の 如くなら なければ ならない、 我等 も 亦義の 

爲 に强烈 なると 同時に 最も 溫き情 を 以て 隣人に 和煦を 蒙らし めなければ ならない。 

詩人 は 星 を 歌 ひ n を 歌 ひて 天地 萬 物の 大 と美と を 讚へ た、 而 して 詩 は 兹に其 一段 を 終った、 然しな 

がら 未だ 之 を 以て 終局に 至らない、 詩人の 言 は暫 らく 休みて 音樂 之に 代りし 後 更に 其 調子 を 一 變 して 

詩人 は 再び 歌 ひ出づ るので ある、 造化の 讚美 は 詩人 を驅 りて 更に 偉大なる 律法の 讚美に 赴かし むる の 

である。 

注意すべき は 神に 對 する 詩人の 呼び 方の 變化 である、 先に は 「神」 と 呼びん r- は rn ホ-. ハ」 と 呼ぶ、 

その 神と 譯 されし は 希伯來 語の H ル 叉はェ ロヒム であって、 常に 神の 力 を 代表す る 時に 用ゐら る、 之 

に 反し H ホバ 叉はャ ー ヴヱは 同じ 神の 惠を表 はす 時に 用ゐら る、 祌が 天地 萬 物に 現 はる \ 時、 彼はェ 

ル である、 契約の 神と して 我等 备自 の靈を 愛する の關 係に 立つ 時、 彼 は H ホバ である、 故に 創世記に 

於ても 明 s に 此區別 を 見る 事が 出来る、 天地創造の 神 は H ル 又は H  n ヒム であって H ヂン の 園に 於け 

る 契約の 神 は エホバで ある， 詩人 は 先に 星と 太陽と に 現 はれし 祌を 讚へ て エルと いうた、 而 して 八/や 

詩篇 第 十九 SS の W 究  二 九 


其 律法 を 讚 へんと して 卽ち H ホバ 云々 と 呼び 代へ たので ある。 

H ホバ の 律法に 關 して 詩人 は 六 種の 句 を 繰返して 居る、 之 を 左の 如くに 讀 みて 一 層 力が ある。 

H ホバ の 法は完 し、 靈魂 をお き復 らしむ、 

M ホバの 證詞は 確し、 愚者 を智 からしむ、 

エホバ の 訓諭 は 直し、 心を欣 ばし む、 

ェ ホバ の 誠 命は聖 し、 眼 を 明かなら しむ、 

ヱ ホバを 惶み懼 る. 1 道 は 潔し、 世々 絶 ゆる 事な し、 

ェ ホバ の 審判 は眞 なり、 _ 悉く 正し、 

法、 證詞义 は 訓諭、 誡命 等と いひて 同じ 律法 を 種々 なる 方面より 見た る 語で ある、 勿論 律法 は此 六方 

面 を 以て 盡く るので はない、 此 事に 關し 詩篇 第 百 十九 篇は 良き 註解 を 供す る ものである、 而 して 以上 

の 言 は 天體に 就て 述べた る 一一 一一 口の 繼續 として 之 を 見なければ ならない、 エホバの 法 は r 完し」 とい ふ、 

卽ち 天の 完全なる が 如くで ある、 「.靈 魂 を 活き復 らしむ」 とい ふ、 卽ち 連日の 霖雨 霽れて 輝々 たる 日 

光 を 仰ぎ 「物と して 其 和煦を 蒙らざる なき」 を感 する が 如くで ある、 「愚者 (自己の 愚 を 知る もの、 

心の 貧しき 者) を智 からしむ」 とい ふ、 卽ち 「語らす 富 はす 其聲 聞えざる に 其 昔 響の 全地に 遍く其 一一 一一 口 

辭の 地の 極にまで 及ぶ」 を舉 ぶが 如くで ある、 「心 を欣 ばし む」 とい ふ、 卽ち 「新郎が 祝. の 殿 を sr つ 

る」 に 似た る 日 を 見る が 如くで ある、 「眼 を 明かなら しむ」 とい ふ、 眼 を 日光に 曝す が 如くで ある、 

「^々絶 ゆる 事な し」 とい ひ 「悉く 正し」 とい ふ、 太陽に 由て 日時 を 計りて 毫も 違算な きが 如く、 又 

日蝕の 始期 或は 金星の 太陽 面 通過 時 等の 悉く 正確に 之 を 測定し 得る が 如くで ある。 


詩人 はァ、 體の 偉大と 正確と に 比して 神の 法 も 亦 完全 無缺 なりと 歌うた、 「エホバ の 審判 は眞 たり 悉 

く 正し」、 實に 有力なる 信仰の 表白で ある、 此 世に 於て 我等の 理想の 破壞 せらる i 事 は 多い、 然しな 

がら 天體の 運行の 正確なる が 如くに 祌は必 す 正しき 審判 を 爲し給 ふので ある、 rn ホバ の 法は完 し、 

靈魂を 活き復 らしむ」、 法と は 何ぞ、 之 を 詩人の 時代 迄に 成りし 奮 約 聖書 叉 は 乇.， 'セの 五書と 見る 事 

が 出来る、 而 して 詩人 は 曰 ふ 「其 聖書 は 天地 萬 物の 完全なる が 如くに 完全 無缺 である」 と、 41 り 聖書 

は 無 謬で ある、 無 IS なる が 故に 靈魂を 活き復 らしむ る 事が 屮 H 來る ので ある、 聖書 全部 神 言論 の 唱道で 

ある。 

「之 を 黄金 に較 ぶる も 多くの 純 精 金 に較 ぶる も彌 優り て 慕 ふ ベ し、 之 を 蜜に 比ぶ る も 蜂の 巢の 滴. 

に 比ぶ る も彌擾 りて 甘し」、 金に 比べ 又 蜜に 比ぶ、 前者 は 質に 就て 後者 は 味に 就て である、 金 は量少 

くして 而も 完全なる ものである、 純 精 金と は 更に 之 を毅へ 上げた る ものである、 而 して 聖書 は 之に 比 

して 一 li 曰 完全 無缺 であると いふ、 又 蜜の せき は 蜂の 聚集 する 花の 種類に 由て 異なる、 パレスチナの 如 

く 乾燥した る國に 於て は 香 高き 植物 多き が 故に 蜜 は 特に 純良なる ものが 牧 穫れら る，^ ので ある、 蜂の 

巢の 滴りと は 精製せ ざる 儘の 自然に 滴る 純粹の 蜜の 謂であって 甘き が 上に もせき 蜜で ある、 而 して 聖 

書 は 之に 比して 一 暦 甘し とい ふので ある。 

天地 萬 物の 宏大 無邊と 神の 法の 完全 無 缺とを 讚へ たる 詩人の 言 は 尙ほ之 を 以て 終らなかった、 彼に 

して 若し 4マ の學者 又は 詩人の 如くな らんに は 彼の 歌 は 此處に 至って 盡 きたで あらう、 然しながら ダビ 

デ は 天體 の 観察者 にして 律法の 讚美 者な ると 共に 叉 祈禱家 であった、 彼 は 宇宙と 福音 とに 由て 現 はれ 

たる 眞理を 道に 己が 小さき 靈 魂に 適用した、 この 倘 人的 (personal) 要素 を缺 かざる 事 は 詩篇 を 通.！' 
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ての 贵き 特徴で ある、 ^に 天地の 莊嚴を 說く人 は ある、 律法の 偉大 を 叫ぶ 人 は ある、 然したがら 若し 

之を以 て 已が靈 魂 に 適用す る 事な く 自ら 罪 の惱 みよ り 救 はれし 終 驗に訴 ふる 所な くば そ は 全く 意味な 

き 能辯で ある、 太陽の 讚美 は 進んで わが 靈 魂の 救に 及ばなければ ならない、 故に 使徒。 ハウ も 亦其羅 

馬 書に 於て 神の 救 ひ をん 類學 上より 歷 史上より 又 折 I： 寧 上より じたる 後一 鞾 して 「我」 に 移り 「あ、 

我れ 惱 める 人なる 哉」 と 叫んだ ので ある、 救 贖 は 人類の 問題に して 亦 我 自身の 問題で ある、 造化の 大 

と； i 音の 美と は 更に 之 を 我が 惱 みの 上に 應 用すべき である、 是 故に 律法 を 讚 へ し ダビ ヂは引 綾き 歌う 

て zi うた r 汝の僕 は 之 等に. m て 懲戒 を受 く、 之 等 を 守らば 火なる 報赏 あらん」 と-" 

「誰か 己の 過失 を 知り 得ん や、 願 はく は 我 を隱れ たる 慰より 解き放ち 給へ」、 自覺 せる Si は 之 を 避 

けんと 欲して 避く る 事が 出来る、 然しながら 恐るべき は 「隠れた る愆」 卽ち 心中に 潜在せ る 鋒で ある、 

自ら 知らざる の 故 を 以て 其 責任 を 免る i 事 は 出来ない、 祌 より 見て， siii は 人の 知る と 知らざる とに 論な 

く 罪で ある、 かの 自ら 雜 人た る を 知らす して 俯仰 天地に 恥ぢ すと 稱し 徒らに 世の 罪 を 憤る 者の 如き は 

最も 憐 むべき である、 然 らば 知らざる 罪 は 如何にして 之 を 避け 得べき 乎、 詩人 は 神に 訴 へて！ n ふ 「神 

よ 我が 扉 を 悉く 知る 能 はす、 願 はく は 我が 知る 能 はざる を赦し 給へ」 と。 

「願 はく は 汝の僕 を 引止めて 故意なる ？！一： を 犯さし めす、 それ を 我が 主たら しめ 給 ふ 勿れ」、 隱れた 

る はやが て 「故意なる 罪」 と變 する ので ある、 故意なる 罪と は 言 ふ 迄 もな く惡 事と 知りつ k 犯す 罪 

である、 而 して は兹に 至りて 「我が 主と なり」 て 我 を 支配す るに 至る、 我 は 罪の 奴隸 となり 習慣と 

して S!§ を 犯す に 至る ので あ る。 

「されば 我は站 なき 者と なりて 大 なる 想より 免 かる、 を 5£ ん」、 「大 なる 愆」 と は 何ぞ、 「故意なる 


罪」 の 益々 增 大したる ものの 謂で ある 乎、 或は 然 らん、 然しながら 其 極 は 遂に 唯一 の大 なる 慰に 達す 

るので ある、 卽ち神 を 神と して 認 むる 能 はす 神の 權威 を：^ 鑭し祌 なくして 存在し 得べ しと 思 ふ 狀熊之 

れ である、 之れ 蓋し 罪 惡の絕 頂で ある、 基督 者に 取り 恐るべき 事に して 此狀 態の 如き はない、 神の 姿 

全く 我が 眼より 消え失せ 祈を獻 げんとして 獻 ぐる 能 はざる に 至りて 我等 は 正に 最大の 不幸に 陷 つたの 

である、 故に 信仰生活の 進む に從ひ 我等の 最も 切なる 祈願 は 神と 絕緣せ ざらん 事に ある、 「願 はく は 

我が 罪 を其發 芽た るの 間に 摘み 棄 てて 我 をして 汝 と絕緣 する の 不幸に 陷 らしめ 給 ふ 勿れ」 と、 之れ 此 

數 節の 意味で ある。 

「エホバよ 我が 磐よ 我が 鴉 主よ、 我 口の 言 我心の 思 をして 汝の 前に 悅 ばる \ 事 を 得しめ 給へ」、 口 

の 一一 一一 口と 心の 思と 二つ乍ら 神の 前に 善しと して 認められん 事 を 祈る (聖， 書に 於て 「一一 一一 n」 といへば 「行」 

を も 含む/ 天地の 偉大と 聖書の 完全と を 知って 終に 此祈 禱を默 げざる を 得ない。 

以上 は 其 大意で ある、 詩人 は先づ 造化の 中に 神 を學ん だ、 而 して 眞に 造化 を 學ぶ者 は 皆 其 中に 祌を 

認む るので ある、 今より 百年 以 前 信仰 の 盛な りし 時代に 在て は 偉大な る 科擧者 の 間に 熱心なる 基督 者 

が少 くなかった、 一一 ュ ー トン、 フ ァラデ ー 等 は 其 著る しき 者で ある、 彼等 は 顯微鏡 叉 は 望遠鏡の 下に 

神 を 見た ので ある、 有名なる ハ —バ ー ド大學 の 動物 擧者 ルイ • アガシ は 學生を 集めて 诲產 動物の 瀕海 

研究 を爲 すに 當り必 す 先 づ祈禱 を 以て 之 を 始めた とい ふ、 誠に 造化の 研究 は 聖書の 研究と 均しく 神聖 

である、 然るに 現代の 科舉は 如何、 現代の 科 學に祌 あるな し、 今や 學者は 天然 を 學んで 其 造 主たる 神 

を 知らない、 此 時に 當 り科學 に 一大 革命 を 起し、 望遠鏡 底に 祌を 認め 顯微鏡 下に 人道 を發 見す るが 如 

き眞 個の 擧問を 復興 せし むる の 必要が ある。 (藤 井武 筆記 J 
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美く しき 應答 歌で ある。 が 王の 安寧 幸福に 關 はる 希 願 を 述べ、 王 之に 應へ、 然る 後に 王と 民と 聲 

を 合 はせ て 共同の 信仰 を唱 ふ。 君臣 心 を 共に し、 上下 志 を 同う する 時に のみ 見る 美 はしき 現象で ある。 

之 を 敎師と 弟子との 間に、 又 家長と 家族との 間に 適用す る 事が 出来る。 凡て 一 人の 人が 多数の 人を統 

治む る 時に、 此 相互 的 信賴 ありて、 萬 事が 蘭滿 に發展 進行す るので ある。 詩 第 百 三十 三 篇と同 趣の 歌 

である。 

第 一 節の 「願く は H ホバ汝 の 艱難の 日に 汝に應 へ 給 はん 事 を」 より 五節の 終まで が 民が 王に 就いて 

希 願を唱 ふる 言辭 である。 之に 對 して 第 六 節が 王の 答で ある。 民の 祈りと 願と に對 して 王 は獨り 答へ 

て z: ふ 

我れ 八 マ M ホバ その 受膏者 を 救 ひ 給 ふ を 知る 云々 

と。 民の 此 熱心なる 信仰の 後援 ありて、 H ホバ必 す 我 を 救 ひ 給 ふ を 信す と 王 は玆に 彼の 確信 を 述べた 

ので ある。 而 して 後に、 君臣 聲と 心と を 合 はせ て 歌うた ので ある 「或 人 は戎車 を 頼み、 或 人 は 馬を賴 

む、 然れど 我等 は 我等の 祌 H ホバ の聖 名を唱 へん」 と。 多分 元 詩 は 大敵 を 前に 控 へて 成った 者で あら 

ふ。 人 ±f 戎 車と 軍馬と を械 む、 然れど 我等 は エホバに 賴む、 然り、 それ 以上で ある、 我等の 勝利 確實 


なれば 我等 は 今より 旣 に其聖 名を唱 へんとの 意で ある。 

或 人 は 車を賴 む、 或 人 は 馬を賴 む、 然れど 我等 は 我等 を 救 ひ耠ふ M ホバの 祌の聖 名を唱 ふ。 或 人 は 

政府 を賴 む、 或 人は敎 會を賴 む、 然れど 我等 は 主 イエスキリストの 御 父なる 眞の祌 の 聖名を 讚美し 奉 

る。 或 人 は 位階 勳章 を顿 み、 或 人 は 財 產權カ を 頼む、 然れど 我等 は 罪人に 代りて 十字架の 侮辱 を 受け、 

死し て^り、 八：' は 父の 右に 坐して 萬 物. 宰り給 ふ 救主ィ H スの聖 名 を 類め まつる。 我等 は 天地の 造 主 

にして 主ィ H スキ リストの 御 父なる 眞の祌 を 信じて ー體 である。 君臣、 師弟、 親子の 差別 は 傲然と し 

て存 して 而 かも， おな^ のドに 動かす ベ か ら ざる 信頼 和合 の， ぎ の橫 たはる を 見る。 民主 國の民 は 嘲りて ni 

ふ、 君臣 師弟と 云 ふが 如き は是れ 未開 時代の 制度の 遺物で ある、 今や 四民 平等、 臣は君 丈け 貴く、  "Hi- 

子 は師に 劣らす と。 或は 然 らん、 然れ ども エホバに 依賴む 者は敢 へて 差^の 撒廢を 求めない。 な f 日の 

地位 此儘 にて 我等 は 美 はしき 相互 的關 係に 人る 事が 出来る。 我等 は更 らに附 加へ て 一一 一一 口 ふ。 

或 人 は社會 組織に 賴み、 或 人 は敎會 制度に 賴む、 然れど 我等 は 我等の 靈 魂に 愛の 聖靈を 注ぎ 給 ふ 

眞の神 を 讚美し 奉る。 と。 


詩篇 第二 十 三篇 


ヱホバ はわが 牧者な り、 われ 乏しき こと あら じ、 エホバ は 我 を みどりの 野に ふさせ、 いこ ひの 水濱 にと もな ひ 
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たま ふ、 M ホバ はわが 靈魂 をい かし、 名の ゆ ゑ を もて 我 をた V しき 路に みちびき 恰ふ、 たと ひわれ 死の かげの 

谷 を あゆむ とも 禍害 をお それ じ、 なん ぢ我 と共に 在せば なり、 なん ぢの笞 なん ぢの杖 われ を 慰む、 なん ぢ わが 

仇の まへ に 我がた めに 筵 を まふけ、 わが 首に あぶら を そ k ぎた まふ、 わが 酒杯 は あ ふる、 なり、 わが 世に あら 

ん 限り はかならず 恩惠と 憐憫と われに そ ひきたらん、 我 はと こしへ に M ホバ の宫 にす まん。 

牧羊 詩人に して 後に 猶太 國の 大王たり し大闢 王の 作と して 傳 へらる、 其 內容實 質より 考 へて 其 大王 

の 作た る を 疑 ふ 者な し。 

「エホバ」、 猶太 人の 保護 神の 名な り、 或は 之 を r ャ ー ベ」 と稱 へしな らんと 云 ふ、 名 は 「ハヤ ー」 

(在る) なる 名詞より 來 りし 者に して 「有て 在る 者」、 卽ち 永遠の 實在 者の 意な り (出 埃 及 記 第三 章 

十三、 十四 節參考 y 隣邦の モア ブ人 はケ モシの 神を拜 し、 力 ナン 人はバ ー ルの 神に 事へ、 アモン 人 

はモ クの祌 に 其 初 兒を潘 祭に 供せ し 時に、 猶太 人 は 永遠の 實在 者に して 靈 なる 眞の神 を 以て 其 保護 

神と なせり。 

「わが 牧者な り」、 詩人 彼 自身が 善き 牧者たり し、 彼れ 幼時 父 H サイの 羊 をべ ッレ ヘムの 附近に^ 

ひし 顷、 ；日 獅子と 熊と 来りて 其 群の 羊 を 取 たれば、 彼 其 後を逐 ひて 之 を 搏ち羊 を 其 口より 援ひ 出せ 

り (撒 母 耳 前書 十七 章 三 四、 三 五節〕、 彼 は實に 基督の 述べられし 善き 牧者の 资格を 具へ し 者な り (約 翰傳 

十 章 十四、 十五 節)、 彼 は 綿羊の 如何に 弱き者なる を 知りし が 故に 世路の 難に 處 する 彼 自身 を 羊に 譬へ、 

彼の 神なる M ホバを 彼の 牧者に 譬 へしな り。 牧者な り、 亦 牧師な り、 彼 は 野に 在て 獨り 無智の 羊 を 友 

とせし 者、 彼に 出席す るの 會堂 はな かりし ならん、 彼に 正道 を說 くの 牧師 はな かりし ならん、 彼 は 僅 


かに 彼の 腰 笛に 彼の 心中 無限の 感を 述べ、 天上に 輝く 星に 彼の 寂 漠を醉 しに 止り しならん、 然れ ども 

彼 は單獨 ならざる を 知れり、 彼 は 彼が 彼の 羊 を 導く が 如くに H ホバの 神の 彼 を 導く ある を 知れり、 ェ 

ルサ レムの 都 城に 在て 莊 侵なる 神の 殿に 詣で、 其 處に高 愤の祝 幅に 與 かる 者 も あらん、 然れ ども 我の 

僧たり、 敎師 たり、 牧師た る 者は朽 つべき 人に あらす して 「有て 在る 者」、 卽ち 夫の 天 上の 星 を 造り、 

地ドに 「死海」 の 窪地に 沈め、 岡 を 飾る に 靑草を 以てせし H ホ バの祌 なりと、 然り、 牧者 ダビデ は最 

良 最善の 牧師 を 有せし なり。 

者な り、 亦牧 伯な り、 政治家 を稱 して 牧民の 職に 在る 者と 云 ふ、 然れ ども 世 の 牧伯亦 I の 牧師の 

如く 己 を 愛する が 如くに 民衆と 會 衆と を 愛せす、 牧師に して 「狼の 来る を 見れば 羊 を棄て 逃ぐ、 狼 羊 

を 奪 ひて 之 を 散す」 底の 者 あれば、 政治家 牧伯 にして 預言者 以西 結の 謂へ る 「羊 群を牧 はす、 脂 を 貪 

ひ、 毛 を 纏 ひ、 肥えた る 羊 を 屠り、 其 弱き者 を强 くせす、 其 病める 者を醫 さす、 其 傷け る 者を裹 ます、 

失せた る 者 を 尋ねす、 手荒に 嚴刻 しく 之 を 治む」 GW 西 結 書 n 一十 四 章 二、 三、 四 節〕 る 者 多し、 然れ ども 彼 

れ 詩人 M ホバを 彼の 牧師と して 仰ぎ、 H ホバを 彼の 牧伯卽 ち 政治家と して 戴く、 彼の 心に 平和 滿 ちて、 

彼の 生涯に 歡喜 多き は H ホバ が 彼の 牧者なる が 故な り。 

「われに 乏しき こと あら じ」、 我 は 缺乏を 感ぜ ざらん、 我の 牧師た る H ホバの 神 は 我に 給す るに 常 

に 新鮮 强 健なる 眞理を 以てすれば、 我 は 我が 靈の糧 に 於て 缺 くる 所な かるべし、 我の 牧民た る エホバ 

の 神 は 我が 必要に 應 じて 總 ての 善き 物 を 我に 賜へば、 我 は 我の 衣食に 於て 一 つも 缺 くる 所な けむ、 我 

が 身 を 彼の 手に 委ねて、 唯 彼の 命 維れ 聞きて、 我に 不滿 あるな し、 不足 あるな し。 

「エホバ は 我 を 靑綠の 野に 臥させ」、 青草 繁茂の 狀を 示す、 我 を 乾燥無味の 思想界に 迷 はしめ て、 
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我に 眞现の 饑謹を 感ぜし むる ことなく、 我 を 恐 荒の 社會に 置て、 我に 生命の 不安 を 感ぜし むる * なし" 

善き 牧師に して 善き 主宰なる ェ ホバ は 常に 我 を 甘露 滴る ばかりの 野に 臥さし めて、 我 をして 常に #喜 

に堆ぇ ざら しむ。 

「度 息 の 水 潔 にと もな ひた まふ」、 我 を靑綠 の 野に 臥さし めて 饒多 の 食に 驚か しむる のみな らす、 

亦淸 流の 邊に我 を 導きて、 我に 渴を 感ぜ ざら しむ、 かの 折：： 學と稱 して 人生の 苦痛 をして！ s{ に 重 からし 

むる もの、 か の 政：15^,と稱し て^在 の 恐怖 をして 益大な らしむ る もの、 之 を 供す る 者 は是れ 世の 牧師な 

り牧： S なり、 淸 流に 臨んで 心 思 を 休めし め、 天より 靈の雨 を 招いて 心の 渴を醫 し、 常に 生命の 水に； 价 

せしめて 我が 意と 肉と を 滑 かなら しむる 者 は 我の 牧者なる H ホバ たるな り。 

rn ホバは 我が 霊魂 を 活かし」、 絶望に 沈める 我が 靈魂を 起た しめ、 世の 迫害と 誹 誇と に 遭 ふて 死 

と 墓と を 思 ふに 至りし 我 をして W び 世と 戰 ふの 決心 を 我が 衷に 起さし め 給 ふ、 世に 肉體は 健全に. して 

靈 魂の 旣に 死滅に 歸 せる 人 多し、 而 して 彼の 如き をして W び 人生の 興味 を感 する に 至らし め、 生きて 

甲斐 あるの 思 ひ を 懐かしむ る もの は H ホバ の 神が 吾人に 下し 給ふ灭 の眞现 なり、 我が 父 我が君 は 我が 

體を養 ふ を 得ん、 然れ ども 靈魂を 活かしむ るの 力 は 惟り M ホバ の 手に^す。 

r 聖 名の 故 を 以て 我 を 義き路 に 導き 給 ふ」、 恩惠 の祌、 契約の 神た るの 名義の 故を以 つて、 卽 はち 

彼が 正義 仁愛の 神た るの 榮光を 汚さ^らん が爲 めに 我 を 義き路 に 導き 給 ふとな り、 祌は吾 人に 恩 直 心 を 

彼より 要求す るの 價値 あるが 故にす 计人を 惠み給 はす、 神 は其衷 に存 する 無量 の 慈愛 のために 我等 を 導 

き 給 ふなり、 我れ 先づ 神に 惠 まる、 の 資格 を 作りて 然る 後に 彼の 指導に 與 からん と 欲する 者 は 永久 之 

に與 かる 能 はじ、 神の 嘉し給 ふ もの は悔 ゆる 碎 けし 心なり、 彼 をして 彼の 慈愛の ために 吾人 を惠 まし 


めよ、 我れ 義人 なれば 我を惠 めと 神に 迫る も、 祌は其 ii れる 誇れる 心 を 斥け て 決して 吾人 を 惠み給 は 

ざるべし、 「主 H ホバ言 ひ 袷 ふ、 我が 之を爲 すは汝 等の ために あらす、 汝等 是れを 知れよ、 イス ラエ 

ルの よ、 汝 等の 途を 愧て悔 べし」 (以西 結 書 三十 六 章 三十 二 節： ベ 詩人 ダビデの 神に 對 して 謙遞 なりし は 

彼が 神の 恩 惠に賴 て 彼 自身の 正義に 頼ら ざり し を 以て 知るべし。 

r 義き路 に 導き 給 ふ」、 我れ 努めて 義人た るに あらす、 然り、 善なる 者 は 我れ 卽ち 我が 肉に 在ら ざ 

る を 知る (羅馬 書 七 章 十八 節)、 人の 途は 自己に よらす、 且つ 歩む 人 は 自ら その 步履 を定 むる こと 能 は ざ 

るな り (耶利 米 亞記第 十 章 ニー 一一 節，)、 我等 祌に 頼り 基督 を 信す る 者 は 神の 敎 導に 依ての み 義人た る を 得る 

者な り、 故に 我等 は 我等の 義を 以て 誇る 能 はす、 そ は 我等の 義は 神の 義 にして 我等の 義には あら ざれ 

-まな り。 

「縱令 我れ 死の 蔭の 谷を步 むと も 禍害 を 怖れ じ」、 「死の 蔭の 谷」、 ュダの 山地の 「死海」 に濱 する 

0 に 数多^す る 深 谷 の狀を 形容して 云 ひし 言な らん、 ダ ビ デ 幾度 か 彼の 綿羊 を 導き て 、 此 等暗黑 の 峽 

跻に迷 ひ、 恐怖 不安の 心を懷 きしな らん、 然れ ども 彼れ 自身 能く 迷 羊を幽 闇の 裡に 尋ね 出し、 再び 光 

明の 牧場に 導きし 如く、 彼 は 彼の 牧者た る H ホバが 彼 を 世路の 艱難より 救 ひ 出して、 禍害 をして 彼の 

身に 及ば ざら しめ 給 ふ を 信ぜり、 虎吼 へ、 獅子 猛り、 王 鳞毒言 を 吐いて 吾人 を 恥辱の 墓に 葬らん とす 

る 時 M ホバ は 我が 靈を 守りて 我 をして 失意 的 自殺 を 行 は ざら しむ。 

r 汝我 と共に 在せば なり」、 世の 忍び 難き の 艱難に 處 して 禍害の 我が身に 及ばざる は 我に 膽 力の 洪 

波 を 凌ぐ に 足る もの あるが 故に 非す して、 我が 牧者なる 汝 エホバの 神が 我と 共に 在せば なり、 友 は悉 

く 我 を 去る に 至らん、 我が 總 てのもの は 取り去られて、 我 は世路 に彷植 する に 至る こと あらん、 然 り- 
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汝の 最終の 召 狀は來 りて 我 は 我が 愛する 友と 家と を 去りて 獨り死 蔭の 谷に 進入す る 時は來 らん、 然れ 

ども 汝 M ホバ 我と 共に あり 給 ふが 故に 我 は 禍害 を 恐れざる なり、 我は祌 と共に 此 無情なる 人世 を 通過 

せんと 欲し、 我 は 神と 共に 死の 眠に 就かん と 欲す、 國人 何物 ぞ、 友人 何物 ぞ、 妻子 父母 兄弟 眷族 總て 

何物 ぞ、 我れ 死 蔭に 人る 時 は 我 は獨り 人るべき 者に 非す や、 國人擧 て 我を攻 むる 時に 其總 ての 苦痛 を 

感じ 得る 者 は 我れ 一人な り、 我の 骨肉に して 我を攻 むる こと あり、 我の 父と 母と にして 我 を 案る こと 

あり (詩篇 二十 七篇十 節〕、 我が 友 は 我に 背き、 我が 近親の 者 さへ 我 を 疑 ふに 至らん、 此 時に 方て、 我が 

友たり、 我が 父母たり、 我が 慰 者たり 得る 者 は H ホバ の祌を 除て 他に あるな し、 人 は 獨り此 世に 臨ん 

で 獨り此 世 を 去る 者な り、 神 若し 我と 共なら すば 我 は 如何に 單獨 寂寞た る 者なら す や。 

「汝 我と 共に 在せば なり」、 何等の 光 榮ぞ、 何等の 慰藉 ぞ、 宇宙 を 造り 給 ひし 神 は 我と 共に 在す と 

云 ふ、 然 らば 我 は 何 を か 恐れん、 葬れよ、 社會、 埋めよ、 地、 汝 等が 我が 師 にして 我が 友なる 大 なる 

H ホバ の祌を 葬り 得ざる 限り は 汝等は 我 を 葬り 能 はざる 也。 

「汝の 笞汝の 杖 我 を 慰む」、 牧羊者に 彼の 杖 あり、 帝王の 權 柄の 如き ものな り、 彼れ 之 を 以て 彼の 

羊 を 導く、 其 彼の 命に 從 はざる 者 を 懲らし、 彼の 道 を 歩まざる 者 を 屍ら す、 M ホバ亦 我 を 導く に笞と 

仗と を 以てす、 笞は我 を 懲らす もの、 杖 は 我 を 導く ものな り、 彼れ 我を訓 ゆるに 時には 笞を 以てす、 

我れ 時には 其 苦痛 を感 す、 然 ども 我れ 彼 を 恨ます、 そ は 我 は 人の その子 を 懲戒る 如く H ホバも 我を懲 

戒め 給 ふ を 知れば なり (申命記 八 章 五節〕、 亦 主 は その 愛する 者 を 懲め又 凡て 其納 くる 所の 子 を 鞭て り (希 

伯來書 十二 章 六 節) と 聖書に 示し あれば なり、 我が 神に して 常に 我 を 愛撫す るの みならん に は 我 は 彼 を 

信ぜざる べし、 然れ ども 彼れ 時には、 我の 頑愚 を 怒り、 我の 罪過 を 憤り、 我が身に 加 ふるに 殆んど 1^.- 


び 難き 程の 懲戒 を 加へ 給 ふ 故に 我 は 彼の 愛 心の 老婆の それの 如き 者に あらざる を 知り、 我が 苦痛 を感 

じながら 再び 彼の 許に 至て 彼の 恩 惠に與 からん と 欲するな り。 

然れ ども 我 神 は 憤怒と 刑罰との みの 神に 非す、 彼 は 亦 { 有 恕の祌 なり、 慈愛の 神な り、 父の 其 子 を 愛 

する が 如く 我 を 愛する の祌 なり、 彼の 一 乎に 我を懲 すため の笞 あれば 他の 手に は 我 を 敎へ我 を 導く た 

めの 杖 あり、 正義の 笞と 慈愛の 杖、 此 二者 を 以て 彼 は 我 を 救 ひ 且つ 慰め 給 ふなり、 然り 慰藉 は 神の 笞 

と 杖と にあり、 我が 傷 を 癒し 給 ふの みならす、 時には 我に 傷 を 負 はしめ 給 ふの 祌、 我 を 愛撫し 給 ふの 

みならす、 時には 我 を 鞭ち 給 ふの 神、 …… 慰藉 を醫 癒と 抱撫 とのみ に 求む る もの は 未だ 神の 慰藉の 何 

たる を 知らす、 神に 打 たれ 見よ、 汝は 彼の 醫 術の 汝 の眞髓 にまで 達する を 知り 彼の 恩惠を 讚え て 永遠 

に 至らん。 

「汝 我が 仇の 前に 我がた めに 筵 を 設け」、 神 は 終に 我が 恥辱 を 雪ぎ 給 ふとな り、 我が 仇 は 我が 失收 

を 見て 悅 ベり、 彼等 は 我が 墮落を 企てたり、 彼等 は 我が 苦痛の 上に 苦痛 を 加へ、 我の 弱き に乘 じて 我 

を^め、 我の 骨肉の 兄弟 すら 我が 敵と 和して 我 を 攻めたり、 我 は 時には 疑へ り 「神 も 終に は 我が 敵と 

與 みし 給 は ざり しゃ」 と- 我 は 我が 仇の 前に 恥辱の 泥中に 轉び、 我 は 神の 聖 前より 逐 はれし 者な りと 

E わへ り C 

然れ ども 「この 苦む もの 叫び たれば H ホバ これ を聽 き、 その 總 ての 息 難より 救 ひ 出し 給へ り」 (詩篇 

三十 四 篇六節 y 彼 は 我 をして 求久に 恥辱の 淵に 沈 まざらし めたり、 時 至て 我が 懲罰の 線拽の 我が身よ 

り 取り去らる、 や、 神 は 前日に 優る の 慈愛 を 以て 我 を 顧み 給 ひ、 美服 を携來 りて 我に 衣せ、 我が 指に 

を 中め、 我が 足に 履 を 穿 かせ、 また 我が 爲 めに 犢を 率き 来りて 宰り、 樂 あり 舞 ありて 我がた めに 勝 
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利の 大祝筵 を 開き 給へ り (路加 傳第 十五 章)、 而 して 我が 敵 は 之 を視て 驚け り、 然り 彼等 は愤れ り、 彼等 

は 我の 神の愛 子に して、 彼等が 我を齊 めし は 我が 祌の 特命に 依りし こと を 知らざる なり、 斯くて 祌は 

我 を 我が 敵の 前に 義 とし 給 ひ、 我に 賜 ふに 我が 敵 を も { 有すの 心 を 以てし 給 ひ、 我 をして 我が 神に 謝し 

て歡喜 措く 能 は ざら しめ 給 ふ、 我 は 其 時に サム H ルの 母なる ハ ンナ と共に 歌 ふなり、 

我が 心 は ェ ホバ によりて 喜び 

我がぎ は エホバ によりて 高し 

我が 口 は 我が 敵の 上に はり ひらく 

！: だは 我れ 汝の 救拯 によりて 樂 むが 故な り 

ェ ホバ の 如く 聖き者 は あらす 

そ は汝の 外に 有る 者なければ なり 

又 我等の 神の 如き 磐 は ある ことなし 

汝等 重ねて 甚く 誇りて 語る 勿れ 

汝 等の 口より 慢言を 出す 勿れ 

H ホバ は 全智の 神に して 行 爲を裁 度り 給 ふなり 

勇者の：. ラは 折れ 


倒る、 者 は 勢力 を帶ぶ 

飽き 足る 者 は 貪の ために 身を赌 はせ 

飢 たる 者 は 憩へ り 

石 女 は 七 人 を 生み 

多くの 子 を 有て る 者は衰 ふるに 至る 

ェ ホバ は 殺し 又 生し 袷 ひ 

陰府に 下し また 上らし め 給 ふ 

ェ ホバ は 貧しから しめ 义 富ましめ 給 ひ 

ひ，、 

くし 义高 くし 給 ふ 

荏 弱者 を 塵の 中より 擧げ 

*t つし きも Q  G, ほ 

窮乏 者 を 埃の 中より 升せ て 

王公の 中に 坐せ しめ 榮 光の i;- を糰 がしめ 給 ふ 

地の 柱 は H ホバ の所屬 なり 

H ホバ 其 上に 世界 を 置き 給 へ り 

ュ ホバ 其 聖徒の 足 を 守り 給 はん 

惡 しき 者は黑 暗に ありて 默 すべ し 
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そ は 人、 力 を もて 勝つ ベから ざれば なり 

H ホ バと爭 ふ 者 は破碎 かれん 

H ホバ 天より 雷 を 彼等の 上に ドし 

地の 極 を 審き其 王に 力 を與へ 

其脊 そ-ぎし 者の 角 を 高く し 給 はん 

(撒 母 .Fi.^ 甞ニ章 一節より 十 節まで 〕 

「我が 酒杯 は 溢る k なり」、 我に 此 勝利 ありて、 我に 此歡喜 ありて、 我が 仇の 前に 我がた めに 此大 

祝 筵 は 開かれて、 我が 科は赦 されて 我 は. 冉び 神の 顧み 給 ふ 所の ものと なりて、 我が 恩 謝の 酒杯 は 溢 

れ ざらん 耶、 若し 此大 勝利に して 我れ 我が 自身の 力に 賴 りて 得し ものな らん か、 我は斯 くも甚 ば ざ 

るべ し、 然れ ども 其 我が 神が 我が 爲 めに 得し もの なれば 我の 歡喜 は大 なるな り、 我 は單に 我が 敵の 

前に 我の 恥辱より 雪 がれし のみなら す、 我 は 我が 神の 我が 味方なる を 知る を 得 たれば 我 は 殊更に 悅ぶ 

なり、 我 は 我が 業の 成功 を 見て 我が 力 を 誇らす して、 我が 神が 我に 賜 ひし 勢力と 榮 威と を 讚美す るな 

「我が 世に あらん 限り は必す 恩惠と 憐憫と 我に 添ひ來 らん」、 我 は 知る 我 を 此危險 より 救 ひし 我が 

祌は 永久 我 を 棄て袷 は ざらん こと を、 誰か M ホバ の恩惠 深き を嘗 ひし 者に して 再び 彼 を 離れ 得べ けん 

や、 神に して 若し 我 を 棄て給 はんに は此 時に 我 を 去り 給 ひしな らん、 然れ ど此大 危難より 我 を 救 ひし 

神 は 永久 我 を 去る こと あら じ、 其 恩惠と 憐憫と は 我が身に 添 ひて 我 は 終に 神に 於て 眠る に 至らん。 


クロム ゥ H ル將に 瞑 せんとす る や 彼の 枕邊に 侍べ りし 敎 友に 問 ふて 曰く、 「吾人 は 神の 恩惠 より 落 

る を 得る 耶」 と、 敎友 答へ て、 曰く 「無し」 と、 時に 彼聲を 高めて 曰く  r 然 らば 我 は 安然な り」 と、 

吾人の 希望 は 神が 過去に 於け りしが 如く 亦 未来に 於ても 吾人 を 惠み給 はんと 信す るに あり、 斯くて 神 

は 艱難 を 下し 給 ふ 毎に 吾人の 信仰 を 固 ふし、 終に 千 難 萬 苦 に 勝て 吾人 は 毫厘も 神 の 恩 惠を疑 ひ 得ざる 

に 至る、 信仰 素と 是れ 經驗の 結果な り、 友に 賣ら れ、 國 人に 捨てられ、 世に 偽善者 視 せられ、 凡ての 

悲慘を 嘗め 盡 しての み 吾人 は 神 は 永久 變ら ざるの 愛なる こと を 確信す るに 至る。 

「我 は 永久に H ホバ の 宮殿に 住まん」、 「H ホバ の 宮」、 神の 在し 給 ふ處、 必 しも 敎會の 意に あらす、 

H ホバ の宫に 住む とは祌 と共に 住む の 意なら ざるべ からす、 或は 碧空の 下、 綠 草の 上に 於て する も、 

或は 古人 を 友と する 著述家の 書 室に 於て する も、 或は 若し 神の 命と ならば 錦繍の 椅子に 坐して 民の 政 

治 を 司る こと ある も、 或は 野に 耕す も、 ェに 働く も、 我が身 心 を祌に 委ね、 神と 共に 働き、 神と 共に 

眠に 就かん のみ、 我 は 再び 神 を 離れて 王公の 宮殿に 消 ゆる 榮華を 求めん と はせ じ、 我 は 再び 眞理を 探 

ぐると 稱 して、 神 を 有せざる 哲理に 我の 心 を 任 かせ じ、 我 は 神 以外に 美と 眞とを 尋ねざる べし、 我 は 

永久に 神の 宮に 住まん と 欲す、 貧者の 茅屋 か、 獄 牢の裡 か、 祌の 在す 所なら むに は 我 は 我が 住所 を擇 

ばざる べし、 幸 幅なる かな 我、 我 は 我が 心に 於て 永久に H ホバ の宮に 住む を 得るな り。 
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ダ ビ デ の 牧羊 歌 

詩篇 第二 十三 篇の 硏究 

ヱ ホバは 我が 牧者な り、 われ 乏しき こと あら じ、 M ホバは 我 を みどりの 野に ふさせ、 いこ ひの 水際に ともな ひ 

しひ  みな  みん 

たま ふ、 ヱ ホバ はわが 靈魂 をい かし 名の ゆ ゑ を もて 我 をた しき 路に みちびき 給 ふ、 たと ひわれ 死の かげの 谷 

を あゆむ とも 禍害 をお それ じ， 汝我 とともに 在せば なり、 汝の笞 汝の杖 われ を 慰む、 汝 わが 仇の まへ に 我がた 

めに 筵 を まう け わが 首に あぶら を そ、 ぎ 給 ふ、 わが 酒杯 は あ ふる & なり、 わが 世に あらん 限り はかならず 恩惠 

と 憐憫と われに 添ひ來 らん、 我 はと こしへ にェ ホバ の宮 にす まん。 

詩篇 第一 ー十三篇は舊約§^書中の眞珠でぁる。 ；一:S 者に して 此 が 其 口 より 自ら 流る k 様に 出で 來 るに 

非 すん ば 未だ 深く 聖書 を 味うた と は 一一 一一 c へない。 此篇は 新約^書に 於け る 「主の祈り」 と共に 信者が 常 

に 心に 銘じ て 誦す ベ きもので ある。 

第二 十三 篇は 其の： W 頭に 言 ふ 「ュ ホバは 我 牧者な り」 と。 M;;- れ 全篇の 主なる 題目で ある。 聖書 を學 

ぶ" 秘訣 は 其 冒頭の 數 語の 深き 意味に 注意す る 事で ある。 創^ 紀第 一 章 第 一 節に 舊約 書の 全部が 含まれ、 

詩篇 第 一 篇第 一 節に 詩篇 全體の 序文が あり、 又 馬 太傳第 一 章 第 一 節に キリストの 幅 昔が 總べ て說 かれ 


て ある c 而 して 此考を 以て 「エホ.. ハは我 牧者な り」 の 一句 を讀 むに、 原語に て は 僅かに g: 字 なれ ど 各 

皆 重き 意味の 語なる 事が 判 かる。 牧者と は 何ぞ。 イエ スも 自ら を 牧者に 譬 へられし が 如く 牧者と 羊と 

は 聖書 中に 於て 深き 意義 を 有する。 而 して ダビデ は 自ら 牧者であった。 サム エル 前書 第 十七 章 以ドに 

は 彼の 牧者 生活の 詳細 を 載せて 居る。 彼 は 或 時 其 愛する 羊 群が 獅子と 熊に はれし を 奪 ひ 返へ せし 話 

も ある。 故に ダビ ヂは 羊を牧 ふの 苦心 其 他 之に 關 する 全般の 事情 を辨 へて 居った。 故に 被が 歌う て 

「H ホバは 我 牧者な り」 と 一一 一一 口へ る 時 彼の 全生涯の 實驗が 此の 數 語に 織り込まれて 居る ので ある。 ぺテ 

B 前書 二 章 二十 五節に も 「靈 魂の 牧者」 なる 語が ある。 

牧者の 尊 さ を 知る に は 羊の 愚かなる を 知る を 要す。 抑 も 羊 を 飼 ふに は 杖と 笞 とが 必要で ある。 羊 は 

集合的に 動き 雷同 的に 振舞 ふ。 故に 一 疋 にても 群 を 離 るれば 全體 忽ち w 散す る。 治め 難き ものにして 

羊の 如き は 無い。 此れ 牧者の 苦心の 存 する 所で ある。 

此の 如く 羊に 必要なる は 善き 牧者で ある。 我等 人生に 必要なる は 善き 牧師で ある。 國の 政治 を 行 ひ 

地方 を 治む るに も 牧民 宫を 要する。 善き 牧民 官の あると 否と は 人民の 休戚に 大關 係が ある。 况 んゃ靈 

魂の 場合に 於て を や。 「我が 靈魂を 活し聖 名の 故に 我を義 しき 路に 導く」 もの は 果して 誰で あるか。 

我等 は實に 善き 牧者 を 要する。 令の 世の 牧師 果して 我が み をみ たす や。 悉く 然ら すで ある。 然 i 

ども 唯一 人の 牧師 あり、 M ホバは 其 人で ある。 M ホバ あるが 故に 我れ は 善き 牧師な きを 悲しまない、 

假令惡 しき 数多の 牧師 ありと 雖、 其の 最後の 頂ヒ にはェ ホバ なる 大 牧師 あれば 我等 は 失 sli. 一 しないので 

ある。 

「我が」 と 言 ひ、 「われ」 と 一一 一一 n ひて、 「我等」 或は 「クリスチャン」 と 書かざる は 注意すべき 點で 

ダビデの 牧羊 £ 七 
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ある。 是れ決 もて 神 を獨ヒ ：！ する 意味に 非す。 各自が 獨 りで 特別に 實驗 すべき 事で あるから である。 M 

ホバが 各自に 取りて 特別に 實驗さ る ベ き大 牧師なる 事 は、 此の ダビ デ の 獨自 の實驗 によりて 示され て 

ゼ ネラ ライ ズ 

居る。 「我が」 叉 は 「われ」 と 言 ひて 單數 にて 書かれた る 所に 特に 力が あり 望みが ある。 一般的に さ 

るれば 意味 頗る 薄弱と なる U 之 を單數 にて 語りて 初めて 友に 向って 語る が 如 き 信賴と 親密と を 表 は す 

ので ある。 

又 「ある」 「なり」 と はへ ブライ 語希臘 語に て 大切なる 文字で ある。 特に 語氣ゃ 意味 を强 める ため 

に 用 ゐられ る 斷定の 言葉で ある。 此れ また 深く 味うべき である。 更に 第一 節に 曰く 「我れ ともしき 事 

あら じ」 と。 漦し M ホバを 牧師と して 仰げば 最早 何等の 缺乏を 感ぜぬ ので ある。 人間に は缺 くる 所が 

多い。 感情 濃 かなれば 知識 足らす。 知識 增 せば 信仰 冷へ、 意志 強ければ 愛を缺 く。 此れ 實に人 §1 の！^ 

點 である。 然し 乍ら エホバ は總 ベて 此等を 備へ給 ふ。 愛と 知識と 感情と 意志と 皆 完全に 有ち 給 ふので 

ある。 故に H ホバ を 仰げば 我が 要求 は總 ベて 滿た さるので ある。 

第二 節 「エホバ は 我 を綠の 野に 臥させ、，. 憩の 水 濱に伴 ひ 給 ふ」 と、 綠の野 は 我が 日常の 食物 を 作る 

いのち 

畑で ある。 憩の 水濱は 我が 命の 水 を 供給し、 休き ^ を與 うる 所で ある。 H ホバは 我が 食物に して 同時に 

Ct  .7  あ さ 

命の 水で ある。 H ホバを 信す る 者 は 他に 休息 を 要せない。 現代人 は 休息 を 山に 求め 海に 漁り 夏に は S 

暑 冬に は 避寒せ ざれば 神經 衰弱 を 病む と 言 ふ。 然し 乍ら 休み は 山に なく 海に 無し〕 H ホ バに賴 めば 憩 

おの づか  I 

ひ 自ら 成る ので ある。 書齋 にあり 勞働 場に ありて 十分に 休み 得る ので ある。 今の クリスチャンが 外に 

み を 求めて 止まな い の は顿む ベ き 憩 ふ ベ き眞の 牧者が 無い からで ある。 

第三 節 「我が 靈魂を 活かし、 聖 名の 故 を 以て 我を義 しき 路に 導き 給 ふ」 と。 「活かし」 は 復活で あ 


る。 蒌 たる 靈魂を 新たに する 事で ある。 新しき 希望と 力と を與 ふる 事で ある。 而 して 此の 復活した る 

靈 魂を惡 魔の 手に 娄 ねす。 神の 聖 名の 榮 ぇを顯 はすた めに 使 はんとて 義 しき 路に 導き 給 ふので ある。 

單に救 ひ 出し 新生 命 を 吹き込む のみなら す、 此れ を義 しく 導き 使 ひ 給う ので ある、 

第 節 「縦 ひわれ 死の 蔭の 谷 を 行む とも 云々」 と ある。 「死の 藤の 谷」 は 死に 臨み 神の 側に 在る を 

確め たる 言 紫と 首 ふよりも、 寧ろ 吾人の 日常生活に 當山欣 る 言葉で ある。 へ ブ ラ ィ 語に 相似た る 一 一語が 

ある。 ッ アルマべ ー スとッ アル ム ー 卜と 言 ふ。 前者 は 「死の 蔭」 を 意味し 後者 は 「薄暗き 場所」 の 意 

である。 此節は 後者の 意に 解す るが 適切で ある。 卽ちパ レ スチナ の 暗き 谷間 多き 平地に 於て は 獅子 其 

他の 猛獸が 其 間に 匿れ て匮々 羊 を 襲 ふので ある。 我等の 日常生活 は洽も 暗き 谷間に 近く 彷徨 ふ 羊の 生 

涯と 似て 居る。 思 はざる 所に 恐るべき 誘惑が 現 はれ 迫害が 起り て 我等 を惱 ます、 然し 乍ら H ホバ に 倚 

り賴む もの はか k る 禍害 を 恐れない。 神 は 如何なる 時 も 我 側に 在りて 我等 を 守り 總 ベての 必要なる も 

の を 與へ給 ふからで ある。 

かくの 如く 神 は 我等の 要求 を容れ 休養 を 賜 ひ 慰め を 與へ給 ふ、 請む で此 所に 至れば 神 は 只 有難き 一 

方で ある。 淨土！ Ea 示の 唱 ふる 彌陀と 殆ん ど異る 所がない。 然し乍ら^^書の特色は此後にぁる。 基督 敎 

の 祌は單 に 憩 ひを與 ふるのみ でない。 憩 ひの 後に 直に 活動 を 要求す る" 馬 可 傳第九 章に も ある 如く ィ 

エスが ベ テロ、 ヤコ ブ、 ヨハネ を 伴 ひて 變貌の 山に 登りし 時、 ベ テロ は イエス、 H リャ、 モ ー セ のた 

めに 庵 を 結む で靜 かに 潔き 生涯 を 送らん と 言 ふた。 然るに ィ H ス 此れ を 聞き 給 はす、 山 を 下りて 其 所 

に 待つ 数多の 人の 救 ひに 急ぎ 給 ふたの は、 基督教が 活動的で あり 積極的で ある 善き 證據 である。 故に 

「ユ ホバ は 我を義 しき 路に 導き 給 ふ」 と 言 ひて 其 中に 戰 ひが ある。 此 と戰 ふに 必要なる 休養 旣に終 
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はった 後 は、 直に 5^ で、 義 のために 戰 へと 言 ふので ある。 而 して 敵と 戰 ふに 當 つて は M ホバ のお. け ゼ- 

し， OLJ 

す 至る。 卽ち 「汝 の笞 なん ぢの杖 われ を 慰む」 (四 節) と 一一 K ふ。 笞も杖 も 敵 を 防ぐ ために 用 ゆる もので 

ある、 「慰む」 と は 助く るの 意で ある。 然し 乍ら 笞には 更に 他の 意味が 有る。 罰 を 加へ る 事で ある。 

人が 過誤に 陷 つた 時 は笞を 用ゐて 此れ を嬌 すので ある。 卽ち第 節 は單に 外部の 敵 を 防ぐ のみなら す 

若し 自ら 過ちに 陷 つたならば 神が 笞を加 へ て 罰 を 下し 給 ふ 必要が ある 事 を 首った ので ある。 愛 濃 けれ 

ば笞 愈々 し、 我等 は內 なる 敵 を 懲らす 時に 神の 笞の 有難 さ を 能く 知る 事が 出来る。 

むしろ 

第五 節より 全く 題目が ー轉 する。 r 汝 わが 仇の ii に 我がた めに 筵 を 設け 云々」 と。 人生 は戰 である- 

敵前に 曝露し つ k 與 へらる &糧 こそ 眞の 御馳走で ある。 休養に 非す 享樂に 非す。 戰 はんがた めの 獎勵 

である、 慰安で ある。 心 < ！. ふしき 屮に H ホバの 御馳走 を 得て 直ちに 次の 戰を戰 ふので ある。 我が 首に は 

油濺 がれ 我が 酒杯 は滿 ちて あ ふる。 我が は 倍 せざるを得ない。 我が 足 は 進まざる を 得ない。. 

最後に 第 六 節 は 二つに 分た る。 先づ 「わが 世に あらん^り は必す 恩惠と 憐憫と われに 添ひ來 らん」 

と、 此れ H ホバに 倚り 賴む ものに 現世の 慰安 豐 かなる を 歌へ る ものである。 次に 「我れ はと こしへ に 

エホバ の宮 にす まん」 と。 此れ エホバ を 待ち む ものに 來 世の 希望 動かすべからざる を 示せる もので 

ある。 此 世に 在りて は 種々 の惙 みの 中に H ホバの 恩 惠と憐 飼と に 慰められ、 此世を 去って は 永へ に M 

ホバ の 側に 天國の 生活 を 送る。 此れ 基督 者の 特權 である。 

ェ ホバ に 飼 はれ M ホバ に 養 はれ、 總べ て ェ ホバ によりて 生き 働き 遂に 永 へ の 生命に 入る。 基督 者の 

據所は H ホバ、 H ホバ、 M ホバ である。 詩篇 第二 十三 篇は ダビデの 宗敎的 自覺を 歌 ひたる 最も 美 はし 

き 詩で ある。 此篇が 詩 筒 中の 雄篇と 稱 せらる k は實 に當然 である。 


詩篇 第二 十四 篇 

サム H ル 後書 第 六 章に 記された る歷 史的 事實の 精神 を 歌うた る 歌で ある。 「エホバ 鎮座の 歌」 と 云 

う， ヒな らば 古い 日本人に は 能く 解る だら う。 ダビデが イスラ ェ ルの 選拔の 勇士 三 萬 人 を 率ゐ、 H ホバ 

の， i を バァレ ュダ より シ オンの 山に 遷 しまつり し、 共 時の 心 を 歌 ひし 歌で ある。 驚くべき は發 端の 一 

句で ある。 

もの 

也と それに 充る もの、 界 とその 中に 住む ものと は 皆な H ホバ の 有な り 

と 云 ふ。 イスラ H ル民 埃の 神なる ェ ホバ は 全地 萬 有の 神な りと 云 ふと 同じで ある。 若し 日本人が 天 照 

大御神 は 天地 の 主宰者な り と 云 ふなら ば 世界 は擧っ て 驚く で あらう。 然し 此詩 の 作者 は 斯くー 一目 ふに 充 

分の 理由 を 有った。 H ホバは 正義の 神で ある。 故に 正義の 行 はる、 所に 彼の 支配 は 行 はる。 不義 を 行 

ふ 者 は縱令 イスラ ェ ル の なりと 雖も H ホバ の と稱 する 事 は 出来ない。 故に 曰 ふ 「エホバ の 山に 登 

るべき 者 は 誰ぞ？ 手 淸く心 潔き 者 云々」 と。 H ホ バがシ オンに 鎮座して 萬 國の民 を 統治め 給 ふと 云 

ふ 明 C なる 理由 は兹に 在る。 ュダ 人な り、 日本人な るが 故に 特別に 尊い ので はない、 正義 を 行 ひ 1^ 義 

に 服從す る が 故 に 贵 い の で ぁ る 。 其事を 主 張す る 點 に 於 て §^:書 は 誤 ら な い 。 

七 以下 は ェ ホバ の 入城 式と でも 稱 して 可なる もので あらう。 シォ ン の 城門 ェ ホバ の 前に 開かる と 
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詩篇 究  . 

の 意で ある。 そして 言葉の 餘 りに^ 嚴な るより 「山 昇りの 歌」 が 後に 「天 昇りの 歌」 と 成った ので あ 

る。 有名なる 讚美歌の 作者 チヤ ー ル ス. ゥ H スレ ー が 此詩を 基礎と して 〇s:  Lord  is  risen  from  the 

dead  (我等の 主 は s&r 給へ り) の 雄大なる 讚美歌 を 作った ので ある。 我等の 用 ふる 讚美歌に 於て 第 

九十 三番が それに 似寄りた る 者で ある。 

永 i の戶ょ 揚れ、 榮 光の 王 人り 給 はん 

と ある は此 世の 王の 入城 式と は 思 はれない。  さ- 

如斯 くにして 詩篇 第一 一十 四篇は キリスト 昇天の 預言と して 見る ことが 出来る。 ュ ホバ の櫃 が、 ン オン 

の 山 こ isl- き 上げられし g の 極致に 達せし 者が 復活 後の キリストの 昇天で ある。 

鬥ょ汝 の. S へ を 揚げよ、 の戶ょ 上がれ、 榮 光の 王 人り 給 ふ。 榮 光の 王と は 誰ぞ？ 萬 軍の エホ 

バ、 彼が 榮 光の 王で ある。  ■ 

：^^ま 人間に 由って 書かれた もの. -內 で、 此んな 莊大の もの & 他に 在る を 知らない。 若し ダビデ 力 之 を 

書いた とすれば、 彼 は 確かに 聖靈に 由って 書いた ので ある。 


敵に 園 ま，—、 困難に 際して、 神の 保護と 指導と を 仰ぐ 祈禱の 一一 百 葉で ある。 最後の 一 節は附 けたり で 


あって 詩 は 各部 七 節より 成る 三部に 分た る。 我れ 汝を俟 望む と 云 ふが 基調で ある。 能力 我に 有るな し" 

汝の 救を俟 望む と 云 ふが 詩人の 態度で ある。 自己の 決心 又は 激勵 ではない、 神の 援助 を俟 望む 事、 凡 

てが 信頓 である。 

「實に 汝を俟 望む 者 は 恥 しめられす」 と 云 ふ。 「愧を 負 ふ」 又は 「恥 しめらる」 と 云 ふ。 敵に 辱 か 

しめらる と 云 ふが 勿論 其 一 面で ある。 然れ ども 我が 祈 禱が聽 かれす して 神に 對 する 我が 信頼が 裏切ら 

<!<: 厶 A 厶厶 <3<3厶<"<： 厶 <3<"厶<1<3 厶 △ 厶厶 

ると 云 ふが 深刻なる 他の 一 面で ある。 我が 祈 禱が聽 かれす して、 敵に 「汝の 神 は 何處に 在り や」 と 言 

はれて 嘲 けらる- -事、 信者に 取り 苦痛の 極と は此 事で ある。 此 はまこと に 主の 十字架の 苦痛であった 一 

神に 棄られ て 敵に 嘲 けらる 、時 ：：： 此 場合に H リ、 エリ、 ラマ、 サバ クタ 一一 (神よ、 何故に 我 を棄た 

まふ 乎〕 の 叫號が 信者の 口より 發 るので ある。  . 

と ！3 

苦難に 會 うて 第一 に 起る は" 罪の 意識で ある。 「我が 罪と 短と を想屮 U たま ふ 勿れ •：•： 我が 不義 は大ぃ 

なり、 H ホバ よ、 御名の ために 之 を赦し 給へ」 と。 祈 禱が聽 かれんが 爲 には^が 赦 されざる 可ら す。 患 

難 は その 凡ての 形に 於て 罪の 結果で ある。 故に 罪を赦 されす して 患難 は 去らない。 神より 保護、 指導 

を 求む るに 方り て先づ 罪の 赦しを 祈る は 正當の 順序で ある。 詩人 は 只 偏へ に 神の 恩惠を 仰がん としな 

い、 先づ 己が 罪 を 認めて 其の 赦しを 乞 求む。 凡て 效果 ある 祈 禱は此 順序 を 誤ら ざらん 事 を 必要と する- 

そして 赦 しも 救 拯も 凡て 神の愛に 因る。 

あよれ ふ いつ.'、 しみ  ノ 

汝の 憐憨と 仁慈と は 古へ より 絡え す あり、 エホバよ 此事を 思 出し 給へ (第 六 節) 

と ある。 此事 あるが 故に 罪人に 祈禱の 勇氣が 起る ので ある。 萬 物の 造 主に 彼れ 相當の 憐憨と 仁慈と が 

ある、 故に 我が 罪 は赦 され、 救拯は 我に 臨みて、 我 は 我 敵の 無情の 憾 より 救出 さるべし と 云 ふので あ 

詩篇 第二 十五 篇  五三 


る。 大敵 を 前に 捲え ての 信者の 祈 禱は斯 く あらねば ならぬ。 敵に 勝つ 前に 先づ 己れ に 勝つ。 祌の 仁慈 

に 倚り、 先づ 己が 罪を赦 され、 而 して 後に 敵の 手より 救 はれん と 欲す。 第 十八 節より 卄 一節まで が 明 

かに此顺^^：を示す。 

r 汝を 仰ぎ 望む」 の 語を以 つて 始まりし 此詩は 「汝を俟ゅ_^|む」 の 言 を以 つて 終る〕 信仰の 道 は道德 

でもなければ 努力で もない。 信賴 である。 祌 に信賴 して 自己に 勝ち、 敵に 勝ち、 世に 勝たん とする の 

である。  - 


詩篇 第二 十六 篇 

信^ は 神に 對し て は 1^ 人で ある。 神に 對 して 立つ 時に 彼に 懺悔の 言葉 の 外に 何もない。 ダビ デ と 共 

に 「我 は 我が 短 を 知る、 我が s§ は 常に 我が 前に 在り」 と 云 ひて 彼の 赦しを 乞 ふまで ある。 然れ ども 

の 世に 對 して は 聖徒で ある。 己が-能 を認 むる 丈け でも 信者と 不信者との 間に 雲泥の差が ある。 信者 

は 己が 淸淨を 誇らない が、 然れ ばと て 不信者と 何の 異なる 所な き 者に 非す と 首 はない、 然り爾 う あつ 

て はならない。. 信者 は 不信者の 仲間に 在りて 時々 詩人と 共に 一一：  一 ：！ ふの である。 

神様、 私を鞫 いて 下さい。 私 は 正しき 道 を 歩みます、 我は携 ます 賁祌に 依頼み ます。 神様、 我 を 

5 ^もて 下さい、 試みて 下さい、 私の 腎と 心と を照覽 て 下さい。 


と。 若し 腐敗 を 極めた る 東京 市會 議員の 一 2： に 一 人の 淸廉 潔白の 議員が あると するならば、 彼 は 斯く言 

ひて 神に 訴 へて 少しも 不遞 でない ので ある。 「義人 あるな し、 一人 も あるな し」 0 然れ ども 「我 は 賄 

賂を 取らす、 惡 計に 携 はらす」 と斷 言し 得ざる 者 は 神の 僕た る 能 はす。 

キリストの 僕に 取り 此 世の 人 は 「虚き 人」 である。 「惡を 偽 はり 飾る 人 1 面 を 被る 人、 偽善者」 で 

ある。 社會は 「惡 を爲す 者の 會」 である。 コ n ムゥ エル は 第 百 二十 篇 五節の  一一 一 i  口 を 引いて 曰うた 

禍 ひなる 哉 我 は メセク (長引く) に 宿り 

ケ ダル (暗 黑) の 幕屋の 傍に 住めり 

と。 聖徒に 取りて は此世 は堪へ 難き 所で ある、 故に 殊更に 祌の家 を 慕 ふので ある。 

エホバ よ、 我れ 汝の 在し ます 家、 

汝が榮 光の 止まる 處を 愛す。 

感謝の 聲の聞 ゆる 所、 奇 しき 事の 宣 ベら る X 所、 同じく  M ホバを 慕 ふ 者と 共に 祭 境 を 園る 所 を 求む。 

不信者の 集 會に對 する 神の 家、 世に 斯ん な對照 はない。 前者 を 嫌 ひて 後者 を 慕 ふ、 是れ 自然の 情で あ 

る，， - 眞 0 き C 者 は く あらねば ならぬ 0 

斯 く 言 ひて 勿論 不信者の 間に 何の 善き 事な し、 信者の 間に 何の 惡き 事な しと 言 ふので ない。 我等 は 

所謂 信者の 55 に 多くの 堪へ 難き 事 を 見る。 然れ ども キリ ストの 聖 名の 唱 へらる、 所と 唱 へられざる 所 

との il に 何 か 根本的の 差違が ある。 そして 信仰が 進めば 進む 程此 差違が 大きく 且 明白に 成る。 パゥ 

が 言 へ るが 如し 

,、 び？  ぁづ かり  やみ  i じ ilh- 

不信者と 軛を 同じう するな、 義と 不義と 3： の 干與か あらん、 光と 暗と 何の 交際 か あらん。 

二十 六 《|  五 五 


と (n リント 後書 六 章 十四 卽〕。 事業の 共同 は 止む を 得ざる も、 主義の 一致 は 不可能で ある" 


『ヱ ホバは 我が 光な り』 

詩篇 第 廿七篇 

、 M ホパは 我が 光な り 亦 我が 救な り、 

我れ 誰 を か 恐れん 

エホバ は 我が 生命の 砦な り 

我れ 誰の ために か戰慄 かん。 

、 惡人 製ひ來 りて 我が 肉を啖 はんとせ し 時に 

我が 敵、 我が 仇、 我に 近づきし 時に 

彼等 は蹶き 且つ 仆れ たり。 

、 縱令萬 軍 我に 對 ひて 陣を 張る も 

我が 心 は 怕れじ 


縱 令戰爭 我がた めに 起る も 

我に 尙ほ恃 む 所 あり。 

四、 我 はた 5- 一事 を H ホバに 乞へ り、 我 は 之 を 求む、 

我 は 終生 エホバ の 家に 在りて 

共 美 を 仰ぎ、 其 宮を窺 はんこと を。 

五、 然れば 艱難の ョに假 魔の 中に 我 を 潜ませ 

其 幕屋の 奥に 我を隱 くし、 

我 を 高く 巖 の 上に 置き 給 はん。 

六、 今 我が 首 は 我 を 繞れる 我が 敵の 上に 擡げられん、 • 

よろこび A 二、 へ i 

我 は M ホバ の宮に 在て 歡 喜の 供物 を獻 げん、 

我は謠 はん、 然り、 H ホバに 讚美の 歌 を 奉らん。 

七， H ホバ よ、 我れ 聲を 揚げて 叫ぶ 時に 我に 聞き 給へ。 

我が 上に 憐澗を 垂れて 我に 塵へ 給へ。 

『エホバ は 我が 光 な り』 
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八、 「雨曹 我が 而を 求めよ」 と宜 ひし 時に 

r H ホバょ 我は爾 の^ 額 を 求めん」 と 我が 心に 應へ にき。 

九、 雨の 聖額を 我より 背 向け 給 ふ 勿れ、 

怒り て 雨の 僕 を 遠け 給 ふ 勿れ、 

闹 は 我が 扶助な りし、 我 を 去り 給 ふ 勿れ、 

喧 我が 救、；^ の 神よ、 我 を 拾て 給 ふ 勿れ リ 

十、 我が 父 我が 母 我 を 捨て去りし 時に 

エホバ は 我 を 拾 ひ 上げ 給へ り。 

十一、 我に 爾の 途を敎 へよ、 噫 M ホバ よ、 

我が 敵 我 を 親へば 我 を 平 かなる 道に 導け よ。 

十二、 我が 仇の 所 tis に 我 を 任 かし 給 ふこと 勿れ、 

そ は 護人 我に 逆 ひて 起ち 我がた めに 狂暴 を 吐けば なり。 


十三、 我 i 右し 生ける 者の 地に 於て 

-，： .U のみ 

エホバ の © 惠を享 るの 恃 なからん に は 


十 叫、 ュホ.パを俟§1^-め 

心を强 くせよ、 彼 は 汝の心 を 堅く せん、 

我 は 東ね て u ふ、 汝、 H ホ バを俟 望めと。 

は  上 

ダビ、、 チの 作と して 一般に 認めら る、 彼の 生涯に 此 詩に 適合す る 境遇 多 かりし。 〇 (二) 「惡人 襲 ひ 

來 りて 我が 肉を唤 はんとせ し 時 云々」 ダビ デ がべ リシ テ人ゴ リア テに對 ひし 時に 彼れ ゴ リ ァ テが發 

せし 雷と 其 態度と を參考 せよ (撒 母 耳 前書 十七 章 )o 〇 (w) 終生 ヱ ホバの 家に 在らん と は 其殿衞 たらん 

との 意に あらす、 「H ホバの 家に 在る」 と は H ホバと 偕に 在る ことなり、 「其 美 を 仰ぐ」 と は に 其 

恩 德を思 ふこと なり、 「其宫 を 窺 はん」 と は M ホバ の眞 個の 住.； M なる 宇宙の 妙 美 を 探らん との 事な り- 

〇 (五) r 假廬」 は 陰影の ための 庇な り、 「晝は 日 汝を擊 たじ」 との 言を對 照せ よ、 「高く 巖の 上に 

置く」 と は 高く して 堅き 安全の 地位に © く を 言 ふなり。 〇 第 六 節 を 以て 安泰の 感を 述べ 蜜し、 第 七 節 

を以て哀^！に轉す、 而 して 之を爲 すに 方て 過去の 恩惠を 11： 顧して 目前の 桉助を 求む、 「我が 父 我が 母 

F ヱ ホバは 我が 光な.^』  五 九 


我 を 捨て去りし 時」 の 一句に 至て 詩人の 熱情 は 其 絶頂に 達せり、 神の愛 は 父母の 愛よりも 大 なり、 ハ乂 

母 は 其 生みし 子を捨 つる 事 あり、 然れ ども 祌は 世の 父母が 捨て去りし 子 を 拾 ひ 上げ 給 ふ、 而 して 詩人 

は 云 ふ、 彼 も 捨てられて 叉 拾 ひ 上げられし 者の 一 人な りと。 〇 第 卜 三 節 は 感動の 辭 なり、 故に 完全な 

る 文 を 成さす、 而 かも 其 文 を 成さざる 所に 一一 一一 II ひ盡 されぬ 情 在て 存す、 喧 若し 我れ H ホバ の 恩惠を 知ら 

ざらん に は、 我は斯 かる 境遇に 在りて 奈何に 成行きし ぞと" 〇 第 十四 節に 於て 信仰の！： 復 あり、 詩人 

は 己を勵 まして 斯く 言へ り。 


詩篇 第二 十七 篇 

詩篇 第二 七篇は 詩篇の 內に數 多 ある 信仰 歌で ある。 卽ち 信仰の 狀態を 歌うた る 歌で ある。 信仰 歌に 

二種 あり、 上り 歌と 下り 歌と である。 上り 歌 は 低き より 高き に 至る 歌であって、 下り 歌 は 高き より 低 

きに 就く 歌で ある。 第二 七篇は 下り 歌の 一 である。 信仰の 事に 於ても 他の 事に 於け るが 如く 高き 者 は 

低く せられ、 低き 者 は 高く せらる である。 我が 信仰 は確實 なりと 高言す る 者 は 其 信仰の 賴 るに 足ら ざ 

る を 知ら しめらる。 詩 第一 一七 篇は其 一 例で ある。 

詩人 は 己が 信仰に 關 する 自信 を唱 へ て 一一 一一 c うた、 

エホバ は 我 光 我 救な り、 H ホバは 我 生命の 城砦な り、 我れ 誰 をか懼 れん、 縱ひ 軍人 營を 連ねて 我 


を攻 むる とも 我心 恐れ じ。 今 我 首 は 我 を 繞れる 仇の 上に 高く 揚げら るべ し、 此 故に 我れ M ホバの 

幕屋に て歡 喜の 供物 を獻 げん、 我れ 歌 ひて H ホバを 讚美 へん。 

と。 此は 信仰の 絶頂で ある、 此に 立ちて 祈願 哀 求の 必要 は 無い 害で ある。 然れ ども 我れ 確かな りと 思 

ふ •-- へ  ： き  .U ち-一  や 1 力 

ふきに 我 足 は 滑る ので ある。 信仰の 嶽に 立ちし かと 思 ひし 詩人 は 忽ち 患難の 谷の 底より ェ ホバ に對ひ 

つるら，、 

て 叫ぶ のであった。 墜落で ある、 然し 乍ら 正直で ある、 故に 愛すべく ある。 信仰の 實験其 儘で ある。 

我れ 聲を 擧げて 叫ぶ 時 M ホバ ょ聽き 給へ、 又憐 みて 我に 應へ 給へ。 嘹 我が 救の 神よ、 我を逐 出し 

給 ふ 勿れ、 我 を 棄て給 ふ 勿れ。 

と。 前の 信仰 消えて 跡な しで ある。 信仰 は 信頼で ある、 故に 何- 處ま でも 自己 不信で あらねば ならぬ。 

我が 信仰に 賴 りて 信仰 は 信仰で 無くなる ので ある。 我が 信仰 は確實 なりと 云 ふ 者 は 其 瞬間に 其 信仰の 

賴 るに 足らざる を覺 る。 第三 〇篇 六、 七 節に 言へ るが 如し 

我れ 安け かりし 時に 謂へ らく、 永へ に 動かさる k ことな からん と。 然かは あれ ど 汝面を 匿し 給 ひ 

たれば 我れ ぉぢ まど ひたり。 

然れ ども 信者に 取り 墜落 狼 狼 は 滅亡に 終らない。 彼は復 たび エホバの 取 上る 所と なる。 彼 は 心 を落附 

け、 自己 を勵 まして 言 ふ 「エホバ を俟 望め、 必すゃ エホバ を俟 &1?！ め」 と。 自己に 倚 救む 勿れ、 己が 信 

仰に 頼む 勿れ、 M ホバ に倚賴 み、 其 救 拯を俟 望めと。 

「我： 乂我母 我を棄 つると も エホバ 我 を 迎へ給 はん。」 父母の 愛に 優 さる 愛な し、 然れ ども 父母が 其 

子 を棄る 事な きに 非す。 殊に 信仰 を 異にする 場合に 然り。 神の愛 は 父母の 愛 以上で ある。 ィザャ 書 四 

00O0OO0O  0  00  0  0O000  0  000 

九 章 一 五節 を 見よ。 多くの 信者が 父母に 棄られ て眞の 祌を發 見した。 

詩篇 第二 十七 Is  六 一 


詩篇 第二 十八 篇 

第一 一十 七篇が 信仰の 下り 歌で あるに 對 して 第一 一十 八篇は 上り 歌で ある。 信仰 襄退 のどん 底より 昇り 

て 其 絶 頃に 達した 經路を 歌うた 歌で ある。 歌 は 祈禱の 實驗錄 である。 詩人 は 祈 禱に從 事し つ k ある 

に、 知らす 識ら すの 問に、 苦難の 境遇 を脫 して 歡 喜の 狀 態に 人った ので ある。 まことに 祈禱其 物が 救 

ひで ある。 信者 は 祈 禱に從 事して 旣に救 はれた ので ある。 救扬の 到来 を 待つ まで もない、 祈りつ、 あ 

る 問に、 靈は旣 に 救 はれて、 身 は 救 はれざる に旣に 讚美の 聲が揚 るので ある。 

先づ 初めに 强ぃ 叫びの 聲が揚 る 〔第  一 is)。  ■ 

あ k  H ホバ よ 我れ 汝を 呼び まつらん 

我 磐よ 願く は 我に 對 ひて 啞 者たり 給 ふ 勿れ 

汝默し 給 はん 乎 恐る 我 は 墓に 人る 者と 等し からん。 

詩人 は自 から 種々 と 救出の 方法 を 講じた、 然れ ども 終に 其 途を發 見せす して 祌に對 ひて 聲を 揚げて 叫 

んだ。 祈禱程 容易き もの はなく、 效果 多き もの はない、 然れ ども 信者 は 萬策盡 きる まで 祈禱に 就かな 

い。 彼 は 先づ自 から 已を救 はんとし、 救 ふ 能 はすして 終に 神に 至る。 「苦しき 時の 神頼み」 である。 

如何にも 初めて 神を發 見した 乎の 如くに 彼に 强求 する。 彼に 「啞 者た る 勿れ」 と 乞 ひ 「我れ 死 せん」 


と 言 ひて 訴ふ。 その 狼跟さ 加減 は事實 其の儘で ある。 

詩人 は 人の 賴 むべ からざる を 悟った。 味方と 思 ひし 者 は 敵であった。 曰く  (第三 節) 

彼等 は その 隣人に 平和 を 語れ ども 

その、 いに は殘 害を懷 けり。 

人 はすべ て是れ である。 其 親切 は 刃 を 包む 袋で ある。 人の 親切 を 信じて 滅びし 者何ぞ 多き。 イス カリ 

ォテの ュダが 接吻 を以 つて 其 主を賨 りし 例 は、 之を此 1^ の^の 到る 所に 見る ので ある。 

人に 蒸 切られて 困苦の どん底に 轉 びし 詩人 は H ホバを 仰ぎ n!- て 未だ 救 はれざる に 旣に救 ひ を 感じた 

H ホバ を 讚美せ よ、 彼 は 我が 祈 禱の聲 を聽き 給へ り 

と 彼 は 頭を擡 ぐる や 否や 叫んだ。 

H ホバ は 我 力、 我 盾な り、 

我心 之に 依賴 みたれば 我れ 救拯を 得たり 

と 彼 は 祈； e を 終る や 否や I  一口うた。 彼 は 祈禱に 由り て 祈 it の， 2： に 旣に救 はれた ので ある。 


詩篇 第三 十篇 

疾病に 權り之 を 癒されし 時の 歌で ある。 3： 人 も 疾病に 褪る、 大抵の 人 は 一 生に 一 度 か 一 一度 は 疾病の 
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故に 墓の 間 ぼにまで 速れ 行かれる。 其 時に 死に 直面して 人生の 最も 深き 事 を學ば しめらる。 そして 信 

者に は 信者 相應の 疾病の 實驗が ある。 信者 は 疾病 を 神の 警吿 又は 刑罰と して 感 する。 罪に 目 醒めた る 

彼に 取り 然か あるの が當然 である。 罪の 故に 疾病に 摇り、 罪 を 悔いて 癒さる。 奇跡的に 癒さる とるな 

とは^ 問題で ある。 醫 術に 由って 癒さる.^ も、 神に 癒さる \ 事に 於て は 同一 である。 彼 は 癒されし 如 

何なる 場合に 於ても 詩人と 共に 言 ふので ある 「我が 祌 H ホバ よ、 我れ 汝に呼 はり たれば 汝、 我 を 癒し 

給へ り」 と (第二 節〕。 

美 はしき  一一 一一 口 葉 は 第五 節 である。 

その 怒 は， W 時に して 其惠 みは 生命と 共に 永し 

夜 は よもすがら 泣悲 むと も 朝に は 喜び 歌 はん。 

神の 怒 は 寸時、 恩葸は 永久、 一時の 疾病の 結果と して 生命 は 新たに せられて 永久に 盡 きじとの 事で あ 

る。 後半 節 は 左の 如くに 譯 すべきで ある。 

"憂愁 は 夜 宿る とも、 朝に は 歡喜來 る 

と。 憂愁と 歡 喜と を 一 一人の 客人と して 觀 たる 言 方で ある。 憂愁の 名を帶 びた る 客人 は 疾病 を持參 して 

我 (I に 一夜 を 過せ しと 雖も、 黎明と 共に 彼 は 去りて、 朝に は 彼に 代りて 新 客の 歡喜人 来れり との 意で 

ある。 感情 を 人格化して、 之 を 一 暦 强く感 する ので あろ。 

疾病に 由って 信仰 は 試みら る。 

我れ 安 かりし 時に 謂ら く 永久に 動 さる i 事な しと。 

ェ ホバ よ 汝惠み を もて 我 山 を 堅く 立 させ 給 ひき。 


然れ ど汝、 額 を 隱し給 ひたれば 我れ 怖 惑 ひたり。 

平安の 時に 患難 を 思 はす、 謂 ふ 繁榮は 我 身の 附屬 物な りと。 &んぞ 知らん、 繁榮は 我れ 識ら ざるに 祌， 

我 を 守りて 我 を 堅く 立た せ 給 ひしが 故な りし を。 故に 一 朝、 彼れ 其聖 額を隱 し、 其 恩 惠の手 を 引き 給 

へば、 我 は 患難の 人と 成りて 恥 かしく も灌 れ戰慄 く。 健康 を祌の 恩惠の 賜物と して 知らん が爲に 疾病 

は必耍 である。 「生命 ありての 物 極」 と 云 ふ、 而 して 其 生命 は 神の 賜物で ある。 人 は 神の 恩 惠の屮 に 

浸りながら、 之 を 自然の 權 利と 稱 して、 神の 賜物と して 認めない ので ある。 

死に 到らん とする 疾病 を 癒されて 信者に 起る 感想が 最後の 二 節で ある。 「我れ 我が 榮を もて 汝を讚 

歌 ひて i!l す ことな からん 爲 なり」 と。 疾病に 權り之 を 癒されし は 此れが 爲 である。 今 n までの 沈默に 

代 へ て 我が 全力 を 擧げて 神 を 讚美し、 其 榮光を 世に 知らし めん 爲 である。 


詩篇 第三 十 一 篇 

詩篇 第三 十 一 篇 は祈禱 である。 祈 禱と云 ひて 單に 祈願で ない、 神との 對話 である。 「人が 其 友と 語 

るが 如くに M ホバは 面と 面と 相對 して モ ー セと 語り 給へ り」 と あるが 如くに、 玆に 詩人 は 面と 面と 相 

むつ-ご， -』  " r 

對 して 神と 語つ た の で ある r 出 埃 及 記 三 十三 章 十一 節： -0 神 m なる 密室の 睦 語と 解して 其 意味 は 刺 明るで 

あらう。 信仰と 云へば 公け に發 表せら るべき ものとの み 解す るが 故に、 聖書の 内に 解し 難い 事 を 許 多 
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見る ので ある。 信仰 は 神と 靈 魂との 親密なる 交際で ある * 故に 其 内に 他人の^ ひ 知る 能 はざる 所の も 

のが 多く ある。 ル ー テルの 言に 「我れ 怒る 時に 最も 能く 祈り 得る」 と あるが 如き、 此稷の 消息 を 通す 

る ものである。 信者が 詩篇 第三 十 一 篇 を味讀 せんが 爲に は、 彼が 神との 六义 際に 於いて 密接な らん 事 を 

要す。 此詩は 伊太利の 愛 國者サ ボナ ラの特 愛の 一 篇 であった。 

其發 端の 一 句が 異常で ある。 

H ホバょ 我れ 汝に 倚賴む 

願く は 何れの 日まで も 愧を焦 はしめ 給 ふ 勿れ 

と。 此 場合に 「愧を 負 ふ」 と は 何 を 意味す る 乎。 人の 前に 恥 を 曝ら すの 意 か。 單に其 事ば かりで はな 

い。 M ホバ に倚賴 み、 彼れ 救扬を 施し 給 は ざれば、 信賴を 裏切 一ら れて、 我れ 自身 は 失望し、 人 も 亦 我 

が 信仰 を 嘲け るに 至らん こと、 是れ 信者が 最も 恐る h 愧 である。 神に 我が 信仰 を 裏切らる.^ 事、 信者 

に 取り 斯んな 苦しい 事 はない。 友人に 信賴を 裏切らる k 苦痛 を 歌うた 言で 最も 有名なる 者が ヨブ 記 六 

章 十五 節 以下に 於け る ヨブの 言で ある、 曰く 

我が 兄弟 は 我が^ を充 たさ る溪 川の 如し …… 

テマの 隊商 之 を si み シ バ の 旅客 之 を 慕 ふ 

彼等 之 を^み しに 由り 愧恥を 取り 

彼處に 至りて 其 面 を 銀く す。 

と。 そして 詩人が 此に 特に 願 ひ 求めし 事 は、 ヨブの 友人 等が 彼の 信賴を 裏切りて 彼に 愧恥を 取らし め 

しが 如くに、 神が 詩人の 信賴を 裏切り 給 は ざらん 事であった。 H ホバょ 我れ 汝に 信賴 せり、 願 ふ 何時 


、 つ  ** と 

何時までも 此信賴 を 裏切りて、 我 を 絶大の 失望に 沈まし め、 叉 我 敵の 嘲笑の 的たら しめ 給 ふ 勿れとの 

祈禱 である。 信者の 祈禱 にして 之よりも 切なる もの はない。 此は 我が 幸福の みならす 神 御自身の 御名 

譽に拘 はる 問題で ある。 「私の 祈禱を 取上げ 給 はす、 私に 愧を負 はして、 貴 神 御自身の 聖名を 瀆し給 

ふ 勿れ」 との 言で ある。 人が 神に 對 して 發 せる 言と して 最も 大膽 なる、 而 かも 最も 切實 なる 言で ある- 

祌と 最も 親密なる 關 係に 於て 在る にあら ざれば 發 する 能 はざる 言で ある。 

此詩は 之 を 五段に 分つ ことが 3, い 来る。 第一 段 は 一 節より 四 節までで あって、 詩人が 己が 救出の 爲に 

祈りし 1^ 願で ある。 第二 段の 五節より 八 節まで は 彼の 生涯の 過去に 現 はれし 恩惠 の！： 顧で ある。 第三 

段 は 九 節より 十三 節までで あって、 彼の 目下の 窮狀 の列擧 である。 第 四 段の 十四 節より 十八 節まで が 

エホバ の 正しき 審判の 詩人の 敵の 上に 現 はれん 事 を 祈る 是れ また 祈願の 一一 目 葉で ある。 そして 十九 節以 

下 二十 四 節まで が 最後の 一段 卽ち 第五 段であって、 祈願 は旣に 受納 せられて 讚美と 感謝に 胸 を 踝ら す 

詩人の 心情の 發露 である。 此篇も 亦 第二 十八 篇と 同じく 信仰の 上り 歌であって、 悲哀 は轉 じて 歡 喜に 

化し、 詩人 は ェ ホバ と 語りつ & ありし 間に 彼の 祈願の 業に 旣に聽 かれし こと を 確信せ ざる を 得ざる に 

至った ので ある。 

此篇に 注意すべき 一句が ある、 それ は 第五 節 Q 上半 節で ある、 曰く 

我れ 我が 靈魂を 汝の聖 手に 委ね まつる 

と。 此はィ H スが 肉體に 在りし 間に 發し給 ひし 最後の 一一 一一 口 葉な りと して 記さる。 ルカ 俾 二三 章 四 六 節に 

in  く 

イエ ス大聲 に 呼 はり 曰 ひける は、 「父よ 我が 靈を汝 の 手に あ 託く」 と、 此く言 ひて 氣絡ゅ (舊譯 ) 

詩 82 第三 十一 SI  六 七 


と。 マ タイ 二 七 章に 循 へば、 イエス は ヱリ、 H リ、 ラマ、 サバ クタ 一一と 首 ひて 詩篇 第二  ニ篇發 端の 

首 紫 を 叫び、 後. 裨び r 大聲に 呼 はりて 氣絶 ゆ」 と あれば (第五 十 節)、 其 最後の 大聲が ルカ 傳の 記せる 

第一：； 十一 篇の此 言葉たり しに 相違ない。 「父よ 我が 靈を汝 の 御手に 委ぬ」 と。 死に 臨んで 短い 强ぃ首 

紫で ある。 肉 體の恢 役 今や 望みな し、 然れば 我れ 今 我が 靈魂 を汝に 委ね まつる と 云 ふので ある。 絕 マ」. 

の 如くに 聞え て然ら す、 我が 靈を靈 なる 神に 委ぬ、 斯んな安心な^*はなぃ。 「そ はィ H スを 死より 11 

らし V 者 は その 我等 信者に 宿る 所の 聖 靈を以 つて 我等が 死ぬべき 身 體 を も 生かし"：； g ふべ ければ 也」 と 

あるが 如し (n マ 書 八 章 十一 節〕。 我等 はまた 我等が 愛する 者の 死の」 i£ に 待り て、 彼の 肉體に 永久の^ 離 

を ぐる 時に、 ィヱ スに 由って 引用 せられし 詩篇の 此 首 を はって 其 靈魂を 父の 膝下へ 送る ので ある リ 

第二  二 節 も 亦 心情 有の 儘の 吿，： ：： として 贵く ある。 

いへ  めの. 5 へ 

我れ 驚き あわて \ 謂ら く汝の 目前より 絶れ たりと 

然れど 我れ 叫びし 時汝 我が 祈願の 聲を聽 き 給へ り  ， 

と。 ^^)難 に 遭 ふ て 我等は 狼犯し て 不信 に陷 ゐ る が 常で ぁ る。 然 れ ども 祌は そ れが 故に 我等 を棄 て 給 は 

たい。 我等の 祈 禱に應 へ 給 ふ。 有難い 事で ある。 
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の赦 しと 之に 伴 ふ 祝福 を へたる 歌で ある。 ダビ， デの 作と あれば 第五 十 一 篇 並に サム ュ ル 後書 十 

一 一章と 併せ 請んで 其 意味が 刺 明る" 初めの 三 節が S 非の 赦 しの 福祉 を 讚へ たる 言 紫で ある。 

福 ひなり 其 愆を赦 され 其-乳 を 覆 はれし 者 は 

； i ひなり ェ ホバ に 不義 を 負 はせられ す 

其 心に ぎ-偽な き 者 は。 

第一 節 はパゥ 。に 出て 口 マ 書 ra: 章 七 節に 於て 引用 せらる 上 w 葉で ある。 愆、 罪、 不義 は 罪の 諸方 面 を 

指して 云 ふ。 其 罪を赦 され、 覆 はれ、 負 はせられ すと 云 ふ、 罪 を その 凡ての 形に 於て 完全に 赦 さる. - 

を 云 ふ。 斯る者 はまこと に 福 ひで ある。 其 心に ぎ 偽な きと は 覆ひ隱 くすべき 虚偽な きを 云 ふ 乎、 或は 

英語の guilt と じく 己が 責 むべき 罪な きを 云 ふ 乎、 判然し ない。 何れに しろ 人 は 神に 其 罪 を赦さ 

れ すして、 彼に 眞の幸 幅 はない。 "おの 赦しは 凡ての 幸福の 始めで ある。 そして 神に 在りて は 人の. を 

究 全に 赦す、 卽 ち 完全に 取 除く 途が備 へられて あるので ある。 

第三 節 s: 節 は ダビデが 己が 罪 を 罪と して 認めす して 之 を 包み隠せし 時の 彼の 狀 態 である a 

我れ 默 して，. 吿，： n さ 2- りし 時 は 

終日 悲しみ 叫びた るが 故に 我 骨 古び 衰 へたり 

汝が 御手 は 夜 も 晝も我 上に 在りて 重し。 

うる， 丄ひ  ひでり 

我 身の 潤 澤は變 りて 夏の 旱の 如く なれり。 セラ 

0 を 似み £w し て 其 "S^Ji: は我衷 に 在りて 重き 重荷と し て ひす。 それが 故に 我 骨 は 枯れ、 我 身の 潤澤は 去り 

て K の H 千の 如くに 乾燥す。 まことに 桌實其 ま i である。 Si の惱 みに 勝 さる 惱 みあるな し。 人生の 凡て 
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の 苦 惱は之 を 罪 を- 4 と 認めざる 人の 高ぶりに 歸 せざる を 得す。 

第五， が 告白で ある。 

斯て 我れ 我 を汝の 前に 吿 白し 我 不義 を 覆 は ざり き、 

いひ あら は 

我れ 謂へ らく 我れ 我が 短 を H ホバ に吿 白さん と、 

斯る 時し も汝 我が 罪の 不義 を赦し 給へ り。 セラ 

我れ 我が 罪 を 認め 之 を M ホバ の 前に 吿白 さんと 心 を 決めたり、 而 して 視ょ 我れ 心に 決めて 之 を 口に 吿 

白 さ るに 神 は 我 罪の 不義 を赦し 給へ りと 云 ふ。 放蕩 兒の譬 話に 於て、 兒が 悔改を 決心し、 起ちて 其 

父に 往 くや、 

尙ほ 遠く ありし に 其 父 彼 を 昆て憫 み、 走り 往き其 頸 を 抱きて 接吻し ぬ (ルカ 傳 十五 章 二十 節) 

と あるが 如し。 人が 罪 を 心に 悔 ゆる 其 時に 神の 赦しは 行 はる。 恰 かも 神と 人と 心 を 一 にす るが 如し。 

詩人 は 己が 實 験に 鑑みて 人を敎 へて 言 ふ。 

然れば 神 を 敬 ふ 者 は 汝に遇 ふ 事 を 得べき 間に 汝に 祈るべき なり (第 六 節) 

と。 神は斯 くも 敏速に 罪の 悔改に 由る 人の 祈り を 聽き給 ふが 故に、 彼 を 敬 ふ 者 は 何人も、 彼が 祈り を 

受納れ 給 ふ 間に 彼の 赦 しに 與 るべき なりとの 事で ある。 今日と 云 ふ 今日、 神が 其聖 顏を汝 より 背け 給 

はざる 間に、 彼に 歸來 りて その 赦しを 受けよ との 意で ある (ヒ ブライ 書 三 章 十三 * 十四 節 を 見よ )o 

悔改 にも 時期が ある。 其 期 を 逸すれば 悔改は 其果を 結ばざる べし。 

著る しき は 第 九 節で ある、 神 は a 愎 なる 人を敎 へ て宣 はく 

汝等辦 ^な き 馬の 如く 又驢- おの 如くなる 勿れ、 


彼等 は轡 手綱の 如き 器具 を もて 引止めす ば 近づき 來る ことなし。 

んは自 から 擇 らんで 其 父なる 神に 歸り來 るべき であるに、 大抵の 場合に 於て は 罪 と 其 結果た る 息 難に 

由て 强 ひらる k に 非れば 惡を 去りて 善に 来らす。 彼 は如此 くにして 轡と 手綱と を以 つ て 制御 せらる 、 

馬と 驢馬と に 異ならす。 患難に 强 ひられて 止む を 得す 神に 歸來 る。 人 は 神の 子た らんが 爲に 一 たび は 

放蕩 兒 たるの 必要 はない。 彼はィ H スの 如くに 常に 從 順に 父の 愛子た る 事が 出来る。 罪の 悔改は 神の 

喜び 給 ふ 所た るに 相違な しと 雖も、 愧づ べき 事であって 誇 る ベ き 事で ない。 

然し 乍ら 人 は 何人も 罪人で あれば 悔改と 之に 伴 ふ 罪の 赦しは 彼が 救 ひに 入る 第 一 條件 である。 罪の 

赦 しの 實 驗を經 すして キリストの 福音 は 解らない。 福音 是れ 罪の 赦 しの 福音で ある。 此 詩篇の 如き 幅 

音の 縮寫の 一 である。 多分 サム H ル 後書 十二 章に 記された る ダビデの 實驗を 歌に 表 はした 者で あらう。 

其、 十三 節に 曰く 

ダビデ 預言者に 曰 ふ 我れ H ホバに 罪 を 犯したり と、 ナ タン ダビデに 口 ひける は、 H ホバ も亦汝 

の 罪 を 除き 給へ り、 汝 死なざる べしと。 

註解 者 A  . マクラレン は此 一節 を 評して 曰く、 ：「 是れ 福音 を 一節の に壓拷 せし 者な り」 と。 實に然 

りで ある。 ダビデの 罪の 吿 白と 同時に H ホバの 罪の 赦し の宣吿 があった。 我 も 亦 汝の罪 を 除く と" M 

ホバ は 其義の 故に 人の 罪 を 赦し給 ふと 云 ふは此 事で ある。 人の 罪の 告白に 遭 ふて 神 は 其 赦しを 義務と 

して 行 ひ 給 ふので ある。 の赦 しの 事に 就て は 神 は 義務 を以 つて 御自身 を 縛り 給 ふと 云 ふ。 如何ば か 

りの 愛ぞ。 
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詩篇 第三 十三 篇 

；！^^^しき人に忠ぎ多しと沄ひますが、 それと 同時に 亦義 しき 人に 歡喜 ありであります。 I は義 しき 人 

卽ち祌 と義 しき 關係 に 於 て あるん の 忠難を 知 ら な いやう に、 亦 その 人の 歡喜を 知り ま せん。 そし て 其 

の歡 喜た る 詩人が 分：： つ て 

汝の 我心に 與へ給 ひし 歡甚は 

彼等の 穀物と 酒との 豐 かなる 時に 勝 さり き 

と. -ム ひしが 通りで あり ます ( 詩 第 四篇七 節： )o 

さらば 義人 卽ち 信^ の 歡喜 と は 怎ぅ云 ふ ものである 乎と 云 ふに、 それ は 神 は 實に活 き て 在 ま して 其 

0C0CO00O0O0O00OO00O00OCOCOO 

正義 を^に 行 ひ 給 ふ 事 を實驗 する 時に 感 する 歡 喜であります。 卽ち 信者の 信仰が 事實 となり て 現 はる 

る 事であります リ 其 事が 彼の 唯一 の 歡喜叉 最大の 感謝であります。 其 時 彼の 全身 は 踊り 全靈は 讚美の. 

歌に て充ち 溢れます。 そして 詩篇 第三 十三 篇が斯 かる 場合に 唱 へられた る 讚美の 歌の 一 であります。 

義し き 者よ エホバ に 由り て 喜 ベ 

讚美 は 直き 者に 適 はしき なり 

琴 を もて H ホバ に 感謝せ よ 


ト紋の 琴 を もて M ホバ を 讚め まつれ 

新ら しき 歌 を H ホバ に 向 ひて 歌 ひ 

歡甚 の 聲を 揚げ て 巧みに 琴 を かきならせ。 

歡 喜の 外に 何もな し、 讚美の 外に 爲す 業な しと 云ふ狀 態であります。 そして 信者に 斯 かる 場合が ある 

のであります。 信者と 云へば 唯 正義の 爲に 苦しむ 者との み S 心 ふは大 なる 問 違であります。 勿論 此^ は 

試練の f であり まし て 患難 を絕 つ こと は 出來ま せんが、 然し 試練なる が 故に 之に 堪ゅ る 者に 報 (a; が 必 

.U すけて 

す 作 ふので あります。 そして 天地 萬 物の 造 主が 我が 味方、 我が 救 者、 我が 父と して i^H 莨 を 以て 現 はれ 

給 ふ 時に、 我等 は \ ^の 舞 ひ 足の 踏む 處を 知らす、 唯 感謝と 歡喜 とに 溢れて 躍り 喜ぶ のであります。 そ 

の 最も 著る しき 例 は イス ラ H ルの 民が 紅海 を横斷 して 彼岸に 立ちて M ホバ を 讚美した 時であります。 

車は屮^埃及記第十五^！せに明かでぁります。 詩篇 第三 十三 篇は此 章と 併せ 讀んで 其 意味が 能く 判明り ま 

すり- 

我等の 救 主 は 萬 物の 造 主で ある。 

諸の 天 は M ホバ の 御 一一 一一 〔葉に 由り て 成り 

其 車 (群 星〕 は 其： ：！ の氣 息に 由り て 造られたり 

とあります。 而 かも 單の、 意味の 無い 造化に 非す 

H ホバ は 正義と 公平と を 愛し 給 ふ 

その，. 仁慈 は遍く 全地に 充っ 

とあります。 祌に惠 まれた る^ を以 つて 見れば、 全地 は是れ 正義と 公平と 仁慈との 充 ちて、 その 行 は 
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る > 所であります" 我等が 此世を 唯 S 勝 劣敗の 競爭 場裡 とのみ 見る は、 不信の 故に 我等の 眼が 閉 さる 

るが 故であります。 神の 大 なる 聖 手が 動いて、 天地 は 依然として 其 掌 の 中に 在る ことが 明， 曰になる 

時に、 我等 は眞の 意味に 於ての 樂天 家と 成り、 ず：： 物 悉く 祌の義 と 愛と を 行 ふ爲 の機關 たる を 知る に 至 

るので あります。 信仰の 言葉 を以 つて 此事を 「造化の 神 は 攝理の 神な り」 と 云 ひます。 天然と 云 ひて 

盲目の、 目的な き 造化に 非す、 神の 善き 聖意 を遂 ぐる 爲の御 業で あるとの 事であります。 

注意すべき は 第 十一 ； 節であります。 

M ホバ を 「しが 祌 とする 國は； i ひなり。 

實に其 通りであります。 宗敎 でさ へ あれば 何でも 可い と 云 ふは大 なる 間違であります。 宗敎 にも 善き 

宗 敎と惡 き宗敎 とがあります。 神 佛と稱 へ て必 しも H ホバ の祌を 信す るの 必要なしと 言 ふ 者は廣 いや 

O0OO00O0CO0  000  0OO0CO0OO0OO000  00 

うで 實は 無學 であります。 國は H ホバを 己が 神と して 仰いで 永久に 紫榮 を持鑌 する 事が 出来ます。 ケ 

モシの 神 を 仰ぎし モ アブ、 ダゴ ンの 神を拜 みしべ リシ テ、 其 他 H ホバ ならざる 他の 神を拜 みし バビロ 

ン、 ェ. チプト 、ギリシャ、 口 ー マ は疾に 亡びて、 M ホバを 己が 神と して 之に 事へ し イスラエル は 第二 

十 世紀の 今 n 猶ほ强 大繁榮 の 民であります。 そして イスラ H ル より 此神 を承繼 ぎし 所謂 基督 敎國の 尺 

は、 彼等に 多くの 貴むべき 缺點 あるに 拘 はらす 鬼に も 角に も 世界 優秀の 民ではありません 乎。 世界の 

最大 文明 は 彼等が 產ん だものではありません 乎。 佛敎、 囘敎、 偉大なる 宗敎 なりと 雖も、 H ホ バ崇拜 

より 起り し 基督教に 較べて 比較に 成らぬ ものではありません 乎。 日本 は 西洋文明 丈け あれば M ホバ の 

神 は 要らない のです 乎。 H 本人に ィ ザャ、 エレ ミヤ、 イニス、 。ハウ！ 1 の 神を與 ふるの 必要 はない ので 

す 乎。 M ホバを 己が 神と する 國は福 ひなり、 然り せざる 國は禍 ひなり であります。 何故 土 耳 古 は 其 優 


秀 なる 地位と 國： 性と を以 つて 今日の 衰退 を 招いた のです 乎。 日本人に エホバ の 神 を 紹介す るに 優 さ 

る愛國 的行爲 はない と 思 ひます が 間違です 乎。 

詩人 はまた 軍備の 賴 むべ からざる を 唱 へ て 言うた。 

王者 は 軍人 多き を もて 救 を 得す、 

勇者 は カ大 いなる を もて 助 を 得す。 

馬 は 救 ひに 益な く、 

その 大 いなる 力 は 人 を 助く る ことなし。 

視ょ M ホバ の 冃は彼 を 長れ、 

その 憐偶 をび 1- む 者の 上に あり ( 一 六— 一 八 節) 

と。 馬は當 時の 最優 武器であった。 「益な し」 と は效カ あるが 如くに 見えて 實は 無しとの 意で ある。 

詩篇 第三 十 K 篇 

信者の 歌と して は 平凡の 歌で ある、 併し 不信者の 歌と して は 非凡の 歌で ある、 そ は 信者の 平凡 は不 

信者の 非凡で あるから である。 信者の 日常生活 を 歌 ふ 信仰の 歌と して 見る ことが 出來 る。 

我が 靈魂は エホバ に 由り て 誇らん 

詩篇 第三. fsl 篇  ヒ 五 


へりくだる (謙) 者 は 之 を 聞きて 喜ばん。 

「誇る」 「謙る」、 信者 は 同時に 誇る 者で 又 謙る 者で ある〕 神の 御 みに 就て 誇り、 自己の 賤 しきに 

就て 謙る。 信者が 不信者の 眼に 大 なる H 一一  ダマ (謎) として 映る は是が 故で ある。 自己に 顧みて 何の 

疼し き 所な しと 云 ふので はない、 。ハウ a と 偕に 「善なる もの は 我れ 卽ち我 肉に 居らざる を 知る」 と 一 K 

ふので ある ハ。 マ 嘗七章 十八 節 )0 而 かも 此 人が 誇るべき 多くの 现. E を 持つ ので ある。 斯 かる 無^ 做の 者 

に 神が 聖子 を以 つて 御自身 を顯 はし 給うた。 故に 一一： 一：： ふ 「誇る 者 は 主により て 誇るべし」 と (：コ リント S 

O0O00OOOOOO 

書 一車 一一 二 節 其 他 J>。 謙^ は 信者の^ 名で ある。 

此 苦しむ お叫び たれば エホバ 聽き給 ひて 

そのす ベての 忠 難より 救出し 給へ り。 

他人の^^ではなぃ、 GI 分の 察で ある。 此 苦しむ 自分が 叫び たれば、 K ホバ はすべ ての^；^^難ょり自分を 

救出し 給へ り。 自 己の 赏驗を 述べて 他人 を 慰む る 一一 一 n 葉で ある。 そして 此んな 確かなる 事 はない。 全般 

的 ぼハ 现を述 ぶる ので はない、 自己の 實 驗に甚 ゐて人 を敎へ 導かん とする ので ある。 斯く なして 初めて 

説敎に 能力が あるので ある。 r 此 苦しむ お叫び たれば」 と。 大王 ダビデ は 斯く言 ひて 恥ぢ なかった。 

パ ン ヤン、 ク a ムゥ H ル にも 此 信仰的；？！ a ，かあつた。 今の 神學博 土に 無い、 故に 彼等の 祌 學を以 つて 

人 を も ゆ を も 救 ひ 得ない ので ある。 

N ホバの 使者 は エホバ を 長る、 者の 爛 園に 營を 連ねて 之 を投く r 第 七 節〕。 雨う であらう 乎、 ある ま 

い 乎。 列 王 紀峪下 第 六-;! 3f 十三 節 以下に 於け る 預言者 H リシ ャ の實 見を參 照す ベ し 0 「エホバ 少 おの 吸 

を 15 き 給へば、 彼れ 卽ち 火の 馬と 火の車と 山に 盈ちて エリ シャの に 在る を 見たり」 と ある。 多分 


我等の 場合に 於ても、 神の 使者 は 我等 を 守らん 爲に 各自の 周 圍に營 を 連ぬ るので あらう。 我等 は獨り 

敵と 戰 ふに 非す して、 天の 萬 軍と 共に 敵に 當 るので あらう。 信者が 一 人、 批界を 相手に 戰 ふて 勝つ は 

是が爲 では あるまい 乎。 

此詩は 一 部は實 験で ある、 他の 一 部 は 訓誡 叉は勸 めで ある。 實驗に 因る 勸め である、 勸 めを證 明す 

る爲 の實驗 である。 第 gl 節より 六 節に 至る までが 實驗 である。 「我れ エホバ を 尊ね たれば 彼れ 我に .1^ 

へ 給へ り」 と 云 ひ 「此の 苦しむ 者 叫び たれば エホバ 之 を聽き 給へ り」 と 云 ふ は 詩人の 實驗 である。 そ 

して 彼 は 此實驗 に 基つ ゐて 人を勸 めて 曰 ふ (第 八 節) 

汝等 H ホバ の恩惠 深き を 味 ひ 知れ 

H ホバ に 倚 頼む 者 は； i ひなり。 

我に 傚 ひて M ホバに 倚 頼み 而 して 其恩惠 深き を 味 ひ 知れとの 意で ある。 味 ふは實 験す るで ある。 信仰 

は 知識に 非す して 實驗 である、 味 ひて 而 して 後に 知る ので ある。 故に 云 ふ 「味 ひ 知れ」 と" ぺ テ ぼ 

書 二 幸 三 節に 信者 を稱 して 「味 ひて 主 を恩惠 ある 者と 知る 者」 と 云 ふ。 眞の 信仰 は 常に 此 順序に 循ふ。 

知って 信す るに 非す、 味 ふて 信す るので ある。 而 して 味 ふて 信じて 最後に 知る ので ある。 知識に 出な.？ S 

せる 信仰に 迷 E ノ多 し、 信賴 する に 足らす。 人に 信仰 を勸 むる にも 亦 實驗に 因らねば ならぬ。 我れ 尋ね 

たれば 云々、 此 苦し む 者 叫 び たれば 云々 の 實驗に 因り 人に 主 を 味 ふべき を勸 めて 初めて 傳 道の 效果が 

擧 るの である。 

第 九， 節と 十 節と はまた 深き 實驗の 言で ある。 H ホバ に 倚 頼む 者 は 乏しき ことなしと 云 ふ。 

若き 獅子 は 乏しく して 饑る こと あり 

詩篇 第 11 一十 g! 篇  七 七 


され ど M ホバを 尊 求む る 者は嘉 物に 缺る 事な し。 

若き 獅子 は 勢力 旺盛なる 獰猛の 獅子で ある。 彼 は 森の 王であって、 森に 在りて は 獲ん と 欲して 能 は ざ 

る 者な きが 如し。 然るに 事實 は然ら すして 彼 さへ も饑る こと あり。 然れ ども H ホ バを尋 求む る 者は嘉 

物に 缺る 事な しと 云 ふ。 二者 同じく 此 詩の 作者 ダビ，. テ の實驗 であった、 そして 义 凡ての 信者の 實驗で 

ある。 我等 も亦此 世の 若き 獅子 等の 磯る を 見た， - 兇暴なる 政治家、 惡辣 なる 實業 家の、 或は 位 を褫が 

れ、 或は 產を失 ひて 饑るを 見た、 然れ ども M ホ バを尋 求む る 者の 嘉物 を缺 きし を 見た 事 はない。 勿論 

加. -徒 時には 幾る こと 無き に 非す、 然れ ども 彼が 彼の 嘉 物に 缺 くる 事 はない。 そして 聖徒の 嘉物は エホ 

バ 御自身で ある。 信者 は 何に 缺 けても 神に 缺 くる 事 はない。 そして 祌を 有して 他の 嘉物も 亦 大抵 は與 

へらる。 故に 詩人 は 人生の 實驗 として 述べ 得た ので ある (詩 一一 一十 七篱 二十 五節) 

我れ 昔し 年若く して <fr. 老いたり しも  ， 

義 者の 棄られ 其 裔の食 乞 ひ 歩く を 見し 事な し。 

義人 は娥 死す るに 定 つて ゐる やうに 人 は 云 ふ も、 それ は大 なる 間違で ある。 富者、 山師、 貴 埃が 餓死 

し、 又は 餓死に 瀕する 例 は 許 多 ある も、 義 者が 娥 死せ し 例 は 滅多にない。 例外 は 定則 を證 明す る。 極 

△  △<1<3<J 厶丄ム ム厶厶 <3<:ム<3厶<1<3た<1厶厶<"<<"< ：厶 △<△△ ん A 厶ム厶 <-< 

めて 稀れ なる 義人の 娥死は 却って 詩篇の 此 言の 全體に 眞理 なる を證 明す る ものである。 

第 十二 節 以下 は敎訓 歌で ある。 ダビデ は 己が 人生の 實驗に 因りて 後世 を敎 へんと して ゐる。 「子よ 

來 りて 我に 聽け」 と 云 ふに 由って 判明る。 以下 意味 は 明白で ある。 第 十九 節が 有名で ある。 

義 しき 者 は 患難 多し 

され ど M ホバ は 皆な 其 中より 援 出し 給 ふ。 


平凡なる に似て 驚くべき 言で ある。 義 者に 息 難 多し、 義者 獨特の 患難で ある。 世人に 患難で ない 事 か 

義者卽 ち 神に 義と せられし 者に は 患難で ある。 世人 は 信者の 福祉 を 知らざる やうに 其 忠難を も 知らな 

い、 そして 其 患難 は 甚だ 多く ある。 息 難より 免 かれんと 欲する 者 は 信者た るべ からすで ある。 「然れ 

ども H ホバは 其 中より 援屮 I し 給 ふ」 と 云 ふ。 信者 は此 世の 勇者の 如くに 努力 奮闘、 身の 患難 を征 

服 せんとし ない。 H ホバ に倚賴 みて 彼に 其 中より 援 出さる。 患難 も 亦 之 を 彼に 委ね まつる、 そして 彼 

は を 凡て 其 中より 援 出し 給 ふ。 唯 信じて 見て ゐれ ば宜 いので ある。 如斯 くにして 信者の 敵 は 片端よ 

り 征服され、 其 姿 は 消へ て 了 ふ。 「皆な」 の 一字が 意味深長 である。 一つ 殘ら すで ある。 「最後に 滅 

さる.. -敵は 死なり」 である (コ リント S 書 十五 章 二 六 節 )o 死が 滅 さるれば 息 難 は 全部 取 去らる。 淚は完 

全に 拭 はる。 信仰の 報 賞 は 永生 (限りなき 生命) である。 

第一 一 一 節 も 亦 著る しき 一一 目で ある。 

, 悪 は惡 しき 者 を 殺すべし 

と 云 ふ、 祌は惡 人 を 罰し 給 ふべ しと 云 はない。 神 は 義人 を 救 ひ、 蕃人 を 惠み給 ふと 云 ふが、 彼が 悪人 

を 減し 給 ふと 云 はない。 惡人 を滅す もの は 彼が 行ふ惡 である。 ィ ヱス、 ユダヤ人に 曰 ひける は r 汝等 

は £-§s^s.s,s …… 汝等 若し 我の 彼なる を 信ぜす ば 己の 罪に 死なん」 と。 卽ち祌 に 罰せら る-まで 

もな く 己の 罪に 死なん と (ヨハネ 傳八章 二 四 節)。 是れ 聖書 全體 の敎訓 である。 H ホバが 力 イン を 諭し 給 

へ る 言に 日く 

汝 もし 善 を 行 はすば 罪 門戶に 伏す。 彼れ (罪) 汝を慕 ひ 汝は彼 を 治めん (治めざる ベから す) 

と (創世記 四 章 七 節)。 卽ちカ インの 罪 を 罰する 者 は 神に 非す して、 彼の 犯す 罪なる べしとの 事で あつ 

詩篇 第一 一一 十 H 篇  七 ブ 


た。 卽ち ィ H ス の：：： ひ 給へ る 「汝は 己の^に 死なん」 との 事で あったり バウ 口 はん を 罰する 事. J  J^.^ 

听き を サタンに す」 とほうた (コ リント 前書 五 章 五節し。 神 は 惡人を 罰する に 堪へ給 はない、 ぎ を！ 

£.Ji ちお A。  S 必然の I は 滅亡で ある、 死で ある。 Is 恐ろし さは 玆に 在る。 ^1 

的で あるが 故で ある。 


詩篇 第三 十五 篇 


た の^は 善で ある、 ぼに 根本的 惡 人なる 者 はない、 悪人と 稱 する おは 實は惡 人と して M に 現 はる" 

者であって 其.？： 心に 於て は 善人で ある。 恰 かも 栗の 實の 如し、 外に 刺 あり、 刺の ドに^ 皮 あり；； -雖 も、 

皮の 內 に は 甘き 赏が ある。 f を 見れば 醜し と雖 も、 實は味 ふて n に 甘し。 人 を其內 心に 味 ふて 美から 

ざる 者な し。 まことに 人の 性 は 善で ある、 彼 を， SJ^ 人 扱 ひする は 愛の 道に 非す と。 斯く唱 ふる 人が ある 一 

そして 一 聞して 其 一一 H に 栗の 實の せきが ある やうに 感 する。 

然し；卜ら§^-書は如斯くに敎へなぃ。 架-書 は 明 £： に 根本的： 惡 人の 在る 事を敎 ゆる。 「心 は 凡ての-的よ 

りも^. H る 者に して 甚だ 惡し」 と 云 ふ (M レミ ャ記 十七 章 九 節 }o 世に謂ふ惡人が必すしも惡人でなぃ^ 

も ない、 然れ ども Isi- 人の 在る 事 は確實 である。 そして 眞の惡 人 は眞の 善人が 現 はれて 現 はる。 惡 

を S る は 善 を 知る 丈け 難く ある。 眞の 善人が 現 はる、 まで 虞の 惡人 は隱 れてゐ る。 神が ィヱ ス キリス 


トを以 つ て 世 を 審判き 給 ふと 云 ふは此 事で ある。 キリ ストに 由って 眞の 善人と 共に 眞の惡 人が 顯 はる 

るので ある。 聖書 は始 より 終りまで 此眞理 を 示す。 人類の 歷史は 善惡釗 別の 歷史 である。 善人 アベル 

對惡 人， カイ ンを以 つて 始まりし 歷史は キリス ト對 サタン を以 つて 終った ので ある。 

此事を 心に 置いて 詩篇 第三 十五 篇の 意味が 刹 明る。 兹に 善人 對 悪人の 好き 對 照が ある。 第 十一 節以 

下 十六 節まで がその 最も 明かなる 者で ある。 

心惡 しき 證人 起ちて 我が 知らざる 事 を 詰り 問 ふ 

彼等 は惡 もて 我等に 報い 我 靈魂を 依 仗な き 者と せり。 

あ 二-たへ  ふところ 

然れど 我れ 彼等が 病みし 時に 齒服を け、 食 を 絶ちて 我 靈魂を 苦め たり …… 我が 祈禱は 懷に歸 

れ かし。 

我が 彼に 爲 せる 事 は 我が 友 我が 兄弟に 異ら す、 母の 喪に 在りて 痛哭く が 如く 哀しみ 垂 頭れ たり。 

この も. 

■ 然れど 彼等 は 我が 倒れん とせし 時 喜び 集 ひ， 我が 知ら ざり し 時 匪 類 集 来って 我 を 攻め 我 を 裂き 

たり。 

斯 かる 善人と 斯 かる 惡 人と が實 際に 在る ので ある。 惡の惡 たる 主として 忘恩に 於て 現 はる。 人が 其 恩 

人に 叛 いて 之を攻 むる 時に、 その 心よりの 惡 人なる 事が 判明る。 人の 敵 は 其 家の 者な りであって、 友 

が 化して 敵と 成る 時に 最も 恐ろしい 敵に 成る ので ある。 玆に 根本的 惡人を 見る。 そして 詩人 は 此最惡 

の 敵より 救出 されん 事 を 神に 祈った ので ある。 

詩人の 首 葉に 激烈なる ものが ある。 敵を咒 ふが 如くに as- ゆる 者が ある。 ィ H スが 十字架の 上より 

「父よ 赦し 給へ、 彼等 は 何 を 爲す乎 を 知らざる 也」 と 一一 一一 n ひし 語 氣を此 詩に 於て 見る 事が 出来ない。 然 
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し 乍ら 敵を赦 すの 精神に 缺 けて ゐ るが、 敵 を 憎む の 心 はない。 第一 に自 から 審判かん としない、 -恭 判 

は 之 を エホバ に 委ね まつる。 H ホバ の 彼に 代って 戰ひ給 はん Is?- を 祈る。 

干と 大 盾と を 取りて 我が 援助に 立ち 給 へ 

戟を拔 出して 我に 追 迫る 者の 途を 塞ぎ 給 へ 

我靈 魂に 「我 は汝の 救な り」 と 一一-一 n ひ 給へ (第二、 三 節)。 

此は 弱者が 神の 盾の 背後に 匿れ て强き 敵と 戰 ふの 狀 である。 殊に 「我が 靈 魂に 我 は汝の 救な りと 霄 ひ 

給へ」 と 言 ふに 至って は 詩人の 猛き： 者に 非す して 繊弱き M 人なる 乎の 如き 觀が ある。 

第二に 詩人 は 敵に 勝って 自 から 誇らん とする に 非す、 H ホバ を， 頌 讚ん とする。 彼 は 自己の 爲に 勝利 

を 願 はす、 M ホバ の 爲に之 を 求む。 

我が 靈魂は M ホバ に. E りて び、 その 救 を もて 樂 しまん。 我が 凡の 骨 は 云 はん、 エホバよ；^ は 

苦しむ 者を援 出し 給 ふ、 誰か 汝に 比ぶべき 者 あらんと (第 九、 十 節)。 

我れ 大 なる 集會に 在りて 汝に 感謝し、 多くの 民の 屮 にて 汝をー i 讚 へん (第 十八 節)。 

ク B ムゥ M ル の 凱旋 は 常に 斯 くあった。 彼 は 凱旋 を ばす して 萬 W 歡 呼の 裡に首 を 垂れた との ^ ^じあ 

る。 曰く 「汝等 主を頌 讚へ よ」 と。 縱し敵を愛し5^^とも彼を憎まなぃ、 敵の 敗滅 を 見て 喜ばたい。 

主の 架 名の 投 りし を 歡ぶ。 

人と して 生れて 敵 を 有つ は 北む を 得ない。 最善の人が：^^惡の敵を有った。 唯 如何にして 敵に 對 する 

乎、 それが 問題で ある U そして 聖徒 は 自分で 敵を處 分し ない、 之 を 神に ねまつ る、 そして 神の. t 判 

の 行 はる、 を 見て 彼 を 讚美し まつる。 それ 以上 を 敵に 對 して 爲 さす、 义爲す ことが 35 來 ない。 人 は 神 


の 友と 成って 神の 敵 を 己が 敞 として 有た せらる、 そして 神の 敵は祌 御自身 之を處 分し 給 ふ。 我等 若し 

戰 ふべ くば 神に 代って 戰 ふので ある、 故に 戰に 勝って 勝に 誇らす して 神 を 讚美し まつる ので ある。 は 取 

後の 一 節が それで ある。 

っ\! も 十-  t-r* れ 

我 は 終日 汝の義 を 想 ひ、 我 舌 は 汝の譽 を 語らん。  ， 

我が 怨恨の 晴れん が爲の 勝利で たい、 神の 義が現 はれ その 榮 光の 揚 らんが 爲の 勝であった。 故に 永久 

もと  のこ 

に變ら ざる 美 はしき 默 想の 種と なり、 絶えざる 讚美の 因 となりて^ るので ある。 


詩篇 第三 十六 篇 

玆に また 一一 一一 c 辭は簡 短に して 意味深長なる 一 篇が ある。 一 節より 四 節まで が惡 人の 描寫 である。 責に 

深刻 を 極む。 惡に關する§,^書の記述は餘りに深刻にして其意味を探る難し。 第一 節が 其 一例で ある。 

和譯は 多分 正確なる ものであるまい。 老， デリッチ 先生の 譯を譯 すれば 左の 如し (チ ー 二  —氏の 譯も之 

に似て ゐる) 

惡 人の 心に 惡の靈 示 あり 

その 目の前に 祌を畏 る k の 長れ あるた し 

r 惡の靈 示」 と は 恐ろしい 言で ある。 神の 靈示卽 ち インス ピレ ー ショ ンに對 して 云 ふ。 神に 叛 いて 人 
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は 其 心に 神の 言 を 聞かす し て 惡卽 ち惡魔 の 一； 目 を 聞く ので ある。 そして 惡の 靈 は惡 人の 靈に蟠 いて 言 ふ 

「神 は 在る 第な し」 と。 彼が 無神論 を唱 ふる 前に、 彼 は その 靈 示を惡 魔より 受 くると 云 ふので ある。 

誠に 世に は God-inspired  man と Devil-iuspired  man とが ある。 惡 人が 神と キリス トとを 識る言 

は往々 にして 人の 首に 非す して、 下なる 地獄より 饗く聲 である。 

「惡人 は 惡を嫌 はす」 と 云 ふ。 此 はたし かに 彼の 一 特質で ある。 惡は實 に 嫌 ふべき もの、 斷乎 とし 

て 排斥すべき もの、 假 借すべからざる ものである。 然るに 惡人は 心に 惡を 喜び、 其 醜き 狀を 見て は 時 

に目を背けるis^-ぁりと雖も、 之 を 心より 忌み嫌 はない。 明，： n なる 罪が 社會 より 絕 えない 理由 は 玆に在 

る。 5S を 忌み嫌 ふ 者が 斟 いからで ある。 殊に 罪が 藝術 化さる i 場合に は 之 を歡迎 する 者が 甚だ 多い か 

ら である。 善 は 愛すべし、 惡は 憎むべし。 滿 腔の 憎 惡を以 つて 罪 を 忌み嫌 ふ は 決して 惡事 でない。 嫌 

はざる が大 なる 罪で ある。 

詩人 は 先 づ暗黑 を 描い て而 して 後に 光明に 及ぶ。 そして 暗 を 描く に冥晦 なる 彼 は 光 を 描く に 鮮^で 

ある。 六 節より 九 節に 至る まで 其 意味 は 明白に して 午晝の 太陽 を 仰ぐ が 如し。 

M ホバ ょ汝の 仁慈 は 天に 在り 

汝の 眞實は 雲にまで 及ぶ。 

.惡 人 ゆに 跋扈し、 暗黑 全地 を掩 ふと 雖も、 M ホバは 地の 上に 在まして 其 仁慈 は 天に 充ち、 其 眞實は 雲 

にまで 及ぶ と. -ム ふ。 恰 かも 光明の 宇宙に 漂 ふ 暗黑の 一 點と云 ふが 如し。 故に 惡の跋 愚 を 見て 恐れない 

ので ある。 祌の 仁慈 は 天に 在り、 其 眞實は 雲にまで 及ぶ。 暗き は 人の 世の み、 他 は 光の 無限の 大洋で 

あると 云. 4。 樂 犬 主義 も兹に 至って 其 極に 達した ので ある。 


仁慈 は 神の 心、 M 實は 彼がん に對 して 取り 給ふ途 である。 そして 更らに 言 ふ 

汝の義 しき は 神の 山の 如く 

汝 の 審判 は 巨い なる 淵たり 

と。 義はシ オンの 山の 如くに 堅し、 赛判は 大海の 如くに 深し。 義は 動かす、 審判 は確實 なり、 然れど 

も 其方 法た る や 深く して 探り 難し。 バウ a が 曰へ るが 如し 

嗚呼 神の 智と識 の 富 は 深い 哉、 其 審判 は 測り 難く、 其 踪跡は 索ね 難し (a マ 書 十一 章 一一 一三 節) 

と。 審判の 方法に 人の 探知し 難き ものが ある、 然れ ども 其 行 はる」 は確實 である。 へ ー ゲル 曰く 「世 

界の歷 史は其 審判な り」 と。 充分に 時を與 ふれば 未来の 審判 を 待つ まで もな く、 審判 は 大抵 此 世に 於 

て 行 はる。 唯 其方 法が 人の 豫想 外なる のみで ある。 故に 云 ふ 「其 索 判 は 巨い なる 淵な り」 と、 深淵に 

して 測り 難しと。 

仁 慈 と眞 實と義 と. 港 判 と. に 就いて 述べて 後に 云 ふ 

けもの 

N ホバ ょ汝は 人と 獸とを 護り (保存し) 給 ふ 

と。 ：_« しき 言で ある、 天の 仁慈が 地に 行 はるを 云 ふ。 惡人は 暴威 を 揮 ふ も 神 は 地 を 見 棄て給 はす、 人 

と 獸とを 保護し 給 ふと 云 ふ。 洪水 全地 を掩 ひし 時に、 神が ノアの 一族と 共に 凡ての 生物 を 方舟に 集め 

て 其 生存 を 計り 給 ひしが 如し。 

全篇に 涉る 最も 深く して 美 はしき は 第 九 節で ある。 

生命の 泉 は汝に 在り 

我等 は汝の 光に よりて 光 を 見ん。 
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エホバ は 生命の 泉で ある、 §単 に 其 源で ない。 源た る は 勿論、 ： 火ら に 泉で ある。 生命の 豐 富なる 源で あ 

る。^々 として； g いて 盡 きざる 水で ある。 唯 行いて 汲んで 飲めば；^ を 癒して 尙ほ餘 り ある 生命の 泉で 

ある。 そして 此 は修辭 でない、 ；；^：赏でぁる。 詩人 實驗の 一一 y である、 我等 も亦證 明す る ぼの 出來 る實驗 

の 言で ある。 

神はセ 命で あり 亦 光で ある、 彼 を 離れて 亦 光 もない。 「我等 汝の 光に よりて 光を兒 る」 と 云 ふ U  0 

い 言であって 亦 深い 曾で ある。 眞、 善、 美 を 光と して 兑て、 神の 光に 由ら すして 之 を 本 當に認 むる 事 

は出來 ない。 f に 菩雍は 行 はれない ではない が、 神の 光 を 受けす して 其 善た る を 知る 事は屮 I 來 ない。 

ゲ— テ 曰く 「惡 は淺 し、 何人も 之 を 見る を 得べ し、 然れ ども 善 は 深し、 ^：人 にあら ざれば 之 を 着 出す 

能 はす」 と。 善せ を 見る に 神に 潔め られ たる 眼が 必要で ある。 知識の 光 も 同じで ある。 3具 理は單 に^ 

i 九に 出って^ 屮 I す こと は 屮：： 來 たい。 r 祌を畏 る、 は 知識の 初めな り」 であって、 神の 光に. S りての み 

凡ての 腐理を 見る ことが 出來 る。 ；3 仰と 舉識と は 其 出 所 を 異にしない。 宗敎 改革が 歐洲舉 界に新 期限 

を^した。 名なる G  •  J  .  a 1 マ ネス は 雷うた 「心の 狀態 は腦の 働きに 關係 する 深し」 と U 


詩篇 第三 十七 篇 

1： 十 節より 成る 稍 長篇の 詩で ある。 第三 十 四 篇！ i: 様ァ ル ハべッ 卜 順に.：^ 列 さる。 但し 一 句に して 一 


節 以上に 渉る もの あるが 故に、 一 一十一 一節より 成るべき 一 篇が 闪 十 節に 延長され たので ある。 全篇 之 を 

ra: 段に 分つ ことが 出來 る。 第一 段は義 者の 福祉 を稱 へ、 一節より 九 節に 至る。 第二 段は惡 人の 覆滅 を 

敍し、 十 節より 二十 二 節に 至る。 第三 段は義 者に 關 する 詩人の 觀察を 語りて 二十 三 節より 二十 九 節に 

至る。 第 四 段は惡 人に 關 する 實見を 述べて 三十 節より K 十 節に 至る。 アル ハ ベット 順の 詩篇の 常と し 

て 節と 節との 問に 前後の 聯絡な く 唯 金玉の 文字 を繁ぎ 合せた るの 觀 ありと 雖も、 而 かも 其 間に 一 脈の 

主 3 曰の 貧く ありて、 全篇 を 通じて 一大 敎訓 として 輝く を 見る。 第三 十 ra: 篇 同様、 平凡なる が 如くに 見 

えて、 非凡なる 人生の 觀察を 詩に 編み、 歌に 歌 ひたる 者で ある。 

美 はしき は發 端の 言葉で あ る 。 

惡を爲 す老の 故に 心 をな やめ G 可 立て) 

不義 を 行 ふ 者の 故に 嫉みを 起す 勿れ。 

彼等 はやが て (速に〕 革の 如くに 刈 取られ 

3 ちしに t 

^^菜 の 如く に 打萎 る ベ ければ なり 。 

之 を 普通 の 霄葉 に 書き直して 云 ふなら ば、 惡 人の 成功 を 見て 心 を 苛立つ る 勿れ、 不義の 繁榮を 見て 不 

平 を 起す 勿れ、 そ は 惡人は 遠から すして 草の 如くに 刈 取られ、 靑 草の 如くに 萎む ベければ 也と 云 ふ 事 

になる。 卽ち 時を與 へよ、 審判 は必す 正確に 行 はるべし との 事で ある。 不義 を 憤る に 及ばす、 不義 は 

自滅す べしと 云 ふ。 永久 的眞理 である、 之 を；^ じて 心に 眞の 平安が ある。 

事實 以上の 如しで あれば 

M ホバ に依賴 みて 善 を 行へ 
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園に 止まりて 眞 赏を糧 とせよ。 

不平 を 起して 惡 人に 對 して 反抗 運動 を 起す ことなく、  H ホバに 依頼み、 -港判 を 彼に 委ね まつりて 依然 

として 善 を 行 ふ ベ し。 國を 去る に 及ばす 秩序 の 11 復を 待望み 眞實に 生 きょ。 

汝の途 を H ホバ に 委ねよ 

彼に 依賴 め、 彼れ 之 を 成 遂げ 給 はん。 

M ホバは 生ける 神、 彼 はた 默 して 萬 事 を 成 行に 任 かせ 給 はす、 汝に 代り 汝が爲 さんと 欲する 事 を 成 

遂げ 給 ふべ し。 神 は 自己 を 助く る 者 を 援け給 ふと 云 ふ も眞理 である、 然れ ども 祌は 自己 を 祌に委 ぬる 

^を 救 ひ 給 ふと 云 ふ は 更に 大 なる 眞理 である。 信仰 は 怠慢で ない、 己が 途を 神に t&l ねまつ りて 其 遂行 

を 待望む ことで ある C 之に 不斷の 祈禱が 必要で ある、 警戒 を 怠りて はなら たい。 活ける 神の 宰り給 ふ. 

宇宙人 生で あれば、 その 聖 皆 の必す 成る を 信ぜねば ならぬ。 そして 斯く 信じ 斯く行 ひて、 神が 我等の 

爲 さんと 欲する 事 を 成 遂げ 給 ふ は確實 である。 彼れ 之 を 成 遂げ 給 はん。 信者の 平安 は此  一 一一 iin に 在る。 

信者が 信じて 待望んで 成らぬ 事と て はない ので ある。 

光の 如く 汝の 義を彰 かにして 

午 日の 如く 汝の訟 を 明かに し 給ぶべし (六 節) 

隱れて 現 はれざる 者な し (か 力 傳八章 十七 節 Jo 惡 人の 不義の 故に 汝の義 の 覆 はれて 隱る \ 事 ありと 雖も 

その 朝日の 如くに 彰 かに 成る 時 到るべし。 汝が 提出せ し 訴訟 は縱令 人なる 審判 者に \lt けらる k とも、 

その 正午の 太陽の 如くに 光り輝く 時 来るべし と。 多くの 誤解され たる 人物 は如斯 くにして 正解 せらる 

るに 至った。 唯 時間の問題 である。 充分に 時 を藉 せば 「隠れて 現 はれざる 者な し」 と は絕對 的眞理 


である。 此眞理 に 由り て來 世の 存在まで が證明 せらる \ の である。 

汝 エホバの 前に 口 を 襟み て 待望む ベ し 

己が 途を 歩みて 榮 ゆる 者の 故 を もて 

惡き 謀略 を遂 ぐる 人の 故 を もて 心 を 苛立 つる 勿れ。 

沈默と 待望、 信じて 靜に 神の 聖 3 曰の 行 はる k を 待つ。 惡 人の 繁榮を 見て 心 を 苛立てす。 信者 は 己が 途 

を 神に 委 ぬる 者なる に、 惡者は 己が 途を步 み、 己が 謀略 を 遂げん と 欲する 者で ある。 神に 依頼む 者と 

自己に 信賴 する 者と、 信 不信の 別 は兹に 在り。 

怒 を 止めよ 忿 恚を棄 てよ 

心 を 苛立つ る 勿れ、 是れ惡 に 傾かん (八 節 )o 

不平 憤怒 を 禁ぜよ、 惡を 怒りて 惡に倾 くの 虞れ あり。 怒りて 罪 を 犯さ.、 る は 難し。 出來 得べ くんば 怒 

ら ざる-に 如かす。 そして 神と 其 審判 を 信じて 怒らす して 濟 むので ある。 義憤 は 良心の 鋭敏 を 示す が 故 

に、 之 を 禁止す べきに 非す と雖 も、 然れ ども 憤りて 罪 を 犯す の 危險を 忘れて はならない (エペ ソ書四 

章 一 一六 節參 照)。 

そ は 惡を行 ふ 者 は絡滅 され 

H ホバ を 待望む 者 は 國を嗣 ぐべ ければ 也 (九 節 ：}。 

怒る の 必要な き 理由 は玆に 在る。 惡者は 絶滅され るからで ある、 故に 彼は憐 むべき であって 怒るべき 

でない。 我等 は惡 人が 刑に 處 せらる、 を 見て 淚を 禁じ 得ざる が 常で ある。 故に 未だ 罰せられ すと 雖も、 

刑罰 を受 くる は確實 なれば、 彼 を憐み 彼の 爲に 祈るべき である。 
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詩篇 第一 二十 七 篇は其 第一 一 卜 五節 を W つて 有名で ある。 此 一 節 あるが 故に 全篇が 人類の 注意 を惹 いて 

.i- まない- リ 

我れ 昔し 华若 くして 八/老い た り 

然れど 義^の 棄 てられ  . 

す- 5； かて こ  ある 

或は その 裔の糂 乞 ひ步く を； ：！- しこと なし。 

言 其 物 は 餘りー 者 るし い 者で ない。 其 示 さんと する 事實も 亦嚴密 の 意味に 於 て 悉く 腐现 として 認む る > ) 

と は 出来ない。 然し乍ら§^ま„:のー百として 一 極 特刖の 力が ある" 之 を 讀んで 何人も 注意 を 喚起され ざる 

を 得ない。 EiJ- れ 果して 眞理 なる 乎と 彼 は 己に 問うて 一一 H ふ、 そして 外見の 矛盾の 底に. 水久の 理を發 兄 

せんとす る。 

詩人は^：！！己の寶驗を述べて斯く言-ったのでぁる。 0 分の 永い 坐； i の 問に 義 者が 棄 られ、 其 子孫が 乞 

丐と 成りし を 見し ：5S^ なしと。 そして 共れ が此 詩の 作者 一 人の 實驗 であると なれば 之に 對し 何人も 反對 

を唱 ふる 理由がない。 彼れ 以外の 人 は^の 資験を し、 詩人の 實驗の 全般的 1K; 现 ならざる を 立 誇す る 

と 1 ぶ へば、 それまで ぐあって 彼の 此言を 問題と して 研究す るに 及ばない。 然れ ども 斯 かる 言明 を爲し 

た 者は此 人 一人に 止まらな いので ある。 我等 t= 本人 は 基 将敎に 接する 前に、 之と 同じ やうな 事 を 支 

那 の 聖. < に敎 へられた のであって 架 書 の 此言を 聞 い て 殊更に-斗 新 ら しく 感じな いので ある。 n く  (言 

は 0% 經繁 辭ド 傅に 在り) 

のまに は必 す餘慶 あり 


積 不善 の 家に は必す 餘狭 あ り 

と。 そして 日本人 全體は その M 〈理 なる を 信じて 疑 はない ので ある。 深く 其の 源 を むれば 我が 國の. il;^ 

族 制度なる 者 は 此敎に * ゐす るので ある。 家 は 祖先の 血統 を 引く が 故に 貴い のでない、 之に 積善の 齊 

あるが 故に 永久に 滅びない と 云 ふので ある。 皇室 の 货尊を 唱 ふるに 方り て、 單 に 國家^ 立 上 の 必 要 よ 

りせ すして、 此 全般的 眞理の 立場より して 之 を 論す るたら ば、 一層 深く 阈 民の 心に 訴へ、 世界の 嘆稱 

を惹 くで あらう。 所謂 名家の 繁榮は 此道德 的 理由に R るので ある。 約 千年間の 源 家の 繁榮 は賴 光、 顿 

義、 義{豕 等の 镜 みし 善行の 結 と a て 間違ない と 思 ふ。 此點に 於て 東洋 歷史は 西洋 歷史に 優る。 後者 

は 優勝劣敗の 歷史 たるに、 前者 は 善勝惡 敗の それで ある。 善行の 永 _1 的效 ra^ に 就て は、 書の 說く所 

は 11 敎に 一致して、 西洋 歷史 (菜の 唱 ふる 所に 反對 する。 

然し 卞ら 詩人の 一一 H は 文字通りに 事實 なる 乎。 義 者が 神に 棄 てられし が 如くに 見 ゆる 場合な き 乎。 ィ 

H ス 御自身 すら 「我 神我祌 何故に 我 を 棄て給 ひし 乎」 と 叫び 給うた でない 乎。 ル ー テルの 妻 は 彼の 死 

後、 糧乞 ひたりと 云 はれ、 所謂 名家の 裔 にて 路頭に 彷植ふ 者 ある を 度々 報ぜら る、 に 非す や。 之に 尉 

して 私 は 左の 如くに 答 ふ。 

第一。 詩人の 實， おは 全般的 眞理 である、 時に 例外 ある は 此眞理 の 全般的 價條を 壞っ能 はす。 

第二。 裔は眾 に 肉 身 的 血統 をのみ 云 ふに 非す、 道 德的俾 統をも 含む。 子 を 生んで 之 を敎へ ざれば、 

彼 は 我が 子たら ざるに 至る。 子 も 亦 父母の 善行 を嗣 いで まことに 其 子た るに 至る。 バウ が 曰へ る 

如く 「イスラ H ル より 出た る 者 は 悉く イスラ H ルに 非す、 卽ち 肉に 由り て 子た る 者 是等は 神の 子た 

るに 非す」 と c。 マ 甞九章 六- 八 節：)。 子た るに 肉的 關係 以上に 靈的關 係が 必要で ある。 
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第三。 義 者と は 單に 義人で ない、 神に 義 とせられ たる 者卽ち 信者で ある、 バウ 口が n へる 「約束に 

* りて 子た る 者」 である。 選ばれた る 者、 恩惠の 子供で ある。 そして 斯 かる 者 は 楽ら れす、 其裔は 

永久に 榮ふ べしと 云 ふので ある。 天然の 法則が 然 らしむべし、 義の 必然の 結果と して 雨 か あるべし 

と 云 ふに 非す、 神の 御 約束に. E り、 恩 窓に 因り 雨 か あるべし と 云 ふので ある。 故に 事 は 信仰に 屬す 

る こ とで あって、 理論 を以 つ て 定め 得ら る ベ き ことで ない。 詩人 は 信仰の 實驗と し て 此事を 知 つ た 

ので ある。 

私も亦 殆んど 七十 年の 生涯 を 送り、 詩人 同様に 「昔し 年若く して 八 r- 老いたり」 と雖 も、 未だ 曾って 

此 不信 國に 在り 大瞻に 勇敢に 信仰 を 維持した 者の 神に 棄られ 其 子の 糧乞ひ 歩く を 見た 事 はない。 私 は 

富豪の 家が 倒れ、 其 子孫の 乞丐 以下の 悲境に 陷 りし 場合 をい くつ も 見せられた。 然し キリストの 聖名 

を 恥と せす して 之 を 人の 前に 言 表 はせ し 者の 饑に惱 む を 見た こと はない。 そして 是れ 神の 御 約束と 之 

に 伴 ふ 恩惠に 由る ので ある。 私 はまた 背敎 者の 多くの 憐 むべき 終焉 を た。 大 天才 を 懷 きながら 恥 か 

しき 死を遂 ぐる を 見た。 其 妻子が 社會の 憐愍に 訟 へて g| かに 生活 を 營むを 見た。 キリストの 御 父なる 

の 神 を 信す る は 善き 事で あり、 信ぜざる は惡 しき 事で あり、 一 度 信じて 再び 背く 事 は 最も 惡 しき、 

歎 か はしき、 悼まし き、 悲しき 事で ある。 

第一 一 十六 節 は 二十 五節の 布衍で ある。 

義者は 終日 (終生) 惠 みて 貸 與ふ。 其裔は 福な り。 

と〕 終生 神に 惠まれ て 人を惠 み、 神より 一 父け て、 人に 借る ことなくして 貨與 ふ。 その子 孫 は 世に 神の 

福祉 を頒っ の 器た らんと。 


鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 

詩篇 第 四 拾 二、 四 拾三篇 

Is 解に 非ず 譚解 なり、 成るべく 丈け 註解 を 加へ ずして S 書 其 儘 眞意 を讀者 に 解せ しめんと する にあり. 註解 

の 如 く，, 1^ し か ら ず- 而 かも 其勞 たる や 註解 C それに 劣らず. 若し 幾分た" と も 聖書 敬讀 の 快 を 5? "す を 得ば 幸甚- 

第 一 段 

第 十二 篇 . 

1 、 ァ 、神よ、 磨の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く  , 

我が 靈魂は 爾を慕 ひ 喘ぐな り 

V つ  r はろ. 5- み 

二、 我が 靈魂 は渴 ける 如くに 神 を 慕 ふ、 活神を ぞ慕ふ 

何れの 時に か 我れ 行きて 神の 聖 前にい でん 

ひ .vs もす  いづく  ： 

三、 彼等が 終日 我に 向 ひて 雨の 神 は 安に あり やと 罵る 時に 

ひ， 0ょる  かて 

我が 淚は晝 夜 魔ぎ て 我が 糧 なりき 

vr  r. じひの ひ  お ほ CG ひと 

四、 我れ 昔し 群 をな して 祭日 を まもる 衆人と 偕に 行き 
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歡 喜と 讚美 の^を 揚げて 彼等 を 神の 〔ゑに 伴へ り、 

八/ 是 等の を 追想して 我が 衷ょ， i 靈を 注ぎ 屮 Z すなり。 

五、 ァ 、 我が 靈 魂よ、 爾胡ぞ 頃 低る V や 

おも ひみつ 

胡ぞ 我が 表に 思 亂る」 や 

爾神を 待^め、 我に 聖顏の 扶助 ありて 

我尙ほ 我が 神 を讚稱 ふべ ければ なり。 

第二 段 

た i しひ  ->  ヒ . -- 

六、 ァ、 我が 神よ、 我が 靈魂は 我が 衷に頂 低る 

然れば 我れ ヨルダンの 地より、 ヘル モンより、 

ミザル の 地より 爾を想 ひ出づ 

お ほ "た？ ひ ？  ふち 人く よびこ ii 

七、 爾の大 湊の響 昔に 因りて 淵々 呼應へ 

雨の 波、 雨の 洪波 悉く 我が 上 を 超へ 行けり 

八、 然かは あれ ど賽は M ホバ その 憐憫 を 施し 給 ひき 

夜 は そ の 歌 我と 偕 にあり き 

此歌は 我が 生命の 神に 捧 ぐる 祈な りき 

九、 故に 我れ 我が^なる 神に 言 はん 胡 ぞ我を 忘れ 給 ひしゃ 

胡 ぞ我は 仇の 暴虐に 依りて 泣き 悲しむ やと。 

十、 我が 竹 も碎 くる 斗り に 我が 敵 は 我 を 罵れり 


九 
四 


ひ； MM*  いづ-、 

彼等 は 終日 我に 向 ひて 一一 _ー "へり 汝の祌 は 安に あり やと 

十一、 ァ、 我が 靈 魂よ 爾胡ぞ 頂 低る や 

おも ひみ •  たる 

胡ぞ 我が 衷に思 亂るゃ 

爾、 神 を 待望め、 そ は 我 は 我が 額の 扶助なる 

J ぶ わ P  、 

我が 神を尙 ほ讚稱 ふ ベ ければ なり。 

第 一：； 段 

第 四十 三篇 

なさけ  - つつ. U へ あ！？： つら 

一、 神よ 願く は 我 を 鞫き情 を 知らぬ 民に 對 ひて 我が 訟を 論 ひ 

詭詐 多き 邪惡 なる 人より 我 を 救ひ屮 I し 給 へ 

二、 爾は 我が 力の 神な り、 何 ぞ我を 棄て給 ひしゃ 

,  も；： しひ. U ひ 

何 ぞ我は 敵の 暴虐に よりて 泣き 悲しむ や 

三、 願く は 雨の 光と 爾の眞 理とを 放ち 我 を 導き 

みやま  おす A にり 

爾の聖 山と 爾の 帷幄と に 行かし め 給へ 

叫、 然 らば 我れ 神の 祭壇に 行き 

叉 我が 歡 喜の 極なる 神に 行かん  ， 

ァ 、神よ、 我が 神よ、 我れ 琴 を もて 爾を 讚た、 へん。 

五、 ァ 、 我が 靈 魂よ 爾胡ぞ 頭 低る や 

何ぞ 我が 攻に 思亂る k や 

鹿の 溪 水み-慕 ひ 喘ぐ-か， 如く 
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爾、 神 を 待ち望め、 そ は 我 は 我が 面の 救 極なる 

我が 神 を 讚め た、 ふべ ければ なり。 

略 0 

神 の 聖 り 逐 は れ 、 其聖 き會合 に 參す. る 能 はす、 獨り 不信者 の 中に 在りて 共 嘲弄 罵 詈 に 身 を 窘め ら 

れ、 遙 かに ジ オンの 彼方 を 望んで 懐 奮の 情 を 述べし 歌な り。 〇 (四十 ニ篇の 一 ) 靈魂は 女性な り、 故 

に 之 を 磨 liMn ふ。 〇 ( 三) 「淚 を糧 とす」 悲痛の 極な り C 〇 「靈を 注ぎ 出す」 抑へ 切れす して 感 

情 を 外に 表 はすの 意。 〇 (六) 「ヨルダンの 地  ヘル モン  、ザ ル」 パレスチナの 東北 隅 

なる ョ， - ダン 水源 近き 地の 名稱 なり、 此 詩の 作者 は聖 殿の 所在地より 逐 はれて 此處に 在りし が 如 

〇 (七) 衷心の 艱苦 を 附近の 大 溪に譬 へて 云 ふ、 布鼯 然として 淵々 を壓 する が 如く 忠 難の 洪波は 我 

が 靈を壓 すとの 意。 〇 第一 段より 第三 段に 至る まで 信仰の 進歩 あり 始めは 苦痛 を訴 ふること 多くして 

終り は歡 喜と 讚美と を 以て 充ち 溢る、 祌を 信す る 者の 艱難に 遭遇す る 時の 實験 を寫し 得て 餘す 所な し。 


詩篇 第 四十 五篇 


王の 結婚 を 歌うた る 歌で ある。 作者 は歡 喜に 溢れて 此歌を 作った。 「我心 は 美 はしき 事に て 溢る、 

や  もの か  はなむこ はなよめ  る； が 

我 舌 は 速け く寫 字く 人の 筆な り」 と 云 ふ。 玆に 理想の 新郎と 新婦と が畫 かれる。 新郎 は 柔和なる 人、 

同時に 又 fSI? ましき 更ら に又義 しき 人な りと 云 ふ。 義 にして 而 して 勇、 而 して 仁な りと 云 ふ。 「II？ は擾 

くして 力 持」 それに 「汝 は義を 愛み て惡を 憎む」 と ありて 正義 を 愛する の 心 を 加へ たる 者な りと 云 ふ。 

誠に 理想の 新郞 である。 ゲ ー テ の 名作 『ヘルマン. ゥ ント. ド 。テア』 に 於て 彼が 畫 きし 新郎 へ ル マ 

ンは 如此き 新郎であった。 

^想の 新郎に 對し 理想の 新婦が あった。 彼女 は 勿論 美く あった、 同時に 又從 順であった。 

•7 る ぷ し ？ 

さらば 王 は汝の 美麗 を 慕 はん 

王 は汝の 主な り 之 を 伏拜め 

と ある。 新婦 は 新郞を 主として 仰ぎ 之に 服從 すべし との 事で ある。 「妻なる 者よ 汝等其 夫に 服 ふべ し」 

と バウ！ -が敎 へし 其 事で ある。 殊に 注意すべき は 新婦の 其 里方 卽ち 生みの 父と 母と に對 する 態度で あ 

る 0 

女よ 聽け目 を 注げ、 汝の .flir を倾 けよ 

汝 の！^ と汝が 父の 家と を 忘れよ 

0COOOO00  00  000  0  0  0  0らの0  0OOO 

と 云 ふので ある。 女 は 其 生みの 父の 家 を 忘れ て 夫の 家の 屬 となる べしとの 事で ある。 此は 純然たる 東 

洋 思想であって、 西洋人 殊に 米國 人の 到底 承認す る 能 はざる 敎 である。 而 かも 聖書の 敎 たる を 如何せ 

ん。 西洋人 殊に 米 國人は 创世記 一 一章 一 一 ral 節 を 引き 「人 は 其 父母 を 離れて 其 妻に 八！ 3 ひ (縫り 〕 二人 ー體 

となるべし」 と唱 へ、 其 通りに 實行 する。 然し 聖書 は 公平で ある、 聖書 は 女に も 亦 「汝の 民と 汝が父 
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の 家 を 忘れよ」 と敎 ふ。 聖書 は 女 本位の 米國 人に も 適し、 亦 本- 仅の日 木 人に も 合 ふ。 聖， 書 は 米圃人 

のみの 書で はない、 亦 日本人の 書で ある。 そして 聖書 は 全體に 西洋 的なる よりも 東洋 的で ある。 男に 

其 父母 を 離れて 其 妻に 合 ふべ しと 云 ふよりも 女に r 汝の 民と 汝の 父の 家と を 忘れて 其 夫に 屬し 之に 服 

從 すべし」 と敎 ふ。 是れ 決して 男尊女卑に あらざる は §4 書 全體の 精神に 照らして 見て 明かで ある。 

結婚の 事 家庭の 事に 就て 日本人 は 西洋人 殊に 米圃 人に 傲 ふ 必要 は 少しも 無い。 日本人 も 亦 §t 書に 依 

りて 其 家庭 制度 を 維持す る 事が 屮 H 來る。 某 1^ 的.： へや M の 模範 を 米 画人に 求む る 必要 は 少しもない。 n 本 

人 は 其從來 の 家庭に キリストの 臨在 を 祈 求めて 直に 之 を 日本人 特有の 基督 的 家庭と なす 事が 出來 る 。 

00OO0O00OC000  CO0CO0OOO0000 

詩 iGi 第 四十 五篇は 殊に e: 本人の 結婚 歌と 見て 殊に 貴く ある。  . 
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此詩 3： 人の 作なる や 知る 能 はす、 或は エルサレム 械 外より アツ シリャ 軍の 退陣の 後、 豫 一一 一一 n 者 ィザャ 

の 指^に 依て 作られし ものなる べしと 云 ふ^あり、 或は 然 らん (列 王紀略 F 十八、 十九 章參考 然 

れ ども 其 何人の 作た るに 係 はらす、 神 を 信す る 者の 堅城 鐵 壁の 何たる 耶を歌 ひし 者と して 聖詩中 特に 

人目 を惹 くもの なり、 有名なる ル ー テルの 讚美歌に して 『宗敎 革命 時代の 軍歌』 と稱 へらる \  Eine 

feste  Burj?  ist imser  Gott  (堅き 城 は 我等の 神な り) は此詩 を義譯 せし ものな り、 其 中に 勇氣 凛々 


として 動かすべからざる もの あれば、 叉淸 流の 芳味 獨り靜 かに 感謝して 掬すべき もの あり、 過去 三千 

いつ- .-  .U すけ 4rcQ お」 

年の 長き 間、 神 を 信す る 者の 恐怖 を靜 め、 敵軍 蝗の 如くに 起て 彼 を 園み し 時に 彼に 神の 扶助 を俟？ ま 

しめし 此聖， 詩 を 吾等 今日の 日本人 も 亦 深く 味 はすして 止む 可 けんや。 

篇中 「神の 都」 は 往時の 聖都 エルサレム、 今の 『神の 敎會』 なり、 是を濕 す 河は盡 きざる 聖靈の 流 

れ なり。 

一 、 神 は 我 儕の 堅城、 また 力なり、 

艱難め る 時の いと 近き 扶助な り、 

一 一、 然れば 我 儕 は權れ じ、 縱令 地は變 り、 

i ひ r  5 つ 

山 は 海の 中央 4 移さる とも、 

三、 縦し 其 水 は 鳴 轟きて 騷ぎ、 

其 溢る、 がた めに 山 は 動ぐ とも、 

萬 軍の M ホバ は.. 乾 倚と 偕な り、 

ャ コブの 神 は 我 儕の 城な り。 

gr 河 あり、 其 支流 は祌の &を歡 ばし む、 

至上 者の 住み 給 ふ 聖所を 喜ばしむ、 

五、 神、 其 中に 在し 給 ふが 故に 都 は 動か じ、 

神 は 彼 所を扶 けん、 速に 彼 所を扶 けん、 
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ャ コ ゾ の 神 は 我 倚の 高橹 なり。 

八、 來 りて エホバ の ^slir 跡 を：^ よ、 

エホバ は 多くの 骸 くべき こと を 地に 爲し 給へ り、 

九- H ホバは 地の 極まで も 戰鬪を 暖めし め 給 ふ、 

r.r> を 折り、 戈を斷 ち、 火に 戰車を 1^ き 給 ふ、 

十、 彼 は 言 ひ 給 ふ 『靜 かにして 我が 神た る を 知れよ、 

我 は 全地に 萬圃の 民の 中に-おめら るべ し』 と。 

十一、 萬 軍の H ホバは 我 儕と 偕な り、 

ャ コ ブ の 神 は 我 倚の 高槽 なり。 

^ 解 

〇 我 倚に も城壘 あり、 我 倚に も 要塞 あり、 然れ ども 是れ 山に 據り、 石 を 以て 築かれし ものに 非ら す、 

我濟の 城塞 は 活ける 眞の 神な り、 彼 は 天地の 造 主にして 我 倚の 父な り、 我 倚 は 彼の 中に 難 を 避く る を 

得、 彼に 據て總 ての 敵 を 防ぐ を 得るな り (1)。 

〇 我 倚の 城楚は 軍人が 依て 以て 賴る それと は 異なり、 難め る 時の 最と 近き 助な リ、 我 儕 は 之に 人らん 

と 欲して 海 を 渡り、 大陸 を橫 ぎる を.：！^ ゐす、 彼 は 我 倚の 最と 近き 助け たれば * 我 儕 は 八/、 直に 彼の 屮 


に隱る k を 得るな り、 彼 は 我 倚の 周 園に 在り、 亦、 我 倚の 裏に 在し 給 ふ、 我、 彼 を龥び 奉れば 彼 は 直 

に 我に 答へ 給 ふ (1)。 

〇 故に 我 儕 は懼れ ざるな り、 縱令、 地は變 りて 淵と たり、 山 は 海の 中央に 移さる こと あると も、 縱令 

海の 水 は 鳴り 轟き、 且つ 泡立ちて (騷 ぐの 原意) 其 岸に 溢れて、 山 は 其れが ために 動く こと あると も。 

然り、 我 倚 は懼れ す、 縱令國 民 は 起り、 或 ひ は 亡び、 擾亂絕 ゆる ことたく して、 世界 は 沸騰す ると も。 

亂世何 か あらん、 欧壞何 か あらん、 我に は 全地が 崩る とも 崩れざる の 城砦 ある あり、 嗚呼、 我れ 何 を 

か懼 れん (2、  3」。 

〇 萬 軍 我に 逼り來 る も 我 は懼れ じ、 そ は 萬 軍 を 支配す るの 神 は 我と 偕に 在せば なり、 「彼れ 一 たび 命 

じて 波に 聲 なし、 彼れ 三た び 令して 萬 軍 清 ゆ」、 勝敗 は 將官の 作 戰計畫 の 巧拙に 由ら す、 普國 大帝 フ 

レ. チレ ツキ 曰く 「大 戰爭は 常に 雲上の 彼方に 於て 決せら る」 と、 神に 賴 りての み 永久の 勝利 は あるた 

〇 萬 軍の エホバ は ヤコ ブの 神な リ、 卽ち 宇內を 統御し 給 ふ 神 は 亦 契約の 神な り、 山 を 平らげ、 海 を 干 

し 給 ふ 祌はィ H ス キリストに 在て 我 倚の 靈魂を 救 ひ 給ふ祌 なり、 我 倚の 高橹 として 依 賴む者 は 裁判の 

神に して、 亦 赦免の 神な り、 偉大に して 且つ 優しき 神たり。 

〇 世 は 大海の 亂す 所と なり、 其 山 は 動き、 其 陸 は 崩れん とす、 然れ ども、 我 倚に は 河 ありて、 我 倚の 

中に 流れ、 我 倚の 渴を 癒し、 我 儕に 生命 を 供す、 河 は 至上 者の 所より 出づ る聖靈 なり、 神の 住み 給 ふ 

聖徒の 心 を 喜ばしむ、 其 支流 は 信徒 各自の 心 を 潤す、 同じく  I つの 聖靈 なれ ども 彼れ 其 心の ま- "に 各 

人に 頒け與 ふるな リ cys 前 十二 0 十 一)、 世 は 洪水の 掩ふ 所と なりて 返て 渴を感 する 時に、 我 倚 は靜か 
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に 神の 命に 聽 いて 淸 水の 滋す 所と なる (4」。 

〇 此 生命の 水の 絶えざる あり、 神の 城砦 は 如何で か陷 落ん、 祌、 時には 我 倚 を 敵の 重 園の 中に 置き 給 

ふこと ありと も、 彼 は 其 時に 至れば 我 倚 を 助け 給 はん、 我 倚が 意 はざる 時に.；；，^ に 我 を 援け給 はん (朝 

つとにとの 意義 は 蓋し 是れ なるべし〕 ？)。 

〇 諸の 民は騷 ぎた ち、 ^!5の國は動きたり、 總 ての 國民は 武装せ り、 供界 的大戰 の 起らん とする 徴候 

あり、 然れ ども、 我 倚 何 をか懼 れん、 神、 其 一 聲を發 し 給へば 全地 はやが て 鎔けん のみ (6)。 

〇 故に 我 倚 は. 冉び 歌て 言 ふ、 萬 軍の M ホバは 我 倚と 偕な り、 ヤコ ブの祌 は 我 倚の 高检 なりと、 卽ち勢 

力の 祌は亦 恩惠の 神な りと (7)。 

〇 來 りて M ホパの 事跡 (奇跡) を 見よ、 彼 は 多くの 駭 くべき こと を爲し 給へ り、 彼 は；^ 者 をして 強者 

を 挫かし め 給へ り、 小兒 をして 獅子と 熊と を 導かし め 給へ り、 劍を用 ひすして 强敵 を仆し 給へ り、 卽 

ち 人の 思 ひ 及ばざる 大 なる 奇壞を 成し 給へ り、 何 ぞ 兵数 を 以て 國の强 を 計る や、 何ぞ 政略 を 以. て 民 

の 板 興 を » する や、 M ホバ は嬰兒 をべ ッレ ヘムの 僻邑に 下して 全世界 を 改造し つ k あり 給 ふに あらす 

や、 鳴 呼 盲者よ、 策峪 家よ、 來て汝 等の 服 を 開いて M ホパの 爲し給 ひし 事跡 を 見よ (00)0 

〇 エホバ は 地の 極まで も 戰鬪を 魔め しめ 給 ふ、 彼 は絕對 的に 非戰 主義 を實 行し 給 ふべ し、 彼は舊 時の 

武具な りし 弓 を 折り、 戈 を 絶ち、 火に て戰車 を！^ き 給 ひしが 如くに 今 亦、 ！ を 折り、 刽を筢 ち、 砲車 

を IS き 盡し給 ふべ し、 而 して ィ H ス キリストの 父なる 神 は劍を 以て は 劍を絕 ち 絵 はざる べき も、 1、 一 か 

も 諸 尺 諸 王 埃の 心の中に 彼の 靈を 下し、 戰爭の 罪と 愚と を 知らし め、 彼等 をして 終に 彼等の 狂 S に 

恥ぢ て、 武器 を排棄 して、 平， 和の 神に 事 ふるに 至らし め 給 ふべ し、 人 は 平和 會議 幾囘を m ぬると も 兵 


を廢 むる こと 能 はざる べし、 然れ ども 神が ：巩 び キリストに 在て 榮 光の 主として 斯 I に顯 はれ 給 ふ 時に、 

彼 は 地の 極まで も戰 鬪を廢 めしめ 給ぶべし 

〇 聲を 潜め、 靜 かに H ホバの 神た る を 知れよ、 神と して 金銀 を拜 する 勿れ、 力と して 武に賴 む 勿れ、 

武は 平和 を來 たさす、 金銀 を 愛する は總 ての 罪 惡の始 なり、 H ホバの 神の み眞の 神た るな り、 彼のみ 

は 終に 世の 帝王が 擧て爲 さんと 欲して 爲し能 はざる 戰爭全 廢を實 行し 給 ふべ し、 我 倚 は 其 時に 彼の 賁 

に 神なる を 知らん、 其 時に H ホバの 名 は 全地に 萬國 のおの 屮 にせ- - めら るべ し、 我 儕 は 今、 平和 を唱へ 

て、 其 喜ばしき 時の 至る を 待たん、 主 は 必す我 倚の 中に 臨み 給 ふべ し、 我 儕 は 其 時に 戰爭 を贊 せし 者 

として、 彼の 怒に 觸れ ざらん こと を努 むべ し 

〇 我 儕 は 三た び 重ねて 一 W はん、 萬 軍の エホバ は 我 倚と 偕 なれば、 我 倚の 最後の 勝利 は 確かな り、 ヤコ 

ブの神 は 我 倚の 高榜 なれば、 天下 何者 も 我 儕の 事業 を 害し、 之 を 失敗に 終らし むる 者な しと (；： 0。 

〇 荒れよ、 世の 嵐、 荒れて 汝の 猛威 を逞 くせよ、 汝が 敗壞を 了へ し 後に、 主の 十字架 は 世の 唯一 の 勢 

力と して 存 らん、 而 して、 其 時に H ホバの 榮光は 水の 大洋 を 蓋 ふが 如くに 全地 を ひ、 其 平和 は 地の 

m 方に 及ばん、 其 時 

エホバ は 諸の 國の間 を 戦き、 多くの 民 を 貴め 給 はん、 斯くて 彼等 は其劍 をう ちかへ て 鋤と なし、 

其 鈴 をう ちかへ て 鎌と なし、 國は 國に對 ひて 劍を 揚げす、 戰鬪 のこと を W び學 ばざる べし (以赛 

亞書ニ 章 四 節) Q 
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豐稔の 歌 

詩篇 第 六十 五篇 

ぞヅき 

汝は地 を 見舞 ひて 之に 灌漑ぎ 給 ふ、 

汝は大 に 之 を 富まし 給 ふ、 

祌の川 は 水に て滿 つ、  . 

汝、 斯く 地を備 へて 彼等に 穀物 を 與へ給 ふ。 

神 は、 地 を 造りて、 之 を 謂 ゆる： 大然の 法則に 放任し 給 はす、 歲每に 之 を 見舞 ひて 之に 灌蔽ぎ 之 を 富 


まし 給 ふ、 豐熟は 直接に 神の 賓賜 なり、 金波の 田園に 揚るは 神が 耕 耘に擠 はり 給 ひしが 故な り。 〇 

うがち ^  .^t 

「神の 川」 は 天より 降る 雨な り、 人の 穿し 溝の 如くに 水に 缺乏 する ことなし、 驟雨 沛然と して 降り、 

乾枯 爲 めに 蘇生す、 神は斯 くの 如くに して 地 を 備へ給 ひて、 人と 畜 とに 食物 を 與へ給 ふ。 

舞 IT  i 

汝、 蟹： かに 缺を 潤し、 ：g を 平らかに し、 

汝、 白雨 を 以て 之を軟 かにし、 其 萌芽 を 祝し 給 ふ。 


單に雨 を 降して 全地 を 潤し 給 ふに 止まらす、 自 から 田 畝に 臨み 給 ひて 其 耕耘を 助け 給 ふ、 水 を 畦 溝 

に 注ぎ、 畝の 隆起 をぎ り、 更に 白雨 を 降して 之を軟 かにし、 農夫 をして 其 上に 種し めて、 植生の 萌芽 

を 助け 給 ふ、 「我 父 は 農夫な り」 とィ H ス は 言 ひ 給 へ り C 約翰傳 十五 一 )、 神 は 露に 忠實 なる 農夫な 

り、 彼 は 植生の 細事にまで i はり 給 ふ、 彼 は 種子 を 護り、 之 を 暖め、 之 を 潤し、 其 萌芽 を 見て 歡んで 

之 を 祝し 給 ふ、 彼 を 萬 軍の 主と 呼び まつりて 宇宙の 主宰との み 見做し まつる は 否な り、 彼 は 空の 鳥 を 

護り 給 ひて、 其 一羽たり とも 彼の 許可な くして 地に 隕る ことなし (馬 太 十の 廿 九)、 彼 は 叉 野の 百合 花 

を 愛し、 之 を 飾る にソ& モンの 榮 華の 極の 時 だに も 見る 能 は ざり し 装 を 以てし 給 ふ r 同 六の サ 九〕、 

に 惡魔は 都會を 作り、 祌は 田舍を 造り 給へ りと 云 ふ、 神 は 涼しき 樹木の 蔭に 在し、 萌 出る 畝の 間を步 

み 給 ふ、 彼 は 農夫の 心 を 以て 種子の 萌芽 を 祝し 給 ふ、 祝すべき かな 此祌！ 彼は聖 殿の 聖 所に 在して 

民 を 審判き 給 ふ 神に あらす、 畎 畝の 間に 降りて 畦 丁と 並び 耕し 給 ふ 神な り。 

-第 十一 節 

汝、 恩惠を 以て 年 を 冠し 給 ふ、 

汝の 途に膏 滴る、 

地 を 見舞 ひ 之に 灌漑ぎ、 畎を 潤し、 畝 を 平らかに し、 土 を 水に 浸して 之を軟 かにし、 種子の 萌芽 を 

促し 其 成長 を 助け、 其 花 を 開かせ、 其果 を實ら せ、 而 して 終に 豐 熟の 恩惠を 以て 一 年の 勤勞を 冠し 給 

ふ、 戴 冠は榮 華の 極な り、 事の 完成に 達する、 之 を 其 加冠と 稱す、 年 は 地の 一 期な り、 而 して 豐熟は 

其 冠 冕な り、 國 王が 其 頂 に 戴く 金の 冠に 非す、 黄金色 を帶 びた る 重き 禾穀の 冕な り、 「目 を 擧げて 

視ょ、 田 は 熟き て收穫 時に なれり」 と キリスト は 其 弟子 等に 言 ひ 給へ り (約 翰傳 四の 三十 五)、 汝、 年の 
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冠 冕 を 視んと 欲する か、 H を擧 げて觀 よ、 平野 一 面 金砂 を 布く が 如く、 秋風 其 上 を 吹て、 水なら ざる 

海に 金波の 揚るを 見ん、 祌は年 苺に 地 を 冠し 給 ふ、 紅葉の 錦 を 以て 裝ひ、 禾穀の 金 冕 を 以て 之 を 冠し 

給 ふ、 國に 一 人の 王 を 舉げて 民衆 をして 跪きて 之を拜 せし むる の 類に 非す、 掘く 地 を 冠し 給 ひて、 萬 

民 をして 各自、 自由の 王た るの 感 あらしめ 給 ふ、 神が 豐 熟の 恩 惠を 以て 年に 冠 を 加へ 給 ふ 時に 地 は あ 

に 「王者の 國」 となりて、 共內に 王たら ざる 者 一 人 も 無き に 至るな り。 

年の 戴冠式 は舉 げられ て、 豊稔の 祌の 之に 臨み 給 ふや、 車駕到る虚に恩惠の^^滴る、 人類の 王た る 

眞の神 は豪俠 にして 寬厚 なり、 彼は惜 むこと なくして、 すべての 善 物 をす ベての 人に 與へ給 ふ、 車駕 

鱗々 として；^ の 問 を 過る 時に、 恩惠は 彼の 右に 滴れ、 叉 其 左に 流る。 

第 十二 節 

其 恩 滴 は 野の 牧場 を 潤し、 

小山 は 歡喜を 以て 帶 さる、  ， 

恩惠は 滴れて 野の 牧場 を 潤し、 小山 は歡 喜の 中に 浸さる、 前に は 雨の 水 を 以て 潤し 給 ひ、 今 は恩惠 

の 脊を應 ぎ 給 ふ、 低き 牧場 は 恩 惠を湛 え、 高き 小山 は 歡喜を 佩ぶ、 其 麓に 立て 之 を 仰ぎ 視 比ば、 中腹 

の 畑 は 赤く 實 りて 錦帶を 以て 山 を圍繞 るが 如し、 年の 戴 冠の 壯 儀に 遭 ふて、 小山 は處 女の 姿を呈 し、 

歡喜を W て 其 腰 を 纏 ふ を 見る。 

第 十 三 節 

拳； it ひっし vn.  > 

牧場 は 羊の 群 を 衣、 

谷 は 禾穀を 以て 飾らる、 


彼等 は歡喜 を 以て 相應呼 へ 相 歌 ふ。 

小山の 歡喜を 以て 帶 とする あり、 又 牧場の 羊の 群 を 衣、 又谷の^|新を以て飾らる，，ぁり、 羊 群密に 

して 圑聚け U 所、 之 を 丘上. 1>り 望んで 毛 衣の 牧場 を 被 ふが 如きの 觀 あり、 而 して siiir し 谷 を墳む 

るの 所、 羅 裳の 之 を 飾 _ P 風 あり、 斯くて 小山と 牧場と 谷との 三人の 姉妹 は 衣裳 を 異にし、 装飾 を殊 

にして、 歡喜を 以て 相應 呼へ 相 歌 ふ、 神の 地 を 祝し 年 を 惠み給 ひしゃ 大な り、 民の 鼓腹 撃壞、 以て 暨 

稔を謳 ふに. まらす、 小山と 牧場と 谷と は 人の 感謝に 感じて 相應 呼して 歌 ふ を 聞く、 是れ lit に豐稔 の 

歌な り、 全地が 擧 りて 神の 恩惠を 謝する の聲 なり、 願く は斯 かる 聖き 高き 深き 聲の我 園の 野と 山と よ 

り揚れ かし。 
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詩篇 第 九十 篇 

• ,  . よ、 われら ナ みか 

主よ 汝は 世々 我 倚の 樓 家な りき。 

山い まだ 產出 す、 

地と 土と 未だ 生れ ざり し 先に、 

永遠 より 永遠にまで 汝は祌 な り。 
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三、 汝は人 を 塵に 歸 らしめ 給 ふ、 

亦宣 はく 「人の子よ、 汝等歸 来れ」 と、 

^, 汝の目 龍に は 千年 も 今や 過ぎん とする 昨日の 如し 

また 夜間の 一 時に 同じ。 

五、 汝 洪水 を 以て 彼等 を掩ひ 給へば、 

彼等 は 睡眠と 化して 去る。 

亦 朝に 發 出る 青草の 如し、 

あした はえいで さケ 

六、 朝に は發 出て 榮ぇ、 

夕に は 刈れて 祜る。 

七、 我 倚 は汝の 怒に 由り て 消失せ、 

汝の恚 に 由り て 怖 まど ふ。 

八、 汝、 我 儕の 您を汝 の聖」 S に 置き、 

我 儕の 隱れ たる 罪 を 聖顏の 光の 中に 置き 給へ り。 

九、 我 倚の すべての 日は汝 の.. 怒の 中に 過去り、 

我 倚の すべての 年は氣 息の 如くに 消失せ り。 

:.  とし  す ぎ 

十、 我 倚の 生く る 歳 は 七十に 過す、 

|# し壯随 にして 八十に 達する こと ある も、 


され ど 其 誇る 所 はたぐ 勤勞と 悲哀と のみ、 

其 去り 逝く こと 速に して 我等 も 亦 飛 去る。 

卜 一 、 誰か 汝の 怒の 力 を 知らん や、 

誰か 汝の威 嚴に恰 ふ 汝ひ恚 を 知らん や。 

十二、 願く は 我 儕に 己が 日を算 ふること を敎 へて、 

智慧の 心 を 得しめ 給へ。 

十三、 N ホバ よ、 歸り 給へ、 何時まで 待たせ 給 ふや、 

しも * ベら -fv ゝ  みこ ゝろ 

汝の僕 等に 係 はれる 汝の聖 意 を變へ 給へ。 

十 闪、 願く は 朝に 汝の 矜恤を 以て 我等 を 飽かしめ、 

曰の 終りまで 我 儕 をして 歡 喜の 聲を 揚げし め 給へ。 

十五、 汝が我 儕 を 苦しめ 給 ひし 日に 循 ひて、 

又 我 儕が 禍害 を 見し 年に 應 ふて、 

我 倚の 心を樂 ましめ 給へ。 

み .JK ざ  しもべ 

十六、 汝の作 爲を汝 の 僕 等に 示し、 

こどもら めら 

汝の 威光 を その子 孫に 顯 はし、 

十七、 我 倚の 神なる エホバ の 恩 惠を我 倚の 上に 宿らし め 給へ。 

我 倚の 上に 我 儕の 手の 作爲を 確立し 給へ、 
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願く は 我 倚の 乎の 作爲を 確立 し 給 へ 。 

M  1 ビ a 

祌 の人モ ー セ の祈禱 として 傳 へらる、 老 預言者 晚 年の 心事 を 叶 一 露して 餘す 所な きが 如し、 彼 をして 

此祈 躊を唱 へしめ し 境遇 は 之 を. m. 命 記の 記事に 徴 すべし、 此篇を 以て. E. 命 記 を 短縮して 詩に 歌 ひし 者 

と 稱ふも 可な り、 其 用語に 於て、 其 精神に 於て、 此詩は 誤な き 巾 命 記の 餘韻 なり。 

( 一 ) 「主よ」 神 を 威厳 ある 宇宙 萬 物 8 統治者と して 稱 奉りし 尊稱 なり、 第 十三 節に 於け る 「エホ 

バ」 の 名稱と 相對し 看よ。 〇 全能の 主 權者は 世々 我憐の なりし と 云 ふ、 神の 犯すべからざる 神聖 

を唱 ふると 同時に 彼の 愛すべく 亦 親むべき 者なる を 忘れす、 詩人 は 玆に神 を 怖れて 彼より 遁 れんと す 

るに 非す、 神の 親むべき を 知る が 故に 彼に 罪の 赦免 を 乞 ふて 彼の 懷に歸 らんと 欲するな り、 祌の 神聖 

を 歌 ふに 最も 嚴 なる 此詩 は其發 端に 於て 旣に此 信 親の 語 を 漏せ り、 宇宙の 主 權者は 亦 契約の 祌 なり、 

彼 は贡々 我 倚、 彼 を 長る \ 者の ひ 且つ 隱 るべき 樓家 なりと。 

(二) 山 は 地 を 支 ゆる 柱な り、 其 生れざる 先き と は 地の： H^: 礎 を も 未だ 定められ ざり し 時な り、 「地」 

は 地球に して 「土」 は 沃土な り、 嬰兒の 未だ 母の 胎内 を屮 Z ざり しが 如くに 山 も 陸 も 未だ 造 主の 聖圖の 

中に： i せし 時より、 然り、 其 前より、 未来永劫に 至る まで 汝は祌 なりと、 「たりし」 にあら す、 又 

「ならん」 に 非す 「なり」 也、 過去 もな く、  * 來も なく、 永久に 現在す る 者な り、 聖書 を學 ぶに 深く 

意 を 動詞の 時に 留めよ。 


(三) 「塵に 歸 らしむ」 は 塵より 出し 者 を 塵に 歸 らしむ るの 意な り c 創 * 記 三の 十九〕、 r 歸 來れ」 は 

新たに 人 を 地上に 呼 起す ための 令詞 なり、 神 は 人類の 生死 を 司り 給 ふ、 彼 は 死 を 命じ 亦 生 を 命じ 給 ふ- 

人 は 逝り 亦來 るに、 神の みは 惟り 永遠に 生きて 人類の 變現を 支配し 給 ふ。 

(四) 千年 も 今や 過ぎん とする 昨日の 如し、 時なる 觀念を 有し 給 はざる 永遠の 實在 者に 取て 斯くぁ 

るべき は， 刃 論たり、 年と 云 ひ、 月と 云 ふ は 蜉蝣の 如き 我 儕 人類に 取ての み 意味 あるな り、 彼れ 神に 取 

て は 千年 も 今や 昨日と なりて 過ぎん とする 今日の 如し、 我 儕 は 其 一瞬 時期なる を 知る、 千歳の 長期 も 

神に 在りて は 我 倚の 一 日の 如し、 否な、 一 日よりも 更らに 短 かし、 寧ろ 我 儕が 知らす して 過す 夜間の 

一時と 稱 せん、 地に 在て は國民 興り 國民 亡ぶ る も 天に 在て は 春 夢 結ばれて 未だ 醒めす、 希望の 朝暾の 

尙ほ 早き を 歎す るの 感 あらん、 短氣 なる は 短命なる 人間の み、 生 ありて 死 ある を 知らざる 祌は 時な き 

が 故に 其 忍耐 は 無限な り。 

(五) (六) 弱くして 傲慢なる 人間 を 見よ、 神、 若し 一朝 洪水 を 起して 彼等 を掩ひ 給へば 彼等 は 

睡眠と 化して 消失す、 亦 人 を 何に か譬 へん、 彼 は ユダヤの 山地 を 飾る 春雨に 遭 ふて 忽ち 萌 出る 青草な 

り、 朝に は發 出て 榮ぇ、 夕に は 刈られて 枯る、 神の 永存に 較べて、 人生の はかなき こと 實に言 語に 絕 

(七) 斯 くも^ 蛎の 如き 我 倚 は汝の 怒に 由り て 消失す。 (八) 汝は汝 の 正義 を 以て 我 倚 を 照らし、 

我 儕 をして 我 倚の 罪と 汚據 とに 堪え ざら しめ 給 ふ。 (九〕 我 儕 恐怖の 中に 我 倚の 生命 を 終らん とす、 

我 倚 は 汝の聖 額 を拜し 得すして、 我 倚の 年は歡 喜の 生命な くして、 唯 僅かに 氣 息の 如くに して 消失せ 
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ん とす。 (十) 汝我 倚の M なる を 知り 給 ふや、 歳 七十に 過ぎざる 現 まの 旅客な り、 縱し壯 健に して 八 

十に 達する を 得る も 我俾の 誇りと する 所の もの はた 勤勞と 悲哀の 元た るの み、 年月の 去り 逝く こと 

速に して 我等 も 亦 鳥の 如くに 飛 去る、 我 儕 は 汝と强 弱 を 競 ひ 得る 汝の 同輩に 非ざる なり。 (十一) 誰 

か 人と して 汝の 怒の 力 を 知る 者 あらん や、 汝 にして 若し 汝の 威厳に 相 慮す る 恚を發 し 給 はんか、 我 傅 

は 直に 粉碎 されん のみ。 (十二) ァ、 神よ、 汝は 斯も强 くして 我 倚は斯 くも 弱き者 なれば、 願く は 我 

儕に 己が 0! の 如何に 短 かき かを覺 らしめ、 我條 心に 誇り、 祌に抗 し、 更らに 其 怒 を 招く ことなく、 謙 

遞 て其聖 皆に 服す るの 智穀の 心 を 得しめ 給へ。 

(十三) 契約の 神なる H ホバ よ、 .：H 由の 中： 權 者との みして 我 儕に 顯 はれ 袷 ふこと なく、  H ホバ とし 

て、 卽ち我 儕の を赦す 者と して、 我 倚の 中に 歸り 給へ、 汝は 一度 は 我 儕の 中に 在せ り、 然 ども 我 倚 

の 罪の 故 を 以て 汝は我 儕の 中 を 去り 給へ り、 鳴 呼 M ホバ よ、 歸り 給へ、 何時まで汝は我裤をi。i.2^ 

しめ 給 ふや、 汝は 宿命の 神に 非す、 我 倚の 懺悔の. 饗に應 じて 我 倚に 係 はれる 汝の聖 意 を 變へ給 ひて 我 

俾 を- 冉び汝 の 恩惠の 中に 受け 給へ。 (十四) 願く は 朝に 汝の 矜恤を 以て 我 倚の 饑 ゆる 心 を 飽かしめ、 

我 倚が^  (日) を 終る まで 我 儕 をして 歡 喜の 聲を 揚げし め 給へ。 (十五) 我 倚の ぎ 罰の 日 は 長 かりき、 

我 倚の 鞭撻の 年 は 久し かりき、 願く は 我 倚の 受けし 苦痛と 禍害と に循 ひて (其 割合に) 之 を 癒す に 足 

るの 喜 樂を我 倚の 心に 下し 給へ。 (十六) 斯くて 汝の恩 惠の作 爲を我 倚に 示し、 我 倚 をして 之 を 我 倚 

Q 子孫に 傳 へしめ、 彼等 を も 永く 汝の 威光 を 仰ぐ に 至らし め 給 ひて、 汝 H ホバの 恩惠の 記憶 を 永く 我 

倚 イスラ H  ^ の 中に 止めし め 給へ。 (十七) 我 倚 は 切に 願 ふ、 我 倚の 上に 我 儕が 手に 取りし 汝の聖 業 


を 確立し 給 はんこと を、 我 儕 は 重ねて 願 ふ、 我 倚 を 救 ひ 給 ひて 我 倚が 汝の ためにな せし 我等の 事業 を 

固め 給 はんこと を、 汝が我 倚に 委ね 給 ひし 汝の 事業の ために 汝の 矜恤を 再び 我 儕の 上に 下し 給へ。 

氺  * 

詩篇の 註解 者 マクラレン 氏 曰く、  r 是れ朽 つべ からざる 言辭を 以て 巧つべき 人に 就て 說 きし 歌な り」 

と、 神に 撻 たれて 神 を 恨ます、 神の 絶大 を 知て 神より 離れん と はせ すして 返て 之に 近かん とす、 怨言 

の 如くに 見えて 然ら す、 神の 憤怒 を 語る も是れ 神の 無慈悲 を訴 へんが ために 非す して、 人の 罪深く し 

て 神の 神聖 を瀆 せし を吿 げんが ためなり、 此篇の 作者 は 神に 在て 祌を 疑へ り、 彼 は 神の愛 を 信 X- て 之 

を 得ん がた めに 神に 迫りし なり、 彼 は 信 祌的懷 疑 者な りき、 故に 彼 は 犬なる 慰藉の 中に 彼の 犬なる 苦 

痛を訴 ふる を 得たり、 願く は 我 倚 此篇を 愛誦す る 者 も 常に 此心を 以て 我 儕の 心と なさん こと を。 


詩篇 第 百 篇 


一 、 全地よ M ホ.. ハ に 向 ひて 喜ばしき 聲を 揚げよ。 

よろこび 

二、 欣喜 を もって エホバに 事へ よ。 

歌 ひつ k 其 前に 来れ。 
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三、 知れ ヱホバ こそ 神に まします 事 を 

は 我等 を 造り 給 へ る 者、 我等 は其屬 な.. 

我等 は 其 民、 其 草苑の 羊な り。 

四、 感謝し つ V 其 門に 入れよ。 

讚美し つ、 其大 庭に 来れ。 

彼 に 感謝 を 奉り 其 聖名を 讚め よ。 

IT ！、 そ は ヱホバ は惠み 深し。 

其憐 感は窮 りなく、 

其 ik き は 萬 6.- に 及ぶ ベ ければ なり。 

「全地よ 


「,ょ 】 イスラエル も 異邦人 も、 信者 も 未 I も、 世界 萬國， g 民"。 「5^ ズ。 き 默す 

る $ る こてよ 足らす。 管 揚げよ。 喜ばし S を 揚げよ。 樂に合 はし pli^l きみこて 

る莫： んす. - M/t 一  る こてよ 0- らす、 欣喜 を もて 事へ よ。 其聖 前に 出る のみに て 

.yanun^ ュ """Jtuu の& 4 し 給 ふ。 or 知れ」 IJ 

0  i を f 給へ る 者」 $! 


り 給 ひしに 止まらす、 我等 を 導き、 我等に 再生の 恩惠を 施し 給へ る 者、 故に 我等 は 自己の 靄に 非す、 

エホバの 屬 である。 我等 は 神の 民で ある。 其 草苑の 羊で ある。 全然 彼に 導かる \ 民 である。 攝 理の產 

である。 

「感謝して 其 門に 入れよ」 H ホバを 知らざる 者に 言 ふ rn ホバに 來れ」 と。 縱し 我等の 如くに 彼 

に 事へ すと も、 縱し 彼の 僕、 其 羊たら すと も、 其 門に 入り、 其大 庭に 來 りて、 彼に 感謝 を 獻げ、 其聖 

名 を 讚め よ。 縱し 我等の 如くに 其 深き 聖旨 を 知る の恩惠 に與ら すと も、 天地の 聖 殿の 大 庭より M ホバ 

の 聖名を 讚め 奉れよ。 

「そ は エホバ は惠み 深し」 共 性 は 善な り。 彼 は 愛な り。 イスラエル にも 與邦 にも、 基督 者に も 非 

基督 者に も、 彼 は 恩惠を 施し 袷 ふ。 而 して エホバ の 善た る や 無窮で あり 叉不變 である。 「憐愍」 は惠 

まんと 欲する 熱情 を 云 ひ、 「眞 實」 は 其 永久に 變ら ざる を 云 ふ。 それ故に 何人も H ホバを 讚め 稱 ふべ 

きで ある。 

信者 は 自己に 神の 惠を 充分に 實驗 し、 欣喜と 感謝に 溢れて、 世 をして 之に 感染せ しむべき である。 

此 世に 滿 溢る k 者 は 不平の 聲 である。 失望の 呻で ある。 之 を 打消す に 神の 民の 讚美の 聲を 以てせざる 

ベから す。 我等に して 喜ば ざらん 乎、 誰か 欣 ばん。 「讚美 は 直き 者に 適 はしき なり」 と あるが 如し 

(詩篇 卅三篇 一 節〕。 我等 は 我國と 全世界と を 讚美 化する の 責任 を擔ふ 者で ある。 

欣喜と 感謝 は 基督 敎の 基調で ある。 信者の 生涯 を 通う して 一 貫す る 者 は 感謝で ある。 善き 事 も惡し 

き 事 も 感謝の 種で ある。 人生 最大の 感謝 は 神 我と 偕に 在し 給 ふ 事で ある。 「汝神 を 有す、 亦 何 を か 要 

せん」 と あるが 如し。 
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『ヱ ホ バ を 讚め まつれ』 

詩篇 第 百三篇 

1 、 我が 靈 魂よ、 H ホバを 讚め まつれ、 

我が 衷 なる 凡の ものよ、 エホバ を 讚め まつれ。 

二、 我が 靈 魂よ、 エホバ を 讚め まつれ、 

め ，v み わする 

その 凡の 恩惠を 忘る 勿れ。 

三、 彼 は汝の 凡の 不義 を 赦し給 ふ、 

彼 は汝の 凡の 疾病 を 癒し 給 ふ、 

四、 彼は汝 の： lit 命 を 滅亡より 噴 ひ 出し 給 ふ、 

いつ.、 しみ  < は £ ふ  か， V. へ V-? 

彼 は 仁慈と 憐簡と を 以て 汝の首 を 飾り 給 ふ。 

£、 彼 は汝の ロを嘉 物に て 飽かしめ 給 ふ。 

斯くて 彼 は汝を 鷲の 如くに 汝の壯 時に 役ら しめ 給 ふ。 

六、 H ホバは 凡て 虐げら る、 者の ために 


八 


公義と 塞 判と を 行 ひ 給 ふ。 

七、 彼 は その 途をモ ー ゼに 知らし め 給へ り、 

その 爲をィ ス ラ H ルの子 輩に 知らし め 給へ り- 

八、 H ホ バは憐 偶と 恩惠 とに て 充ち給 ふ、 

怒る こと 過く して 仁慈に 富み 給 ふ。 

九、 E に 抗爭ひ 給 はす、 

永遠に 怒 を 懷き給 はざる なり。 

十、 我等の 罪に 循 ひて 我等 を 待遇 ひ 給 はす、 

我等の 不義に 循 ひて 我等に 報 ひ 給 は ざり き。 

十 一 、 天の 地よりも 高き が 如く、 

彼 を 長る，^ 者に 彼の 賜 ふ 恩 惠は大 なり。 

十一 一、 東の 西より 遠き が 如く、 

彼 は 我等の 愆を 遠け 給へ り。 

十三、 父が 其 子を憐 偶む が 如く、 

M ホバ は 己 を 長る、 者を憐 潤み 給 ふ。 

十四、 彼 は 我等の 何たる 乎 を 知り 給 ふ、 

彼 は 我等の 塵な る こ と を 忘れ 給 はす。 

十五、 腌 弱き 人 は …… 彼の 齢 は 草の 如し、 
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九 


その 榮 ゆる や 野の花の 如し。 

十六、 風、 其 上を經 過れば 失せて 迹 なし、 

おひいで  ォで 

その 生 出し 處も n 十 や 巳に 彼 を 知らざる なり。 

十七、 然れど H ホバ の 憐^ は 永遠より 永遠に 涉 りて 彼 を 長る & 者の 上に 在り、 

其 公義 は 子々 孫々 にまで 至る。 

十八、 その 契約 を-ザり、 

そ の 訓 ii を 心に 留めて 行 ふ 者の 上 に 在り。 

A  - 、ら もろ/.、  す 

十九、 ^^ホバは其寶座を諸の天の上に置ゑ給へり、 

i つり -. - 一と よろ づの J1 の 

その 政 權は萬 物の 上に あり。  . 

二十、 H ホバを め まつれ、 汝等 その 天使 等よ、 

汝等 カ猛き 者よ、 その 聖言を 行 ひ、 

みこと こ- 么 

その 聖言の 聲に环 を倾 くる 者よ。 

廿ー、 H ホパを 讚め まつれ、 天の 萬 Jsf よ、 

みこ ゝろ  しも. ペら 

そ の 聖旨 を 行 ふ 汝等そ の 僕 等よ 、 

廿ニ、  H ホバを 讚め まつれ、 その 造り 給へ る 萬 物よ 

その 政權の 行涉る 凡の 所に 於て。 

鳴 呼 我が 靈 魂よ、 エホバ を 讚め まつれ。 


0 


略 註 

徹頭徹尾 讚美の 歌な り、 其 中に 悲哀と 不平と は 痕迹だ も 留めす、 詩人の 心 は 感謝 を 以て 充ち 溢れ、 

彼 は 今 は 讚美す る を 知て、 求 願し、 叉 は 愁訴す る を 知ら ざり き。 

(一) 彼 は先づ 自己の 靈魂を 督促して 曰 ふ rM ホバを 讚め まつれ」 と、 靈魂は 人の 感情の 在る 所な 

り、 詩人の 意識 は 巳に 充分に エホバの 仁慈と 憐憫と を 認識せ り、 然れ ども 彼 は 彼の 感情的 半面の 彼の 

意識に 伴 ふて 充分に 之 を 感ぜ ざらん こと を灌れ たり、 故に 彼 は 自己の 靈 魂に 向て 口へ り 「我れ 自身よ _ 

エホバ の 恩 惠を覺 りしの みならす、 之 を 感じて、 之に 動かされよ」 と。 〇 r 衷 なる 凡の もの」 と は 

ての 機能と 機 關とを 指して 云 ふなり、 彼は感 恩の 念の 彼の 全身に 行渡らん こと を 欲へ り、 彼 は 彼の- h;- 

K 六腑 SK 五官まで が 悉く H ホバ の 恩 惠を感 する に 至らん こと を 求めたり。 〇 (三— 五) 神が 吾等 を 

救 ひ 給 ふ 其 順序 を 示して 明かな り、 神 は先づ 吾等の 罪 (不義) を赦 し、 其 結果と して 吾等の 凡ての 疾 

病 (重に 靈 魂の) を 癒し、 以て 吾等の 生命 を完 うし 給 ふ、 而 して 吾等の 生命の 安全なる に 及んで 神 は 

その 仁慈と 憐憫と を 以て 吾等の 首 を 飾り (冕 を 戴かし むる の 意)、 吾等に 被らし むる に 所謂る 「聖な 

る 美 はしき 衣」 (詩篇 第 百 十篇三 節) を 以てし、 以て 神と 人との 前に 歡 喜の 生涯 を 送らし め 給 ふ、 彼 は 亦 

美 はしき 義の衣 を 以て 吾等の 身 を 裝ひ給 ふ而已 ならす、 嘉物を 以て 吾等の 口 を 飽かしめ 給 ふ、 吾等 は 

飾られ、 亦 養 はる、 不義の 赦免 を 以て 始まりし 神の 恩 惠は靈 魂の 修飾と 營養 とに 及べり、 而 して 此恩 

惠に與 かる 者 は 身に 老 ひて 心に 老 ひす、 寓話に 所謂る 驚の^ 翼を脫 落して その 壯 時に 復 るが 如く、 彼 
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は 永久に 其 靑赛の 活力 を 失 はす、 走れ ども 疲れす、 步め ども 倦まざる べし (以 賽亞書 四十 章廿 八節以 

下參考 )。 

以上 は 詩人が 自己の 心に 於て 赏驗 せし 奇 しき 祌の聖 業な りと す、 然れ ども 神 は 一 人の 神の みに 非ら 

すして 亦 萬 「i- の祌 なり、 隱れ たるに 行ら き 給 ふ 心靈の 神に のみ 非す して、 亦顯 明なる 所に 動き 給ふ歷 

史の祌 なり、 以下 第 六 節より 第 十 s: 節に 涉 りて 詩人 は 神の 公義 を頌 め、 其 公 德を稱 へま つれり。 

(六) 「虐げら る k 者」 は 不正の 待遇 を受 くる 者な り、 罪な きに 罰せら る、 者、 愆 なきに 資 めら る 

る 者 は 凡て 人に 「虐げら る i 者」 なり、 共强 者なる と 弱者なる とに 係 はらす、 其大國 民なる と 小國民 

なるとの 刖 なく、 凡て 權利を 侵害せられ、 受 くべき の 賞 を 受けす、 受く ベから ざるの 罰を受 くる 者 を 

神 は 公平に 寐 判き 給 ふと、 公義 は祌の 特性 なれば 彼 は 萬 民に 公義 を 施し 給 は ざれば 休み 給 はざる べし、 

水の 低き に 就く が 如く、 神 は 公義 を 行 ひ 給ぶべし、 £1;- れ祌の 特性な り、 祌の^ 在す る ii は 公義 は 行 は 

れ すして は 止まざる べし、 而 して 人類の 歷史は 公義 現 實の途 程な り、 感謝すべき かな。 〇 (七) 屮 I 埃 

及 記 第三 十三 章 十三 節 を 見よ。 〇 (八) 同 第三 十四 章 六、 七 節 を 見よ、 「エホバ、 憐憫 あり、 恩惠ぁ 

り、 怒る こと 遲く、 恩 惠と眞 赏の大 なる 祌」 なり、 イスラ H ルの神 は 如斯き 者な り、 人の 想 ふ 所に 過 

ぎ、 赦す こと を 好んで、 罰する こと を 憎み 給 ふ 者な り。 (九) r 恆に抗 爭ひ給 はす」、 杭 (卡ひ 給 は ざ 

るに 非す、 彼の 愛子に して 彼の 途に戾 り、 活ける 生命の 水 を 捨て 死に 就かん とする か、 彼 は 彼の 愛の 

ために 彼等と 抗爭 ざる を 得す、 然れ ども 爭闘は 神の 好み 給 ふ 所の ものに 非す、 彼 は te に 愛し 給 ふ、 然 

れ ども 稀に は 止むな く 抗爭ひ 給 ふ。 〇 彼 は 亦 怒り 給 ふ、 然れ ども 永遠に 怒り 給 はす、 彼 は誠實 なる が 

故に 怒り 給 ふなり、 然れ ども 仁慈なる が 故に 速に 赦し給 ふなり、 彼 は 怒る こと 通く して、 赦す こと 速 


かなり。 〇 (卜) 我等 を 罰し 給 ふ も 我等の 罪に 循 ひて 罰し 給 はす、 我等 を 困め 給 ふ も 我等の 不義に 循 

ひて 困め 給 はす、 神の 加へ 給 ふ 刑罰 は 我等が 犯せし 罪に 較べて 恆に 甚だ 輕し。 〇 ( 十一) 我れ 神の 恩 

惠を 何に 譬 へんか、 天の 地よりも 高き が 如く 其 高き こと 大 にして 限な し。 〇 (十二) 彼 は 東の 西より 

遠き が 如くに、 我等の 慰 を 遠け 給へ り、 彼の 宥恕 の德に 依て 我等の 想 は 天涯の 遠き にまで 取り去られ 

たり、 「その 不法 を 免され、 其 罪を蔽 はる、 者 は 福 ひなり」 (罹 馬 書 四 章 七 節)。 〇( 十三) 然れ ども 神 

の 愛 は單に 高き に 止まらす、 亦廣 きに 止まらす、 其 深き こと 亦 量る ベから す、 天の 高き が 如き 愛を以 

いつ,、 しみ 

て 我等 を 愛し、 地の 廣 きが 如き 仁慈 を 以て 我等 を 惠み給 ふ M ホバ は 父が 其 子を憐 むの 憐憫 を 以て 我等 

彼 を 長る k 者 を 憐み給 ふ、 宇宙の 廣大に 父の 愛 を 加へ し 者是れ H ホバの 神な り、 我等が 彼 を頌め まつ 

る も亦宜 ベなら す や。 〇 (十 go 宏大 無 邊の神 は 我等 を 待遇 ひ 給 ふに 方て 我等の 何なる 乎 を 忘れ 給 は 

す、 我等 はぎに て 造られて 復た 塵に 歸る 者な り C, 創世記 二 章 七 節)。 〇 (十五、 十六〕 我等 はまた 野の花 

の 如き 者な り、 熱風 一た び 其 上 を 吹けば 消えて 其迹を 留めす、 我等の 居住の 地す らも 速に 我等 を 忘る „ 

〇 (十七) 我等の 斯 くも はかなき に反して 永遠より 永遠に 涉る者 は H ホバと 其 憐憫と 公義と なり。 〇 

(4- 八) 而 して 彼 は 之 を 彼の 契約 を 守り、 彼の 訓諭 を 行 ふ 者の 上に 下し 給 ふ、 我等 何ん ぞ 我等の 弱き 

を 歎す るを須 ゐん、 「我れ 生 くれば 雨曹も 生きん」 と 主 は 曰 ひ 給へ り (約 翰傳 十四 章 十九 節〕。 

(十九) H ホバは 公義 を 以て 世 を 審判き 給 ひて 其 寶座を 諸 天の 上に 置き 給へ り、 「天」 は 能力の 在 

る 所な り、 故に 寶座を 諸 天の 上に 置き 給へ る 者 は 萬 物の 上に 政權を 握る 者な り、 卽ち 「諸の 政 と權 

威と 能力と 宰 治と」 (W 弗所睿 一章 二十 節) の 上に 立つ 者な り、 ェ ホバ は 凡て 虐げら る、 者の ために 公義 
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と 審判と を 行 ひ 給 ふて 後に (第 六 節) 此 最高の 位に 卽き給 ふ。 〇 (廿— 廿ニ) 兹に 於て か 詩人 は更ら 

に 天の？^ 族 並に 宇宙の 萬 物より 讚美 を徴 して 口 ふ r 汝等 エホバ を 讚め まつれ」 と、 主の 道 を 行 ふに 力 

猛き 一大 使 等に 對 つて 雷 ふ 「H ホバを 讚め まつれ」 と、 エホバ の 聖旨 を 行て 其途を 慰たざる 天の 萬 軍に 

叫んで 臼 ふ 「エホバ を 讚め まつれ」 と、 凡ての 造化 を 喚起して 曰 ふ rn ホバを 讚め まつれ」 と。 

終りに 彼 は 再び 自己の 靈魂を 貴 督 して 曰 ふ、 rn ホバを 讚め まつれ」 と。 


詩篇 第 百 十八 篇 


此篇 蓋し イスラ H ル 人の 行列 頌歌なる べし、 會衆、 一人の 指導者に 率 ひられて 列 を 作りて 神の 聖 

殿に 詣づ、 一行の 合唱 あり、 指導者の 獨唱 あり、 之に 對 する 會 衆の 和唱 あり、 一行、 聖 殿の 門前 

に逮 する や、 祭司の 一列 (ァ 口 ン の 家の 者) の 門 を 開きて 5： より 之を迎 ふる あり、 斯くて 全篇 を 

^曲 的に 解して 能く 其 意義 を 明らかにする を 得べ し。 

(合  唱) 

.1: て. M つ  ザん 

、 エホバ に 感謝 を 奉れよ、 彼 は 善な り、 

力 :.、 ふ i こしへ ら 

そ は 彼の 慈愛 は 永久に 存ふ ベければ なり。 


二、 イス ラエ ルは爾 か 言 ふべ し、 

そ は 彼の 慈愛 は 永久に 存ふ ベければ なり。 

三、 ァ ンの 家の 者 は 爾か首 ふべ し、 

そ は 彼の 慈愛 は 永久に 存ふ ベければ なり。 

rar  H ホ バを畏 る、 者 は 雨か首 ふべ し、 

そ は 彼の 慈愛 は 永久に 存ふ ベければ なり。 

S 唱) 

五、 我れ 息 難の 中より H ホバ を龥び 奉れり、 

M ホバ は 我に 應 へ. て 我 を 廣き處 に 引出し 給 へ り。 

六、 H ホバは 我が 味方な り、 我 は懼れ じ、 

人、 我に 何 を か爲し 得ん。 

七、 M ホバは 我が 援助 なれば、 

我 は 我が 願望の 我 を 憎む 者の 上に 成る を 見ん。 

(和 唱) 

八、 M ホバ に依賴 むは、 

人に 依賴 むよりも よし。 

九、 M ホバ に 依頼む は、 

侯伯に 依頼む よりもよ し。 

詩篇 第 十八 iti  ニー 五. 


SI  ^ 究 

(，.li  唱ン 

十、 諸の 國民は 我を圍 めり、 

然れど 我 は H ホバ の 名に 依りて 彼等 を滅 さん。 

十 一 、 彼等 は 我を圍 めり、 然り、 我を圍 めり、 

然れど 我 は M ホバ の 名に 依りて 彼等 を滅 さん。 

十二、 彼等 は 蜂の 如くに 我 を 園め り、 

荊に 燃 移りし 火の 如くに 燃えたり、 

然れど 我 は M ホバ の 名に 倚りて 彼等 を滅 さん。 

十三、 汝、 我 敵 は 我を斃 さんと して 我 を 刺せり、 

然れど H ホバ は 我 を 助け 給へ り。 

十四、 エホバ は 我が 力、 我が 歌な り、 

彼 は 我が 救と なり 給へ り。 

(和 唱) 

十五、 歡喜と 救扬の 聲は義 者の 幕屋に 聞 ゆ、 

ェ ホバ の 右手 は 勇ましき 働 作 をな せり。 

十六、 M ホパ の 右 乎 は 高く 擧れ り、 

ェ ホバ の 右手 は 勇ましき 働 作を爲 せり。 

S 唱)  . 


六 


十七、 我 は 死なざる べし、 我は存 へん、 

而 して H ホバの 作 爲を宣 べん。  - 

十八、 エホバ は 痛く 我 を懲し 給へ り、 

然れど 死にまで 我 を 附し給 は ざり き。 

(聖 殿の 門に 向って 唱ふ) 

十九、 汝等、 我がた めに 義の門 を 開けよ、 

我 は 其 中に 入りて M ホバ に 感謝 せん。 

(門の 內 より 聲 あり〕 

一 一十、 此は ェ ホバ の 門な り、 

義者は その 中に.^ るべ し。 

S 唱) 

廿 一 、 我 は 雨に 感謝 せん、 

汝、 我に 答へ て 我が 救と なり 給へば なり。 

(和 唱 J 

廿ー 一、 ェ 師の棄 たる 石 は 

隅の 首 石と なれり。 

廿三、 是れ エホバ の 成し 給へ る 所、 

我等が 見て 奇 とする 所な り。 
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廿四、 是れ エホバの 設け 給へ る 日な り、 

我等 は此 日に 喜び 且つ 樂 まん。 

S 唱) 

廿五、 あ、 エホバよ、 我れ 汝に願 ふ、 救 ひ 給へ、 

あ、 H ホバ よ、 我れ 汝に願 ふ、 繁榮を 下し 給へ 

(祭司 和唱) 

廿六、 エホバの 名に. m りて 來る者 は 福な り、 

し？、 

我等 は エホバ の 家より 汝等を 祝せ り。 

廿七、 H ホバは 神な り、 彼れ 光 を 我等に 賜へ り、 

列を槃 ぐに 枝 を 以てし、 

祭壇の 角に 至るべし。 

S 唱) 

卄八、 雨 は我祌 なり、 我れ 雨に 感謝 せん、 

我 神よ、 我れ 雨 を 崇め まつらん。 

f 合  唱〕 

廿九、 エホバに 感謝 を 奉れよ、 彼 は 善な り、 

そ は 彼の 恩愛 は 永久に^ ふべ ければ なり。 


編者 曰 ふ、 第 廿七節 は 難 節たり、 註解 者の 所說 粉々 たり、 余輩 は 博士 チ ー - 一，" 氏の 改譯 に從 へり、 

. 「列 を繁 ぐに 枝 を 以てし」 は 「列 を 繁ぐ小 綱 を 以て 繁 がれた る 枝 を 以てし」 の 意なる べし、 行列 

の备 人手に 枝 を 握りて 進み、 而 して 一 行 を 結ばん がた めに 枝 は 小 綱 を 以て 紫 がれし が 如し、 約 翰 

しる 

傳卜ニ 章 十三 節に 錄 された る 行列に 稍々 似た る 者な りしなる べし、 「祭壇」 は 神殿 內至聖 所の 前 

にあり たり、 「祭壇の 角に 至るべし」 と は 一 行、 列 を 正う して 至聖所 近くまで 進むべし との 意な 

. る べし。 

『我れ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ』 

詩篇 第百廿 一 篇 

一 、 我れ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ、 

我が 扶助 は 處 より 来る や、 

二、 我が 扶助 は エホバより 来る、 

あ t つち つ ： 

天地 を 創造り 給 へる エホバ より 來る。 

ゆる 

三、 H ホバ は爾の 足を榣 がせ 耠 はざる 乎、 

『我れ 山に 向 ひて 目を舉 ぐ』  】 二 九 


詩 SI  s 究  ニー 一 〇 

爾を-^-る者は微睡み給ふ ことなき乎。 

N. 視ょィ ス ラ H ルを 守る 者 は 

微睡む こ ともなし 寢る こと もなからん。 

五、 H ホ バ は； 爾を 守る 者な り 

エホバ は 爾の右 乎 を 蔽ふ隆 なり、 

六、 晝時は 日、 雨 を 撃た じ 

夜 問 は 月、 爾を害 は ざら む、 

ら ろ/,^ わ- 3 は ひ 

じ、 H ホバは 諸の 禍害より 爾を 守り 

また 爾の靈 魂 を 守り 給 はん。  . 

fei-w  み-つ  ； LI すけ 

^人： IE を 舉げて H ホバ の 基なる 聖き山 (詩篇 八十 七篇 一節，) を み、 自から 心に 問 ふて 曰 ふ、 「我が 扶助 

は何處 より 來る や」 と、 彼 は 直に 己に 答へ て 曰 ふ 「我が 扶助 は 天地 を 造り 給へ る H ホバ より 來る」 と、 

神 は 高き 所に 在ます、 然 かも 扶助 は 山より 出づ るに 非す、 拜 すべく 仰ぐべき もの は 山に あらす して 神 

たり 0 


時に 或 人 は 詩人に 問 ふて 口へ り、 「H ホバは 確かに 爾 を-ザる 者なる 乎、 彼の 微睡み 給 ふ 虞な き 乎」 

と、 待 人 は 直に 皮に 答へ て 曰く、 「否な、 イスラ H ルを 守る 者 は 微睡む こと も 寢るこ ともなし」 とリ 

エホバ は 術， i の 如くに 非す、 彼は假 寢て醒 さるべき が 如き 者に 非す (列 王 紀略上 十八の 廿 七〕、 彼 は 亦 世 

の 番人の 如きに 非す、 彼の 擁護 は 日夜 絶 ゆる 11 なしと" 

時に 傍人 擧て 詩人の 信仰 を贊 して 曰く 「H ホバ は爾を 守る 者な り、 云々」 と、 此詩 疑惑 を 以て 始ま 

り 是認 を 以て 起ち、 堅 信 を 以て 終る、 言 を 傍人の 疑問と 贊同 とに 託して 能く 詩人 信仰の 上進 を 示す、 

其秀美 精妙 は 萬 世の 等しく 稱揚 する 所な り。 〇 「右手 を蔽ふ 蔭」 右手 は 能力の 存 する 所、 藤 は 之 を 

蔽ふ楣 なり、 ュホバ はぎ 力 を 賜 ひ 叉 掩護 を 賜 ふ。 〇 晝は 日射病の 忠 なし、 夜 は 外氣に 侵され ざるべし、 

古人 は沼癘 毒の 如き は 月より wr つる 者と 思へ り。 〇 「靈 魂」 は 人の 生命 其 物な り、 テサロ 一一  力 前書 

五の 卄 三に 於け る 「全霊、 全 生、 全身」 の 謂 ひなり、 人の 屮 心的 生命 * 死して 死せ ざる 者、 エホバの 

特に 守り 給 ふ もの は是れ なり、 彼、 我が 靈魂を 守り 給 ふ、 故に 我れ 死す とも 怕れ ざるな り。 〇 「出る 

と 人る と」 と は 外に 於け る 活動の 生涯と 內に 在る 靜肅の 生涯と なり、 外に 在て 敵 人 嘲 篤の 中に 在る も 

H ホバは 我 を 守り 給 ひ、 內に 在りて 家庭 親愛の 中に 臥す る 時 も H ホバは 我 を 護り 給 ふとな り.、 申命記 

記者 は： K へり 「汝は 人る にも 福祉 を 得、 屮 Z るに も 福祉 を 得べ し」 と (サ 八韋六 節)、 H ホバに 依り 賴む 

者 は 彼の 從事 する 業の 犬と 小と を 問 はす 凡て 其 祝福 に與か るた り。 
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幸福なる 家庭 

詩篇 第 百 二十 八篇 

一 、 一 i ひなる 哉 H ホバを れ 

其 道 を 歩む 者 は。 

二、 汝は必 す汝の 手の 作業の 果を食 ふ.、/ し、 

さい は ひ  .\ す 

汝は 幸福なる べし 汝は 康 かるべし、 

三、 汝の妻 は. 冢の 奥に 居りて 

實る 葡萄 樹 の 如くな る ベ し 、 

汝 C- 子等 は汝の 食卓 ビ圍 みて 

若き 橄俊樹 の 如くなる べし。 

視ょ、 ^^ ホバ を 畏る， - 者よ 

の 如くに し て惠ま る ベ し 0 


.0 とふ 

(一) エホバ を畏る \ は 知識の 本たり、 同時に 又 家庭 幸福の 基な り、 富 あり、 位 ある も、 信仰な く 

道德 なくして 幸福なる 家庭 を 見る 能 はざる なり。 

ニー) 靳 かる 者の 勞働は 必す報 ひらるべし、 或 ひは必 しも 物 を 以てして は 報 ひられざる べし、 然れ 

ども 幸 幅と 平康と は必す 之に 伴 ふて 彼に 到るべし、 彼 は必す 彼の 手の 勞 働に 由て 生活べ し、 彼 は獨立 

の 人なる べし、 故に 幸 幅に して 平和の 人なる べし。 

(三) 彼の 妻 は 交際 場 裡に花 を すが 如き 虛僞 虛榮の 婦人に あらざる べし、 彼女 は 家の 奥に 居りて 

みの  みの 

一家の 赏利を 計る 勤勉 誠實の 天使なる べし、 實る 葡萄 樹の 如くなる べし、 ^きて 實ら ざる 櫻の 如くに 

あらす、 見て 美 はしく、 實 りて 貴く、 味 ふて せき 葡萄 樹の 如くなる べし。 

夫の 勞は 外に 榮ぇ、 妻の 業 は 中に 實 りて、 彼等の 閒に 設けられ たる 子等に 不足 ある ことなし、 一家 

の 食卓 は 其 の 幸福 の 中心と なる ベ し、 而 して 之 を圍み て 小 兒は若 かき 橄 の 如くに 强健 にして E 盛に 

生育すべし。 

.ui もの 

S 注意せ よ、 エホバ を 長る \ もの は 斯の 如くに 惠 まるべし、 卽ち 人生 最善の 賜物なる 幸福なる 

{ 家庭 を 以て 惠ま るべ し。 

ル ー テル は此 篇を稱 して Kpithalii ョ ium 卽ち 結婚の 歌と 云へ り、 實に 最も 聖き 意味に 於ての 結婚 

の 歌な り、 世に 之に まさりて 美 はし き 家庭 歌 あ る た し 。 
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詩篇 第 百 三十 六篇 

、水 遠の 慈愛 

一、 感謝！^. if バに 奉^、 彼 は 11 鉱 深し、 

其 慈愛 は 永遠に 結る ことなし- 

二、 感謝 を 神の 神に 奉れ、 

其 慈愛 は. 水 遠に 絶る ことなし、 

三、 感謝 を 主の 主に 奉，^、 

共 慈愛 は 永遠 に絕る ことなし 0 

§:、 彼 は 惟り 大 なる 事を爲 し；^ ふ、 

いっくし ふ i こしへ 7:K  .  r 

其 慈愛 は 永遠に 1^ る ことなし、 

r 智慧 を 以て 天 を 造り 給へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 結る ことなし、 

六、 地 を 水の 上に 布き 袷へ り、 


其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 

七、 巨大なる 光 を 造り 給へ り、 

其 一お 愛 は 永 遠 に 絶る ことなし、 

八、 書： を 司る ために 日 を 造り 給へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 

九、 夜 を 司る ために 月と 星と を 造り 給へ り、 

其 慈愛 は 永遠 に 絶る ことなし。 

十、 其 初子 を W て H ジプト 人 を 擊 ち 給へ り、 

• 其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、. 

十 一 ， 彼等の 中より イスラ H ルを. 率ゐ. し 給へ り- 

. 其 慈愛 は 永遠に 結る ことなし、 

十二、 臂を 延し大 なる 强き手 を 以て、 …… 

其 慈愛 は 永遠 に絕る ことなし、 

十三、 紅海 を 截斷り 給へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 絕る ことなし、 

十四、 イスラ H ル をして 其 中 を 通過ら しめ 給へ り- 

其 慈愛 は 永遠に 絕るこ となし、 

詩 百 三十 六 S 


?6  研究 

十五、 パ ：！ と 其 軍勢と を 紅海の 中に 飾 ひ 給 へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 

卜 六、 荒野の 中に 其-お を 導き 給へ り、 

其 慈 は 永遠に 絡る ことなし、 

十七、 大 なる 王 等 を擊ち 袷へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 絶る こ となし、 

ト八、 义强き 王 等 を滅し 給へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 絡る ことなし、 

廿三、 我等 微賤 かりし 時に 我等 を 記憶し 給へ り * 

其 一 怒 愛 は 永遠に 結る ことなし、 

朴 四、 我等の 敵より 我等 を， 救出し 給へ り、 

其 慈愛 は 永遠に 結る ことなし。 

廿六、 感謝 を 天の 神に 奉れよ、 

其 慈愛 は 永遠に 絕るこ と な し 0 

略 ^« 


hi  め "、- ，J^ 

(一) 神の 性 は 愛な り、 彼 は 素より 恩惠 深し、 故に 神 は 神と して 感謝 を 奉るべき 者な り、 彼の 恩 惠- 

の 表彰 を 須っを 要せす、 愛なる 神 は 彼れ 自身と して 讚め まつるべき 者な り。 

(二) 神の 上に 立つ 神、 諸 神の 中に 在て 惟り 神の 尊 稱をー くるに 足る 者、 其 慈愛 は 永遠に 結る こと 

なし、 全能に して 全智、 同時に 叉 全 慈に して 全悲、 其 慈愛に 於て 絕對 無限なる 者、 M ホバの 神 は如斯 

き 者. なり、 而 して 慈愛に 於て 超越し 給 ふが 故に 彼 はすべ ての 神に 優りて 尊し。 

、， つ,、 しみ i こしへ に ゆ 

(三) 神の 神に して 主の 主、 絕對的 至上 者、 而 かも 其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 諸 神 諸 王の 上に. 

立ち 宇宙の 全權を 握り 給 ふ 彼の、 其 慈愛 は 永遠に 絶る ことたし、 强き 丈け 優 さしく、 智き 丈け 恩惠深 

し、 無限の 權 能と 無限の 正義と、 之に 作 ふ、 然り 之に 勝る、 無限の 慈愛と を 懍き給 ふ 者、 神 はまこと 

に 如斯き 者な り、 彼が 神た る はまこと に 是れが 故な り。  . 

rg:) 彼れ のみ 淮り大 なる 奇蹟 を 行 ひ 給 ふ、 彼 は 宇宙と 其 巾に 在る 萬 物 を 造り 給へ り、 而 して 彼 は 

ち .f^ ら  ，，つくしみ と こしへ 

斯 くも 能力 ある 者な りと 雖も、 然 かも 其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 彼 は 長るべき 者なる より は 寧ろ 

愛す ベ き 者な り、 宇宙 を 造り 給 ひし 彼 は 其 心 に 父 の 愛 を 藏し給 ふ。 

(五) 智慧 を 以て 天 を 造り 給へ り、 理に合 ひて； 大 體を排 置し、 法に 循 ひて 之 を 0 轉し 給へ り、 參宿 

を 造り 給 へ り、 昴 宿 を 造り 袷 へり、 ァ ー クッ ラス を 造り 給へ り、 大熊星 小 熊 星 を 造り 給 へり、 一等星 

より 九 等 星に 至る まで 六十 三 萬 飴の 星と 其 外 未だ 人の 眼に 觸れ ざる 無數の 星と を 造り 給へ り、 誠に 

^！^の天は祌の榮光を顯はし、 

弯蒼は 其 手の ェを 示す、 

然り、 更らに 深く 之 を 解 すれば、 

？ SSS 第 百 三十 六 SI  1 一一 一七 


諸の 天 は 神の 慈愛 を顯 はし、 

蒼 は 其 心の 愛 を 示す、 

其 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 愛 は 智識の. 前に 在り、 又 其 後 に^す、 故に 彼 は：： ひ 給へ り、 

汝等目 を 揚げて 天 を 観よ、 …… 天 は烟の 如く 消えん …… 然れど 我 救 は 永遠に^ ふるな り 

と (W 赛 KS 五十 一 章 六 節)。 

(六〕 灭を 造り 給へ り、 义地を 造り 給へ り、 せ h: 々たる 地 を 水の 上に 布き 給 ひて 人の 住處 として 美 は 

, 攀 嘗曹嘗 9 曹攀 攀攀， 嘗售曹 

しき 所たら しめ 給へ り、 誠に 彼の 慈愛 は 永遠に 絶る ことなし、 此 山と 海と を 造り、 此 野と 丘と を 造り 

給 ひし 者、 彼れ 爭か 終に 我等 を 捨て 給 はんや、 諸の； 大は 神の 慈愛 を顯 はし、 地の 萬 物 は 其 心の 愛 を 示 

す、 ド よりの？ 徵は 上よりの 聲に 和して 曰 ふ、 祌は 愛な りと。 

(七) 更らに 天に 就て 語らん 乎、 彼 は |«| 大 なる 光 を 造り 給へ り、 リ と バとを 造り：^ へり、 彼 は 愛な 

るが 故に 之 を 造り 給へ り、 其 慈愛 は H と共に 懸り と共に 輝きて 永遠に 絶る ことなし。 

(八) 日 を 造り 給へ り— 彼 は 愛な り。 

いつくしみ i こしへ 

(九) 月と 星と を 造り 給へ り— 彼 は 愛な り、 n を 仰ぎ パ を 眺めて、 彼の 慈愛の 永遠に 絶る ことなき 

を 知るな り。 

神 は 愛たり (一 ー 三 節)、 其 愛 は 字- is 萬 物に 於て 顯 はる (w— 九 節)、 又 感史に 於て 顯 はる (十— 十 

八 so 

(ト) H ジ ブト 人の 頑 强を lii かんがた めに、 彼等の 最愛の 初子 をす ら擎ち 給へ り。 

(トー〕 H ジ ブト 人の 屮 より ィ スラ H ルを if ゐ 出し 給へ り。 


(十一 一) 其 民 を 救 はんがた めに は 幾囘か 非常手段 を 取り 給へ り。 

ねの ヒ  ち. 

(十三) 布を歡 つが 如くに 紅海 を 截斷り 給へ り。 

(十四) イスラ H ル をして 其 中 を 通過ら しめ 給へ り。  ふ 

(十五) 其 g を？ S ふパ 口と 其 軍勢と を 風の 吹き 去る 粃 糠の 如くに 之 を 海中に 篩 ひ 落し 給へ り。 

(十六) 四十 年の 間 其 民 を アカバ の 荒野の 中に 導き 給へ り。 

(十七) 彼等の 前路を 遮らん とする 大 なる 王 等 を 撃ち 給 へり。 

(十八〕 叉 强き王 等 を滅し 給へ り。 

;g 等の 事 を 想 ふて エホバ の 恩惠を li は ざらん と 欲する も 得す、 選民の 歷史は 歩 一 歩 悉く 恩惠の 指導に 

由れ り、 永 i に 絶る ことなき 慈愛の み 能く 彼等 を聖 めて 神の 民と なせり。 

(廿 三) 「我等が i% ^かりし 時に 云々」、 是れ 或は 詩人が イスラ H ルを 代表して 曰 ひし 言な らん、 

然れ ども 亦 詩人 自身の 實驗を 語りし 言と して 之 を 解す る を 得べ し、 ュ ホバ に 導かる、 者 は其國 家なる 

と 個人なる と を 問 はす、 其 生涯 の 實験 に 於て 異な る 所な し、 此言 蓋し 主と し て 詩人 自身 の 實驗を 語 り 

し 者と して 解す る 方、 適當 なるべし。 

(廿 g:) 「我等の 敵より 我等 を 救出し 給へ り」、 神に 愛せら る、 者に 敵 多し、 H ジブ ト人 あり、 ァ 

マ レク人 あり、 ァ モリ 人の 王シ ホン あり、 バ シャンの 王ォグ ありて、 或は 我等の 迹を逐 ひ、 或は 我等 

の途を lIlT る、 然れ ども M ホバ は 彼等の すべ てより 我等 を 救出し 給 へ り。 

{.i 六) 然れば 感謝 を 天に 在す 神に 奉れよ、 ュホバ は 始めに 愛に して 終りに 愛な り、 其 目的 は 愛に 

I  *  、， つ-、 しみと こしへ 

して 其 手段 は 愛な り、 彼に 就て 思 ふて 愛に 就て 想 はざる を 得す、 其 慈愛 は 永遠に 結る ことなし。 
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第 4 九 節 り 第二 十二 節まで、 幷に 第二 十五 節 は 一般に 後世の 追加と して 認めら る、 之 を 削除して 

全篇の 意 を 害 はざる のみなら す、 返て 其 更らに 一 暦 明瞭と なる を覺 ゆ、 全篇す ベて 二十 一節、 台め の 

爆 は 祌の性 Qf る を 5、 次ぎの 六 節 S 化 ii 顯 はれた る 彼の？ fc へ、 は 歷史 こ 

顯 けお たる 彼の 愛を唱 へ、 終りの 三 節 は藎し 作者 g 實 驗に顯 はれた る 神の愛 を 述べた る 者なる べし、 

全篇 を 大^ すれば 左の 如し、 

神 は 愛な り ( 一 —三 節) 

造化 は 神の愛なる を 示す (rai 丸 §) 

膨-史 は 神の愛なる を 示す (.1 i 十八 節) 

我が 資驗は 神の愛なる を 示す (二三、 一 一 g、  一  I 六 節) 

祌は 愛な り、 彼 Q 震 は is る ことなし、 天と地と、 其 中に f すべ 一」 の fs ？」 示す、 雷 

の： はすべ て 此事集 す、 我等 sf 亦す ベて 此事 集す、 g 祌と、 愛に 由て まし I と、 

愛の^?^, の Jf?i 史と、 愛の 實驗 なる 我 生涯と、 四 者 相 共に 證 明して 3 ふ 

其 慈愛： Li 永遠に 絶る ことなし" と" 
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詩篇 第 百 三十 七篇 

r 我等 バビロンの 河の 濱に坐 はり、 シ オン を 憶 ひ 出て 淚を 流しぬ、 

1 一、 我等 その 邊の 柳に 我が 琴 を 懸けたり、  二  ，§, 

三、 そ は 我等 を虜 にせし もの 我等に 歌 を 索め たり、 我等 を 掠め L 者 我等に 己れ を歡ば せんとて シ オンの 歌 一つ 讓 

へと いへ り、 

四、 我等 外 邦に ありてい かで ヱホバ の 歌を讓 はんや、 ひ 

五、 H ルサ レムよ、 もし 我れ 汝を 忘れな ば、 我が 右の 手に その 巧 を 忘れし めよ、 

、 tj  よろこび き はめ  あぎ つ 

六、 もし 我れ 汝を憶 ひ ぼず、 もし 我れ ェ ルサレ ムを 我が 總 ての 歡 喜の 極と なさず ば 我が 舌 を 我が に 貼 力し め 

よ、 

ヒ、 M ホバょ 願く は M ルサ レムの 曰に エドムの 子 ill が これ を 掃 ひ 除け、 その 基礎まで も 掃 ひ 除け といへ る を聖意 

に 留め 給へ、  チ 

1^、  i"-^ るべき バビ ロン s_」 女よ、 汝が 我等に 作し 如く 報 ゆる 者 は 福なる べし、 

み ど h- ご  .r- いは ひ 

九、 汝の 嬰兒を 取りて 岩の 上に 投げ 打つ 者 は 福なる ベ し 

其 何人の 作なる 耶を 知る 能 はす、 或は 預ー 一一 一口 者 H レ ミヤの 作な りと： ：！ ふ もの あれ ども 彼が 曾て 彼の 國 

人と 共に バ ビ 。 ン に 下りし こと ある や 疑 はし、 其 句 調の 餘り に 感情的な るより 推して 之 を 法律 的な り 

し預 一一 -M 者 H ゼキ ヱ ル の 作と 見る は 難し、 吾人 は 其 ネブカ ドネ ザル 大王に 擒 はれて バ ビ ンにド りし 数 
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萬 の^太 人中の 一 人の 作なる を 知る のみ、 其 他 を 知らす、 蓋し 彼，，； 如キ #.、 國者は 彼 一 人に 止まら ざり 

しならん 0 

我等 バビロンの 河の 濱に 坐はリ 

紀-兀 前 五 百 八十 六 年 耶路撒 冷 城 ネブカ ドネ ザル 王の 陷る 所と なり、 共- は 捕 はれて バビ I- ン 附近の 

地に 遷 されたり、 彼等 彼 地に 止る 五十 餘年、 故！： の 山 ：！： を &i んで歇 ます、 バビロン 國にュ ー フラ チス、 

チグリ ス の兩 大河 あり、 國中亦 到る 處に 運河 を 通す r バ ビ C ン の 河」 と は 盖し是 等 を 指して 云 へ るな 

るべ し、 ュダ は山國 なる に バビロン は 平原 國 なり、 山國 の！^ 擒 はれて  一 の 視線 を 遮る ものな き 平々 

坦々 たる バビロンの 地に 遷 さる、 誰か 故 國を憶 は ざらん や、 月 は 山 端に 昇らす して、 草より 出で 草に 

入る、 水 は 溪間を 走らす して、 葺茅廣 葦の 間 を 流る、 翠 I 山の に 養 はれし 民 は 草原の 無味に 堪 ゆる 能 

はす、 ために 此悲 聲を發 す。  • 

シ オン を 憶 ひ 出て 涙 を 流しぬ、 

シ オン は- ン オン 山たり、 エルサレム 城市の 建てられし 處 なり、 水邊に 在て 山上の 故 園 を 憶 ふ、 是處 

に！ 一 制 あり、 偶像 崇拜 あり、 氣 は隱密 にして 水^る、 彼 處に自 .m ありたり、 眞 神の 禮拜 ありたり、 I お 

は晴朋 にして 水淸 し、 我が 今 IH の 悲況 を顿み て *  口の 快 を 憶 ひ E, ソ 1J  る を 得すと、 

我等 其邊の 柳に 我が 琴 を 懸けぬ、 


憂 極って 樂 接む、 今や 琴 瑟の要 我に あるな し、 維 歌 我の 心に 絶えて 我 は 我が 琴 を 取て 河邊の 柳に 懸 

けぬ、 楊柳 は 我の 悲哀 を 代表す る 者、 河流に 臨て 獨り 憂愁に 沈む、 昔時 は レバノン 山の 香 柏と 共に 山 

頂に 自由の 空 を 呼吸せ し 者、 今 は M ホバの 憤怒に 嘴れ てバビ II ン の河邊 に 柳 楊 を 伴と す、 水 は滔々 

たり 綠揚 の津、 误は 滴々 たり 捕虜の 情。 

そ は 我等 を虜 にせし 者 我等に 歌 を 索め たリ、 

無情なる 我等の 征服者よ、 彼等 は 我等の 自由 を 奪 ひ 我等 を 故 固より 遂 ひながら 我等より 歌 を 索め た 

り、 彼等 は 未だ 歌の 何たる を 知らす、 歌 は 心情の 發動 なり、 歡 喜の 溢れて 音調と なりし ものな り、 奴 

i のおに 詩歌 あるな し、 彼等の 稱 して 歌と なす もの は 我等の 稱 する 歌に あらす、 歌 は遊戲 にあら す、 

技術に あらす、 我等 を 虞に して 我等に 歌 を 索む、 奚ぞュ フラテ 河邊に 牛： する 夾竹桃の 根 を 結て 之に i^l 

紅色の 花輪 を 索め ざる、 汝 等の 無情と 無 識とは 亦 甚だしから す やと。 

我 を 掠めし 者 云々、 

其 意に， おて 前：？ と 異なるな し、 バ ビ I- ン人は ュダ人 を 悲惨の 境遇に 沈め 置きながら 己れ を歡ば せん 

とて 彼等に 歌 を 索め たり、 是れ 殘虐の 最も 甚だしき 者な り、 世の 放蕩 者と 雖も淫 樂を索 めんが 爲には 

多くの 纏頭 を 散 じて 吝 ます、 然るに 玆 にバビ II ン人は 其 掠奪 を にせし 民より 聖歌 を 要求せ り、 何ぞ 

思 はざる の 甚だしき、 何ぞ 察せざる の 甚だしき、 然れ ども 粗野 失 俄バビ n ン 人の 如き は 今の 世に も乏 

しからす、 利 慾 は 彼等の 良心 を 鈍らし、 武功 は 彼等の 詩心 を滅 せり、 彼等 は 詩人の 心 を 知らす、 故に 
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は 歌 は 何時 にても 彼等の 要求に 應 じて 出で 來 るべき ものな りと 信す、 彼等と 詩歌の 事を談 する は 猫 犬 

の 類と 资 石の 愤 彼を議 する に 均し、 詩人 は 俗 了せ る 政治家 軍人の 支配の 下に 盛へ す、 純潔なる 處 女が 

：惡 淡の 前 を 厳 ふが 如く 詩人 は 俗人の 接觸を 忌む、 「シ オンの 歌」、 聖歌な り、 眞 神の 恩 惠を讚 ふる 歌 

なり、 之 を 俗人の 前に 歌へ と 迫 まらる、 是れ 强壓の 最も 甚 しきものなら す や。 

我等 外 邦に ありて いかで ヱホバ の 歌 を 謳 はんや、 

我等の 歌 は 愛！； の 歌な り、 愛 國の歌 は 愛 神の 譜 たり、 我等に 國を 離れて 神 あるな し、 祌を 離れて 讚 

美 あるな し、 國と祌 と 希望、 シ オンと エホバと 讚美歌、 我等 を 外國に 連れ 來 りて 我等に H ホバの 歌 を 

** め がら 

纏へ と 迫る- 是れ豆 を 煮る に 豆の 箕を 燃く の 類なら す や。 

問 ふ を 休めよ、 神 は 宇宙 的なる が 故に 宇宙 到る 所に 讚歌 あらんと、 神 は 宇宙 的 な る も 我 は 國家 的な 

り、 我 身、 我 肉、 我靈は 我が 國を 離れて 存在す る ものに 非す、 祌 はュダ 人と して 我 を 造り 給へ り、 故 

に ュダ阈 を 離れて 我 は 我れ 自身に あらす、 ュダ 國を逐 はれて 我は錢 人の 如き 者な り、 新郎、 新婦 を 失 

ふて 雅歌 を 揚げ 得ん や、 我れ 我が シ オン を逐 はれて エホバ の 歌 を 謳 ひ 得ん や。 

ヱルサ レムよ もし 我れ 汝を 忘れな ば、 我が 右の 手に その 巧 を 忘れし めよ、 

ェ凡サ レムよ 我れ 若し 汝を 忘れな ば 我が 右の 手 をして 其 巧 を 忘れし め、 之 をして 琴 枝に 觸る \ こと 

能 は ざら しめて 淸響ー 韻 だ も 揚げ 得 ざら しめよ、 我が 音 樂は總 て 我が 園の ためなり、 M ルサ レム を 忘 

れし 我に 雅調 なし、 我れ 若し 故山 を 忘れん に は 我 は 我が 彈 琴の 技を廢 てん もの をと。 


外 邦に 在り て 異邦人 を歡ば せんた めに 彼等の 前に N ホバ の 歌 を^ ふは是 れ 神と 國とを 敵 人の 手に 資 

十 事な り、 是れ 故國を 忘る k にあら ざれば 爲す能 はざる 所な り、 1: を 忘れて 國歌を 奏せよ と 要求 さる- 

詩人 之に 慨 して 彼の 悲憤 を 故山に 對て訴 ふ。 

もし 我れ 汝を憶 ひ 出ず …… 我が 舌 を 我が 腭に貼 かしめ よ、 

我が 舌 をして 搖き得 ざら しめよ、 我 をして 啞 者たら しめよ、 清音の 我がい より；^ る、 ことな からし 

めよ、 我の 歌 は 我が 國を頌 はんため なり、 我が 聲は H ルサ レム を 讚 めん ためなり、 我に 我が 國に 就て 

誇る 所な きに 至て 我の 舌 は 不要と なるな り。 

エルサレム を 我が 總 ての 歡 喜の 極と なさず ば、 

利得の 歡喜 あり、 名 譽の歡 喜 あり、 愛慕の 歡喜 あり、 讀 書の 歡喜 あり、 勤學 の歡甚 あり、 音 樂の歡 

.喜 あり、， 然れ ども 何者か 愛 國の歡 喜に 及ぶ 者 あらん や、 友の 慕 はしき も 國の慕 はしき に 若 かす、 听の 

總 ての 善き もの を 合する も 故山 一瞥の 快に 若 かす、 我が 歡 喜の 極 は 我が 國 なり、 我が 妻に 優りて #~ら 

しき 者、 我が身、 我が 靈、 我が 全 性を獻 ぐる も尙ほ 足らざる 者 は 我が 國 なり、 我に して 若し M ルサレ 

ムを 我が 愛慕の 第 一 位に 置く を 得すば 我 は 寧ろ 啞者 となりて 永久の 絨默を 守らん もの をと。 

ヱルサ レムの 日に エドムの 子 輩が 云々、 

「エルサレムのお」 と は H ルサレ ム 全盛の 時 を 指して 云 ふ、 卽ち其 再び ユダヤ人の 手に 囘復 されて 
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メシャ (受膏 者」 が 來て其 王と なり、 萬 邦 其 光輝に 浴す るの 時 をい ふ、 H ドム は ュダ國 の 南方に 在り 

し國 なり、 其 民 はュダ 人の 祖先な りし ヤコ ブの 兄弟 H サゥの 子孫に して 人種的 關 係より 云へば 一 一 者 は 

骨肉の 柄な り、 然るに ュダ 人の 其 國を逐 はる k や、 彼等に 對て 無限の 同情 を 表すべき 此等 H ドムの 

子 輩 は 返て 其 不幸 を 見て 喜び、 H ルサ レム 城^の 陷落を 見て 尙ほ 飽き 足らす して、 これ を 掃 ひ 除け そ 

の 基礎まで も排ひ 除け と喊 ベり、 世に 慷慨すべき 蔡 多し と雖も 艱難に 遭遇す る 際に 方て 兄弟 骨肉の 嘲 

駕 する 所と なる に 優る の 苦痛 あるな し、 バビ a ン 人の 殘虐は 忍ぶ を 得ん、 然れ ども H  . ドムの 子 S 水の 嘲 

弄 は 忍ぶ ベから す、 詩人の 愛國的 心情 は 迸て 隣邦 H ドムに 及びぬ、 其 呪 詛の辭 なる が 故に 詩人の 狭量 

を責る 者 あり、 然れ ども 詩 は眞情 有の 儘 を 貴し とす、 怒る 時に 怒 を 抑 ふる は 詩に あらす、 た 野卑な 

る 私慾 的の 憤怒に あら ざれば 可な り。 

滅 さる べき バ ビ 口 ン の 女よ、 

城市 を 指して 女と 稱 ふ はュダ 人の 語法に 合 へ り 、 其時尙 ほ 文明 世界 の 財權 政權兩 つながら を 握りし 

彼女 を 指して 滅さ る ベ き バ ビロンと いふ、 恰も 今日 の ロンドンに 在て 之 を 「滅 さる ベ き & ン ドン」 と 

呼ぶ に 異ならす、 詩人の 大膽と 確信と に 信服すべき もの あり。 

汝が 我に 作し 如く 汝に報 ゆる 人 は 福 ひな リ、 

是れ 目に て 目 を 位 ひ- M にて 齒を度 ふの 語調たり、 基督 敎的 倫理と して は 受取り 難し、 而も 敵懷 心の 

盛なる チロ、 何人も 詩人 を賫 るに 非 倫 を 以てする 者 はなけ む、 ィ H ス キリストの 敎化を 受け ざり し 奮 


約 時代の 預首 者に 此呪詛 報 仇の 言 ありし を 見て 以て 愛 敵の 精神の 如何に 高貴なる ものなる 乎 を 知る ベ 

し 0 

汝の 嬰兒を 取りて 岩の 上に 投け 撃つ 者 は 福 ひな リ。 

是れ 實に殘 忍なる 祈願な り、 嬰兒 何の. 罪 か ある、 之 を 岩 上に 打付け、 其 頭 腦を碎 き 得 たれば とて 吾 

人の 心に 何の 快 か ある、 之 を 願 ふ は 疾病 的愛圃 心なり、 吾人 は此 事の 聖書に 記載し あれば とて 神の 敎 

示と して 之 を 受けす、 否な、 返て 詩人の 理想の なほ 低き を憫 み、 吾人 は 彼に 傚 ふこと なくして 同じ 舊 

約 聖書に 示さる、 「十一 一 萬の 左右 を辨 へざる 大 なる」 -ー  ネベ を われ 惜 まざらん や」 と 宣べ給 ひて 預言 

者 ョナの 祈願 を 斥け 給 ひて 一一 ネベ の 市 を 救 ひ 給 ひし 恩惠の 神の 命に 從 はんと 欲す。 

然れ ども 信仰 は 信仰に して 詩 は 詩な り、 理は理 にして 情 は 情なり、 情 をして 理を 曲げし むべ からす、 

然れ ども 理 をして 時には 情を恕 する 所 あらしめ よ、 掠奪 を 被る こと 前後 ニ囘、 最愛の 城市 は 毀 たれ、 

全 國擧て 外 邦に 捕虜と なること こ k に 五十 年、 父 は 絶望の 裡に 失せ 母 は 悲痛の 間に 眠れり、 嬰 兒の目 

前に 屠られし もの 其の 數を 知らす、 報 仇の 念は惡 念な らん、 然れ ども その 時には 詩人の 胸中に 湧き 來 

りし は事實 なり、 彼 は 故な くして は 怒ら ざり しなり、 彼 は 害 を 加 へられす して 加害 を 願 は ざり しなり、 

我に 罪 を 犯す 者 を 七 次 を 七十 倍す るまで 赦 すべし と は キリストの 敎訓 なり、 而 して 吾等 は 謹んで 此敎 

訓に 從て步 まんと 欲す、 た 神よ、 吾等の 荏 弱 を赦し 給へ、 吾等 時には 敵 人の 逐迫 する 所と なり、 我 

れ溫額 を 以て 彼に 對 する も 彼 は 我が 面に 唾して 快哉 を喊 ベり、 我れ 彼に 就て 善 を 意へば 彼 は 我に 就て 

悉く 惡を 念ぜり、 彼 は 我の 死滅 を計畫 し、 我の 墮落を 聞いて 喜べり、 故に 我 も 窮迫の 餘り、 時には 報 

!» 太 人の 愛國 歌  1円セ 


怨の 念を懷 けり、 然れ ども 祌ょ、 是れ 我が 本心に あらざる なり、 我 は汝の 恩惠に 由て 彼等 我の， 敵 を 

も 愛せん と 欲す、 汝 願く は 我が 心に 汝の 限りなき 愛 心 を 注ぎ、 我 をして 我を寶 りし 友、 我が 爲 めに 總 

て の 恥- # を 企畫せ し 者 を 我が 心 の 深 底より 愛する こ と を 得しめ よ。 

詩篇 片々 

第 百 二十 ー篇、 一、 二 節 

我れ 山に 向 ひて 我が 目を擧 ぐ、 

問 ふ、 我が 援助 は何處 より 来る やと、  ， 

我が 援助 は エホバ より 來る、 

天地 を 造り 給へ るェ ホバ より 來る。 

我れ 時に 我が 眼 を舉げ て、 援助 を 求む、 獨り 心に 問 ふて 口 ふ、 我が 援助 は何處 より 來る耶 と、 然り、 

我が 援助 は 政府より 来らす、 敎會 より 来らす、 將た叉 我が 修養よりも、 信仰よりも 來ら す、 我が 援助 

は エホバより 來る、 宇宙 を 造り 給へ る M ホバ より 來る、 我が 援助 は 人より 来らす、 又 自己より 来らす、 

外より 來ら す、 衷 より 来る、 然 かも 我なら ざる 衷 より 来る、 天地 を 造り 耠 ひて、 然 かも 我が 靈に 宿り 

給 ふ 神より 来る、 故に 我 は 人に 對 して 獨 立な り、 然れ ども 自己に 依らす して 他者に 賴る、 我は强 し、 


然れ ども 誇る を 得す、 我が 援助 を H ホバに 仰いで、 我 は 謙 下りて 強健なる を 得るな り。 

第三 十篇 五節 

エホバ の 怒 はた だ 暫時の み、 

然れど 其惠は 終身な り、 

淚 は，！ 夜 宿る こと ある も、 

よろこ ひ 

歡喜は 朝と 共に 来らん。 

H ホバは 怒り 給 はざる にあら す、 我等に 刑罰の 臨まざる にあら す、 然れども是れた^-暫時のみ、 彼 

の 恩惠は 延びて 終 A に涉 るな り、 懲罰 は 例外の み、 而 して 恩 惠は常 則な り、 淚は 時に 浮ばざる に 非す、 

然れ ども是 れ單に 旅人の 一夜 を 我家に 過す が 如し、 朝来れば 彼 は 去り、 而 して 歡喜は 彼に 代りて 永へ 

に 我と 共に 住むな り、 苦痛 は 暫時の み、 歡喜は 永久な り、 淚は 旅人の 如くに して 去り、 感謝 は 家人の 

如くに して 来り 住む、 然り、 歡喜は 朝と 共に 来らん、 旭 陽 暗 黑を棑 して 昇る 時に、 我 、脣に 讚美の 聲 

は揚 る。 

第 七十 七篇、 七、 八 節 

主 は. 水 へ に棄 たま ふや、 

»  II 片 *  1 四 九 


詩 n-  s 究  1 五 0 

彼 は w たび 惠み給 はざる や、 

其 慈愛 は殘 りなく 去りし や、 

其 約 15- は 世々 に廢 りし や、 

神は惠 むべ く 忘れ 給 ひしゃ、 

彼 は 怒り て 其 矜恤を 械ぢ給 ひしゃ。 

不可能 事な り、 斯 かる 事 は 永久に 有るべからざる なり * 之 を 問 ふて 其然ら ざる を 知るな り、 斯 かる 

妄想 の 時に 我等の 心に 浮ばざる にあら す、 然れ ども 明. n に 之 を 一 百辭 に 表 はし 見て、 其 如何に 不合理な 

る 乎 を 知る 也、 懐疑 は懷 疑と して 永く 心に 也むべからざる なり、 時に 之 を 言 辭に表 はして 自 から 己れ 

の 不信 を資 むべき なり、 世に 解答 を 要せざる 問題 あり、 而 して 以上の 如き は 其 最も 著明なる 者な り。 

主なる 神 は 永へ に 我等 を 棄て給 ひしと よ！ 不可能 事な り。 彼 は 再た び 我等 を 惠み給 はすと よ！ . 荒 

席な り。 其 慈愛 は錢 りなく 去りし とよ！ 無稽な り。 彼の 約束 は、 阯々 に廢れ りと よ！ 妄誕 なり。 

彼は惠 むべ く 忘れ 給 ひしと よ！ 思 意す る だ も 能 はす。 彼 は 怒りて 其 矜恤を 絨ぢ給 ひしと よ！ 然り、 

天地 は 消失す ると も 此事は 有る ベから す。 信仰 上の 荒唐無稽と は是 等の 事 を 云 ふなり、 我等 は 如何な 

る 困難に 遭遇す るも斯 かる 疑問 を だに 擧ぐ ベから ざるな り。 

第 七 卜 六篇、 一、 二、 三 節 

神 は ュダに 知られ 給 ふ、 


其 名 は イスラ H ルに 高し、 

其 幕屋 はサ レム に 在り、 

せハ聖 座はシ オンに 在り、 

彼處に 彼は弓 と 火箭と を 折り 給 へ り、 

盾と 劍と戰 爭とを 挫き 給 へ り。 

神 は ュダに 知られ 給 ふ、 異邦に 知られ 給 はす、 彼の 聖名は 撰 民， の 中に 髙し、 彼の 幕屋 は 「平和」 を 

意味す るサ レムに 於て 張らる、 彼はシ オンに 鎭 座し 給 ふ、 而 して 彼處 にて 彼 は 弓と 箭とを 折り 給へ り" 

盾と 劍とを 破毀ち 給へ り、 而 して 戰爭を 魔し 給へ り、 ^は キリストの 御 父なる 神 を 知らす、 敎會は 彼 

や はらぎ  . 

を 知る と稱 して 實は彼 を識ら す、 彼の 名 は 彼の 撰み 給 ひし 少數の 民の 中に 高し、 彼 は 和平 を 愛する 者 

の 心に 宿り 給 ふ、 彼の 居所 は 聖徒の 集會 なる 聖き 新ら しき H ルサ レムに 於て 在り、 而 して 彼處に 在り 

て、 彼 は 彼等 を 以て 弓と 箭とを 折り 給 ふ、 盾と 劍とを 挫き 給 ふ、 大砲と 軍艦と を壞 ぼち 給 ふ、 而て終 

に戰 爭を廢 止し 給 ふ、 世界の 平和 は 政ュ？ を 以て 來ら す、 敎會に 由て 臨ます、 弱き ュダと 少數の イスラ 

エルと に. E て 来る、 戰爭廢 止 は 彼等の：. K 職な り、 而 して 神 は 彼等に 由て 必す此 大事 を 成就し 給 ふ。 

第 百 十八 篇、 八、 九 節 

エホバ に 依頼む は 

人に 依顿 むに 勝りて 好し、 


詩^  w お  一 五 二 

エホバに 依賴 むは  • 

侯伯に 依賴 むに 勝りて 良し。 

親るべき は 神たり、 人に 非す、 彼に 依頼む は 侯爵 伯爵に 依賴 むよりも 遙 かに 好し、 人に 依りて 失 

絶えす、 侯伯に 頼みて 恥辱 多し、 彼等 は 憎 愛 常なら す、 褒貶 時に 循て變 す、 M ホバ は然ら す、 彼 は 永 

遠に 變ら ざる 磐な り、 彼は衰 ふる 時の 匿 所な り、 死す る 時の 支柱な り、 彼に 依賴 みて 暗黑は 愈々 光 を 

放ち、 義落は 益々 慰藉 を 加 ふ、 彼に 依頼み て 恥辱 ある ことなし、 旭日の 愈々 光輝 を增 して 晝の正 if に 

至る が 如く、 彼に 依頼み て 我等の 生涯 は 歳の 愈々 邁 むに 循て榮 光を增 して 天の 福祉に 近づくな り、 富 

贵 も名眷 も、 位階 も 勳章も 何の 慰藉 を 我等に 供せ ざる 時に、 H ホバは 其 聖額を 我等に 傾け 給 ひて、 我 

等の 寂寞 を 癒し ハぉ ふ。 

第 七十 一 篇 二十 節 

，、るし 厶 

爾、 多くの 重き 苦難に 我を會 はせ 給 ひし 者、 

雨は復 たび 我 を 活かし 給 はん、 

而 して 地の 深き 所より 我 を 擧げ給 はん。 

人 ゆに 悲慘事 多し、 然れ ども 之 を ふて 尙ほ餘 り あるの 恩惠事 あり、 役 活是れ なり、 此事 ありて、 

而 して 又 此事を &ェん で、 此误の 谷 は歡喜 の樂 園と 化する 也、 我 も 亦 多数の 人と 共に 此阯に 在りて 多く 

の K き 苦難に 貪 ひたり、 然れ ども 我 は？」 玉み 义 信す、 我祌の キリストに 在りて 我を復 たび 活かし 給 ふ を、 


而 して 墓の 底より 我 を 擧げ給 ひて 我 をして 天の 淸き 所に 住まし め 給 ふ を、 而 して 此大 希望の 我が 衷に 

^^するが故に我は此^のすべての苦難に勝ち得て餘りぁり、 嗚呼 死よ 汝の刺 は 安くに 在る や、 嗚呼 陰 

府ょ、 汝の勝 は 安くに 在る や、 夫れ 我等が 受 くる 暫 らくの 輕き 苦しみ は 極めて 大 いなる K りなき 重き 

榮を 我等に 得しむ る 也 林 多 後書 四 章 十 七 節)。 

第 六 卜 二 篇九節 

實に 低き 人 は 虚し 

高き 人は僞 なり 

權^ に懸 くれば 上に 上り 

氣 息よりも 輕し。 

人に 贲賤 h: 卜の 別な し、 彼等 はすべ て 虚しく 又 偽 なり、 貴族 なれば とて 責 からす、 然れば 平民な 

れば とて 信す るに 足らす、 貴族 も 平民 も 等しく 神に 反き し 者に して 彼の 眼の 前に は 滅亡の 子な り、 之 

を 正義の 權衡に 掛けん 乎、 少数の 貴族 も 多数の 平民 も 錘に 對 して 上に 上がり、 輕 きこと 氣 息の 如し、 

然 らば 我等 は 貴族に も賴ら ざるべし、 平民に も頓ら ざるべし、 帝國 主義 を も 取らざる べし、 社會 主義 

をも唱 へざる べし、 我等 は 神に 頼り 彼の 福音 を 唱道すべし、 所謂 階級 戰爭に 加 はりて 上に 與 みして 下 

を^せ ざるべし、 义： 卜に 與 みして 上 を 苦しめ ざるべし、 我等 は 神に 與 みして 善 は 到る 所に 之を贊 け、 - 

悪 は 到る 所に 之を排 すべ し。 


詩 SI  S お  一 五 SI 


第五 十 篇ニ節 

美の 極なる シォ ン より 

神 は 光 を 放ち 給へ り。 

「美の 極」 と は ラフ ハ エルの 繪畫 ではない、 叉 アン ゲ 口， "の 彫刻で はない、 バッハ、 ベ ー 卜 ー ベン 

の昔樂 ではない、 叉 淸麗玉 を 欺く 美人で はない、 美の 極と はジ オンで ある、 神の 座し 給 ふ 所で ある、 

彼の 聖旨の 行 はる k 所で ある、 彼の 聖徒の 彼と 偕に 在る 所で ある、 卽 ち天國 である、 義と 愛との 充溢 

る、 所で ある、 美の 極 は 美形で はない、 又 美音で はない、 美の 極 は美德 である、 愛で ある、 愛の 行爲 

である、 愛が 完全に 行 はる V 所、 其れが 美の 極で ある、 而 して 其れが 祌の寶 座の 在る 所の ジ オンで あ 

ろ〕 

「神 はシ オンより 光 を 放ち 給へ り」、 自己 を 人の子に 示し 給へ り、 前に はシ ナイの， -巔 より 火と 堙の 

おきて  つ さ  ぎ せい 

中に 其 律法 を モ ー セ に 授け 給 へり、 後に は セラ ピム の 翼の 上より 其 義と聖 と を 預言者 等に 示し 給 へり、 

而 して 終に は 其の 子ィ H ス キリスト を 以て 其 恩寵と 眞實と を 下し 給へ り、 神 は 神と して 超然と して 天 

の 高き に 止り 給 はす、 謙 下りて 自己 を 人に 顯 はし 給 ふ、 美の 極 は 天の シ オンで ある、 我等 は 地に あり 

て 之 を. K 見す る こと は 出来ない、 乍然、 我等 は 天 より 降り 給 ひし 神の 一 子 を 其の 聖 なる 美に 於て 仰ぎ 

まつりて、 聊か 天の 極 美の 一端 を 窺 ふこと が出來 るので ある、 今 は沟に 暗黑の 勢力で ある、 然れ ども 

祌は旣 に 美の 極なる 天の シ オンより 其 光 を 放ち 給 ふた、 光 は 今や 暗 を逐 ひやり つ、 ある、 朝 は 近し， 


全地が 神の 榮の 光辉を 以て 蔽 はる、 時は將 さに 近き にある ので ある。 

第五 十五？ 一十 二 節 

汝の 重荷 を エホバに IK よ 

彼 は 汝を檐 ひ 給 はん、 

彼 は 義人の 動かさる、 事 を 決して 允し 給 はざる べし。 

「汝の 重荷 を H ホバに 委ねよ」、 自身 之 を 負 はんとす る 勿れ、 自 から 之を擔 はんとす るが 故に 汝に 

堪え難き の 苦痛 あるな り、 之 を H ホバに 委ねよ、 彼 は 容易く 之 を擔ひ 得るな り、 而 して 汝の宽 荷を汝 

に 代て 擔ひ給 ふに 止まらす 之と 共に 汝 自身 を も 擔ひ給 ひて 汝の 心に 平 康を賜 ふなり。 

彼 は 義人、 卽ち 彼に 依頼む 者、 卽ち 彼と 正しき 關 係に 於て 在る 者の 動かさる、 こと を 決して 允し 給 

はざる べし、 然り、 決して 允し 給 はざる なり、 世の 所謂 義人の 動く こと はあり、 然れ ども 神の 義人の 

動く こと はなし、 神の 義人 は 信仰の 人たり、 信賴の 人な り、 義を 神より 仰ぐ 人な り， 我 は 義人な りと 

云 ふ 人に あらす、 罪人なる 我 を憐み 給へ と 云 ひて 神の 慈愛に 鍵る 者な り、 而 して 斯 かる 者 は 決して 動 

かさる、 ことなし、 彼が 毅然として 動かざる にあら す、 愛の神が 彼の 動かさる \ こと を 允し 給 はざる 

なり、 信仰の 人 は 弱き が 如くに 見えて 強し、 そは大 能の エホバ、 彼 を 彼の 重荷と 共に 據ひ 給へば なり 

彼れ 自身 は 弱し、 然れ ども 彼 を 擔ひ給 ふ H ホバは 強し、 彼 は 世の 嘲弄の 中に 在りながら 終に 世 を 彼の 

pyjff ャ こなす 者な り。 

詩 «! 片 *  1 五 五 
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秋 郊の歌 

詩篇 第 六 卜五篇 (改 譯) 

沈 默は汝 の 前に 適應 し、 シ オンに 在す 神よ， 

祈誓 は 汝に菜 さるべし、 

汝、 祈 禱を聽 き 給 ふ 者よ、 

人 は 皆な 汝に 到るべし、 

我-化 は 我に 對 して 强し、 

然 れど汝 は、 然り汝 は 之 を赦ひ 給ぶべし、 

汝に選 まる V 者 は 幅なる かな、 

汝に 近き まつりて (聖 殿) の大 庭に 住む 者 は 福 ひなる かな、 

我等 をして 汝の 〔¥ の 佳 物 を 以て 飽かしめ よ。 

汝は地 を 見舞 ひ て 之 に 灌漑ぎ 給 ふ 、 

汝は大 に 之 を 富まし 給 ふ、 

祌の川 は 水に て滿 つ、 

汝、 斯く 地を備 へて 彼等に 穀物 を 與へ給 ふ、 

汝、 豊かに 畎を 潤し 畝 を 平らかに し、 


汝、 S5 腐 を 以て 之.^, 軟 "にし、 其 萌芽 を 祝し 給 ふ、 

汝、 が惠を 以て 年 を 冠し 給 ふ、 

汝の途 に K "^滴る、 

其 S 薪 は 野の 牧場 を 潤し、 

小山 は 歡喜を 以て 帶 さる、 

牧場 は 羊の 群 を 衣、 

谷 は麥を 以て 飾らる、 ， 

彼等 は 歡喜を 以て 相應へ 且つ 

- 詩篇 第 百六篇 十五 節 

H ホバは 彼等の 祈願 を聽き 給へ り 

而 して 其 靈魂を 痩し め 給へ り  、 - , 1:^^|、-、复：1-る場きがぁる、 比世の事 

*rr"H き P い. 議^^ 

に 於て 肥えて 警 於て 瘦 X より I ろ i 反 Is べきで ある 
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詩篇 第 •「：： 二十 篇 五節 

禍 ひなる 哉、 我 は メセク に.； W り 

ケ ダル の 傍に 住めり > 

ク" ムゥ エル 持 愛の 對句 である、 彼 は 曾て in ふた、 

メセク は 延引 を 意味し、 ケ ダル は 暗 Mi の 意な り、 キ： は 延引し：： お ふと 雖も、 我 は iliS す 彼 は 必す我 を 

彼の 幕屋、 彼の 住所に 導き 給 ふ、 

と、 メセ クとケ ダルと は 蓋し ァラ ビヤ 民族 中 譎詐 奸俊を 以て 閜 えし 者な らん、 彼等の 間に 宿る と 云 ふ 

は、 詐欺、 奸 策の 到る 所に 行 はる、 此罪惡 の 世に 住む と 云 ふこと である、 H ホパの 聖徒 は此 世に 在り 

て 實にメ セクに 宿り、 ケ ダルの 傍に 住む 者で ある、 之 を 思 ふて 悲哀に 堪えない、 然れ ども クロム ゥェ 

ルの言 ひしが 如く、 「我 は^す」 である、 「个 暫時 ありて 來者來 らん、 必す延引し給ふ^^-ぁらじ」 で 

あ る (： 希 伯 來書十 章 三 十 七 節)。 


箴言、 傳道之 書 研究 


箴言 第 一 章 七！： 一  九 節 

前囘は rn ホバを 長る、 は 知識の 本な り」 に 就いて 語った (其の 搞 なし— 編者〕。 これ は實に 驚くべき 

一一-一 n 葉で ある。 人の 多く は考 へる、 エホバ を 長る、 は 信仰の 本な り、 H ホバを 長る \ は 道德の 本な りと。 

けれども 其 丈で は 足りない。 H ホバを 長る \に 至って、 人 は 初めて 宇宙 萬 物の 統一 並びに その 相 關 

係 を 悟る ので ある。 散漫なる 知識 は眞の 知識と しての 價値 無き ものであって、 知識 相互の 關係 統一 が 

あって こそ， 知識 は 生きて 來る。 そして 又 人 は H ホバを 長る、 心 を 抱かせら る、 に 至って 初めて 謙遲 

に 成る ので ある。 傲る 人に 眞の學 者 はない。 己 知れり と 思 ふ 人 程實は 無知の 人 はない。 余の 生涯に 於 

いて 知りし 最大の 學 者の 屮に はか &る人 は 無かった。 philosopher と は 所謂 哲學 者で はない。 知る こ 

と を 愛する 人、 其れが 眞の philosopher である。 これ は 大切な 事で ある。 諸君の 注意 を 促し 度い。 英 

國の大 政治家 グラド ス トンが 年 七十 歳に 達した 時に、 原語 を 以て イブセン を讀 まんと て、 諾威 語の 研 

究を 始めた とい ふ。 日本に こんな 人が 居る 乎。 單 なる 知識 慾で はない、 信仰 上の 深い 處 から 来て 居る 

ので ある。 

S  3 第一章 七— 一九 節  一六 1 


？ asrii 道 之 究  一六 二 

次に 「愚なる 者 は 智慧と 訓誨と を輕ん す」。 之 は 上半 節に 對 する もので 兩者 相俟って 一 句 を 成す。 

おろか 

從 つて その 間に 意味の 連絡が ある。 箴言の 中に 「愚なる 者」 とい ふ 曾 紫が 多く 使 はれて 居る。 そして 

同じく 愚なる 者と 譯 する も、 その 原語 は必 すし も 同一で はない。 此虚 では evil ( ェヴィ ー ル、 英語 ィ 

l ヴル ではない) とい ふ 字が 用 ゐられ て 居る。 肉つ きょく、 馬鹿 太りに ドシッ として 理解の ない 人、 

英語の Htupid に相當 する 言葉で ある。 故に 人 は H ホバを 畏れて 知識 を 得、 從 つて 智慧と 訓誨と を 重 

んす るに 至る に 反し、 愚なる 者 は それ を輕ん する 結 菜、 無知 無識の 人と 成って しま ふ。 

次に 此の 語 を 一般的に 解し 得る が、 又 特別の 意味に 於いて 解す る 事が できる。 一般的に は、 人から 

ふづか  あ ** 

敎 へられん とせす、 自ら 進んで 知識 を 得ん ともせす してせん じて 居る 人の 愚 を 一一 目って 居る が、 特に 义 

こ.^ を、 神に 敎 へられん と爲 ない 者の 愚と 解す る ことが 能る。 そして、 後に 學ぶ 如く 祌は 色々 の論訓 

と 啓示と を 人に 向って 與へ給 ふ。 神の 諭訓と 啓示と を 受け II： れ ない 者、 それ は 最大の 馬鹿者で ある。 

具體 的に 言へば、 神の 一一 目 葉なる 「ssl 曰」 の 示す 訓歸 と！ i 訓と を輕ん する 者 こそ 愚者で ある。 人の 惯値 

は、 其の 人が 神の 示し 給 ふ 智慧と 訓誨と を 如何に 受け 容る K かに 依って 決する。 如何に 學 問に 深く と 

も、 博士で あっても、 In 學 者であって も 聖書 を 捨てて 顧みないならば、 そ は 人生に 於け る 最も 重要な 

る 一事 を輕ん する 浮 愚の 人と 一一 一 曰 はなければ ならぬ。 そして 我々 多少な りと も 光明 を 認めし 者に は、 彼 

等が 誠に 愚なる 者で ある 事が 解る。 人生に 於け る 實驗を 通して 初めて 解す る を 得る 事實 である。 

次に 我々 を戒 むる 深い 意味 ある 一句が 待つ、 「我が 子よ、 汝の 父の 敎を きけ、 汝の 母の 法 を 棄るこ 

とな かれ、 これ 汝の 首の 美しき 冠と なり 汝の 項の 装飾と ならん」。 紀元前 千年の 當 時には 書物と いふ 

もの は 無かった。 すべて は oral  tradition  (口碑) であった。 殊に 今日 知識 を授 くる 學 校の 敎師 なる 


もの は 全く 無く、 其の 位置に 立つ もの は實に 父母であった。 ァラ ビヤ 人 は 今 も 然ると 聞く。 恐らく ィ 

H スも、 舊約 聖書の 多く を、 その 父母より 敎 へられし 事で あらう。 人生 最大の もの、 特に 神に 對 する 

信仰の 心、 之 は實に 父母より 來 るので、 之 丈け は 書物 も學 校も與 へる こと は 出来ない。 米國の 大統領 

が 其の 職に 就く 時 は、 多くの場合 先づ 群衆の 目前に 於て 誓約 をす るが、 その 時 は 常に 己が 老母の 聖書 

チ ヴ ス 

に 接吻す ると いふ。 何たる impressive  ceremoniiil であらう！ 過ぐ る 年の 夏、 その 老父の 家に あ 

つて、 共に 百姓 生活 をして ゐた現 米 大統領 ク ー リッジ 氏の 許に r ハ，' デ イング 死去、 後任 者 は 貴下な 

り」 とい ふ 電報が 達した。 日の 涼しき 頃尙 畠に ありし 彼の 父 は、 彼 を 伴 ひつ. - 家に 入り、 多年 讀み古 

した 己が 聖書 を 取り手 を 其の上に 置いて 言った、 r 汝の 父の 聖書 此處に 在り。 其 上に 汝の手 を 置いて 

誓ぶべし」。 斯うして 此の 偉大 且 敬虔なる 父子 は、 靜 かな グァ ー モント 州の 田園の 夕に、 祈禱を 共に 

したので ある。 これ 亦 實に莊 嚴嚴肅 なる 劇的 場面で はない か。 これが あって こそ、 大國の 運命 を 一任 

0  O0OOO0OOOC0  00O0000O000000 

し 得る ので ある。 此の世に 於け る 最大 幸福 は、 基督 者の 父母 を 持つ ことで ある。 —會員 中に か.^ る 幸 

福 者が 四、 五名あった。 

信者の 父母 は 誠に 尊く ある。 子た る 者 は 全く 從は ねばならない。 併し 程度の 差 こそ あれ、 尊き こと 

に 於て は、 不信者の 父母と て 何等の 變化 はない。 余の 父 は 余より 後に 信仰に 入った けれども、 余に 最 

も 大切な 訓 誨を與 へて 吳れ たの は實に 余の 父であった。 卽ち 武士と して ふむべき 道、 —武士道 を。 親 

ほど 眞實を 人の子に 語る 者 はない。 父 は 現世に 於て 子に 對 する 神の 代表者で ある。 r 汝の； t エホバの 

ち ゝはゝ う； 3*  i 

汝に 命じた まふ ごとく 汝の父 a を 敬へ」 U 所謂 「新人」 を以 つて 自ら 任す る 近代 人、 その 父母 を 古し、 

頑间 なりと いひて 輕ん じて 顧みす、 嘲りて 辱し むる 彼等 人の子よ。 彼等 をして 斯 くまで 邪惡に 至らし 
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せめ そら/人  ど -> 

めし 责は 抑々 誰の 上に ある 乎。 慨嘆すべき は 新聞紙 上の 廣吿 記事で ある。 如何して 斯 くまで 狂った の 

であるか。 彼等 は 曰 ふ、 道 德とは 何ぞ、 適當に 自己の 慾 望を滿 すため に 作られた る 他人との 約束なら 

す や、 宇宙の^^在するは自己の爲なり、 天地の 主 は 我な りと。 かう して 彼等 は 我と 自 から 人生 最善の 

智慧より 永久に 緣を絕 つてし まふので ある。 父母より 離れて 人の子 は、 決して 起ち 得ない。 殊に 人生 

の 根本 問題に 於いて 然 である。 これ は 誤 護ない 事實 である。 「我が 子よ、 汝の 父の 敎を きけ、 汝の母 

の 法 を 築る こと 勿れ」、 斯く言 ひて 我等 はソ 0 モ ンの n より 論語 を 聞かされる。 そして 是が 基督 敎で 

ある。 基督 敎に 忠孝な しと 言 ひし 者 は 誰で ある 乎。 

哲て 

H ホバを 長る、 は 知識の 本な りと 敎 へた ソ 0 モン は 父の 敎を きけ、 母の 法を棄 るな かれ、 これ 亦 知 

識の 本な りと は 語らなかった。 卽ち第 九 節に 讀 める 通りで ある。 「これ 汝の 首の 美しき 冠と なり 汝の 

項の 装飾と ならん」。 エホバ を 畏れ 父と 母と に從 ふこと が、 知識に 於て 貢獻 する ことよし 僅少な りと 

する も、 其の 事が 其の 人の 生涯 を 何れ 程 飾る かわからない。 偉い 學者 達が その 父母に 仕へ るに 從 順の 

德を 以てする 程 美しい ことがあら うか。 度々 話した ジョ ン • アダム ス の 話 を 此處に 叉 繰 返へ さう。 米 

閾 第 六 大統領 ジョン . クイン シ ー . アダム ス 氏が、 大統領の 職 を 退いて 後代 議士と して 居りし 頃の 事 

である。 當 時の 代議士 は 今と 異り、 特に 日本の 其れと 異り、 頗る 質素であった。 或 時 彼は數 人の 同僚 

ひ ざま づ べヅド 

と 同じ 旅館の 同じ 部屋に 宿泊す る ことにな つた。 夜寐の 床に 就かん として 彼が、 跪いて 床の 上に 頭 を 

のせ 整 高らかに 祈った の は 「主の祈り」 であった。 傍に 在った 同僚 は 或は 驚き、 或は 笑った が、 彼 は 

曰った 「これ は 我が 母の 祈りな り。 余の 幼兒の 頃より  一 n も缺 さす 我と 共に 祈り くれし 我が 母の 祈り 

なり。 我 は 此の 年に 至る まで 如何しても 靳く 祈らざる を 得す」 と。 かく 語って 微笑む 彼の 首に 余 は 輝 


く 金の 冕 を 見ざる を 得ない。 すべての 知識と 知慧 との 上に 此の 心が あって、 その 人 を 眞に裝 飾る ので 

ある。 世に は 装飾な ど は 無くても 宜 いと 言 ふ 人が あるが、 立派な 學者、 博士であって、 此の 點に 於い 

て堪へ 難い 程 醜，^ 人が ある。 一 人の 人が 「その 父の 敎 をき. 1、 母の 法に 從 つて」 立つ 時、 それ は 誰が 

見ても 美しき 人生の 装飾で ある。 (此の 篇横山 喜 之 筆記〕 


. 知識と 聰明の 獲得 

蔑 言 第二 章の 硏究 

貴き は H ホバを 長る.^ の曉 得、 神 を 知る の 知識で ある。 然し 此は 欲んで 得らる、 もので ない。 一生 

懸命に 求めて 與 へらる k ものである。 故に 曰 ふ 「若し 知識 を 呼 求め、 聰明 を 得ん と 汝の聲 を 揚げ、 銀 

の 如く 之 を 探り、 秘れ たる 寶の 如く 之 を 尋ねな ば」 と (三、 四 節)。 眞 理を學 ばんと せば 熟 心が 要る。 

毎日 京都より 叙 山へ 通 ひし 佛敎 信者が ある。 今より 三百 年 前に 伊藤 仁 齋に學 ばんと て 津輕、 秋 田より 

おと  はる 

京都 堀川の 彼の 酒屋 を 訪づれ た 昔の 日本人が あった。 ソ Et モンの 智慧 を學 ばんと て、 シバの 女王 は遙 

f  .1! や す 

遙 アビシ-一 ャ より M ルサ レムまで 往 いた。 容易く 得た もの は 容易く 失 ふ。 今日の 基督 信者に 背 敎者多 

き は、 今や 基督 敎を學 ぶに 餘 りに 容易い からで ある。 一生懸命に 成って 高 價を拂 つて 欲しい、 さう す 

れば 決して 棄 てない。 
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知識と 聰明 は 人が 發見 する のでない。 祌 より 與 へらる、 ので ある。 「エホバ は 智慧 を 與へ給 ふ …… 

彼は義 しき 人の 爲に 聰明 を- 1^ へ、 直く 步む 者の 盾と なる」 と ある (六 * 七 節)。 眞理を 得る に 研究 丈け 

では 足りない。 祈禱が 要る。 大舉 者の 多數が 敬虔 ある 信者であった 现 由は玆 にある。 -ー ュ， "トン、 ケ 

ルビン 卿、 デビ ッド. プリ ュスタ ー、 パスカル、 ルイ. ァガ シ 等 は 研究に 從事 する 前に 祈 禱に從 事し 

た 者で ある。 世 は 彼等の 發見 を稱揚 する が、 彼等 自身 は 神の 啓示 を 感謝した。 まことに すべて 大發見 

は 上よりの 啓示であった。 發見を 誇る 學 者の 如き 者は學 者と 稱す るに 足りない。 

たにに 知識 計りで はない、 公義、 公平、 正直と 稱 せらる k 道義 も 亦 神の 賜物で ある。 「そ は (神) 

みちす ぢ 

公平の 途を 保ち、 その 聖徒の 途筋を 守り 給へば なり」 と あるが 如し (八 節 )o 我等 は 信仰の みならす、 

普通 道德 まで 神に 與 へられ、 守って 戴かねば ならない。 普通 道 德と稱 して 決して 簡易 道德 ではない。 

公義、 公平、 正直 を 守る の 如何に 難き よ。 玆に 義人 も 亦謙遞 でなくて はならぬ 理由が ある。 

「謹慎 汝を 守り、 聰明 汝を 保ちて 云々」 と ある (十一 節〕。 我等が 道 德を使 ふ 時に 道德は 弱く ある。 

道德が 我等 を 支配して、 我等が その 守り 導く 所と なって、 我等の 道 德は强 くなる ので ある。 「謹 愼汝 

を 守り」 と 云 ふ。 「謹慎の 靈汝を 守り」 と 云 ふ 事で あらう。 謹慎 を 擬人化した 所に 言葉の 强 味が ある。 

謹慎と 聰明 汝を 守りて 「惡 しき 途 より 汝を救 ひ、 虚偽 を 語る 者より 汝を扬 けん」 と 云 ふ (十二 節〕。 自 

分の 智慧と 能力 丈け で惡と 虚偽より 免 かる、 事 は 出来ない。 聖霊の 能力が 必要で ある。 「我等 を 試 誘 

に會 はせ す 反って 惡 より 救出し 給へ」 である。 自分で 立派に 惡に 勝って 見せる と 傲 語した 者 はすべ て 

美事に 之に 負けた 者で ある。 

「彼等 は 直き 途を 離れて 幽暗き 路を 歩み」 と ある。 「彼等」 は 勿論 M ホバに 倚らす して 自分に 頼む 


者で ある。 傲慢に も 種々 あるが、 最も 拙き は 道德的 傲慢で ある。 人 は 如何なる 人と 雖も、 我れ 立てり 

と 3 ャか 時に 仆れ るので ある。 

「聰明 はまた 汝を妓 女より 救 ひ、 言 を もて 詔ふ婦 より 救 はん」 と 云 ふ (十六 節〕。 妓 女は必 しも 藝娼 

妓に 限らない。 すべての 不眞 面目なる 婦は妓 女で ある。 人世 を 遊樂の 場所と 心得、 多く 遊び 樂 しんで 

一 生を途 らんと 欲する 婦 はすべ て妓 女で ある。 而 して 斯 かる $1 の 如何に 多き よ。 虚^の 婦と稱 する 者 

の 如きす ベて 是れ である。 ダンスに 紳士の 交際 を 求めて 夜 を 更かす 者 はすべ て是れ である。 人目 を惹 

くが 如き 服装 をな して 得意た る 者、 天然の 美よりも 人工の 美 を 愛する 者、 實 質よりも 外形 を 尊ぶ 婦、 

彼等 はすべ て 妓婦叉 は 遊女で ある。 そして H ホバを 長る、 の 聰明 は 人を是 等の 婦 より 救 ふと 云 ふ。 實 

に 小なる が 如くに して 小なら すで ある。 幾たり の 男子が 此 種の 婦に由 りて 其 身を滅 せし 乎、 數へ つく 

す 事が 出来ない。 義貞、 秀吉、 ネルソン、 皆な 此 災害に 植 つた 者で ある" クレオ パト ラは妓 女の 女王 

となりし 者であって、 シ ー ザ ー も 一時 は 其 捕 慮と なり、 アン トー 一 ー は 終に 其 亡す 所と なった。 人^ 實 

は 妖女 程 恐ろしい 者 はない。 そして エホバ を畏 る、 の 聰明の み 之に 勝つ ことが 出來 ると 云 ふ。 まこと 

に然 りで ある。 Beautiful  is  that  beautiful  decs  (美 を爲す 者是れ 美人な り) と 云 ふ。 そして 聰明 

は 行爲の 美に 眼 を 注いで 形の 美に 誘 はれない。 神に 導かる k の 幸福 多し と 雖も其 最大の もの は妓 女に 

欺かれない 事で ある。 今や 日本の 社 會に妓 女 は 到る 處に 居る。 有 島 武郞の 如き、 神を棄 てし 結果と し 

て妓 女の 誘 ふ 所と なりて 其滅す 所と なりし に過ぎない。 

妓女！ 彼女 は 首 を もて 詔 ふ婦、 若き 時の 侶 (夫) を棄 て、 その 神に 契約せ しこと を 忘れ、 その 家 

は 死 こ 下り、 その 途は 陰府に 趣く と 云 ふ (十六— 十八 節〕 。まことに 文字通りに 事實 である。 日本の 今日 

知識と 聰明の 獲 得  一六 七 
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に 幾多の 寳例を 見る。 

妓 女の 反對は 「贤き 女」 である。 之 を 讚へ た 者が 同じ 箴首 三十 一章 卜 節より 三十 一節まで ある。 

就いて 讀む べしで ある。 


長 ベ 叩 と 名 #1 と 富 貴 

錢言 第三 章  一 ！十節 

長命の 途は エホバの 法 を 忘れす、 心に 其 誡命を 守る にある と 云 ふ (一、 二 節 )o 一見して 俗世界の 敎 

訓 であるかの やうに 見える。 然し さう でない。 第一 に 長命 其 物が 犬なる 恩惠 である。 十誡 第 五條に 曰 

く  r 汝の 父と 母と を 敬へ、 是は 汝の祌 H ホバの 汝に賜 ふ 所の 地に 汝の 生命の 長から ん爲 なり」 と 「出 

埃 及 記 二十 聿 十二 節 )o 長命の 目的 は 長く 地上の 生命 を樂 まん 爲 でない。 長き 生涯の 經驗を 以て 神と 人 

とに 仕 へんが 爲 である。 衛生の 目的 は玆に 在らねば ならぬ。 そして 長命 術の 第一 は M ホバの 法に 從ひ 

其 誡命を 守る に 在る。 そして 大體に 於て、 此は人類の實驗に由て證明されたる^*赏でぁる。 #； 生 法 は 

許 多 ありと 雖も祌 を 長る、 に 勝 さるもの はない。 猶太 人が 今日と 雖も 長命 を 以て 有名なる こと、 歐米 

isi: に 於て 醫： 帥、 法律家、 牧師の 三階 級の 內で、 最も 長命なる は 牧師 階級で ある 事 は克く 知れ渡りた 

る事實 である。 私の 如き、 學校 時代に 於て は 同級生 中 第 一番に 墓に ド るべき 者と 認められし 者が、 今 


日猶ほ 健康 を 保ち、 且つ 意 の 若き 事に 於て は 同級生 屮 第一 である こと は、 全く 自分の 擇 びし 事業の 

エホバ の 法と 其誡 命との 研究 傅播に 因る ので あると 信す る、 勿論 信仰 を 守る の 結 菜と して 生命 を棄又 

は 縮めざる を 得 ざ る の 場合 あ る は 言 ふま でもな い 。 然し 乍ら 彼と 此とは 全く^ の 問題で ある。 

長命 然り名 譽亦然 りで ある。 「さらば 汝、 神と 人との 前に 恩寵と 好 名と を 得べ し」 と ある (四 節)。 

名 譽に惡 いものと 善い ものと が ある。 讚美歌に 云 ふ 所の 「此 世の 君 等の 花の 冠」 は 決して 慕 はしき 者 

ではない。 政府の 授 くる 位階 勳 章に 多くの 疑 はしき 者が ある。 然し 乍ら 人の 授 くる 名 譽の 外に 神の 授 

け 給 ふ 名譽が ある。 此は 天下 何者 も！^ ひ 去る ことの 出来ない 名譽 であって、 慕 ふべき 者、 尊むべき 者 

である。 イエ ス 御自身に 此名譽 が 伴うた。 路加 傅 一 一章 五一 一節に 記して 曰 ふ 「ィ H ス 智慧 も 齢 もい ゃ增 

り、 祌 とんと に 益々 愛せられたり」 と。 義 しき 途を 歩みて、 神に 愛せら る、 は 勿論、 終に 人に も 敬 ま 

はれる。 の此世 も 終に は 義人 を 敬 はざる を 得ない。 其 名 譽は慕 ふべき 名譽 である。 多くの クリス チ 

ヤンが 縦し 現代に は 認められざる も、 後^ 必す 我を義 とする 者 ある を 信じて 死に 就いた。 コ n ムゥ H 

ル の 如き も 其 一 人であった。 名 譽と云 へば 一 概に之 を 排斥す るは大 なる 間違で ある。 札幌の クラ ー ク 

先生が 彼の 愛する 擧 生と 別る、 に 方て 發 せし 一 語 は 有名で ある、 曰く  Boys,  be  amljitio き！ 靑 年よ 

大 なる 野心 を 懐くべし と。 名譽を 得ん と 欲せす、 又 名 譽を傷 けらる k も 憤を發 せす、 斯 かる 事 は非キ 

リ ス ト 的行爲 なりと 信す る 今日 幾多の 基督 敎靑年 は、 未だ 神の 嘉し給 ふ 高貴なる 生涯の 何たる 乎 を 知 

ら ざる 者で ある。 

より. U の  さとり  さとし 

第五 節 「汝 心を盡 して H ホバ に 倚 観め、 自己の 聰明に 倚る こと 勿れ」。 第 七 節 r 自 から 看て 聰明と 

する 勿れ」。 自分と 自分の 判斷に 倚賴む 勿れ、 自分 を 標準と して 萬 事 を斷定 する 勿れとの 誡 命で ある- 

長命と 名 as- と 富 ft  一六 九 
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自己 過信 は靑 年の 陷り 易き 罪で ある。 殊に 近代 人 特有の 罪で ある。 そして 罪で あると 同時に 大危險 で 

ある。 之に 反して r 汝 すべての 途 にて H ホバを 認めよ」 である。 H ホバと 其 法 を 離れて 何事 を も判斷 

する 勿れとの 敎 である。 普通、 親孝行が 孝子の 處 世上 犬なる 利益で ある 事 は克く 知れ渡り たる 事實で 

ある。 5^ して 萬 事に 於て H ホバの 實在を 認め、 其 聖旨に 從 はんと 努む るに 於て を や。 此は 信仰の 實益 

を敎 へた 言で ある。 そして 信仰 は 直接に 利益 はない が 間接に は 非常に ある。 單獨で 事 を 行 ふに あらす、 

神に 諮りて (祈りて) 事を爲 すので ある。 そこに 信者の 强 味と 安全と が あるので ある。 

「汝の 貨財と 汝 がすべ ての 產 物の 初生 を もて H ホバを 祟め よ、 さらば 倉庫 は充 ちて 餘り、 汝 の酒槽 

は 新しき 酒に て 溢れん」 と ある (九、 卜 節： _。 いかにも 利己主義の 信仰 獎勵の 一一 目で ある やうに 聞え る。 

然れ ども 是れ亦 人生の 事實 なる を 如何せん。 エホバに 獻 ぐるに 所有の 最良の もの を 以てす、 然 らば H 

ホバも 亦 其 最善の もの を 以て 報 ひ 給 ふと。 斯 かる 敎 訓は考 へて 解る ことで ない、 行って 見て 刺 明す る 

ことで ある。 長命、 名譽と 同じで ある。 確實 なる 富 も 亦 エホバ の 賜物で ある。 信仰の 生んだ 富の みが 

0000OOOOO000OO0COO00O0OOO0O 

永久 不朽の 富で ある。 大實業 家は大 政治家 大科學 者と 同じく 大抵 は 犬 信仰 家で ある。 歐洲 最大の 富豪 

tl ス チャイルド 家の 富はモ ー セ 律の 厳守より 成った ものであると は 其の 首長の 宣 雷 せる 所で ある。 我 

國に 於ても 三 井、 住友 等の 起原 を 尋ねて 見れば、 其 内に 深い 道德的 理由 を發 見す るので ある。 たしか 

三 井 中興の祖 先で あつたと 思 ふ、 其 言に 曰く 「一 に 人物、 二に 場所、 三に 資本」 と。 事業 成功の 要素 

は 「一 に 人物」 である。 神と 人類と に 事 へんと 欲する 心なく して 確實 なる 富 をな す 事 は 出来ない。 玆 

に-せ， つて 實業も 傳道も 其 根本の 精神に 於て 異ならない 事が 判明る。 アダム . ス ミスの 『富 國論』 は 倫 

现 哲^の 一 篇 として 著 はされ たる 者で ある こと を 忘れて はならない。 


知識と 聰明と 智慧 

麓 言 第三 章 十三 ー  二十 節 

なら 

知識に 三階 段が ある。 其 第一 が 知識、 第二が 聰明、 第三が 智慧で ある。 文字 を 列べ た 丈け では 其 意 

味 は 解らない。 殊に 譯 字に 於て は然 りで ある。 我等 は 事の 何たる 乎 を 知って、 然る 後に 其 意味 を 文字 

の. 5： に讀 込まねば ならぬ。 文字 は 畢竟る 所表號 に過ぎない。 

玆に 知識と 云 ふ は 觀察的 知識で ある。 物 を 見て 其 實狀を 知る の 知識で ある。 試に 雀 を 見ん 乎、 其 如 

何なる 鳥なる 乎、 其大 さ、 色、 習慣 等、 罩に 鳥の 一種と して 探り 得た る 知識で ある。 人と して 見た る 

人に 係 はる 知識、 天然と して 見た る 天然に 係 はる 知識、 事物の 大小 を 問 はす、 他の物より 離して 一 物 

を 3- て 得し 知識、 それが 單 なる 知識であって、 基礎的 知識と 稱 すべき ものである。 此 知識が 確實 なれ 

ばなる 程 他 の 知識が 確實な るので ある。 天 然學者 は此種 の學 者で ある。 ダ I ヰン は 其 最も 優秀な る 者 

であった。 叉 倾人を 知る は 社會と 人類 を 知る の 前提で ある。 傳 記に 精通せ すして 歷史を 解す る 事 は 出 

来ない。 

知識の 後に 聰明が 来る。 聰明 は 關係的 知識で ある。 一 物の 他物に 對 する 關係を 知る 知識で ある。 雀 

は 鳥で ある。 之に 似た る 鳥が ある、 之と 異なりた る 鳥が ある。 叉 鳥と して 他の 動物に 對 する 關 係が あ 

知 n と 聘 明... - S  g  一七 一 
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る。 後 を 知った 丈け では 後 は 解らない。 { 予宙萬 物との 關係を 明かに して 雀の 意味が 解る ので ある。 雀 

然り、 况ゃ 人に 於て を や。 自分 を 知った 丈け で 自分 は 解らない。 日本人と して、 亞細 人と して、 丁 

ダムの 裔 として 自分 を 見て、 自分の 存在の 意義が 解る ので ある。 そして 自分に 係 はる 此 種の 知識が 聰 

明で ある。 自分の 大も小 も、 義務 も 貴 任 も、 權利も 運命 も、 自分に 係 はる 關係的 知識 卽ち 聰明 を 得て、 

自分に 初めて 自覺す るので ある。 

知識 あり 聰明 ありて 然る 後に 智慧が あるので ある。 智慧 は 實際的 知識 である。 知識の 應用之 を 智慧 

と 云 ふ。 先 づ物を 知り、 物と 物との 關係を 知り、 然る 後に 其 知識に. m て 行 ふて、 我等 は 過誤な きを 得 

るので ある。 凡ての 知識の 目的 は 正しく 行 ふに 在る。 我等が 學 ばんと 欲する 凡ての 學 問の 目的 は、 我 

等が 神の 前に 正しき、 人ら しき 生涯 を 送らん が爲 である。 

知識の 三階 段 を 現代の 言 紫に 譯 して 言 ふなら ば、 第一が 科學 であって、 第二が 哲學、 第三が 道德で 

ある。 科 舉の爲 の科學 でない、 哲學を 通う して 道德に 達せん 爲 の科學 である。 そして 智慧の 書なる 箴 

言 は當 時の 科舉 と哲學 との 上に 築かれた る 道 德を敎 ゆる 書で ある。 著者 ソ n モ ンが 如何に 博學の 人な 

りし 乎 は 列 王 紀略上 四 堂 三十 節 以下の 一一 一一 C に 由て 明かで ある。 

ソ ti モン の 智慧 は 東方の 人々 の 智慧と H ジ ブトの 凡ての 智慧よりも 大 なりき ：：： 彼れ 箴言 三千 を 

說 けり、 叉 其 詩歌 は 一 千 五百篇 なりき。 彼れ 叉 草木の 事 を 論じて レバノン の 香 柏より 墻に 生る 笞 

にまで 及べり。 彼れ 亦獸と 鳥と 匍 行動 物と 魚の 事 を 論じたり。 

今： n で 言へば、 ゾ 口 モン は 博物 學 者で、 哲學 者で、 同時に 又 倫理 學者 であった ので ある。 最も 健全な 

る學 者であって、 我等 何人も 傚 ふべき である。 


以 上 の 說明を 心 に 留め て 第三 章 十三 節以 下 一 一十 節 ま で を讀 めば 、 其 意味 は 克く解 る の で あ る 

福 ひなる 哉 智慧 を 求め て 之 を 得し 者 は 、 

智穀を 己が 所有と せし 者 は 福 ひなる 哉。 

そ は 智慧 を 得る は 銀 を 得る に 愈り、 

そ の 利益 は 金よりも 善ければ なり。 

智慧 は 珊瑚よりも 贵し、 

之に 比ぶべき 寶 あるな し、 

. 長壽は 其の 右の 手に 在り 

其の 左の 手に 富と 尊き と 在り。 

其 道は愉 樂の途 なり、 

其の 徑は 悉く 平康 なり。 

此. は 之 を 握る 者に は 生命の 樹 なり、 

之 を 抱いて 離れざる 者 は 福 ひなる 哉。 

M ホ バ は 智慧 を 以て 地 を 置 ゑ 給 へ リ 

知識と 聰 W と 智 S  一七 一一 一 
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聰明 を 以て 天 を 支え 給へ り。 

其の 知識に 由り て 水 は 湧お で" 

雲 は 露 を 降すな り。 


一 七 s: 


智聽は 最善の 所有、 智慧 は 最大の 寶、 智慧 は 最上の 樂 しみ。 其れ は 其の 譯 である。 天地 萬 物 は エホ 

バの 智慧に 由て 成りし 者で あるから である。 泉， の 湧出る も、 露と 雨との 降る の も H ホバの 智慧に 依る。 

人の 智慧 を 以て 神の 智慧に 應 する、 其れが 道德 である。 天然の 法則と 稱 へて 道德と 離れた る 者で はな 

い。 凡ての 知識 は 其 究極に 於て 智慧 卽ち 道德 であると。 是れ 聖書の 見方で ある。 菜して さう である 乎 „ 

其 事を究 むる のが 擧 問の 目的で ある。 學問を 非道 德に する のが 近代 知識の 倾向 である。 之に 反して 基 

督敎は 其 創始より 有祌 的であって 道德 的で ある。 


第 


* 曰 騫 か rr 

錢言第 四 章 一 ー 九 節の 研究 


父と 云 ひ 子と 云 ふ、 單に 血肉の 關係 である 針り でない。 本當 の 父 は 肉の 父で あると 同時に 靈 の 父 で 

あらねば ならぬ。 卽ち 子に 肉の 生命 を與 へ しと 共に 靈の 生命 を與 ふる 者で あらねば ならぬ。 卽ち 信仰 


の俾 達者で あらねば ならぬ。 そしてへ ブライ 人の 間に 在て は是れ が事實 であった。 へ ブライ 人と 同 極 

族なる ァラ ビヤ 人の 問に 在りて は 今 も 猶ほ然 りで ある。 家長 は 父で あり、 祭司で あり、 敎師 であり- 

預言者で ある。 ケ ブラ ハム、 イサク、 ヤコ ブの 事蹟が 克く此 事 を 語る。 父 は單に 肉の 父で あり、 子 は 

父 と 思想 信仰 を異 にす る も 差 支な しと は 西洋 思想であって 叉 近代 思想で ある。 其の 果して 眞理 なる 乎 

は 未だ 證明 せられざる 問題で ある。 敢て 父の 爲に言 はす、 子の 爲に言 ふ。 子 は 果して 肉體 以外の 事に 

於て 父より 何物 を も 授かる の 必要な き 乎。 若し 然り とすれば 子の 不幸 此上 なしで ある。 「我 父 我を敎 

へたれば 我れ 敎を 汝に授 く」 と。 智慧 は傳統 的で ある。 人生の 經驗は 各自 之 を 繰 返す に 及ばす、 叉 繰 

返す 能 はす。 父祖の 經驗は 智慧と して 之 を承繼 ぎ、 我 は 其 上に 立ちて 新 方面に 向って 發展 すべきで あ 

る。 其 事 其れ 自身が 大 なる 智慧で ある。 善 も惡も 自分が 新たに 實驗 する にあら ざれば 認めす と稱 する 

は、 自由と 稱す るよりも 寧ろ 愚で ある。 近代 人は自 から 善悪の 樹の價 値 を 定めん と 欲して 大 なる 危險 

を 冒しつ、 ある。 そして 彼等の 多数が 其 評價を 誤りて 身 を 滅し靈 を 失った。 

「智慧 は 第一 の ものな り」。 道、 信仰、 人類の 實驗を 以て 證 明され し 神の 啓示、 卽ち此 に 謂 ふ 所の 

智慧で ある。 是れ第 一 なりと ソ 口 モ ンは云 ふ。 親が 子に 偉 ふべき 第 一 の寶は 是れ、 子が 親より 求む ベ 

き 第一 の 资產は 是れ、 智慧に 較べて 見て 此 世の すべての 富 も f 尊 も、 學問も 才能 も數 ふるに 足りない- 

智慧 ありての 富、 智慧 ありての 權能 である。 國も人 も 智慧な くして は、 凡て 他の もの 有りと 雖も 永く 

は 保たない。 智慧 は 富と 貴 尊と を 生む が、 富と 貴 尊と は 智慧の 代用 を爲 さない。 財 產と學 問と は 無く 

とも 可い、 然し 智慧 は 無 かる 可ら すで ある。 

智慧 を 福音の 信仰と 解して、 其 至大の 價愤を 近 史の 多くの 事實を W て例證 する 事が 出来る。 西 班 

智 s 第 1  一七 五 
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牙 は 一 時 は 富 を 以て 溢れた が、 智慧に 缺 けしが 故に 今日の 衰退 を 来した。 獨逸は 舉術を 以てせ 界に親 

たりし が 智慧 を 失 ひしが 故に 今日の 屈辱 を 招き、 今日の 困難 を 来した。 今日の 日本 も 亦祌を 知る の 知 

識を養 は ざり し 結果と して、 其 他の 事に 於て は" 優秀の 國 なりと 雖も、 凡ての 事に 於て 行詰りつ、 ある。 

國然 り、 人 また 然り である。 人の 成功 は その 信仰に 因る。 大成功 者 はすべ て 信仰の 人で ある。 主ィ H 

ス キリストが 其 最大の 實例 である。 彼に 學問 なく、 財產 なく、 有った もの は祌を 信す るの 信仰で あつ 

た。 「誰か 能く 世に 勝たん、 我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り」 である (ヨハネ 第 壹書五 章)。 

若し 供に 本當の 意味に 於て の 基督 敎 文明なる 者が あると すれば、 其れ は 信仰 を 以てする 世の 征服で あ 

る。 武力 义は 知能 を 以てする 征服 は淺ぃ 暫時 的の 征服に 過ぎない。 

勿論 斯 かる 人世の 見方 は斯 世の 人に 嘲らる。 智慧の 眞價は 智慧の 人に のみ 認めら る。 「智慧 は 智慧 

の 子に， 義と せらる」 とィ H スは曰 ひ 給うた (マ タイ 傳十 一章 十九 節 ；}。 淺ぃ 文士 や、 小利！ 3 の 政治家に 尊 

ねす して、 深く 人生 を 味 ひし 人に 問 ふなら ば、 彼等 は 孰れ もソ El モ ンの此 言の 誤らざる を證 する であ 

らう。 「智慧 は 第一 なり、 何 を 得すと も 智慧 を 得よ、 凡て 汝の 得た る 物 を 捧げても 智慧 を 得よ」 と。 

マ タイ 傳 十三 章 四十 節 以下に 於け るィ H スの 言が ソ 口 モ ンの此 一一 一一 I： の 最善の 註解で ある。 

天 國は 畑に 藏れ たる 寶の 如し、 人、 看 出さば 之を祕 し、 喜び 歸り、 其 所有 を 盡く賫 りて 其 畑 を I 貝 

ふなり。 天 國は又 好き «^ 珠を 求めん とする 商人の 如し、 一 の 爐卨き 眞珠を 看 出さば、 其の 所有 を 

盡く賣 りて 之 を 買 ふなり。 

智慧 は 何故に 斯 程に 貴き 乎、 そ は 人生の 實驗に 依て 知らる。 

智慧 を棄る 勿れ、 彼女 は汝を 守らん、 


彼女 を 愛せよ、 彼女 は汝を 保たん、 

彼女 を 尊べ、 彼女 は汝を 高く 揚げん、 

若し 彼女 を懷 かば、 彼女 は 汝を榮 えし めん、 

彼女 は 美 はしき 花 冠 を汝の 首に 置かん、 

榮の冠 冕 を 汝に予 へん。 

一一 一一 n は 至って 平凡で ある やうで あるが、 其 意味 は 深長で ある。 卽ち其 意味 は此 世の 安全 叉 は 成功 を 以て 

盡 きない。 事 は 永遠に 係 はる 問題で ある。 智慧 を單に 智慧と して 解せ す、 人生の 實驗 より 得た る有效 

的 知識と して 取らす して、 最高の 智慧 卽ちィ H ス キリストに 在りて 神を識 るの 活ける 眞の 知識と 解し 

て、 天上 天下 之に 優 さりて 貴き もの はない。 其 意味に 於て 智慧 第一 である。 諸君 は 何 を 捨て、 も 之 を 

得ん と 欲する 乎。 此は 商賣の 暇、 又は 勉强の 間に 得ん と 欲して 得らる、 者で ない。 凡ての 代 價を拂 ふ 

て 求むべき 者で ある。 


心の 防衞 

凡ての 守るべき 物より 勝 さりて 汝の心 を 守れ、 そ は 生命の 流 これより 出れば な り (箴言 四 章廿ー 一 一 

節)。 

心の 防衛  一 ヒヒ 
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人生 は戰爭 であって 半ば 攻撃であって 半ば 防衛で ある。 攻防の 二 術に-お ぜ すして 勝利 は 得られない。 

此は 防衛に 就て 語る ので ある。 

守るべき 者 は 種々 ある。 健康 も 守らざる ベから す、 智力 も 守らざる ベから す、 良 操 も 守らざる ベ か 

らす、 人に 依て は 財產も 地位 も 門閥 も 守らざる ベから す。 油斷 大敵で ある。 r 汝が 有つ 所の 者 を 堅く 

保ちて 汝の冠 を 人に 奪 はる & こと 勿れ」 と 主 は 我等 何人に も 告げ 給 ふ (默示 錄三章 十 一節〕。 

祌が賜 ひし 者 は 何もの を も 奪 はれて はならない。 而 かも 其內に 最も 大切に 守る ベ き 者 は 心で ある。 

之を楚 はれて 全部 を 奪 はる、 ので ある。 心 は 人の 本 である。 作戰計 ffi はすべ て此に 講ぜら る。 敵に 

本營を 犯されて 全軍 は 敗北した ので ある。 今川義 元の； i| 狭 に 於け るが 如く、 本營が 敗れて 全軍が 亡 

びた ので ある。 

事 は 平凡の 眞理 である やうに 見える。 然し 平凡であって 大事で ある。 而 して 國 民の 歷史に 於て 桶狹 

は 滅多に無い 事で あるが、 個人の 生涯に 於て は 最も 普通に 有る 事で ある。 心 を 敵に 奪 はる k 事， 此 

災難に遭 はない 人 は 何處に 在る 乎。 我心 を 死に 至る まで 我 有と して 保つ 人、 之 を 他人に 與 へざる のみ 

ならす、 悪念 をして 之 を 汚さ らしむ る 人、 其 人 は 偉人で ある、 聚人 である、 而 かも 其 人の みが 獨立 

の 人、 人た る 资格を 有する 人で ある。 

天才に して 利 愁に其 心 を 奪 はれた る 人、 英雄に して 色慾の 奴隸と 成れる 人、 叉 は 名譽に 其の 一身 を 

亡せ る 人、 …… 英雄 天才 は 掛からす と 雖も心 を 守り 通す 人 は 最も い。 ネルソン 將 軍の 勇氣瞻 カを以 

てす る も 一 婦人に 其 心 を 奪 はれて、 トラフ ハルガ ー の 大勝 は 彼女の 汚す 所と なった。 心 を 守る は 最も 

大切で ある、 而 して 最も 難く ある。 箴言 十六 章 三十 二 節に 云へ るが 如しで ある、 「己の 心 を 治む る 者 


は 城を攻 取る 者に 愈る」 と。 

然 らば 如何にして 己が 心 を 守らん 乎と 云 ふに、 先づ 第一 に 罪に 近づかざる 事で ある。 罪 は傳染 的で 

ある、 之に 近づきて 惡 感化 を 受けざる はない。 「罪に 近づく も 可な り 之に 陷ら ざれば 足る」 と は 偽 は 

りの 敎 である。 ソロ モ ンは曰 ふ、 「邪曲なる 者の 途に 人る こと 勿れ、 惡 しき 者の 路を步 む 勿れ、 之 を 

避けよ、 過ぐ る こと 勿れ、 離れて 去れ」 と (四 章 十四、 十五 節〕。 惡を 知る の 必要 はない、 然り惡 を 知る 

は危險 である。 社會 研究と 稱 して 惡 事の 研究に 從 事して 自身 惡 しき 者と なった 例 は 甚だ 多い。 此點か 

ら 見て 演劇 ダンス 等に は 近寄ら ざるが 安全で ある。 劇場が 紳士 淑女の 避くべき 所なる は、 改心せ る 俳 

優の 屢々 吿白 せる 所で ある。 禁酒 禁煙の 利益 も玆に 在る。 悪事の 媒介 者た る 酒 を 結ち て、 惡其物 を 避 

くるので ある。 低級 文 擧に目 を觸れ ざる 事 も 亦 一大 要件で ある。 此は 讀んで 益な きもの、 知る 必要な 

き 知識の 供給 物で ある。 今日の 雜 誌と 新聞紙の 多數は 人類 日々 の 罪惡史 として 見て 差 支ない。 彼等 は 

人心の 腐敗 を 歎じな が ら 腐敗 促進 の 大機關 である。 

惡を 避けて 善と 親しむ。 其れが 第二の 途 である。 善き 人が あり、 善き 仲間が あり、 善き 文學が ある。 

必 しも 基督 敎に 限らない、 基督 敎 以外に も 多くの 善き 人と 善き 物と が 在る。 此 事に 關し ピリ ピ書四 章 

八 節 に 於け るパゥ B の勸言 に 注意す べきで ある。 

兄弟よ 我れ 之 を 言 はん、 凡そ 眞實 なる 事、 凡そ 敬 ふべき^、 凡そ 義 しき 事、 凡そ 愛すべき 事、 凡 

そ 善き 稱 ある 事、 すべて 如何なる 德、 如何なる 譽 にても 汝等之 を 思 ふべ し 

と。 希 腿の 哲人 ソ クラ テ ス 傳を讀 みて 如何に 熱心なる 基督 者と 雖も 多く 敎 へらる、 所な き 能 はすで あ 

る 0 

心の 防衛  一七 九 
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然し 乍ら 心 は 單に惡 を 避け 善と 親しむ 丈け で 守られ 得る 者で ない。 善き 感化 丈け で 心 は淸淨 なる 事 

o〇ooooo〇oooooooooooo〇 

は出來 ない。 心 は _s ^に聖 き 者を迎 へて 聖く 成る ことが 出来る。 聖人の 書 を讀む 丈け では 足りない 自 

身 一人と 成らねば ならぬ。 そして 神に 我心に 宿って 戴いての み 我は属 の 聖人に 成る ことが 出来る。 兹 

に 於て か 聖書に 謂 ふ 所の 聖靈 降臨 の 必要が あるので あ る。 神 御自身に 我心 を 守 つて 戴く ので ある。 然 

れば我 は 安全で ある。 而 して 祌は此 事 を 凡て 彼 を 信す る 者に 約束し 給うた。 

ィ H ス答 へて 曰 ひ 給 ひける は、 若し 人我 を 愛せば 我 言 を 守らん、 且我父 は 之 を 愛せん、 我等 来つ 

0OO00OO0O 

て 彼と 偕に 住む ベ し 

と (ョ ハネ傳 十四 章 サ三節 ：}。 三位の 神が 我心に 臨在して 下さる と 云 ふ。 斯くて 我心の 安全 は保證 さる \ 

ので ある。 而 して 彼れ 臨り 給 ふ 時に 我が 過去の 靠 までが 洗 はれ、 我 は 新たに 造られて、 彼が 完全き が 

如く 完全く 成る ことが 出來 るので ある。 r 汝の扉 は緋の 如く 赤く とも 雪の 如く， U くな り. 紅の 如く 赤 

くと も 羊の 毛の 如くな らん」 との 預 一一 一一 口 者 の 首が、 罪に 汚れし 我が 裏に 於て 實 現す るので ある (ィ ザャ書 

一章 十八 節)。 

「そ は 生命の 流 は 之より 出れば 也」 と。 人の 一 生 は 畢.； 一 兄る 所 其 心の 如くに 成る ので ある。 其 運命 は 

、. ^の， に 由て 定まる。 


身の！ fuE 潔 

筵 言 第五 章 

娼妓、 あそびめ、 「娼妓の U 辱 は 蜜 を 滴らし、 其 口 は 脂よりも 滑な り。 然れど 其 終は茵 魔の 如くに 

苦く、 兩 刃の， 劍の 如くに 鋭し」 と (三， 四 節)。 人類 有って 以来、 娼妓の 無った 時 は 無く、 無った 所 は 

ない。 西洋に ある、 東洋に 有る、 米國に 有る、 日本に 有る。 娼妓 を 以て 汚されざる 國 とて は 天が下に 

一 ケ國 もない。 殊に 伊勢の 山 田、 叉 は 京都の 島 原 (東 本願 寺の 隣り) 等 神聖た るべき 地に 之れ ある を 

見て、 社會は 其根抵 まで 之 を 以て 毒され て 居る 事が 判明る。 言 ふ H バが アダムと 共に 罪 を 犯して ェ ヂ 

ンの 圜を逐 はれし 時に 娼妓 は始 つたので あると。 或は 然 らん。 人が 祌 より 離る k 時に 其 情 性が 汚れて、 

墮落 男女と 成る ので ある。 多分 キリス トの 再臨に 由り て此 世が 化して キリストの 國に 成る まで 娼妓 は 

此 世より 絡えぬ であらう。 

そして 男子が 娼妓に 其 身 を 汚す 時に 彼 は 身と 共に 靈魂を 汚す ので ある。 パゥ & は 曰うた 「人の 凡て 

行 ふ 罪 は 身の 外に あり、 然れど 淫を行 ふ 者 は 己が 身 を 犯すな り」 と (コ リント 前 甞六章 十八 節 〕。 卽ち身 

を 其屮心 卽ち靈 魂に 於て 犯す ので ある。 罪 は 何れも 恐るべし と雖も 娼妓に 由て 犯す 罪、 卽 ち！^ 淫程恐 

るべき ，4 はない。 此は單 に 放蕩 叉 は道樂 として 看過すべき 者で ない、 重大なる S§ である。 之に 由て 生 
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命の 根本が 毒 さる.， ので ある。 單に 人類の 健康 狀 態より 考 ふる も、 淫行 は 疾病 十分の 九の 原因で ある- 

直接に 花柳病と して 現 はる、 者に 止まらす、 それが 原因と 成りて 種々 雜 多の 疾病に 現 はる K は 人の 能 

く 知る 所で ある。 世に 娼妓が 絕 ゆる 時に 疾病の 十分の 九は絕 ゆるので ある。 實に 梅毒に 由て 滅びた 國 

家 は多數 ある。 布哇の 如き は 其 最も 悲しむべき 資例 である。 今より 百 五十 年 前に、 カピ テン . クック 

が 初めて 之を發 見せし 時には、 布哇 群島 は强 健なる 土人 四十 萬 を 有する 幸福なる 國 であった" 然るに 

彼の 探 撿隊が 遣せ し 病毒が 原因 をな して、 百年 を經 ざるに 島民の 健康 狀態は 著る しく 惡 化し、 死亡率 

は激增 し、 終に 圃 として 獨立を 維持す る 能 はすして 今日 見る が 如くに 米國の 領土と 成った ので ある。 

布 哇國に 宣敎師 を 遣りて 其 敎化を 計りし 前に、 基督 敎國は 酒と 梅毒と を 送りて 此 太平洋の 樂園を 化し 

て 娼妓 惡 徒の 國と成 したので ある。 同じ 事が 西 比 利亞に 於け る ロシャ 人に 由て 行 はれた ので ある。 口 

シャ 人の 感化に 由て 强 健なる 西 比 利 亜 民族に して 絶滅せ し者尠 からすとの 事で ある。 西 比利亞 土人 は 

基督 敎を稱 し. て a シャ 人の 宗敎と 云 ひ、 ヴォド 力 (燒 酎の 一種) を稱 して 0 シャ 人の 酒と 云 ひ、. 梅毒 

を稱 して 口 シャ 人の 病と 云 ふとの ことで ある。 &、 ンャ 人の 宗敎 と！ 1 シャの 疾病、 矛盾 か、 皮肉 か、 實 

に 戰 懐す ベ き は 淫行 の 害毒で ある。 

事實斯 くの 如くで あれば、 人 は 何人も 淫行 を 避けねば ならぬ" 男子 は 娼妓に 近いて はならぬ。 「汝 

の途を 彼女より 遠く 離れし めよ、 其 家の 門に 近づく こと 勿れ、 恐らく は 云々」 と ある は 適當の 訓誡で 

ある。 バウ 口 は 之 を 繰返して 曰うた 「汝 等淫を 避けよ」 と。 卽ち 淫行 は 之 を 避けよ、 之に 近づく 勿れ 

との 敎訓 である。 娼妓 は危險 物で ある、 之に 近いて 危險を 冒す 勿れとの 事で ある。 之に 近よ る も 可な 

り、 接すべ からすと か、 或 ひ は 之に 接する も 可な り、 之に 溺る ベから すと 云 ふが 如き は 人生の 此危險 


に陷ら ざる 途 でない。 社會 研究と 稱 して 遊里に 入る は 死に 近づく ので ある。 そして 入って 身と 靈魂を 

滅 せし 人 は無數 である。 叉 社 會の暗 黑面を 知る の 必要 は 少しもない。 世に 吉原 通なる 者 ありと 雖も、 

其 人 は 決して 人生 を 解す る 者で ない。 人生 は 神の 光明に 接して 解る、 世の 罪悪に 接して 少しも 解ら な 

い。 自 から 罪惡の \ 街に 入って 罪惡擧 者と 成る 必要 は 少しもない。 斯 かる 者 は 大抵 は S 非惡の 捕廣と 成り 

て 其 一 生 を 終る ので ある。 

淫 に陷ら ざるの 途は淫 を 避く るに 在る。 卽ち淫 に 近づか ざるに 在る。 然し 其れ丈け では 足りない。 

身を愼 しむ 丈け では 身 は 潔 まらない。 身 を 潔 めんと 欲すれば 神に 身 を 潔め て 戴かねば ならない。 卽ち 

聖靈に 宿って 戴かねば ならない。 淫行 は 重い罪で ある 丈け に 亦强ぃ 罪で ある。 之 は 人の 努力 丈け で抵 

抗 する は 甚だ 困難で ある。 神に 助けて 戴いて 完全に 之に 勝つ ことが 出来る。 玆に 於て コ リント 前書 六 

章 十九 節の 意味が 解かる ので ある、 曰く 「汝 等の 身は汝 等が 神より 受ける 汝 等の 衷に在 る聖靈 の 殿に 

して 汝等 は汝 等の 有に 非ざる 事 を 知らざる 乎」 と。 我 身 を 聖靈の 殿と して 戴いて 我 は 完全に 淫行 を 避 

くる ことが 出來 るので ある。 小事に 神の 能力 を拜 借す る やうに 見えて 甚だ 勿體 なく 思 ふ 人 もあるなら 

んも、 事 は 小事に 非す して 大事で ある。 娼妓の 背後に サタン 彼れ 自身が 働いて 居る こと を 知って、 之 

と戰 ふに 方て 大 能の 力に 親る は 決して 不當 でない。 

淫を 避く る は 生を絕 つの で はない。 神に 身 を 潔 めら れ て 初めて 象 庭 の 幸 一幅と 子孫の 繁榮と を 計る 事 

が 出来る。 邪淫 流行の 國に 人口 は滅 少し、 男女 關係淸 潔の 國に民 は增殖 す。 身の 淸潔は 人生の 幸福 を 

其す ベての 方面に 於て 樂 しむ 爲に 必要で ある。 愼 むべき は 愛の 濫費で ある。 
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保證 の危險 

箴言 六 章 一— 五節 

「我； 十よ、 汝 もし 朋友の 爲 に保證 をな し、 他人の 爲に汝 の 乎を拍 ば、 汝は その 言に よりて S にか、 

り、 その 口の 言に よりて 囚 へらる、 なり」 と。 叉 曰 ふ 「他人の 爲 に保證 をな す 者 は 苦難 を 受け、 保證 

を 嫌 ふ 者 は 平安な り」 と (十 一章 十五 節)。 卽ち 「保證 は 容！^ に爲 すべから す」 との 事で ある。 保設を 

爲す は危險 である。 之が 爲に 身と 身代と を 亡ぼせし 者舉 げて數 ふべ からす。 然るに 事實 如何と 偶 ふに- 

大抵 の 人は容 く 保 誇す る の で あ る。 他人 の 金錢 借用 證 書に 裏書す る ので ある。 之に 擦 印して 逑帶貴 

任 を 誓 ふので ある。 而 して 彼等 は 之を爲 して 人を援 け、 義俠の 精神 を 表 はすので あると 思 ふ。 然し 

乍ら 保證 する は くして 责 任を充 たす は 難く ある。 而 して 貝 任に 當ら ねばならぬ 場合に 遭遇して 恥 を 

取り、 時には 身 を 亡す ので ある。 故に 知 B 者 は 容易に 保證 しない。 紹介 書 を すら 容易に 書かない。 自分 

A  A 厶厶厶  <"<1<3<" 厶ム厶 △ 厶厶 △  ^1<1<1<1厶<<3 厶厶 厶厶厶 <:<! 厶厶 厶厶厶 *1 

に 其 責任に 當る爲 の 充分の 用意 ある を 認めざる 以上 は、 保證は 如何なる 場合に 於ても 爲 さない ので あ 

る 0 

此は 人に 對し 不親切で ある やう なれ ども 決して さう ではない。 人 は 何人も 他人の 保證を 受け ざれば 

爲す能 はざる 事 は 之を爲 さ^る を 可とす。 彼 は 何事 も 自分の 信用に 依て 爲 すべきで ある。 他人の 信用 


を 借りて 爲 すべきで ない。 朋友の 爲 に保證 する は 我が 信用 を 以て 彼の 信用 を 補 はんとす るので あって、 

此は 彼の 獨立を 弱くし、 成功 を危 くす るの 途 である。 そして 大抵の 場合に 於て 保證 は此惡 結果に 終る 

の である。 

基督 信者と し て 我等が 保證を 担む 理由 は 他に 在 る。 卽ち 我等 は 我等 の 未來を 知らな いからで ある .、 

我等 は 自分の 事に 於て すら 明日の 事 叉 は 明年の 事 を 誓 ふ 事 は出來 ない、 況して他人の_5^-に於てをゃ。 

此 事に 就き 明かに 我等に 敎 ふる 者 は 雅各書 四 章 十三、 十 節で ある。 

我等 今日明日 其の 邑に往 き、 彼處 にて 一 年 止まり、 寶 買して 利 を 得ん と 言 ふ 者よ、 汝等 明日の 事 

を 知らす。 汝 等の 生命 は 何ぞ、 暫く 現 はれて 遂に 消 ゆる 露 51。 故に 汝 等の 首 ふ 事に 易へ て 此く富 

へ、 主 もし 許し 給 は^ 我等 活 きて 或は 此事 或は 彼 事を爲 さんと" 

§も： 書の 此精祌 を 解す る 者 は 自己に 就て 誓 はす、 叉 他人に 就て 保證 しないの である。 

保證 する 勿れ、 然れ ども 旣に爲 したる 場合に は 如何すべき。 往 きて 自ら 謙り 只管 友に 求め、 保證を 

取消して 貰 ふべき である。 其れが 爲に 多少の 損害 は 顧みる に 及ばす。 若し 身 を 亡 さ ざれば 幸 ひで あ 

る (三、 四 節)。 
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蟻 に 學 ベ 

籤 言 六 章 六— 十 一 節 

蟻 は勤儉 と共に 勤勉 を敎 ふ。 r 惰け 者よ、 蟥に往 きて 其 SF す 所 を 觀て知 曰慧を 得よ」 と 云 ふ。 天然 は 

最良の 教師で ある。 八/や 灭然 科學の 進歩に 由り 我等 は： 大然 物に 於て 蟻 以外に 多くの 良き 敎師 を發 見し 

た。 プリンス • ク ボト キンの 名著 『天然 界に 於け る 相 亙 投助』 の 如き、 此 種の 敎 訓を豐 富に 供給す 

る 者で ある。 

蟥に學 ベ、 働くべき 時に 働いて々. -る 勿れ。 瀨惰は 愚で ある、 である。 慷惰の 結 菜と して 人生 は 全 

然 失敗に 終る とはソ 口 モ ンが 玆に敎 ふる 所で ある。 そして 人が 骸 ける 理由 を考 ふるに、 彼 は 明日 在る 

を 測 つて 今日 怠る ので ある。 今年 爲す ベ き 事 を來年 に 延ばして 今年 遊蕩 の 夢 を 貪 るので ある。 然し 此 

は 理由な き 妄想で ある。 今日は 二度 来らない ので ある。 今年 は 去って 再び 来らない ので ある。 歲 二十 

にして 爲 すべき 事 は 二十 一歳に 達して 爲し 得ない ので ある。 之を學 問の 事 を 以て 例證 せんに、 語學の 

習得の 如き 二 卜 五 歳 を 過 ぐれば 完全 を 期す る 事 殆んど 不可能で あ る。 腦髓 の 未だ 岡 まらざる 前に 學 ぶ 

ベ き 事は擧 ばざる ベ からす。 旣に ^得 の 時期 を 過ぎ て 熟達 せんと 欲す る も 能 はすで ある。 十代に 爲す 

べき が ある、 ニト 代に 爲 すべき 事が ある。 三十 代、 四十 代、 五十 代、 六十 代す ベて 同じで ある。 二 


十代に 爲 すべき 事 を 三十 代に 爲す事 は 出来ない。 人生 は 多忙で ある、 其 一年 一 日 をも忽 せに する 事 は 

3^來なぃ。 其れ故に懒けてはならなぃ のでぁる。 然るに 事實 如何と 問 ふに、 「蟻 は 夏の 中に 食を備 へ、 

牧 獲の 時に 糧を斂 む」 と雖 も、 人 は 準備 時代に 準備せ す、 故に 完成 時代に 完成し 得ない ので ある。 夏 

働かす して 秋に 牧稷 なく、 冬 は空乏 である。 故に 来世 復活の 春 は 来ない。 

此 事に 就て 我等 は 聖書の 敎を 待つ まで もない、 古い 東洋 道德が 克く此 事を敎 へる。 朱 文 公勸學 文と 

して 私が 青年時代に 暗誦せ る 者 は 左の 如しで ある" 

謂 ふ 勿れ 今日 舉ば すして 來日 有りと、 

謂 ふ 勿れ 今年 學ば すして 來年 有りと、 

日月 逝きぬ 歳 我と 延びす、  , 

嗚呼 老 ひたり 是れ 誰が 愆ぞ や。 


； 生の 眞 面目 さ を 充分に 閬明 する キリストの 敎に 接して、 古い 支那 人の 敎の 意味が 一層 深く 味 

はれる ので ある。 懒惰の 悔い は 今 世に 於て は 充分に 感じられない であらう。 主の 臺 前に 立ちて, « ねら 

れし 財貨の 使用に 就て 賴 かる & 時に、 我等 は 無意味に 消費せ し 年月の 如何に 身を禍 ひする 者なる 乎 を 

置る であらう。 
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邪曲の 人 

统 言 第 六 章 十二  —- 十九 節 

i  二し. -4 

^ 邪曲なる 人、 惡 しき 人、 

彼 は 虚偽の 言 を 事と す。 

ちし 

^ 眼 を もて 朐 せし 脚 を もて 知らせ 

指 を もて 合圖し 

U 心に 惡を 計り 

《おに 爭 端の 極を播 く。 

0 此 故に 禍害 俄かに 來り、 

立 どころ に 亡びて 援助な し。 

,^ エホバの 憎み 給 ふ もの 六 あり 

其 心に 嫌 ひ 給 ふ もの 七 あり。  . 

n 驕 ぶる 目， 虛僞を 言 ふ 舌、 


八 

A 


つみ 

辜な き 人の 血 を 流す 手、 

はかりごと 

^ 悪しき 謀計 をめ ぐらす 心、 

速 かに 惡に趨 る 足、 

W 虚偽 を 述べて 證 する 人、 

兄弟の 内に 爭端を 起す 者 

是れ なり。 

イエ スは敎 へて 曰 ひ 給うた、 「善き 人 は 心の 善き 庫より 善き 物 を 出し、 惡 しき 人 は その 悪しき 庫よ 

り惡 しき 物 を 出す、 それ 心に 充 つるより 口 は 物言 ふ 也」 と (ルカ 傳六章 四十 五節〕。 此事を 能く 敎 ふるの 

が 箴言の 此數 節で ある。 

i  二し-， 

「邪曲なる 人」、 「邪曲の 人」 と讀む 方が 良い。 原語 は 「ベリ アルの 人」 と ある。 コ リント 後書 六 章 

十五 節に 「キリストと ベリ アルと 何の 合 ふ 所 か あらん.」 と ある 其辭 である。 「ベリ アルの 人」 と は 道 

德 的に 最下 級の 人で ある。 神に はれた る 人、 救 はる 布 望の 絶えた 人で ある。 滅亡に 定められ たる 

人で ある。 彼 を 一 名 「惡 しき 人」、 或は 「惡の 人」 と 云 ふ。 其 根本に 於て 惡 しき 人 を 云 ふ。 「惡其 物」 

と稱 して. 可なる 者で ある。 

斯 かる 人 は 在る 乎。 又は 在り 得る 乎と 問 ふ 人が ある。 人の 性 は 善な りと 唱 ふる 者 は 如此き 人の 在る 

こと を 否定す る。 又 神の愛 を 高調す る 信者 は 「滅亡に 定められ たる 人」 ありと 開いて 强き 反對を 表す 

る" 誰が 斯 かる 人で ある 乎 其 事 は 判明らない。 然し 斯 かる 人の 在る 事 は確實 である。 我等 は 自分の 學 

邪曲の 人  I 八 九 


IK  ire 道 之 害^ 究  一九 〇 

說义は 感情に 由て、 神の 御言 葉 を 担んで はならない。 

「邪曲の 人、 惡の 人」、 彼 は 如何なる 人で ある 乎。 樹は 其實を 以て、 人 は 其 行爲を 以て 知らる。 

「ベリ アルの 人」 の 爲す事 は 下の 如し。 (一) 「彼 は 虚偽の  一一； E を 事と す」。 「虚偽に 歩む」 と 意譯す 

る 事が 出来る。 虚偽が 其 生命で ある。 彼の 言の みならす 全身が 虚偽で ある。 (二) 故に 彼 は 「眼に て 

め，、 5, はせ  わし  ぁひづ  うつ は 

朐 し、 脚 を もて 知らせ、 指 を 以て 合圖 し」 と 云 ふ。 眼 も 脚 も 指 も 悉く 虚偽の 器と して 働く と 云 ふ。 

彼の 全身が 虚偽に て充 つるが 故に、 其肢は 悉く 虚偽の 機關 となりて 働く。 (三) 惡は 彼の 常 性で あれ 

ば惡を 匠む が 彼の 心の 常態で ある。 故に 彼 は 到る 所に 「爭 端の 種を播 く」。 神の 子供が 平和の 子で あ 

るに 對 してべ リアル の 子は爭 端の 子で ある。 彼の 在る 所に 爭端は 必す隨 さる。 

邪曲の 人 は 公然と 顯 はに 惡を行 はない。 心に 惡を 計り、 眼と 脚と 指と を 以て 自己 を隱 くしつ，^ 人の 

平和 を擾 す。 然れ ども 隱れ たる ：4 が顯 はに 罰せら る k 時が 來る。 ま 害 は 俄に 思 はざる 時に 來る。 而し 

て 彼 は 立 どころ に 亡びて 彼を援 起す 者な し。 彼の 滅亡 は 完全で ある。 彼 は |g れ てまた 起た す。 白蟻に 

柱の 心 を 食 まれし 家の 如く、 心 は 腐れて 形骸の み 残れる 彼 は、 禍 寄の 一 擎に遭 ふて 再び 起つ 能 はざる 

程度に 崩 清す るので ある。 

斯 かる 人 は 果して 無き 乎。 有る と 私 は 信す る。 私の 生涯に 於て 私は斯 かる 人 を 見た。 {是 に 兹に記 t て 

ある 通りの 人 を 見た。 私 は 彼に 何 か 善き 所な き 乎と 思 ひ 探って 見た。 然し 何の 善き 所 をも發 見す る 能 

はすして 失？ jW した。 彼 は 自己の 姿 を 隠して 罪 を 行 ふ。 彼が 平和の 攪亂 者で ある こと を發 見す るまでに 

は 長き 時日と 多くの 辛ら き 實驗を 要する。 私 は 度々 彼 を 疑 ふて はならない と 思 ひ、 幾 囘も彼 を 信賴し 

て 彼の 誠實に 接せん とした。 然し 乍ら 全然 誠實 に缺乏 する 彼の 心の 門 は 信賴を 以てして 開く 事が 出來 


なかった。 彼 は 到る 所に (サ 端の 種を播 いた。 そして 彼と 絕緣 して 後に 平和 は 私の 身に 臨んだ。 實に不 

思議で ある、 然し 事實 である。 彼 は ベル アルの 人で ある。 サタンの 占領す る 所と なった 人で ある。 何 

故に 彼が 斯 かる 人に 成りし 乎、 私 は 知る に 苦しむ。 然し 事實は 否む ベから す。 ベリ アルの 人 はべ リア 

ル の 人で ある。 

若し 不幸に してべ リアルの 人に 遭遇 せん 乎、 之に 勝つ 途は 唯一 つ ある。 卽ち 神の 審判 を 待つ のみで 

ある。 彼 は 惡を行 ふに 巧みに して 到底 人の 力 を 以てして 彼 を 除く こと は 出来ない。 r 此類は 祈 禱と斷 

食に 非 ざれば 出る ことなし」 と イエ スは曰 ひ 給うた (マ タイ 傳 十七 章せ 一節」。 祈禱は 信者が 惡 人と 戰ふ 

時の 唯一 の 武器で ある。 そして 神が 我等に 代って 戰ひ給 ふ 時に 勝利 は 完全で ある。 「禍害 俄かに 来り、 

立ろ に 亡びて 援助な し」 である。 敢て我 敵の 滅びん こと を 祈る ので はない。 我が 場合 を 神に 委ね まつ 

り、 彼の * 判 を 待つ ので ある。 

第 十六 節 以下 十九 節までに 神の 嫌 ひ 給 ふ 者が 列擧 して ある。 「六つ あり、 七つ あり」 と 云 ふ。 數々 

あり、 其 内 最も 嫌 ひ 給 ふ 者 は 最後の 者な りとの 意で ある。 驕る 眼、 ぎ 僞を富 ふ 舌 等 何れも 嫌 ひ 給 ふと 

雖も、 H ホバが 特に 嫌 ひ 給 ふ は 「兄弟の に 爭端を 起す 者」 である。 神が 嫌 ひ 給 ふ 者に して 之に 勝 さ 

る 者 はない。 山上の垂訓に 云 ふ、 「和平 を 求む る 者 は 福 ひなり、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也」 

と。 ベリ アルの 人 は 祌のチ と 正反對 である。 彼 は 和平 を 憎んで 爭端を 愛す。 彼の 在る 所に 友人 は 離反 

し、 兄弟 は散亂 す。 彼が 喜ぶ 事に して 人の 平和の 壤 たる k が 如き 事 はない。 親密なる 夫婦の 仲 を 割く 

を 最上の 樂 しみと する 近代 婦人 ありと 聞いた。 故に 我等 は 祈らざる を 得ない。 世に ベリ アルの 男女 あ 
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る 理由 は 確かに 我等に 祈り を敎 へんが 爲 であるに 相違ない。 故に 我等 は 恐る. 1 に 足りない。 「我等が 


錢言、傳道之^^2研究  一九二 

戰の器 は 肉に 馬す る^に 非す、 營 を 破る ほど 祌に 由り て 能 あり」 と あるが 如し (コ リント 後書 十 章 a 

節)。 ベリ アルの 人と 雖も クリス チヤ ン の 祈 禱には 敵す る こと は出來 ない ので ある。 

ベリ アルの 人、 根本的 惡人、 生れな がらの 惡人 とも 稱 すべき 人、 若し 斯 かる 人 ありて 我等 を 苦しめ 

ん乎、 我等 は 悪 を 以て 惡に抗 せす、 善 を 以て 惡に 勝たん とする。 卽ち 祈禱を 以て 之に 應戰 する。 そし 

て 彼が 悔いて 神に 還り、 我と 和す る 場合が ある。 其 時の 我が 喜び は譬 ふるに 物な しで ある。 然れ ども 

彼れ ij^ し 悔いす して 反抗 を繼 けん 乎、 彼 は 「禍害^ かに 來り立 どころ に 亡びて 援助な し」 である。 

「俄かに」 と ある は 「不意に」 との 意で ある。 彼が 意 はざる 時に、 彼が 勝利 を 誇りつ & ある 時に、 彼 

が 我 を 無き に 等しき 者と 見做し、 其輕 侮、 凌辱 を繼 けつ.^ ある 時に、 滅亡 彼に 到り、 彼 は 倒れて 我 は 

援 かるので ある。 斯くて 無抵抗主義と 稱 して 甚だ 意氣 地な く 見 ゆると 雖も、 實は 之に 勝 さりて 完全な 

る 勝利の 途 はない ので ある。 人に 此 忍耐と 戰の 武器な くして 彼 は クリスチャン でない。 祈る、 祈る、 

祈って 神が 我に 代って 我 を 苦しむ る！ を * 判き 給 ふ を 待つ。 「神 は晝夜 祈る 所の 選びた る 者 を 久しく 

忍ぶ とも 終に 救 は ざらん や。 我れ 汝 等に 告げん、 神 は 速 かに (俄かに、 不意に) 彼等 を 救 ひ 給 はん」 

と イエス は此 かる 場合に 於て 在る 信者 を 慰めて 一一： 一 II ひ 給うた (路加 傳 十八 章 七 * 八 節 )o 實に 有難い 事で あ 

る。 神は活 きて 在まして 其 容判を 行 ひ 給 ふ。 此^に 於ても 勸善懲 惡は確 實に行 はる。 義人 は 少しも 失 

望す るに 及ばない。 


統 ^一一 曰 第 七 章 

箴言 は 娼妓に 就て 語る 所が 多く ある。 第五 章 全部が 夫れ である。 第 六 章の 後半 部が 夫れ である。 更 

に 又 第 七 章 全部が 夫れ である。 薛々 しき 程に 細密に 渉り、 今日の 紳士 淑女の 前に 讀む を撣 かる 箇所な 

きに 非す である。 娼妓 は單に 公娼に 止まらす、 すべて 娃婦を 指して 云 ふなる が 如し。 彼等 は 文字通り 

にか そび めで ある。 人生 を 遊樂視 する 女で ある。 嚴肅 味に 全く 缺 けたる 女で ある。 所謂 一 生 を 面白 可 

笑く 送らん と 欲する 女で ある。 そして 斯 かる 女が 柯れの 時代に も 亦 何れの 國 にも 在る は事實 である。 

彼等に 由て 家 は 倒れ、 國は 亡び、 戰爭は 起る。 一一 一一！！ あり 曰く 若し 「クレオ パト ラ女皇 の 鼻に して 少しく 

低く あったならば *1 界の 歷史は 全然 異 つたで あらう」 と。 そして クレオ。 ハトラ は 埃 及國を 支配せ し 女 

王で あつたが、 實は 娼妓で あつたので ある。 若し 新田 義貞を 誘 ふに 勾當 内侍がなかったならば、 我國 

. の 王政復古 は 今より 五 百年 前に 行 はれた であらう。 そして 彼女に 亦 娼妓 性の あった 事 を 疑 ふ 事が 出來 

ない。 而 して 箴言の 著者な りと して 傳 へら. る \ ソロモン 彼れ 自身が 同一 の 誘惑に 陷 りて、 ダビデ 王國 

滅亡の 因 を 作った。 人生に 於け る 娼妓の 害毒 は 我等が 想像す るよりも 遙 かに 甚大で ある。 彼女に 由て 

流されし 淚の量 は 計り 知る ことが 出来ない。 聖書が 娼妓に 就て 多く 語る は 理由な きに 非す である。 


接  一一 一 r® 道 之 as  ^ 究  一九 四 

私 は 殊に 我國に 於け る 娼妓の 害毒の 甚し きを 思 はざる を 得ない。 日本 を稱 して 東海の 美 姬國と 云 ふ 

は 決して 名譽 の名稱 でない。 日本人が 世界に 雄飛す る 能 はざる 主なる 理由 は 確に 兹に 在る と 思 ふ。 第 

一 に 日本が 娼妓の 供給 國 である こと は恥づ べきの 極みで ある。 南はシ ン ガボ ー ル より 北 は 一一 コ リスク 

に 至る まで 日本の 娼妓の 居らざる 所 はない。 55 妓は 日本の 有利なる 輸出品の 一 である。 國 家の 不名譽 

此ヒ なしで ある。 第二に 娼妓 は 日本人の 活力 を消麾 する こと 非常で ある。 「淫婦 は 人の 貴き 生命 を 求 

むるな り」 と あるが 其 通りで ある (六 章 二 六 節 )o  人と 云 ふ 公娼 私娼が 吸血 編： K の 如くに 我！：：； ：- 

の 貴き 生.^ を 吸 ひつ k ある。 娼妓に. E て 其贵き 天才 を壞 たれし ョ 本人の 數は擧 げて算 ふべ からすで あ 

る。 曰 本 國の富 は 其 土地に 於て あるので はない、 其 人民に 於て あるので ある。 そして 天资の 才能に 於 

て 優れたる n 本人 を 其 生命 の 根本に 於て 害する 者 は 日本 國の 某-礎 を壞 つ 者で ある。 「そ は 彼女 は 多く 

のん を 傷け て仆 せり、 彼女に 殺された る 者ぞ多 かる」 である (七 章 二 六 節〕。 事 は單に 品行 問题 でない、 

固 〔- ^の^ 亡 問題で ある。 日本人が キリストの 幅 昔 を 受けて、 之に 由て 其 淫風 を 一掃す るまで は 、强他 

有力なる となる 事 は 出来ない。 
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更に 考 ふべき は祌を 離れた る此 世が 犬なる 遊里であって、 娼妓が 此 世の 精神の 表現で ある ことで あ 

る。 ィヱス は 此世を 呼んで 「邪曲に して 不義なる 代」 と 云 ひ 給うた (マ タイ 傳 十二 章 三 九 節改譯 )o 「不義 

たる」 は 「姦淫す る」 である。 此世は 姦淫す る 世で ある。 卽ち 淫婦で あるとの ことで ある。 此 事を委 

しく 述べた 者が ョ ハネ默 示錄第 十七 章で ある。 

七の 金 椀 を 持てる 七 人の 天使の 一 人來 りて 我に 語りて 曰 ひける は、 來れ 我れ 汝に 多くの 水の 上に 

坐す る大 ffii^l の 審判 を 示さん。 地の 王 等 之と 淫を行 ひ、 地に 住める 者 その 淫亂の 酒に 醉 ひたり。 


みた t  あかいろ けらの 

我れ 靈に 感じ 携 へられて 野に 行き、 絳 色の 獸に乘 る婦を 見たり。 …… 此婦、 紫と 緋の衣 を まと ひ.. 

金と 寶 石と 眞珠を 以て 身 を 飾り、 手に 憎むべき もの 及び 己が 奸淫の 據れを 盛れる 金の 杯 を 持ち、 

その 額に 名 を 書せ り、 曰く 「奥義、 大 なる バビ II ン、 淫婦と 地の 憎むべき 者の 母」 と。 我れ 此婦 

の 聖徒の 血に 醉ひ、 ィ H ス の證じ を爲し X 者 等の 血に 醉 ひたる を 見たり。 我れ 此婦を 見て 大に駭 

あやし 

き異 めり 云々。 

あ そび め 

以上 「淫婦」 と ある は 「娼妓」 である。 此世全 體が大 なる 娼妓で ある。 彼女 は 箴言 第 七 章に 示す が 

如き 姿と 飾と 言と を 以て 聖徒 を 誘 ふ。 一 たび 彼女の 毒手に 權れば 彼女と 偕に 滅亡に 終る。 「その { 冬 は 

陰 府の途 にして 死の 窒に 下り 往く」 と あるが 如 し (. 七 章 一 一 七 節)。 

此^ は大 淫婦で ある。 之に 對 して キリスト は 潔き 新郞 である。 彼 は 淫婦 を 妻と して 迎 ふる * は出來 

ない。 兹に 於て か 彼女 を 潔め、 彼に 適した る 新婦と なすの 必要が ある。 そして 斯く 潔め られ しもの が 

エタ レジ ャ卽 ち敎會 である。 此 世に 在りて 此 世に 霎 せざる 者、 其 奸淫の 據れを 拭 はれた る 者で ある。 

クリスチャン は エリコ の 娼妓 ラ ハ ブ の 如き 者で ある。 此^に 叛 いて 神の 民と 與 みして、 其 潔め に與り 

し 者で ある。 

はなよめ 

淫婦に 對 し良淑 なる 新婦が ある。 基督 信者と 基督 敎會と は 其れでなくて はならない。 r 羔の 婚姻の 

期旣に 至り、 其 嫁 旣に自 から 備へを 成し 終れり。 嫁 は 潔くして 光 ある 細き 布 を 衣る こと を 許さる。 此 

細き 布 は 聖徒の 義 なり」 と ある (默 示錄 十九 章 七、 八 節〕。 此世は 娼家、 H ク レジ ャは クリスチャン ホ ー 

ム、 故に 曰 ふ r 此 世に 效ふ 勿れ、 汝等 神の 全且 善に して 悅 ぶべき 3 曰 を 知らん が 爲に心 を 化へ て 新たに 

せよ」 と ( 口 マ 書 十二 章 二 節 〕0 

姦淫の 世  一 九 五 


接wc、i^道之^WOT究  1 九 六 


智慧 は 語 る 

錢言第 八 章 一— 十一 節 

此世は 不義の 世卽ち 姦淫の 世で ある、 之を大 なる 遊廓と 見て せ， - 支ない。 そして 娼妓 は 其 精神の 代 

^である。 遊廓に 等しき 此 世に 在りて は 萬 事が fi 密に行 はる。 其 市民 はすべ て 暗黑を 愛す。 彼等 は 常 

に 「黄昏に 半宵に 夜半に 黑 暗に 在る」 を 好む (七 章 九 節 )o 彼等が 好んで 語る 事 はすべ て內證 事で ある。 

「夫 は 家に 在らす 遠く 旅立して 手に 金囊を とれり、 望月なら では 家に 歸ら じ」 と (同 十九 節 )o パゥロ 

の 所謂 「恥づ べき 隱れ たる 事」 である。 而 かも 此 世の 人 等の 語る 事 は 多く は是れ である、 卽ち 恥づべ 

き、 公明 を撣 かる 事柄で ある。 必 しも 妓樓叉 は 待合 茶屋に 限らない。 政黨、 會社、 時には 敎會に 於て 

さへ、 議 せらる、 事 は 多く は隱 密に屬 する 事で ある。 「家内の 隱密」 と稱 して、 此 世の 人 等に は隱密 

ならざる 所に 幸福 はない ので ある。 

智慧 は然ら すで ある。 神の 智慧 は 隠密 を 嫌 ふ。 彼女 は 雲 後の 如くに 光明 を 愛する、 娼妓 は 不義の 此 

ocoopoooo  OOO00OOOOO0OCOO0OO 

世の 代表者で あつ て、 ホク マ卽ち 智慧 は 神の 國の 代表者で ある。 R じく 女 ±1 であるが 一 一 者の 間に 雲泥 

いへ 一  れんじ 

の 相違が ある。 娼妓が 「室の 漏に 倚り 檑 子より のぞきて 一人の 智慧な き 者 を 誘 ふ」 に對 して、 智慧 は 

公然 街衢に 立ちて 叫ぶ。 


一 、 智慧 は 呼 はらざる 乎、 

聰明に 聲を 出さ ..、 る 乎、 

二、 彼女 は-せ 一の 佩の 高處 に、 

叉 街衢の 中に 立ちて 叫ぶ、 

三、 邑の 人口に 其 門の 傍に 

門の 人：！ に 立ちて 聲 高く 呼 は る。 

娼妓 は 薄暗き 室の 內に婉 きたる 言を攝 き、 智慧 は 市民 集合の 場所た る邑の 門に 高き 聲を揚 ぐ。 「女 

らしくない」 と 云 ふで あらう 乎。 彼女 は餘 りに 淸 くして 祕 すべき 事がない ので ある。 此は 「ぉ轉 婆」 

ではない、 玲瑯 玉の 如き 心の 狀態 である。 己が 藝 術に 賴 む聲樂 者が 公衆の 前に 歌 ふ を 好む が 如く 己が 

淸淨を 疑 はざる 智慧 ホ クマ は 公然 人 の 前に 立ちて 大義 を唱 へて 喜ぶ ので ある。 

娼妓 は 愚かなる 者 を 一 人々 々に 待 ふに 對 して、 智慧 は 萬 人 を 相手に 語る。 

ra:、 人々 よ 我れ 汝を 呼ぶ、 

我』？^ を 揚げ て 人 の 子等 を 呼 ぶ。 

五、 拙き 者 等よ 汝等 聰明 を學 ベ、 

殿 かなる 者よ 汝等 智慧 を 得よ。 

智慧の 喜ぶ もの は 眞理と 公義と である。 故に 彼女 は 之 を 萬 人に 傳 へんと 欲する。 彼女 は 萬 人に 訴へ、 

萬 人を敎 へ、 萬 人 を 導かん と 欲する" 斯く する は 彼女が 傲慢で あるから でない、 彼女が 普遍的 眞理を 

恢 くからで ある。 殊更に 大衆 を 求む るからで ない、 萬 人の 通有性に 訴 へんと 欲する からで ある。 全人 
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類と 幸福 を 共に せんとす るが 智慧の 特有 性で あ る リ 

智慧の 道 は 公明で ある。 世界的 人類 的で ある。 故に 彼女に 確信が ある。 人 は 己の 爲に 求む る 時に； 1^ 

ひ、 世の 爲に 求む る 時に 瞎路 はない。 彼女 は 己が 主張 を 公表して 曰 ふ" 

六、 汝等 聞け、 我 は 善き 事 を 語り、 

我が 脣は 正しき 事を述 ぶれば なり、 • 

七、 我が ロは爲 實を俾 へ、 

我が 替は惡 しき 事 を 憎めば なり、 

八、 我が：：： の 首 は 悉く 正し、 

いつはり よこしま 

其. 2： に 虚偽と 邪曲と あるな し。 

さと  まこ- -J 

九、 此は 皆な 智き 者に は とせられ、  . 

知識 を 得る 者に は 正しと せらる〕 

我 首 に 誤謬な し、 而 して 之を證 明す る 者 は 智者と 識者と なりと 云 ふ。 「智慧 は 智慧の 子に 義 しとせ 

らる」 と ある は此 事で ある (馬 太傳十 一章 十九 節 )。 高ぶりの 言の 如くに 聞え て然ら ざる 理由 は玆に 在る。 

眞理 は自證 者で ある。 ぼ 〈理 を證明 する 者 は 眞理其 物で ある。 智慧 卽ち 人生の 實 際的眞 理を證 明す る 者 

は 之 を實験 的に 遊 得した る 者で ある。 智慧 は 一 i 音の 眞理 である" 此は 公明に して 正大、 萬 人の 良心に 

訴 ふべき 者、 之 を 傅 ふる 時に 我が 口の 言 は 悉く 正しく、 其. 2： に 邪曲と 虚偽と あるな し。 而 して 其 眞理 

たる を證 明す る 者は此 世の 舆論 ではない。 大學者 も 亦 其 鑑定 を 誤 まる 場合 甚だ 多し。 智慧 を義 とする 

者 は 智慧の 子で ある。 十字架の 福 昔 を 神の 眞理 として 認 むる 者 は 福音の 子卽ち 信者で ある。 へ n デ王 


の 配 F に 立てる 神學者 等に 認められ ざり し 嬰兒ィ エスが、 老いた る アンナと シメォ ン とに 由て 迎 へら- 

れ しと 同然で ある。 

更に 又、 智慧 は 金銀 を排 して 自己 を 提供す。 

汝等敎 を 受けよ 銀を受 くる 勿れ 

精 金よりも 寧ろ 知識 を 得よ、 

それ 智慧 は 眞珠に 愈り、 

凡ての 寶も 之に 比ぶ るに 足 らす。 

今や 智慧と 云 ひ 知識と 云へば 金銀 を 得る 爲の ものである。 然れ ど眞の 知識 は 金銀 以上で ある。 


智慧の 前 在 並に 人格 性 

錢言 八 章 ニニ ー 三 二 節 

み P 

H ホバ 古 へ 其 御 業 を 始め 給 は ざり し 前に 

其 御 仕事の 初めと して 我 を 造り 給へ り。 

元始より 地の 在ら ざり し 前より、 

永遠より 我 は 立ら れ たり。 
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!K 言、 傳 道 之 書 w 究 

未だ 海 あら ざり し 時に、 

未だ 犬なる 水の c!^ あら ざり し 時 我れ 旣に 生れたり 

山 未だ 定められ ざり し 前に、 

陵 未だ 有ら ざり し 前に 我れ 旣に 生れたり。 

此は神 未だ 地 を も 野 を も、 

地の 塵の 根 一 兀をも 造り 給 は ざり し 前な り。 

彼れ 天 を 造り 給 ひし 時、 

海の 面に 穹蒼を 張り 給 ひし 時、 

彼れ 上に 雲 氣を间 くお め 給 ひし 時、 

淵の 泉 を 堅め 給 ひし 時、 

海に 其 限界 を 立て 給 ひし 時、 

地の 基 を 定め 給 ひし 時、 

我 は 其 傍に 在り て 創造者と なり、 

= * に 欣び恆 に 其 前に 樂 しめり。 

その 地に て樂 しめり 

又せ の 人 を 喜べり。 


0 
0 


以上 は 決して 完全なる 飜譯 ではない、 然し 大體の 意味 を 通じて 間違ない と 思 ふ" 謂 ふ 意 は 智慧 は 

"んン として 萬 人よりも 前に 造られ、 地 未だ 在ら ざり し 時、 地の 塵の 根ー兀 (元素？) さへ も 造られ ざり 

し 時に 旣に 生れたり とのこと である。 然り、 地 は 勿論の 事、 天 さへ も 未だ 成ら ざり し 時に、 智慧 は祌 

の 傍に 在りて 其 造化の 御 業に.， i はり、 子が 其 父の 傍に 在りて 遊び 樂 しむが 如くに、 彼が 造り 給 ひし 地- 

を樂 しみ、 其 上に 置かれし 人 を 喜べり との 事で ある。 

箴ー K の此言 の 示す 所の もの は、 第一 に 智慧の 前 在で ある、 第二に 其 人格 性で ある。 其 第一 に 就て 门 

はんに、 先き に 智慧が あって、 萬 物が 成った のであって 萬 物が あって 其. s から 智慧が 現 はれた のでな. 

い。 卽ち智 養 は 進化の 原因であって 其 結果で ない。 我等が 三 章ト九 節に 於て 讀んだ 通りで ある。 

M ホバ 智慧 を もて 地 を 定め 

聰明 を もて 天 を： i たまへ り 

と。 そして 是が眞 の 折 c 學 であらねば ならぬ。 宇宙 は 如何に 觀ても 偶然に 出來た 者で ない。 是は、 或る 

計畫の 上に 確乎たる 目的 を 以て 成った 者で ある。 そして 智慧が 其 某 礎 的計畫 である。 宇宙 は 神の 善き 

曰 を 成就 せんが 爲に 成った 者で ある。 其 事 は單ー の 事 を 見た 丈け では 解らない。 然し 宇- W 全體 並に 

其 成け 力 方向 を 見れば 判明る。 昔の 人が 之 をコズ モスと 稱 したの は 其 故で ある。 是 は整體 である。 《一 K 

る <^體 である。 混沌に 始 つて 完全に 終る 者、 部分的に は 不完全なる も、 全體 的に は 完全なる 者で. 

ある。 价も 美術 〔豕が 美術品 を 作る が 如くで ある。 彼 は 確乎たる 意匠 を 握らす して 製作に 取掛ら ない。 

然れ ども 或る 美 はしき 理想に 驅られ て、 畫布 又は 大理石に 對 する や、 彼 は 萬 難を棑 して 其 理想 を實 現- 

ほ 81; の 前な * に 人 1« 性  二 01 


言、 iss 之 «s 究  二し 一一 

する U ラフ ハ H ル 又は ミケ ル • ァ ンゼ a 1 は 神の 小なる 模型に 過ぎない〕 然れ ども 彼等の 創作 は 神の 

创造を 代表して 誤らない ので ある。 作 { 糸 あり、 理想 ありて 作品が 有る ので ある。 神 あり 智慧 ありて 宇 

が 有る ので ある。 然るに 作品 を 見て 作家と 其 斑 想と を赏 讚す る 人 は、 宇宙 を 見て 神と 其 智慧と を 讚 

美しない ので ある。 而已 ならす 宇宙 は 偶然の 作であって、 智慧 は 宇宙の 產 であると 云 ふ。 背理 も亦甚 

しからす や。 人の 宇宙 觀 如何 は 其 人に 取り 小 問題で はない。 之に 依て 彼の 品性 並に 一 生の 方針が 定ま 

ろので ある。 そして 古き 箴言の 宇宙 觀は 近代 人 多數の それに 優 さり 遙 かに 健全で 深遠で ある。 諺に n 

く 「祌を 信ぜざる 天文 學者は 狂人な り」 と。 惟り 天文 學 者に 止まらす、 生物 學者、 折！！ 學者、 文學 者、 

法學 者す ベ て然 りで ある。 せ 宙と 人生と に 神の 智慧 を 探る のが 凡て の學 問の 目的で あらねば ならぬ。 

第二に 學 ぶべき は 智慧の 人格 性で ある。 智慧 は 神が 萬 物 を 造りし 前に 生み 給 ひし 者であって、 彼 は 

波 (祌) の 傍 こ 在りて 創造者と 成れり と 云 ふ。 卽ち 神の 場合に 於て 智慧 は 作家の 場合に 於け る现 想た 

7 レ. n リ —  ■ 

るに 止まらす して、 造化の 相談 相手 叉 共働 者で あつたと 云 ふので ある。 言 は單に 比喩と して 見る 事が 

屮 Z 來な い。 其 內 に 深い 露现が ある。 名なる ョ ハ ネ傳發 端の 言に 口く、 

元始に 道 あり、 道 は祌と 偕に 在り、 道 は 卽ち祌 なり。 此道は 元始に 神と 偕に 在りき。 萬 物 之に 由 

りて 造らる。 造られた る 者に 一 として 之に 由ら で 造られし は 無し。 

逮 言の 「智慧」 はョ ハ え-傅の 「道」 である。 そして 道 は イエ ス キリストで あつたと 云 ふ。 驚くべき 言 

である。 然れ ども 使徒 等 は 冷 靜に此 事を唱 へて 博らなかった。 神の 智慧 は 人、 其 人 は ナザレの ィヱ ス 

とリ 遠大なる 眞理 である。 


ュダの 理想 婦人 

驚 言 第三 十 一 章 十-— 卅 一 節の 硏究 

婦人問題 は 小 問題に 似て 實は小 問題で ない。 延 いて 男子 問題と なり、 人類 問題 世界 問題と なる。 近 

來 il 人 問題 の 論議 盛ん な る は 偶然で は な い 。 然 らば 書 は 婦人 を 如何に 觀る 乎、 是れ大 に 研究 の 必要 

が ある。 殊に 基督 敎の 婦人 觀を 以て アメリカの 婦人 觀と！ ^同 さる & 今日に 於て は 此の 151^ を 明白に す 

る は 大切で ある。 アメリカの； S 人觀は 基督 敎の 婦人 觀で はない。 吾等 は 聖書に よりての み 基督 敎の婦 

人觀を 知る ので ある。 

§ あ 書の 婦人に 關 する 記事 は 一括され て 居ない、 全部に 涉 りて 存 する。 是れ 研究に 不便なる が 如くし 

て 實は大 に 研究 を 刺激す るので ある。 先づ駕 約に 就いて 見る も 婦人 を 取扱 へ る 記事 頗る 多き に 驚く。 

支那に 於て は 女子と 小人 は 養 ひ 難しと 言 ふ も 架 書 は 婦人 を 尊み 神の 前に は 男女 全く 平等な りと して 居 

る。 是れ 基督 敎が 他の 宗敎と 異る點 である。 例へば ァ ブラ ハ ム の 妻 サラは イスラ H ル 人の 理想 婦人で 

ある。 モ —ゼの 姉妹の ミリアム も亦然 り。 其 他士師 記に は 女 預言者 デボラの 傅 あり。 サミュ H ル 書に 

は 賢母 ハ ン ナ の 事 接 あり。 從 順 Jus: 淑の ルツ、 異邦人に して 篤信の ラ ハ ブ、 列 王紀略 } ^第一 一十一 一章の 

女 預言者 ホルダ、 尼 希 米 亜記 第 六 章 第 十 四 節の 女 預言者 ノア デャ、 新約に 見 ゆる アンナ、 使徒 行傳に 
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ほ. 言、 齒道之 書 s&,"  一一 

ある ビリピ の 家に て预 一一-一口す る 人の 女 等 皆 有數の 41 人で ある" 殊に 注意す ベ き は舊約 聖書 一二 ト 九卷屮 

ニ卷 は^ 人の 傳 記なる 事で ある。 卽ち ルツ 記は從 順なる 女の 模範 を 示し ヱ ス テル 書 は 女愛國 者の で 

ある。 かの ュダの プリムの 祭はェ ス テル を紀念 する 盛儀で ある。 此く觀 来れば ユダヤ人に 取りて は婦 

,,し 古め  それ/、 

人の 地位に 誠に 尊い ものが ある。 或は 母と して 或は 預言者と して 或は 娘と して 夫 々重大なる 地位 を 占 

めて 居る。 

箴言 第三 十 一 章 第 十 節— 第三 十 一 節 は ュダの 理想 婦人 を 描け る ものである、 而 して 聖母 マリヤ も、 

ョハ、 ？^、 ヤコ ブ の母サ 口  メも、 洗禮の ョ ハ ネ の母ェ リザ ベ ッ も皆此 箴言に よりて 育てられ たので ある- 

「誰れ か 賢き 女 を 見出す こと を ん. その 價は 眞珠 より 中 W し。 その 夫の 心 は 彼女 を恃 み、 彼れ の產 

業 は 乏しくなら じ、 彼女が^ 命 ふ 間 は その 夫に 善き 事 をな し、 惡 しき 事 をな さす、 彼女 は 羊の 毛 を 求 

め、 喜びて から 働く」。 「眞 珠」 と ある は ルビ— 或は 珊琐 なりと 言 ふ 人が ある。 3： れ にもせ よ 4^ も 

美しき 寶 石よりも 尊し と 言 ふので ある。 且つ 注意すべき は此 所に 彼女が 敎育を 要した と 113 ふ 事 は 毫 も 

記されて 居ない" ュダの 理想 婦人 は 母 又は 妻であって、 所謂 老 孃は 例外であった 事 は 確かで ある。 

「彼女 は 夜の 明けぬ 先に 起き、 その 〔尔 人に 糧を與 ふ、 彼女 は その 手に 棬糸竿 を 執り、 その 指に 妨錘を 

握る」、 彼女 は 現代の 敎育 あり 我儘なる 婦人の 如く 朝寢 をし なかった ので ある。 勤勉に して 努めて あ 

まなかつ たので ある。 素より 今日に 於て は 捲 糸 竿 を 執る を 要しない、 紡錘 を 握る 事は屮 I 來 ない。 然し 

乍ら ュダの 理想の 如く 勤勉 は 現代 婦人の 理想で なければ ならない。 且つ 第 卜 九 節 は ュダの 婦人が 單に 

消極的に 家事 を 治む るの みならす、 積極的に 自ら 進んで 其 手に て 織り し 物を賣 つて 家の ためにし たと 

示して ほる。 此の 如くして 物 を 賣るは 毫も 彼女の 恥と せざる 所であった。 日本の 家庭に 於け る 奥様が 


只 坐して 命令の みする と は 非常なる 差異で ある。 此れ ュ ダャ 人の 稼ぎて 儲ける 偉大なる 半面 を傳 ふる 

もの である。 

「彼女 は 家の人の ために 雪 を 恐れす、 そ は その 家人み な蕃 紅の 衣 を 着れば 也」。 蕃 紅の 衣と は豐 かな 

る 衣服の 意で ある。 勤勉に して 常に 心 を 生活に 用 ふるが 故に 露 來るも 凍へ る 恐れ はない ので ある。 又 

「彼女 は 商！ =:ii の 舟の 如し * 遠き 國 よりその 糧を 運ぶ」 と、 或る 註 釋家は ュダの 婦人 は外國 より 輸入せ 

る 物 を 家庭に て 用 ふと 言へ るが、 こは餘 りに 散文的なる 解釋 である。 寧ろ 遠き 慮 りに よりて 能く 非 

常の 寺に^ ふるの 意に 解すべき である、 恰も 日本に 於け る山內 一 豐の 妻に 譬 ふべき である。 

ii  i ヒ  は t らき  ぶ 5.15 もの 

「田 畝 を はかりて 之 を 買 ひ、 その 手の 操作 を もて 葡萄園 を植 う」 と。 此れ 婦人の 仕事と して 手に 餘 

まる ものの 如く 思 はれる。 然し 主婦に 此 心掛けがなければ 何時までも 借家 住 ひ を 免 かれない。 又 吾等 

は 實際ー 一十 餘年も 辛苦して 金 を 貯蓄し 夫の ために 借金 全部 を返濟 したる 賢き 妻の 例 を も 知つ て 居る。 

以上 述べた る 所 は ュグの 理想 婦人の 一面で ある。 而 して 此れ 決して 小事で ない。 何と なれば 信仰の 

獨 立の 裏に は 常に 家計の 獨 立が 伴 ふからで ある。 然し 乍ら 吾等 は 更に 一歩 を 進めて 考 へなければ なら 

ない。 「彼女 は その 手 を 貧しき 者に 伸べ、 その 手 を 苦め る 者に 舒ぶ」 と。 一方に 蓄へ 他方に 與ふ。 此 

れ 常に 相伴 ふ を 要する。 叉 實際眞 に 同情に 富める 人 は 勤勉の 人に 多い ので ある。 人生に 於て 怠ける 者 

程慈善に1^5淡なる者は無ぃ。 勤勉なる 人 は 施し を 好む。 怠惰と 不人情、 勤勉と 憐愍と は 實に手 を携へ 

て 行く。 此對照 中に 靈的 道德 的の 深き 意味が 含まれて 居る の である。 力 ー ライ ルが 後年 家庭 を 持った 

時に、 貧しき 者に 一 シル リングの 銀貨 を施與 した 學生 時代 を 追想して 「余 は 今一度 此樂 しみ を 味 ひた 

い。 然し 乍ら 今や 余の 妻が 余の 代りに 貧者に 物を與 へて 吳れ る。 實に 有難い 事で ある」 と 其 妻の 同情 

ュダの 理想 婦人  二 0£ 
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に 富める を 喜んだ 佳話が ある。 此の 如き 婦人 こそ 理想的の 女で ある。 

飞才 能と 尊貴と は 彼女の 衣な り、 彼女 は 後の 日 を 笑 ふ、 彼女 は 口 を 啓きて 智慧 を述ぶ 彼女の 舌に 仁 

ij- の ik, 謀 あり」。 女の よく 氣の附 く 所 は 衣服で ある。 故に 衣に 譬 へて 婦人の 德を 讚め たので ある。 才 

能と 尊嚴^ を 兼備す る 女性 は 自ら 人の 尊敬 を受 くる 者で ある。 此の 如き 婦人が 我等の 前に 立って 口 を 

開きたり とせよ。 彼女の 述 ぶる 所 は 祌學に 非す、 哲學に 非す。 3 呉の 智慧で ある。 理 痛に 非す、 議論に 

非す。 仁愛の 言葉で ある。 

扨て 最後に はュ ダの理 想 it 人 の敎育 問題で ある。 か、 る 美しき 性質 を 如何にして 養 ひ 得べき かの 問 

題で ある。 「齄歷 は^はり なり、 美 色 は 1- 吸の 如し、 惟 エホバ を 長る、 女は譽 めら るべ し」 と。 理想 

婦人 養成の. 秘訣 は M ホバを 知る 事是れ である。 此れ 聖書の 明白に 示す 所で ある。 敎 育と は 中に あ <^ も 

の を 引き出す 事で ある。 然し 乍ら 3： がよ き 性質 を 引き出し 得る や。 H ホバを 知る 事 を 措いて 他に ない 

ので ある。 現代人 は 敎育を 喧しく 言 ふ、 而 して 曰く 「神 を 信す る は 可な り。 然れ ども 智慧 は 他より 得 

よ」 と。 聖書 は 言 ふ 「ェ ホバを 長る \ は 智慧の 始めな り」 と。 此點に 於て M ホバは 他の 一 切の 神と 異 

なる。 M ホバは 知識で ある。 此 知識 は 他の 舉 問が 與 ふる 所の 知識よりも 根本的の ものである。 此 知識 

は 現代の 敎 育の 缺陷を 悉く 充す ものである。 大學敎 育 は 多くの 害を敎 ゆる。 然し 乍ら M ホバを 知る の 

智慧 は 善き 果 をのみ 結ぶ ので ある。 故に 靑年 男女に 必要なる は先づ M ホバを 知る 事で ある。 

余 は 女子 敎育を 鼓せ よと 論す る 者で 無い。 然し 乍ら 植物 舉文學 哲學が M ホバを 知る の 知識に 代る 力 

ある ものと は 信じたい。 ュダの 理想 婦人た る マリヤ は 貧しき 普通の 女であった。 然し 現代の 敎育 ある 

^人の 如何た る 者よりも 智慧に 富み 識見に 勝って 居た。 故に 此 所に 二人の 子女 ありて 一 方 は 女子大 學 


に 學んで M ホバを 知らす 他方 は 小 學敎育 を 受けし に 止まる も H ホバを 知りたり とせよ、 彼等 は 三十 年 

後に 至りて 如何なる であらう か。 S 早に 知識 學 問の 點 より 見ても 後者が 逸 かに 前者 を f へ 2! ぐ は 明 C である、 

M となれば H ホバを 知る 者 は自發 的に 其 知 識 を 磨く 途を 見出し 得る からで ある。 

此の 如き 婦人 を 母と して、 其 子逹は 彼女 を 尊敬 せざるを得ない。 此れを^^として其夫は彼女を愛せ 

ざる を 得ない。 故に 「彼女の 子等 は 起ちて 彼女 を 祝す、 その 夫 は 彼女 を b めて 言 ふ 『世に 賢き 女 多し- 

然れ ども 汝は 彼等 すべてに 愈る』 と」。 

最後に 「その 疗爲の 故 を もて 彼女 を邑の 門に 譽 めよ」 と。 此れ 希隨^ 學の 婦人 觀と 著しく 異る點 で 

ある。 希 隨の哲 學者は 言 ふ、 「女子に は 一 切の 仕事 を爲 せよ、 然れ ども 公け に 其 功績 を認む ベから す」 

と。 此れ 婦人 を 粗末に する 考へ である。 ュダの 婦人 觀は然 うでない。 單に 家庭に 於て 尊敬す るの みな 

らす、 彼女 を 公け に 町の 門 に 春め、 其 功績 を 世の 前に 推賞し、 以て 一般； t 人の 模範たら しめよ と 言 ふ 

ので ある。 聖書 は 理想 婦人 を 遇する に は 此の 如くせ よと 敎 ゆるので ある。 

；;: は ュダの 婦人 觀の 大體 である。 此れに 述關 して 思屮 Z さる i は 詩人 ホイ ツチ ャ ー の 佳^ 「雪 籠り」 

Snowbound である。 余 は 昨夕の 大雪の 中 を 散歩し つ、 久し振りに 其 美しき 數節を 誦せざる を 得な か 

つた。 此詩は 新 英洲に 於け る淸敎 徒の 單 純なる 家，， 庭 生活 を 歌うた ものである。 余 はこの ホイ ツチ ャ 

1 の 詩に 顯 はれた る 婦人が ュ ダの 理想 婦人に よく 似た るを感 する ものである。 神 を 知れる 婦人の 尊 さ 

と美し さを此 所に 見る ので ある。 彼等 は 決して 所謂 新婦 人で はない。 然し 深き 智慧 を する。 或は 糸 

を 捲き 或は 勤勉に 働く は 古き n 本の 女に も 見る 所で ある。 然し ュ ダの 理想 婦人 は 單に此 所に. まらな 

い。 更に 進んで M ホバを 知り、 H ホバ に賴る 女で ある。 此點は 全く 古い n 本の 女と 異る。 H ホバを 知 

ュゲ . の a 想蟮人  二 〇 七 
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るの 智慧に 滿 てる女、 ：： おれ 最も 完全に 發 達した る婦ん である。  きと 

以上に 由て 觀匕 f- ュダの 现想的 婦人 は 米國の 理想よりも 遙 かに H 本の それに 近く. f る。。 夫 を 第一 と 

し? A として 之に 薪 ふるの 點に 於て 日本 婦人 は米國 婦人よりも 遙 かに 変 書 的で ある。 彼 得 前書 三 章 六 節 

の 示す 「サ ラ、 ァ ブラ ハ ムに，8.ひて之を|^と稱へしが如し」 との 敎訓の 如き H 本 婦人の 能く 解し 得る 

.W\1J あって、 米 國！^ 人に 収 りて は 却て 大 なる 屈辱と して 感ぜら る k ので ある U 米 國宣敎 S が 日本人に 

傳 へし 多くの 誤謬の 內に 婦人に 關 する 誤謬が 最も 大 なる 者で あると 思 ふ。 米 H 婦人の 现想を 採用して 

n 本の 家庭 は^ 壊され ざ る を 得な い 〕 (藤 井武肇 記〕 


傳道之 書 研究 

傳 道の 書 に 就 て 

が 記と 箴言と 雅歌と 傳道之 書と は 聖書の 中に 在りて 刖に 一 部門 を 形成す る、 之を稱 して 智慧 文學 

と 云 ふ、 眞の 智慧 は 何で ある 乎に 就て 論 す る 書で あるから である。 

傳道之 書、 ！ 伯來 語に てはコ ー へ レスの 言と 云 ふ、 コ l- へ レス は 固有名詞 である 乎、 普通名詞 であ 

る 乎、 善く は 判明らない、 若し 固有名詞であって、 人名で あるならば 傳道之 書はコ ー へ レス 先生の P 

r| 集と でも 稱 すべき 者で ある、 然し 若し 普通名詞であるなら ば、 コ ー へ レス は 討論者の 意味で あれば 

比 書 ほ HI;! れ 討論者 論集と でも 稱 すべき 者で ある、 英譯 聖書に ては此 書を稱 して Ecclesiasts と 云 ふ- 

9  9  こと-ぶ  0  0  0 

一. vcl<-si;l と は 普通 敎會 と譯 せらる、 詞 であれば、 Ecclesiastes と は敎會 者と 譯 さるべき 者で あらう- 

而し て 若し 傳道之 書 は敎會 者の 言で あると 謂 ふたら ば 何やら 監督の 敎 書の やうに 聞え て 其 眞惯が 甚だ 

疑 はる i 様に 恩 はれる、 然し H タレ ー シャは 元來敎 會と譯 さるべき 詞 ではない、 單に倉 合 叉 は 會 衆の 

意で ある、 故に H ク レジ ァ ス テ ス は會合 者と 譯 すべきであって、 會 衆の 一 人 を 指して 云 ふ 詞と兑 て 可 

いので ある、 斯 くの 如くに 解して 傳道之 書 は 智慧 を學 ばんた めに 會 合せし 者の 一 人が (或は 數 人が) 

薛 透の 書に 就て  二 0 九 
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書と 譯 した 乎と 云 ふに、 是はル ー テルの 獨逸譯 聖書の KtHlen  des  predigel.s を 其 儘に 譯 したる 

者であって、 ル ー テル 自身の 誤 譯を其 儘に 採用した る 者で ある、 偉人の 權威 も亦大 なる 哉で ある、 彼 

の誤譯 までが 眞實 として 傳 へらる k ので ある。 

然し 書名 は でも、 1^ いので ある、 我等の 知らん と 欲する 事 は其傳 へんと する 露理 である、 傅 道 之 

書 は W を敎 へんと する 乎、 其の 取扱 ふ 主なる 題目 は 何で ある 乎、 傳道之 書 は 智慧 文學 中の 了 書で ある- 

而 しても 主として 論ぜん と 欲する 所 は、 と は何ぞ や、 其 事に 就て^ ある、 道德 的の 善に 就て 計りで 

はない、 より 廣ぃ 意味の 善に 就て f ある、 著者 自身の 言 を 以て 曰へば、 

世の 人 は 天が下に 於て 生涯 如何なる 事を爲 さば 善 からん 乎、  。。。。。。。 

と、 其 問題に 就て 論ぜん と 欲する ので ある (二 章 三 節)、 今日の 學 者の 言 を 以て 曰 へば人の-^^^-上善とは 

(what  is  tl5  siim  lillm  of  mall) 其 問題に 就て 論ぜん と 欲する ので ある、 人 は 何を爲 

さば 最も 幸福で ある 乎、 何 を爲す ことが 人生 最大の 目的で ある 乎、 快樂の 方面より 見、 道徳の 方面よ 

り 見て 何 を か 善と 稱 すべき 乎、 コ ー へ レス は此 書に 於て 此大 問題に 就て 論究 せんと 欲する ので ある。 

而 して 彼 は 劈頭 第一 に 曰 ふたので ある、 

空の i 仝、 空の 空なる 哉、 都て さなり 

一章 二 節 y 而 して 彼 は 書中 幾 同 か 繰返して 曰 ふたので ある、 

鳴呼呰 なさに して 風 を 捕 ふるが 如し 

と (一章 十四 M  二 章サ六 節、 四 章 十六 節 等)、 依て 知る 人の 至上 善 は 何で ある 乎との 問題に 就て 著者 は 其 


の ：！： で 無き 乎に 就て 知る 听 多くして、 其の 何で 有る 乎に 就て は 彼の 知る 所の 甚だ gl くあった 事 を、 卽 

ひんじゃ •、 

ち此大 問題に 對し て 彼 は 消極的 解答 を與 ふるに 成功して、 積極的 解答 を與 ふ るに 甚だ 貧弱で あ つ た の 

である、 傅 道 之 書の 此の 性質 を 認めす して、 其の Ifn 價を 謬る ので ある、 傅 道 之 書 は 人の 至上 善の 何で 

無き 乎 を 示す に 明確で ある、 然し 乍ら 其の 何で 有る 乎を敎 ゆるに 微弱で ある、 我等 は此大 問題に 就て 

此 書より 全部 を學 ぶ J と は 3,1 來な い、 人の 至上 善 は 何で 有る 乎、 其 事 に 就て は 之を 5,^書 の 他 書よ り. 學 

ばなければ ならない、 之 を 四 福 昔 書より 叉 は羅馬 書より 學 ばなければ ならない、 「我れ、 水生 を んが 

ために 如何なる 善 を爲 すべき 乎」 との 或 人の 質問に 對 して ィ H スは 答へ て 曰 ひ 給 ふた 「何故に 我に 善 

に 就て 問 ふや、 一 人の ほかに 善 あるな し、 卽ち 神な り」 と (馬 太傳 十九 章 十六、 十七 節改 譯」、 イエス は玆 

に 傅 道 之 書の 提供す る 問題に 對 して 明確なる 積極的 解答 を 與へ給 ふたので ある、 コ ー ヘレ ス とても 稍 

や 之に 類した る 解答 を與 へ 得なかった ので はない、 彼は卷 末に 達して 終に 曰 ふたので ある、 

しめ 

_ f の 全 體の歸 する 所を聽 くべ し、 曰く 神 を 長れ その 誡命を 守るべし、 是 はすべ ての 人の 本分な り 

と (十二 章 十一 一一 節)、 然れ ども 彼 は 漸くに して 此 結論に 達した ので ある、 被 は 至上 善 を 神 以外の 種々 の も 

の に 求めて、 之に失^!11!して終に止むを得すして玆に達したのでぁる、 イニスと コ ー ヘレ スとは 比較ぶ 

ベく も 無い。 

然し 乍ら 人 の 至上 善の 3： で 無 い 乎 を 高調す る に 於て は 傳道之 書 に 優 さ る 書 は 聖書 以 .2: に 於て 叉 其れ 

以外に 於て 之 を 見出す こと は 出来ない、 傳道之 書 は 神 を 離れて 人生に 眞の 幸福の 無き 事を敎 るに 於て 

天下 唯一 の 書で ある、 此 書の 如くに 强き 言辭を 以て、 固き 確信 を 以て、 すべての 人が 善な り 幸福な り 

i) つ  十 ベ  二と" 1, 

と認 むる もの を 排斥す る 書 はない、 空の 空、 空の 空なる 哉、 都て 空な リと云 ふ、 是れ强 い 重い 言辭で 

傳道の 書に 就て  ニー 一 


效言、 ® 道 之 書 s 究  二  一二 

へ！：， けらの がたり s?s- ん しゃ ，>  じ や かね こ ゑ  と て  ，.、 ら 

ある、 平家物語の 祇園 精舍の 鐘の 聲云々 の 如き 到底 も 之に 比較ぶ る こと は 出来ない、 「盛者 必衰」 で 

はない、 .S の { 全で ある、 r 猛き人 も 遂に は 亡びぬ」 ではない、 空の穴.^でぁる、 空の 空で ある、 都て 空 

である、 智惹も 智識 も、 富 も 位 も、 幸！ i なる 家庭まで も 都て が 空の 空で あると 云 ふので ある" 

の 空と 云 ふ、 希伯來 語の liabal の譯罕 として 不適 當 なる 者で は あるまい、 「直に 消 ゆる 者」 の 意 

いき  て？ せつ  いき 

である、 故に 若し 「息 氣」 と譯 したならば 更らに 適切で あらう、 ：2 より 吐く 氣息 である、 全く 無い も 

バウ  >  きんく わ  こと 

ので はない が、 直に 消 ゆる ものである、 搽花 一朝の 夢と 云 ふと 同じ 意で ある、 然し 槿 花よりも 更らに 

短い 者で ある、 氣息 である、 湯氣 である、 立つ かと 思 ふと 直に 消 ゆる 者で ある、 空の 空な りと 云 ひて 

虚、 無價 値の 意 を 最も 强く首 ひ 表 はすこと が 出来る、 余 は此譯 字を變 へん こと を 欲 はない." 

「風 を 捕 ふるが 如し」 と ある、 「如し」 の 字は銷 るが 可い、 「風 を 捕 ふるな り」 である、 {.^ 虛の意 

を 他の 曾辭を 以て 言 ひ 表 はした ので ある、 叉 原語の 意 は 「捕 ふ」 ではない、 「食 ふ」 である、 智識 を 

M^,  I 曰 慧を蓄 ふる は、 是れ風 を 食 ふので あるとの 意で ある、 「目 は 見る に飽 くこと なく、 耳 は閒 くに 

.f^ つる こと 無し」 と ある 其 意 を 食物に 譬 へて 言 ふたので ある ( ；章八 節)、 卽ち 智慧 も 智識 も 之 を 貪 ふ 

て飽 くこと 能 はす、 胃 は 之に 由て 充 つる こと 無しとの 意で ある、 空の 《4r 空の 空なる 哉、 都て 空な り 

拳， 擎 •  9 誊 9  とみ くらる 

風 を 食 ふ 事な りと 云 ふ、 而 して 智慧 も 智識 も、 富 も 位 も、 すべての 人が 善な り 幸福な りと 稱 して 追求 

する 物 は 都て 是れ であると 云 ふので ある。 

しじ や- rsv- ん  0  0 

人類の 多数が 人生の 至上 善と して 追求す る 者は學 問で ある、 此 書の 著者の 所謂 智慧と 智識と である. 

智識 は # 物に關 する 智識であって、 智慧 は其應 用で ある、 今人の 所謂 科學 と哲學 とで ある、 博く 知て 

禁 く：！；： ふ 事で ある、 而 して コ ー へ レス も 亦 一時 は 智識 萬 能 を檩榜 して、 全力 を 之に 注いだ ので ある。 


我れ 心 を盡し 智慧 を 用ゐて 天が下に 行 はる、 諸の 事 を 111 ね 且つ 考霰 ベたり 

とい ふ (一章 十三 節 y 而 かも 其 結果た る 如何、 彼 は 心に 滿足を 得た であらう 乎、 非ら す 

.ml は 見る に飽 くこと なく、 耳 は 聞く に充る ことなし (入 節，)、 

夫れ 智慧 多ければ 憤激 多し、 智慧 を 增す者 は 憂患 を 增す (十 八 節) 

と、.： 千 苗と 人生と を 知れば 知る 程 悲歎と 不平と は增 すので ある、 獨 逸人 は 此事 を稱 して 宇宙 歎 Qve 1 1  - 

？. Ilm2.z) と 云 ふ、 是は學 者 獨特の 悲歎で ある、 一一 ュ ー トンに も此 悲歎が あった、 ゲ ー テ にもあった、 

此點に 於て 無學は 幸福 である、 智慧と 智識と は 決して 人生の 至上 善で はない。 

宇宙と 人生と は旋轉 重複に 外なら ない、 天が下に 絡對 的に 新ら しい 事と て はない、 皆な 奮い 事の， i 

返しで ある、 歷史は 繰 返す と 云 ふが、 繰 返す 者 は 歷史に 限らない、 日の 屮 I て 人り 復た 元の 所より 出る 

が 如く、 風の 北より 吹き 南に 旋轉り 叉 前の 如くに 北より 吹く が 如く、 叉 河の 海に 入りて 永久に 盡 きざ 

るが 如く、 萬 事 萬 物 悉く 千遍 一 律の 重複で ある、 縦し 世に 新發 見なる 者 ありて 一 時 世界 を 驚かす と t 

も、 誰か 知らん、 是れ 果して 眞 の新發 見なる 乎 を、 太古の 埃 及 人 は 今人の 知らざる 多くの 技術 を；； = つ 

て 居た、 若し 然ら ざれば 大 尖塔の 如き 大 建築 は 彼等の 手に 由て 作らなかった であらう、 哲學の 諸問題 

は旣に 悉く 希腦 人に 由て 攻究せられ、 近世 哲學は 希 暖哲學 以上に 新 解決 を 供す る 事 は 出来ない とのこ 

とで ある、 而已 ならす、 新 發見は 直に 舊發 見と して 疎ん ぜら る、 蒸 氣は電 氣の代 はる 所と なり、 自由 

政治 は社會 政治の 代 はる 所と なりつ & ある、 縱し又 物質 や 政治の 事に 關 して は 多少の 革新 ありと する 

も、 革 まらぬ 者 は 人の 心であって、 此 事に 關 して は 「曲れ る 者 は 直から しむる 能 はす、 がけた る 者 は 

補 ふ 能 はす」 との コ ー へ レ スの言 は 文字通りに 眞實 である (十五 節： r 歷山 王，， の爲 したる 事をシ ー ザ— 

Isss の 甞 に 就て  ニニ 二 


ほ«、齒»1之»1^究  ニー  HI 

は爲 し、 シ— ザ ー の爲 したる 事を那 翁は爲 し、 那 翁の 爲 したる 事 を カイゼル は爲 さんと しつ \ぁ るの 

である、 時代 は 變るも 人 は變ら ない ので ある、 肯 ては獨 逸と 同盟して 佛國を 撃ちし 英國は 今や 佛 W と 

同盟して 獨逸を 架ち つ、 あるので ある、 同じ 舊 きジョ ン • ブルで ある、 時代 は 變るも 其 心 は變ら ない 

ので ある、 實に 「曰の 下に は 新ら しき 者 あらざる 3」 である C 九 節)、 「嗚呼 空の 空に して 風 を 食 ふ 事 

たり」 である (十 3 節)、 「夫れ t 曰慧多 けれ 憤激 多し、 智識 を 增す者 は 憂患 を增 す」 である C 十八 節)、 

ゆ 問 と 云 ひ、 新 智識と 云 ひて、 多く 舉 ベば 多く 幸福が 來 ると 思 ふ 者 は 未だ 智識、 學 問の 何たる 乎 を 知 

ら ない 者で ある (第 一 章)。 

コ I へ レス は 智慧と 智識と に 人生の 至上 善 を 求めて 失 §"玉 した、 玆に 於て か 彼 は 己れ に對 つて 曰 ふた 

の で あ る 、 

來れ 我れ 試に 汝を 喜ばせん とす、 汝、 逸樂を 極めよ 

と、 二 章 一節)、 而 して 彼 は イスラ H ルの 王と して 極め 得る 丈け の 逸樂を 極めた ので ある、 大 建築 を 舄 

したので ある、 大 菜園 を 開いた ので ある、 大池を 穿った ので ある、 而 して 之に 加 ふるに 美術 を 以てし 

たので ある、 珍 寶を蓄 へたので ある、 音樂を 入れた ので ある、 而 して 獨り之 を樂 しむ を 以て 飽き 足ら 

すして、 一人の 樂 なる 妾 を 多く 得たり」 と ある、 斯くて 彼 は 口 ふた 

W" そ 我が 目の 好む 者 は 我れ 之 を 禁ぜす、 凡そ 我が 心の 悅ぶ者 は 我れ 之 を 禁ぜ ざり き 

と (卜 節」、 而 して 逸 樂を樂 しみ 得る 丈け 樂 しみて 其 結 ：5 は 如何であった 乎、 r 是れも 亦 空な りき」 と. 

彼 は H はざる を 得なかった、 

我れ 我が 手に て爲 したる 諸の 事業 (建築、 梳林、 開 整の 類) 及び 我が 勞 して 事 を爲 したる 其勞苦 


(心の 辛 勞を謂 ふ、 財寶の 蒐集、 妻妾の 聘招 等の ために 費した る) を 顧る に 皆な 空に して 風 を 食 

O000OO000OOCO0O 

ふこと なりき、 日の 下に は 益と なる 者 あらざる 也 

とはコ ー へ レスが 逸樂 追求より 擧び 得し 大敎訓 であった、 彼 は 之を稱 して 狂妄と 愚痴と いふた、 「狂 

妄」 と は 本能 性の 欲する が 儘 を爲す ことであって、 午人の 所謂 自然主義の 實行 である、 「愚痴」 と は 

無 Sn である、 智慧の 反對 である、 智識に 由て 步ま すして 感情に 由て 行 ふこと である、 コ I ヘレ スは智 

慧と 智識の 益な きを 知て、 凡夫 同様、 人生の 幸福 を 肉の 快樂に 求めた ので ある、 是れ學 者の 往々 にし 

て 取る 途 であって、 彼等の 愚 も亦憐 むべき である、 詩人 ゲ ー テの 『フ ハウ スト 劇』 に 於け る 主人公 フ 

ハ ゥ スト も 亦 此の 道 を 取った ので ある、 而 して ソ 口 モ ン ならぬ 又ゲ ー テ ならぬ 我 國の小 學士小 博士に 

して、 初めに 智慧と 智識に 惊 憬れ、 後に 人生の 不安に 堪えす して 自然主義の 實 行に 終った 者 は 決して 

くないの である。 

コ ー へレス は 狂妄と 愚痴と を 試みん とする に 方て 一一 一一 II ふた、 

我れ 心に 智慧 を懍 きて 居りつ k 酒 を もて 肉 身 を 肥さん 

とつ： 一節)、 彼 も 亦 多くの 醉漢と 等しく  r 醉ふ とも 動せ す」 と 言 ふて 誇った ので ある、 「智慧 を懊 きつ 

つ 洒を飮 む、 何の 害 か是れ あらん」 と 言 ふたので ある、 然れ ども 智慧 は 終に 酒の 飮む 所と なった ので 

ある、 身 を 狂妄に 委ねん とす、 而 して 狂妄の 中に 猶ほ正 覺を失 は ざらん と 欲す、 墮 落の 淵に 臨んで 學 

者の 心中に 憐 むべき ものが ある、 學者必 しも 決して 智者で はない。 

智慧と 知識と は 空で ある、 狂妄と 愚痴と も 亦 空で ある、 然し 有 紫に H ルサ レムに 在りて イスラ H ル 

の 王たり しコ ー へ レス (ソロモン？) である、 彼 は 智慧と 愚痴と は 同等に 空な りと は 言はなかった、 

齒道 S 書に 就て  一二 五 


资言、 傳道之 書 w 究  ニニ/ 

彼 は 雷 ふた、 

光明の 黑 暗に 勝る が 如く 智慧 は 愚痴に 勝るな り、 我れ 之 を 曉れり 

と (十三 節)、 二者 同じく 空で ある、 その 終る 所 は 一 である、 然 りと 雖も 二者 を 較べて 見て、 智慧の ai, 

痴に 勝る は 明かで ある、 智慧と 知識と は 空な りと 言 ひて 之 を 斥く ベ きで はない、 擧問は 確かに 無學ょ 

り も赏く ある、 知！^ 二 永久の 平康は 無しと 雖も、 而 かも 之 を賤 しみ、 之 を輕ん じ、 之を廢 すべきで な 

い、 知識 は 天上の 光明で はない、 然れ ども 少く とも 地上の 光明で ある、 祌の 智慧で はない、 然れ ども 

少 くと も 人の 智慧で あ る 、 之 に，. 憤激と 憂患 との 伴 ふに 關は らす之 を修む べきで ある。 

智慧 は 空な り、 逸樂 はさな り、 孰れ も 心を充 たす に 足りない、 人生の 至上 善 は 之 を 二者 孰れに 於て 

も 求む る こと は^ 來 ない、 玆に 於て かコ ー へ レ スは之 を 自己の 勞 働と 勞 働に. H て 得し 儉 約なる 〔豕 庭に 

於て 求めん とした、 勞 働と 家庭、 田園 生活、 簡易 生活、 雅歌に 歌 はれし 牧者と シ ユラ ミ 女との 生活、 

£ ルれが 理想で ある、 至上 善で あると 彼 は 思 ふた、 彼 は 逸樂を 極め 盡 して 其反對 の簡！ ^生活に 還へ つ. た 

ので ある、 田園 生活の， 11 歌 はる i 時 は 常に 奢侈の 盛なる 時で ある、 人 は 逸 樂に倦 疲れて 其 反 對の勞 働 

に 慰安 を 求めん とする ので ある、 「來 れ、 我れ 汝を歡 ば せん、 汝、 あ 樂を極 はめよ」 と 云 ふ 者 は 遠 か 

ら，^ して 言 ふので ある 「凡て 汝の 手に 堪る こと は カを竭 して 之を爲 すべし」 と (九 章 十 節)， 逸 樂を獎 

めて 乂勞 働を勵 ます、 此 世の 智者の 爲す事 は 凡そ 皆な 斯の 如しで ある。 

. 他して 小なる 靜 かなる 儉 約なる 家庭 を 試みて コ I ヘレ スは 何と 言 ふたので ある 乎、 彼 は 終に 滿足を 

發 03- したので ある 乎、 非ら す、 彼 は乂歎 聲を發 して 言 ふたので ある、 

人の 飮貪 をな し、 その 勞苦 (勞 働) によりて 心を樂 しまし むる は 幸福なる 事に あらす 


と (二 章 二十 四 節 y 彼 は 幾 囘か此 理想 を 懐き、 幾囘か 失望した ので ある (三 章 十二、 十三 節、 31； サニ 節. 

五 章 十八 節、 九 章 七 節 以下)、 「是も 亦 空に して 風 を 食 ふこと なり」 と は 彼が 繰り返へ して 止まざる 疊句 

であった、 

汝往 きて 歡喜を もて 汝の パン を 食 ひ、 樂 しき 心 を もて 汝の 酒を砍 め、 そ は祌暫 らく 汝の i 打 爲を嘉 

納し 給へば なり、 汝の _ 衣服 をして 常に 白から しめよ、 汝の 首に 膏を絕 たしむ る 勿れ、 口の 下に 汝 

が 賜 はる 此の 汝の 空なる 生命の 間汝 その 愛する 妻と 偕に 生活すべし、 …… 是は汝 が 世に 在りて 受 

くる 分、 汝が HI の 下に 働ら ける 勞苦 によりて 得る 者な り 

と (九 章 七— 九 節)、 r 樂 しき 心 を 以て 汝の 酒を飮 め」、 人生の 至上 善 は兹に 在りと 云 ふ、 我が 一休 和尙 

の 「極 樂は いづく の はてと 思 ひしに、 杉 葉た てた る 叉 六が 門，」 を 思 出さし めざる を 得ない、 實に 低い 

现想 である、 r 汝が賜 はる 此 生命の 間、 汝、 その 愛する 妻と 偕に 生活すべし」 と 云 ふ、 詩人 バ ー ン ス 

の liighland  Mary を讀む やうな 心地が して、 小さき 愛らしき メ ー リ ー の 居る 所に 我が 天國は 在る 

と 云 ふので ある、 然るに 著者の コ I へ レス は 婦人に 就て 何ん と 言 ふて 居る 乎、 

我れ 曉れ り、 1： ま 人の その 心 は羅と 網の 如し、 その 手 は 線拽の 如し、 是れ 死よりも 苦き 者な り、 神 

の 悅び給 ふ 者 は 之 を 避く る を 得べ し、 然れ ども 罪人 は 之に 捕 へらるべし …… 我れ 干 人の 中には 一 

個の 男子 を 得 たれ ども、 その 數の 中には 一 個の 女子 を 得ざる なり 

と C 七 章廿六 >  サ八 節〕、 而 して 若し 婦人と は 如斯き 者であるなら ば、 之と 偕に 生活す ことの 人生の 至上 

善で ない こと は 言 はすして 明かで ある、 「是れ 死よりも 苦き 者な り」 と 著者 自身が 言 ふて 居る ので あ 

る、 r 樂 しき 樂 しき 家庭」 と 歌 ふと 雖も、 是れ 比較的の 言辭 であって、 之に 人生の 至上 善 を 求めて、 
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人 は M.^ も 「是も 亦 空な り、 風 を 食 ふこと なり」 と 一 百 ひて 面 を 反け ざる を 得ない ので ある。 

体 道 之 書の 著^ コ ー へ レス は 「世の 人 は； 大がド に 於て 生涯 如何なる 事を爲 さば 善 からん 乎」 との 問 

題 を 設け、 之 を 論究し 實驗 したる の 結 ST 「空の 空、 空の 空なる 哉、 都て 空な り」 との 結論に 達した 

ので ある、 智慧と 知識、 是れ 空な り、 狂妄と 愚痴、 本能 性の 滿足 * 逸樂の 生涯、 是れ また、 空な り、 去 

らば 離 かなる 家庭、 簡易 生活、 田園 生活、 晴耕 雨讀の 詩的 生涯、 好き 妻と 偕に 樂 しき 儉 約なる 家庭 生 

活を營 むこと、 是れ 如何にと 己れ に 問 ふて、 彼 はまた 答へ ざる を 得なかった ので ある r 是 もまた 空に 

して 風 を 食 ふこと なり」 と、 斯くて 彼 は 問題 を 設けて 之に 對 して 滿 足なる 解答 を與へ 得なかった ので 

ある、 彼 は 人生の 至上 善の 何で 無き 乎 を 知る を 得しと 雖も、 その 何で IF る 乎 は 之 を 知り 得なかった の 

である、 彼 は 唯 繰り返して 言 ふたので ある r 是も亦 空な り、 風 を 食 ふなり」 と、 而 して 此 書の 終りに 

至て 唯 使 かに 人の 本分の 何たる 乎に 少しく 思ひ當 つたので ある、 如斯 くにして 傳道之 書 は 其 設けし 大 

問题に 就て は 消極的に 斷定 する こと 多くして、 積極的に 敎 ゆる 所 は 極めて 微少なる ので ある。 

玆に 於て か 我等 は 架 書の 他の 部分 を 以て 傳道之 書 を 拙 ふの 必要が あるので ある、 人生 は 空の 空、 す 

ベて がさで あるので はない、 人生に 空なら ざる 者が あるので ある、 智慧と 知識と は 勿論 空で ある、 然 

し 乍ら 神 は 人に 智慧 以上、 知識 以上の 者 を 賜 ひて 彼 をして 滿 足せし め 給 ふので ある、 肉 身の 快 樂は勿 

,； ！  44 もの 

論 穴， j である、 然し 乍ら 祌は 事業 以上、 美術 以上、 时寶 以上の 賓賜を 人に 與へ給 ふて 彼 をして 何物 を も 

有たざ^ ども 萬 物 を 有つ の感 あらしめ 給 ふ、 勞 働と { 米 庭と は 祌の大 なる 費 賜た るに 相違ない、 然れど 

, ^て  よき 

も 魂を充 たす ための 糧 として は 是れ亦 空の {仝 たらざる を 得ない、 故に 祌は 又勞働 以上 家庭 W 上の 善 

れを 供へ 給 ひて 彼 を 愛する 者に 永遠に 變ら ざる 平康 と安自 0 と を 與へ給 ふ、 人の 至上 善 は學識 以外 * 安 


逸 以外、 家庭 以外、 他に 在る、 傳道之 書 は 明白に 此 事に 就て 示す 所 はない、 然し 乍ら^ 書 は 他の 所に 

於て、 以赛 ic=i 書に 於て、 耶 利米亞 記に 於て、 TO: 一 i 昔 書に 於て、 羅馬 書に 於て、 新約聖書 全體に 於て 最 

も 明 ，H に 此事を 示して 居る。 

イエス 曰 ひける は 我 は 生命の パ ン なり、 我に 就る 者は餓 ず、 我 を 信ずる 者 は 常に 渴 くこと なしと 

(約 傳六 章卅 五節)、 玆に目 は 見る に 飽き 耳 は 聞く に充 つる 者が あるので ある- 我 父 我 母 我 を棄る とも 

ヱ ホバ我 を 迎へ給 はんと ある (詩篇 二十 七篇十 節)、 玆に 父母よりも 親しき 者の 我が 永久の 保護者と して 

存 する ものが あるので ある、 蓋 或 ひ は 死、 或 ひ は 生、 或 ひ は 今 ある 者、 或 ひ は 後 あらん 者、 或 ひ は 高 

き、 或 ひ は 深き、 また 他の 受造物 は 我等 を 我-王 イエスキリストに 賴る 神の愛よ リ絕ら する こと 能 は ざ 

る を 我 は 信ぜ りと ありて (搽馬 書 八 章 卅八、 九 怖， }、  ，：：H 由 何物 を 以てする も斷 こと 能 はざる 愛の 胖の我 を 

天 卜： に 鬚ぐ 者 ある を 知る ので ある、 其 他、 此 事に 關 する 聖書の 言辭 は 之 を 揭げ盡 す こと 能 はすで ある" 

人生の 萬 事 萬 物 悉く 空で ある、 然し 乍ら 其に 唯一 つ、 然り 唯一 つ、 空なら ざる 者が あるので ある、 而 

して 此 者が 在る が 故に、 之に 親り てす ベての 他の物まで がさなら ざるに 至る ので ある。 

尺 生の 至上 善、 コ ー ヘレ スなら ぬ 我等 基督 者 は 其の 何で 有る 乎 を 能く 知って 居る ので ある、 其れ は 

勿ム 1 寧 問で はない、 才能で はない、 哲學 ではない、 神學 でもない、 然れ ばと て此 枕が 追求して 止ま ざ 

る 生活の すべての 材料で はない、 金で はない、 銀で はない、 寶石 ではない、 帝王の 戴く 2： 免：.^ では. ない- 

美術で はない、 音樂 ではない、 庭園で はない、 然れ ばと て亦勞 働で もない、 靜 かな 樂 しき 家庭で もな 

い、 忠實 なる 夫と 妻と でもない、 愛らしき 健 かなる 小兒 でもない、 然り、 聖人の 德 でもない、 宗敎家 

の 信仰で もない、 我等 は 傳道之 書の 知って 居し よりもより 多くの 至上 善で 無き 者 を 知って 居る ので あ 

の *3 に 就て  ニー 九 


资 言、. ssi 之 SOT 究  ニニ 0 

る、 人生の 至上 善 は Y …：： ナザレの イエスで ある、 人類の 罪の ために、 然り、 我が， のために、 十 宇 

1^ に 釘 けられし 彼で ある、 然り、 我が，？ § のために 附 され 我が 義 とせられ しが 故に 甦 へらされし 彼で あ 

る、 彼 は 人の 見る こと を 得ざる 神の 狀 にして 萬の 造られし 物の 先き に 生れし 者で ある、 「萬 物 彼に 由 

りて 存っ こと を 得るな り」 と 云 ひ、 「聖父 はすべ ての 德を 以て 彼に 滿 たしめ 給へ り」 と 云 ふ (哥羅 西 書 

二 章〕。、 水生と 云 ひ、 榮 光と 云 ひ、 彼 を 離れて 在る 者で はない、 彼 は、 H ッサィの根ょり^^しダビヂの 

あけ みやう じ やう 

裔 なる 義の 太陽に して 曙の 明星なる 彼 は實に 人生の Smtimum  Isnum 卽ち 至上 善で ある。 

共證據 は 何處に 在る 乎と I 人 は 吾人に 問 ふで あらう、 然り、 へ r 兹に證 據を擧 ぐる こと は出來 ない、 

唯一 つ 信者の 實驗に 就て 語る ことが 出来る。 ィ H スに 完全の 滿 足が あるので ある、 人はィ H スを 信じ 

彼と ー體と 成りて、 玆に 人た るの 生命の 何たる 乎 を 始めて 知る ことが 出來 るので ある、 兹に 永久に 疲_ 

わざる、 倦まざる、 娥 ざる、 渴 かざる 生涯が 始まる ので ある、 玆 に充實 せる、 意味 ある、 希望 ある 生 

泥 を實驗 する ことが 出 來 るので ある、 議論で はない 實驗 である、 ィ H スが 至上 善た るの 證據は 彼 を S 

OOOOOOOO0OOOOOOOOOOOO ち、 

けし 者の 彼れ 以上に 蕃を 求めざる 事に 於て 在る、 天父 を 人に 示し 給 ふ 彼 は 人を充 たして 尙ほ餘 り ある 

ので ある (約 翰傳十 s: 章 八、 九 節參考 )。 

i な、 に i> 、て か 基督 者の 立場より 見て 人の 幸 不幸の^^ は 最も 明白で あるので ある、 神の 子 を 有つ 者 は 

生命 を 有ち、 其の 子 を 有たざる 者 は 生命 を 有たず と ある (約 翰 第一 書 五 章 十二 節」。 ィ H スを 信す る 者 は 

幸； i なり、 ィ H スを 信ぜざる 者 は 不幸な り、 生命 (凡ての 幸福の 基なる) はィ H スに 於て なれば、 彼 

を 離れて 腐の 幸 一 i は 無い ので ある、 又 彼に 在りて すべての 幸福 は 在る ので ある、 ィ H スを 信す る を 得 

て 知識 ある も 幸福で ある、 知識な きも 幸福で ある、 富める も 幸福で ある、 貧しき も 幸福で ある、 獨り 


. 在る も 幸福で ある、 _ 衆人と 共に 在る も 幸福で ある、 家庭の 樂し きも 幸福で ある、 家庭の 樂 しからざる 

も 幸福で ある、 幸 幅の 源なる 生命 を 己れ に 有つ が 故に、 境遇の 如何、 所有の 有無に 係 はらす、 すべて 

の 場合に 於て 幸福で ある。 

,0 ちらの 

之に 反して ィ H スを 信ぜす して、 如何なる 境遇 も 如何なる 所有 も 人 を 幸福に する こと は出來 ない、 

神の 子 を 有た すして 擧 識と藝 能と は 反て 悲歎の 種で ある、 イエ スと 偕なら すして 富貴 は 反て 身 を 害し 

て 之 を 益さない、 イエ スの 在し 給 ふ 家庭の み眞に 幸福なる 家庭であって、 彼 を迎へ 奉らす して、 他 ひ 

條件は 悉く 完備す る も 幸福なる 家庭 はない ので ある、 か 幸 幅なる 者ぞ、 ィ H スを 信す る 者で ある、 

△  △<JA<1A、：.1  .1.1 厶厶 <J<" 厶厶厶 厶厶厶  まこ， こ  しじ や 5 ザん 

誰か 不幸なる 者ぞ、 ィ H スを 信ぜざる 者で ある、 ィ H スは眞 に 人の 至上 善で ある。 

傅 道 之 書は此 事を敎 へない、 然し 此事 を覺 るに 至る の 階段と なる、 至上 善の 何で 無き 乎 を 明，：：： に 示 

して、 之 を 讀む者 をして、 其の 何で 有る 乎 を 尋ねざる を 得 ざら しむ、 而 して 此 用を爲 すが 故に 此書も 

亦 聖書の 一部分と して 贵く あるので ある、 此 世の 人が 善と して 慕 ふ もの を 悉く 否認して、 唯一 の善卽 

ち 神の 子ィ H ス キリスト を 人に 紹介す る爲の 道を柘 くので ある、 傳道之 書 は 此心を 以て 請むべき 者で 

ある、 之 を 補 ふに 新約聖書 を 以てして 我等 は此 書の 約 百 記、 雅歌、 箴言と 肩 を 比べて 決して 劣らざる 

書なる を 知る ので ある。 

おしへ いましめ  しき 

聖書 は 皆 神の 默示 にして 敎誨と 訓誡と また 人 をして 道に 歸 せしめ、 义 義 を學 ばし むる に 益 あり 

(投摩 太 後書 一一 一章 十六 節〕。 

ィヱ ス 彼等に 答へ て 曰 ひける は …… 汝等 聖書に 永生 ありと 意 ひて 之 を 探索ぶ、 此 聖書 は 我に 就て 

證す る ものな り (約 翰傳五 章卅九 節，」 0 

道の 書に 就て  ニニ 一 


is! 一 rsisa 之 *w 究  一一 一一 一一 


傳道之 書解譯 

fsEI ふ、 |^1ではなぃ、 4y 、ある. 文. ¥e 配列と 少しば かりの 修正と， 殊に 題目の 挿入と に 由り て 讀者を 

して 自身 本文の 意を曉 らし めんと 務めた る 者で あ る。 

人生の 事實 

{仝 の {仝 なる 哉  . 

一章 エルサレムの 王 ダビデの 子コ ー へ レスの 首。 

二 コ ー へ L ス：： ： く 空の 空なる 哉、 

空の 空なる 哉す ベて 空な リ。 

三 = のドに 人の IC 力す る 凡の 勞苦は 

其 身に 取りて 何の 益す る 所 あるな し。 

^ 世 は 去り 世は來 る、 

然れ ども 地 は 永久に 存 るな り。 


五 口 は 出で 日 は 人り 

又 其の 出し 所に 喘ぎ 行くな り。 

六 風 は 南に 行き 又 北に 轉り、 

輾轉り て 復元の 所に 歸る なり。 

七 河 は 海に 注ぐ 而 して 海 は盈る ことなし、 

而 して 其 出来れ る 所に 河は復 還るな り。 

八 寓物 悉く 勞 苦す 人 之 を 言 鼓す こと 能 はす C 

口 は 見る に飽 くこと なく、 

环は閒 くに 飽く ことなし。 

九 前に 有りし 事 はまた 後に 有るべし、 

前に 爲 されし 事 は 又 後に 爲 さるべ き 事な り、 

u の 下に 新ら しき 事と て は 有らざる なり、 

十 若し 「見よ 是は 新ら し」 と 言 はる &事 あらん 乎、 

そ Is, 

其 は 前に 旣に 久しく 有りた る 事な り、 

十一 前に 在りし 者 はん フ 記憶ら れす、 

义 後に 來る者 も 其 後に 來る 者に 記憶ら れ ざる 也。 


傳 a 之 害解譯  I1IJ 三 


s 言、 稱 道之教 研究  ニー 一  g 

至上 善の 探究 

其 一 智蔥 なる 乎 

.H 一  我れ コ ー へ レス は H ルサ レムに 於て イスラ H ル の 王たり き。 

十三 我れ 我心 を盡し 智慧 を もて 天が下に 行 はる i 

すべ ての 事 を 探求ね 且つ 考穀 ベたり しに 

(此 苦しき 業 を 神 は 人の子に 脇け 給へ り、 

是れ 之に 由り て 其 心 を 練らん 爲 なり)、 …… 

IN 我れ n の 下に 作 さる & 凡の 行爲を 見たり しに、 

見よ 皆な 空に して 風 を 捕 ふる 事な リ。 

トだ ^れる 者 は 之 を E からしむ る 能 はす、 

缺 けたる 者 は 之 を 補 ふ 能 はす。 

十 穴 我れ 我心に 語りて 言 ひけら く、 

我 は實に 我より 先に エルサレム に 在りし 

凡の 人に 勝りて 多くの 智慧 を 得たり、 

我心 は 多くの 智慧と 知識と を 得たり と、 

ru 我 は 我心 を盡 して 智禁と 知識と を 求めたり、 


而 して H も 亦 風 を 捕 ふる 事なる を曉 わり。 

.K なしみ 

ト八 夫れ 智慧 多ければ 悲哀 多し、 

知識 を 增す者 は 憂患 を增 すなり。 

其 二 快樂 なる 乎 

二 章 共 時 我れ 我心に 言 ひけら く、 

來れ 我れ 歡樂を 以て 汝を 試むべし、 

汝 快樂を 極めよ と、 

而 して 見よ 之 も 亦 空な リき。 

二 我れ 歡樂に 言へ り 「汝は 狂な り」 と、 

快 樂に言 へり 「汝何 を爲し 得ん や」 と。 

三 我れ 智慧 を 以て 自己 を 導きつ、 

酒 を 以て 肉體を 慰めん と 試みたり、 

义 人の子 は 其 短 かき 生涯の 間に 

柯を爲 さば 善 からん 乎 を 知らん がた めに 

我 は 痴愚 を さへ 放てした りき。 

四 我は大 なる 事業に 身 を 11^ ねたり、 

我 は 家 を 建たり 葡萄園 を 設けたり、 
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效霄、^3^!*^究 

五 我 は H と 庭と を 作りたり、 

； S して 其. 2： に 種々 の 菜 樹を械 ゑたり、 

六 我 は 水の 塘池を 作りたり、 

而 して 之より して 林に 滞漑 ぎたり、 

七 我 は 下男 下女 を 買得たり、 

又 〈欲に 生れた る 家僕 ありたり、 

我 は 又 凡て 我より 先に エルサレム に；5^5りし：^ょりも 

多くの 牛と 羊との 群 を 有て り、 

八 我 は 銀と 金と を 1 みたり、 

又 王 等の 國々 の 財寶を 猫め たり、 

我 は 歌 SR と 歌 女と を 得たり、 

义 多くの 美しき 妻妾 を樂 しめり。  す， へて き 

九 斯くて 我 は 此翦に 於て 我より 先に ュルサ レム に 居りし 凡の 者に 優りたり 

而 して 我が 智慧 は 我 身 を 離れ ざり き。 

十 ^て 我 目の 好む 所の 者 は 我れ 之 を 禁ぜ ざり き、 

凡て 我心の 悅ぶ者 は 我れ 之 を 制せ ざり き、 

我 は 我が 凡の 勞苦 によりて 快 f を 得たり、 

此快樂 は 我が 勞 苦より 得た る 我 ハカな りき。 


十一 然れ ども 我れ 我 手に て爲 したる 凡の 事業と 

之を爲 さんと て勞 したる 勞苦を 顧た るに、 

見よ 凡 は 空に して 風 を 捕 ふる 事な リき、 

口の 下に 5. 氽 となる 者 は あらざる なり。 

智 慧 と快樂 との 比較 

十二 我れ 叉 身を轉 らして 智慧 を 狂妄と 痴愚と に比べし に 

(王の 後に 來る人 は 何 を爲し 得ん や、 

前に 爲 されし 事を爲 すに 過ぎざる べし) —— 

ひかり C.-Ti-- み ** さ 

十三 我 は 見たり 光明の 暗黑に 勝る が 如く 

智慧 は (快 樂の) 癡 愚に 勝 さる こと を。 

十四 智者の 眼 は 其 頭に 在り、 

愚者 は 喑黑に 歩む、 

然れど 我 知る 同 一事の 一 一 者に 臨む こと を。 

十五 故に 我れ 我心に 言 ひけら く 

愚者に 臨む 事 は 我に も 亦 臨む、 

我れ 智者た る は 何の 爲ぞ と、 

兹に 於て か 我 は 我心に 首へ り、 

傳道之 逸 解 
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$«言、傳道之*«^究 

是も亦 空なる 哉と。 

十六 愚者の 記憶の 存 せざる が 如く 智者 も亦然 り、 

來 らん 世に は 一 一 者 共に 早く 忘らる、 

嗚呼 智者 も 亦 愚者と 同じく 死るな り。 

十七 之 を 思 ふて 我 は 生命 を 厭へ り、 

日の 下にて 我が 爲す 事業 は 我に 重荷な り、 

そ は 凡 は 空に して 風 を 捕 ふる 事 なれば 也。 

十八 實に我 は 日の 下にて 我が 贏ち 5：： し 物 を 嫌 ふ、 

そ は 我 は 之 を 後 繼 者に 遺さ^る を 得 ざれば 也、 

十九 而 して 誰か 知らん や 其 者 の 智^^な る か 愚者な るか を、 

然れ ども 彼 は 日の 下にて 我が K ガ して 爲し 

智慧 を 絞りて 爲 したる 凡の 事業 を 司らん、 

是れ また 空な リ。 

二十 我れ 身を轉 らして 日の 下にて 我が 勞し、 

勞 して 爲 したる 凡の 動作 を 見て 失望せ り。 

廿  一 ：^ぉに人ぁり智慧と智識と才能をもて勞し、 

而 して 其 事業 を 之が ために 勞 せざる 人に 譲らざる ベ か らす、 

是れ また 空に して 大に惡 しき 事な り。 


八 


卄ニ 夫れ 人 は その 日の 下にて 勞 して 爲し 

心を勵 まして 爲す 所の 動作に 由り て 何 を 〔付る や、 

卄三 その^に 在る ョ は 憂患たり 其 勞苦は 苦し、 

？ん 

その 心 は 夜の 間 も 安す る こ と あらす、 

是れ また 空な り。 

廿四 然れば 人の 世に 在る や 食 ひ 且つ 飮み 

其勞苦 に 由り て 心 を樂ま しむる に 如かす、 

然れ ども 我 は 見る 是も亦 神の 手より 出る 事 を、 

廿五 そ は 誰か 彼 を 離れて 食 ひ 且つ 樂む事 を 得ん や、 

廿六 神 は 其 心に 適 ふ 人に 智慧と 知識と 喜 樂とを 賜 ふ、 

つみびと  ちつ かつつ t 

然れど 罪人に は 勞苦を 賜 ひて 斂め且 積し め 給 ふ、 

は 之を祌 の 心に 適 ふ 人に 與へ給 はん 爲 なり。 

是も亦 空に して 風 を 捕 ふる 事な り。 

其 三 事業なる 乎 

三 章 すべての 事に 時 あり、 

わざ とき 

： 大がド にて 人の 爲 すすべ ての 業に 期 あり。 

二 生まる \ に 時 あり 死ぬ るに 時 あり、 

傳道之 *S  SS  St 


统書、 博 道 之 »^ 究  一 

植 るに 時 あり 植 たる 者を拔 くに 時 あり、  一 

三 殺す に 時 あり. 翳す に 時 あり、 

こ £ 

毀つ に 時 あり 建つ るに 時 あり、 

叫 くに 時 あり 笑 ふに 時 あり、 

悲 むに 時 あり 躍る に 時 あり、  一 

五 石を擲 つに 時 あり 石を敛 むる に 時 あり- 

^擁く に 時 あり 抱 直く 事 を愼む に 時 あ リ， 

六 〔むる に 時 あり 失 ふに 時 あり、  一 

保つ に 時 あり 棄 つるに 時 あり、 

七 裂く に 時 あり 縫 ふに 時 あり、 

默 すに 時 あり 語る に 時 あり、  一 

八 愛する に 時 あり 悪む に 時 あり、 

戰 ふに 時 あり 和らぐ に 時 あり。 

九 斯くて 人は勞 して 其勞 苦より して (必 しも) 益 を 得る 能 はざる なり 0- 

r 我れ 神が 人の子に i け 給 ひし 業を觀 しに  一 

("だれ 之に 由り て 其 心 を 練らん ためなり) …… 

十 一 彼 は！ 物 を 其 に 適 ひて 美 はしく 作り 給 へり、 

彼 は 叉 人の 心に 無窮の 觀 念を與 へ 給 ヘリ、 


ふわ y 14 じめ ^，ズ り 

然 かも 彼等 は 神の 作 爲の始 と 終と を 解す る 能 はざる なり。 

十二 我 は 知れり 人 は 世に 在る 間樂 しみ 且つ 

.*rr- こ IJ 

善を爲 すより 他に 善事の 有らざる 事 を。 

十三 我 は 叉 知れり 人の 飮み 且つ 食 ひ， 

其勞 苦に 由り て樂 しむ を 得る は 

.U まもの 

是れ卽 ち 神の 賜物なる こと を。 

十四 我 は 知れり 凡て 神の 爲し給 ふ 事の 無限に 存 する 事 を、 

之に 加 ふべ き 所な し 叉 減す ベ き 所な し、 

神の 之 を 爲し給 ふ は 人 をして 其 前に 畏れし めん 爲也。 

十五 人 「ある 者 は旣に 前に 在りし 者な り、 

後に あ らん 者 は旣に 久しき 前に ありし 者 也、 

神 は 過去 を 繰返し 給 ふ。 

十六 我れ また 日の 下 を 見し に、 

* 判 を 行 ふ 所に 邪曲なる 事 あり、 

よこし ま 

公義 を 行 ふ 所に 邪曲な る 事 行 は る 。 

十七 玆に 於て か 我れ 我心に 言 ひけら く、 

.U  *、 し き あし き b の  ， 

神は義 者と 惡 者と を 箱き 給 ふべ し、 

そ は 彼に 取りて は 萬の 事と 萬 物と に 時 あれば 也と。 

傳 道 之 a^a:  .1 一一 一二 


?^言、傳道之^«^究 

十八 我れ また 我心に 言 ひけら く、 

神の 人の子 を 飾 ひ 給 ふ は、 

けらの  ラと 

之に その 獸 なること を鹧 らしめ ん爲 なりと。 

十九 人に 臨む こと は今獸 にも 臨む、 

1 一 者に 臨む 所の 事 は 同 一 なり、 

是も 死ねば 彼 も 亦 死ぬ るたり、 

一 一 者 同 一 の 呼吸に 由り て 生く、 

人 は獸に K る 所な し、 

一 一 者 同じく 空な り、 

一 一 卜 一 一 者 同 一 の 所に 往く なり、 

同じく 鏨 より 出て 塵に 歸る なり。 

廿ー 誰か 人の 魂の 上に # り、 

獸の 魂の 地に 降る を 知らん や。 

然れば 我は此 * を 見たり 卽ち 

4-3  よ S  二 と 

廿ー 一 人其勞 苦に. E りて 樂 しむに 勝る の 善事な きを、 

そ は是れ 彼の 分 なれば なり、 

^に 彼に 其 身の 後事 を 示す 者 あらん や。 

め， ぐ  あっせい 

四 章 我れ 又 身を轉 らして 日の 下に 行 はる、 凡の 壓制を 見たり、 


八 七 六 五 


我は壓 せらる & 者の 淚を視 たり、 

然れ ども 彼等 を 慰む る 者 あらざる 也、 

壓 する 者の 手に 權カ あり、 

然れ ども 彼等 を 慰む る 者 あらざる 也、 

故に 我 は 思へ り旣に 死た る 死 あの 

今猶ほ 生ける 生者よりも 幸福なる を、 

叉 この 二者よりも 幸福なる は 生れす して 

口の 下に 行 はる \惡 事 を 見ざる 者なる を。 

我れ 叉 人の すべての 勞 苦と 仕事の 精巧との、 

人々 相互の 嫉妬 (競 爭) より 起る を 見たり、 

是れ亦 空に して 風 を 捕 ふる 事な り。 

•  た ふ  つ， 3 

惰夫： li 手 を 束ねながら 肉 を 食 ふ、 

片手に 物 を盈て 平安なる は 

兩 手に 物 を 盈て勞 苦して 風 を 捕 ふるに 愈る。 

我れ 叉 身を轉 して 日の 下に 空 事 を 見たり、 

M に 人 あり 單獨 にして 伴侶な く、 

子 もな し 又 兄弟 もな し、 

然るに 其す ベ て の 勞苦 に 際限 あ る な し、 

®s 之番解 IS  二三 111 
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その 目 は 富に 飽 くこ となし、 

彼 は 誰が ために 勞し 誰が ために 節する にや、 

是れ义空にして惡しき^^なり。 

九 實にー 一人 は 一 人に 愈る、 

よ.？ むく い 

そ は 彼等 は其勞 苦に 對し善 報 を 得れば 也、 

.U ふれ  とら  たす け W  二 

十 t 右し 一 人跌 倒ん 乎 其 伴侶 彼 を 抉 起す ベ し、 

然れ ども 單獨 にして 跌 倒る 者は禍 なる^、 

彼を扶 起す 者 あらざる なり、 

十一 又 若し 二人共に |« なば 溫暖 なり、 

若し 一 人なら ば 《51!' で溫暖 ならん や、 

十一 一 敵 あり 共 一 人 を 攻撃ば 一 一人して 之に 當る べし、 

OOOOO0OO0O0O0O 

三 條の繩 は 容易く 斷れ ざるな り。 

十二 貧く して 慧き靑 年 は老て 愚かに して 

諫言 を 納る事 を舉ば ざる 王に 愈る、 

—  N 彼れ 牟獄 より. て 王と なれば 

こつじき 

王 は 其！； に 在りて 乞食と なる、 

十五 我れ 日の 下に 步む 所の 群生が _ 

王に 代て 立し 所の 靑 年の 下に 群る を 見る、 


十六 際限な き 尺 衆 其 前に 在り、 

然れ ども 彼の 後に 來る 時代 は 彼を悅 ざる 也、 

是も亦 空に して 風 を 捕 ふる 事な り。 

五 章 汝 H ホバの (I に 到る 時 汝の行 爲を愼 め、 

前進 て 聽く は 愚者 の 犠牲 を捧 ぐる に 愈る * 

彼等 は覺ら すし て 罪 を 犯す たり。 

二 汝祌の 前に 出て 輕々 しく 口 を 開く 勿れ、 

心を靜 にして lit に  一一 一一 n を 出す 勿 れ 、 

神 は 天に 在し 汝は 地に 居るな り、 

I 然れば 汝の言 詞 をして 少 からしめ よ。 

三  (此 一節 蓋し 後世の 記入 文な らん. 第 七 節の 牛 剖 亦.^ じ P 

汝祌に 誓願 を かけん か、 

之を實 行 す こと を 怠る 勿れ、 

愚者に 一 定の 意志 あるな し、 

汝 はかけ し 誓願 を實 行す ベ し 。 

五 誓願 を か け て 赏行 さに るより は 

寧ろ 誓願 を かけざる こそ 善 けれ、 

六 汝のロ をして 汝の 身に S 非 を 犯さし むる 勿れ、 

傳道之 *1 解譯 
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一       十 グし 
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叉 役者の 前に 「其 は 過誤な りき」 と 言 ふ 勿れ" 

恐く は 神 汝のー ぼ詞を 怒り、 

汝の 手の 所 爲を滅 し 給 はん。 

汝ェ ホバを 畏れよ。 

汝 貧者の 虐遇 げらる k を 乂ん か、 

义國に 公義の 曲げら る&を んか、 

敢て心 を 傷まし むる 勿れ、 

そ は 上官の 上に 上宫 あり、 

义其 上に 上官 ありて 之 を 制 應 すれば なり、 

斯く ある は 固 民 全體の 利益な り、 

王 も亦國 土の 奴 僕た るな り。 

銀 を 愛する 者 は 銀に 飽 くこと 無し、 

ウ 3 に II る 者 は 5^ る 所 あ らす、 

是れ また 空な リ。 

財增 せば 之 を 食 む 者 も， 射す な り 、 

その 所有 主 は 唯 目に 之 を 看る のみ、 

その外に 何の ハ鈦 あらん や。 

勞働 者の 睡ぶ眠 は 安し、 


その 食物の 多少に 干り なし、 

然れ ども 富裕 は 富者 をして 眠る 能 は ざら しむ。 

十三 我れ 义 日の 下に 大に患 ふべき 事 ある を 見たり、 

卽ち 富者に 由て 蓄 へられし 貨財の 

その 身に 害 を 及ぼす こと 是れ なり。 

十四 彼れ 運 拙く して 投機に 家 產を失 ひ、 

彼れ 子 を擧け て そ の 手 に 何物 も ある たし。 

いでき .11 

十五 彼れ 母の 胎 より 出来り しが 如くに 

彼れ 裸體 にて 出来り しが 如くに 

其 如くに 彼 はまた 逝くな り、 

その 勞苦 によりて 得た る もの を、  • 

其 一 個 を も 彼 はきへ 逝く 能 はざる たり、 

十六 人 は 来りし 其 儘に 亦 逝かざる ベから す、 

是れ 亦大に 患うべき ことなり、 

風 を 追 4 て勞 苦す る 者 は 何の 益す る 所 あるな し。 

しん-う， かい  - ひち 

T 七 彼 は 生涯 暗黑の 裏に 在りて 食 ふ、 

うれ ひ や i ひ "き， とほり 

彼に 义 憂愁と 疾病と 憤怒と あり。 

十八 視ょ 我は此 事の 眞 なる を觀 たり、 卽ち 

isja 之 書 3{譚  二  W 七 


JKllr 徑道之 究 

人の 身に 取り 善 且つ 美なる 事 は 

神に 賜 はる その 生命の 間食 ひ 且つ 飮み、 

口の 下にて 勞 して 得た る 幸福 を樂む ^SF なる を、 

"i:^ れ その 分 なれば なり。 

十九 人に よらす 祌 若し 彼に 富と 財と を 賜 ひ、 

又 之 を 食 ふの 力 を 賜 ひ、 

たのし 

叉 その 分 を 取り 其 勞を樂 む を^し め 給 はん 乎、 

是れ亦 神の， 賜物た るたり。 

二十 斯 かる 人 は 其 齢の 多から ざる を 憂へ す、 

そは祌 彼の 心の 喜 を 認容し 給 へ ばな り。 

四 富 貴 なる 乎 

な ほ ひ とつ 

六 章 我れ 口の 下に 猶ー の 患 ふべき 事 ある を觀 る、 

くるし 

而 して 其 事の 人 を 苦む るゃ大 なり、 卽ち 

たから .12 つと き 

二 人 あり 神 之に 富と 財と 貴と を 賜 ひ、 

彼の 欲求る 所の 物に 一 として 缺る 所な しと 雖も 

神 彼に 之 を 食 ふの 力 を 賜 はざる が 故に 

他人の 来て 之 を 食 ふ 事是れ なり、 


A 


是れ 空に して 大に息 ふべき 事な り。 

三 假令人 百 人の子 を擧 け、 

いのち  よは ひ 

其 毒 長く 其 齢 の 日 多 からん も、 

若し 其 心 福利に 滿 足せ ざらん か、 

縱し 墓の 彼 を 待つ ことな からん も 

ま さ 

我は霄 ふ 流 產の子 は 彼に 愈る と、 

四 そ は 彼 は 空に 來り暗 黑に往 き、 

その 名 は 暗 黑の隱 す 所と なれば なり。 

五 彼れ 日 を 見す また 物 を 知らす、 

このら の か Gb の  やすらか 

. 故に 此者は 彼 者よりも 安泰な り。 

六 實に假 令 彼の 壽命は 千年に 二倍す ると も 

彼 は 幸福 を 見す 一 一 者 同 一 の 所に 往 くに 非す や _ 

その，.、 ち 

七 人の 勞苦 はすべ て 其 口の ためなり、 

而 かも 其 愁は充 されざる なり、 

八 智者 何ぞ 愚者に 愈る 所 あらん や、 

貧者 何 ぞ賁顯 と 異なる 所 あらん や。 

九 ni に 觀るは 心に 欲 ふに 愈る、 

uii! も 亦 空に して 風 を 捕 ふる 事な り。 

之 «t 解！ 


该3、博道之^«^究 

卜 个 在る 事 は旣に 前に 在りし 事な り、 

. 人の 何なる 乎 は旣に { えめら れ たり、 

彼 は 自己より 强き 者と 爭 ふこと 能 はざる 也。 

十 一 多くの 言 ありて 空論 を增 す、 

然れ ども 人に 何の 益 あらん や。 

十二 誰か 知らん や 人 I 何物 か tJ なる を、 

人 は その. S き 日 を 影の 如くに 送るな り、 

誰か 彼の 後に n の 下に あらん 事 を 彼に 4 口げ 得る 者 あらん や。 

其 五 中庸の 道 な る 乎 

よ  よ  あ ぶ ら **3 

七 章 美き 名 は 芳き膏 油に 愈る、 

死ぬ る 日 は 生まる、 日に 愈る、 

かなし 3;  ふる. li ひ  **さ 

二  •  お 傷の 家に 入る は实樂 の 家に 入る に 愈る、 

そ は是れ すべての 人の 終 なれば なり、 

生者 は 之 を 心に 留 むるな らん。 

i なし- Q  .V ら ひ 

三 悲哀 は 嬉笑に 愈る、 

そ は-. M に 憂愁 あ る は 心に 善く あれば な り。 

なしみ 

W 智者の 心 は 哀傷の 家に あり、 
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十 十 十 十 
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然れ ども 愚者の 心 は 喜樂の 家に あり。 

智者 の 詰責 を 聽くは 愚者の 驅 歌を聽 くに 愈る。 

愚者の 笑 は 釜の 下に 焚る 荊棘の 聲の 如し。 

壓亂を 行 ふに 由り て 智者 も 狂す るに 至る、 

r, 、. ろ  そこ 

賄賂 を 使 ふ は 人の 心 を壞な ふ。 

事の 終 は その 始に 愈る、 

忍耐 は 傲慢に 愈る。 

汝氣を 苛立て. >- 怒る 勿れ、 

怒る 心 は 愚者の 胸に 宿るな り。 

曾 ふ 勿れ 昔の 今に 愈る は 何故 ぞ やと、 

汝の斯 く 問 ふ は 智慧より 出る に 非るな り。 

智慧 ありて 財產 ある は 善し、 

是れ ありて 生ける 者に 利益 多し。 

智慧 は 身の 守護な り金錢 も亦然 り、 

然れど 智慧の 利益 は 其 所有者に 生命 を 保た しむる に 在り- 

尙叉 神の 作 爲を考 ふべ し、 

誰か 彼の 曲げ 給 ひし 者 を 直から しむる を 得ん。 

幸福の 日に 遭 はんか 樂 しめよ、 

傳道 之？ 5： 解 露 
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s__lrli 遨之書 w 究 

艱禍の 日に 遇 はんか 考 へよ、 

神 は 此ニを 相 交へ て 降し 給 ふ、 

れ人 をして 其 後事 を 知ら ざら しめん 爲 なり- 

十五 我れ 我が 空しき 日の 間に 様々 の 事 を 見たり、 

義人の 正義 を 行 ふて 亡ぶ る あり、 

惡人 の 惡を行 ふて 其 生命 を延 ぶる あり。 

十六 是 故に 汝義 しきに 過ぐ る 勿れ、 

又慧 きに 過ぐ る 勿れ、 

汝何ぞ 身を滅 さんと する や。 

ト七 汝惡 しきに 過ぐ る 勿れ 叉 愚かなる 勿れ、 

汝何ぞ 時 到らざる に 死ぬ ベ けんや、 

十八 汝是を 手に 執る は 善し、 

また 彼に も 手 を 放す 勿れ、 

神 を 長む 者 は 雨 極端より 逃れ出る なり、 

十九 (智慧の 智者に 於け る は 

勇者 十 人の 邑に 於け， るに 愈る) …… 

ニト そ は 善 を爲し 11 を 犯さ る 

義 しき 人と て は 地に 有ら ざれば なり。 
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廿ー 尙义 人の 語る 凡の 言語に 心を留 むる 勿れ、 

恐らく は汝の 僕の 汝を 幾る を聽 かん、 

卄ニ 汝も亦 is 次 人 を 幾る 事 ある は汝の 心に 知る 所な り- 

廿三 我れ 智慧 を 以て 此 すべての 事 を 試みたり、 

我 は 言へ り 「我 は 智者な らん」 と、 

然れ ども 遠く 及ば ざり き、 

廿四 萬 物の 理は 遠くして 甚だ 深し、 

誰か 之を究 むる こと を 得ん、 

卄五 我れ 身を轉 らし 心を靈 して、 

智慧と 道理と を 探り 且つ 求めん とし、  一 

. 叉 悪の 愚た ると 愚の 狂た ると を 知らん とせり、 - 

？  一  Co  000000000 

卄六 而 して 我 は 覺れり 婦人の 死よりも 苦き 事 を、 

婦人 は (人 を 捕 ふる) 網な り、 

其 心は羅 なり 其 手 は： 鏈 なり、 

神の 悅び給 ふ 者 は 之 を 避く る を 得べ し、  - 

然れ ども 罪人 は 之に 執 へ ら るべ し。 

廿七 コ ー ヘレ ス言 ふ、 視ょ 我れ 此事 を覺 れリ、 

我れ 其數を 知らん とて 一 々箅 へたり しに、 

傳道之 書 解 譯 
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我れ 我心の 求む る 者 を 求めて 得 ざり き、 

然り 我れ 干 人の 中に 一 人の SR 子 を 得 たれ ども 

然れ ども 其 中に 一 人の 婦人 を 得 ざり き。 

八 視ょ我 はた 此事 を覺れ り、 卽ち 

祌は人 を 正しき 者と して 造り 給 ひし も 

人 は 様々 の 工夫 を 廻らして (曲れ る 者と なれり )。 

八 章 知 曰 者の 如き 者 は 誰ぞ、 

事物の 理を 解す る 者 は 誰ぞ、 

人の 智慧 は 其 面に， 4- 輝 を 供し、 

その 粗暴の 相を變 ゆべ し。 

二 我れ 言 ふ 王の 命 を 守るべし、 

神に 誓 ひたれば 殊に 然り、 

三 早まりて 彼に 叛く 勿れ、 

悪事に.， is はるな かれ、 

そ は 彼 は 凡て 其 欲する 所を爲 せば なり。 

四 王の 1 一目 語に は植カ あり、 

誰か 彼に 向 ひて 「汝何 を爲す や」 と 言 ふ を 得ん や。 

五 ぺ誠 を 守る 者に 艱禍は 臨ます、 


智者の 心 は 時期と 審判と を 知るな り。 

六 萬の 事に 時期 あり 叉. 5^ 判 あり、 

人に 臨まん とする 艱 過は大 た り * 

七 彼 は 後に あらん 事 を 知らす、 

义其時 を 彼に 吿 ぐる 者な し、 

八 己が 靈魂を 管理る 者 は あらす、 

靈魂を 留め 得る 者 は あらす、 

共 死ぬ る 日の 上に 權カを 揮う 者 は あらす、 

ゆろ し はな. a 

此戰爭 には釋 放る k こと あるな し、 

罪 惡は之 を 行 ふ 者 を 救 ふ 能 はざる なり。 

九 我れ すべて 此事を 見たり、 

义 日の 下に 行 はる k 凡の 事に 意 を 留めたり、 

ち 人 他人 を 治めて 己に 害 を 及ぼす 事 あり。 

十 我 は义惡 人の 葬られて 安息に 入る を 見たり、 

叉 善人の 聖所を 離れて 其邑に 忘れら る&を 見たり、 

是れ また 空な リ 

十一 ； 5i 心事に 對 する 命令の 速 かに 行 はれざる が 故に 

人の子の 心 は 安んじて 惡を行 ふ なり。 
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十二 1^ 人 百度 惡を行 ひて 長壽を 保つ とも 

我 は 知る 誠に 神 を 長る k 者の 福祉なる を、 

さい は ひ  い の ち ^.rr 

十三 惡人は 福祉なら じ 其 生命 も 長ら ざ る ベ し、 

彼 は 影の 如くに して 消 ゆべ し、 

そ は 彼 は 神の 前に 畏れ ざれば なり。 

十 叫 我 は 口の 下に 空しき 事の 行 はる」 を 見たり、 

卽ち 義人 の惡 人の 受 くべき 報を受 くる あ り、 

又 惡 人の 義人の 受 くべき 報 を 受 く る あ り 、 

我 は 言へ り是も 亦 空な リとリ 

十五 玆に 於て か 我 は 喜 樂を稱 讚せ り、 

そ は 食 ひ 且つ 飮み 且つ 樂 しむに 愈る 善き 事の 

人に，^ り ほの 下に あら ざれば なり。 

是れ こそ は 神が n の 下に 彼に 與へ給 ふ 

^命の cc の 間 彼 を 離れざる 者 なれ。 

至上 善の 發見 


六 


上 探求の 結果 

一 智 慧に 非す 

十六 我れ 智慧 を 獲ん として 我心 を し、 

^に 行 はる k 事 を 究めん としたり、  

よる ひる  ぶ り 

かる 人 は 衷も晝 も 目に 睡眠 を 見ざる 也  

十七 我 は 見たり 人 は 日の 下に 行 はる \ 

神の 凡の 作 爲を究 むる 事 能 はざる を、 

人 こ れを 探らん として 勞す る も 

彼 は 之を究 むる こと 能 はす、 

义智者 ありて 之 を 了 得れり と 思 ふ も 

彼 は 之 を 究めたり しに あらざる 也。 

すべて  ラ i  -ぁ き. ゥ I 

九 章 我 は 叉 凡 この 事 を 心に 了り 又 明めたり 

卽ち義 者と 智者と 其 作 爲とは 神の 手に 存る を- 

彼等 は 愛に 遭 ふや 又 憎に 遇 ふや を 知らす、 

一 切の 桌は 未来に 腸す。 

二  ？ の 人に 臨む 所 は 皆 同じ、 

義 しき 者に も惡 しき 者に も、 

之 書 解 鼻 
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X  ？ .0 W  jY, よきら の  けが 

善 者 に も 淨者 にも 據れ たる 者に も、 

權 牲を獻 ぐる 者に も獻 げざる 者に も、 

その 臨む 所 は 同 一 なり。 

善人 も惡 人に 異す、 

誓願 をな す 者 も 誓願 をな す 事 を 長る X 者に 異 ざる 也、 

i こふ  あし.？ こと 

三 實に 日の 下に 行 はる、 事の 中に 最も 悪事 は是 なリ、 

卽ち 同一 の 事の すべての 人に 臨む 事な り、 

叉是 なり 人の子の 心は惡 事に て充 ち、 

その 生ける 間 は 心に 狂妄を 懐き、 

而 して 終に 死者の 屮に往 く事是 なり、 

.^  (死 を) 免除 せらる 、者 あるな し、 

すべ て 生ける 者に はべ 布 望， あり、 

生ける 犬 は 死せ る 獅子に 愈る、 

五 そ は 生ける 者 は その 死なん 事 を 知る、 

然れ ども 死せ る 者 は 何事 を も 知ら ざれば S  、 

報酬 は 重ねて 彼等に 来らす、 

世 は 彼等 を 記憶に さへ 留めす、 

六 彼等の 愛 は 其 憎と 嫉 と共に 失せ、 


日の 下に 爲 さる k 何事に も 彼等 は關 係な きに 至る 

二 快樂に 非す 

さ  上ろ こび 

七 然れ ば汝往 きて 喜悅を 以て 汝の パン を 食へ、. 

樂 しき 心 を 以て 汝の 葡萄酒 を飮 め、 

そ は 神 汝の作 爲を納 け 給 ひたれば なり、 

八 汝の 衣服 をして 常に 白から しめよ、 

汝の 頭に 膏を 絶えし むる 勿れ、 

九 神が 日の 一 卜に 汝に賜 ひし 汝の 生命の 日の 間、 

汝の 空しき 日の^、 

汝の 愛する 婦人と 共に 喜びて 暮せ、 

そ は是れ 世に 在りて 汝の受 くる 分、 

日の 下にて 汝が勵 ける 勞苦 (の 報) たれば なり。 

十 すべて 汝の 手に 臨る 事 は 

カを竭 して 之を爲 すべし、 

そ は 汝の往 く 所なる 陰府に 在りて は、 

工作 も 計 策 も 知識 も 智慧 も あら ざれば たり。 

十一 我れ 叉 身を轉 らして 日の 下 を 見し に、 

疾者 競走に 勝つ に 非す、 

傳道之 富お 潷 
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, 強者 戰爭に 勝つ に 非す、 

智 者 食物 を瘦 るに 非す、 

禁者 財貨 を 得る に 非す、 

もの しるもの  ぁづか 

識 者 恩寵に 與 るに 非す、 

十二 時と 運と は 一様に すべての 人に 臨むな り、 

而 して 人 は 其 時 を さ へ 知らざる なり a 

ZVrj は ひ あ ふ 

魚の 禍の 網に か k るが 如く、 

,u の 鳥 羅に拙 はる V が 如く、 

人の子 も 亦 計らざる に禍の 臨む 時に、 

わ  は ひ あみ 

禍 (の 網) にか &る なり。 

三 功績に 非す 

十三 我れ 日の 下に 此事を 見て 智慧き 事と なし、 

大 なる と 做せり、 卽ち 

十 四 兹に 一 の 小さき 城邑 ありたり、 

而 して 其 住民 は 少数な りしが、 

大王 攻來 りて 之 を k み、 

之に 向 ひて 犬なる 雲梯を 築きたり、 

十五 時に 城邑の 中に 一人の 貧き 慧き人 ありて 


五 

0 
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その 智惹を もて 此城邑 を 救 へ り、 

然るに 一 人の 此 貧き 人 を 記憶る 者な かりき • 

兹に 於て か 我 は 一 W へり、 

智禁は 腕力 に 愈る と雖 も、 

贫き 者の 智慧 は藐視 られ、 

其 一 W 辭は聽 かれざる なりと。 

に 語る 智者の 言 は 

愚者 の 首長 の 呼號に 愈る、 

智慧 は 軍の 器に 愈る、  ■ 

然れ ども 一 人の 愚者 は 多の 善事 を壞ふ 也。 

あだか しに はへ か.；.、 は  あ ぶ ら あしきに？ f ひ おこ 

恰も 死し 蠅の 香し き膏 油に 惡臭 を發 すが 如く、 

少 の 痴愚 は 多の 智慧と 貴 尊 と を壓す る な リ、 

者の 心 は 右に 向 ひて 有效 なり、 

愚者の 心 は 左に 向 ひて 無效 なり、 

實に 愚者 屮 I て途を 歩む や 其 無智 を 表し、 

遭 ふ 人 毎に 彼 を 指して 言 ふ 「彼 は 愚者な り」 と- 

若し 汝の 君主 汝に對 て 憤怒 を發 せんか、 

汝の處 を 離る V 勿れ、 

傳 道 之 書 解 


忍耐 は 更に 大 なる 凌辱 を 避けん、 

五 我れ H の 下に 一の 忠 ふべき ある を兑 たり、 

凡. -は 君主た る 者の 陷る 過誤なる が 如し、 

六 卽ち 愚者 高き 位に 上げられ、 

贤者卑 き處に 坐る、 

七 我は义 僕の 馬に 乘り、 

主人の 僕の 如くに 土 を 踏む を 見たり、 

八 然れ ども (眩く 勿れ) 坑を 掘る 者 は 自ら 之に 陷リ、 

石； SI を 毀つ 者 は 蛇に i 乂 れん、 

九 ：，；； を 引出す 者 は 却て 之が 爲に 傷き、 

木 を 割る 者 は 却て 之が 爲に研 れん。 

十 ^^^！くして其刃を磨がざらんか、 

力 を 多く 用ゐ ざる を 得す、 

智慧 は 功 を 成に 益 あり。 

十一 蛇 もし 呪術 を聽 かすして 咬まん か、 

呪術 師の" 盐 I： 處 にか ある、 

十二  ^者の  一一：； Q は 恩寵 を 招き、 

者の 臂 は その 身を滅 す、 
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十三 その 口の 一一： 一 II の始は 愚な り、 

而 して 其 終 は 暴と 狂と なり、 

十^ 愚者 は-言 詞 多し、 

人 は 後に 有らん こと を 知らす、 

今 有る 事と 後 有らん 事と、 

誰か 之 を 知る 者 あらん や。 

十五 愚者の 勞苦は 其 身 を 疲らす、 

彼 は 城邑に 到る 道 さ へ を も 知らざる 也 

十六 禍 なる 哉 その 王 は 童子に して 

きみたち  えんいん 

その 侯伯 は 朝より 宴飮 する 國ょ、 

十七 福なる 哉 その 王 は 貴人に して 

>メ> み .11 ち 

その 侯伯 は 時 を {疋 めて 食ふ國 よ、 

彼等 は 力 を 得ん ために 貪 ふ、 

醉 ひて 樂 まんた めに 飲ます。 

十八 《1^ 慢のゅ ゑに 屋根 は 落ち、 

怠惰の ゆ ゑに；： 屋は雨 漏る、 

十九 彼等 は 笑 ひ 喜ばん が 爲に食 ひ、 

快樂を 取らん が 爲に飮 む、 

傳 道 之 •an 解譯 


五 
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而 して 金と 銀と は 之に 應ぜ ざるべ からす。 

そし 

二十 然かは あれ ど汝 心の中 にても 王 を 幾る 勿お、 

また 寢窒に て も 貴 顯を詛 ふ 勿れ、 

恐く は 天空の 鳥 報吿を 運び 

羽翼 ある 者 その 事 を 傅 へん。 

下 喜 ばし き發見 

I 愛と 勤勉の 生涯に あり 

十一 章 汝のパ ンを 水の 上に 投げよ、 

多くの H に 汝-冉 び 之 を 得ん 、 

二 之 を 七 人に 頒 てよ 又 八 人に 頒 てよ、 

汝 地に 在りて 如何なる 災禍に 會 ふか を 知らざる 也。 

三 S もし 雨 を 含む あらん 乎、 

之 を 地に 注ぐな り、 

樹 もし 南に 倒れん か 又 北に 倒れん か、 

樹は その 倒れし 所に 止まるな り、 

i  せ 

^ 風 を： i! ふ 者は播 くこと を爲 す、 

® を む 者 は 刈る こと を爲 す、 


九 
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汝は 風の 道 を 知らす、 

*f 八な  そ . 

婦の胎 にて 胎兒の 如何にし て 生長 つか を 知らす、 

斯くて 汝は萬 事 を 爲し給 ふ 神の 作爲を 知らざる 也、 

然れば 汝 朝に 汝 の 種 を 捲く ベ し 、 

夕に 汝の手 を 緩む る 勿れ、 

そ は 汝は實 る 者の 此 種なる か 又 彼 種なる か 

又 一 ー茵 とも 善く 長生つ か を 知ら ざれば 也。 

斯くて 光 は 汝に樂 かるべし、 

而 して 汝の目 は 日 を 見る 事に 依て 喜ぶべし、 

人 もし 多くの 年生きながら へんか、 

彼 は 幸福の 內に すべての 年 を 過すべき なり、 

彼 は 叉 多の 暗き 日の 来らん 攀を 記憶 ゆべき なり、 

實に身 に 臨む すべ ての 事 は 空な り。 

二 希望と 快活の 生涯に あり 

靑 年よ 汝の 若き 時に 樂 しめよ、 

汝の 若き 時に 心を悅 ばし めよ、 

汝の 心の 道を步 めよ、 

汝の E の 欲する 所 を 行せ よ、 


五 
五 


«511ーー！1、傳道之甞^究 

而 して 知るべし その 諸の 作爲 のために、 

神 汝を韓 き 給 ふこと を、 

十 然れ ば汝の 心より 憂 を 去るべし、 

汝の 身より 悲を 除く ベ し、 

そ は 少時と 壯 時 と は 共に {〈1  一 なれば なり。 

十二 章汝の 若き H に 特に 汝の造 主 を 記憶 ゆ ベ し、 

惡 しき 日の 来らざる 前に、 

「我 は旣 何事 をも樂 ます」 と 言 はん 其 年の 至らざる 前に 

二 叉 日 や 光 や 月 や 星の 暗くなら ざる 前に、 

雨の 後に 雲の 返らざる 前に …… 

三 其 日 到らん 荷に 家 を 守る 者は慄 ひ、 

力 ある 人 は 屈み、 

挽 R を 挽く 女 は 寡 きに よりて 休み、 

窓， より 外 を 窺 ふ 者の 目は昏 み、 

衢の 門は閉 さる、 

ひ.？ うす 二 ゑ 

四 挽 S の聲絕 えて 

鳥 は 叫んで i 仝 を 翔けり、 

鳴禽 はすべ て 其巢に 還る、 


五 時に 震駭の 上より 臨む ぁリ、 

恐怖 道に 横た はる、 

はたんき や. -ノ 

巴旦杏 は 斥けられ 

M ま. 身に 重くな り、 

藥味は 嗜欲を 起さす、 

人 は 永遠の 家に 到らん として 

なき をん なち. St 

哭婦衢 に 行き かふ。 …… 

パ 我 は 首 ふ 銀の 紐 は 解け 

金の 讓の碎 けざる 前にと、 

つ る •./  そに こ は 

叉 言 ふ 吊 瓶 は 嵌， の 側に 壞れ 

轆轤 は 井の 傍に 破れん 前にと。 

から！； i もと 

七 斯 くして 體は 元の 土に 歸り、 

"靈魂 は 之 を 賦け給 ひ し 神 に 還 る ベ し。 

人生の 目的 

いましめ 

神 を 畏れ 其 誡命を 守る にあり 

八 空の 空なる 哉す ベて 空な り。 

傳道之 * 結譯 


七 


绕  一一 一 rsss 之 SSOT 究 

コ— へ レス は 自身 智者な りき、 

A 彼は义 民に 智慧 を敎 へたり、 

多くの 格 曾 を對 照し 蒐集し 編 S したり、 

十 コ I へ レス は 慰藉の  一一 一一 口 を 探り、 

.a*-  まこと ：tj^i  かきしろ 

之 を 正しき 眞の首 を 以て 記錄 したり、 

トー 智者の 首 は 刺 ある 鞭の 如し、 

司 者の  一一 m は 打 込まれた る大 釘の 如し、 

而 して 一 一 者 共に 一 人の 牧者より 出し 者な り。 

十二 我 子よ 特に 此事を 注意せ よ、 卽ち 

多く 書 を 作く る も ei^ なし、 

多く 學ぶは 身の 疲勞 なり、 

十三 *^-の全體の歸する所を聽くべし、 rn く 

神 を 畏れ て 其 誡命を 守 るべ し、 

是れ 人の 全都な リ。 

神 は 人の すべての 作 爲を鞫 き 給 ふ、 

善に も あれ 惡 にも あれ、 

すべての 隱れ たる 事 を 鞫き給 ふ。 


5： 
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傳道之 書 綱目 

人生の 事實 

穴丄 の 空なる 哉 00 一  章 一 節 至 仝 十一 節) 

至上 善の 探求 

其 一 智慧なる 乎 (自 一章 十二 節 至 仝 十八 節) 

其 一 一 快樂な る 乎 (自 二 章 一 節 至 仝 十 一 節) 

附 智慧と 快樂と の 比較 (自 二 章 十二 節 至 仝 二十 六 節) 

其 三 事業なる 乎 (自三 章 一節 至 五章廿 節) 

其 四 富貴な る 乎 (a 六 章 一節 至 仝 十二 節) 

其"^^ 中席の 道なる 乎 (自七 章 一節 至 八 章 十五 節〕 

至上 善の 發見 

0  0  0  0  0 

(上，〕 探求の 結 菜 

一、 智慧に 非す (自八 章 十六 節 至 九 章 六 節) 

二.、 快樂に 非す (自九 章 七 節 至 仝 十二 節〕 

三、 功績に 非す (自九 章 十三 節 至 十 章 二十 節) 

0  0  0  0  0  0 

(下〕 喜ばしき 發見 

一 、 愛と 勤勉の 生涯に あり (自十 二" ん 一節 至 仝 八 節〕 

1^ 道 之 * 解 SS 


E 


接 言、 齒道之 .JJlw 究  二 六 〇 

：  一、 X 布 § で こ 快活の 生涯に あり (自十 一 章 九 節 至 十二 章 七 節)  - 

人生の 目的 

祌 を 長 れ 其 誡命を 守る にあり (き 十二 章 八 節 Ki! 八 H 十四 節〕 

参考書 

此解 譯を爲 すに； 5 り 譜者は 下の 三 # に 負 ふ 所が^だ 多い * 卽ち Ecclesiastes  ：  by  Dr.  K  w.  Plu ョ ptrc  ；  The  R-ck 

oi  Es;kslllstes  :  by  .Dr.  Siimuel 〇ox  ；  Ditto  :  by  George  A.  Burton. 


事業 熱に 捕 へられし コ ー へ レ ス 

逸樂に 厭き、 智識に 失望せ しコ ー へ レス は 事業 を 試みた、 彼 は 多くの 有爲の 人と 共に 活動の 生涯に 

世の 憂苦 を 忘れ、 激勵の 快樂を 貪らん とした、 彼 は 言 ふたであろう、 身の 逸樂は 淡き こと 夢の 如し、 

摑み しかと 思へば 消失す、 智識 も 亦 同じ、 其疲る 所は签 想に 過す、 如かす實行に身を^^,ねんにはと、 

# 業に 事業と しての 確 實の價 値が ある、 又 之に 從 事して 人 は堅實 なら ざらん と 欲する も 得ない、 神と 

云 ひ 善と 云 ひ靈 魂と 云 ひ 永生と 云 ひ實は  一一 一一 口 紫 に過ぎないの である、 何よ り も 確實な る 者 は 仕事で あ る、 


、 、 

此 i をより 善く 爲す事 である、 想と 言 紫 と に 非す し て 實物を ^ に 供す る ことで ある、 哲擧 で はない、 

祌擧 ではない、 文學 ではない、 實業 である、 慈善で ある、 社會 改良で ある、 今 世 を 善事 實 行に 消費し 

て來^ は 如何で あろうと 敢て 憂慮す るに 及ばない と。 

斯く意 を 決めて コ ー へ レ スは萬 事 を拋擲 して 當 時の 有りと 凡ゆる 事業に 彼の 一身 を 委ねた ので ある- 

彼 は 邪曲の 世 に 行 はる、 を 憤り 之 を 正さん とした (三 章 十六 節 以下)、 彼は歷 せらる- - 者の 淚を視 て 

之 を 慰めん とした (叫 章 一節 以下)、 彼は勞 働の 平均 を 計りて 「i- の 勞苦を 減ぜん とした (同 叫 節)、 

彼 は守錢 奴の 愚 を 笑 ふて 共同一致の 利益 を唱 へた (G! 七 節 以下)、 彼 は 政變に 際して 幸運 兒の 政權を 

握る を視た (同 十三 節 以下)、 彼 は 义宗敎 改革 を 試みた (五 一節 以下〕、 斯 くして 彼の 多忙なる 生 

涯を 以て 自己 の 憂苦 を 忘る と 同時にん 頌 Q 幸福 を增 さん とした、 彼 は 善行に 於て 人生 の 至上 善を發 

見せん としたの である、 恰 かも 今日の： ^ぶ：：： お；：^ 者が 敎義に 厭き 傅 道に 失望して 或 ひ は 政治に 人り て 政 

界 刷新 を 謀り、 或 ひ は 慈善に 投じて 貧 兒の救 it に從 事し、 或 ひ は社會 主義者と なりて 社會 改良 を唱ふ 

るの 類で ある、 其 志た るゃ嘉 すべし である、 然れ ども コ ー へ レス は 其 目的 を 達せし 耶 *  ； 511- 業は艰 して 

彼に 取り 人生の 至上 善で ありし 耶、 彼 は玆に 彼の 實 験の 結果 を 世に 傳 へて 居る ので ある。 

* 業に 從 事して コ ー へ レスが 先づ 第一 に學 びし こと は、 人 は 欲 ふて 事業の 成功 を 見る ことが 川來な 

いと 云 ふこと であった * 事の 成る に 時が ある、 時 を 得すして 3： 蔡も 成らない、 人が いくら 苦心し やう 

が いくら 努力し やうが、 彼の 才能 は 如何に 多く、 彼の 思想 は 如何に 高く あると も、 時 を 得すして 事 

業 は揚ら ない ので ある、 時で ある、 時で ある、 時 を 得て 愚者 も 大功 を 奏し、 時に < ^はすして 賢者 も i〔 

爲に 終る、 人が 事を爲 すので はない、 時が 爲 すので ある、 時を俟 たす して 事を爲 さんと 欲する は ii^ を 

1*1* 熟に 抽 へられし コ. （へ レス  一一 六 1 


ts-lr 傳 道之番 w 究  二 六 二 

待た すして 花 を^ かさんと 欲する と： M じで ある、 此ポに 感づきし コ ー へ レス は 雷 ふたので ある、 

すべての 事に 時 あり、 

：  太が ドに 人の 爲す すべての 業に 期 あり、 

毀つ に 時 あり 建つ るに 時 あり、 

保つ に 時 あり 棄 つるに 時 あり、 

裂く に 時 あり 縫 ふに 時 あり、 

愛する に 時 あり 惡 むに 時 あり、 

戰 ふに 時 あり 和らぐ に 時 あり、 

0  0  OCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

斯く て 人 は勞し て 其勞 苦より して 必 しも 益 を 得る 能 はざる なり、 

と (三 章 一 —九 節)、 れ敎訓 の 語の 如くに 見えて 實は 失望の 聲 である、 逸樂に 厭き 智識に 失. は， - せし 

A づ  たち 

著者 コ ー へ レス は自 から 起て 大に 業を爲 さんと 欲した ので ある、 然るに 事業に 從 事して 其の 容易に 

成らざる を覺 つたので ある、 事業 は 人の 業に あらざる 事 を 知った ので ある、 而 して 未だ 「神の 聖意」 

と斷 首す る 能 は ざり し 彼 は 「時」 と 首 ふたので ある、 事業 は 人が 爲 すに 非す して 時が 爲 すので あると 

彼 は IK ふたので ある、 而 して 人生の 至上 善 を 事業に 求めて 彼 は 失望せ ざる を 得なかった ので ある、 自 

分が 求めて 瘼る能 はざる 者、 勉めて 爲す能 はざる 事、 それが 至上 善で あり やう 害 はない、 事業 は 人力 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  -:1 のづ  あせ  も と 

以外で ある、 事業 は 時の 產 である、 自 から 成る 者で ある、 人が 焦慮り 叉 は 追求め て 成る 者で はない、 

俟て 成る の を 見る に過ぎない 者で ある、 「果報 は寢て 待て」 である、 「人 は勞 して 其勞 苦より して ハ cl 

を 得る 能 はざる なり」 である、 益と 菜 報と は 時が 持來 るので ある、 業の 成功 を 目的と して 人の 勞苦 


は 大抵の 場合に 於 て は 徒勞 と な り て 終る の で あ る 。 

實にコ ー へ レス の  一一；  一口 ふた 通りで ある、 事業 事業と 叫び、 事業が 其 信仰で あり 事業が 其 生命で ある 現 

今の 基督 敎 信者、 殊に 米國 流の 基督 敎 信者に は 事業 さへ も擧ら ない ので ある、 社會は 彼等の 運動に 依 

- .  0  0  キヤ ムぺ！ \ 

て 改まらな いので ある、 平和 は 彼等の 活動に 依て 臨まない ので ある、 信者 は 彼等の 戰鬪に 依て 起ら な 

いので ある、 彼等 はた 躁ぐ のみで ある、 た，^ 走る のみで ある、 た 有力者の 赞成 助力 を 得ん とて 奔 

走す るの みで ある、 た 會合を 開く のみで ある、 たぐ 雄 辯 を 揮 ふの みで ある、 た 事業の 統計表 を 作 

るの みで ある、 然れ ども 彼等に 由って 永遠の 事業 は 少しも 擧ら ない ので ある、 而 して コ ー へ レスの 如 

くに 誠實を 愛し、 至上 善 を 求めて 止まざる 者 は、 終に は 此徒勞 なる 事業に 失望 せざるを得ないの であ 

え，？ しゃ 

る、 事業 は 食く ある、 神 (時で はない) が 爲し給 ふ 者なる が 故に 貴く ある、 人 は 神の 役者に 過ぎない. 

故に-彼 は 神 を 目的と し て 事業 を 目的と す ベ か らす である、 彼 は 事業 の 成否 に拘は らす 働く ベ き で あ る - 

時 を 得る も 時 を 得ざる も勵 みて 道 を宣傳 ふべ きで ある (テ モ テ 後書 四の 二)" 特別に 大 努力 を 試む ベ きで 

ない、 特別に 大舉 傳！^ I を 企つべき でない、 ダビデの 如くに 民 を 核べ 民の 數を 知らん として (信者の 統 

計 表 を 作りて) 神の 恚怒を 招くべき でない r 撒 母 耳 後書 二十 四 章)、 事業 を談 じ、 事業 を 企て、 事業 を 誇 

り、 事業 を 表す、 其 事が 空で ある、 然り 罪で ある。 

以上 は 事業 全 體に關 はる コ ー へ レ スの 失望の 聲 である、 而 して 彼は績 いて 彼が 試みし 侗々 の 事業に 

就て 彼の 失 を 述べた ので ある、 彼 は 邪曲の 世に 行 はる、 を 見て 憤った、 彼 は 言 ふた、 

我れ また nl の 下を兑 しに 

さ ほ ？  VS こし At 

牧を行 ふ 所に 邪曲なる 事 行 はる、 

wlwss 一に 捕 へられし コ I へ レス  二 六 一一 1 


後一 K 嫁 a~ 之 asw 究  二 六 H 

公義 を 行 ふ 所に 邪曲なる 蔡行 はる、  _ 

と (三 章. H ハ 節)、 裁判所の 腐敗で ある、 裁判官の 墮落 である、 司法 術の 蹂躪で ある、 阔 法の 濫用で 

ある、 コ ー ヘレ スは之 を 見て 憤慨に 堪 なかった ので ある、 故に 之 を 墙め之 を 正し 國 {<ぶ と 社 會とを 其 根 

祗 より 潔 めんと したので ある、 然れ ども 鳴 呼、 此 場合に 於ても 他の 場合に 於け るが 如く 「曲れ る 者 は 

之 を 直から しむる 能 はす」 であった (一章 十五 節)、 腐敗 は 依然として 繼 緩せられ た、 司直の 任に 當る 

カま 

者 は 種々 の 首 を 構へ て 邪曲の 邪曲なら ざる を 辯 じた、 コ— へ レスの 努力 は 無益であった、 玆に 於て か 

彼 は 自己 を 慰めて 一 W ふた、 

神は義 者と 惡 者と を鞫き 給ぶべし、 

そ は 彼に 取りて は 萬 事 萬 物に 時 あれば 也 

と (三 章 十七 節)、 人なる 裁判官 は 公平に 鞫 かす、 邪曲 は 司直の 府に行 はる、 今 之 を 正う せんと 欲す 

る も 能 はす、 然れ ども 神なる 裁判官 は義 者と 惡 者と を 鞠き て 誤らす、 彼 は 彼の 擇び給 ふ 時に 必す之 を 

赏 行し 給 ふと、 斯くて コ ー へ レスの 場合に 於ても 革 正の 失敗 は 信仰 を 起した ので ある、 彼 は 司法官の 

無能に 失 して 神に 頼る に 至った ので ある、 誠實 なる 改革の 努力に 常に 此 利益が 伴 ふので ある、 人 は 

社钤と 政府と 敎會に 失望して 祌を 信す るに 至る ので ある。 

コ— ヘレ スは 彼の 第 一 の 革 正 事業に 失敗して 人の W なる 乎を覺 つたので ある、 

我れ また 我心に 言 ひけら く 

神の 人の子 を 飾 ひ 給 ふ は、 

けらの  ^-i 

之に その 獸 なる 事 を 際ら しめんと て 也と、 


人に 臨む こと は亦獸 にも 臨む， 

一 一 者に 臨む 所の 事 は 同  一 f, 

け t の  .U さ 

人 は獸に 優る 所な し、 

0  0  0  0 に i しひ 0  0  0  0  0 

誰か 人の 魂 の 上に 昇り、 

0  0  0  0  0  0  0000000 

獸の 魂の 地に 降る を 知らん や、 

と (二 章 十八— 廿 一節)、 公義に 缺 乏して 人 は獸と 何の 異なる 所がない、 人より 正義 を 引 去りた る 者 

はけ If である、 正義の 行 はれざる 社 會は獸 の社會 である、 コ ー へ レス は此言 を發 して 決して 奇矯の 言 を 

發 したので はない、 平明なる 常識 を 述べた ので ある、 而 して 神 は その 平明なる 眞理を 以て 人の 明お な 

る 邪曲 を 評り 給 ひて (「人の子 を 篩 ひ 給 ふ」 と ある は 此事を 云 ふので あらう) 人に そ の 獸な る こと を 際 

らしめ 給 ふので ある、 勿論 祌は 人を獸 として 造り 給 ふたので はない、 人 は 正義 を 棄て獸 にまで 成 下つ 

たので ある、 而 して 正義 を 棄て獸 に 化せし 人 は獸に 何の 優る 所 はない ので ある、 「二者 同一の 所に 往 

くな り」 である (二十 節 r 靳 かる 人に 靈 魂の 不滅 あるな しで ある、 斯 かる 人 を獸 に比べて 我等 は 「人 

の 魂 は 上に 昇り 獸の魂 は 地に 降る」 と 言 ふこと は出來 ない、 コ— ヘレ スの此 觀察は 誤らない ので ある、 

彼 は 改革 事業 第一 に 失敗して 神に 頼る に 至りし と共に、 公義の 執行 を 要求め ざる 社會 衆の 獸に 等し 

ききなる こと を曉ら しめられ たので ある。 

コ ー へ レス は 希伯來 人であった、 彼 は 預言者の 敎訓に I てられて、 義の 人で ありし と 同時に の 人 

よこし i 

であった、 彼 は ft に は 公義 を 行 ふ 所に 邪曲なる 事の 行 はる X を 見て 憤った、 彼 は 今や 自由なる べき 者 

の購 せらる、 を 見て 泣いた、 彼 は 身 を 轉 らして 天が下に 行 はる、 所の すべ て の壓 を 見て 言 ふた、 

wfslfi に へられし コ ー へ レフ-  二 六 五 


錢 K, 俥 邀之喾 w 究 .  二 六 六 

我は應 せらる k 者の 淚を視 たり、 

然 れ ども 彼等 を 慰む る 者 あらざる 也、 

應 する 者の 手に 權カ あり、 

然れ ど も 彼等 を 慰む る 者 あらざる 也、 

と (ra 車 一 節)、 彫. 制は廣 く^に 行 はる、 而 して 戦す る 者の 手に 權カ あり、 而 して 壓 せらる」 者に た 

だ淚 あるの み、 然れ ども 彼等 を 慰む る 者 あらざる 也と、 「彼等 を 慰む る 者 あらざる 也」 と 彼 は 繰返し 

て 首 ふて 彼等に 對 する 彼の 深き 同情 を 表した、 而 して 壓 制の 手の 緩まざる を 見て、 又鹏 せらる、 者の 

淚の拭 はれざる を視 て、 彼 は 人世に 就て 失^して 言 ふた、 

故に 我 は 思へ り旣に 死た る 死者の 

今猶ほ 生ける 生者よりも 幸福なる を、 

叉 この 二者よりも 更らに 幸福なる は、 

生れす して 日の 下に 行 はる \惡 事 を 見ざる 者なる を 

と 章 一 一、 一二 節)、 丙 洋に Man-S  iidiu ョ auity  to lin  (人の 人に 對 する 不人情 ン と 云 ふ 言が ある、 

ゆに 殘 忍なる 事 多し と雖 も、 人が 人に 對 して 行 ふ殘 忍の 如き はない ので ある、 ra 海 皆 兄弟な りと は 空 

言で ある、 あで はない 簪敵 である、 己が 安寧 を 維持 せんがた めに は 一 の 階級 は 他の 階級 を爾- して 3： 

時まで も 其^ 制の 乎 を 緩めない ので ある、 而 して 偶々 博愛の 士の 起る ありて 一視同仁、 天惠 等分の 理 

を唱 ふる 者 あれば、 權者は 怒て 其 聲を應 し、 彼に 負 はする に 秩序 攪亂の 罪 を 以てし、 彼 をして 再び 起 

て 貧者の 樣利を 主張す る 能 は ざら しむ、 而 して 壓制は コ ー へ レス の 時に 行 はれて 今 猶ほ行 はる、 ので 


-、 ハん 明の 進 步は塑 制 を 減じない、 た^ K 制の 形を變 へる まで ある- 人類の 大多數 は 今 猶ほ誕 せ 

こと  み 

られ て、 其 淚は拭 はれす、 彼等 を 慰む る 者 は 無い ので ある、 眞の 同情の 眼 を 以て 人生 を觀ん か、 死 は 

正に 生よりも 幸で ある、 生れざる は 生れし よりも 福で ある、 而 して 人世の 此 不公平、 此不 平均 を 除か 

ん とおめし 者に して コ— ヘレ スの發 せし 此歎 聲を發 せざる 者 はない ので ある、 實に 弱者の 味方と なり 

て 其 救恤を 計りし 者 は、 人の 心の 石よりも 堅く 腹よりも 惡 しき 事 を 知りて 預言者 ュ レ ミヤと 共に 叫ば 

ざる を 得ない ので ある、 

人の 心 は 萬 物よりも 僞 はる 者に して 甚だ 惡し、 誰か 之 を 知る を 得ん や 

と. -耶利 米亞記 十七 章 九 節 )o 

コ ー へ レス は 次に 勞勵 問題に 注意した、 彼は勞 倒の 神聖 を敎 へ、 民 をして 其 業務に 安ぜ しめんと し 

た、 然れ ども 彼の 善意に 出た る此 事業 も 亦 失肷に 終った、 おは 彼の 敎に從 はなかった、 彼等に 在りて 

は 勞働は 依然として 勞苦 として 存 した、 而 して 彼 は 彼の 敎の行 はれざる 理由 を發 見した、 勞 働の 動锼 

が 間違って 居る からで ある、 世人の 勞 働に 從事 する 必す しも 生業の ためで はない、 衣食の 料 を 獲ん と 

欲して 人 は寢食 を 忘れて まで 働く の 必要 はたい ので ある、 勿論 神に 事 ふるため の勞 働で ない、 天然 を 

より 美く せんた めの 勞働 でない、 相互の 嫉妬 競爭. ^り 起る 勞優 である、 コ ー へ レス は 一一 m ふたので ある、 

我れ 又 人の すべての 勞 苦と 仕事の 精巧との 

人々 相互の 嫉妬 (競 爭) より 起る を 見たり 

と C 四 章 四 節)、 卽ち 「他人に 負けまい」 と 言 ふ 思念より 起る 勞働 である、 語を替 へて 謂へば 嫉妬に 

原 K する 勞働 である、 虚榮を 目的と する 勞働 である、 他人 を仆 して 我れ 獨り 立たん とする ための 勞働 

に 棟 へられし コ一へ レス  二 六 七 
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である、 而 して 勞 働が 斯か る 動機 に 5r つ る 間 は 其 改養は 期す ベから すで ある、 勞 働の 動機 を改 め なけ 

れ ばなら ない、 然ら ざれば 勞働は 改まらない、 勞働 問題と 稱 して 決して 容易の 問題で ない、 事 は 人生 

の 根柢に 觸れる 問題で ある、 其 根抵の 問題の 解決 せらる k まで は 資本と 勞 働の 調和 を 計る も 無益で あ 

<： 厶厶厶 △△ 厶厶厶 厶<"<3<:.0 厶厶厶 <-<"<3<1厶<:厶 

る、 然り 二者の 調和 は 不可能で ある、 人が 人 を 愛する に 至る まで は勞働 問題 は 解決され ない、 而 して 

此 事に 氣附 きし コ ー へ レス は 言 ふたので ある、 

！ ルれ亦 空 にして 風 を 捕 ふる 事な り 

と、 人類 を 利 慾の 動物と 見ての 勞働 問題の 解決、 JTy れ空 にして 風 を 捕 ふる 底の 問题 である、 無益の 問 

題で ある、 解決の a 込な き 問題で ある、 勞働 問題 は勞働 問題と しての み 之 を 解決す る こと は 5^ 來 ない 

の である。 

然れ ども 事實は 如何に？ コ ー ヘレ ス より 一 一 干 五 百年 後の 今日、 世の 所謂 智者 は 彼の 氣附 きし 此單 

純の 理に 附 かないの である、 勞働 問題 は 八？ -猶 ほ勞働 問題と して 攻究され っ& あるので ある、 艇妬载 

^を 11 惡 として 認め やして、 然り之 を 合法 視 して、 此 世の 論者 は此 問題 を 解決 せんと 爲 しつ. - あるの 

である、 空なる 哉此 努力、 風 を 捕 ふるに 等しき 哉此畫 策、 勞働 問題 は道德 問題と して、 又は 宗敎 問題 

として、 又は 信仰 問題と して 其 解決 を昆る ことが 來 るので ある。 

而 して 倘 人の 勞 働に 止まらない、 國 家の 經綸も 亦 同じで ある、 嫉妬 競爭を 基因と する 今の 外交問題 

も 亦 際限な き 問題たら ざる を 得ない ので ある、 英 國を繁 さ^れば 獨逸は 起らない と 云 ひ、 獨 逸を醒 

せ ざれば 英國は 亡ぶべし と 云 ふ、 一 個の 小なる 地球 ありて 一 一個 又は 一 ー倘 以上の 所謂 世界 勢力が あるの 

である、 批界の 平和 は 索され ざる を 得ない、 嫉妬 競举を 人類の 合法性と 認めて 地に" 泰平 を來 たさんと. 


oooooooooooo  0000000000 

十る も；： H れ亦签 にして 風 を 捕 ふるの 業で ある、 平和 問題 は ； i 音 宣傳を 離れて 詔る こと は出來 ない、 n 

象 存在 の 根柢が 間違 て 居る ので ある、 競爭が 進歩の 原理と して 認めら る、 間 は 世に 戰爭は 絶えない の 

である (雅各 書 章 一 節參 照)。 

競 (辛の ためにす る勞 働と 共に 蓄積の ためにす る勞 働が ある、 一 一 者 共に 自分 木 位の 勞働 である、 普通 

世に 後者 を稱 して 守錢 とい ふ、 自分 本位に も 程度が あるので ある、 勞 働の 結 を 自分の 妻子 同類と 共 

に頒 たんと する のが ある、 之 を 自分 一人で 占有 せんとす るの が ある、 守錢奴 は錢を 愛する の 極、 妻子 

眷屬を も 脈 ふので ある、 彼 はた 錢を 兄て 樂 しむので ある、 手段が n 的と 化した ので ある、 快！^ を 得 

るた めの 金錢其 物が 快樂と 化した ので ある、 而 して 其 不自然 の 快樂を 自分 獨り 貪らん とする ので ある、 

守錢は 自分 本位 の 極端で あ つ て 其 絡 下で ある、 コ ー へ レスの 一 百 は 簡單に して 痛切で あ る、 

玆に人 あり 眾獨 にして 伴侶な く、 

子な し乂 兄弟な し、 

然 る に 其す ベ て の 勞苦 に 際限 あるな し、 

もの 眼 は 富に 飽 くこと なし、 

彼 は 誰が 爲に勞 し 誰が 爲に 節する にや、 

是れ又 空に して 患 ふべき 事な り 

と (ra 章 八 節)、 馬 琴の 夢想 兵衞、 デッケン スのス クル ー ジ は 共に 能く 此ん物 を畫き しおで あって、 

tl 1 へ レス の此 言の 善き 註解と して 見るべき である。 

自分 本位 を 其 極端に 於て 見て、 著者 は 共同一致の 美 を 讚へ ざる を 得なかった、 四 章 九 節より 十二 節 

IsJ 業 熱に 捕 へられし コ. -へ レス  二な.？？  . 
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に 至る までの 數行 は、 我が 毛 利 元 就が 其 子等 を誡 めし 一一 一一 C に似て、 處 世の 箴 として 價値最 貴き もので あ 

る、 「三 條の繩 は 容易に 斷れ ざるな り」、 一 脚に て は 足らす、 二 脚に ては危 し、 三脚 鼎 足の 上に 立ち 

て 人 は 容易に 動かす 主義 も亦錢 たれない ので ある、 同志 三人 岡く 相 結び 共に 相 助けて： 大下は 旣に我 有 

なりと 稱 して 誤らない ので ある。 

コ ー へ レス は 叉 世の 政變 なる 者に 際會 した、 而 して 一介の 書生の 一躍して 王者と なりし を 見た、 老 

政治家が 民の 人 一 を 失 ひて 墜落し、 青年 政治家が 之に 代て 廟堂に 立つ を た、 古今東西 變る ことなし 

である、 著者 をして 一一 K はしめ よ、 n く 

貧く して 慧き靑 年 は 老いて 愚かに して 

ま さ 

； g 言 を納る 事を學 ばざる 王に 愈る、 

彼れ 牢獄より 出て 王と なれば、 

こつ じ... ひ 

王 は 其國に 在りて 乞食と なる、  • 

我れ 日の 下に 歩む 所の 群生が、 

王に 代りて 立し 所の 青年の 下に 群る を 見る、 

際限な き 民衆 其 前に 在り、 

よろこ は 

然れ ども 彼の 後に 來る 時代 は 彼を悅 ざる 也、 

2 まも 亦 {ゃ； にして 風 を 捕 ふ ろ 事な り 

と (四 章 十二  — 十六 節)、 「王」 と は 王者で ある、 政權を 握る 者で ある、 彼れ 「諫 一一 一一 凸 卽ち舆 論を容 

れ ざるに 至て 民間の 青年 政治家 は擧 げられ て 其 後を繼 いだ、 彼 は 元老の 忌諱に 觸れて 一 時 は 牢獄に 投 


ぜられ し 者、 今や 牢獄 を 出て 自身 王者と なれば、 前の 王者 は 其國に 在りて 乞食と なる、 而 して 民の 人 

SSi! かに 靑年 政治家に 鍾り其 門前 巿を なすに 至った、 然かは あれ ど 彼れ 青年 政治家の 勢力 も 亦 長く は 綾 

かなかった、 彼の 後に 來 りし 時代 は 彼を悅 ばなかった、 彼 も 亦 彼が 取て 代りし 元老と 等しく 墜落し 

て 「乞食」 と 成った、 而 して 政界 は轉辗 して 同一 事 を 繰返した、 是も亦 空に して 風 を 捕 ふる 事で ある 

と 0 

著者 コ ー へ レス は 果して 身 を 政界に 投じて、 自身 彼の 目擊 せし 政 變に與 りし や 否や、 其 事は此 記事 

に 由て は 判明らない、 余輩 は 彼が 雨 かせ ざり しこと を む、 而 かも 彼に 等しき 古今東西の 智者に して 

政界の 榮耀に 幻惑せられ、 或 ひ は 敎職を 抛ち、 或 ひ は 家 康を倾 け、 社 會を其 表面に 於て 飾らん として、 

政界 は 少しも 潔め られ す、 自身 は 「其 國に 在りて 乞食と なり」 し 者は擧 げて數 ふべ からすで ある、 コ 

1 へ レ スは 自身 墜落の 厄難に 會 はすして 政界 離脫の 智慧 を 寧び しゃ 否や を 知らす と雖 も、 政治の 事た 

る 多く は是れ に し て 風 を 捕 ふ る 事な る は誠實 の士 にして 之 を 試みし 者の 等しく 看破 せし 所で ある、 

政： は 決して 人生の 至上 善で はない、 縦し 之に 成功して 總理 大臣と なり、 大勳位 を 授けられ、 正 一位 

を 贈られて 墓に 下る とも、 政治の 事た る豐 太閤の 歎ぜし が 如く 「浪花の こと は 夢 の^の 中」 である、 

コ ー ヘレ スも亦 亞細亞 人と して 一 時 は 政治に 憧れた であろう、 彼 も 亦 或 時 は 最高き 山に きへ ゆかれ、 

其 頂上に 立た せられて 世界の 諸國 とその 榮 華と を 見せられて 大に其 心 を 動かされた であろう、 然し 乍. 

ら、 福なる 哉 彼に イスラ H ルの 敬虔に して 深遠なる 敎訓が 有った、 彼 は 政治に 捕 へられなかった、 少 

くと も 其 把握より 免 かる i ことが 出来た、 政治 は 姪婦の 如き 者で ある、 「神の 悅び給 ふ 者 は 之 を 避く 

つみびと  I レ. り 

る を 得べ し、 然れ ども 罪人 は 之に 執 へらるべし」 である (七 章 サ，； ハ節 )o 

業 熱に 捕 へられし コ 1 へ レス  二 七 1 
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コ ー ヘレ スは 又宗敎 改革 を 試みた、 彼 は の 宗敎の 虚偽に 流れ、 形式に 沈みし を：：！^ て、 之 を 共 原始 

め gSf 純に 引 還さん とした、 彼 はず ふた、 

汝 神の 前に 輕々 しく  n を 開 く 勿れ、 

心を靜 にして 妄に. 一一 一一" を 出す 勿れ、  • 

冲 は-犬に 在し 女 は 地に 居るな り、 

然れば 汝 の 言 を して 少なから しめよ 

と (五 二 節)、 彼は當 時の 宗敎 家の 輕擧多 辯に 堪え 得なかった、 彼 は 又 民が 實 際に 祌を 弄ぶ を 親 て 

義^ を 禁じ 得なかった (五 章 ra— 六 節 ：}、 彼 は 一 言 以て；：^ の 肺贿を 突いた。 

19®®®®®®® 

汝 H ホバ を 畏れよ、 

と (五 章 七 節)、 神 を 欺く 勿れ、 彼 を 弄ぶ 勿れ、 宗敎 をして 實 に宗敎 たらしめ よ、 r 汝 エホバ を 畏れ 

よ」 と、 而 して 彼の 改_„51. 事業が ra^ して 功 を 奏せし や 否や、 其 事 は してない、 然し 此 書の 全體の 調子 

より 推して 見て 彼の 此 事業 も 亦 失敗に 終ったら しく ある、 世に 稀れ なる 者と て 虞の 宗敎の 如き はない- 

政治 は 政治家の 玩弄物であって 宗 敎は宗 敎.！ 1^ の 商品で ある、 欺かん と 欲する の M 侶と 欺かれん と 欲す 

るの- 衆 ありて 玆に 骨の 所謂 宗敎が 成立す るので ある、 而 して 玆に 一人の ァモ ス 又は ル， -テ ル の 如き 

者が て^ は 震動す るので ある、 彼 は 眞實に 神 を 信す るので ある、 而 して 其 信仰の 實彈が ほく 塗た る 

墓に 似た る此 ゆの 宗敎 を粉療 し 去る ので ある、 眞の 宗敎は SBf 純で ある、 其 言葉 は少く ある、 故に 民と 

^侶と に悅 ばれない ので ある、 コ ー へ レス の宗敎 改革 も 亦 時 を 得 ざり しが 故に、 多くの 他の 宗教改革 

と 化 に 無效 に 終った のであろう。 


斯くて コ ー ヘレ スは 種々 の 事業 を 試みて 多くの 辛ら き 目に 遭 ふたので ある、 彼 は 先づ第 一 に 事業の 

容易に 成る 者に あらざる を曉 つた、 彼 は 又 事業に 勞苦 多くして 心の 平安の 之に 伴 はざる を 知った、 事 

業 は 信仰の 代用 を爲 さない、 事業に 際限がない、 故に 之に 從 事して 人 は 際限な く 其追窮 する 所と なる、 

事業 は 人 をして 疲勞 せし む、 事業 は 世の 汚檢と 自己の 荏 弱と を 示し、 人 をして 世に 就き 自己に 就て 失 

望せ しむ、 事業 は 人生の 至上 善で はない、 而 して 此 事を曉 りし コ 1- へ レス は 再び 自己に 還り 暫時の 慰 

安 を 求めて 曰 ふた、 

視ょ 我は此 事の 眞 なる を 觀 たり、 卽ち 

人の 身に 取り 善 且つ 美なる 事 は 

神に 賜 はる その 生命の 間食 ひ 且つ 飮み 

日の 下にて 勞 して 得た る 幸福 を樂む 事なる を 

と (五 章 十八 節 y 是れ 「飮 めよ 食へ よ 我等 明日 死ぬ ベければ 也」 と 言 ふので あって、 決して 譽 むべ 

き 慕 ふべき 道で はない、 然れ ども 心の 平安 を 事業に 求めて 人 は 鼓に 還らざる を 得ない ので ある、 事業 

は 空で ある、 故に 死せ る 事業 (desxd  works) と 云 ふ、 事業 は 以て 人の 靈魂を 支 ふるに 足りない、 事業 

O000C00  0  O00000OOO0 

は 事業 以外に 或る 慰藉 を 要する ので ある。 

事業に 失望せ し コー へ レ スは 久しき 間 中庸 道に 迷 ふた、 然れ ども 祌は 何時までも 彼 を 迷 霧の 中に 置 

き 給はなかった、 誠實に 人生の 至上 善 を 探りし 彼 は 終に 光明の 域に 達した、 彼 は 之 を 結果 を 望まざる 

愛の 行爲に 於て 發 見した、 「汝の パン を 水の 上に 投げよ」 と 言 ひて 彼は悔 ひなき 失望な き 歡喜滿 足の 

* 業 fi に 捕 へられし コ I へ レス  二 七三 
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生涯に 人った ので ある (十一 章 一節〕。 


コ— へ レスの 中庸 道 

架 書 は 神の 眞理 を傳 ふる 神の 書で ある、 然れ ども 其 中に 多くの 人の 眞理 が傳 へられて ある、 E-F! れ勿 

論 神の 眞理 と共に 人の 眞理 を傳 へんが ためで はない、 人の 愚 さ を 以て 神の 慧さ を傳 へんが ためで ある、 

わ，？ i  よみちが  あや i,-;-  しる 

此 事を辨 へす して 人の 眞理 を 神の 眞理 と讀違 へて 我等 は大 なる 過誤に 陷ゐ るので ある- 聖書 の 記す 一一 目 

葉 は 悉く は 神の 首 葉で はない、 其 中に 多くの 人の賈 葉が ある、 注意して 曰を讀 まざる 時に 我等 は 人 

の 言葉 を 祌の言 紫と 取 違 へ て大 なる 害毒 を 身に 招く ので ある。  - 

其 鼓^ 著しき 例 は 傳道之 書 七 章 一 節 以下 八 章 十五 節に 至る コ ー へ レス の 一一 H 葉で ある、 是れは 確かに 

コ ー へ レスの 一一 一一 口で ある、 神が 彼 を 以て 人類に 告げ 給 ひし 首で はない、 著者 自身の 一一 目で ある、 而 かも 著 

者が 光明に 達せし 時の 言で はない、 未だ 暗黑 に彷植 ひし 時の 言で ある、 其 中に 勿論 多少の 眞理が ある、 

あやま 

然し 乍ら 全然 人の 眞理 である、 此^の 智慧で ある、 智者の 一一 目の 如くに 閜 えて 實は人 を 誤り 易き 此 世の 

まこ，. J 

ぉ3慧 である、 實に バウ 口 の 言 ひしゃう に 「この 骨の 智慧 は 神の 前に は 愚なる」 者で ある (！s 刖 二の 十九〕。 

著者 コ ー へ レス は 人生の 至上 善 を 探求して 之 を 知識に 求めて 得す、 快樂に 探りて 當ら す、 事業に 尋 

、"む い おのれ  おちつ 

ねて 看 出さす、 失び の 極、 彼 は 一時 自己の 智慧に 落附 いたので ある、 人の 智慧と 云へば 古今東西 變る 


ことなしであって、 イスラエル 人コ ー へ レスの 落附 いた 智慧 も 亦 中席の 道であった ので ある、 孔子の 

道、 釋迦の 法、 プラト ー の理、 人と 云 ふ 人の 道 ii すべて 是れ である、 曰く 中席の 道と、 n く 黄金 的中 

ン  へん  あみ  あつ  つめた  よろ 

道と、 右に 偏せ す 左に 偏せ す 能く 其 中間 を步む 事、 熱き に 過す 冷き に 過す 寒暖 其 宜しき を 得る 事 酒 

を飮 むと 同時に 酒に 飮 まれざる 事、 「智慧 を 以て 自己 を 導きつ、 酒 を もて 肉體を 慰む る 事」 ニー 章 三 節 ふ- 

みづ  ,rl,-i  と 

是れ 神に 依らす して 自 から 慧く 世に 處 せんとす る 者の 必す 探る 主義 方針で ある、 而 して 憐 むべ し 智者 

コ ー へ レス、 彼れ 人生の 至上 善 を 求めて 得す、 而 かも 天よりの 默 示の 臨む あるた くして、 彼 も 亦. む 

を 得すして 人の 道に して 俗人の 智慧なる 中庸の 道に 暫時の 休息 を 求めた ので ある。 

彼 は先づ 凡人の 套 語を聯 ねて 言 ふた、 

美き 名 は 芳き膏 油に 愈 る 。 

死ぬ る 01 は 生まる 、口に 愈る。 

悲哀 は 嬉笑に 愈る。 

さつ ぜさ  か 

智者の 詰責 を聽く は 愚者の 誕 歌を聽 くに 愈る。 

_A う. -4 ん 

忍耐 は 傲慢に 愈る。 

汝 怒る 勿れ、 怒る 心 は 愚者の 心に 宿る。 

と (七 章 一節 以下 九 節まで)、 是れ 智者 を 待た すして 人の 能く 知る 眞理 である、 而 かも コ— へ レス は 

彼の 人生の 實驗に 由 て 是等 陳腐 の 言 の 中に 深き 眞理 を發 見した ので あらう、 彼 は 快樂を 愛し た、 然し 

同時に 义快樂 の 危險を 知った、 故に 自己に 恃 みて 正道 を 歩まん と 努めし 彼 は 歡樂を 避けて 悲哀 を擇ん 

だので ある、 故に 彼 は 言 ふたので ある、 「死ぬ る 日 は 生まる- - 口に 愈る」 と、 又 言 ふたので ある 「悲 
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哀は 嬉笑に 愈る」 と、 歡樂を 避けて 力めて 悲哀 を擇 むは 常に 低き 道德の 兆候で ある、 生命の 盛なる 所 

に は 必す歡 喜が 伴 ふので ある、 「悲哀 は 嬉笑に 愈る」 と は 寺院 道 德の唱 ふる 所で ある、 修道院に 在て 

は 嬉笑 は 禁物で ある、 戰々 競々 として 簿 氷を踐 むが 如きの 感を 懐く にあら ざれば 正道 は 之 を 步むを 得 

すと 是等憐 むべき 修養 家 は 信す るので ある、 故に 彼等の 道德 なる 者 は 悉く 消極的で ある、 曰く 自己に 

た のしみ  .? れ ひ 

省みよ、 怒る 勿れ、 实樂の 家に 入る 勿れ、 面に 憂愁 ある は 心に 善し 云々 と、 是れ i^I な 外より €： を 治め 

ん とする の 道で ある、 此 世の 普通の 道であって 耳に 慧く 聞え て 身に 行 ひ 難き 道で ある、 而 して 未だ 幅 

- 一の みち 

音の 3： たる 乎 を 解し 得 ざり し コ ー ヘレ スも亦 一 時 は 聖人め きたる 斯道 を唱 へたので ある。 

いちじ， 0 

コ ー へ レス の 俗才 は 更らに 著しく 左の 一一 百 に 於て 顯 はれた ので ある、 

智慧 ありて 財產 ある は 善し、 

是れ ありて 生ける 者に 利益 多し。 

智慧 は 身の 守護な り金錢 も亦然 り、  . 

然れ ども 智慧の 利益 は 其 所有者に 生命 を 保た しむる に 在り。 

と r 七 章 十 一 、 卜 二 節)、 實に 「高遠なる 思想」 である、 人生の 最大 幸福 は實に 是れ であるに 相違な 

い、 「智慧 ありて 財產 ある は 善し」、 智慧ば かりで は 足りない、 財產 もなくて は 可ない、 財產 ばかり 

では 可ない、 智慧 も 要る、 學； 11 に 財產を 兼ねて 幸福 は 完全で あるので あると、 余輩 此言を 奮き 聖書の 

んゲへ  こ クウ 

中に 讀 みて 三千 年 前の ユダヤ人の 思想 を 讀んで 居る やうなる 心地が した < い、 大正 年間の 日本人の 理想 

を 讀んで 居る やうなる 心地が する、 「智慧 ありて 財產 ある は 善し」、 然り、 然り、 實に然 り、 學士號 

を 得、 其 上に 博士 號を 得、 之に 加 ふに 富家の 女を娶 りて、 兹 に學識 と財產 とが 備 はりて 人生の 至上 善 


は 我が 掌中に 入った ので ある、 「智慧 は 身の 守護な り金錢 も亦然 り」、 實に其 通りで ある、 淸 貧に 安 

ん ぜ し 昔時 の 寧 者 は 安全の 何たる 乎 を 知らなかった ので ある、 今の 世に 在りて は 金 錢に缺 けて 安全 は 

無い ので ある、 コ ー へ レス は實に 今日の 眞理を 語った 者で ある、 大學 教授に して 株式 賣 買に 從事 する 

者 ある は 此眞理 を 知る からで ある、 r 眞理は 其れ 自身 を 支 ゆる 者な り」 とい ふが 如き は 之を大 學の敎 

室に 於て 唱 ふる を 得べ し、 然し 乍ら 人生の 硬き 事 實は斯 かる 醉 人の 囈言を 許さす、 聖書 に 傳道 之 書な 

る 者 ありて 「智慧 ありて 財產 ある は 善し」 と敎 ゆ、 聖書 は 誠に 第 二十^紀の 書で ある、 我 は 今より 此 

書に 則りて 人世に 處 せんと、 斯く言 ふ 日本の 擧 者と 青年 は 決して 齢くない ので ある、 然り、 彼等の 殆 

んど すべ てはコ _ ヘレ スの此 言に は滿 腔の 同情 を 以て 共鳴す るので ある。 

じょせつ 

コ ー ヘレ スは更 らに其 俗才 を發楝 して 彼の 中庸 道 を絮說 して 曰 ふた、 

我れ 我が 空しき 日の 間に 様々 の 事 を 見たり、 

義人の 正義 を 行 ふて 亡ぶ る あり、 

悪人 の 惡を行 ふて 其 生命 を延 ぶる あ リ、 

是 故に 汝義 しきに 過ぐ る 勿れ、 

又慧 きに 過ぐ る 勿れ、 

ほ- -c-y-i 

汝.^ ぞ身 を滅 さんと する や， 

汝惡 しきに 過ぐ る 勿れ 又 愚かなる 勿れ、 

汝何ぞ 時 到ら ざ るに 死ぬ ベ けんや、 

汝是を 手に 執る は 善し、 

コ ー へ レスの 中 i™ 道  二 七 七 


袋 IK  、傳 之 ssw 究  .  二 七 八 

また 彼に も 手 を 放す 勿れ、 

神 を 長む 者は兩 極端より 逃れ出る たり、 

そ は 〈丧 を爲 し，； § を 犯さ e る 

義 しき 人と て は 地に 有ら ざれば なり。 

と (七 章 十五 I 二十 節〕、 是れ 中庸 道の 要訣と も稱 すべき もの、 思想の 「高遠」、 其 「該博」、 其 

「深遠」 赏に敬 嘆 51 仰すべき である、 宗 敎も斯 くの 如くに 唱道 せられて 容易く 世に 受納れ らる k ので 

ある、 「汝義 しきに 過ぐ る 勿れ、 叉惡 しきに 過ぐ る 勿れ」 と、 智慧と 眞理と は 其 巾 問に ありで ある、 

「汝 等の 義 にして 學 者と パリ サイの 人の 義に 勝る 所な くんば 汝等は 天 固に 人る 能 はす」 と 云 ひ (馬 太 

傳 五章廿 節)、 「：大 に 在す 汝 等の 父の 完全き が 如く 汝等 も完 くすべし」 と 云 ひ (间四 十八 節)、 「若し 汝 

の.；^ の 股汝を 罪に 陷 さば 抉 して 之 を 菜て よ、 若し 汝の 右の 手汝を 罪に 陷 さば 之を斷 りて 棄 てよ、 そ 

は 五體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投 入れら る、 より 勝れば なり」 と 云 ひ (同廿 九， 三十 節)、 「凡. そ 我に 

来りて その 父母 妻子 兄弟 姉妹 また 己の 生命 を も 憎む 者に 非れば 我 弟子と なること を 得す」 と 云 ひ (路 

加傳 十四 章 二十 六 節)、 「其 生命 を 惜む者 は 之 を 喪 ひ、 其 生命 を惜 まざる 者 は 之 を 保存て 永生に 至る ベ 

し」 と 云 ふが 如き (約^ 傳 十二 章サ 五節 > 一 化れ ゆ 3 な 極端の 敎 である、 縦し 眞理は それで あると する も 之 を 

斯 くの 如くに 唱 へて 世 は 之 を 救 ひ 得べ くもない、 「義人の 正義 を 行 ふて 亡ぶ る あり」、 ィヱス の 如き 

H レ ミヤの 如き は其實 例で ある、 彼等 は 極端に 正義 を 行 ひしが 故に 早く 亡びた ので ある、 釋迦 と孔予 

と は 之に 異なり、 能く 巾 の 泣 をせ りしが 故に 長壽を 保ち 多く 敎 へて 多く 樂ん だので ある、 故に 言 ふ 

「神 を畏む 者は兩 極端より 逃れ出る 也」 と. 敬神 愛國の 結果 は 之で ある、 善 惡の兩 極端より 逃れ出る 


にある、 M レ ミヤの 預ー 一一 一口なら で、 叉 バウ 口の 福音なら で、 コ ー へ レ ス の中！^！道こそ能く東洋道德に適 

合 ひて、 吾人 を 導きて 眞の 幸福に 入らし むる に 足る と。 

殊に 「稱 嘆」 すべき は 最後の 一 言で ある、 卽ち 「そ は 善 を 爲し罪 を 犯さに る義き 人と て は 地に 有ら 

ざれば なり」 と、 義人 あるな し 一人 も あるな し、 故に 人 は キリスト を 信す るより 他に 神の 前に 義 とせ 

らる 、 の途 あるな しと は 使徒 パ ゥ ：！ の唱 へた 所で ある C 羅馬書 第三 章)、 然るに 玆に 智者 コ ー へ レス は 

敎 へて 首 ふたので ある、 義人 あるな し 一 人 も あるた し、 故に 汝 義人た らんと 欲する の 不可能 的 欲^ を 

じ S んぎ  CJlu! て  く  y 

起す 勿れと、 世に 純義に 達せん と 欲する が 如き 無益の 企圖 はない、 是れ 天に 昇らん と 欲する と 同じ 企 

圖 である、 世に 義人 あるな し、 然るに 我れ 一 人 義人た らんと 欲す、 斯 かる 欲望 を懷 けば こそ 所謂 基督 

信者の 生涯に 失敗と 失望と が 多い ので ある、 智者 は 無益の 欲望 を 起さない ので ある、 彼 は 達成し 能 は 

ざる 事 を 達成 せんと 努めない ので ある、 天の 神が 完全き が 如く 完全 からん と 欲する が 如き、 望んで 全 

く 益な き 事で ある、 此 世の 聖人 君子が 悉く の 人で あると 謂 はる. -に 我れ 一 人 義人た らんと 欲する は 

之を薛 越の 極と 稱 せざるを得ない、 義人な し 一人 も あるな し、 故に 我 も 凡夫と して 地上に 樓 息し Hit:; 大 

の JT 布 望 を 起す ベ からすで ある と 

イス ラエ ルの 智者 コ ー ヘレ スは斯 く 言 ふた、 而 して 日本の 智者 學者 政治 (豕敎 育 家 新聞 記 *?、 然り宗 

敎 家と 稱 せらる、 者まで も 概ね 皆な コ ！ へ レ スに傚 ひて 其 中 魔道 を唱 ふるので ある、 彼等が 恐る k も 

のにして 極端 主義の 如き は 無い、 彼等 は 蛇蝎の 如くに 之 を 心み 嫌 ふ、 折： 人 H マソ ン は敎 へ て 言 ふた 

r 汝の車 を 星に 繁げ よ」 と、 然るに 今時の 學 者と 宗敎 家と は 車 を 星に 繋ぐ の危 險を唱 へて 止まない の 

である、 彼等 は實際 的に 我等に 敎 へて 言 ふので ある 「汝の 車 を 政府に 繁げ よ、 或は 敎會に 梨げ よ、 或 

コ 一 へ レスの 中 ISSi  二 七 九 


接 言、 之 «:  S 究  二八 〇 

は 富豪に 紫げ よ、 之 を 何物に 繁ぐ とも 地球 以外の 或 物に 繁ぐ 勿れ、 車 を 地 を 離れた る 空 天の 星に 繁ぐ 

が 如き 危險 之より 大 なる はなし、 ケ や 理想と 信仰と は 地上の 制度と 權能 とに 由て 支持 せらる、 政府の 

用玆に 在り、 敎會の 耍兹 にあり、 星と 云 ひ、 理想と 云 ひ、 自由と 云 ひ、 獨 立と 云 ふが 如き、 是れ 詩， <^ 

の 夢想に あら ざれば 痴人の 空想な り、 汝星を 仰ぎ 空想に 憧憬れ て 汝と汝 の 愛する 家族との 幸福 を 犠牲 

に 供す る 勿れ」 と、 而 して 余輩 は 置々 之に 類す る 一 百 を 基督 敎の 教師より 聞いた ので ある、 其 宜敎師 の 

或 者 は 何の 撣る 所な くして 余輩に 勸吿て 一一 一一 〔ふたので ある 「君の 唱 ふる 所 は眞理 なるべし、 然れ ども 之 

を實行 せんとす る は 君に 取り 茶 だ 不利 ハ 化なる べし」 (It  will Ibe  very  disadvantageous  to  you) と- 

眞理 なるべし 然れ ども 不利益なる べしと、 是れが コ ー ヘレ スの 中庸 道であった、 而 して 叉 今日の 宣敎 

師道 德 である、 _亞 米 利 加 主義で ある、 信者の ii しむべき 斥くべき 世俗 道德 である、 極端 主義の 故 を W 

て歐 米の 敎會者 等に 甚く 嫌惡 はる、 丁 抹國の 信仰的 異者 キル ケゴ ー ルはー W ふた、 

基督 者た る は 難し、 實に 難し、 世に 未だ 曾て 眞の 基督 者なる 者 は 出 ざり しならん * 然れ ども 其 事 

は 余が 基督 者た る 能 はざる 理由と はなら す、 余 は 努めて 世界 最始の 基督 者た るべき なり 

と、 而 して 余！^ も亦此 勇者の 言に 從ひ、 羅馬 敎會の 法王 大僧正、 英國敎 きの 大 監督と 小 監督、 ル ー テ 

ル敎會 の 監督と 祌舉 者、 メソヂ スト 敎會、 バ プチ スト 敎會、 組合 敎會、 長老 敎會、 ク HI 力 ー 敎 會、. 

其 他 有りと 存ら ゆる 凡の 敎會の 監督 牧師、 傳道師 等 を 彼方に 廻し、 愛すべき 彼れ キル ケゴ ー ル と共に 

立ちて 言 はんと 欲す、 

然りァ ー メン、 余輩 も 亦 神の 恩 惠と按 助と に 由り、 不可能と 稱 せられ、 極端と 護ら る、 窄き 小さ 

き 門より 入りて、 此 世の 事業の 失畋を 期して 眞の 基督 者た らんこと を 欲す、 と。 


中庸 道 は 沈默の 利益 を 主張す る、 曰く 「默 すに 時 あり 語る に 時 あり」 と (三 章 七 節)、 而 して 己が 身 

の 安全 を 計り て 默す ぺ き 機會 は 多くして 語る ベ き 機會 は 少ない ので ある、 故に 曰 ふ 「愚者 は 一 百詞 多し」 

と (十 章 十 四 節：)、 故に 縱ひ世 に 非道と！ 一 制と の 行 はる i を 見る と 雖も 智者 は愼ん で n を噤 むべき であ 

る、 曰く 「然か は あれ ど (世に 多くの 惡事は 行 はるれ ども) 汝 心の中 にても 王 を 裁る 勿れ、 また 寢 1 至 

にても 貴 顯を詛 ふ 勿れ、 恐く は 天 i 仝の 鳥 報告 を 運び、 羽翼 ある 者 その 事 を 傅 へん」 と (十 章 二十 節)、 

不平 は 之 を 心に 懷 くさへ 危險 である、 「曲れ る 者 は 之 を 直から しむる 能 はす、 缺 けたる 者 は 之 を 補 ふ 

能 はす」、 曲れ る 時世 は 之 を 其 儘に 放任し 置くべき である (一章 十五 節)、 革 正 を 叫ぶ が 如き は 愚者の 

爲す 所で ある、 智者 は慧き 沈默を 守りて 身の 安泰 を 計るべき であると、 是れ 中庸 道 を 以て 至上 善と 信 

ぜし 間、 コ ー へ レスが 繰返して 止 まざりし 所であった。 

耆に 行て は 魯に從 ひ齊に 行って は 齊に從 ふ、 基督 敎國に 在りて は キリスト を唱 へ、 非 基督 敎國 に歸 

りて は 深く 沈默を 守りて 彼の 名 を さへ 口にせす、 平時に 在りて は 非 戰を唱 へ、 戰 時に 在りて は 戰爭を 

謳歌す、 唯 偏に 世に 逆 は ざらん と 欲す、 唯 偏に 王者の 忌諱に 觸れ ざらん と 欲す、 沈默、 沈默、 き 沈 

默、 秘訣 は玆に 在りと 彼は言 ふ、 r 汝道を 官ー傳 ふ ベ し 時 を 得る も 時 を 得 ざ る も勵み て 此事 を務む ベ し」 

と は 聖書の 敎 ゆる 所で ある、 中庸 道 は 之に 反し 時 を 得れば 之を傳 へ、 時 を 得 ざれば 慎んで 之 を 傅へ な 

いので ある (提摩 太 後書 四 章 二 節)、 中庸 道 は祌を 長れ ない、 世 を 恐れる、 世が キリスト を歡迎 する 時に 

は 「彼 を識 る」 と 言 ひ、 世が キリスト を棑 斥す る 時には 「彼 を識ら す」 と 言 ふ (馬 太傳十 章卅三 節：/ 中 

庸道は 何よりも 熱心 を 嫌 ふ、 爭鬪は 絕對に 之 を 避けて 安泰の 道 を 歩まん とする、 故に 人を敎 へて 曰 ふ、 

若し 汝の 君主 (長者 先輩) 汝に對 ひて 憤怒 を發 せんか、 汝の處 を 離る X 勿れ、 低頭して 彼の 前 を 
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去る 勿れ、 彼と：：： 化 非を爭 ふ 勿れ、 唯 忍耐せ よ、 忍耐に. m て：^ は更 らに大 なる 凌辱 を 免 かる、 を 得 

ん、 

と (十^ ™ 節)、 實に 卑屈 極まる 道で ある、 然れ ども 斯く爲 すに あら ざれば 永く 官 海に 游泳す る 事 は 出 

來な いので ある、 叉 敎界に 敎權を 揮 ふ 事 は 出来ない ので ある。 

屮^|道に至上善を認めしコ—へ レスの 「達見」 は 最も 瞭 かに 彼の；^ 人觀に 於て 現 はれた、 彼 は 曰 ふ 

た、 

我れ 智慧 を 以て 此 すべての 事 を 試みた リ、 

我 は 言へ り 「我 は 智者な らん」 と、 

然れ ども 遠く 及ば ざり き、 

萬物の 理は遠くして^=^だ深し、 

誰か 之を究 むる こと を 得ん、  • 

我れ 身を轉 らし 心を盡 して、 

知 E 慧と 道理と を 探り 且 つ 求めん とし、 

义惡 の 愚な ると 愚 の 狂なる と を 知らん とせり 

、- i  OO0O0OOOO00 

而 して 我 は 覺れり 婦人の 死よりも 苦き 事 を， 

51 人 は (人 を 捕 ふる) 網な り、 

其 心は羅 なり 其 手は鏈 なり、 

祌の悅 び 給 ふ 者 は 之 を 避く る を 得べ し、 


然れ ども 罪人 は 之に 執 へ ら るべ し 0 

コ. I ヘレ ス言 ふ、 視ょ 我れ， 此事 を覺れ り、 

我れ 其數を 知らん とて 一 々箅 へたり しに、 

我れ 我心の 求む る 者 を 求めて 得 ざり き、 

然り 我れ 千 人の 屮に 一 人の s?^ 子 を 得 たれ ども 

然れ ども 其 中に 一 人の 婦人 を 得 ざり き。 。  。 0  0  0. 

と (ヒ， 廿三— 卄七 節〕、 而 して 彼 は如斯 くに^ 人 を觀て 火に 人^ を覺り 得たり と 思 ふた 「我 は覺れ 

1 婦人の 死よりも IS き 者なる 事 を」 と、 能く 婦人 を 解す る 者が 人世 を 解す るので ある、 而 して コ ー へ 

レス ま 一 ほ 人 は 人 を 捕 ふる i、 其 心 は" sl、 其 乎 はく § なりと 解して 萬 物の 理を 究め、 智慧と m 理とを 探り 

得たり と 思 ふた、 彼 は^ 人 を斯く 解して 大 なる 發 見を爲 したり-と 思 ふた、 故に 彼 は 手 を 柏て 叫んで 曰 

ふたので ある 「我 は覺れ り」 と。  。- j  ！,  51 

然し： トら言 ふまで も 無く 是れ淺 き 智慧で ある、 間違た る悟覺 であ f、 實に 能く 婦人 を 解す る 者カ官 

く 人生 を 禅す るので ある、 而 して 人の 婦人 觀は其 自己 觀 である、 、「婦 を 愛する 者 は 己 を 愛する 也」 と 

ある (、u 弗 所誊五 章サ八 節：)、 婦人 を 敬す る 男子 は已を 敬し、 人を賤 しむ 者 は 己 を 賤；^ 、ル、 人の 人格 

其 品 は. 最も" か に 其； ^ 人觀に 於て 現 はる、 ので ある、 而 して キリスト を 信じ 彼の 救 濟に與 かる を 得 

て 我等 は 自己の 價敏を 知り 得る と 同時に 婦人の 價 値を認 むる に 至る の！.，， ある、 ，，，？  . -?. 

. お だる 者よ、 汝等も 妻 を％づ ふ 事！ S き 1! の 如くし、 理に循 ひて 之と 同に 居り、 之 を 敬 ふこと 生命の 

恩賜 を嗣ぐ 者の 如くす ベ し  • 

コ— へ レスの 中！^ S  一一 八 一一 一 
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、-， 、irrj,£  - ： . -; 1' »  ,s:sv,s  .oro  00  -^0  0  000^00000000000000 

と 書 三 # 七 ) 無窮 の 生命の 恩賜に 與 かるの 资 格を備 へたる 神の 選び 給へ る 器、 基督 者 の 婦人 

てんじゃう 

觀 は是れ である コ— へ レスの それと は 犬壤の 差が ある、 而 して 如斯 くに；^ 人 を觀て 男子 も 亦 自己 を 

潔つ する 事が 出來、 婦人 も 亦 益々 潔く せらる、 ので ある、 而 して キリスト は 世を聖 め、 ^子 を聖 めん 

とする に當 て先づ 婦人 を 聖め給 ふたので ある、 彼はサ マ リ ャ人を 救 ふに 當て 先づサ マ リャの if を 救 ひ 

給 ふたので ある (約 翰 傳第四 章)、 ^に 若し コ ー へ レスの 稱 へしが 如き 婦人が あつたと すれば、 |1|ハ|11 ま. 

ft に 五 人の 夫 ありて 今 ある 者 は その 夫に あらす と 云 はれし 此サ マリヤの 婦 であった、 然れ ども ィ H ス 

は 娱婦を さへ 淫婦と して は极ひ 給はなかった ので ある、 彼 はべ テロの 一 百の 如く 「生命の 恩 を嗣ぐ 者」 

として 彼女 を极ひ 之に 彼が 其 時まで 何人に も 示し 給 は ざり し大 なる 露理を 示し 給 ふたので ある、 如斯 

くにして 彼女 は 救 はれ 彼女に 由り て 許 多の サ マリヤ 人 は 救 はれた ので ある、 婦人 を賤視 する は 決して 

深き 智慧で はない、 資に淺 慮の 至りで ある、 而 して 中庸 道に 彷徨 ひし 當 時の コ ー へ レスの 淺薄さ 一 

は 彔も瞭 かに 彼の 婦人 觀に 於て 現 はれた ので ある。  . 

*  氺 

如斯 くにして コ ー へ レス は 久しき 間 中庸 道の 淺瀨に 彼の 人生の 舟 を 操縦った、 而 して 彼 は 淺^に T 

びながら 深淵に W 走りつ、 あると 思 ふた、 彼 は淺く 自己の 傷 を 癒しながら 平安な きに 平安 平安と 叫ん 

だ、 面して 彼の 平安なる 者は此 世の 無異の 家庭生活であった、 彼 は 智者 を氣 取りて 曰 ふた、 

玆に 於て か 我 は 喜 樂を稱 讚せ り、 

そ は 食 ひ 且つ 飮み 且つ 樂 しむに 愈る 善き 事の 

人に 取り 日の 下に あら ざれば なり、 


是れ こそ は 神が 日の 下に 彼に 與へ給 ふ 

生命の 日の 間 彼 を 離れざる 者 なれ。 

と (八 章 十五 節)、 豊かなる 食卓と 暖かなる 爐邊と 妻と 書籍と 婢 僕と ありて 玆に 人生の 喜樂は 具備 は 

れ りと a ふた、 而 して コ ー ヘレ ス ならぬ 此 世の 許 多の 智者 は 之れ 以上に 平安と 滿 足と を 求めない ので 

ふかみ  ひろ  み-つから  め ,>  ねつ-し 

ある、 彼等 は 人生の 深淵に 眞理の 眞珠を 拾 ふの 愚 を 笑 ひ、 自身 は 安樂 椅子に 倚り か& りながら 眼鏡 越 

に 熱狂 信者 を 見て 其 狂態 を憐 むので ある。 

然しながら ヒブ ライ 人な りし コ ー ヘレ スは 永く 此 道に 止まり 得なかった、 其 血に アブ ラ ハム、 モ ー 

セ 等の 熱誠 を 受け、 其 心に ィザ ャ、 H レ ミヤ 等の 精神 を繼 ぎし 彼 は 冷やかに も 非す 熱く も 非す 微温き 

中庸 道の 主唱 者 を 以て 終る こと は 出来なかった、 彼 は 終に 自已に 背いて 曰 ふた 「狂たり 愚たり、 我れ 

之 を 知らす、 我 は 時 を 選ばす 人 を 選ばす、 常に 我が 最善 を盡 して 此世を 逝らん」 と、 

汝のパ ンを 水の 上に 投げよ、 

多くの 日の 後に 汝 再び 之 を 得ん、 

と (十一 章 一節」、 是れ 智者の 言で はない、 信仰 家の 言で ある、 神 を 信じ 人 を 信す るに あら ざれば：，；；： ふ 

能 はざる 言で ある、 而 して ヒ ブライ 人た るコ ー ヘレ スは 自己に 歸 りて 斯く言 ひ 斯く行 はざる を 得な か 

つた、 彼 は玆に 全然 ギリシャ 風の 哲擧 者の 儒 服を脫 して、 ヒ ブライ 風の 預言者の 外套 を 己が 肩に 懸け 

たので ある、 彼 は 今 は 智者の 智を譽 めなかった、 叉 愚者の 愚 を 笑はなかった、 r 汝の パン を 水の 上に 

投げよ」 と 曰 ひて 彼 は 一 視 同仁の 愛 を 主張した、 曩には 

我 は 日の 下に 空しき 事の 行 はる &を 見たり、 
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郎ち 義人の 惡 人の 受 くべき 報を受 くる あり、 

又 惡人 の 義人の 受く ベ き 報 を受く る あり、 

我 は 言へ り是も 亦 空な りと。 

と 言 ひし 彼 は 今 は 義人 惡人 の 差別 を 設けす し て 均しく 之 を 愛す る の 道を唱 へた、 斯 くして 彼 は 眞の幸 

福なる 生涯に 人った、 人生 を 解して 人 は 何人も 失望せ ざる を ない、 神 を 信じて 人 は 3： 人 も X 布び！^ 滿々 

たる 生涯に 入る ので ある、 智者 コ ー へ レス は憐 むべき 人であった、 彼の 最上の 智慧 は中腊 道であった、 

者コ ー へ レス は 羨むべき 人であった、 彼 は 愛の 實 行に 自己 を 忘れて 却て 能く 人生 を 解す るに 至った、 

い ま しめ 

神 を 畏れて 其 誡命を 守る isT 

是れ 人生の 全部な り、 

と、 是れ 人生の 折：： 擧的 解決で はない、 其の 實際的 解決で ある、 幸なる 哉コ ー へ レ ス！ 


官吏 生活 を 試みし コ ー へ レス 


多 技 多能の コ ー へ レス は 種々 の 事業 を 試みし と共に 叉 官吏 生活 を 試みた、 彼 は- 51 細- C ュ人 として 政府 

の^人た る こと を 以て 人生 最上の 光榮 また 最大の 幸福な りと 思 ふた、 彼 は^ 主に 仕へ 岡 政に 携 はり、 

國を 治め 家を齊 へ、 W て 自他の 利益 を 計らん とした、 東洋人に 取りて は 得意と は 朝に 立ちて 君寵に 與 


る 事で ある、 失意と は 野に 下りて 平民の 生涯 を途る 事で ある、 コ ー へ レス も 亦 ユダヤ人 として C ュダ 

もり  ちま  に 

ャ人は 東洋人で ある) また 其 例に 漏なかった、 彼 も 亦 一 時 は 官吏と なりて 官吏 生活の 甘き と 苦き と を 

味 ふた。 

きみ 

コ ー へ レス の 仕へ し 王の 誰な りし 乎、 今に 到りて 知る こと は屮 Z 來な い、 北方 ィ スラ H  の 王な り 

し 乎、 或 ひ は 南 ユダヤ 國の 王な りし 乎、 或 ひ は 預言者 ダ-ー H ルの 仕へ し 彼 斯國の 王な りし 乎、 其 事 は 

^明らない、 然し 彼が 良き 心 を 以て 之に 事へ たこと は 明かで ある、 彼 は 仕官に 際して 自己 を 論して 言 

ふた、 

我れ 言 ふ 王の 命 を 守るべし、 

祌に誓 ひたれば 殊に 然り、 

そむ 

早まりて 彼に 叛く 勿れ、 

悪事 (背 叛) に携 はる 勿れ、 

そ は 彼 は 其 欲する 所を爲 せば なり、 

と (八 章 二、 三 節)、 神に 誓 ひて 忠良な らんこと を 期す、 神に 事 ふるの 心 を 以て 王に 仕 へんと 欲す、 

是れ 「神 を 長れ 王 を 尊ぶべし」 と ある 新約の 精神に 適合 ふ ものである、 コ ー へ レス は 理想の {B^ たら 

しく  ん みち 

んと 欲して 仕官の 途に 就いた ので ある。 

官途に 就きし コ ー へ レ スは大 に 功鑌を 擧げて 君主の 恩賞に 與 かると 同時に 民衆の 人 を 博 せんとし 

た、 而 して 斯 かる 機 伶 は 彼に 臨んだ、 彼は大 なる 功績 を擧 げた、 然れ ども 其 結果 は 彼の 豫 想に 反した、 

彼 は 當時 の 赏驗を 記して  一一-一 2 ふ た 、 

*::^3<|牛-活*-試みしコ|へレ ス  二八 七 
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兹に 小さき 城邑 ありたり、 

而 して 其 住民 は少數 なりし が、 

大王 攻來 りて 之 を 園み、 

之に 對 して 大 なる 露梯を 築きたり、 

時に 城 邑の屮 に 一 人の 貧しき 智者 ありて、 

その 智慧 を もて 此城邑 を 救へ り、 

然るに 一 人の 此 貧き 人 を 記憶る 者な かりき、 

玆に 於て か 我 は 一一 H へり、 

智慧 は 腕力に 愈る と雖 も、 

貧しき 者の 智慧 は貌視 られ、  . 

其 言 辭は聽 かれざる 也と 

と (九^！雄卜四—十六節)、 玆に 「一人の 貧しき 智者」 と ある は 彼れ 身 を 指して .14 ふので あると 思 ふ、 

彼 は 功 緩 を 立てた、 然れ ども 彼が 比較的 下級 官吏な りしが 故に、 彼の 功鑌は 他人の 奪 ふ 所と なりて、 

彼の 功勞は 認められなかった、 是れ 彼に 取り 大 なる 失 til- であった、 而 かも 是れ 官吏 社 食の 定例で ある、 

賞罰の 不公平なる 此社會 の 如き はない， ー將功 成りて 萬骨枯 るで ある、 屬 僚の 功績 は 上官の 奪 ふ 所と 

なる、 此事を 憤りて 官吏た る こと は出來 ない、 コ，' へ レス は 彼の 官吏 生活の 首途に 於て 此 苦き 經驗を 

嘗めた、 彼 は 今更ら ながらに 多くの 屈辱の 名譽 ある 官職に 作 ふこと を曉 得った。 

彼 は 幾囘か 之に 類す る 屈辱 を實驗 したで あらう、 而 してぎ々 r 官海 游泳 術」 の 奥義に 達した であら 


う、 彼 は 彼の 實 驗を述 ベ て 言 ふた、 

我れ 叉 身を轉 らして 日の 下 を 見し に、 

疾者 競爭に 勝つ に 非す、 

つ よ？ もの 

强者 爭鬪に 勝つ に 非す、 

かしこ yr- もの 

智 者 食物 を 獲る に 非す、 

、とき も Q た か -J.- 

慧者 財貨 を 得る に 非す、 

ものし る もの  ぁづか 

識 者 恩寵に 與 るに 非す、 

と (九 章 十一 節〕、 是れが 官吏 社會を 支配す る 法則で ある、 天然の 法則と は 正反對 である、 官吏 社會 

の 生存 競爭に 於て は 優者 必 しも 隙た す 劣者 必 しも 敗れす である、 此社會 に 在りて は 多くの場合に 於て 

擧識は 却て 昇進の 妨害で あり、 無學は 却て 立身の 便宜で ある、 愚者 却て 恩寵に 與 かり、 智者 却て ぉ黜 

せらる、 實に 奇怪なる 者に して 此社會 の 如き はない、 

智者 食物 を據 るに 非す、 

賢者 財货を 得る に 非す、 

識者 恩賞に 與 るに 非す、 

. 官吏 社會. の 眞實を 語 る 言辭 にして 是れ よりも 適切なる もの はない、 而 して 今より 少く とも 二 千 三お 年 

の 疇 昔、 亞細亞 大^の 西 端 ユダヤの 地に 在りて 旣に此 事 ありし を讀 みて、 吾等 は 人類の 進歩なる 者の 

■ 其の 過々 たる こと 蝸牛の 步 行に すら 遠く 及ばざる に 驚かざる を 得ない。 

智者の 認められざる こと 官吏 社會の 如き はない、 賢明の 用 ゐられ ざる こと 亦 此社會 の 如き はない、 

官& 生活 ヶ 試みし r - へ レス  二八 九 
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■5  A  OOOO00OOOO0OO0OO0O00OOOOOO  いつ 

而已 ならす コ ー へ レス は官亩 となりて 始めて 11 典の 愚者 を 見た ので ある、 愚者 は 勿論 社會 孰れの 所に も 

多 救に；！^ 在す るので ある、 「二 干 七 百 萬 人 多く は是れ 愚者な り」 と は 英國人 を-;^ したる 力— ライルの 

有名なる 言葉で ある、 然しながら 若し 眞の 愚者 を 探らん と 欲するならば 之 を 官吏 社會に 於て 求む ベ き 

である、 而 して コ ー へ レス は 自身 官吏と なりて 始めて 眞の 愚者に 接した ので ある、 彼 は 一 百 ふた、 

恰も 死し 蝈の 香き 膏 油に 惡 臭を發 すが 如く、 

少の 痴愚 は 多の 智慧と 贵 尊と を歷 するな り、 

智者の 心 は 右に 向 ひて 有力な り、 

愚者の 心 は 左に 向 ひて 無能な り、 

まこと △<"△△△△< ：厶厶 <J<"A<<3<"<" 

實に 愚者 出て 道 を 步むゃ 其 無智 を jll^ はし、  . 

乙-  <： 厶厶 <3厶<3 厶 厶厶厶  厶厶厶  厶 

會ふ人 毎に 彼 を 指して 一一 一一 n ふ 「彼 は 愚者 也」 と、 

と (十 章 一 —三 節)、 實に 愚者 を 篤り し言辭 にして 之よりも 痛切なる もの を 余輩 は 知らないの である、 

「視 ょ微 火い かに 大 なる 林 を 燃す を」 と は 使徒 ヤコ ブが舌 を， めし 言で ある、 r 視ょ、 少，. の 痴愚い か 

に 多くの 智養 を蹈す る を」 と は 傳道 之 書 著者が 愚者 を 怒 り し 曾 である、 官衙の 事業 の擧ら ざる は 之が 

ためで ある 、少数の 愚者の 其 心臓の 左方に 倾く ありて (古人 は 愚者の 愚なる は 之が ため なり と 信じた) 

智者 の 提議 を！！ す るからで ある、 卽ち 智者の 香 はしき 膏油は 死し 蝴に 比うべき 愚者の 發す る惡臭 の 「m 

す 所と なる からで ある、 而 して 愚者 は 其 愚 を 恥す して 却て 之 を 誇り、 大道 を濶 歩して 其 愚 を 曝ら すが 

そ も/ \ 

ゆえに、 會ふ人 毎に 彼 を 指して 首 ふ 「彼 は 愚者な り」 と、 抑々 是れ 誰が 扉ぞ。 

官吏 社會に 於け る 愚者の^ g を愤 りて、 コ， 'ヘレ スは 更に 語を镜 けて 言 ふた、 


我れ 日の 下に 一 の 息 ふべき 事 ある を 見たり、 

y  A  おち- <3 あや まち 

は 君主た る 者の 陷る 過誤なる が 如し、 

卽ち 愚者 高き 位に 上げられ、 

賢者 卑き處 に 坐る、 

しもべ 

我は乂  (人の〕 僕 (たるべき 者) の 馬に 乘り、 

主人 (たるべき 者) の 僕の 如くに 土 を 踏 を 見たり、 

と (十 章 五 ー 七 節)、 天下の 痛 事と は此 事で ある、 卽ち 愚者 高位に 坐し、 賢人 卑 きに 居る、 馬に 乘る 

べき 者 土 を 踏みて 歩み、 土 を 踏むべき 者 馬に 乘 りて 意 氣揚々 たり、 而 して 是れ 誰が Siit ぞ、 君主た る 者 

に 賢愚 を 識別す るの 明がない からで ある、 一一 一一 n あり 曰く 「適 當の人 を 適當の 地^に 置きて 萬 事 成る」 と、 

然るに 主人た るべき 者 を 僕の 地 佗に 置き、 僕た る 者 を 主人の 地位に きて、 萬事轉 倒せ ざらん と 欲す 

る も 能 はすで ある、 秕 政の 原因 は 悉く 玆 にある ので ある、 人が 其處を 得ない からで ある、 君主に 人 を 

擇む の 明な きが 故に 愚者が 高き に 坐し、 賢者が 低き に 居る か ら で あ る と。 

コ ー ヘレ スは斯 くも 不平 を：^ し 憤慨 を 述べた、 而 して 彼 は 自身 官吏た る こと を 忘れた ので ある、 彼 

は 官吏と して 愚者 を 罵る 彼れ 自身の 愚に 氣が附 いたので ある、 愚 を 責めて 官吏た る こと は 出来ない、 

愚 を 許して、 愚 を 見逃して こそ 官吏た る 事が 出來 るので ある、 故に 彼 は 自己に 還りて 言 ふた、 

然れ ども 咬く 勿れ、 坑を 掘る 者 は 自ら 之に 陷り、 

石垣 を 毀つ 者 は 蛇に 咬 れん、 

石 を 引出す 者 は 却て 之が た めに 傷き、 

官 i,- 生活 ヶ試 みし コ. -、 レス  二 九 1 


接 言、 傳道之 書 WIS  二 九 二 

木 を 割る 者 は 却て 之が ために 斫 れん、 

と (十 章 八、 九 節/ 彼 は 自己 を， .誡 めて 言 ふたので ある、 不平 を 慎めよ、 人 を咒ふ 者は自 から 咒 はる、 

他人 の 非を擧 ぐる 者 は 危害 其 身に 及 ぶ、 石垣 は 崩れ か k りたる 者な りと 雖も愁 い に 之 を 毀 つ ベ か らす、 

恐らく は 蛇 其 隙 問に 潜みて 出來 りて 汝を 咬ん、 弊害 は 之 を 其 儘 に^し 置くべし、 墮落は 之 を 止めん と 

する 勿れ、 改善 を圖 りて 不 合の 石 を 引出さん として 却て 已が身 を 傷け、 革 正 を 企て k 因襲の 木 を 割ら 

ん として 却て 之が ために 研ら れん、 如かす 沈默を 守らん に は、 「曲れ る 者 は 之 を 直から しむる 能 はす」 

である、 古き 石垣 は 之 を 其 俊に なし 置くべし、 斧 錢は之 を 加 ふべ からす、 雄 辯 若し 銀 なれば 沈 默は金 

なり、 沈默で 1 る、 沈默 である、 官吏と しての 成功の 祕訣 は沈默 にある、 沈默を 守らす して、 自己 を 

忘れて 弊害 を 矯めん とし、 愚者 を 篤り、 王者の 過誤 を唱へ て 我は自 から 身 を， 滅す 者で あると コ，' ヘレ 

スは言 ふた、 彼 は 更らに 官吏た る 者の 智慧 を 語りて 言 ふた、 

斧 鈍く して 其 刃 を 磨が ざらん か、 

多く 力 を用ゐ ざる を 得す、 

智慧 は 功 を 成す に 5 化 あり、 

と (十 章 十 節)、 卽 ち官史 として は 正直 一方に て は 功 を 立つ る 能 はすとの 謂で ある、 無駄骨 を 折る ベ 

からす、 智慧 は 鋭利なる を 要す、 少しく 働いて 多く 爲 すの/ i 術を學 ぶべ しと、 彼 は 又 言 ふた、 

蛇 もし 魔術 を聽 かすして 咬まん か、 

魔術師の 5< ^何處 にか ある、 

と (十 章 十一 節)、 官吏 は 魔術師の 一種で ある、 蛇 使 ひの 如き 者で ある、 彼 は 人 を 御す るの 術 を辨へ 


ざるべ からす、 故に 若し 蛇に して 彼の 魔術 を聽 かすして 彼 を 咬まん か、 侵 人に して 彼の 統御の 術に 從 

はすして 危害 を 彼の 身に 加 へんか、 責は 彼に 在りて 蛇と 俊 人と に 無い ので ある、 彼れ 長者の 怒 を 買 ひ- 

屬 僚の 不平 を 招かん か、 「魔術師の 益何處 にか ある」 である、 彼 は 官吏と して 當然 有すべき 技量に 缺 

けて 居る ので ある、 「蛇の 如く 智く あれ」 と は 殊に 官吏に 適切なる 寶誡 である、 彼 は 又 首 ふた、 

智者の  一一 一一 n は 恩寵 を 招き、 

愚者の 脣は その 身 を！ 滅す、 

と (十 章 十二 節)、 偉人 哲人と しての 智者で はない、 官吏と しての 智者で ある、 蛇 を 御す るの 術 を 知 

りたる 者で ある、 斯 かる 者の 言 は 恩寵 を 身に 招く との 謂で ある、 正直で はいけ ない、 侃 侃 誇 I おで は 可 

けない、 婉曲でなくて は 可け ない、 蛇の 道 を 知らなければ 可け ない、 然ら ざれば 恩賞に 與り 得ない、 

而 して 愚者 は、 卽ち 官吏と しての 愚者 は婉 te! たる 蛇の 道 を 知らす して 憚らす して 露骨に 物 を 語る が 故 

に、 「その 替は 身を滅 す」 ので ある、 コ ー へ レス は 官吏と なりて 富貴に 到る の 道 を 知り、 又 貧賤に 判 

るの 道を曉 つた。 

斯くて 始めて 愚者 を 罵りし コ ー へ レ スは 終に は 愚者 を譽 めて 智者 を 笑 ふた、 卽ち 官吏と なりて 彼れ 

自身が 愚者と なりて、 愚者 を 智者と 呼び 智者 を 愚者と 稱ぶ やうに なった、 官吏と なりて 彼の 天地 は轉 

倒した、 前の 天 は 地と なりて 地 は 天と 成った、 彼 は 官吏 社會の 人類 評 憤の 標準の 普通 社會の それと 全. 

然 異なる こと を 知った、 俊た る 人 は 場に 乘り、 主人た る 人 は 土 を 踏む の社會 である 「七 節 )。 其の 如 w 

に 奇異なる 社會 なる 乎 は 知る 人ぞ 知る である。 

斯くて nl へ レ スは宫 吏 生活に 入りて 多くの 低き 智慧 を擧ん だ、 彼 は 知らす 識ら すの 間に 所謂 俗吏 
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根 id の 感染 を 受けた、 彼は將 さに 俗 了し 去らん とした、 然し 幸に して 彼に はモ ー セと預 一一 a 者との 健全 

らと 

にして：： 问 潔なる 敎訓 があった、 彼 は 衷心より 國を 憂へ た、 1： を憐ん だ、 故に 又 素の 誠實 に立歸 りて 雷- 

ふた、  ， 

禍 なる 哉 その 王 は 童子に して、 

その 侯伯 は 朝 より 宴飮す る國 よ、 

と (卜{ せト穴 節)、. 童子の 國に 君臨す る あり、 醉漢の 之 を 輔佐す る あり、 民の 不幸 此上 なしで ある、. 

史に 曰く、 

H ホヤ キ ンは 王と なれる 時ト 八！ 一 成に して エルサレム にて 三 箇月 世 を 治めたり、 ：••： 彼 は 其 父祖の 

すべて 爲 したる 如くに M ホバ の 目の前に 惡を爲 せり、 

と (列 Hi 紀略 ドサ S 章 八、 九 節)。 是れ 童子が 國を 治めし 一 例で ある、 其他ァ ハ ブの 如き、 齢 は 童子に あ 

ら ざり— と 雖も其 智力 は 確かに 童子の それであった ("十 章)。 斯 かる 王 を 戴いて 北方の イスラ ェ ル國 

と 南方の ユダヤ 圃とは 終に 滅亡の 悲運 を 免 かれなかった ので ある、 衰亡に 瀕せる 國 まの 默態を BJ^ て コ 

1 へ レ スは首 ふた、 

怠慢の ゆ ゑに 屋根 は 落ち、 

t い-た  いへ  あ. S も 

怠惰の ゆ ゑに 家屋 は 雨 漏る、 

と (十 章 十八 節)、 國家を 家屋に 譬 へて 言 ふたので ある、 破- 綻 百出、 國政紊 れて絲 の 如し、 然れ ども. 

す し ？  t し  あめ も 

1： 政 を ：！？ る； _„< ；は官 ふ 「平康 平康」 と、 屋根 は 落ち、 家屋 は 雨 漏る、 然れ ども 局に 當る者 は 首 ふ 「前途 

有 &」、 圃 運の 發展 期して 待つべし」 と、 國に 警醒の 言の 擧ら ざるに は あらす と雖 も、 其 i!i 上に 達せす- 


コ ー へ レス-は 一一 E ふ， 

彼等 は 笑 ひ 喜ばん が 爲に食 ひ、 

にの しみ 

快樂を 取らん が 爲に飮 む、 

厶< "厶 △<"<! 厶厶  <" 厶厶厶 ム<1<1 厶厶厶 

而し て 金 と 銀 と は 之に 應ぜ ざるべ か らす、 

と (ト窣 ト九節 y 爲政家 は 宴會を 事と す、 然れ ども 自己の 財囊 より 其 費用 を 償 ふに 非す、 民の 膏血 

より 成る 國 庫の 金と 銀と を 以て 之 を辨ぜ しむ、 爲政家 は飮み 且つ 貪 ふ、 而 して 民 は 硬貨 を 以て 浪費に 

應ぜ ざるべ からす、 r 遍身 綺羅の 者、 是れ蠶 を 養 ふ 人に あらす」 , 爲 政.： 民の 心 を 知らす である、 泡 

立つ 一；： 鞭洒、 是れ 5^ の 流せる 血で ある、 堆 たかき 肉の 山、 是れ 彼等の 割きし 肉で ある。 

.U ち i お の れ 

コ ー へ レス は斯く 慷慨の 言 を發 した、 而 して 後倏ち 自己に 還りて 言 ふた 「鳴 呼 我 は復た 官吏た る を 

忘れたり」 と、 當 時の 彼 は 二 個の 彼より 成った、 希伯來 人と しての 彼と 官吏と しての 彼と より 成った- 

前なる 彼 は 神 を 敬 ひ 義を慕 ふの 彼であった、 後なる 彼 は 人 を懼れ 自己 を 愛する の 彼であった、 彼は官 

吏と なりて 戴 心の 人と なった、 彼 は祌を 畏れた 叉 人 を懼れ た、 故に 彼の 言 ふ 所に 多くの 大 なる 矛盾が 

あった、 彼 は 信者の 如くに 語り 义 俗人の 如くに 語った、 憐 むべ しコ ー へ レス！ 彼は官 海に 身を投じ 

S  _.--v.  ひら. h  -. ノ みのな ふ 

てより 風に 撼 されて 翻 へ る 海浪の 如き 者と なった C 雅各書 一 章 六 節 )o 

岡 を 憂 ふるの 餘り 慷慨の 言 を發し て 彼 は 自己の 聲に 驚いて 言 ふた、 

汝 心の 巾 にても 王者 を 幾る 勿れ、 

また 寝室 にても 貴 顯を詛 ふ 勿れ、 

恐く は 天空の 鳥 報告 を 蓮び、 

iojaiise を 試み しコ I- へ レス  二 九 五 


ほ 雷、 傳邀之 書 w 究  一一 九 六 

羽翼 ある 者 その 事を傳 へん、 

と (十 章 二十 節)、 危險、 危險、 沈默 よ、 沈默 よ、 と 彼 は 自己 を誡 めて 言 ふた、 不平 は 之 を 口外す ベ 

からす、 然り之 を 心の中に 於て すら 懐く ベから す、 恐らく は 間 牒の鳥 ありて (今の 人 は 探 愤を稱 して 

犬と 云 ふ) 我が 不平 を 王者に 吿 ぐる 者 あらん、 不平 は 之 を噯氣 にも 出す ベから す、 寢室 にさへ も 語る 

ベから す、 政事に 關 して は 絕對的 沈默、 是れが 官吏た る 者の 智慧 また 安全 また 生命で あると コ— へ レ 

スは言 ふた。 

斯くて コ ー へ レ スは 官吏と なりて 道德 的に 何の 益す る 所がなかった、 彼 は 多くの 低き 智慧 を學ん だ、 

多くの 世才 俗智 に： 長け た、 然れ ども 神に 就き 義に 就き 永生に 就き 何の 學ぶ 所がなかった、 彼 は 又 多く 

國家 のために 盡す 事が 出来なかった、 彼 は 官吏と して は餘 りに 正直であった、 彼の 良心 は餘 りに 鋭く 

あった、 彼 は 希伯來 人と しての 自己 を 殺さん と 欲して 殺し 得なかった、 故に 憐む べし 彼の 官吏 生活 も 

亦 失肷に 終った、 彼は自 から 辭表を 提出せ しゃ、 叉 は 諭示 免官と なりし や 知らす と雖 も、 彼が 終に 官 

吏た るを錢 めて 素の 希伯來 人と 成り しこと は 明かで ある、 彼 は 官吏 生活 の 決して 榮 光の 生涯に あ らざ 

る を 際った、 彼 は 之に 多くの 堪え難き 苦痛、 多くの 忍び 難き 屈辱の 伴 ふ を 了った、 彼 は 又 官吏と たり 

か. U き  OOOO00O00O000O0000O000O0 

て國と 民と のために 盡す ことの 困難 を 知った、 人生の 至上 善 を 官吏 生活に 求めし は 彼の 犬なる 誤謬で 

0  0  0 

あった。 

コ ー へ レス は 宫を辭 して 再び 素の 平民と なった、 然し 彼 は 失意 失望の 人と はならなかった、 幸に し 

て 彼に はモ I セと 預言者 等との 敎訓 があった、 彼 は 意義 ある 生涯 を 他に 求む るの 道 を 知った、 H ホバ 

を識 るの 絶大の 利益 は兹に 在る、 イスラ H ルを 守護る H ホバ を識 りて 人 は 失望 を 知らなくなる ので あ 


る、 宇宙 何物 も H ホバの 僕の 希望 を壓 服す る こと は出來 ない ので ある、 之に 反して 此 知識に 缺 けて、 

卽ち H ホバを 知らざる が 故に、 多くの 有爲 多能の 人物が 君主に 逐 はれ 世に 捨てられ たれば とて 失意 失 

&ゃ： の 人と 成 了り し 例 は 決して 斟 くないの である、 有名た る 方丈 記の 著者 鴨 長 明の 如き は 其 一 例で ある" 

い づ くより 人 は 人り けむ 眞葛原 

秋風 ふきし 道より ぞ來 し。 

沈みに き 八 r さら 和歌の 浦浪に 

寄せば やよ らん 蟹の 捨舟。  ： 

實に 憐れなる 狀態 である、 仕官 を斷 念し たれば とて 外 山に 草庵 を營 みて 其屮に 匿る \ に 至りし と 云 ふ 

其 心理 狀 態の 底に 何物 か大 に缺乏 する 所がなくて はならない、 而 して 义 支那 文 擧を讀 む 者 は 何人で も 

其. 5： に 失意 落膽 の氣の 充溢す るを認 むる ので ある、 實に 支那 文學 より 仕官の 志 を 得すして 發 りし 厭世 

思想 を 除き 去りて 何物 も殘ら ない と 云 ふ 事が 出来る、 白 樂天は 官吏の 身 を 婦人の それに 比べて 言 ふた- 

人生 作る 莫れ 婦人の 身、 

百年の 苦樂 他人に 由る、 

と 、 陶淵明 は 少 しく 樂天 的で あって 官を罷 めら れ 故山に 歸 るゃ羈 鳥の I 龍 を 離れ し感ぁ り て 其 自由 を 歌 

ふて 實 ふた、 

少 より 俗 韻に 適する 無く 性 本 丘 山 を 愛す、 

誤て 塵 網の 中に 落ちて 一 去 三十 年、 

輯鳥舊 林を戀 ひ、 池 魚 故 淵 を 思 ふ、 

官吏 生 « を 試みし コ I へ レス  二 九 七 


««、«s 之 書 w 究  二 九 八 

ク、 く樊籠 の 裏に 在て 復た 自然に 返る を 得たり 

と、 然れ ども 彼と 云 ひ 此と云 ひ 「志す 所 は 功名に 在り」 であって、 彼等に 取りて は 廟堂 樞 要の 地位に 

登りて 1^ 恩 を 承く るに 優 さるの 榮譽 はなかった ので ある。 

然れ ども J^;^ 來 人た るコ へ レ ス には此 悔恨 は 無かった、 彼 は 官を籠 めら れても 厭 ^隠遁の 人と は 

ならなかった、 彼に は官海 以外 別に 大 なる 世界が あった、 彼に は 君 王 以上 训に 火なる 君 王が あった、 

彼 は！^ 階 W 外に 人の 眞價を 認めた、 故に 彼 は 官職 を 去りて 後に 怨恨 不平の 人と ならなかった、 彼 は 彼 

を 去りし 政府 を惡 まなかった、 彼の 慣値を 認め ざり し 君主 を怨 まなかった、 彼 は 叉 世 を も 厭 はす 人 を. 

も 嫌はなかった、 彼 は 今 は 「人」 となった、 善 はすべ ての 場合に 之 を 爲し人 は 何人に 拘 はらす 之 を 愛 

すと 云 ふ 神の 心 を 以て 已が 心と 爲す 人と なった、 官吏た る を 魔め て 彼は單 一なる 人と なった、 彼は个 

ほか  、k* しめ 

神を畏 る. 1 外人 を懼れ なくなった、 彼の 生涯 は單 純に なった、 神 を 畏れて 其 誡命を 守る 事、 是 より 外 

に 苦慮す る 事 は 無くなった" 而 して 其 立場より 國を 愛せし が 故に 彼の 愛國は 偽善 を 混へ ざる 單純無 

の愛阔 となった、 其 立場より 君主 を 思 ひしが 故に 彼の 忠君 は 至誠 純潔の 忠君と なった、 彼 は 八？' は 己が 

身の 安 入.^ を 計り 人の 面 を 恐れて 强 ひて 沈 默を 守る の 必要が なくなった、 事に 當 りて 獅子の 如くに. Sn" ま 

しくな つた、 是は是 なりと 言 ひ 非 は 非と 一 百 ひて 憚ら なくなった、 彼 は 神の 子の 自由に 入った、 人と し 

て 生れ 来りし 甲斐 ある を覺 つた。 

實 にんた るの は 取 大名 譽は高 高官に 坐 して 民の 敬 崇を惹 く ことで はない、 功績 を 追 はす 報 貧 を 求め 

すして 自由にん を 愛し 得る ことで ある、 「汝の パン を 水の 上に 投げよ」 と 一 H ひて 時 を 選ます 人 を 揮 ま 

す 樂んで 善 を爲し 得る ことで ある、 此心 にして 我に 賜 はらん 乎、 位階 動 章. 我に 於て 何 か あらんで ある. 


然り人たる：8^-でぁる、 眞の 人た る 事で ある、 天の 神より 生命の 恩賜に 與 かる 事で ある、 斯く して^き 

時に 造 主 を 記憶 ゑて 死に 臨んで 恐れざる ことで ある (第 十二 章)、 河の 彼方に 永久 朽ちざる 冠の 我が 

ために 備えら る、 を 認めて 此方に 朽 つる 此 世の 冠 を 求めざる 事で ある、 コ ー ヘレ スは 種々 の 事業 を 試 

み、 一 時 は 官吏とまで 成りて、 終に 人生の 意義 を 悟って 言 ふたので ある、 

神 を 畏れて 其 誡命を 守るべし、 

れんた る 者の 全部な り、 

と (十一 一章 十三 節)、 愛すべき 惠 まれた るコ ー へ レスよ、 此世は 終に 汝を俘 慮と なすこと が E,z 來 なか 

つた、 汝は 幾！： か 昆に懸 りたり しも 其 中より 救出され た、 汝は 事業の 竊样 より 免 かれ、 官 海の 波浪の 

浚 ふ 所と ならす して 終に 神の 子の 自由に 人る を 得た、 榮光 限りなく 汝の救 主 H ホパ の 神に あれ かしで 

ある。 

は； t し 

近 ® 新聞紙 C  0 ふ る 所に. W れば板 垣 伯 は 或 人に 告げ て 曰 はれた とのこと である 「男子 志 を 廟堂 に 得 ざれば 言を危 

うして 野. 處す るに 如かず」 と. 事の 眞否は 知" ずと 雖も斯 かる 思想の 東洋の 志士と 稱 せらる、 人 等に 由て 懐かる 

るはs^れなき事赏でぁる• 然し 乍ら 睿は斯 かる 思想に 贊 成しな い ので ある， 傳道之 書の 敎 ふる 所 も 亦 之と は 全 

く異る の である。 


吏 牛 .活ケ 試みし コ I へ レス  二 九九 
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コ ー へ レスの 發見 

コ ー へ レス は 「人の子 は 其 短き 生涯の 間に 何を爲 さば 善 からん 乎」 との 問題 を 設け、 之に 對 して 種 

種の 解答 を 試みた、 知識 を 試みた、 逸樂を 試みた、 仕官 を 試みた、 蓄財 を 試みた、 然し 何 を 試みても 

すべて  こ LJ,.- て，. 

滿 足なる 解決に 達しなかった、 「凡 は 空に して 風 を 捕 ふる 事な りき」 と は 彼が 事毎に 發 する 歡聲 であ 

けもの  ことな  -ナ 二、 

つた、 人生 萬 事 悉く 不明で ある、 人 は獸と 何の 異る所 はない、 智愚 運命 を 一 にす、 犧 牲を獻 ぐる 者に 

も默 げざる 者に も その 臨む 所 は 同一な りと 言 ふた、 兹に 於て か 彼 は I 命 を 厭 ふた、 生れし 甲斐の ぎ 逢 

に 在る 乎 を， 5 るに 困んだ、 然し 彼 は ユダヤ人 である、 彼 は 祖先の 宗敎の 遺俾的 感化 を 受けて、. 肉 慾 主 

義叉は 脈 世 主義に 終る こと は 出来なかった、 彼 は何處 かに 遁道 を發 見せざる を 得なかった、 而 して 彼 

の 至上 善の 探求 は 無益でなかった。 

人生の 至上 善 は 智慧に 非す、 快樂に 非す、 功績に 非す、 惜 むこと なく 施す に 在りと 彼は覺 つた、 汝 

の バン を 水の 上に 投げよ と 彼 は 最後に 叫んだ、 世に 無益な る 事と て パン を 水の 上に 投げる が 如き は な 

しふ 二  ひに  り  ふづ そこ 

い、 水 は 直に パ ンに滲 込みて、 浸された るパ ンの塊 は 直に 水底へ と 沈む ので ある、 パ ンを 人に 與 ふる 

は 好し、 之 を 犬に 投げる も惡 しからす、 然れ ども 之 を 水の 上に 投げる に 至って は 無用の 頂上で ある、 

然るに コ ー へ レス は此 無益の 事を爲 せよ と 人に 吿げ 自己に 論した ので ある、 汝のパ ンを 水の 上に 投げ 


よ、 無效と 知りつ k 愛 を I 仃へ、 人に 善を爲 して 其 結果 を 望む 勿れ、 物 を 施して 感謝 を さへ 望む 勿れ、 

た^ 愛せよ、 たぐ 施せよ、 た、、、 善 たれ、 是れ 人生の 至上 善な り、 最大 幸福 は玆に 在りと コ ー へ レス は 

一ず ふたので ある。 

「汝の パン を 水の 上に 投げよ、 多くの R の 後に 汝 再び 之 を 得ん」、 惜 むこと なく 與 へよ、 報 賞 を 眼 

中に 措かす して 善を爲 すべし、 多年 を經て 後に、 或は 今 世 を 終りて 後に 汝或ひ は 再び 之 を 手に する を 

得ん、 望まざる に 其 結果 を 見る を 得ん、 パ ンは 悉く は 水に 浸されて 水中に 沈まざる べし、 其 或 者 は 人 

の 拾 ふ 所と なり、 感謝 を 以て 受けられ、 果を 結びて 或 ひ は 三十 倍、 或 ひ は 六十 倍、 或 ひ は 百倍す るに 

至らん と。 

「之 を 七 人に 領 てよ 又 八 人に 頒 てよ」、 成るべく 多くの 人 をして 汝の恩 惠に與 からしめ よ、 汝の愛 

え. ゥ  0  0  0  0  0  じゅれ-つ しゃ  わ 力 

を 施す に 人 を擇む 勿れ、 汝に來 るすべ ての 人 をして 汝の 恩愛の 受領者たら しめよ、 愛を頒 つに 上下の 

差別 あ る ベ からす、 貴賤 貧富 智愚 の 差^ ある ベ からす、 「すべて 汝の 手に 臨る 事 は 力 を竭し て 之を爲 

す ベ し」 (九 章 十 節〕。 爲し 得る 限りの 善 を 成 る ベく 丈け 多くの 人に 爲す ベ し 。 

善を爲 すに 又 待を擇 むべ からす、 時を擇 みて 善 を 行 ふの 機會を 失すべし、 「風 を 伺 ふ 者は播 くこと 

r  な  あめ 

を爲 す、 雲 を 望む 者 は 刈る こと を爲 す」、 晴る k も 善 を 行すべし、 雨 ふる も 善 を 行すべし、 吹く 風の 

方向に 循 ひて 汝の 善行に 變化 あるべ からす、 善 を 行 ふに 惡 しき 時と て は あらす、 すべ ての 時と すべ て 

の 機 會とは 善 を 行 ふに 適す、 順境に 在りて は 勿 41 善 を 行 ふべ し、 逆境に 處 しても 亦 之 を 怠る 勿れ、 到 

る處に 善行の 香 を 放つべし、 世は變 化する とも 汝の 世に 對 する 善意 に變化 ある ベ か らす。 

あし， U  ゆ ふべ  .0  6  ひる 

「然 れば汝 朝に 種を播 くべ し、 夕に 汝の手 を 緩む る 勿れ」、 朝播 くべ し、 晝播 くべ し、 夜播 くべ し、 

コ— へ レスの ea  1  一 10 一 
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善意 を蓄へ 善事 を爲さ f る 時と て は 寸時 も あるべ からす、 汝の首 葉 をして 愛の 首 葉たら しめよ、 汝 

の 眼光 をして 愛の 光たら しめよ、 た 單に 善を爲 さんと 欲して すべての 時と 機會と は汝の 用を爲 して 

過 ざるべし。 

断くな して こそ 始めて 眞の 幸； i は ある なれ、 「斯くて 光 は 汝に樂 しかるべし、 汝の目 は H を 見る こ 

とに 依りて 喜ぶ ベ し」、 智識 も 快樂も 富貴 も 成功 も 爲す能 はざる 事 を 愛 は 汝に爲 す を 得べ し、 愛は汝 

をして 日光 を樂 しみ 得る 者と なすべし、 日々 汝を 照らす の 日光、 汝は 今日まで 之を樂 しむ を 得 ざり き- 

汝は幸 幅 を 愛の 行爲 以外に 於て 求めて 人生 ti^ 大の 幸福た る 日光 を樂 しむ を 得 ざり き、 而 して 世に 樂し 

き 者と て 日々 すべての 人 を 照らす 太陽の 光線に 愈る 者 あらん や、 而 して 人 は 其 和 光の 屮に 浴し 乍ら 其 

樂し きを 知らざる なり、 善を爲 して 倦まざる の 報 《„^ は兹に 在り、 日光 を樂 しみ 得る にあり、 而 して 汝 

も 亦 H 々善行の パン を此 世の 水の 上に 投げて、 世 は汝に 報す と雖 も、 日光 を樂 しみ 得る 者と なりて， 裕 

かに 神に 報いら るべ し。 

實に 「人 もし 多くの 年生きながら へんか、 彼 は 幸福の 內に すべての 年 を 過すべき なり」、 百年の 長 

壽も樂 しま ざれば 生まれ ざるに 若 かす、 幸福 は 人生の 生命で ある、 然れ ども 如何にして 幸福なる を 得 

ん乎、 其 事が 問題で ある、 世の 所謂 幸福 は 幸 幅で はない、 コ ー ヘレ スは 智識 を增 して 幸福 を さすし 

-て其 反 對に憂 忠を增 した、 彼 は 多くの 妻妾 を樂 しみて ii 人の 死よりも 苦き を 知った、 其 他す ベて 斯の 

如しであった、 唯一 のみ 彼に 幸 幅 を 供した、 卽ち惜 みなく 施す 事であった、 結 をび ェ ますして 善を 

ほ す 事であった、 忘恩 的の 此 世に 無益と 知りつ V も 善行の。 ハン を 投げ 與 ふる 事であった、 此事 のみが 

彼に 露 正の 幸 幅 を 供した、 此 事に 身 を 託ね てより 彼 は 日光 を樂 しみ 得る に 至った、 斯くて こそ 百年の 


長 壽も幸 幅 の 速 綾たり 得 ベ しと 彼は覺 つた、 人生 は 幸福なら ざ る ベ か らす ， 而 して 愛の 生涯の み 幸 幅 

か 生涯な りい 彼 は 解した、 是れ 彼に 取り 大發 見であった、 彼 は玆に 人生の 至上 善 を發昆 した、 純愛 を 

コ 00000  OOOOOOOOGOOOOOOOOO  い-」 

以て 世に 對し、 我が 有つ もの を 之に 惜 みなく 與 ふること、 其 事が 至上 善、 最大 幸福で あると 彼 は曉っ 

た、 實に 彼の 探求 は 其 目的に 達した ので ある。 

折： ：擧者 力 ン トは苜 ふた、 全 宇宙 を 通う して 最善と 稱 すべき 者 は 善き 意志で あると、 善き 思想で はな 

い、 善き 事業で もない、 善き 意志で あると、 善 を 行す を 以て 最上の 歡喜 となす 其 ii 曰 r 是れ 神の 意で あ 

つて、 是れ. ^、上に 善き 者 は 宇宙 何處 にも 之 を 求む る 事 は 出来ない、 而 して r 汝の パン を 水の 上に 投げ 

に * き  あまね め ひ、 

よ」 と 言 ひて 俾道之 書の 著者 は此 至上 善 を 握った ので ある、 是れ 「善事 を 行 ひつ k 周く 遊り 給へ り」 

と ある ィ H スの 心で ある (行 傳十章 三十 八 節〕。 コ ー ヘレ スの發 a は 赏に大 なる 者であった。 

コ ー ヘレ スは 更に 尙ほ ； の發見 をな した、 それ は 神が 世 を 審判き 給 ふと 云 ふ 事であった、 彼 は 曰 ふ 

ャくて わ f  さ £4  う.； -ひ 

た 「知るべし その 諸の 作爲 のために 神 汝を鞫 き 給 ふ 事 を、 然れ ば汝の 心より 憂 を 去るべし- 汝の 身よ 

り悲を 除くべし」 と、 之 を 約め て 言へば 「祌汝 を 箱き 給 ふ、 故に 喜ぶべし」 との 事で ある、 霧^と い 

へば 常に 恐るべき 事と して 認めら る k に、 コ ー ヘレ スは兹 に 審判 を 喜ぶべき 事と して 俾へ て 居る の 

ある、 而 して 神の 審判の 何たる 乎 を 知て 其の 眞に 喜ぶべき 事で ある 事が 解る ので ある、 ， 審判 は 萬 事の 

判明で ある、 菲は 罪、 義は義 として 刺 明 せらる. -事 である、 「義人の 惡 人の 受 くべき 報を受 くる あり I 

叉惡 人の 義人の 受く ベ き， ぎ を受く る あり」 とは此 世の 事であって 神の 藩 判の 未だ 行 はれざる 時の 狀態 

である、 此狀態 を 見て 3： 人 も 「是も 亦 空な り」 と 歎ぜざる を 得ない ので ある 「八 章 十 S 節， )o 然し 乍ら 

J  &  S  むじゅん  }6  t 

神 の 審判 を 受け て 此 矛盾 は 全然 取 除か る k の で ある、 我 罪も顯 るれば 我 義も顯 は る 、 の で あ る、 斯く 
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て 善 を爲す 事の 無益なら ざる 事が 明白に 示さる k ので ある、 ^に 喜ぶべき 事と て 之に 愈る 者 はない の 

である、 殊に 神が 精き 給 ふので ある、 公平無私 にして 愛と 義の 基なる 神が 箱き 給 ふので ある、 諸の 善 

き 事 は此薪 判より 來る の で あ る 、 名 判官 の て 公義 を國に 行 ふ に 至 て眞 の 幅 祉は國 民に 臨む ので ある- 

すべて わざ  さい は ひ 

其 如く 祌が 人類の 諸の 作 爲を賴 き 給 ふに 至て 眞の 福祉 は 萬 民に 臨む ので ある、 基督 者の 日々 の 祈 禱 た 

る 「主ィ H スょ來 り 給へ」 との 祈 求 も 亦 之に 外なら ない ので ある、 神の 赛 判に 唯 恐怖 をのみ 昆るは 其 

何たる 乎 を 知らざる より 出る ので ある、 祌を慕 ふ 者に 取りて は 神の. 器 判に 愈る の歡喜 はない ので あ 

祌 の 翁 判 の 喜ぶ ベ き 事 は 聖書 全體 の 認 むる 所で ある、 詩篇 第 九十 六 篇に； II く 

二ろ-一  よろこ 

天は歡 ベよ 地 も 亦 喜べよ、 

海と 其 中に S る 者 は錄を 放ちて 歡べ よ、 

田畑と 其 中の 凡の 者 は 躍り 喜べよ、 

林の 諸の 樹も亦 H ホバ の 前に 歡び 歌へ よ、 

H ホバ來 り 給 ふ 地を聰 かんとて 来り 給 ふ、 

眞實を 以て 諸 民を鞫 かんとて 來り給 ふ 

しる  さま  5  ft  ぺん； ii- やく やく 

と、 义 同じ 事が 同 第 九 ト八篇 に 記されて ある、 M ホバが 世 を鞫き ni^ を 審判き 給 ふ 事 は It 舞 雀躍して 迎 

ふべき 事で あるとの 事で ある、 而 して 此事を 心に 曉 得りて コ ー へ レ スの 憂患 は 絶えた ので ある、 此事 

を識り て 彼 は 人生 を樂み 得る に 至った ので ある、 彼 は 今や 再び 素の 青年時代に 立歸り て 己を勵 ま— て 

曾 ひ 得た ので ある 「青年よ 汝の 若き 時に 樂め、 汝の 若き 時に 汝の 心を悅 ばし めよ」 と、 祌萬事 を脊は 

L 萬 事 を 鞫き給 ふと 曉 りて 不平 は 其根抵 より 絕 たれ、 悲哀 は 消えて 跡な きに 至った ので ある、 彼の 疑 


は 悉く 霽れた ので ある、 彼 は 今や 「愚者 高き 位に 上げられ、 賢者. 卑き處 に 坐る」 を 見る も 放て 心 を 

傷まし めなかった ので ある、 不安 を 以て 始まりし 彼の 探求 は 平安 を 以て 終った ので ある、 コー へ レス 

は 神の 選 ni! の 一人と して 厥 世 的に 人生 を 解釋し 了らなかった、 彼 は 言 者の 精神 を 受けて 歡喜 的に 人 

生を觀 た、 r 然れ ば汝の 心より 憂 を 去るべし、 汝の 身より 悲を 除くべし」 と は 彼の 最後の 首 葉で あつ 

た 0 

人生の 至上 善 は 何で ある 乎との 問題に 對 して コ ー ヘレ スは 長き 探求の 結果と して 明確に 答へ て 曰 ふ 

た、 (一) 愛の 生涯に あり、 (二) 歡喜の 生 泥に ありと、 而 して 彼 は 更らに 其 源 を 究めて 最後の 斷 

しめ  k 

案をド して 曰 ふた 神 を 畏れ 其 誡命を 守る にあ ゆと、 是れで 萬 事は盡 きて 居る ので ある、 故に 彼 は 曰 ふ 

た是れ 人の 全都な りと、 人生の M: 的 は玆に 在る ので ある、 生酒の 意味 は玆に 在る ので ある、 「神 を畏 

れ」、 「恐れ」 ではない、 敬畏 し、 愛從 して、 心より して 其 誡命を 守る こと、 卽ち 神の 聖， 意 を 以て 我が 

. 意 となし、 衷に聖 めら れて 外に 聖く行 ふ 事、 其 事が 人の 全部で ある、 是れ がた めの 人生で ある、 是れ 

■ にめ の 知曰識 である、 是れ がた めの 快樂 である、 是れ がた めの 事業で ある、 神 を 畏れ 其 誡命を 守る 事、 

に 之 以外に 人生と いふ 眞の 人生 は 無い ので ある、 コ ー へ レスの 發見 は實 に大發 見であった、 近 # 哲 

寧の 始組 たる 哲擧者 カントの 所謂 思想界に 於け る 革命的 發見 も是れ 以上の 者ではなかった と 思 ふ。 
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傳道之 書の 研究 

時 を 知る の 必要 

傳迸 の 書 第三 章 

大が 下の 萬 事に 時期が ある、 時期に 外れて 萬 事 は 失敗で ある、 

生まる、 に 時 あり、 死ぬ るに 時 あり、 

lii! うるに 時 あり、 拔 くに 時 あり、 

殺す に 時 あり、 誓す に 時 あり、 

毀つ に 時 あり、 建る に 時 あり、 

f れ くに 時 あり、 笑 ふに 時 あり、 

悲 むに 時 あり、 躍る に 時 あり、 

石 を 撒ら すに 時 あり、 石を斂 るに 時 あり、 

； g くに 時 あり、 抱く こと を愼 むに 時 あり、 

得る に 時 あり、 失 ふに 時 あり、 

. 保つ に 時 あり、 焚る に 時 あり、 
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裂く に 時 あり、 縫 ふに 時 あり、 

默 すに 時 あり、 語る に 時 あり、 

愛する に 時 あり、 惡 むに 時 あり、 

戰ふ 14 時 あり、 和す るに 時 あり、 

實に此 通りで ある、 生まる \ に 時 を 得た 者 は 幸福で ある、 死ぬべき 時に 死なざる 者 は 不幸で ある、 

生まるべき 時に 生れ、 死ぬべき 時に 死んで 完全き 生涯が あるので ある。 又 泣くべき 時が ある、 笑 ふべ 

き 時が ある、 泣くべき 時に 笑 ひ、 笑 ふべき 時に 泣いて、 同情 は 却て 人 を 辱 かしめ、 同慶 は 却て 憤怒 を 

招く ので ある。 殊に 叉默 すべき 時が あり、 語るべき 時が あるので ある、 言語 もし 銀なら ば 沈默は 金な 

りと 云 ふ、 語る こと 必 しも 善き 事で はない、 傳道、 傳 道と 稱 して、 絕 えす 說敎し 絶えす 演說 する も 道 

V り  かな  こと は  は^ り i  G 

は 傅 はらたい、 多くの場合に 於て 沈默は 最も 良き 說敎 である、 唯 「時機に 適 ひて 語る 一一-一 II は 銀の 彫刻物 

に 金の 林檎 を 嵌めた るが 如し」 である (箴言 サ五章 十 一節)。 時に 適 はざる の 言語 はすべ て 鳴る 銅 や 響く 

M の 如き 者で ある。  , 

其 他す ベて 如斯 しで ある、 而 して 「神の 爲し給 ふ 所 は 皆 其 時に 適 ひて 美 はしかり き」 である (第 十 

一節 ソ。 神 は 其 時に 適 ひて 其 子 を 世に 遣り 給 ふた、 ィ H スキ リストの 降^ は 能く 時 を 得て、 遲 くもな 

かった 亦 早く もなかった、 「キリスト 定まりた る 日 (時) に 及びて 罪人の ために 死た まへ り」 と あり 

こ 1!  おく 

て 彼 は 死ぬべき 時に 死た ま ふた r 羅馬書 五 章 六 節 )o 神 はまた 其 時 に 適 ひて 多くの 偉人 を 世に 遣り 給 ふた、 

ル ー テ ル の 世に出し も、 ク 。ムゥ H ルの 世に 生れし も 能く 時に 適 ふて 居た、 「偉人 他な し、 時に 適 ふ 

たる 人な り」 と 言 ふこと が 出来る、 實に祌 の 爲し耠 ふ 所 は 悉く 其 時に 適 ひて 美 はしく ある。 
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其 事は爾 うで ある、 然し ャら 我等 無知 S の 人 は 如 ii: にして 時 を 知る ことが 出来る 乎、 其 事が 大 問題 

である、 「空の 鶴 は 其 期 を 知り、 班膽と 燕と 雁と は 其 來る時 を 守る」 と 云 ふが (耶利 米亞記 八 章 七 節： r 

んは 如何にして 其 期 を 知り、 其 行すべき 時 を 守る ことが 出来る 乎、 是れ實 際 上の 大 問題で ある、 期 を 

知り、 時 を 守る は 理想で ある、 然れ ども 其實 行の 途 如何？ 而し此 問に 對 して 傳道之 書の 著者 は 答 ふ 

る 所がない ので ある、 彼 は 唯 理想 を 述べし に 止て 實 行の 途を敎 へなかった、 而 して 自身 其途を 知ら ざ 

りしが 故に、 失望の 餘り彼 は 言 ふたので あると 思 ふ、 

我れ 知る 人の 世の中に は その 世に 在る 問、 快 樂を爲 し、 善 を 行 ふより 他に 善き 寧 は 非す 

と (笫 十二 節 )o 單に時 を 知る の 一 事に 於て すら 智者 コ ー へ レ スと雖 も 自分の 無智に 失び H せざる を 得な 

かった ので ある。 

然し 乍ら、 我等 は 實際時 を 知る 能 はざる 乎、 然り、 自分で 知る こと は 出来ない、 人世 は餘 りに 複雜 

である、 其 に處 して、 智者と 雖も萬 事 を 其 時に 適 ひて 行 ふこと は 出來な い、 兹に 於て か 又 信仰の 必 

要が 起る ので ある、 自分で 自分 の 身 を處す る を廢め て 、 之 を 全然 入+: 知^ に委 ぬるの 必要が 起る ので あ 

る、 祌の爲 し 給 ふ 所 は 皆な 其 時に 適 ひて 美 はしく あれば、 我 は 我 全部 を 彼に 委ね まつりて、 彼 をして 

我に 代り、 我に 在りて、 萬 事 を 其 時に 適 ひて 行 はしむべき である、 信仰の 道 は 神の 道で ある、 人 は 信 

仰に 由て 人生の 細事に 至る まで 神の 指導と 援助と を 仰ぐ ことが 出來 るので ある。 

イエス は 其 弟子 等に 告げて 曰 ひ 給 ふた r 汝等我 を 離れて M 事 を も 爲す能 はす」 と (約 翰傳 十五の 五〕。 

之と 相對 して バウ "は 首 ふた 「我 は 我に カを與 ふる キリストに 由り て 萬 事 を爲し 得る 也」 と C 腓立 比喾 

m の十コ 一； JO 「何事 を も 爲す能 はす」 と 云 ひ 「萬 事 を爲し 得る 也」 と 云 ふ、 時 を さへ 知る 能 はす、 ^時 


植ゑ 何時 拔き、 何時 毀ち 何時 建て、 何時 泣き 何時 笑 ひ、 何時 保ち 何時 棄て、 何時 裂き 何時 縫 ひ、 何時 

默 しゅ 時 語るべき 乎 さへ を 知る 能 はす、 實に 無智 無能なる は 神 を 離れた る 人で ある、 而 して 之に 反し 

て 我に カを予 ふる 彼に 由り て 我 はすべ て この 事 を爲し 得る ので ある、 期 を 知り 時 を 守る ことが 出来る 

ので ある、 ^時 訪問すべき 乎、 時 手紙 を認 むべき 乎、 ：！： 時 慰むべき 乎、 何時 施すべき 乎、 是 等の 些 

紘の 事に 於て まで 我 は 我に カを予 ふる キリストの 援助 を 要する ので ある、 殊に： E 時 死ぬ ベ き 乎の 人生 

の大 問題 を 決する に 方て 我 は 特に 彼の 指示と 援助と を 要する ので ある。 

時 を 撰ばざる 事業 

傳道之 書 第 十 一 章 

よろ づ のこ i  ひ と つ  ii- ん  .， 

天が下の 萬 事に 時が ある、 然し 只 一個の 時の 無い 事が ある、 其れ は 善 を爲す 事で ある、 善の みは 何 

つよ  あ ** つ め 一、 

時爲 しても 可い ので ある， 善を爲 すべから すと 云 ふべき 時 は 無い ので ある、 主ィ H スは 「周く 遊り て 

善事 を 行 ひ 給へ り」 と 云 ふ (行 傳十章 骨 八 節 )o 善事 は 「時 を 得る も 時 を 得ざる も勵 みて 之を務 む」 べき 

え * ゥ  ぞんじ じ 、フぎ ゃラ 

である r 提摩太 後書 g: の 二， )o 傳道之 書の 著者 は 時を擇 ぶの 必要 を說 くと 同時に 善事 常 行の 必要 を唱 ふる 

こと を 怠らな か つた。 

汝の糧 貪 を 水の 上に 投げよ、 多くの 日の 後に 汝 再び 之 を 得ん と 云 ふ 「一節)。 「糧食」 とは此 場合に 於 

てはパ ンの 意で ある、 或 ひ は パン を 作る 麥 である、 麥の種 を 水の 上に バ ラ 撒きに せよ と 言 ふので ある、 

h, シプト  むか し  .1! ね i き も C さま ，？ でら  こ ゝ ろ COOOOOOO 

埃 及 か パピ 口 ン邊に 昔時 行 はれし 播種の 狀 態に 準へ て 言 ふたので あらう、 謂 ふ 意 は 善を爲 すに 時と 所 
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と を 採ぶ 勿れとの ことで ある、 時 を 選ばす 場所 を擇 ばす 〈$ 事 を 行へ とのこと である、 然 らば 「多くの 

日の 後に 汝 W び 之 を 得ん」 と 云 ふ、 其 報？ 1 必す汝 に 到るべし とのこと である、 バウ B の 所謂 「汝等 

に勵 みて 主の 業 を 務めよ、 そ は汝等 主に 在りて その 行す 所の 勞 働の 徒然ざる を 知れば 也」 と 云 ふと 同 

じで ある C 哥林多 前書 十五 の 五八)。 恆に廣 く播ぃ て 多く 收穫れ との 意で ある。 

, 、ひらの  な  〈しぎ i  しち ふん  はち ぶん 

糧食 (。ハ ン) を 投げよ、 麥を播 けよ、 一 俩のパ ンを七 分せ よ 叉 八 分せ よ、 而 して 成るべく 多くの 人 

に 施せよ、 「其 は汝 如何なる 災害の 地に 在らん か を 知ら ざれば 也」 と (二 節：〕。 其 善き 註解 は 路加 傳卜 

六 章に 於け る 不義の 操會者 6 譬 話で ある、 ィ H スは其 弟子に 敎 へて 曰 ひ 給 ふた 「我れ 汝 等に 吿 げん、 

不義の 財 (不義の ために 使用 せらる i 此 世の 財) を 以て 己が 友 を 得よ、 是れ 乏し からん 時に 彼等 汝等 

ャ *4 ひ  は ゥし  .C ざ は ひ 

を 永遠の 居 宅に 迎 へんが 爲 なり」 と、 慈善 は 最善の 放资 である、 災害の 地に 在らん 時の、 其の 時の た 

めの 最も 確實 なる 準備で ある、 永遠の 國に 到らん 時に 獨り 淋しく 之に 入る に 非す して、 多くの 友に 迎 

へられん が爲 である。  - 

善を爲 すに 時と 場所と を 揮ぶ ベから す、 叉； 大 を 選ぶ ベ からす。 

雲 もし 雨の 充る あれば 人を俟 たす して 地に 注ぐな り、 樹 もし 南 か 北に ^る i あれば 人の 便宜 如何 

を 省す して 其樹は 倒れた る處に 在るな り、 斯くて 雨 は 人を俟 たす して 降り、 風 は 人の 意嚮 を 伺 は 

すして 己が 欲する 住に 吹けば、 風 を 伺 ふ 者 は種播 くこと を 得す、 雲 を む 者 は 刈る こと を 得す、 

汝は 風の 道の 如何 を 知らす、 又 婦人の 胎內に 胎兒の 骨の 如何にして 生長つ か を 知らす、 斯 くの 如 

くにして 汝は萬 事 を 爲し給 ふ 神の 作爲を 知らす、 宇宙に 不可 i の 事 多し、 萬 物 は 我意の 任に 動か 

す、 然 らば 雨の 霽る、 を俟 つべ からす、 風の 變る をび マーむ ベから す、 晴雨の 如何 を 論ぜす、 風位の 


如何 を 問 はす、 時 を 得る も 時 を 得ざる も 善事 は 之を爲 すべきな り、 汝 朝に 種を播 くべ し、 夕に 乎 

を 休む 勿れ、 そ は 汝の播 く 種の 勃れ が實 り、 孰れが 實ら ざる 乎、 汝、 之 を 知ら ざれば なり (三 I 

六 節〕。 

休止な き 善事の 遂行 を勸 むる 一一 一一 n 辭 にして 之よりも 雄 辯なる 者 を 余輩 は 知らないの である。 

コ ー へ レス の此 一一 一. 一口 は 善事 全體に 適用すべき 者で ある、 然し 殊に 善事 中の 善事なる キリス トの 福音 宣 

傅に 適用すべき 者で ある、 肉 體のパ ンを 供へ て 害の 無い 場合 は 無いで はない、 然し 乍ら 靈 魂の。 ハ ンを 

給へ て 害の ある 場合 を 余輩 は考 ふること 能 はすで ある。 

のべった  は ゆ  ir 一  t, ヽ にん i! い をし へ 

汝道 (福 昔) を宣傳 ふべ し、 時 を 得る も 時 を 得ざる も勵 みて 此事 を務 むべ し、 樣々 の 忍耐と 敎誨 

を 以て 人を督 し、 戒め、 勤むべし 

との ^書の 言 は 之 を 文字通りに 服 膽 す ベ き で あ る (： 提摩太 後書 四の 二  ，)0 殊 に 輻昔を 宣傳 ふるに 方て 人擇 

ら びを爲 して はならない、 「そ は 汝の播 く 種の 孰れが 實り 孰れが 實ら ざる 乎、 汝之を 知ら ざれば 也」 

との コ ー へ レスの 一一 一一 〔は 殊に 福音の 種 を播く 時に 方て 最も 適切で ある、 何人が 救 はる、 乎、 何人が 救 は 

れ ざる 乎、 其 事 は 人に は 利 明らない ので ある、 r 此人 は」 と 思 ふ 人 は 却て 救 はれないで 「什麼 な 人が」 

t こ i  そと か. use 

と 思 ふ 人が 却て 救 はる、 ので ある、 實に 「人 は 外の 貌を 見、 H ホバは 心 を 見るな り」 である (撒 母 耳 前 

書 十六の 七)。 故に 人と 云 ふ 人 はすべ て 救 はるべき 者と 見て 幅 音の 道 を宣傳 ふべき である、 斯く 言 ひ て 

勿論 遭 ふ 人 毎に キリスト を 語れ、 小冊子 を 配れと 言 ふので はない、 手段と 方法と を 選ぶ に 時が ある、 

卽ち默 すべ き 時が ある、 語るべき 時が ある、 然し 乍ら 幅 昔を傳 へんと 欲する 切なる 願に 時が あって は 

ならない、 我等 はすべ ての 機 會を伺 ひ、 すべての 人に 生命の パン を 供給すべき である、 而 して 其 報 賞. 
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淡葛、！3道之書&究  一一 ニー： 

たる や 物質の 慈善に 比ぶべく もない、 生命の パ ンを 供給 せられて、 人 は 其 全 靈全體 に 於て 復活す るの 

である、 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 は 其 心に 臨む ので ある、 彼 は 人生の 至上 善 を 握る に 至る ので 

ある、 人に キリストの 福 昔を與 へて 我等 は 彼 を 永遠の 友と たす ので ある、 「乏し からん 時に 彼等 汝を 

永遠の 居 宅に 迎 へん」 とィ H スの言 ひ 給 ひし 其 友 は 殊に 此 種の 友人 を 指して 言 ひ 給 ふたので ある" 

£ さ 

而し て 效果の 多き こ と 福音 の 播種に 優る 者 は 無 いので ある、 召さる k 者 は 多く して 救 はる.、 者 は 1^ 

しと あるが、 然し 救 はる k 者 は 比較的に 多くして、 受けし 福音の 效果を 感ぜざる 者と て は 皆無と 餘ひ 

ても稱 いので ある、 「我 口より ar つる 言 は 空しく は 我に 歸ら す、 我が 喜ぶ 所 を 成し、 我が 命じ 遣りし 

事 を 果たすべし」 と ある 如しで ある (a 赛亞書 五十 五の 十一)。 效驗 の確實 なる 者に して 實は キリストの 

福音の 如き はない ので ある。 

然 らば 播 かんかな 道の 種 を、 時 を 得る も 時 を 得ざる も、 世に 迎 へらる k も、 斥けら る k も、 貴族に 

も 平民に も、 富者に も 貧者に も、 すべての 機會を 利用し、 時期 を 選ばす して、 永遠に 到る 生命の 種 を 

擂 かんかな。 

はるの あさけ  なつの まひる 

あきの ゆうべ  ふゆの よも 

いそしみ まく  みちの たねの 

たりほと なる  ときいた らん 


神に 事 ふるの 時期 

傳 道 之 書 第 十二 章 

汝 のがき 日に 汝 のせ i 王 を 記え よと、 「小 ハき 日」 と は 少年 時代 をのみ いふので はない、 幼年 時 を も 

壯年 時代 を もい ふので ある、 血 氣の旺 なる 時代 を總稱 してい ふので ある、 「記え よ」 と は 軍に 記憶せ 

^とい ふ 事で はない、 記憶す る は 勿論、 探求せ よ、 發 見せよ、 而 して 仕事せ よと いふ 事で ある、 汝の 

5- 涯の 最も 善き 部分 を汝の 神に 獻げ よと 云 ひて 此半 節の 意 を盡す こと が 出來 る と 思 ふ 。 

謂 ふ 意は此 世の 敎 へる 所と 正反對 である、 此 世は敎 へて 一 百 ふので ある、 汝の壯 時 は 之 を 自己の ため 

に 過ごせよ、 樂を 極めよ、 名譽に 誇れよ、 野心の 遂行、 何の か 之れ あらん、 宗 敎は壯 者に 相應か 

らす、 年老いて 此 世に 何の 爲す 所な きに 至て 之 を 求む る も 敢て遲 しとな さす、 後生の 追求 は 之 を 老爺 

Sii に 譲れよ、 而 して 汝は來 て 長く 人生 を樂 めよ、 霸氣に 乏しき 靑 年の 如き は 共に 人生 を 語る に 足ら 

ざるな りと 0  , 

此 世の 此敎 訓に對 して 傳道之 書の 作者 は 雷 ふので ある、 非す、 汝の壯 き 時に 汝の遣 主 を 記え よと、 

實に 信仰 は 老年 時代の 事で はない ので ある、 祌は戀 人の 如き 者で ある、 「我れ M ホバ汝 の 祌は嫉 む 神 

なれば 云々」 と ある、 又 「エホバ の 熱心 (熟 情) 此事を 成すべし」 と ある、 神は壯 である、 老爺で 

はたい、 熱情 を 以て 溢る k ものである、 故に 壯者 のみ 能く 彼の 心 を 解す る ことが 33 來る、 信仰 は戀愛 

の 一種で ある、 故に 少き 心に 旺ん にして、 老いた る 心に 乏しく ある、 世に 戀愛を 老人に 勸 むる 者 はな 
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a  一 iint 道 之 害 w 究  三  一 S 

Jvf けん 

い、 然るに 信仰 は是れ 老人 特有の 者な りと S 心 ふので ある、 ！！：^仰の^？^-に關する^の謬見も亦^しからす 

や 0 

r 汝の少 き 時に 汝の造 主 を 記え よ」 と、 「子 を その 道に 從 ひて 敎 へよ、 然 らば 老いた る 時 も 之 を 離 

れじ」 と (淡 言サ 二の 六 )o 「人少 き 時に (エホバの) 軛を食 ふ は 善し」 と (哀欲 三 e 廿 七〕。 神 は 之を少 

き 時に 求むべき である、 宗敎敎 育 は 成るべく 早く 始 むべき である、 神の 訓誡 (軛) は 之 を 幼年時代よ 

り 守る (負 ふ) べきで ある、 祌 はぎ 時で も 求め 得らるべき 者で はない、 神 を 求め、 彼 を 解す るに 一 定 

の 時期が ある、 恰も 男女に 一 定の 婚期の あるが 如くに、 神と 結び 附 くに 一 おの 信仰 期が あるので ある、 

其 時期 は少き 時で ある、 心の 未だ 闽 まらざる 時で ある、 印象 を 受け 易き 時で ある、 所謂 舂氣發 動 期で 

ある、 此時、 又は 其 前後に 神 を 信じ 彼と 信仰的 (戀愛 的) 關 係に 入った 者が 終生 祝すべき 此關係 を 維 

持す る の である、 勿論 此 時期 を 過ぎ て 神 を 信す る 能 はすと 言 ふので はない、 稀に は 齢 遇み て 祌を發 見 

せし 人に して 熟 信 を 終生 持 緩した 者が 無いで はない、 然し 是れ 例外で ある、 深遠に して 不變の 信仰 は 

概して 幼年 又は 靑年 時代に 始 りし 者で ある、 世の 所謂 大宗 敎 家なる 者 は 大抵 は 「少き 時に 造 主 を 記え」 

た 者で ある、 ル ー テル は 幼年時代より 彼の 敬虔なる 父母に 敎 へられて 深く 祌を 畏れた、 ゥ H スレ —も 

亦 同じであった、 而 して 外 國に 於ての みならす、 我國に 於ても 其 通りで ある、 惠心僭 都 は 十四 歳に し 

て 其 1^ に あられて 叙 山に 登り、 源 空 (法 然) は 十二 歳に して 旣に淨 土 を 求む るの 志 を 起し、 親鸞 (時 

に範 宴と 稱す) の 剃髮は 彼の 九 歳の 時な りと 云 ふ。 

あす ありと 思 ふこ 、ろの あだ 楼 

夜 は あらしの 吹かぬ もの かや 


.辦\」 、いに 此美 はし き S 念を懊 きし 彼 れ親鷲 に 億兆^ 度の 資は 旣に備 はって ゐ たので ある。 

つか  つ,'、 り rl し お ぼ  あし  、  も はや 

汝の少 き 時に 汝の造 主 を 記え よ、 卽ち惡 き 日の 來り、 歳の 邁 みて 我れ 最早 何も 樂 しむ 所な しと 一 百. 

ふに 至らざる 先き に、 叉 視力 鈍りて 外界の 日 や 光 や 月 や 星の 暗くなら ざる 先き に、 又 雨の 後に： 大 

は 晴れす して 雲の 鎖す 所と ならざる 先き に、 卽ち靑 春は復 び歸ら すして、 永久の！： 落の 我 前途に 

% はらざる 先き に、 汝は汝 の 造 主 を 記へ て 彼に 事へ よ、 若し 人身 を 家屋に 譬 へて 言 はん 乎、 乎 は 

家 を 守る 番人で ある、 足 は 家人 を 運ぶ 檐夫 である、 齒は 食物 を 粉に する 磨 臼で ある、 眼 は 窓より 

うか V  ち. 1 こ！  0 ど  、-ノ  .U ひめ 

窺 ふ {豕 人で ある、 鼻と 耳と は衢に 開く 門で ある、 咽喉 は 美聲を 放つ 歌 女で ある、 故に 言 はんと 欲 

ふる  V  y/  ひ？ 二な す もの ャ， 、な 

す、 手は袞 へて 家 を 守る 者慄 ひ、 足 は 萎へ て 力 ある 擔夫は IS み、 簡は脫 して 磨 粹者は 寡き により 

て 息み、 眼は朦 して 窓より 窺 ふ 者は昏 み、 齒牙 寡き が 故に 磨 碎す聲 低く して、 嗅感、 聽感 共に 衰 

ち 44 た  ふ ざ  おき あ A  5 ち  や 

へて、 衢に 面する 門は閉 され、 老年 眠り 難く して 鳥の 聲に起 上り、 詩心 衷に絕 えて 歌 は 息んで 歌 

女 は 身を牟 くす、 斯る人 は 恐怖に 驅 られ、 高き を 恐れ、 小 丘 も 大山の 如くに 見え、 途上 到る 所に 

害 物 横た はりて 危害の 彼 を 待 つ あるが 如くに 感す、 冬 未だ 寒き に 巴旦杏の 花^く も 彼 は 其 香と 色" 

と を 歡ぶ能 はす、 小 蟲の蝗 すら 彼 は 其 重きに 耐 へざる に 至る、 斯くて 彼の 嗜欲は 絶えて 人生 何物 

も樂 しむ 所な きに 至る、 而 して 彼れ 終に 永遠の 家に 到らん とすれば 哭婦の 彼の 柩に先 だち て 衝に 

往き かふ を 見ん。 人生 は 叉 之を燈 火に 譬 ふる を 得べ し、 油 を 盛れる 金の 盞は 銀の 紐 (鏈) を 以て 

天井より 吊り下げら る、 盞は體 である * 紐 は 露命で ある、 紐 は 解け 盞は碎 くる 時に 生命 は 終る の 

である。 人生 は 叉 之 を 泉に 譬 ふる を 得べ し、 生命の 泉より 日に日に 轆轤に 由り 吊 瓶 を 以て 生命の 

つ る .-1  やぶ  rc, 、ろ  t<! ど かに はら 

水 を 汲取る によりて 此身 は^ 續す るので ある、 然るに 吊 瓶 は 泉の 側に 壞れ、 轆轤 は 井の 傍に 破れ 

..0. 道 之 書の W 究  三 一 五. 


袋 ®、as 道 之！ 《^究  ニー  六 

て、 此身は 破壞に 了る ので ある、 而 して 此 時に 方り て祌を 求めん とする も 旣に遲 し、 神 は 之 を 破 

壞 せる 殿堂に 招く ベから す、 叉 使用し 盡 したる 體艦を 以て 祭るべからざる なり ( 1 1 六 節し。 

人に 肉 體と靈 魂と が ある、 而 して 肉體は 塵より 出し 者であって、 時 到れば 本の 如くに 土に 還る 者で 

ある、 之に 反して 靈魂は 之を賦 けし 神に 還るべき 者で ある (七 節： )o 然し 乍ら 靈魂 は自 からにして 神に 

還る 者で はない、 神 を 求め、 彼と 親しみ、 彼と 結び、 連鑌 せる 生命の 供給 を 彼より 受けて、 終に 彼に 

似た る 者と なりて、 彼に 還る ことが 出來 るので ある、 人 は 生れながら にして 不滅で はない、 彼 は. 小滅 

たるべき 性 を 具へ て 居る、 然し 乍ら 不滅 は 彼の 贏ち 得べき 者で ある、 而 して 彼 は 不滅なる 神と 結附き 

て 不滅た る を 得る ので ある、 玆に 於て か 早く 祌を識 るの 必要が 起る ので ある、 人生 素是れ 不滅に 逢す 

る爲に 設けられ たる 機會 である、 故に 其 寸時 寸刻たり とも、 之を此 目的 以外の 事の ために 浪費して は 

ならない、 神に 還る の 仕度 は 生る k や 否や 直に 始 むべき である、 靈魂 の 完全な る 成熟 は 全 生润を 要す 

るので ある、 殊に 成長に 好く 適した る靑春 時期 を 要する ので ある、 靈魂は 年老いて 死に 近いて^ 遽に 

成熟せ しめんと する も 能 はすで ある、 壯時は 之 を肉體 のために 消費し、 老年 は 之を靈 魂の ために 過ご 

さんと する も、 事 旣に遲 しで ある、 灭 然の 法則 は斯 かる 事 を 許さない ので ある、 之 は テモテ の 如くに 

I 効少き 時より 聖書 を識り キリ ス トイ H スを 信す るに 因りて 救 を 得ん ための 智慧」 を蓄 ふべき である 

(提 1- 太 後書 三の 十五 )o 生涯の 長き 經驗に 由り て 深く 此事を 感ぜし が 故に 智者 コ 1 へ レ スは其 著書の 終 

りに 於て 言 ふたので ある、 

汝の少 き 日に 汝の造 主 を 記え よ、 と。 
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預 言 の 讀み方 


預 曾 は 神の 言 である、 神の 首 は必す 成る と 信す る は 間違で ない。 唯 然し 乍ら 神の 言 と雖も 必然的に 

成る 者と 條件 的に 成る 者との 厘 別 ある 事 を 忘れて はならない。 星 や 地球に 關 する 神の 言 は 文字通りに 

必然的に 成る であらう、 然しながら 國家 人類、 卽ち 人に 關 する 神の 言 は 條件附 であらねば ならぬ、 M 

故 なれば、 人 以外の 萬 物 は 凡て 無意 的なる に對 して 人の みは 有意的で あるから である。 神と 雖も 其聖 

意 を 人に 强 ふる 事 は 出来す、 叉 決して 强ひ給 はない。 祌 はんに 自由 を 與へ給 ひて 之 を 尊重し 給 ふ、 洽 

かも 明な る 父： &が其 子 の 自由 を 尊重す ると 同然で ある。 故に 神が 人に 就 て預 一一 一日し 給 ふ は 人の 運命 を 

定めて 後の 事で ない。 神 は 人 を 善に 定め 給 はす 叉惡 におめ 給 はない。 人に は 意志の 自由が あるから 祌 

. の聖 意を迎 へ て 善なる 事が 出來、 叉 之に 叛 きて 惡 なる 事が 出来る。 若し 神が 人 を善惡 孰れに か 定め 給 

ふなら ば、 善人 は 善人なら す惡 人は惡 人なら すで ある。 そはんの 自由意志 を 否定して 善 惡 の 差別 は 無 

いからで ある Q 

そし て i^: 書 は 明か に 此事を 示して 居る。 聖， 書 の 預言 を讀む に 方て 此事を 意に 留め ざれば 其 眞意を 逸 

ゥ 000000000000000000000  0  0000 

する の 虞が ある。 卽ち 人に 關 する 預言 は取戾 しのつ かぬ もので はたい との 事で ある。 人事 は 凡て 條件 

附 である。 

W  R の^み 方  1 一二 九 


預 s«w 究  一一 三 〇 

我れ H ホバ汝 の 神 は 我 を 悪む 者に は 父の を 子に 報いて 三 四 代に 及し、 我 を 愛し 我 誡命を 守る 者 

に は 恩惠を 施し て 千代に 至るな り 

と 云 ふが 神が 人 を 遇 し 給 ふ途で あ る (出 埃 及 記 二十 章 五， 六 節 )o 罰 も 恩 盧も人 の 神に 對す る 態度 に 應じ 

て 降る ので ある。 此事を 最も 明かに 敎 ふるものが 申命記 第卄八 章で ある、 モ ー セは玆 に イス ラ H ルの 

民に 敎へ て霄 うた。 

汝 もし 善く 汝の神 H ホバ の 一一 一一 E に 聽き從 ひ、 我が 今 ロ汝に 命す る 一 切の 誡命を 守り：；；： は i -、 この 諸 

の 祝； i 汝に 臨み 汝に 及ばん。 

汝は邑 にて 祝福 を 得、 田野に て 祝福 を 得ん、 

汝の胎 の產、 汝の 地の 產、 汝の 家畜の 產、 汝の 牛の 產、 汝の牟 の 産に 就 福 あらん。 

汝は 入る に 就 福 を 得、 るに 就 福 を 得ん。 

H ホバ 命じて 祝福 を汝の 倉庫に 降し、 义汝が 手に て爲す 所の 事に 降し、 汝の神 H ホバ の：^ に與 

ふる 地に 於て H ホバ 汝を 祝福し 給 ふべ し。 云々 

聽き從 は 祝， 幅 又 祝福 叉 祝福 を 降すべし と 云 ふ、 然れ ども t おし 聽き從 はすば 此の 諸の 呪 詛汝に 臨む ベ 

し 0 

汝は 邑の內 にて はれ、 田野に て 呪 はれん。 

汝の胎 の產、 地の 產、 牛の 產、 羊の 產は g はれん。 

汝は 人る に W はれ、 出る にも S れん。 

エホバ 汝 をして その 凡て 手 を もて 爲す 所に 於て 呪詛を 受けし め 給 はん。 云々 


聽き從 はすば 呪， 詛 叉呪詛 又呪詛 である。 玆に 祝福の 預 首に 加へ て 呪 組の 預言が ある、 一 一 者 孰れが 成る 

レ { に， 

乎 は 人の 祌に對 する 態度に 由て 定まる ので ある。 「汝は 地の 諸の 國 にて 虐 遇に あはん」 と あるが 广 

玄 節)、 それ は イスラ H ルに 定められ たる 運命でなかった。 彼等 は 之 を 避く る 事が 出来た。 バビ！ -ン 

の 捕囚 は イスラ H ルの 歷史に 無くて 濟んだ 事で ある。 縱令 凡ての 預言者が 此事を 預言した りと 雖も、 

イス ラエ ルは捕 はれて バ ビ 口 ン に往 きて 七十 年虐 遇ら る k の 必要 は 無った ので ある U 

11： じ 事が アツ シリャ 帝國を 代表す る 一一 ネベ の 市に 就て 1}  一  n はれて 居る。 多くの 預言者が 一一 ネベ の 覆滅 

に 就て 預言した。 預言者 ナホ ムの 如き は此 事が 彼の 預言の 唯一 の 題目であった。 然し 乍ら 一一 ネベと 雖 

も 其 覆滅 は 必然的で たくして 條件附 であった。 若し 悔 改めす ば诚 さるべし との 事であった。 神 は 一一 ネ 

ベと 雖も之 を 覆滅に 定め 給はなかった、 之に 覆滅 を 免 かる.^ の 機 會を與 へ 給うた、 そして 其 任に 當り 

し 者が 預言者 ョナ であった。 ョ ナが大 なる 市 一一 ネベ に往き 「四十 日 を經ば 一一 ネベ は 滅亡 さるべし」 と 

叫び 呼 はりければ *  -ー  ネベ 人 は 王より 畜に 至る まで 斷食を 行 ふて 悔改を 表 はした。 然れば 「神、 彼等 

の 爲す所 を 鑑み、 其の 惡 しき 途を 離る \ を 見 そな はし、 彼等に 爲 さんと 富 ひ 給 ひし 所の 災禍 を悔 ひて 

之 を 爲し給 は ざり き」 と ある (ョナ 書 第 四 章 を 見よ. }。 「：！^ が悔 ひたれば 神 も 亦悔ひ 給へ り」 と 云 ふ、 

實に 著る しき 言で ある、 然れ ども 眞理 である、 事實 である U 神に 悔改 なしと 我等 は斷ー 百す る 事 は 屮ぃ來 

ない、 神が 人の 罪 を 罰せん と 思 ひ 給 ひし 時に、 人が 己が 罪 を悔 ひれば、 神 も亦處 罰の 思念 を悔 ひて 之 

を 徹间し 給 ふと 云 ふ。 人の 偉大 性 は玆に 在る、 彼 は 心を變 へて 神の 御 心さへ も變 へる 事が 出來 るので 

ある。 預言者 ァ モ スは大 膽に此 事 を 述べ て 曰うた。 

H ホバ その 行へ る 事に つき 悔を爲 し、 我れ 之 を 行 はじと 主 H ホバ首 給 ふ (ァモ ス誊七 章 三 * 六 節) 

預言の 讀み方  一一 三 一 
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と。 冲の 預言 は絶對 的不變 的の もので ない、 條件附 の ものである。 人の 意志と 行爲 とを以 つて 之を變 

へる ことの 出来る ものである。 預言 は 約束 又は 贅吿 として 請むべき 者で ある、 不變的 告示と して 解す 

べき 者で ない。 (一九二 九 年 九月 十三 H 槁) 


預 言 研究の 必 要 

テサ n  - 一  ケ 後書 二 章 一 ー  一 二 節參考 

n 一 は- 2： であり 亦 外で ある。 眼に 見 ゆる 外なる 物の $; ほ 明に 併せて 眼に 見えざる^ なる 靈の 承認 あり 

て 確乎 動かざる 信仰が あるので ある。 信仰が. s: に 限られて 祌？ i 化し、 夢の 如き ものと 成りて 消え 易く 

ある。 叉 外 二 限られて 淺雜に 成り、 政： m 經 と 類 を 同う し、 此^の 勢力と 化する の 虞れ が ある。 信仰 

も 亦 健全なる 身體の 如くに 二 本の 足に 立たねば ならぬ。 外なる 歴史と 天然と、 內 なる 確信と 道義の 上 

に 立たねば ならぬ。 

然れ ども 事實 如何と 尋 ぬるに、 信仰と 云へば 內 なる ものと 考 へらる &が 普通で ある、 眼に 見 ゆる 物 

を さ "する の、 ふ 要な く、 見えざる もの を 信 すれば こそ 信仰と 唱 ふるので あると 云 ふ。 然れ ども 人が 人た 

る 以上 * 見す して 信仰 は 起らない ので ある。 若し 見す して；： ：5 仰が 起る ものなら ば キリスト は 肉 體を取 

りて 人の M に 現 はる. -の 必要はなかった。 神 はまた 萬 物 を 造らす して 道 に 靈魂を 救 ひ 給うた であらう- 


人 は 何 か 必要 ありて 肉 體を與 へられ、 神が 何 か 深き 理由 ありて 服に 見 ゆる 萬 物 を 造り 給うた に 相違な 

い。 神は靈 であり 人 も 亦 神に 似て 靈 であるが 故に、 二者の 間に 純然たる 靈的 交際の 行 はる k を 疑 はす 

と雖 も、 然れ ども 靈は相 一 と 交 はるに 事物に 依る。 人 は 天然 を 通う して 天然の 神に 接し、 攝现に 由り 

て 神の 恩 惠に與 る。 世に 純靈 的なる 者 はない。 靈は必 す 物を以 つて 現 はれ、 物の 內に靈 が 働く。 純 信 

仰と 稱 して、 宇宙人 生より 離れた る 信仰 は 在り 得べ からす、 若し 在る とすれば 雲 か 煙の 如く、 信賴す 

るに 足らざる 者で ある。 

如斯 くにして 他 全なる 信仰に 內 外の 兩 面が ある。 内に 信じ 叉 外 を 信す るので ある。 而 して 叉、 外に 

も亦兩 面が ある、 天然と 歷史 とで ある。 天然 は 神が 造り 給 ひし 萬 物の 總稱 である。 歷史は 神が 其 架-意 

みち？ ン  O00O0000000  ,  -  、■-:.,  メ 

を 行 ひ 給 ふ 道筋で ある。 天地 萬 物と 日々 の 出来事、 信仰 は 之に 關聯 する 者で あり 之 を：； て簽 はれ 

強められ、 導かる、 者で ある。 神 は 無智なる 牧師 傳道師 の 如くに、 唯 信ぜよ と 首 ひて、 信仰の みを以 

て 我等に 迫り 給 はない。 天 を 指し、 地 を 示して、 世界人 類の 成 行に 徴 して 我等に 信仰 を 勸め給 ふ。 ク 

リス チャン の 信仰 は 信仰の みの 信仰で ない、 大宇宙 大 世界 を 參考 として 立つ 信仰で ある。 

我等 は 今 天然に 就て 論じない、 歷史に 就て 語る。 歷史は 世界の 出来事で ある。 所謂 歷史は 過去の 出 

來事 である。 新聞 は 現在の 出来事で ある。 預言 は 未来の 出来事で ある。 そして 過去、 現在、 未来 を 通 

うして、 世界に 起り し、 叉 起り つ k ある、 そして 叉 起らん としつ k ある 凡ての 出来事 を 便利の 爲に總 

稱し て歷史 と 云 ふ。 そして 信仰の 立場より 見て 歷史は 凡て 祌の聖 意の 現 はれで ある。 そして 神 は 何事 

を爲 すに も、 先づ 預言者 を 以て 之 を豫め 吿げ給 ふとの 事で ある。 

夫れ 主 H ホバ は その 隱れ たる 事 を その 僕なる 預言者に 傳へ すして は 何事 を も 爲し給 はざる なり 
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预 a 書 w 究  一一 一二 s 

と あるが 如し (>  モス 書 一一 一章 七 節)。 歷史は 預言の 實現 である。 正 當に預 一一 m を 解して 歴史が 判明り、 お 

に 於て 活 きたる 神の 御 業 を 見る。 如斯 くにして 聖書 は 一書で ない 三省で ある。 聖書と 天然と 歷史 であ 

る。 そして 歷史の 鍵が 預言で ある。 我等 は 預言に 由り て 歷史の 意味が 解かる ので ある。 

然るに 事實 如何と 尋 ぬるに、 今の 基督 信者 は 其 實際的 信仰 生涯に 於て 預言 を 顧みない ので ある。 彼 

等 は 信仰 は 心の 内の 事で あるとの み 思 ひ、 其 强き證 明 を 此^の 來 事に 於て 見ない。 聖書 は 明かに 信 

仰 養成 の爲に 預言 の 必要 缺く ベ からざる を說 くに 關は らす、 今日 の 信者 全體 は K 言拔き の 聖書に，^ つ 

て 共 信仰 を 養 はんとしつ k ある。 是れ たしかに 彼等の 信仰が 常に 微弱に して、 落 著な き 理由で あらね 

ばなら ぬ。 斯 かる 場合に 於て 使徒べ テ 口 の 言が 殊に 適切で ある。 

预ー百 者の 確實 なる 言 我等に 在り、 この 言 は 暗處に 輝る 燈の 如き ものな り、 夜の 明くるまで、 明星 

の汝 等の 心の中に 出る まで、 之 を 顧ば 善し 

と (ベ テ 。後書 一 章 十九 節 )o 預言 を 以て 信仰 を 助く、 是れ 信仰 を 堅う する 最善の 途 である。 預言 研. 究を 

怠りて 信仰 は榮 えない。 神は澤 山に 預言 を 賜うた。 聖書の 大部分が 預首 である。 舊約 のみなら す 新約 

ま で が 特に 預肯 の 書で ある。 預言 無く し て 信仰 を 養 は んと 欲す、 その 不具の； ：3 仰に 終る は 怪しむ に 足 

りない リ 

基督 敎が 眞理 たる 證據は 何 鹿に 在る 乎、 世界 今日の 狀 態に 於て 在る。 此 破滅に 瀬せ る 文明の 世界、 

此 は 聖書が 豫言 せる 通りであって、 信者の 救 ひの 希望 は 此暗 黑と 密接の 關係を 有する 者で ある。 殊に 

基督 敎は ユダヤ 民族の 存 綾より 切 離して 論す ベから す、 ユダヤ 民族な からん 乎、 基督 敎は 無き と 同然 

である。 我 神武 天皇より 更らに 一 一千 年 前の 昔、 信仰の 始祖 ァ ブラ ハ ムを以 つて 起り し ユダヤ 民族 は 一 一 


十^ 紀のヶ 日猶ほ 依然として 存在し、 世界の 大勢 力と して 思想 實 際の 諸方 面に 於て 活動して ゐる。 我 

が靈 魂の 深 所に 於て 働き 給 ふ エホバの 神 は、 大抵 界の 舞臺の 上に 國 家の 興廢、 國 民の 盛衰に 其 聖意を 

示し 給 ひつ 、ある。 忽 にすべからざる は 預言 研究で ある。 (一 九 二 九 年 十 一 月 二十 口 稿) 

預 言 人 門 

預 言 者 は 誰か 

イスラ H ルに預 首 者と 云 ふ 者が あった。 此は 一 種 特刖の 人物であった。 之と 同 一 の 者 を 他の 國 の 

間に 見る こと は 出来ない。 之に 類した る 者 はないで はない。 然れ ども 預言者と 云 ふ 特殊 階級 は イス ラ 

わか 

H ルに 限られた。 其の 何たる 乎 は 之に 接して 初めて 判る ので ある。 

預 雷 者 は 讀んで 字の 如く  r 預め言 ふ 者」 である。 卽ち 事の 起らざる 前に 之を預 知して 前以て 之に 就 

0  0  0  5 らな ひし 

て 語る 者で ある。 故に 先見者で ある、 下って は 占師で ある。 人の 身上 を 叉 は國の 將來を 卜する であ 

ると 云 ひて、 其 一 面 を 語って 誤らない ので ある。 聖書に 於ても 預言者 を單に 此方 面に 於て 見た 節が な 

いで はない。 申命記 十八 章 二十 二 節に 曰く、 

でつ  しるし 

若し 預言者 ありて M ホバの 名 を もて 語る こと を爲 すに、 其 言 就す、 又效 あらざる 時 は、 是れ H ホ 

ほしい **  、 

バ の 語り 給 ふ 一 W にあら すして、 その 預言者が 縱 律に 語る 所な り、 汝 その 預言者 を 長る に 及ばす 
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と。 此 場合に 於て、 预 首 者の 眞偽は 其 預言の 成就 如何に 依て 定まる べしとの ことで ある。 

然し 乍ら 預言者 は iw 言 者た るに 止まらない。 英語の prophesy に 二つの 意味が ある。 此は P1.0 と 

phisai との：： つの y 布臘 語より 成る 辭 であって、 pro は 「前に」 とも 亦 「の爲 に」 或は 「に 代って」 と. 

も 解す る ことが. £來 る、 而 して pliaiiiii は 「語る」 の 意で ある。 故に prophesy は 「前以て 語る 事」、 

叉 は 何々 「の爲 に」 或は 何々 「に 代って 語る 事」 である。 簡 短に 云へば prophet は 先見者 叉 は 代言 

人で ある。 そして 代 首 人で あると 云 へば 勿論 祌に 代って 語る 者で ある。 そして 預言者に 此 意味の ある 

は^ 書が 明かに 示す 所で ある。 K 言 者 は 祌の爲 に、 神に 代って 語る 者で ある。 神の 聖旨 を 人に 傅 ふる 

:ji< ^である。 時には 神の-!^ 判 を 世に 宣 する 者で ある。 故に 彼 は 常に 彼の  一一 m に附 して 曰うた 「ュ ホバ斯 く 

一一 a ひ 給 ふ」 と。 H ホバは 我 を 通う して 靳く言 ひ 給 ふとの 意で ある。 

へ ブ ラ ィ 語 で 預曾者 を iiabi と 云 ふ。 「沸騰す る 者」 の 意で あると 云 ふ。 思想が 心に 沸て 堪へ 切れ 

すして；^|2るとの意でぁる。 預言者 H レ ミヤの 首に 曰く  . 

我れ 重ねて H ホバ の 事を宣 ベす、 又 その 名 を 以て 語ら じと 云 へり、 然れど H ホバ の 言 我心に あり 

て、 火の 我 骨の 屮に閉 籠りて 燃る が 如く なれば、 忍耐に 疲れて 堪へ 難し (耶利 米亞記 二十 章 九 節 )o 

と。 此 場合に 於て ェ レ ミヤ は實に ナビ ー であった。 神の 言 は 彼の 心の中に 在りて 沸騰した ので ある。 

預 一一： i^Q 字義 は 以上の 如くで あると して、 其 事 實は遙 に 其れ 以上であった。 預言者 は 何よりも 先づ第 

一 に； t の 人であった。 彼 は 全然 自己 を 祌に獻 げし 人であった。 此 意味に 於て モ ー セが 預言者であった。 

パプ テス マの ョ ハネが 預言者であった。 凡ての 眞の 基督 信者が 預雷 者で ある。 先づ 自己 を 完全に 神に 

默 げすして 人は預 一一 H 者た る 事が 出来ない。 ィザャ が 預言者と して 神に 召 かれた る 時の 言に 曰く  (ィザ 


ャ書六 拿 八 節：) 

我れ H ホバ の聲を 聞く 曰く、 我れ 誰 を 遣さん、 誰か 我等の 爲に往 かんと。 その 時 我れ n ひける は- 

我 は此に 在り、 我 を 遣し 給へ と。 

ィザャ は 己が 身 を 全然 H ホバ の 御用に 提供して 玆に 初めて 預首 職に 就いた ので ある。 預言者 は 自己の 

理想 を 述べた ので はない、 祌の聖 皆を傳 へたので ある。 自己に 死して 神に 在りて 生きた 者で ある。 或 

人が 學者ス ピノ ー ザ を 評して 「神に 醉 ひたる 人」 であると 云うた が、 預言者 は 其れ 以上で、 神に 自 

己 を 引渡し、 其 捕 慮と 成った 者で ある。 神に 憑れ たと 云へば 語弊が あるが、 然し §^ き 神に 憑れ たので 

あれば、 自己 を沒 却して 自己 以上に 覺醒 した 者で ある。 

預言者 は 叉 義人であった。 義は 彼の 特性であった。 彼 は 特に 神の 義の 方： 向 を 人に 傳 へた 者で ある。 

故に 被 は自づ から 剛毅の 人であった。 預曽 者と して 召されし M レミ ャは H ホバ の 己に 吿げ給 ふ を 聞い 

た、  . 

視ょ 我れ 今日 此の 全國と ュダの 王と 其の 牧伯 とその 祭司と、 其 地の の 前に、 汝を 堅き 城、 織の 

注、 銅の 牆 となせ り。 彼等 汝と戰 はん、 然れ ど汝に 勝たざる べし、 そ は 我れ 汝と 偕に 在りて 汝を 

救 ふべ ければ 也。 

とリ 義の 人、 故に 堅き 城、 鐵の 柱、 銅の 牆、 王 も 祭司 も 1^ 衆 も 彼と 戰 ひて 勝つ 能 はすとの 事であった „ 

預 首 者 は 第三に 國士 であった。 最も 高き 意味に 於ての 政治家であった。 彼 は 萬 軍の 主なる エホバ の 

心 を 知った。 故に 能く^ 界の 趨勢 を 明に した。 彼は國 興亡の 原理 を 解した。 故に 彼が 興る と 曾 ひし 

國は 興り、 亡ぶ と 一一 m ひし 國は 亡びた。 彼 は 「義 は國を 高く し、 は：^ を 辱 かしむ」 との 箴言 十 ra 章 三 
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と。 此 場合に 於て、 預言者 の 眞偽 は其預 一一： 一 11 の 成就 如何 に 依て 定まるべし とのこと である。 

然し 乍ら 預言者 は-お 言 者た るに 止まらない。 英語の prophesy に 二つの 意味が ある。 此は pl.o と 

phaiiiii との-; つの Y 布臘 語より 成る 辭 であって、 pro は 「前に」 とも 亦 「の爲 に」 或は 「に 代って」 と 

も 解す る ことが 出来る、 而 して phauiii は 「語る」 の 意で ある。 故に prophesy は 「前以て 語る 事」、 

又は 3 ：々 「の爲 に」 或は 何々 「に 代って 語る 事」 である。 簡 短に 云へば prophet は 先見者 叉 は 代言 

人で ある。 そして 代 一一： 一 ：！ 人で あると 云 へば 勿論 神に 代って 語る 者で ある。 そして 預言者に 此 意味の ある 

は^ 書が 明かに 示す 所で ある。 預言者 は 祌の爲 に、 神に 代って 語る 者で ある。 神の 聖旨 を 人に 傳 ふる 

^である。 時には 神の-! * 判 を 世に 宣 する 者で ある。 故に 彼 は 常に 彼の 雷に 附 して 曰うた 「H ホバ斯 く 

言 ひ 給 ふ」 と。 エホバ は 我 を 通う して 斯く 一一 一一  n ひ 給 ふとの 意で ある。 

へ ブライ 語で 預首者 を 5tLi と 云 ふ。 「沸騰す る 者」 の 意で あると 云 ふ。 思想が 心に 沸て 堪へ 切れ 

すして 語る との 意で ある。 預言者 M レ ミヤの 一一 目に 曰く 

我れ 重ねて ェ ホバ の 事を宣 ベす、 又 その 名 を 以て 語ら じと 云へ り、 然れど H ホバ の 言 我心に あり 

iv- こら  し G ぶ 

て、 火の 我 骨の 屮に閉 籠りて 燃る が 如く なれば、 忍耐に 疲れて 堪へ 難し (耶利 米亞記 二十 章 九 節)。 

と。 此 場合に 於て エレ ミヤ は實に ナビ ー であった。 神の 言 は 彼の 心の中に 在りて 沸騰した ので ある。 

預 一一 H の 字義 は 以上の 如くで あると して、 其 事 實は遙 に 其れ 以上であった。 預言者 は： E よりも 先づ第 

一 に 神の 人であった。 彼 は 全然 自己 を 神に 獻 げし 人であった。 此 意味に 於て モ ー セが 預言者であった。 

パプ テス マの ョ ハネが 預言者であった。 凡ての 眞の 基督 信者が 預ー百 者で ある。 先づ 自己 を 完全に 神に 

欺げ すして 人 は 預言者た る 事が 出来ない。 ィザャ が 預言者と して 神に 召 かれた る 時の 言に 曰く  (ィザ 


ャ書. 5 ハ 章-へ 節 ) 

我れ H ホバ の聲を 聞く 曰く、 我れ 誰 を 遣さん、 誰か 我等の 爲に往 かんと。 その 時 我れ 曰 ひける は、 

我 は此に 在り、 我 を 遣し 給へ と。 

ィザャ は 己が 身 を 全然 エホバの 御用に 提供して 兹に 初めて 預言 職 に 就いた ので ある。 預言者 は 自己の 

理想 を 述べた ので はない、 神の 聖旨 を傳 へたので ある。 自己に 死して 神に 在りて 生きた 者で ある。 或 

人が $x 學者ス ピノ ー ザ を 評して 「神に 醉 ひたる 人」 であると 云うた が、 預言者 は 其れ 以上で、 神に 自 

己 を 引渡し、 共 51 慮と 成った 者で ある。 神に 憑れ たと 云へば 語弊が あるが、 然し 聖き祌 に 憑れ たので 

あれば、 自己 を沒 却して 自己 以上に 覺酲 した 者で ある。 

預言者 は 又 義人であった。 義は 彼の 特性であった。 彼 は 特に 神の 義の 方面 を 人に 傳 へた 者で ある。 

お 0 

故に 彼 は自づ から 剛毅の 人であった。 預言者と して 召されし M レ ミヤ は エホバ の 己に 告げ 給 ふ を 聞い 

た、  . 

視ょ 我れ 4- 日 此の 全國と ュダの 王と 其の 牧伯 とその 祭司と、 其 地の 民の 前に、 汝を 堅き 城、 鐵の 

柱、 銅の 牆 となせ り。 彼等 汝と戰 はん、 然れ ど汝に 勝たざる べし、 そ は 我れ 汝と 偕に 在りて 汝を 

救 ふべ ければ 也。 

と-」 義の 人、 故に 堅き 城、 鐵の 柱、 銅の 牆、 王 も 祭司 も 民衆 も 彼と 戰 ひて 勝つ 能 はすとの 事であった。 

預言者 は 第三に 國士 であった。 最も 高き 意味に 於ての 政治家であった。 彼 は 萬 軍の 主なる エホバ の 

心 を 知った。 故に 能く 界の 趨勢 を 明に した。 彼 は國氏 興亡の 原理 を 解した。 故に 彼が 興る と 言 ひし 

國は 輿り、 亡ぶ と 首 ひし 國は 亡びた。 彼 は 「義 は國を 高く し、 は 民 を 辱 かしむ」 との 箴言 十四 章 一二 
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四 節の 首 を 其 儘に 信じ、 之 を 以て 萬 國を賴 いた。 故に 彼の 藩 判に 誤謬がなかった。 神の 人に して 義人 

な る 預首 者が 國を？ 3^ く 時 に 其國 は堅间 安泰 であった。 預言者 の聲 が： g みら れす、 其 勢力 が廢 りし 時に、 

國は衰 へ 民 は 亡びた ので ある" 

預 言 者の 列擧 

若し 世界 歷 おの 內 より 十大 偉人 を 指名す るなら ば、 其れ は 左の 如き 者で あらう。 

ナザレの イエス、 モ— セ * ィ ザャ、 エレ ミヤ、 バウ D  、 ソクラテス、 釋迦、 孔子、 モ ハメット、 

ゾロ  了スタ ー 0 

以上 は宗敎 家に あら ざれば 道德 家で あるが、 然し 宗敎 道德の 事に 限らない、 人生の 萬 事に 於て 永久 的 

感化 を 及ぼした 者で ある。 言 紫 を 代 へ て 言 へば 彼等 は 文明の 創造者で ある。 若し 是 等の 人が 微 りせば 

1.:: 人が 今日 文明 人種の 所有物と して 誇る 何物 もなかつ たので ある。 宗 敎道德 は アリス 卜 —トルの 謂 ふ 

「第一 哲學」 であって、 是れ なくして 實は 他の 凡ての 善き 物 はない ので ある。 故に 最大 偉人が 自 から 

宗敎 (水 又は 道德 家で あるので ある。 

ti^ し 十々 なら やして "k:: 人 を 指名す るなら ば. 其內に ヨシ ユア、 エリヤ、 ダビデ、 十二 預言者、 十二 

使 e;^ 等を擇 ばねば ならぬ のであって、 少く とも 其 半數は 前と 同じく ユダヤ人 である。 實 に小國 ユダヤ 

が 藍んだ 世界的 偉人 は 非常に 多く、 叉 彼等 は 偉人の 內に 在りて 最上 位 を 占む る 者で ある。 ユダヤ人 を 

知らす して 世界 歷史は 解らない〕 我等 極東の 日本人と 雖も、 ユダヤ人の 感化 を 担んで 文明の 恩 化に 與 


る 事 は 出来ない。 キリスト を 斥けつ、 來 りし 日本人が、 「若し モ ー セを 信ぜば 我 を 信すべし、 そはモ 

1 セ 我事 を 書き たれば 也」 と キリストが 曰 ひ 給 ひし 其モ ー セの 十誡の 活畫を 見せられて 狂喜して 居る 

は. 个 思議で ある (m ハネ傳 五 章 四 六 節 

骨界の 偉人の 半數は ユダヤ人 である。 そして 其 偉大なる ユダヤ人の 殆んど 全部が 預言者で ある 所 

謂^ 大預言 者、 .H 一 小 預言者の 外に、 モ ー セ、 サム H ル、 ダビデ 等 は 悉く 預言者であった。 ィヱ ス御 

自身が 最大 預曾 者で あり、 バウ a、 ョ ハネ、 其 他の 使徒 等が 預曾 者であった。 「婦の 生みた る 者の. 2： 

に 未だ バプテ ス マの ョハ ネ よりも 大 なる 者 は 起ら ざり き」 とィ H スが 評し 給 ひし 其ョ ハ ネが舊 約 式の 

最後^:、 叉 最大の 預言者であった。 基督 敎は 預言 敎 であると 稱 して 間違 はない" 預言者 を 知らす して 

基督 敎は 解らない。 

新 釣の 預言者に 就て は 語らす として、 玆に舊 約の 預言者の 主なる 者 を 指名 せんに、 大略 左の通りで 

ある。 

モ 1 セ、 十 クン、 エリヤ、 エリ シャ 0 

大預首 者の ィザ ャ、 M レ ミヤ、 H ゼキ H ル、 ダ-ー エル。 

十 一 一 小 預言者 の ホセ ァ、 ョ エル、 ァ モス、 ォバ ヂャ、 ョナ、 ミカ、 ナホ ム、 ハバ クク、 ゼ パー i ャ- 

ハ ガイ、 ゼ カリヤ、 マ ラ キ。 

共 他に まだ 多数 有る が 略す。 以上 は 代表的 預言者で ある。 彼等 を 知って 預言者の 何たる 乎が 钊る。 殊 

に 著名なる はモ ー セ、 H リャ、 ィ ザャ、 エレ ミヤ、 ァ モスで ある。 是 等の 五 人 を 知って キリスト 以 IS 

の 信仰的 最高 點 に 達す る ことが 出來 る 。 
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す i 

モ —セは ユダヤ教の 創 f ん P 者であって、 基督 敎の 基礎 を据た 者で ある。 隨 つて 彼 は 模範的 預言者で あ 

つた U 屮命 記の 著者 は 其 書 を 終る に 方って 記して 口 うた 

イスラ ヱ ルの 中には 此後モ ー セの 如き 預言者 起ら ざり き。 モ ー セは H ホバが 面を對 せて 知り 給へ 

る 者な りき。 卽ち H ホバ、 H ジ ブトの 地に 於て 彼をパ 口と 其臣ド と 其 全地に 遺 はして 諸の 徵 ！；？^ と 

奇蹟 を 行 はせ 給へ り。 又 イスラ H ルのー 切の 人の 目の前にて モ ー セ その 犬なる 能力 を 現 はし、 大 

なる 畏 るべ き 事 を 行へ り (申命記 第一 一一 十四 章 十 節 以下〕。 

乇. I セの 死後、 イスラエルに 彼の 如き 預實者 起ら すとの 事で ある。 前 稿に 述べし が 如く、 モ ー セは第 

一 に 神の 人であった。 第二に 義人であった。 第三に 最高の 意味に 於て 國丄叉 は愛國 者であった。 彼 は 

また イスラエルの 將來に 就て 預言した。 申命記 第三. H 一一 章が 其れで ある。 「神の 人モ ー セ、 その 死ぬ 

る 前に イスラ ヱ ルの 子孫 を 祝せ り、 その 祝せ し 首 は 此の 如し」 と ありて、 KllK は 祝 幅の 言と して 發せ 

られ たので ある。 斯くて モ ー セは 凡ての 點 より 見て 完備せ る 預言者であった。 

モ ー セは實 に 偉ら い 人であった。 其 偉ら さに 於て は ギリシャの ソ クラ テ スも、 印度の 釋迦 も、 支那 

の 孔子 も 到底 彼に 及ばなかった" モ ー セに 以上 三 偉人 各自の 長所が あった。 而 して 彼等 すべてに 超越 

して 彼 は此世 のんで なくして 神の 人であった。 彼 は 人と 語る よりもより 多く 神と 語った。 人よりも 神 

に 親んだ。 偉々 と は實は 彼の 如き 者 を 云 ふので ある。 彼に 世人の 狹細 しい 所はなかった。 彼 は 眞理に 

達せん と 欲して ソ クラ テ スの 如くに 論究し なかった。 塵 世 を解脫 せんと 欲して 釋迦の 如くに 自巳 消滅 

を 計らなかった。 乂ュ E 國平： 大下を 目的に 孔子の 如く 諸侯に 說 かなかった。 モ ー セは 神に 敎 ベら れ、 神 

に 依て 自己と 世に 勝ち、 神に 代って 人 を 導いた。 何處 まで も 神の 人で ある。 故に 人の 思 はざる 事を敎 


へ、 人の 爲す能 はざる 事を爲 し、 人に 容れ られ すして 悲 ます 失 せす、 神と 偕に 歩んで、 神の 取り 袷 

ふ 所と なった。 數紀略 十二 章 三 節に 曰く 「モ ー セは其 人 成溫柔 なること 世の中の 凡ての 人に 勝され 

り」 と。 。ハウ 口と 雖もモ ー セに 及ばなかった。 モ ー セは 人の子の 中で、 ィ H スを 除いて ft も 偉大なる 
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以赛亞 書私譯 

序 言 

是は 余が 『角 害 聖書』 (『舊 約 W 究上』 の 「ヨブ 記 研究」 に 於け る 「角箬 SS 曰 約 百 記」 參照— 編者) の續 編と 

して Sif 己 を 慰め、 友 を 益 せんがた めに 作りし 者な り、 舉 者に 批評の 材料 を 供 せんがた めに 非す、 其 

心して 讀 まれん こと を 望む。 

余 は 之 を 編 寡-す るに 方て 左の 諸 書に 負 ふ 所 甚だ 多し、 

日本 譯 聖書 0 監督、 ン ヱ レチュ ー スキ ー (S.  L  J.  scllereschewsky) 氏 支那 譯 聖書 0 英譯 聖書 〇 ル 

1 テル 獨逸譯 聖書 〇 猶太 人 アイザ ック. レ ー ゼル (Iwulc  :Lees2.) 譯英譯 聖書 O ス キン ネル (T. 

skillncr) 氏 著 『以 賽亞書 註解』 ニ册 〇 ス ミス (CTOOl.gc  Adiu-  smith) 氏 著 『以 赛亞之 書』 一 一 

冊 〇.. テリ ツチ (Franz づ olitzsch) 氏 『以賽 曰 註解』 二 册〇 チ！ 不，' 0, ノ 】ク cheyne) 氏 著 

『以赛 亞の豫 言』。 

其 他、 以赛亞 窨に關 し 余が 幼時より 讀み來 りし 書 は 略す。 


註解 は 他日 附 する こと ある も、 今 は附 せす、 是れー に は 余の 譯 文の 巳に 註解 的なる が 故な り、 二に 

は 讀者を して 註解に 依る ことなくして 聖書 を 愛讀す るの： ^習慣 を 得し めん ためなり、 余 は 文の 配列 

と 字句の 撰擇， こに 由り て 本文 をして 在 來の譯 文よりも より 解し 易き ものたら しめたり と 信す。 

試に 以賽 Kli 曰 四十 章より 四十 八 章までの 余の 私譯を 本誌 讀 者の 前に 提供す、 神、 願く は此 小に して、 

而 かも 至 て 困難なる 勞働 の 結果 を 祝福し 給 はん こ と を。 

第 四十 章 

一 汝 等の 祌 M ホバ云 ひ 給 はく、 

慰めよ、 汝等 我が 民 を 慰めよ、 

二 懇切に M ルサ レム に 語り 之に 耳語き て 告げよ、 

ふ,、 え？ 

その 服役の 期す でに 終り、 

その 科すで に赦 され、  _ 

. そのす ベての 罪 は M ホバ の 手に よりて 加 倍して 罰せられ たりと。 

三 聲 あり、 喚 はりて 云 はく、  . 

汝等 曠野に H ホバ の途 を備 へ、 

沙漠に 我等の 神の 大路 を 修めよ と。 

s-wsisil 私 舞  三 三 一一 一 
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四 の 谷 は 高く せられ、 

の 山と 岡と は 低く せられ、 

=s りたる は 直く せられ、  . 

峻嶇き は 平 かに せらる ベ し、 

五 斯くて M ホバの 榮光現 はれ、 

人み な 共に 之 を 見ん。 

六 聲 あり、 云く、 叫べと、 

我 答へ て 口く、 何 を か 叫ばん と、 

云く、 人 はみ な 草な り、 

その 榮華 はすべ て 野の花の 如し、 

しま 

七 草 は 枯れ 花 は！！ む、 

H ホバ のぐ や： H 心 その上 を 吹きし に 因る と。 

實に K は 草な り、 

八 草 は 枯れ、 花 は 湖む、 

ことほ とこし へ ii 

然れど 我等の 神の 言 は 永遠に 立たん。 

^ お とづれ  .li かき や ** のぼ 

九 嘉き 音信 を、 ン オンに 傅 ふる 者よ、 汝、 高山に ずれ、 


嘉き 音信 を エルサレムに 傳 ふる 者よ、 汝强く 汝の聲 を 揚げよ 

聲を 揚げて 懐る、 勿れ、 

ュダ の邑々 に 告げて 曰へ、 汝 等の 祌 臨り 給 ふと。 

十 見よ、 H ホバ 化. S 力 を 以て 臨り 給 はん、 

かひな  オペ を 5 

その 臂を 以て 統治め 給 はん、 

見よ、 報 賞 は その 手に あり、 

ら -フ ど-つ はう しラ 

勞 働の 報酬 は その 前に あり。 

十一 彼、 牧者の 如くに 其 群 を 養 ひ 給 はん、 

彼、 その 臂を 以て 其 小羊 を 集め 給 はん、 

ふところ 仁 づさ 

之 を その 懷に携 へ 給 はん、 

子 を 持てる 牝 羊は靜 かに 之 を 導き 給 はん。 

十二 誰か 掌 を もて 海の 水 を 量り、 

指 をのば して 天 を 度り し 者 ある や、 

誰か 量器に 地の 塵 を 盛り、 

權を もて 山を權 り、 

を か はか 

衡を もて 岡を衡 りし 者 あり や- 

十三 誰か 主の 心 を 導きし や、 
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誰か 彼の 謀士 となり て 彼を敎 へ しゃ、 

十四 訓 へられん とて 彼 は 誰に 諮りし や、 

誰か 公道 を 彼に 傅へ しゃ、 

また 明 道 を 彼に 示せし や、 

んすゐ いってき 

十五 見よ、 萬 國は盤 水の 一滴の 如し、： 

衡 上の 微塵の 如し、 

見よ、 島 々は 立 昇る 塵埃の 如し、 

十六 レバノン は 薪に 足らす、 

そのな かの 獸は潘 祭に 足らす、 

なき ひと 

十七 M ホバ の 前に は 國民は 皆な 無に 等し、 

彼に 取りて は 是等は i^s な 虚無に 等しき 者な り。 

十八 然 らば 汝等神 を 何に 絞 べん 乎、 

いかなる 肖像 を もて 之に 肖 せん 乎、 

十九 偶像 は 冶工 之 を 鑄り、 

.U ん こ- フ  お： -1 

毅ェ、 黄金 を もて 之 を 覆 ふ、 

二十 供物に 乏しき 貧しき 者は朽 ざる 木 を 選み、 

己の ために 良工 を 求め、 
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動く ことなき 偶像 を 建し む。 

廿ー 汝等 知らざる か、 汝等 聞かざる か、 

原始より 汝 等に 傳 へ られ ざり し 乎、 

もとる 

汝等 地の 基の 置かれし 時より 悟ら ざり し 乎、 

廿ニ  H ホバは 地の はるか 上に 座し 給 ひて、 

其 住民 を 見 給 ふこと 蝗の 如し、 

彼簿 絹の 如くに 天 を 布き、 

住 ふべき 天幕の 如くに 之 を 張り 給へ り、 

廿三 尊者 を 無に 歸 せしめ、 

地上の 權 者を虚 とならし め 給 ふ、 

廿四 然り、 彼等 僅かに 植ら る&ゃ 否や、 

然り、 彼等 僅かに 播 かる \ や 否や、 

然り、 その 斡 僅かに 地に 根ざす や 否や、 

神 その上に 吹き 給へば 卽ち枯 る、 

は や て.？ - れ く- n  さ 

暴風 枯 草の 如くに 之 を 捲 去る。 

廿五 然 らば 汝等我 を 誰に 較べん 乎、 

何に 肖 せんとす る 乎と 聖者 曰 ひ 給 ふ、 
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廿六 汝 等の 服 を 揚げて 高き を 見よ、 

誰が 是 等の 天體を 創造り 給 ひし ぞ、 

彼 は 數を檢 し て その 萬 象 を牽出 だし、 

名 を 呼びて すべ て 彼等 を 呼出し 給 ふ、 

主の 勢 犬なる が 故に、 その カ强 きが 故に、 

一 として その 命に 應ぜ ざる 者な し。 

:b 七 ヤコ ブょ、 汝、 何故に 言 ふや、 イスラ H ルょ、 汝 何故に 語る や、 

我が 途は エホバ の 前に 隱れ、 

我が 訟は 我が 神の 前 を 過去れ りと。 

廿八 汝、 知らざる か、 汝 聞かざる 乎、 

永久の 祌は M ホバ なり、 . 

地の 極 を 創造り 給 ひし 者、 

彼 は 倦む ことなし、 また 疲る、 ことなし、 

彼の 聰明 は 測り 難し、 

卄九 疲れたる 者に カを與 へ、 

勢な き 者に 强を增 し 加 へ 給 ふこと を。 

三十 靑年は 倦み疲れ、  ， 
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壯士 も亦衰 ふ、 

卅 一 然れど M ホバ を俟 む 者 は 新なる 力 を 得ん、 

彼等 は 鷲の 如く 翼 を 張りて 昇らん、 

走れ ども 疲れす、 歩め ども 倦まざる べし。 

第 四十 一章 

一 默 して 我に 聽 け、， 島々 よ、 

新たなる 力 を 得て 我に 近き 來れ、 

而 して 首 はんと 欲する 所 を 言へ、  ♦ 

ちか  いひ あら- V 

我等 相 近より て 辯 論 はん、 

二 誰か 日の出 づる 方より 一人の 人 を 起し、 

正義 を もて 之 を 我が 足下に 召し、 

その 前に 諸國を 服せ しめ 諸 王 を 治めし め、 

彼等. の劍を 塵の 如くなら しめ、 

彼等の 弓 を 吹 廻 さる、 切株の 如くなら しめし や、 

三 彼、 彼等 を逐 ふて 行 過ぐ、 

其 迅速き こと 地 を 履ます して 道 を 行く が 如し、 

wsssfa 私譯  一 1 ニー；. K 
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ra 誰か 此事を 計り 此事を 行 ひしゃ、 

誰か 太初より 世々 の 人々 を 呼 起せし や、 

我、 ェ ホバ なり、 始に 在りし 者、 

また 終と 共に 在る ものな り。 

五 島々 は 見て 駭 けり、 

地の 極 は戰慄 けり、 

彼等 は 相 第り 來れ り、 

六 而 して 隣人 互に 相扶 け、 

その 侶伴に 語りて 言 ふ、 心を强 くせよ と、 

七 冶工 は毅 ェを勵 まし、 

秘 を 以て 平らかに する 者 は 鐵砧を 打つ 者を勵 まし、 

金 板の 接合の 成る を 見て 曰 ふ 『是れ にて 足れり』 と 

而 して 釘 を もて 之 を 堅う して 搖 くこと なから しむ。 

八 然れど 我が 僕 イスラ H ルょ、 

我が 選め る ヤコ ブょ、 

我が 友ァ. マラ ハ ム の裔 よ、 

九 我、 地の 極より 汝を携 へ 来り、 
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地の 端より 汝を 召し、 

而 して 汝に 言へ り 『汝、 我が 僕よ、 

我、 汝を 選み、 汝を棄 す』 と、 

十 懼る. - 勿れ、 我、 汝と 偕に 在り、 

驚く 勿れ、 我 は汝の 神な り、 

我、 汝を强 くせり、 然り、 我、 汝を 助けん、 

然り、 我が 正義の 右手 を 以て 汝を 支えん、 

十一 視ょ、 汝に 向って 怒を發 せし 者 を、 …… 彼等 は 恥辱 を 獲て 狼狠 へん、 

汝と競 ひし 者 を、 …… 彼等 は 無き が 如き 者と なりて 亡び 失せん、 

十二 汝と爭 ひし 者 を、 …… 汝、 彼等 を 尋ねて 會 はざる べし、 

汝と鬪 ひし 者 を、 …… 彼等 は 無き が 如き 者、 虚しき 者と なるべし、 

十三 そ は 我、 汝の神 M ホバ は汝の 右手 を 取り、 

『懼 る& 勿れ、 我汝を 助けん』 と 言 ふ 者 なれば なり、 

十四 懼る、 勿れ、 汝、 蟲に 等しき ャ コ ブょ、 汝等 イスラ H ル の 者 等よ、 

『我、 汝を 助けん』 と M ホバ宣 ベ 給 ふ、 

彼 は 汝の贖 主、 イスラエルの 聖者な り。 

十五 視ょ、 我、 汝を 新しき 鋭利なる 打麥の 器と なさん、 

汝、 山 を 打ちて 微塵に 打碎 かん、 
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岡 を 打ちて 粃 糠の 如くに 爲 さん、 

あ ふ  t きさ 

十六 汝、 之 を 彼がん、 而 して 風 之を卷 去らん、 

狂風 之 を 吹 散さん。 

然れ ど汝は H ホバ によりて 喜ばん、 

イスラ H ルの 聖者に よりて 誇らん。 

十七 貧者と 乏 者と， は 水 を 求めて 得す、 

その 舌渴 きて 燥く 時、 

我、 H ホバ 彼等に 聽て應 へん、 

イスラエル の祌は 彼等 を棄 てざる ベ し。 

十八 我、 河 を 禿の 山に 開き、 

泉 を 谷の 中に 出 だし、 

曠野 を 水の 溜と なし、 

焦土 を 水の 源と なさん、 

ゲ う！， *,、  てんにん，、 わ あぶ-り 刀.？ 

十九 我、 瞎 野に 香 柏、 ァカ シャ、 桃 金孃、 油樹を 植えん、 

沙漠に 杉、 松、 黄楊 を 共に 置かん、 

二十 彼等 之 を 見て 識り、 考へ、 且つ 曉 らん、 

みて 

卽ち M ホバ の 手、 此 事を爲 し、 

イスラ H ルの 聖者 之 を 造りし こと を曉 らん。 


廿 一 い ま汝 等の！ _4 訟を述 ベよ と H ホバ 宣 ベ 給 ふ、 

汝 等の 證據を 擧げ よと ャ コ ブの王 言 ひ 給 ふ、 

廿ニ 之 を擧げ よ、 卽ち 後に あらん こと を 我等に 示せ、 - 

その 最 先に 成るべき ことの 何たる 乎 を 示せ、 

我等 熟思して 其 結局 を 見ん、 

或 ひは將 さに 來 らんと する 事 を 我等に 宣 ベよ、 

廿三 後に 來 らんと する こと を 我等に 示せ、 

我等 汝 等が 神なる を 知らん、 

或 ひ は 福 ひせよ、 或 ひは禍 ひせよ、 

おどろ 

我等と もに 見て 駭 かん。 

廿四 視ょ、 汝等 は皆虚 なり、 汝 等の 作す 所 も亦虚 なり、 

賤 むべき かな 汝等を 選む 者 は。 

廿五 我、 一り の 人 を 北より 起したり、 

彼、 日の出 づる 方より 來 りて 我 名を龥 ばん、 

彼來て 侯伯 を 泥の 如くに せん、 恰 かも 陶工が 土 を踐む 如くに せん、 

廿六 誰か 太初より 告げて 我等 をして 曉 らしめ たりし や、 
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誰か 昔より 示して 我等 をして 『實 に然 り』 と 一一 百 はしめ しゃ、 

一人 だに 吿 げし 者な し、 一人 だに 示せし 者な し、 

一 人 だに 汝 等の 一一 1ロ を 聞きし 者な し。 

±： 七 我、 豫めシ オンに 云 はん 『視 よ、 彼等 を視 よ』 と、 

我、 嘉き 音信 を傳 ふる 者 を H ルサ レムに 予 へん、 

廿八 視ょ、 我 見 ま はせ しに 一 人 だに なし、 

じよ；？； ん しゃ 

是 等の 中に 助言者 一 人 だに なし、 

之に 問へ ども 應 ふる 者 一 人 だに なし、 

きょ  わ ざ  V 

廿九 視ょ、 彼等 はすべ て 旗な り、 彼等の 所作 は 無な り、 

その 偶像 は 風な り、 また 空な り。 

第 四十 二 章 

理想の 傳 導師 

1 視ょ 我の 支持す る 我 僕 を、 

我心に 適 ふ 我 選びし 者 を、 

我、 我靈を 彼に 予 へたり、 

彼、 異邦人に 道 を 示すべし、 


四 


七 


五 
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彼 は 叫ばす、 その 聲を 揚げす、 

人、 その 聲を 街頭に 聞かす、 

傷める 葦 を 折る ことなく、 

殘れ る燈火 を滅す ことなし、 

彼は眞 理に循 ひて 道を傳 へん、 

彼は衰 へす、 また 備  1 れす、 

全地に 道 を 布く に 至らん、 

島々 は 彼の 敎を 待てり。 

メシャ Q 天職 

H ホバ かく 言 給 ふ ••：： 

彼 は 天 を 造りて 之 を 仲べ、 

地と 其 上の 萬 物 を 造り、 

其 上に 住む 民に 氣息 を予 へ、 

其 上に 歩む 者に 靈を賜 ひし 者な り …… 

曰く、 我れ M ホバ 公義 を もて 汝を 召したり 

我れ 汝の手 を 取り、 汝を 護り、 

汝を 民の 契約と なし、 異邦の 光と たし、 

而 して 瞽者の 目 を 開かし め、 
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俘 虡を獄 より 出さし め、 

暗に 在る 者を濫 より 出さし めん 0 

八 我 は H ホ バ なり、 是れ我 名な り、 

我 は 我 榮光を 他の 者に 予 へす、 

我 頌美を 偶像 に予 へざる なり、 

九 先に 成るべき こと は旣に 成れり、 

我れ 今、 新しき こと を汝 等に 告げん、 

事の 兆さ る 前に 我れ 之を汝 等に 示さん。 

IS 美の 聲 

十 H ホバ にむ かひて 新しき 歌 をうた ひ、. 

地の 極より 其頌美 をた \ へよ， 

海に 浮ぶ 人と 其 中に 在る 者よ、 

島々 と 之に 住める 民よ。 

十一 曠野と 其邑々 と、 

ケ ダル 人の 住める 村々 と は その 聲を 揚げよ 

セラの 民 は 謳へ、 

その 山の 緩より 

1! てまつ 

十二 榮光を H ホバに 奉れ、 


その 頌美を 島々 に 告げよ、 

十三 M ホバ は 勇士の 如くに 出立ち 給 ふ、 

戰士の 如くに 憤怒 を 發し給 ふ、 

大能を 現して その 敵 を 攻め 給 ふ。 

エホバの 發愴 

十四 我れ 久しく 聲を 出さす、 

默 して 己 を 抑へ たり、 

今 我れ 產の 劬勞 にか X りし 婦人の 如くに 叫ばん、 

I  釆息 烈しく 且つ 喘がん、 

十五 我れ 山と 岡と を 荒し、 

そのす ベての 草木 を枯 さん、 

我れ 河を變 じて 島と 化し、 

海 は 之を涸 さん、 

十六 我れ 瞽者 を その 未だ 知らざる 路に 携行き、 

その 未だ 識ら ざる 徑に 導かん、  - 

我れ その 前に 1  曰 を 光と なし、 

曲り たる 所 を 直く すべ し、 

我れ 是 等の 事を爲 すべし、 爲さ では 止まざる べし。 

W 赛 ffi 書 私 羃 
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十七 彼等、 刻みた る 像に 頼む 者 は、 

彼等 鑄り たる 像に 向 ひて 『汝 は我祌 なり』 と 言 ふ 者 は、 

彼等 は 退けられ、 彼等 は 甚く 凌辱 しめらるべし。 

盲目の K  . 

十八 汝等嬰 者よ、 聽け、 

汝等 瞽者よ、 見て 隨れ、 

十九 瞽者と は 誰ぞ、 我 僕なら す や、 

誰か 我が 遣 はせ し 使者の 如き ffi 者 あらん や、 

誰か 我信賴 みし 者の 如き 瞽者 あらん や、 

H ホバ の 僕の 如き 聾者 あらん や、 

二十 汝、 多くの こと を たり、 然れ ども 曉ら ざるな り、 

耳 を 間き たり、 然れ ども 聽 かざるな り、 

廿ー H ホバは その 公義の 故 を もて 

之に 大 にして 贵き 律法 を 賜 ひたり、 

廿ニ 然るに 此民は 掠められ 又 奪 ひ 去られたり、 

彼等 は 皆な 穴の 中に 捕 はれたり、 

彼等 は獄の 中に 閉 込められたり、 

彼等 は 捕 慮と なれり、 而 かも 彼等 を 助く る 者な し、 


彼等 は 獲物と なれり、 而 かも 『還せ』 と 云 ふ 者な し- 

汝 等のう ち 誰か 此 事に 耳 を 傾く る 者ぞ、 . - 

誰か 後日の ために 心 を 用ゐて 聞く 者ぞ、 

ヤコ ブを 獲物と して 與 へし 者 は誰ぞ や、 

イスラ H ルを 掠む る 者に 付せ し 者 は 誰ぞ や， 

是れ H ホバ たらす や。 

罪の 俊悔  一 

我等 は 彼に- 對 つて 罪 を 犯したり、 

彼等 は 好んで ェ ホバ の 道に 步 まざりき、 

その 律法に 從は ざり き、 

ふんど .5： つくね 

故に H ホ バ は 憤怒 の 烈火 を その上に 注ぎ 給 へ り、 一 

！ VJ ん さ- -. - ま 5, ゝ， つ、 

戰爭の 猛火 を 来らせ 給へ り、 

t ぶの； ュ  1j り ：-1 

炎、 彼の 周 園に 燃へ しか ども 彼識ら す、 

彼 を 焚け ども 彼 之 を 心に 留め ざり き。 

第 四十 三 章 
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然れど ヤコ ブょ、 汝を 造れる H ホバ人 r 云 ひ 給 ふ、 

イスラエルよ、 汝を作 5^ る 者 斯く云 ひ 給 ふ、 

懼る、 勿れ、 我、 汝を赝 へり、 

我、 汝を 呼ぶ に 汝の名 を 以てせり、 汝は 我が 有たり、 

汝、 水の 中 を 過る 時、 我、 汝と 偕に 在り、 

河 を 横斷る 時、 其 水汝の 上に 溢れざる べし、 

汝、 火の 中 を 歩む 時、 汝は燒 かれざる べし、 

其 焰は汝 を 焦 さぐるべし、 

そ は 我、 M ホバは 汝の神 なれば なり、 

我、 イスラ H ル の聖， 者は汝 の. 救 主 なれば なり、 

ぁジ な，. 1 

我、 H ヂプト を 汝の頌 代と して 與 へたり、 

ェ テオ ピ ャ とセバ と を汝の 代りに 附 したり、 

汝、 我が 眼の 前に 貴重なる が 故に、 

尊く して 我、 汝を 愛する が 故に、 

我 は 人 を 以て 汝に替 へ、 

民 を 以て 汝の 命に 代 ふべ し、 

懼 る、 勿れ、 我、 汝と 偕に あり、 . 

十 つ 

我、 汝の裔 を 東より 携れ來 り、 


五 
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西より 汝を 集むべし、 

六 我、 北に 向 ひて 云 はん 「放せ」 と、 

南に 向 ひて 云 はん r 留 むる 勿れ」 と、 

我 lf 等 を 遠方より 来らせよ、 

我 女 等 を 地の 極より 来らせよ、 

七 彼等 はすべ て、 我が 名 を 以て 稱 ばれし 者、 

我が 榮光 のために 我が 造りし 者、 

くわ ん せい 

我が 作りし 者、 然り 我が 完成せ し 者な り。 

國 民の 召集 

八 見る 眼 を 有ちながら 瞽者なる 民、 

聽く耳 を 有ちながら 聾者なる 民 を 喚び 出せよ、 

九 國々 よ、 汝等相 集 ふべ し、 

民 等よ、 汝等 來り會 すべし、 

彼等の 中 誰か 此事を 告げ 得ん や、 

誰か in きに 成るべき こと を 示し 得ん や、 

その 證據 を擧げ よ、 然 らば 是 とせら るべ し、 

人 をして 彼等に 聽き 「眞 に然 り」 と 云 はしめ よ。 

エホバの 證人 

«»;lsi 害私譯 
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十 H ホバ言 ひ 給 ふ、 汝等は 我が 證人 なり、 

我が 簡 みし 我が 僕な り、 

是れ汝 等 知りて 我 を 信じ、 

我が 彼なる を曉 らん ためなり、 

我が 前に 神 あるな し、 

我が 後に 祌 あるべ からす、 

十一 我 は …… 我 は眞に H ホバ なり、 

我の 外に 救 主 あるな し、 

十二 我吿 げたり、 而 して 救 を 施せり、 

我 示したり …… 

其時汝 等の 中に 他の 神な かりき、 

汝等は 我が 證人 なり、 我 は 神な りと H ホ バー 一目 ひ 給 ふ。 

十三 然り、 今より 後 も 我 は 彼な り、 

我が 手より 救 ひ 出す 者な し、 

我爲 して： E 人か妨 ぐる を 得ん。 

イスラ H ル の 救出 

十四 汝 等の 贖 主 イスラ H ルの 聖者 H ホバ斯 く 云 ひ 給 ふ、 

汝等 のために 我、 人をバ ビ P ン に途 り、 


其 民 をして 總て河 を 下りて 逃れし め、 

カル. チヤ 人 をして 其 宴樂の 船に 乘 りて 逃れし めん、 

十五 我 エホバ は汝 等の 聖者な り、 

イスラ H ルを 造りし 者に して 汝 等の 王な り。 

十六 H ホバ斯 く 云 ひ 給 ふ、 •：：• 

彼 は 海の なかに 大路 を 設け、 

大 なる 水の 屮に徑 を 作り、 

む 七 ilfisj. と 馬と、 軍旅と 軍士と を 出来ら しめし 者な り、 

彼等 は盡 く仆れ て 起つ 能 はす、 

A なと らしび 

皆燈 火の 消 ゆるが 如く 消えたり …… 

ト八 H ホバ云 ひ 給 ふ、 

汝等 往昔の こと を 思 出づる 勿れ、 

上古の こと を考 ふる 勿れ、 

卜 九 視ょ、 我 新しき こと を爲 さんと す、 

今や！^ に 起らん としつ \ あり、 汝等之 を 認めざる 乎、 

我、 曠野に 道 を 設け、 

沙漠に 河 を 出さん、 

二十 野の 獸我 を崇 むべ し、 

書私譯  W さ 一 一 
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野犬と 駝鳥 もまた 然り、 

我、 水を瞎 野に 出し、 

河 を 沙漠に 設けて、 

我 民我簡 びし 者に 飮ま しむべ ければ なり。 

廿 一 こ は 我がた めに 我が 作りし 民な り.、 

彼等 は 我が 讚美 を宣 べん。 

イスラ H ルの忘 恩 

廿ニ 然るに ヤコ ブょ、 汝は我 を 顔 び賴 まざりき、 

ィ スラ H ルょ、 汝は 我がた めに 勞せ ざり き、 

廿三 汝は燔 祭の 羊 を 我に 持 来ら ざり き、 

义犧牲 を もて 我 を 崇め ざり き、 

我、 供物 を もて 汝を 苦め ざり き、 

义 乳香 を もて 汝を煩 さ りき、 

卄 i: 汝は銀 を 以て 我がた めに 香 物 を購は ざり き、 

犧牲 の膏を 以て 我 を 飽かしめ ざり き、 

汝は 反て 汝の罪 を もて 我 を 苦め たり、 

汝の惡 を 以て 我 を 短したり き、 

卄五 我 は、 我 は 寳に已 がた めに 汝の愆 を 消す おなり、 


我 は 汝の罪 を 記へ ざるべし、 

廿六 我 をして 想起 さしめ よ、 我等 相對 して ^.サ はん、 

汝是と せられん ために 一一 目 は ん と 欲す る 所 を 一一： 一 a へ 、 

汝の 始祖 罪 を 犯したり、 

汝 の敎師 また 我に 逆へ り、 

サ七 此 故に (異邦人 をして〕 我聖 なる 監督 を 汚さし め、 

ャ コ プを詛 はしめ、 

イスラ H ルを 嘲らし めたり。 

第 四十 四 章 

恩 惠 の約朿 

一 然れ ど今聽 け、 我 僕 ヤコ ブょ、 

が えら 

我簡 みし イスラ H ルょ、 

二 汝を 造りし M ホバ斯 く 云 ひ 給 ふ、 

汝を 胎内 に 作りし 以來汝 を援け し 者斯く 云 ひ 給 ふ、 

權る、 勿れ、 我 僕 ヤコ ブょ、 

我簡み 1H ン ュ ル ンょ、 

-use  Ki 書 a 譯 
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我れ 渴 ける 者に 水 を 注ぎ、 

乾た る 地に 水流 を 出し、 

汝の 子等に 靈を 注ぎ、 

4* え めぐみ- 

汝の裔 に 恩を與 ふべ ければ なり、 

斯くて 彼等 は 草の 如くに 蕃 らん、 

恰 かも 水 濱に生 ふる 柳の 如くな らん、 

或 者 は 曰 はん 「我 は ェ ホバ の屬 なり」 と、 

とな 

或 者はャ コ ブの名 を 以て 自 から 稱 へん、 

或 者 は 我 は rM ホバ の屬 なり」 と 手に て ilk し、 

イスラエル の 名 を名吿 らん。 

H ホバと 偶像 

イスラ H ルの 王に して その 贋 主なる ェ ホバ 斯く云 ひ 給 ふ、 

(彼 は 萬 軍の ュホバ なり，) 

我は始 にして 我 は 終たり、 

我の 外に 祌 あるな し、 

誰か 我の 如く 宣べ 得ん や、 

； ：ビー へ 

若し あらば 我 前に 陳ぶ ベ し、 

誰か 昔より 未来の 事を吿 げしゃ、 


2： 


後に 成らん とする 事 を 示し 得ば 示すべし" 

八 汝等懼 る、 勿れ、 戰慄く 勿れ、 

我れ 昔より 汝に吿 げしに あらす や、 汝に 示せし にあら す や 

汝等は 我が 證人 なり、 我の 外に 神 あらん や、 

然り、 我の 外に 磐 あるた し、 我 は 其 在る を 知らす、 

九 偶像 を 作る 者 は …… 彼等 はすべ て虚 なり、 

彼等が 慕 ふ 所の もの は 益な し、 

而 して 彼等の 證人は …… 

彼等 は 見えす 叉曉ら す、 彼等 は愧 しめらるべし、 

十 _ 神 を 作りし 者 は 誰ぞ、 

ハ俭 なき 偶像 を. たりし 者 は 誰ぞ、 

十一 視ょ、 彼等の 伴侶 はすべ て愧 しめらるべし、 

その 職工 等 は …… 彼等 は 人の み、 

彼等 相 集り、 相 寄て 立つべし 

彼等 は 驚か さ る ベ し、 相 共に 愧 しめら る ベ し、 

十二 鐵ェは 火 を 以て 幾 き、 

つ ち  .3  .U 

鎚を もて 之を毅 へ、 

强き腕 を もて 之 を 固む、 

W お： 書お 譯 
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彼、 i れ ばカ衰 へ、 

水 を 飲ま ざれば 疲 かる。 

らくこう "ぶ  ^-r  ャみ  a! が 

木工 は 機に て 測り、 墨に て畫 き、 

S にて 削り、 定木に て 記し、 

人の 美に 像り、 人の 形に 肖て 作り、 

而 して 之 を 家 の屮に 安置す。 

或 ひは^ 柏 を伐仆 し、 

或 ひ は樹を 採り、 或 ひ は椅を 取り、 

或 ひ は 林の 中の 或る 他の 樹を 選び、 

或 ひ は 杉 を 植え、 雨 をして 之 を 生育た しむ 

而 して 人 之 を 採りて 薪と なし、 

之 を もて 己が 體を煖 め、 

又 之 を 燃して パ ンを炕 き、 

乂之を 神に 作りて 拜み、 

^像 に 作り て 其 前 に 平伏す、 

J?. &  もや 

其 半 を 以て 火 を 燃し、 

共 中 を 以て 肉 を 食 ひ、 

卽ち 飽くまで に 肉を熔 りて <3S< ふ、 


A 


彼 また 己を煖 めて 云 ふ、  . 

「ァ 、我れ 燥 まれり、 我れ 熱き を覺 ゆ」 と、 

十七 而 して 其餘を 以て 神 を 作り、 其 像 を 作り、 . 

其 前に kf. 伏し、 之 を拜み 之に 祈りて 云 ふ、 

「我 を 救へ よ、 汝 は我祌 なり」 と。 

十八 彼等 は 知らす、 また 悟らす、 

ふさ が 

其 眼 塞り て 見えす、 

其 心 閉ぢて 了ら す、 

十九 深く 心に 考 ふる 者な し、 

ゴ脊識 と 明 悟と ありて 言 ふ 者な し 、 

「我、 其 半 を 以て 火 を-燃し、 

すみび  や 

其 炭火の 上に パ ンを炕 き、 

肉 を fsi りて 之 を 食 ひたり、 

我 その 餘を 以て 憎むべき 偶像 を 作らん や、 ， 

我 木の 斷片に 平伏さん や」 と。 

二十 灰 を 食 ふ 者よ！ 

彼 は 迷へ る 心に 惑 はされ て 、 

已が靈 魂 を 救 ふ 能 はす、 

wifsi*: 私譯  一 n 五 九 
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ミー a -， 

また 「我 右 乎に 虚妄な き 乎」 と 問 ふ 能 はす、 

廿ー ヤコ ブょ、 イスラエルよ、 是等 のこと を 心に 留めよ 

そ は 汝は我 僕 なれば なり、 

我汝を 作りたり、 汝は我 僕な り、 

イスラ H ルょ、 汝は 我に 忘れられ ざるべし、 

廿ニ 我れ 霧の 如. くに 汝の愆 を 消したり、 

雲 の 如くに 汝の雜 を 散らしたり、 

我に 還れよ、 我 汝を贖 ひたれば なり リ 

宇. {3 萬 物 の 頌 讚 

什 三 歌へ よ 、天よ、 H ホ バは此 を 就し！ へり、 

叫べよ、 地の 低き 所よ、 

聲を發 ち て m へ よ、 汝等山 々 よ 、 

林と 其 中に あるす ベ ての 木よ、 

エホバ は ヤコ ブを聩 ひ 給へ り、 

イスラエル の 屮に其 榮光を 現 はし 給 はん。 

.: 〈-  *■ 

ぺ ル シ ャ王ク n ス の 聖 召 

廿 S:  M ホバ斯 く 云 ひ 給 ふ、 


5 

/、 
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我 は 汝を履 ふ 者、 汝 を胎內 より 作りし 者な り、 

，"し  しと.？. * 

我 は 萬 事 を 成就る H ホパ なり、 

惟り 天 を 仲べ、 

自 から 地を闢 き、 

廿五 誇張 者の 言 を しからし め、 

ii いぼくし や き や-.., 

賣ト者 を 狂せ しめ、 

知日 者 をして 後に 退かしめ、 

其 智慧 を 愚 か な らしめ、 

."， がし もべ  ，こ 

廿六 我 僕の 言 を 遂げし め、 

我 使者 等の 謀 を 成らし め、 

エルサレム に 就て 言 ふ 「再び 313:1^ あらん」 と、 

ニダの 諸の 邑に 就て 言 ふ rw び 建ら るべ し」 と、 

叉 「我 その 荒廢 たる 所 を 興さん」 と、 

廿七 淵に 命じて 一一 一一 II ふ 「乾け」 と、 

叉 「我れ 汝の 川々 を涸 さん」 と、 

廿八 又ク a スに 就て 首 ふ 「彼 は 我が 牧者な り、 

彼れ、 我す ベて 好む 所 を 成さん」 と、 

彼 は エルサレム に 就て 言 はん 「汝は 建ら るべ し」 と 
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Jv と -0 ャ 

又 sf; 殿に 就て 言 はん r 汝の * は 据えら るべ し」 と。 

第 四十 五 章 

クロ ス の選拔 

一 我 H ホバ 我受 膏者ク 口 ス の 右手 を 執り、 

^の 阔 を 其 前に 降らしめ、 

諸の 王の 腰 を 解き、 

扉 を その 前に 開き、 

門 をし て そ の 前 に 閉られ ざ ら し む〕 

二 エホバ 彼に 斯く云 ひ 給 ふ、 

我れ 汝の 前に 行き、 

崎 嶇を平 かにし、 

あか *-* ね  こ 

銅の？： を 毀ち、 

くろがね ： いんぬ さ ヒ 

鐵の關 木 を斷っ べし、 

三. 我れ 汝に 暗中の 財貨 を與 へ、 

また 密處 の寶 物を附 さん、 

是れ我 は エホバ、 名 を 以て 汝を 召し 者、 


イスラ H ルの 神なる を汝に 知らし めん ためなり、 

四 我 僕 ヤコ ブ我簡 める イスラエル のために、 

汝我を 知らざる も 我 は 汝の名 を 以て 汝を 召したり、 

我 は 汝に尊 稱を附 したり、 

五 我 は エホバな り、 外に 神 あるな し、 

我の 外に 神 あるな し、 

汝我を 知らざる も 我 は 汝を间 うせり、 

六 是れ rn の 出づる 所より 口の 人る 所まで、 

人^な 我の 外に 神な きこと を 知らん ためなり、 

41 二と 

我 は實に 神な り、 外に 神 あるな し、 

七 我 は 光 を 作り 叉 暗 を 造る、 

.si  .r/ さは ひ お 二 

我 は 平和 を 来し 叉 禍害 を 起す、 

是れル Z な 我 エホバ の爲す 所たり。 

義の 雨と 義 の ャ 

八 天よ、. 上より 滴らせよ、 

雲よ、 義を 降らせよ、 

地 は 開けて 救 を 生ぜよ、 

ら え いだ 

義を萌 出さし めよ、 

以赛 .亞 喾私譯  11 一六 三 


預 a"  お 

是れ我 エホバ のぼす 所な り。 

H ホバ 。梅 能 

九 土器の 破片た るに 過ぎざる に、 

つ -、，，^  し  つし さ は；. ノ 

そ の 造 主と 广ポ ふ 者 は禍な る か な、 

つち >、れ すゑ. bf^ し 

土塊 は陶 人に，： 1： ひ 「汝何 を 作る 乎」 と ふ 乎， 

叉汝の 作りし 者 汝に向 ひ 「汝の 手に 由ら す」 と； 一一 n ふ 乎、 

十 父に 向 ひ 「汝 何故に 生みし や」 と 首 ふ 者は禍 なる かな、 

婦 に，： 1： ひ r 汝 何故に 產の劬 勞を爲 せし や」 と 一 H ふ 者は禍 なる かな 

十一 イスラエル の 者に して 其 造 主なる エホバ 斯く 一一  H ひ 給 ふ、 

後に 來 らんと する 事に 就て 我に 質さん とする 乎、 

我が 手の ェに 就て 我に 命ぜん とする 乎、 

十二 我 は 地 を 作れり、 

而 して 其 上に 人 を 造れり、 

ひきの は 

我 は 我 乎 を もて： 大を引 仲したり、 

J  しんしゃ 5 れつ さ だ 

而 して その 萬 象の 列 を 定めたり、 

十三 我 は 正義に 隨て彼 ク スを 起したり、 

我 其す ベ て の 道 を 直く す ベ し、 

彼 は 我が 城市 を 建つべし、 


六 
巧 


に ；- む-、 い  i,r はれび i ゆる 

叉價と 報と なしに 俘 囚を釋 すべ し、 

是れ萬 軍の M ホバ の 雷な り。 

ク n ス の 萬 邦 征服 

十 W  M ホバ斯 く 一 百 ひ 給 ふ、 

H  、チ ブトの 工業と H テオ ピャの 商業と、 

身の 丈 高き セ バ 人と は、 

汝に來 り 汝に屬 すべし、 

彼等 自 から 鎖 を 纏 ひて 汝に從 ひ、 

汝の 前に 俯伏して 汝を 求めて 言 ふ ベ し、 

實に祌 は 汝の衷 にあり、 

-彼を 除いて 外に 神 あるな しと。 

エホバと イス ラエ ル 

-1 二と .；-1 のれ 

十五 實に汝 は 己 を 隱し給 ふ 神な り、 

救 を 施し 給 ふ イスラ 工 ル の 神よ、 

十六 彼等 は愧 しめらるべし、 

彼等 はすべ て 惑 はさるべし、 

もろとも 

彼等 偶像 を 作る 者 は 諸共に 惑 ひ 亂れて 退くべし、 

卜 七 然れ ども イスラ H ルは 永遠の 救 を もて M ホバに 救 はるべし 

wis 亞甞 S 露 
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彼等 は 永遠に 至る まで 愧 しめられ ざるべし、 惑 はされ ざるべし。 

m  一一  S 焚 行の 約束 

十八 H ホバ靳 く 一 W ひ 給 ふ、 ：：： 

彼 は 天 を 造りし^ にして 彼 惟り 祌 なり、 

彼 は 地 を 作り 之 を 完成し 其 基 を 洞う し 給へ り、 

徒然に 之 を 造り 給 はす、 人の 住所と して 作り 給へ り、 …… 

我 は M ホバ なり、 外に 神 あるな し。 

十九 我 は隱れ たる 所、 地の 暗き 所に 於て 語らす、 

l-ii づ. り 

我 は ヤコ ブ の裔に 「徒然に 我 を 尋ねよ」 と Iw はす、 

我 エホバ は 正 を 語り、 直を吿 ぐ。 

もろ-^  G が 

二十 汝等 諸の 國の屮 に 脫れし 者よ、 

集 ひ « り 共に 前み 來れ、 

木の 像を檐 ひ、 

敕ふ能 はざる 祌 に祈禱 する 者 は 無智なる なり、 

廿 一 汝 等の 論據を 擧げ來 りて 之を述 ぶべ し、 

然り、 彼等 互に 相 謀るべし、 

誰か 此事を 古より 示したり しゃ、 

誰か 此事を 昔より 告げたり しゃ、 


我 エホバ ならす や、 我の 外に 神 あるな し、 

我は義 しき 神に して 救 ふ 者な り、 我の 外に 祌 あるな し。 

廿ニ 地の 極なる 人々 よ、 

汝等我 を 仰ぎ 瞻ょ、 然 らば 救 はるべし、 

我は祌 にして 外に 神なければ なり， 

廿三 我 は已を 指して 誓 ひたり、 

せ： -.f  へ  こと： a 

正義 は 我が 口より 出たり、 是れ 反る ことなき 言な り、 

卽ち すべ ての 膝 は 我が 前に 跪き、 

すべ て のせ は 我に 誓 はんと。 

廿四 ん、 我に 就て 言 はん 「正義と 能力と は ェ ホバ にの みあり」 と 1 

す ベ て の 人 は 必す H ホ バに詣 らん、 

而 して 彼に 逆 ひしす ベての 人は愧 しめらるべし。 

す 7 え 

廿五 イスラエルの 裔は H ホバ にあり て義 とせられん、 

また 彼に ありて 誇らん。 

第 四十 六 章 , 

人に 擔 はる 像 

れ赛亞«私ー西 
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1 ベル は 伏し ネボは 屈む、 

彼等の 像は獸 と.； 畜の 上に あり、 

汝 等が 擔ぎ 歩， きし もの は 荷と なりて 

疲れし^の 負 ふ 所と なる。 

二 彼等 は 屈みたり、 彼等 は 共に 伏したり、. 

彼等 は 荷と なりし もの を 救 ふ 能 はす、 

彼等 自か らも 捕虜と なりて 行けり。 

A を 0 ふ ヱ ホ バ 

三 我に 聽け ヤコ ブの 家よ、 

イスラ H ルの 家の 遺れ る 者よ、 

腹の 屮 より 我に i!: はれ、 

胎の 巾より 我に 擔 はれし 者よ、 

N 年老 ゆるまで 我 は 彼な り、 

1;. ギ H  くな るまで 我 は擔は ん 、 

我 は斯く 1U へり、 我 は 食 はん、 

我は擔 はん、 而 して 救 はん。 

H ホバと 偶像との 比較 

五 汝等 誰に 我 を 較べ、 誰に 比へ、 
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誰に 擬 へ て 彼と 我と を 較べん とする 乎。 

六 彼等 褻より 金 を 傾け 出し、 

權衡を 以て 銀 を 度り、 

金 H を覓め て 之に 神 を 作ら せ 、 

其 前に 俯伏し、 之を拜 む、 

七 彼等 は 之 を 肩に 負 ひ、 之を擔 ぎ、 

行て 之 を 其處に 安置す、 

そのと ころ 

而 して 彼 は 立て 其處を 離れす、 

人、 彼に 向 ひ 呼 はれ ども 答 ふる 能 はす、 

义之を 苦難の 屮 より 救 ふ 能 はす。 

歴史の 神 

八 此_5！ を 想 ひて 自 から 堅う せよ、 叛逆 者よ、 

此^5^-を心に留めょ、 

九 汝等 t 古より 以來 のこと を 想 ふべ し、 

我 は 神な り、 外に あるな し 

神な り、 我の 如き 者 あるな し、 

ト 我は始 より 終 を 吿げ、 

昔より 未だ 成らざる こと を 示したり、 

wratsl 敦私譯  兰六九 
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我 は 首へ り 「我が 謀 は 成らん、 

我 は 我がす ベて 欲する 所 を 成さん」 と、 

十  一 乂 「我 は 東より. 鱉を 招き、 

遠國 より 我が 謀 を 行 ふ^を；^:: さん」 と、 

然り、 我 は jsis りたり、 我 は 我 言 を事實 たらしむべし、 

我 は { 丈め たり、 我 は 行 ふべ し、 

4- 二 我に 聽け、 汝等 心の 剛復 なる^よ、 

義に遠 かる 者よ、 

十三 我、 我義を 近づかし む 可し、 その 來る こと 遠から す、 

我救は^^滯らざるべし、 

我れ 救をシ オンに 施し、 我 榮光を イスラ H ルに予 へん。 

第 四 卜 七 章 

バビ n ンの K 下 其 一 

二 バ ビ B ン の處 女よ、 降りて 塵の 屮に 坐れ、 

むすめ ，、- ク 3 

カル デャ 人の 女よ、 座 を 離れて 地に 坐れ、 

汝は (S5 たび 婀账 たり 1^ たりと ip へ られ ざる ベ し、 
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二  i? 臼 を 取りて 粉 をが け、 

面帕を 取り去り 裾 を 翁げ、 

經脚を 露 はして 河 を 涉れ、 

：ニ 汝の肌 は 現 はれ 汝の 恥は嚷 さるべし、 

我れ 仇 を 報いて 人 を 顧みす。 

我等 を 頌ひ給 ふ 者 は その 名 を 萬 軍の H ホバ と 云 ふ、 

彼 は イスラエルの g<f_ 者な り。 

バ ビ n ンの r ぬ 下 其 二 

むすめ  "？、  すわ  ちんしょ ひ々 

^ カル，、 テャ 人の 女よ、 默 して 坐れ、 暗 所に 潜め、 

そ は 汝は復 たび 國 々 の 主 母と 稱 へ られ ざる ベ ければ なり、 

.^ 1^ 我 民 を 憤り、 我 產業を 汚し、 

之 を汝の 手に 與 へたり、 

汝、 之に 憐憫 を 施さす、 

年老いた る 者の 上に 軛を 置きて 甚く 苦め たり、 

六 汝曰 へらく 「我， 永久に 主 母た らん」 と、 

斯くて 汝は是 等の 事 を 心 に 留 めす 、 

亦 その 終局 を 念 は ざり き。 
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ぎ 傲 は 5^ 亡に 先 だつ 

七 汝、 歡樂に 耽り、 安 i! に 居り、 

心の中に 「唯 我而： IT 我の 外に 人 あるた し、 

我 は^ 婦 となら じ、 また 子 を 失 ふこと を 知る まじ」 と 念 ふ 者よ、 

八 汝、 今聽 け、 子 を 失 ふ 事と^ 婦 となる^と、 

是 等の 二つの 事 は  一 n の 巾に かに 汝に 臨まん、 

汝の 魔術の 多き と 汝の咒 訊の まきと に 係 はらす、 

是 等の 事 は 全然 汝に來 らん、 

九 汝は 己の 惡に恃 みて 曰へ りつ 「我 を 見る 者な し」 と、 

汝の 智慧と 汝の 聰明と は 汝を惑 はしたり、 

汝は 心の中に： n へり 「唯 我の み、 我の 外に 人 あるな し」 と。 

十 是 故に 災害 汝に來 らん、 

汝咒 ひて 之 を 除く る こと を 知らざる べし、 

なやみ  おちき. U 

艱難 汝に 墜來 らん、 

汝 之を攘 ふ こと 能 は ざ る ベ し、 

の 思 はざる 荒廢 俄かに 汝に 臨まん、 

十一 な/ 汝の咒 詛に據 て 立つべし、 

汝の 多くの 魔術 を 以て 嚮ふ べし、 
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れ汝ぉ 幼時より 勤め 行 ひし ことなり、 

汝或ひ は 益 を 得る こと あらん、 

汝或ひ は 敵 を懼れ しむる こと あらん、 

十二 汝は 謀略 多き によりて 倦み疲れたり、 

彼等 をして 令 起て 汝を救 はしめ よ、 

彼等 天を觀 る^、 星 を 窺 ふ^、 

H を 占 ふ 者 をして 汝を救 はしめ よ、 

十三 t;^ よ、 彼等 は 切 ^ の 如くな りて、 火 之を燒 かん、 

彼等 は 己を焰 の 勢力より 救 ふ 能 はざる ベ し 、 

十四 汝が 勤めて 行 ひたる 事 は 終に 斯の 如くた らん、 

汝の 幼時より 汝と 貿易せ し 者 も、 亦 各自 その 所に 彷徨 ひ往 かん、 

汝を救 ふ 者 は あらざる べし。 


以赛亞 書改譯 

第 一 章 
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は ュダの 王 ウジ ャ、 ョ タム、 ァ ハズ、 ヒゼ キヤの 時に ュダと エルサレムに 關しァ モッの 子ィザ 

ャに 示されし 示な り。 

2  ； 大ょ聽 け， 地よ 耳を倾 けよ、 其 は H ホバは 語り 給 はく、 

我れ 子 を 養 ひ 育てし に、 

彼等 は 我に 逆け り。 

3  t は 其 持主 を識 り、 

驢ぉは 其 主人の 梢 を 知る、 

然 れどィ ス ラ H ル は 識らす 、 

我：！^ は 悟らざる なり。 

4 あ kwii! を 犯せる 圃、 不義 を 以て 充 たされた る . 

すゑ  みだ や .f' , つ 

ぜを 行 ふ^の 裔、 道 を a す秘 族、 

彼等 は エホバ を 楽て たり、 

彼等 は イスラエルの |^1者を侮慢り、 

彼と 絶ち 彼より 離れたり。 

5 汝等 何ぞ猶 ほ鞭韃 れんと する 乎、 

もと そむ 

汝等 M ぞ篾 ねて 悖り 逆く や、 

全 頭 は 病み、 全心 は疲 る、 


G 足の 跖 より 首 の 頂に 至 る ま で 健全な る 所な く、 

唯创 痰と 打傷と 腿 物と 而已、 

而 して 之 を 合 はす 者な く、 包む 者な く、 亦膏 にて 軟 ぐる 者な し。 

あれ ャに 

7 汝 等の 國土は 荒 錢れ、 

汝 等の 諸邑は 火に て 焚かれ、 

汝 等の 田畑 は 敵 人、 汝 等の 目前に て 之 を 貪り、 

其 荒 魔、 恰 かも ソ ドムの 願 覆に 似たり。 

むすめ  い： ュり 

8 シ オンの 女 は 葡萄園の 廬の 如く 

瓜田の 假舍の 如く、 

また 位 園 を 受けた る 城の 如く 唯獨 り^せ り。 

0.  _Erm の H ホバ 若し 我等の 中に 少数の 餘裔を 遺し 給 は ざり せば、 

我等 はソ ドムの 如く なりし な ら ん 、 

我等 は ゴ モラに 11： じかり し な ら ん 。 

W 汝等ソ ドムの 有司よ、 H ホバの 語を聽 け、 

汝等ゴ モラの 民よ、 我等の 神の 律法に 环を 傾けよ。 

U  H ホバ言 ひ 給 はく、 汝 等が 獻 ぐる 多くの 犧牲は 何の 爲ぞ、 

を ひつじ f4 んさぃ  けもの あ ふら 

我 は 牡羊の 燔 祭と 肥えた る畜の 青と に 威け り、 

はお 改譯  一一 一七 i 
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我 は 叉 牡 核 或は 小羊 或は 牡 • 山羊の 血を悅 ばす。 

汝等は我に.y^ぇんとて來る、 

この *  、一  と を 誰が 汝 等に 要め しゃ、 

汝等は 徒らに 我が 聖 殿の 庭 を 踏む のみ。 

は 虛き祭 物を復 たび % ふる 母れ、 

我 は 其爐を 憎む、 

新 n: 及び {冬！3^ 日 …… 會 衆の 刀：： 壞 …… 

聖， 會と斷 食 …… 我 は 之に 耐 ゆる 能 はす。 

U 我が 心は汝 等の 新月と 節 會とを 嫌う、 

是れ 我に は 重荷たり、 

我れ 之 を 負 ふに 倦みたり、 

^ 我れ 汝 等が 手を^る とき 我が 目を掩 ひ、 

然り、 汝 等が 多くの 祈 禱を爲 す 時 も 我 は 聞く こと をせ じ. 

汝 等の 乎 は 血に て充 つ。 

W 汝等己 を 洗 ひ、 己 を 潔くせ よ、 

我が 目前より 汝 等の 惡業を 力 れ 、 

n 惡を行 ふこと を 魔め、 善 を：！；： す こと を學 び、 

公義 を 求めて 虐げら る、 者を扶 け、 
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公平に 孤 兒を鞫 き、 寡婦の ために 辯 護せ よ。 

？ S エホバ 首 ひ 袷 はく、 率 我等 共に (ザ 論 はん、 

縱令汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く，：：  くな らん、 

縦へ" 亦 紅 の 如く 赤く とも 羊 の 如く にならん。 

W  し汝等 好ん で 順 は -。、 地の 美 產を食 ふ を 得べ し、 

^ 然れ ども 若し 汝等 担んで 逆 かば、 

汝等は 劍の滅 す 所と ならん リ 

^ 如何 なれば 忠實 なる 市は妓 女と はなれる、 

往昔 は義 判に て」 えち 公義 其屮に 宿りし に、 

今 は 人 を 殺す 者ば かりと な り ぬ 〕 

外】 汝 等の 白銀 は 淳 となり。 

汝 等の 淸酒は 水 を 雑へ、 

P 汝 等の 長 輩 は 反き て 盗人の 伴侶と なり、 

ひ とおの/、  .； ；，、  'もの 

人 备 賄賂 を 喜び、 脇 財 を 追 ひ 索め、 

孤兒に 公平の 裁判 を 行 はす、 

寡婦の 訴訟 は 彼等の 前に 5, いです。 

« 赛 亞甞改 譯 
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^ 此 故に +: なる 巷 の M ホバ、 イスラエルの 全能者せ； ふ、 

ふ J 我れ 我が 仇に 向 ひて 我が 念 を 晴らし、 

我が 敵に 向 ひて 我が W: を (仪 さん。 

^ 我 また 我が 乎 を汝の 上に 加へ、 

悉く 汝 の：！： を 洗 ひ 去り、 

總て汝 の 鉛 を 取り去り、 

^ 汝の效 判官 を の 如くに、 

汝 の 議官を 始の 如くに ー仪 さん、 

然る 後に 汝は 公^の か、 

忠赏 なる 市と 稱 へられん。 

S>1 、レオン は 義！： を 以て、 

其. k 來者は 公 雑 を 以て 噴 はれん、 

^ 然れ ども 悖 逆お と 5^ 人と は 同時に 壞れ、 

ェ ホバ を^^っ る^ は 亡び 失せん、 

汝等の慕ひたる^^^iaに就て汝等は恥ん、 

汝 等の 選びた る II に 就て 汝等は 赤面 せん、 
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^ 汝等は 葉の 枯る k 榑樹の 如く、 

亦 水な き 園の 如くな らん。 

^ 而 して 强き者 は 麻の 如く、 

:y ハエ は 火花の 如くな りて、 

一 一^ 同時に 燃えて 之 を 撲滅す る 者な けん。 

第二 章 

] ュダと M ルサ レムに 關しァ 一て ッ の 子 ィザャ が 見し 所の 言は是 なり 

2 末の 日 至らん 時には 是事 あらん、 卽ち 

もろ/、  いに *- き 

M ホバ の.！ 1^ の 山 は 諸の 山の 巅に 堅く 立ち、 

諸の 嶺に 越えて 高く 紫へ、 ■ 

而 して 萬圃は 河の 如く 之に 流れ せん。 

3 衆多の 民 は 來り言 はん、 

去来 我等 H ホバ の 山に 登り、 

ヤコ ブの 神の 家に 行かん、 

H ホバ其 道 を 我等に 敎へ給 はん、 

我等 その 道に 歩むべし と。 

W 赛 Bi 書改譯 
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そ は 律法 は シ オン より^で、 

H ホバ の 言 は エルサレム より 山 r つべ ければ なり。 

b^/  \  さ. な、 

4  M ホバは 諸の 圃の問 を 糊き、 

多くの 民の 間 を 和らげん、 

斯くて 彼等 は その 劍を 鋤に 打ち か へ、 

その 餘を 鎌に 打ち かへん、 

國と圈 と は 劍を擧 て 相 攻めす、 

また 重ねて 戰爭を 習 はじ。 

5 あ、 ヤコ ブ の 家よ、 來れ、 

我 終 エホバの 光に 歩まん。 

G 主よ、 汝は その 民 ヤコ ブを棄 て 給へ り、 

そ は 東方の 妖術 は 彼等の 中に 行 はれ、 

彼等 は 皆べ リシ テ 人に 傚 ひて 魔術師と なり、 

ちか ひ 

M ハ 邦人の 蒙と 盟を 結び たれば なり、 

7 彼等の 國 はまた 黄金と E 銀と にて 充ち、 

其 时資に 際限 あるな し、 

彼等の 園 は 亦 馬に て充 ち、 


八 

0 


其戎 車の 數 限りなし、 

8 彼等の 國は亦 偶像に て充 ち、 

彼等 は 己が 手に て 作りし 者 を 崇め、 

己が 指に て 作りし 者を拜 す。 

9 賤夫 之れ が爲 めに 屈められ、 

貴人 之 れが爲 めに 卑 くせら る、 

汝は 彼等 を 容し給 はざる べし。 

^ 岩間に 入り、 又 土に 隱れ、 

以て H ホバ の 震 怒と 其 威稜の 光輝と を 避けよ、 

n 其 曰 に は 高ぶる 者は卑 くせられ、 

驕る人 は 屈められ、 

唯 エホバ のみ 高く 擧 げられ 給 はん。 

^ そ は 萬 軍の M ホバに 其 定めの 日 あり、 

て 高ぶる 者、 驕る 者、 

凡て 自身 を崇 むる 者、 

^ レバ ノ ン の 高く 紫え たる 凡ての 香 柏、 

バ シャン の 岡の 凡ての 欞 It 
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U 凡ての 高き 山、 聳えた る嶺、 

^ 凡ての 高き 檢、 堅 间 なる 石お 一と、 

川 及び タルシ、 の 凡ての 舟と、 

又 凡ての 美 はしき ものと …… 

是等は 皆 其 n:! に卑 くせら れん。 

n 其 n に は 高ぶる 者 は； S めら れ、 

11 る 者は卑 くせられ、 

唯 エホバ のみ 高く 擧 げられ 給 はん、 

^ 斯くて 偶像 は 全く 亡び 失すべし。  - 

W エホバ 起て 地 を 震動し 給 ふ 時、 

人々 其 震 怒と 威稜の 光輝 を 避けて、 

竊の 洞と 地の 穴と に 人らん〕 

^ 其 日 人々 は 其 銀の 像と 金の 像と を、 

卽ち 彼等が 拜 せんとて 自 から 造りし 像 を、  . 

^風と 蝸蝠 とに 投げ 與へ、 

^  M ホバが 起て 地 を 震動し 給 ふ 時 

彼等 はおの 隙に ほき、 

け は，， ク ひ 

义 は.^, 、き 山峽に 入りて、 


其 震 怒と 威 接の 光輝 を 避けん。 

？ー  汝等 人に toE るを廢 よ、 彼 は 鼻に て氣 息す る 者、 

彼れ 何ぞ算 ふるに 足らん や。 

第 三 章 

1 青よ、 主なる 萬 軍の H ホバ は、 

H ルサ レムと ュ ダ より 其 杖と 柱と を 除去り 給 はん 

-其賴 む 所の ての 糧と、 其 頼む 所の 凡ての 水と、 

2 其 勇者と 戰鬪の 人と、 

其 裁判人と 預首 者と 卜筮 者と 長老と、 

3 其 五十人の 首と 貴顯 と、 

其藝に 長け たる 者と 言 語 たくみ な る 者と を， 

ェ ホバ は 皆な 除き 去り 給 はん。 

4 我れ ぎ 子 を もて 彼等の 君と し、 

嬰兒に 彼等 を 治めし めん。 

5  は 互に 相 虐げ、 隣人 互に 相壓 し、 
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幼 者 は 長者 を 侮り、 

賤夫は 贵人を 辱し めん。 

6 其 時、 人、 家主た る 兄弟に 緒り て 一一 一一 n はん、 

汝 なほ 外 服 あり、 我等の 有司と なりて、 

汝の 手に て此荒 肷を现 めよ と。 

7 其 R 彼れ 錄を 揚げて t" はん、 

我れ 汝等を 癒す 者と なら じ、 

我等に も 亦 糧义衣 あるな し、 

我を立て i 民の 有司と する こと 莫れ と、 

8 是れ 彼等が 其 舌と 行を以 て M ホ バ に 逆 ひ 

其榮 光の 眼を瀆 せし に ra: る、 

そ は H ルサ レム は 滅び ュ ダは ひれ たれば なり 

0 彼等の 額 色 は其惡 事を證 す、 

彼等 はソ ドム の 如くに 其 罪 を 示して 隱 さす。 

禍 なる 哉 彼等、 彼等 は 害 を 己れ に 招け り。 

W 汝等 義人に 就て 言へ、 彼に 善事 ありと、 

そ は 彼等 は 其行爲 の 結 を 食 ふ ベ ければ なり 

V 禍 たる 哉惡 人、 彼に 惡事來 らん、 
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其 手の 報 は 彼に 與 へらるべし。 

^ あ- -我 民よ、 童子 は 彼等 を 虐げ、 

婦人 は 彼等の 上に 權を揮 ふ、 

あ、 我 民よ、 汝を 導く 者は汝 をして 愆 らしむ、 

彼等 は汝の 行くべき 道 を 絶つ。 

^  H ホバ爭 論 はんため に 立上り 給へ り、 

其 民 を 審判ん ために 起ち 給へ り、 

W ュホバ 其 民の 長老 輩と 君 等と を 箱き 給 はん、 

汝等 なり、 然り、 葡萄園 を 食 ひ 荒らせし 者は汝 等な り * 

貧しき 者より 掠め取り たる 物は汝 等の 家に あり、 

_^ 如何 なれば 汝等 我が 民 を 蹂躪り、 

貧き 者の 面 を磨碎 くやと、 

これ 主 萬 軍の エホバ の 言な り。 

^ エホバ また 言 ひ 給 はく、 

シ オンの 女 輩 は 高ぶり、 

項 を 仲ば して 步き、 眼に て媚を 達り、 

贝»1亞》改|3  11! 八 五 
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小股に 歩み、 足に て 玲玲の 昔を揚 ぐ、 

^ 此 故に 主、 シ オンの 女 輩の 頭 を 禿に し、 一 

H ホバ 彼等の 醜 所 を 露 はし 給 はん"  _ 

モ のとき  ，、 しろ 

お 當時 主、 彼等が 足に 飾れる 美 はしき 釧を 取り 

瓔珞と 半月の J と を 取り去り 給 はん、 

S 其 耳環と P 劍 と面帕 と、 

んリ. り す； S.J'V,. リ おび ひが ふ ilo.T.V 、ろ 

g 華 冠と 脛 飾と 紳、 香盒、 符囊 と、 

^ 指環と 鼻 環と 

外】 公 1、 上キ 外帔、 金 jlr.  一 

お 鏡、 細 布の 衣、 首帕、 被-衣な ど を 取 除き 給 はん 

かぐ  あしきに： IK) 

^ 而 して 馨 はしき 香は變 はりて 惡臭 となり、 

紳は變 はりて 繩 となり、  一 

美 はしく 編みた る髮は 禿と なり、 

華なる 衣は變 りて 齒 布の 衣と なり、 

匿 額は變 りて 烧鐵 にて 燒れ たる 痕 とならん、 

お 汝の男 は劍に 斃れ、  一 

汝の 勇士 は 戰に仆 るべ し、  一 

^ 其 門 は 歎き 悲み、 
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シ オン は 荒 廢れて 地に 坐らん" 

第 四 章 

當日七 人の 女 は 一 人の 男に 纖 りて 云 はん、 

我 倚 己の 糧を食 ひ、 己の 衣 を 着るべし、 

た 我 儕に 汝の 名を稱 ふること を 許して、 

我 倚の 恥 を 取 除け と。 

其 ョ H ホバ の 枝 は榮ぇ 輝き、 

地の 责は 勝れ つ 美 はしく して、 

イスラ ヱル の 免 かれし 者 は 之を樂 まん、 

其 時シォ ン に 遣れる 者と、 

エルサレム に 留まれる 者と * 

總て H ルサ レム に 於て 布 ふる 者の 中に 錄 された る 者と は 

聖と稱 へられん。 

エホバ 一 度び 其 * 判の 靈を 以て 

叉燼 減の 靈を 以て、 

シ オンの 女 輩の 汚辱 を 洗 ひ、 
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M ルサレ ムの血 を 其 中より 除き 給 ふ 時 …… 

5 其 時 M ホバは 遍くシ オンの 山の 住所と 

諸の 衆會の 上に 

晝は 雲と 烟とを 造り 

夜 は 火 焰の光 を 造り 給 はん、 

而 して 凡ての 榮の 上に 湲庇 あるべし、 

6 また 一 つの 假廬 ありて |;i は 熱 を 防ぐ ための 陰と なり、 

暴風と 雨と を 避く るた めの 蓋と なる ベ し。 

第五 章 

1 我れ 我が 愛する 者の ために 歌 を 作り、 

我が 愛する 者の 葡 圃の 事に 就て 歌 はん、 

我が 愛する 者 は 一 つの 葡萄園 を 有て り、 

つち こえ  を. 

土 肥た る 丘の 上に。 

すき か へ 

2 彼れ その 園 を 粗し、 石 を 除き、 

之に 嘉き 葡萄 を植 ゑ、 

其 中に 望樓 を 設け、 
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然リ、 酒拷を さへ 掘りて、 

嘉き 葡萄の 結ぶ を俟 てり、 

然るに 結びた る もの は 野葡萄な りき。 

然れば H ルサ レムに 住める 者よ、 ュダの 人々 よ、 

請ふ汝 等、 我と 我が 葡萄園との 間 を 箱け。 

我が 葡萄園に 我の 作した る 事の 外、 何の 作すべき こと あり や、 

我 は 善き 葡萄の 結ぶ を俟 ち^みし に 何 なれば 野葡萄 を 結びし や、 

然れば 我れ 我が 葡萄園に なさん とする こと を汝 等に 告げん、 

我 は卽ち 葡萄園の 籬笆を 取 去りて 其 食 ひ 荒さる、 に 任 かせ、 

ふみあら 

其 垣 を 毀ちて その 踐 荒さる \ に 任 かせん。 

我れ 之 を， 荒廢に 委ね、 

再び 剪らる、 こと 耕さる 、 ことなから しめ、 

おどろ い ft.b はえ，， で 

棘と 荊と を 生 出し めん， 

また 雲に 命じて 其 上に 雨 降る ことなから しめん。 

萬 軍の H ホバ の 葡萄園 はィ スラ H ル の 家な り。 

其 嘉し給 ふ 植物 は ュダの 人な り、 

彼れ 義鞫を 望み 給 ひしに 流血 あり、 

公義 を 俟ち給 ひしに 叫號 あり。 

« 甚 亞 書 改譯 
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8 禍 ひなる かな、 彼等 は 家に 家 を建聯 ね、 

田圃に 田圃 を增加 へ て 餘地を せす、 

己れ 獨り國 の 中に 住まん とす。 

9 萬 軍の M ホバは 我が 耳に 告げて 宣 はく、 

實に 多くの { ゑ は 荒れ 魔れ、 

莊宏 美麗の 家 は 住人な きに 至らん、 

W 十 段の 葡萄園 は 僅に 一 パテ を產 じ、 

ーホ メルの 穀種は 僅に  一 H パ を實る ベ し。 

n 禍哉、 彼等 は 朝 夙に 起きて 濃 酒 を 求め、 

夜の 更 るまで 止まりて 飮み 酒に 其 身を燒 かる i なり- 

^ 彼等の 酒实に は 琴 あり、 瑟 あり、 

鼓 あり、 W あり、 葡萄酒 あり、 

然れ ども 彼等 は エホバ の 作爲を 顧みす、 

其 手の 作し 給 ふ 所に 目 を 留めす。 

^ 斯 るが 故に 我が 民 は 無知の 故に 虜 にせられ、 

其 貴 顯者は 磯に よりて 度： e、 
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其 諸 民 は渴 によりて 枯れん、 

U 陰 府は其 欲望 を廣 くし 

其 度ら れ ざる 口 を 張る、 

彼等の 榮華、 彼等の 群衆、 彼等の 饒富、 

及び 彼等の 喜び 樂 める 者 は 皆 其 中 に 落つべし、 

0 而 して 卑しき 者 は 屈められ、 

貴き 者は卑 くせられ、 

高ぶる 者の 眼は卑 くせら る ベ し。 

W 然れど 萬 軍の M ホバ は義 箱の 中に 崇められ、 

聖 なる 神 は 公義の 中に 聖 とせられ 給 ふべ し。 

n 而 して 小羊 己が 牧場に 在りて 草 を 食む が 如くに、 

豊かなる 者の 廢れ たる 田圃 は 漂流 人の 食 ふ 所と ならん。 

お 禍 ひなる かな、 虚偽 を 燃り て繩 となして 不義 を 引き 附け、 

索に て 車 を 引く 如くに 罪 を 引き 寄す る 者よ、 

W 彼等 は 曰 ふ、 彼 をして 其 成さん とする 事 を 速に なさし めよ 

我 倚 これ を 見ん、 

イスラエル の 聖者の 決定め しこと を逼り 来らせよ、 

我 倚 之 を 知らん と。 

»赛 亞書 改譯 
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^ 禍哉、 彼等 は惡を 呼びて 善と 做し、 善 を 呼びて 惡と 做し、 

暗 を 光と 故し、 光 を 暗と 做し、 

にがき あまし 

苦 を 甘と 做し、 サを 苦と 做す。 

^ 禍哉、 彼等 は 已を視 て 智者と なし、 

自 から 顧みて 謀士 となす。 

g】 禍哉、 彼等 は 葡萄酒 を飮 むに 丈夫な り、 

濃 酒 を 和合す るに 勇者な り、 

^ 彼等 は 賄賂に 由り て惡 人を義 とし、 

義人より 其義を f ふ。 

^ 此 故に 火の 舌のう # 株 を 食 ひ盡 すが 如く、 

また 枯 草の 火焰に 沈む が 如く、 

其 根は朽 果て、 

其 花 は 塵の 如くに 飛び散らん、 

そ は 彼等 は 萬 軍の エホバ の 律法 を 拾て、 

イスラ H ルの 聖者の 言 を 蔑し たれば 也。 

^ 此 故に H ホバ の 怒 は 其 民に 對て 燃え、 
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其 手 を 仲べ て 彼等 を 撃ち 給 へ り、 

山 は 震 ひ 動け り、 彼等の 屍 は衢の 中に て 腐肉の 如く なれり。 

然かは あれ ど H ホバ の 怒は歇 ます、 

その 手 は 更に 張り 伸ばさる。 

^ 斯くて 彼れ 旗を樹 て.^ 遠方より 或る 國民を 招き、 

地の 極より 彼 を 呼び 給 はん、 

看よ、 彼れ 趨 りて 速 かに 来るべし。 

一入 J 其 中には 疲れ 仆る& 者な く、 

眠り また 寢る 者な し、 

其 腰の 帶は 解けす、 

其 履の 紐 は 切れす、 

^ 其 矢 は 銳く其 弓 は 悉く 張り、 

其 馬の 蹄 は 堅き こと 嫁 石の 如し、 

其戎 軍 の 輪 は 疾風の 如し、 

^ 其吼る こと 獅子の 吼 るが 如し、 

彼等 は 小 獅子の 如くに 咆る なり、 

喰哮 りつ k 其 獲物 を 軋み、 

彼れ 之 を 掠め 去れ ども 之 を 救 ふ 者な し、 

以赛& ：ぉ改 
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な り どよめ 

^ 其 日 彼れ 海の 嘯 響く 如くに 彼等に 迫り 来らん、 

若し 地 を 望 め ば 黑 暗と 逮 難と あ り 、 

光 は 之 を蔽ふ 雲 の 黑 きが 故に 暗 かるべし。 

第 六 章 

1 ウジ ャ 王の 死た る 年 我れ H ホバ の 高く 上に 擧 げられ たる 御座に 坐し 給 ふ を 見し に 其 衣裙は 殿に 滿 

つる を 見たり、 2 セラ ピム 其 周圍に 立てり、 各 六 ッの翼 あり、 その ニッを もて 面を蔽 ひ、 その ニッを 

I」 びか け 

もて 足を蔽 ひ、 その ニッを もて 翔 翔り、 3 互に 相 呼び 曰 ひける は、 

せいな も かな 

聖哉、 聖哉、 聖哉、 萬 軍の H ホバ、 

全地 は 其 榮光を 以て 充滿り  ， 

しきる らふ る， ゆり 5 ご  けぶり 

と、 4 斯く呼 はる 者の 聲に 因りて 閾 の基搖 動き、 家の 內に 煙滿 ちたり、 5 此時 我れ 曰へ り、 禍な るか 

な、 我 亡びなん、 我 は據れ たる 昏の 民の 中に 居りて 據れ たる- # の 者なる に 我が 眼 は 萬 軍の H ホバ なる 

王 を 見たり と、 6 爱 にかの セラ ピムの 一人、 鉗 を もて 祭壇： の 上より 取りた る 熟 炭 を 手に 携 へて 我に 飛 

び 来り、 7 我が 口に 觸れて 曰 ひける は、 視ょ、 此火 汝の脣 に觸れ たれば 汝の惡 は旣に 消え、 汝の罪 は 

贖 はれたり と、 8 亦 エホバの 聲を 聞く、 曰く、 

我れ 誰 を 遣さん、 

誰が 我等の ために 往 かん 


と、 其 時、 我れ 曰 ひける は 

我れ 此 にあり、 我 を 遣 はし 給へ 

と、 9  H ホバ曰 ひ 給 はく、 往 きて此 民に 斯の 如く 齿げ よ、 卽ち 

汝等 聞て 聽 けよ、 然れ ども 悟る 勿れ、 

汝等 見て 視ょ、 然れ ど識る 勿れ、 

汝、 此 民の 心 を 鈍く せよ、 

W 其 耳を攝 くせよ、 其 眼 を閉ぢ よ、 

恐く は 彼等 其 眼に て 見、 其 耳に て 聞き、 

其 心に て 悟り、 翻へ りて 鳖 さる \ こと あらん、 

n 爱に 我れ 言 ひける は、 主よ 何時まで 斯く あらん 乎と、 主 答へ 給 はく、 

邑は荒 廢れて 住む 者な く、 

家に は 人な く、 

國は 寂寞の 極に 達し、 

^  H ホバ 人々 を 遠き 國に徙 し、 

國の 中央に 空漠の 地 多き に 至る までと。 

^ 若し 其 中に 十分の 一 の存者 あらば 

彼等 も 亦鍛鍊 えられざる を 得す、 

恰 かも テレビン トの樹 叉 は檳樹 が、 

W  »1 亞 * 改譯 
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伐ら る、 こと ある も 其 根の 存 るが 如くに、 

聖 裔は存 りて 此 地の 根と なるべし。 

第 七 章 

1 ウジ ャの 子ョ タム の 子なる ユダヤの 王ァ ハズの 時、 ァ ラムの 王レヂ ンとレ マリヤの 子なる イスラ 

H ルの 主べ 力と 上り 来りて M ルサレ ムを 攻めし が 終に 勝つ こと 能 は ざり き、 2 玆 にァラ ムと H フライ 

ム との 結合な りたり と ダビデの 家に 吿る者 ありければ 王の 心と 民の 心と は 林の 木の 風に 動く が 如くに 

動きたり、 00 其 時 エホバ、 ィザャ に 言 ひ 給 ひける は 今汝 の子シ ャルシ ュブ と共に 出て 布 を 晒ら す 野の 

大路の 傍なる 上の 池の 樋 口に 往 きて ァハズ を迎 へ、 之に 斯く吿 ぐべ し、 卽ち 

4 汝 注意して 靜 かなれ、  ， 

懼る、 勿れ、 叉 心 を 弱くする 勿れ、 

ァ ラムの レヂ ンとレ マリヤの 子の 烈しき 怒 は 

.li い *4 つ  もえのこり 

煙れる 炬火の 二つの 燼餘 のみ、 

5 ァ ラム、 H フ ライム、 及び レ マリヤの 子 は 

汝に對 ひて 惡事を 謀りて 云 ふ、 

おびやか 

6 我等 ユダヤに 上りて 之 を 脅迫し、 

我等の ために 之 を 破り、 


タビ H ルの子 を 其 中に 立て 王と なさん と。 

7 主 エホバ 斯く云 ひ 給 ふ、 

此事は 成立た ざるべし、 また 行 はれざる べし、 

8 ァ ラムの 首はダ マスコな り、 

ダ マスコ の 首 は レヂ ン なり、 

(六十 五 年の 中に H フ ライム は 敗れて 國 たらざる べし) 

かしら 

9  H フ ライムの 首 はサ マリヤ なり 

サ マリヤの 首はレ マリヤの 子たり、 

汝 若し 信ぜず ば汝は 必ず 立つ こと 能 はざる べし。 

W エホバ 更に ァ ハ ズに 告げて 言 ひ 給 はく、 

n 汝の祌 H ホバ に 一 の 豫兆を 求めよ、 

或は 深き 所に 或は 高き 所に 之 を 求めよ、 

？-ァ ハズ言 ひける は 我れ 之 を 求め じ、 我 は エホバ を 試む る こと をせ ざるべし と、 ？ 3 ィザャ 言 ひける は 

ダビデの 家よ、 請 ふ汝等 聞け、 

汝等人 を 厭ます を 以て 足らす して 更らに 神 を も 厭まさん とする 乎、 

U 此 故に 主自 から 一 の豫 兆を汝 等に 賜 ふべ し、 

視ょ處 女 孕みて 子 を 生まん、 

番改募  一二 丸 七 
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彼女 其 名 を インマ ヌ H ルと稱 ふべ し、 

^ 彼 は a 麻と 蜂蜜と を 貪 はん、 

是れ惡 を 捨て 善を擇 むこと を 知らん ためなり、 

W 蓋 は此子 未だ 惡を棄 て 善を擇 ぶこと を 知らざる 前に、 

汝が 忌み嫌 ふ 雨の 王の 地は棄 てらるべし、 

^  H ホバは 汝と汝 の 民と 

汝の 父の 家との 上に 

エフ ライムが ュ ダと 離れし 時より 以來 

未だ 曾て 臨みし ことなき 日 を 臨ませ 給 はん、 

^ 其 日 エホバ、 ヱジ ブトなる 河々 の 奥の 蠅を 招き、 

ァ ッ シリャ の 地の 蜂 を 呼び 給 はん、 

W 彼等 は 来り、 皆な 来りて、  , 

峻 しき 谷と 巖簡と 

凡ての) 抓 棘、 凡ての 牧場の 上に 止まるべし。 

^ 其 日 主 は 河の 外より 雇へ る 剃刀 を 以て、 

卽ちァ ッ シリャ の 王 を 以て、 

首と 足の 毛と を 剃り 給 はん、 

亦^ を も 除き 給 はん、 
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^ 其 日 人、 牝接 一 つと 羊 二 つ と を 飼 居らん、 

^ 其 出す 所の 乳 多き に 因りて i?- 醉を食 ふ を 特ん、 凡て 固の 中に 遺れ る もの は 乳醉と 蜂蜜と を 食 ふ 

べし。 

^ 其 日 千 株に 銀 一 千 を 得た る 葡萄園に も 

悉く  1 刑と 棘と 生え ar つ ベ し、 

^ 荊と 棘と 地に 普き が 故に 

人々 矢と 弓と を 以て 彼處に 行くな り、 

^ 鋤 を 以て 掘 耕した る 山々 も 

荊と 棘の ために 人 恐れて 其 中に 行く こと を 得 じ、 

其 地 はた f 牛 を 放ち 羊に 踐ま しむる 處 とならん。 

第 八 章 

1 エホバ 我に 曰 ひ 給 ひける は 一 の大 なる 書 板 を 取り、 其 上に 平常の 文字 を 以て マ へ ル、 シャ ラル、 

しる  あかしび と  あ もし 

ハ シ、 バズと 錄 すべし、 2 我 信 實の證 者なる 祭司 ゥリャ 及び エベ レ キアの 子ゼ カリヤ を 以て 其 證明を 

なさし めん、 3 我れ 預言者の 妻に 近づきし に、 彼女 孕みて 子 を 生みたり、 其 時 H ホバ 我に 曰 ひ 給 はく 

その 名 を マ ヘル、 シャ ラル、 ハシ、 バズと 稱ふ べし、 4 そは此 子い まだ 我が 父、 我が 母と 呼ぶ こと を 

知らざる 中に ダ マスコ の 富と ァ ッ シリャ の 財 寶とは 奪 去られて ァ ッ シリャ 王の 前に 到る ベければ なり 
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5 エホバ また m ねて 我に 吿げ 給へ り、 曰く 

6 此民は 緩に 流る、 シ & ァの 水を棄 てレヂ ンとレ マリヤの 子 を 喜ぶ 

7 故に 今視 よ、 主 は 勢 猛 くして 漲り 涉る 

大河の 水 を 彼等の 上に 堰き 人れ 給 はん。 

もろ ，，_ ヽ ち か . り 

是は卽 ち アツ シリャ の 王と 其 諸 の 威勢と にして、 

諸の 支流に 瀰漫 り、 

諸の 岸 を 越え、 

8 ュダに 向て 1^ 入し、 

溢れ 漲りて 項にまで 及ばん、 

つ ほさ 

而 して 鳴 呼 イン マヌ H ルょ、 其 翼 は 伸びて、 

汝の 全地に 漏 からん。 

9 諸の 民 等よ、 汝等 怒り 騒げ、 汝等摧 かるべし、 

遠き 國々 の 者 等よ、 耳 を 傾けよ、 

腰に 帶 せよ、 汝等摧 かるべし、 

W 汝等 互に 相 計 議れ、 終に 徒勞 とならん、 

汝等言 を 出せ、 遂に 行 はれ じ、 
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藎祌 我等と 偕に 在せば なり。 

H 蓋 エホバ 强き手 を 以てが 此 我に 示し、 

此 民の 路に步 まざらん こと を 我に 論して 首 ひ 給 はく、 

^ 此 民の 凡て 「同盟」 と稱 ふる 所の 者 を 

汝等 「同盟」 と稱 ふる 勿れ、 

彼等の 畏る& 所 を 汝等畏 る k 勿れ 义摺く 勿れ、 

^ 汝等 はた 萬 軍の H ホ バを聖 とし 崇め、 

これ を 長み これ を 恐る ベ し、 

U 然 らば エホバ は 聖き避 所と なり 給 はん、 

然れど イスラ H ル の兩の 家に は 躓礙の 石と なり 妨害の 盤と ならん、 

又 M ルサ レム の：：！；： に は網罟 となり 機濫 とならん、 

^ 彼等の 中 多くの 人々 は 之に 依りて 驟 き 且つ 仆れ 且つ 破れ、 

網せられ また 捕 へらるべし。 

^ 證詞を 束ね 法律 を 我が 弟子の 中に 封づ べし、 

n„ ヤコ ブの 家より 面 を 蔽ひ隱 し 給 ふ M ホバを 我 は 待たん、 

我 は 彼に 在て 望まん。 

？ 5 視ょ、 我と H ホバが 我に 賜 ひし 子 輩と は 
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イスラ H ルの 中に 在て、 シ オンの 山に 在す 萬 軍の M ホバの 示し 給 ふ 

預兆 となり、 異象と ならん、 

W 若し 人汝 等に 吿げ て、 

1^; 者 及び 魔術^ の 鳥の 啷す るが 如く  乂細 語く が 如き^に 求めよ と 言 はん 乎- 

民 は 己の 神に 求む ベ きに あらす や、 

いける もの 

いかで 活者 のために 死者に 求む る > ^ と を爲ん と 言 へ 、 

^ た^ 律法と 證詞 とに 注かん、 

彼等の 一一 一 ほ ふところ 此 言 に 適 はすば、 

彼等の ために 晨光， 邶ら じ、 

^ 彼等 地 を 通行して 苦しみ 饑えん、 

その 飢る時 怒 を 放ち、 

己が 王と 己が 神と を 詛ひ其 s を 上に 向けん、 

な や ふ く ら ？ . 、るし み やみ- 

1】 また 地 を 視れば 艱難と 幽暗と 苦悶の 闇と あらん、 

彼等 は昏黑 に逐 ひやら れん。 

第 九 章 

1 然れ ども 苦悶の 中に ありし 者に は闍 なかるべし、 
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前に はゼブ ルンの 地、 ナフ タリの 地 を 辱し め 給 ひし も、 

後に は 海の 道と ヨルダンの 向 ふの 地と、 

異邦 の ガリ ラャ とに 榮を 得さし め 給 へ り。 

幽暗 を 歩める 民は大 なる 光を視 たり、 

死&の 地に 住める 者の 上に 光 は 輝け り、 

汝、 民を殖 し， 其 歡喜を 增し給 ひたれば、 

か .リ 3 よろこ 

彼等 は牧穫 時に 歡 ぶが 如くに、 

又 掠 物 を 分つ 時に 喜ぶ が 如くに 汝 Q 前に 歡 ベり、 

： び？  し も と 

そ は汝、 彼等の 負へ る 輒と其 肩の 笞と 

_ し /  一  つろ i 

虐 ぐる 者の 杖と を ミデァ ン の 日に 於け るが 如くに 折り 給 ひたれば なり 

凡て 亂れ戰 ふ 兵士の 、軍装と 血に 染みた る 衣と は 

皆な 太の 燃料と なりて 焚るべし。 

ひ と り みどり，， 一 

我等の ために 一 人の 嬰兒は 生れたり、 

我等の ために 獨 りの 子は與 へられたり、 

政事 は 其 肩に あり、 

其 名 は 「驚嘆くべき 評定 官」 「大 能の 神」、 

「永久の. 父」 「：4 '和の 君」 と稱 へらるべし、 

其權 威と 平和と はい ゃ增 して 窮 なし、 


〇 


ダビデの 位と 其國 とを嗣 ぎ、 

之 を 治め 公道と 正義と を 以て 之 を 堅して、 

^々窮 りな からん、 

萬 軍の エホバ の 熱心 此事を 就し 給 ふべ し。 

內村生 曰 ふ、 以赛亜 書 第 九隶は 余の 最も 好 愛する 聖書の I 節で ある、 余 は if 之を複 5 した 乎 を 知 

ら な-. 而；； _ て 常に 慰められ、 常に 新たなる 能 を 加 へらる、 此 一章の 中に キリストの 降臨が 善く  _i さ 

れて ある、 ^に はゼ ブルンの 地、 ナフタリの 地なる ナザレの 村に、 g に は i¥ に 1^ める、 我、 いこ 彼の 

臨 み給 ひし ことが 記されて ある、 是は議 節の？ あって、 同時に 又 我； 冉 生の 歌で ある、 余 は 全 章 を 

余の 資凝 として 讀 むこと が 出来る、 余に 取りて は實 に是れ 福音 以前の 一幅 昔で ある。 

者，， §  , ^上の 「以 赛亞書 改譯」 の 續搞と 思料 せらる、 「第 九 章 八より 十 章 四まで」 • 「十 章 五節よりも ま 

で」 及び 「第 十一 章」 の i、  15 に 「I イエスキリスト 晨 亞書 五十二 章— 五十 三 章」 と f るー篇 

(s」t も未靈 のま、 にて 、著者の 靈に存 せり。 著者 自身に よりて、 震せられ たる ものと 區 別し、 

本卷に 於て は 之を卷 末に 收錄 せり。 


ィザャ 書 の 硏 究 

其 一 ィザャ 書の 紹 介 

ィザ ャ書 一 章 一 —十七 節。 四十 章 一 —十三 節 

今 曰より ィザャ 書の 研究 を 始め やうと 欲 ふ。 ィザャ 書 は 聖書 中 最大の 書で ある。 其 嵩に 於ても 最も 

大きく ある。 馬 太傳は 二十 八 章、 羅馬書 は 十六 章、 默示錄 は 二十 二 章、 舊 約の 創世記 は 五十 章、 約 百 

記 は 四十 二 章、 耶利米 亞記は 五十二 章なる に、 以赛亞 書 は 六十 六 章であって、 聖書の 中で 最も 長い 書 

である。 其 量に 於て 聖書 六十 六卷の 中で 最も 多く、 共觀三 福音書 を 一 に 合 はした 程の ものである。 

そして 其敎 ゆる 所に 至って は、 其 深刻なる 點に 於て 或は 羅馬 書に 及ばす と雖 も、 其 規模の 宏大なる、 

其 思想の 莊嚴 なる、 其 言葉の 優美なる、 到底 他の 書の 及ぶ 所でない。 ィザャ 書に 親ます して 聖書の 雄 

大 優美 を 知る 事 は 出来ない。 聖書 は 世界最大の 書であって、 ィザャ 書 は 最大の 聖書で ある。 若し 羅馬 

書が 聖書 の 中心で あ るた らば ィ ザ ャ書は 其 本體で ある。 舊約 聖書 はィザ ャ 書に 於て 其 絶頂に 達し、 新 

約 聖書 は 其 源 を ィザャ 書に 於て 發 して 居る。 ィザャ 書 を 知らす して 聖書 は 解らない。 舊 約と 新約と は 

其 中に ある。 モ ー セの 律法と キリストの 福音と は ィザャ 書に 於て 合體 する。 ィザャ 書 は 全 聖書 を 縮め 

たる 書と 見て 間遠 はない。 

以 《sffi 書改譯  no 五 
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聖書 は 六十 六卷 より 成り、 ィザャ 書 は 六十 六 章より 成る。 卷と 章と が 其 數に 於て 一致す る は 不思議 

である。 其點に 於て ィザャ 書 は 書の 縮寫 なりと 言 ひて 間違 はない。 然し 一 致 は玆に 止まらない。 ィ 

ザ ャ書は 明白に 前後の 二 篇に區 分 せらる。 初めの 三十 九 章が 前篇であって、 終りの 二十 七 章が 後篇で 

ある。 そして 前篇の 三十 九 章は舊 約の 三十 九 卷に當 り、 後篇の 二十 七 章 は 新約の 二十 七 卷に當 る。 是 

れ亦 不思議の 一 致で ある。 其 意味に 於て ィザャ 書 は 聖書の 縮圖 である。 然るに 一 致 は是れ 以上で ある" _ 

ィザャ 書の 前？： i は 人の 神に 對 する 義を敎 へ て 律法の 書で ある。 後篇 は 神の 人に 對 する 義卽ち 恩 惠を傳 

へ て 福 昔 の 書で ある。 斯 くの 如くに して ィザ ャ書其 物 の 中に 舊約 聖書と 新約聖書 とが ある。 モ I セの 

律法と キリストの 幅 昔と が ある。 其 意味に 於ても 亦 ィザャ 書 は 舊新兩 約 聖書の 縮寫 である。 其 構造に 

於て、 其 內容に 於て ィザャ 書 は 小 聖書で ある。 

新約聖書の 宗敎 たる 基督 敎は 主として ィザャ 書に 由て 起った 者で ある。 ィ H スは舊 約に 精通し 給う 

たが、 特に ィザャ 書 を 愛し 給うた 事 は 明かで ある。 彼が 「聖書」 と 言 ひ 給 ひし 場合 は、 大抵 は ィザャ 

書 を 指して 言 ひ 給うた ので ある。 例へば 馬 太 傳廿六 章 五 ra 節、 馬 可傳十 w 窣 四 九 節に 於て、 

此く あるべき 事 を 錄し& 聖書に 如何で 應 はん 乎 

と 彼が 言 ひ 給 ひし は ィザャ 書 五十 三 章 を 指して 言 ひ 給うた ので ある。 卽ち馬 太 傅の 同 章 四十 五節に 言 

ふ 所の 「人の子"5^^^人の平 に附されん」 との 事であって、 此はィ ザャ書 五十 三袁 所載の 預言に 應 はせん 

が爲 なりとの 事で ある。 ィ H スが 又、 彼が 生長せ し 所なる ナザレに 來り ユダヤ人の 會 堂に入り、 說明 

を 試み 給 ひし 聖書の 言 は ィザャ 書 六十 一 章 一 節 以下であった (路加 傳四章 十六— 二 一  節)。 其 他 新約聖書. 

の 中に 引用 せらる、 舊約架 書の 一 百の 多数 は ィザャ 書より 出た る 者で ある。 以て ィザャ 書の 感化の ィ K 


スと 使徒達の 上に 如何に 深 かりし 乎 を 知る ことが 出来る。 イエス は ィザャ 書の 言の 實行を 其 一 生の 目 

的と 爲し給 ふたので ある。 我等 は此 書に 於て ィ H スの 理想 を發 見す るので ある。 ィザャ 書 を 以て 養 は 

れて彼 は 幅 昔 害が 示せる が 如き 生涯 を 送り 給うた ので ある。 人なる 彼 は 我等と 異なる ことなく、 或る- 

现想を 或る 書に 得て 其 實行を 試みて、 之 を 成就し 給うた ので ある。 そして ィ H スの 場合に 於て 其 書 は 

主として ィザャ 書であった、 殊に 其 後篇であった。 太平 記な くして 高山 亲 九郞、 蒲 生 君 平等の 勤王家 + 

なかり しゃう に、 ィザャ 書な くして イエスな く。 ハウ 口な しであった。 人 は 其 理想 を 知らす して 知る 能 

はす、 ィザャ 書 を 知らす して 主ィ H ス キリスト を 知る 能 はす。 ィ H スが 精祌を 籠め て 讀み給 ひし ィザ 

ャ書、 彼に 神の 受膏 者た るの 理想 を 供せ し ィザャ 書、 彼の 生命の 血たり 肉たり し ィザャ 書、 此書を 解 

せす して ィ H スは 解らない。 

基督 信者が 常に 口にする 聖書 の 雷 葉 の 多く は ィザャ 書の 言 である。 

汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く. n  くな り、 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如くな らん C 一  章 十八 節 > 

エホバ は 諸の 國の間 を粮き 多くの 1^ を 資め給 はん。 

斯くて 彼等 は その 劍を打 かへ て 鋤と なし、 其 翁 を 打 かへ て 鎌と なし、 國は國 に 向 ひて 劍を舉 げす、 

戰鬪の 事 を 搏び學 ばざる ベ し (二 章 四 節 )o 

聖 なる 哉 萬？ の 主 H ホバ、 その 榮光は 全地に. 一 允つ (六 車 三 節〕。 

今 苦難 を受れ ども 後に は 闇な かるべ し.： • …幽暗 を 歩める 民は大 なる 光 を 死 蔭の 地に 住める 者 

の 上に 光照ら せり (九 章  一， 二 節 〕o 

ィザャ *!: の K0 七 
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其 二 ィザャ と 其 時代 

ィザャ 書 一章 一節。 三十 章 十五 節 

ィザャ は ユダヤ人であって イスラ H ル 人でなかった。 卽ち ュダ、 ベ ンャミ ンのー 一 支族より 成りし 甫 

方 ュ ダャ王 國に屬 せし 人であって、 其の 他の 十 支 埃より 成りし 北方 ィ スラ H ル王 國に屬 せし 人で なか 

つた。 其點に 於て ホセ ァと異 つた。 ホセ ァは 北方 イスラ H ル王國 に 遣され し预言 者であった。 ィザャ 

は ユダヤ人であって、 エルサレム の 市民であった。 首都 エルサレムが 彼の 活動の 地であった。 彼 は 都 

人であった 0 预 首者ァ モスが 農夫で ありし と 全然 異 うた。 ァ モスの 聲は 地方 農民の 聲 であった に對し 

て、 ィザャ の聲は 中央 都人の 聲 であった。 都人に 彼れ 特有の 植 威が ある。 ィザャ の聲は 其點に 於て、 

ァ モ ス其 他の 小 預言者の 聲 以上であった。  . 

ィザャ は ュダの 王 ウジ ャ、 ョ タム、 ァ ハズ、 ヒゼ キヤの 時に 預言した りと 一 百 ふ。 彼が 預言 職に 召さ 

れ たの は ウジ ャ 王の 死た る 年で あるとの 事で あれば (六 章 一節)、 そして 其 時 多分 彼 は 一 一十 歳 前後の 靑 

年であった であらう が 故に、 彼 は 多分 紀元前 七 百 六十 年 前後に 生れた ので あらう。 そして 彼の 活動が 

ヒゼ キア 王の 死まで 綾いた として、 彼 は 六十 三 四 歳で、 紀元前 七 百年より 一 一 三年 後 に 死んだ の で あ ら 

う。 何れにしても 隨分 長い 活動 期であった 事が 判明る。 丁度 私が 明治天皇の 明治 十二 年に 傳道を 始め 

て 大正 天皇の 四 年まで 繼績 したと 同じで ある。 然るに 私 は 更に 昭和 二 年の 今日まで、 卽ち ィザャ より 

も 十一 一年 も 長く 傳 道した と 思へば、 其 長き に比べて 功 i= ^だ斟 きを 思 ふて 實に 慚愧に 堪えない。 卽ち預 


言 者 ィザャ は 紀元前 七 百年の 人と 見て 間違ない。 同 七 百 一 年に はァ " シリャ 王 セネケ リブが H んサレ 

ム を包圍 し、 ュダの 王ヒザ キア 之 を 守り、 ィザャ の 言に 賴 りて、 降服 を 免 かれし 事は歷 史上 明白た る 

事實 である。 

ィザャ は 紀元前 七 百年の 人であった。 卽ち 神武 天皇 卽 位より 更に 半 百年 前に 活動した 人であった。 

孔子よりも 殆んど 百 五十 年 古く、 釋： i よりも 少し 前の 人であった。 ソクラテスよりも 殆んど 三百 年 古 

く、 古い 舊ぃ 昔の 人であった。 然るに 此 人の 發 した 言が 二十世紀の 今日、 尙ほ 人類の 思想 を 導いて ゐ 

ると 云 ふ は實に 不思議で ある C 眞理の 不滅 性は此 事に 由ても 判明る。 人は眞 理を唱 へて 其 名は不 おに 

傳 はるので ある。 

ィザ ャが發 せし 不朽の 言 は 許 多 あるが、 其內 最も 廣く 知られた る 者 は 三十 章 十五 節で ある。 

主 H ホバ イスラエルの 聖者 斯く曰 ひ 給 へ り 

汝 歸 りて 靜 かにせば 救 を 得、 

平穩 にして 依賴ま ば 力 を 得 ベ し と 。 

此はル ー テル 特 愛の 蛮語であって、 彼を以 つて 起り しブ n テス タント 敎の 根本 精神と も 云 ふ 事が 出來 

る。 其 詳しき 解釋は 後日に 讓る ことにして、 其の 何時頃、 如何なる 場合に 於て 發 せられし 言なる 乎、 

其 事 を 知る は ィザャ の 時代 を 知る に 最も 善き 途 である。 

此事は 紀元前 七 百 三十 五 年頃に 發 せられし j 目と 見て 間違ない。 其 時 ュダの 王はァ ハ ズ であり、 ァ ッ 

シリャ の 王はチ グラス ピレ ー ゼル (プル〕、 エジプトの 王 は シャバ 力 (ソ ー) であった。 當 時の ニ大 

强國は アツ シリャ と H ジプト とであって、 前者 は 新興 國、 後者 は 老大國 であって、 其 間に 介在せ し 小 

ィザャ 書の^ 究  K:o 九 
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國に 取り 國是 上の 大 問題 は新舊 孰れの 强大國 に附從 せん 乎に 於て 在った。 そして ュダ國 は アツ シリャ 

に附 かんとせ しに 封し、 周圍の 小國は H ジ ブトに 從 はんとした。 殊に 其內で 比較的に 强大 なりし シリ 

ャと イスラ H ルとは 此方 針 を 取った、 卽ち エジプトに 賴 りて アツ、 ンリャ に敵對 せんとした。 此の 外交 

的 熊 度の 相違より して ュダ對 シリャ . イスラ H ル の 反 E が 生じ、 終に ュダ の王ァ ハ -スは シリャ の王レ 

ヂン、 イスラ H ルの 王べ 力 を 敵と して 持たざる を 得ざる に 至った。 兹にシ リャ、 イスラ ヱルの 聯合 軍 

はュダ 軍に 對抗 する に K 丄り" ュダの 首都 M ルサレ ムは 危險に 瀕した。 此 危機に 際し ュグ の王ァ ハズは 

預言者 ィザャ の 意見 を 聞かん と 欲し、 計らす も 郊外 「布 曝す 野の 大路」 に 彼に 會ひ、 其 時 預言者の 發 

せし fill が是れ であった (七 章 三 節 以下)。 九 節の 

若し 汝等 信ぜす ば必す 立つ こと を 得 じ 

と ある は 一一 一十 章 十五 節の 一一 一一 C を 縮めた る 者であって、 預言者が 此 時に 發 せし 言 は 私が 前に 引用せ し 者で 

あったら うと 思 ふ。 

斯 くして 今や 人類の 標語と 成りし 此霄の 起原が 明白に 成った ので ある。 是 はュダ の王ァ 、ノ ズ が周圍 

の 事情に 對し、 去就に 迷った 時に、 彼に 正道 を 示さん とて ィザ ャが發 せし 言で ある。 卽ち アツ シリャ 

△  △A 厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶  厶厶 <J<1  A 厶ム △ 厶厶厶 <3<1AA 厶厶厶 厶厶厶  厶厶  <1厶<1 厶 ム厶厶 

にも H ジプト にも 賴る 勿れ、 又シ リャ、 イスラ H ルの 聯合 軍 を 恐る \ に 及ばす、 唯 主なる エホバに 立 

A  A  <1<1厶< "厶厶 △ 厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶<1 厶厶 厶厶  <1厶 

歸れ、 心を靜 かにして 彼に 依賴 め、 然 らば 救と 力と を 得べ しとの 事であった。 卽ち 外交 術 を 弄する に 

及ばす、 神 を 信じて 獨り 立つべし と 云 ふこと であった。 而 かも ァハブ は 之に 從ふ能 はす、 アツ シリャ 

王に 授助を 求め、 聯合 軍 を 破る を 得しと 雖も、 此 事が アツ シリャ が ュダの 政治に 干涉 する の 本となり、 

終に ぱ 五十 年後に ュ ダはァ グ シリャ の後繼 者た るバ ビロン の 亡す 所と なった。 


其 三 ィザャ の 名に 就て 

ィザャ 書 一章 一節。 九 章 七 節。 五十 九 章 十六 節。 六十 三 章 

へ ブライ 人の 名 はすべ て 信仰的に 意味の 深い 名であった。 ハ ンナは 彼女が 生みし 子 を サム -ルと 呼 

んだ。 「神、 我に 聽き 給へ り」 の 意であった。 祈禱に 由て 得た 子で ある、 故に 神に 捧げた ので ある。 

天使 は 夢に ヨセフに 現 はれ、 共 妻 マリアが 生む 所の 子 を イエスと 名づ くべ しと 言うた。 「そ は その 民 

を 罪より 救 よんと すれば 也」 と ある (馬 太傳 一章 廿 一節」。 希臘 語の ィ H ス は 希伯來 語の イエ シ ュ ァ叉リ 

ヨシ ユアであって、 「ョ (H ホバ) は 救な り」 の 意で ある。 ィザャ の 名 も 亦 同じで ある。 「ィ ザャ」 

は 希伯來 語の H シャイ ャ ー を希臘 語に 直した 者で ある。 そして H サイ ャ ー は M シャイ ャフ ー (Ye- 

H の 略語であって、 「エホバ (Yahu) 救拯を 施し 給へ り.」 との 意で あると 云 ふ (デリッチに 

依る)。 故に ィヱス と 云 ひ ィザャ と 云 ひ 其 意味 は 大略 同じで ある。 卽ち 「救 は Z ホバに 在り」 との 章 

である。 

そして 信仰 篤き 希 怕來人 は 其 名に 己が 天職 を讀ん だので ある。 西洋の 護に Ncmen  est  emeu  (名 

は， 5 しなり ン と 云 ふが あるが、 希 伯 來人は それ 以上に 己が 名に 己が 使命 を 認めた。 ィ ザャ、 ェ シ ヤイア 

71、 H ホバ救 を 施し 給へ り、 …… 預言者 は 幾度と なく 其 父 ァモッ が 己に 附 せし 思樣 化？ V？ 

想した ので あらう。 そして 之が やがて 彼が 宣傅 へんと する 福音の 標語と なった。 H ホバ救 を 施し 給 ふ 

其 意味 は 深遠 無窮で ある。 
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t すか 

救 ひ- 拯り、 罪の 束縛より 救出 さる &事、 人生 實は 之よりも 望ましき 事 はない。 幸福と 云 ひて 新た - 

に 幸！ i を 加 へられる 事で はない。 架 書の 敎に循 へば 人 は 幸， i に 造られた のであって、 新たに 幸福 を 求 

むる の 必要 はない。 或 者が 幸福 を 奪った ので ある。 そして 若し 其 「或 者」 を 除く を 得ば、 或は 其 或 者 

の 束縛より 人類 を釋 放つ を 得ば、 それで 人類 は 幸福に 成る ので ある。 北 ハ點に 於て 聖書の 見方 は 近代 人 

の 見方と 異なる。 近代 人 は 幸福 增 進の 必要 條件 として 進 步を耍 求す るが、 聖書 は I- きを 要求す る」 ィ 

ザャ書 五九^ 一 、 一 一節に 曰く 

エホバ の 手 は 短く して 救 ひ 得ざる に 非す、 

その 耳 は 鈍く して 聞えざる に 非す、 

唯汝 等の 邪曲なる 業汝 等と 汝 等の 神との 間 を 隔て、 

又汝 等の 罪 その 面 を 覆 ひて 閜ぇ ざら しめたり。 

恩 惠の神 は 永遠に 存す、 人 をして 其 恩 惠に與 り 得 ざら しむる 者 は 彼等の 雜 である。 故に 罪に して 除か 

れん 乎、 彼 は 今、 直に 神の 恩惠、 卽ち 最上の 幸福に 與る 事が 出來 ると 云 ふが、 ィザャ 其 他の 聖書 記者 

が 力 を！^ めて！？ ふる 所で ある。 

そして 侗人も 國家も 社會も 人類 も如此 くにして 救 はる \ の である。 進步は 決して 幸 一。，， E かな』。 其 事 

は 人類の 歷史が 明かに 示す 所で ある。 蒸 氣も電 氣もラ ヂォも 人類 を 幸 幅に 爲 さなかった。 口々 の 新聞 

紙が 明かに 其 事 を 示す。 個の 幸福 は 罪よ リ救 はる. -に 由て 来る。 眞 個の 幸 幅 は 文明の 利器の 必要 は 

ない。 汽車な く、 電氣 なく、 瓦斯な き 所に も 眞侗の 幸福 を 見る。 人が 罪の 束縛より 放 たれし 所に 讚美 

の聲が 揚がる。 進步 ではない、 文化で はない。 救で ある、 釋放 である。 ィ H ス は 其 意 に 於て 世の.？ 3< 


主であった。 ィザャ は 其 意味に 於て 釋放 の 福音 の 預言者で あった。 

然 らば 救 扬は 誰に 由て 行 はる、 乎。 政治家 か、 寧 者 か、 擧者 か、 宗敎家 か。 然ら すと ィザャ は 答 

ふるので ある。 エホバ 御自身 之 を 施し 給 ふと 云 ふ。 M シャイ ャフ ー である。 ャフ ー、 エホバ、 彼が 救 

を 施し 給 ふと 言 ふ。 其 所に 亦 聖書の 敎の 特質が ある。 聖書 は國家 又は 社 會の救 it は 個人 又は 圑體の 運 

動 努力に 由て 行 はると 敎 へない。 「救 は H ホバに 在り」 と 云 ひて、 救 は 神 特有の 大權 であると 敎ふ。 

そして ィザャ は幾囘 となく 繰返して 此 事を唱 ふ。 公平と 正義と は 完全に 世界に 行 はるべし と 云 ひて、 

萬國 平和 會議に 由て 行 はるべし と は 言 はすして、 「萬 軍の H ホバ の 熱心 之 を 成し 給 ふべ し」 と 云 ふ 

(九 章 七 節， P 五十 九 章 十六 節に 曰く 

卫ホバ は 人な きを 見、 中保な きを 奇み 給へ り、 

斯て 其臂を もて 自 から 拯け、 

其義を もて 自 から 支え 給へ り。 

有名なる 六十 三 章 一— 六 節が 此眞理 の 有力なる 唱道で ある。 人なる 救 者に 由ら す、 神 御自身 救 を 施し 

給 ふと。 若し r ィザ ャ敎」 なる 者が あると すれば、 其唱 ふる 中心的 眞 理は是 である。 

「ィザャ」 「H ホバ救 を 施し 給 ふ」 「イエス」 「H ホバは 救な り」 神 御自身が 人類の 救 を 司り 給 ふ、 

然り、 彼れ 御自身が 救で ある。 「イエス は 神に 立ら れて汝 等の 智慧 叉 義又聖 叉 履と 成り 給へ り」 と あ 

るが 如し (コ リント 前書 一章 三十 節 )o 基督 信者の 實驗が 凡て 此 事の 眞 なる を 示す。 ^界の 歷史も 亦 福音 

の此眞 理を證 明す る。 自分の 力に 由て 救 はれた と 思 ふ 信者 は 一 人 もない。 神 御自身が 救 を 施し 給 ふが 

故に 救 は 貴い ので ある。 自分で もたい、 他人で もない、 祌 御自身、 彼が 我を憐 みて 救 ひ 給うた ので あ 
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る。 故に 言ひ盡 されぬ 感謝で ある。 そして 社會國 {\ 水の 救に 就ても 彼に 俟た ねばならぬ。 祈禱の 必要 は 

A  <JA 厶 厶厶 厶<3厶厶厶<3厶<<3厶<厶<<3<:<厶<！ 

玆に 在る。 近代 人が 運動に 賴 るに 對 して 茶叔 0 信者 は 祈禱に 依る ので ある。 

其 四 預言と 異象 

ィザ ャ害  一 ^ 一  節。 約 翰 默示錄 第 一 窣 

ちかみち 

ィザャ は預首 中 最大の 者で あり 叉校範 的の 者で ある。 故に ィザャ を 知る は K 言 者 を 知る の 捷路で 

ある。 预首 は讀ん で^の 如く 「預め 一一- 1" ふ 事」 である、 「前以 つて 一富 ふ 事」 である、 英？^！の prophesy 

に此 意味が ある。 P3 は 「前」 で pll:5;li は 「語る」 である。 foretell と 云 ふと： M じで ある。 そして 

預言者 は實に 「前以て；^？^る者」 である。 预 首 者 は 叉 「神に 代って 語る 者」 である。 pre に 「の 爲に」 

又は 「代りて」 の 意味が ある。 「神に 代りて 語る 者」 それが プ Q 1 フ H ット、 -m 首 者で ある。 • 

X 布伯來 語で 預言者 を ual)i と 云 ふ。 「沸騰す る 者」 叉 は 「喷 する 者」 の 意で あると 一： ムふ。 M レミ 

ャ記ー 一 卜，； Isf 九 節が 此事を 示す。 

我 は 重ねて エホバ の 事を宜 ベす、 又 其 名 を もて 語ら じと 言へ り、 然れど H ホバ の 一 百 我心に 在りて、 

1; ぢ こも  し の ぶ 

. ^の 我が 骨の 中に 閉 籠りて 燃 ゆるが 如く なれば、 忍耐に 疲れて 堪へ 難し。 

エホバ の 首 我が 心に 臨み、 我 は 沸騰せ る の 如くな りて 熱 „JI を 注 出す と 云 ふ。 或は エホバ の 熱心 我 を 

驅 りて、 我 をして、 火山が 火 を 吐く が 如くに、 彼の 言 を 噴き出さ しむと。 沈 默に堪 へす して 語る の 意 

である。 ナビ ー、 預言者 は 神に 強いられて 語らざる を 得ざる が 故に！^ S るお である。 


然し 乍ら 預言者の 何たる 乎 は、 定義に 由ら す、 彼 を 知る に 由て 判明る。 我等 は 初めに 預言者に 關す 

る 誤解 を 除く 必要が ある。 預言者と 云 へば 正義 を 唱へ罪 を責 むる 者の みと 思 ふ は 誤解で ある。 預言者 

は 神に 代りて 語る 者で あるが 故に、 彼の 正義と 審判 を述 ぶる と 同時に 其恩惠 と. 赦免 を傳 ふ。 祌は 預言 

者 を 以て 我等の 罪 を 責め、 キリスト を 以て 之 を赦し 給へ りと 云 ふは大 なる 間違で ある。 キリスト 御自 

身が 人の 罪 を 責め 給うた。 預言者 も 亦 多くの場合に， a! の 赦免の 福 昔を傳 へた。 預言者 は、 怖い 者、 ィ 

ェ ス様は 優しい 方と 云 ふ 者 は、 预 一一 一一 n 者 をもィ H ス樣を も 知らない 者で ある。 バウ 口 曰く 

神の 仁慈と 其 嚴肅と を 見よ 

と (羅馬 書 十 一 章廿ニ 節」。 神に 代りて 語る 預言者に 仁慈と 嚴肅 との 兩 面が ある。 我等 は ィザャ 書 一 章に 

於て 旣に 扉の 赦 しの 福音 を 明かに 讀 むので ある。 口 く 

汝 等の 扉 は徘の 如くなる も 雪の 如く. G くな り、 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如くに ならん (十八 節) 

と 0 

預言者 は 語る 者で あるの みならす 亦 見る 者で ある。 預言者 は 先見者で ある。 第一章 一 節が 其 事 を 示 

す 0 

ァ モッの 子 ィザャ に 示された る (が 見た る) 異象 

と ある。 ィザャ は 異象 を 見て、 之 を 世に 傳 へたとの 事で ある。 彼 は祌に 就き 思想 を 得て 之 を宣傳 へた 

と 云 ふので はない。 叉 は 告知に 接して 之を吿 げたと 云 ふので な い 。 異象 を 示され て 之 を 示 したと 云 ふ 

ので ある。 異象と は 夢で ある、 幻で ある、 畫 である、 活畫 である。 養 氣樓の 如き 者で ある。 預言者 は 

思想 を 傅 へられた 者で ない、 幻影 を 見せ しめられ たる 者で ある。 其點に 於て 詩人 や 折：： 學 者と 異ぅ。 
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(ナホ ム書 第一章 一節に 「ヱ ルコ シ人 ナホ ムの 異象の 書」 と ある を參考 せよ〕。 

預言者が 見た る 異象の 何たる 乎 は 之 を 新約聖書に 於て 知る 事が 出来る。 ダ マスコ の 途上に 於て パゥ 

口が 見た る 者 は キリストの 異象であった。 彼 は 彼 所に 復活せ る榮 光の 主の 異象 を 見た ので ある。 彼 は 

叉 第三の 天に 挈 へられ、 其處に 人の 語る まじき 言 を 聞け りと 言 ふ (コリ ント 後書 十二 章 一— 四 節〕。 斯く 

て 使徒 バウ B も亦ィ ザャ、 ナホ ムと 同じく 預言者であった。 殊に 新約 最後の 書た る 約 翰 默示錄 は 純然 

たる 預言 書で ある。 默示錄 は 見象錄 である。 一章 九 節以： 卜に 曰く 

ふ. ui  、ひしろ  ケ へ 

我れ ョ 尸 ネ 主の日に 靈に 由り て ラッパ の 如き 大 なる 膝の 我が 後に 在る を 聞け り •：••• 我れ 身 を轉し 

て 我に 語る 聲を 觀ん とし、 旣に 身を轉 せば 金 の 七の 燈臺 又 其 七 の^ 臺の 間に 人の子の 如き 者 ある 

を 見たり、 云々 

と ある。 其 他 第 六 章に 記せる 「四 騎」 の 異象の 如き (白 馬、 赤 馬、 舆 馬、 灰色 馬の 異象) の 如き、， す 

ベて 此類 である。 舊 約に 在りても 新約に 在りても、 神 は 其の 爲 さんと 欲する 事 を、 思想と してに 非す、 

異象 卽ち活 畫を以 て 示し 給うた ので ある。 

聖書が 近代 人に 由て 解され 難き 理由 は兹に 在る。 近代 人 は歐洲 人に 擧んで 萬 事 を 理知的に、 卽ち思 

想と して 解 せんとす る。 之に 反して 聖書 記者 は考 へんと せす して 見ん とした。 彼等 は考 へた 結 卽ち 

jjS んごろ 

思想 を傳 へんと せす して、 見た 事卽ち 異象 を 示さん とした。 「我等が 聞き 又 目に 見、 懇切に 觀、 我 手 

接り し 所の もの を汝 等に 傳ふ」 と ヨハネ 第一 書 一章 一節に 曰 ふ。 神の 默. 示 は 一 兀來赏 物的であった、 故 

にハ ッ キリして ゐた。 蹬昧 模糊た る 所が 少しも 無かった。 故に 預言者の fin は自づ から 簡潔であった。 

強 堅であった。 


ラスキンが 曰うた 事が ある 「人生 最大の 事業 は 或る 事 を 見て、 見し 事 を簡單 なる 文字 を 以て 傳 ふる 

にあり」 と。 そして 預言者 はすべ て此 事業 を 遂げた 者で ある。 神 は其聖 33 を 人に 俾 ふるに 方て 異象 を 

以てして 思想 を 以てし 給 はない。 

其 五 H ホ バ の大 訴訟 

ィザャ 書 第一章 上半 部の 大意 

ィザャ の 預言 は 一章 二 節 を 以て 始まる。 第一 節 は 表題であって 本文に 人るべき 者で ない。 ィザャ 全 

書の 表题 でない 事 は 明かで ある。 然 らば 第三 十九 章までの 表題で あるか、 或 ひ は 第 十 I 一章までの 者で 

ある 乎、 註解 者の 說は iHll 々である。 孰れに しろ 或る 部分に 附 せられし 表題が んマ や 卷頭第 一 に 置かれて 

全書の 表題なる 乎の 如き 觀を呈 して 居る は、 精密に 言 へば 不當 ならん も、 實 際に 考 へて 甚だ 適當 なり 

と 言 はざる を 得ない。 

ィザャ 書 第 一 章 は ィザャ に 由て 爲 された る 最初の 預言で ない。 若し 時代に 由て 記さる-ならば 第 穴 

章 を 以て 始めら るべき である。 其 事 は 其 章 を 研究す る 時に 明かになる。 第一章が 初めに 置かれた る は、 

是れが 預言者の 代表的 預言なる が 故で あらう。 ィザャ の 文體、 精神、 預言の 內容 等が 最も 目立って 此 

の 章に 現 はれて ゐ るが 故に、 預言 全集の 紹介 文と して、 其 初頭に 置かれた ので あらう。 さう 見て 第一 

章の 意味 を 解す る ことが 容易くなる。 孰れに しても 能く 第 一 章 を 學んで ィザャ の 預言の 大意 を 知る こ 

とが 出来る。 若し ィザャ 全集が 卷 頭の 第 一 節に つて ゐ ると 云 ふ 事が 出来るならば、 その 少しく 精細 
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なる^にして 而 かも 意義 簡潔なる 者が 第 一 章で あると 云 ふまが 屮： 來る。 

第一章 は ヱ ホバが イスラエルの 民 を 相手取って 起し 給へ る大 訴訟と して 見る ことが 出来る。 此 場合 

に 於て 原吿は M ホバ 御自身であって、 被 ifi: は イスラエルのお である。 そして 神が-お 判 を： U ひ 給 ふに 當 

て、 御自身 以外の 者に 判決 を委 ぬる 事が 出来ない から、 原告の 地位に 在る 彼れ が 判事 長た る は^む を 

得ない。 そして 神に 代って 被告の 罪を訴 ふる 者が 預言者であって、 此 場合に 於て 彼れ 預言者 は撿 事の 

^を務 むる ので ある。 そして 此 外に 立會 判事 並に 陪審 官が あって、 其 iH に當る 者が 天と地と である。 

普通の 裁判所に 於て 行 はる K 裁判に 較べて 見て、 奇異なる 感 ありと 雖も、 人が 人 を 裁く に 非す して： t 

が 人 を-藤き 給 ふに 方て、 W 上の 如き 役割 は 止む を 得ない。 

斯 くして K 言 者な る撿 事の 論告 を 以て 大 裁判 は 始まる ので ある。 彼 は 口 を 開いて H  く： 

天 よ 聞け、 地よ-斗 を倾 けよ 

と。 預言^ は 人に 訴へ すして 天と地と に訟 へたので ある。 此 場合に 於て 人に 訴 ふるの なき を 知った 

からで ある。 今の 人 は 最後の 判斷を 社き 叉は國 民の 輿論に 仰ぐ と雖 も、 我等 は 輿論なる 者の 如何に 微 

？ 1^ にして 賴 るに 足らざる を 知る。 寧ろ 天地に 訴 へん 哉。 天地に ：= なしと 雖も 能力が ある。 神 は 終に 天 

地 を 以て 世 を 審判き 給 ふ。 默示錄 六 章 十一 一節 以下に 曰く 

我れ 見し に大 なる 地震 あり、 日 は 毛布の 如く Mi くな り、 月 は 血の 如くな れり。 天の E 生 は 無 花 の 

樹の 大風に 搖れて 未だ 熟せざる に 其果が 落る が 如く 地に 限ち、 灭 は 卷物を 捲く が 如くに 去り ゆき、 

山々 島々 ル£ な 移りて その 處を 離れたり、 

と。 天地 は 死物で ない。 ス ピノ ー ザの 如き 大哲擧 者 は： 大 然是れ 神な りと さへ 曰-つた。 我等 は 天地に： 許 


へて、 冷たき 星 や、 無感覺 なる 岩に 訴 ふるので ない。 

預霄者 は 神の 大 審判に 於て 陪寐官 の 役を務 むる 大自然に ぎひ、 イスラ H ルの 罪の 數々 を 述べ 立った。 

其 第一 は 不幸の 罪であった。 預言者 は 神に 代って 曰うた 

我れ 子 を 養 ひ 育てし に 彼等 は 我等に 叛 けり、 

牛 は 其 主人 を 知り 驢馬 は 其 主の 厩を識 る、 

然れど イスラ H ルは識 らす我 民 は 悟らざる なり、 

と。 そして 其 結果と して K 落 は國民 全體に 及び、 「足の 趾 より 頭に 至る まで 全き 所な き」 に 至れり と 

云 ふ。 

預言者の 此論吿 に對し イスラ H ルは 自己 を 辯 護して 口 うた、 「我等 は H ホバに 奴き しに 非す、 其證 

據に 我等 は 祭事 を 怠らす、 能く 安息日 を 守り、 犧 牲を筢 たす、 モ— セの 律法 を嚴 守して 遣？ i なからん 

こと を努 む」 と。 之に 對 して M ホバは 答へ て宜 はく 「我 は汝 等の 儀式に 倦めり、 我は汝 等の 供物 を 喜 

ばす、 汝 等が 我が 殿に 詣るは 其 庭を踐 むに 過ぎす、 汝 等の 所謂 信仰 は 偽善な り、 我 は 之に 堆 へす」 と。 

そして 若し 民に 虞 の 信仰 あらんに は、 是れ 公義、 公平、 仁慈の 諸德を 以て 現 はるべき であると 宣べ給 

うた (十 —十七 節 ；}。 

斯くて 論告に 對 する 辯 護 は 終り、 H ホバ は 判決 を 下して 宣べ 給うた (十八— 二十 節)。 

我等 は 兹に辯 論 を 終らん。 汝 等の 罪 は 明白な り。 故に 悔 改めよ。 若し 悔 改めた ば、 汝 等の 雜は縱 

し緋の 如くなる も 雪の 如く，：：  くなる べし、 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如くなる べし。 汝 等の 罪 を 

認めよ、 之 を 認めて 悔ゐ よ、 而 して 悔 ゐて赦 されよ。 

ィザャ 書の 研究  四ー 九 


預 究  H  二  o 

と = 

以上が 第一章 上半 部の 大略で ある。 驚くべき 記事で ある。 ィザ ャの預 一一：  一 C の 好き 模範で ある。 莊嚴で 

5:  »  * ぐ み  お-ご そ. S. め ^ ふ 

ある、 深刻で ある そして 仁慈 深く ある。 祌の 嚴肅と 仁慈と が 能く 其 内に 現 はれて 居る。 罰する 爲の 

審判で ない、 罪 を 認めし めて 之 を 赦す爲 の * 判で ある。 I. 疋れが ィザャ 書 全體を 貫く 精神で ある。 

其 六 罪の 本源 

ィザャ 書 一章 二— 九 節 . 

律法と 云 ひ、 預言と 云 ひ、 福音と 云 ひ、 其 目的 は 一であって、 人 を より 救 ふに 在る。 罪を責 むる 

は を 知らし むる 爲 である。 そして 罪 を 知らし めんが 爲に、 の 本源 を 示さねば ならぬ。 罪 は單に i 

誤で ない、 叉 科で ない。 世の 所， 罪と は- sif- の 結果であって、 罪 其 物で たい。 ィザャ 書が 罪の 本源の 指 

摘を以 つて 始まる は此 書に 最も 相應 はしい 事で ある。 

預言者 は M ホバに 代り イスラ H ルを訴 へて 曰く 

我れ 子 を 養 ひ 育てし に 彼等 我に 叛 けり 

と。 父が 其 子を訴 ふる 言で ある。 イスラエル は 其 父 エホバに 對 ひて 不翠の 罪 を 犯したり と 云 ふ。 罪 は 

多し と雖も 最大の 罪 は 不孝の 罪で ある。 子 を 持って 知る 親の 恩と 云 ふ。 眞に然 りで ある。 j 人の子 を 

育て 卜： げる 親の 苦勞 心配、 數へ盡 す 事が 出来ない。 そして 其 親に 叛 きて 子 は 最大の 罪 を 犯す ので ある。 

まことに 「天よ 聽け、 地よ. 耳 を 傾けよ」 である。 若し 子が 親が 己の 爲に盡 せし 心勞 辛苦 を 知るならば、 


之に 叛き得 やう 答がない。 人なる 親に 於て 然り、 況んゃ 神なる 親に 於て を や U 神が 人 を 造り 給 ひし 努 

力 は實に 絶大であった。 近^ 科 學は克 く 其 事 を 示す。 所謂， 進化の 課程が 夫れ である。 地球の 歷史、 生 

物の 歷史、 々類の 歷史が 其 事 を 明かに する。 人 は 容易に 成った 者で ない、 億 萬 年の 神の 辛苦に 成った 

者で ある。 萬 物の 靈長 であると 云 ふ は、 造化の 最後の 作で あると 云 ふので ある。 其 者が 神に 叛ぃ たと 

云 ふので ある。 祌の御 失 御 歎き、 實に譬 ふるに 物な しで ある。 人なる 親の 歎き は 言 ふ も 更なり、 

神なる 父の 御 歎き は 特^で ある。 神に も 亦 堪え難き 御 歎きが ある。 親が 其 子の 叛く 所と なりし 歎きに 

千 萬 倍した ろ 歎きで ある。 思 ふだに 恐ろしく ある。 イスラ H ルは此 罪 を 犯した ので ある。 そして 人類 

全 體が今 尙ほ此 S 非 を 犯しつ、 ある。 私 も 貴下 も 此罪を 犯した ので ある。 

牛 は 其 持主 を 知り、 驢馬 は 其 主人の 供す る槽を 知る、 然れ ども イスラ H ルは 知らす、 H ホバの 民 は 

悟らない。 禽獸且 恩 を 知る、 况ゃ 人に 於て を や。 然れ ども 事實 は然ら すして、 恩 を 知らざる 事に 於て 

人は禽 IT" に 劣る ので ある。 人 は 無 神を唱 へて 恥す、 神に 對 する 不孝 は 其 常 性で ある。 まことに 驚く の 

外な し〕 一大よ 聽け、 地よ： 斗 を倾 けよ である。 

そして 神 を 侮り、 彼 を雍し 結果 は 如何。 「全 頭 は 病み、 全心 は疲 る. 足の 趾 より 首の 頂に 至る まで 

健全なる 所な し」 と 云 ふ 有様で ある。 其 本 病みて 其 末 病まざる はなし。 まことに 當然 である。 イスラ 

ェ ルは H ホバ を棄 て、 其 聖者 を 侮慢り、 彼と 離絕 したれば、 此憐 むべき 狀 態に 立 至った ので ある。 そ 

して 惟り イスラ H ルに 限らない、 何れの 人 も、 社會 も、 國家 も、 其 造 主なる 神 を 離れて 玆に 至らざる. 

はない。 腐 收と云 ひ、 墮 落と 云 ひ、 外部の 事で ない、 祌に對 する 不孝の 結果で ある。 政治家 並に 社會 

改 ぼの 過誤 は兹に 在る。 彼等 は 罪の 本源に 觸れ すして、 其 表面 を 矯めん とする が 故に 其 目的 を 果た 
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さない ので ある。 不^の 子に 幸福 ほ來ら す、 不信の 徒に 平和 は 臨ます。 人 を 根本的に 改めん と 欲すれ 

ば 彼に 33! の宗 敎を與 へざる ベから す。 w 洋の讓 に 曰く  Be  right  ^vith  God  and  all  will  be  l.igllt} 

(神と： 止しき 關 係に 人れ よ、 然 らば 萬 事 可な らん) と。 宗敎は 罪の 本源 を 除く 道で ある。 人の 祌に對 

する 叛逆 を 癒して、 彼の 全部 を 善くす る 道で ある。 

玆に 至て 知る、 其 根本の 精神に 於て 基督 敎は 儒敎と 異なる 事な きを。 儒敎の 本源 は 孝道に 於て ある 9 

n  く 

夫れ 孝は德 の 本 也。 …… 親 を 愛する 者 は敢て 人を惡 ます 親 を 敬 ふ 者 は 敢て人 を慢ら す。 愛敬 親に 

^ふに して 然して 後德敎 fn 姓に 加 はり、 四海に 刑る (孝 經)。 

ち 孝 なれば 忠 a 仁な りとの 意で ある。 其. r に 深い 眞现が ある。 然 し 乍ら 基督 敎 は 更らに 深い 所まで 

ダ. ；， を 運ぶ。 神に 對 する 孝が 諸德の 本な リと敎 ゆ。 「汝 心を盡 し、 精神 を盡 し、 意を盡 して 主なる 汝の 

祌を 愛すべし」 と敎 ゆ。 諸の 善行 は 兹に發 し， 5 の 福祉 は玆に 起る。 儒 敎の 源に 遡れば 聖書の 敎に達 

せざるを得ない。 「汝の 父と 母と を 敬ぶべし」 との 十誡 第 五條 は 人の 神に 對 する 義務と して 敎 へらる Q 

祌を 愛す るに 由ての み眞の 孝道 は 行 はる。 

我 W のな r 日 は 如何。 政治、 實業、 敎育、 宗敎、 凡てが 行詰りで ある。 「足の趾ょり首の頂に至^oま 

で 健全なる 所な し」 と は 亦我國 今日の 狀態 でない 乎。 そして 其の 由て 來 りし 原因 は 何處に 在る 乎。 基 

敎を 信じな い か ら であると 云 ふなら ば、 國 民の 多数 は 怒 り 叉 嘲け る で あ ら う。 然し： 大 祖 の 恩 を 忘 れ 

たからで あると 云 ふなら ば 彼等と 雖も 否定す る 事 は 出来まい。 日本人 も 亦 恩 を 知らざる 民と 成りつ V 

ある。 其 忠君 は 大抵 口の 先き の 忠君で ある。 今や 子の 叛逆に 遭 ふて 歎く 親は箅 なし。 師 たる 者に して 


弟子の 叛逆に 遭 はざる 者 は 何處に 居る 乎。 商家 は忠實 なる 番頭 を 得る に 苦しみ、 恩 を 施す も その 報い 

らる， 1 例 は 滅多になし。 眞の 宗敎が 無い からで ある。 萬 物の 造 主なる 父なる 祌 との 和ぎ が 無い からで 

ある。 

其 七 偽 はりの 宗 敎 

ィザャ 書 一章 十 —十七 節 

は 神に 對 する 不孝で あるとの 預言者の 詰責に 對し イスラ H ルは 答へ て 口うた 「我等 は エホバ を 忘 

れす、 熟心以 つて 之に 事 ふ。 我等 は 祭事 を 怠らす、 犧牲は 盡く之 を 棒げ、 集 會は缺 けなく 之 を 催し、 

祈 禱も亦 絶ちし ことなし」 と。 然るに H ホバは 民の 此辯疏 に 答へ て宣べ 給うた 「我 は汝 等の 犠牲 を悅 

ばす、 集 會も亦 我が 重荷な り、 我は汝 等の 祈 禱に耳 を倾 けす、 汝等は 我が 名を漬 し、 祭事 を 弄ぶ 者な 

り」 と。 祭事 は 神に 事 ふるの 途に 非す、 正義 を 行 ひ、 仁愛 を 施す こと、 是れ祌 に 事 ふる 唯一 の途 であ 

ると 云 ふ。 

そして 是れ 惟り ィザャ の 主張に 止まらす 預言者 全體の 主張であった。 此 を 更に 端的 明快に 述べた 

ものが ァ モス の 一一： 一：： である (>  モ ス書五 章サニ I サ四節 )o 

汝等 我に 潘祭 又は 素 祭を獻 ぐると も 我れ 之 を 受け じ 

汝 等の 肥えた る犢の 感謝祭 は 我れ 之 を 顧み じ 

汝 等の 歌の 驚 を 我 前に 絶つべし 
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汝 等の！ SKr の 昔 は 我れ 之れ を SI かじ 

公道 を 水の 如く 正義 を 河の 如く 流れし めよ。 

と。 今日の. 一一 一 を以 つて 云 ふなら ば、 「我れ 禮拜を 顧みす、 讀 美の 聲を聽 かす、 公道 を 歩み、 正義 を 

行 ひて、 汝 等が 我が 禮拜 者なる を證 しせよ」 と 云 ふので ある。 ァ モスの 此 言と 併んで 引用 せらる、 も 

の は 預曾者 ミカの 言で ある。 ミカ は ィザャ と 同時代の 人であって、 同一 の 主張 を以 つて イスラ ヱルの 

您を责 めた ので ある。 

我れ エホバ の 前に 何 を 持 行きて 高き 神を拜 せん 乎 

燔 祭の 物 及び 當= 威の 接 を もて 其 前に 到るべき 乎 

H ホ バは數 干の 牡羊、 萬 斛の油 を 悅び給 はん 乎 

我が 想の 爲に 我が 長子 を獻 げん 乎 

我が 靈 魂の g§ の 爲に我 身の 產を獻 げん 乎  • 

たよ、 彼れ 前に 善事の 何なる 乎を汝 に吿げ 給へ り 

ェ ホ バ の；^ に • せめ 給 ふお は 唯 此^な り 、 卽ち 

正義 を 行 ひ 憐惯を 愛し 謙 運 リて汝 の 神と 共に 歩む 事な り (米 题甞六 章 六 ー， へ 節し。 

そして 以上 一 一. の  一一 一一 E よりも 更に 深刻 徹底的なる は M レ ミヤの ーー：ー2 である (耶利 米亞記 七章サ 一— 廿三節 ソ。 

萬 軍の エホバ、 イスラエル の 祌斯く 首 ひ 給 ふ  我れ 汝 等の 先祖 を ェ ジ ブトより 導き出せ 

！:: ：に潘 祭と 犠牲と に 就いて 語りし 事な し 又 命ぜし 襄 なし。 唯 我れ 此事を 彼等に 命じたり 卽ち、 

汝等 我が 聲を聽 かば 我れ 汝 等の 神と なり、 汝等 我が 民と ならん、 且 我が 汝 等に 命ぜし 凡ての 道 を 


s いは ひ 

步み て 福祉 を 得べ しと U 

若し M レ ミヤの 此富 にして 文字通り 眞事 なれば、 利 未 記に 錄 せる 祭事の 如き、 是れ 人の 作りし もので 

あって、 神が モ ー セを以 つて 命じ 給へ りと 云 ふ は 誤謬で あると 云 ふ 事になる。 或 ひ はさう である 乎 も 

知れない。 然し 乍ら 縱 しさう でな くと も 神の 目の前に は 祭事 は 小事であって 省く も 可い 事で ある、 必 

耍缺く ベ からざる は； 止義 である 仁 道で ある、 正義 を 怠り て 祭事 は 反つ て 神 を 潦す事 であると 云 ふの が 

預言者 全體の 主張で ある。 

そして ィ H スは 預言者の 流 を 汲んで 祭事 を輕ん じて 正義 を 重 じ 給うた。 故に 祭司 階級の 憎む 所と な 

りて 其の 殺す 所と なり 給うた。 イスラエル に 初めより 祭司 階級と 預言者 階級と があった、 そして 前者 

は 常に 後者 を 迫害し、 後者 は 常に 前者 を 責めた。 ァ モスに 對 してべ テルの 祭司 アマ ジャ があった。 H 

レ ミヤに 對す るに 祭司 イン メルの 子パ シ ュ ル があった。 其 如くに 預言者 ィ H スに對 して 祭司の 長の 力 

みや  こ 

ャパ があった。 ィ H スは 預言者と して 殿 を輕ん じて 曰 ひ 給うた 「此殿 を 毀て、 我れ 三日に て 之 を 建ん」 

と。 彼 は 曾て 一 囘も 祭事に 携 はり 給はなかった。 彼の 主張に して 彼が 繰返して 使 ひ 給 ひし は 預言者 ホ 

ゼ ャ の  一一 S であった、 EI  く 

我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲まず  j 

と (ホ ゼァ書 六韋六 節- 馬 太 傳九章 十三 節， 同 十二 章 七 節， )o 卽ち 「祭， まを廢 めて、 公平に 孤兒を 鞠き、 寡婦 

の 爲に辯 護せ よ」 との ィザャ の 主張で ある。 如斯 くにして ィ H スを崇 むる に 儀式 を以 つてす るが 如き 

矛盾 はない。 イエ スが 何よりも 嫌 ひ 給 ひし もの は 寺で ある、 坊主で ある。 監督 制度、 祈禱 文、 餐、 

バ プ テス マ の 厳かなる 儀式、 ィ H スは 之に 堪へ得 給はなかった と 信す る。 彼の 忠實 なる 僕 オリバ — . 

ィザャ S の W 究  £ 二 五 


s  0  00^  ニノ 

クロム ゥェ ルが tin て 英國々 敎會の 5^ 會に屮 Z 席し、 其無意味なる^^式に堪へすして足を摩りて反きを表 

し、 f 上の 敎 職に 向 ひ 「^よ 高 壇より 降り 給へ」 と 云 ひたりとの 事 は、 イエ スの此 精神 を 現 はした る 

ものであると 思 ふ。 

第. H 一一 節に HI く 「汝等 は聖會 に惡を 兼ぬ」 と。 是れは 激烈なる 一一 S である、 然し 無い 事で は無レ 宗 

敎の $1;^^ に 明 {= なる. 惡 事の 行 はる- -は 決して 珍ら しい 事で ない。 其實例 を厦々 今の 敎會に 於て 見る。 

プ P テ フ、 タ ン ト敎會 に 於て 信者 間の 勢力 一 3^ ひの 爲に 激烈なる 親 4- が 行 はれ、 i 量 i 言 至らざる 無き は 

我等，.； 幾度 か 目 擊 した 所で ある。 架 書朗請 あり、 讚美歌 あり、 祈禱 ありて、 然る 後に 直に 痛 篤 面 貴が 

始まる。 憫を し、 謙遍 りて 汝の 神と 偕に 步む 事が 眞の 宗敎 であるならば、 斯 かる 宗敎の 集 會に於 

て ウポ敎 は 無い と稱 して 差 支がない。 「聖 會に惡 事」、 昔し あって 今猶 ある 事で ある。 

其 八 罪の^ 滅 

ィザャ 書 一 窣 十八、 十九 節 

人 は 神の 恩 を 忘れ、 彼 を 離れ、 彼に 叛き、 彼に 對 して 不幸の 罪 を 犯した。 それが 罪の 源 因で あ：： f 

1^ と 云 ふ 罪 はすべ て兹に 始まる。 そして の 結 菜と して 稱々 の 苦難が 彼の 身ぶ 臨む や、 人 は 神 を 宥め 

んと 欲し、 彼に illi^l を 奉り、 镜， 牲を 獻げ、 歌を以 つて 彼の 御名 を 讚め、 手 を舒て 彼に 祈り、 以 つて 再 

び 彼の 惠 みに 浴 せんと 欲す。 是が 所謂 宗敎 であって、 之 を 司る に 祭司 あり、 僧侶 あり、 迷信と は 知り 

つ. - もさ を齊 する 能 はすして 今 n に 至った。 然るに 神 御自身 は 祭事 を 欲み 能 はす、 彼に 事 へんと 欲す 


る な らば 4- 義を行 ひ 仁慈 を 施すべし と 預 言 者 を 以 つて 告げ 給うた。 然れど も事實 如何 と尋 ぬるに 人 は 

依然として 祭事 を 欲んで 矜恤を 欲まない。 宗敎が 盛なる 割合に 正義 は 行 はれない。 其 反對に 多くの 場 

合に 於て 宗敎は 明，： n なる 不義と 共に 行 はる。 敎會 の內に 於て 仇 恨、 爭鬪、 妒忌、 忿怒、 結黨、 娟嫉は 

絶えす 行 はる。 神 は 正義 憐憫 を 要求し 給 ふに 人は懷 式と 教義と 熱狂と を以 つて 之に へんと する。 斯 

くして 虞の 禮拜は 八，' に 猶ほ行 はれす して、 偽 はりの 禮拜、 卽ち偽 はりの 宗敎が 盛に 行 はる。 羅馬 天主 

敎會が ユダヤ 敎會の 跡を逐 ひしゃう に、 プ a テス タント 敎會が 天主 敎會の 跡に 循 うた。 正義に 代 ふる 

に 祭 W を以 つてす る點に 於て 敎會 は 寺院と 異な らす、 新 敎は舊 敎と違 は な い 。 

然し 乍ら 問題 は 更に 起る ので ある、 人 は 神の 要求に 應 じて 正義 を 完全に 行 ひ 得る 乎と。 正義 は祌を 

悅 ばし 奉る の 唯一 の途 たる は 明かな りと 雖も、 之 を 行 はんと 欲して その 難き を 悟る ので ある。 彼が 正 

義 よりも 祭 事を好む 理由の 一 は 確かに 玆に 在る。 罪が 單に 罪の 行爲 でない やうに、 正義 は單に 正しき 

外面の 行爲 でない。 正義が 眞に 正義た らんが 爲に義 しき 心が 必要で ある。 そして 人 は 神に 正義 を 要求 

されて 此處 まで 追窮ら る、 ので ある。 心が 潔め られ ねばならぬ、 然ら ざれば 正義 は 之 を 行 ふ 能 はすと.^ 

斯 く自覺 してん は 己れ 自 から 己 を 潔う する 能 はざる を 知る ので ある。 卽ち 自己の 罪人なる を 悟る ので 

ある。 「喧 我れ 闲 苦る 人なる 哉、 此 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と、 鋭き 良心 を 有する 人 は 誰 

人 も. ハウ B と 偕に 叫ばざる を 得ない。 

H ホバ が預 一一-一口 者 を以 つて イスラ H ル に對 して 起し 給 ひし 大 訴訟に 於て、 結論 は 終に 玆に 達せざる を 

得なかった。 被 it 人の イスラ H ルが辯 護の 辭に窮 して 口 を 閉づる を 見て H ホバ は 言 ひ 給うた 

率 我等 共に 論 つら はん (第 十八 節) 

-l*- ャ =weK 究  s:  二 七 


w  s:  *w  w 究  e: 二八 

と。 「答 ふべき の f 一 ：！ あらば 答へ よ」 とか、 「玆に 爭論を 止めん」 との 意味で あらう、 精細に は 解ら な 

い。 何れに しろ 第 十八、 十九の 二 節 は 訴訟の 結果 を 示す 首で ある。 イスラエル は 罪に 定められた。 彼 

は 神に 答 ふるに I" なきに 至った。 彼が 律法に 問 はれて 罰せら るべき は當然 である。 然し 乍ら 祌は 人の 

罰せられん 事 を 欲み 給 はす、 故に 救 ひの 途を 設け 給 ふ。 イスラ H ルを 死に 定めて 救 ひの 途 ある を宜 

し 給うた。 

縱令汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く 白くな らん、 

縱令亦 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如くな らん。 

と。 驚くべき 意外の 宣吿 である。 然し 事實 である。 死刑 を 宣告 せられし 罪人が 完全なる 赦免と 再び 罪 

を 犯さざる 保證と を 宣告せられ たので ある。 

如 何に して 罪の 消滅が 行 はる K 乎、 其途に 就て 預言者 は玆に 言はなかった、 唯緋 Q 如き 罪 は 雪の 如 

く， 曰く せらる べしと 一一 一一 tj 明した。 神の 言で ある、 故に 手段 方法 如何 を 問 はすして 信すべき である。 ィザ 

ャ よりも 尙ほー 一 f 年 前の アブ ラ ハ ム は 此事を 信じた。 「汝 等の 先祖 アブ ラ ハ ム は 我が 日 を 見ん こと を 

喜び 且之を la て樂 しめり」 とィ H スは ユダヤ人に 告げ 給うた (ョ ハネ傳 八 章 五六 節 〕。 神 は 終に 人類の 罪 

を 取消し 給うた、 然し 乍ら 其 時まで 其 事 は單に 約束と して 存 した。 

そして 此事を 明かに 述べた ものが 羅馬書 八 章 一 節に 於け る バウ a の 富で ある。 「それ 律法 は 肉の 故 

に 弱し、 そ Q 能 はざる 所 を 神 は爲し 給へ り、 卽ち 己の 子 を の 肉の 狀 となして 罪の 爲に遣 はし、 肉に 

於て51^-を罰し給へり、 是れ 律法の 義の、 肉に 從 はすして 靈に從 ひて 行 ふ 所の 我等に 在りて 成就せ ん爲 

なり」 と J 罪 は 午 リストに 在りて 消滅して、 義は 完全に 彼 を 信す る 者に 由て 行 はる、 に 至る との 事で 


ある。 

罪の 消滅 は 人 を 離れて、 神の 子に して 人類の 代表者なる キリストに 在りて 行 はれた。 そして 人 は 信 

よ さちの 

仰に 由り て 其 恩 惠に與 る 事が 出来る。 ィザャ は 其 事 を 述べて 一一 百うた 「若し 汝等 好んで 順 は 5- 地の 美產 

を 食 ふ を 得べ し」 と。 「好んで 順 ふ」、 それが 信仰で ある 。神の 御 招きに 應じ、 罪の 赦しを 我に 關は 

る 事と して 信じて 受 くる 事、 モれに 由て 我が 罪 は 潔め られ、 我 は 完全に 正義 を 行 ふ を 得て、 其 報 賞た 

る 地の 美 物 を 食 ふ を 得べ し。 罪の 源 は 祌に對 する 不從 順で ある、 そして 神に 順 ふに 由て 罪 は 消滅す る。 

然し 乍ら 唯 順 ふの みに て 諷は赦 されない。 神が 先づ其 子に 於て 之 を 罰し、 之を雜 きものと なし、 そし 

て 人が 祌の 其の 限りなき 御 慈愛 を 信じて 赦 さる。 ィザャ は 特に 罪の 赦 しの 福音の 預言者で ある、 そし 

て 其 第一 の 預言 を卷頭 や々 爲 したので ある。 

其 九 審判と 救 ひ 

ィザャ 書 一 章 一 T 一 —三十 一 節 

一 章 十八、 十九 節に 於け る 罪の 消滅の 福音の 宣言 を 以て、 エホバ が 預言者 を以っ て イスラ H ル に對 

して 起し 給 ひし 大 訴訟 は 一先 づ 終り を 告げた。 イスラ ヱル はま 判 かれ、 罪に. だめら れ、 而 して 罪の 赦 

.P  ^ き  すぢ みち 

しの 約束に 接して 一先 づ 天地の 大法廷より 放免され た。 之で 審判 が^んだ ので はたい、 審判の 經路が 

示された ので ある。 預言 は 預言、 福音 は. 幅 音で ある。 そして 其實 行と 適用と は 別で ある" 國も人 も 一一 一一 口 

厶厶 △△△ 厶 △、！  <"<"*.】，1<1<<1丄，1  "1厶<1厶，1<1<"厶.1<"<3厶<1<1厶 

葉で 審判 かれない、 又 言葉で 救 はれない、 人生の 事實で 審判 かれ 又 救 はれる。 

ィザャ 書の W 究  BH 一九 


預 s  00^  WHO 

シ オン は 正し き 審判 を もつ て 

其 歸來者 は 公義 を も つ て 牘 はれん 

然れ ども 悻逆 者と II； 人，」 は 同時に 壞れ 

H ホバを 棄る者 は 亡び 失せん 

と ある は此 事で ある C 廿七， 廿八 節ソ。 

そして 現實の ュ ダと エルサレム と は 如 3： なる 者であった 乎と-ぶふに、 實に憐 むべ き狀 態に 於て あつ 

た。 巿は妓 女と なり、 公義 は 失せて 殺人 其 5： に充 つ。 有司 は 盗人の 侶伴と なり、 人 は 各々 恥赂を 喜び、 

贓物を 追 ひ 求む と 云ふ狀 態であった。 名 は 神國、 仁義の 民で あるが、 實は媒 亂圃、 牧 賄の 民であった。 

之に 對し H ホバ の 怒 は 臨まざる を 得ない。 事 實を以 つて 行 はる X 罪惡は を以 つて. 刺 かれざる を 

得ない。 主 言 ひ 給 ふ、 

喧 我れ 我が 仇に 向 ひて 我が 念 を 晴らし  ， 

我が 敵に 向 ひて 我が 謦 を復 へさん 

我れ また 我が 手 を汝の 上に 加へ 

悉く 汝の滓 を 洗 ひ 去らん …… 

然る 後に 汝は 公義の 市 

忠赏 なる 市と 稱 へられん。 

TC- の赦 しの 福音の 宣傳に 由て 雪の 如く、 羊の 毛の 如く，：：：  くなる ので はない、 事 實を以 つて エホバ に審 

判 かれて 公義の 市、 忠實 なる 市と 稱 へらる、 に 至る と 云 ふ。 


H ホバ は如此 くに 其 民 を 扱 ひ 給 ふと 聞いて、 彼 は 無慈悲な りと 云 ふ 者 は 誰 乎。 無慈悲に 非す、 其 ..i- 

反對 である。 一一 目 葉の みに 由て 悔 改めた 民 は 何處に 在る 乎。 若し 神が 警告の 鞭 を 加へ 給はないなら ば、 

己が 罪に 覺 めて 彼に 歸來る 者 はない。 是れ 人類の 實 験であって、 また 我等 各自の 實驗 である。 福音の 

說敎、 演說、 と 單に言 葉の 散布に 由て 人の 救 はれた 例 はない。 福 昔が 俾 へられて、 之を證 明す 

るに 事實の 審判が 臨んで、 國も民 も 少しく 目を醒 ますので ある。 何にも 二 千 五； = 年 前の ィザャ のュダ 

と エルサレム の 跡を迎 るに 及ばない、 大正 昭和の 我が 日本と 東京と に 於て 好き 例證を 見る ので ある。 

^は妓 女と なり、 殺人 其 に充 ち、 人 备賄赂 を 喜ぶ と 聞いて、 誰か 今日の 東京 市 を 思 出さ る 者が あ 

る 乎。 實 に事實 有の 儘で ない 乎。 上流 婦人まで が 藝妓、 娼妓の 如くに 装 ふで はない 乎。 小學 校の 校お 

に 成る にさへ、 視學官 に 贈賄せ ざれば 成れす と 新聞紙 は 明かに 報す るで はない 乎。 殺人 は 日々 の出來 

事であって 其點に 於て 口 本の 東京 は 米國の 紐 育 又は 市 俄 古に 似た る^とな りつ & あるで はない 乎。 

東京 全市が 遊廊 であり、 チ Q 人の 巢 であると 云 ひ て 過言 でないで は な い 乎。 唯斯 く大膽 に 唱 へ 得る 預言 

者が 居ない 迄で ある。 

そして 此 場合 福音の 宣傳 丈け に 由て 日本と 東京と が 救 はれ やうと 誰が 信す る 乎。 事 實を以 つてす る 

-爺 判 が 必要で ない 乎。 大地震が 必要で ない 乎。 W 界の大 動搖が 必要で ない 乎。 破産者 相次いで 生じ、 

昨日の 貴族 は 今日の 平民と なり、 昨日までの 富豪 は、 今日は 社 會の憐 み を 乞 ふに 至る の 必要 はない 乎。 

たぐし さ き  かへ り き .； ！ る も 3 

まことに 「シ オン は義き 審判 を以 つて、 其 歸來者 は 公義 を 以て 賴 はる」 であるり 今や 日本人が 少し 

く眞 面目に 神の 福音に 耳 を 傾く るに 至りし は、 少數 の傳道 者の 言が 彼等 を 動かした からでない、 父な 

る 神の愛の 審判が 近年に 至り 頻々 として 彼等の 上に 臨んだ からで ある。 

ィザャ « の S 究  Ei マ：！ 


此事は 勿論 惟り 曰 本に 限らない、 孰れの 國に 於ても 然り である。 米圃の 如き 最も 克く預 首 者 の 一一 a に 

適 中す る國 である。 「如 3： なれば 忠實 なる 國は妓 女と はなれる、 昔し は義 しき 審刺 にて 充ち 公義 其の 

中に 宿りし に、 八/は 人 を 殺す 者と はなり ぬ」 と讀ん で、 ィザャ は 特刖に 今日の 米國に 就て 預言した の 

ではない 乎と S はれる。 我等 ピ ュ ー リ タン 思想 旺盛 時代の 米圃を 知る 者 は 今日の 米國を 見て 實に 今昔 

の感に 堪えない。 八？' 日の 米國が 基督 敎國 であると は 誰も 信じない。 米 國は遙 かに 日本 以上 審判 を以っ 

て 贖 はる、 必要が ある。  . 

然し 乍ら.：^ 判 は 審判の 爲の審 刺で ない、 潔め 救 ふ爲の * 判で ある。 神 は 許 多の 難 を 下して 固と 民 

と を び 御自身の 所有と 爲し給 ひつ、 ある。 「公義 を 以て 贖 はる」 とは此 事で ある。 そして S 本に 於 

て も 引接く 災難が 少しく 功 を 奏して、 H ホバ の聖 名が 少しく 其 民の 問に 揚 りつ \ ある は 感謝の 至りで 

ある 0  . 

そ の 怒 は 唯 暫時に し て 其惠 は 生命と 共に 永し 

よもすがら  ちしに 

夜 は 終夜 泣悲 むと も 朝に は 歡び歌 はん 

と ある は此 事で ある (詩 三十 篇 五節)。 

其 十 平和 實 現の 夢 

ィザ ャ書ー 一章  一 ira 節。 ミ 力 書 四 窜 一 —叫 節 

ィザャ 書 第一 一章 を以 つて 新ら しき 預首が 始まる。 


ュ ダと エルサレム に 關しァ モ ッの子 ィザャ が 見し 所の 一一 一一 ロは是 なり (一節) 

と ある。 見し 所の 言と 云 ふ。 一一 IK は 聞く ものであって 見る もので ない。 何故に 見し 所の 一 百と 云 ふの 乎。 

預言者 は エホバの 言 を 聞いた と 曰 はすして 見た と 云 ふ。 一に は 之 を 異象に 見た ので あらう。 ^かも 活 

動 寫眞に 見る が 如くに 畫に 由て 啓示に 接した ので あらう。 二に は 思想と してに 非す、 默示 として すへ 

られ たので あらう。 その 如何なる 形を以 つてした 乎、 今 知る 事 は 出来ない。 然し 生々 としたる、 ハツ 

キリと したる 形を以 つて 傳 へられた る 事 は 明確で ある。 若し 我等の 經驗に 於て 之に 類した る もの を 知 

らんと 欲するならば、 詩人の 思想 叉 は藝術 家の 理想の 如き 者で あるに 相違ない。 所謂 天来の 思想で あ 

いづこ  たち  こつぜん 

つて、 何處 より 來り何 處に往 く を 知らす と 云 ふ 質の 者で ある。 忽然と して 現 はれて 深く 腦裡に 印象 さ 

る。 惡 魔に 憑れ ると 云 ふが 如くに 思想に 憑れ る。 天来の 思想の 捕捉す る 所と なる。 故に 言 はざる を 得 

すして 一 I 一一 n ふ、 それが 預言で ある。 斯くて 預言者 は 思想家と 異なる。 若し 類 を 求む るなら ば 預言者 は 詩 

人 叉 作曲家の 類で ある。 そして 詩人 ダンテと 作曲家べ ー ト ベン は大預 一一 一一 口 者であった。 言 を 見る 者、 神 

の 聖意を 生々 したる 事實 として 見る 者、 其 者が 預言者で ある。 

そして ィザャ は玆に 彼の 愛する ュダと エルサレムに 就て 美 はしき 夢 を 示された。 それ は 「末の 日 至 

らん 時に」 事實と 成りて 現 はる、 事で あると 云 ふ。 一 一節 以下 四 節までの 一一 目が それで ある。 實に美 はし 

い 言で ある。 預言 其 物が 絶大の 詩で ある。 何人も 之を讀 みて 終生 忘るべからざる 印象 を 受けざる を 得 

ない。 殊に 忘れ 難き は 第 四 節の 曾で ある。 

つるぎ  f 

斯くて 彼等 は その 劍を 打ち か へ て 鋤と なし 

その 鎗を打 か へ て 鎌と たし 

ィザャ 書の K 究  e: 一一 ：1 二 


預 ts 霄 s 究  §  一 

國と國 と は 劍を擧 げて相 攻めす 

また 重ねて 戰爭の 事を舉 ばざる ベ し 

と。 實に 美く しき 偉大なる 夢で ある。 斯んな 夢なら ば M 人 も 見た く ある。 痴人 夢 を 語る と 云 ふが、 此 

は 智者なら ざれば 見る 能 はざる 夢で ある。 曾って 或る 有名なる ラビ (ユダヤ 敎の 敎師) が 或る 平和 會 

議の 席上に 於て 述べた 事が ある" 

キリスト 降 *1 より 七 百年 前に ィザャ が 此預言 を爲 して 以來、 平和 會議 は幾囘 失敗しても、 人類 は此 

； W 言に 捕 はれ、 世界的 平和の 實現 可能 を 信じて 疑 はない。 叉 平和 實 現の 隙まで 平和 會議を 開いて 止 

まない。 

と。 赏に然 りで ある。 兵器の 進歩、 兵備の 充實、 未だ 曾て 八， 口の 如き はなしと 雖も、 兵備 撒 廢の聲 は 

ハ钛々 高く ある。 小なる丁マ^,は旣に之を實行し、 共産主義の 露國は 其^ 界 的に 實 行せられ ん事を 提唱し 

た。 そして 之 を 痴人の 夢と して 嘲け る 者 は 聖公會 の本國 なる 英國 である。 叉 一 方 平和 を高唱 しながら- 

他方に 軍艦 建造 を^ぎ つ、 ある 米國 である。 痴人の 夢で あると 云 ふ。 然し 聖書が 明かに 記す 所の、 祌 

i ず 一一 i 者に 示い 給 ひし 異象で ある。 宣教師 を異敎 固に 遣り、 聖書の 採用 を 促しつ k ある 英と 米との 兩 

1； が^ 界的 平和の 實現を 痴人の 夢と して 嘲け るので ある。 

ィザャ の 預言と 同じ 預首を 預言者 ミカが なした。 米迦書 四 章 一 —四 節が それで ある。 前に 曾って 述 

ベ た 如くに、 ミカ はィ ザ ャ と 同時代 の 預言者で あ つた。 故に ミカが ィザャ の 言 を藉 りた ので ある 乎、 

或は 亦、 ィザャ が ミカの 首を藉 りたので ある 乎 判明らない。 或は 此は其 時代の 预ー百 者す ベての 共通の 

S 心 S3 であった と 見る 事 も 出来る。 そして 叉 ミカの 預 一一 H に ィザャ に 無い ものが あった。 それ は 最後の 一 


句であった。 

皆な 其ぎ ^iiF 樹の 下に 坐し 其 無 花樹の 下に 居： ん、 之 を懼れ しむる 者な かるべ し 

J つ - 0  0  0 つ 0  0  n  0  0  0  0 つっつ 0 つ 0  0  0  0  0  。  0  0  -0  0  0  0  0  -0  0  _  c>:"  -51=  o.- 

と。 卽ち £^ゅ や ゆに は、 人 は 各自 小 地主と なりて 己が 乎に て 作りし 物 を 貪 ひ、 己が 建し 

,s^{v^§4.^§14\^^-^。 言 あり 日く  r 祌は 田舍を 造り、 人 は 都會を 作れり」 と。 そして 所謂 文明 

は都會 文明で ある。 人が 猿 合して 相扶 けて、 最大限度に 地上の 生命 を樂 まんと する 努力で ある" そし 

て 夫れ が 凡ての ■ 難 を 生じ、 競爭を 起し、 戰爭 を產ん だので ある。 人が 人に 頼らす して 神に 頼る 時に 

皮 は づ から 獨 立に 成る。 直に 天然に 接して、 天然 を 通う して 天然の 祌に 近づかん とする 信仰の 人 は 

づと 都會を 離れて 田舍に 住まん とする。 己が 葡萄 樹の 下に 坐し、 己が 無 花 樹の 下に 居る 事 は 彼の 

现想 である。 1! 界的 平和 は 自作農 業の 發達を 促す。 末の 日に 神の 國が 地上に 建設 せらる、 時には、 東 

京、 大阪、 名 古 屋と稱 する が 如き 人間の 集合 地 は 跡 を 絶ちて、 之に 代る に 全 國に涉 る 小 地主の 自作農 

業の 繁榮を 見る だら う。 そして 地上に 未だ シ ベリ ャ、 ブラジル、 カナダ 等の 如き 廣大 なる 耕地の 未墾 

の 地と して：：^ する は、 預言者の 理想の 實現を 俟っ爲 であらう。 其 時社會 問題 あるな く、 人 は 皆な 己に 

足りて 平和 は 水の 大洋 を掩 ふが 如くに 全^界に 漲る であらう。 

其 十一 平和 實 現の 途 

ィザャ 書 一 一章 一 一— 四 節。 同 十一 章 一 1 九 節 

同じ ィザャ 書の 屮に、 平和 實 現の 夢 は 一 一箇 ある。 第一 ： 章と 第 十 一 章と にある。 第 十 一 章 は， 第一 一章よ 
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預 0 書 w 究  四 三 六 

り も 有名で ある。 二者 を 合 はせ て 夢 は 完全の 者と なる。 第二 章 は 平和 實 現の 時期 を 示し  >  第 十一 素 は 

其 人物 を 現 はす。 可 時 平和 は實 現す る 乎と 云 ふのと、 M 人に 由て 成る 乎と 云 ふので ある。 更に 叉、 第 

一 の 夢 は 消極的で あるに 對 して、 第二の 夢 は 積極的で ある。 第一 の 夢 は 結んで 曰 ふ 

斯くて 彼等 は その 劍を打 か へ て 鋤と なし 

その 翁 を 打 か へ て 鎌と なし 

國は國 に 向 ひて 劍を あげす 

再び 戰鬪の 事 を 習 はざる べし。 

と。 卽ち戰 爭終媳 の 夢で ある。 第二の 夢 は 結んで 曰 ふ。 

斯くて 我が 聖 山の 何處 にても 害 ひ 傷る 事た からん 

そ は 水の 海を掩 ふが 如く H ホバを 知る の 知識 地に 充っ ベければ なり 

と。 卽ち 平和 充實の 夢で ある。  . 

そして 平和 は 末の 日に ェ ッ サイの 裔に 由て 寶現 すると 云 ふので ある。 「末の 日」 である、 何時でも 

でない。 又 H ッ サイの 裔に 由て にある、 ， 何人に 由て ぐ もない。 平和 實 現に 神の 定め 給 ひし 時と 人と が 

ある。 時 は 末の 日で ある、 人間が 其 努力 を 試みつ くした 後で ある。 叉 全地に 平和 實 現の 準備が 成った 

後で ある。 ィ H スは其 時に 就て 示して 曰 ひ 給うた、 

1K 國 の 此福昔 を萬國 の 民に 證 しせん 爲に 普く 世界に 宣傳 へられん、 然る 後に 末期 到る ベ し。 

と (馬 太 傳サ四 章 十四 節 S そして <& 'は 未だ 其 時で ない 事 は 明かで ある。 又 其 時には rn ホバの 家の 山 は 

諸 の 山の頂に 堅く 立ち * 諸の 嶺 よりも 高く 擧り」 と あるが、 今 はま だ 其 時で ない 事 も 亦 明かで ある 


世の 末期 は 其 爛熟の 時で ある。 天使が 牧穫の 鎌 を 人類の 畑に 入れる 時で ある。 其 時に 神の 敵 は 悉く」」 

びて、 國は國 に 向けて 矛を擧 げす、 再び 戰 闘の 事を學 ばざる べしと 云 ふので ある。 そして 未だ 其 時で 

ない 事 は 明かで ある。 

そして 世界の 平和 を來 たす に 唯一 人の 人が ある、 其 人 は H ッ サイの 裔 であると 云 ふ。 H ッ サイ はダ 

ビデの 父で あり たれば、 此 平和の 君と 稱 せらるべき 人 は ダビデの 裔 でなくて はならぬ。 そして 其 人が 

ヨセフ の 子と して 生れし ナザ レのィ ェ ス であらねば ならぬ 事 は 何人が 見ても 明かで ある。 簡 短に 云 へ 

OOO00O0OOOOOO0O00  OOO0O0O00000O0O000  0  00  -^0^-0 

ば、 M 界 平和 は 政治家の 策動に 由て 來ら す、 H ッ サイの 裔 なる イエスキリストに 由て 來 ると 云 n のて 

か，^。 そして 歷史が 能く 此 事を證 明す る。 平和 は 平和 會議に 由て 来らす。 我等 は 今年 も 亦 ジュネ ー プ 

市に 於け る 英米 日の 軍縮 會議を 見た。 其れが 立派に 失肷に 終り、 其 結果と して 米國诲 軍の 大擴 張と な 

り、 人 は 第二 世界 戰爭の 遠き にあらざる を豫 想す るに 至った。 戰爭 を廢. する 爲の戰 举は其 目的 を 達 

せす して、 其 正 反對の 結果 を 生じ、 ヴ H ル サイ ュ會議 は 戰爭發 生の 爲の 多くの 種を播 いた。 故 ウィル 

ソン 大統領 も、 クレマ ンソ ー も、 P イド. ジョ ー ジも、 我が 西 園 寺 公爵 も、 齋 藤總督 も、 世界平和 を 

招来す には餘 りに 微弱で ある。 之 を 成就す るに は 神の 遣し 給へ る 特別の 人が 要る。 ィザャ は 其 人 を 指 

して 云うた。 

H ッ サイの 株より 一 つ の 芽 出で、 その 根より 一 つ の 枝 生えて 實を 結ばん 

と。 そして 此 人に 由り て 狼 は 小羊と 偕に 宿り 云々 と。 そして 預ー 一目 者の 此 言明 ありし に拘 はらす、 米國 

前々 大統領 ゥ ー ド n 1 • ウィルソン に 由て 世界 は 民主化 せられて、 平和 は 地上に 臨むべし と 想 ひし 基 

督敎會 の 愚か さよ。 平和 は 臨ます して、 人に 頼みし 敎會が 世界 大戰 以来 頓に衰 へし は 當然の 結果と 稱 
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せざるを得ない。 

平和 は來 る、 必す來 る、 然れ ども 人に 由て 來 ない、 輿論に 由て 来ない。 神に 由て 来る。 「ュ ホバの 

熱心 之 を 爲し給 ふべ し」 と ある (九 章 七 節 )o 视界の 平和 は 神の 大 能に 由ら すして は 成らざる 事業で あ 

△  △<!<:△ 厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

る。 然るに ヴ H ル サイ ュ會議 に 於て 一 囘の祈 禱の祌 に 捧げられし を 聞かす、 た 諸强國 代表の 相談に 

由て 平和 は實 現すべし と 思 ひし 二十世紀の 政治家 達の 愚か さは、 バベルの塔 を 築いて 諸 民族の 一 致 を 

計りし 古代の 政治 〔糸 等の 愚か さに 少しも 劣らない。 實に 所謂 「バ ベルの 混亂」 は 世界 最初の 平和 會議 

である。 H ッ サイの 裔 なる 平和の 君 イエスキリスト を 崇めざる 平和 會議 は、 縱令 パリ、 ワシントン、 

叉 カル ビンの 市なる ジ ュネ， 'ブに 於て 開かる k とも、 悉く バベルの 會議 として、 混亂に 終る は 明白で 

ある。 そして 此 明白なる 事 實を辨 へ 得ざる 所謂 基督 敎國の 行爲は 不審に 堪えない。 

平和 は 外部の 壓 迫より 来らす、 内心の 調和より 来る。 武器の 精巧、 經濟の 逼迫に 由て 人類 は 戰爭を 

廢 ない。 其 心に 歡 喜の 充 つる 時に 人 は 爭鬪を 嬢 ふに 至る。 戰 爭を惡 事な りと 知りて 之 を 止める ので. は 

ない、 戰^^^が嫌ひにたりて之を全然廢するのでぁる。 私の 日本 武士の 魂に ィ H スの靈 が 臨んだ 時に、 

私 は 戰鬪を 嫌 ふ 平和 好きの 武士に 成った ので ある。 人類が戰-^！^-を止むる途も亦同じでぁる。 人が 死 を 

嫌ふが如くに戰(^^ど嫌ふに至る時に、 世界に 平和 は 臨む ので ある。 

其 十二 繁榮と 審判 

ィザャ 書 二 章 六！ H 節 


ィザャ 書 二 章 は掀界 平和 實 現の 夢 を以 つて 始まり、 ^界 裁判 執行の 知らせ を以 つて 終る。 恰 かも 晴 

天 白日 を以 つて 始まりし 日が 大風 暴 雨を以 つて 終る が 如し。 希び li.: を以 つて 始まり 失望 を以 つて 終る が 

如し。 然し 斯 かる 事 は 無い 事で ない。 暴風の 前の 平穏 は 象學 上よ く 有る 事で ある。 又 人類の 歷史に 

於て 大戰 (サの 始まる 前に 平和 繁榮の 普く 世に 行渡る 場合 Si からす。 人生 は 平和と 戰爭 である、 靜止と 

活動で ある。 戰爭の 後に 平和が 来る 如く、 平和の 後に 戰爭が 来る。 同じ ィザ ャ書廿 一 章 十 一 節に 曰 

く 

斥候よ 夜 は 何時 ぞ、 斥候よ 夜 は 何時 ぞと、 

斥候 答へ て 曰 ふ、 朝来り 夜亦來 ると。 

夜 は 明けて 朝が 來る、 然れ ども 朝 は 永久に 綾かない、 朝の 後に 亦た 夜が 來 ると 云 ふので ある" 平凡の 

事 を 云 ふやう であるが、 然し 平凡であって 平凡で ない。 其 内に 大 なる 眞理が 含まれて ある。 人生 全部 

が教 扬の途 程で ある。 平和が あり 裁判が ありて、 救扬は 完成 せらる. 1 ので ある。 「シ オン は 公平 を以 

て、 歸り來 る 者 は 正義 を 以て 頌 はるべし」 と ある は此 事で ある a 章サ七 節)。 正義の 在る 所に 裁判 は 

免 かれない。 正義 を 以て 躀 はると 云 ふ は 裁判 を 以て 救 はると 云 ふと 等しく ある。 平和 實 現の 約束の 後 

に 裁判 執行の 知ら i が 記載され たと て 決して 不思議で ない。 批評家が ィザャ 書 第一 一章 を 前後の 關 係な 

き 記事の 點綴 であると 云 ふ は 謂 はれな き 事で ある。 

第五 節 「ヤコ ブの 家よ、 來れ 我等 H ホバの 光に 歩まん」 は 平和 を 裁 1^ に 繁ぐ言 葉で ある。 平和の 約 

束に 關 して 云へば 獎勵の 言で ある。 裁判の 預 吿に關 して 云へば 蕃吿の 一一 一一 n である。 花 く 野 逢 を 逃る 時 

も、 雪 吹く 暗夜に 彷ふ時 も、 頓 るべき は此 光で ある。 
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エホバ 彼等の 前に 注き 給 ひ、 晝は 雲の 柱 を 以て 彼等 を！^ き、 夜 は 火の 柱 を 以て 彼等 を 照らし、 晝 

夜行き 進まし め 給 ふ (出 埃 及-記 十三 章サ 一 節〕 

と ある 其 光で ある。 或る 註解 者は此 一節 を 前部の 平和の 約束に 附し、 他の 註解 者 は 之を以 つて 後部の 

裁判の 預 吿を始 む。 以 つて 前後 共通の 訓誡なる 事が 判る。 

「主よ 汝は汝 の 民 ヤコ ブの家 を 菜た まへ り」 と 云 ふ。 そして 其 結 菜 を 記して 云 ふ， 

彼等の 阈には 黄金， u 銀滿 ちて 財 寶の數 ^りなし 

彼等の 固に は馬充 ちて 戰 車の 數 限りなし 

と (七 節)。 神に 棄られ し 結 兹に 至れり と 云 ふ。 神に 棄ら れて國 富みて 兵强 しと 云 ふ。 此^の 見る 

所と は 正反對 である。 或は 給 果を原 H として 兑る事 も 出来る。 國 富みて 兵 強くな りたれば、 民 は祌を 

忘れ 彼 を 離れ たれば， 終に 神の 棄 つる 所と なれり とも 解す る 事が 出来る。 然し 乍ら 神に 棄られ し 結果 

が 富國强 兵で あると 見る が 預言者の 見方で ある。 預言者 ホセ ャの 言に 曰く  ■ 

H フ ライム は 偶像に 結び 聯れ り、 その 爲す がま、 に 任せよ (ホゼ ャ書四 章 十七 節) 

と。 神が 人 を 築た まふ 時に 其 欲する がま k に 任 かし 給 ふ。 國に 金銀 を 有り 餘 まる 程 與へ給 ふ。 昔 は 馬 

と戰 車、 今 は 軍艦と 軍 用 飛行機と を數 限りなく 持た しめ 給 ふ。 そして 無智の 民 は 富めり と 云 ひて 神に 

感謝し、 强 しと 云 ひて 祝 幅に 誇る。 彼等 は 屠らる、 前に 肥さる、 を 知らないの である。 力 ー ライルが 

或る 箇所に、 英國が 急激に 富を增 せし は 神に 棄られ し證據 であると 記いた こと を 記憶す る。 「英國 人 

の 手を觸 る、 所、 悉く 金に 化せり」 と 云うた。 ィザャ は玆に 同一 の 事 を 云 ふて ゐ るので あると 思 ふ。 

iii 强 兵に 神の 祝福 を 見す して 呪詛を 見る。 それでこそ 露の 預言者で ある。 軍旗 を 祝福し、 軍艦に バ 


プ テ ス マ の 式 を 施す 敎會の 監督 こそ 紛 ふべ きな き 偽 はりの 預言者で ある。 

H ホバ に棄ら れて國 富み 兵强 し。 そして 有り 餘る富 は 主として 外國貿 より 來る。 ュダの 場合に 於 

て は、 ウジ ャ 王の 時に 紅海の H ジ オンゲ ベルに 港 を 得て、 此 所に 紅海 沿岸、 更らに 進んで 東方 印度と 

の 貿易に 從 事した。 第 十六 節に 「タルシシの 舟」 と ある は、 大海の 航路に 耐 ゆる 當 時の 大船 を 指して 

云うた ので ある。 ュダの 富の 激 は、 英國の 富と 等しく、 印度 貿易より 得たら しく ある。 G  •  B  • グ 

レ ー 氏に 依れば 第 六 節の 後半 は 左の 如くに 譯 されべき であると 云 ふ。 

彼等の 內に 貿易商 横行し 

彼等 は外國 人と 手 を 打てり (賣 買の 約束 を爲 せり) 

と。 難解の 半 節で あるが >  斯く 解して 前後の 意味が 明瞭に 成る。 農民の 國 たりし ュダが 貿易商 人の 國 

と 化せし 時に、 富が 增せ しと 同時に 信仰が 衰へ、 迷信が 盛んになり、 エホバの 棄 つる 所と なりて、 大 

審 刺が 其 上に 臨んだ ので ある。 

繁榮に 誇る 國 民の 上に、 忽焉 として 天より 聲の 響き渡る あり、 n く 

汝岩 間にん り、 又 土に 隱れ、 M ホバの 震 怒と 其 威稜の 光輝と を 避けよ 

と。 大寐判 は 大繁榮 の 上に 落ち 來る。 ュダの 場合の みならす、 凡て 他の 國 民の 場合に 於て 然り であつ 

た。 此次 ぎに 審判 かる、 は何國 である 乎。 
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其 十一 一一 理想と 實際 

ィザャ 書 二- 51 早より S  .;i=f までの 大意 

預 一一 E 者 は 一 面 に 於て は M ホバ の 代言人であって、 他の 一 面に 於て はィ スラ H ル の愛网 者で ある。 彼 

は 最も 高贵 なる 意味に 於ての 愛國 者で ある。 人類の 歷史に 於て 多くの 愛國 者が 現 はれた が、 イスラ H 

ルの 預言者の 如き 愛 國者は 之 を 見る 1* が 出来ない。 預言者 は愛國 者の 模範で ある。 愛國を 預言者に 學 

んで國 は 根本的に 救 はれ、 民 は 徹底的に 潔め られ た。 英米の ピ ュ ー リ タン 運動 は ミルトン、 クロム ゥ 

H ルの 如き 深く 預言者の 精神 を 汲みし 人達に 依て 起されし 運動で ある。 希臘、 羅 馬、 日本の 愛國^ の 

貴き は  一一： ：！： ふまで もない が、 然し ィ スラ H ル の 預言者に 比べ て 見て、 全く 質の 異なりた る愛國 者で ある。 

私自身が 舊 約の 预曾 者を讀 むまで は 愛國の 何たる 乎 を 知らなかった。 ィ ザャ、 H レ ミヤ、 エゼキエル、 

ァ モス、 ホゼァ 等に 擧ん で、 私 は 愛國の 決して 狭い、 賤 しい 者で なくして、 キリストの 僕と して 私が 

懐く べき 心であって、 叉 行 ふべき 道で ある こと を 知った ので ある。 

預言^ は愛國 者と して 愛國者 共通の 途を迎 つた。 彼等が 普通の 愛國 者と 異なる は 神に 導かれし 點に 

於て 在った。 そして 愛 國者は 彼が 愛する 國に 就いて 高き 理想 を 懐く 者で ある。 此 理想 ありて 彼の 心 は 

燃え、 彼の 腕 は 鳴る ので ある。 そして 預言者 ィザャ にも 此 理想が あった。 此は 最も 美 はしい もの、 壯 

歷 比類な きものであった。 我等が 「平和 實 現の 夢」 と 題して 研究した 彼の 言が 夫れ であった。 

M ホバ の 家の 山 は 諸の 山の 鎮に 堅く 立ち、 


諸の 嶺に 越えて 高く 聲ぇ、 

而 して 萬國は 河の 如くに 之に 流れ 歸 せん 云々。 

と 云 ふので あった。 此 場合に 於て 「M ホバ の 家」 と 云 ふ は イスラ H ル卽ち 神の 民 を 指して 云 ふので あ 

つた。 ィザャ に 取りて は 彼が 所謂 r ュダと H ルサ レム」 を 云 ふので あった。 其國其 民が 凡ての 國 民の 

上に 立ち、 萬國は 河の 如くに 之に 流れ 入るべし との 事であった。 普通の 言葉 を以 つて 云 ふなら ば、 ィ 
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ス ラエル は 世界 第 一 の國 となりて、 萬國は 之に 歸 服す るに 至る ベ しと 云 ふので あった。 而 かも ィ ス ラ 

ェ ルは 威力 を以 つて 萬國に 王た るに 非す、 祌の 道を以 つて 世界 を 導く ので ある。 

H ホバ其 道 を (彼處 に) 我等に 敎へ給 はん 

我等 は その 道に 歩むべし。 

そ は 律法 はシ オンより 出で、 

ェ ホ バ の 首 は エルサレム より 出づ ベければ なり。 

と あるが 如し。 そして 如 此き國 に 由て 如此 くに 導かれて、 戰爭は 世界に 止み、 平和 は 地の 極にまで 漲 

るべ しと 預言者 は 想うた。 そして 彼 は 己が 理想に 刺戟 せられて 言うた 「喧 ヤコ ブの (豕 よ、 來れ、 我等 

H ホバの 光に 歩まん」 と。 (イスラ H ル、 ヤコ ブの 家、 ュダと H ルサ レムの 同意語な るに 注意せ よ )o 

以上が ィザャ が 己が 國に關 はる 理想であった。 多分 彼が 青年時代に 抱いた 理想であって、 彼 は 終生 

之を棄 なかった。 實 に莊嚴 なる、 宏大 無邊の 理想であった。 之に 比べて 見て 我 國愛國 者の 懷 いた 日本 

國に關 はる 理想の 如き、 及ばざる こと 遙に 遠し である。 西洋文明 を 輸入し、 彼の 武器 を 得て 彼 を 制せ 

んと云 ふ 類で はない。 神の 一一 IE を以 つて、 唯 之の みに て 世界 を 治めん と 欲する ので ある。 聖か狂 か、 然 
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れ ども K 言 者の 偉大なる、 彼 は 終生 此 理想に 由て 生きた。 彼 は エホバと 其 律法と に 由て、 其 他に 3： の 

威力 を 用 ひる ことなくして 國を 起し 得べ し、 世界人 類 を 治め 得べ しと 信じた。 其點に 於て 歐米 今日の 

政治家と 雖もィ スラ H ル の預曾 者に 到底 及ぶべく もない。 若し ィザャ が 今 日英 國叉は 米 圃の議 會に立 

ちて 彼の 此 理想 を 述べたならば 如何で あらう。 彼 は 直に 議場の 外に 引づり 出されて、 更らに 民衆の 石 

打す る 所と なる であらう 0 

ィザ ャの國 なる ュダと H ルサ レム に關 はる 彼の 理想 は 以上の 如くであった。 然るに 實際は 如何に？ 

理想が 明か なれば なる 程、 實際は 明かに 見え、 高 かければ 高き 程、 實際は 醜く 見える。 ィザャ は 彼の 

谈け る ャぉ高 の 理想 を以 つて 現實 の 社會 に 臨んで、 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AAAA 厶厶 <"<! 厶 <3 

H ホバ ょ汝は その 民ャ コ ブを棄 て 給へ り 

と 叫ばざる を 得なかった。 理想と 實 際との 懸隔が 餘 りに 多かった。 玆に 於て か 彼に 感情の 激變が 起つ 

た。 斯 かる 民に 就いて 斯 かる 理想 を 懐いた 乎と 思 ふて、 彼 は 自己の 醒覺を さへ 疑うた であらう。 玆に 

於て か 希望 は 失望に 變 じた。 祝福 は 呪詛に 化した。 恩惠の 約束 は赛 判の 宣告と 成った。 此 天職 を 持て 

る 民が 此狀 態に 在る を 思 ふて 彼 は 怒り、 泣き、 驚かざる を 得なかった。 彼の 此 心理的 狀 態に 我等 を 置 

いて 二-; 14 六 節 以下の 彼の 言 を 解す る 事が 出来る。 彼 は玆に 何れの 理想家に も ある 所謂 「產 の劬」 を實 

驗 したので ある。 初めに 美しき 理想の 夢、 次ぎに 實 際に 醒めた る 時の 苦しみ、 終りに 信仰に 由る 二者 

の 調和、 ィザャ も 亦 向上の 此 通路 を 過ぎた のであって、 彼が 我等の 親しき 兄弟で ある 理由 は玆に 在る 

ので ある。 


其 十四 實 際の ュダと エルサレム 

ィザャ 書 二 章 六 節 以下 

理想の ュダと H ルサ レムに 比べ、 實 際の それ は 正反對 であった。 エホバの 道 を 以て 萬 邦 を率ゐ べき 

國が 富に 賴り、 强を 誇り、 剩へ 偶像に 事へ てゐ た。 預言者 は對 照の 甚だしき に 驚いた。 驚きの 極に 彼 

は 叫んで 云うた、 「主よ 汝は その 民 ヤコ ブ のへ 豕を棄 給へ り」 と。 國に 在る もの は 公義と 信仰と 平和の 

器でなかった。 曰く 

彼等の 國には 金銀 充 ちて 財 寶の數 限りなし 

被 等の 國には 馬充ち て戰 車の 數限 りなし 

彼等の 園に は 偶像 充 ちて 呰 己が 作れる 者を拜 めり 

と。 有る もの は 正義に 非す して 金錢、 平和に 非す して 軍馬と 戰車、 M ホバの 神に 非す して 偶像との 事 

であった。 預言者 は 之 を 見て 憤らざる を 得なかった、 故に 曰うた 「彼等 を 赦し給 ふ 勿れ」 と。 

而 して 判の 忽ち 彼等の 上に 臨むべき を豫 想し、 彼等 を 警めて 曰うた 

岩間に 入り、 土に 隱れ、 以て H ホバの 震 怒と 其 威光の 光輝 を 避けよ。 

其 日に は 高ぶる 者 は 凡て 卑 くせられ、 驕る人 は 屈められ、 唯 H ホバ のみ 高く 揚げられ 給 はん 

と。 大 審判 は 彼等の 上に 臨む ベければ 之 を 避く るの 途を 講ぜよ。 而 して 其 結果 は H ホバ の聖 名のみ 崇 

めら る、 に 至らん との 事で ある。 寨 判は價 値の 判定で ある。 責き 者が 崇められ 賤 しき 者が 卑 くせら る 
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る 事で ある。 金銀 貴から すに 非す と雖も 至上 善と して 貴むべき 物に 非す。 兵力 恐るべし と雖 も、 以て 

公道 を 維持す るに 足らす。 人 は 如何に 尊し と 雖も祌 として 祟む ベから す。 而 して 價 値の 轉倒 する 所に 

必す祌 の，！^ 判 は 臨み、 其 結果と して 眞の 神の み i™? 物の 上に 崇めら る、 に 至るべし。 人類の 歷史 はすべ 

て此プ ロセス (順路) であった。 物質、 威力、 人間、 孰れ も賴 るに 足らす、 唯祌 のみ 倚るべき 永遠の 

磐な りと、 其 事を證 明す る爲 の歷史 であった。 史學の 始祖と 稱 せらる- -希 職のへ ロド，' タス は 曰うた. 

神 は嫉む 者に して 他の 何物 も 己れ 以上に 崇めら る. -を 許さず と。 そして 彼の 有名なる 世界 歷 おは 凡て 

此 立場より 記 かれた ものであると 云 ふ。 ィザャ は祌の 立場より、 へ & ド— タス は 人 問の 立場より、 同 

一 事 を 一一 一一 n うたので ある。 

凡ての物は5^くせられ、 唯 H ホバ のみ 高く 投げら るべ しと 云 ふの が.！ i 判の 原理で ある。 理想の エル 

サ レム 卽ち H ホバの {| の 山 は 諸の 山の 嶷 に 立ち、 諸の 嶺に 越えて 高く 紫 ゆるに 對し、 H ホ バを棄 たる 

，、- づ， J.*  .b 

實 際の H ルサ レム は 凡て 高ぶる 者、 自身 を崇 むる 者と 共に 卑 くせら るべ しと 云 ふ。 €S ち 馬太傳 二十 三 

章 十一 一節に 錄 された るィ H ス の 御言 葉の 適用で ある。 

凡て 自己 を 高く する 者は卑 くせられ、 自己 を iK 、する 者 は 高く せらる ベ し 

と。 神 を 離れた る 人類の 歷史は 之 を 「低く する 經路」 と稱 する 事が 出来る。 引下げ 運動、 階級の 民衆 

化、 言 方に 樣々 あるが、 竟る所 は ィザャ が 曰へ る 如く 

凡て 高ぶる 者、 II る 者、 凡て 自己 を崇 むる 者  

是等 は^な 其 日に 卑 くせら るべ し 

と 云 ふ 事で ある。 英國 革命、 佛國 革命、 世界 大戰 爭、 事柄 は異 ふが 其 結果 は 同じで ある。 帝と 稱し、 


王と 稱 して、 人が 高く 崇められし 者が 卑く せられし 運動であった。 斯くて 最大の {さ 判 は 最後に 行 はる 

るが、 同種類の 審判 は 常に 行 はれつ k ある。 

我等 は 預言者が 此 所に 曰 ふが 如き 審判 を 近頃 S 々我國 に 於て 目撃した。 昨日までの 富豪 は 今日は 貧 

者と 成った。 鈴 木、 村 井、 高 田、 松 方 等、 最近まで， は 「レバノンの 高く 聳えた る 香 柏、 バ シャンの 岡 

の檀 II」 と稱 せらるべき 者が、 今 は卑 くせられ、 屈められて 見る 影 も 無き に 至った。 側 人と して 彼等 

に對し 深き 同情な き 能 はすと 雖も、 富ゃ權 力に 依て 高く せられし 者が 低く せられし は 4：： む を 得ない。 

是れ 神の 聖旨で あると も、 天然の 法則で あると も 云 ふ 事が 出来る。 殊に 「タルシシの 凡ての 舟」 も卑 

くせら ると 云 ふに 至って は、 事實其 儘 を 目前に 示された るが 如くに 感 する。 タルシシの 舟と は當 時の 

大船の 稱 である。 廣く 世界 貿易に 從 事した 船 を斯く 呼んだ ので ある。 その 大船が 卑 くせられ たと 云 ふ U 

解し 難き に 見えて 然ら すで ある。 大船 は 富 を 作る 爲の 第一 の 要具で ある。 殊に^ 界 大戰當 時に 在って 

は 大船 一 艘を 有する は 富者た る 事であった。 所謂 船 成金 は數多 出来た。 汽船 會社は 一 躍して 大勢 力と 

成った。 然るに 今 は 如 3:。 タルシシの 舟 は. 恭判 かれて 卑 くせられ たで はない 乎。 其 最も 顯 著なる もの 

が國際 汽船 會社 である。 數十隻 の 大船 を 擁して、 今や 其處 分に 窮 する 狀 態で ある。 其 他、 東洋 汽船、 

山 下 汽船、 何れも 見る 影 もな き狀 態で ある。 兹に第 二十世紀の 初めに 當 つて 紀元前 七 百年の 昔、 ィザ 

ャの 時代に 於、 ける が 如くに、 タル シ シ の 舟が 審判 かれて 卑 くせられ たので ある。 

然し 凡ての ものが 卑 くせられ て 唯一 つの ものが 高く せられた。 ィ H スキ リストの 御 父なる 眞の 神の 

聖 名が 高く せられた。 富者 ゃ權 者が 卑く せらる、 丈け 神の if- 名が 高く せらる。 我國に 於ても 今日 程 日 

本人が キリ ス トを慕 ふ 事 は 未だ 曾って 無かった。 

ィザャ^«の^6-  Est 


預 a 害 w 究  we 八 

其 十五 エルサレムの 婦人 (上) 

ィザャ 書 第三 章の 梗概 

社會は 男と 女と より 成る。 男が 墮 落して 女が 墮 落せざる はない。 女 は 「より 善き 半分」 であって、 

男 は！^ 敗しても 女 は 純潔 を 維持して 社 會の墮 落 を^ 止す ると 云 ふ は 主として 米國 人の 唱 ふる 所で ある 

が、 それ は 女 を 男よりも 深き 者と 見る 東洋人の 見方 丈け それ 丈け 間違って ゐる。 男女 同權 であるが 

如くに 女 同罪で ある。 神 は 偏り見る 者に 非す であって、 神の 言葉なる 聖書 は 貴賤 貧富に 對す るが 如 

くに 男女に 對 しても 亦 公平で ある。 女性 崇拜は 男尊女卑 丈け 反 聖書 的で ある。 基督 敎は 女性 を 高む る 

者な りと 稱 して、 之に 一 種の 神聖 を附與 する に 至りし は 西洋文明の 一 大缺 點と稱 せざるを得ない。. 

ィザ ャは實 際の ュダと エルサレム に 多くの 缺陷を 見た。 H ホバを 離れし 結果と して 多くの 不幸 災害 

が 彼等の 上に 臨んだ。 先づ 第一 に 彼等の 間より 人物が 絶えた。 眞の 軍人、 眞の 政治家、 眞の 判士、 眞 

の 預言者、 凡そ 眞の 人が 絶えた。 

我れ 童子 を 以て 彼等の 主と なし 

嬰兒に 彼等 を 治めし めん 

と あるが 如くに、 柔弱 低能の 徒が 彼等の 政治家と 成りて 彼等 を 滅亡の 途 へと 誘 ふ。 其 結果と して 

民 は 互に 相虐！ t 

隣人 互に 相壓し 


幼 者 は 長者 を 侮り 

EJ 夫 は 貴人 を It かしむ 

と 云 ふ。 同胞 相 閲ぎ、 隣人 相 苦しめ、 弟 は 兄に 背き、 お 子 は 師を寶 り、 .^ド 轉 倒して 下 は 上 を 辱 かし 

• む。 禮節 全く 絶えて 社會に 秩序 無し。 此は 決して 無き 事に 非す ィザャ の N ルサ レムに 在りし 事 を 今日 

の 東京に 於て 見る。 It" て 在りし 事 を 今 亦 見る と 言 へば 夫れ まで ぐ あるが、 此は 容易なら ざる 事態で あ 

ると 知りて、 我等 は实 一心 せざるを得ない。 

心の 狀態は 外に 現 はれざる を 得ない。 イスラ H ルの 背信、 腐敗、 £• 落 は 之 を 其 民の 容貌に 於て 見る 

4a?- が屮 I 來る。 曰く 

彼等の 額 色 は 其惡事 を證す 

彼等 はソ ドム の 如くに 其 罪 を 示して 隱 さす 

と。 預曾者 は M ルサ レム の 街 を 歩行いて、 彼が 行會ふ 市民の 額に 其惡事 を讀ん だで あらう。 其の 多愁、 

其 陰險、 其絕 望、 其 惡德、 孰れ も 明かに 其 容貌に 現 はれて ゐた であらう。 人相 は 決して 偽りで ない。 

視る！ ni を以 つて 之 を 見れば 其內に 心 を讀む ことが 出來 る 。 預 一一 一一 n 者 は 同時に 人相見であって、 視 る者卽 

ち 人格の 透視ぶ であった。 勿論 我等 は 預言者 を I 來 取りて 人の 容貌に 由り 漫 りに 彼等 を { 称！： いて はなら 

ぬ。 「人 は 外の 貌を 見、 ^l ホバ は心を視るなり」 とぁる0 ム H ル前書十六章七節)。 然れ ども 人の 容貌 

が 或る 程度まで 其 心の 狀態を 現 はす は 誤りな き事實 である。 

禍 ひなる 哉 彼等 は 害 を 己れ に 招け り。 

汝等 義人に 就て 言へ、 彼に 善事 ありと" 

ィザャ 害の W 究  raw 九 


預雷書 研究  so 

禍 ひなる 哉惡 人、 彼に 惡蔡來 らん。 

平凡の 现の やうに 見える、 然れ ども 深い S 呉现 である。 神の 光に 照らされ ざれば 知る 能 はざる 露现 であ 

る。 普通 一般の 人 は 思 ふ、 惡心必 しも 惡 isj- を 招かす、 善心 必 しも 善事 を以 つて 報いられす、 人の、 乇と 

境遇と は 比例す る ものに 非す と。 然れ ども K 言 者は祌 のぼ を 受けて 曰 ふ r 然ら す、 義人に 善事 あり 

悪人に 悪事 來る」 と。 善 惡は幸 幅に 關係 なき 者に 非す、 經^ は 道 德宗敎 と 離して 論すべき 事に 非す。 

德は 得な り。 人 は 神の 33 に 反いて 害 を 己れ に 招く ので ある。 人生の 實驗は 何人に も 此事を 示す。 夫れ 

にも 係 はら 十 人 は 明，： " なる 義務 を 怠り、 唯 才智に 由り て 幸福 を權 得せん と 計る。 邀は 運と して 求めて 

來ら す、 神 を 求め、 其聖 33 を 奉じて 來る。 簡短 にして 深遠なる 眞现 である。 

叉： n ふ (欲 十二 節) 

わ ら ベ  しへ il 

あ」 我 ii- よ、 童子 は 彼等 を 虐げ 

^人 は 彼等の 上に- 械を掷 ふ 

と。 子 を 支配す る 能 はす、 その 支配す る 所と なる。 は 女の 首た るに、 女 は 男の 上に 權を掷 ふ。 神 を 

棄し 結果と して 萬 事が 狂 ひ、 父 父たら すして 子 子たら す、 夫夫たら すして 妻 妻たら ざるに 至る。 今日 

の 社會が 夫れ である。 親 は 子の 暴虐に 泣き、 夫 は 妻の 氣儘勝 平に 惱む。 米國 最も 甚だしく、 日本 も 米 

國の 跡に 從 ひつ 、ある。 昔の ュダと エル サレ ムに此 事が あって 其國は 終に 亡びた。 同じ 原因 は 同じ 結 

に 終らざる を 得ない。 

そして 男の 上に 權を掷 ふ 女 は 如何に 雜 かるべき 乎、 其 事 を 示す のが 十六 節 W ドー 一十 六 節まで ^ある- 

寳に 著しき 記事で ある。 之に 依て 預 一一 一一 u 者 ィザャ が 如何 に銳 き^を 以 つて 當 時の 社會を 観察 した 乎 力 半 


明る。 彼 は m に國 〔豕 人類の 大事に のみ 心 を 寄す る 人でなかった。 家庭の 細事にまで 眼 を 注いで、 其處 

に 人生の 機微に 觸れ た。 彼の 當 時の 婦人の 衣服 装飾に 關 する 知識に 驚くべき ものが ある。 是れ が萬國 

を. 泺 判く 大預霄 者の 觀察 であらう と は 如何しても 思 はれない。 然れ ども 彼の 偉大 さは 細事にまで 及ん 

だ。 彼が 大 偉人で ありし 所以で ある。 

其 十六 エルサレムの 人 (下) 

ィザ ャ書三 章 十三 節 以下。 H ゼ キ H ル 書 让七章 

壓 制と 奢侈と は 同時に 行 はる。 一 は 他の 者の 原因と 成り 亦 結 ra^ と 成る。 奢侈に 耽けらん 爲に壓 制 を 

-,1<:<1.1<1<1<"<" 厶 <"<"<!△△<"  <3厶<1 厶  <：< ：厶厶 △<"△ 

行 ひ、 ffi: 制に 出て 得し 物 を 奢侈に 使 ふ。 奢侈 は 掠 に 由ら すして 行 はれす。 盗んで 得し 物 は 之 を 浪費 

す。 そして 奢侈 は 主として 婦人 を以 つて 現 はる" 虛榮は 婦人 獨特の 一：：| 點 である。 きが 故に 飾らん と 

する、 飾りて 其 弱き を掩 はんとす る。 婦人 は 子 をして 自己 を 飾らし む、 そして sf- 子 は 婦人 を悅 ばせ 

んが 爲に虐 る。 M ゼ ベ ル のァハ ブに 於け るが 如し。 預 t 一：： 者が 奢侈 を 憤る は壓 制に 由て 行 はる & からで 

ある。 

々抵の 人 は 六お 侈 贅澤は 辜の 無い 事、 叉輕ぃ 罪の 事で あると 思 ふ。 然ら すで ある。 奢侈 は 掠奪で ある。 

一 人の 婦が 身分 不相應 の 装飾 を爲 さんが 爲に は、 多くの 他の 婦が 彼女の 爲に 苦しまざる を 得ない。 若 

し勞 働が 正當に 報いら る、 ならば、 働く 者が 絹 を 着て、 倒かざる 者 は 粗服に 甘すべき である。 然るに 

5^ に 良家の 妻女た るが 故に 働かざる に 美服 を 纏 ふ は 倒く 者の 報い を 奪 ふて^なくて はならぬ。 都會の 
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女チは 知らす して 農村の 女子の 勞 働の 結果 を 奪 ひつ- - 綺羅に 其 身 を やつし つ. 1 ある。 昔し 支那の 詩人 

が 歎じて 一一 目うた 通りで ある。 

昨日 城郭に 到り 歸來 れば淚 巾に 滿っ 

湿 身 綺羅 の 者 是れ 獄 を 養 ふ 人に あ らす 

寳に眞 を 穿ちて 謬り なしで ある。 故に 書に. m れば 奢侈 は 十誡 第 八 條を以 つて 誠むべき 罪で ある。 汝 

む 勿れと、 汝 他人 をして 汝の 爲に勸 かしめ て、 共勞 鋤の 結 菜 を 奪 ひて、 汝の身 を 飾り、 肉を樂 しま 

しむる 勿れ" 

ィザャ 時代の ュダ人 は 不正の 商 賣に從 事し、 不正の 富を據 て、 之 を 不正に 使用して 身と 魂に 災を招 

いた。 之を稱 して 文明の 罪 惡と云 ふ。 勿論 H ルサ レムの 婦人の みを责 むべき でない。 又ュダ 人の み此 

i§ を 犯した のでない。 此は 社會の 罪なる のみなら す 世界の である。 人類 全體が 文明の 恩 化に 與 ると 

稱 して 神の 賜物 を 濫用し、 生命 を 毒し つ k あるので ある。 ィザャ 時代 は 決して 野蠻 時代でなかった。 

文明 は 驚くべき 程 進歩して ゐた。 貿易 は 盛んに 行 はれた。 技術 は 進歩し、 製造 は 大ぜ模 に 行 はれた。 

ッ II、 シ ドンが 世界的 赏易巿 場であって、 其 大船 は 束 は 印度より 西 は 今の 英國 まで 通うた。 クリ ー ト 

お、 エジプト、 バビロンが 文化の 三大屮 心であって、 此 所に 凡ゆる 技 藝が榮 え、 藝術 品が 盛んに 產出 

せられた。 そして M ルサ レムの 婦人が 其 身 を 飾らん が爲に は、 主として ッロ、 シ ドンの 商人の 手を經 

て、 外國の 製品 を 仰いだ ので あらう。 恰 かも 今日の 日本 婦人が 其 装飾品 を 巴 里 紐 育に 仰ぐ と 同じで あ 

る。 貿易 は國を 富ます G 途 であると 云 ふが、 11： 時に 亦國を 亡す の途 である。 殊に 未開 國に 於て 然 りで 

ある。 人 來る物 は 大抵 は 不用品で ある、 澤品 である。 今日の 巴 里が 其 流行 を以 つて 世界 を 毒し つ-" 


あるが 如くに、 ィ ザャ當 時の エジプト、 バビ a ンがぺ -ー ケ の貿„^商を通ぅして^^界を墮落せしめたの 

である。 

ィ ザャ當 時の ッ ：！ が 世界 貿易に 從 事した 其廣 さと 品目と を 知らん と 欲せば H ゼキ H ル書 第一 一十 七 1= 十 

を 讀む ベ きで ある。 其 十六 節に 曰く 

汝 (ッ ct を 指して 云 ふ) …汝の 製造品の 多き が 故に、 ス リャ汝 と商賣 をな し、 赤 玉、 紫貨、 繍 tfr 

ほそね の 

細 布、 珊瑚 及び 瑪琐を 以て 汝と 交易す。 

叉 一 一十一 一節に 曰く 

シバ とラァ マ の 商人 汝と商 寶を爲 し、 諸の 貴き 香料と 諸の 寶石 と金 を もて 汝と 交易せ り。 

近頃 シ プラス 島 並に サルヂ 二 ャ 島に 於いて 發 掘され しべ -ーケ 人 居留地の 遺物に 由り、 當 時の 身遍 装飾 

の 術の 一 班 を 窺 ふ 事が 出来る。 其內に ィザャ 書の 此 箇所に 記せる 瘦 塔が ある、 手釧が ある、 耳 斑が あ 

る、 又 指環が ある。 殊に 水晶に 刻 込れ たる 香合 ^ が ある。 以 つて 此 記事の 當 時の 眞 相を寫 せし ものなる 

事が 判明る。 

依て 知る 今日 文化 は 進歩した りと 云 ふも必 しも 然らざ る を。 昔 あつ た 事 を 今 繰 返 しつ チ あるに 過ぎ 

ない。 M ルサ レム 婦人 を 今 猶ほ巴 里、 倫敦、 東京に 於て 見る ので ある〕 近代 式 は 近代 式なら す、 舊式 

である、 二 千 六 百 年 奮く ある。 結對 的に 新ら しき 者 は 唯一 つ、 神に 新たに 造られし 靈魂、 其 他 はす ぺ 

M で や.？ 1 

て舊く ある。 今の 東京 婦人に して 紀元前 七 百年の ッロ、  M ルサ レムの 婦人 丈け 華美に 装 ひ 得る 者 は 多 

分 一 人 も あるまい。 それ を 思 ふても 装飾に 身 を やつす の 愚か さが 一 歷 深く 感ぜら る。 

斯く云 ひて 装飾 を 絕對に 担 否す るので はない。 美 を 愛する は 人の 天性で ある。 天然の 美を發 揮し 之 
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を 維持す る やうに 何人も 努 むべき である。 敢て 殊更ら にむ さくる しく 見せる に 及ばす。 マダム • ギヨ 

ンが 夫の 心を墙 めんが 爲に 故意に 烙鐵を もて 己が 匿 額を燒 きたりとの 事 は 決して 譽 むべき 事で ない。 

少女に は 少女の 美が あり、 老人に は 老人の 美が ある。 美 も 亦祌の 賜物で あれば 神聖に 之 を 保^し 使用 

すべきで ある。 そして 奢侈 は 却って 眞美を 損 ふ。 装飾 度 を 過 ぐれば 美は變 じて 異形 (grotesquo) と 

成る。 天使 の^より 見て 着飾りた る it 人 は 美人と してに 非す して、 寧ろ 變化 として 見 ゆるで あらう。 

其 十七 潔 めら れしェ ルサ レム 

ィザャ 書 第 gl.K 

理想の エルサレム に對 して 實 際の H ルサレ ム があった。 现想は 美しく ありし に 對し實 際 は 醜く あつ 

た。 實際を 見て 預 言：1|<-は 失§1^| せざる を 得なかった。 彼 は 之に 對し 神の 犬なる 審判の 臨むべき を預 言 し 

た。 實 際の M ルサ レム は 尊き も 率し きも、 も 女 も 保存 さる i の 必要な きまでに 腐った。 ィザャ は 河 

の 顧慮す る 所な く 思 ふ 存分に 當 時の ュ ダと エルサレム と を 呪うた。 

然し 乍ら 失 51- は 絡^でなかった。 寐判は 纖減を 意味し なかった。 審判 は 潔 めら る、 事であった。 ュ 

ダと M ルサ レムと を 滅び lil さん 爲の寐 判に あらす して、 救ひ扬 けん 爲の 審判であった) 其 處に预 言 者 

ィザャ の 強い 信仰が あった。 彼 は 其 長子 を 名 づけて シャル ヤシ ュブと 云うた r 七 章 三 節 JO 之を譯 せば 

「淺れ る 者 還るべし」 との 意であった。 更に 之 を說明 すれば 「その 残れる 者、 ヤコ ブの 殘れる 者は大 

能 Q 神に 還るべし」 との 意であった (： 十章廿 一節 ソ。 卽ち 審判 かれて 善しと 認められて 殘 りし 者 は H ホ 


バ に 還りて 其 恩 惠に與 るべ しとの ことで ある。 寐判を 其 一 面より 見れば 是 である。 残れる 者の 現 はれ 

んが爲 である。 滓が 燒き盡 されて 純銀の みが 殘 らんが 爲 である。 そして 神の 選び 給 ひしお は 悉く 滓で 

なかった。 其： S: に必す 純銀が あった。 「我 悉く 汝を減 さじ」 と 彼 は 幾度 か 預言者 を以 つて 彼等に i}n げ 

給うた。 故に 預言者の 憤怒に 常に 際涯が あった。 彼等 は 暴風の 後に 常に 晴天 を 望んだ。 N ルサ レム は 

審 刺を以 つて 頌 はるべし と 云うた。 減ぶべし と は 云はなかった。 

ィザャ 省 第 四 章 は小默 示文學 である。 約， 翰 默示錄 を 縮めた やうな 者で ある。 此 世の 終末に 就て 示し 

た 者で ある。 文字通りに 解釋 すべきで はない が、 大體の 莨 は 明， 曰で ある。 其內の 中心的 眞理は 残れ 

る 者 は 救 はるべし と 云 ふので ある。 「逃れ 殘れる 者、 シ オンに 残れる 者、 エルサレムに 留まれる 者」 

と 云 ふの がそれ である。 卽ちシ ャルャ シュブ である。 そして 凡ての 恩惠は 彼等の 上に 降る と 云 ふ。 第 

一 に 地 は 改造 せられて 其 產は豐 かにな り 殘れる 者に 貢ぐ であらう との 事で ある。 rn ホバ の 枝は榮 え- 

地より 生産す る實は 優れ 且美 はしく」 と 云 ふは此 事で ある。 所謂 萬 物の 復與 である。 第五 節 は 神の 臨 

在 を 示す、 「凡ての 物の 上に 榮 光の 覆 庇 あるべし」 と 云 ふ。 默示錄 二十 一章 三 節に 

神の 幕屋、 人の 問に 在り、 祌 人と 共に 住み、 人 神の 民と なり、 祌亦 人と 共に 在して 其 祌と成 

給 ふ  , 

と ある 其 事で ある。 第 六 節 は如斯 くにして 惠 まる.^ 民に 隱 {冰 の 供 へらる k 事 を 示す、 「一 つの 假魔」 

と あるが それで ある。 假 家が 暴風雨 を 避く る 所と ならう と は 受取り 難いが、 それが 默 示文學 である。 

文字通りに 解す る こと 能 はすと 雖も 其內に 深い 意味 を 見出す 事が 3,1 來る。 救 はれた る 者と 雖も 避難所 

を 要すと 云 ふので ある。 "si^ 人 は 救 はれても. 猶ほ 「怒りの 子」 である、 ■  ぎ 時 {番 判の 靈に吹 捲られて 其 
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立場 を 失 ふ 乎 も 知れない、 其 場合に 避難所が 要る。 信者に 取りて は キリストの 十字架が それで ある. • 

詩篇 九十 g: 篇廿ニ 節に 「祌は 我が 避 所の Is なり」 と ある それで ある。 

そして 恩惠は 凡てが 判 か れて 後に 降る と 云 ふ。 

そ は 主 {# 判す る 靈と燒 き 盡す靈 と を もて シ オンの 汚 を 洗 ひ、 H ルサ レムの 血 を その 中より 注ぎ 

給 ふ 時 到る ベければ 也 OS 四 節) 

と ある。 恩惠は 全體が 審判 かれて 後に 淺れる 者に 降る と 云 ふ。 紫 判を經 すして 恩惠は 降らす と 云 ふ" 

是れ亦 預言者 全體の 主張であった。 ，1* 判に 由て 汚^ を 洗 はれて 然る 後に 恩惠は 降る と 云 ふ。 そして 此 

は 神が 人に 恩惠を 降し 給 ふに 方って 取り 給 ふ變ら ざる 途 である。 不變の 法則で あると 云 ひて 實 際に 間 

遠 はない と 思 ふ。 人が 人で ある 間 は * 判が 必要で ある" 判 は洗淨 であり、 試練で ある。 そして 汚物 

が 燒き靈 されて 殘 部が 拯 るので ある。 國クぶ も 人類 も 社會も 個人 も 此途を 經て救 はる &の である。 -! i 判 

たくして 救扬 はない。 「凡ての 物 は 血を以 つて 潔 めら る、 血 を 流す 事 あら ざれば 赦 さる、 事な し」 と 

云 ふ は 人生の 全部に 渉る 大眞理 である。 

斯くて ュダと H ルサ レム に 限らす 我等 各自 も 亦 * 判の 靈の 働きに 由り 凡ての を 洗 はれて、 我等の 

衷に 淺れる もの を 以て 救 はる i ので ある。 我が 全部が 救 はる- -に 非す、 燒 かれざる 者が 淺 りて 其 物が 

a かるので ある。 「H ルサ レムに 存 ふる 者の 中に 錄 された る 者 は 聖と稱 へらるべし」 と ある。 生命の 

書の 巾に 錄 された るお は 救 はるべし と 云 ふと 同じで ある。 偶然に、 幸に して 燒け淺 つたので はない、 

生 \§ の 書の 中に 豫め錄 された る 者が 神の 聖旨に 循ひ淺 る を 得た ので ある。 淺る事 其 事が 神の 恩 窓で あ 

る。 神は惠 まんと 欲する 者を惠 み、 憐 まんと 欲する 者 を 憐み袷 ふとの 福音 的眞 理が此 所に も 亦 示され 


て ある を 見る。 そして. 5^ 判 は 様々 の 形 を 取りて 我等に 臨む。 或は 誘惑と なって、 或は 威嚇と して 臨む。 

我等 之に 勝たん 乎、 或 物 を 失 ひて 或 物が 残る、 そして 其淺る 物の 上に 神の 恩惠が 降る。 死が 最後の 審 

判で ある、 我等の 汚 を 燒盡す 最も 熟き 火で ある、 「そして 殘れる 者 は 救 はるべし」 である。 

其 十八 ィザャ の聖召 二) 

ィザ ャ書第 六 章。 H レミ ャ記ー 章。 屮 I 埃 及 記 三 章 

人 は 神に 召されす して 信者た る 能 はす、 預言者た る 能 はす、 傅道師 たる 能 はす。 神の 器 は 神 自身が. 

選び 給 ふ 者であって、 人が 自 から 進んで 神職に 就いた のでない。 神の 眞の僕 はすべ て 此事を 知る。 祌 

に 召され、 彼に 囚 へられて その 僕と なった ので ある。 故に .i:- む を 得ない ので ある。 その 模範的 實例は 

放言 者ァ モ ス である。 ベ テルの 祭司 ァ マジ ャが 王城の 地なる ベ テルに 於て 再び 預言す る 事 を 禁ぜし 時 

に、 ァモ スは 答へ て 曰うた 

我 は 預言者に 非す、 また 預首 者の 子に も 非す、 我 は 牧者な り、 桑の 樹を 作る 者な り。 然るに H 中 

バ 羊に 從ふ 所より 我 を 取り、 往 きて 我 民 イスラ H ルに 預言せ よと 我に 宜 へり (ァ モス 書 七 章 十四- 

十五 節) 

と。 此時旣 に 預言 を 職業と する 者が あった、 叉 f 襲 的 預言者が あった。 故に ァ モス は 一 百うた ので ある. 

「我 は その 孰れに も あらす、 惟 H ホバ 我に； S 言せ よと 命じ 給 ひたれば、 我 は 其 命に 服 ひて 預言す るの 

である、 故に 人なる 祭司の 命に 聽 いて 預 一一 一一 n を廢 する 能 はす」 と。 信者の 確信 も 預言者の 權威も 直接に 
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神に 召された るより 來 るので ある。 某 督 信者に 最もよ く 知られた る 實例は 使徒 パゥ a の 場合で ある。 

人よりに 非す、 又 人に 由ら す、 ィ H ス キリストと 彼 を 死より 甦らし & 父なる 祌に 由り て 立ら れた 

る 使徒 。ハウ 口  我が 母の 胎を 出し 時より 我 を 選びお き 恩惠を もて 我 を 召し 給 ひし 神、 其 子 を 

異邦人 の 中に 宜 べし めんが 爲に聖 心に せ > し と し て 彼 を 我心に 示し 給へ る 其 時 云々 (ガラ タヤ 書 一 拿)。.. 

之に 依て 觀 るに、 。ハウ 口 は 今の 多くの 敎會の 傳道師 の 如くに、 或は 外 國宣敎 師に勸 めら れ、 或は 其 他 

の情實 に餘满 なく せられて M ハ 邦人の 使徒に 成った のでない。 或は 又社會 改造、 國家 救濟を ほ 的に 傅 道 

に從 事した のでない。 發意は 總て祌 に 在って 人に も 自分に も 無かった。 自 から 立った ので はたく して 

神に 押 立ら れ たので ある。 故に 辭 する が^ 來 なかった、 又 如 3： なる 妨害に 會ふ とも 魔め る 事が 出來 

なかった。 力 n は 信仰、 聖職の 發端 であり、 原因で あり、 持續 遂行の 原動力で ある。 パゥ& の 場合 然 

り、 ィザャ の 場合 然り、 我等 各自の 場合 然り である。  . 

舊 約聖， 書に 於て 著名なる 聖召は 三. つ ある。 其 第 一 は屮 H 埃 及 記 三 —四 章に 錄 された るモ ー セの聖 召、 

其 第二 は ィザャ 書 六 章の 預言者 ィザ ャの聖 召、 其 第三 は H レミ ャ記 第一 章の 預言者 M レ ミヤの 聖 召で 

、. ち： 二 るし 

ある。 三者 相似て 相 異なる。 何れも 顯 著き 記事であって、 §t 血 曰 以外に 如此 きもの を 見る こと は 出來な 

い。 モ ー セの 場合に 於て H ホバは 棘の 裡の 火炎の 屮 にて 彼に 現 はれ、 棘 は 火に 燃 ゆれ ども その 棘燒 す、 

卽ち神 棘の 中より モ ー セょ モ，' セ よと 呼び 給へ りと 云 ふ。 場面 は 當時モ ー セが 滞留せ しミ. チア ン の 

沙漠であって、 此 所に M ホバ は辭 退る モ ー セを驅 つて イスラ H ル の 民 を 救 はん 爲に H ジ ブトの 地へ と 

逐ひ 給うた。 第三の ュ レ ミヤの 場合に 於て、 場所 は錄 してない が、 聖 召の 性質が 能く 召されし 者の 性 

質 を 現 はして ゐる。 預言者 中で 最も 勇敢な りし ェ レミ ャは 生れつき 最も^ 氣 なる 臆病の 質の 人で あつ 


た。 而 かも 此 人が 胎に 造られ ざり し 先き より 神に 架め られ、 萬 園の 預言者と してお めら れ しが 故に、 

彼 の 言 に 由って 國と 民と は 或は 立ち 或は 覆るべし との 事であった。 そして 彼の 生涯が 彼が 自己に 就て 

このみ 

想 ひしと は 正 反對の 生涯であって、 彼の 場合に 於ても 亦 召されし 者の 欲に 非す して？：；：： し 給 ひし 者の 

聖： hi が 成った ので ある。 ロマ 書 九 章 十一 節 參考。 

ィザ ャはモ ー セ と 異なり 沙漠 の 人に 非す して 神殿の 所在地なる 都の 人で あ つ た。 故に 彼の 聖召 は祌 

殿に 於て 行 はれた" モ ー セが 棘の 裡に燃 ゆる 離の 中に H ホバを 見し に對 して ィザャ は 高く 上がれる 御 

座に 坐し 給 ふ 彼を祥 した。 ィザャ は亦モ ー セ 並に H レ ミヤと 異なり 聖 召を辭 退せ すして 譲んで 御 受け 

した。 

我 また H ホバ の聲を 聞く、  E く 「我れ 誰 を 遣さん、 誰が 我等の 爲に往 くべき 乎」 と。 我れ 曰 ひけ 

る は 「我れ 此に 在り 我 を 遣 はし 給へ」 と" 

ィザャ は 他の 二人に 比べ 從順 であり 落着て ゐた U  EE 時に 彼の の觀 念が 深かった。 モ ー セが訥 辯 を 恐 

れ、 H レ ミヤが 弱き を 怖れし に對 し、 ィザャ は强く 據れを 感じた。 H ホバは 特に 聖き 神と して 彼に 見- 

えた。  彼 は 

聖 なる 徒聖 なる 哉聖 なる 哉 萬 軍の H ホバ 

と 天使が 讚 ゆる を 聞いた。 所謂 TRISAGION 聖名 三重 頌の聲 である。 聖 にして 又聖 にして 叉 g,^ なる 神 

である。 其 能力に 於て 智惠に 於て 慈愛に 於て 聖 なる 神で ある。 罪の 人の 近づく 能 はざる 神で ある。 然 

れ ども 御自身 謙遜り て 罪人に 近づき 給 ふ 神で ある。 

し 

玆に セラ ピムの 一 人、 鉗 を もて 壇の 上より 取りた る 熱 炭 を 乎に 携 へて 我に 飛 來リ、 我 口に 觸れて 
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曰 ひける は、 視ょ此 火 汝の 1^ に觸れ たれば、 旣に汝 の惡は 除かれ 汝の卵 は 潔め られ たりと U 

おちつ > 

ィザャ が 落着の 人、 また 熱情の 人、 淸淨 正義の 人で ありし 所 は 以上に. 5 て 判明る。 彼 は 预ー百 者 中で 最 

OOOO000OOOO 

も 圆滿且 偉大なる 者で ある〕 

其 十九 ィザャ の聖召 (二) 

ィザャ 書 第 六 章 

時 は キリ ス ト降^ 前 七 百 W 十年顷 であった。 預言者 ィザャ は 多分 二十歳 を 超 ゆる 事 多から ざる 靑年 

であった らう。 彼は大 なる 異象 を た。 此 異象に， a て 彼の 生涯の 方針 は 定まった。 彼の 生涯に 於け る 

最大 の 出来事 であった 。バウ。 がダ マスコ 途上に 榮 光に 輝く ィ H スに會 うたに 對 比す ベ き 出来事 で あ 

つた。 ィザ ャは此 前に も 後に も 多くの 異象 を 見た、 然し 是れが 最大の 者であった。 是れが 彼が 蒙りし 

聖 ！^门 であり、 叉 彼に 臨みし コ ン ボル シ ョ ン (改 tE) であった。 是に 由て 彼の 生涯 は 一 變 した。 此 時よ 

り 彼 は 特刖の 意味に 於て H ホバ の 預言者と 成った。 

此 年に ユダヤの 王 ウジ ャが 死んだ。 彼 は 南方 王國 中興の 王であった。 彼 は 卜六歲 にて 位に 卽き、 彼 

あやま 

の 治^ は 五十二 年 緩いた U 彼 は 信仰 正しく、 國政 を愆ら す、 國威を 四 園に 及ぼし、 南の 方 H ドム を征 

服し、 紅海 H ラトに 港 を 築き、 紅海 沿岸より 延びて 印度 彼 断と^ した。 彼の 治下に ユダヤ は 再び 强 

國と 成った。 

彼等の 國は 黄金と 白銀と にて 充ち、 


其 財寶は 際限 あるな し 

彼等の 國は亦 馬に て充ち 

其 軍 の數 限りなし 

と 預言者が 前に 言うた 通りであった (二 章 七 節)。 事 は 歷代志 略 下 1 一十 六 章に 審か である。 

比-王が 死んだ ので ある。 そして 此 年に ィザャ が此大 異象 を 見た ので ある。 此れと 彼れ との 間に 大な 

C  0O0OO0OOOOOO0OOOOOOOOOOO 

る關 係な かるべ からすで ある。 ウジ ャ 王の 死 は 我が 明治天皇の 崩御に 比ぶべき 者で ある。 盛んなる 長 

き 治世の 終りで ある、 國民全 體が大 なる 衝動 を 受け、 大 なる 失望に 沈んだ。 恰 かも 太陽が 西 山に 沒せ 

し觀 があった。 行末 如何な らんと 思 ひて 人々 疑惧の 念に 襲 はれた。 そして 全國 諒闇に 入りし 時に ィザ 

ャは比 異象に 接した ので ある。 夜 か 朝 か、 暗黑か 光明 か。 彼 は 諒闇に 光明に 接した、 而 かも 其の 光明 

ま： ろし 

は 暗黒 を 示す 者であった。 彼が 後に 閜 きし 聲を、 彼 は 今 異象に 見た ので ある。 

i の 候よ 夜 は 何時 ぞ。 答へ て 曰 ふ 朝来り 夜 亦 来る。 

とつ 一十 章 十 r 十二 節〕。 彼の 靈 眼に は 朝と 夜と、 救 拯と寐 判と が 交互に 往来した。 

地上の 大王 は 逝いた、 其 時 天上の 大王が 現 はれ 給うた。 恰 かも 太陽が 沒 して 蒼弯の 森羅萬 象が 現 は 

る.， が 如しで ある。 地上の 榮華は 天上の 榮光を 覆ひ隱 くす。 我國の 明治時代が それであった。 國は外 

に國 威を發 揮し、 內に 急激の 進 步を爲 して、 日本人の 靈性 は頓に 退歩し、 天上の 光 を 失 ひて、 大正 昭 

和の 靈的 暗黑を 招いた。 ユダヤに 於ても 同じであった。 ウジ ャの 治世 は 外に 善くあって 內に惡 しく あ 

つた。 國は 黄金と 白銀と 馬と 戎 軍と に充 ちて、 H ホバ は其聖 顔を隱 くし 給うた。 人が 高く せられて 祌 

が 低く せられた。 そして 其 人が 取 去られて、 國民擧 つて 憂愁の 雲に 包まれし 時に、 M ホバ は預首 者に 
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擷 はれ 給うた ので ある。 

ウジ ャ 王の 死た る 年に、 我れ ィザ ャ、 エホバの 其の 高く 上がれる 御座に 坐し 給 ふ を 見たり 

と。 實に 偉大なる 事實 である、 然し 人類の 歷史に 於て 幾度 か 繰 返さる、 事實 である。 外の 損失 は 内の 

利得で ある。 人^の 出来事に すべ て コム ペンセ ー シ ヨン (代 惯) が ある。 神 は 御自身 を以 つて 此 世の 

十べ ての 損失 を 償 ひ 給 ふ。 此慣ひ を 知らす して、 損失 をす ベて 損失と 見做す 民は禍 ひなる 哉。 

エホバ は §1 一 殿に 降りて 御自身 を 預言者に 顯 はし 給うた。 然れ ども ィザャ の拜し 奉りし 者 は 彼の 聖顔 

に 非す して 其 恥であった。 彼 は 大王 を 其 足 に 於ての み拜 した。 地上の 臣下が 其 王に 近づく に 方つ 

て、 額と 額と 相對 せす して 唯 其 足下に 平伏す。 況して 人が 神に 近づかん とする 時に 於て を や。 僅かに 

共 衣 裾 を 拜し 得る は當然 である。 ィザャ は 多くの 近代 人が 爲 さんと 欲する が 如くに 所謂 見神の 喜樂 に 

耽らん としなかった。 彼 は馴々 しく 神に 近かん としなかった。 彼が 神を昆 たりし と 云 ふ は 其 衣 裾を拜 

したりと 云 ふので あった。 そして 此„ ^遞 なくして 神 を識り 得ない。 「若し 其 衣の 裾に だに も捫 らば 癒 

えん」 と 一一 K ひし 十二 年 血 漏を忠 ひし^ 人の 信仰と 謙遜と である C お 太 傳九章 二 一節)。 是れ なくして 神 は 

兑 えない。 哲 學を以 つて 神 を 見ん、 神 擧を以 つて キリスト を 解らん と 欲する 近代の 若人が 祌をも キリ 

ス トをも 解し 得ざる は、 彼等に 若き ィザャ に 有りし 此謙遍 が 無い からで ある。 

祌の御 姿に して 拜 する を 得し もの は 其 衣 裾であった。 他 は 彼 を 包み 奉る 阁圍 であった。 「セラ ピム 

其 上に 立つ」 と ある。 天使に 二 班 ありて 其 一 班 はケル ピムで あり、 他の 一 班 は セラ ピムで あると 云 ふ ( 

ケ ルビ ムは 神の 威龄を 守る 天使で あり、 セラ ピム は 其 神聖 を 守る 天使で あると m 心 はる。 创世記 三 章 末 

is に 云 ふ 「神、 其 人を逐 出し、 H デンの 園の 東に ケ ルビ ムと自 から 旋轉 る焰 の^を 置きて 生命の 樹の 


途を 守り 給へ り」 と。 彼と 是 と比べて 見て 二 班の 別が 解る 「上に 立つ」 は 「上 を. 被 ふ」 又は 「上 を 

隱す」 である。 唯 衣 裾 を 現す のみであって、 其餘は 天使が 被 ひ 奉れり と 云 ふので ある。 

其 二十 ィザャ の聖召 (三) 
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セラ ピム 各自に 三對 の-翼が あった。 其 一 對を もて 面を掩 ひ、 其 他の 一 對を もて 足を掩 ひ、 殘 りの 一 

對を もて 鶴ぎ けた。 面を掩 ひし は エホバの 榮 光の 眩 さに 堪えなかった からで ある。 足を掩 ひし は聖前 

を撣 りて である。 斯くて 天使 は謙遞 であった。 面 を 上げて 聖額 を拜し 得なかった。 足 を 露 はして 聖前 

を滚す を 恐れた。 禮節は 偽善に 非す、 謙 避の 表現で ある。 天使に すら 禮 猫が ある、 況んゃ 人間に 於て 

を や。 低い プ& テス タン 卜 主義 は米國 流の 低い 民主 思想 を 生み、 其 結 3^ として 禮節 地を拂 ふに 至りし 

は 歎すべき の 極みで ある。 

エホバ の 祌聖を 守る に セラ ピ ムのニ 班が あった。 或は 一 對 であった 乎 も 知れぬ。 一 一 班 は 相互に 呼 は 

りて 曰へ りと 云 ふ。 昔 樂で云 ふ アンチ ホ ー ン卽ち 答 唱歌で ある。 彼れ 歌 ひて 我れ 之に 和す るの 類で あ 

る 3 

変なる 聖 なる 聖 なる 萬 軍の M ホ バ  . 

と 第一 班が 唱 ふれば 

その 榮光は 全地に 盈っ 
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と^の 一 班が 和して 歌うた ので あらう。 莊嚴 極まる 天使の 組織せ る 唱歌 隊の 合唱で ある。 地上の 作曲 

ま. かに 之に 傚 ふに 過ぎない。 ハン. デル も、 ハイデン も、 ベ ー ト ー ベン も 僅かに 之 を 模倣した まで 

もと， 0 

である。 ヨブ 記 三十 八 章 七 i ぼに、 天地の 基が 置かれし 時に 

かの 時には 晨星相 共に 歌 ひ 

神の 子た ち呰 な歡 びて 呼 はりぬ 

と ある は アンチ ホ ー ンの 他の 例で ある。 

「聖 なる、 聖 なる、 聖 なる」 と 三度 繰返して n ふ は、 聖を 高調す るの ず 方であって、 完全に 聖 なる 

め 意で ある。 或は 義 にして 恩惠 ある 能力 ある 完全の 神と 解して 解し 得られ ざるに 非す。 基督 敎會は 之 

を TRiSAGION 聖名三 稱と稱 し 三位 一 體の神 を 讚え し 言葉な りと iP へ來 つた。 意味 は 深遠に してい か 

樣 にも 之 を 解す る 事が 出来る。 聖に 「近づくべからざる」 の 意味が ある、 亦 純正の 意味が ある。 r ェ 

ホバ の聖眼 は惡を 見る に堪 へす」 と 云 ふ其聖 である。 心の 聖を 意味す る詞 である。 單に 儀式 的の 聖で 

ない、 倫理的、 道德 的の 聖 である。 

聖 なる §^!なる 聖 なる 萬 軍の H ホバ 

其榮光 全地に 盈っ。 

「萬 軍の エホバ」 と は 森羅萬 象の 神と 解す るが 最も 適切で あると 思 ふ。 戰爭の 神で ない、 造化の 神で 

ある。 彼は峁 宿の，^ 索 を 結び、 參 宿の 繁繩を 解き、 十二宮 を 其 時に 順 ひて 引出し、 また 北 斗と 共 子 星 

を 導き 得る 者で ある (ヨブ 記 三十 八 章 三 一， 三 二 節〕。 そして此造化の神が§^でぁると云ふ。 信^ 愛の神 

であると 云 ふ。 父が 其 子 を憐む が 如くに 己 を 長る、 者 を憐み 袷 ふ 神で あ ると 云 ふ。 偉大なる 思想 で あ 


る。 神 を 小なる 愛の神と 見る 者 は ある、 亦大 なる 能力の 神と 見る 者 は ある。 然れ ども 宇宙の 祌、 是れ 

聖 なる 祌、 卽ち 愛と 憐愍の 神と 見た 者 は イスラ H ルの 預言者の 外に 無い。 「i* なる 聖 なる 聖 なる 

离 軍の エホバ」、 Eli- は 信仰の 目標であって 祈 I： 學の 究極で ある。. 此 神を發 見した 時に 宗敎 も析 〔學も 其 終 

極に 達する ので ある。 

「其 榮光 全地に；^ M つ」 と 云 ふ。 預言者 は エホバの 衣 裾の 聖 殿に 充 つる を 見た。 然るに セラ ピム は 曰 

うた 「其榮 光 全地に 盈っ」 と。 天使 は 預言者より もより 以上 を 見た。 そして 天使の 見た所が 眞理 であ 

る。 其 榮光は 全地に 盈っ、 其 隅々 に盈 つ。 北極より 南極まで、 海に も^に も、 水の 一 滴に も 土の 一 塊 

にも、 原子 H レクト 0 ンに 至る まで 彼の 榮光 は充ち 溢れて ゐる。 宇宙の 神 は 地上の 神で ある。 外在の 

イマ t ト 

神は內 在の 神で ある。 そして 同じく 聖 なる 神で あると 云 ふ。 神に 關 する 思想 は 之で 盡 きて ゐ ると 云 ふ 

事が 出来る。 二 千年に 渉りて 哲擧 者が 努力して 發見 する 能 は ざり し 神 を、 二 千 六 百年 前の 昔、 ィザャ 

は 天使が 彼に 傳 ふる を 聞いた。 

しさる his 

「斯く 呼 はる 者の 聲に 由り て閾 の基搖 動き 家の 內 に煙滿 ちたり」 と ある。 天使 合唱の 聲は 大きく し 

て 直 殿の 闕の基 動き、 其內に 塵煙滿 てりと 云 ふ。 多分 男聲の 太き ものであった らう。 莊嚴 なる はソプ 

みや し ゐ もと， 0 ゆる  ふ，.！ * けぶり 

ラノ ー に 非す してべ ー ス である。 殿の 閾の 基礎 を搖 がし、 それが 爲に 砂煙が 揚 りしと 云 ふ。 H ホバを 

讚え ま つるに 如 斯き聲 が揚ら ねばならぬ。 昔樂禮 拜も兹 に 至 つて 有力で ある。 而 かも れ藝 術で あつ 

て はたらない、 聖書に 所謂 「讚美の 默物」 でなくて はならない。 

偉大なる 光景なる 哉。 首 葉は簡 短で ある、 然れ ども 叙述 は 完全であって、 毫も 補足の 必要 を 感じな 

い。 莊嚴 無比の 光景で ある。 「H ホバ は其聖 殿に 在ます、 世界の 人 其 前に 靜 かにすべし」 と 云 ふ 光景 
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である (ハ パク ク甞ニ 章 二十 節〕。 ィザャ は 如：^ にして 如斯き 異象に 接した ので あらう 乎。 是は單 に 彼の 

想像で あったらう 乎。 或は 彼が 聖 殿の 祭事 を 理想化した 者で あらう 乎。 さう と は 思へ ない。 彼が 見し 

光景が 餘 りに 壯大 である、 又 其 意義が 餘 りに 深遠で ある。 是は 特に 神が 彼に 示し 給 ひし 異象と 見る が 

適當 である。 是は活 畫を以 つて 與 へられし 啓示で ある。 勿論 畫は 彼の 解し 得る 者であった。 然し 彼れ 

自身が 描いた 者で なく、 神が 彼の 爲に 特に 描きし 者であった。 

其 二十 一 ィザャ G  iij 召 (四) 

ィザャ 書 第 六 章 五 I 八 節 

異；^ を a て ィザャ は祌を 見た 事に 氣附 いた。 玆に 於て か大 なる 恐怖の 襲 ふ 所と 成った。 彼 は 曰うた 

禍 ひなる 哉、 我れ 亡びなん …… 我が 眼 は 萬 軍の H ホバ なる 王 を 見たり  . 

と。 エホバ は 曾て モ ー セに 4n げてロ ひ 給うた 

汝は 我が 面 を 見る こと 能 はす、 我 を 見て 生く る 人 あら ざれば なり (出 埃 及 記 三 三 章 二 0 節〕 

と。 故に イスラ H ル人は 誰も 祌の面 を 見る こと を 恐れた。 サム ソンの 父 マ ノア は H ホバ の 使者 を 待遇 

し、 神 を 見たり しと S わ ひ、 恐れて 其 妻に 告げて 曰く 

我等 祌を 5g たれば 必す 死ぬ るな らん 

と (士師 記 十三 章 ニニ 節 )o 斯くて イスラ H ル 人に 取って は 祌を視 る は 幸福に 非す して 禍 ひであった。 彼 

等に 取り 祌は聲 であって 形でなかった。 神の 聖 姿に 接せん と は 誰も 欲はなかった。 そして ィザャ の 場 


合に 於て 彼 は 僅かに 其 衣 裾を拜 したので ある。 マ ノア は エホバの 使者に 接した ので ある。 そして 彼が 

御自身 を 人に 顯 はし 給 ふに 方り て は、 彼 は聖子 をして 人の 貌を 取り、 人の 如き 形狀 にて 現 はれし め 給 

うた (ビリ ビ書ニ 章 六 —八 節〕。 イスラ H ル人は 決して 見 祌を輕 々しく 取极 はなかった。 其處に 彼等の 宗 

敎 の森嚴 さが ある。 

眞の 見神に 罪の 自覺が 伴 ふ。 祌の聖 きを 拜 して 自己の 汚さが 制 明る。 扉の感覺を起さ^-る兑祌は偽 

くわ- ひこつ  ，《.w か. U 

はりの 見神で ある。 恍惚と して 神の 御 姿を拜 したりと 云 ふが 如き は 自己の 理想 を 夢に 見た るに 過ぎな 

い。 祌は 道義 的實在 者で ある、 故に 彼に 接して 道義 的 變化を 起さ る を 得ない。 ぺテ が 初めて イエ 

スの 神性 を 認めし 時に、 彼 は 其 足下に 平伏して 口うた 

主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な り 

と (ルカ 傳五章 八 節 ：}。 ィザャ も 此處に マー ホバ の榮 光を拜 して、 先づ 彼に 起り し は强き 罪の 觀 念であった。 

，、ちび ろ 

我 は穢れ たる 替の 民の 中に 居りて 穢れ たる 辱の 者なる に、 我が 眼 は 萬 軍の M ホバ を 見たり 

くち ひる 

と。 彼 は 殊更に 彼の 脣の 竊れを 感じた。 彼 は 今まで 强き 一一 目 葉を以 つて 彼の 國 人の 罪 を 貴め た。 然るに 

今、 聖 にして 聖 なる H ホバの 御 姿の 一端 を拜 して、 己が 辱の 據れを 痛感した。 人の 罪 を 責めし 我が 此 

，と  み-二と は 

脣、 是れ 機れ たる 齊 なりと 彼 は覺 つた。 「我 は聖言 を 語る 資格な き 者な り」 と 彼 は 叫んだ であらう。 

そして 是れ 當然の 叫びで ある。 ィザャ も 亦 多くの 神の 僕と 共に 自己の S 非に 氣附く 前 に 他人の を責 め 

た。 人の 惡し きを 知って 自己の 惡し きを 知らなかった。 然るに 祌に 接して、 自己の 罪人の 首なる を 知 

つた。 「禍 ひなる 哉、 我れ 亡びなん」 と：！： うた。 亡ぶべき は ュダと エルサレム ではない、 我れ 自身で 

ある。 見神の 直接の 結果 は 卑下で ある、 謙遜で ある。 すべて 偉大なる 寧、 すべて 深遠なる 事 は、 此深 
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甚の 謙遜より 始まる ので ある。 

預言者 は 己が 罪に 覺 めて 脣を絨 られ た。 我 は. 冉び エホバ の 名を以 つて 語ら じと 心 を 決た であらう。 

然り、 彼が 自 から 語る の 時 は 過ぎた、 今より 後 は H ホバに 代りて 語るべく あった。 神 は 彼の：^ を 潔む 

る 事が 出来る、 そして 彼が 潔め の 事實を 感得 せんが 爲に玆 に 亦 一 つの 異象が 與 へられた。 

爱 にかの セラ ピムの 一人、 鉗 を もて 祭壇の 上より 熱 炭 を 手に 携 へて 我に 飛び 来り、 我が n に觸れ 

て 曰 ひける は、 「視 よ、 此火 汝の脣 に觸れ たれば 汝の悪 は旣に 消え、 汝の罪 は 贖 はれたり」 と U 

火 は 潔む る もの、 「我等の 神 は 燒盡す 火な り」 と 云 ふ (ヒ ブライ 甞 十二 章 二 九 節)。 祭 擅の 熱 炭に 觸れて 

K 言 者の 脊は 潔め られ たりと 云 ふ。 半ば 譬喩に して 半ば 事實 である。 譬喩 的に 示された る事實 なりと 

云 はん 乎。 11； を 天に 得て 訴 ふる 所な しと 云 ふが、 罪 を 祌に赦 されて 訴 ふるの 人な しで ある (口 マ 書 八 

章 三 三、 三 四 節參考 )。 如何にして 赦 されし 乎 は 別問題と して、 ィザャ は玆に 確かに を赦 されし を 

知りて、 神の 前に 立つ を 得て、 苒び 語る の； 與氣を 得た ので ある。 を 示され、 罪 を 深められ、 そして 

神の 人た るの 資格 を 賜 はる。 「凡ての 事祌 より 出づ」 である。 預 一一 m 者た る は 凡て 神の 業で ある。 

時に エホバ の聲を 聞く、 曰く 

我れ 誰 を か 遣さん、 誰が 我等の 爲に往 かん 

と。 潔め られし 若き 預首 者は此 聲に應 へて 臼く 

我れ 此所 にあり、 我 を 遣 はし 給へ 

と。 ィザャ に 今や 疑懼 禱躇 はなかった。 彼 は 預言の 大任に 當 らんと て 自己 を 提供した。 罪 を 潔 めら る 

るの 給 ei^ は 人 をして 常に 玆に 至らし む。 彼は辣 まない、 後退り しない。 公的 食 住の 辭退は 主として 罪 


の 除かれ ざるより 來る。 罪 を 除かれて、 自己に 求む る 心 を 取 去られて、 人 は大膽 になり、 快活になる。 

せん ぢょ 

人 をして 小人たら しむる もの は 罪、 偉人たら しむる もの は 罪の 除で ある。 「我れ 此 所に 在り、 我 を 

遣 はし 給へ」 と" 此 世に 在りて 擔 ふべき 責任 は 許 多 ある。 唯 之に 當る 者がない ので ある。 何れも 21 に 

妨げられて 自己 を棄 て、 大 責任に 當り 得ない ので ある。 就職難 は 常に あるが、 當職難 は 曾って あるな 

しで ある。 

其 二十 二 ィザャ の聖召 (五) 

ィザャ 書 第 六 章 

み ** ねき 

若き 預言者 は H ホバ の聖 召に 應 じた。 彼 は その 命令に 從 はんと 申出た。 然るに 其 命令た る 奉す るに 

甚だ 難き ものであった。 國の 滅亡と 民の 俘囚と を宣吿 する 事であった。 愛國 者に 取り 斯んな 辛ら い 事 

はない。 預言者 は往 きて ュダと エルサレム とに 斯く吿 ぐべ く 命ぜられた (九. 十 節〕 

汝等 聞きて 聽く べし 然れ ども 悟る 勿れ、 

汝等 見て 視 るべ し然れ ど識る 勿れ。 

汝、 此 民の 心 を 鈍く せよ、 

其 耳 を 還く せよ、 其 眼 を閉ぢ よ、 

恐く は 彼等 其 眼に て 見、 其 耳に て 聞き 

ひろが { 

其 心に て 悟り、 翻りて 癒さる \ こと あらん。 
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と。 H.l は 絶望的 狀態 である、 民 は 救 はる k のび li.- み 無しと 云 ふので ある。 聞く も 悟らざる べし、 見る も 

解らざる べし、 然れ ども 語るべし 示すべし と 云 ふので ある。 而 かも 悟らせん 爲に 語る に 非す、 心 を 鈍 

くし、 -斗 を. 盈 くし、 眼 を 閉ん爲 に 語り 叉 示すべし と 云 ふので ある。 卽ち 彼等 を 救 はんが 爲に 非す、 彼 

等を滅 さんが 爲に倚 道すべし と 云 ふので ある。 未だ f つて 斯んな 命 ベリの 神より 人に 降った 事 はない。 

如何に 絶望的 狀 態に 於て あると も、 民を蠛 さん 爲の傳 道と は 未だ 曾って 試みられし を 知らす。 ィザャ 

は 此载を 聞い て 神の 聲 として 之 を 受取 つたで あらう 乎。 エホ パ は 憐愍 の 神で ない 乎。 エホバ はシ ナイ 

山に てモ ー セに *: げて曰 ひ 給うた . 

エホバ、 エホバ、 憐憫 あり、 恩惠 あり、 怒る こと 遲く、 恩 惠と眞 實の大 なる 祌、 恩惠を 千代まで 

も 施し惡 と 過と^と を 赦す祌 

と：； 出 埃 及 記 三十 四 章 六. 七 節 )o 斯 かる 神が 斯 かる 言を發 しゃう 害 はない と 若き 預言者 は 想うた であら 

う。 然れ ども 祌の言 は祌の 言で ある、 人 は 之を揣 摩して はならない。 彼れ 滅亡 を 宜吿し 給へば 眞の預 

一 百 者 は 減 亡を傳 へねば ならぬ。 實に 辛ら い 役目で ある U ィザャ は 兹に預 一 W 職の 如何に 難き 乎を覺 つた 

に 相違な い。 故に 彼 は 恐れながら 問 返して 曰うた ので ある 

主よ 何時まで 斯く あらん 乎 

と。 「神様、 何時まで 斯んな 恐ろしい 預言 を爲 さないで はならない のです 乎」 と。 之に 對 する エホバ 

の 答 は 更らに 峻烈なる 者であった。 

i ち あ れ V  ^ 

rEJ は 荒 魔れ て 住む 者な く、  〔\ ぶに は 人な く、 國は 寂寞の 極に 達し。 

マー ホバ 人々 を 遠き 國に徙 し、 國の 中央に 空漠の 地 多き に 至らん。 


若し 其 中に 十分の 一 の 殘；： ^ああら ば、 彼等 も亦纖 さるべし 

と。 卽 ち職滅 せられす ば 止ます との 事であった リ 

備考 「洽 かも テレビン トの樹 云々」 は 多分 後世の 記入で あらう。 マー ホバの 言の 餘 りに 峻烈なる 

より 之 を N^.^ 和 せんが 爲に、 後世の 學 者が 玆に此 記入 を爲 したので あらう と は、 チ ー ネ、 グレ ー、 

其 他 の 舊約|^1書學者 の 意見で ある。 

如斯 くにして ィ ザャ聖 召の 異象 は 終った。 見神に 始まり 神 命に 終った。 玆にィ ザ. ャは 完全に H ホバ 

の 預言者と 成つ や。 自己 は 失せて、 神の 意志 是れ 彼の 意志と 成った。 之を稱 して コ ン ボル シ ョ ンとー 一,T 

ふ。 所謂 靈 魂の 入替 である。 ァモッ の 子 ィザャ は 死て 神の 人 ィザャ が 生れた ので ある。 彼 は 完全に ェ 

ホバの 俘虜と 成った。 彼 は 今より 後、 「何故」 と 問 ふべき でない、 唯 順 ふて 死すべき である。 恰 かも 

模範的 軍人が 理由 を 質す ことなくして 唯 大將の 命に 殉す ると 同じで ある。 自己の 神觀 又は 人生 觀がぁ 

つて はならない、 神の 命令 を 一 々己が 理性へ 訴 へて 判 斷 して はならない、 彼の 命 惟 維れ 從 はねば なら 

ぬ。 玆に 預言者の 偉大なる 所が ある。 此絕對 的 服從が あつたれば こそ 彼等 は 大事 を爲 したので ある。 

ィ ザャ、 エレ ミヤ、 エゼキエル は 勿論の 事、 ル I テル、 ノックス、 コ ロム ゥ H ル等 も此 種の 人で あり 

しが 故に、 彼等が 永久に 人類 を 利益した ので ある。 彼等 は 所謂 情と！^ との 人でなかった。 己が 欲する 

ま \ に 神 を 愛と 解して、 其 愛に 準じて 萬 事 を 行はなかった。 彼等 は鐵の 如き、 磐の 如き 人であった。 

唯 ひたすらに M ホバの 命を傳 へた。 故に 殘酷 無慈悲の 人と 呼ばれた。 彼等 は淺く 民の 傷 を 癒す 僞 はり 

の 預言者でなかった。 國 民の ^4: 在 を 賭して 其 罪 を 除かん とした。 ユダヤに 此 種の 預言者 ありし が 故に、 

一度 は 亡びて 再び 復興し、 他の 國民は 悉く 亡びし も、 彼等の み 生存して、 永久に 人類の 大敎師 として 
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预3害^究  w 七 二 

存す るので ある。 試みに 思 へ、 若し ス コッ トラ ン ドにジ ヨン •  ノック ス出 ざり しなら ば 如何と。 我が 

北海道 大 の小國 に^かに 六 百 萬の 人口 を以 つてして、 英 國を敎 へ、 世界 を 導きつ k ある 理由 はたし か 

に ィザャ 型の 預言者 ノックスの 事業に 在る ではない 乎。 祌は 愛で ある、 故に 時には 殺し 叉 亡し 給 ふの 

である。 ヨブ 曰く 「神 我 を 殺し 給 ふと も 我 は 彼に 依頼まん」 と (ヨブ 記 十三 章 十五 節〕。 我等 は 信仰に 由 

り 神 は 愛な りと 信す るので ある、 神 は斯く あるべし 斯く あるべ からすと 註文す る 近代 人 は 神 を 識らす 

其 愛 を覺り 得な い の である。 


聖 名三稱 (TKISAGION) の 解 


m, なる、 聖 なる、 m なる、 萬 軍の H ホバ。 その 榮光は 全地に 滿っ。 以賽： 亞書六 章 三 節。 

r 聖」 と は ffif に 「汚れな し」 と 云 ふ 事で はない。 完全なる 事で ある。 殊に 道德 的に 完全なる 事で あ 

る。 そして 神 は 凡ての 點に 於て 完全なる 者で あるが 故に r 聖 なる」 と は 「神ら しき」 とか、 「祌 に屬 

する」 とか 云 ふ 意味に 解す る ことが 出来る。 そして 叉、 完全なる 神 は 不完全なる 人の 近づく 能 はざる 

所の 者で あるが 故に、 「聖」 は 「聖^」 と譯 し、 人 を 離れて 「神 用に 供 せらる」 との 意味に 解す る こ 

とが 屮ぃ來 る。 然し 乍ら 「聖」 の 根本の 意味 は 今日の 言葉 を 以て 首 ふなら ば 「完全」 であると m わ ふ。 故 

に舊 約に 在りて は 


汝等 宜しく 変く あるべし、 それ 我れ H ホバ汝 等の 神 は く あれば なり (利 未-比 十九 章 二 節) 

との 誡が、 新約に 在りて は 

天に 在す 汝 等の 父の 完全き が 如くに 汝等も 完全く なるべし (馬 太 傳五章 四 八 節) 

との 敎と 成った ので ある。 エホバの 神 は絕對 的に 完全なる 者、 其 高さに 於ても、 廣 さに 於ても、 深さ 

に 於ても、 又 其 能力に 於ても、 智慧に 於ても、 愛に 於ても 完全なる 者、 故に 聚 なる、 聖 なる、 暫る 

と 三度 繰返して 言うた ので ある。 

「萬 軍の エホバ」。 「萬 軍」 と は元來 天の 星 を 指して 云 ふたもの であると 思 ふ。 以 賽亞. 書 四十 章 

六 節に 雷 へ るが 如し、 

汝等眼 を 擧げて 高き を視 よ、 誰か 此 等の もの を 創造り しゃ を 思へ。 主 は數を 知らで 萬 象 を 引出し- 

各々 の 名 を 呼び 給 ふ。 主の 勢力 は大 いなり、 その 能の 强 きが 故に 一 も缺る ことなし。 

此 場合に 於て 「萬 軍」 は 天の 萬 象卽ち 諸天體 である、 故に 「萬： 束の エホバ」 と 云へば 森 羅萬象 を 率 ゆ 

る 神で ある。 或は 又 天使の 軍 を率ゐ 給う 祌 とも 解す る 事が 出來 る。 路加 傳ニ章 十三 節に 曰く 

.,倏 ち 多くの 天軍 現 はれ 天使と 共に 祌を 讚美して 言 ひける は、， -至 高所に は榮光 神に あれ 云々 

と。 此 場合に 於て は 天軍と は 天使の 軍であって、 神 は 之 を 統率して 天地 をュ m め 給 ふとの 事で ある。 又 

M ホバ の 神 を 萬國を 統治め 給 ふ 者と 見る 場合に 此稱を 用 ゆ。 故に 「萬 軍の M ホバ」 は 之 を 字宙の 神、 

全地の 神、 萬國の 神と 稱 する ことが 出來 る。 彼 は卽ち 天然、 人事す ベて を 支配し 給 ふ 神で ある。 

「其 榮光 全地に 盈 つ」。 神の 完全 性が 外に 現 はれた る ものが 其 「榮 光」 である。 そして 榮 光が 全地 

に 1^1 つと 云 ふ" 全 宇宙に 充 つと 云 ひて， せれ 支ない。 天地 萬 物が 神の 完全 性の 現 はれで ある。 
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諸の 天 は 祌の榮 光を顯 はし 

お. 丄 ら  ，っ にさ 

弯蒼は その 手の ェを 示す 

と あるが 如し。 仰いで 天 を み、 伏して 地 を瞰て 到る 處に祌 の 榮光を るとの 事で ある。 

今より 二 干 六 百年 前に 預言者 ィザ ャは此 言を發 した。 然れ ども 今日の 我等 は 天地に 現 はれた る祌の 

榮 光に 就て は 預言者よりも 知る 事遙 かに 多く ある。 八 r. や 科學の 進歩に 由り、 ィザャ が 夢想 だ もす る 事 

能 は ざり し 事 を 我等 は 知る こと を 許された。 天文 擧の 進歩に 由り 天體の 絕大絕 美が 明かに 示された。 

叉顯微 鏡學の 進歩に 由り 地上、 地下、 最微の 者に 至る まで 祌の 聖ェの 完全なる を 示された。 太陽が 完 

全で ある。 太陽に 幾 百倍す る アル クチ ユラ ス 星が 完全で ある。 オリオン 星座の ベ テル ギュ ー ス星、 リ 

、ゲル 星、 悉く 完全で ある。 天上 數億 萬の 星の 一 つ 一 つが 完全で ある。 北 ハー 備を 以て 人 ii 一代の 研究の 

題目と なして 餘 りが ある。 然 らば 榮 光が 天に 於ての みある 乎と 云 ふに 然ら すで ある。 地上の 萬 物 も 亦 

悉く 完全で ある。 魚が 完全で ある、 鳥が 完全で ある、 獸が 完全で ある。 fi: 十が 完全で ある、 木が 完全で 

ある、 苔、 蕈に 至る まで 悉く 完全で ある。 完全 は 池の 內 にある、 溝の 底に ある。 原生動物の 一 は 天の 

星 丈け それ 丈け 完全で ある。 完全なる 宇宙 は^ 遠 鏡 裡に現 はれ、 又 顯微鏡 裡に現 はる。 一本の 樹が 一 

生の 硏究资 料で あり、 其 葉、 花、 菜 亦然ら ざる はなし。 こんな 宇宙が 二つと は 在り 得ない、 宇， W 是れ 

完全と 云 ひて 間違ない。 まことに 「,H 小 バの榮 光 全地に 充っ」 である。 其 充實の 度 は 我等 各自の 知識 

の 程度に 由て 異なる。 知識が 增 せば 增す 程、 榮 光の 大 さが 判明る。 昔 は 「不信の 天文 擧者は 狂人な り」 

と 云うた が、 今や 不信の 生物 學者、 物现學 者、 化學 者、 悉く 狂人な りと 云 ふ 事が 出来る。 

天地 萬 物 悉く 完全であって 神の 榮光を 現 はす。 其內に 在りて 唯一 つ 不完全なる 者が ある。 それが 萬 


物の 長と 稱 せらる、 人 問で あるから 驚く。 魚 は 魚と して 完全で あり、 鳥 は 鳥と して 完全で あり、 は 

獸 として 完全で あるに、 惟り 人 は 人と して 不完全で ある。 宇. W 萬 物の に 在りて 惟人の み 祌を辱 かし 

め まつる。 其 理由 如何 は 之 を 知る 能 はすと 雖も、 その 然る を 疑 ふ 者 はない。 人 は： E 人 も 自己の 不完全 

を 知る。 ィザャ の 如き 人で すら， 神の 聖 前に 立ちて 「聖 なる 哉」 の 三稱を 聞きし 時には、 面 を 地に 伏 

して 臼うた、 

禍 ひなる 哉 我れ 亡びなん。 我 は 汚れた る昏の 民の 中に 住みて 據れ たる-香の 者なる に、 我が 服 は 萬 

取の M ホバ に 在す 王 を 見たり 

と。 ィザャ は 神の 前に 立ちて 自己が 不淨 不潔、 卽ち ss- の 人で ある こと を 知った。 此は バウ 口が 「ま 我 

れ 困苦る 人なる 哉、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と 叫んだ と 同じで ある。 人 は祌に 造られ 

て 其 子た るべき 者で あるが、 兩 者の 間に 父子の 關係は 絶えて、 父 は 恐るべき 審判 人と して 子の 眼に 映 

する に 至った。 エホバの 榮光は 全地に 充 つるが、 人の みは 例外で ある。 人 は 神の 榮光を 宿さす して、 

其 前に 立ちて 唯 不潔 を感 する のみで ある。 故に 人 は 自己に 覺 めて、 此 宇宙に 在りて 乞食が 大王の 宮殿 

に 在る が 如くに 感 する。 萬 物 悉く 完全なる に 自己の み 不完全なる を覺 る。 若し 造化に 缺點が あると す 

れば、 それ は 唯 人間で ある。 監督 ヒ ー バ ー の傳 道歌に 曰 ふが 如し。 

Tliough  every  prospect  plea-i. 

And  only  iiirui  is  vil。. 

萬 物 佳なら ざる は， しと 雖も 

唯 人の みは 惡し。 
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預 fi: 辔 究  e: 七 六 

人の みが •： 千宙 の汚點 である。 何故に 然る 乎、 人の 智慧 を 以てして 探知す る 事 は 出来ない。 然れ ども 其 

事實 なる は 明かで ある。 詩人 ホヰ ット マ ンが言 へ るが 如し。 

地 は 佳し 星 は 佳し 

其の 附屬物 は 悉く 佳し 

であるが、 其內に 在りて 人の みは 惡 しく ある。 M ホバの 榮光は 全地に 充 つるが、 人の みは イカ ボヂ 

(榮 なし) である (： 撒 母 耳 前書 四章廿 一 節)。 

然し 乍ら 神の 造り 給 ひし 宇宙に 缺點が 有って はならぬ。 故に 神 は 之 を 拭 ひ 取らす して 止み 給 はない。 

人 も 亦 神の 榮光 にて 充 ちねば ならぬ。 況ゃ 彼が 造化の 最後の 產 であるに 於て を や。 神 は 最大の 犧牲を 

拂 ひて 人の 完成 を 行 ひ 給 ふで あらう。 然れ ども 自 から 其 神性 を 失 ひし 人は自 から 要め て 完全 を 挽囘す 

る 事が 出来ない。 彼 は 己に 覺 めて 己が 不潔 を 知る と雖 も、 自 から 努めて 完全の 人と 成る ことが 出來な 

い。 兹に 於て か 神 御自身が 完全 を 失へ る 人の 完成 を 遂行し 給 ふに 至った。 卽ち 聖子ィ H ス キリスト を 

世に 遣し、 彼に 在りて 世の靠 を 罰し、 彼 をして を 取 除かし めて、 人が 彼 を 信す るに 由て 完全に 達し 

得る 途を 設け 給うた。 キリスト を 以て H ホバの 榮光は 人に もまた 充 つるに 至った。 事 は 今猶ほ 進行の 

途中に 在りと 雖も、 其 完成 は 期して 待つべき である。 キリスト， おの 爲に 死し、 死して 趣り、 天に #り 

て 父の 許に 歸り給 ひて、 玆に 完全に 達する の途が 開かれた ので ある" 此 くして 至高 所に 榮光祌 に 在 

りて、 共榮 光地に 現 はれて 平和と 成り、 恩惠 として 人に 降る。 キリスト を 以て 神 は 造化 を 完成し 給 ひ 

つ、 ある。 人が 其 背叛に 由て 失 ひし 神の 姿 を、 神 は 聖子を 以て び 人に 與へ給 ひつ 、ある。 此 くて 造 

化の 汚點は 悉く 拭 はれて 人 は 萬 物と 共に 造 主の 榮光を 讚美す るに 至る。 


「聖 なる、 聖 なる、 なる 萬 軍の 主 N ホバ、 其榮光 全地に 充 つ」。 此は 造化の 理想であって 其 終極 

の 目的で ある。 天使が 之を稱 へしに 由て 我等 は その 必す實 現す る を 信す。 自己 を 省みれば 堪え難き 不 

潔 を 看る。 然れ ども ィザャ の 場合に 於け るが 如くに 天使 セラ ピム は 聖壇の 上より 熟き 聖 靈 の 火 を 取り 

て 我心に 觸れて 日 ふ、 

視 よこの 火汝の 心に 觸れ たれば、 旣に汝 の惡は 除かれ、 汝の罪 は 潔め られ たり。 

と (ィザ ャ書六 章 七 節〕。 神の 榮光 は如此 くにして 再び 人に 充ち、 遣 化の 目的 は 完全に 完成 せらる。 

それ 道、 肉 體 と 成りて 我等の 間に 宿れり、 我等 その 榮光を 見る に まことに 父の 生み 給へ る獨 子の 

榮光 にして 恩惠 と眞理 にて 充てり。 我等 皆な 彼に 充 ちた る其屮 より 受け て 恩惠 に 恩 惠を加 へらる。 

と ある C ヨハネ 傳 一章 十四— 十六 節 )o 榮 光に 充 ちた る獨子 世に 現 はれて、 人 は 恩惠に 由り 彼に 充ち たる 

榮光 を分與 せられて、 榮 光より 榮光 へと 進む。 そして 基督 信者 は 神の 子の 此榮 光の 恩 惠に與 つた 者で 

ある。 彼 は實に 神の 榮 光の 最高の 現 はれで ある。 バウ。、 ァゥ ガス チン、 ル， "テル 等が 其 模範で ある。 

赦 された る 人で ある。 之に 特^の 美が ある。 謙 進の 美で ある。 榮 光に 浴す るの 脊 格な きを 認めて、 

之に 與るを 得て、 感謝に 溢れる 美で ある。 墮落 以前の 人類の 美に 優 さる 美で ある。 アダム、 H バにパ 

ゥ n ゃァゥ ガス チンに 有った やうな 美はなかった。 此は 父の 生み 給へ る獨 子の 榮 光が 人に 移って 現 は 

れた 美であって、 まことに 造化の 最後の 產 として 應 はしき 者で ある。 最大の 美 は 道德の 美で ある。 而 

して 最上の 道德は 謙遜で ある。 

彼 は 祌の貌 にて ゐ給 ひし かど も 自ら 其の 神と 匹し く 在る 事を棄 難き 事と 思 はす、 反って 己 を卑く 

し、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり C ヒリ ビ書ニ 章 六 * 七 節 )o 
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是が キリストの 謙遞 であって、 基督： 一!^ 者の 識遞は 之 を 擧んだ 者で ある。 そして 神の 子の 榮光 は此 謙遜 

である。 の， が 恥 等と 認 むる 此識遞 である。 そして 此 「恥辱」 が やがて 最大の 榮光 として 現 はる.' 

ので ある。 


平和の 朝と 戰爭の 夜 

以赛： =0； 書廿 一章 十一、 士 一節の 解釋 

ドマに 係 はる 預言  , 

人 あり セィル より 我 を 呼びて 言 ふ、  . 

夜番よ 夜 は 何時 ぞ、 夜 は 何時 ぞと、 

夜番 答へ て 言 ふ、 朝來る 夜义來 る、 汝 若し 尋ねん と 欲せば 尋ねよ、 汝 りて 来るべし。 

ドマ は 不信 國 H ドムで ある、 セィル は 其首特 である、 夜番 は 時勢の 觀察 者なる 預言者で ある、 此場 

合に 於て は ィザャ である、 夜 は 世の 暗黑 である、 朝 は 平和の 曙で ある、 謂 ふ 意 は 不信 圍の 民、 使者 を 

預首 者に 遣りて 問 ふて 曰 ふたので ある、 此混亂 はば 時まで 續 くので あるか、 夜 は 今 何更ぞ * 平和の 曙 

光は3^ゅるかとo 

此 尋問に 對 して 預曾者 は 答へ て 一一 一一 a ふたので ある、 朝は來 る、 光 は 臨む、 然れ ども 永く は镜 かない、 


晝は 暫時に して 叉 夜と なると、 而 して 彼 は 更に 語 を 加へ て 言 ふたので ある、 r 汝 若し 尋ねん と 欲せば 

尋ねよ、 汝歸 りて 来るべし」 と。 

預言者の 此 追加 は 一 種の 謎 語で ある、 其 意義 を 知る に 難し、 然れ ども 探る 能 はざる に 非す である、 

「尋ねん と 欲せば 尋ねよ」 と 云 ふ、 知らん と 欲せば 我に 問 ふ 勿れ、 自 から 尋ねよ、 自己に 問へ よ、 自 

から 內に 省みよ、 晴黑の 臨む 其 理由 を 探れよ、 之れ を 外に 尋 ぬる 勿れ、 衷に 採れよ、 外なる 暗 黑は衷 

なる 暗黑の 反影なる を學 ベよ、 而 して 歸 りて 来れよ、 歸 るべき 者に 歸 りて 然る 後に 我が 許に 来れよ、 

悔 改めて 神に 歸れ よ、 而 して 後に 我に 来れよ、 其 時汝は 光明の 到来に 就て 再び 我に 問 ふの 必要な かる 

べし、 其 理由 は汝 自身に 於て 判然たる べし、 汝 神に 反き たれば 暗 黑は汝 を 去らざる なり、 神に 歸 りて 

朝 は 倐ち汝 に 臨みて 永久に 汝を 去らざる べしと、 是れ此 謎 語の意味 であると 思 ふ。 

ドマ は 不信の 世で ある、 其 所謂 文明 國 である、 歐羅 巴と 亞米利 加と である、 而 して 之に 加 はりし 自 

餘の國 である、 彼等 若し 使者 を 遣 はして 預 言 者 ィザャ の 時局に 關 する 意見 を 聞かしめ しなら ば預 言 者 

は 同じ i 一一 C 辭を 以て 答 ふるで あらう、 曰く 

朝来る 夜叉 来る、 汝 若し 尋ねん と 欲せば 尋ねよ、 汝歸 りて 來る べし、 

と、 平和 は來ら ざるに 非す、 然れ ども 今日の 狀態を 以てして は 平和 は 來るも 永く は 綾かざる べし、 獨 

填 は 之を壓 伏す る を 得べ し、 然れど 戰亂の 夜 は 平和の 朝に 次いで 来るべし、 之 を 人類 最後の 戰爭と 想 

ふ は 非な り、 戰 を 以て 戰爭を 絕っ能 はす、 戰举の 起り し 理由 は此國 彼國の 横暴に 非す、 文明 國全體 

の 誤れる 信念に 在り、 此 信念 を 改めざる 限り は戰爭 の 夜 は 永久に 地上 を 去らざる べし、 罪 は 此國に 非 
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す 又 彼國に 非す、 人類 全體に 在り、 殊に 自 から 基督 敎國 と稱し 世界の 指導 を 以て 任す る國に 在り、 人 
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類は今ゃ戰爭の罪を相-カ；に嫁して自から已を^！しっ 、ある なり-、 斯 くして 彼等 は 平和の 朝 を 招きつ . - 

實は 永久の 戰亂の 夜を迎 へつ k あるな り、 嗚呼 愚かなる H ドムよ、 愚かなる 獨 逸よ、 Eg かなる 英國 よ、 

m れ かなる 米國 よ、 汝等は 使徒 等と MfE 者 等との 書を讀 むこと 兹に數 百 千年に して 未だ 此？ Sf 純なる 理を 

さ へ 解し 得ざる なり。 

汝等 戰亂の 起り し 原因 を 尋ねん と 欲する 乎、 之 を 尊ね よ、 之を汝 等の 手に 在る 聖書に 尊ね よ、 神が 

汝 等に 遣り 給 ひし 預言者 等に a- ねよ、 カント、 トルストイ、 ジョン ，ブライト 等に 尋ねよ、 ^に汝 等 

の 良心に 尋ねよ、 而 して 汝 等の 父祖の 神に 歸れ よ、 .is 々と稱 して 何よりも 先づ此 世の 富 を 追求む る を 

^めて 汝 等の 靈 J の 父なる 神に 歸れ よ、 汝 等の 倚 頼む 文明 は 汝等を 滅亡に 誘 ふ 者な り、 汝 等の 誇る 學 

術 は汝等 をして 塵に 着かし むる 者な り、 汝 等の 政治 經^ 法律 は汝 等の 生命 財產を 保護す るに 過す、 汝 

等の 美術 文 學は汝 等に 一 時 的 慰安 を與 ふるに 止まる、 汝等 は總の もの を 有すれ ども 唯； の、 か I 而が もの 

を^せ す、 故に 歸れ よ、 汝 等の 靈 魂の 父 に^れよ、 而 して 癒されよ、 充足す る 者と なれよ、 而 して is^ 

に滿 足る 者と なりて 外に 貪らざる 者と なれよ、 然 らば 朝は來 りて 夜 は： 冉び 来らざる べし、 汝 等の 欲す 

る戰 -印 の結滅 は如斯 くにして 行 はるべし、 然れ ども 汝 等が 歸ら ざる ii は、 悔 改めて 汝 等の 父なる エホ 

バの 神に 歸ら ざる 問 は、 汝 等の 戰の 理由 は 如何に 立派に して 如何に 公明正大 なりと 雖も * 戰 亂は汝 

等の 問より 絕 たれざる べし。 

今や 暗黑 全地 を 蔽ひ眞 暗譜 民を蔽 ふとい ふ狀 態で ある (六十 章 二 節」。 而 して 世 は 暗黑に 厭きて 預言 

者に 向て 叫んで 止ます 「夜番よ 夜 は 何時 ぞ、 夜 は 何時 ぞ」 と、 而 して 預言者の 此 叫びに 應 じて 答 ふる 

所 は 昔 も 今 も變る ことなし、 y く 「朝 は 來る夜 も亦來 る、 汝 尋ねん と 欲せば 我に 尋 ぬる 勿れ、 己に 尋 


をし 

ねよ、 悔 改めて 父に 歸れ よ、 然る 後に 我に 来れよ、 我れ 汝に誨 ふる 所 あらん」 と、 然れ ども 彼等 は預 

曾 者 の 聲に聽 かないの である、 彼等 は 他 を 責めて 己に 尋ね な いので ある、 彼等 は 悔改を 異邦 の！： 戊に 勸 

めて 自己 は 悔改の 必要 を 感じない ので ある、 故に 暗黑は 永久に 彼等 を 去らない ので ある、 斯 くして 彼 

等 は 正義 人道の 名に 由て 戰爭 を宜吿 して 自 から 己れ の 不信 を 罰しつ 、あるので あ る。 


ヱ ホバ の 僕 

(理想 の傳 道師) 

-  以賽亞 書 第 四十 二 章 

.r, しちべ  えら 

一、 視ょ、 我の 支持す る 我が 僕 を、 我が 心に 適へ る 我が 簡 みし 者 を、 我、 我靈を 彼に 予 へたり、 彼、 

異邦人に 道 を 示すべし。 

二、 彼 は 叫ばす、 その 聲を 揚げす、 人、 その 聲を 街頭に 聞かす。 

三、 傷める 葦 を 折る ことなく、 殘れ る燈火 を滅す ことなし、 彼は眞 理に循 ひて 道を傳 へん-) 

ra、 彼は衰 へす、 また 憊れ す、 全地に 道 を 布く に 至らん、 島々 は 彼の 敎を 待てり。 

祌の大 能 を 以て 支えら る \ 神の 寵兒と は 如何なる 者ぞ、 その 聖 3in に 適 ひその 簡ぶ 所と なりし 理想の 

信徒と は 如何なる 者ぞ、 神 は 其 上に 聖靈を 注ぎ 給 へ り、 彼は眞 個の 偉 道. 师 たる ベ し C 一  節〕。 
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お SSH 硏究  S: 八 二 

彼 は 理想の 俾道師 たるべし、 故に 普通の 傳道師 の 如くに や S を 張 揚げて 叫ばす、 大鼓 を 鳴らさす、 喇 

叭を 吹かす、 「人、 その 聲を 街頭に 於て 聞かす」、 彼 は 高壞： に 立つ こと 甚だ 稀な り、 彼 は 其 名の 社會 

に 知られん こと を 好ます、 彼 は廣吿 せす、 所謂る 社會的 運動に 從事 せす、 彼 は；^ 徒の. お 加 を 計らす、 

彼は衆人の拍手喝采を^5む、 彼 は 多 數の赞 成に 彼の 俾 ふる 眞现の 證明を 得ん とは爲 さす (二 節)。 

公 見 を 厭 ふ 彼は隱 所に 弱者 を扶 くる を 好む、 「傷める 葦 を 折る ことなく、 殘れ る燈火 を滅す ことな 

さ.？ 1， ハ 

し」、 弱き を扶 けて 之を强 からしめ、 衰 へたる を 助けて 之 を 熾なら しむ、 彼 は it 信者の 缺點を 曝露し 

て 其 信仰 を壓碎 する が 如き こと を爲 さす、 其 小なる 善行 を 嘲け りて 彼 をして 善に 就て 失望せ しむる が 

如き こと を爲 さす、 彼 は 慈悲に 富み、 怒る に遲 くして 赦 すに 速 かなり、 彼 は 詩人 カウ パ，' の 理想の 人 

の 如く、 思慮な くして は蟲 一 疋をも 殺さ 5^ る 者な り (三 節〕。 

彼 は 眞の傳 道 帥な り、 故に 「彼 は眞 理に循 いて 道を傳 ふべ し， r 彼 は 傅 道に 策略 を 川 ひす、 政權ま 

たは 敎植 を藉 りす、 彼は眞 理に循 いて 眞理 を弘 む、 彼 は 眞理の 實カを 知る、 故に 人の 力 を 藉り來 りて 

其 傅 播を扶 けし めんと は爲 さす、 彼は錚 かに 眞理を へ、 眞理 をして 眞理其 物 を 人の 心に 薦めし む、 

「彼に 傳 道の 方法」 あるな し、 彼 は 「會 議」 を 要せす、 「委員」 を 要せす、 「資金」 を 要せす、 彼に 

眞现 あり、 故に 彼 は 眞理傅 ^ の 法則に 循ひ、 獨り靜 かに 偉 道に 從 事す (一一 一節〕。 

斯 くも 健全に して 常識に 合へ る傳 道に 從事 する 彼 は 走る も 疲れす、 歩む も 倦ます、 十 年 彼の 聖業を 

：繼 けて 些少の 闲憊だ も 感ぜす、 彼 は te に 働いて 常に 休む、 實に勞 働 は 彼に 取りて は 休息た るな り、 眞 

玴は 常に 彼の 衰 へたる 心を勵 まし、 憊れ たる 身 を 癒す、 眞理 はまこと に 最上の 强壯劑 なり、 彼 旣に祌 

より 此、 ti^ 藥を 委任 せらる、 彼 は 彼の 職務 其 物に 於て 靜養 恢復の 秘訣 を 有す (m 節〕。 


斯くて 彼 は 「全地に 道 を 布く に 至らん」、 彼 は 全世界 を 以て 彼の 傳道 地と おむべし、 彼の>^布5_^|は大 

なり、 彼 は 萬 國に道 を 傅へ ざれば 止まざる べし、 而 して 休ます に、 急がす に、 靜 かに 行 はる k 彼の 傳 

道 は 終に 此效 を 奏する に 至る ベ し、 彼 は 天上に 輝く 虽の 如し、 語らず 言 はず 其聲 聞えざる に 其 音響 

は 全地に 遍く、 其 言辭は 地の 極にまで 及ぶべし (詩篇 十九 篇) 彼は默 して 地 を 服す ベ し 節 

「島々 は 彼の 敎を 待てり」、 逮々 浦々 まで も 彼の 布 敎に與 からん こと をび 卞： めり、 彼 は 傳道地 を 索む 

るの 要な し、 彼 は 到る 所に 希 tiK を 以て 迎 へられ、 感謝 を W て 送らる、 彼 は 彼の 身に 光と I 命と を携 ふ、 

世に 彼に 由て 益せられ ざる 者 あるな く、 物と して 彼の 和煦を 蒙らざる はなし 「四 節 )o 
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X レミ ャ記 研究 

耶利米 亜記 感想 

(余の 古き 聖書より) 

ヱレ ミヤの 聖 召 

余の 特 愛の 預言者 は H レ ミヤで ある、 余 は ィザャ を 尊崇し、 H ゼキ H ルを敬 長し、 ダ-ー H ルを 歎賞 

する、 然 かし ェ レ ミヤに 至て は 余 は 彼を轵 愛する、 預言者と 云へば 如何にも 嚴格 にして 近づく ベから 

ざる 者の やうに 思 はれる が、 併し H レ ミヤに 至て は 彼に 就て 少しも さう いふ 感覺が 起らない、 余 は 余 

の 親しき 友人と して 彼に 近づく 事が 出来る、 彼 は 余に 取りて は 預言者と い ふより は 寧ろ 詩人で ある、 

神の 僕と いふより は 寧ろ 人類の 友で ある、 舊約 聖書 人物 中で 余が 最も 親んだ 者は此 「涙の 預言者」 で 

ある。 

彼 は 祭司の 子であった (一章 一節 ：>、 然 かし 彼 は 自身、 祭司と ならなかった、 彼 は 死に 至る まで 純然 

たる 平信 者であった、 雨う して 幾囘 となく 祭司 (今の所 謂る 宗敎 家) を 敵に 有った、 彼 は何處 まで も 

民 の 預言者 で あった、 卽 ち 神と 民と の 問に 立つ て 祭司 を經 すし て 直に 神の 聖意を 民に 傳 ふ る 者で あ つ 


た、 預言者 中 彼の 如くに 慣れく しく 神に 近いた 者はなかった、 彼 は 神に 怨恨 を 述べた、 幾 囘か强 い 

て 其 ©惠 を 求めた、 彼 は 神の愛 を 信じて 幾囘か 神の 尊嚴を 冒した。 

ilG づ  い な か 

民の 預言者であった 彼は自 から 田舍の 預言者であった、 彼 は エルサレム を距る 三哩、 ベ ニヤ ミンの 

地 アナ トテに 生れた (一章 一節)、 爾 うして 彼 は 終生、 居を此 地に 卜せん とした (卅三 章 七 節 以下)、 ィザ 

ャが 都會の 預言者な ると、 ダ  一一 H ルが 朝廷の 豫言 者なる とに 對 して、 H レミ ャは 何處 まで も 田 舍の豫 

言 者であった、 彼 は 特に 地方の 邑々 のために 辯 護した、 彼 は 閑 靜と孤 獨とを 愛した、 都 會の紛 雜は彼 

の 最も 忌み嫌 ふ 所であった。 

彼 はまた 情の 人であった、 彼の 理性 は a 々情の 支配す る 所と なった、 彼 は 怒った、 泣いた、 彼はィ 

ザャの やうな 圓滿 なる 思想家ではなかった、 ダ-ー H ルの やうな 政治家ではなかった、 又 エゼキエルの 

やうな 意志の 人ではなかった、 彼に 婦人の 情 性が あった、 彼の 如くに 强ぃ 人はなかった が、 又 それと 

同時に 彼の 如くに 弱い 人はなかった、 彼に 細 美なる 所があった、 彼の 愛 は 婦人の それに 似て 居った、 

^くして i^l かであった。 

く り か へ 

斯 くも 親しき 豫言 者の 記事で あれば、 余 は幾囘 となく 繰返して 耶利米 亜記 を讀ん だ、 余の 古き 聖書 

は其耶 利米亞 記に 於て 朱 字 を 以て 記入され たる 感想 を 以て 充 たされて 居る、 余 は エレ ミヤの 實 驗は悉 

く 余の 實驗 である 乎の 如くに 感 する、 令より 順を逐 ふて 余が 此 書より 感得した 所の こと を 少しく 讀^ 

の 前に 述べ やうと 思 ふ。 

耶利米 亞記第 一 章 は豫言 者の 豫言職 就任に 關 する 記事で ある、 聖職 就任と 云へば 如何にも 莊嚴 なる 

能 式で も 執行 された やうに 思 ふ 人 も あらう が、 然か しそれ は 決して 爾 うではなかった、 平民 的豫言 者 
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の 就任式なる もの は 如： 1： にも 平 的で 如何にも §sf 純であった、 彼の 首に 膏を 注ぐ 祭司の 長 もなかった- 

彼のた めに 祝福 を 祈る レビの 族 もなかった、 义 彼のた めに 證人 にたつ 同志 友人 の 如 き 者 もな かった、 

彼 は 獨り祌 の 前に 立ち、 神より 直に 豫 一一： n の 職を授 つた、 H ホバ の 言 はョ シャ 王の 治世 卜 三年に 始めて 

彼に 臨んだ との ことで あれば、 彼が 始めて 此大住 を自覺 したの は 彼が 十九 歳の 時であった らうとの こ 

とで ある、 神を識 るに；；；^ も 良き 時 は靑年 時代で ある、 宗敎は 老年の ことで あるな ど-. は 八 ふが 余の W 人 

の：： より 匱々 -斗 にした 所で あるが、 余 は 鼓に ー靑 年の 獨り自 から 進んで 祌の豫 言 者た る を 肯ぜし 者 あ 

る を 知て 犬に 余の 青年時代の 確信 を强 うした。 

エホバの 一 W 我に 臨みて 云 ふ、 我れ 汝を 腹に 造ら ざり し 先に 汝を識 り， 汝が胎 を 出で ざり し 先に 汝 

を ^別し、 汝を 立て  萬 國の豫 言^と なせり (四、 五節〕。 

^^ ホバ のーーーー11は如3:にして彼に臨んだでぁらふか、 祭司の n を 以て あら ふか、 否な、 或 ひ は 天より 

ぼ 2 き 涉る聲 を 以て f あら ふか、 多分 さう では あるまい、 是れは 多分 靑 年の H レ ミヤが 彼の 成育の 地な 

るァ ナトテ 附近の 郊外 を獨り 歩みし 時に 於て、 或 ひ は 古き ォ レブ 樹の 下に 獨り默 禱 に 耽けりし ころ、 

彼の 心 琴に 幾度と なく 觸れし 細き 微かなる 聲 であった らふ、 彼 は 幾度と なく 之 を打媳 さんと したら ふ- 

然 かし 其 聲は彼 を 去らなかった であら ふ、 彼 は 終に 彼の 豫ー 一目 者と して 祌に 豫定 されし 者で ある こと を 

信ぜざる を 得ざる に 至った ので あら ふ、 「我れ 汝を 腹に 造ら ざり し 先に 汝を識 り、 汝が 胎を屮 いざりし 

きに 汝 を^^し、 汝を 立て、 萬 阈の豫 言 者と なせり」 と、 人よりに あらす 又 人に 由ら す {千苗 萬 物の 

造^なる ヱホバ の 神に， B りて 萬 國の豫 言 者と して 立てられ しと、 若し 雨う であると すれば 彼 は此職 を- 

まんと 欲して 否む ことが 出来ない、 又 彼の 父 も 彼の 母 も、 彼の 兄弟 も 姉妹 も 友人 も 彼の 豫言 者た る. 


を 拒む ことが 屮 N 來 ない、 憐 むべき 人 は 神に 其 職 を めら れし 者で ある、 彼 は 先天的の 神の 捕 慮で ある、 

事業の 選擇の 如き は 彼の 爲し 得る ことで はない、 彼 はるで も應 でも 彼のた めに， めら れし 職に 就かな 

ければ ならない、 豫 おの 天職 を 示されし 時の 神の 子供の 心の 狀態は 決して 感謝ば かりで はない、 エレ 

ミヤこ 取 て も 多分 雨う であった らふ、 彼 も 彼の きし 多く の 小なる 冀欲を 放棄す る の 苦痛 を 感じた で 

JiT か  そむ 

あ ら ふ、 彼 も 亦 彼が 父 の 職 を嗣ぃ で 祭司と ならん こと を 欲 ふ 父の 意志に 乖く の 苦痛 を 感じた で あら ふ、 

然 かし 4J む を 得ない、 彼 は 母の 胎內に 造られ ざり し 前より 祌に 定められし 豫言 者で ある、 豫 一一 一一 t! 者たら 

ざらん 乎、 彼 は 無き に 等しき 者で ある、 豫 一一 一一 C 者た る は 辛ら し、 然 かし 止む を 得ない、 其 職に 就く と 就 

かざる と は 彼に 取て は 死活問題 である。 

ェ ホバ の§^|召の聲に接して靑年の ェ レ ミヤ は エホバ に 答へ て 云 ふた、 

噫 主 エホバ よ、 視ょ我 は 幼少き が 故に 語る を 知らす (六 節〕 

と、 彼 は 彼の 年齢 不足の 故 を 以て 豫霄の 大任 を辭退 せんとした、 彼 は 一 に は 未だ 自己 を 信じ 得な かつ 

た ご あら ふ、 二に は 社會が 彼の 若年 を 侮り、 耳 を 彼の 言に 傾けざる を 恐れた であら ふ、 或 ひ は 彼の 親 

4^ 灰、 こして、 彼に 起立の 尙ほ 早き を說 き、 尙ほ數 年の 修養 を勸 めた 者 もあった であら ふ、 何れに し 

ろ 皮 は S: 氣の靑 年であった、 彼 は性來 の格鬪 家ではなかった、 彼 は 寧ろ 臆病者であった、 彼 は 公的 生 

m を Si5 んだ、 若し 彼の 意志 其 儘 を 云 はしめ しなら ば、 彼 は ュダの 山地に 橄^ を植 ゑ、 其 谷 問に 麥を蒔 

, i  ■  .P ん、 み み 力 

き、 仏 S の 雨と 後の 雨と を^って、 穗に エホバの 变 心の 實 るを視 て、 彼 を 讚め まつらん こと をば-えんだ であ 

らふ、 彼の 理想 は 多くの 詩人の それと 等しく 「藁葺 の 屋根の 下に 少 さき 赛 と共に 居る」 ことであった 

らふ、 然し 彼に 千 はる H ホバの 意 は 之と は！^ 反對 であった、 
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エホバ 我に 言 ひ 給 ひける は、 汝、 我 は 幼少し と 首 ふ 勿れ、 すべて 我が 汝を遣 はす 所に 往き、 我が 

汝に 命す るすべ ての 言 を 語るべし、 汝、 彼等 (人) を 長る、 勿れ、 そ は 我、 汝と 偕に ありて 汝を _ 

齊ふ ベければ なり (七. 八 節)。 

靑 年の M レミ ャはィ ザャ、 ァ モス、 ホ ゼャ、 ミカの 如く 豫言者 たるべし、 彼 は 己の 歳 足らざる の 故 

を 以て 豫言の 重職 を辭 退す ベから す、 そ は豫言 者た る は、 己の 智慧 を 以て 謀り、 己の 言 を 語る ことに 

あら ざれば なりとの ことであった、 H レミ ャは 未だ 豫言の 何たる を 知らなかった、 彼の 豫言 者た る は. 

祌の 機械と たる ことで ある こと を 知らなかった、 「我の 意志 は 神の 意志 を 我が 意志と なすに あり」 と- 

の 信仰の 秘訣 はん  r  始めて 彼に 傳  へられた、  彼 は 若年で も 可い、 然 かり、 若し 神の 聖意 となれば 無學で 

ち. Jv:-  ち， つ つ 

も 可い、 唯 神の 聲を 識別す るの 能 さへ あれば 可い、 此能 さへ 神より 賜 はらば、 彼 は 人を畏 るべき では 

ない、 祌は 彼に 取り、 「曰  1^ と 近き 援助」 である、 彼 は  <1T- より 獨り 立て 萬國を 相手に 鬪 ふべき である。 

エホバ 遂に 其 手 を 仲べ て 我 口につ け、 エホバ 我に 言 ひ 給 ひける は、 視ょ、 我れ 我 言 を汝の 口に 入 

れ たり、 視ょ、 我、 今日 汝を萬 民の 上と 萬 園の 上に 立て、 汝 をして 或 ひは拔 き、 或 ひ は 毀ち、 或. 

： ぶろ. 丄  -li ふ  - ひる！ 

ひ は 減し、 或 ひ は 覆し、 或 ひ は 建て、 或 ひは植 しめん (九. 十 節〕。 

始めに H ホバ の 言 彼に 臨み (四 節)、 遂に 其 手 彼の 口に 觸れ たりと 云 ふ、 是れは 抑々 何う 云 ふこと で 

あら ふか、 言 を 以て 傳 へしこと を 手 を 以て 實 行し 給へ りと 云 ふこと であらう 乎、 或 ひ は 手 を 仲べ て閉 

ぢ たる 口 を 開き、 彼に 維 辯の 能力 を 賜 ひて、 彼 をして 沈默を 破らし め 給へ りと 云 ふこと であら ふか、 

或 ひ は 我 言を汝 の 口に 入れた リと あれば、 大 思想 を 彼の 心に 注入して 彼 をして 大聲 疾呼せ ざ る を 得 ざ 

るに 至らし め 給へ りと いふ ことで あら ふ 乎、 文字の 解釋は 至て 困難で ある、 眼に 見えざる エホバに 肉. 


の 手の あり やう 香 はない、 然り、 エホバの 手 は エホバの 力で ある、 その 豫言 者の 口に 人り しと ある は 

力が 彼に 臨んだ ので あら ふ、 彼 は此時 彼が 未だ 曾て 知ら ざり し權 能の 彼に 加 へられし の を 感じた ので 

あら ふ、 臆病なる 彼 は 今 は af^ 者と なった ので あら ふ、 懷 疑の 彼 は 今 は 確信の 彼と なった ので あら ふ、 

彼 は 今、 頓 るべき 或る 確實 なる 物を感 する に 至った ので あら ふ、 雨う して H ホ バは此 新ら しき 能力 を 

彼に 加へ 袷 ひて 更らに 彼に 宣べ給 ふたので あら ふ 「視ょ 我、 人 マ 日汝を 云々」 と。 

十九 歳の 靑年、 彼 は 今 は 萬 民の 上と 萬國の 上と に 置 えられた、 彼 は 今 は牧伯 以上、 帝王 以上の 者と 

なった、 彼 は 使に ユダヤ ー國の 上に 立て 其 運命 を 支配すべき 者で はない、 H ジ ブト 人と エジプト 國の 

上に 立ち、 バビロン 人と バビロン 國の 上に 立ち、 フィ  一丁 ンャ 人と フィ 1 了 ンャ國 の 上に 立ち、 卽ち 彼れ 

在世 當 時の すべての 國 民の 運命 を 卜し、 其 ，钆 を 貴め、 其 罰 を 宣告し、 其 滅亡 を 判決すべき 者と なった、 

豫言 者と は斯 かる 者で ある、 彼 は 讀んで 字の 通り 必 しも 豫め言 ふ 者で はない、 卽ち 先見者た るの みで 

はない、 X 布伯來 語の ナビ ー は 沸騰す る 者の 意で あると も 云 ひ、 叉 は 單に吿 知者の 意で あると も 云 ふ、 

若し 沸騰 者なら ば 憤慨 者、 民の 罪惡を 憤る 者、 抑 へんと 欲して 抑 ふること 能 はざる 感慨 有の 儘 を 噴出 

する 者で ある、 若し 告知 者なら ば 神の 聖意を 民に 告げ 知らす る 者で ある、 然 かれ ども 字義 を 離れて ナ 

ビ ー (豫言 者) 其 物に 就て 言へば、 彼 は 先見者で 沸騰 者で 吿 知者で ある、 雨う して M レ ミヤの 如き は 

其 最も 顯 著なる 者で 最も 熱烈な る 者であった。 

彼 はん r より 國民 を拔 きもし、 毀ち もし、 滅 しもし、 覆し もし、 建ても し、 植ゑ もす るとの ことで あ 

る、 彼が 之 をな すと 云 ふ は 勿論、 彼 は 神の 聖意を 語る 者で ある 故に、 彼の 言 辭は必 す 事實と 成りて 顯 

はるべし とのこと である、 彼れ 荏 弱の ー靑 年な りと 雖も、 彼れ 若し H ジ ブトに 滅亡 を宣吿 すれば H ジ 
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プ トは 終に 亡ぶ ベ しとの ことで ある、 彼 若し ュ ダャ に搏與 を約來 すれば ュ ダャは 終に 再び 與 るべ しと 

のこと である、 時の 强國 たる アツ シリャ もバビ ロー ーャ も、 叉 第二 等 國に位 ひした る H ドム、 アモン、 

H ラム 等 も 彼の 首 辭 のまに-,, \ 或 ひ は 亡び 或 ひ は 興るべし とのこと である、 偉大なる かな ナビ ー (豫 

言 者) の權 能、 大王 ネブカ ドネ ザ ルと雖 も 此權能 は 有たなかった、 而 かも 此權 能が 十九 歳の ー靑 年に 

附與 せられた とのこと である、 彼れ 若し 暗愚なら ば 彼 は宗敎 狂と なり 果てた であら ふ、 豫言 者た るの 

難き は 他 を 貴む るよりも 己 を 慎む にある、 然し M レミ ャは此 大任 を 負 はせられ て 彼の 常識 を 失 はな か 

つた 0 

エホバの 一一 一一 〔また 我に 臨みて いふ、 H レ ミヤよ、 汝、 何 を 鋭る やと、 我 答へ ける は 巴旦杏の 枝を視 

ると、 H ホバ 我に 言 ひ 給 ひける は汝 善く 視 たり、 そ は 我れ 速 かに 我 一一 H をな さんと すれば 也 (十一， 

十二 節」。 

にえ. U ち  なべ  . 

M ホバの 言 W び 我に 臨みて 云 ふ、 汝、 何 を； g る やと， 我れ 答へ て 曰 ひける は 沸騰た る 錢を視 る、 

其 面 は 北より 此方に 向 ふと、 H ホバ 我に 言 ひ 給 ひける は災、 北より 起り てこの 地に 住める すべて 

の 者に 臨らん (十二、 十四 節〕。 

エホバの 大能 彼に 降りて 後に、 ェ レミ ャは 一 日 庭前に 於て か、 或 ひ は 郊外に 於て 巴旦杏の 枝 を 見た、 

彼の 詩的 眼 は 直に 此樹の 枝に 神の 聖意 を讀ん だ、 ユダヤ Q 巴旦杏 は 日本の 梅の やうな 者で ある、 花の 

魁 と稱 せられ、 厳冬 まだ 去らざる に 其 梢に 雪なら ぬ 花 を^ かする 者で ある、 故に 希伯來 語に て は 之 

を ペコ ー スと云 ひ、 醒 むる 者の 意で ある、 「期 未だ 至らざる に 冬期の 睡眠より 醒 むる 者」、 是れが 巴 

A 杏で ある、 想 ひしよりも 平く. 咲く 花、 噫、 斯樹は ユダヤ！； の 運命 を吿 知らす 者で あら ふ、 此 國 に 干 


.- エホバの 言 は 人が 想 ふよりも 早く 實 行され るで あら ふ、 正義の 裁判 は 速 かに 臨む であら ふ、 ベ コ 

—ス (巴旦杏) の 花が 時なら ぬに^ くやう に 神の 憤怒 は 時なら ぬに (ぺカ ー ス) 不義 を悅 ぶ此阈 民の 

上に 落來 るで あら ふ * ペコ ー ス (pelcohs 巴旦杏) はべ 力 ー ス (pekahH み t-^ 速、 不意) の表號 であら 

ふ、 1^ 然は 善く 之 を 解 すれば 神の 言辭 である、 巴旦杏 は 眠れる 民に 覺醒 を吿 ぐる 神の 言辭 であると。 

田 舍の豫 一 百 者に して S 園 詩人たり し N レミ ャは 巴旦杏の 一枝に 神の 深き 聖意 を讀ん だ、 彼に 取て は 

草 も 小石 も 有力なる 說敎 であった、 爾 うして、 彼に 降りし 最初の 默示は 巴旦杏の 一枝に 由て ド あった 

彼は實 にヲル ズォス 以上の 天然 詩人で あ る。 

巴 旦_ ^に 神の 裁判の 臨むべき 時期 を讀 みし M レミ ャは 沸騰た る 錢に其 来るべき 方向 を 見た、 ぎと は 

ユダヤ人の 使用す る 普通の 〔汆 具であって、 恰 かも 我國に 於け る鐵 瓶の 如き 者で ある、 一日 錢の その 口 

を 北より 南に 向けて 沸騰 蒸發 しつ、 ある を 見て、 神の 憤怒の 北より 南に 向って 臨み 來るを 知った、 水 

の 鼎の 中に 在て 沸騰す るが 如く、 正義 は 神の 心の中に 噴 起しつ ト ある、 爾 うして 豫言 者の 目前に 鑊が 

其 n を 北より 南に 向けて 熱き 蒸汽を 吐きつ、 ある やうに、 神の 義憤 は 北方の 地より 南 を 指して 此 ユ ダ 

ャ圃に 臨む であら ふ、 時 は 不意に、 人の 想 ふよりも 速 かに、 方向 は 北より 南に 向て 神の 裁判 は 臨みつ 

つ あると、 M レ ミヤに 臨みし 第一 一 囘の默 示 は 沸騰せ る 謹に 由て めった。 

はにんき や •<.- な..、 

巴 曰； _ ^と 錢、 梅と 鐵瓶、 琪々 たる 此 天然 物と 些細なる 此 家具と は國民 の 運命 を此靑 年豫言 者に 傅へ 

た、 神 は 其 聖意を 其 愛子に 傳 ふるに 方て 必す しも 雷 霧の 聲を 以て 大 岳の 上より 轟き 給 ふに 及ばない、 

梅の 一枝 を 以て、 或 ひ は 煮え立つ 鐵瓶を 以て、 宇宙の 奥義 を 人に 示し 給 ふ、 耳 ある 者は聽 くべ し、 眼 

ある- ォは 鋭るべし、 神の 默示 は臺 所に 在り、 路傍に あり、 必 しも 高 境の 上より 說敎師 の 說敎を 聞く に 
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及ばす、 山屮に 退して 人生の 祕密に 就て 沈思 默考 する に 及ばない、 M レ ミヤ はまこと に 田園詩人に 

して 家庭の 豫首 者で ある。 

^つ 一 めんぴ  , 

錢 面皮 は惡 いこと である、 鐵 面皮 はまた 善い ことで ある、 恥に 對 する の鐵 面皮、 義と 情と に對 する 

錢 面皮 は惡 いこと である、 然し 不義に 對 する の鐵 面皮、 殊に 權 力に 依る 不義と 懸 制と 暴虐と に對 する 

鐵： ゆ 皮 は 善い ことにして 赏 すべき ことで ある、 雨う して 神と 正義との ために 盡 さんと 欲する 者に は此 

5 る 

^！；の鐵面皮がなくてはならなぃ、 正義 は 美 はしい ものである、 然 かし 花の やうに、 美人の やうに 美 は 

しい 者， ではない、 正義の 美 はし いのは 山岳の 美 はしい やうに 美 はしい ので ある、 之に； 魏々 たる 所が あ 

り、 峰- 峨 たる 所が あるから 美 はしい ので ある、 故に 其 唱道 者た る 者に も 亦崎嶇 たる 所、 1^ ー崛 たる 所が 

たくて はならない、 彼 は 所謂る 八方美人であって はならない、 寬 容を唱 へて：^ 人で も 之 を 懐けん とす 

る 人であって はならない、 預 雷 者 は 磐でなくて はならない、 鐵 でなくて はならない、 H ホバ 預言者 ェ 

ゼキ H ルに言 ひ 給 はく 我れ 汝の額 を 金剛石の 如くし、 磐よりも 堅く せリと (以西 結 書 三 章 九 節〕、 爾 うし 

て 預言者 H レ ミヤ も 亦 萬國の K 言 者と して 世に立つ に 方て は 鐵面石 心の 人と ならなくて はならない。 

汝、 腰に 帶 して 起ち、 我が 汝に 命す るすべ ての 事 を 彼等に 告げよ、 彼等の 面を懼 る、 勿れ、 否ら 

ざれば 我れ 彼等の 前に 汝を辱 かし めん、 視ょ我 れん r. 日 此全國 と、 ュダの 王 等と、 その 牧 伯と、 そ 

てつ はしら あか,；： い？ 

の 祭司と その 地の 民の 前に 汝を 堅き 城、 鐵の 柱、 銅の 牆と なせり、 彼等、 汝と戰 はんとす る も 

汝に 勝たざる べし、 そ は 我れ 汝と 偕に 在りて 汝を救 ふべ ければ なりと エホバ 言ひ铪 へり a 章 十セ， 


十八、 十九 節)。 

「人の 面を懼 る、 勿れ」、 彼等 は必す 憤怒 を 以て 汝に向 はん、 彼等 は舊き 習慣の 破 打 せらる k を 好 

まざるべし、 彼等 は 彼等の 不義 偽善 を 摘 指せら る i を歡 ばざる べし、 汝は 彼等の 中に 在て 邪魔物と し 

て极 はるべし、 然れ ども 彼等の 面 を 懼る、 勿れ， 彼等 は 彼等の 面に 現 はる、 が 如き 長るべき 者に あら 

おそろ . 

す、 彼等の 心 は 彼等の 面の 如くに 恐し からす、 彼等の 良心 は靜 かなる 所に 於て 彼等 を責 むるな り、 彼 

等 又 時には 死の 恐怖 を 以て 襲 はれ、 神の 裁判 をぎ 像して 戰懐 するな り、 然り、 彼等の 面 を 長る k 勿れ、 

彼等の 面に 對 して 彼等の 罪惡を 述べよ、 汝、 外より 一一 一一 nSt を 以て 彼等 を 攻めよ、 我、 衷 より 良心の 聲を 

以て 彼等 を 責めん、 彼等 は多數 にして 汝は 一人な り、 然れ ども 我れ エホバの 神の 汝とカ を 合せて 彼等 

の 背後よ り 彼等 を責 むる を 忘る 勿れ。 

「彼等の 面 を 長る k 勿れ、 否ら ざれば 我れ 彼等の 前に 汝を辱 かし めん」、 汝、 若し 我が 味方と なり 

て 彼等 を 責め ざれば 我 は汝の 敵と なりて 彼等 をして 汝を辱 かしむべし、 汝、 彼等 を逐は ざらん 乎、 彼 

つか ひ くるし 

等の 逐ふ 所と なるべし、 I の歡 ぶこと にして 神の 使者 を窘 むる が 如き こと あるな し， 汝は 彼等の 嘲： 弁 

物と なるべし、 士師 サム ソンの 如くに 異邦人の 前に 索 かれて 其 弄 ぶ 所と なるべし (士師 記 十六 章 を 

見よ)。 

豫 言 者の 貴むべき 人と は 誰ぞ、 敵と して 有つべき 者 は 誰ぞ、 「此 全國 と、 ュダの 王 等と、 その 牧伯 

と、 その 祭司と、 その 地の 民」 とで ある、 卽ち國 王と、 政治家と 軍人と、 宗敎 家と、 國 民全體 とで あ 

る、 彼 は卽ち 全國を 相手に して 立つべき 者で ある、 彼 は 勿論 王公 責 族の 辯 護 者で はない、 富豪の 代 辯 

者で はない、 宗教家の 一 人で はない、 去りと て 亦^に 所謂る 平民の 友で もない、 彼 は 神の 僕で ある、 
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故に 神に 敵す る 者に は贵 族に も 平 1:5^ にも 敵す る 者で ある。 彼の 屬 する 黨 派なる 者 はない、 彼 は 祌と偕 

に 立つ 者で ある、 ゆに 若し 彼の 外に 神と 偕に 立つ 者 あらん 乎、 斯 かる 人 は 其贵挨 たると 平 £ ^たると、 

政治，； ¥ たると； sf 人た ると、 宗敎 { 糸 たると 平信 者た ると に關 はらす、 亦 彼の 友で ある、 然れ ども 若し 斯 

がる 人 一 人 も あら ざらん 乎、 彼 は 一 人で 立つべき である、 彼 は 異邦の ギリシャ 人に 傲 ひ 人 は 社交的 動 

であるとの 一一：；" に從 つて、 强 ひて 同志 を 求むべき ではない、 彼に^る べきの 階級 はない、 彼 は 貴族で 

もなければ 平お でもない、 彼に 屬 すべきの 黨派 はない、 彼 は H ヂプ 卜黨 でもなければ パピ n ン黨 でも 

ない、 彼に 歸 依すべき の敎會 はない、 彼 は 祭司で もなければ レビの 族で もない、 彼 は 神の 僕で ある、 

故に 喷 落せる 彼の 在世 當 時の 社會に 在て は 止む を 得す 孤獨 たるべき である、 而 して 彼 は孤獨 たる を悲 

ん ではならない、 ェ ホバ の 神 は 彼と 偕に ありて 彼 を 救 ふべ しとの ことで ある リ 

單 に孤獨 たるば かりで はない、 彼は國 王、 政治 〔豕、 軍人、 宗敎 〔，r 平： 卽 ち全國 民に 對 して 鐵の 

面と 金剛石の 額と を 向くべき である、 彼等の 雜惡は 決して 假 借す べきで ない、 ^縱は H ^縦と 呼ぶ ベ. き 

である、 奢侈 は 奢侈と 稱 ふべき である、 偽卷は 偽善と U て攻 むべき である、 國 王の 嗜好 なれば とて I 非 

惡を IS 惡以 外の 名 を W て稱 すべきで はない、 民の 舆 論な れば とて 輿論 に 阿るべき ではない、 Mi は wr 

,n は €:、 事實 有の 儘を唱 ふべき であるへ 斯く爲 して 彼 は 此社會 に 在て 敵地に 陣を 張る の 境遇に 立た ざ 

る を 5^ ない、 彼 は 週圍に 敵を受 くるの 覺 悟を爲 なければ ならない、 故に 祌は彼 を 地の；^ の 前に 堅き 城、 

よ. ひ ，0 ろ  たづ さ 

鐵の 桂、 銅の 牆， こなし 給へ りと、 弱き 脆き ー靑 年、 身に 寸鐵 を携 ふるに あらす、 彼に 階級、 黨派叉 は 

；れ. &の 保護 あるに 非す、 然れ ども M ホバ の 首 を 身に 體 して 彼 は獨り 立て 敲人 繞圍の 中に 金城 鐵壁 たる 

ベ きで ある。 


「彼等 汝と戰 はんとす る も汝に 勝たざる べし」 と、 神の 預言者た る ー靑 年は國 王、 政治家， 軍人、 

宗敎 〔\《 平民、 卽ち國 民全體 よりも 强 かるべし と、 神が 彼に 在りて 國 民の 中に 降りた る なれば、 國 2^ 

は 誤る とも 彼 は 誤らざる べし、 元老の 議は 敗る とも 彼の 一一 一一 n は 成るべし、 預言者 一 人 は全國 民よりも 强 

し、 國民 は擧て 敵國を 亡し 得る も 預言者 一 人 を 亡し 得ざる べし、 然り、 彼 を 殺す を 得ん、 然れ ども 彼 

の 生命なる 彼の 曾 は 生存して、 事實 となり て 現 はれ て 終に は罪惡 の 民 を滅す ベ し、 禍 ひなる かな 預言 

者 を 送られし 罪 惡の民 は！ 彼等の 運命 は旣に 定まれり。 

こ • 亡 

「我れ 汝と 偕に 在りて 汝を救 ふべ ければ 也と エホバ 言 ひ 給へ り」、 世は舉 つて 立つ も 預言者に 克っ 

ふ もつ 

能 はざる 說明 は玆に 在る、 M ホバが 彼と 偕に 在りて 彼 を 救 ひ 給 ふからで ある、 彼れ 自身に 不拔の 精神 

が あるから ではない、 不撓の 精力が あるから ではない、 H ホバが 彼に 由て 語り、 H ホバが 彼 を 以て 動 

作き 給 ふからで ある、 世 は 人が 欲 ふやう に 成る もので はない、 神の 渝ら ざる 聖 意に 從 つて 進む もので 

ある、 預言者の 强きは 彼 は此聖 意に 託る からで ある、 世の 人の 弱き は 彼等 は 自己に 賴 るからで ある、 

預言者に 世に 克 つの 力が あるので はない、 彼 は 神に 從 ふが 故に 神と 偕に 世に 克 つので ある、 預言者 は 

世に 克 つの， 秘訣 を 知る 者で ある、 彼の 强 きの 故 を 以て 彼を褒 むべき ではない、 彼の 聖き 智慧 を 讚す ベ 

きで ある、 然り、 彼に 賜 はりし 信仰の 故 を 以て 彼 を 羨むべき である。 

斯く 固められて M レ ミヤの 生涯 は始 つた、 今より 彼 は 或 ひは國 王に 對し、 或 ひは牧 伯に 對；、 或は 

祭司に 對し、 或 ひ は 平民に 對し 彼の 預言 的 攻撃 を 開始した、 玆に 一 大戰爭 は ヤコ ブ 鬼と イスラ H ル 

の 家の すべての 埃の 中に 開かれた、 一大 强敵は 民の 屮に現 はれた、 國王、 牧伯、 祭司、 平民 は擧 つて 

彼 を壓服 せんとした、 彼 は 半 百年の 間 孤獨の 生涯 を繼 けた、 彼 は 度び/, \f はいた、 自己の 孤獨を 恋ん 
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だ、 彼 は 時には 神 を も 恨み 奉った、 然 かし 彼 は 堅き 城、 鐵の 桂、 銅の 艢 たるの 彼の 本性 を 失 はな かつ 

た、 雨う して 彼 は 甚く 國 人に 困 しめられた けれども 其克っ 所と はならなかった、 ュ グ王國 終りの 五十 

年間、 然 りュダ 民族 過去 二 干 五 百年 間の 歷史は 神が M レミ ャを 以て 指定し 給 ひし ものであった、 然り、 

ュダ 王國は 終に 亡びて 了った、 然れ ども ェ レ ミヤの 言 は 亡びなかった、 ェ レ ミヤの 一一 一一 a は 民の 慰藉と し 

ておした、 雨う して 存 して 今 尙ほ殘 つて 居る、 二十世紀の 今日に 至る も H レ ミヤの 首 は祌を 愛する す 

ベての 民の 慰藉であって、 能力であって、 指導で ある、 草 は 枯れ、 其 花 は 落つ、 然れど 主の 言 は窮な 

く存 つなり ( 彼 得 前書 一章 サ sr サ 五節)。 


天然 詩人と しての 預言者 H レ ミヤ 


引照 はすべ て耶 利米亞 記より す * 本文 は ドライバ ー 博士の 英譯に 依る 

預言者 は 詩人で あり、 詩人 は 預言者で ある、 二者の 間の 區^ を 立てる こと は 甚だ 難い、 預言 # は 神 

の ヒ3 を傳 ふる 者であって、 詩人 は 天然の 心 を 語る 者で あると 言 ふても 一 一 者の 間の 區刖は 立たない、 何 

故と なれば 神の 3 曰 を 解せ ざれば 天然の 心 は 解ら す、 天然 を 解せ ざれば 神の 3 曰 は 解らない からで ある、 

故にす ベての 預言者 は 能く 天然 を 解し、 すべての 詩人 は 能く 神の 旨 を 知る、 預言者 も 詩人 も 均しく 直 


に 神より 遣られた る 者であって、 人よりに 非す 又 人に 由ら す、 直に 神に 由て 立てられ たる 者で ある、 

若し 强 いて 兩 者の？ 1 に 展別を 立てん とす る な ら ば 余輩 は 預ー百 者 は 昔 の 詩人、 詩人 は 今の 預言者と 謂 ふ 

"チ ユア リスト 

のが 最も 適切で あると 思 ふ、 二者 は 同 階級の 人で ある、 儀禮に s きを 置く 儀式 家、 文字 を譬ふ 祌學者 

の 正 反對に 立つ 者であって、 活 きたる 神に 最も 近く 立つ 者で ある。 

こ i や  おの 

而 して 預首 者の 中で も H レミ ャは 殊に 詩人 的で ある、 彼の 齓 かなる 婦人の 如き 情 緖は自 づと麗 はし 

き 詩の 言辭を 以て 現 はれた、 彼の 預 首に 組織 立った る 所 は 無い、 彼の 言 辭 は喊聲 にあら ざれば 嘆 句で 

ある、 哀歌に あら ざれば 短詩で ある、 心情 其 儘の 噴出であって、 其秀 美なる は 主として 其點に 在る。 

はらわ. U 

鳴 呼、 我 腸 よ 我 腸よ、 我 は 痛む、 

我が 胸板よ、 我が 心 は 我が _3 ^に悲 む、 

我は默 する 能 はす、 

我 は 喇叭の 聲、 戰 (ザの 喊を 間けば なり。 

我れ 地 を 見し に 形な く 叉ぎ しかりき、 

天 を 見し に 光な かりき、 

山 を 見し に 皆な 震 ひたり、 

すべ ての 丘 は動拖 ぎたり、 

我れ 視 しに 人は絕 えたり、 

空の 鳥 はすべ て 飛 去れり、 

天 詩人と しての KS 者 マーレ ミヤ  E; 九 七 
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田園 は 曠野と 化せり、 

すべての 邑は H ホ バ の 前に 壞れ たり、 

其 激しき 怒の 前に 壌れ たり。 

(四 章 十九 節 以下) 

in だれ 其 一例に 過ぎない、 而 かも 能く  M レ ミヤの 文體を 代表す る 者で ある、 文字に 彼の 熱情が 寫 りて、 

彼の 血管の 脈搏 を感 する が 如くに 覺 ゆる。 然し 余輩 はん r 玆に 彼の 預雷 全體に 就て 語らん と 欲する ので 

000000O000O00000000O0 

はない、 彼 を 天然 詩人と して 觀んと 欲する ので ある、 ；i に H レミ ャは預 一 百 者 中の ゥ オル ヅォス である、 

彼 は 1K 然を感 する こと 甚だ 敏く、 隨て 彼の 思想 は 善く 天然の 首辭を 以て 現 はれた、 彼 は 勿論 神の 預言 

ち 力ん ど- リ いちじ，.^  く  ^'*'f  つ； K め 

者であった から、 殊更ら に 天然 を 歌 はんと は爲 なかった、 巴旦杏 も 無架樹 も、 鶴 も、 斑鳩 も、 燕 も、 

雁 も、 豹 も、 路駝 も、 彼に 詩 題 をば 供し なかった、 然しながら 彼の 國 人に 神の 聖旨 を 傅 ふるに 方て、 

詩人 的なる 彼は自 づと是 等の 天然 物 を 以て 語った、 常に 深く 天然と 親しみ、 善く 其 心 を 解った 者で な 

ければ 斯 くも 自由に、 且つ 適切に 天然 を 以て 神の 情 を 語る こと は 出来ない、 余輩 は耶利 米亞記 を讀む 

たび 毎に 思 ふ、 若し アナ トテの 祭司の 子た る此靑 年が 神の 捕 ふる 所と なりて、 預 一一 一一 n の 職を强 いらる \ 

事が なかり しなら ば、 彼 は 第 一 等の 詩人と なりて 世界の 文學を 飾った であら ふと。 

M レミ ャは 彼が 蒙りし 最初の 默 示に 天然 物 を 以て 接した、 彼れ 預言 職に 就きて より まだ 間もなく、 

あめ んど s  ？  こずえ はく ヒ 

一日 郊外に 出で、 春まだ突ーきに巴且杏の樹の其梢に白^^を喷出するを見てぁりしに、 H ホバの 言 は 彼 

に 臨みて 曰 ふた 


H レ ミヤよ、 汝、 何 を 見る や 

と、 彼 は 答へ て 曰 ふた 

我れ 巴旦杏の 枝 を 見る 

と、 時に M ホバ 彼に 言 給 ひける は 

汝、 善く 見たり、 そ は 我れ 我 言 を爲 さんと て醒 むれば たり 

と (一章 十二 十二 節)、 巴旦杏、 へ ブル 語に て slmlsd と 謂 ふ、 「醒 むる」 の 意で ある、 我國の 梅に 

さき-力け  *1* たか  0  0  0  0 

似て 春の 魁と して 冬の 眞屮に 其 花 を 開く が 故に 斯く稱 せらる、 而 して 醒 むる 樹の 花、 あく を 見て 預言者 

の 心に 直に 浮びし は醒 むる 祌の 存在で ある、 今や 不義 は 横行し、 正義 は 眠り、 神 も 亦 眠り 給 ひし かの 

如くに 思 はれて、 預言者の 信仰 は將 さに 消えなん とした、 然れ ども 目 を 舉げて 看よ 巴旦杏の 枝 を、 醒 

むる 樹の 梢の 白團々 たる を、 天地 は 未だ 全く 眠らす、 H ホバは 世と 共に 眠り 給 はざる なり、 

視ょ、 イスラエル を 守り 給 ふ 者 は 微睡む ことなし、 又 寢るこ ともなし (詩篇 百 二十 一 篇四節 ：}、 

酲 むる 樹、 寝らざる 神と、 預言者 は 巴旦杏 を 見て ェ. ホバを 聯想した、 彼の 消えなん とする 信仰 は 百花 

の 魁なる 此花を 見て 復活した、 神 は 巴旦杏 を 以て 預 一一 一一 II 者に 語り 給 ふた、 H レミ ャはシ ャケド (醒 むる 

樹) に 由て シ ヤコ ド (醒 むる 者) の 心を識 つた、 玆に 天然 物 は預首 的に 解釋 されて、 神の 一一 目 は 之に 由 

て 預言者に 臨んだ。 

惟り パレスチナの 巴旦杏に 限らない、 我 固の 梅の 花 とても 同じで ある、 梅 は 春の 魁であって 叉 復興 

の 預言で ある、 梅の 唆く 所に 寢ら ざる 神 は 在し 給 ふ、 霜雪 地 を 閉ぢて 萬 籍聲を 潜め、 世 は 蕭條の 冬と 

化して、 革 正の 希望 全く 絶えん とする 時、 梅花の 一枝 は 吾人に 公義 来復の 希望 を 供すべき である、 吾 

天 然 詩人と しての 預 » 者 エレ ミヤ  SI 九九 
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人 は 梅花の 開く を 見て 不信者の 如くに 

梅の 花 春より 先き に^きに けり 

見る 人 稀れ に 雪 は 降りつ i 

と 歎す ベ きで はたい、 預言者 ェ レ ミヤの 心を以 て 

梅 は^けり、 不義の 夂 A は將 さに 去らん とす、 H ホバは 今より 其臂の カを顯 はし、 聖阈の を此地 

に 来らし 給 ふ 

と 唱 ふべき である、 今や 此國に 預言者 H レミ ャは 居らざる も、 巴 H 一 杏に 似た る 梅 は 在る、 吾人 は 之 を 

見て 彼に 臨みた る と 同じ 默 示 を 吾人の 心に 受く べきで ある。 

nf. へ k の 巴旦杏に 寢ら ざる 神の 守護と 活動と を識 りし-預言者 は 天 翔る 鳥に 民の 心の 頑 硬に して^ 度 

し 難き を 見た、 彼 は イスラ H ルの民 を 責めて 言 ふた、 

；大 空の 鸛は共 定められ たる 期 を 知り、 斑鳩と 鶴と 燕と は 其 来る 時 を 守る、 然れ ども 我 民 は エホバ 

の 银法を 知らざる なり (八 章 七 節) 

."th-v-o  • こ うづ. 0 

兹に其 名 を 列 ねられた る 鳥 はすべ て 所謂る 候鳥で ある、 鸛 は！^ に似て 夫れ よりも 稍々 大きく、 冬 は 赤 

道 直下、 阿弗利加 中部に ありて、 恭來 ると 同時に 北の方 パレスチナ 地方に 移轉 する 鳥で ある、 斑鳩、 

鶴、 燕、 亦 同じく 時期 を 定めて 南北に 移動す る 者で ある、 其 移轉の 時期 を 誤らざる を目擊 せし 預言者 

は 之と 對 照して 彼の 國民 の 心 の 變遷 常なら ざ る を 歎ぜざる を 得なかった、 鳥の 移 轉は其 本能 に 因り、 

人 の 變心は 其 意志 に 因 ると 言 ふと 雖も、 人 にも 亦 道義 的 本能と 稱す べき 者が あって、 彼が 神と 其 定め 


給 ひし 律法 を 知る は 直 もに 此 本能に 因る ので ある、 若し 人に して 神 を 離れ ざらん 乎、 彼 は 意力 を 以て 

努 むる ことなくして、 彼の 本能の 欲する 所に 循て 人た るの 本分 を盡し 得る ので ある、 卽ち 鳥が 本能に 

由て 還るべき 時 を 知り、 往 くべき 道 を 知る が 如くに 人 も 亦 天賦の 本能に 由て 彼 を 造りし 神 を 知り 叉 之 

に 到るべき 途を 知る ので ある、 人に 祌を 知る 本能が 無い ので はない、 彼 は 罪に 由て 之 を 失った ので あ 

る、 此點に 於て 人 は 確かに 鳥ゃ獸 に^て 居る、 視ょ、 本能の 力の 如何に 偉大なる を、 西 比利亞 の 曠野、 

北氷洋の 岸、 短 かき 夏の 光に 高く 茂る 葦の 中に 孵化され し 水鳥 は 秋 至れば 其發 生の 地 を 去りて、 lei 爾 

泰、 喜 馬 拉の嶮 を 越えて 遠く 印度の 叢林に 移り、 玆に 三冬の 寒 を 避け、 春 至れば 叉 北へ 北へ と復 たび 

其發 生の 地に 還る にあら す や、 彼等 を 大空の 中に 導く に 羅針盤 あるに 非す、 彼等に 危險の 在所 を 示す 

S 中案內 あるに 非す、 而 かも 神 は 本能 を 以て 彼等 を 導き、 彼等 をして 年に ニ囘、 地球の 周圍四 分の 一 

に 渉る 長途の 旅行 を爲 さしめ 給 ふに 非す や、 鳥類の 移轉は 博物 學者も 未だ 解し 得ざる 天然の 秘密で あ 

る、 本能 は 道理 以上、 意志 以上の 力で ある、 之 を 失 ふは大 なる 損失で ある、 之 を 保存し、 叉囘復 する 

こう ビり ゃ*4^:?と 

は大 なる 利益で ある、 而 して 鸛と 斑鳩と 鶴と 燕と は 之 を 失 はない、 然し イスラ H ル のお は 之 を 失 ふた、 

0 言 者 は 此事を ふて 長大息せ ざる を 得なかった。 

日本に も亦鸛 ((usn;;l  bcyciana) が ある、 鳩の 類に は 斑 培、 維 鳩、 紅 鳩、 金 鳩、 絲鴻 等が ある、 

鶴に は 《 那鶴、 鍋 鶴、 黑鶴 等が ある、 燕に は 普通の 燕の 外に、 琉球 燕、 腰赤燕、 しゃう どう 燕 等が あ 

る、 何れも， 候鳥であって、 時期 を 定めて 此 地に 来り、 時期 を i 止めて 此地を 去る 者で ある、 彼等 は 今 も 

^ほ 其 往來の 時 を 忘れない、 燕 は 必す其 生れし S 某に 還歸し 「 其、 曾て 受けし 主人の 恩 を 忘れす、 秋來 

れば 宇宙ぎ 處 となく 飛 去る と雖 も、 春 來れば 必す復 た 奮の 古巢に 歸り來 る、 然れ ども 人 は 如何、 基督 

天然 詩人と し て の 預 _K?i<? M レ ミヤ  五〇 i 
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敎 徒と 稱 する 者 は 如何、 彼等 は 燕に 優 さる 所 あるか、 彼等 来る 時に 何ぞ盤 勤なる、 彼等 去る 時に 何ぞ 

亂 暴なる- 彼等 は 去て 遠く 北洋に 往 きしに あらす、 而 かも 主家の 恩 は旣に 忘却して 其 門前 を 過ぐ る も 

敢て 之を訪 はんとしない、 而 して 人なる 主人に 對 して 斯 くも 浮薄なる 彼等 は 主なる 祌に對 して は更ら 

に 不虔を 極め、 祌を 信す ると 稱 する も 實は彼 を 利用す るに 過ぎない、 彼等 は實に 燕に 劣り、 鳩に 劣り、 

鷺に 劣る、 彼等 は 人なる が 故に 少しも 貴くない、 預言者 ィザャ は 彼等 如き 者に 就て 言 ふた、 

牛 は 共 主 を 知り、 驢馬 は 其 主人の 廐 を 知る、 然れど イスラ H ルは 知らす、 我 民 は覺ら ざるな り 

と (W 赛亞書 一 章 三 節」.。 

天然 は 善き を も 示し 亦惡 しき を も 示す、 天然 は 實物を 以てする 善惡 の解說 である、 鷺は 白き を 一： 小し、 

鸦は黑 きを 示す、 羊 は 優しき を 示し、 虎は猛 きを 示す、 鳩の 如く 柔順く、 蛇の 如く 智く あれと は キリ 

ストの 敎訓 である、 而 して 性 來の 天然 詩人たり し 預言者 は 能く 天然の 此兩面 を 解した。 

鸛と 鳩と 燕と は 善く 其 時 を 守る に 由て 智慧 を 示し、 鶴鴣は 無益の 業に 從 事す るに 由て 愚 を 示す、 ィ 

ス ラ H ル の 民 は 燕に 劣る、 而 して 世に は 叉 鶴鴣に 似る 者 あり、 其 人 は 誰か、 預言者 は 曰く 

鵠鸪の 己れ の 生まざる 卵 を 抱く が 如く、 義に 由ら すして 財 を 獲る 者 あり、 其 人 は 命の 半ばに して 

之 を 離れ、 其 終りに 愚かなる 者と 成るべし 

と (十七 章 十一 節)、 事實 然る か 否か は 知らす、 然れ ども 鶴路の 牝鷄 は 他の 鳥の 卵 を 集め、 之 を 翼の 下 

に 覆 ひて 己が 雛 を 得ん とする も、 其 己が 生みた る 卵に あらざる が 故に 卿 化せし 雛 は 飛 去て 跡な く、 彼 

女の 勞は 無益に 終る と は 昔時の 民の 一般に 信ぜし 所で ある、 此事を 疑 は ざり し 預言者 は 不義の 富者^ 


愚なる 鷓鴣の 牝鷄に 譬 へて 曰 ふた 

正道に 由ら すして 產を 作りし 人 は 鷗鴣の 如し、 其產は 彼の 生命 半ばに して 翼 を 生して 飛 去り、 彼： 

は 生涯の 終りに 於て 犬なる 馬鹿を見るべし。 

滑稽 を 混へ たる 詰責の 言 辭 である、 而 かも 不義の 富者 を 評し 得て 餘り ある 言辭 である、 己が 生まざる. 

卵 は 己が 子で ない、 之 を 孵化す る は 全く 無益の 勞 である、 義に 由て 作らざる 產は 己が 產 ではない、 い 

くら 骨 を 折て 之 を 培養 すれば とて その 長く 己が 身に 附き 居る 害 はない、 惡錢 身に 附 かす、 不義の 產 1^ 

翼 を 生じて 飛 去る、 政權を 利用し、 愚民 を 欺き、 百 千 萬の 富 を 作り たれば とて 其 富は竊 みし 富で あつ 

て 正當に 己に 屬 ける もので はない、 鹧鴣に 鑑みよ、 •  錢鴣の 愚 を學ぶ 勿れ、 I の 蓄財に 餘念 なき 者よ と" 

預言者 H レ ミヤ は霄 ふたの である。 

鳥 を 以て 責め、 鳥 を 以て 諭せし 預言者 は 叉獸を 以て 說き獸 を 以て 敎 へた、 S 非に 沈める 民 は 天空 を 飛 

ぶ 鳥に 譬 ふべ くより は 寧ろ 地 を 匍 ふ 獸に較 ぶべき である、 イスラ H ルの民 を 何に か譬 へん、 預言者 は 

曰く 

彼等 は 此處其 處と走 廻る 若 かき 牝賂駝 なり、 

彼等 は 叉 曠野に 慣れたる 野の 牝 驢馬な り、 

其 慾に 驅られ て 風に 喘ぐ、 

其 慾の 動く 時に 誰か 之 を 制し 得ん や 

と 0 一章 廿三、 サ四 節)、 是れ 詩歌の 境を脫 して 激越の 言で ある、 而 かも 道理の 境を脫 して 肉 慾の 要求 是- 
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れ道 とする 25^ に對 して は 最も 適切た る 言 である、 詩は必 しも 麗詞 ではない、 時に 恥の 裸 體を發 くも 亦 

詩人の 天職で ある。 

漢語に 豹變の 熟語が ある、 善に 遷 るの 義 であって、 豹の 皮 毛の 變更 して 文 をな す こと、 彬蔚た るが， 

如き こと を 云 ふなり と ある、 故に 易經に 「君子 は豹變 し、 小人 は 面 を 革む」 と ある、 然しながら ェ レ 

ミヤの 觀 たる 豹 は 全く 之と 異なる、 彼の 觀 たる 豹 は變ら ざる 豹で ある、 其 黑き圜 き 斑 文 は 終生 其 皮 毛 

に存 し、 除かん と 欲して 除く 能 はす、 洗 はんと 欲して 洗 ふ 能 はす、 兹に 於て か 彼の 有名なる 「豹の 斑 

駁」 の 比喩が 出た ので ある、 

H テ オビ ャ人其 皮膚 を變へ 得る か、 

豹、 其 斑 駁を更 へ 5：： るか、 

若し 之 を爲し 得ば 惡 に惯れ たる 汝等も 善 を 爲し得 ベ し ( 十 三 章 サ 三 節)  . 

ヱ テ オビ ャ人は 性 來の黑 人で ある、 彼等 は 如何に 望む とも 其黑擯 色の 皮膚 を變 じて 雪の 肌と なすこと 

は 出来ない、 豹の 斑駁 は性來 の汚點 である、 是れ洗 ふ も 磨く も 除く ことのお 來 ない 者で ある、 其 如く 

鹿に 生れ、 其 中に 成育ち たる 人の は 性來の 罪で ある、 之 を 除かん とする は H テオ ピャ 人が 其 皮膚 を 

變 へんと する が 如く、 豹が 其 斑 K を 除かん とする が 如く 難い、 是れ 到底 人力 を 以て 爲す ことの 出来る 

事で ない、 預言者が 他の にて 曰 ひしが 如く 

すべて G もの 

人 の 心 は 萬 物よりも 偽 は る 者な り、 是れ 改善の 希望な きまでに 惡し (十 七 章 九 節 ：>、 

黑 人の 皮 15! と 豹の 斑 气 之に 加 ふるに 人の 心、 世に 變ら ざる 者 は是れ である、 道 德は說 かる &も、 政 


治 は 改めら る &も、 美術と 學 術と は 如何に 進歩す ると も、 變ら ざる 者 は 人の 心で ある、 是れ 絶望的に 

惡 しき 者、 之を改 むる 力 は 人より 出づ るに 非す して 神より 来らなければ ならない、 故に 此 絶び マ： の 言 を- 

發 せし 預言者 は 後に 改更の 希望 を 述べて 曰 ふた、 

エホバ 曰 ひ 給 ふ、 

視ょ、 時 は 到らん とす、 

我れ イスラ H ルの 家と ュダの 家と に 新たに 契約 を 立てん とす、 

是れ 我が 曾て 彼等の 先祖の 手 を 取りて H  、チ ブトの 國 より 彼等 を 導き出せし 時に 彼等に 立てし 契 

約に 循る 者に 非す、 

此 契約 は 彼等 之 を 破りたり、 我れ 彼等に 對 して 善き 夫たり しに 關 はらす と エホバ E ひ 給 ふ、 

然れ ども 我が 後の 曰に イス ラ H ル の 家に 立てん 所の 契約 は是 なるべし と H ホバ 曰 ひ 給 ふ、 卽ち 

O000000C0000OO0 

我れ 彼等の 衷に我 律法 を 置くべし、 

ooc〇o>oocoo〇 し， 0  000 

我れ 是を 彼等の 心 の 上に 記す ベ し、 

我 は 彼等の 神と なるべし、 彼等 は 又 我 民と なるべし、 

彼等 は復 たび 各人 其 隣人に 告げ、 叉 各人 其 兄弟に 告げて r 汝、 H ホバを 識れ」 と 言 はざる ベ し- 

そ は 小なる 者より 大 なる 者に 至る まで 悉く 我を識 るべ  ければ 也と  M ホバ 曰 ひ 給 ふ、 

OOOC0OO0OO0O  0000 〇 000000000 

そ は 我れ 彼等の 不義 を赦 し、 其 罪 を復 たび 思 出さ、. -れ ばな り。 

(三十 一章 卅 一— 卅四 節) 

ェ テオ ピャ 人の 皮膚 も 終に は 雪の 如く 白くな るべ し、 豹の 斑驳も 終に 除か れ て 汚な き穢れ なき 羊の 如 
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くなる べし、 而 して 罪に 慣れたる 人の 心 も、 意志の 力に 由て に 非す、 敎師の 訓誡に 由て に 非す、 神の 

無限の 30 惠に 由て 聚き 全き 者と なるべし と、 預言者 は責 むる ばかりで はない、 又 慰む、 傷け るば かり 

ではない、 又 癒す、 豹の 斑 殿 を 以て 始め、 天使の 衣 を 以て 終る、 預言者 は 畢竟す るに 訓慰師 である" 

M レ ミヤの 詩人 的 觀察は 草木 禽獸の 生物に 止まらない、 山川 礦石の 無生物に 及んだ、 而 かも 彼 は 小 

にして 乎 近 かなる を擇 らんで 大 にして 宏遠なる を 避けた、 大瀑を 歌け すして 小 泉 を 讚へ た、 岩石に 比 

ベす して 寶 玉に 喩 へた、 詩人と して H レ ミヤの 秀 美なる は 其 引用 物の すべて 素樸なる に 在る、 彼が 圃 

人の 罪科 を 天に 訴 へたる 言 辭に 左の 如き 者が ある、 

天よ、 此 事に 駭け、 

甚く 慄け よと エホバ 曰 給 ふ、 

我 民 は 二つの 惡 事を爲 せり、  . 

彼等 は 活ける 水の 泉なる 我を棄 て、 

己が ために 水 溜 を 堀れ り、 

水 を 保たざる 壞れ たる 水 溜 を 堀れ り。 

ニー 章 十二， 十一 一一 節〕 

「活ける 水の 廒」 と は遼々 として；？ S 出て 洞る k ことなき 天然の 廉 である、 之に 對 して 水 溜 は 人の 作り 

し 者であって、 其 量 は 少なく、 其 供給に 限りが ある、 天然の 泉と 人 爲の水 溜、 神と 政.：^ 叉 は 敎會、 前 

者 は 無限であって 後者 は 有限で ある、 前者 は 常に 新鮮であって、 後者 は 常に 腐敗して 居る、 而 かも 人 


は 好んで 神 を 去って 官吏と 役者に 寄る、 水 を 保たざる 壞れ たる 水 溜なる 政府と 敎會に 依る。 

金剛石 は 石の 中で 最も 堅い 者で ある、 之 を 以て 岩の 面 を も 容易に 刻む ことが 出来る、 此事を 知りた 

る 預言者 は ュ ダ の 罪を述 ベ て 曰 ふた、 

ュダの 罪 は鐵の ペン を 以て 書かる 

金剛石の 尖 を 以て 記さる 

彼等の 心の 石碑の 上に 刻まる 

彼等の 祭壇 2 隅に II けらる 

と (十七 章 一節)、 ュグの 罪 は 鐵のぺ ン、 金剛石の 尖 を 以て 其 心の 石碑の 上に 刻まる と 云 ふ、 實に强 い 

言葉 である、 善く 金剛石の 堅き と 人の 心の 頑 硬なる と を識る 者に あら ざれば 此言 を發し 得な い 0 

*  ホ 

此他耶 利 米亞記 全篇 を 通う して 之に 類した る 言は少 くない、 余輩 は此書 を讀む 毎に 英國 詩人 ジョン， 

ゲイの 有名の 作なる 『牧者と 哲學 者』 の 中の 左の 一 句 を 想 出さ る を 得ない、 

天然の 法則 を 探り 

其眞理 より 訓誡 を 引かん 乎 

人は學 問に 依る ことなくし て 

能く 賢且 つ 善且 つ 智な る を 得 ベ し。 
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工 レミ ャ傳硏 究 

第一 囘 祭司の 子 エレ ミヤ 

エレ ミヤ は ユダヤが 産んだ 最大の 預言者で ある。 彼の 外に 數多 の預首 者が あつたが、 預首は 彼に 於 

てらし あは 

て 其 絶頂に 達した と 云 ふ 事が 出来る。 H レ ミヤの 位ら さは 彼の 時代に 照合して 彼の 預言 を讀ん で兒て 

^明る。 エレ ミヤが 解ら すして 聖書 は 解らない。 又ィ H スキ リス トは 解らない、 隨 つて 基督 敎は 解ら 

ない。 宗敎は 儀式で ない、 道德 である、 信仰で ある、 服從 であると は 特^に 彼が 高調した 所で ある。 

△  △ ム厶厶 <"< ！厶厶 AA 厶厶厶  <1<"<3<:<:<3<3 厶厶 <"△ 厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 厶  <1< ！厶 

耶利 米亞記 五十一 一章 を 通う して、 M レ ミヤに 由り て 唯の 一 囘 たりと も 奇跡が 行 はれり と 云 ふ 記事 はな 

二  ため し 

い。 又 祭事 禮拜 に關 する 俄 式の 示されし 例 は 一 もない。 凡てが 厳格なる 正義の 唱道で ある。 そして 預 

言 者 彼れ HI 身が 其嚴 格なる 實 行者であった。 

萬 軍の エホバ、 イスラ H ルの祌 此く言 ひ 給 ふ、 汝 等の 犠牲に 燔祭" の 物 を 合 はせ て 肉 を 食らへ、 そ 

は 我れ 汝 等の 先祖 を H ジ プ 卜より 導き出 だせし 日 に 、 燔 祭と 犧牲 とに 就て 語りし ことなく 叉 命ぜ 

しこと なし。 惟我れ此|5^^を彼等に命じたり、 卽ち汝 等 我が 聲を聽 かば 我れ 汝 等の 神と なり、 汝等 

我が W とならん。 且 我が 汝 等に 命ぜし 凡て の 道 を 行み て 福祉 を享く ベ し と 言 へり (七 章 ニー—  ニー ：1 


節：)。 

ュダの 人々 と H ルサ レムに 住める 者よ、 汝等自 から 割 曲^ を 行 ひて エホバに 屬き、 己れ の 心の 前の 

皮 を 去るべし。 然ら ざれば 汝 等の 惡 行の ために 我が 怒の 火の 如くに 發 して 燃ん、 之 を滅す 者な か 

るべ し (四 章 四 節 〕o 

凡てが 此類 である。 儀式 を 無視した 言で 之よりも 强ぃ者 はない。 若し ェ レ ミヤがん マ 日の 羅馬 天主 敎會 

又は 英國聖 公 會叉は 獨逸ル ー テル 敎會の 內に現 はれたならば、 彼等 は 一 日 も 彼の 彼等の 間に 留まる 事 

を 許さない であらう。 如何なる 無敎會 信者と 雖も、 預言者 H レ ミヤが 敎會を 攻撃した 言よりも 强ぃ言 

を發 した 者 はない。 實に耶 利 米 亜記が 紫 書の 內に存 る 間 は 無敎會 主義 は 基督 信者の 間より 絶えない。 

然るに 不思議なる 事に は、 此 くも 激烈に 俄 式と 之 を 司りし 祭司 階級と を攻擊 せる H レ ミヤが 自身 祭 

司の 子であった ので ある。 

此 はべ 一一 ャ ミンの 地 アナ トテの 祭司の 一 人なる ヒル キヤの 子 H レ ミヤの 首な り 

と ある (一章 一節)。 卽ち 祭司の 子が 祭司 を 責めた ので ある。 恰 かも |5 侶の 子が 僧侶 を 貴め、 神官の 子 

が祌 宫を擊 つたと 同然で ある。 然し 怪しむ に 足りない。 |1 侶の 弊害 を 最も 克く 知る 者 は 僧侶で ある。 

祭司の 子と して 生れし M レミ ャは 最も 克く 祭司の 缺點を 知った。 故に 彼 は 祌の爲 に、 然り 祭司 階級 其 

物の 爲に 祭司と 祭事と を 潔 めんと した" 而 かも 彼 は 長老 敎會の 牧師の 子と して 生れし tr パ ー 卜. イン 

ガ— ソルが 敎會を 離れ 信仰 を棄 て、 敎食 を攻擊 したと は 全く 異なり、 信仰の 中心に 入りて、 其 疾病と 

して 外に 現 はれし 害毒 を 去らん としたの である。 預言者 ァ モ スが 農夫と して 敎會の 外より 之 を 潔 めん 

とせし が 如くに、 預首者 H レミ ャは 祭司の 子と して 其の 內 より 之 を 矯めん としたの である。 
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アナ トテは エルサレム の 東北 三哩に 在る 邑 である。 初めより ァ 口 ンの 子孫に^ 當ら れし邑 であって 

「祭司 村」 であった (ヨシ ユア 記 二十 一章 十八 節 を 見よ)。 H レミ ャは 祭司 村に 生れし 祭司の 子で あ 

- つたので ある。 彼の 父 を ヒル キヤと 云うた。 ヒル キヤの 名 は 祭司の 名と して 普通の 者であった らしく 

ある。 歷代志 略 上 六 章 HI 五、 四 六 節、 同 六 章 十一 節、 ネへ ミヤ 記 十二 章 七 節、 殊に 列 王紀略 下廿ニ 

.wra— 一  四 節 を 見るべし。 其內 最も 有名なる はョ シャ 王の 時の 祭司の 長なる ヒル キヤであって、 王と 

協力して 宗敎 改革 を 行うた 人で ある。 そして 此 人が M レ ミヤと 同時代の 人で ありし が 故に、 或る 舉者 

は Kfe 者 を 祭司の 長の 子と 兑做 すので ある。 勿論 然ら すとの 證據を 看 出す こと 能 はすと 雖も、 而 かも 

耶米利 記の 5： に此 事に 關 する 記事な きに 由て、 其の 然ら ざる を認 むる が當然 である。 卽ち 預言者 H 

レ ミヤ は 祭司の 長 ヒル キヤの 子に 非す して、 アナ トテの 祭司 村に 住ゐし 他の 祭司 ヒル キヤの 子と して 

見る が當然 である。 

然れ ども 以上の 引證に 由り H レ ミヤの 祭司 關 係の 密接な りし 事 は 明かで ある。 彼 は 生粹の 祭司で あ 

づた。 彼の 血管に は 最も 濃厚なる 祭司の 血が 流れて 居た。 而 して 祭司た る は 恥辱に 非す して、 其反對 

に 名譽の 極で ある。 神と 人との 問に 立ちて、 祌を 人に 紹介し、 人 を 神に 執 成の 聖き 職に 在る 者で ある。 

坊主、 偕 侶の 名が 賤 めら る \ に 至りし は、 其 職の 餘 りに 高き が 故に、 之 を漬す 者の 多き に 因る。 エレ 

ミヤ は 祭司の 子と して 生れて 聖職の 家に 生れた ので ある。 彼に 在りて イスラ H ルの 神職 は殆ん ど其理 

想に 達した ので ある。 米 國學生 間の 護に 曰く 「最も 不品行なる 舉生は 牧師の 子な り」 と。 然れ ども 事 

實は 其然ら ざる を 示して 餘 りが ある。 最も 有名なる 牧師 ジョナ サン • ヱ ドヮ， I ドの 子孫 は 其 高 德を以 

て 名高く、 彼の 血統 を 引く 米國 人に して、 社會备 階級に 涉 りて 椹 要の 地位 を 占む る 者は數 百を以 つて 


ま へらる との 事で ある。 ビ ー チヤ ー 家 アボット 家ド ワイ 卜 家 等 は 孰れ も 牧師 の 家 を 以て 有名で ある。 

而 して： 等の 家に 生れし 男女に して 米國の 道德的 威權を 維持して 力 ありし 者の 多 かりし は 人の 克く知 

る 所で ある。 祭司の 家に 生れし こと を 恥づる 勿れ。 祭司た るの 理想 を實 現して、 家 を 輿し、 國に盡 す 

所 あ る ベ し。 

H レミ ャは 祭司の 子と して 生れ、 イスラ H ルの 信仰 を、 人と して 達し 得る 最高 點 にまで 進めた。 彼 

は 祭司に 反き、 祭司 は 彼 を 攻めつ k ありし 間に、 祭司の 理想 は 彼に 由り て實 現された。 驚くべき 神の 

攝理に 由り て 奮 約の 敎は アナ トテの 祭司 ヒル キヤの 子 M レ ミヤに 由り て其發 達の 極に 達し、 之 を土臺 

として 新約 は 起り、 福音 完成の 途が 開かれた。 舊 約の 人物に して 新約の ィ H スに最も近き者はニ.^" 

ャ であった。 若し ィ H スの 前例が あつたと すれば、 それ は 預言 タも H レ ミヤであった。 耶利 米亞記 研究 

め 興味と 必要 は 此點に 於て 在る。 M レ ミヤ を 解ら すして 基督 敎が 解らない と 云 ふ は 是が爲 である。 

第二 囘 エレ ミヤの 時代 

イスラエル の預曾 者の 中に 於て M レ ミヤ は 最も 著しき また 特異なる 地， 位 を 占む る 者で ある。 彼に 於 

• て 預言の 精神 は 其の 最高 調に 達した ので ある。 奮 約に 顯 はれた る 最も 深き 信仰 を 味 はんと 欲せば 是非 

とも 彼 を 研究す るの 必要が ある。 殊に 又 彼の 異常なる 苦難 殉教の 生涯 は、 彼の 後に 顯 はるべき ナザレ 

人ィ H スを思 はしむ るので ある。 彼 は 生涯 を 通じて ィザャ の 所謂 「悲哀の 人」 であった。 新約に イエ 

X の 福音 を 解 せんと 欲せば 何人も H レ ミヤの 研究 を 怠って はならない。 
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先づ H レ ミヤの 預言と 信仰と を 研究す るに 常つ て 必要なる は 彼の 生^せし 年代と 共の 歴史的 背景で 

ある。 H レミ ャは raK たして 何時の 時代に 活動せ る 人物で ある 乎。 之 を 探ぐ るに 常り て 或確實 なる 年代 

をお むる 事が 必要で あるつ そして バビ 11 ンの 歷史、 ギリシャの 史家へ „1 ド タスの 記錄 及び 聖書の 記事 

等より 多く の 學 者の 永き 間 の 研究の 結 Ei^ 今 口 に 於て は ほ 之を發 見す る 事が 出来た。 それ は卽ち M ル 

O0O000O0OO0000  O0O000000C0000  CO000OOOO00OOOOO 

サ レム がバ ビ & ン 王 ネブカ ドネ ザ ルに 依て 亡ぼされし 年で ある。 此 年が 西曆 紀元前 五八 七 年に 相當す 

O0O000OOOOOOOCO0OOOO 

る 事 は 殆んど 凡ての 學 者の 一致す る 所で ある。 

若し 第 一 囘の 此の M ルサレ ム 滅亡 (イスラ ヱ ルの歴 .5^ に 於て H ルサ レム は 一 一度の 滅亡に 遭うた、 一 

虚は バビロン により 二度目 は 0 1 マに よる 紀ー兀 七十 なり) の 年が 定まれば、 エレ ミヤが 當時 都に あ 

りて MIn 者と して 活動せ る 事が 架 書に よりて 明で あるから、 彼の 生存せ る 年代 を 明に 知る 事が 出来る 

めで ある。 紀元前 五八 七 年 は 今より 數 へて 二 干 五 十二 年、 我國 神武 天皇 建 國の第 七十 ra 年に 當 るの 

である。 若し 我國の 歷史， の 年代に 約 六百餘 年の 違算が あると すれば、 これ 實に 神武 天皇 以前 六 百年と 

たるので ある。 

馬 太 傅 一章 十一 節に、 「バビロンに 移さる、 頃、 ヨシヤ、 H コ 一一 ャと 其の 兄弟ら と を 生めり」 と あ 

る。 M ルサレ ム 滅亡に 先ち H レ ミヤの 時代に 於て ra: 人 叉 は 五 人の 王が ユダヤ を 治めた ので ある。 卽ち 

ョ 、ンャ 位に つきて H  サレ ム にて 三十 一 年 世 を 治め、 其 子 H ホア ハズ 之に 代り 僅かに 三 ヶ月 王位に 在 

"， 彼れ-ジブ ト王 ネコ の廢す 所と なり、 其 兄弟 H リャ キム (改めて エホ アキ ム) 立てられて 十一 ， ヰ 

世 を 治め、 次いで 其 子 M ホイ アキ ン (M コ 一一 ャ) 三ケ ユダヤ を 支配した。 此時バ ビ 口 ン 王の 軍 攻め 

來り 王と 民と を 捕へ て 之 をバビ 口 ンに 移し、 M ホイ ァ キンの 兄弟 ゼデ キヤ を H ルサレ ムに殘 して 王た 


らしめ たので ある。 彼れ 世 を 治む る こと 十一 年、 バビロンに 叛 せし によって、 ネブカ ドネ ザル王 親ら 

大軍を 率 ゐて來 り H ルサレ ムを包 圍し途 に 火 を 以て 都 城 を燒き エルサレム は玆に 全く 滅ぼされて しま 

つた (列 王 下 ニニ  — 二 五 章， 歴代 下 三 四— 三 六 章)。 故に ョ シ ャの卽 より M ルサ レム の 滅亡まで 總 ベて 五 

十三 年 六 ヶ月で ある。 然るに H レ ミヤの 聖 召が ョ シャ 王の 十三 年と あれば、 國都 滅亡の 時ェ レ ミヤ は 

少な くと も 四十 年間 は 預言者た るの 生涯 を 達って 居た ので ある。 彼 は 此の 永き 間絕 えす 王と 民との 罪 

を 責め H ルサ レム の 滅亡 を 預言し つ M ホバ に歸 向すべき をす、 め來 つたので ある。 次に H レ ミヤが 

預言者と しての 聖召を 蒙りし は 何歳で あつたか。 之 は 聖書に は 記されて 居ない けれども、 H レミ ャ記 

一章 六 節の 言に 依て ほ 推察す る 事が 出来る。 兹に 「幼少に よりて」 と ある 原語 (nahr) と は 「青年」 

の 意な りと 云 ふ。 此の 青年期 を 今 かりに 十六 七 歳より 卄 五六 歳の 間と すれば、 先づ 二十歳 前後と 思へ 

ば 大差ばない であらう。 

H レ ミヤ は斯 かる 弱少の 身 を 以て 神に 召され 萬 民の 上と 萬國の 上に 起 てられて 預言者た るべき 命 を 

受けた ので ある。 彼の 聖召を 一 一十 歳の 時と すれば エルサレム の 滅亡 は その 六十 歳の 頃で ある。 此 時に 

至る までの 彼の 生涯 は 實に不 斷の戰 闘 叉 息 難の 速續 であった。 然し 乍ら 彼に とりての 最大の 失望と 打 

擊は 勿論 H ルサレ ム の 滅亡であった。 然 かも 彼の 悲しみ は玆に 終らす、 H レ ミヤ は敗殘 せる 亡 國の民 

と共に 荒れた る 國に留 りて 尙ほ も^の 言 を宣 ベざる を 得なかった。 そして 最後に 敗餘の 民と 共に 異邦 

H ジ ブトの 地に 曳き往 かれ、 其處 にお そらく 彼の 殉敎的 生涯 を 終った ので あらう。 

斯 くの 如き 悲痛なる 境遇に ありても M レ ミヤの 勇氣と 信仰 は 少しも 挫けす、 彼の 精神 は 老年に 至る 

に 及んで 益 々鋭くな つた。 凡ての 迫害の 屮 にも 彼 は 神の 正義 を唱 へて 少しも 讓ら す、 己が 受けし 預言 
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者の 使命 を 最後まで 守り 通した。 我等 は 今日 彼の 死後 一 一千 五 百餘年 sfin に 於て 彼の 一一 目 を讀み 我等の 良 

心を覺 ffi せしめられ るので ある。 人類の 文明 史に 於け る 二 千 五 百年 は實に 長年 月で ある。 斯 かる 逮き 

昔に、 H レ ミヤの 如き 偉大なる E わ 想と 深遠なる！ 仰 ありし を m 心 ふて、 我等 は 只 驚嘆す る ほか はない。 

ギリシャに ソクラテス、 プラト—. ひ 出で し は 之より 遙 かに 後の 事に 屬 する。 バビロン、 エジプト は 勿 

論、 今日 二十 f 紀の 文明 世界に 我等 は 菜た して 一 人の ェ レ ミヤの 如き 人物 を發 見し 得よ-つか。 最も 進 

歩せ る^ 界 思想に 照らしても ェ レ ミ ャの言 は 少しも 劣らざる のみなら す、 依然として 我等の 信仰の 大 

敎師、 人類の 先達^た るの 位 を 失 はない ので ある。 斯 かる 人物 を 有し か i る 一一 目 を 記せる 聖書 こそ 何 

よりもよ き祌の  一一：  一 n たるの 實證 ではない か。 

次に 注意すべき は 滅亡 前 五十 三年 問の ユダヤの 有様で ある。 此 11 は 王政 衰退、 國內 不振の 時期で あ 

つた。 其 中 で^き 王はョ シャ 一 人であって、 他 は 悉く 惡 しき 王であった。 國亂れ 民 隨 落せる は 當然の 

結 SJ^ である。 加 ふるに 當時 北方に アツ シリャ W ありて 猛威 を 退う し、 南に H ジ ブトの 勢力の 强 列-: なる 

ありて、 互に 相脾 睨して ゐた。 此の 二 大强國 の 間に 挟まれた る ユダヤ 國は 常に 兩 軍の 戰鬪地 であった。 

ユダヤの 存在が 常に 危機に 顆 せる は 誠に 止む を 得ざる 所であった。 此 時に 位に つきし が ョ シャ である。 

彼 は 其性英 通に してよ く 心を國 政に 用 ひた。 卽位 十八 年 卽ち彼 一 一十 六 歳の 時に 有名なる 大 改革 を實行 

した。 ^像 崇拜を 魔し 其の 壇 を 毀ち、 尺の §1 に涨る 弊風 を 一 掃した。 M ホバ の 家に 「モ ー セ の 律法」 

が 祭司 ヒル キヤに よりて 發 見せられ たの も此 時であった。 預言者 ェ レ ミヤ も當時 アナ トテ にあり て此 

の 改革 を 喜んだ 事で あらう。 「彼の 如く 心 をつ くし 精神 をつ くし カを盡 して モ ー セ の 律法に 全く 從ひ、 

ヱホ バに歸 向せ し 王 は ヨシヤの 先に は あら ざり き。 また 彼の 後に も 彼の 如き ものな し」 と 列王紀 記者 


は 讚へ てゐ る。 然し 乍ら ョ シャ はまた 餘 りに 氣に 逸る 王であった。 玆に ェ ジブ ト王 ネコ は アツ シリャ 

の 後を繼 ぎし バビ n ンを 攻略 せんとて 其國 境なる ュ フラテ 河 を さして 進み 来った。 是れ アツ シリャ と 

シリャ の境ュ フラテ 河畔なる 力 ルケ ミシの 渡し を 占領し、 シリャ 一 帶を H ジ ブトの 勢力 範圍に 納めん 

との 野心に 由る のであった。 然るに ョ シャ王 は 進んで バ ビ 口 ン 軍に 應じ、 ネ コ に 反抗して H ジブ ト軍 

を メギド ン に邀擊 せんとして 不幸 戰死を 遂げて しまったの である。 斯くて 中 輿の 業 中途に して 敗れ、 

之より ユダヤの 诚亡は 初 まった ので ある。 彼に 代って 王たり し ェ ホア ハ ズは惡 しき 無能なる 王で あつ 

た。 彼 は 忽ち H ジプト 王に 廢 され H ホア キムが 立てられた。 彼 は亦惡 しき 王であって 祌 にも 時勢に も 

逆ひバ ビ B ンに 通じ 之に 臣服し やがて 亦叛き 遂に バ ビ ロンに 捕へ られ た。 次に 立ちし H ホイ アキ ン亦 

暗愚に して 祌に從 はす 三 ヶ月に して バ ビ B ン 王に 攻められ 民と 共に M (邦に 捕へ 移されて しまった。 最 

後に エルサレム に 王たり し ゼ、. テキ ャ亦惡 しく 遂に 彼の 治世 第 十 一 年に 最後の 沒 落が 到来した ので ある。 

斯か る 對外關 係 を 有す る ユダヤ 阈の 取る ベ き 態度 は 實に至 難の 事であった。 如何にして 南北に ある 

： 潮 强國の に 己が 方針 を 走むべき か。 是れ はまこと に ユダヤの 獨 立に 係 はる 最大！！ 題であった じ 此時 

に 當 つ て 國內 の 輿論 はバ ビロンに 頼るべし と 主張す る バ ビ & ン 派と ェ ジ ブトに 屬く ベ し と 云 ふ H ジ プ 

ト 派に 分裂し、 彼等 は 常に 相反 目して 爭を 緩け てゐ たので ある。 然し 乍ら 此の 國. の 危機に 際して ュ 

ダャ國 の 執るべき 唯一 の正當 なる 方針 を敎 へんと せる がィ ザャ、 M レ ミヤの ニ豫言 者であった。 彼等 

の 主張す る 所 は 極め て 簡 ffif 明瞭で あつ た 。 

ユダヤ は 神の 選民で ある。 故に バビロン にも 顿る ベから す、 H ジプト にも 頼る ベから す。 彼等 は 神 

を 知らざる 不信の 民で はない か。 我等の 據所は 萬 軍の 主なる H ホバ の 神で はない か。 我等 はた、. - ェ ホ 
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パ にの み歸 向し、 是 等兩國 の紛爭 の 上に 超然と して 斷然祌 なる 獨立を 守るべし、 然 らば 神 我等 を 助 

け 給 ふで あらう と。 然るに 王 達 も 民 も 此の 言 藥に從 はす、 或は バビ n ン にたの み 或は H ジ ブトに 通じ 

た。 そして 國 2： に 統一 せる 根本の 方針な く國の 滅亡 は 次第に 明かに なった。 殊に H レ ミヤの 時に 至り 

て は ュ ダャは 全く 泥 亂に陷 つてし まった。 此の間に 彼 は獨り 起って 徹底的に 神の 言 紫 を 叫び 通した。 

彼 は 最後に. む を 得ざる 政略と して バビ U ン に服從 すべき を勸 めた。 其れが 爲に彼 は ヱ ジプト 派より 

阈贼 として 迫害 せられた。 離 か H レミ ャの 如く 愛 s の 至情に 燃 ゆる 者ぞ。 然 かも ユダヤ 國 人の 中に 一 

人の 同志 をも發 見せす、 民 は 彼 を 國賊と 呼んだ ので ある。 斯くて 王 も 牧伯も 祭司 も 民 も 少しも 彼の 警 

告に耳 を 傾ける ものがなかった。 

此の 有様 を繼 緩せ る ユダヤの 滅亡 は 今 は 火 を^る よりも 明であった。 之 を 憶 ふて 愛國者 H レ ミヤの 

心中 赏に堪 へ 難き ものが あった。 あ、 H ルサ レムよ、 H ルサレ ム よと は 幾度 彼の 心臟 より 屮 I でし 悲痛 

なる 叫びであった らう。 彼 は 凡ての カを盡 して 悔 改め をす k めた。 然し 之 等の 總 ての 努力 は 全く 無益 

に 終った。 彼の は 取 も 切なる 祈禱と 希ば S に反して 歷ぉは 滅亡へ と 急ぎつ k あった。 之 を 見て H レ ミヤの 

心に は旣に 神の 刑罰の 日來 り荒廢 たる 都の 姿が 明かに 映 じたので ある。 

「嗚呼 わが 腸よ 我が 腸よ、 痛苦 心の底に および、 わが 心 胸 と^ろく。 われ 默 しがた し。 我が 靈魂 

よ、 汝菰 の聲と 軍の 鬧を 聞くな り。 敗滅に 敗滅の しらせ あり、 この 地 は 皆 荒され、 わが 幕屋 は 

頃刻に やぶれ 我が 幕 は 忽ち 破られたり (ヱ レミ ャ記四 章 一九 *  二 〇)。 (本 項 J« 下， 石 原 兵 永 筆記) 


第三 囘 X レ ミヤの 聖召 

耶利米 亜 記 一章 rail 十 節 

預言者 M レ ミヤ は 祭司の 家に 祭司 ヒル キヤの 子と して エルサレム の近邑 アナ トテの 地に 生れた。 彼 

が 生れし 時 は ユダヤ 國減 亡に 先つ 凡そ 六十 餘年、 實に內 外 多端の 時であった。 此時彼 は 其の 齢 未だ 漸 

く 一 一十、 遂に 神に 召されて 神の 預言者と して 此の 多難の 時代に 處 すべく 餘儀 なくせられ たので ある、" 

一章 四 節 以下 は 彼の 聖召を 記す 最も 有名なる 記錄 である。 彼は此 時、 また 斯 くの 如くに して 神の 聖召 

を 蒙った。 今日の 言 紫 を 以て 之 を 言へば、 是れ 彼が 神の 預言者た るべき 就任式であった。 勿論 是れ以 

前に 於ても 彼 は 深く 神と 交 はり、 己が 未来の 使命に 關 しても また 或る 豫感 を懷 きし 事で あらう。 然し 

乍ら 彼 は此時 始めて 或る 疑 ふ 可から ざる 神の 餘を きき、 確實 なる 經驗を 通して 己が 神に 選ばれし 器た 

る を自覺 したので ある。  . 

皮 は 如何 4 して 此の 大任 を 授けられた 乎。 視ょ、 今 萬國の 上に 立てら るべき 預言者、 彼 は 未だ 懷か 

に 二十歳 前後の ー靑 年で ある。 召し 給 ふ 者 は 萬 軍の 主たる H ホ バの祌 である。 彼の 授かるべき 職分 は 

萬國の 運命に 關 はって ゐる。 然 かも 其處に 居る 者 はた f H レ ミヤと 祌 のみ。 莊嚴 盛大なる 儀式 あるに 

非す、 文武 百官の 參列 する にあら す、 大僧正 大 監督の 立 合 あるに あらす、 彼 はた 獨り エホバの 神に 

對 ひて 立ち、 此の 大命 を 授けられ たので ある。 何と 簡 なる 親任式で はない 乎。 

然し 乍ら 其の 意味の 深遠なる、 其の 事實の 重大なる 之 を 憶へば 憶 ふ 程實に 驚く ばかりで ある。 一 一十 
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？ f のせ 年が 神に 代りて、 「萬圃 の 上と 萬 民の 上に 立てられ、 或は 拔き 或は 毀ち、 或は 滅ぼし 或は 覆し、 

或は^て 或は 杭 ゑ」 る 可き 描 能を授 つたので ある。 彼 は 神に よりて ュ ダャ 一 國 のみなら す 萬國の 興敗 

まで も 言す ベ き 命 を 受けた ので ある。 若し 此の 事が 事實 でないならば， &は將 さに 狂氣の 沙汰で あ 

るし 

狂氣か 妄想 か、 問題 は 事實に 由って 定められねば ならぬ。 エレ ミヤの 預言の 言葉と、 彼の 生涯と 人 

物と そして 世界 歷史と は 此の 事の 事實 なる を證 明して 餘 りが ある。 先づ 此の 絶大なる 使命 を 受けし 時 

のェ レ ミヤの 心 _3?- を 見よ。 其處 に：^ 取 も 人 問ら しき 心情の 發 露が 見える。 彼 は 誇大 想 狂でなかった。 

彼は自己が到^^か>-る^3:任に堪ふる器でなぃ事をょく自覺してゐた。 自己の 齢と 經驗と 信仰が 此の 職 

分に 對 して 餘 りに 無力なる を 知って ゐた。 彼 は 神に 對 つて 答へ ざる を 得なかった。 「喧主 M ホバ よ。 

視ょ、 我 は 幼少に よりて！^ S る こと を 知らす」。 是れ 彼の 心より 湧きし 最も 自然の 感じであった。 そし 

て 此の 首 葉 こそ M レ ミヤの 人 問 性 を 示す ものである。 彼が 決して 己が 力 を 過信し、 徒らに 安 想に 耽る 

人物に 非す して、 ：- 取 も <：5 識 と謙讓 とを備 へたる 人ら しき 者であった 事 を證據 だてて 居る ので ある。 

然し 乍ら 彼に 關 する M ホバ の 御意 は 動かす、 再び その 言はェ レ ミヤに 臨んだ。 r 汝 われ は 幼少と い 

ふ 勿れ」 と。 祌は 充分 彼の 躊^の 當然 なる を.^ り 給 ふた。 故に 其の 恐怖と 躊躇に 打 勝つ 可き 理由 を 示 

し 給 ふた。 卽ち M レ ミヤが 自己の 力に よって 此の 大任に 當 るので はない。 祌 御自身が 彼 を 遺 はし、 彼 

が 語るべき の 一一-一 口 葉 を 授け 給 ふので ある。 H レミ ャは唯 神の 遣 はし 給 ふ 所に 注き、 其の 命じ 給 ふ 一 百 を 語 

りさへ すれば よいので ある。 働き 給 ふは祌 である。 神が 凡ての 力 を 以て 彼と 偕に 在し 彼 を 救 ひ 給 ふの 

である。 此の 一一-：;; をき k 彼 は 始めて 信仰の！^ めを發 見した。 斯くて 彼 は 全く 神に 餘债 なく せられて 遂に 起 


ち、 神の 命じ 給 ふ 如く 其 の 任務 を受 くる に 至った ので ある。 

兹に义 露の 預言者と 偽の 預言者と の IHi:^ が ある。 前者 は祌の 言に 接し 其の P ^〔を 蒙り、 到底 己が 共の 

器に あらざる を 自覺し 出來 る 限り 之を辭 せんとす るので ある。 然 かも 神の 御意の 動かす ベ からざる を ■ 

知り、 遂に 神に 强 ひられて 止む を 得す 起 つて 祌の 首を述 ぶる に 至る ので ある。 之に 反して 偽の 預言者 

は 未だ Jt- の 言 をう けざる に 自ら 神の 召 をう けしと 思 ひ、 我 こそ 眞の 預言者、 我 は 之 を 以て 起ち 國を救 

ひゆ を 改めん とし、 我に よらす して は 社 會も國 民 も 改革され すと 考 ふるの 輩で ある。 

此の 事赏は ist に H レ ミヤ 一人の 場合に 限らない。 出 埃 及 記 三 章 章に 於け る 神の 人モ ー セの聖 召、 

ィザャ 書 六 章に 於け る預ー W 者 ィザャ の 場合、 また 使徒 パゥ p の 傅 道の 動機 等 を 思 ひみれば、 彼等が 神 

に 選ばれし 眞の預 、言 者であった 事が 明になる ので ある。 モ， -セ はミ、 、テア ン の 祭司 H テ 0 の 羊 を牧ひ i5 

りし 時 神の 山ホ レブに H ホバの 榮光を 見、 神の 民の 救 it を 命ぜられた" 然るに 彼 は 到底 己が 其の 器に 

非ざる を 知り 幾度 か 之 を 拒んだ、 「我 は 如何なる 者ぞ や」 と。 ィザャ も亦聖 なる 聖 なる エホバ 萬 軍の 

王 を 見 ま つ つ て、 自己の 據れ に堪へ 得な か つ た ので ある。 然し 乍ら それ に も拘 らす遂 に は 神に 餘 儀な 

くせられ て、 祌の 言に 應じ、 萬 事 を祌に 委ね まつって 神の 預言者と なった ので ある。 

神に 選ばれし 眞の 預言者 は 皆斯く の 如くに して 起った。 勿論 祌 の 命 を辭す るの がよ いので はない。 

あくまで 之 を 斥け 担む 時 は、 却って 神の 怒 を まねく。 斯 かる 者 は 神より 授かりし 最大の 榮譽と 幸福と 

を 放 梨し、 遂に 自ら 神 を 離れて 永遠の 悔を 己に まねく に 至る ので ある。 聖 なる 神の 前に 召されて 何人 

も 己の 竊れと 無力 を 知る。 然し 乍ら 其 時には 神の 御言と 御 力に 萬 事 を まかせて、 我等 は 意 を 決して 神 

の？^ ：! に應 すべ きで ある。 
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以上 は 神と ェ レ ミヤとの 問に 行 はれし 交涉 であった。 然し 是は 決して エレ ミャー 人に 限らる、 問題 

ではない。 凡ての 預言者、 また 使徒、 また 福 昔の 役者、 神に 召さる k 凡ての 聖徒に 於ても 同然で ある" 

の 基督 者 は 何人も H レ ミヤの 如くに 祌に 召さる &の である。 卽ち 一 生涯の 或る時 唯 一 人 神の 前に 召 

され 自己の 態度 を 決お せしめら る、 ので ある。 其の 方法と 場合と 使命 は 異なる であらう。 然し 神の 召 

は 同じで ある。 其 時 何人も 斷然意 を 決して 此の 選 擇を行 はねば ならぬ、 歷 史上に 出で し 凡ての 聖徒 等 

は 皆 一度 此の 神聖に して 嚴肅 なる 神との 交涉を 行へ る 人々 である。 之な くして 眞の 生涯 は 無い。 問題 

は 人物の 大小、 能力の 多寡、 使命の 高下で はない。 た^ 我々 各自が 神より 直接に 授けられし 聖 召に 應 

する や 否やで ある。 

最後に 預 おの 問題に 就て 一 言す る 必要が ある。 H レ ミヤの 信仰に 由れば、 彼の 預言者た る は 神の 預 

定に 由る と 云 ふ。 卽ち 「われ 汝を 腹に 造ら ざり し 先に 汝を 知り、 汝が胎 を 出で ざり し 先に 汝を聖 め、 

汝を たてて i€ 國の 預霄 者と なせり」 と。 彼が 預言者た る は 自己の 選びに 由ら す、 自己の 願に 由ら す、 

之 は 祌が豫 め 定め、 彼の 生れざる 先より 神の 御意の 中に 存 せる ものであるとの 信仰で ある。 之 は感史 

上神學 上の 大問 題であって 是を 主張す る 者、 反對 する 者、 其の 論爭は 今日に 至りても 尙盡 きない 問題 

である。 然し 乍ら 此の 預定の 敎義は 聖書の 明かに 主張す る敎 であり、 また 我等 信者の 實驗 に照らして 

見て 充分に 證明 出来る 信仰で ある。 

然し 今 其の 大 問題の 論 爭は刖 として、 少しく 之 を 深く 考 ふる 時 は是れ 決して 不合理の 事で ない 事 は 

明かで ある。 M レ ミヤ 未だ 母の 胎に 造られざる 先に、 彼が 預 首 者た るべき 事が 豫め 神の 御意の 中に 存 

在せ ざり しと 誰か 斷定し 得る 乎。 ミケ ラン ゼ a がー 塊の 大理石の 前に 立ちし 時、 旣に豫 め 造らるべき 


モーセ叉はダビデの像の理想が彼の心中に^1^在せざりしと誰が 斷言 し 得る 乎。 彫刻家に 於て す で に 然 

り、 « して 天地 萬 物の 創造者に 在す 全能者の 御意の 中に、 やがて 造らるべき 預言者の 姿の 先在せ し 事 

は 正に 當然 の 事と 言 はざる を 得ない。 

斯 くの 如く 預定の 信仰 は 決して 信じ 難き 敎義に 非す、 否 却って 我等の 信仰 を强 むる 最も 大切なる 眞 

现 となる ので ある。 此の 信仰 あれば こそ 信仰 弱き 我等 も 奮 ひ 起つ 事が 出來 るので ある。 之 ありて 始め 

て 人生に 意味が ある。 卽ち我 は 偶然に 目的な く此 世に 存在す るに 非す、 我が 生れし は 豫め祌 の 定めし 

大 なる 御 計 書； の 結果に して、 從 つて 我が 生涯 は 或る 明確なる 目的 を 果たすべき 者なる を覺 るので ある。 

我 は 濱の露 砂の 一 粒で はない。 我 は眞の 個人で あり 我に 代りて 我が 役目 を果 すべき 者 は 他に ない。 我 

は 神の 大 なる 御 計畫の 一 部を充 たさねば ならぬ。 我に して 之を充 たさす ば それだけ 造化 は完 くない。 

我 は 是非とも 神に 定められし 其の 目的 を 遂げねば ならない。 其れが 我が 生涯の 最大の 目的 また 意義で 

ある。 然 かも 我の みで はない。 何人も か \ る 使命 を もって 生る k ので ある。 此の 信仰 を懷 いて 何人も 

露 劍 になる の である。 

故に 器の 大小で はない、 使命の 高下で はない。 要は 神の 選びに 應 する にある。 勿論 我等 は 器の 出來 

る 限り 完全な らん 事を努 むべき である。 然れ ども 更に 大切なる は聖召 に應じ 身を祌 にさ k ぐる 事で あ 

る。 神 は 或る 器 を贲く 或る 器 を 卑しく 造り 給 ふ。 之 は 神の 御意に 由る。 神 は 各自の 器に 隨 ひて 其の 仕 

事 を 授け 給 ふ。 器に 就て は祌 御自身が 責任 を 負 ひ 給 ふので ある。 只 我等に とり 必要なる はパゥ a の 言 

へ る 如く- 家宰が 自己の 務 に忠實 ならん 事で ある (哥 林 多 前 四の 一)。 我等 も 亦 我に おめら れし 使命に 應 

じ 生涯 を 通じて 忠實に 之 を ra^ た さ ね ば ならぬ。 (石 原 筆 記) 
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第四囘 預言 第 一 課 

耶利 米亞記 第一章 十 一 —十 TO: 節 

H レミ ャは齢 凡そ 二十の 若き 身 を 以て 神に"：： され、 萬國の 預言者 たるべし との gs;: を 受けた。 斯る 

大任 を 受けて 彼 は 己に 顧み、 到底 自ら 其の 器に 非ざる を 感じた。 彼 は， 偏へ に 之 を 避けん と 欲した、 然 

し 其 時 神より 彼に 與 へられし 答 は 明， H であった。 汝は 己の 力に よりて 預首 者た るに 非す、 汝 はた f 祌 

の 命す る 首 を 其の ま- -に 語れば よいので ある。 其の 言 を. 孑り 之 を 行 ひ、 之 を 以て 萬國 を. 器く は 祌御自 

身の 大 能の 中に ひに する、 故に 人の 面 を 恐れす して 神の 言 を 語れとの 事であった" 斯くて 彼 は.^ む を 5£ 

す 神 のん 叩に 從 つたので ある。 

はたんき 3" 、フ  V  -. へ  . 

彼が 此の や. 刀 n を受 くる や 直ちに 二の 異象が 示された、 「巴旦杏の 枝」 と 「沸 せる 錢」 が卽 ちそれ 

である。 是の默 示 は 彼に 預言の 何たる か、 又 何 を IS 言すべき かを敎 ゆる 最も 大切なる 者であった。 K 

レミ ャは 之に よりて 言 の 性質に 關 する 神の 實物敎 育に ぁづ かった ので ある。 

此 研究に 人る に ち、 預 一一 一一 I： 者 は 如： E にして 神の 言 を 受けし 乎、 其方 法に 就て 一言す る 必要が ある。 

之 は M 一一-一！： 者の 特刖の 心理に 屬 する 事で あり、 此 問題に 就て は 容易く 我等の 獨斷を 許さない。 或は 一 種 

無我の ゆ 態に 於て、 然 かも 夢に 於け る が 如く 全然 自覺を 失 はす して 示されし もの で あ ら う。 勿論 此點 

に 就て は 議論の 餘 地が あり、 事實 多くの 意見が 提出され てゐ る。 然し 乍ら 其の 方法 は 3： れ でもよ いの 

である、 义 Iralw 者に 由ても 異なる であらう。 要はた それが 眞の预 言で あれば よい。 た 玆に 注意す. 


ベ き は 、 彼等が 或る 確かな 實驗を 通し て 神 の 默示を 受けし 事で あって、 之 は單な る 人間の 心の 作用、 

又は 自己の 推 现ゃ现 想と 混同すべからざる 事で ある。 而 して 眞の預 一 W は 常に 道義に 隨ひ、 现に 合す 

る ものであって、 其の 眞偽 は、 其預 一一 一一 口に 關 する 後世の 事實の 裁決 を 以て 定まる ので ある。 

扨て H レ ミヤの 場合 は 如何。 彼の 場合に 於ても、 之が 夢に 於て か、 或は 一種の 無我の 狀 態に 於て か、 

或は 實 際に 天然 物に 由て 祌の言 を 示された か、 其の 方法に 就て は斷言 出来ない。 私の 考 ふる 所に 由れ 

ば、 H レミ ャは 恐らく 庭園 叉 は 野外に 在りて 實 際に 巴旦杏の 樹を 目前に 視 たので あらう。 又 煮え立ち 

たる II： を E 、其の n の烟が 北より なびく 事實 を目擎 したので あらう。 そして 此 等の 天然 的 事實の 中に、 

祌の默 示に 由り て 或る 明， H な る 預言 の 意味 を讀ん だ の で あると 思 ふ。 そして 浙 くの 如く 彼の 默 示 を說 

明す る は 、 其 の 預言 の 確實 性に 少しも 變り はない 。 叉 彼の 說 かんとす る 眞理其 物は些 少 の {4：: を も 蒙ら 

ない ので ある。 

H レ ミヤに 神の 大命の 降りし 後、 彼 は 一 日脚 を戶 外に 運んだ。 彼の 心 は 神と ユダヤ HT また 萬國の 

運ん 叩 を 思 ひつ k、 自己の 使命の 重きに 壓 せられた。 語る に 友な く訴 ふるに 師 なく、 唯 獨り惱 める 心 を 

懐いて 人な き 所 を 逍遙した であらう。 時 は 厳冬 未だ 去らす 樹々 の 梢 枯れ 百花 叉 固き 冬眠に 就て ゐた。 

其 時 ふと 彼の 眼に 觸れし は 巴旦杏の 小枝であった。 之 を 見て 若き 預言者の 靈^に は 明に 神の 聖 意が 讀 

めた ので ある。 巴旦杏 は 日本の 梅の 如く 春 未だ 至らざる に 百花に 先ち て 花 を 開く 者で ある。 故に へ ブ 

ル文學 に 於て は 之 を Skfikrd  (目 醒め 花) と稱 んでゐ た。 「H レ ミヤよ 汝何を 見る や」 との 問に 對し 

て 彼 は 直ちに 答へ た、 シャ ー ケ ー ドの枝 を 見る と。 然り神 は 醒めて C ショ ー ケ— ド sllr)kcd) ゐ給ふ 

て 彼の 言 を 行 ひ 給 ふなり と (shc>kc-d は Shilk-rd と 同義、 邦譯速 かに は 醒めて とすべし )。 M レ ミヤ 

レ ミ ャ st^ 究  五 ニー 一一 


M  0  五 二 il 

は兹に 預言の 性質 を 知った。 神の 言 は暫 らく 行 はれす とも 恐れて はならない。 神 は 常に 醒め ゐ 給うて、 

必す 速やかに 之 を 行 ひ 給 ふので ある。 其の 審判 は 意外に 早く 行 はれる。 故にた とひ 暫く M レ ミヤの K 

言が 行 はれす とも 決して 之に 失 sli.; すべきに 非す。 此默 示はェ レ ミヤに とり 實に 重要なる 又 最も 適切な 

る敎 であった。 何と なれ ば 預言者 の 生涯に 於て 彼の 預言 が當ら すして 度々 世の 嘲る 所と なり、 又 自己 

に 顧みて 己が 預言の 或は 签言 に 非 ざり しかとの 不安と 失 に 苦しめら る、 事 あるが ためで ある。 此時 

に 於て 斯の 如き 默示は 實に大 なる 力 を與る ものである。 預言者 ハ バ クタの 如き も亦斯 くの 如く ェ ホバ 

の 默示を 受け て 心に 平安 を 得た ので ある。 

此の 默示 はな ほお まれる 時を俟 ちて その 終 を * はぐな り、 僞 ならす、 若し 遲く あらば 待つべし。 必 

す 臨む ベ し、 ^滯り はせ じ (哈巴 谷 書 二 章 三 節 )o 

H レ ミヤなら ざる M レミ ャも 或る 意味に 於て 小 預言者の 役目 を 菜さねば ならない、 我等 基督 信者に 

も 神の 言が 命ぜられる、 我等 は 自己に 與 へられし 力量に 應 じて 神の せ n を證 明し 眞理を 語らなければ な 

ら ない。 そして 勿論 神 を も キリ ス トをも 信ぜざる 不信の 此^ は 滅多に 我等の 言に 耳を倾 けす 我等の 證 

明 を 嘲け るので ある。 預 言 者 は 常に 直ちに 神の 一一 目 をき.^ 之 を 人に 語る。 故に 彼等の 言 は此 世の 智慧と 

異なり、 常に 獨創 的で ある。 然るに 凡て を 形式と 習慣 を 以て 行 ふ 此批は 容易に 其の 獨 創の 言 をき かす、 

只 自己 の 好む 安易な る 因襲 に 耽りて 却て K 言 者 を 斥ける ので ある。 クリスチャン も 亦 或 意味 に 於て M 

の預 一一 一一 〔 者で ある。 彼 も 叉 直ちに 神の 言 を 受けて 之 を 世に 證 しする 者で ある。 故に 此世は 常に 我等 を 憎 

み 又 我等の 語る 所に 耳を倾 けす、 厘々 我等の 預言が 當ら す、 福音の 3 典理が 直ちに 行 はれざる 事 あらん 

か、 彼等 は カを盡 して 我等 を 批難 攻乘 する ので ある。 此 時が 基督 信者の 辛き 時で ある。 殊に M レ ミヤ 


の 如く、 神 を 代表して 國 民の 運命に 關 する 大 預言 を 述べし 時に、 置々 其の 言が 當ら す、 預言 は 成就せ 

られ ざる 時の 責任と 苦痛と は 我等の 想像 以上で ある。 斯る 至難の 職に 就く に 先ち て M ホバ より 此の 貴 

き 預言の 第 一 敎 訓を與 へられた る は 誠に 當然の 事で ある。 

H レミ ャは 巴旦杏の 默示 によって 預言の 性質に 關 する 重大なる 敎 を學ん だ。 之 は 勿論 H レ ミヤに 限 

らす 凡ての 預言者 叉 聖徒に 共通なる 預言の 性質で ある。 然し 第二に 彼に 示された る 默示は 之と 異なり、 

H レ ミヤに 特に 命ぜられ たる 預言の 題目であった。 卽ち 彼の 見た る 沸騰せ る錢は 神の 怒 を 示し、 其の 

口の 烟が 北より 南に 向へ る は 神の 刑罰の 臨むべき 方向 を 示した ので ある。 卽ち祌 は 背ける ユダヤ を 罰 

せんが 爲 めに 北方の 民 を 起して 彼等 を 攻めん とする ので ある。 錢は ユダヤ人の 通常の 家具で ある。 神 

に 背ける 選民の 不義 を 見て 心 を 痛めた る 愛 國的預 一一 一一 〔者 の 眼に は、 此の 平凡な る 通常 の 家具 に 於ても 祖 

國 の 運命 を 直感 したので ある。 

災 北より 來 らんと す。 祌 背ける 民 を 罰し 給 はんとす。 M レ ミヤの 預言 は 殆んど 生涯 を 通じて 此の 預 

言に 集 a- して ゐた。 然し 民 は 勿論 か、 る 預言 を 信じなかった。 然ら す、 若し 災來 るなら ば 北よりに 非 

すして 寧ろ 南方 H ヂプト である。 ァラ ビヤの 砂漠 を 挾んで 遠き バビ 0 ン より 外敵の 襲来す るが 如き 事 

は考 ふる 能 はすと 云うた。 然し M レミ ャは 神の 言 を 疑はなかった。 災は 容易に 北より 來ら なかった。 

然し 彼 は 少しも 恐れす、 徹頭徹尾、 災^ 來の 預言 を 叫び 通した。 そして M レ ミヤの 言 は暫 らく、  二十 

年 三十 年 は 行 はれなかった。 けれども 遂に は 彼の 言 通りに ユダヤ は 滅びて しまった。 然 かも H ヂプ ト 

に 由ら すして 北より 来れる バビ。 ンの 手に 亡びた。 四十 年 待って 彼の 預ー百 は 文字通りに 成就され たの 

である。 斯くて 此の 一 一の 默示は H レ ミヤの 生涯の 中心的 事實 となった。 彼に 起り し 多くの 事件 は 此の 
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二つ の默示を以て說明する事が3^來る。 彼の 生 ffi は實 に隨單 明瞭であった。 彼 は 一 生涯 同じ 事 を 繰 返 

して 語り 通した。 神の 命ぜし 言 を 其 儘に 語る 事、 之が 彼の 生涯の 事業であった。 r 石 原 筆記) 

第五 囘 萬國の 預言者 

耶利米 Kii 記 一章 十五 丄 一章 十三 節 

汝 腰に 帶 して 起ち、 わが 汝に 命す るすべ ての 事 を 彼等に 吿げ よ、 その 面 を 長る、 勿れ (十七 節 )o 

視 よ、 われ 今日 この 全國と ュダの 王と、 その 牧伯 とその 祭司と、 その 地の 民の：： M に、 汝を 堅き 城、 

鐵の 柱、 銅の 牆 となせ り (十八 節)。 

預言者と は 如何なる 者で ある 乎。 彼 は 神に 選ばれ、 神の 召 を 受けて 神に 代って 祌の言 を 語る 者で あ 

る。 故に 彼 は 何よりも 先 づ祌の もの、 神の 僕で ある。 彼の 語る はた 祌の 言、 彼の 行 ふ はたぐ 神の 命 

する 察で ある。 彼 は 如何なる 境遇に 於ても 常に 神の 言 を忠實 に官； ベ、 人が 之 を 聞く も閒 かざる も、 祌 

の 命 する 所 を 明白に 率直に 大膽に 語らねば ならない。 彼 は 人の 面 を i おれて はならない。 人の 心 を 求 

めて はならない、 世の 批評 を 顧みて はならない。 故に 彼に 屬 すべき 何等の 敎會 また 黨派 また 權 勢の 

き も の はな いので ある。 彼 はた J ^神の 漀を 聞き 神と 偕 にあって 獨り S く 立ち、 凡ての 人に 向って 神の 

人 叩す る 凡ての 事 を 語る ので ある。 

然も 彼の 敵と する 所は必 すし も 一般人 民に 限らない。 彼 は 王侯 また 貴族 また 祭司 また 政治 { お、 而し 

てん！；： 全體を 敵と して 持つ ので ある。 1^1- は 何人が 行うても 罪で あり、 不義 暴虐 はたと へ 王^の 行 ふ 


所で あっても 彼の 眼に は宥 すべから ざる 惡事 である。 彼 は 世の 罪を責 むる に 決して 地位の 高下、 身分 

の 貴賤 を iHil 刖 しない。 責 むべき 罪 惡を責 むる に當 り、 何人 を も撣ら ない ので ある。 彼 は 神が H ゼキ H 

ルに 語り 給 ひし 如く、 此 世の 諸ての 不義に 對 する 時 は、 其の 額 を 金剛石の 如くし、 紫よりも 堅く して 

立つ ので ある (H ゼ キエ ，レ 書三ノ 九ソ。 アナ トテの 僻村に 住みし 祭司の 子、 名 もな きェ レミ ャも亦 斯る者 

として 神より 遣 はされ たので ある。 然し 彼は齡 未だ 成年に 達した 計り、 頼るべき 敎會 もな く、 宗派 も 

なく、 未だ 世に 認められざる ー靑 年た るの み。 けれども 彼に は賴 るべき ものが 唯一 つ ある。 萬 軍の ェ 

ホバ彼 御自身で ある。 彼より 預言者た るべき 大命 は 授けられた C 彼 は 最早 や？^ おき 一 侗の靑 年で ない。 

彼 は 萬 國と萬 民の 上に、 同時に 王と 祭司と 牧 伯と 圃 民全體 との 前に 立つ 預言者と なった ので ある。 そ 

して 王 も 祭司 も牧伯 も、 又國， 全體が 彼に 逆 ひ 立つ も、 決して 彼に 勝つ 事が 出来ない とい ふので ある。 

何と なれば 神の 言が 彼に 在る からで ある。 祌 御自身が 彼の 味方と なり、 彼と 偕に 戰ひ給 ふからで ある。 

たと へ 彼等が 彼 を 殺す とも、 彼の 語りし 言 は 却って 彼等 を 滅ぼし 彼等 を 征服す るに 至る ので ある C 彼 

は 實に祌 に 由り て、 堅き 城、 鐵の 柱、 銅の 牆の 如く 强く なった ので ある。 

+ 預霄 者は斯 くの 如く、 諸ての 階級に 亙り、 また諸ての種類の^^；惡を責めたのでぁる。 殊に 裳 婦叉は 

^兄に 對 する 不公平、 或は 貧者に 對 する 壓 制の 如き は、 最も 强く 彼等の 義愤を 呼. び 起した。 ァ モス、 

ィザャ の 如き は 其の 最もよ き 代表者であった。 そして 3： 時の 代に 於ても 同じく、 貴族、 祭司、 牧们等 

相 共に 謀りて 無力 無權の 靠婦、 孤兒を かすめ、 貧者の 生血 を 搾りて 自己 は 安き 椅子に 臥し、 籠に £：? の 

盈 つるが 如く 不義の 財 を 以て 其 (豕 をみ たし、：^ の 憂 を 顧みなかった 有様 を 見て 如何に 預 言 者が 大 いな 

る 愤りを 現し、 彼等に 詛 ひの 曾 葉を發 せる か は 誠に 當然の 事で ある。 
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然し 乍ら 今日の 我等に とりて 不思議に 感 する こと、 そして 到底 充分 に 之 を 理解す る 事 の 出来な い の 

は、 偶像 崇拜 に對 する 彼等の 怒りで ある。 彼等 は 他の 如 3: なる 罪を赦 しても 此の 罪の みは 赦す ことが 

出來 なかった。 彼等 は 如何なる 不義、 罪惡 よりも、 否、 それ 等 凡ての 罪の 首と して 叉 源泉と して、 此 

の 偶像 崇拜 を攻擊 した。 之に 對 する 彼等の 怒と 詛 ひとは 到底 我等の 想像す る 能 はざる 事で ある。 活け 

る箕の H ホバの 祌を拜 せす、 木 や 石 を 以て 彫め る 偶像 を拜 する 事、 また 之に 神殿 を 建て、 祭壇 を 築き、 

國民舉 りて 其の 前に 平伏して 拜 する 有様、 彼等 は 之 を 見る に堪 へなかった ので ある。 エホバの 禮拜と 

偶像-: ぉ拜、 此の 二者に は 寸毫の 共存の 地歩がなかった。 彼等 は 凡ての カを盡 して 之と 戰ひ之 を 責めた 

ので ある。 

我れ 彼等の 凡ての 惡事 のために 我が 鞫を 彼等に つげん、 こ は 彼等 我 をす てて 刖の 神に 香 を 焚き、 

おのれの 手に て 作りし 物を拜 する による C 一  章 十六 節〕。 

と。 是が 神の 怒の 源、 イスラ H ルに祌 の 刑罰の 臨む 理由で あつたので ある。 何と なれば 眞の神 を 離る 

る 事が 凡ての 惡と 罪との 本で あるから である。 また 曰く、 

わが 民 は 二つの 惡 事を爲 せり、 卽ち 活ける 水の 源なる 我 (神) をす てて 自ら 水 溜 を 堀れ り、 すな 

はち 壞れ たる 水 溜に して 水 を 有たざる 者な り 0H 早 十三 節〕。 

と。 是が 預言者 の戰の 中心 點で あつたの であ る。 そして 之が 亦 凡ての K 言 者が 常に 國民 全體 の 最も 激 

烈 なる 反對と 迫害 を 受けた 理由であった。 M レ ミヤ 記 二 章 一 節 以下 十三 節の 如き は、 斯る 預言の 代表 

的の 箇所であって、 之 を 研究して 我等 は、 預言の 中心 問題、 彼等の 目標 は 3： 處に存 し たかを 親 ひ 知る 

事が 出来る。 


預言者 は 偶像 を 呼ぶ に當て 特^の 名 稱を用 ひた。 二 章 五節に は 虚しき 者、 或は 二 章 八、 十一 節に 益 

なき 者、 又は 一章 十六、 二 章 十一 節に 別の 神、 神に あらざる 者と ある は 皆 之 を 指した 首で ある。 卽ち 

偶像と は 手に て 作れる 者、 虚しき もの、 益な きもの、 死せ る 者、 何事 を も 行 ひ 得ざる ものとの 意で あ 

る。 (此事 を 最も 適切に 記す は ィザャ 書 EI 十四 章 九 節 以下で ある。 偶像の 如何なる もの か、 又 偶像 崇 

拜の 如何に 愚かなる 業た るか を擧 ぶに 此れ 以上の よき 箇所 は 他に 無い〕。 而 して イスラ H ル の 民の 凡 

ての 墮落 は玆に 始まった ので ある。 彼等の 不幸と 罪 惡とは 此の 源より 流れ出した。 彼等が 若き 時に H 

ホ バに對 して 眞實を 持ち、 H ホバの 神と 愛の 契 を 結び、 また 曠野に て 彼に 從 つた 時 は、 彼等の 黄金 時 

代であった。 然るに 彼等 は 園の 如き 地に 導かれ、 其の 地の 佳き 物 を 食 は しめられし 時に、 其 地に 於て 

神々 に 心 を 移し、 遂に 眞の H ホバ の祌を 離る、 に 至った ので ある。 之れ H ホ バに對 する 大 いなる 姦淫 

である。 彼 は 之 を 以て 神の 地 を 汚し、 其 康業を 憎むべき 者と なした。 然 かも 祭司 は H ホバに 聽く事 を 

せす、 律法 を 扱ふ舉 者た ち は 神 を 知らす、 牧者 は 彼に 背き、 預言者 は眞 の. 神に よらす、 却て バ アルに 

より て 預言し、 益な き 偶像 を 拜し民 も 皆 之 を悅ん だ。 斯く て 上下 舉 つて 滔々 と 偶像 崇拜に 陷れる 有様 

を て、 眞の 預言者 H レ ミヤの 心 は 熱せざる を 得なかった。 

汝等 キッテムの 諸島に わたりて 見よ、 また 使者 を ケ ダルに 遣 はして 斯の 如き 事 ある や 否や を 詳細 

に 察せし めよ。 その 祌を 神に あらざる 者に 易へ たる 國 あり や。 然るに 我が 民 は その 榮を 益な き 物 

をの 、 

にかへ たり。 天よ この 事 を 驚け、 慄け、 いたく 怖れよ と H ホバ云 ひ 給 ふ (二 章 十— 十二 節)。 

3： を 以て イス ラ ヱ ル の 民の 愚か を 形容 せんか、 世界の 何處 にか，^ る 愚かなる 事 を 行 へ る國が あらう か- 

彼等 は SM の 神 を か へ て 益な き 物に 其の 榮を易 へたので ある。 キッテム は 今日の キプ a ス島 (Cyprus) 
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である。 ケ ダルと はァラ ビヤ 半島の 東北 地方、 パレスチナの 東方 一 帶を稱 ぶー K 葉で ァラ ビヤ 人 を も 指 

すので ある。 (之 は イシ マ H ルの 子ケ ダルの 名より 起り、 彼等の 子孫の 住みし 地方で ある こと は 創世 

記 二十 五 章 十三 節 又は 十六 章 十二 節 等に よって 知る 事が 出来る^ 卽ち柬 は 遠く ァ ラ ビ ャ の 砂漠 を隔 

てた るケ ダルの 十： 地、 ァラ ビヤ 人の 住む 所に 使 を 遣 はして 11： ひ、 西 は 地中海の 一島なる キプ n ス島に 

まで も 渡り 往 きて 察せし めよ、 Ei^ して 此の 民の 如き 愚か をな せる 國、 己が 神を換 へ、 然も 榮を 益な き 

者に 易へ たる 民が 何處 にある か、 天地 も 此の 事 をき、 て 驚け と M レ ミヤ は訴 ふるので ある。 

以上 は M レ ミヤが 一 一千 五 百年 以前に ユダヤに 於て 語りし 一一 一一 口で ある。 然し 若し 試みに 今日の 日本に 於 

て、 殊に 此の 帝都た る 東京の 街に H レ ミヤが 臨んだ とせば 如何で あらう。 此の 都に 滿ち充 ちた る 幾千 

の 神社 佛閣と 大小 様々 の 社祠、 その 中に 祭れる 偶像の 數々、 そして 之 を 中心として 行 はる &實に 殷盛 

なる 祭事、 偶像 的の 儀式 を 彼が 見たならば、 如何なる 言葉 を發 したで あらう か。 彼 は 勿論、 昔 ユダヤ 

國を責 めしと 同じ 峻烈なる 口調 を 以て 神の 怒 を宜べ 罪の 刑罰 を 宣告した であらう。 日本に して 若し 斯 

かる 事 を 魔す る ことなくば 神 は 必す大 なる 怒 を 以て 之 を 燒き盡 し 給 ふで あらう。 此の 立派なる 我が 東 

京の 市 は 悉く 外敵の 手に 奪 はれる であらう と。 我等 は斯の 如き ェ レ ミヤの 一一 百 葉 を 聽 いて 默 する であら 

うか。 否々、 決して 斯 くの 如き 不吉なる 暴言 を赦 さないで あらう。 此の 金 甌無缺 の 我國が 亡ぶ ると は 

W 事ぞ、 殊に 之が 外敵の 手に 奪 はる & 等と は 途方 もな き 暴言、 我等 は 到底 か &る言 を 吐く 人 を 許す 能 

はすと て 彼を責 むる であらう。 そして 叉 祌社佛 閣を拜 する 事が 何故 惡 いか、 汝が H ホバ を拜 する も、 

我が 鬼子 母 神、 成 田 山 を 信仰す る も 同然で ないか。 のみなら す 幾 百 萬 人の 善男善女が 歸依 する 贲き神 

信心に 何の 害が あるか、 否、 之 あれば こそ 世の 腐敗 嗜落も 多少な りと 防止せられ、 民、 いの 思想 を も 善 


導し 得る ので はない かと 一一 H うて 猛然と 反對を 巾出づ るで あらう。 

今日の 我等に 解し 難き は 此の 種の 豫言 者の 怒で ある。 彼等 は 諸ての 惡 事の 源泉、 ^？^の墮落の根本を 

此の 偶像に おいた ので ある。 眞の 神を拜 せす、 虚しき 益な き 像を拜 する 所より、 諸の 惡 しき 事が 生れ、 

之 ありて 國も 社會も 個人 も遂 に滅 ぶる ので あると 云うて、 彼等 は 常に 此點を 最も 大膽 に 宣 ベ たので あ 

る。 彼等が 常に 王者、 祭司、 國 民全體 より 烈しき 迫害と 非難 を 受けた の は實に 之が 爲 めであった。 若 

し 今日に 於て 此の H レ ミヤの 如き 立場に 立ち、 彼の 如く エホバ の 首 を 授けられ たらば 如何。 彼 は實に 

至難の 立場に 立つ 者で ある。 そして 必す國 民 全 體の反 對不人 は S の 中に 戰ひ、 遂に は 生ん 叩まで も 奪 はる 

るに 至る であらう。 

勿論 我等 はん：' ロ必 すし も M レ ミヤの 方法 を 取らない であらう。 然し 乍ら 其の 精神 は 少しも 變る 所が 

ない。 我等 も 常に 唯一 の 眞の神 を 潔く 拜し、 他の 凡ゆる 偶像 を排し 之と 戰 はねば ならない ので ある。 

へ ー ゲルの 官に、 人間の 誤の 中に て 神に 關 する 誤謬 ほど 大 なる もの はない。 人 は 神に 就て 謬って、 道 

德に 於て 謬り、 また 政治、 社會、 敎育、 其 他 一 切の 事柄に 於て 誤に 陷 るので あると。 哲學 者の 言と し 

て眞 に相應 はしき 言で ある。 兹に亦 我等の 信仰の 戰の 本據が ある。 此 思想 は 一 一十 世紀の 一一 目 語 を 以て ェ 

レ ミヤの 精 祌を發 表した に過ぎない。 其の 根本 原现に 於て 兩 者の 11 に 何等の 相違 はない。 眞の神 を 正 

しく 拜 する 事、 之が 諸の 善事、 また 幸福の 源で あり、 此點を 誤りて 我等 は 凡ての 事に 於て 誤 まらざる 

を 得ない ので ある。 豫言者 達が 寸毫 の假惜 もな く 偶像 崇拜を 攻撃せ る は 全く 之が 爲 めであった。 

扨て 最後に 殘るは 我等 自身の 問題で ある。 我等 は ra^ たして 此の 標準に 照らして 如 M、 我等 は 現今の 

狀態を 此の儘に 繼 11?- して 果たして 存在 を 保ち 得る やの 問題で ある。 玆に 世界 歷 史上の 大 問題が ある。 
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卽ち r.s ての 方面に 進歩せ る 文明 を 有し、 また 世界の 最大 强國と 伍して 地球上に 活躍 せんとす る國 家、 

然 かも 神 を 信す るの 信仰な き國 民の 運命 如何で ある。 若し H レ ミヤの 言 を 以て 之 を 測らば 問題 は 一 目 

瞭然、 只 滅亡 あるの み。 S となれば 祌 なき 文明— 其の 軍備、 政治、 經濟、 敎育 機關は 如何に 完備せ る 

も ー 之 結局に 於て 零で ある。 エレ ミヤの 所謂 虚しき 者、 又 益な き 者で あるから である。 されば 此の儘 

にて 進まん か、 其の 行 先 は 明白、 其の 命 數は旣 に 判お せられた りと 首 ふの 外 はない ので ある。 

故に 圃 民の 最大 問題 は學 問に 非す、 政治に 非す、 軍備に 非す、 或は 經濟 問題に 非す、 敎育 制度に 非 

A 厶厶  <1厶<3<3 厶、 ニ<1<3 厶厶 AAAA  厶厶厶 厶<1 厶厶厶  <1 厶厶厶 <3 

す、 國民は 神に 關 して 如何なる 觀念 を懷く か、 是 こそ 存亡に 係 はる 中心 問題で ある。 而し てこ は 世界 

萬 民に とりての 最大 問題で ある。 エレ ミヤに とりて 是は 何よりも 明白なる 事赏 であった。 彼 は 比の 

度 を 以て 萬國の 運命 を 測った。 ユダヤ は 如何、 イスラ ヱルは 如何、 H ドム は 如柯、 バビロン、 H ジブ 

トは 如何と。 そして 彼 は 明白に 答へ て 言うた。 否、 否、 否と。 然 らば 何が 殘 るので あるか。 彼 は 答へ 

て 言うた。 神 を 信ぜざる 文明 國は 滅び、 また 祌を棄 てし ユダヤ 國も 滅亡 を 免れす。 然し 乍ら ユダヤの 

屮 にあり て、 神に 選ばれ、 神 を 信す る 少数の 者が 殘る であらう、 そして 其の後が 永く 榮ぇ るので ある 

と" 赏 に大膽 極まる 宣言で ある。 かの 大國 バビ 口 ン、 H ジ ブトが 滅亡し、 かの 猫 額に 等しき！ 少の ュ 

ダャ國 が^ 镜 すとの 預言で ある。 誰か 彼の 言 を 信す る 者ぞ。 然 かも 彼の 預首 は狂妄 か、 眞理 か、 二者 

に 一 である。， そして 此の 千古の 大 問題 を 何が 解決す るので あるか。 歷史 である。 事實 である。 バビ 口 

ンは 滅びた。 H ジプト は 滅びた。 後に 幾つかの 大國が 起り 榮ぇ やがて 衰滅に 歸 した。 そして 神 を 信ぜ 

し小國 民の ユダヤ人 は 一 一千 五 百年 後の 今日 猶 世界の 大勢 力で ある。 事實は H レ ミヤの 預言の 如くに 展 

開し 來 つた。 驚く 可き 事實 ではない か。 此の 意味に 於て 彼 は 虞に 萬國の 預言者であった。 (石 原 筆記) 


第六囘 耶利 米亞記 第二 章 後半 

H レ ミヤの 時代に 於て ユダヤ 國の 周圍に 種々 の 民族が 住った。 彼等 は 各々 己が 民族の 神 を 有し 之 を 

拜 した。 ユダヤの 神は實 ふまで もな く エホバの 神であった。 そして 彼等 は 皆 常に 自己の 祌を拜 し、 如 

何なる 事が あっても 其の 神を變 じなかった。 然るに 玆に 驚く 可き 事 は 神の 選民と 稱 ばれし イスラ ェ ル 

が 自己の 神 を棄て 他の 神に 心 を 移した ことで ある。 然 かもた f に 己の 神 を 易へ たと 云 ふに 止ら す、 眞 

の 活ける 神 を 益な き 偶像に 易へ、 其の 榮光を 虚しき 者に 易へ たと 云 ふので ある。 玆に 至って は イスラ 

エル 人の 背信 は 全く 異邦人 以上で ある。 誰か 其の 愚かに 呆れざる を 得ん やと。 之が エレ ミヤ P 主張で 

あった。 神が 斯 くも アブラハムの 子孫 を 祝し、 限りなき 恩惠を 以て 導き、 多くの 驚く 可き 御 業 を 現 は 

し 給 ひし 選民が 何故に か- -る 愚かなる 迷信に 墮 落せし か を 思うて 何人も 之を怪 まざる を 得たい。 

然し 乍ら 今日の 我等、 所謂 基督 信者と 稱 する 者 は 如何。 我等 は 此の 事 を イスラ H ルの 愚かと して 傍 

觀 する 事が 出來 るか。 我等 も 亦 此の 惡 むべき 愚かなる 偶像 崇拜 に陷ら なかった か。 世界の 基督 敎國と 

稱 する ものが 果たして 往時の イスラ H ルの 如く、 或は 其れ 以上の 背信 迷妄に 陷ら なかった と 云 ふ 事が 

出来る か。 例 を 遠く 外闽に 求む る 迄 もない。 今日 我等の 間に 我等 は 之 を 多く 發見 する 事が 出來 るので 

ある。 世の 所謂 背敎 者と は 何で あるか。 彼等 もィ ス ラ ヱ ル 人と 同じく 一  度 は 眞の神 を 信ぜし 者で ある _ 

然 かも 成 等の 言ぜし 基督 敎には イスラ H ルの 有たざる 多くの 歷 史の證 明が あった。 又 幾 百 萬の 責き聖 

徒の 血 を 以てせる 實驗 があった。 なほ 其れば かりで はない。 彼等 自ら も 亦 「一度 は 其の 魂 を 照され て 
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天よりの 賜物 を 味 ひ、 聖靈 に與る ものと なり、 神の 善き 言と 來 # の 能力 を 味 ひ」、 十字架の 下に 救の 

實驗を 持った 者で ある (へ ブル 書 六 章 四、 五)。 斯 くも 多くの 神の 恩惠を 受けし 後に 墮 落せる 背敎者 は、 

實に 愚かなる 事 を 行 ふ 者で はない か。 彼等 は 活ける 水の 源なる 眞の 神と、 神の 子の； i 昔と を棄 て、 全 

く：；^ なきものに 走った ので ある。 彼等の 神を棄 つるの 理由 は 何で あるか。 或は 學問、 或は 事業、 或は 

政治、 或は 利 慾、 或は 戀 愛と 云 ふ 低き つまらなき 理由の 爲 めに、 H ホバ の祌を 離れ 去った ので ある。 

神な くして 凡ての 事業 も 政： m も 學問も 虚しい。 之 等 は 皆 益な き 偶像に 過ぎない。 エレ ミヤ は 之 等の 堕 

落 信者に 向って 同じ 一一 一一 口 葉 を 繰 返す であらう。 「天よ この 事 を 驚け、 傈 けいたく 怖れよ。 そ は 彼 は 二つ 

の惡事 をな せり、 卽ち 活ける 水の 源なる 神 をす てて、 自ら 水 溜 を 掘れり、 すな はち 壊れた る 水 溜に し 

て 水 を 有たざる 者な り」 と。 

ェ レミ ャは 預言者で あると 同時に 詩人であった。 彼の 眼 は 平々 凡々 の 光景の 中に も 深き 美 はしき 眞 

理を觀る^^^が出來た。 ユダヤの 野に 働ら く 農夫の 生活 を 見て 彼 は 其處に 神と イスラ H ル との 深き 關係 

を 請んだ。 活ける 水の 源なる H ホ バを棄 つる 事、 其 事が 凡ての 悪事の 根、 そして 神に 歸る 事が 凡ての 

善事の 本、 H レ ミヤの 唱 ふる 所 はた 1- 此の a 與理、 實 に簡單 明瞭で ある。 然し 乍ら 其の 首 は 深遠、 其の 

及ぶ 所 は 宏大 無 逢で ある。 之 は 最も 根本的の 福音 的眞理 である。 新約の 敎 ふる 福音 も 之れ 以外の 者で 

はない。 太陽の 如く 明かに して 青空の 如く 深き は斯 かる 眞理 である。 

一 一十 節 以下 は イスラ H ルの 落の 順序 を 示し 亦 其の 結果 を 描いて ゐる。 

汝 昔よりの 韆を をり 汝の 繩を截 ちて 言 ひける は、 我 は 事 ふること をせ じと (二十 節： )o 

之れ 凡ての 祌を 離れ 神を棄 つる 者の 爲す 所で ある。 卽ち 神の 定 むる 凡ての 律法に 逆 ふので ある。 彼等 


は 凡ての 束縛 を 破って 自己の 慾 を 遂げん と 欲する ので ある。 何者 も 彼等 を 止む る 事が 出來 ない。 彼等 

自身の 惡が 彼等 を 懲らしめ、 神を棄 つる 結 某が 如何に 惡く 且つ t きか を 自ら 覺るを 待つ より 外 はない 

ので ある (十九 節)。 而 して 神を棄 てし 結 菜と して、 如何に 怖るべき 墮 落に 陷 るか は 二十 節 以下に 明で 

ある。 偶像 崇拜に 常に 不潔 極まる 習慣の 伴 ふ は 古今東西 變る 所がない。 H レミ ャは玆 に祌を 離れて 自 

己の 慾に 動かさる 民の 醜狀を 指摘して 餘す 所がない。 彼等 は 神 を 祭る と稱 して 實は 自己の 肉 愁を充 す 

に過ぎないの である。 兹に 偶像 崇拜の 勢力が 在る。 多くの 人が キリスト 敎の嚴 格なる 敎を嫌 ひて、 自 

づと 偶像 崇拜に 走らん とする 傾向 を 示す は 決して 理由 無き 事で はない。 彼等 は 峻厳なる キリス ト敎の 

男女 道 德に堪 へ 得すして、 安易なる 偶像 崇拜の 下に 匿れ て 自己の 情 愁を行 はん 事 を 欲する ので ある。 

イスラ H ルの 民が 幾度 か 神の-懲罰 を 蒙り 乍ら も、 折 あらば エホバ を 去って 他の 神々 に 移った の は 何で 

あつたか、 卽ち r 燬き盡 す 火」 なる 祌、 「聖 なる 聖 なる 聖 なる 萬 軍の H ホバ」 の榮 光に 自己の 據れた 

る 暗き 心 を 照され る 事を好まなかった からで ある (羅馬 書 一 章廿節 以下 參 照)。 

たと ひ 曹達 を もて 自ら 洗 ひ、 また 多くの 灰汁 を 加 ふると も 汝の惡 はわが 前に 汚れたり と 主 H ホバ 

いひ 給 ふ (二十 二 節)。 

偶像 崇拜に 必す伴 ふ は 盛んなる 儀式 祭事で ある。 彼等に は 宗敎は 道德に 非す して 儀式で ある。 彼等 は 

如何なる 不潔 を 行 ふ も 顧みない。 然し 凡ての 祭 禮の傣 式 は 悉く 之 を 行 ふので ある。 罪の 洗 淨は只 形式 

の 事の みで ある。 そして 自己の 罪 を 匿さん がた めに 益々 盛ん に 熱心 に 凡ての 潔め の 傣式を 行 ふので あ 

る。 彼等 は 自己の 身 を 洗 ふに 曹達 を 用 ひ 又 灰汁 を 加へ る。 然し 彼等 は 決して 不潔なる 行を廢 めない の 

である。 (曹達 は 此の 地方より 產出 する 洗濯 材料で ある。 H ジブ 卜に も 亦 有名なる 產 地が ある 。彼等 
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は 之 を 以て 石齡に 代用した。 斯る  一一 一一 II 葉 は 此 書が 砂漠に 近き 地方に て 書かれし 事 を 示して ゐる )o 斯く 

の 如く 外側の 洗淨に 重き を 置く は 凡ての 偽善者 に 共通の 心现 である。 中世の 羅馬敎 會の墮 落 も 亦 全く 

之であった。 

二十 三、 ral 節 は 決して 讀 むに 麓 はしき 一一 一一 II 葉で はない。 然し 乍ら エレ ミヤが 如何によ く 動物の 1： 性 を 

觀お ^ して ゐ たかを 我等 は 之に 由て 知る。 彼 は 天然 人事 百般の 事に 對 して 常に 愼靈 犀利なる 觀察を 怠ら 

なかった。 彼の wslll を讀 みて 大 なる 與 味の 起る は 一 は 之が 爲 である。 イスラエルの 民が 高き 山の 上、 

あそびめ 

靑 木の下に 妓 女の 如く 身 を か めて^ 像を拜 し、 之に 合せて 實に 猥褻 極る 習慣に 耽る 有様 を 見て ェ レ 

ミヤ は愤激 せざる を 得なかった。 彼 は w< を 動物に 響へ、 殊に 性慾の 爲に 風に あへ ぐ牝驢 馬、 また 牝 m 

駝に擬 する 事 を禱躇 しなかった の である。 

面して 之 等 凡ての， S 落 は何處 より 來 たか。 勿論 H ホバを 楽て しが 故な りと H レミ ャは 答へ た。 彼等 

が 若し 悔いて エホバに 立歸 らば、 彼等の は排の 如くなる も 雪の 如くになる it! を 得る ので ある。 彼等 

が 如何に 自ら 曹達 を 以て 身 を 洗 ひ、 灰汁 を 以て 之 を 潔む ると も、 其の 行爲 によって 彼等の 惡と 汚れと 

は H ホバの 前に 潔くなら ない。 た i-H ホバ に歸る 事、 罪の ま、 にて 祌に來 り S§ を 悔いて 神と 和ぐ iar 

其 事が 凡ての 善事の 始めで ある。 之な くして 他の 如何なる 工夫 も 努力 も無效 である。 玆に 信仰と 道德 

との 根本的の 區刖が ある。 宗敎は 儀式で はない、 道德 である。 勿論で ある。 けれども 如何にして 其の 

淸き道 德を行 ひ 得る か。 信仰の 道で ある。 M ホバに 歸り來 る 事で ある。 然るに 明治 大正の 日本に 於け 

るが 如く、 道德々 々と 云 ひて、 日 も 夜 も 足らざる 程 道 德が唱 へられ 乍ら、 今日 見る が 如き 反 對の結 菜 

を產 みし は 此^ 實を 最もよ く證 明す る 者で ある。 汝先づ 祌と義 しき 關 係に 入れ、 さらば 汝は 凡ての 事 


に 於て 義 しく ある 事が 出来る であらう。 (石 原 筆記) 

第七囘 耶利 米亞記 第三 章 

神と イスラ H ル との 關 係を說 くに、 エレ ミヤ は 之 を 父と 子と 言 はすして、 夫と 妻との 關 係に 譬 へた" 

然し 乍ら 此の 夫婦 關係 たる、 勿論 今日 歐米 諸國、 殊に 米 國に行 はる i が 如き、 一種 變 態の 夫婦 關係を 

指す もの で な い 。 聖書 に 示す 所の もの は 嚴密の 意味に 於て、 對 等より は 寧ろ 主 從の關 係に 近き もので 

あって、 却って 東洋に 於け る ものに 近き 者で ある。 譬 へば 創世記に ある 如く、 サラが 夫なる アブ ラハ 

ムを 我が 主と 呼びし が 如き ものである。 

卽ち神 は 夫、 民 は 其の 妻で ある。 故に 祌は 民の 主たるべき 者、 民 は 神の 從 であらねば ならぬ。 そし 

て M ホバ の祌は 己が 選民と なせる 妻なる イスラ H ルに對 して 常に 最も 忠實に 違 はざる の 夫であった。 

彼 は 其 民 イスラ H ルを 凡ての 仇より 守り、 凡ての 恩惠を 施して 之 を 愛し 給うた。 然るに 此の 信實 なる 

夫に 對 する 妻た る イスラ H ルの 執り 來 りし 態度 はどうで あつたか。 彼女 は 常に 其の 夫なる H ホバ に 背 

き、 之に 報 ゆるに 不信、 不實、 不貞 を 以てした。 彼女 は 幾度 か 偶像に 心 を 奪 はれて 眞の夫 を棄て 偶像 

と 姦淫 を 行うた ので ある。 然 かも 恩 惠と 忍耐と に 富み 給 ふ M ホバは 之を棄 てす、 其の 不義の 妻た る 民 

の 罪を赦 し、 彼女 を 再び 神の ものと して 娶 らん 事 を 望み 給うた。 斯くて 預言者に 由り て 彼等に 悔改を 

促し 給うた ので ある。 

汝 はお ほくの 者と 姦淫 を 行へ り、 され ど汝 我に 歸れ よと M ホバ 一一 一一 II ひ 給 ふ (一節)。 
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と。 是れ 赏に大 いなる 愛の 申出で ある。 然し 乍ら 愚かに して 迷へ る 民 は 此の 惠 みの 曾に 聽 かなかった。 

彼等 は 依然として 已が眞 の 夫 H ホバを 顾 みす、 異邦の 神々 に往 き、 凡ての 高き 山に 登り、 凡ての 靑樹 

の 下にて 姦淫 を 行うた ので ある (六 節)。 彼等 は 決して 其の 惡 しき 行 を 悔いん こと を 求めなかった。 兹 

に 於て 祌は， にむ を 得す 彼等に 離 緣狀を わたして 之 を 出し 給うた。 然 かも 神 は 永遠に 彼等の 悔改を 待ち 

つ ki5 給 ふので ある。 

一度 は 義の爲 めに 不義なる _ ^を 屮：； し 給 ひし 祌は、 彼が 第一 の^^^として召し給ぅたィスラ H ルを忘れ 

る 事が 出来なかった。 彼等の 離反と 共に 神の愛 は 益々 深刻に なった。 彼 は 如 3： にもして 之 を 最初の 愛 

に戾 さんと 欲し 給うた。 かくて 又 幾度 か預曽 者 を 送り、 彼女の 悔 改め をす、 め 給うた。 然 かも 祌は其 

の 不義の 妻に 何の 惯 ひも 要求し 給はなかった。 た s--s§ij のま、 にて エホバ に歸れ ばよ い。 然 らば 前の 凡 

ての 不義 をい やし、 輯を 悉く 赦し、 ： 叫び 最初の 愛の 關 係に 人ら しむべき を說 いたので ある。 此 點を最 

も 切實に 語りし もの は预霄 者 ホゼァ であった。 彼 は イスラ H ル の 罪と 歸 順に 就ての 神の 御 心 を：^ に吿 

げんが 爲 めに、 自ら 神の 命に よって 行の 婦人 を娶 つた (ホ ゼァ 書ー隶 參 照〕。 彼の 家旌的 悲劇 を 通 

して 彼 は 離反せ る イスラ H ルに對 する 愛なる 神の 御 心 を 示した ので ある。 

イスラ H ルょ、 我れ いかで 汝を わたさん や、 我れ いかで 汝を アデ マの ごとく せんや、 ，で 汝をゼ 

ボイ ムの ごとく せんや、 我が 心 わが 衷に變 りて、 我の 愛憐 こと.^ く 燃お これり (-ホ ゼァ書 十 一章 

八 節 )。 

ェ レ ミヤ も 亦 之と 同じき 神の愛 心 を 以て イスラ H ルに悔 改め をす」 むる ので あるつ 

M ホバ言 ひた まふ、 背ける 衆 子よ、 我に か へれ、 そ はわれ 汝等 を娶れ ばな り (十 3 節) C 


も と 

八 節 「イスラ H ルと 其の 悖れる 姉妹なる ュダ」 之に 就て 一 言す るの 必要が ある。 パ レ スチナ は元來 

地中海に 沿へ る 甚だ 狭き 一地 帶 であって、 南北に 長く 約 百 四十 哩、 東西 は 平均 四十 哩內 外、 其の 面積 

は 略 日本の 關 八州に， 一 i 島縣を 加へ たる ものに 等しく、 或は 英國ゥ H 1 ルス 位の 大 さの 土地で ある。 ィ 

スラ H ル民 挨は玆 に發展 し、 遂に ダビデ、 ソ 口 モ ン 時代に 至って 王國が 建設 せられた。 然るに ソ 口 モ 

ン 王の 死後、 其 子 レホボ アムの 治世に 北方 諸 族の 離叛 によりて 遂に 王國は 南北の 二つに 分裂し、 北方 

を イス ラエル、 南方 を ュ ダと 呼び、 んマ 日に 至った ので ある。 兹に 「イスラ H ルと 其の 悖れる 姉妹なる 

ュダ」 と は 卽ち之 を 言 ふので ある。 神 は先づ 北方 イスラ H ルに對 して 預言者 を 遣 はし、 彼等の 罪を責 

め、 エホバへの 歸順を 命じ 給うた。 然るに 其の 效を 奏せす、 イスラ H ルは ユダヤに 先 だつ 約 百 五十 年、 

途に アツ シリャ によりて 滅亡した ので ある。 玆に 於て 神 は 更に 南方の ュ ダに對 して 其の 預言者 を 送り、 

之に 悔改 をす、 め 給うた ので ある。 イスラ H ルの 滅亡に 鑑みて、 ュダは 之 を 懼れて 神に 歸 るな らんと 

思 はれた。 然し イスラ H ルに對 する 刑罰 は 少しも ュダに 益と ならなかった。 「その 悖れる 姉妹なる ュ 

ダ は權れ すして 往 きて 姦淫 を 行 ふ、 我 之 を 見る」 と 神 は預首 者に 由て 語り 給うた (八— 十 節：、。 斯くて 

ュ ダャも 亦 神に 歸ら すして 遂に バ ビ B ンに 由て 滅亡の 悲運に 遭 ふので ある。 現今 世界に 所謂 ユダヤ人 

とは此 ュ ダャ 人の 後裔であって 先き に 滅びし ィ ス ラ H ル 人の 殘餘は 果たして 如何に 成りし や は 未だ 歷 

史上の 問題で ある。 いづれ にしろ 此の ュ ダャ 人と ィ ス ラ H ル人 とが 最後に 一 となりて 歸り來 ると は聖 

書の 所々 に 示された る 思想であって、 其の 實現 如何 は未來 の歷史 に關す る與味 深き 又 軍； 要なる 問題 で 

ある。 

あは れみ 

M ホバ曾 ひ 給 ふ、 背ける イスラ H ルょ、 歸れ、 我れ 怒の 面 を 汝らに 向け じ、 我 は矜恤 ある ものな 
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いひ あ.，.， 

り、 限りなく 怒 を 含み 居る こと あら じ。 汝 ただ 汝の 罪を認 はせ (十二 • 十 n 一節，)。 

之 は H ホバに 背き 罪 を 重ねた る 民に 對 する 恩 窓の 約束で ある。 無條 件の gl- の赦 しで ある。 た 己の 

を 認めて、 g§ のま k にて 歸り 来れとの 愛の 召き である。 然るに 彼等 は 此の 愛の 言に 應 じない。 彼 は 妻 

の 誓に 反き て その 夫を棄 つるが 如く H ホバ に 背いた ので ある。 玆に 於て H レ ミヤ は 神の愛の 深さと、 

民の 叛逆の 頑迷と を 思うて、 或は 泣き 或は 憤り、 彼等の 悔改を 望んだ ので ある。 二十 一節 以ドの 一 b 紫 

は 彼が 未だ 悔いざる 民が 旣に 悔いし が 如くに して 彼等に 代りて 雷うた 言で ある。 r 聲 山の 上に 聞 ゆ、 

是は イスラ H ルの 民の 悲み 祈るな り」 と。 一 一十一 一節の 前半 は 神の 聲、 後半 は 民の 聲 である。 兹に祌 の 

聲と 人の 聲と 合して エホバ に悅 ばし き 一一 一一！： 葉と なった ので ある。 一 一十三 節 は エホバ に對 する 信頼の 一一 目、 

一 一 ト四節 は 民が 己の 過去の 罪と 恥と を 認めし 事を豫 想せ る H レ ミヤの 言葉で ある。 彼が 神に 向 ひ 民 を 

代表して 祈る 切々 たる 悔改の lE 葉で ある。 

斯 くも 深き 愛 を 以て 神 は の悔 改め、 H ホバ への 歸順を 要め 給うた。 然 かも 靳 くの 如く 神の 憐簡に 

醉 ひたる 預言者の 聲も、 途に 彼等 を 其の 離反、 不信より 引 屍す 事が 出來 なかった。 最後に 祌は 其の 獨 

子 を 遣 はし 民 を 己に 歸ら しめんと 欲し 給うた。 然るに あくまで 頑迷なる 人の子 は 之 を も 受けす、 自ら 

の 傷 を 癒され、 救 はれん が爲 めに 3 具の 光に 來る事 を 担んだ。 神の 絕大の 愛 も 惠みも 遂に 背ける ユダヤ 

人 を 其の 不信より 立歸 らしむ る機會 とならす、 彼等 は 却て 神の 子 を 嘲り 迫害し そして 最後に 之 を 十字 

架に 釘け て 殺して しまったの である。 實に 人類の 歷史に 此れ 以上の 悲痛なる 事實 はなかった。 神の 選 

民の 歷史は 一 面是れ 叛逆の 歷史 である。 

彼等 イスラ ェ ルは 何故に 歸る 事が 出来なかった か。 第一 に 彼等 は エホバ の 神よりも 力 ナンの 偶像 を 


愛した からで ある。 然し それば かりで はない。 第二に 彼等 は 先 づ己を 潔くし、 神に 受けら る、 の 資格 

を 作りて 然る 後に 祌に歸 らんと したから である。 彼等 は 罪の ま，. - H ホバ に歸る 事、 其 事が 全く 罪を赦 

され、 神に 受けら る.^ の 唯一 の途 なる 事 を 信じ 得なかった ので ある。 神の 無限の 愛 を 信じ 得なかった 

からで ある。 罪の ま i にて 大膽に 恩惠の 座に 歸る 事、 之が 最善の 途、 福音の 道で ある。 (石 原 筆記) 

第八囘 耶利米 亞記第 四 章 

此 章に 記された H レ ミヤの 預 1目 は、 預言 文擧 として 最も 代表的で あると 同時に、 最も 著しく  H レミ 

ャの 特性 を發 揮せ る ものである。 前に 第 了せ i に 記された る 「沸騰た るぎ」 の默示 は、 玆に 於て 更に 其 

意味が 明白と なり、 豫感 として N レ ミヤの 心 を 襲った 北方の 災禍 は 今や 世界 歷史 の大變 動に 由て 事實 

となって 臨みつ k あるに 至った。 北方 民族の 移動と 之に 伴ふ戰 亂の慘 劇の 噂 さが、 早く も 若き 豫 一一 一一 口 者 

の 心に 来るべき M ホバ の 怒 を 直感せ しめたの である。 

扨て 此の 章 を通讀 して 何人も 直ちに 感 する 事 は、 第一 に 之が 特に 靑 年の 首なる 事、 然 かも 最も 鋭敏 

OO0O0OOOOOOOO000O0OOOOO00O 

なる 感情 を備 へたる 靑 年の 口より 出で しもの なる 事で ある。 其 言が 熱烈で 感情的で、 萬 事 を 極 雷し、 

斷定を 恐れざる が 其の 特微 である。 次に 彼の 道義 的觀 念が 非常に 擎固 なりし 察、 及び 彼の 良心が 特別 

に 鋭敏な りし 事で ある。 彼 は 一般の 人々 に は 感ぜざる 罪 を 感じ、 歷 史的 變 動の 中に 神の 審刹を 讀む事 

が 出来た。 第三に 彼が 最も 優れたる 詩的 情 想の 發 達せる 人で ありし 事 も 疑 ふの 餘 地がない。 而 して 最 

後 に 彼が 實に 高貴 にして 熱烈なる 愛國者 であった ことで ある、 彼れ 以上に 淸く 深く 其 の 祖國を 愛 せ し 
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人 を 他に 求む る 事は屮 I 来ない。 十九、 卄 節の 如き は 彼の 至純なる 愛國 心が 自國の 滅亡に 瀬せ る を 見て、 

最も 悲壯 なる 一一 一一 口と して 彼の 腸より， 迸った ものである。 

鳴 呼 わが 腸よ 我が 腸よ、 痛み 心の底に 及び、 我が 心 胸と ろく。 我れ 默 しがた し。 我が 靈.^ よ、 

汝筑 の聲と 軍の 鬨を きくな り、 敗滅に 欧滅 のしら せ あり、 此地は 皆 荒され、 我が 幕屋 は 頃刻に 收 

られ、 我が 幕 は 忽ち 破られたり。 

と (八 章 廿ー 一節、 九 章 一 節 等を參 照)。 

斯 くの 如き 預言 を 呼び 起せる 直接の 原因、 外的 事情 は 抑 も M であった 乎。 此事を 知る は 彼の 言 を 解 

する 上に 最も 必要で ある。 其の 事 は 今に 於て 確 實に之 を 知る こと は 不可能と しても 大略 次の 事 は歷史 

の 上に 明で ある。 卽ち、 當時 西方 亞細亞 ー帶に 亙って 民族的 一大 變 動が 行 はれつ & あった。 紀元前 六 

•Kns: トー 年 アツ シリャ 王が 之 を 平定して 以來暫 らく 綾いた 政治 組織 は、 紀元前 六 百 二十 五 年頃、 メヂ 

ャ 人の アツ シリャ に 叛旗 を翩 すに 至って 一 波 潤が 起された。 此の 背叛は 直接 成功し なかった が、 其 年 

アツ、 ンリャ 王 アッシュ ルバ 一一 パルの 死と 共に、 政權は 次第に バビロンの 將 ナボボ ラサルに 移り、 緩い 

て メヂャ は 之と 同盟して 搏三 アツ シリャ を 攻略し 遂に 之 を 滅ぼす に 至った。 然るに 玆に 更に 北方より 

恐るべき 一民 族が 現 はれ、 南下して メヂャ 其 他の 西方の 諸國を 襲うた ので ある。 之 等の 政治的 動搖の 

屮に 此の 北方 民族の 出現 は大 なる 恐怖の 的と なった。 

此の 北方の 民族 を ギリシャの 歷 史家 はスク テャ人 (Scythians) と稱 した。 ス クチャ 人 は 始め 黑海 

の 北岸、 令の 口 シャの 南部の 草原に 住し、 極めて： 男 壯慄悸 なる 遊牧の ni- であった。 彼等 は 一 定の 住所 

なく 漂浪の 生活 を營み 時に 掠奪 を 行うた。 彼等が 3： 故に 南下せ るか は 明かなら す、 或は 飢 謹の 爲 めか、 


乂は單 に 掠奪の ため か、 或は メ、 チヤに 通じて アツ シリ ャを攻 むる 爲 めか、 兎に角 彼等 は黑海 沿岸 をめ 

ぐり、 比較的 肥沃なる 西方： 亞紬亞 の 平地へ と 侵入した ので ある。 彼等 は 皆 馬に 乘り、 投槍を 善く 用 ひ、 

其の 行動 は 敏速で、 其の 殘虐は 猛烈 を 極めた。 其の 俊 入 をう けた 國々 は 彼等の 强 暴に 戰慄 したので あ 

る。 八：' H レ ミヤの 聖召を 紀元前 六 百 二 ト六七 年と すれば、 彼が 「北方の 民」、 また 「北方より 來 る災」 

と 云 ひし は、 此 章に 錄 されし 記事と 對 照して 此の スク テャ 人であった 事が 推定され る。 「獅子 は 其の 

森より 出で て 上り」 とか、 「其 車 は 賜 風の 如くに して 其の 馬 は 鷲よりも 疾し」 と ある 言 は 確かに 彼等 

の 習性 を寫 せる ものである。 

今や 恐る ベ き 北方の 民 埃の 襲来す るとの- が ユダヤ 全國に 響き le- つた。 彼等 は. 兼 ね て きけ るに？ I 等 の 

残虐の 民の 爲に 早く も 氣を喪 はんとし たので ある。 此の 恐怖に 襲 はれつ i ある；；^ に 向つ て、 エレ ミヤ 

は 此 言 を發 し た の で ぁ る 。 之等 の 事情を 想 像 し て 此 の ^1«1.を讀 む に 非ざ れ ば 充分 に 其 の 意味を探 る 事 が 

出來 ない。 曰く、 

汝 等ュダ に吿げ ェ.^ サ レム に 示して 曾へ、 筑を國 の 中に 吹け！ 

シ オン に 指示す 合 圖の旗 をた てよ。 

逃げよ、 留まる 勿れ、 我れ 北より 災と大 なる 肷壞 を來ら すれば なり。 

獅子 は 其 森より 出で 上り * 國々 を 滅す者 は 進み 來る、 彼れ 汝の國 を 荒さん として 旣に 其處を 出で 

たり。 

と (六 節. 七 節 )0 黑雲 空を蔽 うて 暴風 は來 らんと する ので ある。 筑を 吹き 旗 を か、 げて、 其の 襲來を 

警告せ よと い ふので ある。 斯る 一一 m 葉 を 以て H レ ミヤ は 徒らに 民の 恐怫 心を增 さんと する ので はない。 
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彼に は 明 rt! なる 目的が あった。 此の 來 らんと する 大 災禍 は、 民の 罪に 對 する 神の 刑罰 を 示す もので あ 

つた。 「此の 災を 呼べる は 卽ち汝 の 罪な り」 と 彼 は 一一 目 ふので ある。 若し 民に して 速 かに 其 罪 を 悔いす 

ば、 彼等の 惡 行の 爲に祌 の 怒 は 火の 如く 燒ぇ、 之 を 消す ものな しと 一一 一一 C ふので ある。 H レ ミヤの 目的 は 

民の 悔改 にあった。 故に 災の來 るを吿 ぐると 同時に 之 を 避く るの 途を 示した。 

この 故に 汝等 麻の 衣 を 身に まと ひて 悲しみ S 犬け、 そ は H ホバ の 烈しき 怒い まだ 我等 を 離れ ざれば 

なり。 

と (八 節〕。 また 十四 節に 曰 ふ、 

エルサレムよ 汝の 心の 惡を あら ひ 潔め よ、 然 らば 救 はれん、 汝の惡 き 念い つまで 汝 のうちに ある 

や。 

と。 然 かし 民に 悔改の 徴候 は 見えない。 祌の 刑罰の 到底 免る 能 はざる を 知る H レ ミヤに は、 此の 外敵 

の 襲来と ユダヤ 固の 滅亡と エルサレムの 破壞は 最早 や 事實と して 彼の 心に 見えた の で あ る。 

われ 地 を 見る に 形な くして さく あり、 天 を 仰ぐ に 其處に 光な し、 我れ 山 を 見る に 皆 震へ、 また 諸 

ての 丘 も 動け り、 我れ 見る に 人 ある ことなし、 天 i 仝の 鳥 も 皆 飛びされ り (二十 一一 一 ー 二十 五節〕。 

斯くて 彼の 言葉 は絕 a- の悲調 をつ 1- ける。 「ぁ& 我は禍 なる 哉、 我が 靈魂、 殺す 者の ために 疲れ はて 

ぬ」 と 0 

以上 は H レ ミヤの 預言であった。 然し 乍ら 3^ たして 此の 預ー 一目 は實 現された であらう か。 此界歷 史上 

OOOOOOOOO0OOOO00O0000OO0O 

の 事赏は 此の 言の 如く 成就した であらう か。 此の 預言 は 遂に M レ ミヤの 言葉 通りに は實 現されな かつ 

た。 ユダヤ を 襲 はんとす る 低 氣壓は 中途に して 其方 向を轉 じ、 何 かの 理由の 爲 めに スクテ ャ人は 遂に 


ユダヤに 俊 人せ すに 過ぎた。 斯くて 事實は H レ ミヤの 預言に 相違して ユダヤ は 彼等の 慘虐を 蒙む る 事 

を 免 かれた ので ある。 

玆に 於て 世の 批評 〔欲 等 は 預言者 を 嘲って 言 ふで あらう。 H レ ミ， ャは斯 くも 極端なる 言葉 を 以て ュダ 

ャの 刑罰 を預 一一 =11 せし も 遂に 彼の 言 は當ら なかった ではない か。 故に 彼の 熱心に は 尊敬 を 表する も 然し 

彼の 一 W は必 しも 神の 直接の 靈感に 由る もので はない。 よし 又 直接 彼が 神の 曾 葉に 接した とする も、 あ 

れ 程までに 過激に 罪 を 責めす とも 他に 方法が あつたで ないか。 彼 は 神の 眞现 よりも 己の 感情に 支配 さ 

れ たので はない かと。 

H レ ミヤの 預 一一 一一 n は此 場合た しかに 適 中し なかった。 然し それに も 拘らす 彼 は 彼の 預曾を 魔め なかつ 

た。 彼 は 益々 大瞻に 神の 一一 一一 II を唱 へた。 然 かも 彼の 過激なる 調子、 一 生 懸命の 態度 は 依然として 變らな 

かった。 彼 は 一 生涯 I 一 n を盡 して 神の； 止 義を宣 ベて 屈しなかった。 (石 原 筆記) 

第九囘 耶利米 亜記 第五 章 

此章は 大體に 於て 前章の 鑌き である。 前章に 於て H レミ ャは ユダヤが 北より 来る 災禍に よりて 滅ぶ 

べき 事 を 預言した。 然し 其の 北方の 民 スクテ ャ人は 遂に ユダヤに 侵入せ すして 災禍の 暴風 は 過ぎ ェ レ 

ミヤの 預曾は 失敗に 終った。 然し 乍ら 其爲 めに 彼 は 少しも 預 一一 目を廢 する 事な く 最後まで 民の 罪に 對す 

る エホバ の 怒と ユダヤの 滅亡 を唱 へて 止まなかった。 そして 彼の 預首は 一 時暫 らく は 成就せられ なか 

つた けれども、 遂に 其の 一一 目が 文字通りに 行 はれて H ルサ レム は 滅びて 荒 地と なり、 民 は 或は 殺され 或 
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は 遠き 國に 捕囚の 運命 を 味 ふの 時期が 到來 したので ある。 

汝等 エルサレム の邑を めぐりて 視 且つ 察り、 其の 街 を^ね よ、 彼等 若し 一 人の 公義 を 行 ひ 眞理を 

求む る 者に 逢 は 我れ エルサレム を赦 すべ し ( 一 節)。 

と ある。 M レミ ャは H ルサ レムに 祌の 正しき 刑罰の 來 るべき を 思 ひ、 如何にもして 其 中に 神の 赦を乞 

ふの 理由 を發 見せん と 努めた。 たと へ少數 なりと も眞に H ホバを 畏れ 公義 を 行 ふ 者が あるかと 考 へ て 

見た。 然し 彼の 此の 期待 は 裏切られた。 彼等 は 「H ホ バは活 く」 と 一一 一一！！ ひて 口に H ホバの 名を稱 ふると 

雖も實 は 偽りであった。 誠實を 顧み 給 ふ 神の 前に は斯の 如き は 全く 無益の 業で ある。 「彼等 は 幾度 神 

の 刑罰 を受 くる も 其の 痛苦 を おぼえす、 滅ぼさる \ も 懲治を 受けす、 其の 面 を 磐よりも 硬く して 歸る 

事 を 担んだ」 (二、 三 節 )o 玆に 於て M レ ミヤ は 思うた。 彼等が 斯 くも 愚かに して 神の 懲治を 受けす、 

神の 敎 に-耳 を 傾けざる は、 彼等が 皆 卑しき 民衆なる が 故で はない かと。 故に 彼 は 再び 眼を轉 じて 身分 

卑しから ざる 上流 贲挨 階級 を 見た。 其 處には 眞に神 を 畏れ 神の 箱 を 悟る 者が 在る ではない かと 思うた- 

けれども 之 また { 仝-しき 希 であった。 彼等 も 亦 皆 神の 軛を 折り、 H ホバの 縛を斷 ちて 迷ひ屮 H でし 者で 

あった 「四， 五節)。 

遂に エレ ミヤ は 貴賤 上下 を 通じて 其の 何處 にも 一 人の 眞に エホバ を 長れ 正義 を 行 ふ 者を發 見し 得な 

かった ので ある。 昔し 神の 使者が ソド ム とゴ モ ラを 滅ぼさん と 出で 来りし 時、 ァ ブラ ハ ムはソ ドムの 

の爲 めに 神に 乞うて、 若し 其處に 五十人、 或は 三十 人、 或は 二十 人、 或は 十 人の、 義 しき 者 あらば 

其 者の 爲 めに ソ ドム を赦 されん 事 を 願った。 然し 乍ら ソ ドムに は 遂に 其の 十 人の 義人 を發 見す る 事 能 

はすして、 其邑は 天より 降りし 硫黄と 火の 爲 めに！^ き 滅ぼされた。 H レ ミヤ は 今 此の M ルサ レムの 都 


に對 して 到底 神の 刑罰の 避く 可から ざる を 認めた ので ある。 

故に 林より 出る 獅子 は 彼等 を 殺し、 アラバの 狼 は 彼等 を 滅ぼし、 豹 は 其の 邑 をね らふ、 此處 より 

出る 者 は 裂かるべし、 そ は 其 罪お ほく、 その 背 違 甚だしければ なり (六 節) 

と。 或は 曰く 

我 これらの 事の 爲 めに 彼等 を 罰せ ざらん や、 我心 は斯 くの 如き 民に 仇 を復さ ざらん や r 九 節 及廿九 

節)。 

視ょ 我れ 汝の 口に ある 我 一一 百 を 火と なし 此民を 薪と なさん。 其 火 彼等 を 焚き 盡 すべし (十四 節)。 

斯くて ェ レ ミヤの 一言 は 殆んど 絕華ー 的であった。 彼の 前に はた 暗 黑が橫 はって 居た。 た 其の 暗き 中 

に 唯一 の 光を投 ぐる は 十 節 十八 節で ある。 

され ど 其 時 我れ ことぐ く は汝を 滅ぼさ じと H ホバ いひ 給 ふ。 

此の 一 百の みが 眞 暗な 絕 望の 夜に 希望の 光と して 輝く ので ある (ィザ ャ六章 十三 節參 照)。 

H レ ミヤの 此 等の 一一 目を讀 みて、 我等 は 之 を 極端な りと して 斥く る 事 を 慎まねば ならぬ。 「一人の 公 

義を行 ひ 眞理を 求む る 者な し」 と。 如何にも 思 切った 極端の 一一 一一 II であるが 如く 聞 ゆる。 然し 靜 かに 之 を 

考 へ て 見ねば ならぬ。 若し かりに H レ ミヤが +日我 園の 東京な り大阪 なり 叉札幌 なりに 來て 見た 事 を 

想像す るなら ば、 之れ 決して 過激に も あ らす 誇張 にも 非す して、 最も 事實の 眞相を 穿 て る 宣告な る J 

と を 知る ので ある。 勿論 我等の 如き ものが 之 を 見る ので はない、 H レ ミヤの 如き 預言者、 神が 特別に 

潔め 選び 遣 はし 給 ひし 神の 人が 之を觀 るので ある。 斯 かる 潔き 神の 人の 眼に 曝されて、 菜た して 我等 

は 一 人の 眞に 公義 を 行 ひ 眞现を 求む る 人を此 等の 都市より 見出し 得る であらう か。 何 處に斯 かる 人が 
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居る か、 1:;^ 働 者の 中に か、 官吏の 間に か、 商人の 中に か、 學者、 贵 族の 中に か、 又 日 比 (合に i^- まる か 

の 多 救の 政治家の 中に か、 また 敎會、 其の 監督、 牧師の 問に 於て か、 否々、 我等 は斯く 考へ來 つて H 

レ ミヤの 此の 言が 決して 事實を 誤らざる を覺 るので ある。 

然し ュ ダャに は 少なくも H レ ミヤが 居った。 我 M に 於て は 彼 も 居らない ので ある。 義人 一 人 も ある 

なしと て H ホバ の 怒 を 以て 民を資 めた H レ ミヤ を 持った ユダヤ は 其點に 於て 我國に 優る 幾許で あるか 

知れない。 之に 反して 我圍 にある は 無 宗敎の 民衆で ある。 其の 民衆に 選擧 されし 政治家で ある。 其の 

政治 { 水に 支配 さる &國 民で ある" 斯くて 我等 は 皆 上下 を 通じて 惡 より 惡 へと 進む のみで ある。 斯 かる 

民 が^し H ホバの 怒に よりて 滅ぼさる k とも、 そ は 少しも 不思議の 事で はない。 H レミ ャは亦 我等に 

對 しても 言 ふので ある。 

我 民の 中に 惡 しき 者 あり、 網 を 張る 者の 如くに 身 を か めて うか ひ、 昆を 置きて 人 を 捕 ふ、 籠 

に 鳥の 盈 つる 如く 不義の 财 彼等の 家に 充っ。 斯の 故に 彼等 は大 なる 者と なり、 富める 者と なる、 

彼等 は 肥えて 光澤 あり、 其の 悪しき 行 甚だし (二 六， 二 七 節〕。 

と。 ハ母 日の 新開 紙に よりて 報道 せらる i 我國 今日の 現狀が 最も 適切に 斯 かる 言葉 を說 明す るので ある。 

然 かるに 此の 社 會に對 して 一 人の 義憤 を發 する 者が 無い ので ある。 誰も 自ら 起って 此の 如き 民に 神の 

怒 を 吿げ其 の 刑罰 を 警告す る 者が 居ない。 誰も 彼等の II； を 責めて 其の 良心に 正義の 威厳 を 恢復 せんと 

企つ る 者がない。 神の 僕た るべき 信者の 間より すら 此の 聲を 開かない ので ある。 かって は 英國に 於て 

斯る 熱心なる 叫び を 05^ の 中より 聞く 事が 出来た。 舊 き淸敎 徒の 米國に 於て 之が あった。 其 時には 國の 

茶 礎 は輦问 なる を 得た。 其 社會は 比較的に 淸く ある 事が 出来た" 然るに 今や 英米に 於ても 之 を 聞く 事 


が 出来ない。 今 は 妥協の 世、  > 症淫の 世と なった ので ある。 

斯る 時代に あって 勢力 を 振 ふ 者 は 所謂 偽りの 預言者、 偽. ヴ の敎師 である。 彼等 は 不義の 民の 心を迎 

へんが ために 僞 りて 預言し、 祭司 は 又 彼等の 言に 隨 つて 民 を 治む るので ある。 而 して 民 は亦斯 かる 事 

を 愛する ので ある 0 一一 十 節〕。 偽りの 預首 者と 偽りの 祭司と 僞 りの 民と、 玆に 至って 國は 最早 や 滅亡し 

たので ある。 國を 毒す る 者 は 偽りの 預言者で ある、 而 して 偽りの 信者で ある。 彼等 は 共同して 實に國 

を 毒し、 民 を 紊し地 を 荒す 最も 甚だしき 者で ある。 今日の 我國の 有樣は 如何、 偽の 預言者と は 誰か、 

僞 りの 祭司と は 誰か、 神に 頼らす して 此 世の 權者、 富者に 頼り、 彼等 を 特に 贵び 彼等 を 其の 敎會に 引 

人れ、 彼等の 助け を 仰がん とする もので はない か。 彼等の 反對を 恐れ * 專ら 彼等の 甘心 を 得ん がた め 

に、 少しも 彼等に 罪の 悔 改め を說 かす、 眞理の 光 を 常に 匿して、 只社會 奉仕 をのみ 說く ではない か。 

此 地に 驚くべき 憎むべき 事 行 はる、 

预首者 は 偽 はりて 預言し、 

. 祭司 は 彼等の 手に 依りて 治む、 

而 して 我が 民 は 斯る事 を 愛す。 

されば 汝等 終に 何 を爲 さんと する や。 

此は H レ ミヤの 曾で ある。 僞 りの 敎師 と、 僞 りの 牧師と 僞 りの 信者と、 是等 三つが 揃うて 敎會 は廢れ 

國は 亡ぶ ので ある。 敎師 ばかりの 罪で ない、 民が 偽りの 敎師を 愛する からで ある。 (石 原 筆記) 

第 六 章 第 七 章の 講演 筆記 を缺 く。 依て 第 八 章 以下の 分 を 笫十间 以下の 鼙記 として 招 載す。 
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第十囘 耶利米 亞記第 八 章 四 節 以下 

此の^ を ー讀 して 感 する 事 は、 其の 全體に つて 實に H レ ミヤ 的の 語調と 思想に 滿ち 溢る \事 であ 

る。 一 言 一 句 彼の 心臓より 进流 する 富 は 深く 我等の 心を撞 つので ある。 然し 乍ら 其 中には 又 多く 聖： 書 

を讀 まざる 人々 にまで 知れ わたれる 二三の 有名なる 言葉が ある。 第 七 節、 十一 節、 廿ニ 節の 如き は 其 

の 代表的の ものである。 

天 {.^ の 鶴 は その 定期 を 知り、 斑鳩と 燕と 雁 は その 來る時 を 守る。 然れ ども 我 民 は エホバの 律法 を 

知らざる なり (. 七 節〕。 

此 言を讀 みて 3： 人 も 其の？ if 士髙 なる 愛國の 情と 豊かなる 詩的 情操 を 感嘆 せざるを得ない。 又 第 十 一 節に 

ある 有名なる 雷 葉 は、 米 阈獨立 戰爭に 於け る、 愛 國的熱 辯 家 パトリック • ヘン リ ー の 引用に よって 世 

界 的に 知れ わたって ゐる。 

彼等 我 民 の 女の 傷 を 淺く いやし、 平康 からざる に 平 康平康 といへ り (peace,  peace  ；  ^llen  there 

is iio  peace.) つ 十 us」o 

と。 彼の 義憤 は 民 を 欺く 偽りの 預首 者に 向って 燃 ゆるので ある。 また サニ節 は 五 章 一節の 言葉と 相俟 

つて、 最も 深刻なる 大預 一一 一一 II 者の 悲歎 を 吐露せ. る 言 である。 

ギレアデに 乳香 あるに あらす や、 彼 處に醫 者 あるに あらす や、 如何して 我お の 女 は されざる や 

(廿ニ 節 )o 


第 八 章 は 大體に 於て 前章の 繼綾 である。 國 人の 雜を 怒り 且つ 悲む 言、 悔 改を勸 むる の聲、 偽の 敎師 

を 憤る 言、 虚しき 物に 走りて 己が 傷を醫 さる k 事 を 求めざる 偶む ベ き 民に 對 する 無限の 憂愁で ある。 

其の 曾 は 遂に 九 章 一 節に 到りて 其 最高 調に 達する ので ある。 重複と 云へば m, 複 である。 然し 言 は 次第 

に 深刻 を增 す。 今 試みに 四 節 以下 を讀 めば、 其處に はた ^絶望の みが ある。 卽ち 彼等 は 本能 的に を 

犯す のであって、 宛も戰 場に 馳 入る 軍馬が 唯 前進す る を 知って 歸るを 知らざる が 如く、 彼等 は 罪に 走 

や il5 と つ ほめ 

る を 知って、 N ホバに 立歸る W を 知らないの である。 签 の 鶴、 斑鳩、 燕 等 は 定まれる 時に 歸るを 知る 

と雖 も、 H ホバの 律法に 來る事 を 知らない。 然り 彼等 は 罪 を 己が 本性と する に 至った ので ある。 玆に 

至って 最早 や 眞の途 に立歸 るの X 布&丄 はない ので ある。 然 かも エルサレム の 民 は 其の 事 を 少しも 悲ま 

却て 之を樂 むので ある。 彼等 は 己が 傷の 醫 されん 事 を すら 求めない ので ある。 斯る憫 むべき 狀態を 見 

て N レ ミヤの 心に は 怒と 悲しみと が 洪水の 如くに 押 寄す るので ある。 

此 言に 接して 人 は 言 ふで あらう、 そは餘 りに 感情的なる 言 ひ 方で ある、 餘 りに 悲觀 的で あると。 果 

たして H レミ ャは 感情に 壓 せられて 正當 なる 判斷を 越えて 過激の 言 を發 したので あるか。 決して さう 

ではない。 人 は ユダヤ人に 限らす、 凡て 生れ 乍ら にして 罪の 子であって、 彼の 好む 所 は惡、 彼の 憎む 

所 は 善で ある。 人 は 生れ 乍ら にして 神 を 愛し 正義 を 愛する 者な りと は、 たと へそれ が 我等の 心 を歡ば 

する 思想で はあって も、 決して 事實の 上に 立つ 事柄で はない。 我等 は事實 に反對 して 如何と もす る 事 

が出來 ない ので ある。 

其 事 は 遠く 例 を ユダヤに とる に 及ばす、 今日 我國に 於て、 叉 我等 各自 を 顧みれば 充分に 判明る。 我 

が 政治家と 實業 家と 官吏と は 如何。 彼等 は 正義 を 行 はす 賄賂 を 喜ぶ が 本 態で はない か。 商人 は. 1 言 を 
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以て 商寶の 常道と して 少しも 恥ぢ ないで はない か。 北ハ他 相互に 惡事を 責め 合 ひ、 陷し合 ひつ k ある。 

社會 全般の 有様 を 見れば、 たと へ 共 中に 少數の 〈丄 "人の^す る は 之を認 むる と雖 も、 全體 より 見て 善が 

彼等の 不自然 性な りと 云 ひて、 少しも 誤らない ので ある。 

然し 乍ら 人 は 容易に 此事を 認めない。 彼 は 自己の 惡を 指摘 せられて 却て 自己 を 辯 護して 一一 一一 G ふので あ 

る。 人が 全然 惡に 向へ る 者な りと は餘 りに 人生の 暗黑面 をのみ 觀 ての 言 紫で ある。 たと へ 社會に 多く 

の 罪悪 は あると も 人の 性 は元來 善であって、 彼の 祌の 子た るの 素質 を 具へ た 者で ある。 其 中に 多少の 

缺點 ある は發 達の 途程 にある 不完全に 過ぎす と。 然し問題は；5^贫如何でぁる。 彼等 は 如何に 人 を 理想 

化しても 悪は惡 であって 之 を 如何と もす る 事が 出来ない。 H レ ミヤの 如く 人生 を 深く 究めし 者 は 皆 其 

處に絕 筌を發 見せざる を 得ない ので ある。 

H レミ ャは 遂に 民の 罪に 絶望せ ざる を 得なかった。 此15^-を知って彼の悲しみは實に無限でぁったリ 

彼 の 一一 一一 n 葉が 自ら 激越 に な り悲 調を帶 ぶる は 當然 の 事で ある。 人 は 彼の 言 を以 て 若き 感情家 の 熱情と 評 

する であらう。 然し 彼 は 徒らに 自己の 感情に 走って 失 §1^1 を 心に 畫 いて 大 言壯語 し、 叉は悲 愤懷慨 を 好 

む 者で はない。 彼の 悲しみ は 彼の 全心 全 存在の 根抵に 基く 人類 的の 嘆きで あつたので ある。 故に 彼 は 

年が 進む に從 つても 決して 其の 悲痛なる 調子 を變 へなかった。 彼 は 最後まで 之 を 主張した ので ある。 

あらば 凡てが 結 であるか。 然り 凡てが 失望で ある。 今日と 雖も 同様で ある。 希望 は 3： 處 にもない。 

東京に 於て ない、 大阪に 於て ない。 -ーュ ー ョ ー ク にない 、パリ ー にない、 ロンドン にない。 此の エレ 

ミヤの 一一 一一 n はた 昔の エルサレム に 限らない ので ある。 人類が 常に 空しき 希望 を 懐き 罪 を 悔いす して 世 

界に 神の 王國を 建てん とする 時、 神 は 幾度 か 預言者 を 送りて 彼等の 頼る 者 を 其 根本より 破壞 し、 また 


相互の 破壞を 以て 之 を 罰し、 人 をして 自己の 罪悪 を 認めし むる ので ある。 彼の 言 は 今日 世界の 民に 適 

用して 少しも 誤らない ので ある。 試みに 十 節の 如き を 見よ。 

彼等 は 小さき 者より 大 なる 者に いたる まで、 皆 貪る 者な り、 また 預言者より 祭司に いたる まで 皆 

詭詐 をな す 者 なれば なり。 

むさぼる 

小 は小寶 商人より 大は大 銀行の 總裁、 大會 社の 重役に 至る まで、 彼等が 貪 焚 者なる 事 は 何れも 明かな 

ことで ある。 實業 家と 云へば 立派で あるが、 其の 心 を 率直に 言へば 只 「儲ける、 金が 欲しい」 それ だ 

けで ある。 其點に 於て は 淺野も 三菱 も 住友 も 安田 も IHll^ はない。 利愁を 離れて 彼等の 生活 はない。 而 

して 之 等の 世の 富豪 權カ 家に 出入し、 彼等の 贊成を 求め 其の 授助を 仰がん とする 敎師、 牧. 師、 傳 道師、 

彼等 は 皆詭詐 の預ー 一一 一口 者、 祭司で はない か。 彼等 は 正義の 爲 めに 世の 有力者の 罪 を 少しも 責めない。 彼 

等の 求む る は 身の 利益と 完全であって、 其の 爲 めに は 民の 罪 を 淺く醫 し、 健康な きに 健康、 健康と い 

ふ。 未だ 一度たり とも 眞劍に 其の 罪の 悔改 をす k めた 事がない ので ある。 

斯 くの 如く 我等 は社會 の何處 にも 希望 を發 見す る 事が 出来ない。 政治家、 實業 家、 醫者、 敎育家 皆 

我等の 賴り とする に 足らす、 政府、 社會 その 者が 然り である。 然 らば 何に 頼り 得る ので あるか。 自分 

自身で あるか。 否、 我 も 亦 一人の 人間に 過ぎない。 然り 人と 云 ふ 人、 個人 も社會 も、 卽ち 人類 其 物の 

間に 希望がない ので ある。 兹に 於て か 我等 は 最早 や 人類の 中に 希望 を 求む る 事 を 止めて、 全く 之 以外 

に 希望 を 求めざる を 得ざる に 至る ので ある。 此の 最大の 要求に 應 ぜんが 爲 めに 祌は 聖書 を 以て 救の 道 

OO0O000OO0O00OOOOOOOO00O  000000000 

を 示し 給うた ので ある。 人類の 全然 的絕 望を敎 ふるが 神の 聖書で あると 同時 に、 其の 絕， ば H より 脫る k 

の途を 示す も 等しく 此の 聖書で ある。 S お 書の 偉大なる 全く 之が 爲め である。 我等が 本能 的に 罪人で あ 
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つて 此儘 にて は 全く 結 なる 事 を 示さる」 が 救の 第一 步 である。 斯くて 我等 は 自己と 此 世に 賴る事 を 

止めて に 全能の 神に 賴 らんと 欲する に 至る。 然 かも 神 は旣に 世 を 救 はんが 爲 めに は 其の 獨子を 十字 

架に かけて 救の 基 を 成就し 給うた ので ある。 我等 も 亦 彼と 偕に 十字架に 自己の， きを 釘け、 自己に 死し 

て 神に 生く るに 至る。 兹に 始めて 新しき 造化が 行 はれ、 罪 は 最早 や 我等の 木 能たら すして、 却って 義 

が 我等の 本能と 化する ので ある。 (石 原 筆記) 

第 十一 囘 耶利米 亞記第 九 章 

1 1 三 節〕 「ぁ^我ゎが首を水となし我目を淚の^：水となす！；！を得んものを」 と。 是れ大 預首者 エレ 

ミヤの 悲嘆の 聲 である。 愛國 者の 慟哭で ある。 世界の 何處に また 誰か 斯 くも 深刻なる 嘆き を 以て 自己 

の M の爲 めに 泣いた 者が あるか。 然 かも 我が 不幸 を 嘆す るが 故に 非す 我が 希望の 遂げられ ざるが 爲め 

に 非す、 或は 己が 事業が 失敗し 己が 愛が 裏切られて 嘆く ので はない。 己が 國 民の 罪の 爲 めに、 其の 滅 

亡の 心配の 爲 めに 萬 事 を 忘れて 嘆き悲し むので ある。 我等 は 未だ 國の爲 めに、 正義の 爲 めに、 神の 爲 

めに、 断 かる 悲嘆 を發 した 事がない。 我等 は失戀 者の 吿 白と 煩悶 を 護んで 同情の 淚 にくれ る、 家庭 小 

說の 悲劇 を設ん で 泣く。 然し 乍ら 我國 目前の 此の 滅亡の 危險を 見ても 憂へ また 泣く 事 をし ない。 遠き 

昔の ユダヤ 國の 事で はない。 今日 我が 國の 有様で ある。 日々 の 新聞紙 を 以て 報道 せられる 1  非 悪と 悲劇 

を 見て、 我等 はむしろ 之に 興味 を覺 え、 或は 話の 題目と する。 然し 乍ら 之 は 笑 ひ 事、 ^の 種で はない 

ので ある。 我國の 存亡に 關 はる 大問题 である。 曾て 故大隈 fsi 信 侯 は 私の 文章 を 讀んで 冷評して 富うた 


さう である。 「內 村と 云 ふ 奴 は 恐らく 毎日 飯に-::^ を かけて 食って ゐ るの だら う」 と。 若し 私が 幾分に 

て も 眞劍に 國の爲 めに 泣き、 淚を 以て 食す る 事 を 得しなら ば 私の 名譽此 上な しで ある。 

H レミ ャは 何が 故に 斯る 悲嘆 を發 したので あるか。 民の 不信、 民の 罪の 絕 的 狀態を 見た からで あ 

る。 彼等 は 皆 姦淫す る 者、 悖れる 者の 族で ある。 彼等 は 弓 を援く 如くに 偽 を 射る 者、 正義と 眞 實の爲 

に强 からすして、 惡に强 き 者、 己の 利益の 爲め、 反 對黨を 撃つ 時には 實に. 强烈を 極む ると 雖も、 正義 

を 行 はんが 爲 めに は、 弱者 を 助けん が爲 めに は、 社 食の 弊害 を 改善 せんが 爲 めに は、 彼等 は 全く 無力 

である。 んれ皆 彼等が エホバ を識ら ざるが 爲め である。 そして M レ ミヤの ユダヤ 國の爲 めに 嘆きし 此 

の 言葉 の 最も 適切なる、 同時に 最も 悲しむべき 實例を 我等 は 今日 我國の 有様に 於て 發 見す るので ある。 

此の 民の 絶望的 狀 態に 堪へ かねて H レ ミヤ は 切に 彼等 を 離れて 獨り 在らん 事 を 求めざる を 得な かつ 

たので ある。 「嗚呼 われ 曠野に 旅人の 寓所を 得ん もの を、 我 民 を 離れて 去り ゆかん」 と。 此言 を讀ん 

で 我等 は 之 を 東洋 流 の 遁世と 思う て は ならな い。 之 はた 浮世 の 罪 を 忌ん で 獨り 俗界 を 避け、 奥山に 

方丈の 庵 をむ すんで 光風 霽月 を樂 まんと する 所謂 世捨 人の 言で はない。 之は戰 場に 激戰に 疲れ 傷き た 

る f 男 士が暫 しの 休憩 を 求む るが 如く、 民の 惡と戰 ひて 身 も 魂 も 傷き 疲れたる 神の 人が 暫 らく 世と 離れ 

て 神の 懐に 憩 はんとの 切なる である。 世 を 去る は 神と 偕に 在らん が爲 めで ある。 神と 偕に ある は更 

に 犬なる カを與 へられて 神の 爲 めに 戰 はんが 爲め である。 彼 は 永く 神の 許に 憩む 事が 屮 I 來 ない。 ^の 

罪が 彼に 迫り、 H ホバ の聲の 彼に 臨む 時 は、 彼 は 再び 現 はれて 不義の 世に 神の 言を宣 ベなければ なら 

ない。 

四— 九 節。 是れ亦 著しき 言で ある。 過激と 言へば 3 呉に 過激の 言 方で ある。 然し 問題 は事實 如何で あ 
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る。 我等 は 今日の 日本の 狀 態より 考 へて 此の H レ ミヤの 一一 目 を 否定が 出來 るで あらう か。 勿論 我 園の 田 

舍に 於て は此 言と 違 ひ 、 多少 の 信用と 人々 相互の 厚意に 由て 日々 の 生活が 營 まれて ゐ ると 言 ふ^が 出 

来る。 然し 之 を 東京に 就て 考 ふるならば、 我等 は 決して 隣人に 對 して 我等の 心 を 開く 事が 出来ない。 

我等 は 誰 を 信用して 可き やに 苦しむ。 昨日の 友 は 今日の 敵と なる。 彼等 は 利害に 由り て は 掌 を 反す 如 

くに 信義 を棄 てて 顧みない ので ある。 叉 「何れの 兄弟 を も 信す る 勿れ」 と。 殊に 眞の 兄弟た るべき 基 

督敎 會內に 於て さへ、 我等 は此 言の 事實 なる を 知る ので ある。 敎會は 其 意味に 於て 最も 恐し き 所で あ 

る。 敎會の 人達が 相互 を 偽 はり、 相互 を陷 しいれ、 相互を讓る事の^.^だしき事は、 彼等 自身が 最もよ 

く 之 を 知って ゐ るので ある。 我等 は 斯くて 全く 詭譎と 不信の 空氣の 中に 偽 を 呼吸して 生存す るので あ 

る。 喷 落は玆 まで 來 るので ある。 

H レ ミヤの 言葉 は 過激で あるか も 知れない。 然し 若し 社會 なり 敎會 なりの 隨 落と 腐敗と が 改められ 

る 者なら ば、 斯る言 葉 を 以て 改められ るので ある。 彼 は 罪の 中心に 入りて 之 を 最も 明白に 語る 事 を 恐 

れ なかった。 罪 を 罪と 言 はすして 罪より 免 かる、 事 は 出来ない。 其 事 は 今日と 雖も 少しも 變ら ない。 

若し 敎會を 改革 せんと 欲せば 其の 惡を 明白に 責めねば ならない。 然し 乍ら 今の 日本に 斯 くの 如く 敎會 

の爲 めに 敎會を 責める 敎師が あるか、 日本 を 責める 預言者が あるか。 墮 落した と は 言へ ユダヤに は斯 

の 如き 偉人が 輩出した。 ユダヤが 他の 國 民に 優れる は此爲 めであった。 我等 も 亦 小さき 乍ら も、 之に 

倣って 國 民に 眞の 罪の 悔 改を說 かねば ならない。 

十 節 以下 は いづれ も 驚く 可き 言葉で ある。 民の 罪に 對 する エホバ の 刑罰の. K 吿 である。 神の 刑罰に 

よりて 滅亡せ る ユダヤ また M ルサ レム の慘狀 である。 また 其の 滅亡 を 慟哭す る 預言者の 悲嘆で ある。 


「われ 山の 爲に 泣き叫び 野の 牧場の ために 悲む」 と。 之 等 は皆大 預言者の 言と して 一 々我等の 研究 默 

想に 價 する ものである。 然し 乍ら 其の 中心と 一一 一一 c ふべき 言葉、 全 章の 要點を 示す は 一 一十三 節 以下で ある- 

M ホバ斯 く 云 ひ 給 ふ、 智慧 ある 者 は その 智慧に 誇る 勿れ。 力 ある 者 は 其の 力に 誇るな かれ。 富者 

は 其の 富に 誇る 勿れ (二十 三 節〕。 

實に 偉大なる 言と 云 はざる を 得ない。 世の 人 は 何よりも 先づ 第一 に 智慧に. 誇る ので ある。 哲學 である • 

文學 である、 科學 である。 殊に 知識 以上に 價値 ある 者の 存在 を 知らざる 日本に 於て は 知識 は 最上の 誇 

り また 權威 である。 故に 彼等の 尊ぶ もの は 何よりも 明晰なる 頭腦 である。 鋭敏なる 才能で ある。 學生 

は 常に、 「彼 は 頭が よい」 の 一 首で 凡ての 人 を評價 してし まふので ある。 頭の よい 事、 他の 事 はどう 

であっても 宜 敷い、 た 此 事が 最も 得意の こと、 また 羨望の 的で ある。 勿論 頭腦の 明晰なる 事、 智慧 

の ある 事 其れ 自身が 惡 いので はない。 譬 へクリ ス チヤ ン であれば とて 頭の 良き 事 は 追 ひ 求むべき であ 

る。 然し 乍ら 其 事に 誇る 事が 惡 いと 言 ふので ある。 知曰慧 其 物の 中には 却て 其の 人 を 破 壌す る 危險性 を 

備 へ て 居る ので ある。 

次に は 力で ある。 第一 に 腕力で ある、 兵力で ある、 權カ である。 英國の 海軍 は 幾何。 日本の 陸軍 は 

如何。 佛國、 米國の 飛行機 は 如何と。 今や 全世界 を 通じて 此の 暴力 を 誇りと しない もの は 無い ので あ 

る。 軍備 ありての 國威 である、 正義で ある、 獨立 である。 之な くして 國 防の 基 何處 にあり やと。 第三 

に 世の 人の 誇る もの は 金で ある。 金 無くて 何が 出來 るか。 凡ての 生活 また 幸福の 基礎 は 金で ある、 金 

無くて 政治 も 敎育も 文化 もあった ものに 非す と 彼等 は 言 ふので ある。 然り阿 彌陀も 敎會も 金で 光る 世 

の 中で ある。 

ヱレ ミヤ K お  五 五 七 
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靳る狀 態 を 知って ェ レ ミヤの 言 を 讃んで 其の 如 W に 驚く 可き 官 であるかが 解る。 試み にん？ 'ロロ 本の 

社^に 於て、 或は 大擧の 校門に 於て、 兵營の 前に 於て、 大會 社の 門前に 立て 此の 言を發 したら ば 如何。 

勿論 彼等 は大 なる 嘲笑 を 以て 之 を 葬る であらう。 知識なくて 何が 出來 るか。 力が 無くて 何が 出來 るか。 

殊に 金が 無くて 何が 出來 るかと。 敎育 〔氷 も 政治家 も 宗敎家 も、 道德の 重ん すべき 事、 精神の 尊むべき 

事 は 之を唱 へ る。 然し 口に こそ 言 はね ども 心，；， 逸に 於て は、 知識と 金がなくて は 到底：^ 事 も 行 ひ 得ざる 

事を^ 確信して ゐ るので ある。 然し 乍ら エレ ミヤ は 明白に 言 ふので ある。 知識 誇る に 足らす、 力 誇る 

に 足らす、 富力 誇る に 足らす と。 我等 クリスチャン も 亦 同じき 事 を 主張す る 者で ある。 然 かも：：！ に 於 

て 之 を 首 ふので はない。 心に 確信して 之を唱 ふるので ある。 キリストの 前に 立つ に は、 何人も 我 は 俊 

才 なり、 我 は 金 持な り、 我は權者なりとの後榍を以て彼の許に行く！^^は出來なぃ。 基督 敎は 徹頭徹尾 

第一、 金 第一、 富 第一 の敎 ではない。 然し 多くの 人が 此事を 知らない。 基督 信者と 稱 する 者まで が、 

知らす 識ら すの 問に 此 等の 者を賴 りと して ゐ るので ある。 實に 心外の 至りで ある。  • 

知識 も 力 も 富 も 誇る に 足らす とせば、 誇るべき もの は 何で あるか。 ェ レミ ャは 之に 答へ て 言 ふ、 

誇る 者 は 之 を 以て 誇るべし、 卽ち 明哲して 我 (神〕 を 識る蔡 と、 我が エホバに して 地に 仁 惠と公 

道と 公義と を 行 ふ 者なる を 知る 事是 なり (二十 四 節)。 

誇る に 足る ものが あると すれば、 それ は 第 一 に 明哲く して H ホバ の祌を 知る 事で ある。 眞に H ホバ を 

s る&は 知識の 本な りで ある。 第二に は、 神が 仁惠と 公道と 公義と を 世に 行 ふ 者なる 事 を 知る 事で あ 

る。 而 して 祌を 知る 事と 祌が 正義 を 世に 行 ひ 給 ふ 事 を 知る 事と が 如何に 大 いなる 智慧と 力と 富と であ 

るか は、 人類の 歷史に 於て 充分に 證 明され た 事で ある。 人類の 達せる 最高の 學問、 また 枇界を 根本的 


に 改革せ る 最大の 勢力、 また 人類に 降れる 最大の 福祉 は 悉く 此の 信仰の 賜物と 云 ふ 事が 出来る ので あ 

る。 此事は 何人と 雖も 少しく 心 を平靜 にして 深く 考 へれば 解る ことで ある。 此 世の 富 や 知識 ゃ權 力の 

決して 賴 るに 足らざる 事 は 明白で ある。 之に 頼って バビロ ンも H ジブ トも羅 馬 も 希臘も 滅亡した ので 

ある。 今日の 日本に 於ても 知識の みに 賴 りて 身 を 滅ぼせる 幾千の 俊才， 富に 賴 りて 最も 悲慘 なる 境遇 

に 沈む 幾 萬の 家庭の ある を 思へば、 之に 頼る 事の 如何に 愚かなる かが 明になる ので ある。 此事を さと 

るが 眞の 智慧で ある。 H レ ミヤの 言 ふ 明哲と は卽ち 之で ある。 

然し 乍ら 更に 大切なる は 神が 正義の 實 行者で ある こと を 知る 事で ある。 卽ち エホバ が眾 に仁惠 にと 

み、 公道と 公義と に 富み 給 ふとい ふので はない。 M ホバは 之 を 地上に 實 行し 給 ふ 所の 神で ある 事、 之 

を 知る 事が 最大の 智慧で あると 言 ふので ある。 エホバ は ra^ たして 地に 仁惠と 公道と 公義 を 行 ひ 給 ふや、 

其 事が 大切な る 問題で ある。 多くの 人 は 惡人 の 行 爲を見 て 言 ふ 「彼等 の 行 は 惡 けれども 其 の 心に は 好 

い 所が 澤山 ある」 と。 斯くて 自己の 惡行 をまで 辯 護 せんと 欲する。 然し 乍ら 我等 は 之に 迷 はされ て は 

ならない 0 結局 惡を行 ふ 者は惡 人であって、 義を行 ふ 者 は 義人で ある。 神 はた 仁惠 ある 者、 義を愛 

し 給 ふ 者と 言 ふので は 足りない。 彼 は 之 を 行 ひ 給 ふ 者でなくて はならない。 果たして 然る か。 然り祌 

は 之 を 世に 行 ひ 給 ふ 者で ある。 世界史が 其の 證明 である。 神の 正義 は^の 凡の 出 來襄の 上に 行 はれ 來 

つた。 部分的に 一 時 的に 之 を 見れば 神の 義は 無き が 如くに 見 ゆる 事が 少なくない。 然し 其 は 表面上の 

ことであって、 視る眼 を 以てすれば、 不義が 倒れて 正義が 勝利 を 得つ & ある 事 は^ょり も 明， n なる 事 

實 である。 此 世界 は 結局、 愛と 正義の 神の 支配し 給 ふ ものである。 我等が 人生に 處す るに 此の 事 を 知 

る 事 は 最も 必要な ことで ある。 我等 はル 2 之 を 知り.、 自ら も 亦 其の 實 行者と ならなくて はならない。 斯 
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る 思想 を懷 いて 我等の 世界 觀は 其の 根柢より 變ら ざる を 得ない。 H レ ミヤの 此の fB は 之 を 深く 考 へれ 

ば考 へ る 程實に 革命的で ある。 祌の言 と は 常に 斯く ある ものである。 

前節 と 相 並んで 廿五、 六 節 も 亦 著しき 首で ある。 兹に 於て H レミ ャは 神の 審判の 前に は 外面の 儀式 

は M の 益 を もな さぬ 事 を 主張す るので ある。 卽 ち割禮 ある イスラ H ル人 も割禮 なき 異邦人 も 等しく 公 

平なる 祌の蕃 判に よりて 罰せら る、 との 一一 目で ある。 割 禮は元 來ァラ ビヤ H ジブ ト 地方に 住む セ ミチ ッ 

ク 人種の 問に 生理的 必要より して 一般に 行 はれた もの、 後に 之が 宗敎的 儀式と なった ので ある。 叉 彼 

等の 間に は 男子 は 级を 刺らざる が 通例で あつたが 或 人 稲 は 其の 鬚 を 刺った。 イスラ H ル人は 割 禮を受 

けたが 異邦人 (ギリシャ 人 等〕 は 之 を 受けなかった。 卽ち 玆にェ レ ミヤの 言 はんとす る は割禮 ある ィ 

ス ラエル 人 も、 之な き 異邦人 も、 鬚 を 剃る 國尺も 剃らざる 人 極 も、 其 等 一切の 外面の 宗敎的 儀式の 如 

何 に拘ら す、 神 は 正義 を 以て 彼等 凡 て を 罰し 給 ふとの 事 で ある。 

卽ち 若し 之 を 今日の 言葉に 飜譯 して 言 ふなら ば、 水の 洗禮を 受けた る英國 人も獨 逸人 も 佛蘭西 人 も 

米！： 人 も、 また 日本の 敎會の 信者 も、 又た 之 を 受けざる 日本人 も 支那 人 も、 其の 人種の 習慣 を 問 はす 

宗敎の 宗派 を 問 はす、 悉く 神が 之 を 一様に 罰し 給 ふと 首 ふので ある。 水の 洗禮を 受けて 敎會に 加 はれ 

る 大多数の 歐米人 は、 其の 洗禮 によりて 救 はれす、 そ は 彼等 は 其の 心に 割禮 をう けす、 眞の靈 の洗禮 

なきが 故に 不信者と 等しく 罰せら る k と 言 ふので ある。 論より 證據 である、 かの 歐洲大 戰爭の 如き、 

全く 之れ 水 の洗禮 のみ あり て眞 の 悔改 なき 欧米人 の 受けし 最大 の 刑罰な る は 何よりも 明白の 事實 であ 

る。 心の 變 幕の 伴 はざる 宗 敎的礙 式の 全然 無效 なる 最もよ き證據 である。 

要 之、 彼の 主 股 は 次の 二 點に存 する U 卽ち 外面の 知識、 力、 富 は 誇る に 足らす、 同時に 宗敎 的の. ：！ 


誓 iii 唐 Iti ま： 

と共に 步む 事で ある (ミカ 書 六の 八 )o  (石 原 筆己ノ  ^う て 正義 を 行し 憐润を 愛し 謙邏 りて i 
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耶利米 亜 哀歌 第三 章 

是 は改譯 ではありません. ^成の H 本 譯を希 伯來； 詒の ABC に 從ふ哀 缺文體 に 書 底した 者であります、 一一 a 

語舉 上よ" 見て 何の 惯値も 無い 者であります けれ 共、 此 種の 文 學に艺 しき 我國に 於て は 有る は 無き に 優る と 

S ひます- 元々 ほ 分の 信仰 義 成 のために 線った 者でありまして、 之 を #1 に揭 載す る は 本誌 の讀者 諸君に 幾分 

なりと も 其の 利益 を頒 たんと 欲する に 過ぎません。  • 

ァ レフ (一 I 三) 

我 は 艱難 を 見た る 人な り、 彼の 怒の 笞の 故に 因る。 

彼れ 我 を 牽て暗 黑を步 ませ 給へ り、 光明 を 行かし め 給 は ざり き。 

まこと  そ ひチ。 す  ，し 力 

實に彼 は 其 面 を 我に 反け 給 ふ、 終日 我に 對 ひて 其 手 を 擧げ給 ふ。 

ベ - ス (四丄 ハ) 

彼 は 我 肉と 肌膚と を衰 へしめ 給へ り、 我 骨 を摧き 給へ り。 


我に 對 ひて % 塞 を 築き 給 へ り、 患 苦と 艱難と を もて 我 を 圍み給 へ り。 

我 をし P 暗處に 住まし め 給 へ り、 長く 死し 者の 如くに 极ひ給 へ り。 

ギ メル (七一八) 

我を圍 みて, る 事 能 は ざら しめ 給へ り、 我が 鐽索を 重く し 給へ り。 

實に 我れ 援助 を 呼 求む る 時に、 我が 祈 求 を 綿 出し 給へ り。 - 

I； 石 を もて 我 道 を 塞ぎ 給へ り、 我 行路 を 曲げ 給へ り。 

ダ I レス 「十— 十二) 

彼の 我に 對し給 ふや 伏し 窺 ふ， 熊の 如し、 叉 潜み 隱る 獅子の 如し。 

路傍に 我 を 引裂き 給 へ り、 我 を 獨り棄 置き 給 へ り。 

彼 は 弓 を 張り 給へ り、 而 して 我 を 其 矢の 的と なし 給へ り。 

へ ー (十一 一一 I 十五〕 

彼 は 其 液の 矢 を 放ち 給 へ り、 而 して 我が 腰 を 射ぬ き 給 へ り。 

我 は 我がす ベての 民の 嘲罵と たれり、 終日 其 笑 種と なれり。 

彼 は 我 をして 苦味に 飽かしめ 給へ り、 茵 蔬を飮 ましめ 給へ り。 

ワウ (十六， ー 十八，) 

彼 は 砂利 を 以て 我 齒を摧 き 給べ り、 灰 を 以て 我 を 蒙 ひ 給へ り。 

雨 は. 我が 靈魂 をして 平和より 遠から しめ 給へ り、 我 は 福祉 を 忘れたり。 

我れ，. S から 言へ り 我が 氣カは 失せぬ、 エホバ よりす る 我が 希望 は 結えたり と。 

耶利 * 亞哀歌 第三 章  五六 一一 一 
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なやみ C るし み  いんちん t ん じふ  お ぼ、 、 ，3 

願く は 我が 艱難と 苦 楚とを 心に 留め 給 へ 、 茵 藤と 膽 汁と を 記憶え 給 へ 。 

雨 は 必す是 等の 事 を 心に 留め 給 ふべ し、 そ は 我が 靈魂衷 に 沈めば なり。 

おも ひお こ  この to る！  , , 

我れ 斯事を 心に 想起せ り、 是 故に 我に 希望 起れ り。 

へ，. ス (ニニ  — 二 四) 

えろ  いっくし み  あはれ みつき 

我等の 尙ほ 滅びざる は エホバ の 仁愛に 因るな り、 その 憐润 の盡 ざるに 因るな り。 

是は朝 毎に 新たな り、 雨の 誠 實は大 なる 哉。 

我が 靈魂は 雷 ふ H ホバは 我が 分な りと、 是 故に 我れ 彼 を 待望まん。 

テス (二 五— 二 七) 

エホバ は 己 を 待望む 者 を 善くし 給 ふ、 己を尋 ぬる 者 を 善くし 給 ふ。 

人の エホバ を 望む は 善し、 靜に其 救扬を 待つ は 善し。 

人 その 若き 時に 轭を負 ふ は 善し。 

ョッド (二八— 三 〇) 

彼 は獨り 座して 默 すべし、 H ホバ之 を 負 はせ 給 ひたれば 也。 

口 を 塵に つけて 伏すべし、 或は 望 あらん。 

！-ネ ゝ  みちた  はづ かしめ 

己 を 撃つ 者に 頻を 向くべし、 充足れ るまでに 恥辱 を受 くべ し。 

カツ フ (三 一 1 三 三) 

そ は 主 は 永久に 棄て給 は ざれば なり。 


.  いつくし-ひ  X 

彼 は 息 難 を 送り 給 ふと 雖も亦 憐惯を 施し 給 ふ、 其 仁愛の 大な るに 因りて なり ひ 

彼 は 故意に 人の子 を！？ まし 給 はす、 彼等 を 苦しめ 給 はざる 也。 

ラ— メド (三 四， 1 三 六〕 

とん は n び ii  ふみにじ 

彼 は 地の 俘 囚等を 脚の 下に 蹂躪り 給 はす。 

いと .U か，？ もの 

至上 者の 前にて 人の 理を 抂げ給 はす。  - 

人の 詞訟を 覆す は エホバ の 喜び 給 はざる 所 也。 

メ ム (三 七 I 三 九) 

主命 じ 給 はすと も 事 成る と 言 ふ 者 は誰ぞ や。 

わざ は ひ さい は ひ 

至上 者の 口より 禍災も 福祉 も來 るに 非す や。 

己の 罪 を 罰せられ たれば とて 活ける 人何ぞ 怨言く ベ けんや。 

ヌ ン (四 〇| 四 二， } 

我等 自己の 行 を 深り、 省みて H ホ バに歸 るべ し。 

我等 天に 在す 神に 對 ひて 手を擧 ぐるが 如くに 心を擧 ぐべ し。 

我等 は 罪 を 犯したり 叛 きたり、 而 して 爾は赦 し 給 は ざり き。 

サ メック (四 三— 四 五) 

爾震怒 を もて 自ら 蔽 ひて 我等 を 蜜 迫め 給 へり、 殺して 憐み給 は ざり き。 

雨雲 を 以て 自ら 蔽ひ 給へ り、 是 れ祈禱 の通ぜ ざらん が爲 なり。 

雨 は 我等 を 諸の 民の 中に 在りて 塵 又 埃と なし 給へ り。 

耶利 * 亞哀歌 第一 一一 章  五六 £ 


0  13  究 

ァ イン (四 六 1 四 八〕 

敵 は错な 我等に 向 ひて 其 口 を 張れり。 

恐 權と陷 阱とは 我等に 來れ り、 暴行と 滅亡と は 我等に 臨めり。 

我 股 は淚の 河と して 流る、 我 民の 女の 滅亡び しに 因る。 

ベ I  (四 九— 五 一 ：> 

我 眼 は淚を 注ぎて 止ま や、 其筢る 間な し。 

H ホバ 天より 臨み 見て 顧み 給 ふ 時にまで に 至らん。 

我 眼 は 我心 を 傷まし む、 我邑 のす ベての 女 等の 故に 因る。 

ッァ I デ— (五 二一五 四) 

我 敵 は 故な くして 我 を 追へ り、 i 口-も 鳥を逐 ふが 如し。 

彼等 は 我 生命 を坑の 中に 絡り、 我が 上に 石 を投ぜ り。 

水 は 我が 頭の 上に 流れたり、 我 は 言へ り 「我事 休む」 と。 

コ ッ フ (五 五— 五 七) 

我れ 爾の名 を龥び 奉れり H ホバ よ、 深き 坑の 底より 龥び 奉れり。 

雨、 我 聲を聽 き 給へ り、 我が 哀願と 祈 求に 耳 を 掩ひ給 ふ 勿れ。 

我れ 爾を灝 び 奉りし 時に 雨 は 我に 近寄り 給へ り 「恐る \ 勿れ」 と 

レッシュ (五八— 六 〇) 

主よ 雨 は我靈 魂の 詞訟を 助け 給へ り、 爾は我 生命 を 噴 ひ：^ へり。 


M ホ バ ょ爾は 我が 蒙りし 不義 を 見た ま へ り、 願く は 我 を 正しく 審判き 給 へ 。 

爾は 彼等が 我に 復 響な す 其 行爲を 見た ま へり、 我に 對 して 謀む 其 謀計 を 見た まへ り。 

シン (六 丁 六 三) 

H ホ バ ょ爾は 彼等の 詣誹を 聞き 給 へ り、 我に 對 して 謀りし 其 謀計 を 凡て 聞き 給 へ り。 

我に 逆 ひて 立ちし 者 を 聞き 給へ り、 その 終日 我 を 攻め 運す 其 謀計 を. 聞き 給へ り。 

願く は爾 彼等の 起居 を 看守り 給へ、 我 は 彼等の 笑 種な り。 

タウ (六 四- 1 六 六) 

エホバ ょ爾は 彼等に 報い 給 ふべ し、 彼等め 手の 爲す 所に 循 ひて 酬い 給 ふべ し。 

彼等に 心の 憂苦 を與 へ 給 ふべ し、 爾の 呪詛を 彼等に 下 し 給 ふべ し。 

雨 は 震 怒 を もて 彼等 を 追 ひ 給 ふべ し、 H ホバ の 天の下より 彼等 を 斷ち給 ふべ し。 

r 義き者 は 患難 多し、 然れど M ホバは 皆な その 中より 救出し 給ん」 と ある、 神と 義 しき 關 係に 入りし 


基督 者に は 人の 知らざる 多くの 深い 强. い 息 難が 臨む、 然し 叉 之に 相應 する 上よりの 援助が ある、 耶利 

米 亜 哀歌 は 信者の 此 悲哀 を 歌 ふたもの である、 悲哀 美の 絶頂と 稱 せん 乎。 
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エゼキエル 書 研究 

預言者 エゼキエル の僞 預言者 觀 

以西 結 普 第 十三 章 

1 エホバの 言 我に 臨みて 一一 目 ふ、 

2 人の子よ、 預言 を 事と する イスラ H ルの預 一一 目 者に 對 ひて 預言せ よ、 己の 心より 預言す る 者 等に 言 ふ 

ベ し、 汝等 M ホ バ の 首 を聽く ベ し と。  • 

3 主 エホバ 斯く言 ひ 給 ふ、 

何 を も 見す して、 己れ の靈 のま &に行 ふ 所の 愚かなる 預言者 は禍 ひなる 哉。 

あれ あと  やぶれ，、 ち 

4 イスラ H ルょ汝 の 預言者 は 荒墟に 居る 狐の 如し、 5 彼等 は 破 口 を 守らす、 亦 イスラ H ルの 家の 四周 

に 石垣 を 築きて ェ ホバ の 日に 防ぎ 戰 はんとせ ざる 也。 

6 彼等 は虚を 僞を 語り、 H ホ パー 一一 一口 ひ 給 ふと 言 ふ、 然れ ども エホバ は 彼等 を 遣 はし 給 は ざり しなり、 

而も 彼等 は その 言の 成らん こと を 望む、 7 我 は 彼等に 言 はんとす、 汝等は 虚しき 夢幻 を 見し にあら す 

や、 汝等僞 はりの 預言 を 語りし にあら す や、 汝等は 「エホバ 言 ひ 給 ふ」 と 言 ふ、 然れ ども 我れ 語ら ざ 


りしに あらす やと"^  . 

8 是 故に 主 エホバ 斯く言 ひ 給 ふ、 

汝等虚 を 語り、 僞を 見たり、 故に、 視ょ、 我れ 汝 等に 抗 せん、 主 ュホバ 是を言 ひ 給 ふ、 9 我が 手は虚 

を 見、 偽 を 預言す る 預言者の 上に 加 はるべし、 彼等 は 我が 民の 衆會の 中に 居らす なるべし、 彼等 はィ 

ス ラエルの 家の 籍に 記され ざるべし、 彼等 は イスラ H ルの 地に 入らざる べし、 而 して 彼等 は 我の 主ェ 

ホバ なる を 知るべし、 S 彼等 は 平和な きに 「平和」 と 言 ひて 我 民 を 惑 はし- -が 故に、 是 故に  

人 あり、 群 を 築けば 彼等 は 石灰 を 以て 之 を 塗る、 ；：" 石灰 を 以て 之 を 塗る 者に 言へ 「是は 壌るべし」 と、 

大雨 降らん、 大雹 降らん、 暴風 起り て 之 を 裂かん、 ？-視 よ 屏の壤 る k 時、 人、 汝 等に 言 はん、 「汝等 

が 塗りし 其 白堊 は 今何處 にある や」 と。 

$3 是 故に 主 H ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 

我れ 我が 憤 恨の 暴風 を 以て 之 を 裂くべし、 我が 忿怒の 大雨 を 降すべし、 我が 忿怒の 大 I 包 を 降して 之 を 

纖 すべし、 W 斯くて 我れ 汝 等が 石灰 を 以て 塗りし 稱を 毀ちて 之 を 地に 倒すべし、 斯くて 其 基礎 は 露 は 

さるべし、 群 は 壌るべし、 而 して 汝等は 其 中に 殲 さるべし、 而 して 汝等は 我の エホバなる を 知るべし、 

15 斯くて 我れ 我が 忿怒 を 裸と 石灰 を 以て 之 を 塗りし 者の 上に 注ぐべし、 而し 我れ 汝 等に 言 ふべ し、 八 マ 

や * あるな し、 叉 之 を 塗りし 者 あるな しと、 イスラ H ルの 預言者 は是れ なり、 彼等 は エルサレムに 關 

して 預言し、 平和な きに 彼女に 就て 平和の 默 示に 與 かれり と 言 ふ、 主 H ホバ之 を 言 ひ 給 ふ。 
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大 意 

〇 偽 預言者 は 己の 心 を 語る 者な り、 神の 心 を 語る 者に あらす、 自 から 進んで 預言者た る 者な り、 神に 

簡 まれて 預言者と な り し 者に 非す。 

〇 偽 預言者 は 荒墟に 5^ を 作る 狐の 類な り、 光明 を 避け、 幽暗 を 愛し、 手段、 方法 を講 する に 汲々 とし 

て 公道 を 行 ふに 努めす。 

〇 偽 K 言 者 は 臆病者な り、 彼等 は國 難に 際して 身 を 挺して 阈を 護らん とせす、 常に 身 を 安全の 地位に 

匿いて、 平和な きに 平和、 平和と 叫ぶ、 彼等 は 何よりも 國 民の 反 對を懼 る、 如何なる 場合に 際する も 

「平和」 「穏便」 は 彼等の 套語 なり。 

〇 r 琳」 は 政治家の 提供す る 政略な り、 而 して 偽 預言者 は爲政 家の 政見と あれば 善 惡に關 はらす、 まわ 

く 之に 赞 成し、 之 を 塗る に 宗敎の 白堊 を 以てす、 然れ ども 大雨 降り、 暴風 起り て、 政治家の 政略が 其 

根！^ より 壤る k 時に 偽 預言者 も 亦 共 に滅 さるべし、 其 時 彼等 は 神の 欺く ベ からざる と 自己の 僞預言 者. 

なると を 知るべし。 

〇 神が 嫌 ひ 給 ふ 者に して 偽 預言者の 如き は あらす、 政治家の 頤使す る 所と なり、 宗敎を 政治の 機關に 

供し、 政治.！ }^ の 所行と あれば すべて 之 を 謹 歌す る 偽 預言者の 如き は あらす、 「人 あり、 堺を 築けば 彼 

等 は 石灰 を 以て 之 を 塗る」 と、 惡 事の 塗抹 者、 醜 事の 修飾 者、 祌は 彼等 を 嫌 ひ 給 ふ、 故に 時 到れば 暴 

風た 雨 を 降して、 政治 〔*^ と共に 彼等 を 減 し^ふべ しと。 


註 解 

山 「人の子よ」 神より 人 を 呼び掛け 給 ふ 時の 稱號 なり、 聖 なる 預言者た りと 雖も 弱き 想り 易き 人の 

子た るに 過ぎす、 キリストが 此名を 己に 負 ひ 給 ひし は自 から 遞 りて なり、 人に 對 する 一般の 稱號 なり 

と雖 も、 而 かも なる 人の 稀なる 此^に 在て 此名を 以て 神に 呼ばる、 は大 なる 名譽 なり、 蓋し 祌が特 

に 比 名 を 以て 預言者 を 呼び 給 ひし は特 愛の 意 を 表せられ しに 由て なるべし。 〇 「預言 を 事と する 預言 

者」 預言して 歇 まざる 預言者、 勝手 放題に 預言す る 預言者、 神より 遺 はされ ざる 自稱预 首 者なる が 

故にき と 所と を 選ばす して 預言す る 預言者、 勿論 僞預言 者な り。 〇 r 對 ひて 預言せ よ」 斯 かる 自選 

預言者に 對 して 神の 言 を發 せよ、 神に 代て 語れよ、 汝の 預言 職を僞 預言 剿滅の ために 用 ひよ。 〇 「己 

の 心より 預言す る 者」 偽 預言者 は 神の 心を傳 へす して、 己の 心 を 語る。 

^ 「何 を も 見す して」 祌の默 示に 接せす してと 云 ふに 同じ、 • 或る 實 物の 心に 臨みし が. 如くに 判然と 

神の 聖 3 ほを體 得せす して。 〇 「己の 靈 のま、 に 云々」 神の 靈 のま、 に 行 ふべき 者なる に 己の 靈 のま 

ま に 行 ふ 愚かなる 預言者 は 云 力 。 

「1^§ に 居る 狐の 如し」 荒 敗の 地に 棲む ジャ カルの 如し、 光明 を 避けて 幽暗に 居る、 何事 を爲す 

こも 必す 秘密 手段に ar つ、 正門より せす して 裏門より 入らん とす、 獅子の 如くに fs? ましから すして 

狐の 如くに 卑怯な り。 ジャ カル は 狐の 一種な り、 シリャ 地方に 產す。 

s  r^slir を 守らす」 卑怯者な り、 故に 民の ために 戰 はんとせ ざる 也、 敵 来りて 城壁 を 破り、 城. に 

g 入 せんとす る も 自ら 破 口に 立て 防ぎ 戰 はんと はせ ざる 也、 彼等 は惡 牧者な り、 狼の 来る を 見れ は 羊 

預 3 者 エゼキエルの ss»  M  五 J- 一 
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を棄て 逃ぐ、 狼、 羊 を 奪 ひて 之 を 散らす (^翰 傳第十 章 第 十二 節) ひ 〇 「石垣 を 築きて 云.^」 破 口に 立 

て 敵と 戰 はんとせ す、 亦 石垣 を 築きて 防 察の 策 を 講ぜん ともせざる 也、 民 を 敵の 劫掠に 任 かす、 自己 

の 安逸 を 計れば 也。 〇 rn ホバの 日」 H ホバが 忿怒 を 以て 民 を 鞫き給 ふ 日、 困難の 臨む 時。 

g 「虚を 見、 偽 を 語り」 空 虛を 見、 虚僞を 語る、 無 を 見て 有な りと 云 ふ、 エホバの 言の 臨まざる に 

エホバ 言 ひ 給 ふと 言 ふ、 見るべき 物な きに 見たり と稱 して 虚僞を 語る。 〇 「其 言の 成らん 事 を 望む」 

己れ 偽りの 預首 者なる に 其 言の 事實 となりて 顯 はれん こと を 望む、 彼等 も 亦 申命記 十八 章廿ー 一節の 言 

に 由り て 巳の 眞僞を 試みん とす、 難い かな。 

g 「我れ 汝 等に 抗 せん」 我れ H ホバ 汝等僞 預言者 等に 對 して 忿怒の 面 を 向 ふべ し。 「主の 面 は惡を 

行 ふ 者に 向 ひて 怒る」 C 彼 得 前書 三 章 十二 節) を參考 せよ。 

^「我が 手は僞 預言者の 上に 加 はるべし」 我 は 忿怒の 面 を 向く るに 止まらす、 更らに 進んで 刑罰 を 

加 ふべ し。 〇. 「民の 會 衆の 中 云々」 彼等 は 議會に 於け る 彼等の 席 を 失 ふべ し、 彼等の 名 は 撰 民の 籍 

より， M らる べし、 彼等 は 聖地より 逐 はるべし、 官を擬 がれ、 籍を 除かれ、 國 より 遂 はるべし。 〇 「彼 

等 は 我の 主 H ホバ なる を 知るべし」 斯 くも 恥辱の 上に 恥辱 を 加 へられて 彼等 は 終に 神の 祌 たる を 知 

るに 至るべし、 彼等 祌を說 く 者 なれ ども 危害の 身に 及ぶ まで 自身 神 を 認めざる べし。 

§ 「是 故に …… 」 H ゼキ H ルは兹 に 至って 情 迫りて 言 はんと 欲する 所 を 言 ひ 得 ざり しが 如し、 聖書 

に 文法に 合 はざる 節 ある は 反て 其 意義 を强 からしむ。 〇 「人 あり」 暗に 時の 方 伯卽ち 政治家 等 を 指 

して 云 ふ。 〇 「稱」 日光 製の 煉瓦 を 以て 作りし 雜を云 ふなるべし。 〇 「石灰 を 以て 之 を 塗る」 石 

灰 を 以て 煉瓦 を 塗り、 其 凸凹 を 隠く し、 不 齊を蔽 ふ、 醚を 飾りて 美 觀を呈 せし む。 


以下 意味 明瞭な り、 註解 を 要せす。 

死 骨の 復 活 

以 两 結窨 第三 十七 章 

(一〕 爱に エホバ の 手 我に 臨み M ホバ我 をして 靈 にて 出 行かし め 谷の 中に 我 を 置き 給 ふ、 其處に 

は 骨 充てり。 

「愛に」、 豫言者 H ゼキ H ル人 心の 腐敗の 甚し きを 見て 心に 大に 失望し、 救濟の 見込 全く 絕 えし 時に、 

〇 「H ホバの 手 我に 臨み」、 H ホバ 我を强 ひて、 我 は 願 はざる に、 我が 意に 反して、 〇 「我 をして 靈 

にて 出 行かし む」、 譯文 少しく 曖昧な り、 「H ホバ の靈を 以て 我 を 連れ 行き」、 と 讀む方 稍々 穩當な 

らん、 卽ち 前の 句 を 受けて、 我れ 意 はざる に H ホバ その 靈を 以て 我 を 連れ 行き 給へ りと 解すべし、 豫 

曾 者の 行爲の 全く 他意 的な りし を 示す、 〇 「谷の 中に 我 を 置き 給 ふ」、 是れ 事實然 りし もの 耶、 或は 

夢 か 幻に 於て 見し ものなる 耶 判然せ す、 然れ ども 其傳 へんと する 敎訓に 至って は 一 一 者 孰れに 出しと す 

る も 差 支 あるな し、 〇 「其 處には 骨 充てり」、 H ルサ レムの 南方に 方て 廣き谷 あり、 ヒノム の 谷と 名 

附く、 ァ ハズ、 マナ セ 等の 惡王厦 々モ &クの 偶像 を 此處に 建て 之 を 祭る に 無辜の 小 兒の燔 祭 を 以てせ 

り、 其 骨 谷の 中に 充ち、 人 をして 酸 轟の 念に 堪へ ざら しめたり、 豫言 者の 心の 眼に 映ぜ しと 云 ふ 骨の 
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谷 は 蓋し ヒノム の 谷 を 聯想して 起り しもの ならん ひ 

(二) 彼 その 周 圍に我 を 引き 繞り給 ふに 谷の 表に は 骨 甚だ 多く あり、 甚だ 枯れたり。 

譯文 甚だ 粗な り、 支那 譯 反て 原意に 近し、 之 を和譯 すれば 左の 如し、 

彼我 をして 谷の 周 圉を經 過せ しむ、 而 して 視 よ や 谷の 面に は 骨 甚だ 多く あり、 叉 視ょゃ 其 骨 甚だ 

枯れたり。 

「視ょ や」 の 間投詞 を篾複 して 文章 を强 むる こと 大 たり、 今や エホバ は 一大 奇績を 死 骨の 上に 施して 

豫 一一 H 者に 一大 敎訓 を傳 へんと 欲す、 而 して 之 を爲す 前に 彼 をして 其 荒 敗の 狀の 如何に 甚だしき か を 了 

らしむ。 

(三) 彼 われに 言 ひ 給 ひける は 人の子よ 是 等の 骨 は 生る や、 我 一 百 ふ 主 エホバよ 汝 知り 給 ふ。 

「生る や」 は 「生き る や」 f、 「生る ものたり や」 に 非す、 「生 を 其の 中に 注入す る を 得る も. の 

なるや」 の 意な り、 死 4=、 而 かも 枯れ 果たる 死 骨、 これ 再び 生 を 受けて 活ける 人と 成す を 得る と 思 ふ 

やとの 神の 問な り、 〇 豫 ーーーーロ 者 は 之に 答へ て 曰く  r 汝神 のみ 之 を 知り 給 ふ、 是れ 我の 知る 處に 非す、 亦 

人の 力の、 能く 爲し 得る 處に 非す」 と、 エゼキエル は 之れ 擧術上 全く 爲し 得ざる 事な りと は 答へ ざり 

き、 彼 は 其 大難 事た る を 知れり、 然れ ども 神の 力 を 以てすれば 此事を も爲し 得べ しと 彼 は 心の中に 信 

じたり き、 〇 「人の子」 とは豫 一一 H 者が 自身 を 卑下して 稱 ベる 名稱な り、 無位 無爵の 一 平民 を 指して 云 

ふ詞 なり。 

(四) 彼 亦 我に 言 ひ 給 ふ、 是 等の 骨に 向て 豫官 し、 之に 一一-ほふ べし 「枯れた る 骨よ エホバの 一一； 曰 を 聞 

け、 (五) 主 エホバ 斯く言 ひ 給 ふ、 視 ょ我汝 等の 中に 氣息を 入らし めて 汝等を 生かし めん、 (六) 


我 筋を汝 等の 上に 作り 肉を汝 等の 上に 生ぜし め 皮 を もて 汝等 を蔽 ひ、 氣 息を汝 等の 中に 與 へて 汝 

等 を 生かし めん、 汝等 我が エホバなる を 知らん」 と 

「骨に 向て 豫 言し」 と は 之に 向て 神の 言を傳 ふるの 意な り、 豫 言と は必 しも 先知の 意に あらす、 〇以 

下 皆 H ゼキ H ルが 神に 命ぜられて 死 骨に 向て 發 すべき 言な りと す、 其 一 聞して 奇怪の 言た る は 論を俟 

たす、 若し H ゼキ H ル にして 信仰 薄き 者たり しならん に は 彼 は 神の 此言を 聞く も 其 到底 行 はれ 難き を 

意 ふて 之 を 宣傳せ ざり しならん、 

(七) 我れ 命ぜられし 如く 豫言 しける が 我が 豫言 する 時に 音 あり、 骨 動きて 骨と 骨相 聯る、 (八) 

我 見し に 筋 其 上に 出来り、 肉 生じ、 皮 上より 之を蔽 ひしが 氣息其 中に あらす、 

然れ ども 豫言者 H ゼキ H ルは 神の  一一 一一 n の 能力 を 信じたり、 彼 は 其事實 となりて 顯 はる、 を 疑 は ざり き、 

故に 彼 は 死 骨に 向て 豫言 せり、 而 して 視ょ や、 骨 は 動き 始めぬ、 筋 は 其 上に 35 で 来れり、 肉 は 生じた 

り、 皮 上より 之を蔽 ひたり、 豫言 者の 一 曾 能く 枯木に 花を唤 かしめ たり、 能く 死 骨 を 血 ある 肉 ある 0； 

となしたり、 然れ ども 氣自 5 未だ 其 中に あら ざり き、 創世記 第二 章 七 節に 曰く  r 祌 土の 塵 を 以て 人 を 造 

ふ ？ 、  いけ-ひら 力  いける もの 

り 生 氣を其 鼻に"！ 入れ 給へ り、 人卽 ち生靈 となりぬ」 と、 肉 は 肉な り 来 だ 生靈に 非す、 血 あり 骨 あり 

て 未だ 生ける 人 ありと は 云 ふべ からす、 國 民の 復活 を 二 段に 解く 處、 識者の 注意 を 要する 所な り。 

(九) 彼 また 我に 言 給 ひける は、 人の子よ 氣 息に 豫 言せ よ、 人の子よ 豫 一一 一一 n して 氣. S. ふに 言へ、 主ェ 

ホバ斯 く 一一 一一 C 給 ふ、 氣 息よ 汝 四方の 風より 來り此 殺されし 者 等の 上に 呼吸き て、 是を 生かしめ よ、 

(十) 我 命ぜられ し 如く 豫言 せし かば 氣息 之に 入りて 皆 生き その 足に 立ち 甚だ 多くの 群衆と なれ 

り。 
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體は 成れり、 今 は氣息 (靈) に 命じ 體に 人て これ を生靈 となすべき 時な り、 靈ょ 四方より 吹き 來れ、 

風 は ri3 がま- -に 吹き 人 その 聲を 聞け ども 何處 より 來り何 處へ往 く を 知らす、 靈に 由て 生る. -者も 此の 

如し (約^ 傳三章 八 節〕、 靈は 眼に 見えざる ものな り、 然れ ども 其體に 入て 生氣 となる や、 生靈 始めて 兹 

に顯 はれ、 玆に 始めて 人ら しき 人 は 出て 來る なり、 エゼキエル 叉 命ぜられし 如く 爲 して 立 に 多くの 

群衆 は 生れ 来れり。 

比喩 か奇績 か、 吾人 今 此處に 之 を斷定 せざる べし、 然れ ども 其 死せ る國 民の 復活 を說 くに 至て は是 

れ實に 至大の 敎訓を 吾人に 俾 ふる 者なら す や、 豫ー 一一 一口 者 は 民の 墮落を 目撃して 失望せ り、 彼 は 人力の 以 

て 到底 之 を 救 ふに 足らざる を 悟れり、 彼 は將に 彼の 救濟 事業 を 放棄 せんとせ り、 然れ ども 彼 は 未だ 能 

く 神の 能力の 無限なる を 解せ ざり し、 故に 此大 敎訓は 彼に 降りし なり。  . 

神の 一一 一一 口 を說 くこと なり、 信じて 之を說 くこと なり、 然 らば 死 骨 も 之に 由て 生 を 得る に 至らん、 神 は 

其 一一 目の 力に 由て 土の 塵より 人 を 造り 給 ひしと 云 ふ、 彼な どか 同 一 の 一一 百 を 以て 死屍 を 復活し 得 ざらん や- 

倫理 を說 くも 死せ る 國民は 復活せ ざるな り、 哲理 を講 する も 何の 益 か あらん、 美術 文擧 雨ながら 生命 

の 力に あらす、 神の 言な り、 神の 言な り、 人の 生命 は是れ のみ、 之 を 大膽に 宣べ傳 ふること、 是れ國 

民 唯一の 救 it 策な り、 而 して 見よ や 多の 國民は 之に 由て 復活せ しに 非す や、 ル ー テルの 豫霄に 由て 獨 

逸國は 復活せ り、 ゥ H スレ ー の豫 言に 由て 英國は 復活せ り、 ム ー デ ー の豫言 に 由て 米國は 復活せ り、 

何故に 吾人の 社會 に生氣 なきや、 何故に 倫理 は 毎日 講ぜら る i に國 民の 墮落は 日々 に甚 しき や、 何故 

に 吾等 は 腐敗 を 歎じつ 、腐 收を增 しつ X ある や、 神の 言 を 宣べ傳 ふる 豫言 者の 吾等の 中に 出で ざれば 


なり、 人 は 皆な 政治 を 語る を 好んで 神の 言に s を 傾る を 好ま ざれば なり、 美術家、 哲學 者、 機械 師、 

文擧 者た らんと 欲する もの は 擧て算 ふべ からざる も眞 面目なる 傳道 者と ならん と 欲する もの は 霧々 と 

して 雨 夜の 星よりも 少なければ なり、 生命の 唯一 の 泉 源なる 神の 言に 缺乏 す、 吾人の 腐 收は敢 て 怪し 

むに 足らざる なり。 

立てよ 豫 一一 百 者、 大瞻に 神の 一一 目を傳 へよ、 其 絶大の 復活 力 を 信ぜよ、 吾等 は 之 を 少數の 個人の 上に 試 

みて 其 超き 然 的の 效果に 驚け り、 是を國 民 全體の 上に 試みよ、 國 家の 救濟 未だ 全く 失望す べきに 非す。 
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r 以 ry: 曰く、 「祌を 知る 人 は 力 ありて 雍を なさん」 と 8 十一 章卅ニ 節)、 蓋し、 此語 をして 實 ならし 

むる もの は、 彼れ ffll 以现 自らの 生 である。 

W は 外疆の ^；^ す處 となり、 齢 未だ 若 冠、 贵 公子の 身 を 以てして、 〔豕親 を 離れ、 異敎の 岡の 宮廷に 薬 

はる、 是れ旣 に 逆 遇 困 の 生 5^ とい はざる を 得ない、 んゃ 諸種の 迫害 は、 緩々 として 彼 を 襲り 常 

に 生を赌 して 之れ にあたら ねばならぬ、 信仰の カ强 きもので なければ、 耐 ゆる こと は出來 なレ 

^以现 書 十二 章、 之れ を ニッの 部分に 分つ、 其 前部が 卽ち豫 一一 百 者の 傅 記で ある、 ー體此 書た る 最も 

さき 默示 的文學 であって、 記事の 怪異なる、 甚だ 解說に 難い 者と して ある、 然し、 -せ 人が 兹に學 ばん 

とする 堪は、 其歷 的 叉 は神學 的煩玻 なる 考究で はなく して、 神に 赖り、 力 ありて、 總 ての 試 鍊に勝 

つた、 生 の事實 其 ものである。 


二 

伍 以理は 他の 三人の 靑年 と共に、 今や バビ C1 ン 宮廷に 養 はれる の 身と なった、 ネブ 力.. テネザ ルの目 

的 は、 之等慧 知能 幹の 靑年を 訓育して、 己が 侍臣と して、 大に用 ゐる處 あらんと 欲した ので ある、 卽 

ち 食 はしむ るに は 王饌を 以てし、 就かし むる に は 第一流の 帥 を 以てして、 體カも 智力 も、 理想的に 發 

達せし めようと した、 但以现 等の 信仰 は 旣に玆 に 試みられん とする。 

宮廷が 先づ 彼等に 施した こと は、 其 改名で ある、 ハナー ーャ とい ひ、 ミシャ エルと いひ * ァザ リャと 

いひ、 又 ダ-ー H ルと いひ、 皆 エホバの 神 を 讚美す るの 意 を 含んだ る 名で ある を かへ て、 カル デャ ifJ? 神 

を崇 むる の 名 を 以てした、 假 令ば、 「祌の {番 判」 の義 なる ダ-ー H ルを廢 して、 「ベルの 皇子」 を 意味 

する ペルシャ ザルを 以て かふる 如き、 之れ 彼等の 甚だ 快から ざる ことで あつたに 相違ない、 然し 名 は 

どこ 迄 も 名で ある、 人が 如何なる 名 を 以て" ま 人 を 呼ぶ か は、 餘り 重大なる 問題で はない、 之れ は 忍ぶ 

ことが 出来る、 然し 抂ぐ ベから ざる こと は、 信仰の 實行 である。 

il に述 ぶる 如く、 バビ II ン 宮廷の 目的 は、 美饌を 以て 之れ 等の 靑年を 養 ひ、 强壯 肥滿の 美少年たら 

しめんと する にある、 彼等 は、 人 は 滋味に 飽かしめ さへ すれば、 谜康を 得らる k ものと 思うて 居る、 

活力 は 美酒 佳 看に よっての み 得らる、 ものと 思つ て 居る、 然るに 仍以现 等の 信仰 は 之れ と 反して 居た. 

彼等 は どこ 迄 も イスラ H ル人 である、 粗食と 禁酒と は 彼等の 主義で ある、 伹以理 書に いふ 「饌」 と は- 

或る 註釋 によれば、 麵飽と 幾 卵酒 だとの ことで あるから、 卽ち 脂肪 を增 して 全身 を肥滿 せしめる 滋養 

であらう、 然るに、 仍以理 は宗敎 上の 信仰と 共に、 叉 淡白なる 食物の、 却って 衛生上に も 功の ある こ 
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と を 知って 居た、 彼れ は 寺 人の 長の 配慮 を 斥けて、 獨り 茱蔬と 水と を用ゐ た、 然し 其 結 所謂 王饌 

に飽 ける ものよりも、 却って 壯 健なる 體カを 得た、 今 彼れ のつ や k かなる 額 色の 光り は、 酒と 肪 とに 

よる ものに あらす して、 廣に內 より W づる、 平 II 滿 足の 輝きで ある。 

かくして^ 以理は 第一 の 試練に 勝った、 或 人 は 之れ は試鍊 でも M ん でもない とい ふか もしれ ぬ、 然 

し 忍へ、 主義 も 同じ、 信仰 も 同じ 同志の 間に 交って 居て、 目前 何等の 壓迫も 蒙る ことなく、 自分の 主 

^を 立てて ゆく こと は、 何んでも ない ことで ある、 然し、 伍 以理の 場合 は それと は 違 ふ、 いは 捕 慮 

の 身 を 以てして、 上に は壓 制の 暴君 あり、 信仰 も 主義 も 全く 異れ る權 力の 下に 立って、 敢て斷 乎と し 

て、 自家の 主義 を 遂行 せんとす るので ある、 避けて しまへば：^ ん でもない ことで あるが、 之れ を實行 

する 身に とって は、 容易なら ぬ 房氣を 要する ことで ある。 

又 曰 ふ 人が あるか も 知れぬ、 飮食 のことの 如き は、 どうで もよ いこと ではない かと、 或は さう かも 

しれない、 然し、 八 マ の 問題 は、 飲食 其の ものに 就ての 問題ではなくて、 靑年 がー つの 主張 を 遂行す る 

とい ふ 力の 問題で ある、 假 令ば、 吾人が 一 杯の 酒を强 ひらる k 時、 それ を飮ん だとて 一 杯の 酒に 過ぎ 

ぬ、 ：£ のこと でもない かもしれ ない、 然し、 此 場合の 問題 は、 主義の 把持 力 其 者の 試驗 である、 飲む 

飲まぬ ではない、 勝つ と负 ける とで ある、 負ける、 ー步讓 る、 未だ 酷し く 恐るべき ことで はない かも 

しれぬ、 然し、 誰れ か 知らん、 一歩の 退讓は 遂に 全局の 敗亡と ならざる こと を。 

伍以现 等の 確；！ ：2 は强 かった、 彼等 は 消極的に 己れ の 主義 を 破らなかった とい ふ 丈け ではない、 肥 

M きたる 體格、 美 はしき 額 色、 祌 はかくの 如き 些細の 場合に 於ても、 信仰に 賴る ものに、 常に 勝利 

を 與へ給 ふので ある。 


さと  ろし ^ 

祌は 愈々 四 人の 靑 年に 知識 を 得させ、 智慧に 穎から しめ、 特に 但以理 に は、 異象と 夢 兆と を曉 るの 

力 を與へ 給うた、 カル， 一 アヤ 王の 信任 は、 漸く 深 からん とする ので ある。 

ネブ 力、 デ ネザル 一夜 怪 夢に 惱 まされた、 醍 めて 後、 其 如何なる 夢で あつたか を 知らす、 心 思 ひ 煩 ふ 

こと 甚 しくて、 復び 眠りに 就く ことが 出来ない、 之れ を 博士、 法術士 等に 諮っても、 一人 も 之れ を 解 

き 得た もの はない、 ネブ カデネ ザルは 之れ を 怒って、 國內の 智者 を 悉く 殺さん とした、 低 以理も 亦 殺 

されん とした 一 人であった、 此 時に 處 した 彼れ の 態度 は、 如何で あったら うか。  、 

彼れ のな したる 第一 のこと は、 友人 と共にせ し祈禱 であった、 遠慮と 智慧と を 以て、 侍衛の 長に 應 

答した る 彼れ は、 家に 歸 つて 熱心に 神助 を禱 つた、 而 して 彼れ は、 特に 同信の 友人と 共に、 協力して 

る こと を 忘れなかった。 

**, 丄 ろ し 

次に 彼れ の 態度 は、 卽ち 謙遞の それであった、 彼は旣 に、 夜の 異象の 中に、 夢の 祕密 を敎 へられて 

居る、 確乎たる 信念 は 動かすべく もない、 しかも 彼れ は、 王の 問 ひに 答 ふるに、 誠に 謙遞を 失な はな 

かった、 彼れ いふ、 王の 夢 を 解き 得る もの は、 地上の 學 者に 一人 だに あるな し、 之れ を 王の 爲に 解く 

もの は、 吾れ 但以理 一人 あるの みと、 何たる 大 確信なる ぞ、 然し、 彼れ が此大 確信 を述 ぶる 時、 此カ 

は 我が 內に 有する 處 なりと は、 決してい はなかった、 口く、 「天に 一 つの 神 ありて、 其 秘密 を あら は 

し 給 ふ」 と、 之れ、 ヨセフが パ II の 爲に夢 を 解ける 時、 「我れ によるに あらす、 神、 パ a の 平安 を吿 

げ給 はん」 「創世記 第 四十 一章 第 十六 節〕、 と 答へ しと 同一であって、 思 ふに、 神 を 信す る ものの 態度 は _ 

徂以理 の 生涯  五八 一 
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^にかくの 如くなければ ならぬ、 其 堂々 たる) 男氣 は、 必す 敬虔なる 謙遜の 念 を 以て 裏う ちせられ て S5 

ねばならぬ、 卽ち、 此襄 うちの あるが 爲 めに、 其 表が 眞に 硬い こと を 得る ので ある。 

此夢 は、 表象 的であって、 其 直接の 意味 は、 バビロン 王 闕の將 來に關 したる 豫首 である、 然し 此順 

〕：^:と^.~上の事實とを比較して、 年代 的に 又 政治的に 之 を 研究す る こと は、 頗る 難問題で あり、 從 うて 

多くの 註解 者の 說が 未だ 充分に 一致して 居ない、 特に 第 四の 國の 如きに 就て は、 色々 の 議論が 戰 はさ 

れて 居る、 然し、 此 夢に 由て 吾人が 明. C に學び 得る 眞理は 疑 ふこと を 得ぬ、 それ は 此豫言 が バビロン 

の膝史 によく 適 中して 居る のみなら す、 廣く、 あらゆる^ 界歷 史上の 通則と して、 國家成 興亡の 經 

どろ 

路を 示して 居る ことで ある、 金が 銀に なり、 銅に なり、 終りに は 不純なる 泥になる 時、 之れ を 不意に 

倒す もの は、 思 ひがけぬ 新ら しい 勢力で あると いふ こと は、 一 々例 を 引く 迄 もな く、 歷 史上 明かな こ 

とで ある、 又 更に、 之れ を 吾人 H 常の 經驗に 校へ て 見る に、 亦 同一 の 原則の ある を 信ぜざる を 得ない _ 

サ 食. し 力 は 常に 思 ひがけぬ 處 から あら はれて、 古き を 毀って、 (仪た 新ら しき を、 うち 立つ るので ある。 


シ ャ、. テラ ク、 メシ ャク、 アベ、 デネゴ の 三人 は、 

た。 

第三 章 は、 现 には關 係の ない ことで ある、 

も、 或る 感激 を與 へ られ ざる を 得ない。 

< 像の 高さ 九ト 尺、 ドラ の 平野 を蔽 うて 立つ、 


伹以现 の薦奏 によって、 备々 州の 事務官に 任ぜられ 

然し、 其 事の 壯嚴 にして 絡大 なる、 通 請した 火け で 

ネブカ デネザ ル は 其 前に 盛な る 吿成鱧 を 行うた の で 


ある、 ^^^？典の壯大なる、 よく 群 第の 心を壓 伏せし め、 金 光の 燦然た る、 仰ぐ ものの 眼 を K せし む、 忽 

ち、 划々 なる 樂 器の 響 は 野の 全面に 湧き、 薩 厳なる 吹奏 は劉玲 として 起り、 諸 民 諸 族 諸 昔、 みな 俯伏 

して 金 像を拜 せざる もの はない、 蓋し 暴 王 は、 其塑抑 手段 を 偶像の 耀 きに かりて、 實は諸 民 を 己れ の 

前に 拜 伏せし めた ので ある、 凡て 心 を 以て 信服せ しめ 得ざる もの は、 常に 此 手段 を 執る、 彼等 は、 据 

傲と 誇大と を 以て 威壓 する の 外、 何 審も屮 I 來な いので ある、 傳令 者の 叫び は 響き渡って n く、 金 像 を 

拝せ ざる もの は、 火の 燃 ゆる 爐の 中に 投 ぜんと、 廣き王 領內、 其 威に 屈しない もの は、 只 イスラエル 

の： 二人の みであった。 

書の 筆 は、 玆に對 比の 妙 を 極めて 2^ る、 試みに 描き 見よ、 金の E 像と 熟き 火爐 とを控 へて、 激越 

なる 調子 を 以て 詰問す る もの は、 暴王ネ ブカデ ネザル である、 暴 王の^ 怒 は、 それ 自ら 旣に人 を燒く 

熟氣 である、 思 ふに 金 像に 反映せ る 太陽の 光 は、 被々 として 彼れ の 額 を 射て、 其 相好の 猛烈なる、 萬 

億の 群集 をして 戰慄 せしめた であらう、 r 汝 らもし 拜 する こと をせ すば、 卽 時に 火の 燃-ゆる 爐の 中に 

投げ こまるべし、 何れの 神 か、 能く 汝等を わが 手より 救 ひ 出す こと を せん」 と、 三人 は徐々 として 之 

れに 答へ た、 r ネ ブカデ ネザル よ、 この 事に 於て は、 我等 汝に答 ふるに 及ばす、 もしよ からん に は、 

王よ、 我等の_3^-ふる我等の祌我等を救ふの能ぁり、 彼れ、 その 火の 燃 ゆる 爐の 中と、 汝の 手の 中より 

我等 を 救 ひ 出さん」 と、 彼等の 顏 色と 言 辭と は、 し靜 平なる 力 其 ものであった、 尙ほ 語を更 めて い 

ふ、 「假 令し からざる も、 王よ 知りた まへ、 我等 は汝の 神々 に 事へ す、 また 汝の 立てた る 金 像 を拜せ 

じ」 と、 其 毅然として 動かざる こと、 實に 泰山の 如しと いふべき でない か。 

彼れ 等 は 縛せられ て、 爐 屮に投 ぜられ た、 肉 も 骨 も 一瞬に して 爛れざる を 得ない ので ある。 
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凡そ 比 書の 記事 は、 事毎に 怪奇の 感を 起さざる はない、 特に、 火中に 人り て燒 かれざる 如き、 餘り 

に 突飛の 事で ある、 然し、 一度び 其 内 を 採って 共 敎訓を 味うて 見よ、 此 記述の 徒らに 異常 を 語る もの 

でない ことが 分る、 是れを 昔の こととの み 解せ すして、 現に 吾人の 遭遇す る經驗 として 察して 見よ、 

此 三人が 投 ぜられ たる 熱 火 は、 現に 社會 にあり 家庭に あって、 常に クリスチャン を 迫害し つ、 ある も 

ので はない か、 實に 此火爐 は、 權 力に 反抗して 自己の 信仰 を抂 げざる もの を燒 かんとす る 一切の 火で 

ある、 此火 は、 チ グリス 河畔、 ドラの 野の 金 像の 前にの み、 燃 ゆる もので はない、 西洋に 於ても、 東 

洋に 於ても、 古來數 萬の シャ デラク 等が、 皆經驗 せる 迫害の 焰 である、 之れ に投 ぜられ たる もの は、 

raK して $1 な燒 けて 碎 けて 終る ので あるか、 之れ 實に 古き 但以理 書 第三 章の 問題で はなく して、 吾人 自 

身の 爲に 解かれねば ならぬ 問題で ある。 

此 考究 は、 尙ほ第 六 章の 後に 讓る。 

五 

第一 の 夢の 解明 は、 世界の 歷 史に關 する ものであった、 第二の 夢の 解明 は、 個人の 生涯に 關 する- 

- 戒  である。 

第 四 章 は、 別に 多くの 說明を 要せぬ ことと 思 ふ、 要は、 驕れる もの 久しから す、 審判の 遂に 免る ベ 

からざる こと を 述べた ものである、 高き 樹は 伐ら れて 倒される、 驕 れるネ ブカデ ネザル は、 恥づ べき 

病を與 へられて、 昨日 高樓の 人、 今日は 草 野に 獸と分 を 同う せねば ならぬ、 北條 氏の 滅亡の 原因 は、 

九 代 高 時の 驕奢に ある、 ナボレ オンの 最後 は、 モス カウ 出征の 馬上、 人 は 計り、 神は遂 ぐと いふ 語 を、 


斥けた 傲 語に あら はれて 居る、 「II 傲 は 滅亡に 先 だち、 誇る 心 は倾跌 にさき だつ」 C 箴言^ ト六章 十八 

節 J と は、 昔 もな，. も眞理 に變り はない、 而 して 之れ は， 地位、 財產、 知識に 於ての みの 事で なく、 道- 

德二關 し、 信仰に 關 して、 寧ろ 尙ほ 恐るべき ものである、 凡て 心に 驕り の萌. す處、 其 時旣 に、 天の 咎 

is 其 人に 臨んで 居る、 餘.^ かかと は、 結えす 謙遜 を 失 はぬ 人で あ.^、 其 人 は、 決して、 墮 落の 絕壁 

に轉 ぶことの ない 人で ある。 

此 章の 精と いふべき は、 其 十七 節に ある、 然し 此誡 は、 國を 治む る 王者に のみの 戒 ではない、 吾人 

平生の、 レ凝 けに 於て、 瞬時 も 忘れて はならぬ ことで ある、 聖書 はいふ、 驕傲る 者に は 必す責 罰が 來る 

と、 "iw 亡 は 驕慢の 結果で あると、 噫、 誰れ か、 明日 己が Lycanthropy リ カン スロピ ー „ '&狂 ネブ 

力 デネザ ルの械 かりし 病) の 恥を與 へらる k こと を 思うて、 しかも 恐れざる ものが あらう。 

然 らば、 いかにして 此 罰から 免る k こと を 得る か、 義を行 ふこと である、 罪 を 離れる ことで ある、 

貧者 を 憐れむ ことで ある、 一度び 驕慢の 念の 萌しに 心づ いた 時、 吾人 は 直に 思 ひかへ して、 此戒 に歸. 

ら ねばならぬ。 

； ffi- は、 心づ いて 改 むる もの を、 どこ 迄 も 追 し 給 はない、 恩惠 は、 牛の 如く 草く うて 居た 者に も F 

つたで はない か、 而 して、 「彼の 行爲は 凡て 眞實、 彼の 道 は 正義、 自ら 高ぶる 者 は、 彼れ よく 之 を Ih 

くし 給 ふ」 との 讚頌 を、 其の 心に 置き 給うた ではない か、 願 はく は、 吾人 疾く眞 の分刖 性に 歸 つて、 

常に 此讚頌 の 念 を 有したい ものである。 
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,迅 五 章 は、 また e3 々の說 の ある 慮で ある、 然し、 玆に 記戰 されて る， Kli のこと について は、 训に 

六ケ 敷い こと はない、 加 之、 gj. 一書の 筆 は、 其 一場の 光景 を、 活螯の 様に 吾人の 目の前に 描き出して、 

一 ^恰謹嚴 の感を 以て 迫って くる。 

ベ. -、 ン ャザル は、 ネブカ デネ ザルの 孫で ある、 彼れ は 先王の 餘威 によって、 11 奢の： ffi しき を 極めて 

居る、 而 して、 今や 彼れ の， 狼藉 は、 其 極に 達し、 神の 器 を、 不潔の 实 席に 瀆 すに 至った、 バビロ ン王 

阈の 滅亡 は、 目隨の 間に 迫って 居る とい はねば ならぬ。 

其： の娃 築の 風と して、 壁に は や 人の 像 を 刻み、 殊に 王室な どに 於て は、 其 祖先の 偉業の 跡 を 彫 

刻した、 卽ち、 ペルシャ ザルが  一 r 人の 大 K を 召して * 大酒 宴 を 張った 大廣 間の 壁に は、 ネブ カデネ 

ザル の、 各地の 戰 勝の 光景が 誇りが に 刻んで あつたに 相違ない、 卓上の 玉 山、 旣に 崩れて、 酒の 1^ が 

煙の 如く 漂うて 居る 時、 人の 乎の 先 きがあら はれて、 怪 やしの 文字 を かいたの は、 卽ち此 得意の t.; の 

面で あらう、 3： たる か々 拾ぞ、 流石 驕. の ペルシャ ザ ルも、 忽ち 額 色 を 失 ひ、 腿の 關節は ゆるみ、 膝 は 

相， つ て 戰3^1したと記し て あ る。 

报て、 其 乎 は 何で あつたか、 誠に あら はれた もので あつたか、 眼の 幻影で あつたか、 之れ は 吾人の 

C  •  二，」, I  (  .  :>  0  0  0  C-  0  0  C  G  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

：?： ガに 答へ 得る 問題で はない、 然し、 其^^明の如3:にせょ、 神が、 i^ii 人の 罪の 最中に あら はれ 給 ふとい 

ふこと は、 -; 人に とって、 最も 嚴肅 なる 問題で ある、 之れ は 幻影に あらす して 事實 である。 

又、 文字に 對 する 解明 も、 必す しも、 ダニ  H ルの 一一 K うた 通りに 解かねば ならぬ ものと も、 . ^に はい 


はれない、 へ ブライの 文字 は、 子音の み を 並ぶ る ものであって、 こ、 に 壁に あら はれた と 田 はる、..，' 

二の 文字 も、 母 昔の 附け 方に よって、 三百 通り 程の 讀み 方が ある、 然し、 豫言は 智慧で なくして 確信 

であるが 故に、 豫言者 は、 文字 其 もの を讀 むと いふより は、 寧ろ 神が 此 暴慢 不敬の ペルシャ ザ ルに降 

し 給 ふべき、 當然の 御 3s を 疑はなかった ので ある。 —— かくの 如く 解して、 吾人 は 記事 其 ものの 怪奇 

にの み 心を牽 はれない。 

祌は、 カル デャ 王統 を 其 騎慢の 始めに 於て 戒め 給うた 時、 其 悔い 謙る に 於て、 冉び 之れ を ゆるし 給 

うた、 しかし、 代 を經る こと 僅に 一 代、 旣に此 大恩 惠を 忘れて、 更に 傲 奢 を 極む るに 及んで、 最後の 

判定 は 立 所に 與 へられた、 

メネ、 メネ、 テ ケル、 ゥ バルシ ン 

力 tsE"  は 力 

數 へられたり、 數 へられたり、 秤ら れ たり、 分か たれたり、 

怖るべし ペルシャ ザル は、 此瀆 扉の 夜に 於て、 殺されて しまった。 

歷 史的に、 政治的に、 バビロン 王國の 滅亡に は 種々 の 原因 も あらう、 然し、 語 あり、 矯傲は 滅亡に 

先 だっと、 此眞理 は 拒まれぬ ので ある。 

^以理 の 一二 人の 友 は、 火爐に 投ぜら れて燒 けなかった、 而 して、 但以理 自身 は、 獅子の 穴に 投ぜら 

れて、 少しの 害 をもう けなかった、 信仰 は 迫害に 勝つ もの か、 之れ 實に 非常なる 力で はない か。 

低 以理の 遇うた 迫害 は、 蓋し、 眞 面目なる クリスチャンが、 職々 被む る 迫害の 模式 である、 惡 5* は 
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せぬ、 W し 憎まれる、 何の 咎 もない、 然し 忌まれる、 世 は 何とかして 彼 を 斥けよう とする、 何となく 

厥 はる、 ので ある、 邪魔な ので ある、 實に 鶴の 目 鷹の 目で、 其 缺點を 見出さう とする、 然し、 之れ に 

資 むべき 不義 も、 過失 もない、 そこで 止む を 得す、 無理 無體 なる ロ實を 持ち出す、 特に 祈禱の 如きが、 

最多く 此ロ實 の 的と なる ので ある。 

そむ 

ダリ ヨス も 亦 無理なる 禁令 を屮 I した、 但以理 は 之れ を 知って 居る、 之れ に 背けば、 抽 へられて 獅子 

の 穴に 投ぜら る \ こ とも 知って 居る、 加 之、 自分の 周 園に は、 多くの 怖ろ しい 目が 狙って 居る こと も 

知って 居る、 彼 は此時 如何にし たか。 

或 人 はいふで あらう、 抑 も 祈禱は 心の ことであって、 形式で はない、 何も か \ る 場合、 强 ひて 態に 

あら はす 必要 はない、 只 心の中で 密に 祈り さへ すれば よい、 之が 社會と 一致し つ k 自己の 主張 を 維持 

する 法であって、 最も 穩 かなる、 賢き 態度で あると、 此 論者に 曰 はし むれば、 但以理 は 愚であった。. 

ひ yi* づ 

然し 見よ、 身に 迫 まりく る 迫害に は 無頓着に、 靜 かに 暮れて ゆく 夕べの 窓に 踞 いて、 獨り祈 禱に耽 

つて 居る 人の 姿 を、 誰れ か 之れ に對 して、 崇高の 感を 起さざる 者が あらう、 今 彼れ の 心に は、 禁令 も 

ない、 獅子の 穴 もない、 き 分 もない、 遙に煙 迷 ふ H ルサ レムの 方 を 望めば、 神の 惠は 抑へ 難く 胸に 湧. 

いて、 膝 は 自ら 屈し、 頭 は 自ら 垂る& ので ある、 あ K 貴い かな 信仰の 愚、 彼れ が 目前の 結晃を 怖れ ざ + 

る擧動 は、 意氣 地で はない、 勿論 奇狂 でもない、 一 つに 其 高貴なる 信仰の 愚に よるので ある。 

獅 P の 穴に 於け る 但以理 は、 爐屮に 於け るシャ デラク 等と、 同一 様の 敎を與 へる、 之れ 蓋し、 偶以 

書が 與 ふる、 最も 力 ある 教訓であって、 古來、 信仰 上の 勇士に して、 此 記事に 勵 まされた もの は、 

其 数 を 知らぬ、 吾人 は 一 層 細かなる 注意 を 以て、 之れ を學び 度い と 思 ふ。 


第一 に考 ふべき こと は、 彼等が 大 試練に 臨んだ 時の 態度で ある。 

彼等と て、 目前の 災厄に、 全然 怖れ を 感ぜぬ ので はない、 彼等の 信仰 は 如何に 强く とも、 其 身體が 

石に なって 居る ので はない、 希醍祌 話に ある ァ ヒ ルス の樣 に、 其 身に は 矢 も 立たぬ との 保證を 受けて 

居る ので はない、 しかも 平然として 怖れなかった の は 何故で あるか、 燒 けぬ 嚙 まれぬ との 確信が あつ 

たからで はない、 燒 けても 嚼 まれても 辭 せぬ、 との 確信が あつたから である、 之れ を 只 一一 a 葉の 上で い 

へば、 少しく 詭辯の 如くに もとれる かもしれ ない、 然し、 之れ は實驗 上の 事實 であって、 多くの クリ 

ス チャンの 勇氣 は、 屢々 玆に 基いて 居る、 迫害 は 大濤の 如く、 吾人の 前に 寄せて くる、 其 威 は 吾人 を 

して 畏縮せ しめる、 然し、 吾人 は 吾人の 信仰に 於て 前進せ ねばならぬ ことがある、 濤に渦 かれて しま 

ふか も 知れぬ、 或は 濤の 方で 退く かも 知れぬ、 只、 何しろ、 吾人 は 進まねば ならぬ ので ある、 此時長 

れ すして 進めよ、 濤必す 退くべし との 確信 を與 へらる」 もの は 幸で ある、 然し、 叫んでも、 求めても 

祌は此 確信 を 與へ給 はない ことがある、 しかも 進まねば ならぬ、 神が 吾人 を 助けて、 其濤を 退かしめ 

給 ふや 否や は、 吾人の 斷 行の 後でなければ 分らない、 常に 事の 結果に ついて 保證を 求めて やまざる は 

； II き 者の 聲 であって、 祌は 吾人 を 助け 給 ふ 前に、 先づ 吾人の 確信の 決行 力 を 要求し 給 ふので ある。 シ 

ャデラ ク等は 曰く、  r 假令 しからざる も、 王よ 知り 給へ、 我等 は汝の 神々 に 事へ す、 また 汝の 立てた 

る 金 像を拜 せじ」 と、 實にネ プカデ ネザル が 感嘆して い へる 如く、 「彼等 は 自己の 神の 外に は、 何の 

神に も 事へ す、 また 拜せ ざらん とて、 王の 命 を も用ゐ す、 自己の 身 を も 捨てん と」 したので ある、 此 

斷 行の 勇氣 あって、 始めて 後、 火 も 避く るので ある。 

第二に、 然 らば、 其 勇氣を 以て 斷 行した る 結果 はどうで あつたか、 第三 章に は 曰く、 「シ ャ. デラク 
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メシ ャク、 アベ. デネゴ の 神 は f ぬむべき かな、 彼 その 使者 を 遣りて、 己 を 賴む僕 を 救へ り」 と、 又 第 六 

章に は H く、 「吾 神 その 使 をお くりて、 獅子の 口 を閉ぢ させ 給 ひたれば、 獅子 は 我れ を 害せ ざり き」 

と、 吾人 は 前に、 災；^ も亦斷 行の l^ia 湫の 前に は 避く ると いうた、 而し、 勿論 之れ は當 然然るべき だと 

いふので はない、 是れー つに 「彼れ おのれの 神を賴 みたる によりて なり」 であって、 吾人 玆に 到って- 

神 を 讚む るの 外、 説明 も 理窟 も 知らぬ ので ある、 更に 叉、 害 をう けぬ のみで はない、 困 厄 不幸の 屮に 

只 一人と 思って 居る 時、 慮ら ざり き、 第 の 者の 容は 神の 子の 如しで、 力 ある 者、 吾人の 傍に 偕に 居 

て 下さる ので ある、 自分 は 此事を 行 はねば ならぬ、 然し、 誰れ 一 人贊 成して くれる^ はない、 鳴 呼 吾 

れ 一 人して 此 悲境 を 忍ばねば ならぬ のかと 思 ふ 時、 實 につく ぐと 寂寞 を 感ぜざる を 得ない、 此時、 

吾人 を勵 ます ものにして、 祌は 吾人の 艱難の 中に も、 常に. 五" 人と 偕に 居て 下さる との 信念に 越す もの 

が あらう か。 

第三に 學 ぶこと は、 か k る勇氣 ある 斷 行の 效菜影 響で ある、 先 づ其當 人が 受 くべき 效果 は、 いふ 迄 

もない、 事の 大小 を 問 はす、 自ら 此 勝利の 實験を 有しない もの は、 未だ 眞にカ ある 信仰の 自覺を 得ら 

れな いのであって、 此實驗 の 上に 立つ 確信 こそ、 始めて 動かす 朽ちざる 生命力と なる ので ある。 次に、 

其 周圃の 人に 及ぼす 影響 は、 亦 偉大なる ものである、 之れ 實に、 實行を 以てする 傳 道であって、 この 

に 人 を 感動せ しめる もの はない、 見よ、 流石の ネブカ デネ ザ. -も 深く 感嘆して、 心からい と 高き 神 を 

讚 .i^k したで はない か、 前に は 祈禱を 禁じた る ダリ ヨス も、 自ら 令を發 して、 但以理 の 神 を 畏れ 敬 ふべ 

しと 命じた ではない か、 活ける 露の 力 は、 力 其 もの を 以ての み、 傳 ふること を 得る ものである。 


.吾 人 は、 此 力の 生涯 を學 ぶと 共に、 1^^"人も亦如何にして、 此カ ある；^ を 得べき か を 思 はざる を 得な 

ヽ 0 

レ 

キリ スト は 敎へ給 ふ、 r 此類は 祈禱に 非ら ざれば 出づる ことなし」 と (馬 太傳笫 十七 章廿 一節〕。 

.  .  (研究生 記： * 


ダニ ヱル 書 の 研究 

第 一 章 政治家 的大 預言者 ゲ 二 ヱ ル 

仉以 现書は 预首 書中 最も 藤 史的 の ものなる が 故に 之 を 解 せんが 爲に は 地 观 及び 歷ぉを 併 せ 研究す る 

の 必要が ある、 凡て 聚書は 之 を 精神的に 研究す るに 先 だち 其 時代の 極々 なる 事情 を學 ばなければ なら 

ない、 之れ 神の ike の 中に 藏れ 居る 大 なる 靈的 知識 を 探る 爲に 必要なる 準備で ある、 故に 先づ 少しく ュ 

ダ ャとバ ビ 。 ン との 地理 的關 係に 就て 語らう。 

ュ ダ ャは人 も 知る 如く 地中海と ァラ ビヤとの に 挟まれた る小圃 であった、 其 面積 は 漸く 關鬼 八州 

に 加 ふるに 福島縣 及び 宮城 縣の 一 半 を 以てする が 如きに 過ぎなかった、 而 して バビ ロン はチ グリス、 

ュ フラ テス 兩河 の 間の 沖積層 の 沃饒な る 土地に 臨み ュ フラテ ス 河 の ：刚 に 跨り て 建てられし 都で あつ 

て、 其の ユダヤの^〕 お M ルサ レムとの-^ 離 は 遠大であった、 卽ち其 11 にァラ ビヤの 大 沙漠の 横 はる あ 
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りて 交通 を 不便なら しむる こと 太平洋 以上であった、 故に H ルサ レム より バ ビロン に 赴かん とする 者 

は必す 北して 力 ルケ ミシの 渡 場に 出で、 其處 より ュフラ テス 河 を 降る の 外なかった、 其 行程 早く も 四 

五十 tr を 費した であらう、 預 一一 百者ダ  一一 H ルが囚 へられて 送られし 途も亦 之であった ので ある、 而 して 

ネブカ ドネ ザル 王の 帝 國の廣 さは 實に當 時の 文明 世界の 殆ど 全部に 互った、 彼 は バビロ ンに 都して 力 

ル， テャ (一名 シナル とい ふ、 川 中島の 地〕 アツ シリャ 及び 其 北方ん r の 亞細亞 土 耳 古の 東部 を領 したの 

みならす、 南 はフィ  一丁 ンァ、 ユダヤ、 エドム、 アン モンの 諸 邦より 更に アツ シリャ と共に 當時 世界の 

二 大强國 と^ 稱 せられた る 埃 及 を も 其 配下に 服せ しめ、 束 は エラム 卽ち 今の 波斯の 一部 ザグ B ス 山の 

東西 全體を 支配した ので ある、 そ は 恰も 今日 歐米諸 强圃の 一 が 全世界 を 統一 したる が 如き 狀態 であつ 

O0OOOO000  ocoooooocc^.-ccoooooooooooooooocoo 

た、 小 ユダヤと 大バビ a ン、 前者の 捕 慮が 後者の 帝王 の^に 引出されて 其 間に 起り し事實 を記錄 した 

C-COGOOOOOOO 

る ものが 但以现 書で ある。 

玆に新 研究の 題目と して 特に 但以理 書 を 選びし は 或は 奇を 好む が 如くに も 見 ゆるで あらう、 近來聖 

書學の 盛なる につれ 祖以理 書に 就て 種々 なる 思想 世に 行 はれ、 殊に 此 書の 宗 敎的價 値 若く は少 くと も 

その 歷 史的 惯値を 疑 ふ 者 だ 多き を 知る、 故に 此書を 講 する に當 りて は 之等擧 者の 一一 百說 にも 亦，， 一 顧 を 

與 へて 疑 はれた る 問題 を釋 明す るの 必要が ある、 勿論 こ は 甚だ 困難の 事業た る を 免れない、 然しな が 

ら 一度び 但以现 書 を 講ぜす して は 能く 新約聖書 を 了解す る 能 はざる のみなら す、 今日の 如く 世界 改造 

の聲 高く して 多くの 人が 不安の 念 を 抱く 時に 際して は、 世界の 將來 如何、 人類 歷史の 終局 如何の 大問 

題に 關す る 架 書 の 觀察を 明 な らしむ る は 正に 刻下の 急務で ある、 而 して 之が 爲に は但以 理書を 措 い 

て 他に 其 目的 を 達する 事が 出来ない ので ある、 之れ 余輩が 多くの 困難と 反對 とを豫 期す るに 拘らす 余 


w の 有する 信仰と 知識と を 傾注して 此 書の 傳 ふる 眞现を 世に 紹介 せんと 企てた る 所以で ある。 

但以理 書 は 架-書中 最も 疑 はる、 - 書の 一 である、 若し 新約 書中に 疑 はしき 書翰 ありと せば そ は 所謂 

牧會 書翰 (テ モテ 前 後 害 及び テ トス 書 〕 である、 多くの 書 擧者は 之 を 以 て 使徒 パ ゥ 口 の 作に 非す して 後 

世の 產物 なりと 做す、 而 して 新約聖書 中に 於け る牧會 書翰の 地位 を舊約 聖書 中に 占む る もの は^ 以理 

書で ある、 此書も 亦預雷 者 グー 一 ヱ ル义は 彼の 時代の 人の 作に 非す して 遙 かに 後世の 產物 なりと は 近代 

の學 者の ひとしく 稱 ふる 所で ある、 卽ち 彼等 は伹以 理書 の 歷 史的 價値を 否 { 止し 之 を 以 て 或る 眞理 を傳 

ふる 小說に 過ぎす と 做す ので ある、 此 問題 は 決して 小なる 問題で はない、 若し 但以理 書が 眞實 にダ 一一 

H ル 自身の 作な りと せば 如何、 彼 は 如何なる 時代の 人な りし か、 ネブカ ドネ ザル 大王の 卽 位の 年は紀 

元 前 六 〇 六 年な りと は 今日 殆ど 確定した る事實 である、 故に 假 りに 日本 歷史の 年代に 誤差な きものと 

する も、 そ は 神武 天皇 卽位後 五 十四 年の 事に して 極めて 古き 時代で ある、 然るに も拘 らすネ ブ 力 ド ネ 

ザル 王に 就て は 史蹟の 徵 すべき もの 多き のみなら す 彼 自身の 記錄 さへ 残存す るので ある、 バビ n ンの 

古都 を發掘 すれば 彼の 名 を 印した る 陶器 あり 彼の 建設した る 宮殿の 石 瓦 あり 彼 以前 アツ シリャ 時代の 

記錄 ありて 當 時の 率 情に 就て 詳か に學ぶ 事が 出來 る、 故に 但以理 書に して 若し 眞實 の歷史 ならん に は 

そ は 確かに <fr より 一 一千 五 百年 前の 記錄 である、 然 らば 單に歷 史上より 見る も 其の 贵さ 如何ば かり ぞ、 

我等が 讀む 所の 歷. 史は 皆？ I 接の 記事た るに 過ぎない、 何人も 楠 正 成の 書きし 歷 史を讀 まない、 然るに 

兹に 神武 天皇の 王朝に ありて 君側に 让 へし 大官の 自ら 筆錄 した る歷史 ありと せ ば 其 價臉量 る ベ から ざ 

OO0OOO0  0OOCOO0OOOOOOOOO00O00OO0OOO0  0  0  0 

る ものが ある、 紀元前 六 〇 六 年に 卽 位せし ネブカ ドネ ザ ル 大王に 侍して 幾多の 事 踌を擧 げたる 大政 治 

家の 手記、 之れ が 我等の 研究 せんとす るダ  一一 H ル書 である、 然るに 近代の 舉者は 之 を 否定し ネ ブカド 
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--. ^ザル 時代より 凡そ 五 百 年後 の 作で あ ると 主張す る、 殊に 此 書が 基督. 冉臨 の 信仰と 密接 の 關係を 有す 

るが故に.竹臨を信ぜざる者は^^ど^此寄の歷史的惯敏を^ふのでぁる。 

仍 以现进 "果して 疑 ふべき 書で ある 乎、 その 歷 史的 惯 値を肯 おする 者と 之 を 否定す る 者と、 學問 上の 

輕^a^を比較すれば甲乙略々同等でぁる、 或は 舉問 上より する も W. 說 却て 少しく 有力なら す やと さ へ m じ. 

はる、 然し 伹以理 書 辯 護 論者 中  一 二の 大 なる 植威 ある 事 を 忘れて はならない、 其 第一 は 有名なる アイ 

ザ ック. 一一 ゥ トンで ある、 近^ 科舉の にして 引力と 二項式との 發 兄お、 此人 なくして 令 H の 理化學 

救祭なしと稱せらる、彼れ 一一 ゥトンが同時に叉深き^^！丧學ぉにして、 その pl.incipifl  (科 舉の基 木」 

を 書きし 同じ 頭腦を 以て 伋以理 書と 默示錄 の 註解 を 書いた ので ある、 而 して 彼 は机以 書に 就て 何と 

△  △△△△A 厶  <1厶<"<" 厶 厶厶厶 AAAAAAAAAA  A-:  .- 一人-一，， 1<"AAA。 

曾うた 乎、 臼く 「グー 一 H ルの豫 言 を 否お する 者 は 基督 敎を轉 覆す る 者な り、 そ は U.-:;; りん. -は キリストに 

係る ダ  一一 H ルの豫 言の 上に 立つ 者 なれば なり」 と、 之れ が 大科舉 者-一 ゥ トンの 言で ある、 宇宙が 一 の 

法則 を 以て 支配 せらる との、 んの 曾て 考 へたる 最大 眞 现を發 見せし 彼の 仍以 理書觀 である、 次に 佛圃 

第一流の 鬼 洋舉^ にして アツ シリャ お 埃 及 史の權 威た る ルノ， モンが ある、 彼 は祌舉 者で はない、 ゥ？^ 

敎に1^.?淡なる學者でぁった、 然るに 彼 は 曰った 「獨逸 派の 舉 おが 仍以现 書 は ダニ  H ルの 作に 非す と 口 

ふ は速斷 なり、 但以现 書の 記事 はバビ n ン時 の歷 と 符合す る 所 多き が 故に 之 を 以て 其 時代の 作と 

する は 東洋 舉 (orientology) 上 最も 安當 なる 見解な り」 (英譯 chrxldeau  Mi も  <  一 第 十四 頁 を 見よ〕 と、 知 

るべ し 但以现 書 破壊者 は 概ね 神學 者なる に 對し其 辯 護 者に は 科學の 世界的 泰斗 あり 义冷靜 なる 考古學 

ぉぁる：5^-を、 所謂|^書學^3マ門〈豕の反封決して恐る 、 に足らす、 平信徒に も 亦 彼等に 對抗 すべき 權 威が 

ある、 否所謂^^^門{_^は却て厲现を誤る事が多ぃのでぁる、 かの. €1 洋に 於け る H 本の 專鬥 { ゑの 如き は 其 


一例で ある、 彼等 は 日本に 就て 何事 を も 知る と稱 せらる、 然るに 彼等の 日本に 關 する 知識 は 概ね 日本 

に 於て 發行 せらる k 英字新聞 若く は 旅行記 等より 獲得した る ものにして 往々 我等の 抱腹絶倒 を 禁ぜ ざ 

る ものが ある、 或は 「名物」 を 解して、 め ==eye ぶつ "strike 卽ち目 を 擊っ程 著名なる の 意な りと 

いふが 如き、 或は 加 藤淸正 猛虎と 鬪 ふの 圖に 題して 日本 第一 の 皇帝 神武 天皇と 言 ふが 如き は 何れも 余 

輩の 見聞した る實 例で ある、 現代の 事實に 就て 尙然 り、 んゃニ 千 五 百年 前の バビ ン歷 史に關 する 

「專門 家」 の 知識に 大 なる 誤謬 ある は盖 し當然 である、 故に 輕々 しく 學 者の 說に 動かさる. - 勿れ、 

「靈の 情 は靈に 由て 辨ふ べし」、 靈に 由て 記された る 聖書 は靈に 導かる k 信仰 家の み 能く 之 を 解す る、 

我等 は 直に 神に 敎 へられて 却て 尊 門 的 祌學者 を * 判き 得る ので ある。 

伹以理 書 第 一 章 は ネブカ ドネ ザル 王が 初めて H ルサレ ムを 攻めし 時の 記事 を 以て 始まる、 彼 は 其 後 

再び M ルサ レム を 攻めて 之 を 亡ぼした ので ある、 第一 囘の 攻擊は 紀元前 六 〇 六 年であった、 此時彼 は 

エル サレ ム より 多くの 寶 物と 人物と を 蓮び 去った、 人物 中には 建築 師ェ學 者 等と 共に 又 ユダヤの 王.： K 

にあり し 王族 及 び 貴挨中 容貌 優美 にして 智慧 秀逸 なる K 人の 少年が あった、 王 は 彼等 を 自己 に 近侍せ 

しめんと 欲した ので ある、 彼等 は 先 づ寺人 長 (支那の 所謂 宦 官 にして 男性 を 失 は しめられ 宮中の. I： 

部 を 治む る 職) に 渡されて 三年 間 知識と 容貌と を 琢磨 せんが 爲に カル ヂャの 文 學と學 術と を學 ばし め 

られ、 又 王の 用 ゐる飮 食物 を 給 せられん とした、 之れ 普通の 場合に 於て は大 なる 榮譽 である、 然しな 

がら 此處に ダニ  H ル 等の 最初の 信仰の 試練が 行 はれた ので ある、 ダ-ー ヱル 此時尙 僅に レ四五 歳の 少年 

であった、 然るに 彼 は 四 人 を 代表して 寺 人 長に 答へ て 曰うた 「我等 は イスラ H  人と して 貪 ふべき 貪 

物 あり、 拜 すべき 神 あり、 律法に 由て 禁ぜられし 食物、 偶像に 獻 げられ たる 食物 は 我等 之 を 食す る 能 
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はす」 と、 誠に 大膽 なる 扱 一一 一一！： である、 亡國の 捕廣が 大國の 宮殿に 在て 王の 用ゐる 食物 を自 巳の 信仰に 

牴觸 する の 故 を 以て 斷然 拒絶した ので ある、 之に 對 して 寺 人 長が 「汝 等の 面の 同輩 者と 比して 愛 色 を 

帶 ぶる あらば 我が 首危 からん」 と 情 を 以て 訴 ふれば、 彼れ ダニ  H ルは 更に 答へ て 曰うた 「試に 野菜と 

水と を 我等に 與 へて 十日 間 之を驗 せよ」 と、 而 して 驗 したる 結 ra^ 彼等の 面 上 生色 躍如たる もの ありし 

に 山り 寺 人 長 は 喜びて 彼等の 請 を容れ た、 斯くて 豫定の 期 2i を 過ぎて 彼等 を 王の 前に 召 出し たれば 彼 

等 は その 知 曰慧に 於て カル デァ の學 者に 優る、 事 十倍で あつたと いふ。 

0O000O00O00O00OOO0O00O0000 

話 は簡單 である、 然しながら 之 を ダ-ー H ルの 全生涯に 照して 見て 其 意義 誠に 深長で ある、 若し 此時 

ダ-ー ヱ ルに斯 の 決心な かりせば 如何、 食物の 如き は 小 問題に 過ぎす、 心中に エホバの 名を稱 ふれば 足 

る、 偶像に 獻 げし 物 を 食 ふと も 何の 惡 しき 事 か あらん、 殊に 國旣に 亡びて 敵 國に囚 はれた る 身 なれば 

其 王の 命に 背きて 同じく 闪 はれた る 幾 萬の 同胞の 上に 禍を 招く が 如き は 最も 非な りと 稱 して かの 食物 

を 受けたら ば 如何なる 結果 を 生じた であらう 乎、 少 くと もダ 一一 ェ ルの 光輝 ある 生涯 は 存在せ すして 終 

つたので ある、 彼 は 「ク 口 ス 王の 元年まで 在りき」 と ある、 ク B ス王は ネブカ ドネ ザル 在位 四十 三年 

の 後 更に 四 代に 及びし 王朝 を 亡ぼして 新に 世界 王國を 建設した る ペルシャ 王で ある、 故に ダ  一一 H ルは 

O0OO00OO0OO  00000ゥ0〇0000〇000000000000000〇  000 

王に 歷 ii する 事前後 五代、 力 を 蜜して 國を 治め 民 を 益し 而も 其 信仰に 就て は 何人に も 譲らす、 七十 年 

CO00O000OOO0  0O0000OOOOO0OO  000000O0O000O00000 

の 久しき に 亙り 世界 無比の 政治家 的 生涯 を鑌 けたので ある、 而 して 其 萌芽 は 彼が 少年 時代に 王 命 を 担 

絡して 其飮貪 物 を 斥けた る 信仰の 闘に 於て あった、 此 最初の 小 問題に 勝ちた るが 故に 彼 は 又晚年 獅子 

ニゝ ろみ 

の 穴に 投入れ らる、 も^ 信仰の 善き 戰を鬪 つ たので ある、 斯の如 き 試練 は 凡 て の 基督 者に 臨み 來る 、 

^に 我 國の如 き 非 基督 敎國 に 於て 然り、 靑 年の 學校を 終へ て 社會に 出づる ゃ先づ 飮 食物 を 以てする 試 


練が 始まる ので ある、 宴席に 於け る 一杯の 酒 を 甘受 せん 乎拒絕 せん 乎、 問題 は 小で ある、 親戚 友人 等 

は斯 かる 小 問題に 就て 同 守す るの 愚 を 笑 ふで あらう、 然し 乍ら 其 小 問題の 決定 如何に. m て 實に靑 年の 

生涯 の 永遠 的 運命が 分る &の である。 

O00OOOOOO0OO0O000OOC0O0OOOO0 

我等 は叉此 一 事の 中に 現 はれた る イスラ H ルの 父母の 子弟 養育 上の 深き 注意 を 認めざる を 得ない、 

十四 歳の 辜な き 少年 をして 此 決意 を 起さ しめたる もの は 何ぞ、 「子 を 其 道に 從 ひて 敎 へよ、 さらば 其 

ふところ 

老いた る 時 も 之 を 離れ じ」 (^ 言 廿 二の 六)、 彼等 は 母の 懐に ありし 時より H ホ バに從 ふの 道を敎 へら 

れ しが 故に ネブカ ドネ ザル 大王の 前に 出づ る も 之 を 離れな か つたので ある、 敎育 は學校 に 於て 始ま る 

0OOO0000O0OOOOO それ OOOO0OO0OO0000 

ので はない、 慈母の 5^ 房より 絞り出さる k 信仰、 其が 人の 全 生 西を定 むる ので ある、 神より 委ねられ 

たる 我等の 愛する 子女に 何を與 ふると も、 若し 彼等に 信仰 を與へ すん ば 最も 重要なる もの を與 へない 

ので ある、 信仰 を與 へて 初めて 安んじて 子女 を此 不信の 世に 送り出す 事が 出來 る、 我等 はダ  一一 H ルの 

父 叉 は 彼の 三 友の 母の 何人な りし か を 知らざる も、 彼等の 隱れ たる 淚が斯 の 如き 少年 を 作った ので あ 

る 0 

更に 學 ぶべき は ダ-ー H ルの 担絕の 態度で ある、 彼 は 拒絶した、 然しながら 粗暴の 言語 を 以て 無益に 

人 を 怒らしめ なかった、 彼は靜 かに 提言して 曰うた 「願 はくば 十日の 間 我等 を驗 せよ」 と、 此 時に 於 

ける 彼の 確信 は 異常なる ものであった、 粗食 果して 美食に 敵せ ざる 乎、 否 「人 はパ ン のみに て 生く る 

者に 非す、 人 は エホバの 口より 出づる 一； K に 由て 生く る 者な り」 oa. 命 記 八の  一： 0、 祌を 信じ 平安の 心 を 

以てする 粗食 は 神に 背き 不信の 心 を 以てする 美食よりも 遙 かに 键康を 養 ふに 力 ありと は 彼の 確信で あ 

00OO000000000OO0O  ooooc  00000OO つ 0C- 

つた、 而 して 人に 眞の 確信 ある 時 彼 は 徒らに 他人 を offend  a 湫を 損する〕 する の 必要 を 知らない、 
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ダ 二  H ルが 獨り此 時の みならす 後尙 五代の 王に 仕へ て 死に 至る 迄此 態度 を 失 ふ 事な く 常に 愛 を 以て 平 

和 を 守りつ ， ^信仰 を 維持した る は 全く 男 者の 確信より 出で たる 强さ である。 

.  0OO0COOO0  0O00OO0O00O00CO00000000O0OOO000 

序に 曰 ふ 但以理 書が 特に 我 i- に與 味を與 ふる 所以 はダ 一一 H ル彼 自身が 他の 多くの 預言者と 異なり 政 

治 預言者 (statesman-prophet) たる 事に ある、 H レ ミヤ、 H ゼ キヱル 等の 預言者 等 は 概ね 宗敎 

や从の 庭より 出で た、 故に 彼等の 現世との 接觸に 於て は 到底 グ-ー H ルに 及ばなかった、 ダ-ー H ルは預 

$ に し て 叉 政治家で あ る , 然り彼 は眞正 なる 政治家の 典型 である 模範で ある、 祌を 信じ 主義に 忠實 

にして 七十 年間 一 點の 非難すべき 所な き 生涯 を 送った ので ある、 基督 者に して 政治家た らんと 欲する 

おはせ しく ダ  一一 H ルに倣 ふべ しで ある、 而 して 彼 は その 政治家と しての 立場より 世界の 終局に 至る 迄 

の .rf 来 を Kli 一一 a したので ある、 純宗敎 家の 預言で はない、 ^界 無比の， 政治家の 未來觀 である、 但以理 書 

の愤 依の 特^に して 其 興味の 津々 として 盡 きざる 所以 は此！ I に 在る ので ある。  . 

第二 章 (上) バビ 口 ン 城市の 莊觀 

^以理 書 第一 一章の 解 說に先 だち て 少しく 當 時の バ ビ a ン の狀 態に 就て 學 ぶの 必要が ある。 

> を 距るニ 干 五 百年 前の バビ 口 ン 時代 は 決して 人の 想像す るが 如き 野蠻 時代ではなかった、 彼等 は 

其 過去に 於て 尙三 千年 乃至 四千 年の 人類 歴史と 之に 伴 ふ 人類の 經驗と を 有した、 故に パピ 口 ンは旣 に 

文化の 進歩した る都會 であった ので ある、 ネブカ ドネ ザル 以後 三百 年の 頃に 出で たる 希躐の 歴史. ぼに 

して 其 著述 は 今日に 残存す る 最近せ 的の 古代史な りと 稱 せらる. - へ ti ド ー タスが 自ら 往 きて 觀 察した 


る 記事に 由れば、 バ ビ C1 ゾ の 市街 は w 角 形に して 其 一 方の 長さ 今 H の 尺度に 換算して 十 ありし と 

いふ、 試に 之 を 我が 東京に 比較 せん 乎、 品 川 を起點 として 北方 十 mi- は 赤 羽 を 超えて (品 川 赤 S 間電 

車 線路 十二 哩) 隅 田 川上 流の 彼岸に 達すべく、 其より 東に 十四 哩 すれば 鴻之 «J の 彼方に 至り、 更に：！： 

じ 距離 を 南し 叉 西 すれば 東京 i? 內尙ほ 東京 全 巿を容 る&に 足る 程の 1^ 劃 を 成す であらう、 其面榜 略々 

東お の 三倍に 相當 し倫敦 よりも 逸 に大 である、 今より 二 干 五 百年 前 に 斯の如 き 地 151! に多數 の 人類が 集 

合して 二階 乃至 四 階の 家屋 を 造り 共に 都 會の巿 民た る 生活 を營 みたる の 一 事 を 以て も 其 文化の 程度 を 

椎ー なする 事が 出来る、 市街 を 貫通す る ュフラ テス 河に は 長さ 五 百 間 幅 五 間の 橋の 架 せらる、 あり、 其 

構造 は 堅牢に して 永久 的であった、 又 河底に は 墜道を 穿ちて 往來 したので ある、 人 は 紐 育 市 ハドソン 

河」.^ の 墜逝を 以て 文明の 產物 なりと 誇稱 する も 一 一千 五 百年 前の バビ 口 ンに 旣に此 事が 行 はれた ので あ 

る、 乂巿の 方に は 巨大なる 城壁 を 築 設し其 長さ 四十 一 哩幅 八十 五 尺 (十 ra 間)、 高さ 三百 三十 五 尺 

壁 上 四 頭 立ての 馬車の ニ臺 並行す る を 妨げたかった、 四方の 城壁の 各 一 方に 二十 五箇の 門 ありて 其總 

數ー 百ル n 純粹 なる 眞鍮を 以て 成る、 加之ュ フラ テスの 兩 岸に 沿うて 亦 石造の 堤防 を 築き 其の 縦横の 道 

路 との 交叉 點 毎に 眞鍮の 門が 設けられた、 叉バビ P ン 人の 天文 學は 甚だ 發達 したる ものにして 彼等 は 

其 進歩した る 光線 學の 利用に より 木星の 周圍 にある 衞 星の 數を すら 測お する 事が 出來 たので ある、 其 

他 5;^ 築 物の 莊大 たりし 事 も 亦 注意に 價 する、 ネブカ ドネ ザルの 築きし ベル、 マル ドク、 ネボ等 諸 神の 

像の 如き は奈 良の 大佛 等の 及ぶ 所ではない、 像の 前に 据 ゑら れ たる 卓子 は 長さ w 十 尺 幅 卜 五 尺に して 

純 <^： を 以て 成りべ ル 神の 坐像 は 高さ 十八 尺に して 全部 純金の 大塊 なりし とい ふ、 ネブカ ドネ ザ ルの皇 

1= は 山國メ ヂァの 出に して 平原 國の 首都 バビ 口 ンに來 りて 切りに 山地 を戀 ひたりし かば 王 は 彼女 を 喜 
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ばし めんと 欲して 遂に 平原の 中央に 人工的の 山岳 を 築造した 其 高さ 凡そ 六 百 尺、 ァ ー チ形 にして 數段 

を 成さし め、 結 頂に は 大樹 を 生育せ しむる のみなら す、 ュフラ テスより 螺旋の 法に 由て 滔々 として； I： 

水 を 揚げ、 而 して 宮殿 あり 酒宴の ホ ー ル ありて 王 及び 貴族 等が 遊 樂を恣 にした ので ある、 之れ 眞に所 

謂 空中の 樓閣 であった、 以て バ ビ a ン の 隆盛 强大を 想 ひ 見るべし である。 

信仰 維持の 難易 は 之 を 歷 す る 力の 大小に 由る、 小なる 家庭 叉は會 社の 中に 在りて さべ 自己の 信仰 を 

守り 得ざる 基督 者が 少 くない、 然るに 若き ダ I 一  H ルと其 三人の 友が 小國 ユダヤより 携 へられて 移され 

たる 所 は卽ち 上述の 如き バ ビ 口 ン であった、 彼等 は 其 儼然たる 3 呉 鍮の門 を 通り 山脈の 如き 城壁の 下 を 

浒り 長大なる ュ フラ テス. の 橋 を 渡り 仰いで 空中の 樓閣 とべ ル祌の 金 像と を 眺め、 耳目に 觸 る，^ 風物 一 

として 彼等 を壓 せんとせ ざる もの 無き を 感じた であらう、 誠に 境遇 は 悉く 彼等の 信仰に 反對 であった、 

ooooooooooooooooooooooooooooooooooooon- 

然るに も拘ら す此大 偶像 國の 大都市に 置かれて 四 人の ユダヤ 靑年は 其 山中に 在て 學 びし エホバ の祌の 

信仰 を 堅く 守って 動かなかった、 彼等 は 其 胸屮に ネブカ ドネ ザル 何ぞ、 バビロン： r そ、 此^の 文明 何 

も のぞ、 我等の 心に 宿りし エホバ の祌の 信仰 は 何者 も 之 を破壤 する を 得すと 思 意して バ ビ & ン の 大路 

を悠々 澗步 したので ある。 

ネブカ ドネ ザ ルの名 は ネボ、 ク ー ヅル、 ゥ ー ヅル より 來る、 卽ち 「ネボ の 神 我が 位 を 守らん」 との 

義 である、 古き バビロンの 歷史に 此名は 稀れ でなかった、 我等に 取て は 甚だ 發 音に 困難な りと 雖も彼 

の 名 は 世界 歷 史上 忘るべからざる ものの 一 である、 人 もし 世界の 十大 偉人 を數 へん 乎、 ネブカ ドネ ザ 

ルの名 を 逸する 事 は 出来ない、 ナボレ オン、 シ— ザ—、 シャ— レ マン 等の 名と 共に 彼の 名 も 亦 永く 記 

億 せらる ベ きで ある。 


但以理 書 第一 一章 は 有名なる ネプ 力 ドネ ザル 王の 夢の 記事で ある、 王 は 或る 不思議なる 夢を見た そ 

は 彼の 曾て 見 ざり し 夢であった、 玆に 於て 王 は 事の 尋常なら ざる を 覺り豫 て雇赌 せる 凡ての 學者を 招 

集した、 その 階級 は 「博士、 法 術士、 魔術 士、 カル， デャ 人」 と譯 せらる &も 原語の 意味 は 不明で ある- 

但し 其 中二 三の 當 時の 舉 問の 性質より 推察し 得べき 者がない ではない、 例へば 魔 除 術 を 企つ る 人、 义 

天 體を觀 測し 其 異動に よりて 偶人 國 家の 運命 を 卜する 星占學 者、 又 死人と 交通し 得る sorcerer の 類 

之れ である、 ネ ブ 力 ド ネ ザ ル は f 界帝國 の 大王と して 全國 各地 に大學 及び 圖書館 を 設け 叉 多數の 學者 

を 雇傭した、 而 して 之 等の 擧 者に 俸祿 を 給して 之 を 養 ひたる 所以 は斯の 如き 時の 用 に當 らし めんが 爲 

めに 外なら なかった ので ある、 故に 王 は 彼等に 問うて 曰うた 「朕 は 一 の 難解なる 夢を見たり、 令其說 

明を汝 等より 聽 かんと 欲す、 伍し 夢 は 之 を 忘れた るに 由り 說明 と共に 夢 其 もの を 朕に 示せよ」 と、 誠 

に i かしき 註文で ある、 夢 其 者が 不明に て は 學者等 も 如何と もす る 事が 出來 ない、 然るに 王 は. 遂に 承 

知し ない、 ダ-  H ル 書に 現 はれた る ネブカ ドネ ザルの 性格 は 能く 眞に 迫り 其 面目 躍如たる ものが ある- 

彼 は 眞に人 11 らしき 王であった、 彼 は 最初の^ 界帝國 を 築きし 常識に 富みた る 大人物なる と共に 叉 古 

代の 東洋風の 壓制 君主であった、 彼 は 思った、 之 等 多数の 學者を 雇 ひ 置きし は斯 かる 場合に 務め を爲 

さし めんが 爲 めではなかった 乎、 彼等 は 人の 解せ ざる 事 を 悟り 神の 秘密 を 知る と 一 百 ふが 故に 之 を 扶養 

し來 つたので ある、 然るに 此の 夢 をし も 解く 能 はざる ならば 彼等 は 全く 無用の長物に 過ぎない、 今に 

至 る 迄 彼等 は 我 を 欺き 人類 を 欺い て 居た ので あると、 玆に 於て 忽ち 命 を 下して 彼等 を 悉く 殺さん と 欲 

したので ある、 壓 制と 言 へ ば 勿論 壓制 である、 然しながら 王の 立場に も 全く 理由な しと 言 ふ 事が 出來 

ない、 學 者が 擧 問に 無能なる を 懲らしめん としたの である、 若し ネブカ ドネ ザル をして 今日 あらしめ 
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ば 彼の 前に 戰慄 せざる 學 者が 某して 幾人 あるで あらう 乎。 

王の 命 ベリ は 傅 へられて ダ-ー H ルの 許に も 達した、 時に ダ-ー H ルは齢 卜 八 乃至 二十の 靑 年であった、 

彼 は 王 命を傳 へし 侍衛長に 答へ て HI うた 「そ は 少しく 王の 早計に 非ざる か、 我 は 其の 解答 を 奉らむ」 

と、 此 時に 於け る 彼の 貴 任 は 重大であった、 唯に 自己と 三 友人の 生命の みならす 幾多の 博士 智者 學者 

等の 運命が 悉く 彼の 上に 繁 つたので ある、 若し 伹以现 書が 小說 (殊に 我國の 小說) なりし ならん に は 

ダ  一一 H ルは必 す や 偶像 i;:^ 者なる 博士 等 を 殺さ しめたる 後 獨り赫 々たる 功名 を 表 はした であらう、 然し 

t. -、  OOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOO  00 

ながら 彼 は實に エホバ の 僕であった、 彼 は 命を受 くると 共に 直ちに 信仰 上の 三 友人の 許に 至り、 其 事 

00000000000000000  0  -  C  C  0 

の m 大 なる を 吿げて 彼と 共に 祈らん 事 を 求めた、 かくて イスラ H ルの g: 人の 靑年は ュ フラテ ス の 河畔 

か、、 ハ ビ 口 ン 城の 郊外 か 人 無き 所に 幾日の 間 心を籠めて 祈り 綾け たので ある、 我等 も 亦 自己の 屬 する w 

體 にあり て 偶々 K 大事 件の 發生 する や 其 責任 を 負 は しめらる & 事が ある、 其 時先づ 何を爲 すべき 乎、 . 

祈禱 である、 唯に 自ら 祈る のみな らす 或は 書翰 或 は 電報 を 飛ば し て 信仰 の 友の 加禱を 求め 若く はお-と 

共に 出で て 祈る ので ある、 斯の 如くす る事數 日、 遂に 心屮 明確なる 應 答を與 へられ 之を携 へて 幾莴人 

の 前に も 恐る、 事な く 立ち 得る にせ 一る ので ある、 ダ-ー H ルは 進んで 此軍： 大 なる 任 を 荷うた、 彼 は 唯 

祌を 信じて 之 を 荷うた ので ある、 故に 友と 共に 神に 迫った ので ある、 而 して 或る 夜 遂に 其祕密 を 示さ 

る、 やい 吐に 王の 許に 往 かすして 先づ 神に 感謝し 祌を讀 美した、 曰く 「永遠より 永遠に 至る 迄 此祌の 御 

名 は 讚め まつるべき なり、 智養と 權能は 之が 有 なれば なり 云々」 と、 其の 榮光を 神に 歸 して 彼の 心中 

;m た 一 の^^3-ぁるなし、 途は 彼の 前に！！ けて 平々 坦々 たる ものであった、 舉 ぶべき は實に 此謙遍 にし 

て 敬虔なる 彼の 態度で ある。 


ネブカ ドネ ザ ル の 夢と 其の 解說 とい ふ、 神 は 果して 夢 を 以て 重大なる 啓示 を 與へ給 ふで あらう 乎、 

痴人 夢 を 語る、 舊きダ 一一 ヱ ル の 夢-物語の 如き は 之を學 問の 範圍 外に 驅逐 せよ と 近代 人 は 曰 ふで あらう" 

然し 乍ら 夢の 研究 は 今日 尙擧 界の大 問題で ある、 學者 ベルグ ソ ン にも 夢に 關 する 大 論文 あり、 殊に 

近來の Psychical  Kesearch  (心理 研究 協會) は 浩瀚なる 年報 を發 行して 夢の 屮 りし 事實を 多く 報吿 

して -is る、 例へば 或る 汽船が 大洋の 中央に て 破船した る 時 陸上の 船員 夢 にて 之 を 知り 其の 破船の 場所 

を すら 示されて 直に 航路 を 其 所に 向け 往 いて 救助したり とい ふが 如き、 又 或る 婦人 英圃 を發 して ブラ 

ジルに 向 ふ 途中 嬰兒を 遺して 船中に 死す る ゃリヲ ニァ* ジャネ ー B 市に 在る 友人 之 を 夢見て 船 を迎へ 

嬰兒を 世話した りしと いふの 類で ある、 之 を 心理 學 研究と い へば 深 妙 不可思議と 做し、 之 を 聖書の 解 

釋 とい へば 直に 嘲笑す るが 如き 輕 薄なる 態度に ST つる 勿れ、 問題 は 神が 其 聖意を 人に 傅へ 給ぶならば 

OO0C000OOOC00O000OO9OO0  ::,,-、.，- -て、 ，！L/  - シ、 J ゝ ー,,! 

人の 解し 得べ き 方法 を 以てし 給 ふに 非ざる 乎に ある 我等が 小 兒に意 si を傳 へ ん とする や、 ゼ す.^ r 几の 

解し 得べき 言語 を 以てする、 小 兒に對 し 地球が 囘轉 すると 曾 はすして 「日が 出で 日が 人る」 とい ふ も 

少しも 怪 むに 足りない、 祌も 亦斯の 如き 方法 を 以て 我等 人類に 語り 給 ふので ある、 バビ a ンの 時代に 

在て 夢 は 人の 最も 重んじた る ものであった、 故に 神 は ネブカ ドネ ザル 王に 聖意 を傳 へ ん として 此途を 

選び 給 ひし は 信す るに 難から ざる 事實 である、 其方 法 は 一 夜の 夢な りしと 雖も其 s: 容は 博大 深遠で あ 

つた、 世界人 類の 二 千 五 百年の 歷 史の預 雷であった、 然 らば 夢なる と 否と を 問 はす 何人も 之 を 傾聽せ 

ざる を 得ない。 

ネブカ ドネ ザルの 見た る 夢 は 一 の大 なる 像であった、 偶像 國バビ B ンに 於て 此 夢を見た る は 心理 學 

の 法則に 背かない、 像の 頭 は 純金、 胸と 兩腕は 銀、 腹と 腿と は 銅、 脛 は鐵、 脚 は 一 部 は鐵、 一 部 は^ 
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き 肩 土であった、 而 して 見る に 一 の 犬なる 石塊の 天然の 山より 轉 落し 来りて 其 脚に 衝突す る や 全 像 

崩壞 して 紙 糠の 風に 吹かる、 が 如くに ral^ し、 獨り其 石 は 世界 犬の 山と 成りて 永遠に 存在す と 一一 一 E ふの 

である、 之が 說明如 M、 ダ-ー H ルの 解說を 待た すして 夢 其 ものの 明白に 示す 所の 眞规が ある、 像の 頭 

0O0O0OO0  0O00OO0OO000000000O00OOO 

部より 脚部に 至る 迄 其 形の 次第に 分離し 其 質の 益々 惡 化する に 注意せ よ、 像 は 何故に 上より 下に 至る 

に從ひ 漸次 進化 發 達して 遂に 完全 無缺の 人と して 立たざる 乎、 何故に 却て 分離に 分離 を 重ね 惡 化に 惡 

化 を績け て 遂に 行 詰 る 頃 人の 努力 に^らざる 大 なる 石 が 之 を 破壞し て 自ら 全地に 充 つるので ある 乎、 

改造 か、 待望 か、 人の 運動 か、 神の 力 か、 人類の 將來 歷史の 終局 は此 二の 一 あるの み、 ネブカ ドネ ザ 

ルの 見た る 夢は此 最大 問題 の 解決 を 示す も ので ある。 

第二 章 (下) ネブカ ドネ ザル 大王の 夢 

聖書 を 研究す る に當 ては大 問題の 解釋 と共に 之 に 附隨す る 小敎訓 をも瘦 得しなければ ならない、 恰 

も 花束 を 作る に顯 著なる 美 花 三 ra: を 中心として 其 周 園 を 幾多の 小き 花 もて 彩る が 如くで ある、 ネブカ 

ドネ ザ ルの夢 に對 する ダ  一一 H ルの解 說を學 ぶに 先 だち 二三の 注意すべき 問題が ある。 

其 一 は ダニ エルの 謙遞 である、 彼 は 多くの 博士 法術士 魔術 士 カル デャ人 等の 解く を 得 ざり し は 取 も 困 

難なる 夢 を獨り 自ら 解き 得る に 拘らす 王の 前に 出で て 曰うた 「我が 此 示現 を 蒙れる は 凡ての 生ける 者 

に 勝りて 我に 智慧 あるに 由る に 非す、 唯 その 解明 を 王に 知らし むる 事 ありて 王の 遂に 其 心に 想 ひ 給 ひ 

し 事 を 知る に 至り 給 はんが 爲 なり」 と (三十 節 J、 かくて 己の 深き 謙 遲を現 はすと 共に 王の 謙 遍を勸 む 


る 所 純然たる 基督 者の 態度で ある、 我等 は假令 如何なる 大任 を 負 は しめられ 如何なる 成功 を遂 ぐると 

雖も雷 ふべき 事 は 唯 之の み、 曰く 「我が 爲 したる に 非す、 キリスト 此器を 以て 爲し袷 ひしな り」 と。 

其 一 一は 神の 人 を i 堪き耠 ふ 法則で ある、 ダ  一一 H ルが 王の 一 度び 忘れた る 夢 を 示された る は 確かに 奇跡 

であった、 而 して 勿論 奇跡 を 排斥して 聖書 を 解す る 事 は 出来ない、 祌は或 時 は 直接に 其 聖意を 示し 給 

ひ 义或時 は 超自然的の 奇跡 を 行 ひ 給 ふ、 然しながら 奇跡に 自ら 進歩 あり 順序が ある、 神 は 直に 大 奇跡 

を 行 はす 先づ小 奇跡 を 以て 始めて 徐々 として 大 奇跡に 及び 給 ふので ある、 ダ 一一 ヱ ルの 場合に 於ても 明 

かに 然ぅ であった、 其 第一 の 奇跡 は 野菜と 水と を 以て 美食 者に 勝る 健康 を 維持した る 事であった、 第 

一 一は 卽ち 現在の 場合に して 前者より は 少しく 大 なる 奇跡で ある、 而 して 此後 更に 犬なる 奇跡が 彼の 上 

に 臨んだ ので ある、 祌は妄 なる 祌で はない、 我等 を 導く に 法則 を 以てして 歩一歩 小より 大に 及び 給 ふ 

ので ある。 

さて ネブカ ドネ ザルの 夢に 對 する グー 一 H ルの 解說は 次の 如くであった、 曰く 「金の 頭 は陛ド 御自身 

の國 なる バ ビ 口 ン なり、 次に 銀の 胸と 兩 腕と は 陛下に 綾て 來る國 にして バ ビ n ン より 劣り 叉 分離した 

る もの、 次に 來るは 銅の 國 にして 腹と 腿との 如く 初 は 一なる も 後に 二分すべく、 次に は 鐵の國 起り て 

甚だ 强 しと 雖も之 亦 一 一分し 殊に 最後に は 十趾に 分れて 鐵 の^に 脆き 陶土 を 交 ふるに 至らん、 而 して 此 

所に 至り 天の 神 自ら 永遠の 圃を 建てて 之 を 以て 諸の 國を 打破り 給 はん」 と、 此解說 は グー 一 H ル なる 政 

治 家的氣 質の 人が バビ „1 ン なる 偶像 國に 於て 示されし ものなる を 忘れて はならない、 故に その 夢の 

形 は 全然 バ ビ 口 ン的卽 ち 偶像 的で ある、 當時バ ビ & ン 市中 至る所 此 稀の 偶像の 建立 せらる、 ありて ネ 

ブカ ドネ ザ ル 王 も 日 々之に 目 を觸れ たので ある、 從て 彼が 偶像 を 夢に 見た る は 心理 學 上の 法則に 合致 
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する 自然の 事であった、 又ダ 二  H ル は 預言者な りし も 彼 は H ゼキ H ル 若く は ュ レ ミヤの 如き 宗敎 il^A に 

非す して 純然たる 政治家であった、 故に 彼の 說明は 政治家 的であった、 若し 同じ 夢 を H ゼキ H ル义は 

M レ ミヤ をして 解釋 せしめば 或は 他の 方-向 を 他の 語 を 以て 說 明した かも 知れない、 然しながら 政治家 

ダ -ー H ルが之 を 現^的に 解說 したる は 當然の 結果で ある、 其 形はバ ビ & ン的 偶像 的に して 其 說明は 政 

000  000000O00000OO000  0  0  0  0  0  0 

治 的 現世 的であった、 然しながら 其 精神 は 徹頭徹尾 ユダヤ人 的に して 基督 者 的で ある、 阯界の 政治的 

將 來に對 する 基督 者 的 解釋、 之が ダ-ー H ルの說 明の 我等に 敎 ふる 所で ある、 政治家の 職分、 其 理想 は 

現 ゆに 於て ある、 世界の 將來如 3： は 彼等の 最大 關 心事で ある、 而 して 大政 治. 冢ダ > 一 H ルが H ホバ の祌 

を 仰ぐ ユダヤの 國民 として H ゼキ H ル、 H レ ミヤ 等と 均しき 大 預言者の 精神 を 以て 此 問題 を 解釋 せん 

と 試みた ので ある、 然 らば 批界は して 彼の 解釋の 如くに 成行きつ k ある 乎、 人類 歷史は 果して 彼の 

® 一一 一一  n したる 途を 取て 進み つ-^ ある 乎、 是れ實 に 至高の 興味 ある 重大問題 である。 

OOOOO0OO0OO0OOOOO000OOOO0 

更に 余 aah^ して  一一 W せしめよ、 祌は 全世界 全 宇宙 を 支配す るに 唯一 の 法則 を 以てし 給 ふので ある、 . 

宗敎然 り 政治 然り 物理 然り 生理 然り、 宇宙 萬 物 を 支配す る 法則 は 水 一 滴 を 支配す る 法則と 異ならない 

神 が 日本 國を導 くの 途は我 一 人 を 導く の 途と同 一 である、 詩人 ヲル ヅヲス 曰く 「我お し 一 室の 草の 生 

ふる 法則 を 知悉せば 全 宇宙 を 解し 得るな らん」 と、 一一 一一 口 は 決して 誇大で はない 深き 眞理 である、 ^に 花 

一 片 又は 指 一 本 を すら 知り 盡 したる 者 あるな し、 之 を 知る 者 は卽ち 全世界 を 知る 者で ある、 大政 治 家 

00OO000OO0000OO000OO00OOO0OOO0O0O0  ooooo-r-0000 

ダ - 一 H ルは ネブカ ドネ ザルの 短き 一 夜の 夢の 中に 人類 全體の 運ん 叩を觀 察した、 バ ビ 0 ン 以降^の 終末 

O000OOO00OO000O0O0OOOCOOCO0O0-OOO 

に 至る 迄數 千年に 互る^ 界歷史 の 變遷を 彼 は 一 眸の 下に 牧め たので ある、 誠に 日本 國 百年の 將來を 十 

語 を 以て 示す 事が 出来る、 感 史上 一時 代の 屮 I 來 事の 中に 凡ての 時代の 縮 圖を認 むる 事が 出來 る、 恰も 


高山の 慰に 立ちて 大河の 流 を wni めば 其 水源より 其 河口 迄 を 見 透し 得る が 如く ダ  一一 H ルも亦 一 箇の 像の 

中に 全世界の 政治的 將來を 悉く 瞥見した ので ある、 故に 解說 は簡單 なりと 雖も之 を 以て 世界 歷史の 全 

體に 適用すべき である。 

バビロン は 最初の 世界 王國 であった、 ^界王 國とは 全世界 を 配下に 置きた る 國家を 謂 ふ、 ネ ブカド 

ネザル 治世の 第一 一年 彼 は 唯一 の 競 爭國埃 及 を 倒す に 及び 世界の 文明 阈は彼 一 人の 支配に 霧す るに 至つ 

たので ある、 ネブカ ドネ ザル に 在る 事 ra 十 有 三年、 後 彼の 一 子 一 一 孫の 三代 を經て 金の 頭なる バ ビ n 

ン 國は诚 亡した、 之に 代りし 世界 王國は ペルシャであった、 然しながらべ ル シャ王 國はパ ビ 口 ン王國 

に 比し 其 統一 の 薄弱なる に 於て 確に 金に 對 する 銀であった、 後 二百 餘年 にして 歷 山 大帝の ギリシャ 

王圃が 代って 世界 王國の 地位 を 占めた、 希 臘王國 は 其 地域 廣く其 文明の 進みた る點に 於て ベ ル シャ王 

國に 勝りし と 雖も其 結合 力に 於て は 更に 之よりも；：！^ くあった、 故に 之 を 銀に 對 する 銅に 比する 事が 出 

來る、 次に 起り し は 口， マ帝闽 である、 此帝國 は 甚だ 強大な りしと 雖も其 中央 的 權カは 益々 衰退して 

帝王の 勢力 は 下民に 移り 最も 平民 的なる 世界 王國 であった、 故に 之 を鐵に 比する 事が 屮 Z 來る、 金國銀 

圃銅國 鐵國、 之に 相當 する ものが バビ n ン、 ペルシャ、 希臘、 羅馬 である、 而 して 此四大 世界 王國に 

各々 適當 なる 代表者が あった、 曰く ネブカ ドネ ザル、 曰く クロス、 曰く ァレキ サン ダ ー、 曰く シ ー ザ 

1 之で ある。 

シ ー ザ ー を 以て 代表せられ たる 世界 王 國羅馬 は 果して 旣に 亡びた ので ある 乎、 否羅馬 帝國は 未だ 亡 

びない、 現在の 歐羅 巴が 尙羅馬 帝 國の繼 緩で ある、 羅 馬の 歷史を 知らす して 近世の 西洋 歷史否 枇界歷 

解す る 事が 出来ない、 今日 我等 を 支配す る 法律 は 何ぞ、 羅馬 法で ある、 カイゼルと 稱 して 阯界の 
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預ー K 港 六い-八 

禍亂を 招きた る 者 は 誰ぞ、 彼 は 自ら シ ー ザ ー を 以て 任じた ものである、 獨逸、 伊太利、 佛蘭 ：c、 西 班 

牙、 之れ 皆 羅馬帝 國の後 身で ある、 羅馬 は今尙 亡びない、 然 らば 現今の 時代 は ネブカ ドネ ザルの 見た 

る 像の M れの 部分に 當 るので ある 乎、 金銀 銅鐵 の 時代 は旣に 過ぎて ヶは其 脚部 の鐵と 陶土との 混合せ 

る 時代に 入り つ k あるので ある。 

然り 時代 は 順 を 追うて 旣に 此處に 達した ので ある、 初に バビ & ン王は 完全なる 獨裁 君主であった、 

然るにべ ルシャ に 人る や 王族の 一 團 ありて 王 を 制御し 所謂 { 森 頭 政治 を 行うた、 更に！ { 布臘に 至て は 少数 

者 の 意見 を 本と す る贵族 政治と なり、 羅馬 は 建 國の當 初より 平 政治であった、 シ ー ザ ー 彼 自身が 兵 

卒に 由て 選舉 せられねば ならなかった ので ある、 かくて 「我 卽ち國 家な り」 との 有名なる ルイ 十四 世 

の 雷 を 正 當に發 し 得べ かりし もの は 唯バビ ：！ ン王 あるの み、 雨來 寡頭政治より 少數 政治に、 少數 政治 

より 平民 政治に 移りて、 金 の 頭を以 て： S まりし 像 は旣に 鐵の兩 足に 降った ので ある、 而 してん：' や 盛に 

我等の 耳目 を 衝き來 る もの は 何で ある 乎、 曰く 解放、 曰く 改造、 曰く 民主主義、 曰く 普通 選 舉と其 期 

oc-oooooooooooooooo〇oooo〇occcooooc 

する 所 は 一 である、 卽ち 政治 を 中央 的權 力より 分離して 圃民 全般に 及ばし めんと する ので ある、 斯の 

O00OOOOO0COOOC00OO0O0O0 

如くに して 老若男女^ 其 欲する 所 を 行 はんとす、 之れ 卽ち鐵 の §1 に 陶土の 混り し 最下 部の 時代に 到達 

したる 徵候 ではない 乎、 かの 露國に 起り し 過激派の 如きに 至て は 殆ど 其 極に 達した る ものである、 殊 

に 其圃は 近頃 迄 尊 制 君主 ザ ー の 支配した る 所で ある、 然るに 晴天 霹麓 一 朝に して 頭 足 其 地位 を換 へ、 

王子 王女 は 王の 面前に 於て 虐殺せられ 王 も 亦 屠り 去られて 今や 政權は 全く 下 暦 社會の 掌握す る 所と な 

つた、 而 して 其 勢力 は 益々 强大 にして 東 は オムスク、 イルク ック、 バイ カル を 超え、 南 は 印度 土 耳 古 

:r ルキ スタンの 境に 迄 及ばん とする ので ある、 否獨り 露西亜の みで はない、 過激 思想 は旣 に^ 國に侵 


人し 更に 米 國を襲 ひつ ある、 米國は 自治の 國 にして 最も 整頓した る國 なりと は 人の 信じた る 所で あ 

二ろ  き やうが，、 

つた、 然るに 何ぞ圖 らん 昨年 十 一 月の 交に 起り し 一 事件 は 全く 此 信任 を 裏切りて 識者 をして 驚愕 措く 

能 は ざら しめたの である、 事 は ボストン 市に 於け る 空前の 騒擾であった、 ボストン— 淸敎 徒の 都に し 

て 米國に 於け る 最も 健全なる 思想の 中心、 擧 問の 淵叢なる その ボ ス トン の 市に 於て 巡 茶の 增俸 運動よ 

り 引 緩き 彼等の 同盟罷業が 行 はれた、 彼等 は 自己の 要求に して 容られ すん ば 某月 某日の 午後 一 一時より 

瞀察 事務 を 魔すべき を宣 首した、 此時ボ ス トン の 識者 等 は 思うた であらう、 多年 自治に 慣れて 完全な 

る 民主主義の 行 はる- - 我が ボ ス ト ン巿 である、 H マソ ンとホ ー ソ ンとを 出した 我が ボ ス ト ン市 である、 

警官の 罷業 何の 恐るべき 事 か あらんと、 然るに 見よ 當日豫 おの 時刻の 近づく と共に 市中 幾千 人の 下曆 

：！^-は手に手に石又は棍棒を携 へ て 街頭に 蛸 集し 来りて 時の 至る を 待った、 而 して 時 針 一 度び 一 一時 を 指 

i ゾ /か ら す  f  .r? 

す や 忽ち 窓 猫 子 を 破り 婦人 を 辱 かしめ 商店に 突入し 寶石 衣服 を 強奪し 亂暴 狼籍 至らざる はなかった の 

である、 喊 之が 基督 敎と哲 學と文 擧とを 以て 築き上げ たる 自治の 府 たる ボ ス トン の 出来事で ある 乎、 

余 は 新開 紙上 此報を 得し 時 痛 歎の 餘り (豕 人に 告げて 曰うた 「我が 日本に 於て raK して 斯の 如き 現象 を 見 

得る であらう 乎、 若し 見た とすれば 巿民は 義勇 巡^と なりて 市の 秩序 を 守る であらう」 と、 然しな が 

ら 如何せん 事實 である、 文明の 都 府も皮 一 重を剝 げば 此亂 脈で ある、 今日 社會の 秩序 を 維持す る もの 

は 思想で はない、. 信仰で はない、 基督 敎の 感化 力で はない、 唯 警官の 帶劍 あるの み、 無政府 的 精神の 

しんじゅん  てつ ふい 

最も 深く 且廣く 人類の 腦 中に 浸潤した る は實に 二十世紀の 今日で ある、 一朝 制裁 を撒廢 せん 乎、 世界 

を 舉げて 過激 主義に 化する であらう、 斯の 如くに して 二 千 五 百年 前に 於け るダ  一一 H ルの未 來觀は 誤ら 

なかった ので ある。  ， 
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^-^^^^^.^^£^^£^-^> 全 陸 面の 七 分 一 を 占む る 大露阈 は 過激派の 跳梁に 委ねられて 

平. g と 信 顿とは 地 を うて 去り、 幾百惊の國^！^は放梨せられ數枚の ル ーブ ル紙幣を以てして 一 片のパ 

ンを購 ふ 能 はざる の狀 態で ある、 而 して 同じ 社 會的龜 裂 は 全地に 行渡らん としつ i ある、 之れ 誠に 世 

界の 行詰りで はない 乎、 此 時に 當て 人類 を 救 ふ もの は して 何で ある 乎、 人 は 切りに 解放 を 叫び 改造 

を唱 J -、 然しながら 何人も 解放 又は 改造に 由て 世界の 救 はるべき を；^ じない、 之 を 叫び 之を唱 ふる 者 

は 確！；：^ よりす るに 非す して 他に 往 くべき 途を 知らざる が 故の み、 現今 我圃に 在て i は 意た る もの は 普通 

選舉の 運動で ある、 然しながら 誰か 普通 選 舉の實 行に 由て 此國を 完全なら しめ 得る 事 を 信す る 者が あ 

らう 乎、 否 之に 由て 議會の 完全に 廓淸 せらるべき を 信す る 者 はない、 世界 は 齊通選 擧叉は 解放 叉は改 

造 こ 巾て 救よ れヒ い、 世界. H 進：^ 論者の 稱 4 るが 如くに 徐々 として 改善せられ ない、 否 却て 益々 混亂 
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しつ & ある、 今や 誠に 人心に 大 なる 不安が ある、 然 りと 雖も 我等 は 知る、 此大 なる 不安 こそ は 最後の 

き § 近づきつ、 ある 前兆なる 事 を、 現 時の 世界的 混 亂に尋 ぐ 者 は ネブカ ドネ ザルの 復活で はない、 歷 

OOOOOOOOOOOOOO0-OOOOOOOOOPOPOO 

山 义はシ ー ザ ー の再來 ではない、 寓物を 己に 從 はせ 得る 力 を 有する 主ィ H ス キリス トの再 .SS である 

oo^oooooooor  0  000  000  COOOOOO00  I  义 

彼れ 来りて 此度 こそ 全 *1 界に 平和の 王國を 建設し 給 ふので ある、 かの ネブカ ドネ ザ ルの兒 たる 麥に於 

て 一 の大 なる 石の 人手に 由ら すして 山より 研ら れて 出で 鐵と 陶土との 混 清せ る 像の 雙 の, を 撃ち 碎き 

て而 して 自ら 大 なる 山と 成りて 全地に 充 ちたり し は卽ち 之で ある、 金の 頭 を 以て 始まりた る 像 は 遂に 

鐵と 陶土との 混淆せ る 十趾に 分裂して 終る、 然しながら 此 分裂と 此惡 化と は來 らんと する 大 なる 天然 

石の 前兆で ある、 世界の 行詰り を 歎く を 止めよ、 救の 臨まん が爲に は斯く 有らなければ ならない、 次 

に來る もの は卽ち 人類の x#  の實 現で ある。 


昔 ユダヤに 一 一人の 愛國 者が あった、 彼等 は 共に H ルサ レムが 異邦人の 爲に蹂 躪 せられて 全く 昔日の 

gl- を^せ ざるに 至りし 跡を訪 うた、 其 時 彼等の 一 人は涕 泣して 叫んで 曰うた 「噱 神に 選ばれた る 我 

等 イスラ H ルの 首都 は斯 くも 荒れ てた る 乎」 と、 然るに 他の 一人 は樂 しげに t ハ笑 しつ. -答 へて ni う 

た 「否 寧ろ 喜ぶべし 之れ 聖， 書の 預言の 成就で ある、 聖書に は斯く あるべし と 記さる、 而 して 斯く あり 

し 後 H ルサレ ム は 再び 建て直さる べしと 記さる、 故に 今の 荒 廢は畢 党 最後の 建設の 前兆に 外なら ない」 

と、 我等 も亦然 り、 ネブカ ドネ ザルの 金の 頭が デモ クラ シ ー の 陶土の 脚迄墮 落した る は 憤慨 悲哀 不安 

に堪 へない、 然しながら 此 後に 人の 手に 成ら ざ る 神の 造り し大 なる 自然 石が 山より 落下し 來り て デ モ 

クラ シ ー の雙 脚に 衝突し 而 して ネブカ ドネ ザ ル以來 人の 造りし 一 切の 者が 破壤 せられて 永遠の 神の 國 

が 建設 せらる k ので ある、 然 らば 過激 思想 何 か あらん、 民主主義 何 か あらん、 キリストの 王國は 目前 

に 迫りつ、 ある、 之れ 誠に 樂 しき 事で はない 乎、 H ホバを 讚美せ よ H ホバに 感謝せ よで ある。 

或は 曰 ふ 「若し 然 らば 我等 は 一 切の 活動 を 魔 止し 手 を 拱きて 待つべき のみ」 と、 斯の 如き 嘲笑の 辭 

は 多く 神學 者が 卓上の 論議より 來る、 然しながら 事實は 其反對 である、 ダ  一一 H ルの 生涯 を 見よ、 彼に 

せ ん さ よ -ひ /\ 

此 信仰 ありし が 故に 他の 政治家 等の 戰々 兢々 として 失 は I- 落 膽を繰 返せる 問に 彼れ 獨り 儼然として 立ち 

て 二王 朝 五代の 王に 仕へ 七十 年間 其 最善 を盡 して 世界のお を 救 ひ 以て 偉大なる 政治家 的 生涯 を 終った 

ocooooooooooooooo〇cooo〇oooooooooooooooco 

ので ある、 聖書 を 其 儘に 信じ キリ ス ト 再び 来りて 神國を 建て 給 ふ 事 を 信す る 者と 然ら ざる 者との はに 

OO00O0O000  0000000000000/000000000  .  ： 

一 の大 なる 差別が ある、 之 を 信す る 者は少 くと も 失望 を 知らないの である、 我事 業 失敗に 歸す とも 失 

ば-^3しなぃ、 世が 我 を 認めす とも 失^し ない、 假令我 一 人と なると も 失^し ない、 神の 我 を 用 ゐて爲 し 

給 ふ 事の 必す 無益に 終らざる ベ き 確信 あるが 故で ある、 キリ ス ト W び 來り給 ふ 時に 其果を 給ぶ ので あ 
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る、 故にん は 解放 を 叫び 改造 を唱 ふる も 我等 は顿 みない、 全 *1 界が大 なる 不安に 襲 はる- -も 我等 は 恐 

れ ない、 我等はた^^孜々として祌の命じ給ひし事をカむるのみ、 憐 むべき 人に 冷水 一杯な りと も與へ 

ん事を 力む るの み、 預言者 ダ  一一 H ルは 恐るべき バ ビ ン の 滅亡に 遭遇す る も尙其 を來 るべ き 神の 國 

に艇 いで 獨り 泰然と して 立った、 我等 も亦然 り、 今より 後 或は 驚くべき 報知が 我等に 達する であらう" 

戰. 梨すべき 事^が 發生 する であらう、 然しながら 我等 は 恐れない、 之れ 皆 救の 近づきし 兆で ある、 故 

に 全世界に 大破 壞の 臨む こと ある も 我等 は 忠實に 日毎の 動 務に當 りながら 却て ァ ー メ ン ノレル ャを S 

0  0  0  0  0 

ぶので ある。  , 

王ょ汝は^^王の王にぃませり …… 汝は 卽ち此 金の 頭な り、 汝の 後に 汝に 劣る； の國與 らん、 ま 

よ ろ -っ 

た 第三の 銅の 圃與 りて 全^界 を 治めん、 第 の國は 堅き こと 鐵の 如くな らん、 鐵は 能く 萬の 物 を 

Si ち碎 くな り、 鐵の是 等 を 悉く 打碎 くが 如く 其國は 毀ち 且碎く 事 を せん、 汝 その 足と 足の 趾を兑 

給 ひしに 一 分は陶 人の 泥土 一  分は鐵 なりければ その 國は 分裂した る 者な らん、 叉汝、 鐵と 粘丄と 

のぎ じ 抓た る を 見 給 ひたれば、 その 國は鐵 の 如く 强 からん、 其 足の 趾の 一 分 は鐵、 一 分 は 泥土な り 

し 如く、 其の 國に强 き 所 も あり 脆き 所 も あらん、 …… この 王 等の 日に 天の 神 一 の 國を建 給 はん、 

は 何時までも 滅る こと 無らん、 此！： は 他の 國に歸 せす、 却て この 諸の 國を 打破り て 之を滅 せん 

nil- は 立て 永遠に 至らん、 かの 石の 人 乎に 由ら すして 山より れて 出で、 鐵と 銅と 泥土と 銀と 金と 

を 打 きし を 汝見給 ひし は 卽ち此 事な り (eiw 珂書ニ 章 三 七— 四 五節〕。 


第三 章 偶像 を拜せ ざり しダ ニエル 

但以理 書 第三 章はダ -ー ェ ルの三 友人が ネブカ ドネ ザル 王の 築きし 像 を拜せ ざり しが 爲め爐 中に 投入 

せられた る も 神の 助けに 由り て 救 ひ 出された りとの 記事で ある、 事 は 眞か僞 か、 歷史 か小說 か、 我等 

は先づ 基督 者と しての 立場より 其 中に 如何に 深き 眞理の 籠れる かを學 びた る 後 徐ろに 之 を 判決すべき 

である。 

兹に ネブカ ドネ ザ ルの 立てた る 像 は E 大なる ものであった、 其 高さ 六十 キ ュ ビ ト、 其 幅六キ ュ ビ ト 

とい ふ、 ーキュ ビトは 一尺 五寸 乃至 一尺八寸 なれば 此金 像は少 くと も 高さ 九 丈、 幅 九 尺あった ので あ 

る、 我國に 於け る奈 良の 大怫 は聖武 天皇の 代、 天平 十七 年卽ち 紀元後 七 百 四十 五 年の 作であって ネブ 

力 ドネ ザル 時代より 後る &事千 三百 年で ある、 而 して 其 高さ 五 丈 三尺 五寸、 幅 一 丈 六尺、 之に 要せし 

銅 七十 三 萬 九 千 斤、 錫 一 萬 二 千 斤、 金 六 百 五十二 斤、 水銀 若干で ある、 當時 能く 斯の 如き 建造物 を 築 

き 得た る 者 は 世界に 一 一人 ありし のみ、 其 一 は 日本 皇帝に して 他 は コン スタン チノ ー プル に 君臨せ し 東 

羅馬 皇帝な りと は 或る 歷 史家の 批評で ある、 然るに ネブカ ドネ ザ ル の 築きし 像 は 如何、 其 高さ は始ど 

奈 良の 大怫に 倍し 而も 其 全部が 純金で ある、 以て 大王 ネブカ ドネ ザ ル の 勢力 如何と 彼に 强要 せられて 

尙此像 を拜せ ざり し 三 ュ ダャ 人の 苦衷 如何と を 察する 事が 出来る。 

バ ビ 口 ン に は旣に 幾多の 大像 ありし に拘 らす兹 に 又 ネブカ ドネ ザルが 新なる 像 を 築きし は w 故で あ 

る 乎、 蓋し 彼 は 先に 夢に て 一 の大 なる 像 を 見 其 金の 頭が 自身 を 代表す る 者なる 事 を 神より 示されし に 
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より 神に 關 する 觀 念が 彼に 起った ので はない 乎、 而 して 彼 は 素と 偶像 W に 人と 成りし 偉人なる が 故に 

此の 祌を^ 現せん が爲に 新たに 一 の大 なる 像 を 築かん と 欲した ので はない 乎、 此像は 之 を ベルとも ネ 

- .  -:-、-  O.0  0000  0-  0000000000000000000000000 

フ とも w はざる に 注意せ よ、 ネブカ ドネ ザ ル は 誤って 靈 なる H ホバ の祌を 形に 表 はさんと 欲した ので 

ある、 凡て 偉大なる 啓示 を 受けた る 時 は 之 を 己が 有する 思想に 由て 表現 せんとす る は 人の 自然 的 心理 

である、 我國に 基督教の 傳 へらる、 や 儒者 は 之 を 11 敎 的に、 眞宗 信者 は 之 を 阿彌陀 的に 解釋 せんとす 

る、 ネブカ ドネ ザルは 偶像 國の 王であった、 故に 彼はダ  一一 H ル より 傳 へられし 神 を 表さん と 欲して 大 

なる 金 像 を 以てした ので ある、 之れ 憐む べしと 雖も 同情すべき 思想で ある、 正直なる 偉人の 格 を 物 

語る 一 の 材料で ある、 古來^ 界を 支配した る 偉人 は少 くない、 就中 最も 偉大な りし ネブカ ドネ ザルは 

叉 最も 愛すべき 人物であった、 彼 は 正直に して 自己の 信す る 所 を 行 ひ 誤れば 直に 之を悔 改めた、 彼 は 

意に 滿 たざる 時 は 怒った、 而 して 怒る 人 は 信頼す るに 足る 人で ある、 力 ー ライル は 其 英雄 傳中 マホメ 

ットを 評して 曰 ふ 「彼の 愛すべき はかの 額 上の 靑筋 にあり」 と、 ネブカ ドネ ザル も亦此 種の 人物で あ 

つた、 彼 は 自己の 思 ふ 所 を 直に 其 儘實行 せんと 欲した、 彼が 新しく 已に傳 へられた る 祌を萬 民に 示さ 

んが爲 に 自己の 理想に 由て 大た& る 金 像 を 建設した る は 叉 彼の 性質 を 表 はす 好茵の 材料で ある、 書 は 

人物の 眞相 を描寫 する に 於て 實に 完全 無比で ある。 

彼 は 州牧、 將軍、 方 伯、 刑官、 庵官、 法官、 士師 及び 州 郡の 諸 有司 を 召集して 其 像を拜 せしめた と 

いふ、 卽ち 大臣 將軍 牧民 官 裁判官 警察官 其 他 全國の 官吏 を 召集した ので ある、 民の 旣に拜 する 像に 非 

す 新しき 神の 像 を 自己の 權 能に 由り 全國民 をして 受けし めんとの 獨裁 君主の 所爲 である、 彼 は 奏樂と 

同時に 一 同 伏して 其 像を拜 すべき を 命じた、 玆 に列擧 せられた る 喇叭、 箫、 琵琶、 琴、 瑟、 箏篥 等の 


樂 器の 名稱の 飜譯は 甚だ 不完全なる も 古代 樂 研究の 面白き 參考 資料で ある、 喇叭 は 角の 喇叭、 琵琶 以 

下は智 敍の樂 器に して 最後に 築篥と ある はバビ 口 ン 時代の 樂 器の 名 稱 として 八：' 日に 残れる ス ンフヲ 一一 

ァ である、 此名は 調和 を 意味し ラテ ン語 にて ハ， 'モー 一 ァと いひ 八？' は轉 訛して ハ— モー 一 力と 稱 せらる、 

バ ビ n ン 時代の ハ ー モー 一 力と は 羊 叉 は 牛の 赚を乾 製し 之に 化 K を霣 きたる ものであった、 卽ち當 時の 

昔 樂は皆 吹奏 樂叉 は絃樂 にして ピアノ 若く は 太鼓 等の 如く 叩く ものはなかった やうに 見える。 

靳 くの 如き 像の 吿成禮 は 今 も 之に 類す る 事が 厘々 行 はる、 卽ち 所謂 銅像の 除幕式 之で ある、 知事 以 

下 諸 員 皆 出 で て 之に 敬禮す るので ある、 其の 最も 大规模 に し て 全國的 世界的な りし も の が ネブ 力 ド ネ 

ザルの 像の 吿成禮 であった、 故に 其 儀式 莊嚴を 極め 何人も 王の 意 を 拒む 者. く 唯々 として 頭 を 像の 前 

に 垂れた、 然るに 兹に頭 を 垂れざる 三人の 者が あった、 而 して 叉 自ら 拜す るが 如き 装 ひ をし つ、 實は 

彼等の 擧 動に 注目せ る侫 人が あった、 ぎ 時 か 彼等 を陷 れんと 欲して 其 缺點を 探索し っ& あつたの であ 

る、 斯の 如き 輩が 往 いて 王に かの 三人の 事 を 護 奏した、 王 もし 少しく 深慮 を 有せし ならば 先づ讒 奏者 

を 詰責すべき であった、 然るに 其心轎 りし 彼 は 憤怒に 驅られ 直に 三人 を 呼び寄せて 曰うた 「汝 等个 一 

度 奏樂の 時に 當 りかの 像を拜 せば よし、 然ら すん ば國の 法令に 從ひ 火の 爐に 投げ 人るべし」 と、 之に 

對 する 三人の 答 は f?? 敢 にして 叉 謙遜であった、 「陛下よ、 此 事に 就て は 我等 答 ふるに 及ばす、 我等の 

仕 ふる H ホバ の 神 はもし 聖 意なら ば 燃 ゆる 火の 中より 叉 陛下の 手より 我等 を 救 ひ 出し 給 はん、 若し 然 

ら すして たと へ 我等 は燒き 殺さる \ とも 陛下よ 乞ふ諒 せよ、 我等 は 陛下の 神に 仕 ふる 能 はす 又 陛下の 

築きた る 金 像を拜 する 能 はす」 と、 彼等 は斯の 如く 斷言 した、 之 を 聞いて 王 は 怒らざる を 得なかった- 

そ は 管に 彼等が 自己の 命 を 担み しが 故の みならす 更に 他の 现由 があった、 王 は 彼等の 拜 する エホバの 
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祌を， 31 己の 理想に より 形に 表 はした ので ある、 故に 彼等が 此 像を拜 する は當然 ではない 乎、 王の 申 分 

は此處 にあった、 然しながら イスラ H ルの 三人 はモ I セの 十誡 第一 一條 を 信じて 居った、 曰く 「汝自 已 

00O00O000  0  000Q00OO0OO0 

の爲に 何の^ 像 を も 彫む ベから す」 と、. 然り假 令 エホバの 祌の 偶像な りと も 之 を 拝す ベから すで ある、 

彼等が 斷乎 として 之 を 担み し 所に 深き 理. e があった、 今日の 日本に 於ても H ホバ の 神 を 何 かの 形に 丧 

はして 拜 せば 基督 敎を國 民 化する と共に 一 面に 於て 基督 者の 心 を も 代表す る を 得べ しと 考 ふる 者が 少 

くない、 然しながら エホバ の 神と 雖も之 を 偶像と して 拜 する 時に 信仰 は 其 生命 を 失 ふので ある、 へ，' よ 

り 一 一千 五 百年 前に 三人の ユダヤ人が ネブカ ドネ ザル 王の 前に 立ちて 此 確信 を 維持した る は實に 全人 類 

に對 する 偉大なる 貢獻 であった。 

玆に 於て 王 は 怒り 爐の火 を 常よりも 七 倍 熱く して シ ャ V フ ラク、 メ シャク 及び ァ ベ デネゴ の 三人 を 其 

衣の 儘に 其 中に 投ぜ しめた. 然るに 火は餘 りに 熱く して 彼等 を 運びし 勇士 自身 燒 かれて 死した るに 拘 

OCOO0OOOOOOO00O000O0OO000O 

らす 彼等 三ん は 何の 害 を も 受けす、 且 王は尙 一 人の 祌の 子の 如き 者の 彼等と 共に 火中に 步み 居る を 見 

たので ある、 火が 架して 人を燒 かざる か 否か は^ 問題と して 兹にー 二の 注意すべき 事實が ある、 其 一 

OO0O0OO0OOOO000  OOOOG-00  0-0000000000000 

は 彼等 三人 は此時 自己の 必す救 はるべき を豫 想せ す 却て 死 を 決して 爐 中に 入りし 事で ある、 彼等 は 勿 

論 神が 自己 を 救 ひ 得る 事 を 信じた、 然しながら 其れ は聖 意に 適 はばで ある、 若し 然ら すと も 彼等 は 王 

の 命に 從ふ 事が 出来なかった ので ある、 生命 は 貴重で ある、 然れ ども 生命よりも 更に 貴宽 なる ものが 

ある、 祌の 律法 卽ち 之で ある、 彼等 は 律法 を 守らん が爲に 生命 を棄 てんと 欲した ので ある、 我等 も 亦 

獎 々之に 類す る 試驗に 遭遇す る、 而 して 或 場合に は實 際に 於て 燒 かる V ので ある、 英 阈の殉 敎者ヒ ュ 

ゥ. ラ チマ ー 及び 其 友人 リ ドレ ー の 經驗の 如き は 其 一 例で ある、 彼等 一 一人 は 天主 敎 徒の 爲め オクス フ 


ォ ー ド大學 の 門前に て燒き 殺された、 其時ラ チマ ー は 火 巾より リ ドレ ー を 呼んで 曰うた 「見よ 我等 を 

燒 きつ k ある 此 火が やがて 我が 英！； を燒盡 すべき 信仰の 火と 成る ので ある、 故に 喜んで 燒 かれん」 と" 

かくて 彼等 は 衆人の 前に 神 を 讚美し つ、 燒 かれて 死んだ、 彼等の 此覺 悟が 又 ダ-ー H ルの三 友人の 覺悟 

であった ので ある、 神 は 或 場合に は 驚くべき 奇跡 を 行 ひ 給 ふ、 奇跡な くして 基督 敎 はない、 然しな が 

らコ 一人が 火に 臨みし 時 彼等 は 神の 必す 自己の 爲に 奇跡 を 行 ひ 給 ふ 事を豫 期しなかった、 彼等 は 假令燒 

かる、 とも 斷 じて 偶像 を拜 する 能 はすと 決心した ので ある。 

又 三人の 火中に 投ぜら る&ゃ 不思議なる 現象が 起った、 三人の 他に 尙 一 人 神の 子の 如き 容を爲 した 

る 者の 彼等と 共 に 在る ありて 彼等 は 火の 害より 救 はれた ので ある、 之れ 實に贵 き 信仰 實驗で あった、 

今 rn の 基督 者 は 火中に 投ぜら る、 虞れ 掛 しと 雖も 而も 今日 尙小 ネブカ ドネ ザルは 至る所に 於て 在る、 

政治 界の 領袖 中に ある、 社の 直 役 中に ある、 官 廳 の 上官 中に ある、 或 場合に は小學 校の 校長 巾に す 

ら あるので ある、 彼等 は 自己の 勢力 を 張らん が爲め 若く は 配下の 服從を 要求 せんが 爲め 種々 なる 偶像 

を拜 せしめん とする、 而 して 弱き 基督 者 は 3： とか 說明 を附 して 其 要求に 應 する も、 稀に 或る 恶替者 あ 

りて 己が 頭 を 一 寸垂 る、 と 否と により 其 永遠の 運命の 定まる ベ きを 信じ 斷乎 として 要求 を 斥く るので 

ある、 玆に 於て 小 ネブカ ドネ ザ ル等も 亦 怒りて 彼等 を 火 屮に投 ぜんと 欲する、 現代の ネブカ ドネ ザ ル 

の 小、 は 外より 來ら すして 內 より 來る、 卽ち貪 粗 供給の 斷絕 である、 生活 問 题の壓 迫で ある、 其 時 彼等 

基督 者に 娥 死の 危險が ある、 彼等 は 神必す 自己 を 救 ひ 給 ふと 一 W ひて 自らお むる 事が 出来ない、 經^ 上 

の 法則 は 彼等の 上に も 及ぶ で あ ら う 、 然しながら 其れ に も 拘らす 正 の 基督 者 は斷じ て 偶像 の 前 に 頭 

を 下ぐ る 事が 出來 ない ので ある、 外に は 友人と 親族と 新聞記者との 反對 あり、 內には 生活 問題の 危險 
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ありて、 唯一 人 エホバの 聖 名の 爲に 立つ 時 其 苦衷 如何ば かり ぞ、 斯の 如き 時に 當り 一人の 神の 子の 容 
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を爲 したる 者 我等と 共に 在る ありて 我等の 手 を 取りて 勵 まして 曰 ふ 「恐る、 勿れた と へ全國 全世界が 
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汝 に反對 すると も 何 か あらん、 全人 類が 擧 りて 汝を壓 迫す ると も 何 か あらん、 萬 物 を 己に 從 はせ 得る 
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我れ 汝 と共に あれば なり」 と、 玆に眞 の 平安が ある 自由が ある 感謝が ある、 一朝 各自の 上に 斯の 如き 

運命の 落ち 懸 りし 時 は 試みよ、 必すゃ 神の 子ィ H ス我 と共に 在りし が 故に 此 恐るべき 難關を 通過す る 

を 得たり との 感謝 の 聲を揚 ぐ る で あ ら う 、地方の 基督 者 にして 職に 在る 事數十 年忽焉 信仰 の 爲に之 を 

奪 はる、 者が ある、 其 時 何と 言 ひて 彼 を 慰むべき 乎、 曰く 「シ ャデ ラタ、 メシ ャク、 アベ デネ ゴの經 

驗に 就て 見よ、 汝は 決して 單獨 にて 此 試練に 遇 ふに 非す、 一人の 神の 子 必す汝 と共に あるな り、 故に 
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往け」 と、 斯く 一一-一 n ひて 基督 者を勵 ますに 足る、 若し 此試鍊 を 恐れて 逃る &者 あらん 乎、 彼 は卽ち 人類 
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と し て 有し 得 ベ き 最上 の 友なる 祌 の 子 を 見る の 機會を 失うた の である、 之れ 誠に 最大 の 損害 である、 
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生ける 祌の子 を 己が 側に 有ち 得る の經驗 …… 此 貴き 經驗は 折 c 學の 研究に 由て 來ら ない、 神學の 精通に 

OO0O0O  OOOOOOO000O0000OO00O00O0  ？ いは 

由て 来らない、 唯 死 を 決して 信仰 を 維持す るに 由ての み來 るので ある、 故に 福 ひなる 者 は 我等 苦 めら 

ゥ リス チャン 

る 、基督 者であって 憐 むべ き 者 は 却て 萬 歳 を 叫べ る 小 ネブカ ドネ ザ ル等 である、 彼等の 迫 傘： を 恐る - 

勿れ、 信仰 は 信仰、 生活 問題 は 生活 問題な りと 一一 一一 11 ひて 之 を 免 かる k 勿れ、 神の を 友と して 己が 側に 

置く その 名譽 ある 千載一遇の 機 會を失 ふ 勿れ、 基督 敎を 最も 能く 解す る 者 は 誰で ある 乎、 英國 の大監 

督 である 乎、 ケムブ リツ ヂ 又は シカゴ 大學の 博士で ある 乎、 否、 信仰の 爲に 迫害 を 受けた る 者 こそ 其 

人で ある、 火の 中に 在りて 神の 子の 容を爲 せる 者の 己と 共に 歩み し 經驗を 有して こそ 神の 何たる かキ 

リストの 何たる か を 解す るので ある、 此經驗 を 有せる は假令 如何なる 階級に 在り 如何なる 學 J 化 を 戴 


き 如何なる 職權を 握る と雖も 遂に キリ ス ト敎を 解す る 事 は出來 ない の である。 

伹以理 書 第三 章の 記事 は 茶して 虞 である 乎 偽で ある 乎、 其 問題 を 定めん と 欲して 或る 用語の 新舊を 

論じ 或は 特殊の 樂 器の 時代に 就て 云々 する 擧 者が ある、 然しながら 斯の 如き 研究 は 末節で ある、 試に 
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此 三人に 類す る 經驗を 嘗めよ、 然 らば 謙か此 記事 の 眞實を 疑 ふ ものが あらう 乎、 我等の 信仰 を 彼等の 

立場に 置きて 此書 は實に 我が 書で ある、 高等 批評 何ぞ 恐る、 に 足らん、 但以理 書 を 偽作な りと 一一 一一 n ふ 者 

は 未だ 奇跡的に 神より 救 はれた る 經驗を 有せざる 人で ある、 若し ダニ  H ルの三 友人に 關 する 此 記事が 

偽な らんに は 我等の 信仰の 根抵が 動かざる を 得ない、 否、 天地 は 動く とも 神の 一一 m は 動く 能 はすで ある. 

書が して 神の 一一 一一 c なり や 否や は神學 上の 問題に 非す して 實験 上の 問題で ある、 神 は 我等 をして 架 書 

を 解せ しめんが 爲め 幾多の 小 ネブカ ドネ ザルを 遺り て 我等 をして 迫害の 中に 神の 子と 共に 在る の經驗 

を 有た しめ 給 ふ、 故に 斯の 如き 機 會の與 へられし 時 は 感謝して 之を受 くべき である、 神の 子と 共に 火 
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中に 陷るは 彼 を 離れて 安全なる よりも 遙に 幸福で ある。 

第 四 章 成功と 驗傲 

此 章の 記事 はダ 一一 ヱル 自身の 語で はない、 ネブカ ドネ ザル 王の 勑論 である、 王が 自己の 實驗を 以て 

大 なる 眞 理を學 び たれば 之 を 全^界に 吿知 せんと 欲して 勅 論を發 したので ある、 巾に 「至高 者 人間の 

國を 治めて 自己の 意の ま、 に 之 を 人に 與へ給 ふ」 との 語 三度び 繰 返さる (十七、 廿五、 卅ニ 節)、 此大な 

る 眞理を 普く 一切の 者に 知らし め 神 を 讚美せ しめんと する を 目的と したので ある、 故に 曰 ふ 「我れ ネ 
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ブカ ドネ ザル今 は 天の 王 を頌め 讚へ 且崇 む、 彼の 作爲は 凡て 眞實、 彼の 道 は 正義、 自ら 高ぶる 者 は 彼 

能く 之を卑 くし 給 ふ」 と (骨 七 節)、 神 は 高き 者を卑 くし 卑き者 を 高く し 給 ふ、 之れ 萬 人の 覺 知すべき 

人生の 最大 事實 である、 有名なる 歷史の 組へ &ド タスが 史筆 を 執りし 動機 は 神が 嫉 みの 祌 にして 人の 

己より 高く する を 許し 給 はざる 事 を 知らし めんが 爲 であった とい ふ、. 祖以理 書 第 四 章に 載せられ たる 

ネブカ ドネ ザル 王の 勅諭 も 亦 同 一 の 精神より 出で たので ある。 

注意すべき は此 時に 於け る 王に 對 する グー I  H ルの 態度で ある、 彼れ 王の 前に 出て 王の 夢 を聽き 王の 

爲に 心に 深く 畏れた、 昔時の 國家は 其 存在 王の 一身に 懸 りしが 故に 王に 禍の 臨む は 卽ち國 家の 禍 であ 

つた、 ダ！ 一  エル は 王の 夢に 於て 來 るべき 此界の 動 亂を豫 見した ので ある、 故に 王が 「汝權 る、 に 及ば 

す」 と 曾 ひしに 對し 答へ て 曰く 「陛ド よ 願 はく は 此事汝 の 敵に 及ばん 事 を」 と、 以て 大事 件の 發牛： を 

暗示 し 最後に 王に 勸 めて 曰うた 「され ば 陛下よ 我が，. 諫を容 れ義を 行 ひ て 罪 を 離れ 貧者 を憐み て 悪 を 離 
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れょ、 然 らば 此禍 或は 陛下に 及ば ざらん」 と、 但以现 書の 讀者は 注意して 其 中に 現 はれた る ダ-. 一 エル 
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及び 彼の 三 友人の 信仰と 其 謙遜と 其勇氣 とを學 ばた ければ ならない、 此處に 於て 亦然 り、 若し ダ  一一 H 

ルに 卑しき 心 ありし ならん に は此時 こそ 王 を 抑 ゆべ き 時に して 王の 上に 己が 權カを 揮 ひて 全國に 勢力 

を 張らん と 企てた であらう、 乍 然彼は 少しも 自己 を 憶 ふ 事な く 唯 王 を 愛し 王の 爲に 懼れ敢 て 諫言 を 呈 

して 揮らなかった、 兹に 眞侗の 忠臣が ある、 群臣 皆 王の 側に 在りて 戰々 兢々 ひたすら 其 意を迎 へん 事 

をのみ 努む るに 當り獨 り 其 額 色 を 犯して 好意的 忠言 を 奉りた るダ II H ルは 誠に jii 返に して 勇敢なる 基 

督的 紳士であった。 

ネブカ ドネ ザル 王が 此 夢を見た る は 始めに 像の 夢を見た る 時より 三 g 十 年後の 事であった、 彼 は 先 


に 強敵 H ジブ トを 平げ て 天下 を 一 統 したる 頃、 像の 夢に 於て 己が 王 園の 運命に 就き 神より 警吿を 受け 

たが、 雨來此 時に 至ろ 迄の 間に 偉大なる 事 蹑を擧 げた、 彼 は 武勳に 於て 無比な りしの みならす 內ュ 山に 

於ても 亦卓拔 なる 帝王であった、 殊に 彼の 特別の 技能 は大 建築 大工 事 を 起す 事に あった、 彼の 性質 を 

學 ぶに 當 り參考 に 資すべき は 我國の 太閤 秀吉 である、 彼 も 亦武を 以て 我國を 統一 したる のみなら す大 

建築に 輿 味と 鑑識と を 有し、 姬路伏 見の 堅城、 方廣 寺の 大怫等 を 建てて 最後に 難攻不落の 大阪城 を 築 

いた、 太閤の 事業に 十倍 百倍せ る ものが ネブカ ドネ ザルの 其れで ある、 彼の 築造に 係る バビ „ -ン 城市 

は 其 規模の 宏大と 其 構造の 堅牢と 其 結構の 莊麗 とに 於て 驚くべき ものであった、 殊に 外敵の 侵 人に 對 

する 防禦 法 は 至れり 盡 せりと 稱 すべく 當 時の 武器 を以 て 幾 萬 人の 之を攻 むる ある も 遂に 陷 落す ぺ か ら 

ざる 堅城であった、 而 して 十 @1 哩 四方の 廓內 には大 なる 蔬菜 園 を 設けて 敵の 包圍 幾年に 亙る も 食糧に 

窮 せざる を 期した、 其 他 市街 を 飾りし 彫刻 叉 は 門 等 皆莊麗 なる 建築に して、 凡そ 世界 王國の 首府た る 
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に 必要なる 大工 事 は 悉く 之 を 完備したの である、 旣に外 は 天下 を 一統し 內は 平和の 設備 を 完成して 位 
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に 在る 事 三十 五 年、 大王 ネブカ ドネ ザルは 今や 正に 成功の 筢 頂に 於て あった。 

人生の 成功！ 之れ 萬 人の 欲求す る 所で ある、 天下 幾千 萬の 青年 男女 誰か 成功 を まざらん、 其 生 

涯 中に 遂行すべき 攀業を 夢想して 彼等 は 皆 成功に 僮る k ので ある、 曾て 外國に "Success" と 稱ふ雜 

誌 ありて 幾 十 萬の 讀者を 有した、 今日 書店の 店頭 を 飾る 無 數の雜 誌 亦 一 として 成功の 途を敎 へざる は 

ない、 之れ 成功が 凡ての 人の 欲望た るが 故で ある、 然るに 兹に 殆ど 完全に 成功した る 人が あった、 今 

日 我 國叉は 世界の 成功者と 雖も 何人 か 彼れ ネブカ ドネ ザ ル に 比すべき 者が あらう 乎、 彼 は 全^界 を自 

己の 有と し 最大の 都府と 最大の 宮殿と を 築き 而 して 國を統 ぶる 事旣に 三十 有餘 年、 顧みれば 成功 また 

ダ 一一 エル ffi の W 究  六 ニー 


預ー K.i?^ 究  六 ニニ 

成功、 自己の 生涯 之れ 成功の 述 核であった、 然り彼 は 成功者 中の 最大 成功者であった。 
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危險 なる ものにして 人生の 成功の 如き はない 若し 我 子に 成功の 速 緩の みあり て 一 も 失敗の 臨むな 

くんば 危險此 上な しで ある、 ネブカ ドネ ザル 王が 成功の 絕 頂に 在りし 時 彼 は 卽ち危 險の絕 頂に 立った 
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ので ある、 彼の 成功 は 彼 をして 專ら 自己に 頓 らしめ 自己 を 造りし 祌を 忘れし めんと した、 玆に 於て か 
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此 恐るべき 夢は大 なる 警吿 として 彼の 上に 臨んだ ので ある、 夢 は 一 の 大樹の 運命に 關 する もので あつ 

た、 地の 中央に 一 本の 高き 樹 ありし が 次第に 成長して 天に 迄 達し 叱界 を" 複 ふに 至った、 然るに 一 人の 

蕃寤 おあり 來 りて 告げて 曰 ふ、 此樹 伐り 倒さる k 時 あらん、 而 して 其 根の 上の 切株 地に 遺り て 雨に 曝 

されん、 かくて 七の 時 を 經る迄 野に 存 らんと、 而 して ダ  一一 H ルは此 夢に 對し 次の 如き 解釋を 下した、 

曰く 「陛下が 今 誇りつ k ある 所の バ ビ 口 ンの都 と 國 家と は 悉く 陛下の 手より 離れん、 又 陛下 自身 人 

たるの 资格を 失 ひ 獣と 生活 を 等しく する の時來 らん、 故に 大に 誠め ざるべ からす」 と。 

後 十一 一箇 ：=；： にして ネブカ ドネ ザ ル 王 は 王 宫の高 機に ヒり 自己の 造營に 係る バ ビ B ン全 巿を觀 望して 

歎稱の 聲を發 して 曰うた 「此大 なる バ ビ 口 ンは 我が 大 なる 力 を もて 建てて 京 城と 爲し之 を もて 我が 威 

光 を 輝かす ものなら す や」 と、 眼前に 展開せ る 自己の 功業 餘 りに 偉大に して 自ら 誇らざる を 得な かつ 

たので ある、 見よ 此莊觀 を、 之 こそ 我が 築造した る都府 でない 乎、 今 我が 版 圖は北 はザグ ロス 山の 彼 

方に 至り 西 は アラビアの 沙漠 を 超えて フィ 一一 シァに 及び 南 は 遠く ヱ ジプト を 征服し 文明 世界の 全部 は 

我 一人の 有た るに 至った ので ある、 如何に 大 ならす やとて 彼の 心 は 自負の 念 を 以て 充 された、 人 或 

は 之 を； t して 僅かに 十二 箇月 前に ダ-ー H ルの 符吿 ありし を 彼 は 忘れた る 乎と 首 はんも、 若し 他の 人な 

りしな らんに は 多分 十二 箇月 を も 待たなかった であらう、 然しながら ネブカ ドネ ザル 大王の 此 聲を發 


すると 共に 大 なる 禍難は 忽ち 彼の 身に 及んだ、 預言者の 言 は 其 儘に 實 現した、 世界 を 己の 有と せる 大 

帝王が 人間の 分別 力 を 失って 牛に 類す る 者と なった、 而 して 王 は 宮殿に 在る を 廢め匍 匈して 外に 出で 

獸 と共に 靑草を 食 ひつ、 七 年の 露天の 下に 於け る 生活 を 送った とい ふ、 而 して 七 年を經 たる 後 或 時 

目 を 擧げ天 を 望みて 祈り たれば 又 分別 力 突然に 恢復して 再び 元の 王位に 歸り 大臣 諸 有司 等 皆 彼に 仕へ 

て 威 光大に 增し加 はった とい ふので ある。 

此 記事の 意味す る 所 は 何ぞ、 人 多く 之 を 讀んで 驚く、 恰も 小兒を 害ば しめん 爲の戲 話の 如. く 到底 信 

すべから ざる ものの 如く 見 ゆる、 然 らば 此處に 叉 偽作の 問題が 起らざる を 得ない、 然しながら 多くの 

學 者が 此 問題 を 研究した る 結 栗 之に 由て 但以现 書僞作 論の 證 明たら しむる 能 はざる を 知った ので ある、 

ネブカ ドネ ザ ルの陷 りし 此精祌 狀態は 稀 有の 現象な りと 雖も 精神病 學 者の 熟知す る病氣 である、 卽ち 

獸の 生活 を 模倣して 全生涯 叉 は 或る 期間 繼續 する 精神病であって 其實例 は記錄 にも あり 又 現在 も ある 

ので ある、 但以理 書 第 四 章の 記事 を翳學 上より 觀察 すれば 此精祌 病の 徵候を 記述す るの 委しき に 驚か 

ざる を 得ない、 醫學上 其 病名 を ； Lycanthropy とい ふ、 語源より すれば 「狼の 人」 卽ち 人が 狼 を 模倣 

する の 意で ある、 邦語 醫擧 辭典に は譯 して 「自信 狼 狂」 とい ふ、 然し こ は 「狼」 に 限らない、 或は 自 

ら 信じて 犬と 做し 或は 猫、 幾、 猿と 做す、 畢党 人間の 或る 精神 狀 態に 陷るゃ 自ら 人間なる を 思 ふと 同 

時に 叉 他の 動物な りと 思惟す るので ある、 ネブカ ドネ ザルの 場合に 在て 其 は 「牛」 であった、 彼 は^ 
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界王國 の 帝王なる に 拘らす 其 精神に 異狀を 來すゃ 自ら 牛な りと 思惟して 七 年間 牛に 類す る 生涯 を 送つ 

たので ある、 或る 醫 者の 著述 中 自己の 极 ひし 患者の 一人に 自ら 鷄 たりと 信じて 人 を 見れば 必す 羽搏し 

つ k 鳴く 者 ありし を 報じて 居る、 余 自身 も 亦 先年 類似の 實 例に 遭遇した 事が ある、 余の 米國滯 在中 白 
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痴痴狂 院に勞 働した る 時であった、 余の 极 ひし 患者に —§: 五 歳の 小兒 にして 全く 猿の 性質 を 有する 者 

があった、 余 は 毎夜 彼 をべ ッドに 入る \ 毎に 其 全身 を 彎 曲して 寢 ぬる 狀態を 見て 人の 寢 態に 非ざる を 

思 はざる を 得なかった、 彼の 目と いひ 口と いひ ills 猿の 如くであった、 殊に 或 時 彼に 自由 を與 へて 共の 

(U すに せ たれば 彼の.^ に對 する 行動 は 平生 余が 彼に 對 する 行動 を 其 ii 校 倣す るに 過ぎなかった、 之 

れ亦！ M じ 精神病の 一種で あつたので ある、 ネブカ ドネ ザ 凡は斯 種の 精神病に 陷 つた、 彼 自身が 牛な り 

と 思惟して 外に 出て 草 を 食み 露に^ された、 其 身に は 毛 を 生じて 鳥 の^の 如くに 成り 爪 は 延びて.；：；！ の 

爪の 如くに なった、 多くの 醫 者は此 記事 を 以て リカ ンスロ ピ ー に關 する 古き 記錄 の殘存 せる 最良の も 

のと 做す ので ある、 事 實を實 見せす して 斯の 如き 記事 を 綴る 事 は出來 ない、 故に 記事 其 ものが 內容の 

歷 史的 M 實の證 明で ある、 此點に關し蘇格蘭に於ける精神^？學の泰斗ドクトル . ブラウンの 著書 は以 

て權 威と 爲 すに 足る。 

ての 病 氣は祌 の 刑罰で ある 乎、 普通 精神病の 如き は斯の 如く 觀 察せられ 今日 尙ほ 世界 幾 百 萬の 精 

祌病忠 者が 神より 棄 てられた る 者と して 极 はれつ \ ある、 然し 之れ 確かに 誤謬で ある、 病 氣は或 場合 

に は 刑罰た るの 性質 を 有すと 雖も 普通の 場合に 於て 斯く 見る 攀が 出来ない、 少く とも 治療 上斯の 如き 

見解 を 以てすべき でない、 何人も 我 は 精神病に 概ら すと 斷言 する 事 は 出来ない、 或は 誤りた る 投藥、 

或は 高所よりの 墜落、 或は 腦の 過激なる 使用 等 i ^精神病の 原因た る を 失 はない、 然し 乍ら ネブカ ドネ 
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ザルの 場合に 在て 此病氣 は 刑罰に 非 すん ば警吿 であった、 而 して 如何なる 病 氣も之 を警吿 として 昆 る 

事が 出来る、 ネブカ ドネ ザル 王に 對 する 此警吿 は 全世界 全人 類に 對 する 發吿で あつたの である、 人 は 
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如何に 偉な りと 雖も神 若し 其 手 を 引き 給 はん 乎 忽ち 無力と ならざる を 得ない、 假令 全世界 を 支配す る 


ネブカ ドネ ザ，. -と雖 も 神 は 一 瞬に して 之 を 牛の 如き 者たら しめ 給 ふ、 神の 意に 適 はすば 最も 高き 者が 

最も 牢き 者たら しめらる k 事 之れ 人類の 忘るべからざる 大 なる 發吿 である、 例へば 學者 ありて 全生涯 

に ； り 讀書數 萬卷、 其學識 博大 なりと 言 ふと も 世界中 毎年 出版 せらる & 岡 書 ra 五 十 萬なる に 比し 實は 

言 ふに 足らす、 殊に 神 若し 一本の ピンの 尖端 を 以て 其 身體の 一部 を 刺擊し 給へば 忽ち 獸と 均しき 者に 

化する ので ある、 偉大なる 政治家と して 全阈の 尊敬 を 奥む る 者と 雖も 若し 神の 聖 意に 適 はすん ば 今日 

唯今 最 劣等の 人物と なり 犬、 猿 叉 は 牛の 列に 迄 降 さる k ので ある、 此事を 知って 我等 は 謙遜なる 心 を 

OOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 』, 

以て 深く 感謝 せざるを得ない、 我等 各自が ネブカ ドネ ザ ルの 如く リカ ン ス 口 ピ ー に褪ら すして 日 々健 

00000000000000000009_oco  i  ,  一  *  f  .c.  ^ ,  >t. 

全に して 生活す る を 得る 事 其 事が 大 なる 感謝で ある 或は 此 不平 或は 彼不滿 ありと 言 ふ 处。， れ とも 試 

みに 精神病院に 入りて 觀ょ、 我等が 彼等の 如くなら すして 我等の 頭に 分^ 力の 存れる 事 其 事が 大 なる 

感謝で はない 乎、 同事に 此事は 叉 我等に 深き 謙遜 を敎 ふるもの である、 人が 其 成功に 誇る 時 は 彼の 墜 

落す る 時で ある、 世界最大の 成功者 ネブカ ドネ ザル がバビ II ンの 壯觀を 俯瞰して 「之れ 我が 力 を 以て 

建てし もの、 我が 威光 を 輝かすべき もの」 と 言 ひし 刹那に 禍は遽 然として 彼の 身に 降った、 へ 口.、 テ* 

ァグ リッパが 敵 を 倒して へ n デ 大王の 國を讓 受け C1 マより 國に歸 りて ヤコ ブを 殺しべ テ&を 繁ぎ而 し 

てッ n 及び シ ドンの 者 を 引見して 民より r 汝は 神な り」 との 讚辭を 受け 自ら も 爾か思 ひし 瞬間に 彼 は 

疫病に 襲 はれて 息絕 えた r 使徒 行傳 十二 章 二十 節 以下〕、 又 ダ ビ デ が 其 大臣 ョァ ブ に 命じて 國中 兵力に 堪 

ふべき 人口 を箅 せしめ イスラ H ル より 八十 萬ュダ より 五十 萬との 報 吿を受 くる や 否や 神の 恚怒來 りて 

彼 は 心大に 苦しみ 且つ 國に 三日間の 疫病が 臨んだ、 ダビデと いひ へ 口. デと いひ ネブカ ドネ ザル とい ひ 

其 嘗めた る 經驗は 原理に 於て 同一 の ものであった、 彼等はル^I自己のカに誇りし其時にi^落したのでぁ 
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る、 我等 各自の 數 多の 失敗 も 亦斯の 如き 時に 起った ので はない 乎、 幸に して 祌は 或は 病氣 或は 事業の 

錢跌 或は 家庭 の 波 潤 等 思 は ざ る 警告 を 下し て 我等 自身 の 力の 誇る に 足らざる 事 を 知らし め 給 ふが 故に 

我等 は 再び 分^ 力 を囘復 して 元の 基督 者に 復 へる ので ある、 此點に 於て 凡ての 人が ネブカ ドネ ザルで 

ある、 小なる 成功 を 誇りて 神 を 忘る. -小 ネブカ ドネ ザル である、 己が 事業、 己が 軍功、 己が 研究、 之 

を 誇りて 眼中 敵な く 神 を さ へ 認めざる 時に 當り神 は 一 杯の 酒 を 以て 歷戰の 勇士 を 幾し 一 夜の 變動 を以 

て數 憶の 资 本の 支配者 を發 狂せ しめ 給. -、 人 は 如何に 偉大な りと 離 も 神の 器具た るの 外 何物で もない、 

故に 我等 は 己の 力に 恃む 事な く謙遞 以て 祌に仕 ふべき である、 而 して 我に 分別 力の 存れる 事、 小なる 

仕事の 與 へらる k 事、 小なる 家族の 無事に 今日 ある を 得る 事に つき 深く 神に 感謝す ベ きで ある。 

近 來ネブ 力 ドネ ザルの 如き 粗雜 なる 高ぶり は 甚だ 滅 じたり と雖 も、 高ぶり は 次第に 人類 的た るに 至 
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つた、 卽ち榮 光 を 神に 歸せ すして 人類 全 體に歸 し 人類が 神に 賴る 事な く 己の 文明に 由て 人道 を 行 はん 

とする 所謂 人道主義 又は 人類 崇拜 主義で ある、 かくて 野蠻 時代 は旣に 過去に 罵し 永遠に 再び 之 を 見る 

能 はすと 信ぜられし は ffi かに <f マより 数年 前の 事であった、 然るに 見よ 其 時 世界の 基督 敎國 が忽焉 とし 

て リカ ンス II ピ ー に， つたので ある、 歐洲 人が 祌を 忘れて 自己 を 偉な りと 爲 したる 其 時に かの 大&.  一？ 5 

が 起った ので ある、 實に 英米 獨人 等の 間に 交 はされ し 激烈なる 憎惡 心と 殘 酷なる 行 爲とは 我等の 戰慄 

を禁 する 能 はざる 所で ある、 「一億の 金貨 を 人るべき 桶 は 我等の 間に 無數に 存在す」 と 誇りし 米國人 

が 恐るべき ボストン の 暴動 を 惹起した る 獸的國 民で ある 事が 判明した、 成功 は 我等の 力で はない 神の 

惠 である、 之 を 忘れて 偉人 も 忽ち 牛と なり 猿と なる、 誠に 人 は 謙 通の 心なく して 獸 である 動物で ある， 

我等 备自 の 五 尺の 體中 iiz 斯 の 如き 穢れ た る 素質 を 有す るので ある、 玆に 至て 何人も 主の 前に 謙遜なら 


ざる を 得ない、 ネブカ ドネ ザ ル王は 此眞现 を 學ぶゃ に勒 論を發 して 之 を 世界に 布告した 故に 國は 

4^ の 手より fe* はれなかった、 大 なる 警告 は 彼 をして 謙 遞 ならしめ た、 若し 彼の 子孫 も 亦 之 を 忘れ ざり 

しなら ばバビ 口 ン王國 は 亡びなかった であらう、 然るに 彼 は 子孫の 之 を 忘れて 再び 高ぶりの 心 を 起し 

たるが 故に バビロンの 大 覆滅 は 襲ひ來 つたので ある、 『黯傲 は 滅亡に 先 だち、 誇る 心 は 傾 跌に先 だつ』 

である。 

第五 章 バ ビロン 城の 覆滅 

伹以现 書 第五 章 は 聖書 中 最も 重要なる 者の 一 である、 殊に 其 記事の 凄味に 至って は 世界 文學中 之に 

及ぶ もの はない、 王の 酒宴 中宮 殿の 壁 上 或る 手 現 はれて 解すべからざる 文字 を 書き 王 は 之 を 見て 戰僳 

したりと い ふ、 シ H 1 ク ス ピャの 傑作 マクべ スの 曲に 表 はれし 幽靈の 物語 も 到底 之に は 及ばない ので 

ある。 

伹以理 書 は 或る 重大なる 眞 理を傳 へんが 爲に 書かれた る ものにして ダ  一一 H ルのー 代 記 叉はバ ビ 口 ン 

の歷史 ではない、 故に 其 第 一 章より 第五 章に 至る 迄の 間に 旣に數 多の 年 を經 過して 居る ので ある、 

第一章に 於て ダ， 一 H ルは尙 十五 六 歳の 少年たり、 第二 章 は 二十歳 前後、 第三 章 は 其 後 叉 五六 年の 事で 

あった、 然るに 第 四 章に 至て は遙 かに 年邁み ネブカ ドネ ザルの 功業 略々 完成した る 時卽ち 彼が 在位 四 

十三 年の 最後より 三 四 年の 頃に てダ  一一 H ルは旣 に 齢 六十に 垂ん として 居た、 故に 三四兩 章の 間に 殆ど 

四十 年の 隔り があった、 第五 章 は 更に 後年の 出来事で ある、 兹に 王べ ル シャ ザルは ネブカ ドネ ザル の 
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子と ある も 之れ へ ブル 語に 所謂 「子」 である、 へ ブル 語 又は カル デャ 語に 在て は 子孫 を稱 して 凡て 

「子」 とい ふ、 恰も 新約聖書の 劈頭 「ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ H ス キリスト」 と ある 

が 如くで ある、 ベ ル シャ ザルは ネブカ ドネ ザル の 血統 を 受けし 者た る は 疑な きも 其 幾 代 目の 孫な りし 

か は 明かで ない、 之 を 古き 歴史と 聖書の 語句と より 演 IS する に ネブカ ドネ ザル より 一 一十一 一三 年の 後な 

りし を 察する 事が 出来る、 近來發 見せられし バ ビロン の 楔 文字に 由れば ネブカ ドネ ザル王 在位 g: 十三 

年、 次に ァ ミル *  メ  口 ダク之 を 繼ぎー 一年に して 子 リグ リサ ルに 位を讓 り、 其 子 ラバ シ •  メ  口 ダク なる 

幼 帝 は 僅かに 九 ヶ月に して 暮 奪せられ、 其 次に 現 はれし 者が ネブカ ドネ ザル 以来の 大王 ナボ 一一 ダスで 

ある、 彼 はバビ n ンを 支配す る 事 十 有 七 年に 及んだ、 而 して ペルシャ ザルは 彼の 子であった、 故に 王 

位繼承 の 順序より すれば ベ ルシャ ザルは ネブ 力 ドネ ザル より 六 代 目で あ る、 然しな が ら大 后 出で て ネ 

プカ ドネ ザ ル の 事 を 彼に 齿 ぐる 時の 口吻より 察すれば ナボ 一一 ダス の 皇后 は 多分 ネブカ ドネ ザ ル の 女の 

一人で あつたので あらう、 然 らば ペルシャ ザルは 大王の 孫で ある、 此時ダ  一一 H ルは旣 に 八十に 近き 老 
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年であった、 大王 死して 二十 年、 王位の 更代 五 人に I び 今や 大王の 孫 ペルシャ ザル その 父祖の 餘威を 

被て バビ n ンに 君臨し つ、 ある、 俗に 曰 ふ 「資家 を 唐様で 書く 三代 目」 と、 初代 創業者の 功 緩の 存 否 
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は 多く 三代 目の 如何に 由て 定まる、 バビ 口 ン存 -國の 浮沈 を 決すべき 直き 三代 目の 地位に 當 りし 者は實 

に ペルシャ ザル であった、 此事を 知る は 但以理 書 第五 章の 解釋上 最も 必要で ある、 且又 聖書 研究の 關 

ケ 原と も稱 すべき 但以现 書の 歷 史的 價値 如何の 問題に 關 しべ ル シ ャザル なる 人物の 研究 は 重大なる 關 

係 を 有した ので ある、 曾て バビ 口 ンの發 掘 物 中 未だ 一 も 此名を 見 ざり し 頃 但以理 書破壞 論者 は 彼を以 

て假 签 の 人物と なし 延 いて 但以理 書 其の ものの 偽作た る證 據と爲 したので ある、 然るに 祖以现 書 辯 護 


論者が 之に 答 へ て 「今少しく 待て」 と 言 ひし 言 は 適 中して 古き 記錄 中より 逮に此 名を發 見す るに 至つ 

た、 かくて ペルシャ ザ ル論は 其 局 を 結びて 人 「は 何人も 之 を 疑 はない、 今 は 第五 章の 最後に 表 はる \グ 

リ ョ スに 就て 叉 同様の 問題が 繰 返されつ 、ある、 バビ B ンを 亡ぼし 、はべ ル シ ャ王ク ス なりと は歷 

史家の 信す る 所で ある、 然るに 此 所に ダリ ヨスと ある は 如何、 之れ 但以理 書 辯 護 論者の 前に 提出 せら 

る、 難問の 一で ある、 然しながら 此 問題に 就ても 我等 は 又 曰 ふ、 「待て」 と、 バビ „1 ンの 古廣は 今日 

を か 

迄に 多く 發 掘せられ たりと 雖も尙 ネブカ ドネ ザ ルの宫 殿の 遣 跡 は 三 四の 丘と なりて 未 掘の 儘に 存 して 

居る ので ある、 其 秘密 を 開くべき 者 は 誰ぞ、  <lr や 其 地 は 土 耳 古人より 基督 敎國 民の 手に 委ねられし 故 

に 世界の 聖書 學者は 垂涎して 待ちつ k ある、 彼等 は 自ら 人夫 を 赌ひ鋤 を 携へ往 きて 之を發 掘して 仍以 

理書 第五 章 三十 一 節の 最初の 說明 者た るの 名 譽に與 らんと 欲して 待ちつ \ ある、 學 者に 貴き は 普通 選 

擧勞働 問題 等に 非す して 斯る 眞理の 探求で ある、 而 して 先に 問題たり しべ ル シャ ザル論 は旣に 終を吿 

げた、 考古學 的 趣味に 富みし ナボ 一一 ダス 王が 楔 文字 を 以て 瓦片 上に 其 過去 三千 二百 年間の 歷史 に關す 

る 記 錄を淺 したる が 故に 多くの 事 實が發 見せられた、 ペルシャ ザルが 彼の 子に して 父子 同時に 位に 卽 

きて國を治めたる|3^-も亦其 一 である、 故に ダリ ヨス 問題 も 亦 明白に 解決 せらる X 日が 來る であらう、 

我等 未だ 觸れ ざる 材料に 望を繁 ぎて 尙三 四十 年 を 待つべき である。 

ベル シャ ザルは 三十 歳 前後の 若き 王に して 父ナボ -ー ダスと 共に 位に 卽 いた、 彼 は 浮薄に して 無氣カ 

なる 王であった、 其 都 はべ ルシャ 軍の 圍む 所たり しに 拘ら す！ S 將の 常と して  一 二の 小 勝利 を 祝賀 せん 

が爲 め包圍 中に ありて 大酒 宴 を 開いた ので あらう、 彼 は 大臣 貴族 等 一 千 人 を 其 宏大なる 宮殿に 招いて 

淫樂に 耽った、 宴酣 なる時彼は其祖父ネブカドネザルが H ルサ レ ム の宮ょり携 へ來りて^重に保^^^ 
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したる 祭事の 器物 を 取り出さ しめ、 之 を 以て 今日の 醜業婦の 如き 1^ をして 酒を飮 ましめ た、 父祖の 尊 

重した る 物 を 殊更に 愚弄して 以て 己の 威力 を 示さん とする は 輕簿漢 通有の 心理 狀態 である、 彼れ ベ ル 

シャ ザルは 思うた であらう 「誰か 我が 堅城 バビ 口 ンを陷 る、 を 得ん、 其 城壁 は 三重に して 上に は 高き 

格 あり 外に は 深き 濠 あり、 之 を 破り 得る 者 あらば 試みよ、 我が 眼中 敵 あるな し、 祌も亦 我 を 如 3： とも 

する 能 はす 一 と、 ^るに 見よ、 其莊大 なる 宮殿の 壁 上 忽ち 人の 手 現 はれて 何とも 解し 難き 黑き 文字 を 

るし，. 3, 、せんりつ  らゝ 

綴りつ.， ある を、 玆に 於て 先の 英雄 も 忽ち 猫の 如くに 萎縮 戰慄し 其 腿の 關節は 弛み 膝 は 相 摩つ に 至つ 

た、 此 時に 當り 唯一 人の 恐れざる 者が あった、 ベル、 ンャ ザルの 母に して ネブカ ドネ ザルの 女なる 大后 

である、 誠に 平常 柔弱に して 危急の 秋に 却て 勇剛 なる 者 は 婦人で ある、 彼女 は 王に 向て 曰うた r 汝は 

尙靑 年に して 或は 記憶せ ざらん も汝の 祖父 大帝の 在位 中 一 人の ユダヤ人 ありて 幾度 か 帝の 爲に 難問 を 

解き 危機 を 救へ り、 故に 汝今彼 を 召ぶべし」 と、 依て 思 ふに ダ 一一 H ルは暫 らく 遠ざけられて 居った の 

であらう、 然るに 此時 八十 歳に 垂ん とする 老预言 者ダ 一一 ェ ルは若々しき面色を以て王の、前に3^で來っ 

た、 王の 彼に 對 する 態度 は 傲慢 無禮 であった、 曰く 「汝は 我が 祖父なる 大帝が ュダ より 曳き來 りし ュ 

ダの捕 慮なる 乎」 と、 此 一 言に 由て ダ  一一 H ル は此靑 年の 價値 なき 人物なる を 知った、 而 して 王が r 汝 

もし かの Ml き 文字 を 解き 明 さば 紫お 金 索を與 へて 汝を國 の 第三の 牧伯 (ナボ 一一 タス 及 ひべ ルシ ャザル 

に 次ぐ の 位) となさん」 と 言 ひしに 對し、 謙遞た る ダ-ー H ル も此憐 むべき 王に 表すべき 敬意な しとし 

て斷 然として 答へ た、 臼く  r 汝の 賜物 は汝 自ら 之 を 取れ、 汝の 贈物 は 之 を 他人に 與 へよ、 然れ ども 我 

は 汝の爲 に 其 文字の 解明 を與 へむ」 と、 斯くて 彼 は バビロン 大帝 國の 運命 旦夕に 迫れる 事 を 宣告した. 

そ は 恰も 先年 トル ス トイが 前露國 皇帝に 書 を 送り 「陛下 若し 悔改 めすん ば 露帝 國は 陛下の 生存 中に 轉 


覆せん」 と 預言した るに 似て 其れよりも 尙權威 ある 態度であった、 而 して 彼の 說明 によれば 其 文字 

ま 「メネ メネ テケル ゥ パル シン」 である、 之を譯 して r 數 へられたり、 數 へられたり、 ら 

t  -1 すめ 

れヒ り、 分 たれたり」 と 言 ふ、 然しながら メネ、 テ ケル、 パル シン は 何れも 皆桥 目の 名で ある (ゥは 

英語の SKi に當 る) 卽ち 或は 「升、 升、 斗、 半 升」 とい ふか 或は 「貰、 貫、 匁、 半 貫」 とい ふか、 

何 X- にせよ 普通人の 熟知せ る 語であった ので あらう、 其 語 は 平凡であった、 然しながら 其 意義 は 深遠 

であった、 預言者 は此 中に 犬なる 眞 理を發 見した、 r 數 へられたり、 秤ら れ たり、 分 たれたり！」 然 

り、 時. H 来たので ある、 バビロンの 滅亡 は 迫った ので ある、 ネブカ ドネ ザル の^めし 大帝 國は 將にメ 
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，テア = ベ，^ シ ャの爲 めに 分た れんと する ので ある、 ダ 11 H ルの解 釋は獨 創 的であった、 彼は此 預言 を 
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祌 より 示された ので ある、 「メネ メネ 云々」 の 文字 は 唯 之を發 表すべき 機會 たりし に過ぎない、 余 

W も亦預 言 者 の 精神 を 神より 與 へられな ば 此丸之 内に 設けられ たる 某々 大會 社に 赴きて 其 社長 重役 社 

員 等の 所爲を 見、 其處 にある 粹 を 取て r 數 へられたり 粋ら れ たり、 此會 社の 運命 は旣に 迫れり」 と預 

言し 得る であらう、 グー 一 H ル がバビ 口 ンの 覆滅 を 知りし は 他の 材料に 由て であった、 文字の 解 釋は彼 

に 取て 第二義で あつたので ある、 而 して 彼の 此 預言 を 爲すゃ 卽日ぺ ルシャ の 軍勢 バビ 口 ン城內 に 闖入 

し來 りて 醉 へる 君臣 を 屠り 世界に 比な き 難攻不落の 堅城 は 一 夜の 中に 陷 落した ので ある。 

以上 は 預言者の 立場より 見た るバビ B ンの 終末で ある、 同じ 出来事 を 聖書 以外の 歷 史家 は 如何に 觐 

察した 乎、 世界 文明の 最高潮に 達した る 大バビ CI ンの 滅亡 を 外側より 如何に 觀 察した 乎、 之 は 興味 あ 

る 問題で ある、 希臘の 史家へ ロド タスと ゼノフ ヲン、 バビロンの 歷史 家べ 口 ー サス、 叉歷山 時代の ァ 

ビ.、 テナ ス 等の 記錄に 由て 之 を 見る に、 バ ビ 口 ンを陷 れしク 口 スはバ ビ 口 ン の 東方 H ラムの 一 部なる 小 
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阈ァ ンサ ンの 王であった、 然るに 此の 取る に 足らざる 小 王の 一 度び 起つ や 疾風の 如き 勢 を 以て 僅々 一 【 

十 年の 間に 世界に 霸を稱 ふるに 至った、 當時 世界の 列强 として は 言 ふ 迄 もな く 第一 にバビ „1 ン あり、 

之に 次で 西北 今の 小 亞細亞 に リヂャ あり、 北に メヂャ 卽ち當 時の マングが あった、 然るに アン サン 王 

ク 口 ス出 でて 忽ち リヂャ を 屠り マ ンダを 服せ しめ 最後に バ ビ 口 ンを拔 かんとして 迫った ので ある、 例 

へば 今日 希 職 又は ル ー マ 一一 ャ 等の 小國 俄然と して 密 起し 一 一十 年を經 ざる 内に 英佛 を席卷 して 更に 北米 

合 衆 國をも 攻めん とする が 如き 狀態 である、 先に ダ  一一 H ルが ネブカ ドネ ザルに 向て 繰返し 特齿 したる 

い ii! か きらの 

「至高 者 人間の 國を 治めて 己の 意の ま &に之 を 人に 與へ叉 人の 中の 最も 賤 しき 者 を 其 上に 立て 給 ふ」 

との M 现が 今や ク 口 ス に 由て 實現 したので ある、 彼 はべ ル シャ の。 へ ルセ ポリスに 都 を 築き 之れ を本據 

として バ ビロン に 迫りつ 、あった、 途中 ギ ンデ ス 川に 差し 掛る ゃク 口 ス の 車を牽 きし 馬に してべ ル シ 

ャの神 アウラ マ ヅダの 神馬な りし もの 一頭 水に 溺れた、 玆に 於て クロス 王 怒り 先づ 此の 川 を 罰せん と 

て悠々 として 春より 夏 秋 の 候に 亙りて 三百 六十 本の 小 運河 を 穿ち 以 て ギン デ ス 川 の 水 を 分ち て 之 を 消 

滅 せしめた、 而 して 後に 彼 はバビ n ンに 向て 進んだ、 之 を 見し 者 は 何人も 思 はざる を 得なかった 「小 

人ク 口 ス何 をか爲 さん」 と、 バ ビ 0 ン 王べ ル シャザ ルが包 園の 巾に 在りながら 意と せす して 宴 樂に耽 

りし 所以の 一 も 亦此處 にあった ので あらう、 si^ して バ ビ 口 ンの 防備 は 堅固に して 之 を陷る 、 に 甚だ 困 

難であった、 しク スは會 て 青年時代に 此 地に 遊びて 之を陷 るべき 途 の何處 にある 乎 を 知って 居つ 

た、 そ は 一 あるの み卽ち 四角の 城市の 中央 を 霞 通せる ュフラ テス川の 水 を 低下せ しむれば 足る、 此故 
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に 彼は少 許の 兵 を 残して 自ら 上流に 溯り 先に ギン デス 川 を 消滅せ しめたる 技倆 を玆に 傾注して 大 ュ フ 

ラ テ ス 川 を 無数の 小川に 分裂せ しめた、 而 して 時 來るゃ 諸 所の 水門 を 悉く 開きて 其 溢る .1 水 をァラ ビ 


ャの 沙漠に 吸 はしめ、 ベ ル シ ャザル 等の 酒宴 正に 酣 なる 時 突如と して 河底より バ ビ 口 ン 城内に 躍り込 

ん だので ある、 かくて.、 ハ ビロン は 一 夜の 中に 亡ぼされ たりと は 外 ffl の 記録が 之を證 明す る事實 である" 
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仍以理 書 第五 章の 最も 良き 註解 は 默示錄 第 十八^で ある、 後者 は 人類の 物質的 文明の 最後の 滅亡 を 
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語る、 而 して 前者に 現 はれた る 第一 バビ II シの 湲滅は 後者の 預言で ある 典型で ある、 今日 世人の IfS 歌 

000000000000000000000000000000000000000000000 

する 歐米 文明 又は 基督 敎 文明なる 物質的 快樂 主義の 文明 も 亦其發 達の 極に 達する や 俄然と して 滅亡す 

るので ある、 見よ 今日 旣に ペルシャ ザルの 精祌は 基督 敎國 に瀰漫 して 居る ではない 乎、 人類 數 千年の 

努力に 由て 成りし 此 文明が 如何にして 破壞 すべき 乎と は 近代 人の 思想で ある、 然し 乍ら 神が 第二の ク 
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口 スを 遣り 給 ふ時此 盛なる 文明 も 亦 一 夜の 中に 滅亡す るで あらう、 楔 文字の 示す 所に よれ は 今日 人の 

珍重す る 銀行 制度の 如き 其 最も 發 達した る ものが 旣 にバビ 0 ンに 於て 行 はれた ので ある、 當 時の 瓦片 

に 印した る 帳簿 叉 は 切手 類 は今尙 之を實 見す る 事が 出来る、 5 わ ふに バ ビ 口 ン 人士 は 其 財 產をバ ビロン 

の國立 銀行に 委託して 不安の 何たる か を 忘れた であらう、 然るに 一夜 神 命じ 給うて 「數 へられたり 稗 

られ たり」 との 聲何處 より ともなく 聞 ゆる や 三千 年の バビ 口 ン 文明 は根抵 より 崩壞 して 信賴 すべき 銀 

行の 受領 證もー 片の土 瓦と 化した. ので ある、 誰か 今日の 肉的 文明 も 亦斯の 如くに して 滅びす と 斷言レ 

得る 者ぞ、 誰か 英蘭 銀行 叉 は 米 國國立 銀行の 銀行券の 一夜に して 反古に 歸 する 日な しと 斷ー 一目し 得る 者 

ぞ、 神 は 思 はざる 時小國 アン サンの 王 を 起して 大帝 圃を 覆滅せ しめ 給うた、 其の 如く 彼 は 又 我等の 知 

ら ざる 力 を 用 ひて 遽 然として 此 f 界を 覆滅せ しめ 給 ふで あらう、 我等 は 現に その 小なる 實例を 目前に 

實見 しつ、 ある、 <fr- より 數十年 前露國 皇太子-一 コ ラス 軍艦 w 隻を率 ゐて我 國に來 り 偶々 津田三 造なる 

者の 爲に 傷害 を 被む る や 全國の 人心 戰慄 して 此强大 國の怒 を 恐れた、 而 して 獨 り我國 のみなら す歐米 
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^强國^^大？^帝國の前に211-怖しっ 、あつたの である、 然るに 其現狀 菜して 如何、 今日 誰か 露帝 を 憚る 

者ぞ、 其ル ー ブル 紙 fee は 僅に 六錢を 以て 購 はる & ではない 乎、 誠に 物質文明の 俄然 的滅 t を預 富す る 

sffi 曰 の 言 は 世 の 凡ての 經， £ 學者 政治家 の 言 に 勝り て遙 に確實 であ る 深遠 である。 

兹に 於て か 我等 は 書の 言に 從 ひて 「大 なる バ ビロン の 中より 出で」 なければ ならない (默 示錄 十八 

0000000000000000000000000000  00000000000 

の 四)、 然 らば 我等 は 此の バビロン 文明に 頼る を 止めて 何に 恃 むべき 乎、 曰く 聖書 あるの みで ある、 — 

I 「V 代經し 磐」 なる^ 書 あるの みで ある、 今より 十 年 前に 在て は 基督 者 は 平民主義 を唱 へて 時代の 

進歩 派 を 以て 目され た、 然るに 令 は 共産主義 普通 選舉 等の 論 しくして 基督 者 は 却て 時代 通れ を以 
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て 評せら る、 基督 者の 立場 は 恰も 海中に 屹立 する 磐の 如きで ある、 干潮の 時來 らん 乎、 水 は 皆 彼に 向 

て 曰 ふ 「何故 其處に 立つ や、 我等 は 大海に 向て 退く」 と、 而 して 水は错 引け ども 磐 は 獨り條 然として 

立つ、 やがて 滿 潮の 時 來 らん 乎、 水 は 义曰ふ 「何とて 斯 くの 如き 處に 止まる や、 我等 は 皆 岸に 向て 進 

む」 と、 而 して 水 は 進め ども 磐 は 依然として 獨り 動かない、 斯の 如くに して 干潮 叉滿 潮、 幾度 か.. S! を 
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操 返す であらう、 然しながら 基督 者 は 決して 潮と 共に 進退 しないの である。 基督 者 はた f 千代 經し II？ 

なる 聚 書に 頓る。 之が 爲に或 時 は 保守主義と 嘲 けられ 或 時 は 進歩主義と 謗らる &も 顧みない、 地の 中 

心にまで 達する 千代 終し 磐なる 聖書に のみ 頼りて 我等 は 永遠に 動かない ので ある。 

視ょ、 此 世の 主義なる 者の 如何に 短命なる 乎 を、 忠君 愛國 が高唱 せられ、 基督 敎が 非國. お 的 宗教と 

して 帝 國の大 竹學者 等に 由り て 叫び 倒されん とせし は 昨日の 事であった、 而 して 今 は 如何、 忠君 愛國 

の 文字 其 者 さへ が舊 臭く して、 人の 之 を 口にする さへ 恥づ るに 至った ではない 乎、 世 は 日々 に 其 主義 

を 葬りつ i ある、 帝國 主義 を 葬りて 後に 平民主義 を 葬り、 今や 又 デモ クラシ ー 又は 共産主義 を 葬りつ 


つ ある、 此事を 知らす して 時代精神に 驅 られ、 現代人の 主張 を 以て 最も 進歩せ る 思想 精神な りと 信す 

るが 如き、 迷 此上 なしで ある、 「數 へられたり、 秤ら れ たり、 分か たれたり」 である、 昨日まで 隆 

盛 を 極めし 獨 塊の 帝國 主義が 此 運命に 遭遇せ しのみ ならす、 ウィルソン 大統領に 由て 高唱 せられ、 一 

時 は 世界 を 風靡 せんとせ し米國 流の デモ クラシ ー も 今 は 其 全盛時代 は旣に 過ぎて、 秋風 落莫、 人の 之- 

かまび す 

を唱 ふるさへ、 時代 後れの 觀を呈 する に 至った、 令 や 「解放」、 「改造」 の聲 甚だ 喧しと 雖も、 之れ 亦 

暫時の 叫びで ある、 「數 へられたり、 秤ら れ たり、 分か たれたり」 である、 其の また 遠から すして、 

沈 默に附 せらる、 は 何よりも 明ね である、 而 して 其 間に 在りて 永遠に 變ら ざる は キリ ストの 十字架の 

福音で ある、 

うつりゆく 世に も か はらで たてる 

, 主の 十字架に こそ われ は ほこらめ 

である、 時代精神に 誘 はれて 帝國 主義、 忠君 愛 國を唱 へて 面を赧 くした 哲學者 あるに 顧みて、 我等 は 

キリ ス トの 十字架 を唱 へて 永久の 榮 光を擔 ふべき である。 

第 六 章 獅子の 穴に 入れる ダ 二 ヱ ル 

但以理 書の 研究 上大 なる 歷 史的 難問題の 一 は、 ダリ ヨスと クロ ス との 關 係で ある、 パ ビ 口 ン を陷れ 

し 者 はべ ル シ ャ王ク 口 ス にして 彼の 前に ダリ ョ ス なる 者な しと は 歷史の 傅 ふる 所で ある、 然るに 但以 

理 書はダ -ー エルが クロス に 仕 ふるに 先 だち バ ビ 口 ンを 攻めて 其 國を瘦 たる ダリ ョ ス に：^ へたりと明^£ 
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する ので ある、 兹に 於て か 聖書と 歷史 との 調和 如何の 問 題が 起る、 今 H 迄 聖書の 辯 護 者た る 地 化に^ 

ちし 學者等 は 一一 一一 II ふ 「ダリ ョ スはメ デャの 王に して ク 口 ス はべ ル シャの 君主であった、 而 して バ ビ 口 ン 

に 代りし 者 はべ ル シャに 非す して メ， テャ =ぺ ル シャ 聯立 國 であった ので ある、 兩國の 關係は 恰も 先般 

迄 歐洲に 存立せ し 壤ノが 画の 如くであった、 初め メデャ 王 ダリ ョ ス 先づバ ビ 口 ンを 攻めて 之 を 陷れ後 間 

もな く ダリ ョ ス の 死す るに 及びべ ル シ ャ王ク 口 スが之 をぎ いだので ある」 と、 此說明 は 聖書 以外に 其 

根據を 有せす、 然れ ども 其 當否は 別と し 東洋 歷史の 研究 尙 甚だ 不十分なる 時に 當り 歷史と 一 致せざる 

の 故 を 以て 直に § ^書の 記事 を 疑 ふべき ではない。 

iy にダ  一一 H ルの三 友人が ネブカ ドネ ザル 王の 爲に 罰せられし 時 は 火中に 投 ぜられ たるに 拘 らすグ 一一 

H ル の 場合に は 獅子の 穴に 入れられ たる は 何故で ある 乎、 近代の 文 學者は 此處に 但以现 書の 小說 たる 

I ほ據 ありと- &I ふ、 卽ち囚 へられし 叫 人の ユダヤ人 屮 三人 は 火 屮に投 ぜられ たる 名譽 ある 歷史を 有する 

もダ -1 H ルの みは 何 かの 都合 上名譽 に與ら ざり し は小說 として 不完全なる を 免れざる が 故に 特に 彼が 

獅 f の 穴に 投入れ られ たりとの 物語 を 作りて 之 を 補うた ので あると 一 ぎふ、 然しながら 信仰の 立場より 

見れば 凡て 神 を 信す る 者に は必す 試練が 臨む ので ある、 唯此 記事の 甚だ 興味 ある 所以 は 火に 代 ふるに 

000OOOOOO0O00OO0O00OOO  ボン V ィ 

獅子 を 以てせし 事が ベ ル シャ 人の 5 心 想 を 表現す る 所に ある、 今 も 印度の 孟買 地方に 残存せ るべ ルシャ 

の 古き 宗敎卽 ち 拜火敎 乂はパ —シ ー 敎 によれば、 火 を 神聖なる ものと して 之 を 尊び 罪人 を 罰する に. K 

を 以てする は其祌 iii を濟す ものな りと 稱 して 火に 代 ふるに gf; 類 を 以てした ので ある、 バビ 口 ン 王朝 覆 

滅 して 後ダ  一一 H ル叉は 其 護 奏者に 對 する 處罰 方法が 火刑より 獸 刑に 移りし は 能く 此の間の 消息 を 語る 

ものである。 


叉 「メ デャと ペルシャの 魔る ことなき 律法」 と ある は 政 法學上 注意すべき 文字で ある， 一度び 發布 

せら， たる. 法律 は 王の 權カを 以て 之 を變更 する を 得 ざら しめ 以て 王權に 制限 を附 したので ある、 之れ 

み.^ クハ. ：、IJ§,§^§£I,.^!4K^1I££&§4 掌お、 我 i 下の 問題た る S 選 

舉の 如き も 其 第一 歩 を 鼓に 發 したので ある。 

E 以理書 第 六 章を學 ぶに 當り 我等 はべ ルシャ 人と 日本人との 關 係に 注意 せざるを得ない、 余 は 嘗て 

口，' リン ソンの 『七 大帝 國史』 中 ペルシャ 歷 史を讀 みて 「これ 日本 歷史 なり」 と 叫んだ 事が あった、 

帝王の 狀態、 婦人の 隱然 たる 勢力 等 彼此 類似の 點が 甚だ 多く ある、 其 古き 文學 も亦然 うで ある、 大和 

民族と 稱 して 今日に 存れる 我等 日本人 は 一 ニニの 人種の 混合した る ものにして 其 一 はべ ル シャ より 來れ 

る アリア ン種 であると は 骨相 學 者の 稱 ふる 所で ある、 若し 然り とすれば ダリ ョ ス 及び ク 0 スを 始めと 

し 其 他斯の 如き 卑劣なる 方法 を 以て グ  一一 H ルを 除かん としたる 彼等べ ル シャ人 は 我等の 祖先と 同じ 血 

を 有した ので あらう、 誠に 恥 かしき 次第で ある。 

バ ビ n ン帝國 は旣に 滅亡した るが 新王ク 口 スは 開明の 君主な りしが 故に 直に 敵國 王に ii へたり しダ 

一一 エル を拔 きて メデャ = ペルシャ 國の 高官に 任じた、 此時ダ  一一 H ルは旣 に 八十 五 歳 を 超えた る矍 幾た 

る 老人であった、 王 は 國を百 一 一十 州に 分ち 其 各 州に 知事 を 置く と共に 知事の 上に 三人の 監督官 を 立て 

就中 一 人 を 以て 特に 監督官 中の 監督官たら しめた、 而 して 此 地位に 据 ゑら れし 者が ユダヤ人なる ダニ 

エルで あつたので ある、 かくて 明晰なる 頭腦 と誠實 なる 心意との 所有者た りし 偉人 ダ 一一 ヱ ルは 英雄 ク 

口 ス の 下に 一 躍して 最高 はの 大臣と なった ので ある。 

fV つ  ふ りよ 

上に 厳正なる 監督官 ありて 下に 自 から 怨嗟の 聲 起る、 殊に ダ  一一 H  は 素と ユダヤの 俘 慮で ある、 rm 
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して H ホバの 神 を 畏れ 忠實 恪勤苟 くも 私しない、 之れ 其 配 F 諸 官吏の 堪へ 難しと する 所であった、 彼 

等 は 王より 賜 はる 給料 を 以て 滿 足せす 牧 賄に 由て 富 を 作らん と 欲する もダ 一一 ヱ ル の 監督 あるに よりて 

之を果す_5^^が屮1來なかった、 斯 くの 如くに して 嫉妬と 利 慾と 相 結び 如何にもして 老骨の 外 國人ダ 一一 ェ 

ルを 葬り去 らんとの 念 は 凡ての 高等官 の 心中に 燃えて 居った ので ある、 遂に 或 時 親睦 會か 何 か を機會 

として 議は 忽ちに 成立した、 彼等 は 不變の 法律 を 以て グー 一 H ルを擠 れんと 欲した ので ある、 卽ち 雨後 

一 ケ H の 問に 王 以外の 者に 祈 禱を爲 す 者 は 不敬罪に 問 はれ 死 を 以て 罰せら るべ しとの 規定で ある、 國 

の諸大 官等 此 議決 を 以て 王に 迫った、 王 は 決して 惡 しき 人に 非 ざり しも 彼に も 亦 虚榮心 ありて 一 ヶ月 

なりと も 己が 祌 として 极 はる &を 喜び 直に 此 法律に 署名した、 斯くて 事 は 定まった ので ある" 

彼等 反對 者の 策の 玆に 出で しはダ -ー H ル の 行爲に 公秋と も 一 點の 隙な かりし が 故で ある。 唯此 八十 

有 五の 老翁に 就て 乘 すべき 所 ありと せば そ は 彼が 毎日 三度び づ&祌 に 祈る の 一 事であった 彼 は 之 を 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  -0  0  0  0  0  0  ^  o«  0  0  0  ^  0' ^  ^  0^  0  0  0 

隱れ たる 所に 於て せす 大臣 官邸 中 西方 エルサレム に 面する ところ 其 も、 I を 開き 公 5S1^ 人の is に 於て 之 を 

き.！ 3.5、 彼の この 宗敎の 故に 彼等 は ダニ  H ルを擠 れんと 欲した ので ある、 事の 報知 は 彼の 耳に 達した _ 

此 時に 當り 若し 他の 人な りせば 難 を 避くべき 幾多の 方法が あつたで あらう、 或は 暫く 祈 禱を廢 止した 

らば 如何、 そはダ  一一 H ルに 取て 不可能であった、 母より 敎 へられし 日に 三度 づ k の 祈を廢 する より は 

寧ろ 死す るに 如かす と は 彼の 意志であった、 或は ァラ ビヤの 沙漠 を 經て竊 かに 逃れな ば 如何、 そ は 勇 

者の 堪へ 難き 事であった、 f 舆者は 何 を爲し 得る とも 敵に 後 を 見す る 事 だけ は 出来ない ので ある、 或は 

同志 を 糾合して 叛 したら ば 如何、 以て 君側の 俊 人 奸物を  一 する 事が 出来た であらう、 然しながら 凡 

て エホバ の 神 を 信す る 者 は 革命的 運動 を 起す 事が 出来ない、 一度び メ. チヤ. -ぺ ルシャ の 法律と して 發 


oooooooooooooooooooooo 

布せられ たる 以上 之 を 破る 事 は 出来ない ので ある、 玆に 至て ダ-ー ヱルの 取るべき 途は 唯一 つであった 

OOO0OOO0O0000OOO  oooooooooooooooooooooo  ^  -  I  - 

彼 は 己れ の 信す る 俊 を 行 ひて 己が 生命 を 救 主なる 神に 委 ぬるの 他に 途を 知らなかった 彼の、 も は， U えま 

つた、 卽ち彼 は 平常の 通り 時の 來る と共に 西方の 窓 を 開き 高 聲を發 して H ホバ の 神に 向 ひ 祈り 旦 讚美 

した。 

反 對者等 は 皆 之 を 窺って ほった であらう、 彼等 は その 現行犯 を捉 へて 心に 喜び 直に 王の 許に ダ 二 ェ 

ルを 伴ひ往 きて 之を訴 へた、 王 は 初て 自己の 輕卒 なる 態度 を覺 りし も 最早 や 如何と もす る 事が 出来な 

い、 若し ネブカ ドネ ザ，^ 王な らんに は假令 自己の 署名した る 法律と 雖も惡 法と 認 むれば 直に 之 を破梵 

したで あらう、 然るに アリア ン 人種の 思想に は 一 の 重大なる 誤謬が ある、 彼等 は 多 數のカ を 以て 法律 

を 作製し 得べ しと 做す ので ある、 法律 は 多數を 以て 作るべき もので はない、 神の 定め 給 ひし 天然の 法 

則に して 人の 之を發 見すべき 者で ある、 然るに 王 は 多数の 制定に 係る 法律 を 如何と もす る 能 はす、 遂 

にダ  一一 H ルを 獅子の 穴に 投げ 人れ しめて 上より 之に 封印した、 反對 者は歡 聲を發 して 曰うた であらう 

r 汝ダ  一一 H ルょ今 こそ 獅子の 餌食と なれ、 我等 は 明日より 汝 なくして 呼吸す る を 得るな り」 と、 然し 

ながら 悲 みたる は 王であった、 彼 は 自己の 尊 篾 する 大臣 を 獅子の 穴に 入れて 其 心 少しも 安ん する 事が 

出來 なかった、 當夜彼 は 音 樂を聽 かす 酒 食 を 攝らす 睡眠 を 取らす して 朝の 來るを 待ち 明くる や 否や 直 

に 自身 穴の 側に 往 きて ダ-ー H ルを 呼んだ。 而 して 彼が 不思議に も 害せられ すして 生存せ る を 見、 歡喜 

に 溢れて 彼 を 助け出し 却て 讒 奏者 等 を 其 妻子と 共に 悉く 穴の 屮に 投じ 獅子 をして 食ひ盡 さしめ たので 

ある。 

獅子に 害せられ すして 一夜 之と 共に 在った とい ふ、 斯の 如き 事が 實 際に 於て 有り得る であらう 乎、 
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之を祌 の 奇 と 曾 はば 素より 論な しで ある、 然し 乍ら 奇踌は 奇蹟なる も 普通人 に 經驗な き奇镜 ではな 

い、 之に 類似の 事 は往々 にして^ 在す るので ある、 近来 研究の 盛なる 動物 心 现學に その 一部の 說 明が 

ある、 多くの 動物 は 人の 氣質を 鑑^す る 不思議なる 能力 を 有する ので ある、 或は 鸚魏の 如き 或は 猛犬 

の 如き S 々人 を嚙 まんと する に 拘らす 或 人に 對 して は 一 見して 其溫 順なる 性質 を 知り 進んで 其 人に 狎 

る k ので ある、 殊に 興味 ある は 獅子で ある、 西洋に 獅子 使 ひと 稱 する 者が ある、 多く は 妙齢の 女子に 

して 阿弗利加より 来りし 許りの 獰猛なる 獅子 を捉へ 之に 接吻して 猫の 如くに 极ふ、 思 ふに ダ  一一 H ルの 

場合に 於ても 心に 扉な き 彼の 風采 か 何 かの 故に 獅子 は 彼 を 害しなかった ので はない 乎、 かの ィザャ 書 

十 一 章の 預 一一 一一 II の 如く 猛獸と 人との 問に 平和なる 關 係の 實 現す る は 唯に 猛獸の 性質が 一 變 する のみなら 

すえの 彼等に 對 する 態度 も亦變 化し 愛 を 以て 充ち滿 つるに 至る が 故で ある。 

信仰れ 故に受 くる， よりの 迫害、 これ 獨りニ 干 五 百年 前の ダ  一一 H ル に限られし_?^-ではなぃ、 何 II 一に 

も 如何なる 時に も ある、 殊に 我國の 如き 非 基督 敎國に 於て 然ぅ である、 過去 五十 年の 我國 基督 敎 史上 

幾人の 小ダ  一一 H ルが 小役人に. m て掛 れられ たる か を 知らぬ、 例へば 地方の 官鹿 又は 擧校 等に 少しく 勢 

力 ある 基督 者 ある 時 は 直に 猜疑 嫉妬の 目 を 以て 見られ、 何 か 缺點を 捕 へんと する も 隙な きに よりて 遂 

に 其 宗敎の 故に 穴に 投ぜら る K ので ある、 卽ち 神社 參拜叉 は 佛事參 列 等 を機會 として 基督 者 は壤々 其 

信仰 を 試みら る 、 の である、 然しながら 之が 爲に假 令 如何なる 穴に 陷る とも 我等の 取る ベ き 途は唯 一 

のみ、 我等 は 神の 戰を鬪 はんが 爲に 世に 遣られた ので ある、 彼等に 辱められつ- - 自己の 信仰 を 維持す 

る は 我等の 基督 者と なりし 理由で ある、 失職 む を 得ない、 多数の 反對 如何と もす る 能 はす、 もし 聖 

に 適 はば 神 は 奇蹟 を 以て 我等 を 助け 給 ふで あらう、 もし 然ら すん ば 我等の 身 は 死す とも 我等の 靈は 


直に 神の 聖 前に 運ばれ 時に 至りて 榮 光の 冠が 我等に 被せら る& であらう、 救 はる k も 感謝、 死す る も 

感謝で ある、 憐 むべき は 穴に 投ぜ られ たる 基督 者に 非す して 却て 卑劣 手段の 遂行 を 以て 事 終れり とす 

る 世の 多くの 迫害者で ある。 

公衆の 面前に て 祈る 事 を 恥づる 勿れ、 之れ 決して 偽善で はない、 基督 者の 最も 美 はしき 習慣で ある、 

ダニ  H ルは 多分 五六 歳の 小 兒の頃 之 を 其 母より 敎 へられた ので あらう、 而 して 老齢 八ト 五に 及び 將に 

獅子の 穴に 投げ入れられん とする も 尙此習 惯を廢 止す る 事が 出來 なかった、 米國 第一 一次 大統領 ジ ョ ン. 

アダム ス 後に 上院議員 とな り 議會 II 議 中華 府 の 旅舍に 宿泊し 夜毎に 同僚 議員の 前にて 床上に 伏して 

「天に 在す 我等の 父よ」 と 高聲に 祈った、 而 して 彼等の 之 を 怪しむ に對し 答へ て 日く 「こ は 我 母の 我 

に敎 へたる 所、 之を廢 する 能 はす」 と、 諸君 も 亦 或は 大臣と なり 或は 博士と なると もャ： h: 年 時代に 學び 

し 祈禱の 習惯を 怠る 勿れ、 之れ 世人の 前に 基督 者た る 事を發 表する 最も 好き 機會 である。 

我 固に も 幾多の 信仰 家が あった、 就屮 最も 偉大な りし は 正 敎會の -ー コ ライ 主敎 であった、 彼 は文久 

元年^；円赛ニ十幾歳にして我國に來た、 その 露 國を發 する 時 婚約 せんとせ し； t 人 あり、 若き 一一 コ ライ m 心 

へらく 「今や 二人の 婦人 我が 愛 を 求めつ.^ ある、 其 一人 は 愛すべき 日本で ある、 我 寧ろ 我が 妻と して 

之 を 選ばん」 と、 かくて 彼 は 徒歩 シベリア を横斷 して； .1 館に 來り傳 道 を 始めた、 然るに ni 本人 は 何人 

も 彼の 一一： ill に 耳 を 傾けない、 或 時本國 より 「汝の 若き 夫人 如何」 と 問ひ來 りしに 對し 答へ て！：： く 「我が 

美 はしき フラウ (妻) は 未だ 眠より 覺 めす」 と、 彼 は 途に其 一 生 を 我 園の 爲に獻 げた、 日露 戰爭の 勃 

發 する ゃ露國 公使館より 後事 を 託されし 澳國 公使館 は 深く 彼の 身を氣 遣ひ來 りて 館內の 一 室に 避難せ 

ん 事を勸 めた、 然るに 一一 コ ライ は 之 を 肯ぜす 却て 自己の 書齋を 門に 近き 所に 移し 行人の 嘲 篤の 聲を聞 
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きつ V 靜 かに 聖書の 改 譯に從 事して 其 一 生 を 終った ので ある、 彼 も 亦 確かに 近代の ダ-ー エルであった。 

ダ  一一 H ルが此 試練に 遇 ひし 時 彼 は旣に 八十 五 歳の 頃であった、 後 二三 年 を 出です して 彼 は 死したら 

しく 思 はる、 先に 彼 尙ほ紅 額の 少年と して ネブカ ドネ ザルの 王宮に 携 へられし 以来 試練 また 試 鍊相尋 

いで 彼に 臨み 今や 將に 墓に 下らん とする に當り 再び 此 烈しき 試鍊に 遭遇した ので ある、 疑 ふ、 神は斯 

く 迄 も 愛する 者 を 苦め 給 ふので ある 乎、 靑年 時代 旣 にかの 試 鍊を經 てん マに 至る 迄 信仰 を繼镜 したら ば 

最早 や 之 を 苦む るに 及ばない ので はない 乎と、 然しながら 明，：" なる は 基督 者の 生涯 を 綾く る 事 百年な 

らば 百年 其 試鍊の 絶えざる 事で ある、 靑年 時代に 始まりし 試練 は 世 を 去る 迄 終らない、 否 後に 至て 益 

ハ化 甚し きを 加 ふるので ある、 基督 者 は 終 迄 キリストの 證明 者と して 戰 はなければ ならない、 ダ II エル 

の 生涯 は此 試練に 勝つ. に 由て その 最後の 印を捺 された ので ある、 彼に して 若し 此處 に讓 りしなら ば 彼 

の 全生涯が 汚された であらう。 

此の 重大なる 戰に 於て 肷れ たる 悲 むべき 實例は 哲學者 カジ ト である、 彼 は 一一 S ふ 迄 もな く 偉大な な 先 

生であった、 然しながら 其晚 年の 行動 は惜 みても 尙餘 りが ある、 彼 旣に齢 七十に 達し その 大著 述を終 

りて 世界に 名を擧 げし 時であった、 大王 フ レ デリック 死して フ レ デリック . ゥヰリ アム 一 一世 之 を卽ぎ 

大臣べ. - ネル を 率ゐて 自由 思想の 塑迫を 始めた、 而 して 壓 迫の 潮 は 遂に ケ ー 一一 ヒスべ ルヒの カント 老 

先生 を 襲うた、 一 七 九 一 一年 十月 一 日 一 篇の 詔觔は 彼に 對 して 降った、 曰く  r 汝の稱 ふる 所 は 普 魯西政 

府の 信仰と 異る 故に 沈默 せよ、 然ら すば 制裁 を 加へ む」 と、 其 時 もし カント 先生に して グー 1 H ルの如 

く 理の爲 に 己の 信す る 所を枉 ぐる 能 はすと 答へ しなら ば獨 逸の 哲擧は ー變 したで あらう、 然るに 先 

生 は 奉答して 曰く、  r 臣は 陛下に 對 して 惡 事を爲 したる を 記憶せ す、 然れ ども 御 命令なら ば 向後 宗敎 


に關 して は 一切 語らざる べし」 と、 遣憾此 上た しで ある、 其點に 於て 敬慕すべき は ソクラテス であつ 

た、 彼の 陷れら れしは 獅子の 穴に 非す して 毒薬の 服用であった、 然しながら 彼の 行動 はダ  一一 H ルのそ 

れ であった、 彼 は 眞理の 擁護の 爲に毒 杯を受 くる 事 を 担まなかった、 而も 其 毒 を 盛られつ.^ ある 間に 

も 弟子と 共に 盛に 論議して 已 ます、 やがて 脚部より 其 身體を 冷却し 始 むる や 弟子 をして 試に 之 を ら 

しめ 毒物の 心臟を 犯す に 至る 迄 泰然と して 問答 を繼鑌 した、 而 して 最後に 一 富 を 遺して 曰く 「藥 神に 

一 羽の 鷄を獻 げんと 欲して 忘れ たれば 余に 代って 之 を獻げ よ」 と、 その 從容 たる 死の 樣を讀 みて 誰か 

感激せ ざる 者が あらう 乎、 冷靜 なる ベ ー コ ンす らも 之 を 讀む時 は 自己の 座に 釘付けら る k を感 すと 言 

うたので ある、 ソクラテスの 死 は實に キリストの 十字架に 次ぐ ものであった、 彼の 如き は 眞^の 學者 

であった。 

我等 各自に も 亦 か k る 試練が 臨まん としつ i ある、 余 は 之 を 余 自身の 問題と して 言 ふ、 余が 某督者 

として の 生涯の 最後に 大 なる 試鍊の 余に 臨む 時に 當り 諸君の 祈 を 求めざる を 得ない、 願 はく は 其 時 余 

は カントたら すして ソクラテス たらん 事 を、 願 はく は 獅子の 穴 を 恐れて 聖名を 汚さ ざらん 事 を、 スミ 

ルナの 監督 ボリ カルプ 火に て燒 かれんと する 時 其 敵 彼 を 誘て 曰く 「イエ スは救 主に 非す と 言へ、 然ら 

ばかの 火 直に 消滅 せん」 と、 ボリ カルプ は 之に 答へ て 曰うた 「余 は 多年 ィ H スの豐 かなる 恩惠に 浴し 

來 り今此 老年に 及んで 如何にして 彼 を 拒否す る 事が 出来よう 乎、 かの 火 何ぞ、 あれ は 昔 H リア を； 大に 

運びし 火 車で ある」 と、 かくて 彼 は 感謝して 身 を 火中に 投じて 死した ので ある、 我等 も 亦 彼に 傚 はん 

と 欲する、 老 預言者 ダ-ー H ルの 最後の 試鍊は 凡ての 基督 者 を激勵 すべき 偉大なる 敎訓 である。 

ダ  一一 H ルは 何處で 如何して 死んだ か 解らない、 彼 も亦モ ー セ、 H リャと 同じく 「神の 人」 であって 
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神の 器具と して 使 はれた 者で ある、 故に 彼れ 自身と して 責 からす、 神の 僕と して 尊く あつたの である 

i め 書 は W 民の 歷史に 非す、 又 偉人の 傳記 でない、 神の 御 働きの 記錄 である、 故に 聖書 記者 は 神の 聖-ノ か 

を 崇めら れんこと を 欲して 己が 名の 揚 らんこと を S3 わんだ、 ダ 一一 エル も亦モ ー セと 同じく エホバの 葬る 

所と なりて 「4マ 日まで 其 墓 を 知る 人た し」 である (巾 命 記 三十 g: 章 六 節 を 見よ)、 然し 神 は 彼 を 忘れ 

給 はない、 キリスト は 「預言者 ダニ ヱル」 と稱 して 彼の 雷 を 引用し 給 ふた (馬 太 傳廿四 章 十五 節， -、 人た 

る 者の 名譽此 上な しで ある。 (藤 井武 筆記) 


ホセ ァ書 研究 
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曠野の 慰 安 

I： 西 ぼ 書 二 章 十四— 廿三節 研究 

，ざな  あれの  そ こ  なへ.、 さめ こと は  _ 

wig よ 我れ 彼女 を 誘， ひて 曠野に 導き、 其處に 慰安の 言 を 彼女に 語らん  み 

は而 して %し氣 を屮 I る や 我れ 直に 彼女に 葡萄園 を與 へん、 ァ コル (忠 難) の 谷 を 希 の 門と して 與 

へん、 彼女 は彼處 にて 歌 はん、 彼女の 若 かりし 時、 彼女が H ジ ブトより 上り 来りし 時の 如くに 歌 

ま，； >n- 

$5 其 日に は 汝我を イシ (我 夫) と 稱ん、 再び バァリ (我 主) と稱ば じと H ホ バー W ひ 給 ふ。 

そ は 我れ 彼女の 口より バ アル の 名 を 取 去り 其 名 を さ へ稱 へられ ざら しむべ ければ 也。 

^共ョには我れ我-.^^の爲に野の獸と誓約を立っべし、 叉 空の 鳥 及び 地の 2 比蟲と 誓約 を 立つべし、 

我れ 叉 地より n フと劍 と k 鬪を 絶つべし、 而 して 彼等 をして 安らかに 居らし むべ し。 

W 我れ 永久に 汝を 我に 娶る べし、 然り義 と 公平と 慈愛と 憐愍と を 以て 汝を娶 るべ し、 ^實に 我れ 

誠實を 以て 汝を娶 るべ し、 而 して 汝 H ホバ を識 らん。 

野の ® 安  六 „ "五 
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こ 仁 

？-其 日に は 我れ 應 へんと エホバ 言 ひ 給 ふ、 其 日に は 我れ 天に 應 へん、 而 して 天 は 地に 應 へん、 

而 して 地 は 穀類と 葡萄と 橄攬 とに 應 へん、 而 して 彼等に H ズレ ルに應 へん。 

お 我れ 我が 爲に 彼女 を 地に 捲かん、 而 して 憐 まざりし 者を憐 み、 我 民なら ざり し 者 を 我 民と 稱ん、 

而 して 彼等 は 言 はん 「我 神よ」 と。 

なよ め 

H ホバが 其 民 を 救 ひ 給 ふ 其 經路を 示した る 言で ある、 「彼女」 と は イスラエル を H ホバの 新婦と 11^ 

ての 呼 方で ある、 彼女 は 一 たび 其新郞 たる エホ パを棄 去り 不 Jirn: の 罪 を 犯したり と は 預言者 ホセ ァの繰 

返して 述 ぶる 所で ある。 

r 視 よ」、 注意せ よ、 「我れ」 然り 我れ H ホバ自 から 進んで 再び 汝を 我が 新婦と して 娶 らん 云々、 

第 十四 章 ra 節に 「我れ 彼等の 反逆 を醫し 云々」 と あるが 如し、 救扬 はすべ て祌を 以て 始まる ので ある、 

人に 0 己 を さへ 救 ふの 力が 無い、 r 汝 等恩惠 に 由り て 救 はる、 是れ 信仰に 由り てな り 己に 由る に 非す、 

神の 賜な り」 と あるが 如し (エペ ソ書ニ 章 八 節)、 救扬の 事に 關し舊 約の 敎 ふる 所 は 新約と 異ならす (十 

6>」 

*  no  >v こ  なぐさめ 

「彼女 を 誘 ひて 艘 野に 導き」、 先づ イス ラ H ルを 曠野に 誘 ひ其處 にて 慰安の 一一 百 を 彼女に 語らん と 云 

ふ、 嗨野は 人な き 寂しき 所で ある、 故に 孤 獨の狀 態で ある、 事業の 失敗で ある、 名譽の 毀損で ある、 

肉親の 死別で ある、 卽ち 人生の 砂漠で ある、 而 して 祌は其 愛する 者を斯 かる 所に 誘 ひ 出して 其 處に慰 

安の 一一 E を 彼等に 語り 給 ふので ある、 人は樂 園に 在りて 人の 聲に 耳を倾 けて 神に 聽 かんとし ない、 然れ 

ども H リャの 如くに 獨りホ レブの 瞎 野に 彷徨 ひて 鮮 かに 神の 靜 かなる 細き 聲を M 取る ことが 出來 るの 


である、 救拯の 第一歩 は瞎 野の 試 誘で ある、 其 處に我 罪 を 示され、 神に 接し、 神の 言 を 聞いて 我等の 

救拯は 始まる ので ある (十四 節)。 

信者 は喊 野に 於て 神の， 慰安の 言に i ハり、 其 慮に 何時までも 居る ので はない、 エホバ は 永久に 其 民 を 

あし. U 

曠野に S き 給 はない ので ある、 「夜 は よもすがら 泣き かなしむ とも 朝に は 歡び歌 はん」 である (詩 三十 

篇 五節； 3、 曠野の 滞在 は 暫時で ある、 或 ひ は 三年 「 或 ひ は 五 年、 或 ひ は 十 年に して 恩惠の 救出が 來る 

ので ある、 而 して 彼 所 を 出る や 彼 は 直に 彼等に 葡萄園 を 與へ給 ふ、 曠野より 葡萄園へ、 悲哀より 歡 喜 

ら！ I ズ. U け  ちれ 

へ、 死海の 濱 より シャ „1 ンの 薔薇 畑へ 試 誘 を 受けて 善しと せられし 信者 は 移さる.. -の である、 先づ喊 

野、 然る 後に 葡萄園、 園が 先き にして 野が 後で はない、 先づ 十字架、 然る 後に 冠 星で ある (ト 五節)。 

「ァ コ ルの谷 …… 希望の 門」、 アコ ルの 谷の 詳細に 關 して は 約 書亞書 第 七 章、 殊に 其 末節 を 見る ベ 

し、 ァ コルの 谷 は 息 難の 谷で ある、 イスラ H ルの 民が 愤愧 悔恨の 紀念を 築きし 所で ある、 然るに エホ 

バは此 谷を變 じて 希望の 門と なし、 而 して 之 を 彼の 牘ひ給 ひし 民に 與へ給 ふとの 事で ある、 メラの 苦 

き 水 を：^  くな して 之 を 其 民に 與へ給 ひし 祌は患 苦 失望 慚愧の 谷 を 化して 希望の 門と 成して 之 を 信者に 

賜 ふと 云 ふ、 而 して 是れ神 ひ 約束し 給 ひし 所であって 信者の 實驗 する 所で ある、 我等 は 主の 備へ給 ひ 

し救扬 に. 入りて 「凡の 事 (失敗 患難 慚愧 悔恨 等 を も 含む) …… 、 凡の 事 は 神の 旨に 依りて 召れ たる 神 

を 愛する 者の 爲に 悉く 働きて 益 をな す」 を 知る ので ある (十五 節)。 

しこ  ころも さ  ひ か-ひむ 

「彼女 は彼處 にて 歌 はん」、 イスラ H ルの 民はァ コル の 谷に 於て 衣 を 裂き 灰 を 被りて 泣いた、 然れ 

一一 ゝ ろみ  よし 

ども 喊 野の 試 誘 を經て 善と せられて 後 は淚の 谷に 於て 希望の 歌を唱 へんとの 事で ある、 洽 かも 彼等 は 

紅海 を 渡りて 後に 海の 此岸に 立ちて モ ー セ の姉ミ リア ム に 導かれて 大 なる 讚美 を唱 へしが 如くで ある. 
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(出 埃 及 記 第 十五 章〕。 

「其： n に は」、 福い なる 其 日に は、 惠 まれた る 其 日 に は、 「汝我 を イシと 稱ん 、パァ リと稱 ば じ」 

と、 我が 夫と 稱 ばん 我が 主と 稱ば じと、 夫妻の 關係は 主從の それよりも 遙に 深く ある、 而 して イスラ 

エル は 救 はれて エホバ に 對し主 從の關 係を脫 して 夫妻の 關 係に 入るべし との 蔡 である、 イシ ー である、 

、、ハ ァリ ー でない、 我 夫で ある、 我 主で ない、 信じて キリスト は 我が 新郎と なり 我 は 彼の 新婦と なる、 

信ぜざる：^ 1 に 彼 は 恐るべき 者、 近づくべからざる 者、 我 主、 我 薪 判者で ある、 曠野に 驅 追れ 其 處に悔 

改の淚 を 流して 我等 は 神と キリス トに對 して 新ら しき 關 係に 入る ので ある、 神 は 素より 恐るべき 者で 

はない 愛すべき 者で ある、 彼 をして 我 眼に 恐るべき 者たら しめし 者 は 我裡に 在る- である、 罪 を 除か 

れ 反逆 を醫 されて 人 は撣る 所な くして 祌の寶 座に 近づく を 得べ く、 アバ 父よ と稱 びて 彼に 線る を 得、 

我 夫と 稱 びて キリストの 愛に 浴す る 事が 出來 るので ある、 鳴 呼 M ホバを 我 夫と して 有つ の 特權、 何も 

のか 之に 勝 さるの 福祉 あらん やで ある (十六 節 )o 

あるじ  や  を；' と 

主 從の關 係 を 離れて 夫妻の 關 係に 入る、 エホバ を 主と 呼び まつる を廢 めて 夫と 稱 しまつる、 イエス 

は 其お 子に 告げて 言 ひ 給 ふた 「今より 後 我れ 汝等を 僕と 稱す、 そ は 僕 は 其 主の 爲す こと を 知ら ざれば 

なり、 我れ 前に 汝等を 友と 呼べり、 我れ 汝 等に 我が 父より 聞きし 所の 事 を 盡く吿 げしに 因る」 と (ョ 

ハネ傳 十五 章 十五 節)、 友た る は 僕た るよりも 遙に 親しく ある、 而 して 妻た る は 親密の 極で ある、 而し 

て 敎會は キリストの 新婦で あるが 如くに 信者 は 神の 妻た るに 至る と 云 ふ、 祌と 人との 關係を 語る 言に 

して 之よりも 濃厚なる 者 はない (十七 節 )o 

や^  けら そら  ** ふ も •： 

神との 平和 は 天然との 平和と なる、 神と 和らぎて 人 は 野の 獸又 空の 鳥 及び 地の 昆蟲と 和らぐ に 至る、 


天然 を 愛する 者 は 誰ぞ、 基督 者で ある、 聖 フランシスの 如き、 詩人 ゥ オル ヅヮス の 如き、 其の 天然に 

對 する 熟き 同情 を 神の愛に 由て 獲た ので ある、 人類 は 天然 を 制服す ると 云 ふ、 制服で はない、 馴致で 

ある、 祌を 愛する の 結果と して 天然 を 愛して 之と 和らぐ ので ある、 其 時 「^兒 は 毒蛇の 洞に 戲れ、 

ばなれの 兒は手 を峻の 穴に 入れ」 て 安全なる を 得る ので ある (十八 節)。 

祌と 和らぎて 天然と 和らぎ 叉 人相 互と 和らぐ ので ある、 戰爭は 人が 神と 和らぎて 廢 むので ある、 人 

は祌を 除外して 相互と 永久 的 平和に 入る こと は屮 I 來 ない、 戰爭は 人の 神に 對 する 反逆の 結 茶と して 必 

然 的に 起り し 者で ある、 然るに 今や 神と 和らぎて 人 は 相互と 和らがざる を 得ない、 「我れ 又 地より 巧 

と 劍と戰 闘を絕 つべ し」 と 云 ふ、 神と 親しき 關 係に 入りて 敵懷の 精神 は 根より 絶た る. -の である (卜 

八 s。 

エホバの 妻た るの 資格 を 得て、 卽ち r 點汚 なく 皺な く聖 にして 瑕な き榮 ある」 者と なりて 彼 は 永久 

に 彼女 を 娶り給 ふと 云 ふ、 義と. 公平と 慈愛と 憐愍と を 以て 彼女 を 娶り給 ふと 云 ふ、 娶 ると は渝ら ざる 

夫妻の 關 係に 入る ことで ある、 斯 くして 信者 は 永久に 祌の屬 となる ので ある、 而 して 祌は義 と 愛と を 

以て 信者に 對し給 ふので ある、 愛を缺 ける 義 ではない 又 義を缺 ける 愛で はない、 義と其 表現た る 公平 

と、 慈愛と 其 表現た る 憐愍と、 卽ち 神性の 兩 方面 を 以て 信者 を 御自身に 牽附け 3:- つ き 給 ふので あ 

る、 「實に 我れ 誠實を 以て 汝を娶 るべ し」 と 一一 目 ひ 給 ふ、 神の 誠實を 以て ある、 而 して 人の 誠 實の如 

くに 靑 葉 を 以てする 誓約で はない、 事實を 以てする 約束で ある、 祌の娶 る 所と なりて 人 は 永久に 彼の 

手 を 離る、 こと は出來 ない、 是れ幾 百 萬の 信者の 今日まで 實驗 せし 所で ある (廿 節)。 

「其 日に は 我れ 應 へんと H ホバ言 ひ 給 ふ」、 其 時には 我れ 彼の 祈 禱に應 へんとの ことで ある、 神 は 
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天に 應へ、 天 は 地に 應へ、 地 は 地の 產に應 へ、 地の 產は H ズレ ル卽ち 神の愛す る イスラ H ルに應 へん 

と 云 ふ、 卽ち イス ラエル の 祈 求 は 地の 產と 地と； 大とを 通じて ェ ホバ に 達し 終に 彼の 應 ふる 所と なると 

云 ふ、 美 はしき 祈 禱の速 結で ある、 卽ち M ホバは 天と地と 地の 產とを 以て イスラ H ルを 助け 給 ふと 云 

ふ、 曠野に 逐ひ やられ 其處に エホバ の嗡に 接せし 結 は 遂に 此に 到る ので ある (卄 一、 廿 一 一節)。 

恩 惠に恩 惠は加 はりて 神の ィ ス ラエ ルは 遂に 地に 植えら る、 に 至る、 始めに 地を逐 はれし 民 は 再び 

地に 播 かる、 に 至る、 人 は 地の 產 である、 地と 人との 關係は 母と 子との 關係 である、 人 は 地 を 去て 天 

に 行くべき 者で はない、 人 は 地と 共に 救 はれて 同じ 榮 光に 入るべき 者で ある、 故に 人に 臨む 恩惠 にし 

て 地に 播る、 に 如く 者 はない、 死に 由て 失 ひし 體を； 冉び與 へられて 人 は 其 完全に 歸 るが 如くに、 逐は 

れし 地に 再び 播 かれて 彼 は 其 最上の 幸福に 達する ので ある、 聖 化された る 靈が榮 化された る體を 衣せ 

られ、 而 して 改造され たる 地に 住ま しめらる、 に 至て 彼の 救扬は 全うせら る、 ので ある、 斯 くして 人 

は 初めて 神の 民と なる ので ある、 住む に 地な くして 人 は 未だ 「民」 と稱 せらるべき 者で はない、 土地 

と 人民と ありて 國家 あるが 如くに 聖 めら れ たる 地と 人と ありて 神の 國が あるので ある、 M ホバ の 妻 は 

遂に 其 民と なるべし と 云 ふ、 親密より 再び 奮の 疎遠に 復 るが 如しと 雖 も然ら す、 妻た るの 關 係に 民た 

るの 特權が 加 へらる k ので ある、 始めに 神 御自身 を 我 夫と して 有て 終に 地 を 我 有と して 賜 はるので あ 

る、 靈の 恩惠の 上に 物の 恩 惠を加 へらる、 ので ある、 H ホバを 我 夫よ と稱 ぶの 資格の 上に 更らに 彼 を 

「我 神よ」 と稱 ぶの 特權を 加 へらる \ の である (卄三 節 )o 

さ：. は ひ  あれの  そ こ  さ ゝタき 

^e-難に始って福祉に終る、 始めに 孤獨の 曠野に 逐ひ やられ 其處に 愛の を 聞き、 我が 反逆の 心 を 癒 

されて 我 主 を 夫と して 愛し 得る に 至る、 斯くて 淚の 谷は歡 喜の 園と 化し、 ァ コル r 忠難) の 谷 は 希望 


の 門と 成る、 神と 和らぎて 天然と 和らぎ、 叉 人と 和らぎて 戰鬪は 止む、 我 は 永久に M ホ バの屬 となり、 

我が 祈禱は 盡く聽 かる、 に 至る、 我 は 遂に 地に 播 かれて 之に 根ざし、 M ホバは 我の 神と なりて 我 は 彼 

の 民と なる、 一 たび 失 ひし 神 を 再び 得て 我 は 我が 靈を救 はれ 叉 萬 物 を 賜 はる、 實に 「神の 己 を 愛する 

者の 爲 に 備へ給 ひし もの は 目 未だ 見す 耳 未だ 聞かす 人の 心 未だ 念 はざる 者」 である (コ リント 前書 二 章 

九 節」、 而 して 是れ祌 に 召 かれし 者の 等しく 實驗 する 所で ある。 

余 自身の 實驗 として 預言者 ホセ ァの此 言 は 余 を 危急の 時に 救った ものである、 其 時 余の 眼が 此 一一 百に 

觸れ ざり しなら ば 余 は 確に 滅びた ので ある、 r 視ょ、 我れ 彼女 を 誘 ひて 曠野に 導き 其處に 慰安の 言 を 

彼女に ifIS らん」 と、 I  will  allure  her  into  wilderuess,  and  will  speak  comfortaTbly  unto  her. と 

余 は 英語に 由て 護んだ、 余 は 其 時 それ以上の 言を讀 むの 餘裕 がなかった、 夫れ 丈け で 充分であった、 

然し 乍ら 三十 五 年後 の 今日に 至 て此 預言 の 全部が 徐 K として 余の 實驗 となり て 現 はれし を 認めざる を 

得ない、 余の 生涯の すべての 幸福 は 其 時に 始まった ので ある、 余の 傳道、 余の 天然 學、 余の 非戰 主義、 

然り 余の 基督 W 臨 論 はすべ て 其 時に 始 つたの で ある、 而 して 余に 關は る 預言者 の 現 一一 目 は盡く 成就され 

て 唯一 つが 未だ 預言と して 存 るので ある、 卽ち 余が 地に 播 かる.^ の 預言 は 今猶ほ 希望と して 存 るので 

ある、 而 して 此預言 も 亦事實 とし. て 現 はる &を余 は 今 は寸 毫も 疑 はない、 キリスト 再び 現 はれ 給 ふ 時 

に 余 は 余の 愛する 此地 と共に 彼の 救 扬に與 i るので ある、 余 は 地 を 去りて 天に 行く ので はない、 地が 天 

と 化する ので ある、 福音の 福音た る は玆に 在る、 余の 救扬 と共に 行 はる.^ 地の 救扬 である、 余の 靈が 

救 はれ、 余の 體が救 はれ、 而 して 地と 其 中に ある 萬 物が 救 はれて 救拯が 完成 せらる、 ので ある、 感謝 

の 極で ある、 歡 喜の 極で ある。 
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預 IK 番 研究  六 五 二 

何 西 阿 書の 研究 

其 一 何 西 阿 書 の 紹 介 

ホセ ァ書ニ 章 十六、 十七 節。 六 章 六 節 

モ ー セに 五書が あり、 福 昔 書に 五書が ある やうに、 預曾 書に 五書が ある。 

幅 昔 書の 五書と 云 ふ は マ タイ、 マルコ、 ルカ、 ヨハネの 外に 使徒 行 傳を云 ふ。 使徒 行傳は キリス 

ト 傳の績 きであって、 キリストが 使徒 等を以 つて 爲し 給へ る行鑌 の記錄 である。 使徒 行 傅 一名 之 

を 「聖霊の 一 1 昔」 と 云 ふ。 

預言 書の 五書 はィ ザャ、 M レ ミヤ、 エゼキエル、 ダ 一一 エルの 外に 「十二 預言 書」 である。 普通 之 を g: 

大預 一一 一一 II 者と 十二 小 預言者と 云 ふが、 此名稱 は 甚だ 人 を 誤らし 易くなる。 第一 に 預言者に 大小の 別 はな 

い。 小 預言者と 稱 せらる、 者の 內に、 ァ モス、 ホセ ァ はどう 見ても 大 預言者で ある。 第二に 預言 書 は 

何れも 預言 集であって、 一 人の 預言者が 書き著 はした 者で ない。 例へば 「ィ ザャ 書」 と 云 ふ は ィザャ 

が 著 はした 書で ない のみなら す、 彼の 一人の 預曾を 集めた 書で もない。 ィザャ 書 は ィザャ 系統の 多數 

の 預言者 の 一一 一一 n を 集めた 書 であって、 之 を ィザャ 書と 稱 する は、 彼が 其內 の 主なる 預言者で あるからで 

ある。 他の 預ー 一目 書に 就ても 同じ 事 を 一一 一一 n ひ 得る。 そして 十一 一 預言 書 は 元は 一 書と 見做された 者で ある。 


十二 箇 の^々 の 書に 非す して、 十二 人の 預言者の 曾 を 一書に 纏めた 者であった。 我國の 「先 折：： 叢談」 

が 幾人 かの 先哲の 傳を 一書に 纏めた 書で あるが 如き 者で ある。 故に 之を稱 して 「十二 預言者の 書」 と 

云うた。 如斯 くにして 預言の 五書 は 左の 如くに 成る ので ある。 

一 、 ィ ザャ預 一一 11： 書。 二、  H レミ ャ預富 書。 ニー、  H ゼキ H ル預言 書。 四、 ダ-ー H ル預言 書。 五、 十 

一 一 1 星 曰。 

ホセ ァ書は 十二 預ー 一目 書の 第一 卷 である。 年代 的に 云へば ァ モス 書が 前で あるが、 然し 何 かの 理. ra で 

ホセ ァ 書が 第一 に 置かれた ので ある。 或は 十二 預富 書中で 最も 長い 書で あるから である 乎 も 知れない。 

(ホセ ァ 書と ザ カリヤ 書と は 各 十四 章で ある、 他 は 何れも それ 以下で ある〕。 然し 其 他に 深い 现. E が 

あると 思 ふ。 ホセ ァは 何れの 點 より 見ても 大預言 者で ある。 彼はィ ザャ、 エレ ミヤと 匹敵すべき 大人 

物で ある。 故に 所謂 「小 預言者」 の 中に 置かれて 其 第一 位に 置かるべき は 勿論で ある。 十二 預言の 最 

O0000OO000O00OO000000OO 

善 最美は ホセ ァ 書に 在りと 云 ふ も 過言で ない と 思 ふ。 人 は 全體に 預言者に 目 を 注ぐ こと gl く、 注ぐ と 

も 多く は ィザャ 書 叉はダ  一一 H ル 書に 止る が 例 なれ ども、 一 たび ホセ ャ書を 味 ひて、 思 はざる 所に 新 福 

音に 接す る の 感 なき 能 はす である。 玆に 福音書 以 前 の 福音書が あ る。 或は 舊約 の內の 新約と 稱す る 事 

も 出来る。 神の 無限の 愛 を說く 書に して、 奮 約の 內に 之に 及ぶ 者 はない。 其 事はィ H スが 幾た びか ホ 

セァ書 を 引き 給 ひしに 由っても 判明る。 イエ スの特 愛の 聖 語の 一 は預 1!- 一口 者 ホセ ァの 左の  一 iE であった。 

いっくし み  いけに へ 

我 は 愛情 を歡 びて 犧牲を 喜ばす 

と (六 章 六 節)。 福音書 はィ H スが 二度 ホセ ァの此 言 を 引き 給 ひし 事を錄 して ゐる。 舊き 邦譯恥 S 曰 は 之 

を 左の 如くに 譯 して ゐる。 
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我れ 矜恤を 欲み て 祭， 祀を 欲ます 

と (マ タイ 傳九章 十三 節， 同 十二 章 七 節)。 ィ H スは此 ほかに も 度々 此語を 用 ひ 給うた であらう。 彼の 御 精 

祌を曾 表 はす 一一 一一 n 葉に して 是れ 以上に 適切なる 者はなかった に 相違ない。 之 を 新約の 根 木 的 精神と 稱し 

て 可な りで ある。 「犠牲」 义 「祭祀」 は宗 敎の债 式で ある。 敎會 制度で ある、 敎職 階級で ある、 信仰 

筒條 である。 信仰 を 機械化し たる 者で ある。 之に 對 して 「愛情」 が ある、 「矜 恤」 が ある、 何れも 熟 

き 優しき 心で ある。 そして 神は链 式よりも 愛 愦を歡 び 給 ふと 云 ふので ある。 當然の 事で あるが、 然し 

^が 容易に 受け 納れ ない 眞理 である。 儀式 はいくら でも 精密に する、 嚴肅 にす る、 然し 矜恤は 容易に 

行 はない。 敎會は 何れも 敎義と 儀式 を 守る に は 火の 如くに 熱心で ある。 然し 愛に 於て は、 殊に 他敎會 

の 人々 に對 する 愛に 於て は、 氷の 如くに 冷淡で ある。 此 宗派 的 僧侶 的 精 祌に對 して 預言者 ホセ ァはニ 

千 六 百 五十 年 前の 昔に 此 信仰的 大 a 典现 を投附 けて 一一 一一 n うたので ある 「エホバ は 愛情 を歡 びて 犧牲を 害び 

給 はす」 と。 實に 偉大なる 宣 首であった。 そして 預言者より 七 百 五十 年後に ィ H スは此 言 を 取上げて 

一一 目 ひ 給 ふた。 

我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます 

と。 そして ィ H スの 弟子が 令 口と 雖も 敎會 制度 又は 僧侶 階級に 對 して 鬪ふ 時には、 常に 預ー 一目 者 ホセ ァ 

の 此 iw を 繰返し て  一一 一一 口 ふので ある。 

私自身の 生涯に 於て、 私 は ホセ ァ 書の 二 節に 由て 我の 生涯の 危機より 救 はれた る 者で ある 事を吿 白 

する。 それ は 二 章 十六 節、 十七 節の 1  一一 一口で ある。 ホセ ァの此 言に 由って 救 はれた る 者 は 私の 外に 許 多 あ 

ると； する， - まことに 心の 傷 を 癒す 靈藥 にして 是れ 以上の もの ありと は 思 はれない。 ギ レ アデに 3;- 香 


あるに あらす や。 …… 如何にして 我 民 は 癒されざる 乎と H レ ミヤが 叫びし 其^ 香 は ホセ ァ 書の 此 所に 

在る と 思 ふ (M レ ミヤ 記 八 章 ニニ 節〕。 

其 二 ィヱス と ホセ ァ 

ホセ ァ書ー 一章。 マ タイ 傳六章 

イエ スと ホセ ァ との 間に 年代に 於て は 凡そ 七 百 五十 年の へだたり (隔) があった。 卽ち 我等と 法然 

上人との 問 ほどの 隔 があった。 然し 乍ら 年代 は異 つたが 國は 同じであった。 ィ H スは ホセ ァの 同國人 

であった。 卽 ち北パ レス チナの 人であった。 ソロモンの 子 レホボ アム の 時に ダビデの 王國は 南北に 分 

れた。 南なる を ユダヤと 云 ひて H ルサ レム に 都し、 北なる を イスラエルと 云 ひて サ マリヤに 都した。 

そして 其 天然 性に 於て 二者の 間に 大 なる 相違が あった。 南なる は 沙漠に 連り て 荒 漠の地 多く、 所謂 

「ュダ の 曠野」 は預 一一 一一 口 者に 善き 修養の 處を 供す る 外、 生產上 何の ハ化 なき 所であった。 之に 反して 北な 

る は 風光明媚、 物産 豊富の 國 柄であった。 ヱス ドレ ー n ン 平野、 ガリ ラャの 湖水 は北パ レス チナの 誇 

りであって、 南パ レ スチナ の 岩石の 原、 鹹水の 海と 比べて、 二者の 間に 殆んど 生死の 別が あった。 そ 

して 人 は その 住む 國 土の 如しであって、 南方の ユダヤ人の 全 體に沈 I 怒なる に比べ て 北方の イスラ ェ ル 

人は輕 快であった。 南方が 强ぃ 意志の 人を產 したに 對 して 北方 は 熱い 情の 人 を 生んだ。 ァ モス、 ィザ 

ャは 間 違な き 南方の 人であって ぺ テ 口と ホセ ァと は紛 ふべき なき 北方の 人であった。 此事を 知る は ュ 

ダャぉ 族の 歷史を 知る 上に 於て 非常に 大切で ある。 殊に 基督 敎の 起原 を 知る 上に 於て 大切で ある。 南 
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方の ユダヤ人 は 北方の ガリ ラャ人 を^ 視 めて 一一 一一 II ふた 「ナザレより 何の 善 者 出ん や」 と (ョ ハ.^ 傳一阜 四 

六 節)。 北方に 善き 穀物 は あらん、 善き 葡萄と i 一花 果とは あらん、 然れども善き人物は3^すと彼等は 

固く 信じた 。然るに 其 北方より ィ H スが 出、 ぺ テロ、 ヨハネ、 ヤコ ブ等 主なる 弟子 達が 出た ので ある" 

「工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり」 との S^J: 書の 首 はィ H スと其 弟子 達の 場合に 於て 最も 明， 日 

に實 現した。 

OO000000O0000O00OO00O0000O0O 

そして 著明なる 預言者 中 ホセ ァ のみ 淮り 北方 イスラ H ルの產 であった。 其點に 於て 彼 は 特別に ナザ 

レ の大預 一一 一一 n 者の 先^者であった。 彼 は 南方の 人なる バ プ テス マの ョハ ネとは 全く 性質 を 異にせる 人で 

あった。 ヨハネ は 意の 人なる に對 し、 ホセ ァは 情の 人であった。 そして ホセ ァが ヨハネと 異なりし が 

如くに ィ H スも亦 異なり 給うた。 r ョ ハネ來 りて 貪 ふこと 飮 むこと を爲 さす …… 人の子 來 りて 食 ふこ 

と を 爲し飮 むこと を爲 す」 と あるに. m て 一 一 者の 相違が 1： 明る。 そして ホセ ァがィ H ス 型の 人で ありし 

事 は 彼の 預言に 由て 判明る。 彼が 舊ぃ 預言者 巾に 殊に 我等 クリス チヤ ンに懷 かしく 思 はる、 は是が 

である。 ホセ ァはィ H ス の同阈 人であって 彼と 情 性 を 共に する 人であった。 愛に 燃え、 天然 を 愛し .ml 

から 無名の 一平 民で ありし が 故に 自 から 平民の 友であった。 南方の ユダヤ はィ ザャ、 H レ ミヤ、 H ゼ 

キ エルの 如き 大預 一一 一一 口 者 を 産せ しに 對し、 北方の イスラ H ルは ホセ ァを產 し、 七 百年 を經て 後に イエス 

を 出して ュ ダャ 民族に 止まらす 全人 類 を 今 猶ほ敎 へ！ ai^ きつ - ある。 

预 1ーーー11 者に 於て 稀なる は 天然 を 愛する の 愛で ある。 祌を 恐れ 長む 心は澤 山に 在った、 然れ ども 天然に 

親しむ の 情 は 極めて： g であった。 ホセ ァの 先牽 なる 預言者 ァモ スが イスラ ヱ ルを誡 むる 曾に 闩 く 

昴 宿 及び 參宿を 造り、 死の 5i を變 じて 朝と なし、 晝を 暗く して 夜と なし、 海の 水 を 召て 地の 面に 


溢れさす る 者 を 求めよ、 その 名 を H ホバ と 云 ふ (>  モ ス書五 章 八 節 )o 

と。 此は 天然 を 愛する 心に 非す して 大 天然に 現 はれた る 神 を 長る k の 心で ある。 之に 對 して ホセ ァは 

曰 ふ 

けもの f  はふ も 刀 ち r ひ 

その 日に は 我れ 我 民の 爲に、 野の 獸、 空の 鳥 及び 地の 昆蟲と 誓約 を 結ばん。 H ホバ曰 ひ 給 ふ、 そ 

の 日に は 我れ 應 へん、 我れ 天に 應 へん、 而 して 天 は 地に 應 へん、 地 は 穀物と 葡萄と 橄欖 とに 應へ 

ん、 而 して 是 等の 物 は H ズレ ルに應 へん (ホセ ァ書ニ 章 十八 節， 同せ 一， サニ 節) 

と。 ァ モスの 神 は 高く 天に 在して 萬 物 を 宰り給 ふ 神で ある。 之に 對 して ホセ ァの神 は 地に 降り、 地の 

要求に 應 じて 產を 出し、 民 を 惠み給 ふ 神で ある。 所謂 外在の 神と 內 在の 神と である。 昂宿參 宿 を 率 ゆ 

る 神と、 野の 獸と 鳥と 誓約 を 結び 給 ふ 神で ある。 同一 の祌 であるが、 親し-;: J べき 祌は ホセ ァの 神で あ 

る は 言 ふまで もない。 そして 彼に も 勝 さりて 我等の 主ィ H ス キリスト は 曰 ひ 給うた。 

汝等 天空の 鳥 を 見よ、 …… 野の 百合 花 は 如何にして 長つ か を 思へ、 我れ 汝 等に 4 口 げん、 ソ I- モン 

vi そ ほひ 

の榮 華の 極みの 時 だに も 其 装 この 花の， 一 に 及ば ざり き 

と。 ガリ ラャ人 は ユダヤ人と 異なり 全能の 祌を 1K 空の 鳥、 野の 百合 花に 於て 見た。 そして 又 神の愛 を 

ヌが子 を 愛する 愛に 於て、 叉 夫が 妻 を 愛する 愛に 於て 見た。 路加 傳 十五 章に 於け るィ H スの 放蕩 兒の 

譬 話が 彼の 福音の 中心で あるが 如くに、 ホ セァ書 一 章と 三 章と に 於け る ホセ ァの 背ける 妻に 對 する 態 

, 、るし み 

度が、 彼の 預言の 根本で ある。 ィ H スが 苦難に 由て 萬 民の 全き 救 主と 成り 給 ひしが 如くに、 ホセ ァも 

くるしみ 

亦 苦難に 由て イス ラ H ル の 善き 預 一一 IE 者と 成った。 ィ H スと ホセ ァと はヒ ブライ 語に 於て 同名で あるが 

如くに、 二者 は 同質の 預言 I であ ゥた。  - 
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其 三 家庭の 不幸 

ホセ ァ書 第一章 

神の 人に 凡て 神の み.^ ねき (聖 召) があった。 神の 聖 召に 與ら すして 何人も 神の み わざ (聖 業) を 

OO0OO000OO  0  00000  000  00  00  00000000000 

行 ふこと が 出来ない。 偉人 必 しも 神人で ない。 神に 特刖に 招かれて 偉人 も 凡人 も 神人と なる ので ある- 

聖 召の 方法 は 種々 ある。 招かるべき 人に 由て 異なる。 モ ー セ はミ， デ アンの 地に 於て、 棘の 裡の 火焰 

の 中に 彼に 現 はれ 給 ひし エホバ に 由て 招かれた (S 埃 及 記 三— S 章〕。 「棘 は 燃 ゆれ ども その 棘燬 けす、 

卽 ち祌、 棘の 中より モ ー セょモ ー セ よと 呼び 給へ， 9」 と ある。 其 他、 ィザャ書六^：十にィザャのせ 刀"が 

錄 され、 ェ レミ ャ記ー 章に H レ ミヤの 聖召を 見る U  。ハウ &が ダマ ス コ の 途上 キリス トの架 召に 與 つた 

事 は 我等の 克く 知る 所で ある。 

そして ホセ ァ にも 亦み まねきが あった。 そして 彼の 場合に 於て 聖召は 奇態なる 形 を 採った。 彼 は 家 

庭の 實驗に 由って 預言の 職に 招かれた。 エホバ、 ホセ ァに宣 はく 

汝往 きて 淫行の 婦人 を娶 るべ し 

と。 「是に 於て 彼れ 往 きて. デブ ライムの 女ゴ メル を 妻に 娶れ り」 と ある。 「淫行の 婦人」 とは不 ほの 

女で ある。 JBH: 操の 3： たる 乎 を 知らざる 婦人で ある。 娼妓 性の 婦人で ある。 H ホバは 5^ して 斯 かる 婦人 

を娶 るべ く ホセ ァに 命じ 給うた ので あらう 乎。 雨う 受取る 事 は 出来ない。 玆に祌 の 命 今-として 錄 さる 

ると は 莨の 成 行 を 記す ものである。 ホセ ァは 知らす して 淫婦 ゴ メル を娶 りて， 後に 至りて その 神の 


命な りし こと を 知った ので ある。 有った 事 は 凡て 祌の聖 33 なりと は へ ブライ 人の 人生の 見方であった。 

ホセ ァは 誤って 淫婦 を娶 り、 其 爲に堪 へ 難き 苦難 を 嘗め、 恥辱 を 忍びて、 後に 至りて、 その 凡て 神の 

<1 厶厶厶 △△< -厶 厶厶厶 A  A 

聖旨に 出し こと を 悟った ので ある。 

ホセ ァに 臨みし 家庭の 不幸 は 尋常一様の ものでなかった。 彼の 妻 は 三人の 子 を 生みし と雖 も、 その 

父系 は 何れも 怪しかった。 彼 は その 何れ を も 彼の 賁子 として 認め 得なかった。 故に 彼等 各自に 不祥の 

名を附 けた。 長子 は 之をュ ズレル と稱ん だ。 イスラ H ルに 臨まん とする 神の 審判 を預 表して める。 

次ぎに 生れし 女子 を。 ー ル ハ マと 稱ん だ。 「憐 まれぬ 者」 の 意であって、 其 父 不明なる が 故に、 父の 

憐愁を 受けす との 意で ある。 三 子 は 男子であって、 彼 は 之 を B 1- アン ミと 呼んだ。 己が 子に あらざる 

事 明白 なれば 「我が 子に 非す」 と稱ん だので ある。 若き 預言者の 悲 悲痛、 いか 計りな りしな らんと 

思 ひ、 察する に餘 りが ある。 人生に 不幸 多し と雖も 結婚の やりそこな ひの 如き はない。 是は 大抵の 場 

合に 於て 家庭の 破壤に 止まらす して 生涯 其 物の 破壞 である。 殊に 多情多恨 ホセ ァの 如き 人に 取り 堪 へ 

難き 苦痛で あつたに 相違ない。 失戀は 多くの 若人 を 死に 逐 ひやった。 ホセ ァも此 時 死と 墓と を 慕うた 

であらう。 輕 薄なる 51 人、 デブ ライムの 女ゴ メル は 如何なる 夫 を 持ちし か を 知らなかった。 彼女 は 彼 

つ ら ぎ 

女の 淫行の 劍を以 つて 彼の 心臟を 刺しながら 差した る惡 事を爲 したりと は 思はなかった ので ある。 

. 然し 乍ら 神 は ホセ ァと 偕に 在り 給うた。 彼 は 淫婦の 淫行 を以 つて 彼 を 御自身に 招き 給 ひつ & あった。 

聖靈 のしめし (示) に 由り ホセ ァは 己が 身に 臨みし 不幸 艱難の 意味 を 了った。 彼 は 第一 に 不幸 は 彼れ 

1 人に 限らざる を 悟った。 彼の 家庭に 臨みし 不幸 は 社 會道德 秦亂の 一 兆候に 過ぎざる を 知った。 如何 

なる重荷と雖も多數と共に之を擔へば甚だ輕くなる。ホセァは已が不幸を國1^^の不幸として感じた。 
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イスラ H ルに 婦德絕 えしが 故に 彼の 家庭 は破壤 された ので ある。 彼 は 己が 不幸 を 歎く よりも 先 づ國の 

不幸 を 歎く ベ しと 思うた。 そして 社 會近德 素 亂 の 主因 は 誤れる 宗敎 の 流行に 在る。 淫祠の 盛な る國家 

社會に 於て 堅固なる 男女 道德は 期待す ベから す。 ホセ ァの 家庭に 此悲慘 事 ありし は イスラ H ルに眞 の 

信仰が 絶えた からで あると、 聖靈 は斯く 彼に 示し 給 ひ、 彼は克 くその 訓示 を 解した。 

ホセ ァは 第二に 神の 御 心 を 察し 奉った。 彼 は 辛ら き 自身の 實驗に 由て 姦淫の 意味 を 了った。 妻が 夫 

に 背く の 心 は 民が 神に 背く の 心で ある を 知った。 祌と 民との 關係は 親子の 關係 であるよりも 寧ろ 夫婦 

の關 係で ある。 親子 は 血で 繁 がる 者、 故に 切っても 切れぬ 關 係に 於て 在る。 之に 對 して 夫婦 は 愛を以 

つて 繁 がる 者で ある。 故に 愛の 絕 ゆる 場合に 其 ぎは斷 たる。 愛 は强ぃ 者、 然し 同時に 脆い 者で ある。 

果を 結ぶ 爲の 花の 如き 者であって、 美しき 丈け それ 丈け 織 弱で ある。 そして 民 は を以 つて 神に 紫が 

るので あって、 愛 を棄て V 神との 關係は 絶える ので ある。 背敎は 姦淫で ある。 他 神に 事 ふる は 間夫に 

1  仃 くと 同じで ある。 そして ホセ ァは其 妻の 赛淫に 由って イスラ H ルの 民が M ホバ に 背きて バ 1- ルに事 

へし 其 の 深さと 恐ろし さと を 知った。 

斯くて ホセ ァは 己が 身の 不幸に 打 勝った。 彼 は 國家的 不幸の 一端と して 之 を 見た。 叉 神の 御 歎き を 

己れ に實驗 して 聖 名の 爲に 起たざる を 得 なくなった。 斯くて 彼の 不幸 は 彼が 神に 召されて 其 預言者と 

成る の 機會と 成った ので ある。 

其 四 {番 判と 救 極 
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預ー 一目に 三 綱領が ある。 其 一 が 審判で ある、 其 二が 悔改 である、 其 三が 救扬 である。 預言 は 多し と 到 

も 其 要領 は 以上の 外に 出ない。 其點に 於て キリストの 福音 も 亦 之 を 預言と して 見る ことが 出来る。 山 

上の 垂訓の 如き、 明白なる 預言で ある。 「雨降り 大水 出で 風 吹きて 其を撞 てば」 と ある は 審判で あるつ 

「@ 善 者よ、 先づ 己れ の 目より 梁木 を 取れ、 然れば 兄弟の 目より 物 屑 を 取り得る やう 明かに 見る ベ し」 

と ある は悔改 である。 「心の 貧しき 者 は 幅 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也」 と ある は救拯 であ 

る。 其 順序 は 一様で ない。 初めに 救扬の 幸福 を 述べ、 次ぎに 之に 達する が爲の 悔改を 述べ、 終りに 悔 

改を 促す 爲の 審判 を述 ぶる 事が ある。 山上の垂訓 は此 順序に 依る。 然し 審判、 悔改、 救扬が 普通の 順 

序で ある。 

ホセ ァ書 一章 二 節より 二 章 三 節まで が 一 預言で ある。 審判 は 彼の 妻ゴ メルに 生れし 三 子の 子の 名 を 

以 つて 表 はされ た。 H ズ レル、 口 ー ル ハマ、 口 ー アン ミと。 

汝 その 名 を H ズレル と名づ くべ し、 暫 らく ありて 我れ H ズレル の 血 を ェヒゥ の 家に 報 ひ、 イスラ 

エルの 家の 國を滅 すべければ 也 (列 王 紀略下 十 章參考 )。 

汝 その 名 を ル ハ マ (憐 まれぬ 者) と名づ くべ し、 そ は 我れ もはや イスラ H ルの 家を憐 ます 又 

決して 赦 さざる ベければ 也。 

汝其名 を！ 11 アン ミ (我 民に 非す) と名づ くべ し、 そ は 汝等は 我 民に 非す、 我は汝 等の 神に 非 ざ 

れば 也。 
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•  »»»»»»»  »  »  »  »  •  おつ 一 そか 

兹に * 判 は 三 段に 示さる。 罰せら るべ し、 赦 されざる べし、 棄ら るべ しと。 神の 嚴肅 なる 事が 遺憾な 

く 示さる。 如何にも 無慈悲の 神なる が 如くに 見える。 

場面 は 一 轉 する。 神の 嚴肅 に對 して 其 慈悲が 示さる、 「神の 慈愛と， _ 敏肅 とを觀 よ」 との。 ハウ 口 の 霄 

が想屮 I される o マ 書 十一 章 二十 二 節〕。 其 中間の 悔改が 示されない。 審判と 救扬。 正義の 現れと 愛の 現 

れ。 ホセ ァは 熱情の 人であった、 故に 靡 判 を 宣告して 直に 救 扬を傳 へす して は 居られなかった。 悔改 

は 人が 救 扬に與 るた めの 必要 條 作なる を 知る と雖 も、 之を述 ぶる の 暇がなかった。 急轉 直下 は 彼の 預 

Iw の 特徴で ある。 熱情の 愛國的 詩人と して 彼の 言に 論理的 連絡はなかった。 

然 れどィ スラ H ル の 子等の 數は 濱の眞 砂の 如くな りて 量る こと も數 ふること も 得ざる べし。 而し 

て 前に は r 汝等我 民に 非す」 と 一一 m はれし 其處に 於て r 汝等は 活ける 神の 子な り」 と 曾 はるべし。 

斯くて イスラ H ルの 子等と ュグの 子等と は 共に 第 まり、 一 人の 首 を 立て，^ 其 地より 上り 来らん。 

ェズ レルの n は大 なるべし。 汝 等の 兄弟に 向 ひて アン ミとラ n へ、 汝 等の 姉妹に 向 ひて ル ハ マ. と 一一 一一 IT 

棄られ し 民 は 拾 ひ 上げられ、 育ら れ、 繁殖し、 活ける 神の 子と して 養 はれ、 而 して 一時 は 分離せ しュ 

ダと イスラ H ルとは 一 国と なりて 一 人の 首に 率 ゐられ て歸り 来るべし。 此時 H ズレ ルは審 刺 の 野に 非 

すして、 其 字義 通りに H ホバの 播き給 ひし 園と 化すべし、 而 して 人々 相互 を アン ミ (我 民〕 また ルハ 

マ (憐 まる) と 呼ぶ であらう と。 

(称 判に 始 つて 救扬に 終る。 預 一一： H 書 を 始終 一貫す る 主張 は是れ である。 之を預 曾の 基調と 云 はん 乎。 

我れ H フ ライム に 獅子の 如くな らん 


ュ ダの 家に 若き 獅子の 如くな らん 

我 は、 然り我 は 抓 きて 去らん 

掠め 往 きて 救 ふ 者な かるべし。  - 

我れ 往きて 我が 處に歸 らん 

彼等 其 罪を悔 ひて 我 面 を 求む るまで 來ら じ。 

彼等 は 艱難の 故に 我を尋 ぬるな らん。 

来れ 我等 H ホバ に歸 るべ し 

彼れ 我等 を 抓 劈き たれ ども 醫し給 はん 

我等 を撲ち たれ ども 傷 を 包み 給 はん 

彼 は 一 一日の 後に ま 等 を 活かし 

第三 日に 我等 を 起せ 給 はん C 五 章 十四 節— 六 章 二 節) 

玆に寐 判 悔改救 扬と三 綱領 揃 ひたる 小 預言が ある。 

そして 救扬は 凡ての 場合に 於て 如斯 くにして 行 はる、 塞 判が 行 はれす して 救 極 は 無い、 同時に， t 判 

は 滅亡と して 終らす して 敕拯に 終る。 神 は 愛なる が 故で ある。 愛なる が 故に 必す罪 を 看 逃し 給 はない 

「罰すべき 者 をば 必す赦 す 事 をせ す」 と ある r 出 埃 及 記 三十 四 章 七 節 T 重き 物が 地に 着く が 如くに、 審 

0OOOO000O000OOOO0OOOO000OO0O00OO 

判 は必す 救扬に 終る。 何が 確實 であると て 神に 打 たれし 後に 醫 しの 來る事 程確赏 なる 事 は 無い。 ホセ 

ァは克 く 神の 此御心 を 解した。 此は 3 呉の 父の 心、 爲の 夫の 心で ある。 怒り は 愛の 故に 怒る 時に 最も 激 
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しく ある。 而 して 其 去る や 速 かにして 其 終り や 美 はしく ある。 何故に 爾ぅ ある 乎 我等 は 其 理由 を 知ら 

ない。 我等 は 人生の 實驗 として 其 事 を 知る。 

エホバ の 怒 は 唯 暫時に して 其惠は 生命と 共に 永し 

夜 は 夜もすがら 泣き 悲しむ とも 朝に は 歡び歌 はん 

愛の 怒と 其の 結果と は 凡て 如斯 しで ある (詩篇 讲篇 五節)。 

其 五 人の 愛と 神の愛 


我 民 はと も すれば 我より 離れん とす、 

人、 之 を 招きて 上に 在る 者に 屬 しめんと すると も 

身 を 起す 者 一 人 だに なし。 

H フ ライム よ 我れ 爭で汝 を棄ん や、 

イスラエル よ 我れ 爭で 汝を附 さんや、 

我れ 爭で汝 を アデ マ の 如く せんや、 

爭でゼ ボイ ム の 如く せんや。 

我心 我 is^ に轉 りて， 我 愛憐 盡く 燃え 起れ り- 

我れ 我が 激しき 震 怒 を 施す こと をせ じ、 

我れ ffil ねて H フライ ムを滅 す こと をせ じ。 


我 は 人に 非す 神 なれば なり、 

我 は汝の 中に 在す 聖者な り。 

震 怒 を もて 臨ま じ。 ホ セ ァ書十 一 章 七 I 九 節。 

天の 地よりも 高き が 如く 

H ホバを 長る、 者に 彼が 賜 ふその 愛憐 は大 なり。 

東の 西より 遠き が 如く 

彼 は 我等より 我等の 愆を 遠け 給へ り。 

父が 其 子を憐 むが 如く 

エホバ は 自己 を 長る.^ 者 を 憐み給 ふ (詩篇 百 一一 ー篇 )o 

キリスト は 我等の 翁 ほ 罪人た る 時 我等の 爲に 死た まへ り、 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ。 

( n マ 書 五 章 八 節) 0 

な-,!  そな へ もの 

我等 神 を 愛する に 非す、 神 我等 を 愛し、 我等の 罪の 爲に其 子 を 遣 はして 宥めの 祭 物と せり、 是 

れ卽ち 愛な り (ョ ハネ 第一 書 四 章 十 節)。 

人 は自づ から 自己 を以 つて 神を揣 摩し 奉る、 そ は 彼 は 神の 像に 象りて 造られた る 者で あるが 故に、 

自己に 在る 者 は 神に 在る と 思 ふからで ある。 祌は 人の 如くに 愛し 赦し 怒り 給 ふと 思 ふ は 自然で ある。 

故に 云 ふ 「人の 信す る 神 は 其 人の 如し」 と。 更に 云 ふ、 「神が 人 を 造りし に 非す、 人が 自己の 想像に 

循 つて 神 を 造った ので ある」 と。 人の 神 は 其 理想で ある、 人 は 神を拜 すると 稱 して 實は 己が 理想 を拜 
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しつ k あると。 

K ず 者 ホセ ァ も 亦 初めは 己が 實驗 に 依って 神を識 つ た。 彼 は 己が 家庭 の 不幸に 由って 神の 苦痛 を 知 

つた。 彼の 妻が 彼に 背きし やうに イスラ H ルは祌 に 背いた。 イスラエル の 背信 は 不貞の 罪、 赛淫の 罪 

である を 知った。 そして 彼が 彼の 妻に 對 して 怒りし やうに 祌が イスラ H ルに對 して 怒り 給 ふ を 知った。. 

彼 は 大體に 逮 はなかった。 神を識 るに 身の 實驗 ほど 確實 なる もの はない、 子 を 持って 知る 親の 恩で 

ある。 人生の ての 實驗は 神 を 識る爲 に 必要で ある。 ホセ ァは 彼の 家庭の 辛き 實驗 に. S つて 人一倍に 

神の 深き 御 心 を 知る 事が 出来た。 

汝 等の 母と あげつらへ、 論 辯 ふて 止む 勿れ、 

彼女 は 我 妻に あらす 我 は 彼女の 夫に あらざる なり …… 

は：？ あ r は；..： か  れいで 

我れ 彼女 を！； て赤體 にし 其 生 出た る n の 如くし  ， 

'7 ろ "よ ひ 

また 荒野の 如くなら しめ 潤な き 地の 如くなら しめ 

渴 きに 由り て 死なし めん (二 章 二、 三 節)。 

此は 預言者が 己が 妻に 對 して 述べし 雷 葉 を 神に 移して 語った ので ある。 ホ セァは 神の 悲痛 を 己が 悲痛 

として 感じ、 己が 持たせられし 經驗に 由り 神に 代りて 語る の资 格を與 へられた りと 思うた。 

如此 くに ふて 彼 は 半ば 中り て 半ば 外れた。 彼 は祌は 自己に 似て 遙 かに 自己 以上で ある 事 を 知らし 

めら れた。 彼の 愛情 は 深刻で あつたが、 到底 神の愛に 比べ やう も 無き 事を覺 つた。 祌は預 一 W 者が 其 背 

ける を 怒る が 如くに 背ける イスラ H ルを 怒り 給うた。 然し 乍ら 預言者が 赦し能 はざる 所 を祌は 自由 

に赦し 給うた。 ホセ ァの 妻ゴ メルに 其 夫に 赦 さるべき 何の 理由 もなかり しが 如くに、 H ホバの イス 


ラ ェ ルに其 祌に赦 さるべき 何の 理由 もなかった。 然るに 神 は 預雷者 をして 其 民に 官：、 へ て吿 げしめ 給う 

た。 

M ホバ言 ひ 給 ふ、 その 日に は汝 W び 我をバ アル (主人) と 呼ばす して イシ (我 夫) と 呼ばん …… 

我れ 我が 爲に彼 を 地に 捲き (H ズレル 11 H ホバ播 き 給 ふ 者)、 憐 まれ ざり し 者を憐 み、 我 民な 

らざ りし 者に 向 ひて 「汝は 我 民な り」 と 言 はん、 而 して 彼等 は 「汝は 我 神な り」 と 言 はん (十六、. 

二三 節)。 

OO0O00O0OO0O00OO0O0O0O0  0  O0OOO0O0 

「我れ 我が 爲に」 である、 イスラ H ルに憐 まるべき 資格 今 は 全く 絕ぇ たりと 雖も、 神 は 御自身の 愛の 

00  OO00O0O0O  0OOOO0OOOOOO0OOOOOOO0O  ,し- .bw 

爲に、 抑 へられぬ 愛の 故に、 此の 愛する の惯 値な き 民 を 愛せん との 事であった。 ホセ ァは 神の 此吿知 

に與 りて 初めは 之を肯 はなかった であらう。 そして 祌の聖 旨 なる を 知りて 自己に 逆 ひて 之を傳 へ たで 

あらう。 恰 かも 預言者 ョナが 異邦-一 ネベ の 市の 罪の 赦し を傳 へねば ならなかった と 同じ 立場に 置かれ 

たで あらう。 玆に 至って 彼 は 悟った ので ある、 人 は 神の 御 心 を 忖度して はならない、 天の 地よりも 一 € 

きが 如く 神の 思念 は 人の 思念よりも 高く ある。 神 は 人の 赦し 得ない を 能く 赦し給 ふ。 人の 愛 は 決し 

て 神の愛の 標準に 非す。 神が 御自身の 爲に愛 を 施し 給 ふ 時に、 其 愛 は 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぎて 無限で 

あると。 ホセ ァは 鼓に 神の愛に 就て 新たに 知る 所があった。 
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其 六 祌に效 ふべ し 

ホセ ァ 書 第三 章 

愛する 者よ、 如 此く祌 我等 を 愛し 給 へ ば 我等 も 亦 互に 相愛す ベ し (ヨハネ 第一 書 四 章 十 一 節)。 

汝等 愛せら る、 子供の 如く 神に 效ふ べし、 また 愛 を 以て 行 ふべ し、 キリストの 我等 を 愛し、 我等 

に 代りて 己を禮 物と なし、 犧牲 となして 神の 前に 磐 はしき 香 あらし めんと て 獻げ給 ひしが 如くす 

べし (H ぺ ソ書五 章  一 、 二 節〕。 

人 は 人 を 愛して 神の愛 を 知る ので ある。 愛な き 者 は 神 を 知らす であって、 愛な き 者が 神の愛 を 知り 

得 やう 害がない。 其 意味に 於て 罪の 赦 しに 關 はる ィヱ スの敎 は眞理 である (《^ 太 傳六章 十 gl. 十五 節) 

汝等 もし 人の 罪を赦 さば 天に 在す 汝 等の 父も汝 等の 罪 を 赦し給 はん。 然れど 若し 人の 罪を赦 さす 

ば汝 等の 父も汝 等の 扉 を 赦し給 はらざる べし 

と。 神 は 彼を拜 する 人に 循 つて 御自身 を顯 はし 給 ふ。 

汝は 憐愍 ある 者に は 憐愍 ある 者と なり 

僻む 者に は 僻 む^と 成り 給 ふ 

と あるが 如し (詩 十八 篇ニ 五、 二 六 節 )o 

然し 乍ら 神 の 愛 は 人の 愛 を 以 て 量る 事 は 出来な い。. 神 は單に 人を擴 大したる 者で ない。 人 は 愛を以 

つて 神を識 つて 神よ り 愛 を 擧 ばなければ ならない。 其 事 を 最も 確然と 實驗 した 者 は 預言者 ホセ ァ であ 


つた。 彼 は 己が 愛に 由て 神の愛 を 知った。 人が 其 最愛の 妻 を 愛する 愛を以 つて 神が 其 民 を 愛し 給 ふ を 

知った。 然るに 彼の 妻が 彼に 背き、 其 愛 を 他に 轉 せし 時に、 彼の 愛 は 憎みに 變じ、 玆に 夫婦の 愛情 は 

絶えて、 彼女 は 最早 彼の 妻に 非す、 彼 は 彼女の 夫たら ざるに 至った。 そして M ホバも 亦 其 如くに 其 民 

を 极ひ給 ふならん と 思うた。 然るに H ホ パがホ セァ をして イスラエル に吿 げしめ 給 ひし 言 は 全然 預想 

の 外であった。 「我れ 我が 爲に 公義と 公平と 慈愛と 憐愍と を以 つて 再び 汝を娶 らん」 との 事であった 

(二 章 十九 節 )o ホセ ァは玆 に 彼が 到底 及ばざる 愛 を エホバに 於て 發 見した。 人の 愛に は 限りが あるが 

祌の 愛に は 限りの 無い 事を發 見した。 神が 御自身の 懷き給 ふ 愛の 故に 愛し 給 ふ 時に、 如何なる 惡人も 

其 愛に；^ れ ない 事 を發 見した。 玆に 於て か預 一一 一一 n 者の 人に 對 する 愛が ー變 した。 そして 其 新ら しき 愛が 

先づ 彼に 背きし 彼の 不貞の 妻に 對 して 現 はれた。 

M ホバ の 言 は 再び ホセ ァに 臨んで 云うた。 

我れ H ホバ に 愛せられながら 彼に 背きて 他 神に 事 ふる イスラ H ル の 民 を 我が 愛する が 如くに、 汝 

も 亦汝に 愛せられながら 他の 人に 往 きて 姦淫 を 行 ひし 汝の 前の 妻たり し 婦人 を 愛せよ (三 章 一 節，) 

と。 此は 預言者に 取り 服從し 難き 命令であった。 然し 今に 至り 之 を 担む 事が 出来なかった。 故に 銀 十 

五 枚と 大麥ー ホ メル 半と を以 つて 彼女 を 其 持主より 贖 ひたりと 云 ふ (彼女の 墮落ゃ 思 ふべ し〕。 然れ 

ども 縱へ 預言者な りと 雖も 此れ 以上に 彼女 を 愛する 能 はす、 彼女 を 履 ひて 彼女と 同棲せ すして 彼女 を 

して 獨り 別れて 居らし めたり と 云 ふ。 此は此 場合に 於て ホセ ァの 取り得る 唯一 の途 であって、 彼に 對 

し 深き 同情な き 能 はす。 

卽ち ホセ ァは玆 に 於て 祌に效 うたので ある、 神に 眞 似る 者 (ギリシャ 語の ミメ ー タイ) と 成った の 
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である。 人 を 準と せす して 祌を 標準と して 行った ので ある。 赦 すべから ざる を赦 したので ある、 A 

赦し 得た ので ある。 そして 新たに 祌の愛 を 知って イスラ H ル の將來 にっき 赫々 たる 希^ を 抱き 得る に 

至った ので ある。 民の 現狀を 観れば 絕望、 其 罪 は 限りなし、 其 s.^ や 底止す る 所 を 知らす。 前 を 見て 

も 失. 望、 後 を 顧みても 失望、 然れ ども、 鳴 呼然れ ども 上 を 仰げば 神の愛の 無限 無窮なる あり。 希望 は 

H ホバ に： す、 彼 は 己が 故に 己が 造りし 者を棄 たま はす 最後に 之 を 救 ひ 給 ふと、 ホセ ァは 終に 斯く信 

する を 得た ので ある。 

ホセ ァ然 り、 我等 また 然ら ざらん 乎。 人を檩 準と して、 縦し 其 人が 世が 聖人 又は 大敎師 として 仰ぐ 

者で あらう が、 人 を 標準と して 我等 は 行 ふて はならない。 クリスチャン は 祌に效 ふ 者で ある、 神に 眞 

似る 者で ある。 神 を 師表と して 仰ぐ 者で ある。 そして 神が 其 量るべからざる 愛の 故に 我が 靠を赦 して 

下さった が 故に、 我 も 亦 其 愛に 效 ひて 凡ての 人 を赦し 愛せん とする 者で ある。 祌 以下の 者 を 師表と す 

る 人の 道德は 知るべき のみ。 所謂 倫理 道 德が寶 際道德 として 甚だ 微弱なる は 是が爲 である。 イエ スが 

曰 ひ 給 ひしが 如く 「預言者の 書に 人 $! な 敎を祌 に 受けん と錄 されたり」 と ある、 其 事が 實現 する 場合 

にの み 高き 道 德が實 際に 行 はる、 ので ある (ョ ハ ネ傳六 章 四十 五節， ィザャ 書 五十 四 章 十三 節)。 

M ホバが イスラ H ルを 愛し 給 ひし 愛 は 分外、 失當、 過當の 愛で ある。 理由の 無い 愛と 稱 して 可から 

う。 人の 眼を以 つて 見て 說 明の 出来ぬ 愛で ある。 然し 親が 子 を 愛する 愛は此 極の 愛で ある。 正義 も あ 

る、 勿論 ある。 震 怒 も ある、 然れ ども 其 下に 無限の 愛が ある、 そして やがて は此 愛が 審判に 勝って 最 

惡の s^i; 人まで が 救 はる、 ので ある。 神の愛 は 不可解で あると 云へば 夫れ ま で^ある。 然れ ども 萬 物が 

其 愛の 呑み 盡す 所と なる のであって、 愛すべき 不合理で ある。 


其 七 驗 野の 囁き 

ホセ ァ書ニ 章 十四— 十六 節 

それ故に 視ょ 我れ 彼女 を 誘 ひて 曠野に 導き 

そこに 彼女の 心に 懾. き 語らん。 

そこ を 出る や 我れ 彼女に 其 葡萄 圃を與 へん 

ァ コル (息 難) の 谷 を 望の 門と なして 與 へん。 

彼女 は そこに 歌 はん 彼女の 若 かりし 時の 如くに 

,ェ ジ ブトの 國 より 上り 来りし 時の 如くに 歌 はん。 

その 日に は汝 再び 我をバ ー ル (主人) と 稱ばじ 

我 を イシ (我 夫) と 呼ばん と H ホバー 百 ひ 給 ふ。 

是は 神と イスラ H ル との 關係を 述べた る 戀愛 の 言葉 である。 聖書 は 此關係 を 述 ぶる に戀 愛の 一一 一一 口 葉 を 

用 ひるに 禱路 しない。 キリスト は 花婿で あり 敎會は 花嫁で あると 云 ふが 夫れ である。 ソロモンの 雅歌 

は ユダヤ人が 見て 以 つて 聖書 の 最高 點と 見做す 者 で あるが、 夫れ が 濃 厚 熱烈な る 戀 愛文 學な る は 人の 

能く 知る 所で ある。 我等 は 聖書に 於て 文字通りの 戀 愛の 神聖 を 見る ので ある。 神に 在る 此 愛が 人に 現 

はれて 夫れ が戀 愛と 成った ので ある。 そして 預言者 ホセ ァは 神の 此愛 を、 卽ち 神の 難 愛 を 人に 傳 へた 

ので ある。 
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「それ故に」。 イスラ H ルは M ホバを 離れて 他の 神に 往 きて 眞の神 を 忘れ たれば、 それ故に。 「視 

よ」 勿 驚。 H ホバも 亦 イスラ H ルを棄 て 彼 を 忘る- 1 が當然 なりと 雖も、 驚く 勿れ、 神 は 人と 異り、 自 

己 を 離れし 者 を取戾 さんと て 勞し耠 ふとの 事で ある。 

さび  ちれの . ；， び 

彼女 を 寂しき 曠野に 誘き出し、 其處に 彼女の 心に 優しき 一一 一一 II 葉 を 蟠き給 ふと。 叛 ける イスラ H ルを再 

もの 

び 己が 有と 爲 さんと て 世の 戀 人が 取る 途を 取り 給 ふとの 事で ある。 そして 其 通りに エホバ は 行 ひ 給う 

た。 彼 は イスラ ヱ ルを瞎 野に 伴れ 出し 給うた。 それ は 異邦であった、 異邦に 俘囚 たる 事であった。 そ 

して 故國を 離れ、 其惡 しき 習慣と 周 園と を 離れ、 歡樂盡 きて 寂 漠に堪 ふる 能 はざる に 至りし 時に、 H 

ホバ は 彼女に 再び 現 はれて 彼女の 心に 舊き愛 を懾き 給うた。 ホセ ァが 預言せ し 北方の イス ラ H ルに取 

り 南方の ユダヤの 場合の 如くに、 此預首 は 明確に 適 中せ ざり しと 雖も、 彼等が 逆境の 曠野に 誘き出さ 

れて 其處に 新たに エホバ の 愛 を 知る に 至りし は 疑 ふべ くもない。 曠野 を 離れて イスラ H ル の歷史 なし 
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と 言 ふ が 孤 獨寂漠 の 曠野に 人ら すし て 人 は 何人も 神の愛 を 識る事 は 出来な い 。 

曠野に 入りて 神の 細き 静 なる 聲を 聞き、 其 處に其 古き 愛 を 確め られ てより、 イスラ H ルは復 たび 其 

失 ひし 葡萄園 (國 土) を與 へられ、 更に 叉ァ コルの 谷、 息 難の 谷、 涙の 谷 を 希望の 門と なして 與 へら 

れんとの 事で ある。 ァ コルの 谷に 就て は ヨシ ユア 記 第 七 章 を 見るべし。 神に 叛 きて 國を逐 はれ、 曠野 

に 彷徨 ふて 其 處に復 たび 彼に 還り、 復 たび 祌を 獲て 再び 國土 を與 へられ、 更らに 事の 此に 至りし まで 

も i-Q.  す ,f て  す ベ て 

の 忠難其 物まで が 希望の 基と なるべし との 事で ある。 神 を 失 ふて 諸 物 を 失 ひ、 神 を 取 返して 諸 物 を 取 

返し、 而已 ならす *i) 難 悲痛まで が 希望の 歌と 化すとの 事で ある。 人生の 實驗其 儘で ある。 イスラ エル 

の 實驗が 凡ての 國民 の實驗 であった。 凡て 神 を 信す る 者の 實驗 であった。 


神に is き 出されて 曠野に 入り、 其處に 彼に 會ひ、 彼に 子と して 叉 は として 認められて、 失 ひし 物 

を復 たび 與 へられ、 悲痛 は轉 じて、 歡 喜と 成る。 其 時 讚美の 聲が揚 る。 「彼女の 若 かりし 時、 彼女が H 

ジブ トを 出し 時に 彼女が 歌 ひしが 如くに 歌 はん」 と。 事 は 出 埃 及 記 十五 章に 詳か である。 イスラ エル 

の 民が 紅海 を橫斷 して シ ナイの 地に 上りし 時に、 モ， 1 セ 及び イスラエル の 人々 は 歌 を エホバに 謠 ふて 

曰うた、 

我れ H ホバ を 歌ひ頌 めん 彼 は 高く 擧 げられ 給 へ り。 

彼 は 馬と 乘 者と を 海に 擲ち 給へ り 

と。 此は 彼等に 取り 信仰 高潮の 時であった。 恰 かも 花嫁が 花婿の 家に 輿 人り する 時の 歡 喜であった" 

そして 一 たび 叛 きし イスラ H ルが復 び エホバ に 嫁 人り する 時に 此歡び あるべ しとの 事であった。 

そして 此 再嫁の 喜び は 民が 求めて 來 るに 非す して、 神が 其 無限の 愛より して 其 民 を 愛し 給 ふより 來 

るので ある。 彼れ 我 を 忘れし が 故に 我れ 彼 を 愛せん と 云 ふので ある。 、\m:Lzi  =  ^;-  L:ve  IK 驚させる 愛 

と は是れ である。 而 かも 其 愛 は 曠野 を 通う して 来る ので ある。 曠野に 孤獨の 旅路 を 逃り、 悔恨の 一:^ に 

袖 を 潤し、 我神戀 しとの 痛感に 我心 を 傷めし 後に 來る。 喜び は朝來 るが、 其 前に 夜 は 終夜 泣き通さに 

る を 得ない。 

神に 結ばれて 人 は搏び 彼をバ ー ル (主人〕 と 呼ばす して イシイ (我 夫) と 呼び 奉る。 天帝、 造物主 

と^ぶ は 敬して 彼より 遠 かるの 途 である。 我 父、 我 夫と 呼びて 彼に 近づき まつらねば たらぬ。 神が キ 

リ ストに 在りて 我等 を 御自身に 近づけ 給 ふ 時に 我等 は 遠くより 彼 を拜し 奉らない、 彼の 懍に 入りて 彼 

の 恩寵に 與る。 宇宙 萬 物の 造 主が 我 父と 成り 我 夫と 成る。 大帝 を 我 父と 呼ぶ 以上の 特權 である" 眞の 
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クリスチャンに 凡て 此實驗 が ある。 そして 此特權 に與る 爲の峻 野の 彷植 である。 懲誡の 鞭で ある。 人 

生の 凡ての 苦痛 を 此の 意味に 解す る 事が 出来る。 愛の神が 己が 造りし 人類 を復び 己が 民と なして 之に 

恩惠を 注がん 爲に、 其 手段と して 下し 給 ふ 苦痛で ある。 

其 八 民と 其 祭司 

ホセ ァ書第 四 章 

イスラ H ルの 子等よ H ホバの 言 を聽 け、 H ホバ は此國 民と 爭論ひ 給 ふ。 そは國 に誠實 なく 愛情な 

く 神 を 知る 事なければ 也。 詛 ひと 偽 はりと 凶 殺と 盗みと 姦淫との みなり。 彼等 は 境 を 越え 血 は 血 

と 相 接す。 此 故に 地 は 憂に 沈み 民は衰 ふ、 野の 獸も 空の 禽も 亦然 り。 然り 海の 魚 も亦絕 えん (一 

一一 S 薬は簡 短で ある、 然れ ども 意味 は 深遠で ある。 國亂れ て エホバ は 民 を 離れて 彼等 を 眞理の 法廷に 

訴へ給 ふと 云 ふので ある。 ィザャ 書 第一章と 趣向 を 共に する。 民 は 神 を 知らす、 其 結 3^ として 衷に誠 

實 なく 愛情な く、 外に は 隣人 相互に 詛ひ僞 はり 殺し 盗み 姦淫す。 道義 律法の 境 を 越えて 生存 競 爭は到 

る 所に 行 はる。 此 故に 國土は 憂へ 國民 は衰 ふ。 衰退の 狀、 畜類にまで 及ぶ、 海の 魚 も亦絕 ゆと。 卽ち 

人 は 萬 物の 中心であって、 人衰 へて 萬 物 共に 衰ふ。 そして 人の 中心 は 其 心であって、 人の 心に 誠實絶 

えて 社 會は亂 れ國は 亡ぶ。 そして 心に 誠實と 愛情と を 起す 者 は 神 を 知る の 知識で ある。 祌を 知る 事な 

きに 至って 個人 も 社 會も國 家も國 土の 產に 到る まで 悉く 衰へ 終に 亡ぶ と 云 ふので ある。 預言者の 倫理、 


社 會觀、 國 家觀、 天然 觀、 悉く 牧 めて 此等數 節に 在りと 謂 ふべき である。 

哲學 者へ ー ゲル 曰く、 「國の 運命 は 其 民の 神に 關 はる 思想に 由て 定まる」 と。 民 は其拜 する 神の 如 

しと 云 はん 乎。 低く 神 を 解す る 民 は 低く、 高く 神 を 解す る 民 は 高し。 近代 人 は 神 は 最後に 解すべき 者、 

亦 解す るの 必要な き 者な りと 云 ふと 雖も、 預ー 一目 者 ホセ ァは 哲學者 プラト ー と问 じく、 神 は 最初に、 第 

一 に 解すべき 者、 神 を 知る の 必要 は 人生 第一 であると 唱 へた。 神 を 知って 萬 事 悉く 可な り、 知らす し 

て 悉く 非な りと 敎 へた。 其點に 於て 古人 は 正しく 今人 は 誤って ゐる。 M ホバを 知る は 智慧の 初めで あ 

る。 神 を 知る の 知識な くして 道德も 政治 も 殖産 も 無しと 云 ふ。 海の 魚 も 亦 絶 ゆと 云 ふ。 

そして 是れ迷 1^- に 非す、 獨斷的 教義に 非す、 人類の 歴史に 由て 充分に 證 明され たる 事實 である。 個 

人道 德、 社會 道德、 國家 道德が 純良なる 宗敎 なくして 成立す る 能 はざる は 言 ふまで もない。 それが 故 

に 殖產衰 へ、 物資 減じ、 海の 魚まで が絕 えた 例 は 決して 斟 くない。 多分 人間の 感化の 達せざる 所と て 

大海の 如き はない。 縦し 人類 は 陸 を 荒し 盡 すと 雖も、 海 丈け は 天然の 儘に て殘 るで あらう と 大抵の 人 

は 思 ふ。 然れ ども 事實 は然ら すで ある。 人の 罪惡の 結果 は 海にまで 及ぶ ので ある。 「神 を 知る 事な し、 

其 結果と して 海の 魚 絶えん」 と 云 ひて 決して 迷信 を 語る のでない、 眞 面目なる 事實を 語る ので ある。 

祌を 忘れた る 歐洲の 獵師は 北 太 西洋 並に 北氷洋より 貴重なる 類を殆 んど絕 したので ある。 一 時は國 

家 を 建つ るに 足る と 思 はれし 鰊 は 頓に滅 じて、 和 蘭、 英國等 は 狼 狼て 其 保存 蕃殖 を講 する に 至った。 

米！； の 東海岸に 於て 海老 類の 絕 ゆるの 虞れ あり、 其 保存の 爲に 特別の 法律が 設けられた。 そして 海産 

物 減退 は 我國に 於て 最も 甚 しく ある。 石 狩の 鮭の 牧瘦は 五十 年 前の 十分の 一 に過ぎない。 後志の 鰊 漁 

の 衰退 甚 しくして 一 村 爲に娥 死に 瀕せり との 報 あり。 其 他 全 國に涉 り 鰹、 鰯の 減少 甚 しく、 網 を せ 
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し 所 多し。 落は濫 漁と なり、 濫漁は 絶 種と なる。 ん 類の 水 庞歷史 は 水魔 國 なら ざり し イスラ H ル國 

の： S 雷 者 ホセ ァのー W を證 明して 餘 りが ある。 

それ故に 國 家に 祭司が 必要な ので ある。 祭司 は 民に 祌を敎 ゆる 者で ある。 故に 祭司が 墮 落して、 無 

舉 であって 民 は 衰へ國 は 亡びざる を 得ない。 M ホバ はく 

我 民 は 知識な きに 由り て 亡ぼさる、 汝、 知識 を棄 るに 由り て 我 も 亦 汝を棄 て 我が 祭司たら しめじ、 

汝、 己が 神の 律法 を 忘る k に 由り て 我 も亦汝 等の 子等 を 忘れん (六 節)  . 

と。 イスラ H ルは 祌に關 する 知識な きが 故に 亡びた。 其 原因 は 祭司 (宗敎 家) に 知識が 缺 けて ゐ たか 

ら である。 神 は 知識な き 祭司 を棄 たま ふ、 そして 斯 かる 祭司に 導かれて ：！^ は 衰へ國 は 亡ぶ。 牧師、 神 

主、 ^侶 等の 知識の 缺乏は 實に國 家の 重大 事で ある。 牧師に i^, 書 知識な く、 只 儀式 を 司る に 巧みに し 

て、 又 所謂 牧會の 才能に 長け る 丈け であって、 敎 會は衰 へ、 信者 は 散亂す (牧師の 子等)。 日本に. 於 

け る怫敎 の」 お 退、 欧洲に 於け る羅馬 カトリック 敎會の 落、 其の 原因 は 孰れ も ：|5 侶の 無知 無學 にあ つ 

た。 信仰 は 勿論 必要で ある、 然れ ども 深き 博き 知識に. m る！^ 仰で あらねば ならぬ。 パゥ& の 所謂 「知 

識に 由る 熟 心」 であらねば ならぬ (。 マ 書 十 章 二 節 )o 己が 神の 律法 を 忘る i 祭司 を 神 は 忘れ 亦 其 子等 を 

忘れ 給 ふと 云 ふ。 聖書に 示された る 幅 昔の 眞理を 忘れ、 之に 代 ふるに 儀式 を 司る の 技術と、 會衆を 率 

ゆるの 才能と を以 つてす る 敎師を 神 は 忘れ 亦 其 會衆を 忘れ 給 ふと 云 ふので ある。 故に 曰 ふ 「民 は 其 祭 

司の 如し」 と (第 九 節 )o 無知の 祭司 ありて 無知の 民 あり。 宗敎 家に 眞の神 を 知る の 知識な くして 國.： 豕 

は其凡ての方面に於て^；^ふ。 愛 國者は 宜しく 起ちて 深き 知識の 上に 立ち、 燃 ゆる 熱心の 宗敎 家た るべ 

しで ある 0 


其 九 淺 き悔改 

ホ セ ァ書第 六 章 

救 ひに 悔 改めの 必要なる は 言 ふまで もない。 然れ ども 悔 改めに 深いのと 淺 いのと が ある。 救 ひに 到 

る悔 改めと 到らざる ものと が ある。 パゥ n は 曰うた 

それ 神に 從ふ 憂は悔 なきの 救 ひ を 得る の 悔改を 生じ 世の 憂 は 死 を 生す (>  リ ント 後書 七 章 十 節) 

と。 效 ある 悔改 あり、 效 なき 悔改 あり。 罪 其 物 を S ふる 悔改 あり、 罪の 結 ra^ たる 苦痛 を 憂 ふる 悔改ぁ 

り。 そして 救 を 得る の 悔改は 前者であって 後者で ない。 罪 は 祌に對 する 叛逆で ある。 叛逆 を 悔い、 神 

に歸 順して、 我等 は 救 はる、 ので ある。 其 時祌は イス ラ H ルに曰 ひ 給 ひしが 如くに 我等に 言 ひ 給 ふ 

我れ 彼等の 叛逆 を 醫し悅 びて 彼等 を 愛せん、 我が 怒 は 彼 を 離れ 去れり (十四 章 四 節) 

と。 ホセ ァの 目的 は 民に 此悔改 を 起す にあった。 

然るに イスラ H ル の悔 改は淺 くして 彼等 をして 救に 到らし むる に 足りなかった。 彼等 は 預言者の 叱 

貴に <J ^ひ、 彼等の 上に 臨まん とする 刑罰の 恐し さに. K へた。 H ホバ は ホセ ァ をして 民に 吿げて 言 はし 

め 給うた。  . 

我れ H フ ライムに は 獅子の 如く、 ュダの {糸 に は 若き 獅子の 如くなる べし。 我れ、 我 は 抓 劈きて 去 

らん、 我れ 掠めん 然れど 救 ふ 者な かるべし …… 彼等 は 艱難の 故に 我 を 尋ね 求む る 事 あらん 

と (K 章 十四- 十五 節 )o 五 章 全體が イスラエルの 叛逆に 對 する 刑罰の 豫吿 である。 之 を 聞いて エフ ライ 

何 IS 阿 の ほ究  六 七 七 


預 s  «  究  六 七 八 

ムは イスラ H ルを 代表して 曰うた 

來れ、 我等 H ホ バに歸 るべ し、 H ホバ 我等 を 抓 §：； き 給 ひたれ ども 我等 を 醫し給 はん、 我等 を 打ち 

給 ひたれ ども 我等の 傷 を 包み 給 はん" 

H ホバは 二日の 後に 我等 を 活かし 給 はん、 第三 日に 我等 を 起し 給 はん、 我等 その 前にて 生きん。 

此 故に 我等 H ホバを 知るべし、 切に H ホバを 知る 事を努 むべ し。 彼 は晨の 如く 必す現 はれ 給 はん、 

雨の 如く 我等に 來り給 はん、 地 を 潤す 後の 雨の 如くに 我等に 臨み 給 はん (六 章  一 I 三 節〕。 

まことに HIS; しゃかなる 悔 改めの 一一：  一 E 紫で ある U 之 を 聞いて ェ ホバ は：^ に對 して 憐愍の 心 を 起し 給 ふなら 

んと思 はる。 然れ ども バウ 口が 曰 ひしが 如く 

自 から 欺く 勿れ、 神は慢 るべき に 非す 

である C カラ チヤ 書 六 章 七 節)。 イスラ ヱ ルは斯 かる 言葉 を發 して 自 から 欺き、 神を慢 りつ、 あった. ので 

ある。 H ホバは 彼等に 應 へて 曰 ひ 給うた。 

エフ ライムよ 我れ 汝に 何を爲 さんや、 汝の 愛情 は 朝の 雲の 如く、 また 直に 消 ゆる 露の 如し。 

此 故に 我れ 預曾^ を もて 彼等 を 擎 ち、 我 口の 一一-一：！ を もて 彼等 を 殺せり、 我が 審判 は顯 はれ 出る 光明 

の 如し。 

我 は 愛情 を 喜びて 犧 牲を悅 ばず、 神 を 知る を悅 ぶこと 潘 祭に まされり (六 章 a— 六 節 )o 

と。 神 は 欺かれ 給 はす 馒られ 給 はない。 彼 は脣の 悔改と 心の それと を 容易に 鑑定け 給 ふ。 イスラエル 

の 改は 朝の 雲の 如く、 直に 消 ゆる 露の 如し。 當て にならぬ 悔改 である. 故に. 港 判 は 覿面に 雷 霧の 如 

くに 彼等の 上に 臨んだ、 又 臨まん としつ、 ある。 眞の 悔改は 神と 人と に對 する 愛情 (眞實 ) の 復興で 


ある、 神 を 解す る ことで ある。 是れ なくして 犧牲も 燔祭も 何の 用を爲 さす、 悔改は 無き に 等しと 謂 ふ 

ので ある。 

憐む べし イスラ H ルは 悔改の 何たる 乎 を 知らなかった。 我等 も 亦 キリス トを 知る まで は イスラ ェ ル 

と 同じく 救 を 得る の 悔改を 知らなかった ので ある。 悔改は 實は自 から 願うた 丈け で 起る もので はない- 

先づ 第一 に 我が 罪 を 取 除かれ、 然る 後に 聖靈に 助けられて、 初めて 實現 する 祝福され たる 心の 變 化で 

ある。 眞の 悔改は 我が 罪を擔 ひて 十字架に 懸けられ 給 ひし 神の を 仰瞻る 時に 起る。 罪な き 彼が H リ. 

エリ、 ラマ、 サバ クタ 11 の聲を 揚げ 給 ひし、 其聲を 我が 靈 魂に 聞いて 起る。 罪と は斯 くも 恐ろしき も 

の、 斯く爲 さ れば 除く 能 はざる もの、 其 事が 判明った 時に 起る。 兹に 於て か 我等 は 知る、 眞 の悔改 

は 人が 欲んで 起す 能 はざる ものなる 事 を。 イスラエル は 「來れ 我等 H ホ バに歸 るべ し」 と 一一 一一 a ひて 自己 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOC-00000000000 

を 欺きつ あつたの である。 H; の 悔改は 自己に 悔改の 能力な きを 悟りて 之 を 神に 祈 求む るの 心で ある- 

神 は ホセ ァを以 つて 最後に 民に 吿げ 給うた 「我れ 彼等の 叛逆 を 醫し悅 びて 彼等 を 愛せん」 と。 祌御自 

身が 悔改の 途を備 へ、 罪 を 其 根本に 於て 除き、 而 して 如斯 くにして 救 はれし 民 を 愛し 給 はんとの 事で 

あった。 そして 其 事 を 我等 今日の クリスチャン は實驗 する ので ある。 「凡ての 事 神より 出づ」 である- 

悔改 の途と 之に 入る の 能力と、 凡て 神より 出る ので ある。 「私に は 何もない、 悔改 むる の 能力 さへ も 

無い」 と吿 白し 得る 時に、 醫 しの 靈が 私に 降りて、 私は雜 の 根本た る 神に 對 する 叛逆 を醫 されて 彼に 

悅 ばる、 者と 成る ので ある。 救 ひは悔 改め を以 つて 始まる、 悔改は 謙遞に 始まる。 

：!： 西 阿-?! I め W 究  六 七 九 


預 啓 W 究  六 八 〇 

其 十 イスラ ヱ ルの罪 

ホセ ァ書五 章、 同 十一 章 

ホセ ァ書は 難解の 書で ある。 其. c に 註解 者 を 手 古 指せる 章節が 許 多 ある" 然し 乍ら 大體の 精神 は 探 

るに 維くない。 其の 傅 へんと する： i 昔は歷 然として 明かで ある。 我等 は 砂 の^に 金塊 を 拾 ひつ --其 研 

究を 緩け る。 

ホセ ァ書を 讀んで 3： 人 も： 附 くこと は 其. 2： に 「淫行」 义は 「^ 淫」 と 云 ふ詞の 多い 事で ある。 甚だ 

耳障りの する 詞 であって、 それが 爲に此 書の 惯 値が 大分に 減ぜら る \ やうに 感 する。 「淫行の 靈 その 

衷 にあり て M ホバ を 知る ことなし」、 「彼等 ェ ホバ に向ひ^^操を守らすして他人の子を蔬めり」 と 云 ふ 

の 類で ある (五 章 四 節、 七 節 )o イスラエルの 犯した 罪 は 特に 姦淫の S§ でありし を 示す。 H ホバ はまこ 

とに 嫉^の 神であって 其；^ イスラ H ル の不^！；：を憤るが如くに見ぇる。 

玆に 於て か 我等 は 茶淫の 何たる 乎 を 知る の 必要が ある。 普通、 蟲淫と 云へば 夫婦の 關 係を亂 す， 舴で 

あ つ て 夫 it 孰れ か ぐ 他に 愛情 の 轉換を 行 ふ 場合 を 云 ふ。 故に 法治 國に 在りて は 姦淫 は 法律上の 節で あ 

つて、 關 係に 觸れ ざる 醜行 は 之 を 姦淫と は 呼ばない ので ある。 然し 乍ら 道德の 上から 見た る 姦淫 

は に 夫婦 關 係に 4- まらない ので ある。 姦淫 は 其 原理に 於て 愛の 蹂躪で ある。 如何なる 場合に 於ても 

愛が】 5^ 切られ、 濟 され、 ふみにじられる 場合に adultery 卽ち 姦淫が 行 はる。 如此 くに 見て 不孝 も蟲 

洋 である、 -,.^忠も姦^でぁる、 友が 友の 愛 を 裏切る も 亦 姦淫で ある。 イス カリオ テ のュダ は其師 イエ 


スに叛 きて 彼に 對 して 姦淫 を 行うた ので ある。 愛の 蹂躪 之 を 姦淫と 稱ふ。 姦淫 は 最も 惡ぃ罪 であって" 

同時に 又 最も 廣く行 はる \M ^である。 

そして イスラエル は H ホバ に對 して 多く 此 Si を 犯した ので ある、 姦淫の 罪 を 犯した ので ある、 不信 

不義の 罪 を 犯した ので ある、 神の愛 を 蹂躪した ので ある。 

我れ (祌) 彼等 (民) を 噴 ひたり (愛 を 施せり)、 然るに 彼等 我に 逆 ひて 謙 言 を 言へ り (虚偽 を 

以 つて 誠 實に報 ひたり)。 七 章 十三 節。 

我れ イスラエル を 見る こと 接 野の 葡萄の 如くせ り、 然るに 彼等 バ アルべ オルに 往 けり (H ホバを 

去りて 偶像に 就けり)。 九 章 十 節。 

イスラエル の 幼 かりし 時 我れ 彼 を 愛したり …… 然るに 彼等 バ ァ ル に犧 牲を默 げたり。 十一 章 一、 

1 一節。 

我れ H フ ライムに 歩む こと を敎 へ、 彼等 を 我が 腕に 乘 せて 抱け り、 然れど 彼等 は 我に 癒された る 

を 知らす。 同 三 節。 

エフ ライムよ 我れ いかで 汝 を棄ん や、 イスラエルよ 我れ いかで 汝を附 さんや、 我心 衷に轉 りて 我 

の 愛憐 悉く 燃え 起れ り …… H フ ライム は 1 言 を もて、 イス ラエ ルの家 は詐 偽を以 つて 我を圍 めり _ 

十 一 章 八 節 以下。 

以上 は 何れも 姦淫 卽ち 愛の 蹂躪の 例 誇で ある。 神が 愛すれば 愛する 程、 民 は 愛の 反對を 以て 彼に 報 ひ 

たので ある。 我儘 勝手の 赛が 愛情 濃 かなる 夫に 對 して 爲 すが 如くで ある。 多分 ホセ ァの 妻ゴ メルが 彼 

に對 して 常に 如此 くに 振舞うた ので あらう。 憎みても 猶ほ餘 り ありで ある。 

何 西 阿？ の 究  六 八 一 


IS 言 書 研究  六 八 二 

^^淫、 愛の 驟躪、 最も 大 なる もの は 愛なる が 故に、 最も 大 なる II- は 愛に 叛き、 之を裹 切り、 ふみに 

じる である。 愛 は 最も 著る しく 女 や 小 兒に現 はる \も のであって、 美く しいと 同時に 弱い もので あ 

る〕 愛に 律法 はない、 之を實 行す るに 權カは 無い。 故に 愛に 抵抗 せんと 欲して 何人も 容易に 抵抗す る 

事が 屮 Z 來る。 愛 は 花瓣の 如き ものである。 精巧に して 跪く ある。 岩 は 堅く して 碎 くこと 難しと 雖も、 

花 は 弱くして 吹いて 之 を 飛ばす ことが 出来る。 故に 愛 は 貴い ので ある。 其 貴い 宇宙の 花た る 愛に 叛き、 

之 を 蹂躪す るので ある。 ^淫の S§ の 重き は是が 故で ある。 ィ H スは曰 ひ 給うた 

此 小さき 者の 一 人を礙 かする 者 は 磨石 を 其 頸に 懸けられて 海の 深みに 沈められん 方猶ほ 益なる ベ 

と (馬 太傳 十八 章 六 節 )o 「小さき 者」 と は嬰兒 「我 を 信す る 小 子」 と ありて 眞の クリスチャン である。 

何れも 愛の 外、 何の 顿る 物な き 者で ある。 其 者 を 虐める が 如き、 此んな 容易い 事が 無い と 同時に 此ん 

な 惡ぃ事 はない。 そして 神が 最後に 人類に 顯 はれ 給 ひし 時に 愛を以 つて 顯 はれ 給うた。 弱き ナザレ 人 

イエスと して 顯 はれ 給うた。 そして 此 世の 人 等 は 弱き が 故に 彼 を 侮り、 彼 を 斥け、 彼 を 殺した。 それ 

が 故に 神の 大 なる 震 怒が 不信の 民に 臨みつ k ある。 ィ H スを 斥く る は 神の愛 を 斥く る 罪で ある。 ホセ 

ァの 妻が 彼 を 侮り 彼に 叛 きし 罪で ある。 若し 世に 赦 すべから ざる 罪が あると すれば、 それ は 赛淫の 罪、 

卽ち愛 を 蹂躪す るの 罪で ある。 

ホセ ァ の妻ゴ メルと イスラ H ルの 民と は 此罪を 犯した。 我等 は 之 を 犯さない 乎。 不信の 忘恩の 

0, 愛なる が 故に 抵抗せ す、 故に 之を踐 みつける Sir 此 種の" の 如何に 多き よ。 父母 を 泣かす もの、 

敎 師のハ ー トを 張り さく もの、 友情 を 殺す もの、 人生 をして 生 5- 斐 なき 者と する もの は 凡て 姦活の 罪 


卽ち愛 を ふみにじる 罪で ない 乎。 「聖靈 を瀆す 事は赦 さるべ からす」 と ある は此 罪の 終極に 達した る 

者で あるまい 乎。 
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ァ モス 書 研究 

國家的 罪悪と 神の 裁判 

亞麼士 書 一章 二 章の 硏究 

ァ モス は 預言者 中 最も 古き 者の 一 人で ある、 彼はョ H ルと 同時代に して 所謂 大 預言者より は 遙に古 

き 人であった、 而 して 此 K 言 者 卽ち祌 の 言 を傳 へ て 國： i: を 發醒 した る 人の 前身 は 何で あった 乎、 闩く 

テコアの 牧者の 一人であった、 卽ち 極めて 卑き 身分の 人に して 所謂 土百姓であった、 斯 かる 者が 出で 

て 彼 國此國 の II 惡を 列舉し 最後に 自國 の， 胩惡を 指摘して 汝等 神の 刑罰 を 免る 能 はすと 叫んだ ので ある、 

試みに 東京 近郊 板 橋 义は練 馬の 農村に ありて 日々 蔬茱 類を极 へる 者が 其 服装の 俊に て 市中の 講壇に 現 

はれ 面して 英米 佛獨等 世界の 大國の 國勢を 論じた る 後 r 汝等 日本 國民も 亦 同様の i 非惡を 犯せる が 故に 

神の 裁判に 與ら ざるべ からす」 と唱 へたり とせば 如何、 必すゃ 狂 を 以て 目 せらる V であらう、 然し 

ながら ァ モス は眞に 一 個の 牧者に 過ぎなかった、 而も 彼に は 唯 一 の 確信が あった、 卽ち 「我れ ェ ホ 

バ になされ たり」 との 確 i:^ であった、 彼は此 確信 を 以て 立った、 而 して 預言者と は 凡て 斯の 如き 者で 

ある、 彺な るが 如くに して 狂に あらす、 神に 召されて 立ちて 神の 眞理 を傳 ふ、 是れ眞 正の K 一 百 者で あ 


る o 

テコア は エルサレム の 南 凡そ 一 一十 哩の 所に 位し 死海 を瞰 下す る 勝景の 地で ある、 ァ モス の當時 ュ ダ 

ャは 南北に 一 一分し 南方 は ユダヤと 稱 して M ルサレ ムを 都と し 北方 は イスラ H ルと稱 して サ マリア を 都 

とした、 故に テコアより 3,1 でた るァ モス は卽ち ユダヤの 人であった、 然しながら 本 來ー國 たりし 關係 

上 南方の 人 も 北方の 民に 對 して 深き 同情 を 有し 其 運命に つき 共同の 利害 を 感じて 居った、 故に ァ モ ス 

も 亦 H ホバ に 召 かれ イスラ H ルに 就て 預 曾せ ん爲め 北方の 都に 赴いた ので あるつ 

然しながら 彼 は 初より イスラ H ルを卞 ia; めなかった、 第一に ダ マスコ、 次に ガザ (ピリ シテ )、 次に 

ッ a  (ピー 一 ケ)、 次に H ドム、 次に アン モン、 次に モ アブ、 次に ュダを 責めて 而 して 最後に 自國に 及 

んだ、 卽ち イスラ H ルを 中心として 四方の 國 の罪惡 を先づ 責め 然る 後に 自國の 罪惡を 責めた ので ある、 

牧者 ァ モ ス 素より 所謂 敎 育の 人に 非り しと 雖も 之れ 彼の 誠 實の然 らしめ たる 最も 有力なる 能辯 術で あ 

つた。 

彼 は ダマ ス コ 以下の 諸 國を責 むる 毎に H ホバ の 一一 K として 曰うた r 汝に 三の 罪 あり、 g; の 扉 あれば 我 

必す之 を 罰して 赦 さじ」 と、 旣に數 多の を 犯し たれ ども 之を赦 せり、 然るに 赦し 得る だけ 赦 したる 

上に 尙ほ扉 を 犯せる が 故に 今や 之 を 赦す能 はす 罰せざる を 得すとの 意で ある、 卽ち 犯罪 其 極に 逮 した 

れば赦 す を 得すとの 意で ある、 ァ モ ス 初に ダ マスコ に 就て 之 を 一 一目 ひし 時 聽衆は 拍手喝采して 然り 々 々 

と 叫び 萬 歳を唱 へたで あらう、 ァ モ ス 更に 南方に 移り ピ リ シテ 人に 就て 之 を 言 ひし 時聽 衆は义 1； じ 態 

度 を 繰返した であらう、 更に ッ 0 に 移りて 亦然 り、 H ドム 亦然 り、 アン モン、 モ アブ、 ュ ダ亦然 り、 

而 して 預言者 ァ モ ス 若し 此處に 至りて 其 預言 を 4- めしなら ば 彼は必 すゃ大 なる 賞 讚 を？ W し愛阈 者の 名 
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譽を 贏ち 得た であらう。 

然しながら 彼 は 徒らに 他圃の 惡を資 めて 自國 にっき 沈默を 守る が 如き 愛國 者ではなかった、 彼 は 

自國の 罪惡を 指摘して 之 を K めんが 爲に ュ ホバ より 遣られた る 預言者であった、 故に 彼はダ マスコ 以 

下の 諸 國の扉 を 責めし 後 引 絞き 自國の 罪 を 擧げて 曰うた rn ホバは 公平なる 神で ある、 罪 は 何人の 犯 

す 所たり 共 之 を 罰せす して 措き 給 はない、 汝等ダ マスコ 罰すべし、 ガザ 罰すべし と 言 ふ 乎、 然 らば 同 

樑に汝 等 自身 も 亦 罰せられ ざるべ からす」 と、 一一 一一 E 此處に 至りし 時聽 衆た る イスラ H ル 人の 驚愕と 憤怒 

と は 菜して 如何ば かりで あったらう 乎。 

而 して ァモ スの預 一一 一一 n したる 神の 裁判 は 驚くべき 者であった、 彼 は ヱ ドムに 就て 曰うた 「我れ テ マ ン 

に 火 を 遣り ボヅラ の 一 切の 殿 を 焚かん」 と、 叉 アン 乇 ンに 就て 曰うた 「我れ ラバ の 石垣の 內に火 を 放 

ち 其 一切の 殿 を 焚かん」 と、 テマ ンは 夙に 開明の 地に して 智者 多く  (ヨブ 記參 照) 又 アツ シリ ャ、 ァ 

ラビア 間の 隊 旅の 通路に 當り 商業の 中心であった、 而 して ボヅラ は 岩石 中に 研り 込みて 建てられし 街 

にして 最も 要害の 地であった、 ^も かの ジブ ラル タ ー の. 耍 塞が 若し 少 許の 軍兵 玆に り 糧食 に^する 

事な くば 如何に 精鋭なる 艦隊 を 以てする も 之 を 拔く能 はすと 稱 せらる k が 如く ボヅラ も 亦 難攻不^の 

堅城と 稱 せられた ので ある、 アン モンの ラバ 亦然 り、 その 到底 外より 攻陷 する 能 はざる 要害の 地な り 

し は 多くの 實 見者の 首 ふ 所で ある、 然るに ァ モス は 撣ら すして 曰うた 「テマ ン 人よ、 アン モン 人よ、 

汝等 若し 悔改 めすば エホバ の 怒の 火來 りて ボヅラ と ラバと を 焚き 盡 さん」 と、 ラバ 叉 は ボヅラ の 市民 

等 之を聽 いて 笑った であらう、 然しながら S に 預言者の 大 確信が あるので ある， 若し si: にして 其 罪 

惡を悔 改め すん ば 如何に 強大なる 陸海 軍 を貯へ 如何に 要害 堅固の 地 を 擁すと 雖も必 す 神の 裁判に より 


て咸亡 せんと、 之れ 預言者の 宣言で ある、 而も 何等の 资格を 有せざる 牧者の 一 人の 宣言で ある、 實に 

00O00C00O0000OOOOO  0  00000000^  C 

偉大なる 預ー 一目と いはざる を 得ない、 而 して 彼の 預言 の 如く ボヅ ラもラ バ も 全然 荒廢 に歸 したる は歷史 

C  0  0  C  0  0  0 

上の 事實 である。 

i へって 問 ふ 今 囘の大 戰爭は 預言者 ァ モ ス の 一一 一一 n に對 して 何等の 註解 をも與 へなかった 乎、 國家 的罪惡 

に對し 神の 大 なる 裁判の 降る に 當ては 何物 も 之に 杭す る 能 はすとの 眞理を 我等に 敎 へなかった 乎、 勿 

論 今の 人 は 之 を 信じない、 此せ界 を 支配す る もの は H ホバ の 律法に して 戰爭の 勝敗 を 決する 最大 原因 

は祌の 意思な りと い ふが 如き は 基督 敎的國 民と 雖も 有せざる 觀念 である、 近 來頻々 として 外國 より 來 

る 電報 を昆 るに 其 中に 祌を言 ふ もの は 一 もない、 却て 米國 より 來る册 子の 如き は 神が 歷史を 支配した 

る は 昔時の 事な りと い ひ 令 は 神に 非す して 實 力なり 大砲な りと いふ、 菜して 然 らば 聖書 を 如何せん、 

架-書 は 國家的 罪 惡に對 する 神の 裁判 を敎 ふるもの である、 知 ら す今囘 の 戰爭 に 於て 聖書 の 言 は 果して 

事實 とな つて 現 はれな かつ た 乎。 

& ふに 此戰 爭は少 くと も 一 事 を 我等に 敎 ふるので ある、 卽ち 嘗て 波 蘭の 減 亡に 與 りし 國 家が 此戰爭 

©©©©©©©©©©©©©©©30©®©©  ,  L  I  、  ，  、 、ボ， ，一 ドノ  r  -- . 

によりて 如何にして 罰せられ たる 乎 其 事で ある、 之れ 甚だ 興味 ある 問題で ある、 余 は 田. -ふ波 蘭の 運命 

が 今 囘の戰 爭の成 行 を 決する に 最も 有力な りし 原因の 一 ではなかった 乎と。 

波 蘭 は獨填 露三國 問に 介在せ る大國 であった、 其 面積 は 我國の 凡そ 二倍 位であった、 然るに 今より 

百 一 一十三 年 前に 此强 大國 は忽焉 として 亡びた ので ある、 其 滅亡の 原因に 朝鮮の 末路に 酷似す る 所が あ 

る、 卽ち 圃內に ニ黨派 ありて 烈しく 相爭 うたので ある、 而 して 隣 國 なる 露 獨塽は 少しも 此國難 を 援助 

する 事を爲 さす 却て 之 を 利用して 自己の 欲望 を充 さんと 欲した、 一 七^ 一 一年 獨帝 フレデリック 大王 は 
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露帝 カゼ リ ン  一 一^に 使節 を 派遣し 更に 澳國を 之に 加 へ て 分割の 議を 調へ た、 斯くて 三國 共同して M の 

现. E もな く 波 蘭の 圃土屮 良の 部分 を 割 取した ので ある、 之れ 恰も，： n^j の 强盜の 類で ある、 5-, 冢は曰 

ふ 古 來國家 的 SJt 惡の行 はれた る もの 多し と 雖も波 蘭の 分割 ほど 理由な きものな しと、 爾後 一 ート餘 年に 

して 叉 同じ 事が 反覆 せられた、 一 ー黨國 内に 相 軋り 獨逸は 其 一 黨を援 け 露國は 他の 一 黨を 保護した、 而 

して 内政 干 涉を繼 綾す る內兩 國栢議 りて W び 分割 を 企て 偶々 填國の 怫國と 葛藤 を 生じた るに 乘じ 一 七 

九 三年 獨 露の 二 國之を 分割した ので ある、 鼓に 於て 波 蘭 國内大 革命の 鋒起す る あり 志士 コ ッシ ウス コ 

街 然として 立ちし も 一 敗 地に 塗れ 遂に 一 七 九 五 年波 蘭 全土 は 露 獨填三 國の爲 に 悉く 分割 せらる k に 至 

つた、 卽ち 露國は 面積 十八 萬 一 千 方呢と 人口 六 萬 を、 澳阈は 面積 萬 五 千方哩 人口 三百 七十 萬 を、 

獨國は 面積 五 萬 七 干 方哩人 n 二百 五十 萬 を併吞 したので ある、 此 分割に 就て は 一 の 道德的 理由 を發見 

する 事が 3： 来ない、 而も：： に 人道 を唱 ふる 者に して 一 人の 此擧 に反對 したる 者 ある を 聞かない。 憐む 

ベ き 波 蘭 國：： ^は 爾來恨 を 呑んで 今日に 至った ので ある。  ■ 

敢て問 ふ斯の 如き 事 は 果して 之 を 容認し 得る ので ある 乎、 國家學 者 は 答へ て 言 ふで あらう、 曰く 

「個人と して は 素より 赦 すべから ざる- sij^ 惡 である、 然れ ども！； {豕 として は 已むを得ない、 國家 的道德 

は恫 人的 道德と 異なる、 國家は 其れ 自身の 支配者で ある、 故に 俩 人の 道德を 以て 之 を 律す る 事が 出來 

ない」 と、 而 して 獨 逸が 露 填と 共に 此大 罪惡を 犯した る顷 カント 先生 はケ ー 一一 ヒ ス ベル ヒ大學 の 講堂 

に 於て！ II 々大 哲學 大道 德を說 きつ k あつたの である、 然るに 彼が 此舉 に對し 一 言の 聲を 揚げたり と は 

カント 傳屮 ニー 一一 n も 記されない、 カント 先生 然り 5^ んゃ其 他 を や、 然れ ども 祌は此 事 を 記憶し 給うた の 

である、 一 千 萬 人の 波 蘭人の 淚は 大帝 國の 王者 政治. M 哲學者 宗教家 等の 目に 何の 訴 ふる 處 なかり しと 


雖も神 は 之 を 見 給うた ので ある" 

百 二十 三年 前 波 蘭 分割に 與 りし 露 國の 皇室 は マノフ 家であった、 填 帝 は 有名なる マリア テレサの 

子 ヨセフ 二世に して ハ ブス ブル グ家 であった、 普 王 は 今の カイゼルの 七 代の 祖 フレデリック 大王に し 

てホ ー ヘンツ オル レル ン 家であった、 此三 王家 相 合して 何の 理由 もな く 波 蘭 を 分割 竊 取した ので ある 

爾来 百 二十 有 三年 國家學 者 は 之 を 辯 護し 國民は 沈默を 守りて 今日に 至った、 然るに 見よ、 今囘 の戰爭 

は 何を敎 ふる 乎、 露 國先づ 倒れ 填國 之に 尋ぎ途 に は 獨國亦 亡ぶ、 波蘭竊 取の 三國が 崩潰した ので ある _ 

其 皇室 は 何ぞ、 同じ ロマノフ、 ハプス ブルダ、 ホ ー ヘンツ ォ ルレ ルンで ある、 其 場所 は 何 處ぞ、 同じ 

波 蘭に 於て^ ある、 初め 露 軍 頗る 優勢に して 獨填領 內に殺 倒す る や マ ッ ケンゼ ン將軍 出で X 之 を反擊 

驅逐し 露 軍 再び 進出 すれば 填 軍 三度び 之を逐 ひ、 かくて 大 軍の 巨 浪 幾度 か 波 蘭の 地 を 往返した ので あ 

厶<: 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶. 1厶<1<"厶<" 厶 厶厶厶  <1厶厶<1<1<3 厶厶 厶厶厶  <1厶<3<|.<<3厶 

る、 而 して 其舊き ss; 惡の故 跡に 於て 往年の 犯人た る三國 共に 滅亡の 運命に 會 したので ある、 之れ 誠に 

恐るべき 事實 ではない 乎。 

今 同の 獨 逸の 滅亡に 就て は 種々 なる 說明 ありと 雖も 遂に 說明を 下す 能 はざる 事實が ある、 獨 逸の 軍 

備は 全^界 を 敵と して 戰ひ 得る やうに 編制 せられて 居った、 故に 軍事上より 言へば 同盟の 一角の 崩壤 

の 如き は數 ふるに 足らない、 然るに も拘 はらす 其 敗北の 驚くべく 脆き もの ありし は 何故で ある 乎、 マ 

ル ヌの戰 に當り 元帥 ジ ョ ッ フル は その 勝敗の 原因 を 軍事上より 說明 する 能 はすと 言 ひしが 4 「日 フォ ッ 

シュ將 軍 等の 心事 も 亦 同様で あらう、 心 ある 人 は 兹に必 す 何等かの 深き 理由 ある 事 を 思 はざる を 得な 

い ので ある。 

然り 玆に大 なる 理由が ある、 預言者 ァ モスの 一 W を 以てすれば 「露 西 亞ょ填 太 利よ 獨 逸よ、 汝 等に 一一 一 
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の SSi: あり、 四の 罪 あれば 我 必す之 を 罰して 赦 さじ」 である、 理由な くして IS 國を 弄ぶ、 之れ 赦 すべ か 

ら ざる 罪惡 である、 故に 神 は 之 を 罰し 給 ふので ある、 而 して 神の 乎 一度び 動かば 强大 なる 軍備と 雖も 

之 を 如何と もす る 事が 出来ない ので ある、 世界 を 支配す る もの は 神の 意思で ある、 故に 之に 從 はざる 

國家は 必す大 なる 裁判 を 受けて 粉碎 せられざる を 得ない ので ある。 

露 國に罪 あり 故に 罰せられざる ベから す、 填 獨に扉 あり 故に 罰せられざる ベから す、 然 らば 英圃は 

如何、 英國も 亦 様で ある、 倫敦は 世界中 最も 貧民 多き 都で はない 乎、 彼處 にあり て 夜々 眠る に 所な 

きもの 数十 萬 を數ふ とい ふ、 支那 人に loi 片を賣 り て 四 億の 民の 道德と 健康と の 根本 を 損 ひし 者 は 誰で 

ある 乎、 其 他 彼國に 就て 多くの 罪 惡を數 ふる 事が 出来る、 故に 露獨澳 にして Si; 惡の爲 に 亡びた るなら 

ば英 國亦然 りで ある。 而 して 斯く說 き 來れば 多くの 日本人 は 之を聽 いて 然り々 々萬 歳 を 速 呼す るで あ 

らう、 然れ ども 最後に 汝等 日本人よ、 汝 等に ra^ して 罪な き 乎、 汝 等の 富豪と 政治家との 墮落は 如何、 

官吏 社會の 腐敗 は 如何、 我等の 姉妹 は 海外に 大 なる 恥辱 を 蒙りつ、 あるで はない 乎、 然 らば 如何、 同 

じ祌は 同じ 罰 を 以て 汝等 にも 亦 臨み 給 ふで あらう、 神の I を 裁判き 給 ふや 決して 人 を偏視 ない、 日本 

人と 雖も 若し 其 罪を悔 改めす ば必す 同様に 亡ぼさる 、 であらう、 之れ 聖書の 明言す る 所に して 又 預言 

者ァ モス 以來ニ 干 六 百年 間の 歷史 の證 明す る 所で ある、 故に 我が 愛する 國 民よ、 深く 省みる 所 あれ。 

(藤 井武 筆記) 


亜麼士 書の 研 究 

其 一 預言の 必要 並に 實益 

神が 預言者 を 以 つ て 其 聖意を 民に 傳へ 給うた 所で 民が 之 に 耳 を 傾けない 事 は 確か で ある" イスラ H 

ルの 場合に 於て 彼等が 預言者の 言を聽 いて 救 はれた 場合 は 一 もない。 預言者 は祌に 代りて 語りし 報と 

して 石に て 撃 たれ、 十字架に 釘 けらる、 が 常であった。 玆に 於て か 「預曾 の實用 如何」 の 問題が 起る 

ので ある。 どうせ 聽 かれない ものなら ば吿 げざる に 如かす でない 乎と。 

然し 爾ぅ ではない、 聽 かれす とも 吿 ぐる 必要が ある。 或は 萬が 一 に聽 かれない とも 限らない。 一丁 不 

ベ の 民は預 一一 一一 n 者 ョナの 聲に聽 いて 救 はれた。 預言 は 悉く 無效 であると は 限らない。 然し 聽 かる \ 事 は 

千 中 一 なりと 雖も 眞理は 之を吿 ぐるの 必要が ある。 前以 つて 學 びし 眞现の 實現を 見て 人 は その 眞理な 

る を 知る ので ある。 未だ 曾って 聞きし 事な き眞现 は、 それが 實驗 として 現 はる、 時に 之 を眞理 として 

認 むる 事が 出来ない。 神の 言 も 同じで ある。 前以 つて 聞かされし 神の 言の 實現 する を 見て、 人 は 神の 

寳在を 信す る と 同時 に 其 一一 -In の眞理 なる を 知る ので ある。 そして 生命 は祌を 知る にあれば、 預言 は 其 意 

味に 於て 人 を 救 ふ爲に 必要で ある。 H レ ミヤ は イスラ H ル のバ ビ 口 ン 捕囚 を 預言して 聽 かれたかった 
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然し 彼の 預言 ありし が 故に 囚 はれし 民は悔 改めて 祌に歸 り、 再び 救 はれて 故國に 還る ことが 出來 た。 

M レ ミヤ は 民に 斥けられながら 彼等の 环に逆 ふ 事 を 吿げて 彼等が 救 はる、 基 を 作った ので ある。 

我等 今日の 祌の 僕と 雖も 同じで ある。 我等 は 明白に 神の 曾 を 人に 傳 へて、 その 滅多に 聽 かれざる を 

知る。 然れ ども 聽 かれざる を 恐れて 吿 げざれば 人 は 救 はれす、 神の 眞理 は傳 はらない ので ある。 故に 

人に 嫌 はる &と 知りつ、 も 苦い 眞现を 語る ので ある。 そして 時 を 經て祌 が 事 實を以 つて 我等の  一一 一一 n を證 

明して 下さる 時に、 人 は 一度 は 忌み嫌 ひし 我等の Ills に 由り 眞理 を覺 りて 救 はる k ので ある U 比 意 朱に 

O0O00O00000O0OO  0000000000  0-OOO 

於て 凡て 眞现を 語る 者 は預曾 者で ある。 預言な くして 眞理の 解 得 はない。 人が 人で ある 間 は 預言 は必 

耍 にして 缺 くべ からざる 者で ある。 預言 は警吿 である、 驚 吿は赛 判 を 避く る爲 にの み 必要で ない、 

刺の 臨みし 時に 之 を 神の 寒 判と して 覺り、 之に 由り て悔 改めて 救 はる i 爲に 必要で ある。 預言の 無き 

所に は 審判 は單に 災難と して 解せられ て、 其 に 祌の篛 しき 善き 聖意を 認め 得ない。 故に 紫 判 は 唯 憂 

を來 たす に 止まり、 バウ B の 所謂 r 悔 なきの 救 を 得る の 悔改」 に 至らし めない。 それで あるから 預 ぎ 

者 を 持つ 國も人 も 福 ひなる ので ある。 

基 螫敎と 云へば 主として 靈魂を 救 ふ 爲の敎 として 解 せらる、 誠に 其 通りで ある。 キリストが 曰 ひ 給 

ひしが 如し、 (人 もし 全 f 界を 得る とも 其 生命 (靈 魂) を 失 は、 V 何の 益 あらん 乎、 また 人 何を以 つて 

其 生命 (露 魂 ：>  に 易 へん 乎」 と (馬 太傳 十六 章 廿六節 )o 基督 敎は 治國平 天下と 稱 して、 他人 を 治めて 

自己 を 修めざる 敎 でない。 然し 乍ら 基督 敎は單 に 自己 を 救 ふ 爲の敎 でない。 祌は其 獨子を 惜み給 は ざ 

る 程に 世 を 愛し 給へ りと ありて 基 1^ 敎は 全世界 全人 類 を 救 ふ 爲の敎 である。 本當に 基督 敎を 解して、 

人 は 今日の 多くの 信者が ある やうに、 自己本位の 人で ある 事 は 出来ない。 眞の 基督 敎は侗 人と 同時に 


國と 世界と を 救ふ敎 である。 

そして 基督 敎の 公的 方面 は 主として 預ー 一一 一口に 於て 現 はる。 ィ H ス御 自身が 預言者であって、 彼の 敎に 

人類の 救に 關 する 者が 多い。 然 し 乍 ら 福音書 並に 書簡 が 全體に 個人的な るに 對 して、 預言 書 全體が 國 

家 的 又は 世界的で ある。 故に 人 は 新約聖書に 親んで 侗 人的 叉敎會 的に 成り 易くなる" 基督 信者が 全體 

に內省 的で、 そして 其 結果と して 批判的で、 其 眼が 他人の 缺點を 見る に 鋭く ある は是 れが爲 である。 

そして 此 弊を燸 めんが 爲に預 一一 一 曰の 研究が 必要で ある。 預言 書に 親んで 人 は 公的に なり、 人類 的に 成る、 

所謂 「世界の 巿民」 となる。 世界の 歷史を 神の 聖 意の 實 現と して 昆 るに 至る。 人類の 運命 是れ 我が 運 

命な りと 信す るに 至る。 玆に 於て か 世界の 凡ての 出来事に 興味 を 持つ に 至る。 米國の 大統領選 擧は他 

國の 事で はない、 我が 事で ある。 我が 信仰の 起つ か 驚れ る 乎が 決せら る&大 事件で ある。 支那 問題 は 

勿論、 露 西 is- 問題、 カナダ、 アラスカの 開發、 南洋諸島の 發展、 悉く 自分に 意味の ある 事に 成る。 卽 

ち此 世の 凡ての 出来事に 於て 「時の 休徵」 を 別ち 得る に 至る。 主が 曰 ひ 給 ひしが 如し 0^ 太傳 十六 章 二， 

三 節)  . 

汝等暮 に は 夕 紅に 由り て 晴れな らんと 一一 目 ひ、 晨には 朝 紅に て 今日は 雨な らんと 一一 一一 n ふ。 偽善者よ、 

空の 景色 を刖っ こと を 知りて 時の 休徵 を^ち 能 はざる 乎 

と。 日々 の 新聞 も 之 を 信仰の 目を以 つて 讀 めば 聖 なる 預言で ある。 人 は 預言 書に 親み て 自身 預言者と 

成る。 ル，" テル、 ミルトン はィ ザャ、 H レ ミヤの 精神 を 受けて 犬なる 預言者であった。 擧 問の 立場よ 

り 雷へば 預言 は ユダヤ人の 歷 史哲學 である。 ギリシャに 於て は歷 史哲學 はへ ロド タス を以 つて、 ュグ 

ァに 於て はァ モス を以 つて 始まった ので ある。 
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其 二 テ コ ァ の 牧者 ァ モ ス 

ァ モ ス書 一 章 一 節" 同 七 章 十 I 十七 節 

ァ モス が 最初の 預言者で あると は 聖書 學者 全體に 認められ たる 事實 である。 ァ モス の 前に 預言者が 

無いで はなかった。 アブラハムが 預言者であった。 モ ー セが 預言者であった。 殊に サム H ルが 預言者 

であった。 サム H ルに 由って 預言者 養成 所と も稱 すべき もの、 今日で 云 ふ神擧 校が 設けられし 事は殆 

ん ど確實 である。 サム H ル 前書 十九 章 二十 節に 曰く 

サ ゥ"、 ダビデ を 捕 ふる 爲の 使者 を 遣 はせ しが、 彼等 預 一一 m 者の 一群の 預言し 居りて サム エルが 其 

中の 首長と たりて 立てる を 見る に 及び、 神の 靈サゥ ：！ の 使者に 臨みて 彼等 も 亦 預言せ り。 

と。 多分 ダビデ を 指導せ しナ タン、 ヨシヤ パテ 王 を 藤へ し ミカ ャ、 其 他 列王紀 略の 記す 所の 數 多の 預 

首 者 は、 サム H ルの 設立に か-る 此 預言 擧 校の 出身者であった らう。 そして 何れの 世に も ある 事で あ 

つて、 善き 精神 を以 つて 始められし 事が、 後には惡しき結ra^を生するの例に：5^れす、 サム H ルの 言 

學校も 終 には數 多の 職業的 預 一一 一一 n 者 を 産す るに 至った、 預言者 の 名が 終に 人に 賤 しめらる &に 至った。 

ァ モス 自身が 此名を 担んで 言うた。 

我は預 ーーーー11 者に 非す、 又預 一一 一一 n 者の 子に 非す (預言 學校 出身者に 非す)、 我 は 牧者たり • 桑 (無花果 i 

の 一種) の樹を 作る 者な り <; 七 章 十四 節」。 

と。 牧者たり、 果樹 栽堉 者た るが 預言者た るより 以上の 名譽 たるに 至った。 如斯 くにして ァ モス 以前 


に 長い間の 預言の 歷史 があった。 彼 は 突如と して 大預 一一 ーーロ 者と して イス ラ H ルの 歴史に 現 はれた る 者で 

ない。 恰 かも ル ー テル 以前に 多くの 宗教改革 者が ありし が 如くに、 ァ モス 以前に 多くの 預言者が あつ 

た 0 

然れ ども 預言者と 稱 すべ き預實 者 はァモ スを以 つ て 始まった。 有名なる ヴ H ル ハウゼン が 言 へ るが 

如くに r ァ モス は預曽 者の 新 階級の 設立者であって、 其 最も 純潔なる 模型であった」 と。 我等 今日の 

基督 信者が 稱 ふる 所の 預雷 者はァ モス を以 つて 始 つたので ある。 卽ち ホセ ャ、 ィ ザャ、 H レミ ャを以 

つて 代表され、 ィ H スを 以て 頂點に 達せし イスラ ェ ル の 預言 はァ モ スを以 つて 始 つたので ある。 そし 

て預首 は 一 の 信仰で ある、 一 の宗敎 であると 曰 ひて 間違 はない。 宗教改革と 云 ふが 如く、 人類の 間に 

起り し 精神的 大 運動の 一 である。 預言と 稱 して 單に 文字の 意味に 由て 此大 運動の 眞相を 窺 ふ 事 は 出来 

ない。 キリストの 福音 は 預言 運動が 其 最高潮に 達した 者で あると 云 ひて、 預雷の 何物なる 乎 を 略 ぼ 窺 

ふ 事が 出来る。 そして 其 運動 は 今猶ほ 息まない ので ある。 我等 は 今日 キリストの 福音 を傳播 する に 方 

てァ モス に 由って 始められし 預言 運動 を繼續 する の であると 言 ふて、 彼と 我等との 關係を 明かに する 

事が 屮ぃ來 る。 其 意味に 於て 我等 は 「預言者の 子」 であると。 

ァ モス は 何時の 代、 何處の 人で、 何 業に 從事 せし 者で ありし 乎と 云 ふに、 其 事 を 明瞭 簡 短に 記せる 

ものが 一章 一 節の 一一 目で ある。 

テコアの 牧者の 中なる ァ モスの 言。 是はュ ダの王 ウジ ャ の，、 イスラ H ルの王 ョァシ の 子ャラ ベ 

アムの，、 地震の 二 年 前に 彼が 見し 所の ものに て、 イスラ H ルに關 して 言へ るな り。 

ャ ラベ ァ ム の 治世 は 紀元前 七 八 一 一年より 七 四 三年に まりた る 事 は 明かで あるが 故に、 ァ モス 活動の 時 
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期 を 明かに 指定す る 事が £ 來る。 卽ちァ モス は釋迦 孔子よりも 古い 人で ある 事 を 我等 は 忘れて はなら 

ない。 そして 彼はテ コ ァの 人で あつたと 云 ふ。 テ コア はべ ッレ ヘム の 東南 十哩の 地に 在りし 一 邑 であ 

つて、 ュダの 山地が 急傾斜 面を爲 して 死海に 向って 降る 所に 在る。 エルサレムより 南へ 二十 哩、 ァモ 

ス の 時には テ コアより 遙 かに 北の方 ソ 口 モ ン の 築きし 聖殿を 望む 事が 出 來 たで あらう。 山地と 死海と 

の 間が 所謂 「ュグ の 曠野」 であって、 バプ テス マの ョハ ネもィ H ス 御自身 も、 玆に 隱れて 神に 接し、 

信仰 確立の 域に 達せられ たので ある。 テコア は 山地が 盡 きて 曠野が 始まる 所に 在り たれば、 其 住人た 

りし ァ モ スも亦 曠野の 靈的 利益に 與り しこと は 言 ふまで もない。 そして ァモ ス はテ コ ァの 牧者の 一 人 

であった と 云 ふ。 彼 は ダビデと 同じく 牧羊者であった。 ナカ ドと稱 する 矮小の 羊の 一種の 養成 者で あ 

つたら しく ある。 叉 牧場の 持主に は 非す して、 牧夫であって、 他人の 羊を牧 せし 者な りし は 第 七 章の 

記事に 由って 判明る。 然し 被 雇人 なれば とて 今日 謂 ふ 所の 筋肉 勞働 者でなかった 事 は 明かで ある。 ァ 

モ スは獨 立の 人であった。 牧者に して 思想 文才に 富む 者 を 今日と 雖もァ ラビ ャ內 地に 於て 見る と は 旅 

行者の 屢々 傳 ふる 所で ある。 

斯 かる 人に 由って 預言 運動が 始 つたので ある。 預曾學 校の 出身者に 非す して、 勿論 祭司 階級と 何の 

ooooooooooooo〇ooo〇〇ooooc-ooo 

關係 もな き 者に 由って、 卽ち純 平民 純 平信徒の 一 牧者に 由って 預言 運動 は始 つたので ある。 預言 も 一 g 

昔 も 素々 平民 的 運動で ある。 今より 二 千 六 百年 前 テコアの 牧者 ァ モス を以 つて 始まり、 ナザレの 大工 

の子ィ H ス に 於て 其 最高 點に 達し、 今日 猶 主として 平信徒の 間に 繼緩 せらる \ 者で ある。 


其 III 預 言 の 出 所 

ァ モ ス 書の 序文 

ァ モス 書 一章 二 節。 三 章 四 I 八 節 

ァ モスの 預言 は ュダの 王 ウジ ャの 世、 地震の 二 年 前に 宣 ベら れ たと 云 ふ。 地震の 年月 を 明確に 定む 

る途 はない が、 その 激甚なる 者であって、 長く 民の 記憶に 殘 りし 事 は 後世の 記者が 匮々 之に 關 して 言 

うて ゐる 事に 由て 判る。 有名なる ゼ カリヤ 書 十四 章 四 節 五節が 其 一 である、 曰く 

橄欖山 その 眞 中より 東西に 裂けて 大 なる 谷 を 成し、 その 山の 半 は 北に、 半 は 南に 移るべし。 汝等 

に. *^ い  0OO0000000OO0O00O00OO0000000 

は 我 山に 逃 人らん …… 汝等は ュダの 王 ウジ ャの 世に 地震 を 避けて 逃げし 如くに 逃げん 

と。 ユダヤ は 日本と 同じく 地震 國 である。 橄欖 山が 二つに 裂ける やうな 地震が 起る 可能性 は 充分に 在 

る。 唯 注意すべき は預首 者が 地震 を 神の 審判と して 見た 事で ある。 地震 は 天然 的 現象 なれば とて 偶然 

に 起る 者で ない。 IK 然は 神の 掌中に 在りて 其聖 3 ほを爲 すため に 使用 せらる。 「風 を 使者と なし、 焰の 

出る 火 を 僕と なし 給 ふ」 と 云 ふは此 事で ある (詩 第 百 四篇四 節. へ ブライ 書 一章 七 節)。 そして ァ モス は 神 

が 大地震 を以 つて ュダ、 イスラ エル、 其 他 四隣の 諸 國に大 審判 を 行 ひ 給 ひし 前に、 彼の 預言 を爲 した 

りと 云 ふので ある。 近代 人の 首肯 はざる 思 者で ある は 云 ふまで もない、 然し 大理學 者たり し 一一 ュ ー ト 

ンは此 事 を 信じて 疑はなかった。 彼が キリス ト 再臨 信者たり し は 人の 能く 知る 所で ある。 

ァモ スの 預言の 序文と 稱 すべき 者 は 次の 如し 
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よ is 

エホバ はシ オン より 呼 はり 

エルサレム より 聲を 出し 給 ふ。 

牧者の 牧場 は哀 き、 

カルメル の 嶽は枯 る。 

前の 一 一行 は 次の 如くに 改譯 する の 必要が ある。 

エホバ は シ ォ ン より 吼ぇ 

エルサレム より 轟き 答 ふ。 

「吼 え」 は 獅子の 如くに 吼 ゆる を 云 ふ、 所謂 「獅子吼」 である。 第三 章 八 節に M ホバを 獅子に 譬 へて 

獅子吼 ゆ、 誰か 懼れ ざらん や。 主 H ホバ 言語 ひ 給 ふ、 誰か 預言せ ざらん や 

と ある 其 事で ある。 「轟く」 は 雷 轟で ある、 祌 鳴る である。 エホバ はシ オンより 獅子の 如くに 吼ぇ、 

エルサレム より f2 の 如くに 轟き 給 ふと 云 ふので ある。 ュ ダの 曠野に 在りて 常に 獅子の 吼 ゆる を 閒き、 

雷の 轟く に 耳 を 劈きし 預言者が 心に 神の 曾 を 聞いて 斯く言 ひし は 不思議で ない。 閜く耳 を以 つて 聽け 

ば、 神の 一 W は 獅子の 咆吼 であり、 雷 露の 轟きで ある。 唯 凡人の- Fir 鈍く して 此聲を さへ 聞く 能 はざる の 

である。 ィ H ス が獎々 「耳 ありて 聽く者 は 聞くべし」 と 言 ひ 給 ひし は斯 かる 鈍聽の 徒に 對 して 一 百 ひ 給 

うたので ある。 

ェ ホバ の 言 は シ オン 又は エルサレム より？ r つと 云 ふ。 ァ モス の此 預言 は 北方 イス ラ H ルの 民に 對し 

て發 せられた ので ある、 然るに 其 預言が 南方 ユダヤの 首都たり し H ルサ レムより 出たり と 云 ふ。 其 故 

如：^? ァ モス は 何故に 「神の 言 我靈に 轟きて 一 W へり」 と 曰 は ざり し 乎。 彼 は 所謂 「敎權 の 所在」 を 


重んじた ので ある。 彼の 時代に 在りて は H ルサ レム は 神の 在 まし 給 ふ 所であった (列 王 略 上 十四 章廿 

あ. i: り 

一節〕。 ァ モス は 自身 牧者であって、 面前べ テルの 祭司 を實 めた が、 然れ ども 彼は敎 權紊亂 者で なか 

つた。 彼 は 牧夫で ありし も 紳士であって 能く 正邪 順逆の 道を辨 へた。 「長るべき 者 は 長れ、 敬 ふべき 

者 は 敬 ふべ し」 である (。 マ 書 十三 章 七 節 )o 伍し ァモ スの此 一一 一一 n を 引いて 今日の 敎會が 其 敎權を 揮 ふ 事 は 

出来ない。 敎權は 今 は 敎會の 所在地に 於て 無い、 叉敎 會と稱 する 制度に 於て 無い、 イエスが サ マリヤ 

の 婦に曰 ひ 給 ひしが 如し 

此山 (ゲリ ジム) にも 非す、 亦 H ルサ レムに も 非す、 汝等 父を拜 する 時來 るな り (ヨハネ 傳四章 二 

一 so 

と。 H ルサ レムが 敎權の 所在地た る 時 は旣に 過ぎた。 人 「や 敎權は 神の 子ィ H ス キリストが 握り 給 ふ、 

故に 預曾も 輻昔も 今や 直に 彼より 出づ、 然れ ども 彼れ 以外より 出ない。 「イエ スの證 は！ S 言の 靈 なり」 

である (默 示錄 十九 章 十 節〕。 

「牧者の 牧場 は哀 げき、 カルメルの 緩 は 枯る. f 壯嚴 なる 預言で あり、 美 はしき 韻文で ある。 「牧 

者の 牧場 は哀 き」 と 云 ひて 牧者と 牧場と は 共に 歎く を 云うた。 同時に 「カルメルの 嶽は枯 る」 と 云 ふ。 

カルメル は 北方 H スデレ ー n ン の 平野が 海に 盡 くる 所に 在る。 海面 を拔 くこと 千 一 一 百 呎の海 角で あつ 

て、 其ぉ1^は古來靑綠滴るの森林を以て有名でぁった。 テコアの 牧場の 荒漠 たるに 對 して 好き 對照 であ 

つた。 荒漠の 牧場 は哀 げき、 靑綠の 樹林 は枯 ると 云 ふので ある。 

斯 くして ァ モス は 牧者で あり、 預言者で あり、 詩人であった。 バ ー ジルが 田園詩人 でありし が 如く 

に、 ァモ スは 牧場 詩人であった。 其 意味に 於て H レ ミヤ もィ 二 スも、 詩人であった。 そして イスラ H 
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ルの預 曾 者に 做 ひて ブライアント、 HI エル、 ヰッ チヤ ー 等の 淸黨的 詩人が 出た ので ある。 ァ モス は 

OC0OO000OO0OOOOOO0OOOOO 

預ず 者の 始祖で あると 同時に 平民 詩人の 開祖で ある。 

其 四 正義の 祌 エホバ 

ァモ ス書ー 、 二 章 

ェ ホバ は 何と 吼ぇ、 何と 轟き 給 ひし 乎。 

ダ マスコ は 三の あり 四の 顯 あれば 我れ 必す之 を して 赦 さじ。 、カザ は 三の 罪 あり M の 罪 あれば 

我れ 必す之 を 罰して 赦 さじ。 ッ ti は 三の 罪 あり の 罪 あれば 我れ 必す之 を 罰して 赦 さじ" エドム 

は 三の 罪 あり 四の 罪 あれば 我れ 必す之 を 罰して 赦 さじ。 アン モン は 三の 罪 あり m の 罪 あれば 我れ 

必す之 を 罰して 赦 さじ。 モア ブは 三の 罰 あり 四の 罪 あれば 我れ 必す 之を细 して 赦 さじ。 ュダは 三 

の SS あり 四の 罪 あれば 我れ 必す之 を 罰して 赦 さじ。 而 して 最後に I 一 a ひ 給 ふ、 イスラエルに 三の 罪 

あり 四の 罪 あれば 我れ 必す之 を 罰して 赦 さじ。 

と。 三の 罪 あり、 三 以上 あり、 EI の 罪 あり、 五の 罪 あり、 數々 の； あり、 故に 罰せら るべ しと 云 ふ。 

ェ ホバ 雲の 中より モ ー セに 4" げて曰 ひ 給 ひける は 

エホバ、 エホバ、 憐擱 あり 恩惠 あり、 怒る 事遲 く、 恩 惠と眞 實の大 なる 神、 恩惠を 千代まで も 施 

し、 悪と 過と 罪と を赦す 者、 叉 罰すべき 者 をば 必す赦 す こと をせ す、 父の 罪 を 子に 報い、 子の 子 

に 報いて 三 四 代に 及ぼす 者 (出 埃 及 記 三 四 章 五 —七 節〕 


と。 罪 重り たれば 終に 罰せられ るべ しとの 事で ある。 そして ダ マスコ に 始まり、 ガザ (ぺ リ シテ )、 

ッロ、  H ドム、 アン モン、 モ アブ、 ュダと イスラ H ルの 四方 を 繞る七 ケ國の 罪 を 擧げ、 彼等の 必す罰 

せらる ベ きを 述べ て 後に、 預昏者 は 終に 曰うた ので ある 

汝 イスラ H ル にも 亦數々 の 罪 あれば、 汝も亦 彼等 同様 罰せられて 赦 されざる べし。 而已 ならす、. 

地上の 諸 民 諸 族の 中より 我れ 特別に 汝を 選み、 汝に 特別の 恩惠を 施し たれば、 汝が 重々 の 罪 を 犯 

すに 方り て は 我れ 特別に 嚴 しく 汝を 罰して 赦 さじ (三 章 二 節，)。 

と。 是れ 公平なる 裁判の 言 渡しであった。 、イスラ H ルは 之に 對し 何の |ー 一口 遁 るべき 途 はなかった。 神 は 

偏らざる 者な り (行 傳十章 三 四 節 )o 彼に 依估 最負 なし。 イスラエル の 神 は 亦 H ドム、 アン モ ンの祌 なり 

彼等 罰せられて、 彼れ 惟り 罰せられ ざるの 理由な し。 

是れ 明白なる 理 である、 然れ ども 人が 容易に 受納れ ざる 理 である。 人 は 何人も 自己に 限り 特別待遇 

を 受けん こと を 要求す る。 法則 は 公平 嚴 格なら ざるべ からす、 然れ ども 我れ 獨り 例外 たるべし と 彼 は 

言 ふ。 國 民亦然 り。 何れの 國民 にも 其 保護 神が あった。 アツ シリャ に アッシュ， -ルの 神、 アン モンに 

ミル コ ム の祌、 モ アブに ケモ シの 神が あった。 其 如くに イスラ H ル にも M ホバ の祌 があった。 そして 

何れの 國民も 其 保護 神の 自己に 厚く して 異邦に 薄く あると 思うた。 イスラ H ルも 亦然か 思うた。 玆に 

於て か ェ ホバ は 特に ァモ スを 遣して 其 誤謬 を 正し 給うた。 ェ ホバ の M ホバ たる は兹に 在る、 彼 は 天地 

萬 物の 造 主、 萬 民の 神で ある、 故に イスラ H ルを 特別に 极ひ給 はない。 その 賞すべき を 賞し、 その 罰 

すべき を 罰し 給 ふ。 そして ァ モス は 此神言 を 1^ らして イスラ H ルに 臨んだ ので ある。 誠に 偉大に して 

貴き メッセ ー ジ であった。 大 預言者に 非れば 大膽 に、 忠 實に傳 ふる 能 はざる メッセ ー ジ であった。 僞 
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はりの 預言者 も 能く  H ドム、 アン モン、 モ アブの 罪を責 むる 事が 55 來た、 然れ ども 眞の預 曾 者の み 能 

く イスラ H ルの罪 を責 むる 事が 出来た" 彼 は 殊に イスラ ェ ルの神 M ホバ の 名を以 つて 其 被 保の： イス 

ラ ェ ルを責 めた ので ある。 恰 かも 天照大神の 名を以 つて 大和民族 を賫 むる と 同じで ある。 米 國は其 

の 故に 罰せら るべ し、 支那 も 亦 其 罪の 故に 罰せら るべ し。 而 して 汝 大和民族 は 殊に 我 恩 惠に與 りたれ 

ば、 汝の 罪の 故に 殊に 嚴 しく 我が 怒に 觸れ、 我が 刑罰 を受 くべ しと 云 ふの 類で ある。 

斯 かる 場合に 於て 大和民族が 天照大神の 斯 かる 使者 を悅 ばざる やうに、 イスラ ヱルは H ホバ の 遣し 

給 へ る； S 首 者ァ モ スを悅 ばなかった。 彼等 は 預言者と は H ホバ の 名に 依り 他 邦 を 咒ひ自 國を祝 ひすべ 

き 者 で あ ると 思うた。 然 るに 兹に 自他 の 差別 を 立 ざる 預實者 の 現 はる、 を a て 彼等 は 怒り 彼 を 石に て 

^たんと した。 然れ ども 此 事に 就き 惟り イスラ H ルを責 むべき でない。 ，界 大戰當 時に 米國の 牧師に 

して 米國 人の 敵 像 心 を 責めし 者が、 彼等の 國 人の 激しき 怒 を 買 ひ、 或は 其 家を燒 かれ、 或は 野中に 引 

出されて 木に 縛られし 者 ありし は 我等の 記憶に 今猶ほ 新ら しく ある。 そして 米國の 基督 敎會全 體は戰 

(.If. を 1?1 歌し、 阯界を 民主化 せんた めの 架き 戰 (命な りと 稱 して 餘を 揚げて 戰勝を 祈った。 預言者 ァ モス 

が 若し 今日の 米！： に 現 はる、 ならば、 米國 基督 信者 全 體の大 排斥に 會ふは 火を睹 るよりも 明かで ある- 

そして 彼れ 若し 日本に 現 はれん 乎、 勿論 金杯 銀杯 を 賜 はらす、 敍勳 せられす、 大 饗宴に 招かれざる は 

是れ亦 火を睹 るよりも 明かで ある。 然れ ども イスラ H ルは 幸に して ァ モ スを 始めと して 多くの 眞の預 

1 一目 者 を 遣 られ た。 神は預 言 者 の 一一 一一 n を實現 し 給 ひて 厳しく 民 を 罰し 給うた。 而 して 其 結果と して 民に 眞 

の 悔改が 生りて 兹に 民挨 永久の 向上 發展の 基が 据 ゑら れた。 尊き は 正義の 神で ある、 我が 罪 を 見遁し 

^はざる 祌 である。 此神を 信じ、 彼に 仕へ 奉りて 我 は 永久に 榮ぇ 得る ので ある。 
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才 バ デ ャ 書の 研究 

其 一 ォ バ デ ャ 書の 紹介 

聖書に 唯一 章より 成る 書が ある。 新約聖書に は それが 四つ ある。 ビ レモン 書、 ュダ 書、 ョ ハネ 第二 

書、 同 第三 書で ある。 孰れ も 短い 書で あるが、 其內に 深い 美く しい 眞理が 含まれて あって、 孰れ もが 

一 大福 昔 書で あると 云 ふ 事が 出来る。 殊に ピ レ モ ン 書の 如何に 貴い 書で ある 乎 は、 私が 早い 頃 幾囘も 

述べ た 通りで ある。 英國に 於て は ウイ ルバ フホ， -ス、 米國に 於て は ガリ ソ ン- リン カン 等に 由て 行 は 

れし奴 隸廢 止の 大 運動 は、 其 源は簡 短なる ピ レモン 書に 在った との 事で ある。 使徒 バウ C1 が 奴 隸ォネ 

シモに 就て、 其 持主なる ピ レモンに 書 贈りし 言が、 奴隸廢 止に 就て 揚げられし 最初の 聲 であって、 亦 

最も 有力なる 聲 でありし と 云 ふ。 僅かに 二十 五節より 成る 一 小 書簡の 內に、 數千萬 人の 運命に 係 はる 

眞理が 籠って ゐ たので ある。 そして 人 は 何人と 雖も 人と して 貴き 所以 を 示す 書に して 比ピレ モ ン 書に 

優 さ る 者 はな い 。 此書は 人類 の 解放に 關す る 憲章と 稱 して 過言 でな い 。 
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ュダ書 は 之 を 小默示 錄と稱 すべき 書で ある。 世の 終末に 於け る此 世、 殊に 此 世の 敎會に 就て 豫 言せ 

る 書で ある。 所謂 宗敎 家の 腐敗 ffl 落に 就て 錄 せる 書に して 之よりも 適切 深刻なる 者 はない。 そして 全 

般的 if 落の 內に 在りて 眞の 信者 は 如何に 其 身を處 すべき 乎、 其 事に 就て 明瞭に 示せる 者が ュグ 書で あ 

る。 ュダ書 は ヨハネの 默示錄 の 前に 置かれて 其 序文と して、 又は 其 摘要と して 護んで 最も 適切なる 書 

である。 ョ ハネ 第二 書、 同 第三 書に 就て は 略す。 

依て 知る、 書の 長短 は 其 書の 價 他に 何の 關係 なき 事 を。 同じく 神の 實 であれば、 孰れ も眞珠 であり" 

00O0OOO0O  00000000000 

ル ー ビ ー であり、 ダイヤモンド である。 そして 短 かき 書の 特殊の 慣値は その 解し 易き に 在る。 眞现の 

一方 面 を 高調す るが 故に、 之に 全 注意 を拂 ふて、 之 を 我 有と する に 便宜なる にある。 默示錄 の 何たる 

乎 を 知らん と 欲せば、 ヨハネの 一 一十一 一章 を讀 むよりも ュダの 一 章を讀 むに 如かす である。 そして 我等 

が 今より 舉 ばんと 欲する ォ バ デャ書 は 其點に 於て 殊に 惯 値が 多い。 ォ バ デ ャ書は 浩瀚なる 舊約 聖書 の 

內に 在りて 唯 一 章より 成る 唯 一 の 書で ある。 僅かに 二十 一 節より 成りて 所謂 小預 一一 一一 口 書の 內に 在りて 最 

も 小なる 者で ある。 隨 つて 人の 之 を 證む者 gl く、 其 名 を さへ 知らざる 信者が 多く ある。 ァ モス 書と ョ 

ナ 書との 間に 置かれ、 ァ モス は 牧者が 神に 代りて 語りし 預言者と して 知られ、 ョナは 鯨の 腹に 三日 三 

夜 在りたり との 事に 由り て 知らぬ 者な きに 較べて、 ォバデ ャは何 を 語り、 何を敎 へし 乎、 其 事 を 究め 

し 者 は 稀で ある。 然し 乍ら 彼 も 亦 神の 預言者で ある。 彼 も 亦 犬なる 眞理を 語り、 神の 僕と して 樞 要な 

る 任務に 當 つた。 我等 之 を 知って 神の 敎の 一大 方面 を 知る ので ある。 ィザャ 書 は 六十 六 章より 成り、 

H レ ミヤ 記 は 五十一 一章より 成る。 然るに ォバデ ャ書は 唯 一 章より 成る。 其 量より 見れば 取る に 足ら ざ 

る 書なる が 如くに 見 ゆ。 然れ ども 同じく 神の 言で ある、 我等の 實際 生涯に 關 はる 必要 缺 くべ からざる 


眞理 が其內 に隱れ 在る 乎 も 知れす。 そして 然か あると 私 は 信す る。 

ォバデ ャの名 は 決して 他に 見ない 名で はない。 其 意味 は 「エホバの 崇拜 家」 であって、 ユダヤ人と 

して は 何人に も當 はまる 名で ある。 列 王紀略 上の 第 十八 章に ァ 尸 ブ王對 預言者 H リャの 對抗に 就て 讀 

む 者 は、 王 の， 幸に ォ バ ヂ ャ なる 者の 在りし を 知る。 

ォ バ デャは 大いに H ホ バ を 長み た る 者に てィゼ ベルが ェ ホ バ の 預言者 を絕 ちた る 時に ォバ ヂ ャ は 

"ふ らぁな 

百 人の 預 一一 百 者 を 取りて 之 を 五十人 づ、 洞穴に 匿し パンと 水と を以 つて 之 を 養へ り 

と ある。 彼 は 善良なる と 同時に 意志の 弱い 宫內省 官吏であって、 役人の 間に 多く 見る 人物であった。 

其 他、 歷代志 略 並に H ズラ 書に 於て 數囘ォ バデャ なる 人名の 揭 げらる、 を 見る。 願く は 我等 日本の 基 

督 信者の 間に 彼の 名の 普く 知られん 事 を。 

ォバ デャは 何時 顷の 人で ありし 乎、 確と 知る 事 は 出来ない。 或る 學者は 彼 を 預言者の 內で 最も 奮い 

者で あると 見る。 有名なる 瑞西阈 の舊約 聖書 學者 オレリ 氏の 如き は是 である。 彼等の 唱 ふる 所に 依れ 

ば、 ォバ デャは 預言者の 始祖と も稱 すべき 者であって、 紀元前 八 百年 頃に 活動した 者で あるとの 事で 

ある。 卽ち ィザャ より 百年、 H レ ミヤより 二百 二三 十 年 前の 人であって、 ァ モス、 ホセ ァ よりも 更ら 

に 奮い 預言者で あるとの 事で ある。 然し 此說 に對 して 多くの 異論が 唱 へられ、 ォバデ ャを以 つて M レ 

ミヤ 以後の 預言者と して 見る 學者も ある。 問題 は 主として 一— 五節の 出 所に 由って まるので ある。 

H レ ミヤ 記 四十 九 章 一 四— 一 六 節 並に 第 六 節に 之と 略 ぼ 同 一 の 言 ある を 見て、 一 一 者 孰れ か 早き 乎の 問 

題が 起る ので ある。 多分 H レ ミヤが ォバヂ ャの言 を 引用した りと 見る 方が 本當 であると 思 はる。 然し 

此 書の 信仰的 價値は 他に 在る。 
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其 二 ヱ サゥと ヱ ドム 

ォバデ ャ書は H サゥと ヱ ドムに 關し 神の 審判 を宣吿 せる 書で ある。 ヱ サゥは 民の 名であって、 エド 

ムは 彼等が 居住せ し 土地の 名で ある。 恰 かも ヤコ ブとュ 、、テアと 云 ふが 如し。 エサ ゥと ヤコ ブと は元來 

雙 子の 兄弟であって、 イサク を 父と して 持ち、 リベ 力の 腹より 生れし 事 は 創世記 二十 五 章に 依り 人の 

能く 知る 所で ある。 そして H サゥの 子孫が H ドム 人となり、 ャ コ ブの 子孫が ユダヤ人 又は イスラ ェ ル 

の 民と なりて、 各自 その 民族的 生活 を： 1檨 したので ある。 卽ち其 第二 十三 節に 言へ るが 如し。 

M ホバ 彼女 (リベ 力) に 言 ひ 給 ひける は、 二つの 國民 汝の胎 にあり、 二つの 民汝の 腹より 出て^ 

れん、 一つの 民 は 他の 一つの 民より 强 かるべし、 兄 は 弟に 事 へん 

と。 そして 其 兄と 云 ふが エサ ゥで あって、 弟と 云 ふが ヤコ ブ であった。 そして 「兄弟 は 他人の 初め」 

と 云 ふが リベ 力の 腹より 生れし 此雙 子の 兄弟 ほど 其 根本の 性格 を 異にした 者はなかった。 第廿ー 一節に 

「リベ 力 孕みし が 其 子胎の 內に爭 ひければ」 と ありて、 兄弟の 爭鬪は 母の 胎內に 於いて 始 つたとの 事 

である。 そして 其^ 鬪が 二人の 子孫にまで 綾いた。 H サゥと ヤコ ブ、 H ドム 人と ユダヤ人と は 永久の 

敵であった。 世に 異性の 民 ありと 雖も斯 くも krz つた 民はなかった。 獨 逸人と 佛蘭西 人と、 英吉利 人と 

愛蘭 土人と 雖も H サゥの 子孫と ャ コブの 子孫と 程は異 はなかった。 骨肉 兄弟 は睦 むべき 者な りと 雖も、 

其 性格 の 极本を 異にす る 場合 に は 如何と もす る 事が 出来な い 。 身 體髮膚 之 を 父 母 に 享く ると 雖 も靈魂 

は 神より 出づ るので あれば 上む を 得ない。 敢て 兄弟の 爭鬪を 認容す るに 非す と雖 も、 人が 個性で ある 


以上 は、 縱令雙 子たり と 雖も其 間の 相違 差^ はせ かれない。 人類の 歷史に 於て 罪 は 夫婦の 問に 始まり、 

爭鬪は 兄弟の 間に 繼辏 せられし と 聞いて 悲歎の 極まりな りと 雖も、 事實 なれば 如. 何ともす る 事が 屮ぃ來 

ない。 イスラ ヱ ルの 歷史は エサ ゥの それ を 離れて 知る 事 は 出来ない。 人 を 知る に 其 敵 を 知る が 必要で 

ある。 「人 は 其 友に 由って 知る を 得べ し」 との 諺が あるが、 「人 は 其 敵に 由って 知る を 得べ し」 とも 

言 ひ 得る。 H サゥを 知る は イスラエル を 知る 爲に 必要で ある。 ォ バデャ 書の 價値 は玆に 在る。 エレ ミ 

ャ記 四十 九 章 七 節 以下、 H ゼキ H ル書廿 五 章 十二 I 十四 節 も 亦 之が 爲に 研究 を 要する。 

ヱ ドム は 地名で ある。 新約聖書 時代に ィヅ ー ミヤと 稱 ばれた。 嬰兒 イエス を 殺さん とせし へ „ -ヂ大 

王 は H ドム 人であった。 H ドム は 死海の 南端より 紅海の 東 叉 アカバ 灣の 頭に 至る までの 地の 總稱 であ 

つて、 南北 百哩、 東西 三十 哩 乃至 五十 哩に涉 る 地域 を 指して 云うた。 其 地位より 云へば 古代の 文明 ゆ 

界こ 於て 貿易 上 最も 有利の 處に 在った" 地中海 沿岸と 紅海 印度洋 沿岸との 貿易 は H ドム を 通過せ ざる 

を if: なかった。 ッ 口、 シ ドンの 商人に して ァラ ビヤ、 印度、 柬方 アフリカの 産物 を 獲ん と 欲せば ァカ 

バ 灣の 北に 盡 くる 所の H ドムの H ジ オンゲべ ル 港に 依る より 他に 途 がなかった。 エルサレム に 榮華を 

極めし 大王 ソ E1 モ ンがォ フルの 地より 余 を 輸入せ しも 此途に 依った ので ある。 列 王 紀略上 九 章 廿六節 

に 日 ふ 

ソロモン 王 エドム の 地 紅海の 濱に 於て エラ テの邊 なる H ジ オンゲべ ル にて 船 數隻を 造れり  彼 

等ォ フルに 至り 其處 より 金 匹 百 一 一十 タラ ン トを 取りて 之をソ 口 モ ン 王の 所に 持來る 

と。 其 他 象牙、 猿猴 及び 孔雀な ど を も此途 を經て 印度 地方より H ルサ レムに 輸入した りと 云 ふ (十 章 

ニニ 節」。 以 つて エドム の 地が 南北 貿易の 要路に 當 りて 如何に 樞 要なる 地-佗 を 占めし 乎 を靦ふ 事が 出來 
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る。 そして 之に 加 ふるに 亦 東西 貿易が あった。 ァラ ビヤ 内地の 商人に して 當時 文化の 中心たり し H ジ 

ブトに 货物を 送らん と 欲せば、 砂漠の 舟と 稱 せらる は？ 駝の北 n を藉 りて、 之れ亦ァカバ ！^頭を經て途 

るより 他に 途 がなかった。 故に H ドムの H ジ オンゲべ ルは當 時の^ 界 貿易の 十字街に 當り、 海に は 舟 

を 浮べ、 陸に は賂 駝を驅 りて、 百貨 輻湊の 盛況 を呈 したので ある。 此 地位に 在りし H ドム は 坐して f 

界の 商權を 握り、 富は自 から 其 懷 へと 流れ込ん だので ある。 世に 若し 幸運の 國 があった とすれば そ 

れは H サゥの 子孫が 築きし H ドムであった。 

好き 地位と 共に 好き 地形 を以 つて 惠 まれた。 H ドム は 山嶽 起伏の 國 であった。 故に 入る に 難く して 

防ぐ に 易く あった。 其 都市 は 凡て 山中 懸崖の に 築かれた。 セラ、 ボ ズラ、 テマ ン等は 凡て それで あ 

ざみ 1 ) 

つた。 そして 其 家屋 は 主として 岩石に 彫 込まれた 巌窟であった。 故に 三千 年後の 今日と 雖も猶 其 元 形 

をせ して 變ら ない。 八 「や ォバ ヂャの 預言の 通りに 民は絕 たれて 其 跡 を 留めす と雖 も、 「山 崖の 巖屋」 

は 依然として^して 古き エドムの 榮華を 語る ので ある。 そして 其 上に かて、 加へ て、 山間の 地 は沃饒 

であって 凡て 必 Is- なる 食糧 を產 した。 通 八達の 地に 在りて、 安全 無比、 生活 自足と 云 ふので あつた- 

此んな 完全なる 國 土と ては^ 界に 二つと は 無かった。 而 かも 時 到れば H ドム も 亦 亡びた ので ある。 

其 三 テ マンの 智慧 負け 

ォバ、 、テャ 書 八、 九 節 
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地の利 を 占め、 地形の 宜しき を 有して、 エドム は 坐して 此 世の 凡ての 恩 惠に與 つた。 世界の 富は自 


から 此の 山國 へと 流れ込んだ。 そして 富 あり 平安 ありて 知識 は發 達せざる を 得ない。 民 は ユダヤ人と 

同じく ァ ブラ ハ ム の 子孫で ある。 才能 第 一 と稱 せらる、 セ ム 民族の 一 派で ある。 彼等の 間に 深き 知識 

の 發達を 見し は怪 むに 足りない。 H ドム は 智慧 を以 つて 世界に 呜 るに 至った。 ァ テンスが 未だ 世界 知 

識の 中心と 成ら ざり し 前に、 キリ キヤの タル ソに ギリシャ 風の 大學 起り て、 パゥ 口と 同時代の 人に て 

ァセノ ドラスと 稱 ばれし 大擧 者を產 出せし より 遙かー 千年 も 前に、 死海の 南岸、 H ドムの 東北 テ マ ン 

の 地に 學問は 盛んに 攻究せられ、 人生 天然の 諸問題 は 識者の 議題と 成った ので ある。 其 事 を 我等に 吿 

ぐる 者が 約 百 記で ある。 

約 百 記 はァラ ビヤの 沙漠 文學 である。 其 主人公 は ゥヅの 人 ヨブであって、 彼の 許 を 尋ね 來 りし 者 は 

テ マ ン人ヱ リパズ 外 一 一人であった。 そして 全書の 主要部 分が ヨブ 對三 友人の 問答より 成る は 人の 克く 

知る 所で ある。 そして テ マ ン人 H リ バズと 云 ふが H ドム の 知識 を 代表す る 者であって、 ヨブの 三人の 

友人 中で、 H リパズ が 最も 老練で、 知識 も 亦 最も 進んで ゐた。 ヨブ を 最も 苦しめし 者は此 H ドムの 學 

者であった。 約 百 記に 親しむ 者 は 皆な ヨブに 同情す ると 共に、 H リ バズの 主張に 對し 深き 尊敬 を拂は 

ざる を 得ない。 彼が ヨブ を 詰りし 言に E く (ョ ブ記四 章 六— 八 節) 

汝は神 を 長め り、 是れ汝 の 依賴む 所なら す や 

汝は その 道 を 全うせり * 是れ汝 の §111 ならす や 

請 ふ 想 ひ 見よ、 誰か 罪な くして 亡びし 者 あらん や、 義 しき 者の 絕 たれし 事 いづく に 在り や 

我の 觀る 所に 由れば、 不義 を 耕 へ し 惡を播 く 者 は その 播く所 も亦此 くの 如し。 

而 かも ヨブに H リパズ 以上の 信仰が あった。 彼 は ヤコ ブの 子孫 を 代表して、 其 信仰より 起る 知識 を以 
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つて、 H サゥの 子孫 を 代表す る H リ バズの 此 世の 知識に 答へ た" リベ 力の 胎 より 雙子 として 生れ 出し 

ニ國 民の 氣質、 人生の 見方 は 能く ヨブ 對ヱリ バズの 對談に 現 はれて ゐる。 約 百 記 は ヱサゥ 思想 研究の 

爲に 必要で ある。 

其 H ドム 人の 知識と 智慧と である、 それが 終に 彼等 を 救 ひ 得なかった と 云 ふので ある。 H レミ ャ記 

の 言 を 以 つ て 言 ふなら ば (四十 九 章 七 節〕 

エドム の 事に 就きて 萬 軍の H ホバ此 く 言 ひ 給 ふ、 テ マ ンの 中には 智慧 ある ことなき に 至りし や、 

明哲 者に は 謀略 あらすな りし や、 その 智慧 は盡果 しゃ 

との 事であった。 H ドムに 當 時の^ 界に 有名なる 「テ マンの 祈" 舉」 ありし と雖 も、 其れ は此 I の 智慧 

でありし が 故に 民 を 救 ひ 得なかった ので ある。 國 富み、 兵强 く、 國防 完成して、 内に 知識の 欲求 は 狂 

盛 を 極めし と雖 も、 それが M ホバを 知る の 知識なら ざり しが 故に、 國は 終に 亡びた と 云 ふので ある。 

而 かも H リバ ズが 述べし が 如く (ヨブ 記 五 章 十三 節) 

かしこ  みづ から t  ： み 

神 は 慧き者 を その 自己の 詭計に 由り て 執ら へ 

よこし 44 

邪なる 者の 謀計 をして 敗れし め 給 ふ 

と ある 其途に 由って 亡びた ので ある。 卽ちテ マ ンは 智慧 負け をした ので ある。 

卽ち H ドム は 外なる 敵に 由って 亡びなかった、 內 なる 敵に 由って 亡びた。 彼 は 同盟 國の 裏切る 所と 

なりて 亡びた。 第 七 節に 曰 ふが 如し、  _ 

彼と 盟約 を 結べる 人々 は 皆な 汝を國 境に 逐 ひやり (誘き出して 其 處に汝 を 菜たり との 意で あら 

う)、 汝と和 好 をな せる 人々 は $1 な汝を 欺きて 汝に 勝ち、 汝の 食物 を 貪 ひし 者 等 は汝の 下に 昆を 


設く。 彼 (汝) の 中には 穎悟 あらす。 

と。 H ドムの 政治家 は 外交 を以 つて 國を 建ん として、 却って 其 外交 術の 誤る 所と なった。 富 も 圃防も 

外交 も此 H ホバ を藐視 みし 國を救 ひ 得なかった。 

聖書が H. トムに 就て 記す 所に 由れば、 此國に 神がなかった。 其 周 圍の國 々に は 其 國獨特 の 神が あつ 

た。 モ アブに はケモ シ の 神が あった、 アン モ ンには ミル コ ム の祌 があった。 然るに H ドムに 神の 在つ 

た 事が 記して ない。 ヱ ドム 人 は 知識に 長け て 無神論者 になった ので あらう。 恰度 明治時代の 藩閥 治下 

厶厶厶 ム厶厶 厶厶厶 △  A 厶 A 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶 厶 

の 日本の 如くであって、 $ へに 知識 をのみ 維れ 求めて 宗敎は 貌視て 之 を 顧みなかった。 そして 其 結 

菜が 亡國 であった。 古代の 西 亞細亞 に 於て H ドム 程學究 旺盛の 國 はなかった、 若し 純 知識の みが 國を 

救 ふ 者なら ば、 H ドム は 永久に 安全であった。 

但し 人の 衷に は靈 魂の ある あり、 全能者の 氣息之 に 穎悟 を與 ふ (約 百 記 三 二 章 八 節) 

である。 人に 靈 性の 在る 間 は 人 も國も 知識 丈け にて は 立ち 得ない。 ヤコ ブは 其點に 於て 大いに H サゥ 

に 優った。 彼に は エホバ の 神が 在った。 其 神が 彼と 彼の 子孫と を 救うて 三千 年後の 今日に 至った。 神 

厶厶  <1< ：ム厶 <3 厶 厶厶厶 厶 △ 

無き 國は 終に エドム の 如くに 亡ぶ。 

其 四 ヱ ドムの 罪 

ォバデャ書^ i 十四 節 

H ドムに 有り 餘る 富が あった。 それが 民に 生活の 安全 を與 へ、 閑暇 を與 へ、 知識と 智慧と を與 へた。 
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H サゥの 子孫 は此 世の 人 等が 人生の 最善と 思 ふ もの を 持った。 然し 乍ら 富む 事必 しも 寓 全の 幸福で な 

い。 人生、 富を以 つてして 瘦る能 はざる 多くの ものが ある。 而已 ならす、 富 は 人生の 或る 方面に 於て 

は 幸 幅で なくして 災禍で ある。 「衣食 足りて 禮節を 知る」 と 云 ふ は 一 面の 眞理 であるが、 それと 同時 

に 「衣食 足り 過ぎて 禮節を 忘る」 と 云 ふ も 亦 他の 一 面の 露理 である。 人 は 物に 飽きて 靈に饑 ゆるの 危 

險が ある。 贫 者の 特性が 賤劣 卑屈であるなら ば、 富者の 特質 は 傲慢で ある。 富 は 感情 を 鈍く する、 愛 

情 を 殺す。 贫 者の 美 はしき は 同情 相援 けんとす る 心の 强 きに 在り、 富者の 酸き は獨り 足り 獨り樂 まん 

とする 心强 くして 思 ひやり の情簿 きに 在る。 世に 富者の 社會程 冷淡なる 者 はない。 懷禮 あり、 粉飾 あ 

りて 心 は 氷の 藏 である。 富 は 心情の 冷却に 因りて 其れ 自身 を 罰する。 富者た るの 大損 害 は 愛情に 饑ゅ 

るに 在る。 人 は 富 を 瘦て友 を 失 ふ。 H ドム は此 法則に；？^ れす、 有り 餘 るの 富 を 得て、 其 心 硬化して 友 

邦を寶 りて 其 苦しむ を 見て 喜ぶ に 至った。 天然 は如斯 くにして 過度の 慾 心 を 罰する。 H ドム は 其 意味 

に 於て 善き 實物敎 育 を 人類に 供へ た。  . 

エドムの 冷酷 薄情 は 最も 著る しく M ルサ レム 掠奪の 時に 現 はれた。 第 十 節 以下に 曰く 

汝が其 兄弟 ャ コ ブに 加へ たる 暴虐の 故に 恥辱 汝を斑 はん、 汝は 永遠にまで 絕 たるべし。 

汝が 遠く離れて 立ち居り し 日、 卽ち 異邦人 その 財 寶を奪 ひ、 他國人 その 門に 進 人り、 エルサレム 

に對 して 籤 を 引きた る 日に、 汝も亦 彼等の 一 人の 如くな りき 云々。 

ェ ド ム は 其 兄弟 國 たる ィ スラ H ル の忠 難の 日に 行いて 之 を 助くべく あった。 然るに 之を爲 さすして、 

其 反 對に彼 を 嘲け り、 彼 を 苦しめ、 彼の 敵 人と 合して 彼 を 苦しめた。 それ故に 災禍 H ドムに 臨み、 其 

民 は 結 除かる べしとの 事であった。 酷 無慈悲の 刑罰と して エドム 國は滅 ぶべ しとの 事であった。 同 


じ 事を预 一一 一一 ロ者ァ モ ス がー 一一 一口うた (ァ モ ス書 一章 十一. 十二 節)  . 

H ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 H ドムに 三の 卵 あり 四の 罪 あれば 我れ 必す之 を 罰して 赦 さじ、 卽ち 彼は亂 

を もて その 兄弟 を 追 ひ、 全く 憐 偶の 情を斷 ち、 に 怒りて 人 を 害し、 その，. 憤 恨を蓄 へたり。 我れ 

テ マ ンに火 を 遣，？ > ボズラ の 一 切の 殿 を 焚かん。 

と。 衣食 足り 過ぎて 智慧に 長け、 心 冷たく、 思 ひやり なく、 人 を 苦しめて 喜び、 その 苦しむ を 見て 樂 

しむ、 長く 恨み を 忘れす、 仇 を 報 ひすば 止ます と 云ふ狀 態で ある。 そして 其 刑罰と して 滅亡 遽に 彼に 

臨み、 彼 は }w び 起つ 能 はざる に 至るべし との 預言 である。 

そして ヱ ドム は預 一一 一一 口 者の 預言 通りに 成った。 そして 惟り H ドムに^ まらす、 H ドムの 如くに 振舞 ひ 

し 國も民 も 彼と 運命 を 共に した。 東西の 歷史に 於て 同一 の事實 は幾囘 となく 繰 返された。 富の 加、 

心情の 鈍り、 文明の 物質 化、 兄弟愛の 减退、 冷酷 殘忍 性の 增長、 -s: 憂 外 忠の續 出、 急激の 破滅 …… 斯 

かる 例 はいくつ もあった、 今猶ほ ある。 H ドム は 其 代表的 模型に 過ぎない。 ベー ース、 フ 口一レンス 等 

の 商業 王國の 歷史、 スペイン、 ボルト ガルの 成金 王國の 運命、 其 他 探れば いく^でも ある。 そして 國 

の 歷史を 離れて {豕 の 歷史を 探れば、 H ドムの 運命 を 到る 所に 見る 事が ^£ 來る。 富者が 仆れて 貧者の 代 

る 所と なる は、 其內に 深い 道德的 理由が ある。 經濟的 法則が 働く 前に 道德的 法則が 働く。 富 は 人の 愛 

情の 泉を涸 す、 殘忍性 を 醸す、 人心 をして 彼より 離叛 せし む。 そして 彼れ 獨り 立ちて 危 きに 臨む や、 

一 擊の 下に 仆れて 再び 起つ 能 はざる に 至る。 多分 を 接して 仆れ し我國 多数の 富豪の 沒落も 其 内 を 探 

れば、 H ドムが 取りし 此途を 取った ので あらう。 

それ故に 主ィ H スは 富者に 敎 へて 曰 ひ 給うた ので ある 「我れ 汝 等に 吿 げん、 不義の 財 を 以て 己が 友 
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を 得よ、 此は 乏し からん 時、 彼等 汝等を 永遠の 住宅に 迎 へんが 爲 なり」 と (ルカ 傳 十六 章 九 節 )。 富 は 或 

る 程 度を越 ゆれば 持つ 者の 大危險 である。 是は 第一 に 彼の 靈魂を 毒す るの 危險が ある。 故に 之 を 他に 

頒 ちて 自己の 安全 を 計る の 必要が ある。 日本の 古い 諺に 「同情 は 他人の 爲 ならす」 と 云 ふ 事が ある。 

慈善 は單に 他人 を 助く る爲の 慈善で ない、 同時に 又 自己 を 助く る爲の 慈善で ある。 愁は之 を 節せ ざれ 

ば衷 に.； りて 心の 苦が きを 醸し、 人 は 自己 中毒に 由って 亡ぶ るに 至る。 我等 は H ドムの 運命に 由り ま 

た此 I* をも舉 ぶべ きで ある。 

富、 富と 稱 して 今や 富 は 人生の 至上 善と して 人に 貴ばる。 或る 程度の 富の 必要なる は 一一 一一 口 ふまで もな 

い、 然し 乍ら それ以上の 富 は 有害であって 無益で ある、 人類の 近き 將來の 藤 に 於て 與味， 最も 多き は 

北米 合 衆國の 運命で ある。 世界の 富が 羅 馬に 集まりし 時に、 羅馬 共和 國は羅 馬帝國 となって 亡びた。 

若し 歷史が 繰り返す 者なら ば 米國の 運命 は 甚だ 危く ある。 米 W 人た る 者、 今日 大いに 顧みねば ならぬ。 

其 五 エホバの！：！ 

ォバ デャ書 十五— ト八節 

「エホバの： n 萬國に 臨む 事 近し」 と 云 ふ。 「H ホバの 日」 と は 彼が 其 正義 を 現 はに 行 ひ 給 ふ 曰で あ 

る、 卽 ちま 判の 日で ある。 凡て 隱れ たる 者が 現 はれて、 正 は 正邪 は 邪と 判明す る 時で ある。 斯 かる 時 

が 「萬 國に 臨む 事 近し」 と 預言者 は 云うた、 ； V して 實 際に 其 通りであった。 「汝 の爲 せる 如く 汝も爲 

られ、 汝の應 報汝の 首に 歸 すべし」 其 事が 審判で ある。 


M ホ バの大 なる 恐るべき 日 は 必す來 る (マラキ 書 四 章 五節 )o 其 最大の 者 は 最後に 來る。 そして 最大 

の 者の 來る 前に いくつかの. 器 判が 來る。 其 或 者 は 旣に來 つて 或る 他の 者は將 さに 来らん として ゐる" 

其. 5： で や k 犬なる 者が 僅か 十 年 前に 我等の 目前に 行 はれた 所謂 世界 戰爭 であった。 ポラ ンドを 三分し 

つ ふ 

た 口 シ ャとプ tl シ ャとァ ウス トリ ャとは 見事に 審判 かれた。 是 等の 三國が 弱き 辜な きボ ランドに 爲 し 

V  ,， い てき 力ん  か 5 ベ 

た 如く 彼等に 爲られ た。 彼等の 應報は 覿面に 彼等の 首に 歸 した。 此 世界 は 正義の 行 はれざる 優勝劣敗 

の 世界で あると 云 ふは大 なる 誤謬で ある。 正義 は 平 _ 常 は 行 はれない が、 時々 大袈裟に 行 はる。 そして 

行 はる k 時には 根本的に 徹底的に 行 はる。 斯 くして 此批界 は 依然として 正義の 行 はる \ 世界で ある。 

rn ホバの 日 萬國に 臨む 事 近し」。 此は大 なる 福音で ある。 强者 がいくら 己が 强 きを 賴んで 不義 不正 

を 行 ふと 雖も、 彼が 仆れて 再び 立つ 能 はざる に 至る 時が 來る。 有難い 事で ある、 我等 は 安心して 正義 

を 行 ひ、 不義 を 避くべき である。 H サ ゥとャ コ ブの成 行に 關 する 預首 者の 言 は 左の 如し (マ ラキ書 一 聿 

二 ー 四 節〕 

エホバ 曰 ひ 給 ふ。 ェ サ ゥはャ コブの 兄に 非す や、 然れど 我はャ コ ブを 愛し H サゥを 憎めり。 丑 つ 

我れ 彼の 山 を 荒らし 其 國土を 山犬に 與 へたり。 H ドム は 曰 はん 「我等 滅ぼされ たれ ども 再び 荒れ 

たる 所 を 建ん」 と。 然れど 萬 軍の H ホバ斯 く 曰 ひ 給 ふ 「彼等 は 建ん 然れど 我れ 之 を 倒さん、 人 は 

彼等 を惡 しき 國と 呼び 叉 H ホバ 怒り 給 ふ 民と 稱 へん」 と。 

罪 を 天に 得て 訴 ふるに 所な し。 H ドム は 不義 を 行 ひて 其 智慧に 依りて 復興 を 計る も 無益で ある。 不義 

を 行 ひて 悔改 めざれば 最後の 覆滅 之に 臨みて 再び 起つ 能 はざる べしとの 事であった。 

そして 審判 は 滅亡 丈け でない、 诚亡は 審判の 半面に 過ぎない。 紫 判の 他の 半面 は救拯 である。 滅亡 
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と 救 s と は 同時に 行 はる。 H ドムが 減ぶ る 時に イスラ ェ ルは救 はる k ので ある。 

汝等 (H サゥの 子孫) は 未だせ つて 在ら ざり し 者の 如くに 成らん (剿滅 せらるべし)、 然 れどシ 

オンの 山に は 救 はる、 者 居りて 其 山は聖 所と ならん。 ャ コ ブの家 は その 產業 (國 土) を據 べし 

(第 十六、 十七 節) 

と。 是が H ホバの 日に 行 はる-審判 である。 神の 敵の 倒る k 時に 祌を 愛する 者 は 起つ。 審判 は 刑罰の 

みで はない、 刑罰と 共に 行 はる、 行賞で ある。 露、 獨 * 襖の 三 帝國が 倒れし と 同 诗にボ ランド 共和 國 

が 起った ので ある。 人生 はギ 1 コ の 遊戯の 如し、 高ぶる 者が 低く せらる & 時に 謙 下る 者が 高く せらる 

るので ある。 そして 此 意味に 於ての 小寐 利 は 絶えす 到る 虚に行 はる。 

そして 神の * 判の 皮肉なる は 苦しめられし 者が 苦しめし 者の 焚盡 さる、 元と 成る 事で ある。 

ヤコ ブの家 は 火と なり、 ヨセフの 家 は炎燄 となり、 H サゥの 家 は 藁と ならん、 彼等 は その： M: に 燃 

えて 之 を 焚かん、 H サゥの 家に は 殘る者 一人 もな きに 至るべし (第 十八 節)  . 

と あるが 如し。 是は必 しも ャ コ ブが矛 を 擧げて H サゥ を擊っ べしと 云 ふ 事. ではない。 「其 內に 燃えて 

之 を 焚かん」 と ありて、 或は 良心の^ 責 となり、 或は 又 內亂の 因と なりて 之 を焚盡 すに 至らん との 事 

である。 i^l き なき 者 を 苦しめて、 其 事が 因と 成りて 亡びた 國も家 も 人 も 許 多 ある。 「撥 (罰 J- は 太 

鼓に 當る、 人に 當ら す」 と 云 ふ は 偽で ある。 撥 は 太鼓に 當 りて 罰 は 人に 當る。 そして 神 は 義の爲 に 苦 

しみし 者 を 撥と なして、、 不義 を 鋤き し 者 を 擊ち給 ふ、 其處に 神の 審判の 恐ろし さと 皮肉と が ある。 

審判と 聞けば 何人も 戰傈 へる、 戰傈 へる が當然 である。 然し 乍ら-器 判を經 すして 恩惠は 臨まない、 

審判 は恩惠 の先驅 である。 但し H ドムの 場合に 於て は 審判の 後に 恩惠は 臨まなかった。 「其 民 は絕除 


かるべし」 と ありて H ドム は 審判に 由って 完全に 亡びた。 死に 到る の と 到らざる との 罪が あると 聖 

書に 記いて あるが (ヨハネ 笫 一書 五 章 十六 節)、 H ドムの 犯せし 罪 は 前者で あつたと 見える。 エジプトと 

アツ シリャ と は 同じく * 判 を 宣告せられ たが、 同時に 义救拯 を 約束 せられた。 

其 曰 (エホバの 日) イスラエル は エジプトと アツ シリャ と を 偕に し 三者 併び て 地の 上に て 祝 一 i を 

受く る 者と なるべし、 エホ バ 之 を 祝 し て  一一 m ひ 給 はく 云々 

と (ィ ザャ書 十九 章廿 四、 廿 五節 )o 然し H ドムに は斯 かる 約束の 言 は 臨まなかった。 審 刹に 由って エド 

ムは 亡びた が 同じ 審判に 由て イスラ H ルは救 はれた。 光に 由り て 死ぬ る 生物が あり 生きる 生物が ある。 

神の 敵が 亡びて 後に 救扬が 全地に 臨む ので ある。 

其 穴 イスラ ヱルの 救と 世の 終末 

ォバ デャ書 十九— 廿 一 節 

H ド ム は 其 富と 智慧と、 而 して 富と 智慧と の 故に 生りし 高 ぶりと 冷酷 無慈悲 の 故に 亡びる であらう、 

そして 亡びて 跡 方な きに 至る であらう。 そして エドム の 亡びる と 同時に イス ラエル は 起る であらう。 

イスラ H ルは失 ひし もの を囘復 し、 其 上に 更に 新たに 獲る 所が あるで あらう。 シ オンの 山に 救 者 現 は 

れて H サゥの 山 を 精く に 至る であらう。 H ドム と イス ラ H ル と は 其 地位 を轉 倒す るに 至る であらう。 

斯 くして 人の 計畫は 破れて 神の 聖旨が 成る に 至る であらう と。 以上が ォバ デャを 始めと して 凡ての 預 

一一 一一 口 者が 此ー ー國 民に 就いて 預言した 所で ある。 

ォバ. テャ 書の W 究  七 一七 
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「南の 人 は エサ ゥの山 を權」 と ある。 ユダヤの 南方 を ネゲブと 稱ん だ。 ネゲブ は 南の 意で ある。 ネ 

ゲブと H ドムと は 境 を 接した。 故に ャ コブの 子孫に して 南方 卽ち ネゲブに 住む 者 は 更に 南に 仲び て 敵 

國 H ドム を 占領す る だら うとの 事で ある。 其 如くに セ ぺ ラ卽ち 平地の 民 は 北の方、 H フ ライムと サマ 

リャの 地 を囘復 する であらう。 山地の ベ ン ャ ミ ン の 族 は 東に 伸びて ヨルダン 河の 東なる ギレアデの 地 

を璲 るで あらう。 そして 國民擧 つて 軍旅 を 組織して 力 ナン 人に 屬 する 地 を レバノン 山脈の 西 麓、 地 巾 

海に 瀬す る ザ ラベ テ まで 瘦 るで あらう。 そして 遠く セパ ラ、 デ まで 俘擄 として 運ばれし エルサレム の 民 

は歸 りて 一 たび 敵手に 渡りし ネゲブの 邑々 を 己が 手に 奪囘 する であらう。 斯 くして ヤコ ブの 子孫 は 四 

方に 伸びて エルサレム が 其 勢力 屮 心と 成りて 國の內 外 を 統治む るに 至る であらう。 運と 自己と に 頼み 

し エドム に對し ェ ホ バ に 依 顿むィ スラ H ル の 成 行 は如此 しと 預言者 ォバ ヂャは 一一 一一：： うたので ある。 

そ し て 事 は 大體に 預言 通 りに 成った ので ある。 然り^^かに 預言 以 上に 成り 乂 成りつ & あるので ある。 

ォバ， チヤの 口より 此 預言が 發 せられし より 一 一千 七 百年 後の 今日、 ャ コ ブの 子孫 は. 猶 ほ殘存 する のみな 

らす、 彼等 は 一千 五 百 萬の 大衆と 成りて 世界の 大勢 力で ある。 ユダヤ人に 一定の 國 なしと 雖も、 彼等 

は 世界の is 民と 成りて、 世界 到る 所に 存し、 政治、 財政、 思想、 藝術、 研究、 人生 活動の 凡ての 方面 

に 於て 人類 を 指導し っ& ある。 ヤコ ブの 子孫 は 南の 方 エサ ゥの山 を 獲し に 止まらす、 南米と へ 一保 洲と南 

阿と を 得た。 東の 方ギ レア， テを瘦 しに 止まらす 亞細 亜大陸 を 其 支配の 下に 置かん として ゐる。 北の方 

ザレ パテ を據 しに 止まらす、 舊き露 西 帝國は 今や ユダヤ人の 配下に 屬す るに 至った。 そして 西の方 

海 を 越えて 欧洲に 仲び、 英國 米國に 渡りて、 其哲學 科學經 濟を以 つて 異敎の 民の 間に 在りて 人類の 進 

歩に 大貢 獻を爲 しつ i ある。 預言 は當ら すと 云 ふ は， § 違で ある。 當り 過ぎる 程當 る。 若し 聖書が 單に 


神の 敎を 載す る 書で あるならば 左程に 貴い 書で はない。 然し 乍ら 聖書 は 神の 敎 と共に 神の 行動 を 示す。 

神が 如何にして 萬國を 指導し 給 ふ 乎、 明かに 其 事 を 示す。 其れ故に 聖-書 は 特別に 貴い ので ある。 ァモ 

ス 曰く 

夫れ 主 エホバ は その 隱れ たる 事 を その 僕なる 預言者に 傳へ すして は 何事 を も 爲し給 はざる 也。 

と (ァ モス 書 三 章 七 節〕。 言 あり 曰く 「世界の 歷史 は祌の 審判な り」 と。 そして 神 は 預言者 を以 つて 預め 

警告 を發せ すして は 其き 判 を 行 ひ 給 はない。 そして 一 たび 警告 を 發し給 ふや、 其 實現を 見す して. ま 

ない。 神 は預曾 者ィザ ャを以 つて 一 百 ひ 給うた  . 

我が 口より 5r つる 言 は 空しく は 我に 歸ら す、 我が 喜ぶ 所 を 成し、 我が 命じ 遣りし 事を果 さん。 

と (ィザ ャ書五 五 章 十一 節 )o 善に も あれ 惡 にも あれ、 神が 預言者 を以 つて 吿げ給 ひし 事 は必す 成る との 

意で ある。 そして 事實 さう であった。 そして 今日と 雖 もさう である。 トルストイが 露國に 就いて 預言 

した 事 は 成った。 カァ ライルが 近代 文明に 就いて 預言した 事 も 亦 その 通りに 成りつ」 ある。 多分 日本 

厶厶厶 厶厶ュ  <1厶<3<1厶<3 厶厶  <1<3厶<:厶<^<3<1 厶 A  厶厶ム  <-<1  <:厶<"厶厶<:厶<:厶厶<1厶<3 

の 今日 並に 將來に 就ても 預 一一 百 は旣に 降った ので あらう。 そして 事が 成って 後に 日本人 は 預言者が 彼等 

の內に 居た 事に 氣附 くで あらう。 眞の愛 國者は 政治 經濟の 研究の 外に 預言 の 研究に 深き 注意 を拂 ふ ベ 

きで ある。 

「而 して 國は H ホ バに歸 すべし」 と 云 ふ。 是が 最後で ある。 國 とは此 場合に 於て は 世界で ある。 最 

後に 世界 は 其 正當の 持主なる エホバ の 祌に歸 すると 云 ふ。 世界が ユダヤ人 叉は英 民族に 歸 すると 云 ふ 

ので はない、 H ホ バに歸 すると 云 ふので ある。 默示 錄第廿 一章 同廿ニ 章が 事實と 成りて 現 はるべし と 

云 ふ。 斯んな 有難い 事 はない。 他の 預言 は 一 も 成就せ すと も此 預言 さ へ 成就 すれば 我 は 足れり である。 
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神の 幕屋 人の 間に あり、 神人と 共に 性み、 ん祌の となり、 神 また 人と 共に 在して 其 神と なり 給 

ふ。  • さ 

再臨せ るィ H ス キリストが 人類の 王と して^ 界を 治め 給 ふ 時に 涕は 悉く 拭 ひ とられ、 復た死 あらす 哀 

み哭き 痛み ある 事な きに 至る であらう。 そして 其 時には 「前の 事す でに 過去れ り」 と あれば、 H ドム 

と 其 犯せし 罪と は 忘れられて、 水の 大洋 を蔽 ふが 如くに H ホバを 知る の 知識 は 世界 を 避 ふで あらう。 

其 時 ま で の涕 であ る。 我等 は 忍ん で 待つべき で あ る。 


ョナ 書硏究 

約 拿 書 講義 

第一 章、 第二 章 

約 拿 書に 就いては 種々 樣々 の 異說が ある、 本書 は 或 眞理を 示す 爲の喻 話 だと 云 ふ もの も あれば、 ま 

た實 際の 歷史を fl 曰いた 者 だとい うて 居る 者 も ある、 假 りに 後 說に從 うて 見る と 第一 エホバが 魚 を 使 ふ 

たとい ふ 事が 分!^ らぬ、 此魚は 鯨であった らうとの 說が 有る が、 併し 鯨の 咽喉 は身體 に比べて は 極細 

がい もので、 鰯 や 烏賊な どは嚥 むが 生き 乍ら 人間 を 嚥む事 は 出来ない、 咽喉 を 通った としても 三 = 三 

夜ぎ 化れ すに 腹の 中に あつたと い ふの は 可笑しいで はない かとい ふ 反問が あるので、 或 人 はこれ を 一 

種の 较 -i 鯨 程の 大きさで 長さ 一 丈 八 尺 許り も ある アブ ラ鲛 のこと だら うと 說明 を附 けて 居る、 併し 

此魚は 我が 北海に も 稀れ に 流れて 來る 極塞產 の 魚 で あるから、 あの 溫 かな 地中 诲に： 冰ぃ で 居た 害が な 

い、 たと へ 狡が 約 拿を嚷 下した にしても 三日三夜の 說明は 相 變らす 危ない に 決定って 居る。 

次に は 一て 不べ 市に 就いての 議論が 喧しい、 此市 のこと を 書いた もの は 聖書 以外に も 種々 あるが、 そ 

れ に は 約 拿 書に 載つ て 居 る 樣な譚 は 少しもな い、 所で 約 拿 書 は眞實 の 談話 を 記した もの では 有るまい 
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とい ふ 否定的の 斷 案が 下って くる。 

所が 一方に は 之 は 奇蹟 だ、 神の 御 業 だから 虚誕と は 云 はれぬ、 殊に キリストが 吾れ は 約 拿が 三 口 三 

夜 魚の 腹の 中に 在った 様に 三日三夜 墓の 中に 居る とい はれた  一 一一 K を 見る と 愈々 益々 この 記事の 露實な 

ことが 分明る と 主張す る 一 派 も ある。 (馬 太 傅 十一 一章 を昆 よ〕 

眞實の 出来事で あつたか、 或は 全然の 虚作 であるか、 實で あり 得る とも 云 へれば、 比喩 談 だと 考 

察する こと も 出來る 様で ある、 併し 赤裸々 に 事實其 at を 表，：：： する を 好んで 小説 稗史に は緣の 遠い^ 太 

人が 唯 だ文舉 的に 比喩 談を 書いた とい ふ 事 はいかに も 受取り 難い 推論で は あるまい か、 小說 とい へば 

直ぐに 虚偽の 書物と 判じ 去った 力 ー ライルに 小^ 戲作は 書かれなかった と 同様、 is 曰 記者の 一 人が こ 

ん な 小^的；^ 物 を ものした とい ふ繂は 頗る 疑 はしい から 予は 寧ろ 事實 とし て 此書 の 内容 を 承認して お 

かう と W わ ふ、 かくすれば 約 拿の 話より 出で 來 たる 敎訓其 もの をも容 HI? に 取 人れ 得る と 同時に 純文學 に 

は 君； きをお かなかった 辆太 人に 就ての 說明 や、 上に 舉 げた キリス トの 一一 一一 11 とも 衝突せ す に^む 事になる、 

仍し約 拿 を 嚥んだ 魚に 關 する 答 辯 は 矢張り つくまい との 詰問 は 後日 の 說 明を俟 つと する も敢て 遲く は 

あるまい、 元來 g^; 書 は 約 拿 書に かいて ある 以上の 大奇 踏を說 くもので あるから、 獨 りこれ のみ を 取り 

あげて 喧しく 論 ふに は 常るまい と 思 ふ。 

^てこれ から 本文に 入って 少々 語句の 說明 をす る、 二 節の 「邑」 と は 村で はない 都，， ぼで ある、 一丁 不 

ベ は 不信仰の- i- の 住した^ 界の 都であった、 タルシシ は 地中海の 西 端に ある、 地中海の 東端なる^ 太 

人が 其 西 端に 逃げん と爲 たので あるから、 いは 日本人が 亞米利 加 や 壤太刺 利 亜邊へ 走った と 同様で 

ある。 〇 『船 夫 恐れて 各お のれの 神 をよ び 云々』 (五節)、 『汝 なん ぞ かく 附睡 する や、 起て 汝の神 を 


呼べ 云々』 (六 節.」、 多 祌敎の 迷信 を 見るべし、 予が 知って 居る 信者に よく 地藏 廻り を 遣る 者が ある、 

w 故にと 問へば、 耶蘇 敎の 神様が 聽き 入れて 下さらぬ 時には 地藏 様が 嘉納して 下さる からと 返答した、 

こんな 11 天秤 的の 信仰 は 全で 話に ならない。 〇 『si; なきの 血 を 我等に 歸し給 ふなかれ』 は 約 拿の の 

爲に 辜な き 我等 を 罰し 給 ふ 勿れと いはんに 同じ 事な り。 

此第 一 章に 何なる 敎訓が 含まって 居る か、 M ホバ の 言 ョナに 臨んだ 時に 彼 は 其 面 を 避けて タルシ シ 

へ 逃ん とした、 併し これ は獨り 猶太 人た るョナ にの み 限られし 事で は 無い、 祌が大 責任 を 下す と 人 は 

大抵 逃げ出 だす ものである、 種々 樑々 の：： 實ゃ现 裔 を 見つけて 切りに それ を 免れよう とする、 報酬が 

多くて 他人から 譽 めら れる 事業なら 押しの けて でも 行る が、 表面 派手 やかで ない 實の ある 事業に は 誰 

も 手 を 出す 者が 無い とい ふの が 日本人 今日の 狀況 である、 今 n 本の 君子 國に 小さい 約 拿が 幾人 有らう 

か、 予も隨 分 その 種の 人間 を 承知して 居る。 

一 曰： 我れ にドさ れた 使命 は 何う し て も 免れ 了 ふす 事 はで きないと いふの が 次に 來る 大敎^ で あ る。 

祌は必 す 逃げる 者に 追 ひ 着いて 猶豫 なく 其 者 を 捕 へ 給 ふに つて 居る、 會社ゃ 學校ゃ 政府の 諸官 省に 

逃げ込んで 首尾 克く 隱れ了 ふせた と 自分 一 人 は 思うても、 大 沸騰 ゃ大 葛藤が 必す其 脚下から 起って く 

る、 そこで 他人 は 鬼 も 角 本人 丈け はよ く 其 原因 を 承知して 居る、 ョナも 嵐の 原因 を 承知して 居った 故 

に 彼 は 度胸 をお めて 一命 を 無き 物にして 船側に 眠って た。 予 にも 同様の 經驗が 有った、 高等 中學に 

敎鞭を 把った の もこれ で 予は唯 だ 知識 的に 日本の 靑年 を敎訓 しょうと 試みた ので あるが、 某せ る f^H 

ホバ の大 -M は鹏 然として 吹き捲つ てきた、 之に 飛ばされ たもの は 啻り予 のみに 非す、 予が 家族 も學校 

も、 又た 敎育 社會全 體 も 之れ が爲に 振動した、 一 人が 责任を 免れた が爲に 他人 迄 を も 困らし めねば な 
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らぬ とすれば これ は大に 注意すべき 事で はない か。 

船人に 勸 めて 我 身を投 人れ させた 約 拿 は 全く 海中の 藻屑と なって 了った か、 否々 彼 は 神が 設けし 特 

刖の 方法 を 以て 救助け 出された ので ある、 「魚」、 「三日三夜」 などの 文字 上の 解釋は 一 先づ 腹中に 葬 

つて 置いて、 一 大幅 音が 此章 中に 罩 めら れて ある こと を 熟考して 見 給へ。 

一 一三 十 萬の 不信仰な 人民に よりて 組織され て 居た 一一 ネベ の 市に 單身直 入して 喝然其 罪 惡を責 むる は 

未曾有の 大任で は あるが、 併し ョナの 如き；： ：3 仰 確 ra: の 人が それ を 免れよう としたの は奇體 ではない か- 

逃げても 逃げられない 事は疾 くに 承知して 居た 害で はない かとの 疑 も 有らう がそ こが 卽ち 人間 全體の 

0 〇 0  0  0 

Si 點 である。 

此 節の 流行の 一 つ は -亞 米 利 加 行で あるが、 中には 隨分 怪しい 人 も 交って 居る 様に 見受けられる。 天 

を 翔り 地 を 潜っても 行く 處は皆 同じく 神の 領分に 相違ない から、 责住 逃亡の 結 某 は 全然 我 を 困し め 他 

を累 する のみ、 いは 尻尾に 火の 付いた 狐の 矢鮮に 走り 廻る 様な ものである。 

第二 章 は 一種の 讚美歌で ある、 『ョ ナ、 H ホバに 祈禱て 曰く』 は ョナ、 H ホバを 讚美して 曰 くと い 

ふと 同じで ある、 『山の 根基』、 『地の 鬥を支 ふる 關木』 は 美 はしき 喩 にて、 八 節 は 勿 41 偶像 信者の 迷 

ひ をい うた もの。 

かくて 彼れ ョナは 感謝の 祈禱を 捧げて 神の まに まに 從 うたが 故に、 彼 は 終に 陸の 上に 吐出され て復 

び 使命の 途に 上る 事と なった。 

此の 大任 を 貫き通さう とすれば 父母 や 兄弟に 迷惑 を かける からと いうて 自ら 引返す る 人が ある、 成 

程 一寸 道 fi? の：：： 實 では あるが、 併し 經驗は 寧ろ 其 反對を 承認 せんとす るで はない か、 早く 神の 前に 降 


參 して 其大 命に 從 へば 大 なる 慰藉が 我れ 及び 肉親の 上に も 及ぶべき を、 妄りに 東洋 的の 策略 を 用て 切 

拔 けようと する は 自ら 進んで 衝突と 牴牾と を 買 ふと 一 般 であらう。 成程 大責 住の 我 肩 上に 下る とい ふ 

は 殺と 恐ろしき 不幸で は あるが、 併し こんな 名譽 ある 不幸が 何處に 在る か、 祌 一一 一一 n 我に 下りて は 我れ は 

直に 一一 ネベ を 指して 走り ゆくべき である、 タル シ シ 行の 舟 を 求む るは苟 くも 信仰 ある 人間の 爲 すべき 

事で はない、 以賽亞 は 奮然と して 神の 命す る 所に 從 つた、 故に 彼に 約 拿の 如き 艱難 は 来らなかった。 

約 拿 は 以赛亞 よりも 一 1! 曰怜悧 であった、 併し 彼 は 自分の 怜俐な りしが 爲に 大變な 大風に 出會 つたで は 

ないか。 

吾人の 信仰が 却し 來る は必 しも 學術 研究の 結果に 因る ので はない、 大抵 は 我 身に 下る 祌命を 担ん 

で 全くの 暗 黑に落 込んだ が爲 である。 此 種の 人 は 啻に 三日三夜 許りで はない、 三年 も 四 年 も 魚腹の 中 

に 葬られて 居なければ ならぬ。 若し 世に 幼兒の 如き 心 を もて 信仰の 道 を迪る 人が 有るならば 其 人は则 

ち 光明より 光明に 進む ベ き 幸 幅なる 同胞で ある。 

第 三 章 

ョナ 心を飜 へして 祌に從 ひしが 故に 「H ホバの 一一 一一 口 復た ョナに 臨めり」、 神の 言の 吾 儕に 臨む は 吾 儕 

が 神に 從 ひし 時に 在る、 吾 儕に ィ ン スピレ ー ショ ン なく 信仰の 光な き は 吾 儕が 神に 倚らす して 唯 だ 吾 

倚に のみ 從 ふからで ある、 吾 儕 能く 心に 神の 姿 を 仰ぐ 時大 光明 灼々 として 我が 四 K 五體を 照す、 rn 

ホバ の 曾復び ョナに 臨めり」 の 語 は 繰返し，/ \ 味うて 置く の 必要が ある。 

神 一一 一戸 汗の 如し、 一 たび 出 でた る 神 言 は M 處迄も 貫徹せられ すに は 巳まぬ、 「起て かの 大 なる 府ニネ 
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べに ゆき わが 汝に 命す ると ころ を宜 よ」、 命令 單簡、 しかも 前のと：！ 一  にして 汝の 意を陳 ベて 俗 的 能 

辯 を 廻せ よと いふので はなかった、 た 我が 一一 in を 傅へ よ、 取り つげよ との 命令であった、 於是乎 魚の 

咽より 吐出され し ョナは 生れ か はった 様に み 進んで 一一 ネベ の 市へ と乘 込んだ。 

-ー ネ ベと いへ ば 言 ふ 迄 もな く タイ グリスの 左岸に 立 ちし アッシリアの 大都 會卽ち 「太古 時代 の 倫敦」 

である、 所謂 ァ ッ シリア 學 Assyriolcgy の 研究に 殆んど 全力 を 費して 居る 擧 者が 泰西に は くない、 

抑もァ ッ シリアと いふ は 紀元前 一 千 八 百年 頃に 新 起源 を 開きて 紀元前 六 百 一 一十 六 七年顷 滅亡した 古代 

の王國 であるから 其 文物 制度 は 一 時 全く 後代に 忘れ はてられて 居た ので あるが、 幸に も當 時の 文舉は 

鐡のぺ ン もて 刻せられ た 瓦 壁の 上に 遣留 つて 居た 爲、 其 喪 物が 土中より 掘 出さる、 と 偕に 吾々 は 二 干 

1.;- な 年 前— 二 干 五 百年と いふ 我 紀元 計算に 六 百年の 勘定 違 ひ ありと すれば 神武 天皇 卽， 化より 凡そ 六 

年 以^に 腾 する 西方- 亞. 細亞の 文明 や 一 1 ネベ 市の 古事 を歷々 として 讀み 得る 様になつ たの は 頗る 快 心の 

^であると 一一 ぼ はねば ならぬ。 

「 一一 ネベ は 甚大なる 邑 にして これ をめ ぐるに 三 n を 終る 程な り」、 實 にや 二 ネベ の 市 は 一 一千 五 百年 

以前に 於て 業に 已に 驚くべき 大都會 であった、 古い 東京 は 今の 見附^ 卽ち 溝渠 內に 限られて 居た が德 

川：： 一代 將 軍が 淺草 見附に 大門 を 立てられた 時、 其 臣下に 此， 如 野原に 門な ど を 建てて 3： にな さると 諫む. 

る 者が 有った 時、 將幕 答へ て 自分 は此處 まで 江戶の 町を擴 める 考 だと 巾され たさう だが、 明治の 今日 

其 歩 は 遠く 廊 外に 仲び て 東京 は 今や か k る s 里 方の 大都會 と 進歩した。 一一 ネベ 市と い へば 古き： ル 1:^ 

と！： 様、 城廊. S: であって 住 1- 凡そ 二十 萬 許り、 卽ち我 東京の 壕の内 位の 人：：！ であった と 想像して 置け 

ば 〈几し い * 廓 2： に は 岡 書 館 あり、 兵營 あり、 一大 文臺 など ありて 周 圍の土 乎と いふ も 高く 土 を 盛り上げ 


しもので はなく、 泥土の 障壁 を 築いた 儘 之 を燒き 付けた 一 枚の 煉 であって 此の 土墻の 上に は 其當時 

一 一頭 立の 馬車 六 « を 並べる ことの 出来る 程の 厚さであった、 か 、 る强 勢な 廓 内に 一一 ネベ の 王は嚴 然と 

して 控 へ て 居た、 但し こ、 で 一一 ネベ の邑と ある は  一口に いへば 大 一一 ネベ 全體を 指した のであって 單に 

城廓 內を いったの ではない、 紐育巿 にた、 ^ の 古 紐 育と 大紐 育と が あると 同じく、 -て不 べに も 城廓 以外 

に擴 がれる 村邑が 有った、 大 一一 ネベ は 卽是等 を總稱 した ものなる こと を 注意して 置かねば ならぬ、 更 

に 叉た 數字 によりて ニネベの 大を 測.： 化する こと も 出来ぬ ではない、 今 東京 市の 廣袤は 其 周 園 凡そ 十二 

里で あるから 健脚なら ぬ 人 も 一 日 半 を 費して 優に 之 を 巡る ことができる、 して 見れば 「これ をめ ぐる 

に 三日 を經る 程な り」 とい ふ 一一 ネベ 市の 周圍は 凡そ 一 一十 ra 五 里 位 もあった であらう。 

以上の 說明 によりて 諸君 は 能く -ー ネベ 市の いかに 廣大 なるや を 想像して 吳れ るで あらう、 か、 る廣 

大 なる 外 國の巿 邑に豆 小の 兒が M ホバ の 神よりの 命令 を 負うて 唯一 人乘 込んで 往 つた、 こ は 沟に長 

縮るべき 大事 業であって、 若し 之 を 行 ふ 者が 普通の 人 問であった ならば 皆な 悉く ョナの やうに 戰慄し 

て ひた 走りに タルシ シ 或は 其 他の 地方へ 遁れ たで あらう、 諸君が 田舍 より 屮： でて 唯 一 人 新橋の 停車場 

に i 浴され たと 假定 して 見 給へ、 其 寂 霧し さは 中々 一通りで はない、 東京なら ば 會話も 解り 店々 の 看板 

など も 見える からま だ大に 慰む る 所が あるが、 今一 歩 進んで シカゴ や 養 府ゃ桑 港に 唯一 人人り 込んだ 

と假 えして 見 給へ、 其 寂 I 鬆の大 なる 事 は 中々 新橋 停車場 どころ の 沙汰で は 無い、 我 衣服 は贫 しく、 我 

が 舌端 は 硬 固く、 而 して 見 あぐる 如き 大 建築 は 坐 がらに して 我 を 呑み 霊さん とする かの 感が 起って く 

る、 是に 至て は 百 萬の 錢カも 我が 寂寥と 無聊と を 打消す ことに 於て 何の 魔力 を も 有しない ので ある、 

斯く考 へてから 人口 ra 五 百 萬 を 有せし 外國の 一 巿邑に 單兵獨 歩 を 以て 進入した ョナ其 人の 男 氣を推 想 

約 拿 講義  七 一一 七 


sw§«w 究  七 二八 

して 見 給へ、 此巿邑 に 入 て 其 住民 を 喝采し 頌德す る の なら まだ./ \.宜 しいが ョナの 責任 は 全で 其 正 反 

對 であった、 「ョナ 其邑に 入り はじめ 一 日路を 行きつ &呼 はり 曰け る は 四十 日 を經ば 一一 ネベ は 滅亡 さ 

るべ し」、 ョナは 唯 だかく 叫んだ、 ^に牧 賄 事件 を 取 出して 揚言した ので も 無かった、 又た 官吏 政 客 

の 腐敗 を 罵倒した ので も 無かった、 た 一て 不べは 滅亡 さるべし と唱 へたので 有った、 見 も 知らぬ 一人 

の 男が 突然 飛 出して きて 一一 ネベ 滅亡 論 を 放った から、 一丁 不べ の 或 人民 は氣狂 男が きたと 言って 冷笑し 

たで あらう、 成程 狂氣の 沙汰であった、 併し 此 裏に 不屈の 熱情が 有った、 神 を 信す る 正直が 有った、 

祌の聲 は 短し と雖其 中に ST 學 博士の 味 ふ 能 はざる 眞理が あるから、 何時か 人に 傳 はらぬ こと は 無い、 

_ ^君 も 一 つ 狂人と なって 東京 市の 滅亡 を 喝破して 見 給へ、 諸君に ョナ 的の 氣 力が 有る か、 此資 住を受 

けて _s 君は必 しも 蘊蓄の 大擧理 を誇說 する に 及ばない、 徒らに 雄 辯 を 弄する に 及ばない、 長舌駄 辯の 

多い 世の中、 吾 倚 は 唯 だ 簡潔に 神の 聲を蓄 へたる 喇叭 を 吹いて 見よう ではない か。 

扨て か-る 實 住に 立った として 諸君 は先づ 如何なる 人に 吹 込まん と 仕 給 ふか、 ョ ナが最 先に 祌首を 

傅へ たる 人、 而 して 眞先 にこの 神 言 を 受取った 人 を 知る が爲に 進んで 本章の 第五 節 を讀み 給へ、 「か 

かりし かば 一て 不 ベの 人々 …… 」 と ある、 人 々は-ネベの 平民 社會を 指した ので、 一て 不べ 人全體 をい つ 

たので はない、 彼等 平民 の 連中 は ョナを 以て 眞の 豫言 者と な し 大小 老弱 皆擧 つ て 斷貪を 爲し麻 の 衣 を 

纏うた、 これ は 彼國に 在りて 自己の 愁傷と 謹慎と を 表 はす 儀式で ある、 無學 不文、 特別の 修養な き 平 

尺が 主として 祌の聲 に倾聽 する 一 事 は 吾 倚が 犬に 注意せ ねばならぬ 點 である、 我 儕 は 傅 道の 器と なつ 

て時に全く失&^^することが有る、 敎 ふる も 駄目、 叫ぶ も 駄目、 書く も 駄目、 天 ドの事 はもう 一 切 駄目 

だ- 盡 力しても 悔 改める 人 は 一人 も 無い、 已むを 得すん ば それた 徐々 の 改革 乎な どと 自分勝手の 慰 


安 法を拈 出して 見る こと も あるが、 これ は大に 違って 居る、 牛 は 何 處迄も 牛、 人 は何處 まで も 人 だ、 

-ー ネベ の 偶像 信者 も 本元 を 洗へば 神の愛 子なる が爲に 彼等 は ョ ナ の 叫びに 聽く 所が 有った ので ある、 

我 儕が 祌の 使者と なって 一 心に 眞の 道を說 きさへ すれば 神の愛 子た る 口 本人が 悔 改めぬ とい ふこと は 

無い、 日本の 無擧の 平民 中には 折：： 學の 博士 先生よりも 神 を 知る に敏 なる ものが あるから 我 儕 は 決して 

失望す るに 及ばぬ。 神に 失望 は 無い、 故に 神の 言を宣 ベる 者に 失望 や 歎息が 有って はならない、 新年 

早 々 意氣銷 沈す る 様な 基督 敎 信者 は 實 につまら ぬ 基督 信者 だ とい はなければ ならない。 

ネベ 平民 社 會の悔 改の聲 は 今や 高き 帝座に も 聞こえ 亙った、 彼 は 「位より 起ち 朝 服 を脫ぎ 麻布 を 

身に 纏うて 灰の 中に 坐せ り」 と あるが 如く 眞實の 悔悟 を 以て 左右の 大臣と 共に 命令 を 其 領內に 下した、 

王が 宣告した 文章の 謙遜なる に 注意し 給へ、 改悔 めさ へ すれば 直に 救 はれる と 思 ふ 人 は 未だ 佝に救 は 

れた 信者で はない、 九 節の 一句 は 維れ 實に 眞箇の 悔改を 表彰した ものと 云 はねば ならぬ。 

予は 繰返して いふが 基督 敎傳 道の 順序 は先づ 子供の 様な 平民 を 感化して 次に 宮庭の 諸 官吏に 及ぶ 事 

である、 一一 H を換 へて いへば 下より 上、 低き より 高き に 及ぼす 事で ある、 祌の敎 を全國 土に 漲らす 順法 

は 之 を 措いて 他に は 無い、 之を顚 倒した 傳道は に 失敗で ある、 某々 伯を說 服して 某 政黨を 靡かせん 

とする 傳道師 が あらば 其 人は當 世の 傳道師 とい ふ 事 はでき ようが 基督 敎其 もの を 了解した 傅道師 とい 

ふこと はでき ぬ、 若し 叉た 某々 侯 を 感化して 茶々 會の 一 味 連中 を 信者に 仕ようと 企つ る 傳道師 が あら 

ば 支那 的 日本的の 好人物と いふ 事 はでき ようが 眞實約 拿の 書 を 玩味した 傳令 者と いふ こと はでき ぬ、 

予輩は 遠き 將來に クリス ト 信者の 宫內吏 を 見る に 至る を 信. f- る 者 なれ ども、 さりと て予輩 は先づ 九重 

雲 深き 邊 りに 洗 禮の 儀式の 行 はれん こと を冀ふ 者で はない。 
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「人 も 畜も牛 も 羊 もと もに M を も 味 ふ^らす」 は變 ではない かとい ふ 人が 有る、 成程 〔尿 畜の斷 貧と 

い ふ は珍說 であるが 併し これ は 一一 ネベ 共 他の ァ ッ シリア 地方に 於る 一 惯 習であった と 見える、 4 マ门の 

•f に 刺 比 人が 一 つ： 大 幕の 內に其 馬 を も 同居させる と 一 般、 一一 ネベ 人民 も 亦 {豕畜 其 もの を 家族の 一 員に 

数へ たので はない か、 人 ，5^ を 犯せば 家畜 も 汚れた る 動物と なり、 人 救 はれて 慈惠 また 家畜に 及ぶ が 如 

く、 畜類 及び 人 問の 間に 深き 關 係の^せ る S は 巳に ノア 洪水の 篇に 於て 註解せ し 通りで ある。 

祌は 一一 ネベ の 人；：^ や 帝王 や 諸 官僚の 爲す 所に 鑒み 給うて 彼等に 下さん とい ひし 災禍 を 取消され た、 

こ、 に 神が 悔いた と 記して あるの は餘 りに 人 的の 書 方で ある やうに 思 はれる が、 併し これ は 祌が特 

に 人 il を愁み 給 ふ 慈愛 心を寫 し^した もの で 、 神は嚴 重に 國家 の 滅亡 を 宣告し 給 ふ も 其 宣告た る や 決 

して 述べ 叩で はない、 運命 は 人 問の 免れん と 欲して 免る 能 はざる 桎椎 であるが、 自由意志 を 授かつ 

て W る 人 に；^ 亡と いふ 運命 は 無い、 故に 日本 國の 盛衰 興亡 は 一 に n 木 人 25^ の悔改 むる と悔 改めざる 

とに 繁 つて 居る ので ある。 

を 以て 否 倚 は 飽く迄も 神に 救 はる k 愛子と ならねば ならない、 祌の 一一-一 2 其 俊、 キリス トの敎 其 偽 を 

忌憚な く- K 傳 せねば ならない、 これ を ベねば 東洋 日出の 日本 帝 國は必 す 滅亡す る、 亡 國論を IP ふる 

愧 一一"！： 者の 5^ ない 國の 生命 はそんな に 長く 綾く もので はない、 見よ 切りに 大豫言 者 を 輩出した 猶太 人の 

勢力 は其國 解けたり とはいへ 今日 尙ほ 頗る 强勢を 示して 居る ではない か、 彼等に して 一朝 相携 へて 鄉 

卜" に： S らん か、 前よりも 二十 倍大の 國 〔氷 を 組^す る こと は敢て 難い 事で はなから うと 思 ふ、 約 拿 書 第 

三 章^々 十 _s に 過ぎす と雖、 其 含む 所は廣 且つ 大、 新約 書の 精神 は 已に此 章に 於て 大に顯 はれたり と 

すれば、 いざや 我等 は 進んで 俱に其 第 w 章の 精神 を 探って 見よう ではない か。 


第 s 章 

約 拿が この 事 を 甚だ 惡 しとして 烈しく 怒った の は 不思議で はない か 、豫言 者の 漀 動と いふ 側より 見 

れば 如何にも 受取れ ぬ 次第と いはねば ならぬ、 され どよ く/ \ 思案して 見れば 別に 珍ら しい 出來 事で 

もなぃ樣でぁる、元來改革者と稱する者の中には眞に世の中の改良されん事を&^1むものは至て少なぃ、 

彼等の 中には 先づ 自ら 義人た らんが 爲に 神の 名 を 揭げて 正義 を唱 ふる 野心家が ある、 ョナの 心底に も 

か V る 利己的の 分子が 蟠 つて 居た 爲に彼 は 他人の 悔 改めて 神を崇 むる を 見、 又た 神の 彼等 を 救^ はん 

とな し 給 ふ を 聞き て大に 不快 を 感じた の で あ つ た。 

ケ n の學者 等は專 門々 々の 呼聲の 下に 切りに 他人の 知らぬ isf? 門學を 探索し ようと 念が けて 居る、 故 

に 彼等 は 動物 學者 となる のに も 牛馬 や 羊 豚 を 研究す る を 好ます して 他の 學 者の 知らぬ 蟲類、 例へば 蛭 

なぞの 研究に 耽る とい ふ 有様で ある、 蛭と いふ も 彼等が 研究 せんとす る は 病人の 血 を 吸 ふそれ ではな 

うて 魚類の 瀕ゃ洋 海の 底に 居る の を しらべ て 天下 蛭に 通ぜる もの 唯 だ 吾輩の みと 誇らん とする ので あ 

る、 ゆ； れば 他の 人々 が 同じ 蛭 研究に 從事 する 様になれば 彼 は 正面から 一 大打 擊を受 たるが 如く 周章 狼 

狠 して、 ありと 所有る 不平 を 洩らし 始める ので ある、 而 して か&る 1^ 學者 は實際 基督 敎會の ：？： にも 多 

く橫 はって 居る ではない か、 彼等 は 巧に 特別の 神 恩を說 いて 自ら 喜ぶ と雖、 同胞 兄弟の 多くが 同一 の 

信仰 を 得る に 至れば 彼等 は 次第に 不機嫌の 額を呈 する が 常であって、 彼等 は此 一 點に 於て 宛然 小兒と 

一般で ある、 ョナは 則ち 蛭學 者の 一人であった、 彼が， H ホバの 神 を單に 自分の 神との み 心得、 ニネベ 

の 人 はたと へ 富と 政 横と を 保ち 得る も 神が 與 ふる 特別の 恩惠 には與 かる ことので きぬ 者 だと 卑下ん 

約 拿 .SI 講義  七 一一 一 一 
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でお たは 明瞭で ある、 さはれ 一 步を 進めて 考 ふれば こ は 確に 各人の 胸中に 游 める 一 つの 罪惡 にして 其 

程度の 多少 こそ あれ 人 は错な これ を 自己の 內 面に 發 見せざる を 得ぬ であらう と 思 ふ。 

一 一節の 文句 は 彼れ が タルシ シ へ遁 れんと したる 唯一 の 理由 を 自白した もので あるか、 但し は 彼が 故 

らに 作り 設けた る 表面の ロ實 であるか、 予は彼 を 以て 責任 を 恐怖る、 の 餘り逃 去りし 者と 信す るが 故 

にこの 文句が 彼が いふが 如くに タルシ シ 逃亡の 理由 を陳 ベた ものと 見做す こと は 出来ない、 三 節 は 彼 

の 僻み 根性 を寫 して 餘り ありと いふべき であるが、 之に 對 する エホバ の 答 は 至極 簡單な もの であった、 

， J れ は 親が 其 子 を 宥斩め 賺す 様な 言葉で 叉た ョナの 弱 點に切 込んだ 强ぃ 曾 葉と も いふべき である。 

ill はバビ B ン 近傍に ては氣 候の 熱き が爲め 非常に 早く 生長す ると 謂 ふ、 「一夜に 生じて 一 夜に 亡び 

し瓢」 と ある は 勿論 其 生 亡の 迅速なる を 形容した ものに 過ぎない、 瓢枯れてョナは復た失は_^1した、 生 

くる ことよりも 死ぬ る 方 我に よろしと 橾 返す 彼れ の 腕白 を 見よ、 爾 うして 祌と 彼れ との 間の 交通が 如 

何程 親密な りし か を 見よ。 

扨て 約 拿 書中の 大幅 昔、 否な 舊約 書中の 大福 音が この 末節に 現 はれて 居る、 「まして 十一 一 萬 餘の右 

左 を 辨 へざる 者と 許 多の 家畜と ある この 大 なる 府 一一 ネベ を われ 惜 まざらん や」 とい ふ 一 節 を 讀んで こ 

の藉約 書が 神の 正義と 憤怒との み を 記せる ものに 非す して この 裡に は實に 深き 深き ヒ ュ ー マ 一一 チ ー が 

含まれて ある 事を隨 るで あらう、 今や 世に 動物 虐待 防止の 聲を揚 ぐる 者 ありと はい へ 未だ 約 拿 書に 於 

て學び 得る だけの 幅 昔 をき くことの できぬ のは殘 念で ある、 諸君 試に 上野 公園 や 湯 島 天神の 高臺 に 立 

ちて 夜の 東京 市を瞰 下し 給へ、 幾多の 魔窟 は 軒 を 並べ て 諸 ij;; に甚 しき 不快 を呈 する であらう、 而 して 

情火-0熾なる人はか、る汚^^巿の頓に消滅し去て新たに淸き市の起らん事を熱望するでぁらぅ、 され 


どされ ど 右と 左と を辨 へざる 無 の小兒 この 中に 幾人 あり や、 一一 一一 n 語の 自由 を 有せざる 牛馬 犬 猫 幾 匹 あ 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  oocoooooooooooooooooooooooco「>o 

り や、 罪業 深き 親兄弟、 相場師、 牧賄 官吏 を 父と 呼び a と 崇めて 何の 氣も なく 笑 ひ 興す る 小兒を 想へ 

ば 吾等 は 是非共 天よりの 敕濟を この 都市に 竣 たざる を 得ないで はない か この 腐敗せ る 東京、 この 腐 

敗せ る 日本 帝國に 於て 吾 倚が 將來に を 腸すべき は 誰で あらう か、 一 一十 五 歳 以上と なりて 基督 信者た 

るの 難き を 思へば 三十 四十の 坂 を 超えた る 人 を 善に 遷 さん は尙  一 曰の 難事で あると いはなければ なら 

ぬ、 於 是乎吾 倚の 希望 は 青年の 上に 在る、 否な 左右 を辨 へざる 小兒の 上に 在る、 柔和なる 小兒 よ、 天 

阈に 居る もの は 皆な 斯 くの 如き 人で ある、 ゼ シュ イット 一 派の 僧侶が 五 歳 以下の 小 兒を預 つて 天下 を 

動かさん というた の は大に 意味 ある 實葉 で はない か、 小兒を 愛す ると 供に 吾 倚 は 叉た 家畜 を 愛 せねば 

ならない、 馬 や 牛に 食物 を與 ふるとき 轡を銜 ますな とはモ ー セが狼 太 人の ために 作つ だ 律法の 精神で 

あった、 羊の 5^ もて 羊肉 を 煮る は 同じく 猶太の 禁 法であった、 延髓を 針に て 刺し 或は 電力 を 脚部に 通 

じて 之 を 殺す は 可成く 畜類に 苦痛 を與 へまい との 西洋人の 博愛の 結果で あるが 我國 屠殺場の 慘 狀は實 

に 之 を 一一 一一 n ふに 忍びざる ものが ある、 予が 以前 京都に 於て 目撃した 所に よれば 屠 牛 場に 車 を牽き 行く 牛 

は 其の 歸 りに は 生命な き 肉塊と 化つ て 同じ 車の 中に 投 込まれて あるが 常であった、 何ん と 恐ろしい 人 

の 心で はない か、 故に 吾 倚 は 下婢 や 家畜に 對 する 擧 動より して 其 人の 基督 信者で あるか 否か を 判定す 

る ことが 出来る、 下婢 や 家畜 を 手酷く 取扱 ふ 人 は 決して 眞の 基督 信者で はない、 基督 信者と は 神が 造 

り 給 ひし 萬 物に 對 して 愛 心 を 注ぐ 人でなくて はならぬ。 

故に ョナ はか、 る 博愛 的の 敎に 接して  一 口 も 返す 曾辭が 無かった、 今日の 基督 信者の 中に も 基だ自 

分 勝手の 人が ある、 彼等 はた ^特別の 恩恵の 己れ にの み 下らん 事 を 願 ひて、 あへ て 他人の 幸 不幸 を 願 
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みょうと しない、 憫れ むべ し 彼等 はモ ー セゃ バウ 口 の 祈禱が 如何なる 者な りし や を 知らない、 「若し 

己れ にして 救 はれ すん ば」 と 吾 儕 はいうて はならぬ、 「t 右し 阔ク ぁ社ノ ゆにして 救 はれ すん ば」 と 吾 倚 は 

いはねば ならぬ、 イスラエル のおに して 救 はる、 を 得ば わが 姓名 は 生命の 文より 削 取らる、 も わが 一 

身は詛 はる、 とも 可な りと い-つた モ ー セ ゃパ ゥ は Ha 霣 なる 神の 僕であった、 故に 吾等 今日の 基督 信 

者 も 一 身 を 犧牲に 供して 日本！； の爲 めに 竭 さねば ならぬ、 否な n 本國を 世界人 類 全 體の爲 に 活動 させ 

ねばならぬ、 ^界の 爲に盡 す 日本、 日本の 爲 めに 盡す 11： 胞 ありて 我等 も 亦 特^に 恩 惠を受 くる 者と な 

るので ある、 此の 點に 於て ョナは 露に 惠 まれた 人ではなかった、 此の 點に 於て バウ I- ゃモ ー セは 最も 

多く 恩 ま-に 浴した 人で 有った。 

以上 は大 體の說 明で あるが、 然し 諸君 は 之に 由り て 約 拿 書が 舊約 書中の 新約 書なる こと を 了解す る 

であらう、 これ は 實にィ ザャ、 エレ ミヤ 以上の 豫 であって、 讀 むこと 愈々 深ければ 眞理の 念が 愈々 

淸く澳 いて 屮 I るので ある、 予は 諸君が 1^ 々たる^の 一 疑惑の 爲に 此の 贵き 眞现を 逸し 去ら ざらん こと 

を X 布 5-.- せざるを得ない の で あ る。  (- ヌ. ，ー ク 生 筆記) 


ハバ クク書 研究 

預 言 者哈巴 谷 の 聲  . 

哈 巴 谷 書 第一章 

•  •  > め し  お h  ！  ！ 

預言者 パ バ クタが 啓示 を 蒙りし 預 一一 目の 重荷 (笫 一 節) 

ハ バ ククは 紀元前 六 百年 頃の々 なり、 豫言者 マー レ ミヤと 時代 を 同う し、 カル デャ人 nissi 入の 時に 際し 共 

に ュダ國 人 を警醍 せり。 〇 預言者 は 神の 聖靈を 接け し愛國 者な り、 彼れ は 多く 個人の 救濟に 就て 說か 

す、 中； として 國 3^ の 運命に 就て 語る、 彼の 題目 は 世界の 歷史 なり、 國 民の 上に 顯 はる i 神の 裁判な り、 

而 かも 彼 は 希望な くして 語らす、 彼 は 暗 Mi の 彼方に 常に 大 なる 光明 を認 む、 彼の 憤怒の 激烈なる は 彼 

に 燃る の 愛 心 あれば なり、 彼 は 推理せ す、 直に 神の 靈に 觸れて 語る、 彼に 哲學 的說明 あるな し、 直感 

的確 信 あり、 彼が 傅 ふる 廣理 の證明 は單に 彼の 燒 くが 如き 熟 心に おす。 〇 「篾 荷」 神の 默示 なり、 

國 民に 傳 ふべき 神の 使命な り、 之に 軍； き 責住存 す、 故に 之れ を 受けし 者に りて は 大た& る 重荷なら ざ 

1 や-さ 

. る ベから す、 彼 は 獨り之 を 心の底に 藏 むる 能 はす、 彼 は全國 民の 反抗 を覺 悟して 之 を 被 等の 前に 述べ 
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ざるべ からす、 神の 默 示に 接する は 犬なる 名譽 なり、 然れ ども 名 譽に伴 ふに 大 なる 責任 あり、 豫 一一 H 者 

は 之 を 受け て 東 荷 の 其 肩 上 に 置かれし を感す るな り。 

H ホバ よ、 我 叫ぶ に汝の 我に 聽き給 はざる こと！： 時まで ぞゃ、 我汝に {!: ひて 强暴 を訴 ふれ ども 汝 

は 助け 給 はざる なり、 汝、 何とて 我に 害惡を 見せ 給 ふや、 何とて 艱難 を瞻 望め 居た まふ や、 掠奪 

及び 强 暴、 我が 前に 行 はる、 审論 あり、 = ^つ 鬪爭 起る、 是に 由り て 法律 弛み 公義 正しく 行 はれす、 

惡人、 義人 を 園む が 故に 公義 曲り て 行 はる (第二 節より 第 四 節まで」。 

預 一一 m 者ハ バクク 在世 當 時の ュダ國 內治紊 亂の狀 を 示せる 曾辭 なり、 彼れ 豫 首 者 は 幾度 か 官吏の 强 暴、 

富豪の 專恣、 贲挨の 淫縱、 僧侶、 文人、 論客の 墮 落に 就て 祌に訴 ふる 所 ありたり、 而 かも 神 は 沈默を 

り 給 ひて、 義 罰は更 らに惡 人の 上に 加 へられす、 掠 麥は强 暴に 次ぎ、 詐欺 牧 賄の 罪 は 至る所に 擧り、 

！: E 胞の 問に 爭論 怨隙絕 ゆる なし、 E だに 於て か、 法律に 明文 は あれ ども 民の 權利は 重 ぜられ す、 公義 

は髙く 唱導 さるれ ども a? 暴， 曰晝 に 行 はる、 多数の 惡人は 少數の 義人 を繞 園して 後者の 供提す る 公義 は 

た 曲り て 行 はる k のみ、 貧者 は 僅かに 常 者の 淫を 助く るた めに 勞し、 道德は 僅かに！ 51 者を壓 する た 

めに のみ 唱 へらる、 玆に 於て か豫言 者の 忍耐の 緖は絕 へんと し、 彼 は聲を 揚げて 叫べり、 曰く 「神よ、 

汝は 眠り 給 ふ 乎、 公義 は 實に世 を 去りし か、 腕力 は實に 是れ權 力なる 乎、 富貴 是れ實 に 公義なる 乎」 

と 0 

時に 聲 あり 天より 聞 こ ゆ、 豫 首 者の 胸中に 響き渡りて ：！： ふ 

汝等國 々の 民の 中を視 よ、 之 を觀て 1^ けよ、 汝の 時に 於て 我れ 一 つの 事を爲 さん、 之を汝 等に 吿 

ぐる 者 ある も 汝等は 信ぜざる べし、 視ょ. 我れ カル デャ人 を 輿さん とす、 是れ 卽ち猛 くまた 荒き 


圃民 にして、 天 F を徧 行し、 己の 有たら ざる 土地 を 奪 ふ、 彼 は 酒るべし、 又 長るべし、 彼 は自か 

ら斷 じて 自 から 行 ふ、 其 馬 は 豹よりも 迅く、 夜 求 貪す る豺 狼よりも 疾し、 其 騎兵 は驕り 且つ 耀る、 

然り、 其 騎兵 は 遠方より 來る、 其 飛ぶ こと は 物 を 食 はんと 急ぐ 鷲の 如し、 彼等 は 全く 掠奪の ため 

に來 る、 彼等 は 其 面 を 前に 向けて 進む、 その 俘 慮 を 集む る こと 砂の 如し、 彼等 は 帝王 を 侮り、 侯 

もろ/、  す ゝさゅ き 

伯 を 嘲り、 諸の 城壘を 見て 笑 ひ、 土 を 積 上げて 之を攻 取るな り、 斯くて 彼等 は 風の 如くに 進行て 

罪 を 得ん、 彼等 は 己の 力 を 神と す (第五 節より 第 十 一節まで し。 

國 內の擾 亂に對 して は 神 は 沈默を 守りて め 5 も 眠り 給 ふが 如し、 故に 國民は 其哲學 者に 傚 ふて 曰 ふ 

r 大に祌 あるな し、 在る 者は實 利の み」 と、 然るに 祌は豫 一一 一一 C 者に 吿げ給 ふて 曰く、 「汝、 我が 存在 を 

疑 ふ 勿れ、 汝、 地上の 裁判に 就て 疑懼 を 挟む 勿れ、 公義 は 世に 臨まん とす、 汝、 眼 を 揚げて 北の方 を 

望み 觀ょノ 我、 新たに 國民を 興し、 彼 をして 公義 を 執行せ しめんと す、 彼 は 勿論 義人に 非す、 彼は豺 

狼の 類な り、 豹の 族な り、 飽 くこと を 知らざる 鷲の 如き^な り、 彼に 騎兵 あり、 剽 得 を 以て 聞 こ ゆ、 

善く 乘り、 善く 走り、 善く 進む、 殘忍 にして 暴戾、 王者 を 幾り、 侯伯 を 嘲け り、 城市 を攻 取り、 風の 

如くに 天下 を 横行し、 力、 是れ 神な りと 稱す、 領土 を 奪 ひ、 今や 進んで 汝の 邦國に 迫らん とす、 我、 

エホバ は 今や 彼 を 用 ひて 民の 積惡を 罰せん と 欲す、 汝、 行て 此事 を汝の 民に 吿げ よ、 彼等 或は 己に 省 

み て 我れ 罰せざる に 先ん じ て自 から 罪 を悔ゅ るに 至 る や も 知 る ベ か ら すと。 〇 カル デ ャ人は 波 斯灣來 

北の 岸に 住みし 民な り、 バビ。 一一 ャ人を 征服し、 アツ シリャ 人に 代て 西 亜の 天下に 覇 たりし 者な り。 

此聲に 接して 豫曾者 は 悲哀 措く 能 はすな りぬ、 彼 は 始めは 彼の 國 €： に 行 はる X 掠奪と 强 暴と を視て 

堪 ふる 能 はす、 之 を 神に 訴 へて 其 公判 を 求 ひたり.、 然るに 今や 義 罰の 國 外より 彼の 國 民の 上に 臨む を 

者哈巴 谷の 16!  七 一一： 七 


預 《  #  w 究  七 一一 一八 

示されて 彼の 義憤 は 哀訴に 變じ、 彼 は 彼の 國人を 1^ ふる を. i: めて 其敵國 たる カル， チヤの 罪 を 神前に 列 

舉す るに 至れり。 

M ホバ 我が 祌、 我が 聖者よ、 汝は 永遠より 在す に 非す や、 …… 我 倚 は 死な じ、 …… H ホバ よ、 汝 

は是 をぎ 判の ために 設け 給へ り、 磐よ、 汝は是 を 懲戒の ために 立て 給へ り (第 十二 節 )o 

ヱ ホバは 永遠より 存す、 故に 大國 我に 逆って 起つ も 危害の 我 儕に 及ぶ 恐怖 あるな し、 彼が 之 を 與し給 

ひし は 我 儕の 罪 を 審判かん がた めの み、 H ホバは 我 儕の 隱 るべき 磐な り、 故に 勁敵の 我 倚の 國疆に 臨 

みし は 我 儕を此 地より 斷ん がた めに 非す して、 我 倚に 懲戒 を 加 へんが ための み、 審判と 懲戒と は恩惠 

より sr つ、 父が 其 子 を 鞭 機つ の 心 を 以て 神 は 此强敵 を 我 儕に 達り 給 ひしな りと。 

汝 は目淸 くして 肯て 惡を觀 たま はざる 者、 肯て 不義 を視 たま はざる 者なる に、 何故に 邪曲の 者 を 

見捨て 置き 給 ふや、 惡 人の 己に 優りて 義き者 を呑噬 ふに 何故に 汝默し 居た まふ や、 汝は人 をして 

海の 魚の 如くなら しめ、 統一な き 昆蟲の 如くなら しめ 給 ふ、 彼、 鈎 を もて 盡く之 を 釣 上げ、 網 を 

もて 之 を 寄せ集め、 引 網 を もて 之 を 捕 ふるな り、 是に 因りて 彼れ 歡び樂 む、 この 故に 彼れ 其の 網 

に 權牲を 獻げ、 その 引 網に 香 を 焚く、 そ は 之が ために 其 產增し 其 食 饒 になり たれば なり、 然れ 

ど 彼 は そ 力 網 を 傾けて 惜 なく 萬 邦 を 屠て 止む 時な からん か (第 十三 節より 第 十七 節まで)。 

豫曾者 は カル デャ 人の 侵 人の 神の 恩惠に 出し を 知る、 然るに 玆に 彼の 胸中に 大 なる 疑問の 存 する あり 

神 は 何故に 斯か る 残忍 暴戻 の 國民を 使 ひ 給 ふ て 地 の 諸 民 を 懲ら し 給 ふか、 若し 懲戒 を 加 ふ る の 必要 あ 

らば 何故に 神の 聖 3t: に 適 ふ 天の 萬 軍の 如き 者 を 用 ひ 給 はざる か、 神の 目は淸 くして 彼の 前に は 天の 星 

さへ も 恥 ぢて其 面を隱 くす とい へり (約 百 記 サ五章 五節)、 然るに 彼 は 何故に 邪曲、 カル デャ 人の 如き 者 


を 用 ひ、 之に 優る の義 しき 民 を 罰し 給 ふや、 汝は 彼れ 豺 狼の 前に 人 をして 海の 魚の 如くなら しめ ^ 

地の S 比 虫 I の 如くなら しめ 給 ふ、 彼 は鉤を 以て 之 を 釣り、 網 を 以て 之 を 捕 ふ、 而 して 之 を 捕へ て 其 功 を 

彼の 使用せ し 器具 (武器) に歸 し、 之れ を 崇め 之 を 祭る、 そ は 彼 は 想へば なり、 彼 をして 敵に 勝た し 

めし 者 は 天の 神に 非す して 彼が 萬 邦 征服の ために 使用せ し 彼の 武力な りと、 斯くて 彼 は 武力 崇拜 者と 

なり、 益々 之を擴 張し、 之に 由て 萬 邦の 覆滅 を繼 けんとす、 汝、 変 者の 目より 觀 たまうて 如 斯きは 有 

り 得べき ことなる か、 是れ 我の 解明に 苦しむ 人世の 大 疑問な りと。 

*  ネホ  * 

然り、 大 疑問な り、 然れ ども 亦歷 史的 大事 實 なり、 西班牙 王 第二 世 フィリップの 如き 惡虐 の爲 政. 冢 

與 きしが 故に 和 蘭 自由 國の 如き 者 は 起り しなり、 新 英國を 造りし 者 は ハム プデ ン、 コ ロム ゥ エル 等の 

愛國 者の みに あらす して、 暗 主 第二 世 チヤ ー レス 王 も亦此 事に 與てカ ありし なり、 惡人は 神の 造りし 

者に 非す、 然れ ども 彼 は 惡人を 使用し 給 ふ、 カル、 チヤ 人、 叉 開明 進歩の ための 機具たり しなり、 我憐 

若し 目前に 暴 戾の民 の 起る を 見ば、 之に 神の 指導の 杖 を 見て 死刑 の 刃を認 むべ からざる なり。 

哈巴谷 書 第二 章 

豫雷者 曰く 我が 心に 大 疑問 存す、 我 は 其 解說を 求めて 得す、 . 我れ 智者に 就て 之 を 聞かん と 欲する も 

彼れ 我が 疑惑 を 解く 能 はす、 我れ 亦 之 を 古哲の 書に 探ぐ る も 其 我が 隨を 啓く 能 はざる を 如何せん，、 そ 

は是れ 人生の 最大 問題 なれば なり、 何故に 强き惡 人は榮 えて、 弱き 善人 は衰 ふるや、 何故に 仁義 を 省 

預言者 哈巴 谷の ほ  七  一一！ 九 


ざる 國は 興て、 僕 直 勤勉の は 亡ぶ や、 見よ 貪楚缺 くこと 無き 世の 富家と 稱 する 者が 大厦を 築きて 富 

裕に 誇る を、 見よ. 富强の 外、 他に 何の 求む る 所な き國 が、 體 艢を 連ねて 宇 內に飛 雄す る を、 是れ人 

^の 最大 疑問な り、 何者 ぞ 我に 光明 を 供して、 我が 心中の 此疑刚 を 氷解す る も のぞと。 

我れ 我が 觀望臺 に 立ち、 戌樓に 我が身 を 澄かん、 而 して 我れ 天上 を 仰て その 我に 何と.〕 =i まふ 乎 を 

兑、 我が 疑問に 對 して 其 何と 答へ 給 ふ 乎 を 我れ 自 から 見ん OiJ 一節」。 

懷 疑の 極、 彼れ 己に 顧みて 曰く、 我 は 我が 疑問 を 懐いて 祈 禱の臺 に り、 其處に 直に 上天の 默 示に 與 

からん と、 豫首者は人^の觀！1_^!者なり、 彼 は 人の 未だ 覺ら ざる 時に 覺り、 未だ 醒めざる 時に 酲む、 彼 

が覜？ i! 臺の 上に 立つ は桥 兵が 戍樓に 立つ が 如し、 彼れ 其處に 立ちて 新 天地の 到 來を豫 知し、 之 を 民衆 

に 告げて 彼等 を 導く、 預言者に して 時々 彼の 觀び K 臺に 昇ら ざらん 乎、 世に： 入よりの 光明 は 絶えて、 民 

は 常 暗の 街に 迷 はん。 

時に H ホバ 預 曾 者 に 答へ て宜 はく 

我れ 默示を 汝に俾 ふ、 之を書記して板の上に明^：！に錢っけ、 奔 りながら も 之を讀 むべ からしめ よ. 

此默示 は 時 をお めて 到る、 速 かに 到るべし、 偽なら す、 若し 到る こと 遞 くば 忍んで 待つべし、 必 

す 臨むべし、 ^滞り はせ じ、 其默 示と は是れ なり、 卽ち 

高ぶる 者の 心 は 其 衷に在 リて平 かならず、 

然れ ども 義者は 信仰に 由り て 生活む (第二— 第 四 節) 

祌の默 示 は 節に して 深し、 之 を 大書して 板に 彫めば、 走 卒も奔 りながら 容易に 之 を 讀むを 得べ し、 或 

は 之 を 心の 肉に 印せば 座ながら 之 を 我が 銘 となす を 得べ し、 此默示 は 時 をお めて 必す 到るべし、 其 到 


る こと 吾人の 豫 想す るよりも 速 かならん、 之に 偽 あるな し、 そ は 是れ 祌の默 示に して 造化の 原理 なれ 

ばな り、 若し 其 到 來を遲 しとす る 者 あれば、 是れ之 を 待 sli- む 者の 忍耐 足らざる に 由る、 神の 默示 は必 

す， 就るべし、 其 到来に^ 滞 あるな し、 其默 示と は： E ぞ、 他な し、 n く 「高ぶる 者に 平康 あるな し、 神 

か か^^^^"」 と、 人、 或はき 〔はん、 之れ 平凡の 理 なり、 神の 默示 として 取る に 

足らす、 と、 然れ ども 是れ来 だ 人世の 事實を 知らざる 者の 一一： 一 II なり、 世 は 概ね 高ぶる 者の： 午康を 信じて- 

義 者の 安全 を 信ぜざる なり、 「高ぶる 者」 と は 誰ぞ、 原語の 意義 は 「膨脹る 者」 なり、 卽ち實 なくし 

て 外に %i する 者の 意な り、 天爵な きに 人爵に 誇る 者、 天の 賦與 せざる 富 を 得て、 自 から 富者な りと 

信す る 者、 是れ 皆な 浮虛の 徒にして 「膨脹れ る 者」 卽ち 「高ぶる 者」 なり、 然るに 薩 味なる 世 は 彼等 

を 指して 曰 ふ、 「幸運なる かな、 彼等よ、 彼等 は昌 へて 子々 孫々、 萬 代に 至らん」 と、 彼等 は 國の强 

^を 量る に 其 兵力の 強弱 を 以てし、 人の 眞慎を 疋む るに 其 財産の 多少 を 以てす、 彼等 は 眞^の 平安の 

義 者の 信仰に 在る を 知らす、 故に 兵を增 して 國を 護らん とし、 富 を 積んで 家 を 起さん とす、 國民 最大 

多數の ！<- 世觀な る もの は 之より A ダ  に 渉る ことなし、 故に 神 は 預言者に 託り 大義 を 再び 世に 傳 へしめ 

て 官 一はく 

義者は 信仰に 由リて 生活ん 

と、 仰 は 神の 不變の 正義 を 信す る ことなり、 腕力、 時に 正義 を壓 する こと ある も、 義者は 腕力 を 信 

ぜ すして 神の 正義 を 信す るが 故に、 暴 者の 暫時 的 成功 を 見て 迷 はす、 貪 焚、 時に 亦 功 を 奏し、 残虐、 

時に 財 を 積む こと ある も、 義者は 神の 公義 を 信す るが 故に、 陋 徒の 繁榮を 聞いて 驚かす、 義者は 信仰 

に 由 りて 生活く、 故に 彼 は 世の 褒貶の 浪に漂 はす、 其 榮枯の 夢に 欺かれす、 彼れ 「心に 高ぶる 者」 は 

預言き 哈巴 谷の ほ  七 四 1 
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誰ぞ、 

彼 は 酒に 耽ける 者な り、 邪曲なる 者な り、 驕傲 者に して、 慰な き 者な り、 故に 彼 は 其 情慾 を 墓 

の 如くに、 又 死の 如くに 濶 くし、 自 から 足る こと を 知らす して 萬國を 集へ て 己に 歸 せしめ、 萬 民 

を聚 めて 己に 就かし む (第五 節〕。 

霸 者と は 誰ぞ、 財 奴と は 誰ぞ、 衷に 頼るべき 物な きが 故に、 外に 膨脹して 身の 空 乏を掩 はんとす る 者 

ならす や、 彼が 酒に 耽ける は 彼の 不安の 苦痛 を 忘れん が爲 めな り、 彼が 驕傲る は 彼の 小を隱 さんが 爲 

めな り、 彼が 愁心を 墓の 如くに 濶 くし 萬 闘と 萬 民と を 11^ まんと する は、 彼が 彼の 心底に 存 する 無限の 

i.^ 乏を充 たす に 全世界 を 以てせん が ためなり、 彼 は 心に 神 を 有せす、 故に 彼に 重目な し、 慰安な し、 

滿足 なし、 彼 は 故に 宇宙 を 呑んで 泡沫の 如き 彼の 身に 少しく 篾量を 加 へんと す、 彼が 弱 M を 併せて 世 

界 に- P たらん とする も 之が 爲め なり、 彼が 貧者の 田園 を 合して 世に 濶歩 せんとす る も 之が 爲め なり、 

神 を 信す る義 者の 眼より 視て、 霸 者と 財 奴との 如く 憐 むべき 者 あるな しと。  . 

此默 示に 接して 預首者 の 疑圑は 朝暾の 前に 橫 はる 雲霧の 如くに 散 じ、 深 思は變 じて 放歌と なり、 彼 

は 今 は 掠奪 を 被りし 國と 弱者と に 代り、 兹に 數篇の 諷刺の 歌 を 作り、 暴虐の 國と 君と 人と を 嘲りて 

曰く 

諷刺 歌 第 一 

己 li® せざる 物 を積累 ぬる 者は禍 なる かな、 

斯くて 汝は 何れの 時にまで 及ばん と 欲 ふや、 


0, 負傻を 己が 身に 累 ぬる 者よ、 

汝 より 之 を 要求む る 者 興ら ざらん や、 

汝を惱 ます 者 出で ざらん や、 

汝は 彼等に 掠められ ざらん や、 

汝 衆多の 民 を 掠めたり、 

餘の民 は汝を 掠めん、 

汝が 人の 血 を 流し、 地 を 荒らし、 

t  .0 ひと 

邑と其 住人と を 掠めし 故に 因て。 

(第 六 節より 笫十節 迄， ：- 

みづ 

「设 纏の 法」 は 人の 道に あらす と雖も 天が 自 から 惡人を 罰し 給 ふ 時の 道たり、 掠めし 者 は 掠めら る- 

其强國 なると 寵臣なる とに 關 はらす。 〇 不義 を I 仃ふは 己が 身に 負 懂を累 ぬるな り、 斯 かる 者 は 何時か 

何人 かに 由て 其 返濟を 要求 さるべし、 カル ヂャも アツ シリャ も、 ロマ も此 要求に 會 へり、 英國 も露國 

も 亦 之に 會 はん、 如何なる 國も 如何なる 人も此 天則の 支配の 外に 立つ 能 はす、 感謝すべき かな。 

預言者 は 亦 彼の 信仰より 出た る責罵 嘲弄の 歌を繼 けて 曰く 

諷刺 歌 第二 

れ ざは ひ  .U かきと ころ す 

災禍の 手 を 免れん がた めに 高處に S 果を 構へ、 

己の 家に 不義の 利 を 取る 者は禍 なる かな、 

預言者. iae 谷の； せ  七 四ーー| 


预.. 一一お 書 S 究  七 

汝は利 〔化 を 計りて 返て. 己が 家に 恥辱 を 来らせ、 

衆多の： K を 減して 自 から §1 を 取れり。 

£ 九， 十 節) 

不義の 利 を 取りながら 災禍の 己が 身に 及ば ざらん こと を 慮 り墻を 堅く し、 樓を 築き、 以て 自 から ■ 

安全な りと 信す、 然れ ども 彼等 は 自己に 利益 を 計りて 返て 其 家に 恥辱と 滅亡と を 積みたり、 人の 目よ 

り 見て 彼等 は 幸 一 i なり、 成功な り、 然れ ども 神と 彼 を 信す る 者との 目より 視て 彼等 は 不幸な り、 大失 

收 なり、 壞敗は 旣に其 門前に 迫り 来れり。 

諷刺 歌 第 三 

血 を 以て 邑を 建て、 惡を 以て 城 を 築く 者は禍 なる かな、 

^  は 火の ために 勞し 諸 挨 は 空 事の ために 疲 かる、 

れ萬 軍の H ホバ より 出る にあら す や、 

然れ ども H ホバ の榮 光を認 むる の 知識 は 地上に 充ち、 

宛然 水の 海底 を掩 ふが 如くなる に 至らん。 

f 笫 十二， 十三， 十四 節) 

^の 残虐の 主 は 諸 民 を 使役し、 諸挨 を徴發 し、 其 血 を 以て 邑を 建て、 威壓を 以て 城 を 築く、 然れど 

も 彼等 は 彼等の 經營の エホバ の 憤怒に 觸れ、 火 を 以て 燒 かれて 終に 空 乏に歸 する ものなる を 知らす、 

惡 人の 事業の 敗滅に 終る は是れ H ホバの 聖旨より 出るな り、 M ホバに 一 つの 聖 なる 目的 在て ^す、 彼 


は 終に 其 正義の 王國を 地上に 建設し 給ぶべし、 其 時 H ホバ の榮 光を認 むる の 知識 は 全地に 充 ちて 宛然 

.^^^&^i!^^.s^^lsl.v 、？ い、 其 時 醜類 を留 むる の餘 地、 全地に あるな し、 彼等と 彼等の 事業と 

は 煙と 化して 地上より 絶 たるべし。 

諷刺 歌 第 四 

其 隣人に 酒を勸 め、 

己が 惡意を 和へ て 之に 醉 はしめ、 

其 陋態を 見て 喜 ぶ 者 は禍な るかな、 

汝は 榮譽に 飽かす して 羞恥に 飽 けり、 

汝 もまた 醉 ふて 陋態を 露 はせ よ、 

H ホバの 右の 手の 杯、 汝に 巡り 来るべし、 

汝は 汚な き 物 を て榮 譽を掩 はん、 

レバ ノンに 爲 せし 汝の强 暴 は汝に 報ひ來 り、 

せんめつ 

其獸 類の 殲滅 は汝 を懼れ しめん、 

汝が 人の 血 を 流し、 地 を 荒らし、 

邑と其 住人と を 掠めし 故 を 以て。 

(笫 十五、 十六， 十七 節) 

殘虐の 人 は其國 王なる と 富豪た ると に 係 はらす 惡魔 なり、 酒 は 彼が 愚民 翻弄の 時に 用 ゆる 唯一 の玩， 

预 S 者哈 WJ 谷の gj  七 四 五 
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具な り、 酒な くして 彼 は 民 を 欺く 能 はす、 彼 は 好意と 稱し實 は 惡意を 酒杯に 泥 和して 之 を 人に 勸む、 

而 して 彼等が 之を飮 んで醉 ふて 陋態を 露 はす を 見て 甚だ 喜ぶ、 彼は斯 くして 羞恥の 上に 羞恥 を累 ね、 

榮譽に 飽かす して 羞恥に 飽 けり、 然れ ども 酒 を 以て 人 を 誘 ひし 者 は 酒 を 以て 滅ぶ べし、 彼の 得意 時代. 

の 祝杯 は 失意 時代の 自暴 酒と なりて 終るべし、 rn ホバの 右の 手の 杯」 は 忿怒の 杯たり、 彼れ 誘惑 者 

は-党に 之 を 飲まざる を 得ざる に 至らん、 之 を 飲んで 醉ひ、 醉 ふて 豚の 如くに 其 食 ひし もの を 吐いて 彼 

の 身に 殘 りし 些少の 榮 譽を掩 はん、 彼 は 戯れに レバノンの 香 柏 を 倒し、 天然の 美 を 害 ふて 快 を 取れり、 

亦 其 獸を璣 減して 功に 誇れり、 故に 彼 は 亦 山林 濫伐と 動物 虐待の ために も 罰せら るべ し。 

諷刺 歌 第五 

彫刻師の 刻た る 雕像は 何の 益 あらん や、  . 

鑄 像 及び 虚を吿 ぐる 者 は、 之 を 作りし 者の 依り 賴む 所た る も、 

何の 益 あらん や、 彼等 は 語 はぬ 偶像に あらす や、 

木に むかひて 興き ませと 言 ひ、 

語 if ぬ 石に 向 ひて 起ち 給へ と 云 ふ 者は禍 なる かな、 

是れ豈 に敎錄 をな さんや、 

是れは 金銀 を 着せた る 者に して 氣息其 中 にあるな し、 

然 りと 雖も エホバ は其聖 殿に 在せ リ、 

全地 は 其 前に 靜肅 にすべし。 


(第 十八 >  十九、 二十 節) 

偶像 を卑 めて エホバ の祌を 崇めし 言 辭 なり、 預雷 者當 時の 偶像 は 凡て 此の 如き 者な りしな らん、 然 

れ ども 偶像と は必 しも 金銀 木石 を 以て 作りし 物の み を 謂 ふに 非す、 凡て 神なら ざる 者に して 神の 特性 

ト ii:^ いつ.^ し 者 は 偶像な り、 富 も 偶像たり 得べ し、 功名 も 偶像たり 得べ し、 カル.、 テャ王 ネブカ ドネ ザ 

ルは 己れ 人なる に祌 なりと 稱 して 民の 敬崇を 要め しが 故に、 自 から 偶像と なりて エホバ の 忿怒 を 身に 

招け り、 羅 馬に 帝王 崇拜は 行 はれて 生きた る 偶像 は 世に 顯 はれたり、 然れ ども 偶像 は 偶像に して 神に 

あらす、 彼の 身 は 金色 燦爛たる も 彼は朽 つべき の 人に して 神に あらす、 威力 は 人 を 神と たす 能 はす. 

人の 是を拜 すると 拜 せざる と は 我 儕の 關 する 所に 非す、 神 は 一な り、 彼 は其聖 殿に 在す、 彼 は 聖徒の 

心に 宿り 給 ふ、 亦 地 を 其足臺 となし 天 を 其 座 位と なし 給 ふ、 世界の 人 は 其 前に 端座して 彼 をのみ 祌と 

して 崇め 奉るべし。 

犬なる 信仰の 歌なる かな、 我 儕 は 之 を 聞て 喜ばん、 そ は是れ 神の 一一 一一 II 辭 にして 事實 となりて 速 かに^ 

に顯 はるべ ければ 也。 

哈巴谷 書 第三 章 

預言者 は 人生に 關 する 大 疑惑 を 懷 いて 彼の 祈 禱臺に 昇れり、 而 して 其處に 神よりの 解答 を 得て、 歡 

喜の 餘り、 彼 は 嘲笑 を 以て 世に 對 せり、 彼 は 富者の 愚 を 笑へ り、 權 者の 陋を憫 みたり、 彼 は 神の 公義 

W 言 者哈巴 谷の Ki  七 四 七 


預 0  *w  ^ 究  七 お八 

の必す ゆに 行 はるべき を 知て、 富贲の 決して 恐る に 足る 者なら ざる を識れ り、 彼 は 冷^ 以て 批の 變；^ 

を 靜視し 得る に 至れり。 

然れ ども 预ず 者は感 IE の 人な り、 彼れ 惟り 祈 臺の 上に 立ち、 神と 階に 在りて ゆ を 下瞰し つ、 あり 

し 間 は、 神 怒の 之に 臨む を視て 返て 欣然たり しと 雖も、 然れ ども 再び 凡界に 降り 来り、 身 を 塵 寰に置 i 

くに 及んで、 彼 は 世の 風雲 を冷視 せんと 欲する も 得す、 衆と 共に 惶れ、 世と 共に 憂 ふるに 至れり、 折：： 

，的靜 思 は 今 は 人情 的 恐懼と 變じ、 彼 は 神の 裁判に 接せん としつ & ある 彼の 國 人に 代り 神に 一 篇の祈 

f おの 歌 を 捧げざる を 得ざる に 至れり 「シギ ョ ノテ の譜に 合せて 歌 へ る 預言者 ハ バ クタの 歌」 (第一 一一 章 一 

節) なる もの 卽ち "だな り、 其 樂譜の 如何なる ものな りし か 今日 之 を 知る に 由な し。 

エホバよ、 我れ 汝の宜 ふ 所 を 聞て 陋る、 

エホバよ、 此， の 年の 間に 汝の聖 業 を 活動 かせ 給へ、  . 

此 諸の 年の 問に 汝の聖 業を顯 現し 給へ、 

汝の震 怒の 時に も 憐憫 を 忘れ 給 ふ 勿れ。 

(第二 節) 

神の 裁 刺 は 近づけり、 我 は 之 を 聞 て^る、 然れ ども 神よ、 此 無意味な るが 如くに 見 ゆる 今の t- に 方 

ろ，， ヽ  みし-ごと  5,^  .U  . ゥ 

て (「諸の 年」 の 意義 は^し 是 ならん) 汝の欺 業を活 俄かせ 給へ、 人 は 皆な 宇宙に 神な しと ーム ひ、 萬 

物 は错な 物質の 法則に 循ふ ものな りと 稱 して、 時事の 變 動の 巾に 一 おの 意志の 働く ある を 認め ざれば- 

兹 ぎに- 冉び 昔時に 於け るが 如き 汝の奇 しき 偉業 を顯現 はし 給 ひて 人類に 天に 神 在る こと を 知らし め 給 

へ、 ^れ ども 汝、 地上に 汝の 裁判 を 行 ひ 給 ふ 時に、 惡 人に 對 する 汝の震 怒の 故 を 以て 無辜の 良民に 對 


する 汝の 憐憫 を 忘れ 給 ふ 勿れ、 汝、 惡を 憎み 給 ふ 熟 心の 餘り、 惡 と共に 善 を 殄し給 ふ.^ れ 

3 祌、 テ マンより 來り、 聖者 パランの 山より 臨み 給 ふ、 

4 其榮光 諸方 を蔽 ひ、 其 讚美、 世界に 徧し、 

其 光耀は 日の 如く、 ず 線 其 側 より 出づ、 

彼處は その 權 能の 隱る& 所な り。 

えきび やう  ね つび や 5 

5 疫病 其 前に 行き、 熱病 其 足下より 出づ 

6 彼れ 立ちて 地-鬚 ひ、 環視して 萬 阈戰慄 く、 

永久の 山 は 崩れ、 常 盤の 丘は陷 いる、 

むかし 

是れ 昔より 彼の 取り 給 ふ 道な り 

7  ,救觏 るに クシ ヤンの 天幕 は 艱難に 縱り、 ミデ アンの 地の 幃幕は 震 ふ、 

8  M ホバ よ、 汝は 馬を驅 り、 勝利の 車に 乘り給 ふ、 _ 

是れ 仏に 向 ひ 怒り 給 ふなる か、 河に 向 ひて 汝の 忿怒 を 發し給 ふなる か。 

或は 海に 向 ひて 汝 の，. 憤 恨 を 洩し給 ふなる か。 

H 汝の弓 は 全く 囊を 出たり、  

汝は地 を 裂きて 河と なし 給 ふ、 W 山々 汝を 見て 震 ふ、  - 

こ 5v-,a あ ふ  しん to; んこ, 

洪水 溢れ 涉り、 深淵 聲を 出して 其 手 を 高く 擧ぐ、 

汝の奔 る 矢の 光の 爲に、 汝の 電光の 如く 閃く 鈴の ために、 

しつ； t つ  ひどころ つ と，- 

日月 その 住 處に立 止まる。 
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^ 汝は 憤りて 地 を 行 巡り、 奴-りて 園：^ を 踏みつけ 給 ふ、 

^ 汝は汝 の 民 を 救 はんとて 出来り、 汝の受 脊者を 救 はんとて 臨み！^ ふ、 

汝は惡 者 の %, の 頭 を碎き 、 ， 其 1^ 礎 を 頸 ま で 露 はし 給へ り、 

W 汝は汝 の 鈴 を 以て 其 勇者の 首 を 刺し 給へ り、 

彼等 は 我等 を碎 かんとて 大風の 如くに 来れり、 

1づし>  も.？ ひそ  のみ！ H ろぼ  たのしみ 

彼等 は 貧者 を 密かに 呑滅 すを以 て樂 とす、 

^ 汝は汝 の に 乗りて 海 を 通り 給へ り、 大海た めに 泡立り。 

(ffiK: 一節 ョ リ第 十五 節 マ デ) 

神 は來り 給へ り、 地 を 稿かん がた めに 臨み 給へ り、 彼の 來るゃ ユダヤ 國の 南方 * テ マン、 パランの 

沙漠の 地に 起る 旋風の 如し、 砂 藤は擧 つて 雲 を 作し、 雷 筵 時に 亦 之に 伴 ふ (笫三 節)、 其 榮光は 諸方 を 

蔽ひ、 其 讚美 は 世界に 漏し、 其 光雜は 太陽に 伴し、 光線 は 其 傍より 出づ、 然 かも 其 形 像を顯 はし 給 は 

す、 只 知る、 其權 能の 風雲の 中に 隱る& を (笫四 節」。 〇 彼、 世の 罪惡を 憤りて 地に 臨み 給 ふや、 疫病 

其 前に 行き、 熱病 其 足下に 出づ、 陣營に 在て 瘴 熱に 死す る 者 幾千、 露營に 在て 疫癘に 斃る& 者 幾 萬、 

劍に 死す るの みならす、 疾病に 幾る、 天然 は 人類の 敵と なりて、 同胞 相 居る 者 を 殺す (第五 節：/。 〇 彼 

れ 立ち 給へば 全地 震 ひ、 彼れ 環視し 給へば 萬 國戰搮 く、 突 喊の聲 に 永久の 山 は-: 朋れ、 劍戟の 響に 常 盤 

の 丘は陷 る、 人 は 曰 ふ、 是れ祌 の 怒る に 非す、 人の 怒るな りと、 然れ ども 我 は 曰 ふ、 萬國の 平和の 破 

る \ は 神が 人心より 其 平和 を^ ひ 給 ふ 時に ありと- 神 を れ彼を 敬み て 人に 寛容の 心^し、 宥恕の 念 

厚し、 祌は其 g^i 靈を 以て 人の 心 を 制しつ 、あり、 彼れ 其靈を 取り去り 給 ふ 時に 良心の 3! 束 は 絶へ て 人 


は 直に 人の 敵と なり、 魔 鬼の 如き 者と なりて、 戰を宣 し、 砲火 を 交へ、 人々 相 屠て 堪へ 難き 心中 情 怒 

の 焰を媳 さんと す、 故に ダビデ は 神に 祈て 一一 目へ り、 「汝の 靈を 我より 取り 給 ふ 勿れ」 と (詩篇 五十 一 

篇十 一節〕。 〇 「是れ 古昔より 彼の 取り 給 ふ 道な り」、 是れせ 昔より 今日に 至る まで 神が 國 民の 罪 惡を 

罰し 給 ふの 途 なり、 神 は 罰すべき 者 をば 必ず 赦す こと をせ ず (民數 5- 略 十四 章 十八 節)、 民衆、 罪 を 犯 

して 永く 之 を 改め すん ば 神 は 之を處 決する に 一 定の 方法 を 以てし 給 ふ、 「是れ 古昔より 神の 取り 給 ふ 

途 ならす や、」 歷史は 大文字 を 以て 書か i たる 倫理 書な りと 云 ふ、 耳 ありて 聞く 者は聽 くべ し (第 六 

節)。 

旋風 南方に 起り、 祌怒黑 雲の 中に 顯 はる、 忽ち 觀る クシ ヤンの 天幕 は 襲 はれ、 ミヂ アンの 地の 峰 幕 

は 震 ふと、 クシ ヤン、 ミ.、 テ アン 共に シ ナイ 半島 遊牧の 民な り、 災禍の 彼等に 及ぶ と 云 ふ は 旋風の 南方 

に 起り しと 云 ふより 聯想して 起り し假 想に して、 必 しも 歷 史的 事實 として 見るべからざる 乎 (第 七 節： )o 

0 第 八 節より 十五 節に 至る まで は H ホバを 戦士に 譬 へて 言 ふなり、 旋風 を 驅り砂 雲に 乘 りて 臨み 給 ひ 

し 神 は 弓 を 蠻き劍 を 揮 ふて 起ち 給へ り、 而 して 彼の 起ち 給 ふ は 彼の 民 を 救 はんため なり、 彼の 撰 搾 を 

蒙りし 者 (受脊 者〕 を 助けん ためなり (第 十三 節.：)、 貪慾の 富者に 吞滅 せられん とする 貧者 を扶 けんが 

ためなり (笫 十四 節，)、 擾亂の 眞義は 常に 兹に 在り、 公義の 平衡 を 失 ひし 社 會を其 原 狀に復 さんため な 

り、 神 は 人に 非す、 而 かも 彼に 烈士の 義憤 あり、 潔 士の執 一 情 あり、 彼 は 無辜の 良民の 永遠に 踏みつけ 

ら る，， -を 允し 給 はす、 彼 は 怒る こと 遲し、 然れ ども 彼れ 怒る 時には 深淵 は聲を 出して 其 手 を擧げ a?. 

九 節)、 大海た めに 泡立つ (第 十五 節)、 是れ 勿論 形容の 辭 なり、 然れ ども 其 意義 は 解し 難から す。 〇 篇 

いし Hi?! う なじ 

中、 所々 に 難解の 句 あり、 第 九 節の 一部の 如き、 第 十三 節の 「石 礎 を 頸まで 露 はす」 云々 の 如き、 今 
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n 其： 1： を 意味す るの ずなる や を 識る能 はす、 然れ ども 全篇々 體の 意義 は 誤認す べきに 非す。 

W 我れ 聞きて 腸 を 絶つ、 我が 臂 其變に 由て 震 ふ、 

腐朽、 我 骨に 人り、 我 下體僳 く、 

そ は 我れ 患難の 日の 來るを 待てば なり、 

共 時には 卽ち此 民に 攻 寄る 者 ありて 之に 押逼 らん。 

n 其 時には 無 花 5^ 樹は 花^かす、 葡萄 樹には ならす、 

撖欖樹 の產は 空くな り、 田圃 は 食糧 を 出さす、 

圈 に は 羊 結え、 小屋に は 牛な かるべし、 

^ 然 りながら 我 は H ホバ に. e りて 樂み、 我が 拯 救の 神に 由り て 喜ばん、 

W 屮： エホバ は 我 力なり、 我が 足 を 鹿の 如くなら しめ、 

我 を して 我が 高き 處を 歩まし め 給 ふ ベ し 。 

^^^變は到らんとす、 擾亂は 臨まん とす、 祌の大 なる 裁判 は 國：： の 上に 落來 らんと す、 我れ 其 前兆 を 

«1 ^て懼 る、 其 預言 を 聞て 震 ふ、 恐怖 我が身に 人て 我が 骨 は 鎔けん とす、 震動 我 體を襲 ふて 我 下 體は慄 

く、 我 は 我が 國 民の 悪 を 知る、 故に 大 なる 患難の 日の 必す 我等の 上に 来る を 知る、 我 は災變 切迫の 

= の 遠から ざる を 知る (第 十六 節 )o 其 時には 我の 栗 園 は 荒されて 無花果 樹は 花^かす、 葡萄 樹は 實ら 

す、 橄攬 樹の產 たる 膏油は 空し かるべし、 田圃 は 穀を屮 Z さす、 牧場に 畜類 絶えて、 我 は 空 乏の瀕 に 迫 

らん、 然れ ども 萬 物 我が 手より 總て取 去らる \ 時に 我に 尙ほ 頼むべき 者存 す、 H ホバ は我歡 喜な り、 

我救械 なり、 我が 力なり、 彼れ と浩 にあり 給へば、 產を失 ひ 貧に 逼るも 我 は 失 の 重荷の 下に 懇せ 


られ すして、 我が 足は輕 くして 鹿の 如くに なり、 高き を 望み 貴き を 想 ひ、 鹿の 自由に 山間 絶壁の 高所 

を 飛行す るが 如く、 我 も 希望の 翼に 乘 じて 歡 喜の 签 中に 翔 飛 せんと (第 十七、 十八、 十九 節 )o 

大 疑惑 を 以て 始 りし 此書は 大滿足 を 以て 終れり、 預言者 は 暗雲の 彼の 國 民の 上に 迫り 來る を觀 たり、 

彼は國 民の ために 之 を 歎ぜり、 彼は來 るべき 災變の 危害 を豫 想して 全身 爲 めに 朽 果てん とする の感を 

起せり、 彼 は爲に 彼の 蒙るべき 損害 を覺 悟せ り、 然れ ども 彼は爲 めに 落膽せ ざり し、 彼 は エホバの 神 

を顿 めり、 故に 彼 は 世の 希望な き 他の 人の 如く  0 アサ。 - 一力 前 害 31 章 十三 節) 憂戚 かざりき、 彼に は 世の 

赛 ふこと 能 はざる 或 者 在て 存 せり、 田圃の 產は 彼より 楚ひ 去らる & こと ある も、 彼の 産業なる エホバ 

の祌を 彼より it?^ ひ 去る 者 あるな し、 否、 彼 は 災害に 遭 ふて 返て 彼の 福祉 を認 むる に 至らん、 彼の 衷に 

在る 光明 は 世の 暗黑に 遭て 益々 其 光 耀を增 さん。 

然り、 災害 は 罪を悔 ひざる 者に 取ての み禍 なり、 靜 かに 神に 賴る者 は 永久の 山 は 崩る とも、 常 盤の 

岡は陷 ると も 何の 虞る \ 所な し、 世 は 其 時に 泣き 喊 ばん、 然れ ども、 其 時 我 倚 は 新しき 歌 を 作り 「伶 

をして 之 を 琴に 合 はして 歌 はし めん」 (笫 十九 節 )o 
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言 者 西 番雅の 言 

西 番雅書 第 一 章 

1 、 3|^の子？^の王，^^;^^の洽*にゼパ -ーャ に 臨みし エホバ の 言 は是れ なり、 

の 子、 1  ンは巧 ダリヤの 子、 ゲ ダリヤ は， マリヤの 子、 I^Tf^ャはヒゼキャの子なり。 

給 ふ、 

おらて  • 

二、 我れ 地の 面より すべての 物 を拂ひ 除かん、 

けもの  ほろ ぶ 

三、 我れ 人と 獸畜と を 減さん、 

空 の 鳥と 海の 魚と を殲 さん、 

悪人と 共に 躓礙 となる 者 を 亡さん、 

我れ 必す 地の 面より 人を絕 たんと エホバ 宵 ひ 給 ふ。  . 

四、 我れ ュ1 、ダの 上に 我が 手 を 伸 べん、 

ェ1  ササ. T? の 諸ての 居 民の 上に 我が 手 を 伸 べん、  - 


我れ 此處 より バ ァ ルの殘 徒を絕 たん、 

ケマ リム の 名と 與に 祭司 を 絶たん、 

五、 叉 屋上に て 天の 衆 軍を拜 し、 

ェ ホバ に 誓 ひ を 立て 拜 みながら マ ルカ ムを 指して 誓 ふ 者、 

六、 ェ ホバ に 悖り 離る、 者、 

エホバ を 求めす、 彼に 就て 尋ねざる 者 を 絶たん。 

七、 汝、 主 H ホバ の 前に 默 せよ、 

H ホバ の 日 は 近し、 

H ホバは 旣に犧 牲を備 へ 給へ り、 

そ の 招く ベ き 者 を 定め 給 へ り、 

八、 H ホバの 犠牲の 日に は此事 あらん、 卽ち、 

我 れ i の 牧 伯と 王の 子等 を 罰す ベ し 、 

凡て 異邦の I 服 を 着けた る 者 を 罰す ベ し 。 

九、 其 日に は 我れ 亦 凡ての 読， を 飛越え、 

、 强tl^と詭譎をもて獲たる物をもって其主の家を滿たす者を罰せん 

十、 M ホバ曰 ひ 給 はく、 其 日に は 魚の 門より 號 呼の 聲 起り、 

下 市より 喚く 聲 起り、 
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山 々より 大 なる 敗 壤 始まらん。 

十 一 、 叫べ よ、 汝等 マクテ シ のおよ、 

そ は商寶 する 民 は 悉く 亡び、 

銀 を 擔ふ者 は 悉く 絶た るれば なり。 

十一 一、 其 時此事 あらん、 卽ち、 

tj-fc しび 

我れ 燈を もて エルサレム の 中 を 尋ねん 

而 して 滓の 上に 居着け る 人 を せん、  . 

心の中に H ホバ は 福 を もな さす 災を もな さすと 一一 目 ふ 者 を 罰すべし 

十三、 彼等の， 財寶は 掠められ、 彼等の 家 は 荒 * てん、 

彼等 家 を 造る とも 其 中に 住む こと を 得す、 

葡萄 を植 ると も そ の 葡萄酒 を飮む こと を ざ る ベ し、 

15:、  H ホ バの大 なる 口 は 近づけり、 

近づけり、 速 かに 来るべし、 

聽 けよ、 是れ エホバ の 日な り、 

彼處 に 勇士の い たく 叫 ぶ あ り、 

卜 五、 其 日 は 忿怒の 日な り、 

な や み • 、る-一， i 

息 難と 痛苦の 日な り、 


七 


荒 亡と 敗 壌の 日な り、 

暗 黑と陰 1^1 の 日な り、 

濃き 雲と 黑き 雲の 日な り、 

十六、 喇叭と 喊聲の 日な り、 

堅き 城 を 攻め 高き 櫓 を 取る の 日な り、 

十七、 我れ 人々 にぎ 難を來 たさせて 彼等 をして 盲者の 如く 迷 はし めん、 

そ は 彼等 H ホバ に 向 ひて 罪 を 犯し たれば なり、 

彼等の 血 は 流れて 塵の 如くに なり、 

彼等の 肉 は捨ら れて爽 土の 如くに なるべし、 

十八、 彼等の 銀 も 金 も エホバ の 烈しき 忿怒の 日に は 彼等 を 救 ふ 能 はや、 

地 は その 嫉妬の 火に 吞 まるべし、 

N ホバ は 全地の 民 を 速 かに 悉く 滅し給 ふべ し。 

意 譯 

〇— ュ ダの王 ヨシ ァの ：ー5 はは 紀ー兀 前 六 百 三十 九 年より 同 六 百 八 年に 涉れ り、 其の 時ュ ダ國 は東ァ ッ シリ 

ャと 西 H ジ ブトの 問に 介し、 强に從 ひし も 之れ に 阿らす、 能く 其の 內を 治めて 其獨 立と 尊厳と を 維持 

したり、 其の 時斷 乎た る宗敎 改革 は 行 はれ、 社會の 弊習 は 除かれ、 新 期限の ュダ 全土に 臨みし 觀 あり 

たり、 人 は 想へ り、 ダビデの 王國は 今より 榮 えて 干 萬 歳に 至らん と、 然れ ども 改革 は單に 外部の 改革 
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に 過ぎ ざり し、 八，' や ュダ國 民に 心 靈的大 革新の 臨むべき 時期 は 迫れり、 而 して 斯 かる 革新 は 常に 社 <&! 

の 一 時 的 壞亂を 經て來 る、 偶像 を 毀ち、 弊政 を 除きし を 以て 足れり と 信ぜし ョ シャ王 治ドの ュダ人 は 

今や 大制滅 大破 壞に 遭遇 せんとし つ V ありたり、 此 時に 當り 能く 將來を 洞察し、 民 を警誡 し、 濃き 雲 

と黑き 雲の 彼方に 光と 榮を 指示せ しもの を預 一一 一一 G 者 M レ ミヤと ゼパ 一一 ャの 二人な りと す、 彼等 は. 靜 

かなる ときに 大荒亂 の 到 來を預 一一 目せ り、 人 は 彼等 を 狂と 呼び、 賊と 罵りし ならん、 然れ ども 彼等 は 否 

定す るの 外、 何事 を も爲し 得ざる 無慈悲なる 誹謗 者に は あら ざり しなり、 彼等の 聲は 正義の 聲な るの 

みならす、 亦 愛の 聲 なりし なり、 彼等の 如く 激烈に 忿怒 を 語りし 者 は あらす、 然れ ども 彼等の 如く 明 

確に 希望 を傳 へ、 柔和に 傷 を 癒せし；^ は あらす、 民 繁盛に 安す る 時に 預言者の 聲は聞 ゆ、 ヨシヤ 王の 

治^に 預言者 ゼパ -1 ャの曾 は 響き渡りて、 荒亂の 後に 来る 不朽の 平和 は傳 へられたり (笫 一節〕。 

〇 ゼパ 一一 ャの父 クシ、 其の 祖父 ゲ ダリヤ、 其 曾祖父 ァ マリヤに 就て は 吾人の 知る 所な し、 然れ ども 其 

々祖父なる ヒゼ キアの、 ュダ 王ヒゼ キアな りし こと は 疑な きが 如し、 而 して 若し 爾か らんに は 預言 

者ゼパ 一一 ャは 王族の 一 人な りしな り、 彼が 貴族 を 罵る に 特に 激烈な りし を 見ても、 吾人の 此 想像の 事 

實に 近き ものなる を 知る を 得べ し (一章 八 節參考 )、 民の 友なる 者必 しも 平民に 限らす、 身 は 王族の 

斑に 在て 衆庶の 味方 に 立 ちし 者 は 古今東西 其 例 に 乏しから す、 ヒゼ キヤ 王の 血統 を 身に 受けな が ら諸 

の牧 伯と 王の 子等との 强 C§ 詭誠を 責めし ゼパ 一一 ャの 一一 百は責 いかな (第二 節〕。 

〇 ノアの 大 洪水に 類す る大 剿滅 は 再び 地上に 臨まん とす、 人 も 獸畜も 鳥 も 魚 も 地の 面より 絶た れんと 

す、 凡，；， れ 特に 辜な き禽 獸を滅 さんがた めに 非す、 惡人 と共に 善人の 躓礙 となる 者 を 亡さん ためなり、 

萬の 受造物 (天然 物) は 今に 至る まで 共に 歎き 共に 勞苦 むこと ある を 我 僭 は 知る (羅馬 書 八 章 二十 二 節)、 


天然 は 人と 運命 を 共に す、 人 をして 雜の 罪た る こと を 知らし めんがた めに、 神 は 罪な き 天然 をして 罪 

ある 人の 罪を檐 はしめ 給 ふ (第二， 一一 一節 )o 

〇 剿滅 は 全般に 涉る べし、 然れ ども M ホバ は 特に 其 手 を ュダと M ルサ レム の 諸の 民の 上に 仲 べんと す、 

彼 は其處 より 異神バ アル を拜 する 者の 殘類を 絕ち給 ふべ し、 偶像 ケマ リムの 名と 之 を 祭って 撣 から ざ 

る エホバ の 祭司と を 絶ち 給ぶべし、 ュダと H ルサ レムの 上に 臨まん とする エホバ の 忿怒 は 諸の 罪人の 

上に 臨まん とする 其 審判の 一斑た るに 過ぎす、 然 ども 多く 予 へられた る 者よ リは 多く 求めら る- -が故 

に (路加 傳 十二 章 四十 八 節〕 ュダと M ルサ レ ム とに 臨む 刑罰 は 特に 激烈たら ざるべ からす、 殊に ェ ホバを 

拜 すると 稱 しながら バ アル、 ケマ リムの 類を拜 する 者に 至って は 其 責罰は 特に 重 かるべし (第 四 節い。 

〇 叉 夜毎に 屋上に 天の 星を拜 し、 聖 殿に 詣て H ホバに 誓 を 立てながら、 心に 異神 マル カム を 指して ir 

ひ、 たぐ 手と 口と を 以て H ホバに 事へ、 心 は 彼に 悖り、 彼 を 求めす、 彼に 就て 其 指 iFji^ を 求めざる 僞信 

者の 輩 を 結たん と。 バ アル、 ケマ リム、 マル カム、 異神は 多 神な り、 一位の H ホ バに對 し、 彼等の 數 

は 衆 軍な り (笫 五， 六 節)。 

〇 大 審判 は 到らん とす、 S れ 特に H ホバの 日たり、 其 恐るべき 日 は 近 かし、 汝、 其 到来 を 聞て 默 せよ、. 

其 日、 エホバ は 彼に 饽り 離る 者、 卽ち 罪人と 共に 躓礙 となる 者 を、 祭壇の 上に 獻 げらる &犧牲 の 如 

くに 屠らん とす、 而 して 彼 は旣に 屠殺の 職に 當 るべき 者 を 定め 給へ り、 彼等 或は 北より 來るス キト 人 

ならん、 或 ひはチ グリス 河畔の アツ シリャ 人な らん、 彼等 は M ホバの 命に 循ひ、 犧牲 供養の 任に 當る 

べし、 神に 口な し、 預言者 をして 言 はしむ、 彼に 手な し、 征服者 をして 屠らし む、 裁 刺の 日 は 旣に近 

づけり、 而 して 罰せら るべき 者と 罰 を 加 ふべき 者と は旣に 定まれり、 大荒亂 今や 將 さに 大 偽善 國と其 
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n!:^ と の 上 に 臨まん とす (笫七 節 )o 

〇 ヱ ホバの 日 は M ホバ の 犠牲の 日な り、 其 日に 先 づ此率 あらん、 卽 ち先づ 諸の 贵挨 (牧 伯) と 王族 

(王の 子等) と は 罰せら るべ し、 卽ち 彼等 凡て 異邦の 衣類 を 着けた る 者 は 罰せら るべ し、 卽ち 彼等、 

身 はュダ 人で ありながら、 衣 は 之をッ 口、 サイ ドンの^ 場に 仰ぎ、 ギリシャの 羊毛 を染 むる にべ ニケ 

の 紫 を 以てせし め、 H ジ ブトの 纖維を 紡ぐ にバビ ンの 職工 を 以てせし め、 而 して 之 を 被りて、 權樓 

を 纏 ふ 尺の 上に 長たり、 エホバの 忿怒、 何 ぞ是等 「洋服 着用 者」 の 上に 臨ま ざらん や (第 八 節 )o 

〇 先づ 第一 に 罰せら るべき 者 は 舶来品 使用者た る 王侯 贵族 なり、 其 次ぎに 罰せら るべき 者 は 民の 资產 

の 掠奪 者な り、 卽ち 民家に 闖入し (閾を 飛び越え) 强暴と詭譎とを以て彼等の些少の産を^！^^取し以て 

其 主家 を 富ます 者な り、 君 は 玉 殿に 在て 錦 繍を纏 ひ、 臣は 民家に 下って 苛斂 を 行 ふ、 然れども^^ホバ 

す %  し 5*< 

の 前に は 君臣の 別 あるな し、 民の 膏血 を 啜る 者と 之 を 絞る 者と は 共に H ホパ の 日に 罰せら るべ しとな 

り (第 九 節： _G 

〇 此 驕奢と 强 暴と ある あり、 H ホバ の大. 維 判の 强壓の 座た る 首^  H ルサ レム に 臨まざる の现 あらん や、 

間け よ、 災禍の 日 を 以て 尙ほ 遠し となし、 自 から 象牙の 淋に队 し 寢臺の 上に 身 を 伸ばし、 國 民の 艱難 

を 憂へ ざる 者よ (亞 麼士書 六" き 一一 節 以下)、 號 呼の 聲は都 城の 東北 隅なる 「魚の 門」 の邊 より 起らん とす、 

商家 甍を 速ね たる 「下 巿」 より 喚く 聲 起らん、 敵 は 都 城 を 周る 山々 に據 り、 其處 より 大 なる 肷 壞は始 

まらん、 叫べよ、 汝 等マク テシ區 (市の 北方に 位せし ならん) の 民よ、 そ は商贾 は 亡び、 銀 を 极ふ者 

は 悉く 絶た るべ ければ なり、 全國 民の 富の 注 集に 由って 成りし、 首府の 富 は先づ はるべし、 奪 ひし 

者 は 奪 はる、 敗滅 は 先づ第 一 に 首都と 其 豪 富との 上に 臨む ベ し (第 十、 十一 節)。  . 


〇 先づ 王侯貴族 は 減ぶべし、 其 次ぎに 其 手先と なりて 民の 膏血 を 絞りし 官吏 は 亡ぶべし、 其 次に 政府 

の 御用商人 となりて 不義の 財 を 積みし 者は絕 たるべし、 而 して 尙ほ其 他に も 罰せら るべき 者 あり、 是 

は 冷淡 遲覺の 徒な り、 彼等 は酒槽 の」 敗に 殿み し 滓の 如き 者な り、 彼等 は 隱れて 身を顯 はさす、 唯 心の 

中に 密かに 其 思念 を 述べ て 曰 ふ、 ェ ホバは 福 を もな さず 災を もな さず と、 彼等 は H ホ バ を 以て 無能の 

隱遁 者と 見做せり、 故に 彼等 は M ホバを 崇め もせす、， 亦 恐れ もせす、 彼等 は 神 は 無き に 等しき 者と し 

て 彼等の 生涯 を 送れり、 然れ ども H ホバは 彼等 を 見 遁し給 はざる べし、 彼は燈を照らして ^^ ルサ レ ム 

の 隅々 まで を 探し、 彼等 を其隱 所より 引出して 罰し 給 ふべ し、 最も 憎むべき 不信 は 冷淡の 不信な り、 

熟から す、 冷 かなら す、 神に 無能 を歸し 奉りて、 己れ 無爲の 生涯 を 送る 者な り、 K ホバの 裁判の 日に 

は斯か る" 蝙蝠 族 も 其 穴 より 引出されて. C 晝に 於て 罰せら る ベ し (第 十 一 一 節)。 

〇 斯くて 彼等 總 ての 階級の 罪人 は 罰せら るべ し、 彼等の 不義の 財寶は 掠めら るべ し、 彼等の 積 不善の 

家 は荒果 つべ し、 彼等 家 を 造る とも、 他人の 住む 所と なり、 自己 は 其 中に 住む こと を 得ざる べし、 葡 

萄を植 ると も その は 他人の 牧 むる 所と なりて 自己 は 之より 生す る 葡萄酒 を飮 むこと を 得ざる ベ し、 

彼等 民 の 產を 掠めし 者 は 今や エホバの 達り 給 ふ 掠奪 者 の 掠む る 所と な る ベ し ( 笫十 三 圜〕。 

〇 14 ホバの 日 は 近 かし、 然り、 爾 曹が悔 改めざる に 由り て其大 なる 日 は旣に 目前に 迫れり、 近づけり、 

然り 不意に (速 かに) 来るべし、 耳 を 傾けて 聽 けよ、 ！：； 冗れ 實に H ホバの 日な り、 勇士す らも 泣き叫ぶ 

の 日たり (第 十四 節)。 

〇 其 日 は 如何なる 日ぞ、 是れ 忿怒の 日な り、 患難と 痛苦の 日な り、 荒 亡と 敗壞の 日な り、 暗 黑と陰 I 怒 

の 日な り、 濃き 雲と 黑き 雲の 日な り、 喇叭と 突喊の 日な り、 城廓 攻 取の 日な り、 H ルサ レム 滅亡の 日 
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なり、 isi- 人贵 罰の 日な り、 正義 表顯の 日な り、 黑白 判^の 日な り、 火に て 萬 物 を 試みら る、 日な り、 

惡 人の 恐怖の nz なり、 善人の 歡 喜の 日な り、 震 はるべき 者 は 悉く 楚られ て 震 はれざる 者 は 悉く 存る日 

なり C 希 伯來書 十二-革 廿七 節〕、 特に 枕の： _ 取 終の 裁判の 日な り、 神の 子供が 義 とせられて、 惡 魔と 其の 從 

者と が 火と 硫礦の 燃 ゆる 池に て 其の 報 を受く る 日な り 「默 示錄 二十 一章 八 節) (第 十五， 十六 節 )o 

〇 其時大 なる 混亂 あるべし、 其 時 智者に 智慧な かるべし、 策 者 は 策に 窮 すべし、 彼等 は 術の 施すべき 

なくして 盲者の 如くに 彷徨 せん、 そ は 他な し、 彼等 は ヱ ホバに 向 ひて 罪 を 犯し たれば なリ、 靠を 天に 

得たり、 故に 天上 天下 彼等 を 助く る 者な きに 至るべし、 祌 無くして 世 を 渡らん とせし 彼等 は 世の 頓む 

ベ きな きに 至りて 全 宇宙 間に 何の 賴 るべき ものな きに 至る ベ し、 H ホバ に 向って 罪 を 犯す こと を 以て 

小事な りと 見做せし 彼等 は エホバ の 忿怒の 日に 遭 ふて、 盲者の 如く 迷 ふに 至るべし (第 十七 節 )o 

〇 彼等 は 金と 銀と に賴 めり、 彼等 は 思へ り、 是 ありせば 艱苦 何ぞ 怖る、 に 足らん と、 然れ ども エホバ 

の 忿怒の 顯 はる k 時に 金銀 我 倚に 何の 耍 あるな し、 H ホバは 其の 時 我 儕の 良心 を 探り 給 ふなり、 而し 

て エホバに 向 ひて 犯せし は 金銀 接んで 山を爲 すと も、 之 を 以て 之 を 惯ふ能 はす、 聰^ は 金銀 以外の 

或 物 を 要す、 世が 今日 嘲って 止まざる 我 倚の 「罪の 代」 なる 者の み、 其 時 我 倚 を 救 ふに 足るな り (笫 

十八 節」。 

〇 熱心の 極 を 「嫉妬」 とい ふ、 「嫉妬の 穴」 と は 破邪 顯 正の 火な り、 而 して 全地 は 終に 斯 かる 火に 呑 

まるべし、 卽ち 全地と 其 と は 正義の 火の 鎔解す る 所と なるべし と 云 ふ、 此事を 聞いて 祌の殘 虐を責 

むる 者 は 誰ぞ、 我 儕 は 寧ろ 神の 公義 を 讚美す べきに 非す や、 正義の 呑む 所と なる は 恩 惠の懷 く 所と な 

るな り、 H ホバが 全地の 民 を 速 かに (不意に) 悉く 滅し給 ふ 時に、 不義 を 以て 滿ち 溢れた る 此地は 神 


の淨 土と 化する にあら す や (第 十八 節)。 
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ゼ カリヤ 書 研究 

聖俗 差別の 撒麼 

ゼ カリヤ 書 十 g; 章 一 一十、 二十 一節 

敎 會が爲 した 多くの 間違の 巾で 缺も大 なる 者は聖 俗の 刖を 立てた 事で ある。 傅 道 並に 祭事に 從 事す 

る^が^^職でぁって、 其 他の 事業に 從 i5?f する 者 は 凡て 俗人で あると 云 ふ。 敎會は 殊に 聖ぃ 所、 其 他 は 

凡て 據れ たる 所で あると 云 ふ。 兹に 於て か聖 殿と^ 界 とが 全然 15^ 刖 せられ、 聖 殿が 聖く 見える 割合に 

此世 が^く Es- ゆるに 至った。 聖職 は， H 衣 を 着けて 神事に 當り、 平信徒 は 神に 近づかん と 欲して 聖職の 

按助を 待つ より 他に 途 がない。 監赞、 牧師、 傅 道 師等は 聖別され たる 特別に 聖ぃ 人達であって、 商人、 

§> 工人 等 は 神の 寶 座より 數段 離れた る 者で ある やうに 思 はる。 そして 二十世紀の 八？' 日と 雖も斯 か 

る 思想 は廣く 社會に 行渡つ てゐ る。 

然し是 れ問途 つたる 思想で ある。 斯 かる 思想 は 一 日 も 早く 廢棄 すべきで ある。 ぺ テ a が 臼 ひし 如く 

祌は3:れの人をも穢れたる^|<;义は潔からざる者と云ふ勿れと我れに示し給 へり(行傳十章サ八節) 

であって、 深く 神の 聖 33 を 探りて 其內に 聖 俗の 差別の なき 事 を 知る ので ある。 神の 造り 給 ひし 者は悉 


く聖 しで ある。 或は 叉 神 は 萬 物 を聖く 成し 得べ しで ある。 我等 は 聖物を 引下げて 之 を 俗化して はなら 

ない が、 我等 は 聖靈 に 由て 俗物 を 引上げて 之を聖 化すべき である。 そ し て 其 事 が 神の 聖旨で ある 事 は 

聖書の 明かに 示す 所で ある。 ゼ カリヤ 書 十四 章计、 廿 一節が 其の 事 を 示す。 

この 日に は 馬の 鈴まで 「H ホ バに聖 し」 と 記さる 

と ある。 其當 時には 主として 軍用に 供せられ たる 馬まで が聖 化されて、 其 頸に 飾られた る 鈴にまで 

「エホバ に聖 し」 と 彫 込まる べしと 云 ふ。 此は 祭司の 長の 戴ける 星に 彫 込まれた る 文字であって 神聖 

の 極 を 示 せる 言葉で あ る。 卽ち 最も 俗 的なる 物が 最も 神聖なる 物と し て 取扱 はるべし との 事で ある。 

又 

エホバの 家の 鍋 は 壇の 前の 鉢と 等し かる ベ し 

と。 鍋 は聖殿 附歸の 最も 有觸れ たる 器具で ある。 其 物が 祭 擅の 前に 据えられ たる 大 鉢の 如くに 神聖 視 

せらる k に 至るべし と 云 ふので ある。 卽ち 平凡 非凡の 區^ は 失せて、 平凡なる 物 は 非凡なる 物 丈け そ 

れ 丈け 聖 くなる べしとの 事で ある。 (出 埃 及 記廿八 章卅六 節、 歷代志 略 下 卅五章 十三 節參考 )。 

エルサレム 及び ュダの 鍋 は 凡て 萬 軍の エホバ の聖 物と 成るべし。 

聖 殿の 器具に 止まらす、 全市 並に 全國の 器具まで が聖 化せられて H ホバ の聖 物と 成る ベ しとの 事で あ 

る。 卽ち 民の 住家が 変 殿と 化して 其處に エホバが 宿り 給 ふで あらう、 そして 其處に 祭事が 行 はる、 で 

あらう。 イエ スがサ マリヤの 婦に曰 ひ 給へ るが 如く  r 此山 のみに 非す 亦 M ルサ レムの みに 非す して 汝 

等 父を拜 すべき 時 到らん」 と あるが 如し (ョ ハ太傳 四 章 二十 一節 )o 

凡そ 犧牲 を默 ぐる 者は來 りて 之 を 取り 其 中に て 祭 肉 を *^ 一ん。 

聖俗 差別 Giisp!  七 六 五 
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&^俗の1£|:训は全く失せ、 凡ての 物は聖 化せられて、 神に 犠牲 を獻 ぐるに 於て、 家に 有 合せの 器具 を以 

てす る も 神 を瀆さ るべ しと 云 ふ 。〔冬 M の 聖化を 語る .w 薬 にして 是れ 以上に 徹底せ る もの はない。 

家の 厨房が 聖 化せられし 時に、 其 家 は 金 部聖 化せられ たので ある。 

其 日に は 萬 軍の エホバ の 家に 最早 カナ ン人 あらざる べし。 

力 ナン 人と は 商人の 意で ある。 ヨブ 記 四十 一章 六 節に 「漁夫の 仲間 之れ を 商品と なして 商賣 人の 仲間 

に 分たん や」 と ある 其 首 葉で ある。 神の 聖 殿に 最早 商賣 人な かるべし と 云 ふので ある。 イエ スは繩 を 

もて 鞭 を 作り、 「我が 父の 家 を 商寶の 家と なす 勿れ」 と 云 ひて 殿より 商賣 する 者を逐 出し 給へ りと 云 

ふ (ヨハネ 傳ニ卓 十三 節 以下 )o 何れの 時代に 於ても 聖 殿に 商賫 人が 入り 易く ある。 敎會に 俗人が 跌扈し 

て 之 を 利 ハ：^ 璲 得の 場所と して 利 ffl する は 決して 珍ら しき 事で ない。 神の 殿より 商人 を絕 っは宮 潔め の 

第 一 步 である。 

そして 單に 神殿に 商人が 絕 ゆるので ない、 聖 めら れ たる 社 會國家 を 通じ て 利益 獲得 を 生涯の 目的と 

する 商人が 絕 ゆるので ある。 卽ち 商人が 商人たら ざるに 至って 傅道師 丈け それ 丈け 聖く 成る ので ある。 

{次の鍋が^^壇の器と等しくなるが如くに、 俗人が 悉く 化して 聖徒と 成る ので ある。 福音の 感化が 徹底 

する 時に 此 結果 を 見る ので ある。 默示錄 二十 一 章 一 一十 七 節に 云 ふ。 

凡て 潔から ざる 者、 憎むべき 行 を爲す 者、 或：^ 識を言 ふ 者 は 必す此 に 入る こと を 得す、 唯 小羊の 

生命の 書に 錄 された る 者の み 入るな り 

と 云 ふ 其  一一 一 iC 葉の 實現を 見る ので ある。 

e*! 俗 義^の 撤廢 である。 其 事 は 階級 差別の 撤錢の 場合に 於て 往々 見る が 如き、 責 族が 下落して 平民 


と 成る 事が あって は 成らない。 平民が 向上して 凡て 貴族と 成る 事でなくて はならぬ。 聖が 俗化す る 事 

ではない、 俗が 聖 化する 事で ある。 聖 ならざる 者な きに 至る 事で ある。 人生 其 物が 傳道 事業と 成る 事 

である。 聖職と 稱 して 神に 仕 ふる 爲の 特^の 階級が 撒廢 せられて、 凡ての 信者が 聖職と 成る 事で ある 0 

凡ての 職業が 聖 業と 成る 事で ある。 我等 は此 理想に 向って 進む ので ある。 
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ィザャ 書 研究 補遺 

以赛亞 書改譯 綾き 

上揭 r 以赛 s=; 書 改譯」 (三 七三— 四 0 四 頁) の 摸 稿と 推定 せらる、 未發 表の 原稿に 據る * 四 〇 四頁參 照_ 

第 九 章 八より 十荤 四まで 

八、 主、 一一 目 を ヤコ ブに 送り 給 ひければ 

一一 一一 II、 イスラエル の 上に 棲 止れ り 

九、 凡ての 民 は 之 を 知るな らん 

エフ ライムと サ マリヤの 住民と は 知るな らん 

其 言に 曰 はく 

彼等 高ぶり 心に 誇りて 曰 ふ 

十、 瓦 は 壞れ たれ ども 我 倚 は 斫石を 以て 建てん 

桑樹は 伐ら れ たれ ども 我 倚 は 香 柏 を 以て 之に 易 へんと 


十一、 この 故に H ホバ 彼等に 對 つて 敵レヂ ンを擧 げん 

亦 彼等の 總 ての 仇 を 振起さん 

十一 一、 前に ァ ラム 人 あり、 後に ぺ リ シテ人 ありて、 

口 を 張りて ィ スラ H ルを 呑まん 

是れ ある も M ホバ の 怒 は 宥められす して 

彼 は 尙ほ其 手 を 伸し 給 ふ。 

「 言」 は 使者な り、 五十 五 章 十一 節參考 

デレ ツチ 曰く > 言 は 其 性質と 履歷 とに 於て 神の 使者な り。 

十三、 然れ ども 此民は 己 を 撃つ 者に 還らす、 

彼等 は 萬 軍の H ホバ を 求めざる な， り、 

十 gl、 斯る 故に ェ ホバ は イス ラ H ル より 首と 尾と 

稷橺の 枝と 葦と を 一 日の 中に 斷 切り 給 はん、 

十五、 老いた る 者と 貴き 者、 是れ 彼等の 首な り、 

虚偽 を敎 ゆる 預言者、 是れ 彼等の 尾な り、 

十六、 此 民の 先導者 は 彼等 を 誤らし む、 

而 かして 彼等に 導かる  > 者 は 滅ぼさる、 

害改 ft 想き 
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十七、 此 故に 主 は 其 少壯者 を 喜び 給 はざる べし、 

叉 其 孤兒と 寡婦と を 憐み給 はざる べし、 

蓋 彼等 は智な 偽善者に して 惡人 なれば なり 

彼等の 口 は 悉く 陋惡を 語れば なり * 

是れ ある も エホバ の 怒 は 肴め られ すして 

彼 は 尙ほ其 手 を 仲し 給 ふ、 

ss-: 止の K 一一； H 者 は 民の 先導者た るべき も、 偽 はりの 预ー百 者 は 與論の 隨從 者たり. 卽ち 05〕 なり 

十八、 惡は 火の 如くに 燃え 

棘と 荊と を 焚き 盡 くして 

其 火 は 茂れる 森に 及び、  ， 

ル， 3 な 煙と なりて 上騰らん 

十九、 H ホバの 怒に 緣 りて 地は黑 暗く たり、 

lo えくさ 

民 は 火の 燃料と たりて 

人 は 其 兄弟 を 容赦せ ざるべし" 

二十、 彼れ 右に 攫め ども 尙ほ 飢え 

左に 食へ ども 尙ほ 飽かす、 


彼等 は 备自其 腕の 肉 を 食 はん、 

廿ー、 マナ セは エフ ライム を、 エフ ライム は マナ セを食 ひ、 

又 彼等 相 合 ふて ュダを 攻めん。 

是れ ある もェ ホバ の 怒 は 着めら れ すして 

彼 は 尙ほ其 手 を 伸し 給 ふ。 

十 章  I  _ 

一 . 不義の 法律 を 布告し 

暴虐 の 言 を 錄す者 は禍 ひなる かな、 

二、 彼等 は 乏しき 者の 訴訟 を 斥け  - 

我が 民の 中の 貧き 者の 權利 を， 剝ぎ 

やもめ ちち もの う fi 

寡婦の 资產を 奪 ひ 

孤兒の 所ず を 掠む。 

三、 汝等 懲罰の 日の 来らん 時に 何を爲 さんと する か、 

敗滅の 遠方より 臨まん 時に 何を爲 さんと する か、 

汝等救 はれん ために 誰に 往 かんとす るか、 

又 何 處に汝 等の 寶を殘 さんと する か、 

2:、 彼等 はた 5- 捕虜の 下に 屈み 

れ llrfws 改譯緣 き  七 七 1 
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殺された る 者の 下 ■ に伏仆 れんの み 

是れ ある も エホバ の 怒 は 宥められ すして 

彼 は 尙ほ其 手 を 仲し 給 ふ。 

五 章 二十 五節より 一一 一十 節まで を 鼓に 附 して 讀むも 可な リ。 

十 章 五節より 終まで 

五、 咄 アツ シリャ よ、 汝は 我が 怒の 杖な り 

我が 忿恚 の笞 なり、 

六、 我れ 神 を 瀆す國 民 を 攻めん ために 彼 を 送らん 

我れ 我が 怒の 民 を 攻めん ために 彼に 命 を 下さん 

我れ， 彼 をして 其產を 掠めし め 

其 財 寶を奪 はしめ _ 

彼 を \ 街 の 泥の 如くに 蹂躪ら しめん。 

七、 然れ ども 斯く 度らざる なり、 

彼の 心 は 斯く思 はざる なり、 

彼の 志は壞 つに あり、 


七 
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紗から ぬ 國民を 絶つ にあり、 

八、 彼 は 云 ふ、 我が 諸侯 は 王に あらす や 

九、 カル ノはカ ルケ ミシの 如きに 非す や 

ハ マ テは アル パデの 如きに 非す や 

サマリ ャはダ マスコ の 如きに 非す や。 

十、 我 手 は 偶像に 事 ふる 國々 を 得たり 

其 彫み たる 像 は H ルサ レムと サ マリヤとの ものに 優れり 

十一、 我れ サ マリヤと 其 偶像と に爲 せし 如くに 

エルサレム と 其 偶像と に爲さ らん やと。 

十二、 此 故に 主 言 ひ 給 ふ、 我れ シ オンの 山と エルサレム とに 

爲 さんと 欲する 事 を 悉く： 遂げ 終らん 時に 

我れ アツ シリャ 王の 驕れる 心の 業と 

其 高ぶる 額の 榮を 罰せん、 

十三、 蓋 彼 は 雷へ り、 我 は 我が 手の 力に 由り て 之を爲 せり 

我に 先見 あるが 故に 我が 智に 由り て 之を爲 せり、 と 

我 は國々 の 境界 を 除き 

其貯 へたる 財貨 を 掠め 

威權を 以て 位に 坐す る 者 を 引下せ り 
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十 四、 我れ 鳥の 巢を據 るが 如くに 國々 の 富 を 獲たり、 

棄 てられし 卵 を. 6 牧 むる が 如くに 我 は 全地 を取牧 めたり、 

時に 一 人の 翼 を 動かす 者な く、 

叉 口 を 啓きて 喃々 する 者な かりきと、 

十五、 斧 は 之 を 用ゐて 伐る 者に 對 ひて 已れ自 から 誇る こと を せんや 

鋸 は 之 を 動かす 者に 對 ひて 己れ 自 から 高ぶる こと を せんや 

此は恰 かも 笞が己 を 擧る者 を 動かし、 

杖が 自 から 木に あらざる 者を擧 げんと する に 等し。 

十六、 此 故に 主 萬 軍の H ホバ は その 肥えた る 者を瘦 しめ、 

且つ 其榮 光の 下に 談の 生す る ありて 火の 焚く が 如くた らん。 

ト七、 イスラ H ルの光 は 火と 化し 

その 聖者 は焰 とならん 

此火ー 日の 中に 荊と 棘と を 燒き盡 さん、 

十八、 其 林と 腴 たる 田圃の 榮は 失せ 

其 靈と其 肉と は 滅びて 

威な 病 者の 衰 へたる 如くな らん。 

十九、 且つ 其 林の 樹の殘 餘は少 くな りて 

童子 も 之 を算へ 得る に 至らん。 
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一 一十、 當日 イス ラ H ルの 殘餘め 者と 

ヤコ ブの 家の 難 を 免 かれ 者と は 

再び 己を擊 ちし 者に 頼らす 

誠意 を 以て イスラ H ルの 聖者 エホバ に賴 るに 至らん 

廿ー 、 殘餘の 者、 卽ち ヤコ ブの殘 餘の者 は 

大 能の 神に 還るべし。 

卄ニ、 あ \ イスラ H ルょ、 汝の民 は 海の 沙の 如しと 雖も 

た 僅少の 殘餘の 者の み 還り 来らん。 

哦滅 は旣に 宣布せられたり、 義を 以て 溢る。 

せ 二、 そ は 主 |€ 軍の H ホバ は 纖滅を 

全地の 屮免. に 於て 斷 行し 給 ふべ けれ ば な り 。 

廿四、 此 故に 萬 軍の 主 H ホバ言 ひ 給 はく、 

シ オン に 住める 我が 民よ、 

アツ シリャ 人 を懼る \ 勿れ 

しちと 

被れ 笞を 以て 汝を维 ち 

又 エジプト 人の 例に 傲 ひ 汝に對 て 杖を擧 げん 

しぶ.，？,、  い/^ つ：； 二り 

廿五、 そ は 頃刻に して 忿恚 は歇 まん 

我が 怒 は 彼等 を 減して 息まん 

W  0  .ft  fi 改 St  s? き 
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廿六、 昔往ォ レブの 巖の 邊 に 於て ミデァ ン人を 撃し 如くに 

IS 軍の H ホバ は 彼のた めに 禍害 を 起し 給 はん 

叉 彼の 笞を 海の 上に 加 へ 給 ひしが 如くに 

エジプト 人と 等しく 彼 (アツ シリャ 人) を 攻め 給 はん 

竹 七、 當日 彼の 重荷 は汝の 肩より 取 下され 

产、 びさ  5.;* じ 

彼の 軛は汝 の 頸より 離され 

難句 その 軛は膏 の 故 を 以て 壞 れん。 


= ^八、 彼 は アイに 來れ り、 ミグ ロンに 越えたり、 

しち VS う 

ミ クマ シ にて 其輜重 を駐め 

卄九 * 渡 口 を 過ぎて ゲバに 宿れり、 

ラハ は戰慄 き、 サ ウル ギベア は 逃れたり、 

三十、 汝の聲 を 揚げて 叫べよ、 鳴 呼ガ リムの 女よ、 

其 聲を聽 けよ ラ イシ、 (之に) 應 へよ アナ トテ 

世 一 、 マデ メナ は動搖 せり 

ゲビ ム の 民 は 財を擔 ふて 走れり 

讲ニ、 其 口 彼れ ノブに 駐 りて 

、ンォ ン の 女の 山なる エルサレム の 岡に 對 ひて 
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手を攞 らん 

卅三、 視ょ、 主なる 萬 軍の N ホバ は 

猛威 を 以て 其 枝 を 斷ち給 はん 

丈 高き 者 は 伐り 落され 

錄 えたる 者 は卑く せらるべし 

卅四、 また 錢を 以て 林の 繁茂 を 研り 給 はん 

レバ ノ ンは 能力 ある 者に 倒さるべし。 

第 十一 章 

ェ ッ サイの 株より 一 つの 芽條 出で 

え-たはえ 

その 根より 一 つの 枝 生て 實を 結ばん、 

やど 

H ホバ の靈は その上に 寓 らん 

是れ卽 ち 智慧と 聰明との 靈、 

謀略と 才能との 靈 

智識 の 靈、 H ホバを 長る \ の 靈 なり、 

たのしみ 

彼の 歡樂は H ホバ を畏る 、 ことに あらん、 

彼 は 又 目の 見る 所に 由て 鞫か す、 

以 lfw« 番改譯 綾き 


1 , 

二、 

三、 
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耳 の 聽く 所に 由り て 斷 定めす 

四、 然れ ども 公義 を 以て 貧者 を賴き 

公平を以て世の壓せらる 、者を斷^^^めん、 

又 その 口 の 杖 を 以 て 暴虐 者 を 撃ち 

その 脣の 氣息を 以 て 惡人を 殺さん 。 

五、 而 して 公義 は 彼の 腰の 帶 となり 

誠 赏は其 身の 佩と ならん 

六、 當日豺 狼 は羔と 偕に 住み 

豹 は 小羊と 共に 居らん、 

擅と 小獅と 肥えた る 家畜と は 偕に 居て 

小さき 童子 は 彼等 を 導かん 

七、 牝牛と 熊と は 偕に 食 ひ 

其 子等 は 共に 伏せん 

獅子 も 牛の 如くに 藁 を 食 はん 

ちの み/一  仁 はふ 

八、 兒は 毒蛇の 穴に 戲れ 

5^ 離れの 兒は手 を 蜈の窟 に 置かん、 

九、 我が 聖 山に 於て は 誰も 害 ふ 者 傷く る 者な からん、 

そ は エホバ を 知る の 智識 は 全地に 盈ちて 
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水の 大洋 を掩 ふが 如くに 至る ベければ なり _ 


人類と 動物と の關係 

羅 US 書 八 章 十九— ニニ 

野獸は 絡た る..' ことなくして 馴劳 せらる ■ 

W 西結甞 三十 m〇 二 五、 

十、 當日 エツ サイの 根 は 立ちて 

めじるし 

諸の 民の 目標と なり 

異邦人 は 来りて 彼に 擧び 

彼の 安泰に 榮 あるべし。 

十 一 、 當日主 はまた 復 たび 其 手 を 擧げて 

其 民の 淺餘の 者 を 履 ひ 給 ふべ し、 

卽ち之 を アツ シリ ャ より 贖 ひ 給 ふ ベ し 

又 エジプトより、 叉 パテ ロスより 

又ェ テオ ピャ、 エラム、 シナル より 

ハ マ テ 及び 海の 島々 より 

彼等 を 牘ひ給 ふべ し。 


「ダビデの 极 また 其 苗裔」 默示 錄？】 ノ； 5 
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十二、  H ホバ は國々 のために 目標 を 立て 

イスラエル の 雍られ たる 者 を 集め 

ュダの 散 失た る 者 を 聚め給 はん 

よも  はて  つど 

地の SI 方の 極より 之 を 集へ 給 はん。 

. -»  そね み 

十三 H フ ライムの 猜 もまた 失せん 

(の〕 な？ -..1 .U 

ュ ダを li す 者は斷 たれ  (ュ ダの 中に 在て エフ ライ ムを惱 す 者) 

ェ フライ ムはュ ダを猜 ます 

ュ ダ はまた H フ ライム を惱 まさす 

十四、 彼等 は 西なる 「ペリ シテ 人の 肩」 に 飛び 行き  ， 

また 相 共に 東方の 子 輩 を 掠め 

其 手 を H ドム 及び モア ブ の 上に 仲べ 

アン モ ンの子 輩 は 彼等に 從 はん 

十五、 エホバ、 H ヂプ 卜の 海の 入江 を 祜渴し 

河の 上に 手 を 伸べ て 熱風 を 吹かせ 

其 河を擊 ちて 七の 小 流と なし 

履 を 穿き て 之を涉 らし めん 

十六、 斯くて アツ シリャ に 残れる 

其 2^ の 殘餘の 者の ために 一 つ の 大路 あらん 


七 
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昔し イスラ H ルが エジプトの 地より 

いで 出來 りし 時の 如くなる べし。 


我 主ィヱ ス キリスト 

以獎亞 書 五十二 章 I 五十 三 章 

序  一一 m 

十三、 視ょ、 我が 僕は榮 ゆべ し、 

彼 は頌揚 せられて 甚だ 高く せらる ベ し、 

十四、 前に は 多くの 人、 彼 を 見て 該 きたり、 

(其 ぼ 貌は害 はれて 人の 面貌と 異なれり、 

其 形容 は殘 はれて 人の 形容と 違 へ り) 

十五、 後に は 彼れ 多くの 國民 をして 起た しめん、 

王 等 彼に 由り て ロを絨 まん、 

我 主 イエスキリスト 
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そ は 彼等 未だ 傅 へ られ ざる こと を 見、 

未だ 開かざる こと を 悟 る ベ ければ 也 

一 , 我等に 示されし こと を^ ぜし者 は誰ぞ や、 

エホバの 手 は、 是れ 誰に 顯 はれし や。 

二、 彼 は H ホバの 前に 若木の 如く 生育ち たり、 

燥き たる 土より 出る 樹 株の 如く 生育ち たり、 

我等が 仰ぐ ベ き嚴 しき 容姿 彼に あるな し、 

我等が 慕 ふべき 華麗、 彼に なかり し。 

三、 彼 は 侮られて 人に 棄られ たり、 

悲哀の 人に して 疾病 を 知れり。 

そむ 

人に 面 を 背けら る 者と して 侮られたり、 

我等 も 亦 彼 を 貴 まざりき。 

四、 實に彼 は 我等の 疾病 を 食 ひしに て ありき、 


七 
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自 から 我等の 悲哀 を擔 ひしに て ありき、 

然るに 我等 は 思へ り、 

攻められ、 神に 撃 たれ、 苦 めら る k なりと。 

五、 彼 は 我等の 愆の 故に 刺されし なり、 

我等の 不義の 故に 碎 かれしな り、 

我等の 平康 のために 懲罰 は 彼に 加 へられたり、 

彼の 鞭痕に 由り て 我等 は 癒さる k なり。 

i よ ひ ゆ 

六、 我等 はす 一べ て 羊の 如く 迷往 けり 

我等 は お のく そ の 道に 向 ひ 行けり、 

而 して エホ バ は 我等す ベ て の 慰 を 彼 の 上に 置き 給へ り。 

IS  ？、. 仁 

七、 彼 は 苦め られ ども 自 から 謙りき、 

彼 は 其 口 を 開 かざりき、 

屠場に 牽 かる &羔の 如く、 

め ひつじ らだ 

毛 を 剪る 者の 前に 牝 羊が 默す 如く 

彼 は 其 口 を 開 かざりき、 

^主 イエスキリスト  七 八 一一 一 
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八、 (ナ シ— 編者) 

九、 彼の 墓は惡 者と 共に 設けられたり、 

彼 は 死して 虐 ぐる 者と 共に せられたり 

而 かも 彼 何の あらび を 行 はす、 

彼の 口に 何の 虚偽 もなかり き、 

十、 然れど M ホバ は 彼 を 痛く 碎 くこと を 喜び 給へ り、 

斯くて 彼の 靈魂 、 短 祭の 供物 を獻 ぐるに 至らば、 

彼 は 其裔を 見、 其 毒 を 長く せん、 

而 して H ホバ の 善 3 曰 は 彼の 手に 在りて 榮 えん、 

十一、 彼 は 己が 靈 魂の 煩 勞を 見て 心 足ら はん、 

我が 義 しき 僕 は 其 智識に 由り て 多くの 人を義 とせん、 

彼 は 叉 彼等の 不義 を 負 はん。 

十一 一、 是 故に 我れ 彼 をして 大 なる 者と 共に 物 を 分ち 取らし めん 
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彼は强 者と 共に 1^ 物 を 分配す ベ し 

彼 は 己が 靈魂を 傾げて 死に 至らし め， 

您 ある 者と 共に 數 へ られ たれば なり、 

(以下 二 行 抹^ セ -Willis) 


我 主 イエスキリスト  七 八 五 


第 四 卷內容 年譜 

詩篇 硏究 

善惡の 差別 聖書 之 W 究第四 一 號 明治 三十 六 年 ( 一 九 三 〇 年) 六月 舊約十 年再錄 

詩篇 第一 篇の 研究 (藤 井武 筆記) 聖書 之 研究 第二 ニー 號 大正 七 年 (一九 一八 年 ) 十二月 

詩篇 第 十二 篇 聖書 之 研究 第二 一九 號 明治 四十 四 年 (一九二 年〕 三月 舊約十 年再錄 

詩篇 第 十八 篇 聖書 之 研究 第三 四ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 一月 

『諸の 天 は 神の 榮光 を顯 はし』 聖書 之 研究 第 四 〇 號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年) 五月 舊約 十お 再錄 

詩篇 第 十九 篇の 研究 (藤 井武 筆記) 聖書 之 W 究笫 ニニ ー號 大正 七 年 (一九 一八 年) 十二月 

詩篇 第二 十篇 聖書 之 研究 第三 四ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年〕 一月 

詩篇 第二 十三 篇 害 之 研究 第四號 明治 三十 一一 一年 (一九 〇〇 年) 十二月 

ダビデの 牧羊 歌 聖書 之 研究 第二 ニ七號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 六月 

詩篇 第二 十 四 篇 聖書 之 研究 第一 二 四ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 一月 

詩篇 第二 十五 篇 同 

詩篇 第二 十六 篇 K 
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『エホバ は 我が 光な り』 聖書 之 研究 第三 九號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年) 五月 舊約十 年再錄 

詩篇 第二 十七 篇 ssi 之 研究 第三 四三號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 二月 

聖書 之 研究 第三 四四號 昭和 四 年 ( 一 九 二 九 年) 一一 一月 

同 

聖書 之 研究 第三 四五號 昭和 四た ヰ ( 一 九 ニ九ハ 半) 四月 

^書 之 研究 第一 一一 四六號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 五月 


詩篇 第二 十八 篇 

詩篇 第三 十篇 

詩篇 第三 十 一 篇 

詩篇 第三 十二 篇 

詩篇 第三 十三 篇 

詩篇 第三 十 ra 篇 

詩篇 第三 十五 篇 

詩篇 第三 十六 篇 同  . 

詩篇 第三 十七 篇 聖書 之 研究 第三 四七號 昭和 ra 年 (一 九 二 九 年) 六月 

『鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く』 聖書 之 研究 笫三 六號 明治 三十 六 年 (一九 0 三年) 三月 #-〔 約 十 年再錄 

詩篇 第 四十 五篇 聖書 之 研究 第三 四ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 一月 

詩篇 第 四十 六篇 聖書 之 W 究 第二 六號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二， ザ〕 十月 舊約十 年 再錄、 神 は 我憐の 堅城 

ト 題 シ テ 

平和の 希望 聖書 之 研究 第五 六號 明治 一一 一十 七 年 (一 九 Q 四 年) 九月 


豐^の 歌 聖書 之 研究 笫 一三 六 號 明治 四十 四 年 (一九 一一 年) 十一月 約 十 年再錄 

乇 1- セ の祈禱 聖書 之 研究 第 四四號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年〕 九月 舊約十 年再錄 

詩篇 第百篇 聖書 之 研究 第二 七ー號 大正 十二 年 (一九二 三年〕 二月 

『H ホバを 讚め まつれ』 gl. 書 之 研究 笫四 五號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年〕 十月 奮 約 十た 牛再錄 

詩篇 第 百 十八 篇 聖書 之 W 究笫 八五號 明治 四十 年 ( 一 九 〇 七 年) 三月 

『我.！^ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ』 聖書 之 研究 第三 八號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年〕 四月 舊約十 年再錄 

幸福なる 家庭 書 之 研究 第二 一七 號 明治 四十 四 年 (一九 一. 一年) 一月 舊約十 年再錄 

永遠の 慈愛 ^書 之 研究 笫  一二 八號 明治 四十 四ハヰ (一九 一 一年〕 二月 舊約十 年； 冉錄 

猶太 人の 愛圃歌 聖書 之 研究 第一 ー號 明治 三十 四 年 (一九 〇 ー华) 七月 奪 約 十 年再錄 

詩篇 片々 SSE 之 研究 第二 一九 號 第一 三五號 第一 ニ七號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 三月 十月 一月 約 十 

^Iw 錄 (秋郊 の歌ヲ 除ク) 

箴 言、 傳 0 之 書硏究 

箴 言 研 究 

箴言 第 一 章 七 1 一 九 節 C 橫山喜 之 筆記) 聖書 之 研究 笫 二八 七號 大正 十三 年 ( 一 九 二 四 年〕 六 

知識と 聰明の 獲得 聖書 之 研究 第二 八九號 大正 十三 年 ( 一 九 二 四 年〕 八月 

«sra 卷內 容 年餾  七 八 九 


ほ £ お 內《; 年 e  ヒ九 0 

長命と 名譽と 富貴 if 書 之 研究 第二 九 一 號 大正 十三 年 ( 一九二 四 年) 十お 

知識と 聰明と 智慧 ^甞之 研究 第二 九三號 大正 十三 年 (一九二 四 年〕 十二月 

智慧 第  一 E 

心 の 防衞 同 

身の 淸潔 同 

保證 の危險 楚書之 研究 第二 九 六 號大： 止 十四 年 (一九二 五 年〕 三 力 

蟻に 舉べ 同 

邪：^ の 人 同 

プ^^淫の世 同 

智慧 は 語る 聖書 之 研究 笫ニ 九八號 大正 十 ra 年 (一九二 五 ハ+) 五月 

智慧の 前 在 並に 人格 性 同 

ュダの 理想 婦人 (藤 井武峯 記〕 §¥甞 之 研究 第二 ニ五號 大正 八 年 (一九 一九； 牛〕 四月 

m 道 之 書 硏 究 

傳 道の 書に 就て 聖書 之 研究 笫 一八 四號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 十一月 空 の^なる 哉 及 ビ傳道 之 書 一名 至 

上 善の 探究 再錄 

傳道之 書解譯 i-f 書 之 研究 第一 八 九號第 一九 0 號第 一九 ー號大 y 五 年 (一九 一六 年〕 四月 五月 六月 空の 空 


なる 哉 及， ビ傳道 之 書 一 名 至上 善の 探究 再錄 

事業 熱に 捕 へられし コ ー へ レ ス 架 書 之 研究 第一 九三號 大正 五ハキ (一九 一 六 年) 八月 空の 空なる 哉再錄 

コ ー へ レスの 中庸 道 聖書 之 研究 第 一九二 號 大正 五 年 (一九 一六 年.) 七月 空の 空なる 哉再錄 

官吏 生活 を 試みし コ ー へ レス 書 之硏究 第一 九四號 大正 五 年 (一九 一六 年」 九月 空の 空なる 哉再錄 

コ ー へ レス の發見 聖書 之 研究 第 一 九 一 號 大正 五 年 (一九 一 六 年〕 六月 空 の 空なる 哉再錄 

傳道之 書の 研究 

時 を 知る の 必要 聖書 之 研究 第一 八五號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 十二月 空の 空なる 哉： 冉錄 

時 を 撰ばざる 事業 同 せ-の 空なる 哉再錄 

, 神に 事 ふるの 時期 同 空の 空なる 哉再錄 

预 ^一一 曰 書 硏 究 

預言の 讀み方 犁書之 W 究 第三 五七號 昭和 五 年 (一 九 一一 一 〇 年) 四月 

預言 研究の 必要 同 

預言 入門 聖書 之 研究 第三 〇 九號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 四月 

ィザ ャ 書硏究 

以賽亞 書私譯 聖書 之 研究 第 六 八 號第六 九 號第七 ニ號笫 七三 號 明治 三十 八 年 (一 九 0 丑年) 十 十  一 明治 

三十 九 年 (一九 〇 六 年) 二月 三月 舊約十 年再錄 

sssi 卷 内容 年 S  七 九 一 


en  ei  @ 内  年 s  七 九 二 

以賽亞 書改譯 之 研究 笫 一 一 七號第 一 一 八號第 一 一 九號笫  一 二 〇 號第 一 二 一  號 明治 十三 ハヰ (一九 一 

0 年〕 二 お 四月 五： HH ハ月 七月 ffi 約 十 年 再錄、 W 赛亞書 私譯ノ 一部分 トシ テ 

ィザャ 書の 研究 

其 一 ィザャ 書の 紹介 s^: 書 之 研究 第三 三 0 號 昭和 三年 (一九二 八^) 一刀 

其 二 ィザャ と 其 時代 同 

其 三 ィザャ の 名に 就て 同 

其 四 預言と 異象 同 

其 五 エホバの 大訴訟 書 之 研究 第三 三ー號 昭和 三年 (一九二 八 年) 二月 

其 六 罪の 本源 同  . 

其 七 僞 はりの 宗敎 同 

其 八 罪の 消滅 同 

其 九 審判と 救 ひ 聖書 之 研究 第三 三ニ號 昭和 三年 (一九二 八 年〕 三月 

其 十 平和 實 現の 夢 同 

其 十一 平和 實 現の 途 同 

其 十二 繁榮と 審判 同 

其 十三 理想と 實際 聖甞之 研究 第三 三三號 昭和 三年 (一九二 八 年〕 四月 


其 十四 寳 際の ュダと エルサレム 同 

其 十五 エルサレムの 婦人 (上」 同 

其 十六 H ルサ レムの 婦人 (下) 同 

其 十七 潔め られし エルサレム 犁書之 研究 笫三 三四號 昭和 三年 (一九二 八た ヰ〕 五月 

其 十八 ィザャ の聖召 (一〕 同 


其 十九 ィザャ の聖召 (二) 

其 二十 ィザャ の聖召 (三) 

其廿ー ィザャ の聖召 (四) 

-其廿 二 ィザャ の聖召 (五) 


同 

聖書 之 研究 第三 三五號 昭和 三年 ( 一 九 二八 年) 六月 

同 


聖 名三稱 CMIk2.CN〕 の 解 聖書 之 W 究第三  一 ニ號 大正 十五 年 ( 一 九 二 六 (キ) 七 =^ 

平和の 朝と 戰爭の 夜 聖： 書 之 研究 第二  0 三號 大正 六 年 (一九 一 七华) 六月 

エホバ の 僕 g^f 書 之 W 究笫 六九號 明治 三十 八^  ( 一  九 〇 五 年) 十 一 月 

マー レ ミヤ 記硏究 

耶利 米亞記 感想 ST 書 之 W 究笫七 四號笫 七五號 明治 ョ 十九 年 (一九 〇 六 年) 四月 五月 紫 約 十 年再錄 * マーレ 

ミ ャ の 召 ト題シ テ 

天然 詩人と しての 預 一一 一一 11 者 H レ ミヤ 犁書之 研究 第一 〇 八號明 ^£ 四 十二 年 (一九 0 九 年) 四月 研究 十 年再錄 

第 £ 卷內 I お 年 Si  七 九 一 一一 


第鬥卷 内 容 年譜  七 九 四 

M レ ミヤ 傅 研究 

第一 囘 祭司の 子 エレ ミヤ 聖書 之 研究 第三 〇 六號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 一月 

第二 囘 ヱレ ミヤの 時代 (石 原 兵 永 筆記〕 聖書 之 研究 第三 〇 七號 大正 十五 年 (一九二 六 年〕 二月 

00  M レ ミヤの 聖召 (同」 同 

第四囘 預言 第一課 (同) 聖書 之 研究 第三 0 八號 大正 十五 (一九二 六 年) 三月 

第五 囘 萬國の 預言者 (间) 同 

第六囘 耶利 米亞記 第二 童. 後半 (同〕 聖書 之 研究 第三  一 0 號 大正 十五 ハ中 (一 九 ニ六ハ 中) 五月 

第 七！： 耶利米 亚 記 第三 章 (同) 同 

第八囘 耶利米 亞記第 四 章 (同) 楚書之 研究 第三 一 ー號 大正 十五 年 (一九二 六 年〕 六月 

第九囘 耶利 米亚記 第五 章 (同， } 同  . 

第十囘 耶利米 亞記第 八 章 四 節 以下 (同〕 之 研究 第三  一 ニ號 大正 十五 年 (一 九 二 六 七 刀 

第 十一 囘 耶利 米亞， 記 第 九 章 (同〕 同 

H レ ミ ャ 哀歌 研 究 

耶 利米亞 哀歌 第三 章 聖書 之 W 究 第二 六ニ號 六 正 十一 年 (一九二 二 年) 五月 

ェ ゼ キ ュ ダ 書硏究 

预ー 一一 一口 者ェゼ キ ェ ルの僞 預言者 觀 楚害之 研究 第 八九號 明治 四十 年 ( 一 九 0 七 年) 七月 舊約十 年 再錄， 


死 骨の 復活 聖書 之 研究 第七號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一^) 三月 舊約十 年再錄 

ダニ  H  ^ 書硏究 

ffi 以理の 生涯 (研究生 筆記) 聖書 之 研究 七ー號 明；^ 三十 九 年 (一九 〇 六 年) 一月 

ダ 二  H ル 書の 研究 (藤 井武 筆記) 

第一章 政治家 的大 預言者 ダ  一一 H ル 聖書 之 研究 第二 三六號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 三お ダニ  H ル書の W 

究 冉，； 

第二 章 上 バビ n ン 城市の 莊觀 同 ダ  一一 H ル 書の 研究 再錄 

第一 一章 下 ネブカ ドネ ザル 大王の 夢 同 ダニエル 書の 研究 再錄 

第三 章 偶像 を拜せ ざり し ダ-ー エル ^書 之 W 究笫 二三 七號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 四 刀 ダ 一一 エル 書の W 

究再錄 

第 四 章 成功と 傲 同 ダ 11 エル 書の 研究 再錄 

第五 章 バビ n ン械の 覆滅 聖書 之 研究 笫 二三 八 號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 五月 ダ-ー H ル 書の 研究 再錄 

第 六 章 獅子の 穴に 入れる ダ -ー H ル 同 ダニ  H ル 書の 研究 再錄 

ホ セ ァ書 研究 

喊 野の 慰安 聖書 之 研究 第二  二 〇 號 大正 七 ハゃ (一九 一八 51.〕 十一 刀 

何 西 阿 書の 研究  ， 

^1: 卷內容 iM お  七 九 五 


SI- £  Sil 內 ft 年 S  七*^ 穴 

其 一 何 西 阿 書の 紹介 聖書 之 研究 第一 1 ニー 一七 號 昭和 三年 (一九二 八 年) 八月 

其 二 イエスと ホセ ァ 同 

其 三 家庭の 不幸 同 

其 四 審判と 救拯 同 

其 五 人の 愛と 神の愛 楚書之 研究 笫三 三八號 昭和 三年 (一九二 八 年) 九月 

其 六 神に 效ふ べし 1： 

其 七 曠野の 囁き 同 

其 八 民と 其 祭司 同 

其 九 淺 き悔改 犁： 書 之 W 究笫三 三九號 昭和 三年 (一九二 八 年) 十月 

其 十 イスラエルの 罪 同 

ァ モス 害 硏 究 

國家的 罪惡と 神の 裁判 (藤 井武维 記) 聖書 之 研究 第二  ニー 一一 號 大正 八 年 (一九 一九 年) 二月 

亞麼士 書の 研 究 

其 一 預言の 必要 並に 實益 聖書 之 研究 第三 四三 號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 二月 

其 二 テコアの 牧者 ァ モス 同 

其 三 預言の 出 所 同 


其 四 正義の 神 エホバ 间 

ォ バ 、デ ャ 書 硏 究 

ォ バデャ 書の 研究 

其 一 ォ バデャ 書の 紹介 聖書 之 研究 第三 四 〇 號 昭和 三年 (一九二 八 年) 十一 刀 

其 二 エサ ゥと エドム 同 

其 三 テ マンの 智慧 負け 聖書 之硏究 第三 四ー號 昭和 三年 (一九二 八 年) 十二月 

其 四 エドムの 罪 同 

其 五 H ホバの 曰 同 

. 其 六 イスラ ヱ ルの 救と 世の 終末 同 

ョナ書 研究  . 

約 拿 書 講義 (K.  K. 生 筆記) 聖書 之 研究 第三 ニ號 第三 一一 ー號 第三 四號 明治 三十 六 年 (一九 〇 一一 一年〕 一月 二月 

(十日 廿 五日 ：} 

ハ， バ クク 書硏究 

預言者 哈巴 谷の 聲 聖書 之 研究 笫四六 號第四 七號第 四八號 明治 三十 六 年 (一九 0 三年) 十一月 十二月 明治 

三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年) 一 月 商 約 十 年再錄 

ゼ パ -ー ャ書硏 究 

«s  s: 卷 内容 〔ネ 七 九 七 


第 e: 卷內容 年 Si 

預雷者 西 番雅の 首 梨 書 之 研究？.^ 五八 號 明治 三十 七 年 ( 一 九 OSI 年〕 十 一 刀 

ゼ カリヤ 硏究 

聖 谷差刖 の撤廢 聖書 之 研究 第三 四 0 號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 十 一 月 


ィザ ャ 書硏究 補遺 

W 賽亞書 改譯績 き 明治 3 十一 一一 年 (一九  一 CK や) 七月 

我主ィ エス キリスト 以赛亞 書 五十一 一章 1 五十 三 章 年月 不 S 


せ 
九 
八 


It 波 

g  

祭 二, vA 


有 所攉版 

移 

昭利 七： JJ- 九月 十 日印 刷 

昭和 七 年 九月 十五 S 行 as 


ぉ乂  Jl7  , 好  東京 巿； t 田區 Jin 

S  f  ^ 一  ッ橋通 町 三番 地 Af^^ 


«^«*  £ 村； g 之 

K 京 巿 s-ras 一  ッ ess- 三 SJ? 

GS  t 者  岩 波 茂 

Kins 市 lEae  sse- 三 丁！ H 十七 sij 

^  K  «  白 井 赫太郞 


够 


